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次 目 


有 島 武郞篇 


後 前の 其と 死 


其 刑 學ー婆 看 醫妻夫 影 も 

事 入 護 

他 係 生 男 ゃ夫師  人な 


死 時の 流れに 漂 ふ 小さな S がまた 一 つ、 小さな 昔 を殘し 

て はじける g- が來 た。 その K 意 をして 置け ょリ 

(おのお たリ rs リ感愤 のこ もらぬ つぶやく 如き： の^ 

さ、、 ゆ。 沈 WT) 

死 また 一 つの 命に 永劫 開く 事の ない 錠前 を かける £J が來 

た。 錠前 はい、 か。 鍵 はよ く あ ふか。 前 も 鍵 も sr びて 

はゐ ないか。 その W 意 をして 設けよ。 

(焰 のおたり i リっぷ やく 如く この きこ ゆ 。父 沈 t^。 

その 沈跌の il に 舞！ < 免 や、 明ろ くな リ、 前にして^ 

せろ 「ls」 の 姿 灰色の 背景 中に 現 はろ" 舞 蜜の §- ろく 

なる と共にお もむ ろに 簿れ 行く^の 周 園 にに 人 若干 

人 半 簡狀に うづく まリ 居ろ。) 

死 その 用意 をして おけよ。 (^人 等しく 點 頭く。  下 

じ) 悲しみ や 苦し み や 悶え の 聲が又 ひ としきり 時の 流れ 

を 小さく かきみだ すだら う。 た V 今度の は 耳に もさ はら 

ぬ ほど 小さな もの だ。 兩 手の指の 數 にも 足らぬ 人 問の 足 

なみが 亂れ るば かりだ。 人 問 全！^ はふり むき もせずに、 

毎時 の と ほり 的 もな く 急ぎき つて その 側 をす り ぬけ て 行 

くだらう。 (や-. -la らく 沈默) だが、 小さく とも 大きく 

とも 同じ 事た。 —— 小さく とも 大きく とも R じ 事 だ。 や 

がての 果てに は、 天體の 奏でる 大昔 樂の *1 も、 •； 亦见 のさ 

さやかな 產歸も 、 靜 かになる 時が 來る 11 無くなる 時が 


死と t ハの 前後 (六 S 

登場人物 

若干 人 

A 子 


序  ^ 

開く。  Its 中央の 奧まリ たろ 所 LL 一  筒の かす. 

燃 ゆろ 外 黒" かくて 昨 過ぐ ろ W 五分。 


役 flfi の 其と タ E 


來る —— 絶え HJa」 る ゆが 來る の だ。 Si て は じ 事. た。 

(沈^)  II 前と 鍵 はい &か。 小さく とも 命 は 命 だ。 金輪際 

かきが ねが は づれて はならぬ の だぞ。 過ちな く、 急ぐ 事 

なく、 この 焰は is れて ゆかねば ならぬ の だ。 (沈 K) 凡 

そ 世に あるかぎりの 總 ての が 消え 架 て る 時 —— 凡そ 動 

くもの が 励 かなくなる 時 —— 俺が 俺 を 忘 れを はる 

ゆ、 その 3- の來 るの を、 靜 かに、 氣 永に、 冷やかに、 待 

たねば ならぬ の だ。 この 焰も總 て の g と： ：！： じ 運命 をう け 

て？ W えねば ならぬ。 その 用意 をし ておけよ。 (稍 々§= らく + 

沈默 U  ^しき リに ゆらぐ：" 兑ろ、 焰が 51 える。 

^の， 雄 あ >- 熱い あつい。 

夫の. 设 卞：： し い だら う。 俺が 編 い で やらう。 

^の ぃト え。 

(お 人夫^の^.^ きいて 立ち上がらん とす。) 

死 5t かに、 (^の. 1. く^ふ、 こ ゆ、 人 父 立ち上がらん とす) 

靜 かに。 お前 续 は 命に それほど 氣を ® くの か。 哀れな 者 

共 だ。 ：；5i^ を考 へて 兑ろ。 總 ての 命の ゆきつく 先き をし 

つかりと 見つめて M ろ。 あわ て る に は 及ばな い 事 だ。 (沈 

K ) と： ぶつ て 、 お前？ a は 霰 をよ そ ほふ こと も いらない。 

必ず胁 つ も の に は ^^"ぉの 要は な い 。 慌 て ないで 命の 命ず 

る ま i に その S をつ とめて やれ。 (沈^) 

夫の^ ほんと に： S いで やらう。 


妻の い. -ぇ、 ほんた- 「にい、 の。 贵 方が おきて ゐらっ 

しゃる と- M ら れ ません から、 早く 寢て 下さい まし。 

死 慰め <；： ふ 事ので きる 問に 慰め 合 ふが い」。 e- は 止まら 

ずに 過ぎて 行く。 (彭人 ひ) お前 達 は 行って 死なう 

とする もの kffl をた してやれ。 俺 はこ &で靜 かに $1 の戲 

れを 見詰めて ゐ るの だ。 (や ゝ哲 らく 沈跌〕 明日の^、 

萬 物に 命を與 へる と 云 ふ 太陽が、 新しい 光で 東の {4 一から 

眞ー M の 山 や を lat かしく 照らし 始める 時、 總て の ものが 

喜び s!^ ん で 命 を 讚美す る その 露、 只 中で、 その 若い 女の 小 

さなsiは•i^グ」っくすだ，bぅ。 總ては じ 事 だ。 明日の 朝 

の 七 S -。 お前 達 は 阴ロ の^の 七 時 を 忘れるな よ。 

(舞. 11 もとの 加く. S くなる。 おし- V. リ U ゆらぐ。 や-. - 

沈 默。) 

老婆の 驛 m^. 只今。 

夫の It 何んだ、 何ん て 仰し やった。 

老婆の？ t あの 院長 様 はもう おやすみ になり ま してす か 

ら、 明日 朝 八 時 頃までに：： 1 ひます と 仰 しゃいまして 御座 

、. ます 0 

^^の，錄 さう。 御 l>l,r 勞ょ。 

夫の ft 來ろ なら もっと！：； -へ來 てくだされ ばい 、のにな 

あ。 

死 (恐る しさ 哲 らくの 沈 の 後) 總 て は IT じ 事 だ。 


後 前の 其と 死 


棄夫 *       夫 妻 夫       妻 夫妻 夫妻 


—— 幕し. つか に 下ろ。 序幕 リ 

第 一 場 

海岸 保養 別荘の 1 室。 庭に は 小 松 一一 一四 本と 朝 效の鉢 十 

わ まリ。 緣側 には^ 布 国-して 被へ ろ 籐_ 椅子 1 脚。 

室の 中には 年若く 表へ たろ 妻 呼吸 T 古しげ に 6 告 床の 上 

に仰队 して 團 IJ^^J- つか ふ。 その 側に 一入， M の 蚊 幅つ リ 

ゎリ e 

雨戸 はおけ， お L、 軒に は岐車 投燈， ^つろ。 

病室に 隣リ、 腰 窓！： て 庭に 面せろ 一室に は、 眼 錢ん. A 

けたろ 看護 看護 服， 屮脫 ざす て S の 用意ん、 なし つ 

わり。 

夜。 波の 遠 昔と 蟲の聲 のみき こ ゆ。 

幕 わく。 暂 らくして 時計 十 時ん" 報ず。 

妻 看護婦さん。 

看護婦 (面倒く ささう-. .1、 然し 聲 はやさし く) はい。 

妻 あなた 寢る 前にもう 一 度 氷囊を K りか へ て 置いて ドさ 

いな。 

(看護 不承 々々に 返事して 看護 服. ^わいだ ま、 鑾所 

の 方へ ゆく。 水 か-割ろ 音。) 

(蚊帳，^ リ夫 出て 來 ろ。〕 

夫 (舌打ちしながら 小 It に) 來る： K くしゃう のない 奴 


ばかり だ。 又 そんな 事 を 怠って るの 力い 

妻 貴方 まだお みおき てゐ らしった の？ 

夫 うとく はして ゐ たよ。 いやにむ し：^ ぃ晚 だね。 俺 は 

や つ ばり 起きて ゐる 方が い 、 。 寢 ると 夢ば かり 見 つ ちま 

ふんだ。 

でも 今う つたの は 何時？ 十二時で せう？ 

うむ、 まだ 十 時 だ。 

まだ …； 夜の 長い 事。 

(同情して) ほんと につら いね- (額^, かなでて やろ) 

この 汗 はどう だ。 (側に わろ ハンケ チ にて 拭 はんとす) 

いけませんく そんなに 近くい らしつ ちゃ。 资方は あ 

ん まり 無神經 すぎる からい やです わ。 感染したら どうな 

さ つ て ？ 

Knss な。 

馬鹿 ぢ やありません。 貴方まで 若し 結核に でもな つ て 

御 g なさい まし、 子供達 を どうな さるの。 

そんな.； ffl 的な 事ば かり 考 へ てゐ るより、 お前 か 治つ 

たら 子供達 は どんなに 喜ぶ だら うと 考 へ る 方がず つ と 確 

かで そしてい  >- 事 だよ。 

又 そんな 氣 やすめば かり。 

氣 やすめな もんか。 

氣 やすめです とも。 (むっとした 様子に てお-を そむけ 


後 の; rt とク 
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る、 啊 らくして やさし 告碟 にて) もうお 怒りに ならない 

で 項 戴ね。 私 はも うぢき に 死ぬ のにき まって ゐ るんで す 

から、 是れ から は 死ぬ まで 怒りつ こなしに しませう ね。 

の 問に^々 力な， vk^.,^ して 痰.^ 卟" く。 以下 同じ) 

夫 馬鹿 だな あお 前 は。 怒った の はお 前， ちゃない か。 

^ さう でした わね。 (W らくして) でもお 怒りに なって 

はい やです よ、 私氣 休め を 云 はれる とほん たうに 腹が立 

つんです もの。 この頃 は、 死ぬ つて 云 ふ 事が はっきり わ 

かると、 fic 雜の うそ ほん とが 窥 味の 惡ぃ ほど は つ きりわ 

かる やうになります からね。 贵 方まで が 心に もない 事 を 

仰し やって 私 を 慰め るつ もりで ゐら つし やる と 思 ふと… 

…私 は.. M しくな るんで す。 ですからね …… 

(この 昨 氷 f?.^ 五つ か. - へて 入リ來 ろ。 話し 途 

切れろ。) 

たった さっき 代へ たばかり ですから、 まだ だと 思 

つてましたら、 もう 解けまして。 

夫 (^の 頭の 氷^に チ .5- かけて 见 ながら) この 通り だ、 

よく あた  >- まって ゐ ますよ。 煎，. 茶く らゐ 飲め さう だ " 

(看 謹 水枕.^ とリ かへ、 頭 胸の 氷褒 令： 部 .J- とリか 

ふ。) 

000 序でにお 體 溫を拜 見し ませう ね。 

^ 苦しく つて 面 9, 一から やめて. 卜さい な。 


000 でも ちょっとのまで すから。 

夫 (いら/ \ しながら) 一度 位い、 ぢ やない か、 やめと 

いて. 下さい。 

(この 時 格子の 開く 音す。 靴 ぐけ は ひに^ 师なリ 

と 氣づ， ヽ 看護^ わ わて k 次 室に 去る。 入れ 代りて © 

师 登場。 一 同 床に 近 i リ忠 熟視し つ ,J 

00 どうです。 

夫 (^に 代りて) 私 も 二 曰 程 東京に 用が あって 来られな 

くって、 今日 夕食 前に 来たんで すが、 今夜 は 大分 苦しい 

やうです。 非常に 暑が つて 呼吸が 御 a の 通り 闲 難です。 

氣分 はいつ もの 通り ではつ きり して ゐ ますが ：… • 看護婦 

さん 病床 日記 は。 

(看護婦 次 室 に て 返事 はしながら、 錢に. 向つ て 額.^ な 

ほしな どして ねる。〕 

It 師 何、 よろしう 御 います。 (靜 かに 脈， ^取り〕 食慾 

はお ありに なりません か。 

夫 夕方 何 を 思 ひ 出した か、 北海道の ものが 喰べ たいと 云 

つ て 千 鮭 を 少しと 3 比 布 茶と 第 湯と を 喰べ ました" 林檎 も 

喰べ て 見たい と 云 ひました けれども、 まだい \ のが 出て 

ゐ ません し、 不消化で はない かと 思つ て ひか へ させたん 

です が。 

S  {且 しう 御 U いませう、 少しなら。 (；？ K に 向 ひ) 召 上 


後 前の 其と 死 


りたい もの は 何んでも 召 上って かま ひません。 貴艾は 胃 

は お El{ るく はない の ですから。 いか t でし た 鮭と 昆布茶 

は。 さう、 それ はよう 御座いました。 北海道の 味が なさ 

いました か。 (笑 ふ) 

(看護婦 看護 衣ん、 つけて 出て 來リ、 殊勝げ に 病床 日記 

など わたす。) 

先程 長に とのお 使 ひでした が、 丁度もう やすまれた 後 

だった もんです から、 明日の 朝早くに は 見えられる でせ 

う。 で、 どんな 御鹽梅 かと 私が 联り敢 ず 上つ たんです。 

(今っけたばかリの氷^^,^取リ去リ、 背， M 共に 打診 Si 

診す。 妻の 呼吸 益々 遇る。 gis 师の眉 ひそむ。 足の 方^ 

採りて。) 

00 足の 方に 惡 寒がな さり はしません か。 惡 寒がな さる 

やう だ つ たら 湯タ ン ボ を 入れ て 上げて 。 (看護？ t うな づ 

く) いや、 別に かう と 云って ぉ變り は御蹈 いません …… 

せ んが、 成る ベ く氣を 落ち着け て靜 かにな さらなければ 

いけませんで すよ。 もラ 一 度 注射 をして 置きます から。 

(注射の 用意 か爲し 注射 ぜんとす。) 

0 今日のお 藥は旬 ひがち が ひます のね。 

00  二 年 も 氣し て ゐ らっしゃ ると 御 病人 の 方が 私共よ 

り 巧者になります ね。 さう です、 今 3 は 少しち がへ て や 

つ て 見 ませう。 


へ 挨 Jg! して .Hf ，お 、はに 驟 夫に 眼く. はぜ 

す。 妻 Li 試ん、. 取られた ろ 夫 は 同じく に 意味 わりげ 

な眼くばぜはしながら共に^„^たんとはぜず。 已む 

l^sr す 玄 齲 に 出づ。 见 f た ろ 看 諮^| 歸リ 來 リ 。 ) 

看護婦 あの 醫長 機が 院長 様から おことづけが あります さ 

うで。 

夫 (はっと &ひ 113 リしが 妻 S 手前 素 知ら Q 態.^ して) あ、 

さう 0 

(立って 次 室に 行く。 看 (le 婦^ろ。〕 

mm 御容 -s^ が 非常に 險惡 です よ。 御 K 心な さらな けり や 

いけませんな。 

夫 (^つて £t 師ん見 戌る) 

mm 何 か 御^前お ききに なって おく 事で もありますなら 

今の 中に。 

夫 わかりました。 

看？ 婦 (次 室の 話？ チか 紛らさん とし て) ま 12 私が さっき 

院長 樣の 所に 行きます 途中に ね、 あの 犬が …… こ 、 にも 

來 るで せう、 あの 犬が …… 

妻 (きびしく) そんな 話 後に して。 

看誇婦 でも ほんと に 面白い つたら ないです もの。 その 犬 

の 眼の 上に ね何處 かの 小僧が …… 

妻 (小さく 鋭く) 默 つて ゐて 下さい。 (少し；§>^-も^げ 
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て E  く) 

帥 お知ら せな さる 所に も お知ら せな さって お く 方が い 

いですな。 

夫 夕方 手紙 は 出し て おき まし た。 それ か ら 子供達で すが、 

H! 決心して もう 一 年 も？ fa はないで ゐ るんで すが、 どう 

した もんで せう？ 

00 さう ですな あ。 ；… これ は殘 酷に える かも 知れ ま 

せんが、 班、 さんが^ ひたいと 仰し やる のでなければ お 逢 

はせ にならない 方が よろしいで せう。 ぉ會 ひに なれば ど 

うしても い、 結 Ej< はこの 場合 想像す る 事が 出來 ません か 

らな あ。 その ま k なら W2i の が殘 される 事に なり ま 

す。 とし て は 人の 生命 を =S 後の 瞬 問まで 守らな けれ 

ばなら ない 任 を 感じます から、 私 はさう. e. 上げる の で 

す。 まあお <w はせ にならない 方が でせ うな。 尤も そ 

れも …… 

夫 わかりました。 もう わかりました。 

S それが です、 お 逢 ひに なった 處が、 謂 はば 御 不幸の 

色 を 一 くす る やうな  

夫 路 長さん わかった。 もう わかりました。 

00 巾し 過ぎた かも. S れ ません が …… それ か ら只 今少し 

御 安眠の 出來 ろ： ぱ射 をして おきました から 13 らく は 御 安 

靜 になる でせ う。 又御5^:|3に變化が來ましたら何時でも 


お 使 を 下さい、 直ぐ 參 ります。 何しろ 御 心配な 事で 誠に 

お 察し 致します。 

夫 難 有う。 永 々御世話にな つたのに 命が なか つ たの で 

す。 

IS 師 (少し ft 大きく) で， 院長から は それだけの 事 を 

申 上げ て 置い て くれろ との 事で し たから、 そ の 藥を 使つ 

て 見 た ら 或は 存外 特異な 效 2水 を 見 るか も 知れません。 

夫 (少し lt.^.K きく) 色々 ほんた うに 御 同情 を 難 有う 御 

座い ました。 

(留師 去ろ。 夫 病室に 來 ろ。〕 

夫 si 婦 さん、 お休み。 氷が 解けたら 僕贵女 をお こしま 

す。 

看 誇 いえ、 よう 御麼 いますんで すよ。 

夫 よかない、 明日が ある。 僕 は 明日 晝間 ゆっくり やすむ 

から、 贵女 ねて 下さい。 …… あ、 それから 寢る 前にね、 

隣に 行つ て 電話 を 借りて 八百屋から 林檎 を 持つ て來 さし 

て 下さい。 今夜 はもう 駄目 かも 知れない けれども、 明日 

は 早く 持つ て來る やうに 云つ といて 下さい C 

(看護婦 去ろ。 次 室の 腰 窓.^ しめて 就寢 する" 哲 らく 

沈默。 妻、 夫の 方 LL 向きな ほる。) 

妻 i 婦は寢 ました か。 

夫 ^たやう だよ。 どうだい 法 射してから 少し は樂 になつ 
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後 前の 其と 死 


夫 夫妻 夫赛 夫妻 夫妻 夫妻 夫妻 


0 い. 'え。 ：：： (暂 らく 沈默) もう 虚言の つきつ こ はよ 

しませう ね。 

夫 (感じ.；， 1 らしく) ，つむよ さう …： ほんとう だ。 

妻 では 私 も 費 方 に 下ら な い 事 を お ね す るの ももう やめ 

ます わ。 死ぬ か 生きる か は 自分が  一 S よく 知って る 事な 

んで づ からね リ 

4K   

妻 私 は 贵方を こんなにして 看. おし て あけたかった。 

夫 冗談 ぢ やない。 俺 はそんな 病氣 になる の は 御免 だよ。 

(無理に 笑 ふ) 

妻 ほんとうに ねえ。 (妻 も 笑 ふ) 

夫 然し 萬 一 さうな つたら、 俺が お前に した 十倍 も 以上に 

俺 を 看護し ない と 腹 を 立 て る よ 

妻 又 貴方 は 心に もない 虚言 を 仰し やる の？ 隨分贵 方 は 

虚言つ きです ね。 

夫 虚言つ きぢ やない さ。 

(；^„<非常に氣ん、そ、、れたらしく長告沈酞-) 

夫 おい A 子 俺が いけなかった。 然し 俺 は 誰れ が 何ん と 云 

つ て ももう 一 度お 前 をな ほして やりたい の だよ。 虚言 を 

云 ふ 俺の 口 を 俺の 耳 は 信じよ-つ とす るんだ。 

0  (感じて ) い k え。 怒つ たりし て 私 こ そ惡う 御座 い ま 


た 力 

妻 近頃に ない SH 分 も 呼吸 も樂 になり ました わ。 だけど 

汗が なほく ひどく 出て。 何ん て^いんで せう。 暑い の 

も 苦しい ものね。 

夫 ほんとうに 今夜 はむし 暑い. g だ。 (空.^ すかし 見て) 

降り さう で 降ら な い か らだ 。 

死に さう で 死なな いのも 苦しい ものです のよ。 

何 を 云って るんだ い。 「沈 默) 

あなた。 

なんだ。 

离 長さん は 何 を 仰し やつ たの。 

藥の 事で 院長から 言が あつ たんだ さう だ 。 

大分 長いお 話でした のね え。 

そんなで もなか つ たぢ やない か。 

(1= らく：^ ん，猷。) 

あのね。 

え。 

子供達ね。 

うん。 

やっぱり 逢 はない 方が い \ ん です つてね" 

(ざ rs つ としながら) 誰れ がそん な 事 を 云つ たんだ. - 

何時でも 逢 ひたければ 迎れ て 來 るよ 。 逢 ひ たくな つた か 


後 前め tti 死 


した。 fj:: 方のお 心 持 はよ くわ かって 居 るんで すけれ ども 

::: もうどう そ 私の 覺 悟に 未練 を 起させる やうな 事 は 仰 

しゃらないで 下さい ましね、 それより お 藥で氣 持の い & 

中に、 樂 しいお 話 を 少しし ませう ね。 い、 でせ う。 

夫 然しお 前 は 眠らなければ …… (自分に 氣付き 舌打ちし 

C) 俺 は 何ん と 云 ふ 問に あはせ；： S だ" ：：： さう だ。 ー晚 

屮 でも 話 をしょう。 

^ まあ うれしい。 (いかにも しげに) 何 かお 話して 頂 

戴な。 

夫 さう だな あ、 何の 話 をしょう な。 (沈^) 話と 云へば 

.tji 婚 したてに は毎晚 てから 一 つづ ゝぉ話 を させられた 

つけが。 

お でも 一箇月 ほどで 種切れに おなりに なって ね。 

夫 一箇月 續 いたの はえら い 中 さ。 お前 は隨分 慾ば りだつ 

たからな。 トルストイの 活」 なん ぞは 始めから 仕舞 

まで 一晩が、 りで 話させて しま ふんだ もの。 話しながら 

自分の 方で 興 港した 俺 も 可な り 馬鹿 だ つ たがお 前 も無考 

へ な 女だった よ。 だから 一 简；^ で；？ 身 も盡 きたの さ。 

でも そのお 蔭で お前 はい」 加減 物識りに なった 害 だ。 

^ ほんと に 色んな を覺 えさせて いた きました わ。 あ 

の 頃 ほど どんく 心の 育った の は 前に も 後に も ありませ 

ん でした わ。 それから 又 段々 と 馬鹿に あともどり してし 


まひました のね。 

夫 一 つ は 俺 も 段々 不熱心に なった からな。 (笑 ふ) どう 

だ い 兩戶 をし め て やらう か。 あん まり 夜 氣が來 すぎ はし 

ないかい。 

妻 いぶ、 やっぱり 明けて おいて 下さい。 暑い ばかり ぢ 

やない の、 綺 める と氣 息が 苦しくな りさう で。 (戸外-..: 眼 

ゃリ) S つ てゐ ますの ね。 星 は どこに も 見えません か。 

夫 (空 1 亇 すかし 見つ、〕 風 もない のに あの 雲の 走り やう 

は 何う だ。 八月と 云 ふと やはり 何ん となく 荒れ 立って 來 

るね。 あ > -、 あすこに たった 一 つ 見える。 見える かい。 

妻 え \ 

夫 もう 隱れ てし まった。 

^  (！s 語の やうに) 星に もお 別れが 出来た し …(沈 默) 

うそよ。 冗談です のよ。 私 こんなに 色んな ものが 可愛 か 

つたり、 なつかしかった りする やうで は 迚も 死ねません 

わ。 ほんと にこの 世の中 はい \ 世の中だった 事。 苦し か 

つた 事 も 悲しかった 事 も 皆ん な 美しく ばかり 思 ひ 出され 

ます …… だから 私 治り ませう ね。 虼度 治り ませう ね" 

夫 さう だ、 ほんとうに 治らう ね。 (哲 らく 沈默) お前の 

苦しく 思 つたこ とも 悲し く 思 つ た 事 も . 世の中の 人に 云 

は せれば、  俺の 大嫌 ひな、 酸い も廿 いも 知りぬ いて 

S の 種切れ になった 人達に 云 は せれば 馬鹿々 しい もの 
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で あるか も 知れな いが、 俺と して はやつ ばり それが うれ 

しかった。 尤も そ の 時分 は隨 分うる さ い と 思 つ たがね" 

(少し 强 ひた 笑 ひ 方ん、 する) 何しろ 俺の 性格に も 仕事に 

も g 鼻の つ かない 中に お前に 死なれて は 俺の 方が 浮ばれ 

ない よ。 俺 も いつまでも かう やって は 居ない。 お前が 病 

氧 になった ので この 一 一年間 遊んで 居る 中に 段 々 見當が つ 

いて 來た。 遊ぶ と 云 ふ 事 も惡ぃ 事ば かり ぢ やない。 今 ま 

では 唯々 無暗に 齷齪し てば か り ゐた。 それが いけな か つ 

たんだね。 考 へて 見れば 今まで 仕事ら しい 仕事と い へば、 

何 一 つ しな か つ たの によく もお 前 は 俺に 辛抱して 來 たも 

んだ。 つまりお 前 は餘程 甘く 出 來てゐ るんだ よ。 

妻 山 仕事 はなさって いらっしゃいます わ。 

夫 失敗に 終った 仕事 はいくら あっても、 しなかった 以上 

に惡ぃ 仕事なん だ。 

妻 でも 貴方 は學 生た ちから 頼み に され て ゐ らっしゃ いま 

すわ。 

夫 駄目 だく。 迷って る 羊 は 迷 つ て る 羊 を 導く 事なん か 

出來 はしない。 俺なん ぞ はほんとう を 云 ふと、 默 つても 

つ と 自分 だけ を 見 戌つ てゐ なければ ならない 男なん だ" 

こんな 意氣 地の ない 事 をお 前に 云 ふの は 少し 恥 かしい こ 

とだ けれども。 

妻 まあい やな 方。 そんな 事 を 仰し やる と 私 はな ほく 死 


にたくな ります。 あのお え。  一 

夫 え。  ： 一 

妻 私の 手帳ね。  一 

(、、の 時 婆や わた ふたと 登揚" 接 衣の え、。)  一 

婆 旦那 樣 こんなな り を 致して をり まして 御免 下 さい ま 一 

し。 

夫 どうしたんだ 今頃 起きて 來て。 

婆 またお 笑 ひ 遊ばします かも 存じません が 只今 ひ よんな， 

夢 を； 1:^ ました もので 御座いま すから。 

夫 又 御 夢 相 か。 もうい. ^寝ろ。  ： 

婆 左 樣で御 いませう か、 奥様 はお やすみで ゐ らっしゃ 一 

いませう。  一 

夫 おきてる よ。 用 かい。  ，1 

婆 へえ。 それで は 又。 

(婆や 返 湯。 暫 らく 沈 ir)  ； 

妻 貴方に どうしても 見せて 上げなかった あの 手帳ね。 お 一 

分りに なって、 水色の 表紙の 分です のよ。  一 

夫 うん。 

妻 あれ は あの 袋戸棚の 下の 方に 入れさせて おきました か - 

らね ：•■: い、 え、 まだ 御覽 になって はい や …… お 手 を 貸 一 

して 頂戴 (夫の 手え ^ 取り、 もう 一 つの 手に て 輕く撫 てな 一 

がら〕 私が ね …； 私が 若し か 死んで しま ひまし たらね… 一 


fiiim の 其と 死 
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；御^！：^遊ばせ。 私き つと 治り ませう けれどもね。 而 して 

<s こそ は お 邪魔ば かりして ゐ ないで せっせと 私 も 働き 

ます わ。 ね、 い X でせ う。 

^   

^ そんなに お怒りに なって はい や。 

夫 (^ん ど 同 t- に〕 何 を 怒る。 

失 お前 はほんと に 治らなければ いけな いんだ そ。 その 積 

り なら；！^ 後 の 瞬 問 ま でも命を大5^ に しなければ いけない 

よ。 疲れる といけ ないから ：: 然し もっと 話さう か。 ま 

だ 話す 硪が あるかい。 

0 何ん にも。 

夫 そ ん なら 寢 て 見たら どうた い 。 

^はい。 その代り 设方 もお やすみなさい ましよ。 

夫 俺 はい &ょ。 それに 蚊帳 を つらないで ゐて はお 前 は 蚊 

で 眠られ やしないよ。 いで 上げる からか ま はな い でお 

Of  。 

^  ？^：；方がぉゃすみ にならなければ、 私 は 眠れません もの C 

夫 lgM;"k。 それ ぢゃ俺 も. 赌る さ。 

^ どうぞ" $i 方 もほんと にお 體を 大事に なさい ましよ S 

お i よう。 

(夫 蚊帳に 入る。 は 呼吸 n 雖 にな リ ながら 雄々 しく 


自ら ん、 執って 燥ぐ。 催眠 劑の效 あら はれ、 ^iMLL 

入リ照扇.^手^リ^!£す。夫蚊幅、んリ出て妻の傍に來リ、 

W 扇， か 取り上げて 妻，^ 煽ぐ。 婆や 再 • ひ竊 やかに 登 51。 ) 

婆 旦那 樣奥樣 は …… 

夫 (うるさ さう L1) 寢 たから …… 

婆 旦那 樣、 私 は 先程の 夢を見まして からどう 致しても や 

すまれません。 まざく とした 夢で 御座いました。 祌樣 

が 、曰； 那樣、 奥樣 をお 召しに なりました ので 御 iij います。 

それが、 旦那 樣、 神樣 のおみ お 顔が 日 ー那樣 そっくりで ゐ 

らっしゃ いまして。 

夫 何 をく だらない 事 を 云 ふんだ" 早くい つて 寢ろ。 

婆 それに、 …… 私 は 何んだ か こ はい やうで 御座い ま す 

力  

夫 もうい、、 早く 寢 ろと 云 ふのに 0 

0 恐れ入り まし て 御 Mj い ます。 E; 那樣 「祌を 信ず ろ もの 

は 幸な り」 と 申します が …… 

夫 說敎は 明日に して くれ。 俺は考 へ る 事が あるんだ から。 

さ、 い  >から 早くお 寢。 

0  (不承々々) 左様で 御座いま すか。 では 御免 蒙ります。 

(？ や 退場。 夫、 妻 や 潋.^ 凝視 マ C) 

(舞 }M その キ" ゝ 暗くなる。) 

 ダ I ク • チ H ンジ 
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後 の 其と 死 


筋 二 場 夢 の 場 

序幕と 同じ 舞臺、 始. S に 叫 減す ろ 焰の外 暗黑。 漸次 明 

るくな ろ 0 

焰の 前！ i は 死の み默 坐す。 

舞鏖の 一 方に 椅子に i りて 夫 1  め 書し、 他の 一 方に 坐し 

て ズと 婆や、 総 物ん. - して 居ろ。 

婆 何ん と 云 ふきび しいお 暴 さで 御座いませう。 北海道く 

んだ りに をり まして こん な 1^ さ にあ ひまして は 虻 錄耿ら 

ず と 申す も の で 御座 い ます。 こんな 日に は 餘計ぉ 苦し う 

御座 いませう ね。 氷 はま だ 解けませんで 御座いま すか。 

看護婦 は 一 たい 何 處に參 つたので 御座いませう。 暇 さへ 

あれば お 隣に 話に 出かけ て し まひ まし て 、 し やうが 御座 

いません。 奧樣、 私 一 寸氷 S をつ くって 參 ります。 

0 婆や、 お前 何 を 云って ろの。 永囊 になん て 何す るつ も 

りなの。 

婆 奧樣 > J そそん なむ づ かり を 仰し やつ て はこの 婆が 闲り 

ますで は 御座いま せんか。 その 御病氣 ばかり は 御 養生 一 

つ で. ど、. つに でもなる もの だ と； M つ て 居り まり ますから、 

何んでも 我慢 遊ばし てせ つ せとお 胸 をお 冷やしに なり ま 

せん ぢゃ。 第一 おみ 起きに なって ゐ らっしゃる のがお 惡. 


う 御座いま すよ。 お 床で もお のべ 申し ませう か。 

妻 お前 ほんと に. とうかして 居る よ。 私 はこの 通り びんび 

ん して ゐるぢ やない か。 を かしな 入ね え" 

婆 で や 御 氣分ど ほりに 遊ば して はよ く 御 u い ます ま い 。 

いくら 熱に お慣れ 遊ばした つて、 やっぱり 三十 八 度 もお 

ありになります の で 御座いま すから。 

妻 幾度 云って 聞かしても 分らない のね、 婆や は、 私 はま 

だ病氣 なん ぞ になり はしない のよ。 私 はね、 あと 五 年た 

たなければ Is になり はしない んぢ やない か。 そんな 事 

がわから ない の。 

婆 おや 左樣で 御座いまし たかね" お、 さう く、 さう で 

御座いま したね。 又 耄碌 を 致して しま ひまして 御座いま 

すよ a 

(何 か 非常に.， J- かしい やうに 1  关ひ 出す、」 妻も^ りこ ま 

れる。 突然 二人とも 恐ろし さ 銜^ 1^ 受けれ ろ やう！： 笑 

ひ やむ。 極度の 不安。) 

妻 どうしたんだ らう。 あ、 暑い 事リ 

婆 通り魔で 御座います。 

(妻 も 婆 も 再び 仕事ん. - はじめる。) 

夫 (請 甞.^ やめて 遠くの 方に 耳ん、 すます) おい A 子、 お 

前 の 好きな 郭公が 鳴いて 居る。 EM こえ る だ ら う 。 

妻 さう、 ほんと" (耳.^ すます) il えます わ。 (哲 らくし 


後 ほ; i のおと ク(3 


13 


て) い、 鳥です のね え。 

(夫 再 SSfP 。番 す。 ^^|<時 々 の き 入りながら 庠衣 

ん総 ひつ 5^ ける じ 

0 あなた リ 

夫 しながら) う？ 

0 この 柄 はお きら ひ？ 

夫 うむ。 

おすき？ 

夫 うむ。 

0 まあい やな 方。 どっち？ 

夫 さう， どっち かな あ。 

^ まあ、 ；… よ ござんす わ、 そんな 不熱心な 方。 

夫 (始めて 番 物より 吸.^ 放ち) 俺が 折角 熱.； 3 になり かけ 

て 居る と、 お前が 不熱心に してし まふん ぢ やない か。 い 

やな 方 も 何も ある もんかい。 ほんとうに うるさい 奴 だ。 

0 で も あな た 不熱心なん で す も の。 そんな 方 私大き ら ひ 。 

夫 ふん、 さう か。 (又^ 書す) 

^ 本ば かり 證ん でゐ らっしゃれば 着物の 事なん か どう で 

もい k のね、 あなた は。 

夫 やかましい 奴 だな。 着物が どうしたと 云 ふんたい。 

(始. ：S\ に. Nf- て； * の 方 LL 行き、 產 衣，^ 見て 珍ら しげに 

见 やろ。) 


夫 何んだ それ は。 

0 何んでも よう 御 瘦 いますの よ。 

夫 よか あないよ、 赤 坊の蕾 物 だら う。 もう そんな もの 作 

つて 置く のかい。 一寸お 見せ。 

妻い & えよう 御座 い ます。 あなた は た んと御 本 を 御覽な 

さい まし。 

夫 (妻の ゎ告に 坐りて) ふむ、 割合にい、 模樣 だ。 だが、 

ち つ と 赤す ぎる ね。 男の 子が 生れ て も是で い、 か 知らん。 

0  (恥 かしげに) いやな 方。 男の子 なんか 生れ やしない 

からい、。 ほんと に 男の 方なん て わからず 接なん です も 

の 0 

夫 おい 婆や、 お前 には子 供が あるんだ つけ かな。 

婆 ごさいます が、 子供な どと 申します と を かしい やうで 

御座います。 息子が 三人と 娘が 一 人 御座いま すが、 末の 

息子が もう、 E 一 那樣、 三十に なりまして 御座いま すよ。 

夫 それ はい. - ねえ) 

婆 よくで も 御座います 事 か 日 ー那 樣。 一人々々 やくざ もの 

許り で 御座 いまして。 私の やうで は 何ん の爲 めに お 逢 を 

致しました か、 さつば り譯が 分ら なくなつ てし まひます。 

一人なん ぞは、 奧樣、 暗い 所に 入れられ ますし、 娘 は 娘 

で 私の 申し ます 事 なぞ は これつ ばかり も (針 眼の 前に 

出す〕 聞き入れ は 致し ませず、 それにお ゃぢが のんだ く 
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後 前の 其と 死 


婆 妻 婆 


mm  m 


れで御 Iffi いました から、 今 H 樣が おでになる たんびに 考 

へます 事と 申しましたら、 どうかせ めて 今日 一 ばい は災 

難が 御座 いません やうに と 申す 事 だけ で 御座 い ます。 女 

の 罪障で 誰でもお 產は 苦しい と 申します が、 子 を 育てる 

苦し さに くらべ ますれば、 まるでお 話に なん ぞ なる もの 

では 御座いません。 もう /(..- 世の中 は、 いやな もので 御 

IK います。 人間と 申す 者 は どれ もこれ も 根っから 賴 みに 

I めて  す W 

も 的に もなら な いもの で 御 趣 い ます。 皆ん な 人の 隙ば か 

り ねらって をり まして、 嵐へ 樣、 や、 とも すれば、 つかみ 

か  >1 らうと 致します の で 御座います からね。 早く こんな 

世の中 はお 暇に 致して、 神様のお 侧に參 りたい もので 御 

座い ます。 

妻 そんな 事 を 云 ふ もので はない わ 婆や。 世の中に は惡人 

もゐる だら うけれ ども、 い 、 方 も いらし つ てよ。 

それが 奧樣 …… 

だ つ て お前 は 神樣を 信じ て ゐ るんだら う。 

それ は 神樣を 信じさせて いた^い て をり ますお 蔭で や 

うやく かう やって 生き て る { や； も 御座 いますので 御座 い ま 

す。 

妻 その 神様が お作りに なった 人問ぢ やない の。 祌樣 がお 

惠み 深ければ、 人間に だ つ て惠 みぶ か い 所が あつ てい \ 

わけ だ わ。 


婆 ところが、 奧樣、 人 問の 銜先 fg の アダムと イブと が I, 非 

を 犯し て 祌樣に ぉ叛き 中し ました ので 御 igj い ますから i ゆ 

目で 御 鹿い ます。 取り わけ 男な どと. S. します もの は、 こ 

なた の 且那樣 など は 別 でい らっしゃい ますが 、 それ は お 

ほ それた 虚言 つ き で 御座 い ます。 

0 そんなに ひがんで は {E 分 の 心まで ひがんで しま ふわ。 

婆 だから^^81にも 「蛇の 如く tl かれ」 と 御座います。 意 

地 の 惡 い ほ ど 氣を附 け て 居りません と * 周 園の ものに I 非 

をつ くらせる ばかりで は 御座いません、 飛んでも ない 損 

な 目に 遇 ひます の で 御座います からね。 それ も 口 一 那樣の 

やうに 敎會 でも 飛び はなれて 信仰のお 堅い 方。 

夫 (物ん. -考 へて そこら 1 ^歩き ま はり！ リ しが) おい 婆や、 

俺 は 四 五 曰 前に 敎會 を退會 したの だよ。 

え、 何 を 仰 しゃいます。 まあ ほんとうで 御 iij います か。 

え > -、 ほんとうな のよ" 

あの、 曰； 那樣が …：. まあ 怖い 事で 御座います。 でも 奥 

樣* それ もこれ も 下世話で 申します 「榮耀 の 餅の 皮」 で、 

徒然のお 慰み 位な もので 御 鹿い ませう。 誠に itBS なお 身 

分 で いらつ し や い ます。 私共の やうに 體を へ ら し く 生 

きて をり ます もの に は 思 ひも よらない ieif- で 御座います。 

結局 この 世の中 は 何ん と 申しましても いやな 苦しい 世の 

中で 御 liH います。 


後 前' 其と 歹!: 
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3^ 夫 男 « 


夫 婆や、 お前が 苦しい くと 云 ふ 時には： 1： ん だか 嬉し さ 

うな 樂 しさうな 顏 をし てゐ るせ。 それだけ でもお 前 は 世 

の 中 を 仕 合せ だと 思 ふ 害 だが な。 それより、 話に 氣を 1^ 

られ て， 婆や はまた 永 幾 を 忘れ やしない かい。 もうとう 

に 解けた は 分 だせ。 

^ おや 左 si^ で 御座いま したねえ。 

(婆や わ わて、 立た うとす る。) 

0 氷囊を どうな さるの。 

夫 知れた 事ぢ やない か。 そんなに 不 fi 生 をす ると 又 熱が 

出る ぞ。 さう 云 へ ば 體溫も 計らな い んだ らう。 

# 今日は あなた も 婆や もほんと に變 ねえ。 五 年た、 なけ 

れば is に はなら な い の だ と<7 婆やに 云 つ たばかりで 

すの - 一。 

夫 お： S ほんとうに 病氣ぢ やない のか。 

0 この 通り ぢ やありません か。 

夫 さう か。 (非常に 喜ばしげ LL) さう だつ たんだね え。 

(三人^^^-立てて笑ふ。 突然 銜 励の 如く 笑 ひ やむ。) 

^ 通り .M で 御 Mj いますよ。 

0 婆や、 祭 所に 行つ て お 湯 を 沸か し て お くれ 。 もう 御飯 

のお 支度 をし なくち や。 

(娑ゃ 去る。 夫 は 再び 書 に 向 ふ。 妻 は裁錢 vJ- 片付け は 

じむ。 影 人 1 人の 男. ^逃れ 來る。 總て舞 蜜に 現 は ろ- - 


人物 は 首 1^ 难れ 吸ん- 閉* ち、 、所 LL 來リ てはじめて 眼 

ざめ たろ 如くな ろ。) 

夫 まだ 郭公が なきつ やけて ゐる。 (男.^ 認め) お、 君 か、 

何時の 間に 来たんだ い。 ちっとも 知らなかった。 

男 呼んで 見た けれども；^ 事がなかった から 勝手に 這 人つ 

て 来たんだ。 奥さん、 今日は。  . 

まあい らっしゃ いまし。 お 暑う 御座います。 

また あいつが 来たって？ 

うむ。 

ほんと にい やなんで すの よ。 はじめに 來た時 はほんと 

に を かし かったんです のよ。 

失 僕の 留守中に やって来 てね。 婆やに 「私 は 高等の 方 を 

やって るんで す」 と 云つ たんだ さう だ。 黑 眼鏡の 後ろ か 

ら あの 物凄 い 眼 を 光らした んだ から 驚 い たらう さ。 偉の 

歸 るまでの 間 妻と 一 一人で さんぐ 考 へ た 擧 句 高等 小學の 

先生と 云 ふ 事に きめたん だ さう だ " 

男 高等 刑事と はちよ つと 氣が附 くまい からな。 何ん にで 

も 高等の くッ つく 世の中 だね) この 問 來た時 は 何ん と 云 

夫 あなたの 主義に 對し て 御意 見 を 伺 つて 來ぃ と 云 ふ 命 八 F 

を 受け て參 りました と い やに 底 氣味惡 く 下手から 人 を 見 

詰めながら 云 ふんた。 
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後 前の 其と 死 


夫妻 夫 楚 


出來 やしない さ。 然し 學 生の 中にはい kllH: 年が 居る わ。 

畏 ろし い やうな 靑 年が 居る ね。 あい つ 等との 交涉 がな く 

なる の は 少し 寂しい よ。 

男 君 は 敎會も 會し たさ-つ だね。 

夫 あ、。 …； 熱い 湯が ほしいな。 

人 又 はれ 藥維. 持ち 來 ろ。^  びお びえ る 如く 

これ.^ 見やる。 再. ひ 茶.^ 入れて 出す。) 

夫 僕が 敎會を やめた のが 自然の 成り行き だ つ て 云 ふ 事 は 

君に は 分つ て ゐる害 だが、 妻に は 突飛な 出 來事だ つ たと 

兑 えてね。 昨 曰 妻の 父から 手紙が 來 たから 讀んで 見たら、 

此奴 (妻.^ 意味す) は 撰の 事に ついて 嘗て 父に 相談が ま 

しい 事 をした ためしはなかった のに、 今度 は 非常に 心配 

をし て 相談し てよ こした が、 一 體 どうし た譯だ と 云って 

來 たよ。 お前 はま だ あの 手紙 を 見ないだ らう、 こ. - にあ 

るよ。 (* に 手紙，^ 波す) 敎會に 這 入った 時 はお も 知つ 

てる 通り 勘當 までされ そこなつ て 這 人つ たんだから、 出 

るに つけ て も 僕 は 相當に 苦しんだ。 然し 思 ひ 切 つ て 出た 

の は 結局よ か つ たと 思 ふんだ。 

妻 それでも あなた は神樣 はお 信じに な るんで せう。 

夫 お前 は 例 へ ば 飯の 味が ほんと にわかる か と 問 かれて は 

つ きり 判る と 答 へ られ るか い 。 祌を 信じな い と 云 ふ の は 

恐ろしい 事 だ。 祌を 信す ると 云 ふの も 恐ろしい 事 だ。 


男 ふうん、 で。 

妻 わきで K いて ゐても ひゃくす る や 5 な 事 を 仰し やる 

ん です もの、 私 ほんた うに 怖う 御 鹿い ました わ。 

夫 おい、 お茶 はどうし たんだい。 

•.To んほ 

(影 人 茶器，^ 遝ぴ來 ろ。 妻 疑 はしげ に a ろ。 入 馬鹿 

丁寧に 辭 儘して 退場。) 

(夫の 方に 寄り添 ひ彭 人.^ 見ながら) 變な 人ね あれ は。 

ち つ とも 變ぢ やな いぢ やない か。 

今度 新しく 雇った 人です の？ 

を かしな 女 だな あ。 あいつ は 昔から 働い てる 男ぢ やな 

いか。 

妻 (自分の 思ひ逮 ひ， 恥づろ 如く) おや さう ねえ。 でも 

何んだ か を かしい わ。 私い やです わ、 あんな 人。 婆や は 

どうし た んだ らう。 

夫 晚钣の 支度で もして ゐ るんだら うさ。 (男に，； i ひ〕 所 

謂 高等に つ け ねら はれて は敎 員と 云 ふ 僕の 位置 はもう お 

しま ひだよ。 - ハ 

男 何、 そんな 事 も あるまい が、 君が 敎育界 を 退く の はま 

あ 一 寸 惜しい な。 失望す る學生 もす くな くない だら う。 

君の 評判 は 中々 い k からな。 

夫 「評判が ぃ&」 か。 僕は敎 育の 出来る や、 つな 男ぢ やない 

よ。 .H 分の 事 も わからないで 人の 世話 を やく 事なん ざ あ 


後,' め 其と 死 
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男 夫 ^5 夫せ 


から つれ 立って 行かう。 左樣 なら。 (男 返揚) 

#  (男.^ 見送りて) 隨 分な 方ね え。 默 つて 這 入って いら 

つし やる かと 思 ふと 挨； 孜も碌 々なさらず にお 歸り なさる 

ん です もの。 (ga らくの 間 茶器.^ かたづける) 私家に 歸 

つ てし ま はう か 知らん。 

夫 何 を 云って るんだ い。 

妻 だって その 方が あなたのお 氣に入 るんで せう。 あなた 

はお 心の底の 方で 結婚な さ つ た 事を悔 い て いらっしゃる 

のね。 

夫 そんな 事 も ある。 と 同時に 若し 結婚で もして ゐ なかつ 

たら どれ 程 苦し か つ たらう と 思 ふ 時 も あるんだ。  見 

ろ、 俺の 廻りから は 友達が 一人へ り 二人へ りして 幾人 も 

殘 つて やしない。 神樣 も敎會 ももうな いんだ。 この 上學 

校の 方で も 追 ひ 出されれば 俺の 心 は 煤 掃き をした 空 家の 

やうな もの だ。 そこにお 前ば かりが 殘っ て 居 るんだ。 

妻 そして 私 は 折角 綺麗に なった お 家に 一 つ だけ こびり つ 

ごみ 

いた 塵の やうです のね。 …… あの方 さへ あなたの 奧樣に 

なって いらっしゃれば、 あなた もこん なにお 祸 しく はな 

いでせ うのに ね。 あの方 もお かはい さう ね、 病氣 ばかり 

して ゐ らしって。 私 は 小さい 時から 片意地で なかく 泣 

かなかった もの ですから、 母な どから もこん な 可愛 氣の 

ない 子 はあり はしない とよく 云 はれま したわ。 私 も 世の 


あなた は い つ でも 55 羽つ まると 瞹 昧を 仰し やる の わ。 

さう か 知らん。 

私に は あなたの ほんとうの 御 心が わかりません わ。 

段々 わかつ て來る だら うさ。 而し て いやになる さ。 

^；が何 か女の ^^-で圾落した0|め に 敎<§- を 捨て た と 評判 

する もの， が ある さう だよ。 

夫 さう か、 それ は 無暗に ほめ 上げられ るのより どれ い 

いか 知れない よ。 

巧 ふん、 全く だ。 …… おも 結婚して からもう 一 年になる 

が、 結 活は い.^ もの だから 是非 結婚し ろと 人に 勸め 

る だけ の ，H 信が できた か い 。 

夫 入の 細お を わきに 置 い て、 相 變らず 無遠慮の 男 だな あ。 

それ はい、. も あるし、 惡ぃ事 も あるし さ。 こいつなん 

ぞも こ. いつ だけの 悶は し て 居る やう だ よ 。 僕 は！ 111 婚す 

ると すぐ 第一 に 妻に 與へ たもの は 自由だった。 妻から 耍 

求した もの も 自 由だった。 つ まりお 互に 離れた くな つた 

らま 手に 離れる 條 件が 成り立って ゐる譯 だ。 

そこいらが l^s-Romanticfsm と 云 ふんだら う。 (笑 ふ〕 

夫 然し それより 仕方がな いぢ やない か。 この 事は眞 

IgH に考 へて sraz: に資 行す る 積り だ。 

HR 何しろ^;5の未來を3^守っ てるの は 一 寸 興味が あろよ。 

<z は 勿論 會に 行く だら うね。 それ ぢゃ 夕 後 僕が よ る 
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後 1)1} の 其と 死 


中っても の は 何だか 辦 しい 冷たい 所で 瘦 我慢で 押し通す 

の やうに © つて 育つ て 來てゐ たの に、 あなたに お 遇 ひ 

おちど  ， 

申して 心 を ゆるめた のが ほんと に 私の 越度でした" それ 

にしても あなた は 何故 あの方と 結婚な さらなかった の。 

夫 俺 は 始めから あの 女と 結婚す る 心 持なん ぞ はなかった 

んだ。 

妻 でも あなた はお 父樣 に、 結婚す る 位なら あの方と した 

いと 仰し やった のね。 

夫 それ は 全く 見 も 知り もしな い の を 俺に あてが は、 つと な 

さるから さ。 そんな 結婚 をす る 位なら 氣心 を 知 つてる だ 

け でも あの 女と 結婚す る 方が まし だ と 云つ た だけなん 

だ。 あの 女 はか はい さうな 女なん だ。 俺 は 深い 同情 はし 

てゐ た。 然し 俺は戀 をして ゐた覺 え はない。  . 

妻 でも あの方が 結婚な さった 時には あなた は 御 にお 

なりに なつたん です つてね。 

夫 もう 度々 そんな 事 を 聞かされ るの はおれ は 閉口 だ。 一 

體 俺の 何處が お前の 氣に哈 《はな いんだ。 はっきり 云って 

くれ。 なほせ る ものなら なほして やる。 ちく./ \. 針で つ 

ッ つく や、 つな やり方 はしないで ほしいよ。 

妻 あなた はこのお 話に はすぐ お怒りになる のね。 

夫 俺 はお こり やしない さ。 おこって ゐ るの は n 履の 蟲だ 

よ 0 


妻 どうせ あなた は 口が お 上手です わ。 …… あなた は 何故 

敎會 をお やめに なった の。 一 言の 御 相談 もなかった のね。 

それ は 私 どうせお 力に なれな いのは 知れて ゐま すけれ ど 

も 。いやな 評判まで たてられても おやめになる に は 何 か 

深い 譯が おありになります わね。 

夫 それ は あの 場合に 殊更ら お前に 話さな かつ た に し て 

も、 不斷 云って る事ぢ やない か。 俺に はま だ 甚督の やう 

な 嚴肅な 生活 は出來 ない の だ。 しょうと 勉 める 事 さへ、 

敢へ てし 得ない の だ。 そんな ものが 敎會に 居る の は敎會 

を 堕落させる 事 だよ。 

妻 それで はよ くな い 評判 をお 立 てられに な つ て も 仕方が 

ありません わね。 

夫 全く だ" 俺 は 十分 それに 値す るんだ。 

^ あなた はすぐ さう おひがみになる からい や。 男らしく 

もない。 

夫 ひがむ の はお 前 だ。 俺 は いまにお 前に 總て を吿 白し な 

ければ ならない 時が 來る だら う。 

妻 もう そんな 皮肉 を 仰 有って はほんと にい やです。 私が 

餘 計な 事 を 云 つてし まった のが 惡>  つ 御 いました。 

夫 お前 は 人の 言 紫 を 皮肉 だと 云 ひながら、 巧みに も その 

言 紫の 裏に 皮肉 を 持たせよう とするな。 何ん とで も 云 へ 。 

兎に角 俺 は モウ パッ サンの 小説に 出て 來る 主人公 の やう 


筏 のさ t- と 死 
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^  m  ^       婆 失 婆      ^夫 ^夫せ 


刑 夫 刑 夫 刑 


な 問拔け はしない からな。 さんぐ 不 a: を 働い てお くな 

つた 細 の 墓石 にあら ゆる 讚美の 言 紫 を 彫 り附 ける やう 

な 馬鹿 はしない よ。 

おや、 あなた 何 を 仰し やる の。 

(a 分.^ 辱 かしめ 鞭つ 如く) 何 を 云って るんだ い。 

結婚の時からぁなたには^:13が差上げてぁりますから 

勝手にお あっか ひなさい まし。 

山 は お前に もや つ て あるね。 ど の 位 使 ひ へ らした い 。 

よう 御 .M います わ。 あなた はほんと に ひどい。 (袖に て 

额 1^ 被 ふ) 

(婆や 登 揚。) 

E; 那、 IS また あの 一.4^ 等と か 云 ふ 方が 參り まし て 是非お 目 

にか V りたい と 申して をり ます。 

夕飯 前で ゐ ますから 又 來て 下さい と 云って くれ。 

私、 E; 那樣、 氣を きかした 積り でさう 申しました らち 

よつ との 問で い、 からお 會ひ 中したい と 中す ので 御座い 

ま す 0 

よし、 つれて 來ぃ。 

あなた よろしくつ て？ 

よくな くった つて 仕 やうがない さ。 

(-〉？等刑^登^11。 黑^ 錢の， Mi リ 四方， か 見え はし、 與 

へ られもぜざ，0椅：十に腰かけ、^^-,^見っめたリなどす。 


;^!^ズは：姿ゃと共に夕食の用意，„^なす。 夫 は 一 寸挨拶 した 

る ま、 Li て そ： いら 歩き ま はる。) 

刑 今夜 も 研究 會に お出でで すか。 

夫 さ， つです、 行きた くな つたら 行きます。 ：：： 刑事；； 5、 

僕は餘 計な 事 を 云 ふ 男 かも 知れな い が、 君 は そ の 職挲を 

お やめに なつ たら どうです、 _ 自分で も 非常に 不偷 快で は 

な いんです か。 始終 人 を 疑 ひ 通し てゐ ると 云 ふの はた ま 

らな い と 思 ひ ますが ね。 是れが III- に 相當な 職業 だと は 思 

ひたくありません よ。 

刑 それ は 私の 考 へやう 一 つ にある 事です から。 

(不愉快なる 沈 默。) 

研究 <33 で は 今夜 どう 云 ふお 話 をな さるので す。 

むか、 つに 行つ てから 考 へ 出 すん です。 

然し 大&御 腹案が。 

(^ど 同時に) 然し それは ^5に 云 ふ 必要 はな い 。 

然し 私 は それ を 伺 ふべき 義務 を 持って ゐま す。 權；^ も 

持つ てゐ ます) 

夫 處が 僕の 方から 云 はせ ると それ を $5 に？？ 55 表すべき 權！： 

は あると しても 義務はありません よ。 而 して 權 制の 方 は 

一 この場合 放棄す る 事に します から。 僕の 說を きたいと 

云 ふなら 官廳 にだって 相 富の 人 も 相 富の 方法 も ある 

/ 
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後 前の 其と 死 


(不愉快なる 沈 默。) 

刑 あなた は 白鳌 藝者屋 だの 料理 5511 に 出入な さる 相です 

な。 

夫 深夜 出 人す るより はまし でせ う。 

刑 それ に 失 鱧です が あなた は る 有夫の 女 と迪じ て ゐら 

つし やろ 相です な。 

夫 (g- し；： る ま k 歩き ま はろ)  

刑 あなたの 學 校の 校長 は餘程 寬大 たと 見えます ね。 然し 

社 會と云 ふ もの もあります か.，： 少し 警戒な さったら 宜し 

いでせ？，。 

(是れ , り 少し 前.，^ リ、 先程 訪れ 來れろ 男 はれ 二人 

の對話 、をろ-」) 

夫 君 は 少なくとも の 職掌 だけ に忠赏 であれば それです 

むんだ、 それ は 決してい、 事で ない けれども リ 

刑 ふむ 、 それなら あなた の 云 はる \ 通りに 職業 を 忠實に 

やり ませう か。 ん P 狀を 執行し ます。 警察 へ お出でなさい。 

男 (中に- 1 つて 這 人ろ) そんな 鼠 暴 はな いぢ やない か。 

君 はこの 男 (夫 1 か 指. -r) の 主義の 内容 も 行跡 も 實否を 確 

めて はゐな いんだ。 考 へて 見た まへ、 この 男が 拘引され 

て 職業 を 失 へ ばす ぐ 生活に ひ V くば かり ぢ やな い、 新婚 

の 家庭 も  >  」 は れれば 、 懐妊し て ゐる 細お も氣の 毒ぢ やな 

いです か。 少し その 邊も考 へ て やったら い、 でせ う。 


刑 私 は 職， おた けの 事 を すれば い X んだ" 私 はん P 狀を 執，. t 

する 命令 を 受けて ゐ るので すぞ。 (夫に 向 ひ) さ、！^ ぐお 

立ちなさい" 

男 そんな 事って が あるか。 

刑 餘 計な 事 をす る貴樣 こそ 何んだ。 (懐中の. ふくれて S5S 

ろのに 眼 1^ つけ) 何 を 入れて るんだ。 出せ。 (- 突然 懐屮 

に 手.^ 入れて つかみ 出す) 兇器で も 持つ てゐ るんだら 

う。 けしからん 奴た" Cfl 手拭の 中から は 石 絵 人れ と 楊お 

出て 來ろ〕 

男 僕 は 今 ^湯から 歸 つて 來た ところ なんだ" 刑事お、 こ 

の 男 を 引つ 立て て 行つ た 所で、 又 警察で 今と 同じ やうな 

馬鹿な H に 遇 ふぜ。 やめたら どうです。 

刑 やかましい 默っ とれ。 さ、 お立ちなさい。 

夫 君 はほんた うに 迎れて 行く つもりな のかい。 さう か。 

それ ぢゃ 行かう。 A 子 一寸 行つ て來 る。 行く 所に 行けば 

すぐ わかる 事 だから ぢき歸 つ て來 る。 心配し ない でお い 

で。 では^«後を頼むぜ。 

妻 あなた 私 も 御 一緒に 行かして 下さい まし。 (刑123^に.：1 

ひ ) どうぞ 私 もお 連れな さ つ て 下さ い 。 

(刑事 取り わ はず。 モこ u め リし害 狀入リ の 手箱 二  iSI 

及び 書籍 一 册. 證據 物件と して 押收し 夫， ^拘引し 去 

る。 妻 泣く。 婆や は 唯々 おろ /\ すろ。 男 は is^^i ぜ 


後 前の 3r- どク e 
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專も 舉妻學 


て 歩 さま はる。) 

男 亂# 極まる 奴 だ。 然しとう く あなたの 御主 入に も 革 

命の 時が 来たんだ。 是れ から は あなた も 今までの やうに 

新婚の 樂 しみにば かり は 浸って ゐられ ません ぜ。 

麥 それ は 私 も かねて の ホ 人の 言 紫から 覺悟 はして をり ま 

した。 でも あんな 理不盡 な 事ったら ありません わ。 あな 

たどう かしていた く 事 は出來 ませんで せう か。 私 ほん 

とに どうしたら い 、ん でせ う。 

男 おまけに あの 刑事 はい まくし い 事 を 必要 もない のに 

云 ふ 奴 だ 。 藝者 家に 行 つ た それが どうし たと 云 ふ んだ。 

^ それ は 主人が 家に 預か つ て 居ります 放蕩な 書生が この 

問 姿 を かくした もの ですから、 それ を 探す ために そんな 

所に 度 々參 つたので すわ。 それにしても 夫の 有る 女と… 

くもい やな 事ば かり 云って …； あんな 事 を 云 はれた 

-ぃ 私なら びし く 云 ひ してやり ますの に、 主人 は默っ 

たま k でゐ るんで す もの •：：. 人が 疑 ひます わ。 

0  (笑 ふ) 馬鹿な。 あんまり 馬鹿らし いので 默 つて 居た 

んで すよ。 何しろ あなた はもの 人 を 腹の どん底から 信じ 

て やらな くって はいけ ません よ。 琳 しい 人です からね" 

他 入の 思 ひも よらない や、 「な 事を考 へ て 獨 りで 苦しんで 

ゐる 人です からね。 

^ ほんた うに 私が惡 う 御 Ij いました。 その 心 はよ く 判つ 


てゐる 癖に、 どうして 私 はこん なに 子 供ら し く 我儘 だ つ 

たの で 御座いませう.，" 

男 刑事の 持って行った 手文庫に、 もし U 記 や、 會の入 達 

から やつ た 手紙なん かが はいって はゐ ませんで した か。 

® ゐ ました/ \ -、 みんな さう なんで 御座います。 私 どう 

しませう。 

男 何 心配す る 事はありません。 然し …； 玄 顧に 誰れ か來 

たやう だが。 

m ほんと に ：… 婆やお 前行って 見て おくれ。 

娑 (しりごみして) 私で 御 鹿い ます か。 私で わかります 

で 御座いませう か" 

妻 早く お出でな ね。 ？摔 山，：， らっしゃつ たやう だよ。 

男 僕が 行って 見 ませう。 

(男 返換。 二人の 舉 生，. で 伴 ひて 登場。 aJf生^^に不愛想 

な 會釋， すろ。) 

1 先生 は お出でで すか。 

い &ぇ、 只今 ちょっと 出かけました。 

一 さう です か。 (他の 學生に 向 ひ) どうしょう。 

二 云った 方が い、 ぢ やない か。 (妻に 向 ひ) 私達 は總 

代に 3^ げられ て 今 ：11 は 少し 不愉快な 使命 を爾 しに 來 たの 

です。 今俱樂 部で 學生會 を 開いて ゐ るので すが、 先生に 

御.： R 身で 說 明し ていた にきた い 事が あるので す。 


22 


後 iffi の 其と 死 


m  m  m  mm 


^  ^  m  m 


(きっとな リ) それ は どんな 事で g 座い ますの。 

お い 、先生が 歸られ てから にしたら い、 ぢ やない か- 

先生 は どこに おいでな のか 分らない のでせ うか。 

わかりません の。 (呼吸 K々w しげになる) 

先 半； が 平生 自分 達に 敎 へて 下さる 事と 先生の この頃 

の 素行との 間に は 自分 達に 理解し な い 所が 出来た の で 

す。 それ を說 明して いたどきたい のです。 

男 餘 計な 口 を 出す やう だが そ んな事 は 何も 先生 の 夫人に 

云 ふ 必要の ない 事ぢ やありません か。 僕 は S 等の 先生の 

親友と し て^ら、 「が、 一 體 先生の 言行 不 一 致と は を 指 

すんで す。 

舉ー おい 歸 らう。 そし て 先生 の 歸られ る の を 待た う。 

學ニ こ. -で 待つ てれば い、 さ。 言行 不 一 致です か。 それ 

は 明ら さまに 云 へ ば 先生と 1 平る 婦人との 關 係が 日 ほのお 

言葉と ち がふと 云 ふんです。 

男 君 等が その 事 實を握 つて 居る の なら 先生 を 待た な い で 

も 問題 は 決定して ゐ ますよ。 かま はずに 決議 をしたら い 

いでせ う。 

M や 一 たしかな 事實は 判らない のです。 判らない からこ そ 

先生に 伺 はう とす るんで す。 

0 それで は 何 を 根據に そんな 事 を 云 ふんです。 

學 1 1 貴方 は まだ 昨日 の 夕刊 を御覽 になら な いのです か。 


男 見ました よ。 然し^^等は^；？等の先牛：以上に 11 少なく 

とも 同樣 に、 新 g を 信ずる のです か。 等 は 隨分先 半； 先 

生と 云って た 人達 ぢ やありません か。 時 々私 は^ 等に こ 

こで お 口に か k つ たやう だ。 それが 新開の 記 率と 多少の 

流言 位で ぐら つ くんです ね。 

a. 一  それです から ゆ つ くり 先生のお 口 から 譯を 承ら、 つと 

云 ふので す。 

男 そんな 事 はわ かってる さ。 生きた あ 何んだ。 に 

若しほんたぅの愛に^^ぇた心がぁるなら何故1«等はそっ 

と 先生の 所に 來て靜 かに 先生の 意兑 をた k かう と はしな 

いんだ。 始めから； S 等に は 先生に 對 して K.M の 理解 も £A 

もな いんだ。 

畢 一 一 それほどの 理解と 愛と を igl>i3 し？ おな いのは 先に 

«1 めが あるんだ。 

男 そんな やくざな 先 牛-なら、 何ん. たって 今 2"； さ、 つ 騒ぐ。 

胸糞の 惡ぃ 偽善 はやめ 給へ。 

(他の はる。) 

どうした、 先生 はゐ ないだら う。 

つ 居られない。 

その 害さ。 先生 は 拘引され たんだ。 

(舉生 一 及び 二 驚く。) 


後 前の 其と ク E 
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男^ 巧 


,^ さう は はない かえ。 

婆 ほんと にい、 旦那 樣 では ございま すが、 神樣 からお 離 

れ 遊ばして は…… 

妻 婆や、 お前まで 疑 ふの ：… 疑 ふの かい …… そんな 人 は 

早く この 家から 出て おくれ。 お前に は W はない。 私は是 

れ から 響3 察に 行って 來る。 

婆 飛んでも な， いそんな ぉ體 で。 死んで おしま ひに なり ま 

す。 

妻 死ぬ もの か (不氣 味げ に 「死」 の 方-, i 眼.^ やる) 死ぬ 

もの か。 IH ー那樣 を. 潔白に し て 上げる まで は 私 は 死ね やし 

ない。 (父 恐ろしげ に 「死」？ 方. ^見やる) 提灯 をお くれ。 

(彭人 提灯.^ 持って 登場。 婆や 人.^ リ 5^ 灯，^ 奪 ひ 妻 

に 波た さぬ やうに する。) 

妻 早く、 早く、 その 8? をお くれと 云 ふのに。 

婆 ！是れ を さし 上げる とお もてに おいでになり ますから、 

さし 上げられません。 

8fi^ き (0 や.^ 追 ふ。 その 中に 舞 1 漸次 暗く 

なる。 ：- 

妻 (暗 M" の 中に て) 早くお くれと 云 ふのに。 あ、 苦しい、 

氣 息が とまる。 灯 を 早く  ：： 

11 ^しづかに 下る 


Slf 二 さう だら う。 然し かうな つて は 學生會 にも 及ばない 

布 だ。 歸 つて 總 ての 報告 をしょう" 

三人 お 邪. 恋をしました。 

(一二 人， 退場。 ^の t- 吸 ハ^々-ま しくなる。) 

おや 奥さん、 どうかし ました か。 

何んだ か くって  氣 息が つまり さう で …： 

(1W 打ちして) それ はいけ ない。 心配す る 事 はな いん 

です よ。 皆ん な揑造 沙汰 だから。 それより あなたの 健. 康 

が 大切です。 氣を 落ち着けな さいよ。 僕は醫 者の 所まで 

行って 來 ますから。 おい 婆や ぼんやり しないで H£ でも 敷 

い て 上げる とい k 。それ ぢ やちょい と 行って 來 ます。 (退 

揚ぜ しが X も どリ 來リ) 婆や 誰れ が 尋ね て 來ても 決し て 

よせつけ ちゃい けない ぞ。 (退場) 

^  (婆やの ISLLrt リさ め/ 1\ と 泣く) 

婆 さう お泣きに なつ て はこの 婆やが 困つ てし まひます。 

ぉ氣 をた しかに お持ち 遊ばし ませ。 ほんと に 世の中 はこ 

れで 御座いま すねえ。 (祈る) 1>  どうか あなたに お 

反き 申した 一人の 僕 をお 許しな さって 下さい まし。 ァメ 

ン 0 

お 婆や、 E; 那樣 にか ざって どうしても あんな 事 はあり は 

しない わ C 

婆 左様で 御座います ねえ。 


24  後 前の 3(: と 死 


第 三 場 

第  一 5ー| と 同じ 舞毫。 

H の 夜 はしの 、 めな らんと す。 

：^^ 眼, さまし 何處， <j< 見ろ ともなく 見つめて 氣息， はず 

まぜ 居る。 夫 その 傍に ぁリ。 

夫 提灯 は 何ん ともなって やしないよ (軒の 岐阜 5^ 灯. J< 指 

す) 灯 は 消えた やう だけれ ども、 も、 つ 夜が あける からい 

いだら う。 

妻 あなた はいつ ぉ歸， りに なり ましたの。 

夫 俺 は何處 にも 行き はしな かったん だよ。 夢で も lE^ たん 

うは ごこ 

だら う。 提灯 だの 灯 だのと 廳言を 言つ てゐ たよ。 

妻 いやな 夢 を兑 ましたの よ。 夜 か あけます か。 

夫 お前の 大きら ひな 夜 ももう 明ける よ。 それでも ゆうべ 

は 割合 によく ね たね 。思 ひの 外 夜 か 短く てよ かつ たね。 

あれから 一 一度 程 看護： W に 氷 寵を収 りか へ て 貰った が、 お 

前 は 半分 夢中で ゐる やう だ つ た。 あれ だけ 寢られ たら 少 

し は 氣分 もよ く な つ たらう。 

妻 夢を見ないで 寢！^ れ たら 少し は …… 休まる かも •： あ 

あ、 苦しい。 もっと そっちに  そっちに どいて. ト さい 

::: 氣 息が つまる。 

(夫 少し 離れろ。 * 吸氣 のみ 激しくな リ tS2 しみの わ ま 


リ.！ =5^ ん 、もがく， 」 

奏 氷 籠 を. 収っ て： 胸 か …… 胸 を あけて …… 。 

(夫 近 i らうと する。 ^手 vJ- もって 拂 ひのけろ やう LL 

し。) 

妻 いや、 いや …… 氣 息が つまる。 酸素 ：… 酸素吸入。 

夫 あ、 さ- 「だった 。すっかり 忘れて 居た。 (立って 次 室と 

のへ， た ズの换 の 所に 來リ) 看護婦さん。 …… おい、 si 

婦 さん。 (Iw 打ちす ろ) 看護婦さん。 

看 (とつ 拍子 もない 大きな It にて 返事し) はい。 氷で 御 

座い ます か。 

夫 病 八の 呼吸が 苦る しくな つたから、 酸素吸入 をして や 

つて 下さい。 

看 はい。 (半分 寢 ぼけた とつ 拍子 もない 太. -V  、な 返事。 .界 易 

に 起き 上らず) 

夫 早く 起きて 下さい。 (臺 所の 方に 行き〕 婆や、 婆や、 

も つ 夜 か明廿 るぞ。 

婆 はい、 もう 眼 はさまして をり まして 御座います。 只今 

起きます。 

(夫-てこ いら.^ 片 附け岐 車 提灯 に. つし などす。 やが 

て 看護婦 やう ゃく9^ォ^リ，|^^^ の ま V 婆やに 手つ だは 

ぜて螯 所 i リ颜 搾酸笨 、筒 その他， als ち 出す。〕 

妻 そ ー つと、 そ-つと。 …… 暑い く。 ：：. 團 扇 を ：… 
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後 前の 其と 死 
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妻 夫妻 


妻 看 妻 


(夫 いて やらん とす。 ^手 ま；：： にて 阁 取リ 上げ 

C 分に て IS ぐ。 酸 索 吸入.^ 施す。 その 間に 夫 次 

宰； の 雨 戸.^開け ^^^報 三 a 1^ 太 急お、 にて 認む。 そっと 婆 

や， "J-t- ぷ。) 

婆 や 大分 御 iK: 態が ぉ惡 い f つ でゐら つ しゃいます わえ。 

夫 惡 い。 そわで ね。 

(、、の 味、 時計 ff- 時，^ うつ。) 

夫 もう 五 か。 (.n 分の 昨 計，^ 出して 见ろ) あれ は 七 分 

ほど 進んで ゐる、 今 丁度 五 時 七 分 前 だ。 六 時に ならな け 

れば霜 報 は 取り あっか はない から 六 時が うつ たらお 前 は 

忘れないで これ を 出しに 行って おくれ。 それから 湯 をた 

くさん 沸かして おいと くれ。 (病室に 入リ 來リ) どうで 

すい k やう か 知らん。 

看 大分 呼吸が ぉ樂 におな りの やうです よ。 (^にお ひ) 

この 位に 致して おき ませう か。 (^^ぅな.っく) 又 少し 間 

をお いてし ませう。 (吸入，^ やめる) 

^  (夫に) IS お 渡：！ さんに 起きて、 もらって あなたお 休み 

游 ばせ。 If? 一， 胜：！ さん …… そんなに …… そんなに 近くに ゐ 

て はるし い" あ、、 い、 # い。 

夫 よしく おる よ。 お前 も樂 になったら よく 氣を 落ち着 

けて お休みよ。 (夫 蚊 幅の 中に 這 人ろ) 

(w:らくの後_^^sfl^ri5睡，^しはじむ。 妻 看 sgtw.^ 呼び 


ながら^が ヘリ，^ うつ。) 

看護婦さん。 

(驚いて 眼 1^ さまし〕 はい。 

子供の 眞 …… あすこ にある 子供の …… 子供の 寫眞を 

…… もっと 近くに 持って 來て 見せて…… 下さい。 

( 看謹^^ 立 ち て 、 寫眞 .^取リ 來リ 自 分 先 づ ゆ つ くリ と 

眺め、 ^^|<の眼の前にぉく。) 

ほんと にお 可愛い V お 坊ちゃんが たです わね え。 三人 

ゐ らっしゃ るんで すね。 どんなに かま あお 子さん 方の 方 

でもお 母なん のよ くなる の を 待つ てらつ しゃる でせ うね 

え。 

(哲 らくして 看護婦 再び 居睡リ はじむ。 1 一所. んリは 婆 

やの あり ふれれ る設美 歌の 鼻 間 、、ゆ。 やがて 看護婦 

-. ばったりと 前に 伏して iE^ 倒れろ。 妻寫 a.^ 見つ- -泣 

く。) 

4 めな た。 

(直ぐ 答へ る) よし、 何んだ。 (蚊： リ 出て 來る) 

やっぱり あなた …； あなたが つ い てゐら つし つ て …… 

ゐら つして 下さ いまし。 而 して …… そし て 看護婦 を あ つ 

ちに …； あっちに やって。 

夫 おい、 看護 S さん。 あなた 向う に 行て、 よ ござんす。 

ゆうべ 頼んだ 林檎 の 電話 はかけ て くれたで せう ね) 
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後 前の 其と 死 ― 


看 夫^ 夫 夫 看 妻 夫？ お看 夫 


だけ わ ども、 わるい となると やつあたり だから わえ。 と 

うだらう。 

看 も、 っ駄 n よ. かはい さう に。 

婆 さう かねえ。 そり や 何ん にしても お 氣の棄 な 事 だね え。 

看 それ， ぢ や 私ち よ つ と 行 つ て來 ます か らね。 

(看護 退揚。 婆 や は 次 室， 亇片 づけ 着 謎婦の 小箱の 巾、 

葉書な \ 見 たろ 後 返 揚。) 

妻 子供 を齒 P 者に やって …… 下す つて？ 

夫 うむ、 昨日 の 朝 兄き を 連れ て 行 つて やった。 n« がって 

闲る だら うと 心配したら 案外 勇ましく して ゐ たつけ。 も 

ぅ體？ J はい \ たらう、 どれ。 (檢 ？，！ 器.^ わらた めズ〕 六 度 

八 分 だ。 熱 はな いんだが な あ。 (13 らく；^ K) 齒！；^！！？で 

ェ ン ジン を かけられた のさ。 初めてな もんだ から 驚いて 

ゐ たつけ が、 口の 中 を 自動車が 通る と 云つ たんで お 狩 者 

まで 笑 ひ 出した よ。 (贺 らく 沈跌) 呼吸が 少し は樂 にな 

つた やう だ わ。 なった？ さう か。 汗が 出て る。 玉の や 

うに。 拭く よ。 (哲 らく 沈 s^) ぉ气 朝顔が 綺麗に 咲い 

た。 (緣， ^下り 朝顔の 鉢 一一： つ ほど 妻の 枕許に 持ち、、 む〕 

美し いねえ。 (gl らく 沈默) 「昔 見し はかなき 夢の ゆく へ 

にも 似て あはれ なり 朝顔の 花」 11 お前が 作った s.i ぜ、 

覺 えて ゐ るかい。 (沈 默) 

妻 ほんた うに 夢の やうね。 


看 あんまり 還う 御 iSj いました から、 今朝 早くに しょうと 

思って ゐ ましたん です。  . 

そんなら 今朝 早く かけ ておいて 下さ い 。 

はい。 (時計.^ 見) ぉ藥を さし 上げて おき ませう。 

もう 、, \  

飲んで お置き、 最後まで 體を 大事に しなければ いけな 

いんだ からね。 

はい。 それなら 飮 みます。 

(藥. ^飲む。〕 

ぉ疆を …… 

よしく それ は 僕が する、 おいといて 下さい。 

(看護婦 次 室-し 退く。 婆や 次 室に 來 る。) 

さ、 今朝 は 一 つ！^?, I を 取って 見よう。 まだ^い かい" 

え \  o 

どれ。 (檢溫 器. かく) 

婆やさん、 お前さんお 隣に 行つ て 林 擒の事 を 頼んで 下 

さいな。 

婆 いや だよ、 それ は お前さんが 頼まれた 事ぢ やない か。 

(病室の 方ん- 见ゃリ ながら 親指.^ 出して) お 天 氣が惡 い 

だら う。 

看 いやにな つち まふよ。 

婆 これ (小指.^ 示し) さへ よければ、 そんなで もな いん 


筏 I ト "I の 3t- と？ E 
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せ 夫 if 夫 


ゐ るんだ。 結婚して から もい くたり の 女に 誘惑 を 感じ た 

か 知れなかった。 ある 時 は 運命が お前 以外の 女に 俺 を 結 

び附け て る な と 思 つ た 事 さ へ あ つ た 。 然し 俺 は そ のたん 

びに たった 一 人で お前に さへ も 打ち明けられない 戰 をた 

たかつ たんだ。 而 して 血み どろに なりながら も、 一 つく 

勝ちぬ けて 来た。 一 つ 勝つ たんびに お前の 俺に 對 する 愛 

と、 俺のお 前に 對 する 愛と が はっきり わかり 出して、 そ 

れが 力に 變 つて 来たんだ。 A 子、 俺 は 俺た ちの 港し い 道 

を 悔いない よ。 わかる か。 俺た ち 二人 は 無駄に は 生きな 

かった。 一つ の 力と なつ て 生きて 来たんだ〕 わかる ね。 

( ^^ぅ な づ く〕 是れは 俺た ちが 感謝す ベ き 事た、 誇ろ ベ き 

事 だ。 謙遜な 心で 誇る ベ き 事 だ。 

妻 もう ほんと に 天 11 もい りません。 ほんた うに うれしく 

つて 涙が こぼれます。 私 は 死んでも、 もっと 生きて ます 

のね。 

夫 さう だ、 お前 は 死んでも 生きて る 人の 一人 だ。 だが お 

前 は肉體 的に も 死んで はいけ ない。 

生きられる だけ … … 生きられる だけ 勇ましく 牛； きます 

 もう 何ん にも 云 ふこと はありません。 (暫 らく 沈 §0 

足の 方が 案 一くな りました。 湯たん ぼ を …… お IS 者樣 を。 

(眼.. と. ちて、 氣息 ます，.， 1-^ ゼ はし。) 

夫 看護婦さん、 看護 さん。 


失 (^の^2:^する所は 511^附きながら ゎざと氣附かぬ風に 

^親.^ 見やりて) さう だな あ。 

あなた。 

何んだ。 

たった 一 つ …… 一 つ だけ 伺って おきたい 事が あるの。 

何んだ い。 

私、 私 は …… あなた を U じ 切つ てゐ てよう 御 11 います 

か。 

夫 らしく) い、 とも。 俺 はこの 一言 を はっきり お前 

に 云 ふ ^が 出來る ために、 他人が 知らない 程 俺の 迷 ひ 易 

い 心と 戰 つて 來た。 而 して 俺 は 幸 ひに も 勝ちぬ いた。 俺 

は それ を.：：： 分ながら い さぎよ く 思 ふ んだ。 安心 し て^^を 

s;^ じ 切つ て い、 よ。 俺 もお 前 を 心の底から 愛する 事が 出 

來 るの を ありがたく 思 ふ。 (^して) 俺た ち 二人 はほん 

とに 幸 ひだった。 

^ うれしう 御 11 います。 もう …； もういつ 死んでも い、。 

夫 さ. つ だ" お前 は そこで 中； きて るより、 俺の 心の なかで 

餘計 生きて ゐる。 俺の 心 はお 前 を 吸 ひ 取つ てし まったん 

だ とさへ 思へ る。 然 し 今お 前 を 失 ふの は —— 俺が やっと 

お前の 夫り しくな つた 時に お前 を 失 ふの は 苦しい から 

な、 出來 るなら なほって くれ、 い k かい。 (^うな づく) 

俺の 血 t3 の 中には お前が 想像 も 出來な い 程 毒 血 が 流れ て 
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後 前の tti 死 


(婆や 臺 所より ilil リ 出る。) 

婆 看護婦 はま. たお 隣から 歸っ てま ゐ りません ので 御座い 

ますよ。 ほんと にしゃう のない 人で  

夫 餘 計な 事 は 云 はなく ともい、。 早く ありったけ 湯たん 

ぼ を 作って 來て くれ。 それから 看護婦に …… 居な いんだ 

つけな。 病院に 行つ て もら ひたいん だから 迎 へ に 行って 

來て くれ e 湯たん ぼ は 俺が する。 

婆 ちょっと お待ち 遊ばして 下さい まし。 ぢき お湯 を 沸か 

します から。 

夫 馬鹿！ さっき あんなに 言 ひつけて おいた の を どうし 

たんだい。 (^!<の脚.^さはって見ろ) 冷たい。 今まで 暑 

いくって 云って たのに こんなに 冷えて 居る。 お い 藥 M 

か 何 かに 少しで も 沸いて はゐ ない のか。 

婆 左樣で 御座いま すね、 ひょっと 致したら 七 瓶に (Tg 所 

に 去る。 やがて 土瓶と？ i たんぼ 1"^- 持ちて 登揚) これ だけ 

御 座 い まし て 御座 い ます。 (湯たん ぼに If ん、 人れ か、 ろ) 

夫 それつ ばかりの 湯 を そんな 大きな ものに 入れて ：… こ 

つちに よこせ。 而 して 早く 隣に 行って くれ。 

婆 お 隣に 參り まし て 何ん と 中 上げ ます の で御麼 い … … 

夫 (舌打ちして) 看護婦 を 呼んで 來 るん ぢ やない か。 

婆 おや 左樣で 御座いました，；；。 では 一 寸 いって 參 ります。 

(夫 瓶の 藥.^  に 捨て それに 土瓶の ？1  うつし B 分 


の ハ y ケチに卷告て；^!<の足もとに人れ、 心^げ に モの 

額，^ 見やる。) 

夫 どうしたと 云 ふんだ。 まだ 歸 つて 來 やしない。 A 子、 

寒い か。 

妻 (驚きたろ ゃぅに眼，^?開き、 手 i れ にて 夫， ^遠ざける) 

氣 息が 苦しい から、 もっと あっちに  そこいらに 在る 

もの を ：… みんな ：： みんな あっちに …… 

夫 これ か。 

妻 みんな ：… みんな …； 

(夫.！儿ちて朝^の鉢.^ぉに捨て、 枕許に わろ.，， の.^ 臺 

所 li 移し る。 看護 IT 婆やと 共に 登場。〕 

夫 i 婦 さんす ぐ 病院に 行つ て 誰れ か に 来て もら つ て 卜 

さい。 

看 どんなです。 (近寄りて 脈， ^兄ん とす) 

夫 あなたより 翳 者の 方が たしか だよ。 すぐ 行って くださ 

看 どなた をお 願 ひし ませう。 

夫 そんな 事 を …… 誰でもい、 ぢ やない か。 婆や、 湯 は 沸 

かして ゐ るか。 

婆 はいく 只今。 (看 ii^r 婆や 去ろ) 

妻 (W ぴ眼. 4. 開き) 物 も 何も みんな …… 部 al! をき れい 

にして  


f 圣油 の? t- と少 e  2!) 


夫 うむ、 わかった。 

(總 てのもの， に 5£ し 子供のお a も片 . つけん と 

す。) 

^  s.^^^ra^o ぃ&の …； それ は。 (夫 1^ へ 5 ろしく 睨 

む) …… それから …… それから あなたと …… あなた だけ 

 J  、に …… こ、 に …：. 寒い。 

夫 今投 たんぼ を 持って 來 るよ。 その 中に お父さん もお 母 

さん も！！ やん るから、 氣 をし つ かり 持た なく ては駄：^だょ。 

わかった か。 

0  (か ぷリ， ^ふり) あなた ；… あなた C 

夫 俺 は どこに も 行き はしない よ。 安心し ろ。 

(お^ 來ろ。 igi: 小に 挨 i5 して 第 】 揚の 加く 注射す。) 

ral 報 はお 出しな すった でせ，.' な。 

火 出した 竿； I です。 

0 こ- -ニ時 ii と はお もちになります まいと 私 は 思 ひま 

夫 どうかして 兩 親の 來 るまで …… 

0 その 手 あて はし ましたが、 どうも …… (脈 1^ 見る) 結 

滞が ひどい ですから …… (爪， か 見ろ) 

. ま (眼ん、 M さ) あなた だけ …… こ、 に は あなた、 あなた 

だけ …… 

E それで は 私 は 隣のお 部屋に 行って ゐ ます。 


夫 さう です か。 恐れ入り ますが 湯たん ぼ を どうか 

13 畏 りました。 

(|?* 次 室に 去る。 ^^マ父眼^^^しげくと部屋^^見まは 

す。 婆や If たん ほ，^ 持ちて 人 リ艰リ この 樣 1 か 見て 心當 

リ わりげ にうな づ く。) 

( ^师次 室 に て 看哦 kjirs リ界體 ん、^ .V. 病床 B 記に 書き 

こみ 居る。 婆や fi 所の 方，， * リ次 室へ 入リ來 リ。) 

婆 先生。 奧樣 がね、 只今 かう やって 部屋 中 をし げくと 

御覽 にな つ てゐら つし やい ましたが、 どなた でもお なく 

なりに なり ます 前に 遊ば す 事で 御座い ますね え … … ほん 

とに 何ん と 申 上げて よろしう 御歷 います やら  い 、御 

親切な 奥樣 でゐら つし やい ましたが …… 

(夫、 妻，^ 見 戌りながら この 言 紫，.^ 聞き 眼，^ 拭 ふ。) 

(その ま 、にて 舞靈 暗くなる。) 

—— ダ —ク， チェ 、ノジ 

第 四 場 夢 の 場 

序！ 5^ と 同じ 舞 蜜。 始めは 明、 滅 する 焰の外 暗黑。 漸次 明 

るくなる。 

おの 前に は 「死」 のみ 默坐 す。 

五つと： 一一つ 程の 子供 戯れ！ 515 リ、 傍の 搖籃に は 乳 兒れか 
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しわる。 妻 いそがしく 働く。 

0 さあ 片づ いたから こ  にい らっしゃい。 よくお となし 

く！ 一人で 遊んで ゐ ましたね。 どれ。 ( 一 人-つつか. V  、抱きて 

接吻して やる) まあ、 あなたの キスの 甘い こと。 今のお 

菓子が どつ さりお 口の ま はりに ついて ゐ ますよ。 (手拭 

^出して ふいて やろ) 赤ちゃんに ももう 御馳走 を 上げる 

分 だから、 ちょっとお 待ちな さいよ。 (妻 牛乳 Y, 丁 調合 

す) 

县 子 マ 、ちゃん、 パ 、ちゃん はま だ？ 

妻 も うぢき ぉ歸 りで せうよ。 それまで 婆やと 一緒に おん 

もに いって 遊んで いらっしゃいな。 でも 戶外 は該 いか 知 

らん。 婆や。 

(婆や 登揚。 影 人に 導かれて 來ろ 事前の 如し。) 

^ あの 戸外が さう 寒くな か つ たらお 庭に れて つ て 遊ば 

してお くれ。 

m 畏 りまして 御座います。 さあ 坊ち やまがた。 

(二人の 子供 婆やに 連れられて 去る。) 

奏 (牛乳，. ^ 乳兒 に 與ふ) そらお 待 遠う さま。 おいしう， こ 

ざん すか。 その 眼 かよ ：：•• 笑って。 

(學生 二 登場。) 

學ニ 奥さん 行って 參 りました。 大變 喜んで 御 禮を云 はれ 

ました。 


妻 さう、 御苦勞 さま。 下田さん は どんな 御樣 子でした。 

學ニ どうもよ くない 風です。 お母さんが 何んだ かや つれ 

て お出ででした。 

妻 おか はい さう ねえ。 

學ニ 盆と 帛紗 は何處 におき ませう。 

妻 さう ね、 その 糊に でも 置い といて 卞さ いまし。 

oc-f 生 二、 棚の 所に 來リ。 ) 

蔡ニ 下田さん では い つ 奥さんが 死なれ たんです か。 

妻 去年です。 去年で はない、 もう をと、 しになります ね 

え" 

m 一 一  下 さん は 奥さんから 結核が 感染し たんで せう ねし 

この頃 でも 時 によると 二  g. 頃 ま で 勉強す る んだ さう です 

が、 その 翌朝 はき つ と 腸 か ら 血が 下る んだ と 云 ひました。 

舉 校に 出ても 暇の 時間 は宿痕 室に ぶ つ 倒れて ゐ て、 g 荣 

時間が 來 ると、 教室に 出て、 例の 通り 熱 辯 を 振 ふ もので 

すから、 前の 方に ゐる 生徒 は 唾が 飛ん で來 さう で 牛： きた 

心地 はない と 云つ てゐる さ、 「です。 學 校の 衞 生から 考へ 

ると 隨分 問題です ね。 

妻 ほんと に 自分の 子で も 預かって いたにい てると すると 

怖う 御座ん すね。 けれども 下田さん の 方から 考へ ると、 

たまらない 程 御 同情が 出來 ます わ。 お S さん は あの 通り 

のお 齢な のに 奥さんのお 殘 しにな つたお 子が 二人 もお あ 
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り で せ う。 それが ば つたり 俥 給から 離れて おしま ひに な 

れば 右に も 左に も 励け はしません わ。 下田さん が S- 々い 

らし つ てね、 あすこの 8: に試驗 をし て もら つ たけれ ど 

も 少しも 徵候 がな いと か、 こ >- の 13 者 は ビルケの 反應を 

認めた けれども そ の IR 應は さ つばり 的になる もので はな 

いと 云った とか、 云って ゐ らっしゃ るの を M いて ゐ ます 

と、 お M の！. M でなら なくなり ますよ。 どうかして 御 自分 

の 病 M が傅染 性の もの で はな い 事を證 明し て 御 自分の 良 

心 を 安心 させ た い と 思 つて ゐ らっしゃ るの です わね。 ぁ 

んな勉^|5家な、 中 校の 先生に し て は 勝れて 資力の ある 

方です のに、 惜しい 方です のね。 

二 さう です。 少し 世の中 を见 ると 不公平な 事ば かりで 

すね。 それから 思 ふと 先生の 御お i はお 仕仓 せです。 

0 さつです のよ。 ほんと に 私 ども は 勿 なくなって 恐ろ 

し い 位です。 主 入 も 始終 さう 云 つ て をり ますよ。 

學ニ 然し 私 は …… さう 五 年 前になります ねえ ：… 先生に 

ぬって か \ つ て、 學 校から 先生 を やめさせる やうに した 

あの e- の- ¥ を 思 ひます と 今でも 背中に 冷汗が 出ます。 そ 

れ なのに 先生 はかう やって 私 をお 家に おいて 下さ るんで 

すから、 私 は 時々 gn; 際た まらな くな るんで す。 あの 頃 は 

先： e.; は隨 分お 苦しみに な つ た でせ う。 

^ い 、え 主人 は 割合に 平 でした の。 私 こそ 餘 計な 事 を 


…… 馬鹿 だ つ たもの ですからね ：… 餘 計な 苦しみ をし ま 

した。 

5^チニ お詫びの しゃう がありません。 

妻 い \ え あんな 事が あつたんで 私 も 少しづつ 眼が あいて 

来たんで す もの、 …… 今でも 御禮 がしたい 位です わ。 … 

…ほんた うです のよ。 その代り 资方も 少し は 修行 をな さ 

いました わね。 

舉ニ さう です とも。 あの 時 先生の 仰し やった 言葉 は 私 u 心 

れる 事が 出來 ません。 

0 何ん と 云つ たんです。 

孳ニ 私 は あれから 總代 になった 一 一人と 俱樂 部に 歸っ て、 

先生が 拘引され なさつ た 事 を 報お し、 先生の 抱かれて る 

主義の 立場から 考 へ れば 有夫 姦 位の 事 はありが ちの 事 だ 

し、 主義 そのものが 日本の 11 體ゃ 政體と 一 致しない と 云 

ふ 事 を 極力 主張して、 たやすく 先生 排斥の 決議 を 成り立 

たせたん です。 そして 先生 はすぐ 學校を かれました。 

先生の やり 口が あまり 執着 かな さ 過ぎる ので、 一 部の も 

の は 似而非 物の 本性が ますく 現 はれた と 云 ふし、 一 部 

の もの は 生活に 餘裕の ある 人間の 遊び 牛 分 さが 見 T かさ 

れ ると 云って 笑って ゐ ました" 

けれども 私に は 唯々 笑って ばかりす ま されな い 事が 起つ 

たのです。 それ は 先生が 一 通りの 取調べの 後で 證據不 十 
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り 出す の に 骨が折れた。 今 B は 君 廳肥を 畑 中に 潘ぃ て來 

たんだが ね。 

學 一 一 それ は 早 過ぎ ませ ん か 。 あれ は 雪解け 前後で いえ 

でせ う。 

夫 何、 それ だ つ て 少しき 、 めが 薄くなる 位の もの だら う。 

おい、 坊主 ども 来い。 (大手，^ 開 いて 子供.^ 呼ぷ。 子 W か 

け fs ろ) この 雪 は。 (拂 つて 抱き 上ぐ) 

妻 あなた こそ 一ば いです よ。 (夫の 肩.^ 拂 つて やろ) 

夫 べビ ー はどうした。 寢てゐ るな。 さ、 もうい 、からお 

前 達 は 婆や の 所に いって スト ー ゲで これ を烙っ て おもら 

ひ。 おいしい よ。 

(子供 等 父の 手 i リ馬^ 薯，. 受取 リ、 「婆や」 と 呼. ひな 

がら 返 場。〕 

學ニ 御 本人が いらし つたから 私のお 話の先き は 先生から 

お聞き 下さい。 

夫 何の 話。 

舉ニ 先生の 観 悔 です。  • 

夫 (：^^ 欝 になる) そ んな事 は 一 度 でもう い 」 事ぢ やな い 

か、 俺の 傷 を さう あらく しく 撫でないで くれ 4i へ。 A 

子。 下田さん のお 婆さんに 途中で 遇った。 あの 年で 小さ 

い 方の 子 をお ぶって、 雪の 中 を 歩きに くさう にして 居ら 

れた。 iiS 院に藥 を K りに 行く 處 たって； K つてた が、 いろ 


分で 歸っ て 來られ たからです。 かうな ると 私の 先生に 對 

する 非難の 根據が 丸： 一 朋れ になる 譯 ですからね。 それば か 

りで なく、 先生が 一度 も 自分 を 辯 解な さらなかった 事が 

不思： 1 に 思 はれて ならなかった のです。 お 案 一 いんです か。 

妻 え >- 何んだ か 装う 御座ん す- 子供た ちは戶 外で 大丈夫 

でせ うか。 

學ニ 子供 は 風の子です、 大丈夫です とも。 それから おは 

苦しみ 出し まし てね え。 とう/^ こら へ 切れな くつ て 先 

生の 所に 一人で 伺った のです。 

妻 さう だつ たんです か。 丁度 あの 頃 私 は 一 番目の 子のお 

產の 時でして ね。 

學ニ さう でした ね。 - 

(急に 服 やか LL なリ 夫子 供 等と 戲 れつ V 登場。) 

_= - . ぉ歸 りなさい まし" 

き 

夫 あ。 雪に なつ たよ 。 坊主 共 は 一 一 人き り で 雰 の 中に 犬 こ 

ろの やうに なって 遊んで ゐた。 

婆や は？ 

女中 部屋に 小さくな つ て 居た。 

あんなに 賴んで 置く の にね え。 

？ t 麻 製 の 大袋を 下し) 馬 鈴薯と 玉葱 は 是れだ 

け あれば 當分ぃ \ たらう。 雪が 大分 深くな つてる から 掘 
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畢^/^ 妻 


いろお 前に 總を 云って K られ たよ。 馬 鈴薯を 分ける やう 

に 云つ て ® いたから 後で 婆やに 持た してやって 置け よ。 

き 先生 …… 

夫 いつまでも 先生 は W るな。 もう 百姓に なつてから 五 年 

たつよ。 

祭 二 外に 一 寸 呼び やうがない もんだ から …… それ ぢゃ私 

から 奥さんに 一 應 お話して い \ で せう。 私が こちらに 御 

厄 4- になった 譯を奧 さん はま だ 御存知がない のです か 

* ク 0 

夫 女 は 好奇心 の强 いもの だな。 それなら 話し たまへ。 俺 

は 噴み 物 をす る。 (机の 所に 至リ) A 子、 こ、 にこん な 

手帳が あるよ、 お？ M んだ らう。 (永 色の 手 幅.^ 示す) 

^ さう です。 (急い V- 受取ろ) 

夫 お前の 祕密な 手帳 だ。 こんた 所に 置い とくと 俺が 讀む 

氣 にならない とも 限らない よ。 

^  (笑 ひながら) さう です ね。 (棚に しま ふ) 

(夫？ lis?!? す。 ^虫 二、 妻と iss ろ。 妻 は 棚 に あろ 風呂敷 

i 盆と. 4- 片附 けながら、) 

祭 二 私 は 何しろ この 通りの 性赏 ですからね、 何故 あんな 

ひ どい 評判 を 立 てられ て 辯 解が 出来な い ん です と 正面 か 

ら お ？^ねした の です。 さ、 つしたら 先生が 意外に も 辯 解が 

出來 ないから しないの だと 云 はれる のでせ う。 一！ i の 望 


み を 抱いて 來た私 はがつ かりして しま ひました。 それ か 

ら です。 先生が 纖悔 をな さった の は …… 何んだ か 話しに 

くくな りました ね。 かう です、 先生 は 奥さんと 結婚な さ 

つ てから も竊 かに 心 をよ せた 婦人 達が あると 云 ふので 

す。 その 事 は 御 承知で せう。 その 婦人の 中の 一 人に は殊 

に 心を牽 かれたん ださう です。 そし て その 婦人 は 夫の 有 

る 人た つ たんだ 相です。 そし てです ね。 ち r めて 云 へ ば、 

先 半； は， 運命と 云 ふ ものに でも 引きずられる や うにな つ 

て 、 或. 夕方 ふらく とその 婦人の 家の 方 に 行か れた ん 

だ 相です。 

然し とう/ \ そ の 誘惑 に は 打ち勝 つ た の で せ う。 

さう です。 

それ ぢ や 立派に 辯^ が出來 る害ぢ やありません か。 

然し 先生 は さう は考 へ られ なか つたの です。 基督の 

言 紫の、 女に 對し て 心 を 動かした もの は 姦接を 犯した も 

の だと 云 ふ あれ をき び し く 御自身 の 上に あ て は め ら れ た 

の で せ う。 

夫 さ うぢ やな いんだ。 さう 云 ふ譯ぢ やな いんだ。 (室 中ん 

歩き ま はろ) 僕 は 君が 来た 時まで は 幸に も 一 つく 誘惑 

に 打ち勝つ てゐ た。 然し ^ の 中の 妻 血 はなくな つ て は 居 

なかつ たんだ からね。 僕 は 自分の 未来に 對 して 自 せの 心 

を保證 する  一 J とが 出來 なか つ たんだ 。 何時 どんな つ まづ 
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きをす る だら う、 さう 思 ふ と 僕 は 默 るより 外にし や、 つが 

なかった の さ。 退校の 處 分に きま つ た 學生を 僕の 家に 引 

き収 つ た の も、 云 はば 自分 の 心 を 憐れん でした 事 だ つ た。 

こ の 心 は 學生を 動かす 事が 出来る とも 思つ てゐ たの だ 

が、 ^の 中 は そろばん 通り 行く もので はない ね。 その 感- 

生 は 僕の 所に 來 てから ますく 際-落し てし ま つ たよ。 

學ニ 私 は 兎に角 その 時 先生の 心に 觸れ たんです。 この 言 

紫が 僭越なら、 觸れ たと 思つ たんです。 そして 先 虫 は寬 

大 にも 先生の 敵 を 容れて くれたん です。 

夫 さ、 敵と 云へば 敵 だが、 味方と 云へば この 上 もない 味 

方 だ …… 何しろお 互に 一 寸づ、 でも 五分 づ 、 でもい 、か 

ら、 ^54:くなって、 よくな つて、 行きたい もんだ。 人生の 

可能性 を 具 體的 に 證據立 てる ほどい、 仕事 はない から 

20 

孽ニ さう です。  - 

夫 に ひ) 俺が 辯 解 をし？ おなかった 譯は お前 も 解つ 

たらう。 俺が 舉校を やめた の も舉生 のためによ かったん 

だ。 俺の やうな 危險 人物 は 下田さん のお 氣 よりもつ と 

生に は危險 だからな。 

學ニ その 事 はどう かもう 云 はないで T さい。 私 は 非常に 

苦しう 御瘦 います。  何 か 外に 用事 はお ありに なり ま 

せんか。 


夫 何ん にもない。 部屋に 行くなら この 袋 を 婆やの 所に 持 

つて 行って、 それから 郵便 函を 見て 来て くれ 給へ。 

夫 下田さん に 今 曰 も 何 か 上げた のか。 

妻 あつめ ものと あの 藥を 少し 上げ ましたの。 あの 藥は大 

變き くやう だ つ て 仰し や つ てでした つ て。 

夫 さう 信じられ、 ばき くだらう。 …… あの 藥と 云へば、 

結婚して すぐ 一 一人で 束 京から こ \ まで胺 をした 時の 事 を 

覺 えて ゐ るかい。 

妻 さう でした ねえ。 お 父 さまが 何に でもき くから つて あ 

の藥を 下さった の を、 私が あんまり 飲み過ぎ たもんで、 

頭痛 を 起したり 鼻血 を 出したり してし まひ ま し た つ け 

IN- 

夫 もう i つ あるんだ が。 

妻 何んで した かれえ。 

夫 安 あたりから 俺達の 隣り に 夫と 一緒に 乘 つた 婦人 

が 汽車に 醉っ て 苦しんで ゐ ると、 お前が それ を 見て 懐中 

から あの 藥を 出した もんだ。 

妻 そんな 事が ありまし たか 知らん。 

夫 あった さ。 何 をす るかと 見て ゐ ると. H: 分で 一粒 のんで 

また 引つ こめて しまった。 

妻 さう でした かねえ。 

夫 さう かと 思 ふと 又 出した つけ。 そして 又 引っ込め てし 
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まった。 思 ひ 出したら う。 そんなに してお 前 は 何度 出し 

たり 引つ こめたり した か 知れ やしなかった。 そして てれ 

かくしに 時々@ 分で 钦 みたく もない のに 一粒 づ>- 口に 入 

れ たよ。 

^ うそです わ。 

夫 うそな もんか。 そし て 札媒に 汽車が f さう にな つ て 

隣り の 奥さんが いそ/ \- と 降りる 支度 をす る 頃に やう や 

、「大 ep. 猛心を 起して その 奥さんの 所に 藥を 持つ て 行って 

や つ たぢ やな い か 。 奥さん は 迷惑 さう に 紙切れ につ、 ん 

で帶の 間 にし まって しまった さ。 

^ うそで せう。 

夫 あの 頃から すると 大分お 前の 面の 皮 も 厚くな つたよ。 

そんな^も 一 つ 話になる までにな つた。 然し こ、 までに 

來る に はお； ci に危ぃ 難所 を 通 つ て來た つ けな。 

(ゆ 生 二 登^。 一  故の 都 便ん、 夫に 波す。〕 

夫 赇を すれば 影 だ、 お父さんから 來 たんだ。 (手紙 1 か 1- み 

ながら) 俺 は 幾度む し や くし て 來 て 家庭なん ぞ た \ き 

はし て し ま はう か と 思 つ たか 知れな か つ た。 お前 も 時 

時肉 分の 半： 活が眞 暗にな つ たつけ ね。 

.P そんな^はありません わ。 

夫 無い と は 云 はさない よ。 お前の 心の 隅に ••：： と 云 ふよ 

は で -Ta 

り 女の 心の 隅に 很づ よく 隠れて ゐる Si 美 好な、 い たづら 


ものが お前の 愛 を 幾度 も 限. fi 一 ししたん だ。 それば かり ぢ 

やない。 どんな 柔順な 女で も、 ィ ゲ以來 1.?- に對 して 持つ 

てる 恨みが 頭 を 持ち上げる 時の ある もの だ。 お前 は氣が 

强 いだけ に 可な り それで 苦し んだ の を 俺 は 知って ゐる" 

東京 も 案 一い さう だ。 然し みんな 丈夫 だと さ。 頭の 冷える 

お母さんが 又眞 綿帽子 を /V ふんな さる 時が 來 たらう。 花 

が 散つ て S がな つた。 是れ から 俺達 は うんと 腹 をき めて 

靜 かに 熟して ゆけば い、 んだ。 お父さん も おだやか にな 

られ た。 (手紙，^ 妻に^ す) 今 は 金を途 る 所に は みん 

な经 つた かい。 

0 え 》 達り ましてよ。 (手^ fJ-li む) ほんと です のね。 

い M 方ね。 私お 父樣の 笑顔 を； It 兑 すると 世の中が 急に 明 

るくなる やうに 思 ひます わ。 

夫 心の底の 綺 魔な 方 だからな。 もとはよ く 無鐵. M に 喧嘩 

をした もんだ が、 この頃 はなつ かしく ばかり 思つ てし ま 

ふ。 どことなく にたよ つて 来られる やうな 所が 見えた 

りする と、 あの 勝 i 溉な 方も齡 の せ ゐだ と 思 つ て 俺 は し ん 

みり した 心になる。 何しろ 長いき してお もら ひしたい も 

の だ。 然し 俺の し て來た 事が 絕チ ずお 父さん の 心に 不安 

を與 へて るの は 苦し い 事 だ。 是れ ばかり はしかた がない 

けれども。 

0 妙な 事が こ k に 書いて あります のね" 追 書に G 
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へらない 苦しみです。 そんなら 一 入で た r 思って ゐれば 

よさ さうな もので 御い ます けれども、 それ も 何ん たか 稱 

しいの であな たに 手紙 を 差 上げる： K り にこ k に 認め てお 

きます。 私が 死んで 後， (何となく 恐ろしげ LL 「死」 の 方 

. ^見やる) 御覽 になり ませう。 けれど 決して 悲しんで 下 

さいます な 私の 爲 めに は。 後に 殘られ た あなた や 子供達 

御 兩親樣 の 爲 めに 泣い て 下さ い 。 

「死が 忍びやかに (恐ろしげ に 「死」 . ^顧みろ〕 近づい 

て參 ります。 私に は その ひ^き を 聞く ことが 出來 ます。 

あな た に は 聞え な い と 仰し や いまして も。 おは 自分 の ei 

めに 悲しみません。 

「あなた は 私が 失望し すぎる と 仰 しゃいます が 私 はさう 

思 ひません。 皆樣に はお 氣の 毒で 御 iij いますが、 もつ い 

けません- いっか は 死 ります。 そして その 死が もう 

近づいて るの を 私 は 知つ てゐ ます。 (「死」 の 方ん-顧みる) 

「私 は 死 を 少しも 恐れません。 かう して 筆 を 執って ゐま 

し て も淚さ へ 浮びません。 人ら し い 事 をし な い で 死ぬ と 

云 - ^ 事が 殘念 で 御 11 い ます けれども、 死 そのもの は 悲し 

くも 恐ろしく も 何ん とも 御座いません。 こんなに ひどく 

な つ て はどうせ 全治し な い の ですから、 生 き てゐる の は 

名のみ で、 唯々 ぶらくして ゐ るよりも 死ぬ 方が、 すべ 

ての 爲め によく はない か と 思 ひ ます。 全快し て 生きら れ 


夫 そこ は讀 まなかった。 何が 書いて あるい。 

m  (讀 む) 「追て 序ながら 申 上 置 候。 老生 萬 一の 後の 事 は 

遺言に 作り 母上に 預けお き 候 間、 その 時機 來 らば 母上と 

同座に て 御 披見な さるべく 候」 です つて。 

夫 そんな 事が 書いて あるん か。 

妻 え \。 

(沈 默。) 

私 も 遣 言が 出來 てゐ ますの よ。 

何、 馬鹿。 

人 はいつ 何時 死ぬ かわりません からね。 

俺 は 今日 何ん と 云 ふ 事ば かり 聞かされ るんだ。 馬鹿な 

事 を 云って くれるな。 

妻 ク V う で す、 あな たはお 聞き にならなければ なりません。 

(水色の 手帳.^ 出す) 

夫 それに 書いた のか。 

妻 さう です わ。 まあ 椅子に 腰かけて 下さい まし。 そして 

氣を 落ち着けて 下さい ましよ、 讀 みます から。 (讀 む) 

「あなたに 手紙 を 差 上げたい と 思 ひましても、 手紙 を 書 

けばき つと この頃の 私の 心 持が 現 はれませ， つ。 それ は 私 

にと つて は 何んでも ない 事で 御座いま すが、 あなた や 皆 

機に は 悲しい 事と 存じます の で、 こんなに 始終 私の 事 を 

案じて ゐて 下さる 上に、 猶 ほお 悲しめ 申す のが 私に は堪 
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るなら こんな 嬉し い 事 は 御 い ませ ん けれども、 今 はも 

うそ んな事 は 願 は れ もし ない？ & となって しま ひました。 

「この 十日ば かり 私の 心 は 死と いふ 事ば かり 思 ひつ V け 

ました。 さう して 今では 死 を 思 ふ 事は樂 しみの や、 「にな 

りました。 戀人の 上で も 思 ふやう に 死ば かり 思つ てゐま 

す。 

「それから 私 は あなた の 御 事業の 御成功 を兑な い で 死ぬ 

のが 殘念で 御 います けれども、 必ず 御成功 遊ばす 事 を 

信じ て をり ます。 總て の 事に 打ち勝 つ て 御成功；^ ばし て 

下さい。 

「それから 皆 に お 願 ひ 中し て 置きた い 事に 三人の 子供 

達の 事で 御座います。 弱い 私の 子供達 だから やつば り 身 

弱で あらうな どと；； ムふ考 へ は 決し て くどな たもお 持ち 

下さい ますな。 ほんた うに、 い つも 5. 上げます 事です が、 

人の 稱 神の 力 は 恐ろしい もので 御歷 います。 私に 似ず 父 

親に 似て 三人の 子等 は 丈夫 だと 云 ふ 事 をお 信じ 下さい ま 

し。 さう かと 云って 丈夫に まかせて iB の 時 手お くれな 

ど は させない や、 つに して い た 丈 かねば なり ませ ん。 あ.. - 

私の 一 念 は； 二人の 子供達 を 立派な 丈夫た 人に しないで は 

おきません。 必ず 立派に 致します。 

「•； ^ぬ ゆ は m れ にも 知られずに 一人で 靜 かに 死にたい と 

思 ひます。 最後の 苦しみの 樣ゃ 人樣 から 見られる 事 は 一 


入の 苦しみです。 親子 兄弟に 遇 ふ の が 普通 では 御座 い ま 

すが 私はビ なた にもお 目に か 、りたく 御座いません。 

「子供達に は 私の 死と 云 ふ 事 を 知らさない やうに して 頂 

きた い と 思 ひ ます。 お 葬式な どに は參列 させな いで 下さ 

い。 小さい 清い 子供心に 死と かお 葬式と か 云 ふ 悲しみ を 

殘 させる の はほんた うに 可哀 さう で 又惡ぃ 事で 御座いま 

す。 ほんた うに どうぞ 知らさない やうに、 ぉ菌 式の 日な 

どに は何處 か へ 遊びに や つ て 下さ い " 大きくな つ て 知る 

時が 參り ませう。 それまで は 病 氣と云 ふ 事に してお いて 

下さい。 

「あなた はこん な 何 一 つと りえの ない もの をよ くも 愛し 

て 下さいました、 導いて 下さいました。 ほんと に 心の底 

の 底から 私 は 難 有い とも、 うれしい とも、 もったいない 

とも 思つ て をり ます C あなたの やうな 方 を 夫に 持った と 

云 ふ 事が 短い 生涯の 中に 唯々 一 つの 誇りで 御座います。 

この誇りの爲めに私は^^！しぃ中にもょろこんで死ぬ事が 

出來 るので 御座います。 

「ほんと にこん な 病 氣で若 死し よ、 つと は 思 ひも かけない 

事で 御座いました。 あとに ぉ殘 りになる あなたと 子供達 

の爲 めに 私 は淚を 惜しみません。 (こらへ 切れず して Is- 

. ^のみつ-, - 泣く) 

(手帳ん、 捨て 、輝きた ろ 額に なリて 失の * に 近. つき) この 
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頃の 私の 心 は 美しう 御座います。 か、 「云 ふ 時に こそ ェ デ 

ン の 圔 が 見られる の で 御座いませう」 

(、、の 間！！ 影 人出て 來て 家具 一 切， か 運び去ろ。) 

夫 どうしたと 云 ふんだ。 お前 は 本 無で そんた 事を害 いて 

ゐる のか。 

妻 蓮 命で 御座います。 もう 永く くお 別れす る 時が 来た 

やうで す。 た つ た 今まで あなた のお 顔に あ つた 笑 ひも 私 

の顏 にあつ た 笑 ひも 逃げ て しま ひ ました。 皆ん な 逃げ て 

しま ひました。 

夫 俺に は 何もかも わから なくなった。 

^ 笑 ひ 許り ぢ やありません。 私共の 暖かった 家 も、 婆や 

も、 學 生の 方 も、 お 友達 も 見えな くな つ てし まひました。 

御覽 なさ いまし この 廣ぃ 野 を。 

何ん と 云ふ琳 しい 景色 だ。 

何ん にも 見えません ね。 

1^ しい。 

0 い く 雪が ふ つ て る 許り です。 

Gl- 人 籠の 中に 霄紙 .... 滿；： し來リ それん、 舞臺 に i 退 

場。 雪 紙 やがて 上よ リ降 リ來 ろ。) 

(夫^^^^相抱く。) 

^ 私 は あなたの 懐の 中で 靜 かに 眠ります。 子供達に 遇 は 

して 下さい。 


(影 入 子供 三 入， 小 連れ 來 ろ。) 

^  f^^-ぃだらぅね。 さあ、 私の 所に いらっしゃい。 さ、 あ 

なた も。 さ、 あなた も。 みんない & 子です ね。 あた、 め 

て 上げ ませう ね。 でも マ 、はね、 分が 案 一 さに ふるへ て 

ゐる の だから、 どうして 上げ やう もな い わね。 可哀相に。 

どうして 上げたら い、 だら う。 (見 ま はす。 「死」 の 前に 

明滅す る焰 あろ， ^見出し) あ、 あすこに 私の 火が 燃えて 

ゐる。 あの 火が 燃えて ゐ るかぎ り は あなた 方もパ 、さん 

も あた 、めて 上げます よ。 御覽、 あす こに 坐つ て ゐら つ 

しゃる をぢ さん は 怖い をぢ さんだ から 決して あの方 を兑 

て は いけませんよ。 あの方 は あなた 方 を どうもな さり は 

しないん だからね。 あなた (夫に 向 ひ) も あれ を 御覽に 

なつ て は いけませんよ。 

(妻、 ー十供.^' いた はリ ながら 煩の 處に 近づ さ 手ん 群 

す。) 

火が 消え て 行く ではない か。 

その 時に 私 は 死ぬ のです。 

あれ は 何んだ。 (「死」，^ 指す) 

私 は あの 方の 顏を永 ぃ間兑 つ め ま し たか らもつ 怖く は 

あり ま せんけれ ども、 あなたが 御覧に なって はいけ ない 

ものです。 さ、 もう 火が 消えます。 いく 暗黑が 來ま 

す。 あなた は 子供達 を 速れ て 早く こ X から 逃げて K さい 


まし。 

夫 お前 もお い で。 俺 はお 前 を 速れ ずに. とうし て 此處が 立 

退けよう。 

ポ i 私 も  一 ^に參 りた い の です けれども、 もう 駄目です。 

(泣く) さ、 早く 逃げて 下さい まし。 

(影 人來り 夫と 子供達と. 强 ひて 焰 i リ遠. さけろ C 夫 

抵抗しながら 返 場。 |^^<ぃっまても-(- あとん、 見送ろ。 レ 

.ま 吻.^ なげ) もう 見えない。 (^^く) 

(昨^^七|1.^ぅっ。 2^人等^^;*.-^-取リか、、む。) 

「死」 (左手に 持てる 砂^計，^ 高く か. -げ) 砂 はま だ殘っ 

てゐ る。 お前 は さう 慌 てろ 事 はいらな いの だ 。 

(i^ モの？ tLLg:^ して^の 上に 倒れ. AV ろ。) . 

(It  5^  < 亇， 黑 となる。) 

11 靜 かに 幕 

お f.- 場 

1 場と S じ 舞 一； JT 

iHi 七^ 七 分 前。 

せ、 靜かに ^ はる。 夫、 の 手の 脈ん， - 見つ V- ての 額.,^ 

注視す。 

次 {ぉ に は g;^; 师 と 看 5卞？  ^  i さ 所 に 坐 し て 各 々 雜 誌 1^ 讀 み 

つ、 わり。 


夫 (小さ さ萆 に て) A 子、 何 を 見詰めて ゐ るの？ (ふと 

驚 告し樣 子、 還師， ^呼ばん とすろ 如く 額.^ も.；" げしが、 

思 ひかへ して 手，^ 妻の 眼に 鬚す、 眼 瞬がず。 驚き) A 子！ 

A 子！ 

(次 室の 醫師と 看 護 婦雜誌 ， ^捨て k 立ち上ろ。) 

夫 翳 長さん。 

(磨 師、 看護婦 病室に 人り 来る。) 

夫 瞬き をし ません。 脈 を 見て 下さい。 

(gs 師 脈，^ 見ろ。) 

夫 眼 をふさぎ ましたね。 脈 はま だあります か。 

0 ありません。 おい 看護婦、 水 を 用意して、 水な。 

(看護婦 秦 所に 入り 水の 入りた ろ コップと 杉箸の 先. き 

LL 脫脂 綿，^ 附 したろ 1^ 持ち 来ろ。) 

看 是れで 水 をお あげなさい まし。 

(夫、 末期の水 に與 ふ。 婆や 泣 きな がら 出て 來 ろ 。 ) 

夫 今にな つて 泣いた つて 仕樣がない。 そんなに 联り みだ 

して はいけ ない。 お 前 も 水 を あげ て くれ。 

婆 さう 仰 しゃいます けれども、 旦那 樣、 是れが 泣かずに 

をら れ ませう か。 (聲か 立て， - 泣く〕 

夫 しい ッ。 靜 かに。 

婆 まあ 喘いで ゐ らっしゃ いますよ。 神樣。 奧樣 をお 助け 

遊ばして 下さい まし。 
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夫 看 夫 m 看 


0 申し 僧う 御座いま すが、 お 事 ぎれ になった やうです。 

(*! の 胸！， 1^ 心 器 4^ わて、 やがて 夫の 方に， W 告て 厳かに) 

殘 念で 御座いました。 

夫 ：：： (た ヾ うな づく〕 

0  (時計.^ 出して 见て〕 T 度 七 時です な。 

看 (向 じく) さやう で 御座います。 

00s$0 の 水.^ 與ふ。 〕 

婆 奧樣、 とう/、 あなに は 神様の と - 一ろ へ いらっしゃ い 

ました か。 私 も、 奧樣、 ぉッ つか 參 つて あちらで お H: に 

難ら せて 顶 きます。 r 来期の 水，^; ^〈へて) ァ， I メン。 

(§3 らく 沈 默。；  . 

®  後の 事 を 手落ちな くして 上げる がい、。 

何 か 必要な ものが あつ たら 病院に 行つ ておいで。 私が 歸 

つたら すぐ 車夫 を 一 人よ こして おくから。 (夫に， S ひ〕 

御 愁傷 はお 察し し ますが 、是れ ばかり は 還ら ぬ 事 です か 

ら、 お諦めが 御大 事です。 それで は 私 は 一先 づ 御免 を 蒙 

ります。 

夫 御禮の 申し や-つもありません。 いづれ 後程。 

(徑师 立ちて 換，^ 開けん とし。) 

0 何 か 外に 御 S はありません か …… 電報で も。 

夫 電報 を 願 ひませ う、 私の 兩 親と 妻の 兩親 にあて i。 

g 畏 りました。 普通の 文句で よう 御 趣 い ますな。 


夫 「今朝 七 子靜 かに 逝く」 としていた 、.- き ます。 

S 承知し ました。 (退場) 

(看護婦と 婆や か はろ t 侮み. 述ぷ。 ) 

夫 永い 間お 世話になりました。 あなた 方 を^り つけたり、 

亂暴 に联り あっか つたこ と を 許し て 下さい。 非常に 失禮 

をし ました。 (哲 らく 放心した やうに 妻.^ 見つ む) 口の 

きけ なくなった 妻に 代つ て 御 遭 を 云 ひます。 

恐れ入ります。 

(岡 時) 恐れ入りまして 御窗 います。 

(看護婦に〕 是れ から 何 を すれば ぃ&ん です。 

左樣 で御蹈 い ます、 おから だ を淨め て 上， け ませ 5 か 。 

それ をして 下さい。 二人に まかせる から。 

(二人 準備に.^ ろ。 夫、 1^=„<の額に輕く拷吻マ。) 

(二ん 準備，^ と、 の へて 人リ來 ろ。 夫 先， つ： の 額.^ ふ 

さやろ。 看護婦と 婆や 他の 部分ん， -fS め はじ.， し。 夫 

棚の 所に 至り 水色の 手帳.^ 取り出し、 綠 则に來 ろ。 不 

思議 さうな 面持ちに て 空の 樣、 .M の 様子な ど 打-り 眺め 

やが 、緣に 腰かけて 手帳.^ めく リ讀 みは じむ。) 

(哲 らくして 後る ん ふリ ，w.-r ヽ 婆 や が の髮， 屮 つかれ 

居 るん 兄。) 

夫 婆や、 その 髮の毛 を 少し 切りと つと いて くれ。 

婆 畏 りまして 御陛 います。 美しい おくしで 御座いま すの 


後 前の 31  と？ n 
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(狭の？ くひ 1- く。 夫 わが 5^,^ 切られた ろ 如き 衷情 

なす。) 

(婆や やがて 半紙の ト： にの ぜ たる：！ 退髮 1^ 夫 の 所に 持ち 

來 る。) 

婆 どこに お ® き 申し ませう。 

夫 そこにお いとき。 

0 お 緣侧の 上に で 御座いま すか。 

失 さ-つ だ。 

(In らく 沈 然毫 所の 方に て 威勢 r* き 〈ぱ屋 の^ 

きこ ゆ。 婆や^ 所に 赴く。  g= らくして 林檎.^ 盆に 盛り 

て 登場。) 

婆 n: 那樣、 今 湖 頼みました 林檎 を もって 參 りまして 御 lil 

います。 

r,. さう か。 そんなら 奥さんの 枕許に g いて あげろ。 

(^19^^^^と婆ゃ默リしま 、- 例く。 夫 は 手帳.^ 讀み ハ V 

けつ、 ぉリ しが、 感に たへ か：；；； ズ游 かに 泣き、 やがて 

傍に もリ し) せお，^ 取リ 額に わて k 默； i する 如 さ 形，^ な 

す。) 

. I 幕 しづかに 下る 


終 幕 

ili; 幕と 同じ。 但し 焰は 消え去りて 亡し。 始め 暗 黑。 漸 

次 明るくなる。 「死」 1^ 園鐃 して 人 若干う. つく まる。 

や が ズ 舞 一！？，； また 暗く なリ 行く  。「死」 の 獨白は その 間に 

行 はる。 

.  かきが ね 

「死」 小さい 焰は みじめに もた やすく 消え てた。 锭前は 

こ， つりん ざい 

たし ，か にかけ たな。 金輪際 錠前の 外 づれる やうな 事が あ 

つてに ならない ぞ。 

(沈 默。 何處 かにす 、リ 泣きの It 、きこ ゆ。 お" 下 同じ。) 

いっち 

人間 全體 は、 何事 も 知らずに、 ふりむき もせず、 毎時の 

とほり 的 もな く ききつ て その 側 をす りぬ け て 歩いて 行 

夫 や 親た ちの 悲 しみ もやが て 消える だら う。 

(沈 默。〕 

然し あの 男 はま だ 苦しむ のがい 、の， た。 まだ 苦しませる 

の がい &の だ。 そのため にあの 男の 父 は また 死なねば な 

る ま い 、 銨前は い &か。 鍵 はよ く あ ふか。 15k も 鍵も鏽 

びて は 居ない か。 

その ffl 意 をして おけよ。 


後 前の 其と 死 


(恐ろし， き 沈 ss; の 後。) 

て は 同じ 事 だ。 

—ー 幕 しづか に 下る 

(一九 一七 年 五月、 新 公 所載) 
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(1 S 


場 所 

下總の 或る 都會の 束 南 牛 里 3« を距 て た 或ろ 村 S| 

百姓家 ■  一 

時  - 

安政 元年 五パ 九日の 朝  ^ 

人 物 

龍 川 平四郎 彫物 大工 (六十1^0 

嘉  助 堂宮 人工 (四十歳) 

能 川. 入和藏 平四郎の婚養子 (三十ニ^^) 

お  初 平 四 郞の 娘。 久和藏 の 妻 (二十 

七な) 

仙太郞 久和ー i の 息子 (八お) . 

五 兵 衞 百姓家の 主人 (五十 七- M) 

五兵 衞の 女房 (五十 七-お) 

其の 他 

風の 實。 i*^ かに 開く。  _ 

ん， n  ！；^ハ衞 の Mm の 離れ 0  土間に に 筵. ^敷き、 一 


御 猜 みから - 」 ん な-取り かへ しもつ かねえ 大事 をし でか しゃ 

柱 がって …… 俺ら あへ え (彫 期 物 ^見やりながら) これ を 

た、 き 割りて えよ。 

お 初 そり やお 前、 お前の …； 萬が ； にもお 前の 僻見 ぢゃ 

ないかえ。 

. (險 しい 眼て お 初， 小 a ゃリ ながら) 俺の 辉見 だ… 

…今 もよ く い つ て 聞かした に、 考 へても 見ろ。 下 小^に 

不寢番 を 置いて、 火元に；； 3^ を 配る の は 大工の 衆の 役 = だ 

で、 あの 衆が 火 を 問 違 はわえ で、 誰れ が 間違 ふもん か。 

殊に も、 明日 は 地鎮祭 と いふ その 晚だ 。 粗 招の ある 害が 

ねえに …… 五つ 時 さがりから 火の手が 上つ て へ え …… そ 

れもを かしな こと だが、 火元 は 一 と處ゃ 二た 處 どこ <0 一-に 

はねえ….,. つけ 火 だ。 つけ 火 だ。 嘉 助が、 ぁの義 ？： 乃 畜 

生が (、、の あたり M リ久 和藏は 座敷に、 お 初 は 久和ー I に 

着物 $m へさ. f.- ろ) 俺ら あ 家 のお とっさ まの 評判 を猜 

んで 仕組んだ こと. た わ。 

お 初 だけん ど …： 

久和藏 おとつ さまが、 へえ 二 年の 上 も、 か-つやって 他國 

の で 難儀 をし て やう やく 仕上げた 宏大 もな い 仕事が 、 

昨. 1${ 一  晚で 他愛 もな く 灰にな つ ただ。 俺 もお と つ さまに 

負けず 骨 を 折 つたつ もりだった。 お前の s{ 々々し さも 

0 へえ 一通りではなかった。 それ も > ^ れも今 は 無駄な - J ん 


だ … … おうま だ 燃えて る ずら、 や 鐘が 聞え る に … … 

お 初 (戸口な ろ 昔： 造の 厨の 方 LL 行き、 七輪ん- い V リ な が 

ら、 小 間の 方 Ll 聞 耳.^ 立て) おとつ さま は 眼 をお 覺 まし 

なさった か 知ら、 音が する やう だえ。 あれ まだ 向、 つの 空 

が赤く32^んるも何んも。 

(五 丘ハ衞 菜ん 下げて 登 ： 

あれ 家主 樣濟 みまし な い 、 一 晚中 おきみ なさ り もせず 

に、 何かと 難 有う 御 iJ ります。 

五兵 衞 な あに、 災難の 節 はお 互 ひのこん だよ。 親方 はよ 

く 休んだ かな あ。 本卦 返りと いや あ、 は ぁ體を 大事に し 

ねえ ぢゃ • ： … 坊や も まだ 眼が 覺 め ね え. ュね …： や、 "へ 和 

臓さん 歸 つたけ え。 

. 人 和： 威 や あ 家主 樣 お早う 御座り ます。 

五兵 衞 (仕事場の 方に 廻り、 脫ギ 捨てた 着物に 眼 .i- つけ) 

ま to 

先づ で つ かい 騷 ぎだ つたん ベ 。 えらい 泥に な つ たな あ。 

お前さん とこの 彫った もの はちつ と は 助かつ た ん ベ え 

力 

久和藏 何から 何までお^ 話になります …… (火鉢，^: S ち 

出しながら〕 あの 風に， 爆ら れたぢ や へ え 一 たまり もな い 

で 御座ります …… 俺ら "化んだ も 同然に 力が 落ち て しま ひ 

ました。 

五兵 衞 さう. たつべ えと もさ。 時に …… 
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久和藏 (神棚の 下に わろ 小檷 5? 用の 透 彫ニ桟 見 か ヘリ 

ながら) せめて はと 思って、 手 輕な奴 を あれ だけ さら ひ 

出し はした もの &、 大工の 衆と 違って 俺ら あ 家 は 手不足 

だで  何せ、 かう し て へ え 親子ぎ りの こんだ から  

(この 會 話の 間お 初、 五兵 衞に 茶.^ す. -め。 小 間の 方 

に 近づ き 隣 { せのお 心.^ 伺 ひ、 更ら に愁ひ A や 他す。) 

五兵 衞 して 大工の ¥ 意の t、 彫物 小： E の 方に 手傳ひ 

のしつ こなし か ：：： は あて ：：： この 火事に つ いちや 村に 

も 妙な 赇が傳 は つ てゐる だよ。 

久相威 え、 どんな 瞟が …… 

五 丘 ハ^ そり や …  一 g お^と いふ もの は、 はぁ藝 もね え も 

ん だから 聞 い たら EM き 流し にして H ふべ え ：… 何んでも 

は あゆ ん ベの 妙 71^ 樣の 火事 て え は 怪火 だ とい ふだ。 た r 

の 過ちで はねえ 風 だ。 ：… 誰れ となく 兑てゐ ただが、 い 

かく 燃え 上った 火の 中に、 -H 裝束 をした 白 髮の. 姿の もの 

がふ つ と 現 はれて な …… それが 見る く 火. 化の 中に 消え 

たとい ふこんだ。 妙 樣が 怒り をな さった だ。 もう お宮 

はどう あつ て も 建つ こと はねえ といつ てゐ たが …… 

久 和-威 それなら 俺 もま ざく と 見た。 白い 衣冠 束帶 のお 

姿が 勿體 なく も 火の 中に 消えて 行った だ。 それ を 見た も 

の は 誰れ 彼れ となく、 へえ 瞻 まで 震へ 上った か、 恐れ を 

なして 遁げ出した だよ。 


五 兵 衞 は て す さ まじ いこんだ な あ …； 親方の 腕が 餘り冴 

えて ゐ るで、 妬みに 思 ふ 奴が ゐた かも 知ん ねえ だ。 それ 

でな く つ て 何んで あんな 處 から は あ 火事が 出べ えさ …… 

何しろお つかねえ こんだ。 やれ/ \ …… ぢゃ まあ 久和藏 

さん もたん とが つ かりし ねえが 分別 だ あ。 何も は ぁ因緣 

ごと だかんな あ。 …… 別に 何 か 用 は 無え かね。 

久和藏 へえ 俺も歸 つて ゐ ますで、 な、 案じな して。 …： 

やい くお 初、 茶吞 茶碗が いくつか あるか。 

お 初 あれ、 いくつ もなか つたわ やれ。 

久 和-威 それ ぢゃ 家主 樣、 ちっと 貸して 下さります か。 見 

舞 人が 來 ると 思 ふで。 

五兵 衞 安い こと だと もさ。 ぢ， きに 持って 來 ますべ えよ。 

久和藏 辱う 御座り ま T。 

お 初 (3W 時に) 難 有う 御座ります。 

(五兵 衞返 場。 お 初 人口. んリ にじり 上 リ行燈 の 灯, 屮消 

して dt 隅 にょぜ、 久和藏 の a 向う に 坐る。) 

お 初 お前、 仕事場に 火 を かけた の は嘉助 親方に 違 ひない 

と 思って ゐま すかえ。 

久和藏  。 

お 初 心底から さう 思つ ーしゐ ます かえ，" 

久和藏 おう、 さう 思 ふに 不思 ii が あると いふ だか。 お前 

は あの 野郎に 恩で も 辯せられ てゐる ずら …… 
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わつ 初 あさましい ：：： お前 は ：：： お前 は 男 か ：.：. 男 かえ • 

:. 男なら 何んで おめく と歸っ て來 ただえ。 何んで 嘉助 

とい ふ 奴に 仕- &し はして くれな か つ ただ え。 - 一 れが 浮^ 

の 年貢の なし 納め だとい つ て、 おとつ さまが か-つして 仕 

ヒげ なさった 大事な 仕事 を …… おう 私 は 胸が 痛む わ や 

れ、 むごたら しい …その 仕事 を 灰に し隔 つた 男に、 お 

前 は 恨み言 一 つ 云 ひ 得ずに 歸 つて 來 なすった だな あ。 お 

前 は ど の 面 さげ てお とっさ まに お 辭 儀し な さるえ。 昨晚 

はおとつ さま はこ、 にかう 坐りき りで、 村の 彖が 見て 來 

たこと を、 笑った なり いて ゐ なすった が、 その 胸の 中 

を 思 ひやる と、 側に ゐた私 は 切なくて、 泣かずに はゐら 

れ なんだ …… お前 …… 久和藏 さ …… お前の 仕事 も 煙に な 

つたに、 まこと 口惜しく はねえ かえ。 

久和藏  

お 初 お前 は 恩知らず だ え。 七つの 歳 か ら この 家に 赛 は れ 

て、 仕事の 手 ほどき からして 貰つ てゐ るに…… ほんと 


久和藏 俺が 男 か 男で ねえ か、 恩知らず か 恩知らずで ねえ 

か、 見て ゐろ。 

お 初 その 高慢 を い ふ 口が あり や …… 

(この 味 子供の 叫^? t 小 間 i り 聞、、 ゆ。 お 初 はっと. 

つて 小 間の sm-.^ 開けて 見ろ。) 


平 wis  f 小 問の 中から) やい/ \ お前 等が たんと わめき 

合 ふで 仙太郞 がうな される わ。 昨夜 はお そか つ たで まだ 

ねむ いらに… . や あ、 よし/ \ 何んでも ねえ だ。 - ちっと 

眠って ろ …… や あ、 よしく。 

(お 初 小 間に 入ろ。 入れ 代りに 平 衣の. t: に县半 

纏ん、 羽 柳りながら 登揚。 久和藏 い ひ 出る 一 W 葉 もな い や 

、つ に うづく まろ、) 

久和藏 いつ 歸 つたな。 

久和藏 さっきが た戾 りました" 

平 s: 郎 御苦勞 だった な あ。 すつ ばり 燒ば たか。 

\ 和藏  

平四郎 さう か …… へえ 何時 だ。 暴り だか 晴れ だか。 まだ 

風 は 落ちね えな。 

久和藏 六つ 少し 前で 御座ります ずら …… 昨晚は 少し はお 

休みな さりました か。 

平 四^ うむ。 彼れ 是れ …… 仙 太郞が 時折り 眼 を さまして 

な あ …… どれ 顏 でも 洗はづ …… 

(頸 洗 ひ にニ ん， たうと すろ。 お 初 小 問ぶ リ 出て 來 て、) 

お 初 いんね、 そこにお ゐで なして、 今 私が 水 を 汲みます 

(お 初财に 下りて 水ん、 汲みて 土間の 方に 持って 來ろ。 

平 四？ S 額.^ 洗 ひ リて 町の 方. ^兌.， * うとす ろ、 お 初が 
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何ん とかして さう させまい とする けれども ig 着な し。) 

平 W 郞 (lie の 如く) ふむ、 …… またえ らい 煙た わ やれ。 

何しろ 山の やうな 木材 だで な あ …や、 お袋 さま か。 お 

初、 家主のお 袋 さまが 茶碗 を 持って 見えた ぞ。 お早う 御 

应 ります。 

(五兵 衞女 155 登場。〕 

女！^ は あ 哏か资 めた だな あ ：… お早う 御座り ますよ。 お 

初 さ、 こんな もので も 間に合 ふべ え か。 

お 初 gi に 合 ひます どころ か、 艱 有う 御座ります。 

女 IS 久和藏 さん も歸 つた だね。 えらい まあ 災難で、 撫ゃ 

難儀な こと だんべ えな あ。 

(平 四^ 神棚の 方 に 向きながら。) 

平 四^ お袋 様、 昨夜お 親み 申した お 御酒 はへ え 来ます だ 

力 I- 

お 初 それなら こ \ へ 來てゐ ます。 

女 K 何ん ぞ まだ 用 はねえ かね。 お、 用と いへば •  助 親 

方と いふ 人が 來て、 俺ら が 家で 親方の 眼 ケ-覺 ますの を 待 

つてろ だ あよ。 どうす ベえ な あ。 

久和藏 何、 嘉 助が …… 

(久 和藏. iiil リ出 r* うと マる。 お 初 思 はず それ fj< とめ 

る。) 

平 M ゆ やい く久 和驗、 手前 つれの 無分別 者に 嘉助 がて 


こじろ にあ ふ 男 かい。 引っ込んで ゐろ。 手前 は (土間の 

中央に 長 々と？ a かれた ろ 雲 龍の 總彫リ の 虹 梁，^ 指し〕 そ 

こに へ たばって そこの； 屑の 所の 仕 h げ でも する だ。 

(五兵衛の 妻、 去リ かれて まご/、 し にわ ろ。) 

女 一お 親方、 嘉助 親方 は …… 

平 四！ W 來 いと 申して 下さり まし。 

(五兵 衞の妻 退^。) 

(久和 藏に向 ひ) 手前 は嘉 助が 来ても 出しゃばる ぢ やね 

えぞ。 ^に は 俺の 分別が あるで …… 假<? ひ ほかの 仕事 は 

燒けを へ て も、 その fc 梁 を 仕上げて - J の 土地に 殘し て 行 

かづ。 念入りに 仕上げろ よ。 やい くお 初、 お 御酒 を 明 

祌樣に (神棚，^ 指す〕 上げて くれう。 

お 初 へえ 上げました。 

(久和 藏遍々 道具ん 揃へ て 仕事に か え) 

平 四^ さう か。 今朝 はむしゃく しゃする で 顏洗ひ を やる 

ぞ。 

(平 神棚に 行き 祈 八 ふ マろ、 お 初 は 朝酒の 焖に か、 

る。 平四郞 祈禱. ^おへて ふと 久和藏 が 持ち 歸リし 彫刻 

物に 眼，^ つけ。) 

平 HES 久 和藏。 

久和威 へ …… 

平 四 is これ はどうし ただ。 
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久和威  

sm 燒け殘 り を 拾って 來 ただな。 

久和藏 火の 中に 飛び込んで、 それだけ は 助け出し たけん 

ど、 手の 足りない 俺ら あと この こんだ で、 あと はへ え 無 

殘々々 と 燒け終 へ た で 御座ります。 

平 四^ 未練が ましい 奴が …… 

(大工 嘉助、 岡持ち，^ さげた ろ 手代，^ 連れ、 五兵衛に 

案内され て 登場り) 

五兵衛 親方お 早う 御座り ますよ。 嘉助 親方 を こ、 へお 連 

れ 申した から …… 

(お 初 急 ざ 小 間の 方へ 退場。 平四郎 彫刻物.^ 下に 匿き 

f^si^c 五兵 衞 手代と 共に：^ 5r) 

嘉助 ぉ兔 なせえ まし。 親方。 寢 ごみに 押し かけた やうな 

仕儀に なつち めえ やして …… 

平 四^ ま、 お上り 0 

. (嘉助 座敷 に 上 リ-- 告處 に^る。 久初藏 不穩。 ) 

久 和藏、 その 龍の 肩の 方が 肉が 厚い で そ > J を 丹念に は つ 

る だ。 (嘉助 Li 向 ひ) お早う 御 ij ります。 

嘉助 お早う 御座い やす。 久和藏 さんえ、 お早う 御座い や 

す、 …親方 何から 申して よろしい やら、 お 互の 災難と 

はい ひながら、 こんな ことにな らうと は、 夢の 夢にも 思 

はねえ *  J と で 御座 いやした。 口惜しい といつ たん ぢ や 方 


圖 がっくが、 私の 胸 は方圖 なしに かきむしられる やうで 

御 ii! いやす。 お 悔み を 申しに 來てゐ て、 こんな こと をい 

つち や 間拔け じみて ゐ やせう が、 私の 心の中 もお も ひや 

つて 下せえ まし。 …… 親方と 一緒にな つて かう して 二 年 

の餘 も、 誠心の ありつ たけを こめて、 江戸？ 故人の 名折れ 

になる まいと、 .1 仗の 目 も 合 はさずに 精 を 出し やした。 去 

年 は 去年で 品 川の ぉ臺場 普 が あるし、 今年 はまた 炎上 

した 御所の 御造營 で、 第一 に 人手が 引けるな り、 西 京へ 

の 御 寄進と いふんで 木場の 材木 は 手つ 狒ひ になろ なり、 

手 S>S ひから 手 ひが つ ^き やした。 だが かうな つ ちゃ 私 

も 損得 づくぢ や 御座い やせん。 瘦 腕ながら 後々 の 入に 後 

指 を さ &れね え 仕事 を したい と 念じ . 切って ゐ やした が、 

ふと 魔が さした とで もい ふ …… さあ やつ ばり. M が さした 

んで 御座い やせう。 思 ひも 寄らね ぇ災 が 持ち 上って… 

…私 は、 親方、 生きて る 空 も 無え やうで 御瘦 いやす。 

平四郞 親方 はいくつ だな。 

嘉助 何んで 御座 やい す。 

平 四^ 親方 はいくつ だとい ふだ。 

嘉助 はて 丁度に なりやすが、 それが …… 

平四郎 四十 かえ。 若い な あ。 待てよ、 ふむ、 すれば 亥の 

年 づら。 思慮 分別の やたらつ ッ 走る 星 ま はりだ わ やれ。 

俺 は 寅 だ。 寬政 六の 六十 一 で 御 MJ ります …… 生 ひ 先き の 
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へえたん とねえ； 命 だよ。 (放 笑) やい くお 初 顏洗は ど 

うした だ。 

(お， 初 小 問より 出て 來リ、 Joi- 助に は挨！ ^もせず 厨に 行 

つて 燜 見る。) 

お 初 つい 忘れて ゐて、 つき 過ぎ ましたが •：：• 

平 ^はねえ。 

(ぉ初焖德利と^5ロと.^取リそろ へ て 平 四 郎の處 に 持 

っズ來 ろ。) 

これ は 俺ら が li 娘のお 初と いひます だ。 お 初， これが 江 

戶の S 梁 様の i 親方 だ わ やれ。 かしこま つてお 辭儀を 

しろ e 

(お 初 父の 命に 從 はず。) 

親方、 氣を惡 るく しねえ で 下され。 歳 は 二十 七 だが 甘 や 

かして 育てた で、 八つになる 餓鬼 を 持ちながら 己れ が 三 

つ 子 II 樣で御 庵り ます だ。 

(お 初-ての ま、 小 間に 入る。 そっと 小 間と 土間との 隔 

ての 障子，^ 開け、 久和藏.<5-そ、のかして嘉助に^^!.^與 

へ 、-. S うと する。) 

お 助 (辛 やく S リ、 鎮めながら〕 朝から けづり をお やり 

なさろ なら、 心ば かりで は 御座い やすが、 丁度 御 舞に 

と 2^ つても よつ とば かり を 持た して 來ゃ したから . … 

平 四^ それ は 辱う 御座ります。 やい く久 和藏、 親方 か 


らいた どいた 肴 を それ、 戶 間口に でも 出して おけ。 犬で 

も 來て食 ふづら に。 

(久 和藏 立ちて い ひ つけられた 通リ にす る。) 

嘉助 (腹に すゑ かれて) 親方、 それや 何ん ぼ 何んでも 無 

禮と いふ もんだ。 何 か 私に 意趣で もあるなら、 この 場で 

はっきり さう い つ て 下さい やし。 

平 四^ 意趣 ：：： (笑) それ は 無え かとい へば 無え でも 無 

え。 …… が …… それ は それと して、 江戸で はこれ を 朝酒 

とい ひな さる やう だが、 俺ら が 在所の 諫訪と い ふ 山國で 

は、 顔 洗 ひとい ひます だ。 これで 一杯 かう。 (燜德 利に 手 

1^ かけ〕 あつ 、 …： 熱い わ。 熱 過ぎる わ …… これ は 全く 

お前 樣見 たやうな 酒 だ わ やれ。 (放 笑) 

(長 半纏の 裾.^ 德利 U 卷 いて 酒ん るぐ。) 

h 助  

平 四 那 先づ 毒見 もした に、 親方 も 一杯 行か うづ。 

嘉助 (苦が リ 切って) .St りながら 顏を洗 ふに 人達の 世話 

- ) まなり やせん。 

平 四^ さう か、 へえ 顔 は 洗った だか ：… 頸 根っ子 も 序で 

に、 洗つ て來 さっし やる と 世話が なか つ たに …… 

(久 和藏游 かに 手斧ん 執り 上げる。) 

やい く久 和藏、 手斧で そこ を ほって 何に する 氣だ。 鑿 

で 行く だ そこ は。 


顔が 洗つ て あれば 俺ら が 貢？ = ちった あ 解ら づ。 …… お 

前 は 仕事で 俺れ のむ かう に 立つ 氣， た つ ただな。 

嘉助 知れた こった。 お前 も 俺 も 同じ 伊藤 平の 下請け だ。 

信 州から ぼ つ と 出の 彫物 大工 づれに 、 江戸の 大工が ひけ 

を 取 つて 引つ 込んで ゐられ るかい。 

平 四 一郎 (放 笑) 先づ 拙いながら お前 ほどの 腕が あった 

ら、 物の よしあし は 見極めが つく だ。 …… それが お前 

の 不仕 合せ にな つ ただな あ。 意氣 込み だけで は 仕事の 出 

來る もので はねえ からな。 賤 しいながら 藝と 名のつ く 仕 

事 をす る 上 は 生れ 付きと い ふ も の が 口 をき くだ ぞ  修 

行が 譃は い は せね えだ ぞ。 俺の 仕事と お前の 仕事と を已 

れが 眼で し つ か ，v 見比べ るが い \ た。 …… や い く久和 

藏、 手前 は 今朝 氣 でも 狂った か。 そんな 大鑿 をつ かった 

ら、 龍の 麟は けっし 飛ば づ。 小 li が 行く だ そこ は … … 五分 

鑿 だ。 …… 五分 霞 たといったら 五分 鑿で やれと いふに、 

野郞 …… (嘉 助に 向 ひ) お前 は …… 

嘉助 そり や、 いふまで もない 事 だ。 俺 も 七つの 年から 年 

期 を 入れて、 暑い 寒い の 辛い味から、 雞、 鉋の 甘え 味 ま 

で、 この 文身； 1 樣に 身にしみ ついて ゐ るんだ。 堂宮 にか 

けち や、 廣ぃ 江戸で も 深 川の it§ で 通る 男 を、 お前の 見 

く びり やう は、 そり や ほそが ちっとば か り外づ れ て ゐょ 

ぅぜ。 寒天 や 裔麥の 名所で は、 薹が たったば かりで 凡く 


ら 者が 名人と 化けられ るか は 知らないが、 ！ g りなから 山 

のない 江戶 界隈 ぢゃ 通らね、 ズ。 

sm お前 見た やうな 未熟者が そんな 口 をき いて ゐた 

ら、 犬 も 尿 を ひりつけ めえ までよ。 

S 何んだ と …… 年嵩 だと 思 や こそ、 折れて 見舞 ひに 來 

れば …： 

(久 和藏 いふ、 なリ 手斧.^ 取って 嘉 助に ii^ リか、 らんと 

す。) 

平 四^ 馬鹿、 砥石 はこつ ちに は 無え、 そこの 隅 だ わ やい。 

(久和藏手.^下しか^:-ろ〕 見舞 ひに 來れ ばで はねえ、 探り 

に 来れば とい ふだ そこ は (放 笑) …… さう 短兵急に 氣を 

いらつ ちゃ、 お前 は涛命 を 1« りに がさ づ、 孫 奴が 跟をさ 

ますで 落ち着いて 貰 はう かな。 久和藏 等 も 物 々 しい ぞ。 

…… 久 和藏。 村の 衆が 見舞 ひに 来る とうる さいに ： … お 

初、 鼻紙 を、 …： や あ、 それに も 及ぶ めえ、 その 筵に 「忌 

中 だで …… 客 無 w」 …… からつ と …… と 書いて 戶 間口に 

つるして おけ。 でっかく 書け。 

お 初 おとつ さま 緣起 でもね え， 忌中 だなん て 誰れ が 死に 

ましたえ。 

平 四^ 木 曾の 義 仲が 死んだ わ やれ。 

(以下の 會 話の 間に 久和藏 命ぜられる ま k に 筵に 甞ぃ 

て、 お 初に 手傳 はぜて それ，^ 奥へ 行き 木立ちに かけ 
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(Ji? 助 LL 向 ひ) ちった ぁ氣が 落ち 藩い たづら。 俺が 一 つ 昔 

話 をし て^かせ づ。 

倦て、 俺ら が 在所に 諫訪 明种 とい ふ、 いやち こな 荒神の 

鎮守が ある。 (神棚， ^指し) な、 こちらが 當國の 妙見樣 

で、 むか- 「が 識訪明 神 だ。 こちらの 宮 造り は 久和藏 がし 

ただ。 あちら は 俺た。 しっかと： 井んで おくがい、。 ：：： 

この 叫 神の 御 本 5^ は^ 御お 方 •〈# といって、 大黑樣 のお 子 

ぢ やげ な。 その 尊が な、 仔細あって 信 濃國に 閉門に なら 

. ^ただ。 閉門と いへば、 家の ぐるりに 柵 を 打ち ま はすが 

定だ によって、 それが 末代に 殘 つて、 寅の 年 申の 年と、 

七 年 n に は 御 柱の 祭と い ふが ある だ。 園り 五 抱 へ も あら 

づ 立 木 を 切り倒し て、 八ケ 嶽の 山中から： 1- 々の もの が 引 

き 出す だが、 _ そいつの 里 引きが 丁度 今月の 明日に あたる 

わ やれ。 それ を 一 本づ 、社の 四隅に ぶつ 立てる だ。 それ 

が 柵の 型 を 傅 へ たも のた とい ふこと. た。 信 濃國は さう い 

ふ國 だ。 山が 高く， 雪が 深く、 人の 心も險 しいが、 一 旦 

腹 をす ゑて 山 を W た 上 は、 出た だけの こと はしね えで は 

おかれえ 人；.， f たぞ。 

ig, りが 北" 話と い ふ は それ 」 けだ。 

^£て 一昨年、 ド總の 妙 3^ 祌社 といって、 由緒の 深い 御 朱 

印 一 一 百 石の 御社 を、 江戶 から 南に 類の 無え 見事な もの に 


建て かへ ると て， 彫物 一 切 を 引き受け たら と 名 ^匿の 據 

梁から 名指しが あった 時、 俺 は 死物 狂 ひで、 山 又 山の 柵 

を躋み越ぇて江戶の^^へと轉がり出ただ。 相模の siar 

飛 驟の甚 五郎に は 及ばず とも . 信遭國 では あばき 足ら ぬ 

この 腕つ ぶし を、 根 かぎり 試して 見 づと思 ひ 立った だ。 

…： 俺の 向 鎚にま はる 大工と いふが お前だった。 俺に と 

つ て は 不足 千 萬な 生 腕 だ。 先づ さう 惡 あがき をす る もの 

でね え。 …； 腕の ちが ひが 知りた ければ も 一 度 吸 をす ゑ 

まこ こ 

てし つか とこれ を 見た が い 、だ。 これ を 見ても 誠 頭が 下 

ら ずば、 お.： § の 心 は へ え 慢心の 業病で 氣 息の 稷が絕 える 

だぞ。 

(平 四郎、 久初藏 の 持ち 歸リ たろ 彫刻物.,^ 嘉 M の 前に 

IS く。 嘉助 始めは 輕 蔑の 態度 か 示せし が、 段々 と牵き 

つけられろ やうに なって、 それ，^熟視すス.。) 

よ つ く 見ろ …； 見えた か …… 手前 も それが 見えね え 程の 

みじめな 腕で はねえ 箬 だ。 …： それでも まだ 頭が 下らね 

え か ：：•• 口の 先き では 何ん とで もい へ、 手前 つれが 俺と 

肩 を 列べ られる 大工 かさう でね え か、 胸に 手 を あて て 思 

案し て 見ろ …… たはけ たこんだ わ。 末代まで も國の g と 

なん づ もの. を、 手前 はよ くも 一 晚の 中に 灰に したな。 (S 

Sj! 道に 嘉 助の 膝から 彫刻物ん-: 茶 ひ 取る。 嘉 助-ての 言葉に 

思 はず ざん つ として 平 M 「れ. ^兌 守る) 手前が へえ 己れ 


52 


柱， 


人の 愚か さから 國の寶 を 滅ぼした だぞ。  一 

嘉助 飛んでも ねえ。 聞き捨てなら ねえよ まひ 言 を ほざく. 一 

上 は、， 俺に も 俺の 覺 悟が ある。 老いの 繰り言と 思つ て默 

つて 控 へて ゐれば 方圖 のね え。 

平 俺の 言葉が まだ 胸に は こたへ ねえ か。 仕事 づ くで 

爭 ひもし 得ね え 畜生 はかう して くれる わ。 ヶ、 和藏、 手斧 

をよ こせ。 

(久 初藏 逸早く チ斧パ 小 平 郎 LL 波し、 己れ も 得物.^ 取 

.5 '上げろ。 嘉助も 懐ろ L1 手.^ さし 入れて 肩搆 へす ろ。 ： 

平 Mr^ 手斧 1^ 手に し. や、 |2 らく？ is 助ん、 睨みつ めて^ 一 

たが、 突然 憤り，^ 發しズ 自分の 彫刻物.^ 滅多打ちに 打 ： 

つて 微塵に 碎く。 一同 思 はず 固 唾. ^呑む。) 

(仙 太 ¥ ての 物ずに 眼 1 か覺 まし、 火聲 に 泣き出す。 お. 

初 小 問に かけこむ。 久和藏 その 場に く. つれて 男泣きに 一 

泣く。)  一 

平 四^  (手斧 がらり と 放げ 棄て) 诸て俺 も 年 を つた 一 

な あ。 愚に 返り 腐った わ やれ。 …… 入 和藏、 明日 は 俺 if 一 

在所に 歸 るぞ。  i 

(仙 太 母に 伴 はれて 登場。)  , 

やれ 仙 太、 瞑が 覺め たか。 (仙 太^ん，. 抱き 取ろ) 昨夜 は 

火事で お つ かな か つ たづら。 へ え 何んでも ねえ だぞ。 案 

じる ぢ やねえ。  一 


仙 太- §  (碎 かれた 彫婦物 1 ゃ见 て) お， ちいさ まか .t. 一れ 

を敲 き 割 つ たは 。 はへ え 驚 い ただ え。 

平 四 li- うむ、 氣に すまね え 仕事 は 俺 はか. うして 敲き 割る 

だ。 …… 仙 太、 お前 は諫 訪に歸 りて え/ \ といって ゐた 

な あ， し 

仙 太 g あいよ。 おば あさまが 皆の 歸るを 待つ てゐ るら に。 

… ： 俺 は 御 柱 の 祭 も 見 \  J えだ し 。 

平 w 郎 げえ もね え。 祭 は 明日 だに" 識訪へ 行く に は兩手 

の 指の 上 も 日が か、 る だ。 …… さう だ、 おば あさま も 村 

の 衆 も 俺ら 達 を 待って ゐ るら。 明日 はへ ぇ歸 るぞ。 諫訪 

は 今 若葉に なって 不如 歸が啼 きしき つて ゐる づら。 八ケ 

嶽 の It も あら か た 解け 一 し , 山膚が く 見 える ぞ。 

仙 太？ 恥 俺 は 御 柱の 祭が 見て えだ わ やれ。 

平 四：； i はて 聞き分けの ねえ こんだ お前 は 

仙太郎 だけん どお ぢ いさまの 仕事 は へ えし 終 へ ただ か。 

平 四 IS へえ 終へ た わ やれ。 

仙 太^ し 終へ ただけ え。 

SM うん …… 終へ ただ。 

仙 太^  (お 初に) し 終へ たたな あ、 へえ 歸る だで：： 俺 

は 今 曰お ぢ いさまの 仕事 を 町に 見に 行く だ。 

久和藏 やい く 仙 太。 俺ら 達の 彫った もの は、 お宮が 建 

つて か ら 飾り つ け る だ に 、 お {S は 木- 収り をし 終 へ たば つ 
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か だで、 俺ら が 家の 彫物 は 大事に ド小： K にかく まつ て あ 

る だ。 

仙 太 m したら、 ぉぢ いさま もま だお {：：3 に 飾った を a ねえ 

だな。 

平 M お 誰れ も兑 ねえ だ わ やれ。 

仙 太 マ # それが 見られ わえ なら、 俺 は 御 柱の 祭が 見て えな 

あ …： 。 

平 四^ よし/ \。 したら ぉぢ いさまが 見せて やらず。 久 

その. K 梁の tsk へ 綱 を卷け や。 仙 太、 これからな、 

ぉぢ いさま は へ え 仕事 はやめ て、 ゆるり とお 前と 遊び暮 

ら すだ。 へえ： 兀の やうに は 腹に 立てね えぞ。 …… お前 だ 

け を 可愛がる とおと なしい ぉぢ いさまに な るら よ。 Iffl 

親方。 俺 も 今 は、 ひとむ きに 腹 を 立てた。 年を取る とこ 

ら へ 性が 失せる でな あ。 ：…. お前 は-に さっき 魔が さした 

といった が、 まったく だ。 …； 人間 冥利 をぶ つ 越えた 仕 

^！^どしたば つかに 燒け終 へ たと おも へ ば、 腹 を 立てる で 

もなかった だ。 

お 助 親方 ：… 平四郎 親方 .：： 私 や 今にな つ て 始め て 眼が 

资め やした。 濟 まねえ こと を 仕で かしてし まひ やした。 

(仙 太^ き ヾ平 四， g , んリぉ 初の 膝に 移ろ"」 

平 g;^ 眼が Eg めた か。 

icil 助 え 》 私し や 何ん とい ふ 人非人た。 わが 身の 腕の 足ら 


ねえの は 棚に 上げて、 町の 人 も 村の 衆 も 親方の 仕事ば か 

り に 眼 を つける の を 腹に すゑ かねて、 かう し て 普請が 出 

來 上った 上、 二人の 名前が 末代まで 列んだら、 死んでも 

死に 切れね え 菜 曝ら しだと 一 阛に思 ひこんだ その 擧 句が 

…… 何 をお 隱し 申し ませう、 親方、 仕事場 ー帶に …… 

平 四^ 魔が さした だよ、 誰れ の 科で もね え わ やれ。 

助 さう いって 安閑と して 居られません。 私に… ■ 

久和ー 1 したら 手前が… 

お 初 むノ  J い 事 をし 腐ろ 人畜 生 ： … 

平 四^  (押しへ， たて) 何ん の、 魔が さした だとい こに 2 よ。 

…… その S 性の 奴の 可哀 さわ やれ。 …： 俺 はへ え かう し 

たやく ざな 爺， たが、 一 藝に はまり 込んで この 長い 年：^ を 

^勞 したば つかで、 その 魔性の ものの 殊勝 さが しみん-、 

と 胸に こたへ ます だ。 …… 手前で もね え、 お前 樣の 心 持 

ち も 今になる と 俺に はよ つく 分る。 手前 だ、 お前 だと 呼 

ばれる 人間で は 無え、 お前 樣は 矢張りお 前樣 だ- …… お 

前樣 に まだ 生 ひ 先き が 長 い だ か ら 、 念に か け て 早ま つ た 

>  .ー と をす る で はね えぞ。 

嘉助  

(消え 半鐘の 昔 近く 閗、、 ゆ。) 

平 四 「彫 あれ は 何 づらリ 

チ^：-助 お \、 しめったな。 
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久和藏 村で う つ た 消え 半鐘で 御座り ます。 

平四郞 さ、 つか。 へえ 火事 も 終へ たか。 ：.… ほう、 風 もね 

えい 、朝. けにな つたな あ。 ：：： うら/、 とした 景色 だ わ 

やれ。 

仙 太， S お と つ さま、 綱が つ い たか え。 

お 初 この 子と いへば 會 II のね え。 

久和藏 まてく。 

(五兵 衞、 ？ 助 の 手下の 大工.，^ 案內 して 登場。 ) 

大工 こちらで …： 左樣で ：… もし、 やじ やう、 こちらで 

すかい。 大變 だ。 

嘉助 (屹 とな リ) 何んだ。 

大工 何んだ つて やじ やう、 ^^事が持ち上ってしまひゃし 

た。 火事場に とうく 人 死が 出來 ちゃつ たんだ。 それ も 

生やさし いん ぢ やねえ、 祌主樣 が …： 宮司 樣が やじ やう 

；… 宮司 樣が 我れ と 進んで 火の 中に 飛び込み なすつ たん 

で 御座います。 ；… 何んでも 眞夜 中頃、 白裝 おの 姿の も 

の が 火花の 中に 見 え 隱れし てゐ たの は、 やじ やう も 承知 

で 御座いませう。 今から 思 へ ば それが 宮司 樣だ つ たんだ。 

久和藏 それなら 俺 もた しかに 見た。 

大工 おいた はしい、 それが 眼 も あて られ ねえ 姿 に な つ 

て … 

嘉助 それ ぢゃ 何んだ な、 火事 を 出した のを濟 まわえ 事に 


おも ひなす つて、 妙晃樣 に，， r 代官 所に も 中 譯の爲 め、 我 

れと 我が身 を そ の 火で 燒 いて I！ お しま ひなす つた か。 

大工 全く それに S ひねえ。 何んでも 書 置きが 殘し てあつ 

たんで、 大騒ぎに なって、 私達 も i^il の 者 も 滅多 やたらに 

火 の 中 を 尋 ね 廻 つ た擧 ：？、 骨 に ならん ば かりの 死骸 を搜 

しあて たんで 御座います。 . …これ は 何 をお いても やじ 

、 、  -. ち ど 

や、 つから も 代せ 所に 申し 立 てね ぇぢ や 越度になる と 思 つ 

て、 私 は联り あへ ず！ 駢 けつけ やした。 …… すぐ^つ てお 

くんな せえ。 

嘉助 よし、 今 行く から 待って ゐろ。 …… 今お ^ きになつ 

たやうな 譯で 御座い やす。 つ くぐ 私 は S あたり だ …… 

私 は …… 

平 il 郞 出る 所に 出て その 屈け を さっし やれ。 早え が い 、。 

だが な。 お前 樣の 仕事 は これから だ で 、 夢にも 短. M は 出 

さねえ もんだ。 火の元 は 大工 衆の ぁづ かりだで、 火事 を 

仕で かした は、 何處 まで もお 前樣の あやまち だが、 過ち 

は 誰れ， が 身の 上に も ある もの だで な あ) - J の界 隙の 衆が 

ど の や、 つ な t;t を 立 てようと も、 びくと もす るで は ね え。 

事が 面倒に なったら 俺が こ、 に ひかへ てゐ るで …… お前 

樣の 仕事 も 念 の 入つ た 素. 晴ら しい もんだ つたに、 それ を 

無殘 々 々 と燒き 終 へ たお 前 探の 心 を 思 ふ と、 老 いぼれ は 

淚も ろいで、 貰 ひ 泣きに なり 腐り ます だ 。 
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*g 助 親方、 腸 を かきむしられる やうで 御座い やす。 私 は 

今にな つて はもう 何も. ra. しません" ：… 若し 私が 生き 延 

びて ゐ やしたら。 長い 跟で 見て ゐて 下さい まし。 

平 長生き を さっし やれ、 俺 は 信 濃の 雪の 中から じつ 

くり 兒てゐ るづら に。 

嘉助 では 御免なさい まし、 親方、 久和藏 さん、 ごしん さ 

ん" 

平 四 ，郎 早々 とお 見舞 を 辱う 御座りました。 

(久^ 藏、 お 初 扣當の 挨拶. する。 嘉助及 •  ひ 大工 退場。) 

五お 衞 やれ、 親方、 (忌中と $5a いた 筵. ^見やりながら) こ 

れ はは あお 前 さ、 何 を 書く だ。 い たづら にも 程が あるべ 

えもの を。 

平 家主 樣、 俺ら が國 にな、 木 曾の 義 仲と いふ 荒 

武者が ゐて、 信濃の山の中から两ー：：^眼がけ て 猪の 子の や 

うに 飛んで 出た だが、 力 は餘れ ども 武運が 拙くて、 粟津 

ケ 原の 泥 田に 馬 を-貼け こま い て . 犬 死 をし て 返け ただ。 

今朝 はふと、 その 音 を 今の ことの やうに 思 ひ 出した でな、 

一 つ は 今史ら めかし い 弔 ひの 心、 一 つ は 見舞 ひの 人のう 

る ささに わ、 霤 いてつ る し た で 御座り ます。 (故 笑) …… 

f. 家主 樣、 俺ら 達 は 永々 と 御 邪魔に なり ましたが、 

明 B は發っ て.： 化 所に 歸 ります に …… 

五兵 銜 それ はまた あんまり 火急 だんべ えさ。 荷 ご をり だ 


けで せえ、 は あ 二 曰 三 曰 はか、 るべ えに。 

平 四 郎 いえね …… 

お 初 おとつ さま、 それ はお 前樣 のい つもの 惡ぃ 癖の 短氣 

ではね え かえ。 二 年の 上 も 住み慣れ \ は、 名 殘りを 申し 

て 廻 はらに や ならぬ 人 樣も數 ある づ ら に 。 

平 四^  (激怒.^ W て) 親の 心 子 知らず と は 手前の こん 

だ。 俺が こ&に (足て 床， .J- ふみ) へえ 一時で もゐ た、 ま 

れ ると 思 ふか やい。 仕事が 終 へれば へえ、 俺 は 名もない 

他國 のお いぼれ 爺 だぞ。 こちらから 暇 乞 ひして ま はる 人 

樣も あり はしね えだ。 家主 機よ、 「これが まあつ ひの 住家 

か 雪 五 尺。」 信 濃國の 山猿に は、 裸身の 外に こ をる 荷物 も 

御座り ましね え。 ひよこり くと 親子 四 匹で 輕々 とした 

. 道中 をし ませ うづ。 

仙 太^ ぉぢ いさま、 おとつ さまが これに 綱 をつ け 終へ た 

に、 早く 御 柱 を 引 かづ。 俺 は 待ち 遠 いわやれ。 

平 四^ や、 待た したな あ、 (土間に 下リ) …… 仙 太、 こ」 

は下總 ではね え 諫訪の 山の 中 だぞ。 あすこに 見える が、 

あれが (神棚， 小指し) A ケ嶽、 あすこの むかう が 木 曾 飛 

驛の山 又 山、 こ. - からこれ まで は 諫訪の 湖、 廣ぃ湖 だぞ。 

そ おれ 岡ハ 4： の 村 も 、 下諫訪 の 宿 も 見え るら。 こ、 が 神宮 寺 

村の 明祌樣 ノ壁 ：. の 精 俵 指さし〕 この わきに あるが 俺 

ら 達が 住家 だ わ やれ。 今 曰 は 御 柱 を そこへ 引く だ。 ぉぢ 


い さまの 身の ま はりに 高々 と 四 本ぶ つ 立 て る だ 。 ：：： 高 

高と 四 本ぶ つ 立てる だ。 …… 仙 太 は 力が えら い で 元 綱 を 

やれ、 おとつ さま は 裏 綱 …： ぉぢぃ さま は へ え やくざ だ 

で こ k に (綱の 中 ほど^ 握ろ) 立 たづ。 やれ 見ろ 仙 太、 

在所の もの も 他國の もの も 俺ら が ためにい か いこと 綱 引 

きに と 集って 來 たぞ。 さあ 皆の 衆 も 綱を联 つた。 …… そ 

れ仙 太、 ぉぢ いさまが 木 やり を やる ぞ。 「お 小屋の 山の も 

みの 木 は 里に ひかれて 神と なる」 やれえん やらさん の 5 

いえ —— 

仙太郎 (二み：. ひ £?ん\、) やれえん やらさん のうい え. I 

、え 初藏、 お 初せ-き しづむ、 五兵 衞も賀 ひ 泣き i<J- しズ 

ゐ ろ。〕 

何故に 皆の 衆 は 泣く づら。 を かし いわやれ。 

平四郞 を かしい な あ、 それ ぢゃ仙 太と ぉぢ いさまと 二 入 

で 引 かづ。 

仙太郎 やれえん やらさん のうい え —— 

平 やれえん やらさん のうい え I . 

(虹 梁 動かず。)  一 

— 幕 


の戯 曲に に 方 首，^ 用 ひる 必要が あった。 一 g 森 成 


古， 吹 m 順 助、 の^ 氏が 私の 爲 めに 规 

敎 へて 下さった。 に 謝意， 表すろ。 …… 作者 

二 九 ニー 一年 三月、 . 


K の义モ ド 
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と 靑 '顧 戶 ^ 花 


瀨古 僕 も 全くうな りたくなる ねえ。 死にた くなる ねえ。 

…… ともち やん、 お前 もお なかが すいたら う。 

とも子 もう 物 をい つても い k の、 若樣。 

瀨古 い、 よ。 おなかが すいたら う。 

とも子 そんなで もない ことよ" 

(戶 部うな る。) 

どうしたの、 戸部さん、 あなた 死ぬ とこな の。 まだ 早い 

フ 0 

ォ 

瀬 古 ともち やん はこ 乂 に 来る 前に 何 か 食べ て 来たね。 

とも子 え、 食べて よ，. おはぎ を。 

澤本 默れ く、 あ、 俺 はもう 駄 RI だ (腹 1^ か、 へ ろ) 唾 

も 出な くな つ ちま ひやが つ た。 

礙古 ふうん、 お はぎ を …… 强勢 だな あ、 いくつ 食 ベ た い 。 

とも子 まあい やな 瀨 古さん。 

瀬 古 而 してお はぎ は あんこの かい、 きなこの かい、 それ 

とも 胡麻 ：… 白狀 おし、 どれ をい くつ …： 

澤木 瀨古 やめない か、 俺 は 本當に 怒る ぞ。 飢 じい 時に そ 

んな話 をす る 奴が … … あ、 俺 はもう 駄目 だ。 三日 食 はな 

いんだ、 三日。 

瀬 古 澤本 は 生蕃 だけに 藝術 家と し て の 想像力 に 乏 し い 

よ。 僕. が 今 こ. -に おはぎ を 出す から 見て ろ 11 ぢ やない 

聞いて ろ。 とも ちゃんが 家 を 出ようと すると、 お母さん 


モ 又の 死 (1 S 


(これ は マ I ク • 

て 書いた もの， た) 


ウェイ 、ン の小說 から 暗示,^ 得 


物 


も 

時 

,澤 本と 淑 十：：： とが. 

ろ-、 In 部 は 物 変- 


本 

室 


G 燕 名、 

(？^ 名、 


ドモ 又)) 若き 畫家 

若樣) 


(モデ^の 娘〕 


代 氣 候の よい 晬節 

と >f  モ デ に し て 畫架 に 向って. 5 

：フに 床の 上に^ ころん てね ろ。 

おい 瀬い：：、 ドモ 又が- 「なって ゐ るぞ、 死 

ぬん ぢゃ あるまい な。 
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が 「とも や、 こ 、にこん な ものが 取つ て あるから 食べ て 

お い でな」 といつ て 鼠入らずの 中から、 ラ ー グェン ダ ； 

色の あんこと、 ネ ー プルス • ェ HI のきな こと、 あの ゲ 

エラス ケ ス が £ ひたとい ふ プア ー リツ シ • ゲレ ー の 胡 

麻 …： 

(戸部うな リ It 立てる。) 

澤本 だから 貴 樣 は若樣 だなん て輕蔑 され るんだ。 そんな 

だら しのない 想が 俺達の 藤衛に & つ て 何ん の 足しにな 

ると 思って るんだ。 俺達 は 眞寶の に 立脚して、 根强 

い 作品 を 創り 出さな け れ ばなら な いんだ。 だから …； 俺 

は殘 念ながら 腹が から つ ぼ で、 頭まで 少し 變 にな つ たや 

、つ だ。 

とも子 生蕃さん は 普段 あんまり 大喧ひ をす るから、 こん 

な 時に 闲 るんだ わ。 …… それにし て もどう し てこ、 にゐ 

る 人達の 蠻 はこん なに 寶れな いんで せう ねえ。 

澤木 わかり 切って ゐるぢ やない か。 達が 立派な もの を 

描く からだ …… 世の中の 奴に は 俺達の 仕事が 解ら な い ん 

だ …… あ V 俺 はもう ilHr だ。 

瀨古 ともち やん、 そのお はぎの 舌 ざ はり はー體 どんな だ 

つたい  僕に は 今日はお はぎが シス ティン • マドンナ 

の 胸の やうに 想像され るよ。 ともち やん、 お！ S の その 帶 

の 間に、 マ ド ン ナの 胸の 肉 を 少しば かり S 貝 ふ 金が あり や 


しない か。 

とも子 なかった わ。 私隨分 長い間 何にも 貰 はな いんです 

もの。 

瀨古 許して おくれ、 ともち やん、 僕達 はお 前ん ちの 貧乏 

もよ く 知 つ て る ん だが  

澤本 惡ぃ/ \. —— 。 そんなに 長く 何にも 君に やらな かつ 

たかい。 俺達 は 全く 惡 いや。 侍て よ、 と。 ない。 無い 害 

だ。 今頃 やる 物が ある 位なら 遠の昔に や つ てゐ るんだ。 

戸部 お母さん 怒らない か。 

とも子 偶にい やな 顏 はして よ。 

戸部 ぢゃ君 は、 もうこ.. -には 寄りつ かなくなる かね。 (う 

なる) 

とも子 そんな こと …… 餘計 なお 世話よ。 私の したい やう 

にす るんだ から。 

澤本 @ 古の 若 樣が ひか へ て ゐる間 は大. M 夫 だが … .. 

とも： ナ 人聞きの 惡ぃ …： よして 下さい G 

(戸部うな ろ。」 

m^n ともち やん、 頼む から 毎日 來 ておくれ。 むよ。 僕 

達 は 一 人殘ら ずお 前 を崇拜 して ゐ るんだ。 お前が 歸 ると、 

この 鬵 室の 中 は 荒野 同樣 だ。 僕達 は 寄つ てた か つ てお 前 

を 讃美して 夜 を 更か すんだ よ。 尤も この頃 は、 餘 り夜史 

かし をす ると、 なほの こと 腹が 空 くんで、 少し 控へ氣 味 
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に はして ゐる がね。 

とも >h 何んて讚^！^するの。 ともの 奴 はお かめつ 面の あば 

ずれ だって。 

瀬 古 だが 收 人が 無く つ ちゃお 前ん ち も 暮らせない ねえ。 

とも子 知れた こって すわ、 馬鹿々々 しい。 

^木 V ，や 矢 りドモ 又が いった やうに、 君 は何處 かに 岸 

を かへ るんだ な。 

とも子 さあね え。 さう する より 仕方がな いわね。 私 は i 

隙ポ^^伯とか先生とか の く っ附 いた かきが 大嫌 ひなんだ 

けれども、 ：：： いやよ、 本當 にあい つら は •：：. 何ん てい 

ふとお 1,-2 くと まる .li に、 ひとの にさ はって 見たがった 

りして …… けれどもお 金に はなる わね。 あなた 方 見 一にい 

に  <;ir へる もの も なくなつ ちゃ 私 は 半 B だって やり切れな 

いわ。 大の 男が 五 人 も. つ てる it に 全く あなた 方 は 甲斐 

性な しだ わ。 

戶邡 畜生 …… 出て 行け、 .s て 行け。 

とも子 だから 餘計 なお 世話 だ つ て さっき も 云 つ たぢ やな 

いの。 いやな 戶 部さん。 (悔しさう Li!?^..^ 眼に ためろ) 

(戸部うな る。) 

云 はれな くた つ て 出た けれ や 勝手に 出ます わ、 あなたの 

お ！ 2:?^ さん ぢゃ ある まいし。 

S 俺達の 仕事が 認められない からって、 裏切り をす る 


やうな 奴 は …… 出て 行け。 

瀕古 腹が すくと 人 は 怒りつ ぼくなる。 戸部の 氣むづ かし 

やの 腹が すいたん だから * 謂 はば ペガサスに 惡 魔が 飛び 

0 つ たやうな もんだ よ。 お前 氣を惡 くしち や いけない よ U 

とも子 だ つ て戶 部さん 見た い な 解らず 屋 つてな いんだ も 

の。 畫 なんて ちっとも 賫れ ない 畫かき ばかりの、 こんな 

據 ない 小屋に、 私もう 半年の 餘も 通って ゐ てよ。 餘 有 

難く 思 つてい、 譯 だ わ。 それ を 人 の ® も 知らな いで …： 

戶部 貴樣は (瀨 古.^ 指し) こ いつの 顔が 見た いば かり 

C  

とも子 燒餅 やき。 

S 馬鹿。 (うなろ) 

澤本 あ k 俺 はもう 駄目 だ。 死ぬ 位なら 俺 は畫を かきなが 

ら 死ぬ" 畫筆を 握った ま \ ぶつ 倒れ るんだ。 おい、 とも 

ちゃん 惡體 をつ い てる 間に モデ ル K に乘 つて くれ。 …… 

それにし て も 花 田ゃ靑 鳥の 奴、 どうしたんだ。 

瀨古 全くお そいね。 計略 を 敵に 見す かされて む ざ/ \ と 

討死した かな。 一 體 計略々 々 つ て 花 田の 奴 は 何 をす る氣 

なんだら う。 

澤本 おい、 ともち やん…： 乘 るんだ。 君 は 俺達の モデル 

ぢ やない か。 若樣も 描け よ。 

瀬 古 うん 描かう。 ー體 計略々々 つて …… おい 生蕃、 ガラ 


GO 
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ン ス を くれ。 

澤本 その 色 こそ は 余が 汝に 求めん としつ  > あった ものな 

んだ〕 貴樣 のと ころに も 無 いんか。 

とも子 ドモ 又さん もお 描きなさい な。 人っても の はうな 

つ てば かり ゐ たつ てお 金に はならない わ、 自動車 ぢゃぁ 

るまい し。 

0^ ド モ又ガ ランス を 出せ。 

戸！？ (自分の 畫 箱 の 方 に 這 ひ ずって 行って 中，， や 捜し な が 

らニ 無い。 

瀨古 ペガサスの 腰ぬ け はな い ぜ 。 お前 も 起き 上 つ て 描け 

よ 。花 田 の « 箱 は どう だ 。 (降りの 部屋から 丧 i 相 $ ち 出 

しズ搜 しながら 歌 ふ) 

「一本の ガ ランス を つ く せよ 

空 もガ ランスに 塗れ 

木 もガラ ン スに 描け 

草もガ ラ ン ス に 描け 

□□ もガ ランスに て 描き 華れ 

神 を もガ ランスに て 描き 奉れ 

ためら ふな、 恥ぢ ろな 

まっすぐに ゆけ 

汝の 費乏を 

一 本の ガラン ス にて t! りかくせ」 


一 村 3 槐多も 貧-之し て 死ん だんだ。 あ、 あ、 あいつの 畫箱 

^ にも ガ ランス は 無 か つ たらうな 】 描き 華 つてし まったん 

一 だから。 

「大 に まし ます我3^^ の 祌ょ 」 途 中は ぬか し ます。 「我等 は 

日用の 糧を 今日 も」 ぢ やな い 「今日 - 1 そは與 へ 洽 へ 」 。序 

で に 我等に ガ ランス を與 へ 給へ。 あと は 腹が へ つ てゐ る 

からぬ かします。 「ァ ー メ ン」 え、 と 我等に ガラ ン スを與 

へ 洽ん。 ガ ラ ン ス を與 へ 給へ。 我等に 日用の 糧を與 へ 給 

へ。 (銀紙に^^んだもの，^探リ出す〕 我等に (设紙 ナど問 

さ ながら 喜 G ん， -帶 ぷ ) 曰 用 …… 糧を …… 我等に 曰 川の 糧 

を …： (急に 跳り 上って 手に 持った 紙 a,^ ふリま はす) 

…… ブラボ ー く.. フ ラビ ッシモ ：… お k 太陽 は 登 つ た。 

( 一 同 思に ず瀨 古の 周 園 に 走 リムろ。) 

澤本 食へ さ- つな も のが 出て 來 たんか。 

戸部 ガ ランス か。 

瀨古 S£ 本、 お前 はさ もしい たな あ、 なん ぼ 生蕃と 渾名 

されて ゐ るから つて、 へ 夫 術 家と も あ.， つう ものが 「<w{ へさ 

、つな もの」 と は 何んだ ね。 

本 食へ さうな ものが 出て 來 たんかと い つ ただけ で、 何 

んで さもしい。 あ X 俺 はもう 11! 目 だ。 食へ さうな ものな 

んて 云ったら 駄目に なった …… 畜生、 俺 は鬢を 描く。 ガ 

ラ ン ス が 無け り や 血で 描 くんだ。 
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れ婆 に過ぎないんだ。 (今度 は 自分が 食 ひかく) ミュ ー 

ズを 老いぼれ 婆に しく さった チ ョコ レット 奴- 藝術 家が 

今復簪 する から 覺悟 しろ o( ぽリ /\ と 廿 さう に 食 ふ。 と 

も 子の 方に 向け 最後の 1 片，^ さし 出しながら) ともち や 

ん、 さあ。 

とも子 まあい や だ。 誰れ が ひとの 食べ かいた ものなん か 

食 ぺ る もんです 力 a 

瀨古 (驚いた 樣 子ん しながら) え、 食べない。 これ を 食 

ベない と はお 前 偉ら いねえ。 お前の 趣味が それ 程ノ ー ブ 

ル に 洗練され てゐ ると は 思 はな か つ た。 全くお 前 は 見 上 

げた もんだ ねえ。 お前 は 全くい V 意味で 貴族的 だね え。 

レディの やう だね。 それ ぢゃ 僕が …… 

( 0 本 と 戸部と が 製 ひか. -ろ 前に 瀬 古 逸早く それ，^  口 

に 入れろ， ノ 

瀨古 来たく 花 田 達が 來 たやう だ。 早く 口を拭へ C 

花 田 (指， か ぼきんく 鳴らす 癖が あろ) お前 達 は 俺の こ 

と を 俗物 だ/ \ といつ てゐ やが つたな。 若樣 どう だ。 

瀨古 僕 は 汚された ミ ュ ー ズの 女神の 爲 めに 今 命が けの 復 

驄 「をし てゐ ると こ ろ だ 。 待って くれ X 口 1 か もが./ \- さ ぜ 

ながら 物ん 云 ふ〕 

花 田 贵樣 俺の チョコ レット を 喰つ てるな。 この W: 室に は 

そのほかに 食 ふ もの はない 箬だ。 俺 は それ を 昨曰畫 箱の 


(I ^架の 方-」 行き かけろ。) 

0ru. い、 覺 1^ だ。 そこでと もちやん、 これ を 何んだ と 思 

ふ。 これ は勿體 なく もチ ョ コ レットの 食ひ殘 りなんだ。 

(澤 本と 戸部と S んて瀬 古に 逼 る。) 

部 俺に よこせ。 

A  - 」れ は ガ ラ ン ス ぢ やな い よ 。 

部 ガ ランス かって 閱 いたの は、 ガ ランス だと 闲 ると 思 

つ て さう 聞い たんだ。 俺 はガラ ン ス位 ほしく はない。 そ 

れは 俺の だ。 俺に よこせ。 

； t 本 ガ ラ ン ス が 無け り や、 俺 だ つ て 食 へ さうな もの を辭 

する 譯ぢ やない ぞ。 ドモ 又い、 加減 をい ふな。 これ は 

せん. た。 

淞、 ト 2 さう がっくす るな よ。 待て/ \。 今 僕が <ム4- な 分 

配 をし て やる から" (パ レ S\ ト ナイフ \ 、チヨ コ レ Sn ト に 

筋，^ つける) これで 公平 だら う。 

,ぽ 木 四つに 分けて ど- 「す るんだ。 

船 古 澤 本と 戸部！， i チョコ レット.^ 食 ひか V- せながら) 

鍵の 一 片は勿；^1僕達の守護女神ともちゃんに獻げるの 

さ。 僕 は 何ん と い ふ 幻滅の 悲哀 を 味 はねば ならな いんだ。 

この チョコ レットの 代りに ガ ランスが 出て 來て 見ろ。 君 

達 は. これほど 眼の 色 を變へ て 熱狂し はしな から 、つ。 ミ ュ 

1 ズの女 神 も 一 片のチ ョ コ レットの 前に は、 醜、. 老い 
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中に ちゃんと しまって おいたん だ。 

澤本 隱し食 ひ をして おきながら …： 貴 樣はチ m コ レット 

で畫が 描け ると でも 思って るん か。 神聖な ろ畫 箱に チ ョ 

コ レット を …… だから 贵樣は 俗物 だよ。 

花 m 何ん とで もい へ。 然し 俺が ゐ なかったら、 お前 達 は 

飢ゑ 死に をす るより 仕方ない ところ だつ たんだ。 

澤本 まあい、 から、 貴樣 の計靈 とい ふ ものの 報告 を 早く 

しろ。 

花 E さう だ。 愚圖々 々しちや ゐられ ない。 おい 靑島、 堂 

脇 は 九 頭 龍の 奴と 一 緒に 來る とい つ てた か。 

背 島 そんな 事 を い つ てた やう だ。 何しろ 党 脇のお 鐘さん 

ていふのに は、 僕 は 全く 憧愤 してし まった。 マ の 姿に 見 

とれて ゐ たもんで、 おや ぢの言 紫なん か、 半分が た 聞き 

漏らしち やった。 

澤木 馬鹿。 

靑島 あの 娘なら i 攝. が本當 にわかる に淳 ひない。 藝衛家 

の 妻になる ために 生れて 來 た やうな 處女だ 。 あ の 大 俗物 

の 堂 脇が あんな 天女 を 生 むんだ から 皮肉 だよ 。而 して か 

の 女 は 、 瞎 衛に對 する 心から の 愤憬を 踏みに じられ て 、 

に は 大金 持ち の 馬鹿 息子 のと ころに で も 片付けられ て 

しま ふんだ …… あんな 人 を モデルに つかって 一 度で も畫 

が 描いて 見たい な あ。 


瀨古 そんな か。 

靑島 そんな だと も。 

とも子 今 B はも、 つ 私、 用がない や， つ だから 歸" ます わ。 

戸部 俺に ffl が あるよ。 くだらな いことば かりい つて やが 

ス。 俺が 描く から  

とも子 又うな り を 立て」、 床の 上に へたばる んぢ やなく 

つて。 

S い、 から …… こいつら、 うつち やって おけ。 

(戸部 ひと リだけ とも子.,^ 乇デ ^  Li して 描 、はじめ 

る。 その 間に 次 ざの 會 話が 行 はれろ。) 

花 m 全くと もちやん に 歸られ ちゃ 闲 るよ。 靑島、 fts 

計な こと をい ふから いかんよ。 ：… 兎に角 ijc んな氣 を 一？ ぬ 

ちつけ て 俺の 報告 を 開け。 ドモ 又もと もちやん も、 そこ 

で閱 いて ゐ るんだ せ  待てよ (昨 計.^ 出して 見 ようと 

して 無くなつ てね ろの， <J-Ja" 见〕 時計 も セブン か。 セブン 

どころ ぢ やない。 イレブン 位 だら う。 いそがな いと 問に 

合 はない。 今^ 俺は靑 島と 手分け をして、 靑島は ん 

ちの 庭に 行き、 俺 は 九 頭 龍の 店に 行った。 もた まらな 

い 奴 だ。 はじめの 間 は 中々 肢 りつく .SIS もなかつ たが、 た 

、つとう 利 を以っ てお びき 出して やった。 名 は 今 一寸い へ 

ない が 私共の 仲間に 一人、 s 拔 けて えらい 天才が るる。 

油で も コンテ でも 全然 拔 群で 美 校の 校長 も、 黑馬會 の 白 
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Si? 先生 も 藤 田 先生 も、 凡そ 先生と 名のつ く 先生 は、 彼の 

作品 を たもの は ； 人殘ら ず、 唯々 驚嘆す るば かりで、 

是非 展 2 れ會に 出品したら とい ふんだ が、 奴、 旋毛： E り で、 

、りんと いはない ばかり か、 てんで 今の 大家なん か 眼中に 

なく、 貧乏しながら も、 默っ てこつ くと 蠻 ばかり 描い 

てゐ た。 だから wlii では、 俺達の 仲 問の 外に、 奴の こと 

を 知つ てる もの は 一 人 だ つ てゐゃ あしない。 

,滞 木 ぅん<J^;-くそれはその通りだ。 

花 W ところが その 男 が 貧に 一過り、 飢に 疲れて たうとう 昨 

B 死んで しまった。 

0^ 馬鹿 をい ふない。 俺 は 兎に角 まだ 半； きて るぞ。 

花 出 誰れ が 死んだ の はお 前た つて さう いったい。 …… と 

ころで 俺達 は 實 に 悲嘆に 暮れて しまった。 一 體 俺達が、 

五 入 揃つ て t:!. ノ. I のどん づ まりに 引き さがりながら も、 # 

敬 まじりで 1© んで暮 して ゐ るの は、 誰れ に もぁづ け て お 

けない 仕事が ある か らだ 。 そ の 仕事 をし 遂げ るまで は、 

8= ひ 死神が 手 をつ いて 迎 へに 來て も、 死神の 方 をた \ 

き殺す位な^^^ひでゃっ てゐるんだ。 その 中で もがん ばり 

方と いひ、 力； W! とい ひ、 一段 も 二 段 も 立ち勝って ゐ たの 

は 奴だった。 東京の 隅つ こから 世界の 美術 を ひ つくり 返 

す やうな 仕 布が 出る の を 俺達 は 彼に 於いて 期待し てゐ 

た。 だのに、 餘 りに 勝れた もの は 神 も 妬む の だら、 つ。 奴 


は 倒れて しまった。 奴 は 火た つた。 焰 だった。 奴の 燃え 

る こと は 奴の 滅びる - 」 と だ つたんだ。 

戸部 貴樣 さう いった か。 

花 出 うむ。 

戸 It よくいった。 

花お 俺 はま だかう もい つた。 奴に は 一 人の 弟が あって、 

その 弟の 細君と いふの が、 心 と 姿と の 美しい 女 だ つ た リ 

而 して そ の 女が 毎& 俺達の 畫室 に 來てモ デ ル になって く 

れた。 俺達の やうな 物質的に は 無能力に 近い グ ル ー プの 

爲 めに 盡 して くれる その 女の 志 は 美しい ものだった。 奴 

は- M かに その 弟の 妻 君に 戀 をし て ゐ たけれ ども 定めら れ 

た 蓮 命 だから 如何す る - 」 とも 出來な い 。 奴 は 苦し んだ リ 

而 して そ の 苦しみ と 無限 の祸 しみと を， 幾 枚 も の 畫に描 

き 上げた。 風景 ゃ靜 物に も 素晴らし いのは あるが、 その 

女 の 宵像雙 に 至って は祌品 だとい ふより 外に 一一 百 葉 が な 

瀕古 おいく それ は 誰れ の 事 だい。 ともち やん、 お前 覺 

えが ある。 

花 S まあ、 あとで わかる から 默 つて 問け。 ところで、 奴 

が 死んで 見る と、 俺達 彼の 仲 間 は、 奴の 作品 を 3 おも 正し 

い 方法で 後世に 遣す 義務 を 感ずる の だ。 ところで、 俺 は 

九 頭 龍に いった。 苟 くもお 前さん が 押し も 押され もしな 
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い 書 畫屋 さん である 以上、 書畫 .ぽ とい ふ商賫 に〜 さは し 

い 見識 を 見せる のが、 お前さんの lis れ にもなる し 沾券 に 

もなる。 1 つお 前さん あれ を 一 手に 引受けて 遺作 展. S 會 

を やる 氣 はありません か。 さう したら、 九 頭 龍の 野郎、 

それ は 耳より なお 話です から、 私 も 一 つ 損得 を 捨て、 乘 

らな いもので もありません が、 それ 程 先生方が ぉ讃 めに 

なる もんなら、 展 i!! 會の案 内 書に 先生方から 一言 づ&で 

もお 言葉 を 頂 ¥ る ことにしたら どんな もので せう とい 

やが つた。 

^古 僕 はい や だよ、 そんなの は。 僕 等の 藝 術に 先生方の 

真. 書き を し て 貰 ふ 位なら、 僕 は 野末での わ 一れ 死 をし て 見 

せる。 

とも子 えらい わ 若樣。 

瀨古 ひやかすな よい 

花 田 全く だ。 第 ； 俺達の やうな 頸骨の 固い 謀叛 人に 對し 

て、 大家 先生 達が 裏書き どころ か、 俺達と 先生方と 何の 

か \ はりあらん や だ。 …… ところで 俺 はいった。 そんな 

ら、 こちらで ぉ斷 りする 外 はない。 奴の 餮 はそんな けち 

な畫 ではない。 大手 を ふって 一人で 通って ゆく 畫だ。 さ 

うい ふ もの を發 見す る の が 萤曰畫屋 の 見識と いふ もので は 

ないか。 さう いふ 見識から 儲けが 生れて 來 なければ、 大 

きな 儲け は 生れ はしない。 


澤水 俗物の. K 音 を 出した な。 

花 S 俺が そんな ことで もして 大きな 儲け を した ら 俗物 と 

でも 何ん とで もい ふが い \ 。 融通の きかない の をい、 事 

にして 仙人ぶ つ てるお 前 達と は 少し 違 ふんだ から。 …… 

ところ で 九： 蹄 龍が 大分 頭を縱 にか しげ 始め た。 まあ 来て 

御覽 なさい といったら、 それで はすぐ 上ります といった。 

…… ところで、 これからが 本當の 計略に な るんだ が、 … 

…お い 皆ん な嚴 肅な氣 持ちで 俺の いふ こと を 聞け。 お前 

達の 中 誰れ でも、 この 場に 死んだ とじて、 今まで 描いた 

もの を 後世 に 遺し て 恥ぢな い だけ の 自信が あろ か、 どう 

だ。 生蕃 どう だ。 

本 無くって どうす る。 

田 よし。 飄古 はどう. た。 

古 撲は 恥ぢる 恥ぢな い で畫 を， い て るん ぢ やな い よ- 

僕 は 描きたい から 描 くんだ。 

田 わかった。 ぢ やその 氣 持ち は純粹 だな。 

古 今更ら そんな こ と を …… 水く さい 男 だな あ。 

田 ドモ 又は どう だ。 

部 出來 たもの は 皆ん ないや だ。 けれども 入のに 比べれ 

ば、 俺の 方が い &と俺 は 思って ゐる" 俺 は それ を 知って 

ゐる。 

花 田 靑島の 心持ち はもう 聞いた。 靑島 も晻 も、 自分の id 
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事 を 後世に 殘 して 恥 かしい と は 思 はない。 俺達 は 皆ん な 

謂 はに 子供 だ。 けれども 子供が いつ でも 大人の 家 來ぢゃ 

ないから な。 

1 さう だと も。 

花 E  ；: やい、 か。 俺達 五 人の 中 一人 は、 この場合 死なな 

けれ やなら な いんだ。 あとの 四 人が 畫を 描きつ ^けて 行 

く  川 を， ふ 2 り 出す ための si となつ て、 俺達の ダル ー プ 

から 消え去らなければ ならな い んだ。 

0..^ おいく 花 m、 お前 M でも 遠った のか 僕達 は 1 術 

家 だよ。 ^敎 者ぢ やない よ。 

花 W  の爲 に， お 托する のさ。 その 位の 意氣 があって も 

い、 だら う。 その代り 死んだ 奴の 翳 は 九 頭 龍の 手で 後世 

まで 殘 るんだ。 

S 何ん とい ふ 智 のな い 計略を^^：樣は考 へ 出し たもん 

だ 。 そんな - 」 とを考 へだし た 奴 は 自分が 先き に 死ぬ が い 

いんだ。 

花 出 倚が 死んで い、 かい。 ；… さう だもう 一 つい ふこと 

を 忘れて ゐ たが、 死ぬ *w にあた つた 奴 は、 その〕 袋. 実と し 

て、 ともち やん を 奥さんに する ことが 出來 るんだ。 この 

大^な 條件を いふの を 忘れて ゐた。 お い ともち やん …… 

ドモ 又、 もう 描く の を やめろ よ …… ともち やん、 お前 頓 

むから ゆ 達 五 人の 中の 誰れ でもい 、、 お前の 氣に 入った 


人と 本當に 結婚し て くれな い か 。 

とも子 何んで すねえ 途轍もない。 

花 W 俺達 五 人の 中の 一人、 お前の 旦鄧 にしても い &と思 

ふ の がゐる つ てお 前い つかの ろけ て ゐたぢ やな い か。 

とも子 それ や  それ や ゐな いこと もない ことよ。 

花 E  てよ 「ゐ ない こと もない ことよ」 とい ふの は 結局 

ゐる とい ふこと だね。 

とも子 知らない わ。 

花 E 女が 「知らない わ」 といったら、 もうしめ たもんだ。 

お前が 一人 選んだら、 俺達 あとに 殘 された 四 人 は、 綺 1^ 

に 未練 を 捨てて、 二人が 一緒に なれる やうに、 極力 奔走 

する。 成功させる ために 屹度 盡カ する。 だからお 前、 本 

氣 になつ てこの 五 人の 中から 選 ぶんだ。 そこに 行く と 俺 

達ボ へミ ヤン は 自由な もの だ。 ともち やんだ つ て、 俺達 

の 仲間に なって くれてる 以上 はボ へ ミヤ ンだ。 ねえ。 さ 

うだらう。 構に ないから 選び 給へ" 俺達 は 縦 令 ひ 選に も 

れて も、 ス ト イツ ク の やうに 忍ぶ から …… 心配せ ずに。 

俺達の 方に はと もちやん を. 1 君に 持つ の に反對 する おは， 

一人 もゐ まい。 どう だ ifc ん ない、 かよければ 「よし」 と 

いへ。 

一 同 よし。 

とも； ナ 選んだ ら どうす る の 。 
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持って ゐて、 モデル も 储 へない 程 ® 乏な 達 のために モ 

デルに なって くれたの だ。 い.. * か。 ところでと もちやん 

の ハ ス の兄贵 にあた るの が、 本當は 俺達 五 入の 仲間の 一 

人で、 それが とも もやん に戀 をして、 貧乏と 戀 との 爲に 

業 半ばに して 死ぬ ことになるんだ。 今度 はわ か つ たらう。. 

…… まだ 解ら な いの か .：： 濟度 しがた い 奴 だな あ。 ぢ や 

靑島、 資 物で やって 見せる より 仕方がない、 あれ を 持ち 

込まう。 

(花 田 と 靑 deM 布 に 被 は れ た る こ む 。 〕 

とも子 いや …； 8! の惡ぃ …… 

澤水 全く 貴樣 はどう かしゃし ないか。 

花 ra さあ、 ともち やん、 俺達の 中から 一人 選んでくれ。 

俺が 引き受けた、 お前の 旦那 は 決し て 死なし はしな い か 

ら。 

とも子 だつ て そんな 寢棺を 持ち込む 以上 は …： 

花 田 死骸に なって こ \ に 這 入る 奴 はこれ だ。 (とい ひな 

がら、 壁 Lj- かけられた 石脊 面，^ で 指す〕 こいつに 縛 具 を 塗 

つ て お前の 選んだ 男 の i:: りに 入れれば い、 ん だよ。 例へ 

ば 俺が お前に 選ばれた とする ね" 本當 にさう ありた いこ 

とだが。 すると 俺 は 俺の 弟と なつ てお 前と 夫婦に な るん 

だ。 而 して こいつ (石^3^〕 が俺の身代りになってこの 

棺の 中にはい るん た" 


花 S そいつが 殘る四 人の 爲に 死なた けおば ならな い ん 

... :o 

とも子 冗， 設 もい \ 加減に する ものよ。 入 を ai 薛 にして。 

0^ ぐむ) 

花 田 な あに、 冗談 ぢ やない さ。 わけはない、 ころつ と 死 

にさへ すれば い \ん だよ。 

戸部 花 田、 貴樣は殘酷な.5^た。 …… ともち やん をす ぐ M 

婦に する …… そんな …； 貴 樣。 

花 田 (初めて 思 ひついた やうに 堪らない 程 笑 ふ) 何んだ、 

貴様 達 はと もちやん の ハ スが 本當に …… 

古 死なな けれ やなら な いんだら う。 

E 死ぬ ことになるん ださ。 

お IS じぢ やない か。 

田 同じ ぢ やない さ。 

島 花 田の いひ 方が 惡 いんだよ。 死ぬ ことになるん ぢゃ 

ない、 つまり 死んだ ことにす るんだ よ。 わかった らう。 

つまり 死ぬ んぢ やない、 死んで しま ふこと … . • . でもない 

力な 

花 E つまり、 かう だ、 い k か 、 頭 を冷靜 にして よく 閱け。 

い」 か。 とも ちゃんに？ ばれた 奴 は寶は その 選ばれた 奴 

の 弟なん だ。 い \ か。 而 してと もちやん とその 弟と は 前 

から 夫 なんだ。 ともち やん 俺達に 理解と 同情と を 
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とも子 は、 あ …； 少し 解って 來 てよ。 

花 m わかった かい。 .大才|^ 家の 花 田 は •； ^んで 了 ふんだ。 

本當 にもう この 世の中に はゐ なくなつ てし まふんだ。 そ 

の 代り 花 W と！ IS とい ふの が ひよこり 出來上 るんだ。 それ 

が^さ。 而 してお 前への ハ ス さ。 

と.，， 子 は、 あ …… 大分 解って 來 てよ、 

花 E な。 そこに 大 俗物の 九 頭 龍と、 頭の 惡ぃ 美衛 好きの 

成金 C=f 脇 だ 門と が、 娘で も れ てはいって 來る。 花 田の 

おにな り 切った 俺 がお 前と 一緒に こ- * にゐて 愁歎 場 を兑 

せる とい ふ 仕組み なんだ。 どう だ 仙人 共 も わか つ たか。 

花 W の あになる 俺 は 半 "きて 行く が、 花 HI の 兄貴なる 本當 

の 花 W は 死んだ ことにす るんだ。 ぢ やない 死ぬ ことにな 

るんだ。 現在 死なねば ならな いんだ。 それ だから 俺は始 

めから 死 ぬんだ くと い つて かせ てゐる の に、 貴樣達 

はまる で 木偶の坊 見たい だからな あ。 …… ところで 俺の 

は、 兄 $3； の 415 をつ いで- 大才 S3 家になる としても、 兎に 

角 俺が 死なねば なら ぬと いふの は 悲壯な 事 たよ。 死に 

さ へ すれば、 殊に 若 死 さ へ すれば 大抵の 奴 は大才 になる 

に 決って るるんだ。 (石 矸：. ながめながら〕 死 は 如何 

なる^ 合に 於いても、 嚴 かな 悲しい もんだ。 だから か \ 

る！ Mi を拂 ふから に は、 俺が とも ちゃんの ハ ス として 選 

ばれろ 位の ことが 必要に な るんだ。 


とも子 何も あなた なんか まだ 選び はしない ことよ。 

花 田 さう つけ./ \ やり 込める もん ぢ やない よ。 女っても 

の は。 

本 俺 はもう 駄 はた。 俺 は 或る 女 を 戀 して ゐた。 而 して 

飢が逼 つて 來た。 あ \ 俺 は 死んだ 方が い. 1。 俺 は 天才 蠻 

家 と し て 憲筆を 握 つた ま. ュ 死 にたい よ。 

とも子 花 田さん、 私、 死ぬ 人 を 旦那さん にす るん ぢ やな 

いのね。 私の 旦那さん が 死ぬ ことになる. のでせ う。 

浮 本 さう つけ/ \ やり 込める もの ぢ やない よ、 女っても 

の. to 

花 S 皆ん な 俺の 計略が 解った な。 俺： 達 は 今 達ん 共同の 

敵なる フィリス テ ィ ン と戰 はねば ならぬ 時が 來た 。十 ば 島、 

お前と K: 脇との 遭遇』 戦に つ い て も 簡 單 に報齿 しろよ " 

靑島 僕 は か ま はず i".:. 脇の 家の い ，1- に は いりこん で畫 を 

描いて ゐて やった。 さう したら せ-脇が お 一?^ さん を 述れて 

散歩に やって 來た。 £2^ 脇 はこん な M に 歩いて * お；^ さん 

は こんな， M に 歩いて。 而し て 俺の： に 突っ立 つ て g を 描 

く の をぢ つと 兑てゐ たつけ が、 庭に はいりこん だの を 怒 

る と 思 ひ の 外、 ふん と 感心 し たやうな 鼻息 を 漏 b し た。 

ぉ孃 さんまで が 「まあ 綺麗 だ こと」 と 御意 遊ばした。 僕 

はしめ たと 思つ て、 物 をい ひ 出す つぎ 穗に 苦心した が、 

あんな 海千山千の 動物 に は 俺の 言 紫 は と て も わからな い 
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と 思つ て默っ てゐ た。 全く あんな 怪物の 前に 行く と薄氣 

味 の 惡 い もんだ ね。 さう し た ら 《„lf_ 脇が 案外 やさしい K で、 

「失 鱧ながら どちら で 御 勉強で す、 大層お 見事 だ が」 と 切 

り 出した。 撲は花 田に 敎 へられた とほり、 自分の 箦 なん 

か 何んでも ない が、 昨 a 死んだ 仲間の 靈は實 に 大した も 

の だ、 若し それが せ 間に 出たら、 一 R を 驚かす だら うと、 

一 生 懸命に なって 吹聽 したんだ。 いかもの 食 ひの 名人 だ 

け あつ て； K 脇の 奴す ぐ 乘り氣 になった。 懷は九 頭 龍の 主 

人が 來て 見る ことにな つ てゐ るから、 何ん なら 連れ立つ 

て おいでなさい といつ て 飛び出し て來 た。 何しろお 鱺さ 

んが ち， かち か 動物 電氣 を逡 るん で、 僕 は と て も 長 く ゐ た 

た まれな か つ た。 どうし て 最も 美を憧 丁る 僕達 の ^Bst 

に は、 ナチ ュ ー ル. モ ルトの 外に 美が とりつかな いん， た 

らう かな。 

瀨十 ：！ どうかして その ぉ續 さん を 描か うぢ やない か。 

靑島 あの 人が モデルに なつ てく. れ k ば は モナ • リザ 以 

上の もの を 描 いて 見せる よ、 度。 

古 僕 は ワット ー の 神で その デ 力 ダンの 美 を： R やさに め 

て やる。 

靑島 見 もしな い で 何 を い ふ んだ い 。 

^古 君 は 藝微の 想像力 を …… 

花 田 報告 終り。 .15? 務 i£ 一 。 さ、 皆ん な覺悟 はい V か。 と 


もちやん、 さあ 選んでくれ。 

とも子 f 恥 かしい わ。 

瀨古 お前の 無邪氣 さで やっちま ひ 給へ。 何、 一と 言、 誰 

れつて いってし まへば、 それだけ のこと だよ。. 

とも子 ぢゃ 一生 顯 命で 勇氣を 出して …… けど、 私が これ 

つてい つた 人 は、 いや だなん てい はないで 頂戴ね。 でな 

いと、 私 本當に 自殺して よ。 

花 m 誓 ひ を 立 て たんだ か ら んな 大丈夫 だ 。 

(溜 古 は 自信.，^ もって 歩き ま はる。 花 E は a いもの,； J> 

度々 ナ はして S 分の 方に 注意ん-促 がす。 0^^ ャ" "妬の 

情ん 強めて 51： 情.^ 惹く、 靑& 2 は とも子の 前に 坐って y 

つと その^ん 見 r5 うとす ろ。 m 部 は K 站の！ 除.^ にじ 

めろ。) 

とも子 (人々 から 颜 そむけ) では 始めて よ。 花 田さん、 

* めな たは 才覺が あつ て 靈 がお 上手 だから、 いまに 立派な 

畫の會 を 作つ て、 その 會 長さん にで もお なりな さる わ。 

§ に して もら ひたいって、 學 問の 出来る 美し い 方が 掃 

い て 捨てる 程 集まって 來 てよ 蛇 度。 澤 本さん は； SMO い、 

正 M な 牛- 蕃 さんね。 あなたと は隨分 口  iu: 嘩をし ま し たが、 

奥さんが 出来たら 隨分 愛が る でせ うね、 而し てお 子 さ 

んも It 山 出來る わ。 而し て 物干 竿に おしめが" おやか にな 

ら びます わ。 twclj さん は 花 田さん と  一 にお を やって、 
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屹. ぼ- らくなる わ。 いまに んなが あなたの 寶を 認めて 

大^ぎす る が來 てよ。 而 して 5> 脇さん とやら が、 美し 

いお 嬤 さんやぬ つ て 下さい つ て、 先方から 頭 を 下げて 來 

るか も 知れない わ。 けれども あんまり Is をし ちゃい け 

なくって よ。 酒 古さん …： あなたお？ 5^ ね。 きさくで 切 

で、 顔付き だって 一 番ヒ 品で 綺麗た し、 お 友達に はう つ 

てつけな 方ね。 でも あなた、 蛇 度！： n 本なん かい や だって 

外國に でも 行 つち まふんで せ う。 お 大事 に お 暮 しな さ い 。 

戶 部さん は 吃りで、 il 竊 持ちで、 氣むづ かしゃね。 いつ 

までた つても あなたの 畫 は資れ さう もない ことね。 けれ 

ども あなた は强 がりな くせに 變に 淋しい 方ね …… 

§ 畜生 …… 

とも子 悪口に なったら、 許して 頂 敷。 でも 私 は 心から 皆 

さんに ぉ禮 します わ。 私 たいながら くした 物の わか 

らな い 人^ を、 皆さんで 可愛が つ て 下さ つ たんです もの。 

お金に はちつ ともならなかった けれども、 私、 何 所に 行 

くよりも、 こ、 に來 るの がー 恭^し かった の。 ともども 

にや W 努 しながら、 銘々 がー 番偉 らいつ もりで、 仲よ く勉 

强 して ゐ るの を 見て ゐ ると， 何んだ か 知らないが、 私 時 

時 涙が こぼれつ ちま ひました わ ：：： でも 私、 自分の 曰ー那 

さん を 極めなければ ならな いんだ わ。 い や になる ねえ。 

私が い、 人 を 選んでも、 どうか 怒らないで 頂戴よ。 私、 


これで も 身の 程 を わき ま へて 選ぶ つもりで すから  

(急に 戸部の 前に かけ 寄り 、ぴったり そこに 坐 リ賊. ^下げ 

る) 戶 部さん、 私 あなたのお 内儀さん になります。 怒ら 

ないで 頂戴よ。 私 あなたの こと を 思 ふと、 變に 悲しくな 

つ て 泣い ちま ふんです もの  

戸部 ^ …… 冗談 をい ふない、 冗談 を …… 

花 田 ともち やん、 出來 した ぞ。 全くお 前に 似合 はしい 選 

び 方 だ。 だが ド モ又 にお はちが 廻らう と は 俺 も實は 今の 

今まで 思はなかった よ。 とも ちゃんが 戶部 一 人の ものに 

なって、 明日から 來 なくなる と 思 ふと、 急に 俺達の 上に 

は 秋が 來 たやう だな あ …… 然しもう 何もい ふな。 皆ん な 

も、 つ 何も い ふな 勇ましく 蓮 命に 默從 する 外 はな い 。 而し 

て戶 部と とも ちゃんとの 未來 を， 祝福し よ うぢ やない か。 

戸部 俺 はと もちやん をな ぐった ことがある。 

とも子 え.. -、 たしかに 二度な ぐられ てよ。 

S それでも、 俺のと ころに 來る か。 

とも子 行きます。 その代り、 今度 こそ はな ぐられ てば か 

りはゐ ない わ。 

古 夫婦喧嘩の 仲裁なら 僕が してやる よ。 

S 餘 計な 世話 だ。  . 

とも子 (同時に) 餘計 なお 世話よ。 

氣が强 くな つたな あ。 


TO 
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花 m それ どころ ぢゃな い 。 もうお ッ つ け 九 頭 龍 等が や つ 

て來 る。 おい 若夫婦、 お前 達 は 今日は 花形 だから 忙しい 

ぞ。 ともち やん …… ぢ やない、 奧 さん は 庭に お出でな す 

つて、 お兄さんの 棺を 飾る 花 をお ss: め 下さいません か。 

ドモ 又、 お前が 描いた 畫と いふ 書 は 何んでも かんでも 持 

ち 出して サイン をし ろ。 而 して 靑；： r お前 一 つ この 石膏 

面に 繪具を 塗つ てド モ 又の 死 顔ら しくし て くれ。 それ か 

ら澤 本と 溜 古と は 部屋 を 片付げ て …： 但し 畫室 らしく 片 

付けろ よ。 藝衛 家の 尊 嚴を失 ふ 程き ちんと 片付けち ゃ駄 

目 だよ。 美的に そこい らを 散らす の を 忘れち やい かんぜ。 

そこで 俺 はと …； 俺はド モ又 をドモ 又の 弟に 仕立て上げ 

る 役目に ま はるから … … お前の 騫は 大抵 隣り の 部屋に あ 

るんだら う。 これ はお 前んだ。 これ も/.、 皆ん な 持って 

行かう。 

(とも子 は is- に、 H- 部と 花 m 別室に 入り 去ろ。) 

靑島 こんな ァ。 ホロの 面に い くら：！ 具 をな すり つ け た つ 

て、 ドモ 又の 顔に はなり やしない や。 も 少し 獅子鼻で で 

きぼくの ある まあ これ だな、 ベ ト ー ヹンで 間に合 は 

せ るんだ な。 

(靑島 塗り はじめろ。) 

澤本 あ. -俺 はもう 駄目 だ。 興奮が 過ぎ去ったら 急に 又 腹 

が へ つ て來 た。 一 花 田の 奴餘 計な こ と を しゃがる 奴 だ 


…： あの 可憐な 自然 兒 ともち やん も、 人妻なん ていふ 人 

間 じみた ものに …… あ \、 俺 はもう 駄 H だ。 若 ST  S 

勝手に 婦除 しろ。 

溜 古 僕 もす つかり 悲觀 したよ。 もとは つてい へ ば靑 が 

惡 い んだ。 堂 脇の ぉ鎮 さんの モ デ ル 事件 さ へ 無ければ、 

愚 命 はも つ と 正し い 道筋 を 歩 い て ゐた んだ。 

靑 4S 僕が 惡 いん ぢゃ ない、 $21. 脇のお さんが 存在して ゐ 

たのが 惑いんだ。 ぉ孃 さんの 存在が 惡 いん ぢ やない、 そ， 

の 存 e を 可能なら し めた 堂 脇の ぢ、 いの 存在し て ゐた の 

が惡 いんだ。 つ まり inf 脇の ぢ ^ いが 侯 達の 運命 をす つ か 

り 狂 はして しまつ たんだよ …… どう だ 少し ド モ又 に似て 

來 たか ；… 他人の 運命を狂はした罪科に^^.^」、 C ス脇は 

存分 に 罰せら る ベ き だ ト S  。 

本 さう だと も。 何しろ 彼奴の 金力が 美の 標準 を！： w 茶 苦 

茶に する 爲 めに 使 はれて ゐ たんだ 。その 爲め に 俺達 は 一 一 一 

度の もの も 食へ ない 程に 飢ゑ てし まふんだ。 ドモ 又が 死 

んで 色. つけの ベ ト -ヹン になる 結 に つたんだ。 ド モ 

又の 命が 買 ひ もどせる 位の 罰金 を 出させな けれ や、 俺達 

の 腹の 蟲は 納まらな いや。 

賴古 而し て それが 結局 £n{ 脇 や 九 頭 龍を敎 育す る - ^ とに な 

るんだ からな あ。 いくら 高く 買 はせ たつ てド モ 又の sss は 

高く はない よ。 今度 あいつら は： れ てはじめて 髮と いふ 
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もの を拜 むんだ " うんと 高く 資り つ け て やる ん だな あ。 

, 滞 本 さ 5 すると、 俺達 は うんと 飯 を 食って 底力 を菱 ふこ 

とが 出來 るぞ。 

青 a さう だ。 

，澤木 あ」 W. く 我， 都の 共 M の 敵なる フィリス ティン 共が 來 

ると ぃ&な あ。 おい 若 ST 少し 働かう。 

(二人て もら かた 被 室 か 片付ける。 花 E と 1:^ 部と が は 

いつ ズ來 る。 戶部 は 頭ん 虎斑に 刈リ、 、まれて お.^ 刺リ 

|^$されズねる0〕 

花 S 諸お、 ド モ 又の 戶 部が 死んだ について、 そ の 令弟が 

急 を S い て 5^&ね て 來られ たんだ。 Sfi お に 紹介 します。 

( 1 笑 ひながら 1^,$- 下げろ。) 

§ 俺れ …… ぢ や な い、 俺の 兄 iK の 死顏を 一 寸兌 せ て く 

S どう だ これで、 (石^!!面，^见ぜろ) 

戶 It 俺の 兄 $J は 醜男だった な あ。 

花 E 醜 W はい \ が 髭が 牛： えて ゐな いぢ やない か。 近所の 

人が 悔みに 來 ると まづ いから、 剃り落した；：！；！を^^ゑてゃ 

らう。 それから^の 方 も 造ら なきや …… > J の 棺を 隣り に 

持って いって … … おい ドモ 又の？ T お前 そ こで 殘 つたの 

に サインし ろ。 

(戶 部.^?^ し  一 返揚。 戸部し さリと サイ A か-し 乂ね 


ろ" とも子 花,^ 持ちて 入潺。 ) 

とも子 (戸部と は氣 がっかず 次 ざの 部展 に 行かう とすろ) 

あの、 御免下さい まし …： 

戸部 ともち やん …… 砲 だ …… 俺 だ …… 

とも子 あら …… あなた 戶 部さん ぢ やなく つて。 

戸部 ^は 君の ハ ス で… . 戶 部の 弟 だよ。 

とも子 あらさう だ わ。 まあ それに 違 ひない わ。 戶 部さん 

の 弟って。 戶 部さん より 若い 方ね え。 

S ともち やん …： ^は 君に 遇った 時から …… 君が 好き 

だった。 けれども 俺 は、 女なん かに 緣 はない と 思って 諦 

めて ゐ たんだが …… 

とも： 十 御免なさいよ。 私、 はじめて こ X に來た 時、 あな 

たなんて IS? りこく つ た 醜男な 人、 ゐ る んだ か ゐな い 人 だ 

かわから なかつ たんです けど、 だん/ \、 だんく 好き 

になって 來て しま ひました わ。 f 化 田さん が 私の R ー那 さん 

に 誰れ でも 選んで い、 つてい つ た 時 は、 本 ゆ は隨分 し 

か つ たけれ ど、 あなた は 度 私が ひ なんだ と 思 つ て隨 

分 心配した わ。 

S 何しろ 俺 は 幸福 だ …； 俺 は 自分の 藝 術の 外に は、 も 

う 何ん にも 望み はない よ …； はもう 君 をな ぐら な い 

よ" 

とも子 (嬉し さに-おぐ みつ、) なぐって もい. - ことよ。 
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い .1 から 私 を 可愛が つ て 下さいね。 私 も 一 生 懸命で あな 

た を 可愛がります わ。 あなた は 喪の 珠の やうに、 可愛が 

れば 可愛がる 程 光りが 出て 來る人 だつ て こと を 私ち やん 

と 知って . ^よ。 あなた は 泥 だらけな 費の 珠だ わ。 

戸部 俺 は 口が きけ ないから …… 思った ことが いへ ない… 


(とも子の Hl^ 取って 引 さ 寄せ 二う とする。 澤. K 突然 

澤本 おうい、 ドモ又 …… と、 あの、 貴樣の その上 衣 をよ 

こせ、 贵？ の 兄 に せ るんだ から。 その代り これ を 廣 

ろ …… ともち やん 花が K れ たかい。 それ か、 そ，；； をお く 

れ、 柁を飾 るんだ から …… 

(ri 木 退？ I  ：… 戶§| と とも子 寄り添 はんとす。 別室 11 

て 哄笑の lt、  二人 ロ|5 しさう に 藤れ たと こスに 坐ろ。) 

とも子 今夜 歸 つたら、 私すぐ お母さん にさう いづて、 い 

やで も蹈 でも 承知させます わ。 で、 今度の あなたの 名前 

i  

戸部 俺 は 何ん とい ふ 名前に する かな …… 

とも子 い、 わ、 私の 名 を 上げる から、 戶 部又ぢ やい けな 

い …… それ ぢゃを かし いわね。 あのね …； あなた 又畫か 

きにな るんで せう …： 

(とも子 近づかう とすろ。 滞-古登 揚じ 


瀨古 ちょっとく。 こ k にお 前の 蠻が まだ 殘 つて ゐ たか 

戸部 うるさい 奴 だな あ …… 

返^。 別室に て 哄笑の st、 やがて 一同 飾リ. 5- 終 

つて 柁.^ かつ いて 登 揚。) 

花 W 早くく …… もう やって 來 るぞ。 招の こっちに この 

椅子 をお い て …… これ を こ k に、 お い fiH 島 …… それ を そ 

つちに やって くれ …… お い せんな 手傳 へな …… 1 時間の 

後に は 俺 f! はし こた ま 御馳走が 食 へ る 身分なん だ。 牛： 藉、 

そん な 及び腰 をす るな よ 、 みっともない … … これで 大體 

い 、 . ： さあ 皆ん な 舞 豪よ きと - J ろ に 坐れ。 若夫婦 は そ 

の 椅子 だ。 

何しろ 俺達 は、 一 人の 大事な 友人 を. S 牲に 供して 飯 を 食 

はねば ならぬ 悲境に あろんだ。 ドモ 又は 俺達 五 人の 仲 問 

から 消えて なくなる の だ。 ドモ 又の 弟 は その 細 の とも 

ち や ん と 旅の 空 に 出かける ことにな る だら う。 俺達 の や 

5 に A 心を以 て R 劍 に 働く 入 ii が - J んな 大き な损失 をお 

ば わ ばなら ぬと いふの は *1 にも 悲慘な - J とだ 。 然し 俺達 

は.： HI 分の 愛讒 する 藝衛の ため に 最後まで 戰 はねば なら な 

い。 俺達の 主張 を 成就す る た め に は 手段 を 選んで は ゐら 

れ なくな つ たんだ。 俺達 はこの ffi の 中に 死んで 横た は る 

ド モ 又の 靈 にかけ て 誓 ひ を 立 てよう。 俺達 はこの 友人の 
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^に ひすろ だけの 立派な； i 術 を 生み出す こ と を 誓 ふ。 

S  f ふ。 

花 E  I は 力 を 協せ て 、 九 頭 と い ふ惡ブ 口， 力 ー 及び 

脇 とい ふ 似；. m 非 美術 保護者の 金薛 から、 能 ふかぎ り の 

金 を 支拂は せ る こと を 誓 ふ 。  • . 

1 同 哲ふ" 

花 E その Elg めに は 0: 顷の £5 鹿 正直 を 抛って、 巧みに 權 謀 

術ぉを用ふることを！，^«ふ。  ， 

花 E 但し m を 出し さうな 奴は默 つて 引っ込んで ゐる方 

がい、 ぜ。 それで は 俺達 四 八は戶 部と とも ちゃんとに E お 

後の 別 をしょう ぢ やない か。 …… 戶部、 お前の これ ま 

で の @ 街 は 、 若く し て 死んだ 大 才戶 部の 藝街 とし て 世に 

殘る だら う。 然し そこでお 前の 活 が中斷 する の を 俺達 

はす まなく 思 ふ。 然し その 償 ひに ともち やん を 得た 以上、 

不平 をい はないで くれ。 な、 而 してお 前 は 新たに 戸部の 

おとして 新 tiH, 面 を 開い-しくれ。 俺達 は それ を 待つ てゐる 

から。 ぢ やさよ なら。 

( I 同 交ろ/、 握手する。) 

花 ともち やん、 お前 は 俺達の 力だった。 慰めだった。 

お母さんた つた、 可愛い、 娘だった。 お前と 別れる の は 

俺 Jia に は 全くつ らい や。 だからお 前の 額に 一 度 だけ 皆ん 


な で 接吻す るの を ゆるして おくれ。 な ぁ戶部 い、 だ らう。 

戸部 よし、 一度 限り 許して やる。 

花 m ともち やん さよなら。 (額に お： 吻 すろ) 

とも子 さよなら 花 田さん。 

澤本 俺 はま あやめと く。 握手 だけし とく。 

とも子 さよなら 生蕃さん。 

靑島 さよなら。 (額-,, L 接吻す る) 

と も； f お 大事に 浮氣屋 さ ん 。 

擬古 W をよ くお 見せ、 あ. -ぁ。 (額に 接吻する) 

とも； 十 さよ なら 可愛 い 、 若樣。 

(とも子 さすがに 感情せ まって 泣.， V 、出す。) 

花 m よし。 それから ドモ 又の 弟に いふが、 不箱 をして ゐ 

ると、 頭の 毛と 髭と が 延びて 來て、 ドモ 又に あと 戻りす 

る 恐れが あるから、 今後 決して 不精髭 を 生やさな いこと 

にして くれ。 

とも子 そんな こと、 私が させと きません わ。 

(尸 外にて 戸ん、 た、 く 音^、、 ゆ。) 

人の 一 t  、t 御免 下 さ いまし、 九 頭 龍で 御座 い ますが 、 

7 わ 化 W さん は ぉゐ でで 御 座 い ませう か 。 

他の 人の It 私 は 堂 脇です が …… 

花 田 そら 來 やが つた …… 皆ん な い \ か 大丈夫 か …… 俺達 

は 非常な 不幸に 遇つ たんだ ぞ。 悲しみの どん底に ゐ るん 
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だぞ。 此の際 笑 ひ でもした 奴 は 敵に 内通した 謀叛 人と し 

て 皆ん なで 制裁す るから さう 思 へ 。 九 頭 龍 も 堂 脇 も …… 

今 開けます、. 一 寸 待って 下さい …… 九 頭 龍 も 堂 脇 もた ま 

IU  A つ-. -クっ 

ら ない 俗物 だが、 政略 上向 S を 立て &事 をし 損じな い や 

うに 皆ん な 誓へ。 

1 同 誓 ふ。 

花 田 泣ける 奴 は 時々 涙 を こぼす やうに しろ， い、 か ：：： 

ぢゃ 開ける ぞ。  . 

？? は 本 花 田、 ちょっと 待て …… (茶碗に 二 杯 水.^ 入れて 戶 

部の 所に 持って行く) おい ドモ 又、 贵樣 の淚を この 中に 

入れと くぞ。 これ はと もちやん の だ。 尻の 後ろに やっと 

け。 て，^ こぼすな。 

花 田 しいつ。 (觀 客の 方に 向いて 笑 ふの^ 制すろ) . ちゃ 

開ける ぞ。 皆ん なし かめつ 面 をして ろ。 

(とも子 はさつ から 本當に 泣い て. ね ろ。 戸 部 茶 if か 

ら 水.^ すくって 吸のう ちに 塗ろ。 花 田 戸.^ 開けに； 仃 

く。) 

(1 九 ニニ 年 十月、 . 


長 輿善郞 篇 
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其 李 韓夏曹 樊觀張 
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勢車 信嬰资 何 良 


項 羽と 鎖 邦 (i 十 S) 

. —— 友な る 若き 人 々 に —— . 


呂 


項 羽 5 叔. 父 

會椅の太守 

その娘後に韓信の^^!^< 

r*?-^ 人) 處 一 公の 養女、 項^ 

^項 羽の 將帥 

項 羽の 老 軍師 

後 に 瑰 ：+: とな リ遂 1： 漢の 高 0 と 

なる 

その 妃 KM の！^  . 


劉 邦の ffl^ 


劉 邦の 將帥 


始め 羽の E 後に 漢 取の： 兀 


處 

支  那 

時 

秦の始 白 の 死後より 漢の 高祀 の卽 位の 前 迄、 

卽ち西 磨 紀元前 一 ー^:十年5-ょり冏ー 一 百年 頃 迄、 

約 十 年の 問と す。 

序 幕 

會 精の 太守 殷 通の 館 

殷通、 及び. K 將鐘 離昧、 地 園，.^^ 描げ；： ろ 招ん. 抉む ぐ對 

話す。 

鐘 何でも 中途で やり 損へば 盗賊と 云 はれても、 それで や 

り 遂げて 了へ ば！ t《m と 云 ふお に變 るんで すから わ。 際 
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の處、 誰 だって 始皇が 成り 上り 者で、 天ドの 騒-おに 紛れ 

て じほく、 工人の j; 人 ケ# 、を is した m 脱の い -大； S だと 云 ふ 事 

は 認め て ゐ るんで す。 その 癖 奴等 は 矢張り かう 云 ふ ん で 

す。 「何と 云 つ て も あれ 丈け の 事 を 仕出か すと 云 ふ な あ 豪 

^でな くち ゃ出來 ない 事 さ。 皆から 惡く云 はれる と 云 ふ 

の は 矢っ張り 何 處か棄 ぃ處の ある 證據 なんだ。」 と。 

S だが それで ゐ乍ら 矢張り 鍍金 は剝げ て來 るから 不思 

談 な もの さ。 尤も あれで も 5 少しつ、 しむと； K ふ 事 さへ 

知って おたら.： おも あんなに 脆い 崩れ 方 はしなかった らう 

が、 その つ 、しみ を 自分の に まかせて つい 忘れ勝ち 

になる と 云 ふ の が あ k 云 ふ 盛者の 誘へ な の だな。 

鎞 さう です。 誰れ でも 王に ならう と 云 ふ 野心の 燃えて 居 

る^ は 相當に 天命 を 怖れて 慎し むこと も 知つ て 居ます 

が、 さて その 野心が 充 たされて 了 ふと、 之から が 大事と 

云ふ處 でな あに 俺なら 之 位の 事 はした つて 構 ふ 事 はない 

と 云 ふ 3：! 心に 打ち克 たれて 了 ふんです ね。 而も 其 「之 位 

の ポ」 と 云 ふ の が 始め は大し た 事で もなかつ たの がf^c第 

に (科が 大きくな つ て 滅茶苦茶な * 」 と をし 出かす もん です 

から 忽ち 民 3¥ を 失つ て、 .E 分で 氣が ついた 時分に はもう 

瓦解が 始ま つ て ゐ ると 云 ふ譯 なん です ね。 

S そこ へ行くと1£の禹王とか股の^©±とか云ふ人達は 

さすがに 名 王と 呼ばれる 丈け あつ て 利 巧な 者 だ。 所謂 勝 


てば 勝 つ 程 甲の 緒 を 蹄め る の だから 還 命 も 圈を狙 . ^ と 

云 ふ 事が …； c:g>ra,^ 見 乍ら) は あ、 之が その 沼た な。 

不思議な 氣が 昇った とか 云 ふ。 

0 さう です。 天子の 氣が 立ち 昇った とか 云 ひます ね。 ふ 

む。 どんな 斌が 昇った のか そんな！. が 立つ と^に 一 物 あ 

る 奴が すぐと 御幣 を擔 い で、 「それ 見ろ。 俺の 事に 違 ひ 

ない。」 なんて 自惚 を てん で に 起す から 面白 い です よ 。 

殷/ は ふむ。 (叉 地 111^ 見て) それから 例の 隕石が 落ちた 

とか； K ふの は何處 だ。 

0 此處 です。 鬼 郡です。 「始皇 死して 地 分る」 とか 書いて 

あつたと 云 ひます ね。 屹度 誰か ^惡戲 に そんな 石 を 投げ 

て 天から 降つ たやう に 云 ひふら したんで しょうが、 それ 

でも 始. M は M  くそ れを氣 に 病んで 其 近在 十 里 四方の 百姓 

を恶く 斬り 殺し て、 其 石 を燒き 捨てた とか 云 ふ 事です。 

可哀想に、 何かと 云つ て は 災難に遭 ふ 者 は 百姓です。 

S ほんとうに 大下は 滅茶苦茶 だ。 

鐘 之から は 5i ほ.^ 胆 くなる でし やう。 今迄 は 云 は卫： a を 

生やす 爲 めの 大雨の やうな もの です が、 之から は その 茵 

同 の 咬み 合 ひ にな るん ですから。 まあ 當分の 間 は 天下 

に 血の 雨は絕 えません ね。 

mm 哀しい 事 だ。 だが 咬み 殺されない 爲 めに は 此方が 先 

きに 起たなければ ならない。 どうも 愁 つ か 秦の恩 を 受け 
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た 事が ある 丈け に 兵 を擧， ける 理由 を附け にくい が、 そ ん 

な 事 を 云って はゐ 、りれ ない。 

鐘  > 、-ん た 時に 理由 も へ もま も あろ もんです か。 理由が あ 

つ て戰ふ 方 は 毎 も 敗 はろ に 定まって ゐ ろんで すから ね。 

と は 云へ 、 私達が 起たなければ 百姓 共 は泰の 暴政に 苦し 

む 一 方なん ですから、 こんな 公 5. な. S へ-由が あれ や^の 理 

ffi な んぞ 要る も ん です か 。 

(二人 猶ほ地 鬮.^ 檢 ベろ。 殷逾 の！^、 桃 娘 入リ來 ろ。) 

(W に 手. かけ〕 お 忙しい の？ 

(微笑み 乍ら 頭髮 .^ilvo 又 邪魔 をし に來 たね。 お 

い トぇ、 妾 少し 阿父樣 にお 願 ひが あつ て來 ましたの。 

ぉ孃 さん。 どうも!； 嬉は 益々 ぉ綺 魔に おなりで すれ。 

そ ん た 事 を 被 仰る と贵方 の 馬 の 手綱 を ほ ど い て 逃が 

し て 了 ひ ますよ。 鐘 離肤- さん。 

鐘 は、。 大丈夫です。 お 纏さん。 私の 馬 は 私の しろと 云 

ふ 事で なければ しません から。 

殷通 (地 Mv^ 見 乍ら〕 又お 顏 ひか。 お前のお 願なら 大抵 

定まって ゐる。 

桃！ (^山 53 てね ろ や-つに 見せて 何 逸と なく a 劍に) そ 

ん なら それ を 聞い て 下さる？ 

^0 聞いて やる よ。 だが それ はま あ 後に して 賀は 5。 今 


は！ y しいから 向う へ 行つ てお いで。 

桃 娘 阿 父樣は 一 體妾を 何時 迄 子供 扱 ひに なさる お 心算な 

んで ij う。 

S 通 (姐の 颜 に 見 人り 乍ら) さう、 お前が 丁度お 前 位の 

年頃の 娘で も 持つ 頃に なったら な。 

0 は、。 阿 父 樣は贵 嬉が餘 り 可愛 いもん で つ い ねんね え 

扱 ひに なさり 度 いんです よ。 無理はありません。 他人の 

私 だ つ て贵 纏の やうな 方 を兒る とつい 一 緒に 巫 山：^ 度く 

なります からね。 (桃：^ の 手， ^取り) まあ、 そんなに E}- 

く  |< 人 ぶらず に 可愛い ぉ讎 さんで ゐ てお 上け な さ い そ 

れが 孝行です よ。 もう 一 一三 年 も 縫って 贵應が 眩ぶ しい や 

うな 花嫁に おなりん なる 頃に はもう そんな 眞 似は爲 度く 

もお 出来ん なれないで しゃう からね。 はつ。  - 

桃 娘 I 眛 さん。 妾 今 本當に K 面 s: なお ひがあって 來 

た の ですから どうか そんな 冗談 を 云 つ て g き 廻 は さな い 

で 下さい。 (もじく して) ねえ 阿 父 機。 …今：：： …… 

あの 項 羽って 云 ふ 人に ぉ會 ひんなります の？ 

通 會 ふよ。 それが どうした。 

0 それが …… 何だか 妾 「"うし て 阿 父！， おの 前 へ 出て 錄離 

妹さん を 兌たり します と 又 氣が變 つ て 安心し て來 ました 

けれど、 そして 妾の 心配して ゐた 事が もう 何だか 妾の 氣 

の § で、 云 ふの が 馬. 賠 らしい やうな 氣 がして 來 ましたけ 


つと. 


鑰 いや、 分りました。 大方 あの 熊の やうな 項 羽が 资鑪を 

兑度 いとで も 云 ひ はしない かと 被 仰 るんで せう。 

桃 姐 まあ、 そんな 事ぢ やありません わ。 あ、、 妾 矢張り 

云 はない と氣 がすまない わ。 あの 阿 父樣。 ど 5 かお 怒り 

ん ならないで …妾 木 Jja に氣が 揉めて なりません の。 

股 通 何が そんなに が 揉める の だ。 ^？羽がどぅしたと云 

ふんだ。 

桃 娘 阿 父 ST どうか あんな 人と お^ひになる の はお 止し 

になる 事 は出來 ません の？ 

ぬ 通 -;■ 地 蹈ん. -見 乍ら^ く； ：- うん" うん J さう。 さう。 

桃 (i? き 出して) まあ、 人の 云 ふ 事 を 聞いても いらつ 

しゃらずに 一人で 「うん、 うん、 さう、 さう」 です つて。 

妾 M になって 了 ふわ。 

股 通 いや、 聞いて ゐ るよ。 

^.m 阿 父 ST 冗談で はなく つてよ。 本氣で 聞いて 下さら 

なくつ ちゃ。 妾 昨夜 あの . …それ は 恐ろしい 厭な 夢を見 

たんです の。 

股！^ 何 だ。 項 羽が 俺の 首 を K る 夢で も昆 たと 云 ふの か。 

S  (其 一： Inj^ に ドキッ として 項垂れろ) い、 え。 槍で… 一 


鏞 ；大 井から 槍が 阿 父 機の お 頭の 上に 落ちて 来ました か „ 


(態とら しく 笑 ふ) 

校 娘 何でも あるお 城の 城主に なって お居で になる 阿父樣 

の處へ 兄弟 一 一人の 賊が阿 父 樣と何 か 相談 をし 度い と 云 つ 

て來 ましたの。 そして 其 兄さんの 方が 阿 父 樣に會 つ て 話 

をし て ゐる 間に 何 か 合 11 をす ると 其 弟が い きなり 此,： t の 

後ろ か ら 阿 父樣を 槍で 突き殺し て …… 其お 城 を；^ つて 了 

ひました の。 そし て 其 兄さん の 方が 代 つ て 城、 壬 になって 

了 ひました。 

股 通 (つい 颜 色.^ かへ る) ふん、 馬鹿な 夢を兑 たもの だ。 

鐘 貴孃が そんな 殺風景な 夢 を 御覽 になる と は 意外 です 

ュ 0 

S それに 項 羽と 項 梁と は 兄お ではない。 項 羽 は 項 梁の 

甥で、 そ んな 卑怯な 隨 まし  一； S ち 杯 をす る や うな. 奴 ではな 

い。 疑 ひ 傑い と 云 ふ 奴 も あるが、 何方 かと 云へば 少し 正 

+は 過ぎる 方の 巧た。 

鐘 (1" 笑 的に〕 何もお 讓 さんの 夢を眞 面目に ぉ収 りに な 

るに は當ら ないで せう >  お 譲さん、 阿 父 様の 傍に は 第一 

此 私と 云 ふ 者 も附ぃ てゐ るではありません か。 それに あ 

の强ぃ 忠義 者の 季布だ つ て あ、 して 傍に ゐ るんで すか 

ら 0 

桃 娘 それ はさう です けれど、 いくら 强ぃ 貴方々 が 傍に い 

らしつ て も 不意 討に お 遭 ひんな つ たら 間に合 ひ はし ませ 


8 つ 
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んゎ。 

鐘 (笑つ VO 大丈夫で すよ、 劍は德 に は 敵 ひません。 會 

稽の 太守 胺 通と 云ったら 此 近隣で 知らない 者 はない 位 阿 

父樣は 皆から 慕 はれて いらっしゃ るんで すから、 何の 理 

由 も 無しに そんな 不埒 を 働いたら 傍が 生かしち やおき ま 

せん。 それに あの 項 梁と 云 ふ 奴 は 中々 利 巧者です から 其 

邊の事 はよ く 心得 て ゐ ます ト S  。 

S のみならず あれ 等に とって 今 を 殺す の は 損た。 あ 

れ等は 兵を舉 げやう にも 兵 を 持たない の だから。 何 かや 

らうと 云 ふ に は先づ 近 い 俺から 其 力 を 偕り るより 外 はな 

い。 而も 落ちぶれ たと は 云っても 相手 は秦 なの だから 此 

方 は 一人 でも 多く 與む 事が 必要な の だ 。 

鐘 早い 話が 11 お 嬢さん です か ら 打ち明け た處 11 あれ 

等 一 一人の 者が どんな I 颯 持で ゐ るか それ を 揉つ て あれ 等が 

つ け 上らない 先き に 此方が 向う を 旨く 手懐け て やらう と 

云 ふの が 今日の 會 合の 主意なん です。 な あに 一 寸 でも 怪 

しい 様子が 先方に 見えたら 向う が劍の 鬼に 手 を かける よ 

り 先き に 此方から 向う の 首 を 引つ 接い て やります。 は 、 

御 心 配 は 要り ません よ。 

桃： 娘 それでも その 項 梁と 云 ふ 狡い 叔父さんが どんな 事 を 

たくらむ であの 項 羽に 智證を つける かも 知れ ませ んゎ。 

何でも あの 項 羽って 云 ふ 人 は 力が 强ぃ ばかりで あの 叔父 


さんの iK ふなり 次第にな つて ゐ ると 云 ふではありません 

の？ 

S さう W わ はれて ゐる。 だが 實は あの 馬 鹿 正直な 猪武者 

に：3^ぇる^?羽の方がぁの拔け目のなぃ策ェの叔父ょりも 

； T つ と 上 は 手な の だ。 阿 父さん はちゃん とそ こに K 星 を 

つけて ゐ る から、 今の 中に あの 若者 を 此方 の 味方に 引き 

入れ て 先き ぐの 片腕に しょうと S 心 つ て ゐる の だ。 

M 何、 「です。 お 纏さん。 少し は 安心なさい ました か。 

S え、、 少し は 安心し ました わ。 でも ど. つか 耍心 はし 

て 居て 項き 度い わ。 妾 矢っ張り 變に氣 にな るんで す もの。 

鐘 (笑って) それや どうせ あれ 等 は 腹に 一物 あろ 連中で 

すから 無論 要 心に 手ぬ かりはありません。 私の 部下で 腕 

利きな 者 を 五六 人 その 幕の 裏に 忍 はせ て 置く ことにな つ 

て 居 ます。 そ れ で 阿 父 様が 一 つ 咳拂ひ で もな され や ^^ぐ 

それ 等の 者が 拔劍で 飛び出す と 云 ふわけ です。 

S それよりか 寧ろ 貴方々 も此 所に 居. りし つ て 一 緒に お 

逢 ひんな つた 方が よくはありません か。 どうか さうな す 

つ て 下さいな。 咄嗟の 問に どんな ことが 降り か、 つて、 

後で 向、 つ を S したつ て 追 付き はしません わ。 

鐘 それやい けません。 そんな こと をす ると めから， 问ぅ 

に譽戒 させる ことにな つ て «s を 起させます。 阿父樣 一 人 

で氣輕 にお 逢 ひんな ろの が 一 悉ぃ 、ん です。 そんな こと 
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を 贵娥の やうに 一 々心配して た 日に は 今 時 誰に だって 

へる もんではありません。 (笑 ふ) 殊に 大勢の 頭に な 

つ て 人の 上に 立た うと 一； ムふ 阿父樣 ではありません か。 

S さう だ。 人 を 我物に する に はこつ ちが 向う を 信用し 

て か、 つ て 居る こと を 向う に吞み 込ませる ことが 大事な 

の だ 。 此方が 先方 を 疑 つ て 要 心 し て 居ろ > J と を 相手に 氣 

15^りせると此方に惡意の無か つ た 者まで が.！ ：！ 然 反抗の li^ 

をむ くやう になる。 危險 はお 互 だ。 此方が 刀に 手 を かけ 

れば 向う は それ を拔 くの だ。 ね、 解ったら う。 

0 つまり かう です。 油斷 はして ゐ ない。 然し 腹帶は 固く 

締め て 居乍ら 相手に は 十分 胸 を 11 いて 見せる と 云 ふ の で 

す。 随分 私達の 身の上で は 明かに 此方に 殺意 を 抱い て 居 

ると 分つ て 居る やうな 者に も 差し 向 ひで 逢 はなければ な 

ら ない g. もあります が、 そんな 時には うんと 落ちつい て、 

相手 を吞 むで か、 るに 限ります。 どうせ 向 ふ は 自分の 利 

a の爲 めに 此方 を 殺せ ば 殺さう と 云 ふんです から、 其の 

相手 の 肚 をよ く見拔 い て 、 向う の 目が けて ゐ る 利益よ り 、 

も 一 つ 先き の 利益 を 示して や るんで す。 そして 一つく 

相手の 先 廻 はり をして 向う が 突き出す 手 を あべ こべ にぐ 

いとたぐ りこんで やれ や 相手 は當が 外れて 面 喰つ て、 此 

奴 は 俺の 手に 合 ふ 奴で な い と氣が 付きます。 すると 始め 

には^め し い^か す やうな 顔付き をし て 居た も の が腋 の 


下に 冷 汗をかいて 逃げて 行つ て 了 ひま さ。 

桃 娘 でも もし 向う も 此方 を吞 むで か ^ つ て來 たらとう し 

M さうな つたら 吞み合 ひです ね。 大きく つて 强ぃ 者の 方 

が 勝ちです。 

S まあ 阿 父樣に 任せて 安心して 居ろ。 この 會稽の 股 通 

が壯士 一人 位 を 怖れる やうで どうす る。 まさか あの 若造 

に吞 まれる やうな 事 も あ る ま いぢ やない か。 

鐘 (起ち 上る) は、。 では 又 何れ 御 目に か、 り ませう。 

元より 安心 はし て 居り ますが どうぞ 充分 旨く 御 やりに な 

る こと を 祈つ て 居ります。 

天が 股 通 を 見捨てない り は e は、。 あの こと は宜 

しく. 船. みました ぞ。 

0 承知し ました。 ではお 壞 さん。 御免 f さい。 今 晚又御 

nw にか」 る 時には 貴 嫂 も 先刻 は HI 鹿な 心 を し たもん だ 

と 御 自分で 笑つ て 居らつ しゃる でせ う。 (退 揚〕 

M  (間.^ おいて) 阿 父樣。 

通 何 だ。 

奴 屹度 大丈夫？ 

通 お前 は此 父親 を そんなに 見縊る のか。 

娘 まあ、 見縊る なんて そんな ことが。 でも 阿 父樣が 「大 

が 股 通 を 見捨てない 限り は」 なん て 被 仰 るんで す もの。 
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殷通 と 云 ふの は 天 は 股 通 を 見捨て はしまい と 云 ふこ と を 

小ノ し 遠慮し て 云 つ たまで. た。 天 に は 毎も控 へ 目に もの を 

云 はない と 祟られる からな。 ふむ。 之から 旗 を！ 1 げ よう 

と 云 ふ 今 か ら 天に 見捨 られる やうな - 」 とが あ つ て堪 まる 

もの か。 誰 それ は 小諫で そ つ とほ 分 の 胸に 云 ふ Tn- き 一 J と 

なの だ。 

桃 娘 妾 も 他の 人と 御 逢 ひになる の なら こんな 心配 はしな 

いのです けれ. と、 何しろ あの 項 羽って 云 ふ 人 は 恐ろしい 

秦の 始皇 帝が こ の 會稽 に來た 時で さ へ 群衆の 中から 一 人 

で 飛び出し て 行って、 い きなり 刺し 殺さう とした 程の 荒 

武者です から 何 をす るかと 氣 にな るんで すの。 

通 それ は 項 羽の 家に とって は秦は 代々 の 仇敵で ある 上 

に、 始皇が あ、 云 ふ 暴君 だからの 事 だ。 が、 此 俺が 彼奴 

に 何の 恨みが ある。 もうかれ これ 云 ふな。 お前が 何と 云 

つ た つ て 阿 父樣は 安心 し て あれ 等に 會ふ 用が ある の だ。 

(歩 令 廻ろ) もう そろ/ \>來 る 時分 だ。 さあ、 お前 は 向う 

¥- さ 

へ 行つ ておいで。 そして 馬に 探 を やり 過ぎ はしない かど 

うか 見て おいで。 

(桃 娘、 何 か 一- ム ひたげ に^ 々5^!^"。 殷： m は 父；^^ ん见 

る。 a の 音。 slf^w. ひ 立 上って 何か^へ 乍ら 彼方此方 

歩く。 窓の 傍に 行キ. 街の 様子，^ 眺めたり すろ。」 

00 チ ェ ッ。 彼 娘 か 下らぬ こと を 云 ふ もの だから 俺の fi: 


の S ぉ蟲 接が と 「 く 股 を 一. し て 了 つ た。 誰も それ を 知 

ら ずに 居る からい k やうな もの.^。 馬鹿な。 だが、 あの 

鐄離 味と 云 ふ 奴 も 口 先き 上手な 爲め か 少し 當 て になら ぬ 

やうな 氣も する。 奴、 娘の 一 件で 少し は に 恨み を 抱く 

理由 もない 事 はない の だから。 が、 彼奴た つて 俺に 恩 を 

感じ て は ゐる だら う。 —— 今更 此<^3？ ^を：^ 合 はす 譯 にも 

行かず、 そんな 事 を すれば 却って 危險 だ。 何、 F 外 容！^ 

く  み 通り に 行か ぬ もの でもな い 。彼奴た つ て 命 は 惜し、 

野心 は强 し。 まさか そんな 無茶な 事 もしゃすまい。 季^ 

が 五十 騎を 連れ て出迎 へに 出て ゐ るの に 道で 逢 へ ば此俺 

を 斬つ て 只で は歸れ ない 事に 奴等 も氣 が. つ くだらう し， 

それに あの 城門の 個に 屯して ゐる 餘離 S の 兵 を 見 て も 

だ。 其 處で此 室で は 俺が .1 人で 如何にも 打ちと けた 調子 

で 氣樂に 款待 を 表する の だ。 (領 きく 微笑ん て) 何で 

もない わ 。落ちついて 地 阖 でも 見て、 やる か。 (If 窓，^ が 

タ が タ 一. ムは す。 殷通 ビ グ ク とす る ) え、 ッ。 どうも 俺 は 、 

生れ つ き 人の 頭に 立 つ 器で な い のかな。 何、 .《: 痴 でもな 

い 限り、 隨病 でない 奴が ある もの か。 まさか 誰も いて 

やしまい な。 (起って 幕 1 ^腐き、 又 扉.^ 明けて 見る。 せ、 心 

して〕 鐘 離 味の 奴、 未だ 部" 卜 を.；！^ 來し 居りぬな。 どうも 

彼 W 怪しいて。 (；- 小 安 相に〕 だが こんな 事 をして ゐても 

仕方が ない。 俺 は 退いて ゐ よう。 こんな 物 は 片づ け て お 
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いてと。 (地 0,^ た V み) ぁ&  (一 g.^ 振り 胸， か 抑へ) 彼 

娘の^ら しい 恐怖が 所謂 S1I の 知らせと 云 ふ 奴で なければ 

い \が。 チ ツエ。 そんな 馬鹿な 事が。 (退 揚) 

(S- 祭 li^ 空。 ゃがて戸外にてヮャく云ふー^^ 殷挑 

奴、 ？ ^^と共に 出て 來 る。) 

桃 娘 とうく 來て 了った よ。 あ、、 妾 どうしゃう。 屹度 

只で は濟 まない 氣 がする けれど。 お前 大丈夫 だと 思 ふか 

え？ 、ズ f 婆や。 

§ 何だか 大 さう 大きな 人で 御； 13 いますね え。 全で 犬 殺 

しか、 ごろつ き の 親分の やう で 御座 い ます わね。 

S あ、 妾、 心配 だ" 心配 だ。 妾 行って 謹って やらう か 

しら。 今 急に 少しお 加減が 悪く つてお 目に か k れな いつ 

て。 あ.^ もう 石 Si の 21 迄來て 了った よ。 何 だって 阿父樣 

は あんな 人 をお 呼びん なった の だら うね。 (it.^ 問け) そ 

れに 未だ 誰も 來 て やしない わ。 もう 間に合 ひ は しない。 

ああ どうした.，：' い、 だら う。 

§ ぉ鑣 liir 大丈夫で 御 鹿い ますよ。 皆ん なお 氣の 故で 

御； いますよ。 なんの いくらき つ い 荒武者 だと 云った と 

て 豹 や 虎で は ある ま い し 矢張り 妾 達 同然 淚も持 つ て ゐれ 

ば 情けの 血 も 通つ て ゐる入 問で は 御座いま せんか。 入が 

亂1^！？ をす る の は ほ 分 の 身が 危な い と 思 へ ば >  J そ です。 自 

分が 大丈夫， たと；： ムふ 辜が 分 つ て 而も 向う から 歡ん で迎 へ 


られて 喜ばない 者が ある もんで 御 lil います か。 もうお 捨 

て 遊ばせ、 そんな 無 な 御 心配 は。 さあく 彼方へ 參り 

まし やう。 

栊娘 そんな 事 を 云った つ て 何う して 吃 度 大丈夫 だと 云 ふ 

事が お前に 分る の？ 世の中に は 自分の 利益の 爲め に 酷 

ごたら しい 事 をす る 位 は 何 とも 思 は ない 入 だつ て あ る 

わ U まあ、 あの 雲 を御覽 よ。 眞黑ぢ やない か。 あ、、 ど 

うし て も 何 か 恐ろしい 事が 起 るんだ わ。 それ とも お前の 

云 ふやう に 妾の 氣の故 かし、， り。 

S ぉ氣の 故で 御座います とも。 それでもお 贖樣、 そん 

なにお 氣に おか & りになる なら 其處の 入り口の 處に 立つ 

てお 居で 遊ばせ。 さ 5 して 御 自分で あの人 達 を 御出迎 へ 

に な つ て 、 此處 へ 御通し 遊ば せ 。 さう すれば あの人 達 も 

此 可愛い & 綺麗な 娘 は あの 設 通の 娘なん だな と 思 ひま 

す。 さう して 先づ あの人 達の 堅い 心が 秋 げられ ます" そ 

れ r "ら あの人 達の 5! に贵孃 と M: 父樣と の 間の 溫 S い 親子 

の 愛情が 浮ん で參り ます。 すると 又 あの 人達 の 荒い 心 に 

人情と 云 ふ ものが 起つ て來 て、 亂暴な 事が しにく. - なり 

ます。 

S では 妾、 さう しゃう かしち。 (うろく して) あ > -、 

そんな 事 をした つて 效き： m はない と 思 ふけれ ど、 仕方が 

ない わ。 やって 見る わ。 
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來る 丈け 獨り である 程 安全で ある の と K 封に 善事 をす る 

に は 一 致 協力す る 事が 多い 程い k のです から、 私達 も 折 

あらば 及ばず乍ら 力 をお 添へ し 度い とかね ぐ 思つ てゐ 

た處 です。 

S 勢 ひ は 吾々 に 起てと 命じて ゐ ます。 御；^$知の通り秦 

は 己れ を 滅ぼす 敵 か 外に ある ものと 許り 思って 世 を 驚か 

す 事に 心し てゐる 問に GT 分の 蒔いて ゐる 滅亡の 種子に 

氣 がっかず、 天下は衷面に^：^ては中心を失って、 ほ S は 

吾々 に 還つ て來 るべき 時に 遭って ゐ 乍ら、 事 K に 於て 無 

道な M 制 は 益 々 募る ば かりで、 人民の 安寧 利； S を 許り K 

い 吾々 が 何 か 事 をし よ-つと aii ん でも、 それ は 吾々 の 身 を 

危く する のです。 勿論 爭 a は 吾々 の 等しく 忌む 處 では あ 

ります が、 何に せよ、 K の 平和 を來ら せる 爲 めに は、 暴 

虐 への 服從 3 似-干 和 を披ら なければ なりません。 

項 梁 いかにもです。 しかし 壓制も ある 程 K を 超す と 反抗 

が 起つ て來 ます。 其 K 抗を 更に 又 鞣み蹈 つ て K び 起つ 事 

が 出來な い 處迄抑 へ つ け きらない 中 は 11 そんな^ は 出 

來 ない 事です が、 11 入 民の 彈カは 却つ て 抑 へ られた 

め に 强 くな つて ゐ るので. 其 事 は 義兵 を ST ける のに は M 

も 都合の ぃ上爭 です。 

殷通 そして 又 それが 義兵 を 舉げる 理由です。 過酷な m- 稅 

の sis めに 飢 ゑと. 驳 さに 迫られ、 夜 & 戰々 兢々 と ー 一て、 秦 


乳 は 餘り 固く おなりに なつ て 向う を 疑る やうな きついお 

顏を なすつ て は 駄目で 御 座 い ますよ。 では 妾 は 向う へ 參 

ります よ。 宜しう 御座いま すか。 (返 場 ぜんとす〕 

桃 娘 (is.7- て) あ、 婆や。 婆や。 妾 も； 仃 くわ。 妾に は此 

氣 持で 迚も そんな 事 は 出来な いわ。 あ \ どうしたら い 、 

だら う。 (乳母に 擁せられつ、 慌て 、退場) 

(侍 e、 項梁と項^?と.^案內して？％告來ろ。 項 梁に 四 

十 位の 男。 項 羽 は 二十 三 四に 見えろ 風采 魁偉な ろ 男。) 

(禮1 ^して) 暫く 之へ。 (返 II) 

あの 幕 は 何です。 

此室 にに. 収っ て S- けた もの 、やうに 見える。 

bo 

登場。) 

殷 a 之 はお 二人共よ-? こそ。 お待ちして ゐ ました。 

(互に 立って 礎ん」 する。) 

項 梁 0 々 御出迎 へ を顶き ま し て 。 

殷通 は 天下の 形 と、 それに 對 して 吾々 が るべき 方 

針に 就いて、 親しく 有力な 貴方々 と 御 相談 をす ると 云 ふ 

事 は 不宵 乍ら 私 の 義務 であると 考へ、 今 曰 は お 招き 致し 

た 次第 で 、 早速お 出で を 頭 ふ ことが 出來 ましたの は 何よ 

りの 本懐です。 

mm 私達の 本懐 も 御 同様です。 何でも 惡事を 働く に は 出 


の 無 に對 する 恨みと、 愤 りに 胸が はり 裂ける 程に なつ 

てゐる 憐れな i{=n 姓 共 は、 只竊 かに 一 日 も n!- く 第二の 武 

王の 出る 事 を 慈；！ の やうに 待ち んでゐ ろの です。 而も 

あの 一 1:^ なる！  一 帝 は a となく 夜と なく 只もう^ 色に 

溺れる のみ で 、 骨 と 皮ば かり の 人民の 脊血を いやが 上に 

搾る^ を 唯 ； の 能事と して るるので すから。 

い くら 馬鹿 でも まさか.：：： 分 のして ゐる 事が 善 いと は 

思 へ な い でし やうが 、 其處が 小人です か ら それに が つ 

くと {E 分の 非 を 改め やうと はしないで、 唯もう それに 對 

する 入 民の 反抗ば かりが 無-ほに 怖 はくな つ て、 それだけ 

又 抑 へ つ ける 方に 焦 傲る の です か ら 人民 は堪り ま せ んリ 

殷 述 ^3個くカ の 使 ひ 道 を 知らな い 者が „i 力 を 持 つ 位 Is? 介 

な ものはありません。 が、 鬼に 角 時機 は 熟して ゐ ます。 

此：！ <!： に 臨んで 猶ほ片 1= を飮ん でお めく 懐手 をして ゐ 

ると 云 ふ^は 吾々 として 餘り 忍びな い 屈" です。 しかる 

に 此の 江^*の 地 は？.； ：！ 府咸 陽から 去る 事が この やうに 逮ぃ 

ので、 S 密に 義兵 を 蘇る に は赏に 持って来いの 地と 云 ふ 

の て 7^ 

(此 時； * の- Ms に 大； I； ハの丘 ハ士の ドャ くと 入 リ來ろ 音 

す。) 

f 項. と 羽と は を 見 交 はす。 殷 通ば 頗ろ 不安の 


( 兵 士等 藤の IsK に ありて 故ら がチ （-劍 1$-^ ら す。) 

殷通 (不安の 餘 リ？？ ^ちて 立ち〕 これ は 何事 だ。 誰. た、 

其 處に來 たの は。 

項 羽 (立ち上り〕 大抵 そんな 事と は 思って ゐ たの だ。 君 

の爲 めに 吾々 は -81 になれ る體 ではない。 (殷 通が 身.^ 

引かん とすろ-」 -リ 早く 劍，^ 拔 いて 其 首， ^斬り 落す〕 

のァ クとー K ふ 叫び 聲 に 桃 娘 扉.^ 押 し 問け て 通し 

く 飛び 入る。) 

桃 銀 (殷迪 の 死し ズ 倒れ S る. ^兄て 打ち 驚き 氣狂 ひの や 

う にな リズ 叫ぷ」 お .1 、 阿 父樣が 殺された！ 阿 父樣が 

殺された！ (家中に，：？ ひて 叫び、 走ろ。 館の 中大 でと 

なる) 

項 梁 えらい 騒ぎ だ。 怪しい ぞ。 

(項 羽 S ゆに 近づ さ劍 S 先 さ，^ W て 幕.^ 開く。 鐘 離 K is 

め、 士卒 第 平伏して ねろ。) 

項 不忠な 犬 奴。 主 入 を瞞し 討ちに したの だな e 

鐘 广 3 て V 、項 羽の 前に 跪き) よし 瞞し 討ちの 罪 は 霜く と 

も 大下は それ を 許す こと k 思 ひます。 私 は 機が あったら 

貴方 々 を 殺せ と 云 ふ 命令 を 私に g け た 主人 を 犬 下の 爲め 

に 出し 拔 きました。 其 罪は輕 くない 事 は 素より 知つ て を 

り ます。 併し 此人こ そ 自分 の 身命 を賠し て 終生 仕 へ る ベ 

き 人と 心服す る 主人に 一 つし かない 此の 體と、 力と を捧 
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げる事 は 私の 自由であって い と 存じます。 ど リカ それ 

をお 認め 下さい。 

(太； の ほ 下ドャ /、と 入リ夾 る。 大將季 布-ての. K 勢 

ん、 押し分け 拔^ にて 人リ來 ろ。) 

季布 ぁ气 此有樣 はどうし たと 云 ふの だ。 (拔， M の 儘 ち 

たろ 項^と 、平伏せる 鐘離昧 と.^ 見比べて、 驚き 、怒り、 

甲ん-床 Li たト さつけ て 進み出ろ) 逆賊" 天罰が ほし けれ 

ば さあ JSt€ に 勝負. を しろ。 (と ひつ 、項 羽の 威に 近 寄 

れ： さろ 樣子) 

項 羽 (ほ、 笑み) 殊勝な 馬鹿。 命が 惜しければ 甲 を 捨て 

た 序でに 其處へ 跪け。 それとも 又 主人に， おじて 俺の 劍を 

錢 ごしたい とで も 云 ふの か。 

季布 (何とも 云 ふ 事が 出来ずに 〈止 むん ふ. £ ず 項^に 喷 つて 

か 、らんと す) 

鐘 離昧 (それ， ^引き止め) おい/、、 季 布- 夢に め. L かさ 

れて變 な眞似 をす るな よ" かけが へのない 命 を そんなに 

安く 捨てたがる 馬鹿が あるか。 そんな 危ぶな つかしい 腰 

つ きで ふ ら /\ 向 つ V > 行 つたつ て 迚も 辦は ない 事 は ^^だ 

つ て も、 「氣 がつ いて ゐな いので はな いぢ やない か。 の 

魂 はもう 疾 うの 昔に 此項羽 殿に 吞み 込まれて ゐ るの に、 

無理に 形ば かりの 忠義 を 動め るの は 止し 玉へ。 惡ぃ事 は 

云 はない。 僕 は 君の 爲 め を 思って 云 ふの だ。 さあ、 早く 


一緒に 降參 して 了 ひ 給へ。 

季布 チ エツ。 忌々 しい。 鏡 離昧。 の 根性が そんなに 迄 

腐れて ゐ やうと は 思はなかった。 項 羽 殿。 こんな 犬に も 

劣った 畜生 を 信じて はいけ ま せんぞ。 あ、 拖は こんな 錢 

はしい 處にゐ るの も 嫌 だ。 (行かう とすろ) 

項 羽 待て。 こんな 奴 は 殺 十に も當ら ない が、 资樣に は 可 

愛 ぃ處が ある。 今日から 生れ 變 つた 氣で 俺の 家來 にたれ。 

俺と 云 ふ. 幹にから まつ 一 、贵樣 は 始め て 花 を _ ^、かす 事が 出 

來る だら-つ . 

項 梁 項 羽。 腹の 黑ぃ奴 は 使 ひ 道に よって は 役に立つ もの 

だ 。 此鐘 離眛と やら も 吾 々 が 活か して 使へ ば 案外 役に 立 

たない もの でもな い 。 此奴が 出し 拔ぃ た 股； 迪は又 其 恩 あ 

る 主人 の 秦を 裏切 つ た の だ 。 此奴が 股 通 を 裏切る に は當 

らな いが、 股 通 は 裏 3!、 りれ て も 不服の 云 へ ない 叛逆 人た。 

云 はば 當然の ：大罰 を 受けた の だ" 

項 羽 では 氣の S な 叛逆 人 通の 犬死に 免じ て贵 の 命 は 

俺が 預る 事に しょう。 汝の 、！^ 股 通に 對 する 不忠の 罪 亡ぼ 

しに 今後に 1# 心の 赤誠 を 以て 此項 羽と 其 叔父 項 梁と に 仕 

へ るが い 。 さ- 「すれば とり も^&さず-大ドの 爲め に盡す 

事になる の だ" 

m 鬼神に かけて それ を 誓います。 N 分が そむ：. た、 王 人 すり 

顏に又 泥 を 塗す らうと する のではありません が、 股： 迎は 


と v.m 
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到底 私達が. せ を 住せ て 賴れる 程の 人物ではありません。 

龍 は a ゆ u に乘 じて 天に 昇る と 云 ひ ますが、 しかし その 風 

111 を 呼び ほ せ て それ に乘 じる 事の 出 來る本 i 田の 龍 は 失， 禮 

乍ら？ W 方 の 外に はない と 云 ふ 事が、 先刻 城門 の 處 で贵方 

をお 迎へ 申した 時に 猶更 はつ きり 私に 分った のです。 費 

方 を 一 跟兑た 時に 私の 心の 躍った 事 は 籠の 鳥が 蓋の 開い 

たの を见た の 心に も へませ うか。 私の 迷って ゐた心 

は s:^ に 其 ゆに 脾 を！！ め たのです。 

季布 何、 此 ST が t!u 方 を 試め し、 主人. 瞞し 討に した 事に 

はも 一 つ 大きな 理由が あります。 此男は 股 通の 娘、 桃 娘 

と 云 ふ 者に 結 ® を 申し込で 殷 通の 爲め に斷ら れ た の で 

す。 此 3： は それ を怨 んでゐ ました。 

0 と： ームふ の は 私が 其の 結婚に よつ て此 家の 肘產 を橫領 す 

ろ 1^ ではな い か と 股 通が 私 を 疑 つたから です。 

項 羽 默れ。 そんな 事 はどうで もよ い。 此項羽 を 股 通 同 機 

出し 拔 ける 者なら 出し 拔 いて 見る がい、。 俺 は 股 通の や 

-「にー？1^が無道でぁるから兵を舉げる杯と姑息な名^1?を借 

り はしない。 又 我が家 は 秦の爲 めに 迫害 を 受けた が、 そ 

の i の爲 めに 起つ とも 云 はぬ。 祖先が 受けた 仇 は 祖先 

の 仇で 俺の 仇で はない からだ。 假< ？秦 の. M 帝が g 明仁德 

ある 明主であって、 天下 は 泰平 安穩に 治つ てゐ やうと ゐ 

まいと、 又よ し s~ 家が 秦の爲 めに 恩 を 受けた 者で あら 


うと、 俺の 起つ 事に 變り はない。 俺 は 只 大签の 中に 沸き 

立 つ 氣が 其 蓋 を 押し上げる やう に 、 俺の 内に 沸ぎ る 力 を 

吐き出す 事 の 外 何も 知らな いの だ。 征服 は 目的で はない、 

だが、 俺が 其の 力 を 吐き出し 了った 時、 天 •> はおの づか 

ら 征服し？ i されて ゐる だら う。 俺に 從っ て 嵐の 中に 進む 

覺悟 ある 者 は 、 自分 等 の 運命 を iS く 俺 の それ に 結び つ け 

ろ。 俺 は それ を 天 高く 引きずって 行 くだらう。 それが 恐 

ろし いなら 今の 中た 引き 退 がれ。 

( 一 同の * 自づと 平伏す ろ。〕 

鏡 さあ、 季布、 どうせ 降參 する もの は： 3. くして 了った 方 

お _*H じ 

がい、 ぜ。 「寄らば 大木の もと」 と 云 ふ 事が ある。 君 だつ 

て それ 丈け の 抱負と、 腕と を 持って ゐて、 愁 つかな 強情 

からい、 加減な 奴 を 主人 に し て 瞬 く 中に 項 羽 殿に 亡ば さ 

れて了 ふより 今の 中に 潔く 味方に なって 獲 難い 主 君 を 獲 

た 幸！ « を 僕と 一 緒に 尊んだら どう だリ 

項^  5g 計な 口 を 利くな。 差し出 者。 俺 は 自ら 進んで 平服 

して 來る镇 のない 者 を贵： P 寺 の勸め を^り て 家來 に し た 

がる 程 臣下 を 重く 見て は 居らぬ； て。 そんな 者の 一 匹 や 二 

匹。 借し がる 俺と 思 ふか。 

季布 (劍. ^投げ捨て、 項 羽の 前へ 跪， -vO 降參 しました。 

今 B 只今から 此身を 閣下に 捧げます。 如何 やう にもお 使 

ひ 下さい。 私 は 閣下の 爲め に 身の 粉に なる 事 を； 惜しみ ま 
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せん。 良 禽は樹 を 相て 舉； を 作る とか 云 ひます が * こんな 

立派な ® を 見 て 猶ほ紫 を 作る 事 を 躊蹟し た 私 は 良禽 では 

なかった のでせ. 「。 いや、 閣下と 云 ふ 木が 餘 りに 大き 過 

ぎて 私 は 面 喰 つ た の かも 知れ ま せ ん。 本 當に私 は 盲目 で 

した。 危なく vr.. りない 男 だての 爲 めに 一生 を 棒に振って 

了 ふ 慮でした。 

鐘 眞 個く 君 は 今迄 世話になつ た此 籠が 自分に は 小さ 過ぎ 

ると 云って 始終 こぼして ゐた 癖に いざ 自分の 翼 を 本當に 

仲す ことの 出來る 4< 空が 自分の 前に 開け放された 時に 

は 呆然 自失し て 了って 却つ て 其 籠に P り つ かう としたん 

だ。 其 癖 先へ 飛び出した 懐 を やれ 板 性 腐れた の、 犬より 

も 劣った 畜生 だの と 云 つ て 勝手な 惡ロ を 吐 い たの だ。 

季布 惡か つ た。 許し 玉 へ 。 だが 僕 だ つ てま さか 君が あん 

なにし て 殷通を 殺さう と は 思はなかった からな。 

鐘 (季 布の 肩， や 叩く) は i 、だが 今では それ を 有り難い 

と 思 ふだら う。 僕 だ つ て 何も 好んで 不義 を や つ たわけ ぢ 

やな いんだ。 

季布 いや 全く。 これ こそ 小さな 忠を 捨て V 大きな 忠に就 

くと 云 ふ もの だ。 何だか かう 體に 新し い 力が 湧い て 來 た 

やうな 氣 がする よ。 (一同 に 向 ひ) さあ、 皆の 者 今日 か 

らは 此の方が 吾々 の 御主人 だぞ。 御挨： ^を 申し上げ るが 


(大勢の * 項 羽 に 平伏す ろ J 

項^ お前ら は 皆 心 を 一 にし て 助け合 つ て 行く が い 、。少 

し は の 折れる 事 も ある だら うが。 俺の 舟に 乘っ た 上 は 

安心す るが い >|。 然 らば 今日から は此 にゐる 我が 叔父 

項 梁 を 立て 、わが 副 統帥と なし、 ^せて 4,」 處會稽 の 太守 

とする。 末長く 仕へ て 吳れ。 

( 一 同 又 平伏す ろ") 

項 梁 (二 A ちて 挨拶し) ふつ V かな 身で は あるが、 及ばず 

乍ら 出來る 丈け の 事 はする 心； &、 天下 多端の 際 宜しく 諸 

君の 御 助力 を 願 ひます。 

鐘 季 布と 私との 將士七 千 は 城下に 集って をり ます。 早速 

ながら 之から 御 謁見 を 下す つ て、 宣誓 を^ はる 事が 出來 

れば 一 同 も 喜んで 勇 氣づく 事と 存じます。 

項 羽 よから う。 では 此殷 通の 死骸 を鄭 霜に 葬る やうに、 

その 方の 一 切は季 布に 申しつ ける。 

(項 梁、 項 羽の 耳：， i 何 かさ V やく。) 

項 羽 (笑って) 大丈夫です。 さあ 行き まし やう。 

(項 羽、 項 梁 1^ 始め 1 同 返 51") 

(桃 娘 髮.^ 亂 して 一 方- んリ 馳ぜ來 る。) 

挑 娘 (氣狂 ひの やうに なって 孤の 體 に 抱きつき) あ \ 

あの 畜生 ー 鬼 奴-. あ、、 どうした らい、 だら う。 覺 

えて ゐろ。 此の かたき は 死んでも 打って やる ぞ。 ：^度 屹 
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父 父 姬 父 


00 まあ、 それなら 雨つ では 御 iliJ いません わ。 三つで 御 

ki  IV ます ォ 

養父 三つと 云 ふの は 分らぬな。 

虞姬 阿 父 樣は妾 を そんな 不孝 者 だ と 思 つてい らっしゃい 

ますの。 

養父 いや、 わし はお 前が わしの 事 を 云った のか、 それと 

も あのお 前 を 慕 つて ゐる王 陵の 事 を 指した の か 分らな か 

つたの だ 。 雨 方た とする と 四 つ になる 譯 だからな。 

虞姬 妾 はもう あの人の 事なん か 思 ひ 出し もしません わ。 

養父 可哀相と は 思 はな いの か。 尤も 其 中の 一 つ に比べ る 

と 他の 三つ は 全で 太陽の 前の 星 程に も 行くまい からな。 

(ま. た 灯り，^ つける 事 が 出 來 ない) 

虞姬 妾が 點け まし やう。 

養父 まあい、。 そこにお ゐで U わし はお 前が こんな 薄暗 

い 處で機 を 織つ て ゐても 普段と 違つ て g を惡 くし はしな 

い か なぞ とま ふ 心 配 は し な い が な。 (明り 漸く く ) 

Mm お k やっと 點き ました わ。 (5^ 輝く) 

養父 さう だ。 明りが ついた。 (意味 深く 笑 ひ 乍ら しげ/ \ 

と 彼女 1^ 見守 リ、 頭 か 振る。 さて 又燭 S ん 拭き 乍ら) な、 

人間 は 一生に 三度 人に 顔 を 見られる と 云 ふ、 1 產れた 

時と、 婚禮の 時と、 死ん た 時と、 お前 は 今 その 中で 一 番 

目出度い 又 唯 一 度の 嬉しい 場合に 遭って 居る のぢ やない 


■. つて やろ ぞ。 あ、、、、。 (泣-きく づれ 倒ろ) 


第一 場 へ 化 州 塗山驛 なろ 虞 一公の 家 

：  窓の に 機.^ ® つてね ろ。 少しも 氣乗リ 

のせざる， g 子。 止めて？ 叱く。  A らその 事に 氣が 

っ> 入 ns 方 兄る。 ffi; ちて そっと 窓ん ^け。 首，^-仲 

す やうに して 彼方 .^5^: レ。 秋の 夕陽 彼女の 而，^ g らす。 

^の？^ ™ 、、ゆ。 彼女 は^ 膽の體 にて 朵 然と 起ち居ろ。 

に W かの 啻に ハ として 急 ざ， 機 n の 前 LL .g,^ 卸し、 

前の 如く 機.^ n れろ 風，^ なす。 整 父、 E 一  公、 靜 かに 

sll^5^.^持って登55^ 

驚かして すまない。 わし だよ。 

(とぼけて お 一方ん、 报リ， M き〕 驚き は 致しません。 阿 

( 5^.1 子の 上 に おき、 燥 石 か 何 かぐ 叫 りんつ け 乍 

ら) どう だ。 中々 忙しい な。 

ほ姬 何が で 御座います。 

何が と 云 つ て お前 は 一 人で 兩 つの 機 を 織ら わば なら 

ぬからな》 K に 見える 機と、 眼に 見えぬ 機と をリ は、。 
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力 

處姬 妾 は しいの だか 何だか 分りません。 た V 胸が 雷 苦 

しいの です。 たまらなく 切たい の です" (急に 1^ めぐみ 養父 

の 胸 Ll 額ん、 うづめ ろ) 

養ハ乂  (その 髮.^ 搪て る) 人間と 云 ふ 者 は W 愛い もの だ。 

V ほよ 

自分 程 世 に 幸福な 1^ はな い 、 籠 命に 愛 ^ F れ て ゐる者 はな 

い や うな 氣が して 來 ると 切なくな るの だ。 何となく 自分 

に は 過ぎて ゐる、 勿" M ない、 けない、 と 云ふ氣 がして 

夾る だら う。 するともう 死んでも 惜しい 事 はない、 何 か 

の 祭壇に 喜ん で 自分 の 身 を i に 捧げ 度 い と 云 ふ やうな 

氣 がし， て じっとして ゐられ なくなつ て來る だら う。 だか 

ら 切ない の だ。 

度姬 それば かりではありません わ。 妾 は 何故か 淋しく つ 

てな りません の。 阿父樣 0 

養父 それ は 一 方に 附 くと 云 ふ 事 は 他方から 離れる 事 を 意 

味す るから だ。 新たに 附く 喜びの 後ろに は 離れる 淋し さ 

が 附き纏 ふの だ、 

虞姬 お 察しして ゐま すわ。 S 父樣。 

養父 お前が わし を 察し て吳れ ると わし は 潜 ほお 前 を 察し 

たければ ならなくなる。 何故と 云つ て兩 方から 引かれる 

もの は 一 方に 引かれる 者より はな ほ 辛ら ぃ譯 だからな。 

00  (間) どうかお 胸の すく 迄 被 仰って 下さい まし。 妾 


は それ を堪ら へ て いらっしゃ るの を 見る よりそれ を ふ 、 

方が 未だし もた へ 易う 御座 い ます。 

養父 いやく 0 泣き言 は 云 ふべき でない。 丁度 丁が 永 

い 年月 丹念し て 育て た 植木 を 漸く 之から が 花の 見 時 だ と 

云 ふ處で 人に 資 つて 了 ふの を 喜ぶ やうに わし も 喜ばねば 

ならぬ の だ。 (； S ん 、振り) いやく、 わし は、 心からお 

前 を 祝 ふぞ。 悅 びと 云 ふ もの は 一 番贵 いもの だからな。 

わし は、 唯 二人ぎ りになる 老いの 身の わし は、 お前の 運 

命が 益々 大きく 花 を 咲かせて 立派に お を 結ぶ 事 を 心から 

祈る ぞ。 な あに 人間 は どんなに 淋し い 境遇に でも いざと 

なれば どうにかして 不思議に 堪 へて 行く もの だ。 は」、 

案じ る 事 はな い。 わし はもう こ ん なに 喜んで ゐる の だ 。 

(二 人 く：：!^ 斗 入" ふ。) 

養父 お前 は 泣 い て ゐる の か。 いて はゐ ない のか" どう、 

見せて 3K れ。 (虞姬の暖^:-淚のゎろの，^兌て^1足し) お 

お、 お前の 眼に は 大きな 露が 宿って ゐ るな。 よしく。 

(虞姬 の 織りし 機.^ 兌て) だが、 どう だ。 お前 は 阪に淚 を 

ため て も 心 の 悅びを か くせ な ぃ證據 が此處 にある ぞ。 そ 

れ、 お前 は 此處の 赤と 紫と を 織り 違へ てゐ ろ" 赤 を 通す 

處に紫 を 通して ゐる。 

S おやま あ。 明りが， つ 御 いました ので。 ， 

養父 いや、 どんなに 明るく とも 一人で 同時に さう 幾 種 も 
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の 機が 問 ？诞 ひ なく 織れる 者が ゐ たら それ は 奇術師 だ。 お 

前が 問 違 へ る の も 無 は な い 。 此. 近所の 女子で お前 を 1^ 

むで ゐ ない 者 は 一人 もない の だからな。 

§ 妾はぁの人達が氣の^；ぉでなりませんゎ。 何だか ほ 分 

許り あんまり 善 過ぎる：： E に 遭つ てゐる やうな 氣 がし て。 

養父 そ のく せ お前 は その 憐れむ で ゐる娘 達に 何とか お 芽 

出 を；： ム はせ いの だら、 つ。 わし はよ く： S てゐろ ぞ。 お 

が あれ に 逢つ てゐる 時の 容子は 羊の やうに 識 }1 た。 

それで ゐて お前の g は 孔 *1 の やうな 誇り に 溢れて ゐる。 

さう し て强ひ て も .H 分 を 祝 は せずに は 承知し ないやう に 

兑 える。 だが それ もお 前 を 少しも 苦しく はしない。 

姬の 手，^ 捉る) 

^姬 まあ 阿 父 様の 手の 溢 かいこと。 

S  (淋し：；^ に 笑 ふ) お前の 半分の.. M もない わしの 手の 

方が お前の よりも？ J かい。 は \ 冷たい 手と、 温かい 溜 

と、 いや わし もせ；：： はな、 お前の やうに ぞ ごくした 不 

安な 心で 刻 一 刻と. E 分に ついて. T 水る 幸福の 羽音に 耳 を 

？ はまし た^も あるの だ。 お：； St: わし ゾ" 云 ふ 寧 を g い てゐ 

るの か。 それとも その 靑ぃ冀 の 使 ひの 羽音に 耳 を 傾けて ！ 

ゐる のか。  I 

§ 妾に は 分りません わ。 阿 父樣。  一 

*1«父 いや、 今のお  >:1 に は その^ tiHgl! 向く 響く もの はない 


. の だ。 それでお 前 は その 使 ひの 脊中 に^って 何. K へ 行く 

かな。 何處 へで も あの方の 行く 處へ …… 、 と、 お前 は 胸 

の 中で 笑って ゐ るな。 (異樣 に 笑 ふ； いや * わし は此處 

にゐて 遠い 處 から わし を迎 へに 来つ k ある 黑ぃ 使の si 日 

に を 傾けながら、 お前 等が どの 位高ぃ處まで：^-っ て 行 

く かを此 窓から 見て ゐ やうよ。 さう し て それ を わしの 唯 

一 の 慰めと も、 樂 しみと もして ゐ やうよ。 お、 御 if 何 

の 間に か 月が 上つ てゐ る。 今. 狩 は 月 もお 前 を 祝 は つ て 

ほ丄！ K むで ゐる やうに 兒 える。 優れた 婿 を 持って、 お前 

は 蓮が い 、な、 と 云って ゐる やうに。 大方 あの 項 羽に は 

又此 上ない 良い 花嫁 を 持つ て 仕 合せ だな、 と 云つ てゐ る 

やうに 兌え る だら う。 

處姬 (：羞 かし 相に) ほんと にい、 H: 夜に なりました こ 

と。 (月 1"^.- 仰ぶ、 乍ら ぶる/ \と病，颤 ひして 抑へ きれ ぬ や 

う に) あ、、 阿. 乂樣、 .5^ どうして かう 氣が 弱くな つたの 

でせ う。 

翁 父 ，M はお 前 は 誰よりか も强 いのに。 

虞姬 誰よりか も强 いって 何の 事で ございま すの。 

養ハ义 あの 剛勇 並ぶ 者の な い 項？^ さ へ お前の 前に は. 児 をぬ 

I いで 跪く ではない か。 

虞姬 まあ そんな こと、 …… (うれし 氣に 頸ん、 かくす。 望 
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養父 さう してお 前が 一 っ溜^^を吐けばそれ丈けぉ前の戀 

は强 くなる の だ。 何でも； g は餘り 早く 無造作に 獲られて 

了って は樂 しみがない。 長く 引つ 張られれば 引つ 張ら れ 

る 丈け その あこがれ は强 くなる の だ。 さう して あこがれ 

が 強く なれば なる 程 それ を 最後に 獲た 時の 喜び も 亦 一 層 

濃く 深くなる もの だ。 お待ち。 お待ち。 お前が 今 辛抱し 

て 一 刻 多く 待てば、 お前の 戀は潜 ほ 一 段 高く 昇り、 それ 

の 窗らす 贈り 物 も 亦 それ 丈け ふ える の だ 。 

虞姬 (ギク>ソとしズ耳.，^/傾く〕 あ、、 蹄の 音が。 

養父 來 たか。 (寂し 氣な 表情) どれ- (窓の 處に； 仃き 外. 

見る) 

虞姬 (おど//, \ して) あ、、 もしゃ それ は あの方が 道で 

あの方 に 怨み の ある 賊に お 打 たれに な つ た 事 を 知らせに 

來 たので はないで しゃう か。 阿 父 様。 (II 白) もしも そ 

んな 事が あったら 姿 は それ を 聞く 前に 此胸を 刺さずに お 

くもの か。 

養父 まあ、 此處 へ來て 見ろ。 

腐姬 (夢中て 窓の 虞へ 行告 外，^ 見る) お、、 あの方。 あ 

の 方です わ。 (急に 喜びに 溢れろ) あ k、 入らし つた。 

月の 光りが あの方 の^に キラ ノ\ と if いて ゐ ます わ • あ 

あ、 手 を 振って ゐ らっしゃる。 あの 烏 雖に乘 つて、 ほん 

とに 立派な 馬です わね。 


養父 お前の 太陽 は來 たの だ。 わし は 消えて 了 はなければ 

ならない 。犬と 地との 樂 しみ を ゆっくり 味 ふが い、。 (.i- 

むん-得ざる やうに 退場) 

虞姬 (窓より ほ ゝ 笑みながら 手.^ 振ろ。 胸.^ 押へ ろ) あ 

あ 妾 は あの方に お 目に か \れ るか どうか^ 心配に なって 

來 たり この 胸に はもう そんな 力 は 拔け て 了った やうな 氣 

がする。 妾 は あの方 をお 出迎 へに 行く 事 も出來 ない。 だ 

けど かう しても ゐられ な いわ。 あの方 はお 怒りになる か 

しら。 (，M はず まぜ < 漸く 戶 口の 虔迄 爪先 さ 1.1 て 忍び 

行く。 ，1: ふ i リ項 羽の 夾- る氣は ひすろ 爲め、 急に 逃げる 

^ う に 飛び 返き て 室の， ゆ- LL かくれて 立つ。 M; に 恐怖.^ 感 

じつ 、あろ もの 如し) 

(項 羽、 靜 かに 來 リズ 戸口の 國の 上し 立ち止まる。 項 

羽、 虞 姬ん. 見ろ d 

項 羽 (半ば^ 自の やうに 緊 して) 此處 へやって 來 ると 

毎 も 乍ら 俺 を わな、 かす 此の 靈 妙な 本尊 は 一 體 何者な の 

だ。 それ は 限に る 者に して は餘 りに K し 過. き、 幻影で 

あろ に し て は餘り に 生ま/ \ し い 力 を 持 も 過ぎ て ゐる 。 

さう して 俺 は その 幻影 だか、 實在 だか 分らぬ もの k 美し 

さに うつ、 を ぬかして 手负 ひの 傷の： g み を も 忘れて 了 

ふ。 何 だ。 其 慮の 薄暗い 隅に 懐かしい 光り を 放つ 女神の 

像の やうに 域いて 見える の は。 
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お分りに なりません の。 項！^ 様。 

§ お、、 あの gK。 私の s~ そなた を 兌る ことに 飢ゑか 

つえて ゐ たやう に、 f;^ の 一:iT が く 寧に 餓ゑ渴 いて ゐ たの 

は その 驟，， た。 

S  (漸く ほ、 む〕 そんな. K で 何 を 云って らっしゃる 

のでせ う。 贵方 は。 

m-^ モな たが を？^ する のが 私に は 不思議で ならない の 

ぶ ； 0 

虎姬 妾 は 石像ではありません。 

羽 地から i3 く 天の P レの やう だ。 私の 强ぃ魂 は その 響き 

に をの、 き 引き 5^ せられて 打ち 碎 かれて 了 ふや うな 氣が 

する。 

0 妾 こそ。 …… ^まひがして 倒れ ffl です。 妾 を 支へ て 

下さい 0 

(一歩 近よ リ) いや、 私が 此手 でさ はったら そなた 

は 牡丹 の 花びら の やう に くづ れ て 了 ふだら う。 而も そ の 

いたいけ な そなた は、 この 私よりも 强 いの だ。 

^姬 あ、。 では？；：：！方は^；ぉにさはっては下さらなぃの。 何 

故 识方は 何時 迄 も そんな 處に立 つて いらつ し やる の ？ 

$^方のぉ顔は妾にはょく见ぇませんゎ。 (前 へ 進む) 

巧は；！を兑る^！！？ではなぃ。 只 仰いで 眺められ、 ばい 

いの だ。 默 つて、 あこがれられて ゐれ ばい、 の だ。 


囊 誰からで も." 

項 羽 さう だ 、 私 の わきに 立 つ て 、 さう し て そなたが 此私 

の もの だと 云 ふ 事 を 下界 の 者 共に 示す の だ 。 

B さう して 责 方が 妾の もの だと 言 ふ 車 も。 さあ Ml- くそ 

の贵 方の 强ぃ 腕に 妾 を 抱 きすく めて 下さい。 あの 嬉しい 

お 言 紫 を、 妾 を 愛して ゐ ると 云 ふ あのお 言葉 を、 閱^ せ 

て 下さい。 

(5£ 姫。 項 羽に ffii リ 抱かん とす。 項 羽、 1 步後 へす 

さる 0) 

項 羽 慮 美人。 怒って はいけ ません。 私 は 今 H は 怪我人な 

の です。 

S  (驚く) 怪我人？ 贵 方が。 (£-羽，^^月无の下に述れ 

來リて 上 か. X 下 迄 見ろ〕. まあ、 どうしゃう。 此 腐に は 血 

がつ いて ゐ ます。 お.. -此處 にも！ あ- - やつば り 道で 賊 

に お 出 遭 ひ に なり まし た の ね 。 

項 羽 私 だって 怪 我 をす る 事 は ある。 私は猜 まれて ゐ るか 

ら。 又 少し は 1£ 我 をす ろ 一 F もい \ のです C それ は 私の 征 

服 欲 を 突つつ き、 絵 計な では あるが、 私が 不正で ない 

事 を 私に 思 はせ るから。 (左の 腕ん』 まくって 見せろ) 

處姬 お \、 むごたら しい。 (額 1^ そむける) 蛇 度 さう で 

はない か と 妾 は お案じし てゐ ました わ。 贵方 の 事です か 

ら 素より 大丈夫と は 思 つ て ゐ ました けれど。 
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SF 羽 誰も 私に 向って は 卑怯になる や-つに、 そ もた しぬ 

け に 森 か ら 現 はれて 後ろから 切り つ け て來た の です。 は 

は。 然し項羽に傷を負はせた のだから其^^^滿足に往生 

したに 違 ひありません。 

00 本當 に。 一寸 待って ゐ らしって。 (急いて 血.！ に 人ろ) 

項 羽 (虞姬 の 後，^ 見送 リ、 揚 白す) 何と 云 ふ 美しい 者 か。 

あの 處 女が 美し いの か、 それとも 美が その 姿 を 現 はす 爲 

めに 特に あの 處 女の 體を 選んだ のか、 いや、 むしろ 美が 

あの 處女だ と 俺 は 云 ひ 度い 位 だ " 此 下賤な 世に どうし て 

あんな 淸ら かな 者が 生れた か 。其 處ら の 畜生 共と 同じに、 

あの 處 女の 命 も 露の やうな 者 だと 云 ふなら 何故 あれ 程に 

S 々しい 美 を 造化 は あ の處 女に 贈った のか、 俺に は不 

思議で ならぬ。 俺が 迷って ゐ ると 云 ふの か。 然 らば 此迷 

ひよ、 永劫 覺め て はならぬ ぞ。 もし 迷 ひが 此樣 に氣 高く、 

莊践 なよ ろ ， J び である なら 如何な 貴 い 現つ の 眞實も 俺 は 

犬 に 食 はせ て 惜しが り はし な い ぞ 。あの 愛らしい 美の 中 

に 此 俺の 身と 魂と が 溶け ， J ん で 行く も の なら 俺 は あの 處 

女に 迷って、 迷って、 迷ひ抆 いた 擧 句の 果に 知らぬ 奈落 

に 落ち行か うと、 何の 侮い るべき 快樂 であらう。 あ、 あ 

の 哀れな 男よ 。 俺 は お前が 嫉み の た め の 狂か ら 俺に 斬 

りつけ て くれた 親切に 對し て 禮を云 ふぞ。 

(虞 娘、 小さき 金 斑と、 療の 道具と..；. 持ちて 急ぶ、 人 


リ來 る。) 

虞姬 大變ぉ 待たせして 御免 遊ばせ。 (項 羽に 寄 リ^って 

傷口ん-洗 ふ) お 痛 いでせ う.' 

項 羽 此傷を 受けた 私 は 腹が立った。 しかし かう して そ 

なた に 治療し て贳ふ 事が 出來る 事を考 へ た 時、 私 は 傷 を 

受けた 事 を 喜んだ。 こんな 小さな 傷 さ へ も 私達の 愛の た 

の し み を^が 上に 憑く する 事に 役立 つ 事 を 私 は 喜ん" . の 

だ。 (處姬 の 肩に 右手ん-廻 はす) 

は 俯， W い；： iivvn つと して 了 ふ。 手.，^ 励， A し e£ 

なくなろ。 其 額 は.^ の や、 つ に ほてる。) 

(深き 息 ^吐きつ .n 蜉 はも 項 羽に 寄リ か、 る つ-うにな 

る。) 

(項 羽^ 然 右の 片手に &.^ 、i ^ん， * 膝の ト： に抱告 上げる。 二 

人：^ <v 、つき、 長さ 接吻す る。 ：} 

姬 未だ 貴方 は劍 をお 取りに なりません のね。 

羽 忘 れ て ゐ た。！ W しそな たに 見せ ろ ものが 其處 にある。 

.^ 妾に 見せる ものが？ (布 > 巾 卷. き 羅る) 

羽 (血】. Si のっきた る 0&f そ U のヒ におく) 

さあ、 そ の 血 を 接吻し て お や り な さ い 。 それ で 引導が 渡 

るの だ。 

S 誰に です？ これ は賊の 血ではありません か？ 

項 羽 私 は^を； g つ たと は 云 は たか つ た。 


mi wn 
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お w それなら …… (と 項， 羽の Igjyvs-:^, み) 誰の …… 

そなた を； 13 した Z 力の 中の 誰の 血 かと 云 ふの か" いや、 

そなた は 私が を 指して ゐる のかもう 氣ー収 つ て ゐ る の 

だ。 それ は そなた を 最も. はまし く戀 した a- であり、 そな 

たか ら も 多く 愛 を 受け とって ゐた E!^ 報 者. だ- 

姬 贵方は あの 王 陵の 事 を 被 仰ろ の です か。 

ヌ羽 その m を 私 は 月に 「おらし て觅て 、始め て 知 つ たの だ。 

さう だ。 私 は 彼の 男 を 知らずに 殺した の だ。 

00 あ、、 -：… 

巧^ では そなた は 矢張り あの を、 私よりも 袋して るた 

のか。 

S 水：；； 方よりも です つて？ (わきれ て 狂 ふ 如く 笑 ふ) 

項： 羽 犬 は 人と ：5 等な 待遇 をう ける S -、 人よりも 遙 かに 多 

く 愛された- になる" さう 云 ふの がそな たに 不服なら、 

あの 川へ 行つ て 身投げ をす るが い、。 彼の 屍 IS は あの 川 

に 流れて ゐる だら うから。 

§ れ方のし乙と被仰る^^；：^ら、 身投げで も 何でもし ま 

すわ。 (巾に て as 血，^ 拭く) 血に 飢ゑ てゐ らっしゃる 

れ方 は、 が 此の 血 を 我方の 命 <F で 接吻 すれば、 すぐ 此 

場で 姿の 首 をお ，顿 りになる お 心 J;^ なので せう。 え. 1、 妾 

は よろこんで、 御 自分 の 愛する-^5？ を3^ め な いとお 氣 のす 

まない 方の 殘= ^な お 心を滿 足させ て 上げます。 さあ、 


ぉ軛り 遊ばせ」 (首 fS< さし 出す) 

項 羽 では K 悟 をして。 (素早く <l!i かと リて 勢よ く： i リ^ 

しその の 方て-てつと 腐姬 のせ.^ た、 く。 虞姬、 悲鳴，^ 

上ぐ。 項 羽 笑 ふ) は あ、 可愛い k 隐病 者！ 

虞姬 (s^ 羽の 頸に かじ リ つく) ほんと に 殺して 上げ 度い 

程好き な 暴君。 もうお 氣 がすんだ でせ う？ 

項 羽 V-SO 私達の 間 を 結ぶ 祌々 しい 鎖に 對 して こんな 蛆 

蟲 殺し の 劍 杯が 役に立 つ て堪る もの か。 さあ、 天から， は 

りて夾 -た 序でに 地上の 結婚 を 急ぎ まし やう。 美と、 力と 

の。 その上に やが て 二つの 冠 は 戴る だら う。 

虞姬 (そっと 項 羽 の^の 先 さ にて ほ 分の 指の 端， 切リ血 

, ^出す〕 さあ、 之. を 吸って 下さいな。 別々 に は 死な 、い 

と 云 ふ 印に。 

mm  (それ.^ 吸 ふ。 恍 として) 死 が 最も 善 い 時期に 來て、 

而も そなたと  一 に 死ぬ る 事が 出來 たら、 私 は 花嫁 をつ 

れて 天の a 旋鬥 をく^る 氣 がする だら う。 (叙，^ 額 Li 納 

め ) それ は さう と、 そなたの 支 は出來 て ゐる の か " 

Mm もう、 何時でも、 門出の 出来る やうに 堕 をして お 

け と 貴方が 被 仰 つ たか ら。 贵方 は今晚 妾を迎 へ に 入.，：' し 

つたの e 

ほうじ やラ 

§ 私の 軍勢 は 明朝ち か 城に 向つ て出發 する 事に な つ てゐ 

る。 それで 氣の毒 だが、 私 は 今夜 このい. - 月の 下 を そな 


9G 


た を 通れて 行く 樂 しみ をし なければ ならな いの だ。 

00 あ、。 (太 いなろ 赛 .6 と 悲しみと 一 時に くろ) 何故、 

氣の IS だが、 なんて 被 仰る の？ 

m 羽 そなたの 心 は 察して ゐる。 

虞姬 そんな 离を贵 方が 被 仰る と 又 恐ろしい 裏 言 薬の やう 

に 問えます わ。 妾 は 嬉し い の です。 嬉し 過ぎる の です。 

虞 羽 ぉ前は^^ぃてゐるな。 ふむ。 女の いじらし さか。 0 て 

の 吸ん お： 吻 する) 

(3C 光二 人.^ らす。 人の 來る ほす。 虚姬、 項 羽. 4- 離 

れろ。 父、 人り 來 る。) 

養父 お^出度う。 選ばれた お 二人。 そして 貴方が 珍ら し 

く怪 iii^tv された 事 も。 (處姬 LL) ではい よくお？ M とも 

これでお 別れ か。 

養父 それ は 結： だ。 お前の 行かなければ ならない 處へ、 

幸福 へ 、 勇ん で 行く が い 、 。 そ . J で 貴方 に は 唯 ■ 一  言、 贵 

方の 力に ぉ氣 をお つけなさい と 云 ふ 事 を わし の 老婆心 か 

ら餞 にしたい。 それ は 人間の 力 以上の 力に ぉ氣 をお 附け 

なさい と 云 ふの も 同 じです が。 それからもう 一 つ、 傑れ 

た 堪肺を n 冗 非 一 人 捕まへ る 事。 その 肺の 意见 をよ く  K 

り 入れる だけ資 方が 毎 も寬大 であると 云 ふ 事。 それさ へ 

行 はれたら 方の 天下 は 安心な もの だ。 


項 羽 - 」 の 女 を 今迄 育て 、善く 守つ て くれられた 贵 方の 先 

見の 恩に 對 して、 その 忠^ を 1^ 戴し ませう。 それで は。 

(項 羽 腐姬. ^擁して 去ろ。 養父 それ^ 兌 Ji3 る。 月光. -し 

1 —— 

第二 場 沛縣 にある 劉 邦の 館 

劉 邦と、 その 妃， S 妞。 呂妃は 赤子，^ 抱いて ねろ。 劉 

邦 は^ 鬚 わりて 酴 り は 老けて H? ゆ。 鬚ん- 撫 てつ」 お 

へ /(\ 物.^ 一 K ふ^. S リ。 卓上-,： は 出陣 祝 ひの 酒と 盃と 

Vi リ 

§ あの人に お €3 ひに なつ たら 先づ 何と 彼 仰る お 心算。 

劉， か 贵方 を：！： # して 私の 微力 を 添へ に參 りました と 云 は 

呂妃 (酒、.^ 盃 12 注ぐ〕 何でも^て \ やる に 限ります わ。. 

貴方 を 尊敬し てゐ ると 云つ て 無 一 暗に 褒めさ へ すれば 氣に 

人る 人 だ 相です から。 

S  (酒. のみ) いや、 それ は滤 のお 世錄 では 10 い。 入 

物の ない 今時、 彼 は が.： in 分を堆 しくして 心に 恥ぢ ずに 

面と， M つて 贵方を 尊敬して ゐ ると 云 ひ？ おる 唯 一 の K た。 

呂妃 併し 又、 正^に して ゐ たら？ ねされ るに 定まって ゐる 

やうな 今 Js、 贵 方の 御 性質 は餘り 潔白 過ぎます わ。 だか 

ら妾は 心配な のです。 臨 f 應變に 卑しい 露 似 や、 我. せに 


nm と mm 
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恥ぢ る 事 を 少し は 我慢 し てな さろ やう に と 、 妾 は お 願 ひ 

したい 位ゐ です。 

劉 邦 (笑 ふ) な あに 俺 だって 小さな 潔白の ためにむ ざむ 

ざ大 * な 使命 を 棒に振る やうな：：？ 鹿 をす る もの か。 かう 

见 えても 俺 は あの 項 羽より 人が わるい の だよ。 

E 妃 それ を！！^ つて 妾 は 餘っ程 安心し ました。 でも あの人 

は $：； 方 の s^ig を 認めて ゐる でし やう か。 

劉^ 多分 內心 では わりに 認めて ゐる だら う。 表に は それ 

を 現 はすまい が。 

でも、 恐ろしく 自信の 强ぃ人 だと 云 ふで はあり ませ 

んか。 

iTCCH の 弱い 事 を 辱と する 念が 强ぃ 程、 自信 そのもの 

が 强ぃ譯 でも あるまい。 何と 云つ て も 未だ 若い の だから 

な。 だが 恐ろし いのは 彼の 自信で はない。 蓮 I 々た。 

運， 1?;。 …… ですから 贵方は あの人に 大 それた 自惚を 

彌が 上に 持たせる 事が 必要です わ。 そして 其 間に …… (急 

LL 恐怖，^ 感じて) だけど、 もしゃ 其 前に 貴方が あの 會稽 

の 太守の ； ： の 舞 をな さる やうな 事 はない かと 妾 は 心配 

で …… 

00 と云った^|で今彼と結んでぉかなければ^の，運命は 

^ほ 危險 にたる の だからな。 ！^^にょると彼は 今度 |g 增と 

云 ふ ，em を迎 へ た 相 だ 。 *  J れは中 々 智慧 の あろ 事で 間え 


た 男 だ。 それでもし 萬 一 項 羽が 俺 を 殺さう とで もす るな 

ら その 范增 がそれ の 不利 を說く に 違 ひな い と 思 ふの だ。 

何故と 云 ふに 俺 は 未だ 彼よりも 勢力 は 弱い が、 彼 は 俺の 

人望 を 利用す る 事が 得策 だからな。 

S 當分 はね。 しかし あの人 達が 秦を 亡ぼして 了って、 

事實の 上で 天下の 主權を 握る やうに なり、 さう してもう 

貴方の 人望 を 借りる 必要が なくなった 時 はどう でし や 

劉 邦 どうも 早晩に は、 形 は 彼と 俺との 競り合 ひになる 

の だ。， 今 は 恰度 その 勝負 を大仕 iS け にす るた めに 假り に 

與ん で、 秦を 材钭に 膨脹し 合 ふやうな もの だ。 だから そ 

れ 迄の 間に 俺 は うんと 自分の 寶カを 養 ひ、 其德 によって 

次第に 人材 を. ® り 集め 、 何時でも 彼から 獨 立し て 對抗出 

來る やうに 準備し なけれ やなら な いの だ。 

呂妃 祕密 にね。 しかし あの人 達が それ 丈け に 貴方 を 熟さ 

せろ 時機 を與 へる か 何う かが 問題です。 今 貴方 を 活かし 

ておけと 說 くその 智慧 者 は、 やがて 貴方 を 殺せと 勸 める 

人に 違 ひありません。 その 時 は ；… 

劉 邦 その e. は 俺が どの位の 力 を 持つ てゐる 人間 かと 云 ふ 

事が 始めて 人に も 解り、 自分に も 解る 時 だ。 あ 上 干 常 は 

-r す ザぬ 

俺の 眞價と 力 との 上 に 止む をえず 被け て ある 薄 衣が 荒 

荒しい 蓮の 合阖に よって 引き 剝 がれて 、 露 は に 見える： に 
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の 感じ —— それが どんな もの か 俺 は 知り 度く も ある。 

rci^ お、 思つ ただけ で 身顥ひ が し ます。 どうか 秦が 案外 

にねば り强 くって あの人の 力 を うん とすり 减ら して 吳れ 

ると い、 のです けれど。 

(劉 邦、 酒.，^ 鈥む。 悲壯沈 部下の 猛 將樊瞻 登場。) 

樊瞻 準備 はすつ かり 整 ひました。 何時でも 御 出 git を。 

劉 邦 さう か。 では 曰の 暮れない 中に。 (.N ち 上ろ。 呂妃 

に) どうか、 辛抱強く 元 氣でゐ て くれよ。 决 して 希望 を 

失 は ずに、 俺 は 自分の 星に 不思議 に 深い f - 、觀を 感じ て ゐ 

るの だ。 お前の 不撓な 忍耐と 希望と を 俺 は 何よりの 愛の 

證據 だと 思 ふぞ。 

呂妃 御 心配な く。 ではい よ ノ\。  (：_ ぱ々 -か けろ が 我慢す 

ろ 一 

(劉 邦と、 S 妃 熱烈に ft 、きつく。 次 に 劉^ は その子 供 

. ^抱き上げ？ r 吻し、 gs; 禱 する。) 

劉^ どうか、 丈夫で 育って 吳れ よ。 俺 はお 前が 何の 爲め 

に 生れ て來 たの かと 天 を ふ やうな 目に は 必ずお 前 を 遭 

はせ な いだら うと 云 ふ 事 を 誓 ふぞ。 其 代りにお 前が やが 

て 父の 後を嗣 いで 或  位地に 卽く 時に 生れた 事 を 犬に 謝 

する やうに させ る 事が 屮 〕 來る だら う。 (再 び 子供ん 呂妃 

に 波し) では、 お前 達を咸 陽で 呼び 迎 へる 日 迄 暫く 之で 

お別れ だ。 隨分 大事に してな。 


呂妃 l!s^ 方 も。 御成功 を 屹度。 虼度。 

劉 邦 い や、 それ は お前が 思 ふ 程 先き の 事で はなから うよ。 

(決然と して 大股に 去ろ) 

(呂 妃、 遂に 泣く。) 

樊瞻 鬼-方。 御 安心なさい。 此 私が 此 w にかけ て 閣下の 御 

安全 を保證 致します。 (懐 劍. ^取り出す) ぉ預 りした 此 

懷劍は 多分 役に立てる 機 はなから うと 思つ てゐ ます。 そ 

れ では 之で 御免 を。 (返 511) 

呂妃 あ、、 これが 永久のお 別れになる のでない と 誰が 知 

り 得 やう。 あの 樊 i 曰が ゐて 吳れ るので いくらか 氣丈 夫な 

氣も すろ けれど、 あ 、 、妾 達 は 子 を 生す の ではな か つ た。 

(窓際に 行く。 「劉^ 萬 歳」 と 云 ふ聲閱 ゆ) 何と 云 ふ 大勢 

の 人 だら う。 百姓 も. 女 も、 子： ^〔も、 老人 も、 皆ん な 泣 

いたり、 わめいたり してお 見经 りに 來 たの だ わ。 あの方 

は あんなに 皆から 愛されて ゐら つ し やる の だ。 あ、 此方 

をお 向きに なった。 (片 手に 赤子... セ抱告 乍ら 麥中に 手 巾 

ん振リ 又、 赤子ん < 高 くさし 上げて 見せろ) あ k 又 旗の 影 

にかくれ てお 了 ひ になった。 (呆然と 沈ん て ねたが、 急 LL 

決心の 色ん、 現 はし) 妾 だって 妾 だって かう し て はゐな 

い。 .V め& おめ/ \- かう して ゐる もの か。 

— 幕 1 
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第三 場 彭 城に 於け る楚 軍の 本營 

正而に 帷^ 左右に 分れ かリ、 ？ _ 他 かに 婉 S ぜ ろ ^ 河 金色 

に 輝きて 见ゅ。 帷 WW の 外に 衞士兩 側に 立ちね ろ。 の 

内^、 中央 LL は大 いなろ rti 十 子. 園み て^ 脚の 綺子。 右 

手の 壁に は 地圆、 左手 及. ひ 正面に は大 いなる 背 告旗ニ 

一二 流樹て 掛け ゎリ、 他 5.5=、 劍、 鉢、 循^の 武器い 

かめし く かけ わり。 宋 に は 虎の. K,^ 敷- V 、た リ。 

(項. 站ふ范 3? と 出ろ。 范 IF は. sIH の 老人。) 

現 梁 えに かく？ K 方に 來て K ふ isf が 出來た の は 吾々 にと つ 

て：. c^el の 兵 を 得た の にも る 幸福です と 云 つ た處で 少し 

も； K ひ 過き ではありません。 つまり 七の 力 を 持つ 智慧の 

ある 力士 は 十の 力 を 持 つ た 愚か な 力士に 勝つ と 云 ふ 道理 

で。 (椅； 十 に かけ 乍ら) さあ。 

S  (共に 腰 vJ* かける) それ は 陸の 上で 死に か \ ってゐ 

た 魚 を g け て 又 水 へ 放した 者の 方で 其 魚に 艚- を： ぶふ の と 

M じです。 運命 は 私の 犬 死す る 事 を 望まなかった と 見え 

て、 山の 中で 朽木 同然に 果てる の を 待って ゐた私 は、 七 

十に なつ て 云 は r 始めて 此^に 生れた やうな もの。 それ 

に對 して は 私の 方で こ そ 幾ず： にもお 禮を 申さな け れ ばな 

りません。 どうせ 先き の 知れた やくざな 體 です。 粉に し 

て でもお 役に お 立 て 下されば - J んな 本懐はありません。 


項. 梁 何しろ 甥 は 恐ろしく 我儘な 奴です から 一緒に 仕事 を 

して 行く 上に は 面白 くない 事 も あら うと は 思 ひます が、 

何 • ドシ く  f お 慮 のない 御 指導 を 願 は な い と |g り あれ の 

爲め ばかりでなく、 味方 凡ての 爲め になり ません。 何も 

あれ 一 入の 意志 を 奉つ て， IP おさせる に は當ら ない のです 

から。 

范增 資 方が ゐ て 下さる 事 は 私に とつ て も 大き に 都合が よ 

い と 申す も の です。 あの 方 も 貴方 の 御意！^ に はお 逆ら ひ 

にならない でせ うから。 

項 梁 (滿 足氣 に〕 私の 方が あれの 云 ふ 事を餘 計に 聞いて 

やる からです。 (間) 小さい 時から 一風 變 つた 奴で、 書 

物を敎 へて やる とそん な もの は學 ぶに 足らない。 自分 は 

書. 記 や 兵法 晶 者になる ので はない。 書 は 只 自分 の 姓名 を 

記す 事が 出 來れば 足る と 云 ふので す。 それで は劍 術を敎 

へ て やらう と 云 ふと そんな もの は 猶ほ更 習 ふ に 足ら な 

い。 劍は 一入の 敵 だ、 自分 は 萬 入の 敵を學 ぶの だ。 しか 

しそれ も 先入の 兵法に よるので はなく、 自分自身の やり 

方で。 と 云 ふので す。 は、。 そして あれ は 始皇の やうに 

自家に あった 数千 卷の 兵書 を 普燒ざ 捨て k  了 ひ ました。 

さう。 あれが 十二 三の 時でした か。 

S  (幕の 間の 遠方.^ 見て) 一寸 向う を御覽 下さい。 遠 

くに 问か 見え はしません か。 私の 老限 ではよ く 分り ませ 
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項 梁 (其方，^ 見る) 夕日が 當 るので 旗の 色が 樺色 か 赤 か 

よく 分らない が、 陣立ての 容 子で 見る と 一 寸英 布のに 似 

てゐ る。 尤も 英 布が 今頃 あんな 處 に ゐ る 箬 もな い が。 

S 英 布と 云へば あの 男 は 本當に 儲け ものでした。 あれ 

は 味方の 突です。 私 ももし 貴方々 が 未だ あの 男 を 召して 

お い でに ならな か つ たら、 是非 御 推薦し ようと 思つ てゐ 

たのでした。 

項 梁 變な 事で あれ も 味方に 加 はる 事に なった のです。 ま 

あ 天佑で. J。 其 J. に 味方の 兵 は 未だ 三 萬に も 足らな か 

つたの でした が、 其處 へ 英 布が 其 倍に も 餘る兵 を つれて 

召集に 應 じて 來 たのです。 思 ふに 彼 はさう して 私達 を 試 

めしに 來 たのです。 つまり、 事に よったら 私達 を 其 場に 

討ち 倒して 兵 を 奪 ふ 心算だった のでせ う。 私 は 項 羽に 出 

迎 へる やうに す.^ めた のです が、 項 羽 は あの 男の 来方が 

召集の 時間に 遲れ たと 云 ふので 酷 どく 腹 を 立て. -、 吾々 

の 軍の 一番 しんがりに 附 くやう に 云 ひつけた ものです。 

私 は その 無謀 を 案じ て ゐた處 が 蓮よ く 其 無謀が あの 英布 

を 屈服 さ せ る 事に 成功し て 、 忽ち 味方の 忠臣に なった わ 

けです。 

S いや、 いくら 小才 や 腕っ節 はきいても 人の 下に 働く 

やうに 生れた 者 は 上に 立つ やうに 生れた 者に は 敵 ひませ 


ん。 

や リ 

項 梁 兵 を 擧.. ける 機が よかった のか、 今迄の 處で はほんと 

に i 辛 運と 云 ふ より 寧ろ 僥倖 の や うな 氣が し ます。 未だ 會 

精で 股 通 を 斬つ てから 一 ーケ 月經 つか 經 たない の にもう か 

れ これ 一 一十 萬 を 超える 兵と、 容易に 獲難 い 大>5 連と を 得 

た 上に、 今 は又贵 方に 迄來て M ふ 事が 出来た のです か 

らね。 

S いや、 蓮が い \ か惡 いか は 終りまで やって 見なくて 

は 分りません よ。 凡て は 之からで すから ね。 それに 何し 

ろ 早く あの 後 濯ぎの 王子が 見つ からな いと 味方の 名義が 

は つ きりし な い で 何 か につけ て 損になる 譯 です。 

項 梁 實は其 事で 貴方と 御 相談し ようと 思つ てゐ たのです 

が、 項 羽 は 其 事 を餘り 喜んで はゐ ない のです。 

范增 御尤もな 事です。 併し 其 名義が 入用な のは當 分の 間 

すつ 

丈け の 事で、 どうせ 實 權は悉 かり 此方の ものな のです か 

ら。 あの 一時 1^ 振りの よかった 陳 勝なん ぞ がしく じった 

と 云 ふの は 全く 此 手段に よらなかった からで、 11 勿論 

項 羽 殿と 彼と を 一 緒に して 云 ふので はありません が。 

項 梁 併し あれが 云 ふに は 「では 軍 を 私と 二分しょう。 そ 

して 私の 方に その 王子 を 立てる がよ からう。 (范？ ？.^ 指 

して viL: 方 も 他の 者 も 皆 私の 方に 吳 れる。 と 云 ふので す。 

尤も あれ はいくら か 私に 甘えて ゐ るの で 永久に 私と 一 緒 
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に 仕 車 をしょう なぞと よく 云って おき 乍ら、 何 か 氣に喰 

はな い でも ある と K ぐ 又 がらり と 氣が變 つ て 、 何時で 

も 私と 分れる やうな 事 を 平 氣で云 ひ 出す こと は 度々 なの 

です。 が丁度その岡^^の處へぁれの；^^！の處姬が人っ て來 

て 執りな した もの ですから、 今朝 は 又 叔父さんの 思 ふや 

、つに する がい 、杯と Is を 直して ゐ ましたが。 

范增 お見えになりました。 

(項 羽、 皮姬 と共に 馬に て帷 かの 外に 來リ 下りる。 衞 

士  二人 敬 ^*^す ろ。 范 Iptel ちて 迎 へる" 項 羽 は虞姬 .CJ. 

伴 ひて 登 5? マ。 "1^ 姬は應 ^に 使 ふ 魔ん 持-り 居ろ。) 

項. 架 お 11 へり。 礙は 何う だ つ たね。 

お 羽 く ん、 して 座に つきながら) 變な 事が あろ も 

ので、 今 曰 は 私のお い 魔 を 殺して 了った。 

^m. 今日は 毎に なく 獵 がありませんで したの。 それで 録 

りかけ ようとして ゐ ると 妾の 此騰が i 匹の 仔 狐 を 叢の 中 

に 見つけて それ を 追 ひかけ たんです。 すると あの 親 鷹が 

全で 怒つ たやう に 其處 へ 飛ん で 行 つ て此 g を 威し つ け て 

其 狐， V 恋ひ収 つて 了 ひました』 

m 羽 處が賊 と；： ムふ奴 は 自分の 獲物 を 主人の 處に 持つ て來 

, る 前に ； .ぽ兑 せびら かしに 高く 飛び 上る ので あの 親 騰 も 

其 仔 狐 を 御 へ て 高い 空 を だんく 此方 へ んで來 る 間に 

其 勞れた の を 狙 つ て 、 だしぬけに 此朦が 後ろから 矢の や 


うに 其 頭 を 一 突きに 突き殺し たんです。 復譬 をした 譯で 

し S1 

虞姬 もし 妾が 止めな か つ たら 此騰 は御處 刑に. ハ つて 殺さ 

れる處 でした。 あの 親 鷹 は それ は 御祕藏 だった の です か 

ら。 でも あの 朦は a: 分の 强 いの を咸 張り 過ぎた 罰が 當 つ 

たんです わ。 

項 羽 成 張り 過ぎた 罰で はない" 油斷し 過ぎた 罰 だ" 處で 

鐘 離昧は 未だ 歸っ て來 ません か。 

mM 未だ。 

項 羽 早く 連れて 歸 つて 来る とい. -に。 

(虞 姬。 眼に て 項； 5： と 「又 後て」 と 云 ふ 合圖. ^なし、 

輕 く食釋 して 右手に. 返 場す。) 

項 梁 昨夜と は 大分 話が 違 ふぢ やない か。 

項 羽 いや、 私 は 其 王子に 位 を 授け やうと 思 ふので す。 懐 

王と 云 ふ稱號 で。 

項 梁 お前が か。 

項 羽 さう すれば 强ひ て 軍 を 二分す るに は 及び ませ ん 。 私 

の 方に おいて やり ませう。 

項 梁 と 云 ふと わし はどうな るんだ。 わし はお 前の 叔父 だ。 

項 羽 分家と しての。 併し 私 は 本家の 嫡男です。 ふむ。 ど 

うで もい、 事 だが、 王子 を 立てる 事が 名義なら ば、 他の 

事 も 名義に 從ふ の が當然 だら う" 
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項 梁 (旁 白) 何 を 云って るんだ か、 譯が 分らない。 

S お待ち 下さい。 貴方々 はそんな 些細な 事で ぉ爭 ひに 

なる 事の つまらな さ をお 考へ にならない …… 

項 羽 (睨みつ けろ) 何 だ。 貴 樣 はもう そんな 差し出口 を 

主 入に 向って する のか。 (間) 俺 は 誰と も爭ひ はしない。 

只 俺が 定めた 事に、 つまりもう 定まって 了った 事に、 此 

叔父 御が 反 對を唱 へ た 丈け の 事 だ。 叔父 御 は 私の 功勞 と、 

私に 負って ゐる 色々 の 恩と を まさか 忘れて は 居られまい 

と 思 ふの だが …… 私 は 一 寸汗を 落して 來る。 (退場) 


范！？ (苦笑して) 何 處迄も 若々 しい 無 邪 氣さを 失 はない 

方です ね。 位 を ：|3^ ける 者 は 位 を 受ける 者より、 限 上 だと 

云 ふ 事が ぉ氣に 召した のです ね。 併し 彼處が あの方の 賴 

もしい 處 です。 

項 梁 ふむ。 無 邪氣。 しかし あれ は 蛇 度 あれ 丈け では 濟ま 

ないから 見て いらっしゃい。 あれ は 今 汗 を 拭き 乍ら 屹度 

全で 反 對な事 を考へ てゐ るで しゃう。 少く とも 今 はもう 

何方 でも い 、 と 思 つ てゐ るで しゃう。 王冠 を 王子に 授け 

る 者が 私で あらう と。 自分で あらう と。 あれ は 一 時 は 何 

とか 云っても、 直ぐ 又 氣が變 つて 大抵の 事 は 何方でもい 

いと 云 ふの が蔽 ですから。 

范 I？ いづれ にし て も 之 は 大した 問題で は な いのです か ら 

寧 そ あの方に お任せに なって は 如何です。 あの方 は虼度 


運命 を 自分に 任せて 來る 弱い者に 對 して は 極端な 位に お 

礙 しくお なりになる 方です。 そ し て それ は 味方 の 平和の 

爲 めに 何より 善 い 事で あらう と 思 ふ の です。 

項 梁 ふむ、 あれの 我儘 を 抑へ ない 間 は それ を 募らせる 手 

段 は 凡て 一 時 的です よ。 あれ は 寄 ii.: 物 を 持つ てゐ ると 云 

ふ.： EIK は 好きな の です。 その くせ 寄 i」 物 其 物 を 愛する 事 

は 出來 ない のです。 

(項 羽、 服装.^ 着換 へて 機 嫁 rs  く 登 33 

項 羽 范增、 彼 處に來 る あの 軍勢に 氣 がつ いたかね。 俺が 

S や、" にあれ は 冬， 分 劉 邦の 軍 だ " 

范 I？ (其方.^ 見て〕 大分 近づいて 參 りました な。； 4 もさ 

うで はない かと 思って をり ました。 劉 の 外に あんな 大 

軍 を 持 つ て ゐる者 はな い 害です。 

項 梁 ？^§|1磨が轉がり出すと大きくなるに つ れて 雪が 山 

喰つ ついて 來る やうな もの だな。 

項 羽 なにも 噴つ つ い て 貰 ひ 度くて 轉 がる わけ ぢ やない 

が、 ^つついて 來る もの は 仕方がない。 

項 梁 (旁 白) そんな 事 を 云って 喧 つついて 來 なけれ や 怒 

るく せに。 

范增 いや、 他の 者と 違って あの 劉 邦 丈け は 味方に つかせ 

てお 、きになる 方が お得です。 少し a 込みの ある 者 は. H 

分の 側に おいて 存分 其 得手 を？？ お 揮 させ て 利 S する に 限り 
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ます。 さう 十れば 先き ぐ もし 其 SIT が 謀叛 をし て も 其 得 

手 の 裏 を かく 事が 出 來る譯 ですから。 

項 羽 さう 云 ふやり 方 は の 性に は 向かない が、 しかし ま 

ァ そんな^ はどうで もい、 さ。 それ はさう と 叔父 御。 先 

刻の^で すが、 ^！方が强ひ て {11： 分で 冠 を！ け いと 云 ふ 

なら お授けなさい 。そんな 事 を 私 は 兎や角 云 ひ はしない。 

(項 梁と 范 IP と^ 1^ 見合 はす。 項羽銳 く-てれ.^ 见ズ不 

倫快な{^^:子。) 

ほ 羽 私 は 今日は 少し 氣 分が 惡 いから 家來 共に 謁見 は し ま 

い。 あれ 等が 來 たらさう 云って 來れ。 

(項 羽、 左手に 退揚。 ^mj 

范 又 何 かお 氣に さはった のでせ うか。 いや、 S: 個く 一 

緒に 仕^ をす るに はやりに くい 方 だ。 (J^l^ 暴ら ぜ ろ) 

•5^ 梁 あれが 何の 爲 めに 腹 を 立て 」ゐ るの か 傍の 誰に も 分 

ら ない. ial^ はよ く あるので す。 だが なに、 直き 直 ほります 

よ。 あれ は 入 を 疑ったり、 腹 を 立てたり する 事 を 又 人 一 

倍 恥と 思って ゐ るので すから。 (問) 尤も あれ は 一旦 は 

あ >- して 折れて 出ても、 何の かのと 云 ひながら と r の 詰 

り は 矢？ a り ほ 分の 思 ひ 通りに して 了 ふので す。 

士卒 大將 鐘^ 眛殿 がお 一お りに なりました。 

S 何、 1K つた..' 


S 一  人で？ 

士卒 はい。 もうお いでに なりました。 

(鐘 離眛、 登場。 鱧ん すろ。 士卒 退場。) 

(や V 息.^ 切らし) 只今 21 りました。 

； 御苦勞 だった。 で、 王子 は？ 

見つかりました。 

； (喜び) 見つかった？ そして 何處 に。 

途中 迄お 連れ 申し て 來 まし た處が 丁度 此方 へ從 はう と 

し て 進軍中 であり ました 劉 邦の 軍隊に 出 遭 ひまして、 一 

緒に 參る 事に なりました。 

范 增 夫で は 彼 處に來 る 彼の 軍の 中に 「# 山の 赤い 旗に 交つ 

て 一 本 輝いて 見える 錦の 旗が 其 印な のです ね。 

鐘 さう です。 あの 眞 中に 金箔の 輿に 乘っ て 劉 邦 自ら 護衞 

をし 乍ら 參る のが それです。 何しろ 非常な 軍勢な の で 驚 

きました。 少 くも 七 八 萬 は 確かに ゐ ます。 もう そろ/ \ 

着く 時分です が 私 丈け 一 足 先き に 馬 を 飛ばして お知らせ 

に 来ました C 

項 梁 では 早速 此處 を片 づけて ぉ迎 へ の 用意 をし なければ 

なるまい。 (返 場) 

范 I？ 貴方 は 此事を 兎も角 項 羽 殿 へ 申し 上げ て 下さ い 。 

(鐘 離昧返 場〕 私に は 私の 仕事が ある。 それ は 劉， 办を 觀. 祭 

する 事. た。 
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(范 は 正面の ii 蘇の 間ぶ リ 外- IL 出づ。 大勢の 下 十： 卒 

出て 來リて 中央 の 卓子.^ 遝 び 去り 、 椅子， ^わき に 片づ 

け、 右手に  一 K 高く iJ あ設 く。) 

下士 甲 (働告 乍ら) だが あの 御氣 象の 大將が 王子 をお 迎 

へ になる と； W ふの は 變な話 だな。 

下士 乙 (Is じく〕 何れ 其 處には 何 かわけ が あるの だら う 

よ。 あの 智 慧者 の 范 滑 殿 の 發議だ と 云 ふから に はな。 

下士 s; (同じく) 其爲 めに 一時 大分 御 悶着が あったらし 

い。 だけど 今度 來る あの 劉 邦と か 云 ふ 入 も 餘っ程 豪ら い 

人 だってえ ぢ やない か， - 

下士 丁  (同じく) 何でも 近頃 沛縣の 人民に 推されて 其處 

の 太守 になった とか で 普通 沛 公と か 云 ふん だ 相 だ が 、 お 

い。 こんな 風で い、 の だら うな。 

下士 閣下が お 人で になつ た から 间 ふ 事に しょう。 

(項 梁。 禮 服に 着 換へ、 英布、 鐘 離眛、 季布、 桓楚、 

干英 等の 大將， 連れて 登 ST) 

下士 乙 (項. 梁に) こんな 風で 宜しう ム います か。 

項 梁 (見廻 はして) 宜しい。 下れ。 

(下士 一同 返 場。 軍鼓、 及び 鐘ハ音 M こゅピ 

項 梁 (大將 等に) さあ、 君達 は 其處に 整列し 玉へ。 早く。 

私 は出迎 へに 行く から。 

(E 面の 幕の 間よ リー 出て 去ろ。 幕の 間 》* リ 整列 ぜ 


ろ 大 將等少 し 見 ゆ。 f 臺ー 空。 昔 樂- )  一 

(やがて 項绝 先登 Li なりて 王子、 其 後に 劉 邦、 樊瞻等 一 

莊 重に 登 51。 幕 外に 整列せ ろ 4<將 は拔劍 yj- 地に 向けて」 

敬禮. ^なし 居る。 王子 は氣持 ii- 十七 八の 少年 に して 

上品なる 容姿。) 

項 梁 (謙！ i-,:) こんなむ さ 苦しい 處へ お通し 申して 申し 

譯 ありません。 活動の 陣中に あります ので 住居の 事 杯 構： 

つ てゐる 暇がない の だとお 思 召し 下さい。 さあ どうぞ こ 一 

れへ。 右手の 高座に 王子 く。 王子 其 座 Li 就く。 次 LL^ 

劉 邦に ) 責 方が 遠路の 處を來 て 下す つたお 禮は 後で 云 ひ 一 

ます。 とにかく これへ。 (劉 邦、 挨 接して 正面の 高歴に 就 

く)  一 

(范 I？ は 劉 邦の 部下. ^それん \ の 席に 就かす。 劉 邦 は： 

范 增.^ 1 寸 注目す。 范？？ は 劉 邦の 一 攀 一 動に それと なへ 

く 注意して ねる。 薛 外に 整列し，^ る 味^の 大將等 も 再 i 

び入リ 來リ、 一同 其 席 Has 組んだ 時 昔 止む。) ^ 

項 梁 (王子の 側近く 劉 邦に 面して 坐し) 突然に 今日が こ： 

んな吉 い 日に ならう と は 全く 思 ひがけない 處で、 年来の • 

宿望の 大きな 一 つが 遂げられた 上に、 又とない 良い 名將 

軍を迎 へる 事が 出来て 私達の 一 f 足は此 上ありません。 一 一 

時に 极が 出来、 幹が 太り、 其 上 花が 〔i< いたやうな もの で、 ： 

此 喜び を 祝 ひ 度が るの は 永年の 間秦 に 踏みつけられて ゐ， 
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た 楚！！ の 人： K ばかりで はない と 思 ひます。 

Hi 子 宿 の 大きな ： つが 遂げられた 事の 滿足は お 互で 

I  0 

B 梁 $1 ん なの Ji 足が 一 つに なって 得られた と 云 ふ 事が 何 

よりも 芽出度い のです。 之で 殿下が： を 導く 明 E!l の やう 

に 上に 立って ゐて 下されば 私共の 仕事 は 大義名分に 卟っ 

たもので ある 事が 明かに なり、 同時に 又 私共 は，：.： な 名 

= に 32  くまいと し て 各自 正義 を 雷ん ずる 念が 益々 强 くな 

ろ^と 思 ひ ます。 而も 此； 止 義の 念 は 凡そ 利愁 心と 云 ふ も 

の が銘 々 を 分裂 さ せる 事の K 對 に 最も iwl を團結 させ る 力 

の あろ ものです。 之から はたと へ 何. の將 卒がゐ やう 

とも 皆の 心 は 上下 一つに なって ；止義 の 爲め に 惡 虐と戰 

ひ、 ふ處敞 がないで しゃう。 

王子 0* び 续じ 得ず) 私 は 今 こそ 希望 を擲っ 事が 一番 

想 い 事， た と 云 ふ 事 を 知り ました。 昨日 迄 は 私 は 自分 程 世 

に 不幸な 者 はない 氣 がして ゐた。 其 感じ が 私に 憑いて 了 

つたの で 今 俄 かに - 」 ん な 幸福な =1 に 逢 つ て も 何 だ か 未た 

欺か れ て ゐる やうな 氣が し て 、 此れ も 亦 例の 夢で はない 

の か と はれ て ii 方が な い 。 そし て 此れが 若し 矢張り 夢 

だとす ると それが 何より 私の 菌 むで ゐた 喜びで ある 丈け 

に 又 g:- めろ 時 の 怖ろ しさが 思 はれて ならない。 


項 梁 それ はお 下が 並の 人間で はなく、 王子で あろ 事 を 御 

ほ 分 で 知 つて ゐ らしつ た 丈け そ の 逆 蓮の 不幸 をお 感じ に 

なり 方が 人 一 倍强 かった 爲 めと 思 ひます。 しかし 今少し 

此事實 にお 慣れに なれば こんな 事 は 殿下が 王子で いら つ 

しゃる 事實と 11 じ やうに 當り 前な 事實だ と 云 ふ 事が は つ 

きりな さるで しゃう。 

鐘離昧 差し出がましい やうです が 私 は隨分 王子 を 御 見つ 

け 申す に 骨 を 折り まし た 。 其 代り あの 南淮の 浦で 圖らず 

もお 見つ け 申した 時の 喜び は又譬 へ や，？， でありませんで 

した。 あの 時 は 自分 乍ら 自分の 股の 利いて ゐる 事に 感心 

し て 誇り が 私 を 躍り 上らせました。 

H,* 子 ほんと にあれ を 思っても 夢の やう だ。 私 は 又 瞞し討 

ちに 遭 ふので はない かと 云 ふ氣が 直く して、 之 はもうて 

つ きり 秦 の 使が 僞 つ て 自分 の 首 を りに 來た の だな と 思 

つたので した。 で、 いっそ 一思 ひに 此人を 打ち殺 してや 

らう か とさへ 思った の です。 併し 漸く 本當の 事が 分 つ た 

時 私 は 俄かに 眠つ てゐた 胸の 中に 火が つ いたやうな 氣が 

して、 其 明りで もつ て眞の 自分 を 見知った やうに 感じ ま 

した。 私 は 嬉し さの 餘り思 はず 此人を 抱きしめて 了った 

が 、 ふ と 又 それが 自分 1 ゲ 瞞 し て ゐる惡 魔の 企み の やうな 

氣 がして 來て、 譯が 分ら なくなって 了った。 

項 梁 は. -。 餘り 熱心 に 思 ひつめ て 居ら しったからで しゃ 
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,z —— (起ら 上る) 私の 甥の 項 羽であります。 

(項 羽、 平服の 儘に て 登場。 一同.^ 睨め 廻す。〕 

？ F 羽 之 は 私の 分家 の 叔父 に 當る項 梁と 云 ふ 者です。 

(： 土 子 起ちて 項 羽に 禮， かする。 項 羽、 輕 くそれ に 答へ 

て 綾， する。〕 

00  (起ちて〉 私 は 劉 邦です。 貴方 を 尊敬し て 微力 をお 

添へ し 度い 爲 めに 參 りました〕 

項 羽 (劉 s^.^ ジ n-- と 見て) 僕 も 君に は 興味 を 持って ゐ 

たが、 よく 來て 吳れ たな。 俺 は 何. M にかけ たらい、 の だ。 

俺の 席 はない やう だが。 

項 梁 (項 羽 LL) お前 は 先刻 加減が 惡 いからお 目に か V ら 

ないやうな 事 を 云つ て ゐたぢ やない か。 

項 羽 では 私が 來 なければ 私の 席 は 作らない のか。 

Mm い- -ぇ、 そんな 譯 では 厶 いません。 此處が 狭い もの 

で 何 誰の 席と 定める 事 も 出来ず 御銘々 勝手に 著 席して 頂 

いた 譯 です。 どうぞ 之へ。 

(王子と 劉^と の 間へ 座，^ 設く。 項 羽、 其 座に 就く。) 

王子 貴方々 の 力で 私の 豫 ねての 希望が 現 されて こんな 

嬉し い 事はありません。 私 は 生き返つ たやうな 氣 がして 

ゐ ます。 

項 羽 そんなに お 嬉しい のです か。 は \。 とにかく こ、 へ 

來られ 、ばもう 大丈夫です。 ー體 今迄 どんな 風で ぉゐで 


でした。 

子 私 は 牧童 をして ゐ たのです。 そして 其 B ム 朝から 毎 

もの やうに^ 山の 羊 を •！！ つて あの 湖水の わきで 番をして 

ゐた。 其處 へ 毎 も 私 を 虐める 村の 若者 達が よ つ て たか つ 

て來て 何の かの と 又 私 の 惡 口 を 吐き 始め て —— 何故か と 

云 ふと 私 は 其奴 等に 向って ； 度 かう 云った 事が あつたの 

です。 「君達 は 大勢で、 皆ん な 兩親を 持って ゐる けれど 百 

姓の 子で はない か。 自分 は 一人で、 親の ない 孤兒 だけれ 

ど 王の 子孫 だ。 今に 兑てゐ ろ。」 かう 云った からです。 

項 羽 は \。 さう したら 皆は資 方 を 法螺 氣違 ひの 囈け者 だ 

と 云った で し や う。 さう し て 笑 ひ 乍ら 費 方 を^ つたで し 

やう。 

子 それば かりではありません。 私が さう 云った 眞似を 

して 「俺 は 王子 だ。 今に 見て ゐ ろ。」 と 冗談に 云 ひふら す 

者が 彼方に も 此方に も出來 たのです。 中には 眞 面目で さ 

ぅ吹聽 する 者 も 出來た 程です。 それで どれが 本 當か嘘 か 

15£別 が つかな くな つて 了つ た 。 

鐘 しかし その 流行のお 藤げ で 私 は 王子 をお 見つけ. E. す 事 

が出來 ました。 を かしな 言^が 流行ろ もの だ。 之に は屹 

度 何 か 太 尊が あるに 違 ひな い と 云 ふ 不審 を 起し た の が キ 

ッカケ になり ました。 

項 梁 何が 仕 合 は せ の 手引きになる か 分ら ぬ も の です ね。 
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T-^ 併し が^り 私の 云 ふ 事 を 馬鹿にして 联り合 はな い 

の で、 仕舞に は. In 分 迄が それ を 疑 ひ 出して 自分 は 實際何 

かに まやかされて ゐ るので はない か と 云 ふ氣が して 來 た 

の です。 それと 云 ふの も 私 は 自分の 血統 を 詳しく 知らな 

いので、 お前の 父親 は 何と：： ムふ 王さん で どうして 死んだ 

の だ 杯と Pi かれろ と、 何とも 答 へ る 事が 出來 なか つ たか 

ら です。 私 は 始終 さう して 一 除け者に され 乍ら 淋しい 

日 を 逸つ てるた の だ。 

項 羽 一 入 除け者に される と 云 ふ 氣持を 全で 味った 事の な 

い 者 は 迚も 語る に 足らぬ 者 だ。 いや、 私 なぞ も、 若い 時 

分に は どう し て か う ほ 分 は 除け者 にされ るの か、 その 譯 

が どう 云 ふ もの か 分らなかった。 後に 自分が 何者か と 云 

ふ 布 を 知って から 漸く 成る 程と 分った が。 賤民 は 一生 そ 

の 淋し さ を 知らない。 何時でもい 、仲間が ゐ るから。 王 

者の 運命 S て 牛- れる者 は -.^ 思議と ifs 淋し いの だ。 其琳 

しさの L に榮ぇ あれ だ。 

併し 今、 J そ 其 © 偽の ； 21； 別が 明か になる 時 は來た の で 

す "「時」 は さう 何時 迄も不 E の 跋扈 を 喜ぶ 譯 はあり ま せ 

ん。 王子が 今に 見ろ と 被 仰った せ f 今， は今來 たの です。 

さう し て 「時」 は .：=|11 々； 止しい 者の 味方 に 「起て」 と跟 くば せ 

をした のです。 

項？ - さう 云 ふわけ で 私達 は 起った のでした かな。 


- 

項 梁 お前 は 又 そんな 事 を 云 ひ 出さう と 云 ふの か。 

項 羽 いや、 私 は 只 一人の 不幸な 王 千 を その 不幸から 救つ 

て 上げた の だ と 思 つ てゐ た、 自分 を E しい もの とする た 

めに 王 子 を 戴く の だと は 思つ て ゐ なかつ た 、 と 云 ふまで 

だ。 

項 梁 (旁 白」 今にな つて 何 をと ぼけて るんだ。 -項羽 に) 

だが お前 は 今の 世の 腐って ゐ るの を 3^ ない のか。 又 それ 

を 見 て、 あれら が 不正で 吾 々 が 正し 事 を 認めな い の か。 

項 羽 C 甚だ 1" 嘲 的 に) 私 は 刑吏で はない。 だから 今に 始 

まった 事で もない 世の 腐って ゐる事 杯 を 名 S に 借りな け 

れ ばなら なかった 事 は 一度 もない。 英雄 は どんな 正しい 

W に 生まれ やうと 征服 をす るの だ、 なぜなら 只 彼が 英雄 

であるから。 さう ではない か。 劉. 邦" 

劉 邦 さう です。 眞の 英雄 は 自分 丈け で 正し い の で、 他の 

爲 めに 正しい のではありません。 

項 羽 さ-つ だ。 その 通り だ。 

王子 私 は 貴方が 慕 はしくな りました。 魂の 拔 けた、 だら 

けき つた 今の 世に 方の やうな 豪傑が ゐ やうと は 何と 云 

ふ S もしい 事 だら う" 今の 世は駄 0 なの だ。 どれ も 之 も 

團 栗の 背比べて、 昔の 英雄の やうな 大した 者に ； 人もゐ 

な い と 皆が 口 を 揃 へ て 云 ふ の で 、 私 も實は さうな のかと 

許り 思って ゐ たのに。 


ICS 


？ 劉と 羽 項 


項 羽 は、、 大した 者が 出て ほしくない からです。 而も 奴 

等が その 定まり 文句 を 並べ て ゐる 後ろ に は 毎 も 蛇 度 そ の 

大した 者が 出て ゐ るの だから 面白い。 (機 鐮.， -く〕 私に 

おすがりなさい。 しっかと" 私 も 貴方が 可愛くな つた。 

寄生 物 を 持 つて ゐ ると 云 ふ 事 は 私 は 嫌 ひ で はない。 

項 梁 (思 はず 嘆息して) 王子。 

王 子 貴方に すが る 事 はとり も 直さず 貴方 の 叔父さん にも 

すがる 事に はならない のです か。 

mm 宜しい。 私 は 青： 方に 王冠 を 授け やう。 (劍 て季 布に 合 

すろ) 

(季 布、 退 湯。」 

項 梁 項 羽。 お前 はそんな 勝手 をす るの か。 

項 m 貴方に はさう 見える のです か。 は、。 それなら 賣方 

がお 授けなさい。 (項桀 は 無言な のて 王子に 云 ふ) あの 

叔父 は 私の 小さい 時 始め て 弓矢 を 私に 敎 へ て 吳れた 人で 

す。 私が 大き くな つて か ら は 私 は あの 人 を 育て ました。 

あの人の 卅， 1 話 をし、 あの 人 を 敵 か ら 防ぎ 名譽と 位置と を 

g けて やりました" 私 は あの 叔父 を 愛して ゐ ます。 あれ 

にも 一 方の 手 を 持たせて おやりなさい。 

王子 私 は 皆ん なに 手 を 持って 貰 はなければ ならない。 私 

は 一人で 追放され てゐる 時は强 かった。 しかし 今 は 女の 

やうに 弱くな つて 了った。 


(季 布、 冠ん-人れ たろ ゆい，^ 持ち \ ^登 湯。 恭しく それ，^ 

項 羽の 前 Li 持ち 行く。 項 羽. その 蓋.^ 開きて 王冠.^ 取 

リ 出し、 それ 1^ 眺めろ。 息,^ 吐く。) 

項 梁 (旁 白 彼奴 はよ だれ を 垂らして ゐる" もう 入に や 

るの が 厭に なった の だ。 

(5? 羽、 冠，^ 再び 宮の中 におく。) 

項 梁 卽位は 一 つ 時で も 早い 方が 宜しい。 どうせ 之 は假り 

の竊 式です。 本式に は 何れ 王 號の御 宣誓と 一緒に 關中を 

占領した 曉に、 祝捷を 兼ね て 改め て 行 ふ 事に しまし やう。 

ではと にかく。 (王子 1^ 眼に て 促す) 

(王子、 項 羽の 前 LL 行く。 し 

項 羽 お跪きなさい。 

(王子、 跪く。 項 羽、 再び 王冠，^ 取.： し、 それ，^ 王 

子の 頭の 上に 載 ぜんとして IS 躇 する。 突然 それん、 床の 

上-. L た 、き 捨てる。 一座 驚く-  ロハ 劉 邦の みは ^5 ちつい 

てね ろ。) 

項 梁 (起ち 上リて 怒ろ) 何 をす ろの だ。 項 羽。 お前 は 王 

位 を 侮辱す るの か。 

項 羽 貴方 は 喜んで ゐろ！ 私 を 排斥す る n 實の爲 めに" 

はつ。 下らない！ 

王子 私 はどうし たらい、 の だ。 

項 羽 俺に こんな 囈 けた 眞 似が 出 來 ると 思 ふか。 豚の 頭に 
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でも なげ て やる がい. -。 ( T: 冠 ， 小-域ろ) 

M 無禮 も！ e が ある！ 誰れ がお 前にし ろと いった。 

ce 梁、 項 羽， 5- 斬らん として 刽の 束に 手 1^ かけろ。 一 

座、 火に 不？ g。 此^ 挺姬、 SI の 間- -リ 飛^の やうに 出 

ノ，、 夾リて 元氣. んく 舞.^ 舞 ふ。 急調子の^?:»樂。 立ちね た 

る 一 拖 は；： 木氣 に とられて それん. る。 其 間 に 項 羽は自 

Mr^.m^^n..  ^^の舞に见とれる。 廣姬は  一 t: の 氣^5 

ちが 次第に S 化して 一 同再.ひ^^にっく.^見て舞ん、止.《 

る。 と S 時に 腰- 兀大 勢、 酒と：，^ と 1^ 見 な 盆に 載せて 

出 V 來 る。) 

§  ： 下： 子の 前に 逃み) 妾 は！？ 羽の 妻で ございます。 失 

轍 をお 許し 下さ い。 f かく 云 ひ 乍ら- 子に 不 波して 自 

ら； ゆ， 注ぐ。 度姬は 次に 劉 邦、 項 梁、 項 羽 等に-てれ/ 

1^, 小さす) 

梁 (處姬 が. =分 の^  Li 來た 時-」) 出かし ましたな" 費 

女 は 中 53! 女の 美の 雨で ざ， わつ いた ほこり を しづめ て 了つ 

た。 子に) どうか 项 羽の 不作法 はお 見 週し 下さい。 

王子 私 は 王冠 杯 は ほしくない。 それよりも 貴方々 の 間の 

ぅ^^カほしぃ。 

(^^^-が^::分の前に來た昨.っ ぃせ手，^捏ろ) お前 は 

叔父の 一命 を 救った な。 

sm. 一同 に© ん、 して 退 锴。) 


項 梁 項 羽、 今の 王子のお 一 を 聞いた か。 

王子 (高座.^ 下って 項 梁と 項 羽との 間に 來リ項 羽に) ど 

，「か 貴方の 御 夫人の 美し い 心と- 私の 愛と に 免じて 貴方 

方 は 和解して 下さい。 天下に 代って 私が それ を賴 みます。 

私に とって は 貴方々 の 親密な 平和が 何よりも 嬉しい の だ 

と 云 ふ 事 を 知つ てゐて 下さい。 私達 は 今 詰らない 事で 仲 

割れ 杯し て ゐる 時で はない で せう" 

項 羽 (微笑む) 私の 慈け に 免じて。 "盃 を。 

劉 邦 それ は 私が さし まし やう。 

(i; 邦、 腰元より 酒、 1^.^ とリ、 項 羽と 項 梁と に. 注ぐ、 

項 羽 は 父 王子と 劉 邦の 盃，^ 注 ざて 四 人に て 立ち 乍ら 1^ 

^.s. 飲む。 注進の 使 急お 、登場。) 

使 (敬^して) 申し上げます。 秦の 朝廷で は 味方の 樣子 

を 悉く 聞. * ベ 知 つた ものと 見 えま し て 、 相丞 の 趙高は 非常 

な 慌て 方で、 とりあ へ ず 大將の 章邯に 三十 萬の 兵を與 へ 

て. 直ちに 此方に 攻め.；^ せ る やうに 命令 を 下し ました。 そ 

れで章邯は部下の可馬^sに 一部の 軍勢 を 裂いて、 もう 函 

谷關を 出た 相であります。 (返 揚) 

項 梁 屹度 二手 に 分れ て や つ て來 るに 違 ひ な い 。 

項 羽 少し はぶつ かって 來る ものがない と 力の 試め しゃう 

がな い。 (起ち 上る) 味方に は 今 どの 位 の 兵數 がゐる の 

だ。 (じ やら/ < 、劍. ^引 > ずって 何 か考へ 乍ら 舞 
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1?/ ま はろ) 

S 劉 邦 殿が 約 十 萬の 兵 を 加 へ られ ましたの で、 矢張り 

三十 萬 位 はゐる 事と 思 ひます。 

項 羽 そんな 牛刀 を 以て どの 肉 を 裂かう と 云 ふんだ。 

王子 どうで せう、 味方 も 西 一 一手に 分れて 進む 事に した 

ら。 

項 羽 (傲然と) そんな 事 は 貴方が 口を出す 處 ではない。 

項 梁 では 兎に角 明朝 曉 方に 出^す る 事に しまし やう。 道 

は 遠い の だから 急ぎ 過ぎて は 却って 惡ぃ。 今夜 は ゆつ く 

り 休む 事に して、 準備 を 整へ やう。 (一 阔に) 諸君 は 其 

つ f 

心算で。 

一 同 心得ました。 

項 羽 慾々 小手 慣し をす る 時は來 たの だ。 (壁：. i 立て かけ 

わ リし大 なる 靑き 地に 金の 龍，， V 錢 ひたろ 驟.^ 持ち 來リ、 

それん- 銜. V- 樹て〕 此處に 俺の 旗が ある。 未だ 新しくて 何 

の 傷 も 受け て をらぬ。 之から は 血に まみれる 事 も あり、 

やぶけ 裂ける 事 も あらう。 だが 此ま、 の ひらめく 處 それ は 

死の やうに 人心 を おびやか すだら う。 そして それ は 俺の 

心が 勝に ゆるんだ 時 俺の 蓮 命が 何た と 云 ふ 事 を 俺に 彎吿 

する だら う。 お前 等 俺の 命に 從 つて 俺と 身命 を 共に し、 飽 

く迄此 旗の 爲に戰 ふ 決心 ある 者 丈け 劍を 擧げ るが い. -。 

(多くの 將士 皆 劍，^ 抜きて 高く 掲げ、 その 覺 悟.^ 表 


す。) 

項 羽 宜しい。 では 今宵 は 大いに 飮め。 明日 ほ 威 陽へ 向 ふ 

の だ。 咸 陽へ！ 恐らく、 否、 確かに、 一撃の ド に陷れ 

る 事が 出來 ると 俺 は 信じ て ゐろ ！ 

.  I- 幕 — 


第 二 幕 

第一 場 定陶 附近に 在る 居酒屋の 場 

賑 かなろ 笑聲 て ^開く。. K 勢のお 士 彼方此方に 組み 

ん V なして 酒,^ のみ 驟ギ 居ろ。 

兵士 甲 さあ、 酒 だ/ \.! 今夜 は飮み 明し だぞ。 人生の 

快樂を 今夜の ー晚に 舐め 盡 して、 もう 快 樂と云 ふ 言葉 を 

聞いた 丈け でも^ 吐 を 催す 程 やりぬいて やれ。 さう すれ 

や、 あの 血 腥ぃ戰 場の 狂氣が 却って 慕 はしくな るまい も 

の でも 無え。 

t.;  士こ さう だ、 醉 つて 醉ひ しびれて 二三 日 は體屮 の何處 

を 斬られても 琉れ 出る もの は 只 酒ば かりで、 痛く も 痒 ゆ 

くも 無え と 云 ふ 迄飮ん で吳れ やう。 そこで 俺達^ 遙 かの 

岡から 鞭 一 本で ワイ/ \ 驅 り 立 てる 野郎 共が 戰ひ の ん 

だ 死骸 だら けの 戰 場へ 来て 見 て も 其處ら 中に 琉れ て ゐる 
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プ ンブ ン するどぶ ろくの 臭 ひに あてられて 「何 だ、 之 は - 

血 かと 思ったら 酒ぢゃ 無え か」 と 云って がっかり させて ； 

吳れょ うぢ やない か。  i 

(や、^。 「资 成々々」 杯 云 ふ 1  璩。 亭主 (K は 項 梁の 間諜： T 

酒 持ちて 登 is。) 

亭主 さあく 4- ぃ處。 早い 處。 いくらでも 持って 參じま 

すぞ。 ( 同に 酒杯な 渡し 乍ら) 眠が 廻る 8. く • たんと ： 

お飲み 下せえ。 

ぉ士丙 酒 もい \ が、 姐さん がゐ なくつ ちゃ 與醒 めだ。 姐 

さん は 何 まへ 行った。 え？ 蘇 桃 娘 は。  一 

亭主 へえく、 今參 ります。 〔呼ぶ) これ、 i や。 呼 

んで御 るから 早く 來な。 

桃：^ の聲 - 奥よ リ) 今 行きます。 

兵士 丁 どう だ。 あの 嫌な 號令の 銅 編 たァ 少し 違 ふな あ。 

おい、 諸君。 今夜 は 俺 ああの 姐さん の寢 床へ 泊めて 直 ふ 

約 成に なって ゐ るんだ からな。 一寸. 御 披露す るせ。 

兵士-内 馬鹿 云へ。 俺の 方が 先約 だ ぞ 。 

兵 十： 戊 ？^^-乍ら我^^は又其先約だ。 

兵士 甲 止せく。 そんな 馬鹿な 喧嘩 は。 みんな 共同 だ。 - 

どうせ 死ぬ も 生きる も 一 つ の ぢゃ 無え か。 

兵士 乙 明日から 又 「死ね」 と 云 はれる 代りに 前進 だ、 吶 

拔だ、 却た と 怒 ほられ るんだ。 進め、 火の 中へ。 ハ ッ。 


飛び込め、 死の 谷へ、 ハツ。 敵の g 球 を 刳り 拔け 。ハツ。 

何でも ハ ッくと 云 ふより 能の 無え のが 俺達 だ。 だが 「何 

の爲 めに」 なんて 事 は 一切 考 へつ こなし だ。 そんな 理窟 

を考 へる iiJI, 格 は 俺達に や 無え 相 だからな。 

兵士 戊 當り 前よ。 命 を 惜しむ 資格 さ へ 持って ゐ 無え 俺達 

が考 へ るなん て 生意氣 な 事ぁ以 て の 外 だ 。 そんな 事 あ 俺 

達ソ わつ ば 共の 柄に や 無えん だ . 

兵士 丙 は \。 だが お前 は 本當に 人の 股 球 をく り拔 いた 事 

が あるか。 俺 は あるんだ ぞ。 男ながら 惚れ： S する やう 

な 綺麗な 若者 だ つ たがな、 敵の 間諜 だと 云 ふ んで 俺が そ 

の 眼球 をく り拔 いて、 石つ ころ を 詰め込む つて 有り難い 

役 を 云 ひっかつ たんだ。 (亭主 は 間諜と 聞きて ドキッ と 

する) 

兵士 丁 そんな 事 は 珍ら しく も 無え。 此；； § の やうに 人間の 

命が 大根よりも 安くな つ ち や 少し や 念 の 入つ た 殺し 方 を 

しねえ と 殺し た や うな 氣 がし 無えん だ 。人間て 者 は 何に 

でも 贅淨ん なる もの だからな。 

お士乙 だから 項 羽の やうな 化け 者 は 一時に 十 萬 人 も 殺さ 

ねえと 血の 句 ひ を 感じね えんだ。 

亭主 十莴 人？ それや 本當 です かい リ 

兵士 甲 お前 は 知ら 無え のか。 あの 靑 鬼の 野郎、 幕 〈古の 巡 

察 中に 降参し た秦 の 兵卒 共が 劉 邦の 家來に ならず に 蓮 窓 j 
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く あの 靑 鬼の 家来に なった 事 を 悲觀し 合つ てゐ るの を 立 

ち 聞き しゃがつ て、 御 丁寧に も 一 々皆の 唇 をチ ヨン 切つ 

て 解雇し たんだ。 

亭主 それで 皆 物が 食へ ずに 死ん じ まったん ですな。 ふ， - 

む。 ひど ひ 事 を しゃがる 畜生 だ。 

兵士 乙 何しろ 十 萬 人の 血 だ。 だから あの 洛 水に は 赤の 永 

が 張った つて 云 ふぢ や 無い か。 

肉 .J -， Ifk リ たろ 皿.^ - 持ちて 登場。) 

兵士  丁 さあ、 女王の 出御 だ。 敬 禮！ 

( 一 E せ，、 ひ聲、 蘇 桃 娘に 敬^す。) 

兵士 甲 蘇 桃 娘つ：： 歳！ 

( 一同、 蘇 桃 姐 萬歲. ^叫び、 酒.^ 飮み 肉ん-喰 ふ。) 

桃 娘 今度 は 妾が 唱へ ますよ。 (臺の 上に 飛. ひ 上リ〕 劉 邦 

萬 歳！ 

( 一 同、 劉 邦 萬 歳. 叫 •  ひ飮 む。) 

亭主 いや、 貴方々 は それでも 劉 邦の 部下に ぉ附 きで 結. n 

です よ。 

兵士 丙 なに、 俺 は 元と は 項 羽の 方に 屬し てゐ たんだが な、 

あの 彭： じ 籤引きが あつ て 項 羽が 東軍、 劉 邦が 西 軍と 定 

ま つ て それ <.\ 威 陽 へ 出發 する 事に なつ た 折に 、 J つ そり 

劉 邦の 方へ 附 いちゃつ たんだ。 自分の 爲め にやい くらで 

も 命 を なげ 出す のが 當り前 だと 思つ てけ つかる ある 靑鬼 


の 下に 使 は れ て た 日に や 生き て る の が 不思議な 位 だ か ら 

な。 

兵士 は それ にあの 綴の やうな 項 梁 奴が ゐる 許りで も 俺 や 

東軍に 附ぃ て ゐる氣 はしね え や。 だが まあ かう して は 蛇 

の P 人に なって ゐれゃ 卑し い 役で も 命の 危な さは 少 いつ 

て譯 だ。 

桃 娘 何方が 先き に咸陽 へ 入る でし やう。 

兵士 乙 それが 今では 天下の 「賭け」 になって ゐ るんだ が 

な。 それや 一 寸分ら ねえ さ。 何方から 行っても 七 百 里 は 

あるんだ からな。 だが 俺の 考へぢ や、 先 あ 何方 かと 云へ 

や 俺達の 方が 一 足 先き に 入る 事に なり 相 だね。 何故と 云 

つて 項 羽の やり方 は 一 つの 城へ ぶっかる と 一 々それ を攻 

め 落し て 死骸の 山 を 積み 乍ら 進む と 云 ふ 風 だが、 劉 邦の 

やり方 は 全で 違 ふ) まあ、 一 つの 城へ 來 ると 戰 はねえ 先 

.1  ざに 使 を 遣って かう 云 はせ るんだ。 喧 if は 止さう。 强ひ 

て 喧嘩 をす り やお 前の 方の 損になる 許り だ。 だが 我 軍の 

敵 は お前 達の かたきの 秦 なの だから、 お前 達 だ つ て 我 軍 

を 味方 に しなく つ ちゃ 損 だ 。 さあ =- く 明け渡し ちま へ 。 

かう 云つ て や るんだ。 何しろ 此方に は 何十 萬と 云 ふ精銳 

が ゐる んだ から グゥ もスゥ も 無え C 向う だ つ て 仕方が ね 

えから 結句 明け渡し て 了 ふ。 まあ そんな：^ にして ぁの昌 

邑 だの 高 陽 だのつ て 城市 は つち まつ たんだ。 


邦 劉と 項 


113 


亭主 所謂 「525 に 血らず して」 と 云ふ譯 ですな。 ぢゃ 却つ 

て 其方が 早い こと も 早いで しゃう。 

t: (士 乙 うん。 cC 邑ゃ高 g の 市民 は 前よりも 却って 心配が 

なくな つ て氣樂 にな つたつ て 喜 こんで ゐる位 だ。 處が項 

羽の 方と 來 たら 到る 處に 怖れと 恨み を f  V 散らし てゐる 

んだ。 現に あの 懐ェ でさ へ が 項. 梁 や 劉 邦と 話 をす る 時に 

は 坐った 溢で 懇ろに 話される が、 奴と 會ふ 時には 屹度 立 

つ て 話 をされ ると 云 ふ 事 だ。 さもないと あの 氣 儘な 野郎 

知し ねえんだ。 

兵士 丁 だが うっかり 此方 とらが 先に 關 中に 入る 事に でも 

なれ や 其： .£ が 乂大墩 たぞ。 此處は 一 つ 奴を溫 和し く 先へ 

入れて 足させて やった 方が い、 かも 知れね えな。 

闺個 くだ。 今 一足先へ 關中 へ 人る 入らね えなん て 

事 あ 大した 車ぢゃ 無え。 此方が 先 へ 入りゃぁの！^円鬼め、 

又 疳賴を 起し て どんな 酷え S 似 をす るか 分らね え や。 

桃 娘 (つい n 叩お して ソケ項 羽の 上に 呪 ひ あれ。 

ぉ士 2- は、、 姐さん、 豪ら い 勢. たな。 どう だね、 その 勢 

ひで、 昔 周の 幽 玉 を 笑 ひ 殺し て 大勢の 同.； g を 救 つ た あの 

褒姆の やうに、 姐さん も 一 つ あの 靑 鬼の 寢 W を かいて や 

一-: りみ-つ 

つ たら。 「英雄 £J を 好む」 つ てえ から 姐さん の 其 容貌で 勇 

1. 颯さ へ あれ や 俺が 請け合 ふぜ。 

桃： S  の、 きズ) まあ、 妾に は 独 も そんな 怖ろ しい 芝 


居 は 出来ません わ。 

兵士 丙 馬鹿な。 あの 靑 鬼に は 幽 王の 褒姒に 負けない 位惚 

れ 込んで ゐる 御 自慢の 內 儀さん が 附ぃ て ゐるぢ や 無え 

か。 それに 奴は幽 王の やうな 腑拔 けた あ 違 ふし、 迚も そ 

んな 手ぬ るい 色 仕 けなん かぢゃ 追つ かねえ や。 

r: 桃 姐 は-て つ ，v 拔け去 つて， Q る。、 

兵士 乙 まさか 笑 ひ 殺す なんて 事 來っこ 無え が、 奴 だ 

つて 石 ゃ岩ぢ やなし、 可愛い、 娘 を 見れ や 厭な 氣 はしめ 

え やな。 い くら 本妻に 惚れて たって 他の 女の 味 は 又 別 だ 

ァ- あんな 出 m 目な 野郎 は 一 曰； 惚れ 出した 日に や 又 思 ひ 

きつ て やら かすに 違え 無え。 お前 はそんな 事 を 云 ふが、 

奴に 天下で も 取られて 見ろ、 俺達 あ 何うな ると 思 ふんだ 

い。 な あ、 姐さん。 おや、 又 逃け ちゃった な。 

兵士 甲 は、 - X。 どうしたと 云 ふんだ。 (呼 ぷ) 姐さん。 

今の は 冗談 だよ。 

兵士 丙 お前が 碌 でも 無え 事 を 話す からい け 無えん だ。 も 

うそんな 話 は 止せ やい。 おい、 姐さん。 此處 に來て 俺に 

かって 吳れょ 。 可お 相 だ と 思 つ て 。 

亭主 おい、 ！ゃ、 ！ゃ。 どうしたんだ。 (返辭 なし) 

仕.；！ のない 娘 だな あ。 (奥へ 行く〕 

兵士 戊 酒 を 持って 來な。 酒 を。 ぁ&醉 つたく。 殺すなら 

>  J んな 時に I おし て吳れ ると い 、 氣 持で 往生す る んだ がな 
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ァ。 姐さん とももう 今夜で お別れ か。 今迄 はま あかう し 

て どうか かう かやつ ちゃ 来たが、 之から 先き が 思 ひやら 

れら あ" あ」 いや だく。 

(或ろ 者 は 敬ん-? I" ふ。 IS, 亇た V く 昔 J 

兵士 丁  (寝-て ベリながら) 又 仲間 だな。 戶 なん ぞ 叩き や 

が つ て、 洒落た 眞似は 止し てズ ン く 入れ！ 

亭主 (出て 來 る.) お入りな せえ。 

(呂妃 二人の 憲兵， 述れて 登揚。 桃 鎮は帷 s*^-.^ リの 

ぞいて 甚く 吃驚した 樣 子。) 

S  (烕嚴 わる 態度) 妾 は 劉 邦の 妻です。 ぉ樂 しみの 邪 

魔 をし て 心苦し い が、 貴方 々 は 少し 此處を 退 い て 下され 

まい か。 

兵士 乙 へえ、 之：：！ 大變 だ。 皆ん な、 起きろ く" 劉邦閣 

下の 奥方へ， だ。 

憲兵 失禮； /事 をす ろと 承知 せんぞ。 さあ、 早く 出て 行け 

M  (憲兵-し) そんな 手荒な 事 はお 云 ひで ない。 妾 は 皆 

さんに すまなく 思って ゐる。 さあ、 御 亭主、 皆さんの 酒 

代 は 妾が 拂 ひます。 (財布 r< リ金. ^出して 亭主に 與ふ) 

亭主 へえく。 之 は ど-つも。 ：：•• こんなに 頂い ちゃ … ： 

兵士 甲 ぢゃ 皆ん な 翳ら う。 少し 物足りな いが、 奥方から 

只で 酒 1<5？ 料 を 項 戴し たんだと 思 へ やお 禮を 申さな くつち 


やなら ねえ。 

兵士 丁 どうも 有り難え 事で 御座え ます。 奧方 様。 

呂妃 濟 まない が、 飲み 足らなければ どうか 又 わきへ 行つ 

て 飲んで お 吳れ。 

( 1 同、 手 a 似て 物.^ 云 ひ 交 はしつ 、^. ^して そ 、ごて 

、、に 返揚 す。) 

呂妞 時に 御 亭主、 妾 は 或る 私用が あって 來 たの だが、 お 

前の 家に 近 ぉ」储 はれた 娘が ゐ るなら 一 寸會 はせ て賀へ ま 

V 力 

亭主 へえ、 お 易い 御 用で。 あれ は 不幸な 娘で 御座いまし 

て惡 者に 危く身 を 賢り 飛ば され や 5 として ゐ まし た處を 

私が 救って 連れて 參 つた や-つな 譯で。 これ， f 、や、 奧 

方が お前に 何 か 御 ffl がお あり だ 相 だ。 早く 來な。 

(祧 娘、 出て 來ろ。 そに/、 し 乍ら 隔っ； に 立ち居 
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呂妃 (亭主に) 不饒の やう だが お前さん も 暫く 遠慮 をし 

て 下さらな いか。 

亭主 いえ、 私 も 恰度 之から 其處迄 用達しに 出掛け やうと 

存じて 居りました 處で。 では § や、 お前に 留守 を 頼む 

からな、 い 、か。 では 奥方， どうぞ ごゆつ くり。 (退場す) 

呂妃 (二人の 憲兵に〕 お前 達 は 外に ゐて 人が 入って 來な 

いやう に 番をして ゐ てお 吳れ" (憲兵 等 退場) お前 は 股 


ま!^ 5? にル -R 


I たね。 

s  (燃える やうな 吸 1^ して) あ、 奥 ST どうして それ 

がお 分りです。 

„,MW  一  g 見れば すぐ 分る よ。 あ、、 妾 はお 前に 逢 は-つと 

し てお 前 を 探す の にどん なに 骨 を 折ったら う。 

(二人 は 迅速な 調子に 乂會 話す。) 

桃 娘 贵方 にお H にか k ろ は 又 妾の 夢でした。 併し 妾 は 

とても 卟 はない^と 諦めて 居りました。 

cc 妃 妾 If は 諦めて なんか ゐられ る 時で はない。 飢 ゑた 隼 

の やうに 生命と 捷利を H らな ければ ならない。 しっかり 

おし。 妾の 桃 娘 や。 妾 ほお 前 を 救 ひに 來 たの だ。 お前 

を 活かしに 來 たの だ。 

^0 奥： 大 きなお _1 で 妾 を 股 桃 娘と お呼びに ならない 

で 下さい。 妾 は， H 分 乍ら {IZ 分の 本名 を^く と をの \ きま 

す。 妾 は 父が 殺され て 家 を 出 ま し て から 蘇！ と 云 ふ 名 

に！！ へ てゐ るので す。 

では in; 分の 名の 響 きに をの 、くお 前 は 未だ 親の 仇？ 

を 打つ； 3^ は あるの だね。 

S 唯一 人の 親 を 殺されて、 こんな 怖ろ しい 陷し S 弁に 蹴 

落された 妾 は、 親の かたき を 打つ 前に 先づ 自分の かたき 

を 打たなければ なりません わ。 (呂；|^は、笑む) 奥： ii、 

3?=： 方 は 妾の 鏡です。 贵方 にお 目に か& つて 妾 は 漸く 自分 


丈け では 見る 事の 出来な くな つて ゐ た 自分 の 正體を はつ 

きり. 見る やうな 氣が 致します。 

OC 妃 妾 を 敵と 思 はなければ 妾に 抱かれて お 吳れ。 お前 は 

知るまい が、 夭 下の 蓮 命、 幸と 不幸と が 妾 達 二人の 女の 

I！ にか 、 つ てゐ ると 云つ て も 言 ひ 過ぎで はない の だよ。 

さあ、 之 か らは妾 をお 前の 姉と 思 つて 賴り にして お 吳れ。 

妾 は 又お 前 を 妹と 思つ て 蔭に なり 日向に なって お前の 爲 

めに 力 を， 壶 すだら う。 妾 達 二人の 運命 は 一 つ だ。 お前の 

幸福 は 妾の 幸福、 お前の 仇 は 妾の 仇 だ」 さあ、 それ を 誓 

つ てお 吳れ、 妾 達が 運命 を 共に する 姉妹に な つ たと 云 ふ 

事 を 

桃 娘 (呂 s^ll 抱告 つく〕 奧樣。 ：… 

呂& お前 は 誓 ふ 事が 出来 ない のかい U 怖ろ し い 陷し に 

陷 ちた お前 は、 妾が 手 をの ベ て 救って やらう と 云 ふのに 

そ の 穴 の 中で 1^ れ 死に 度い と 云 ふの かい。 

S 併し 妾に 何が 出來 るで しゃう。 奧樣、 踊る 事と、 唄 

ふ 事の 外出 來 ない 妾に。 

呂紀 树 間は藝 けた 道化が 出來 るば かりに 王の 後宫 へ も大 

手 を 振って 入って 行く ではない か。 ところが お前に は 四 

つ の 武器が 與 へ られて ゐる 事に 氣が つかない のかい。 女 

であると 云 ふ 事と、 美しい 事と、 歌と、 舞と。 え？ さ 

，つして あの 荒んだ 陣中で 何が 一 番 求められて ゐる とお 思 
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ひか。 お前の 備へ てゐる ものが 其 一 番 求められて ゐる處 

の もの 許り ぢ やない か。 

挑 娘 (gr 告て) 奧樣は 妾に あの 怖ろ しい 虎の 口へ 人って 

行けと 被 仰 るんで すの。 

K 妃 叱。 (手 a 似に ズ桃 娘の 言.^ 制し、 奧.， か 見て 來 いと 命 

ず) 

00  (S4 び 足に て 奥の 扉 1^ 開 、奧， ^^き 見る。 展リ來 ろ) 

誰も 居りません。 

呂妃 お前の 祕密を 知 つ て ゐる 者に ある 5 かい。 

0.0 一人 もゐ ません。 故. i: の 者 は 皆 妾が 兵火で 燒け 死ん 

だものと 思って ゐ ますの。 それ も 其 害です わ。 妾す ら自 

分が 殷桃 娘で ある 事 を 時折 は 忘れ て 了 ひ 相に なる の で す 

もの。 

それ は 何より だ。 項 羽 はお 前 を 見た 事が あるの かい。 

桃 娘 一 度。 項 梁と 一 緒に 妾の 父 を 殺した 時に。 

呂妃 心配す る 事 はない。 粗 な 男の 眼 を 暗ます 位の 變裝 

をす る 事 は 女に は 難 かしく はない。 それに どんな 荒武者 

でも 人 を 殺し た 時に 落ち ついて 物の すがた を 眼に とめる 

事 は 出来ない もの だ。 

桃 娘 併し 未だ 其 外に 妾 をよ く 知って ゐ る家來 がー 一人 ゐま 

す- それ は 元と 妾の 父に 使 はれて ゐた 者な のです。 

呂妃 季 布と 鐘 離 眛の事 だら う。 妾は檢 ベて ちゃんと 知つ 


*_ よろ； 

てゐ るよ。 だが あ の季布 はもう 鉅 鹿の 戰ひ で 討 し て 了 

つた。  . 

桃 娘 でも 未だ 誰か 他に 妾 を 見覺ぇ 一 〕 ゐ る 者が あり 相な 氣 

がします わ。 さう しても し 妾が 殷桃 娘た と 云 ふ 事が 分 つ 

たら 妾 はすぐ そ の 場に 殺され て 了 ふでし やう。 

呂 1- 大丈夫 だ。 妾に は 用意が ある。 (靑ぃ 少年の 服 と^子 

ん>^^リ出ー，) さあ、 之 を 着て 御覽。 お前に は 屹度よ く 似 

合 ふだら う。 どうせお 前の 其髮も 直さなければ ならな い 

が、 お前 は 胡弓 を 彈く事 は 出來 ないか. ズ。 

桃 娘 (啞 然とし；： 調子に. て」 出来ます わ。 

へ うさ.； NS- の 

呂妃 では 胡，. D を 持つ て此 少年の 服 を 着て 剽 fel 者に なつ て 

入る の だよ。 妾が 態々 靑ぃ色 を 選んだ の は、 靑が 旗の 色 

になって ゐる あの 項 羽の 一 門が 屹度 それ，^ 御幣に 擔 いで 

歡 ぶと 思った からよ。 野心家と 云 ふ もの は 御幣 擔 ■ きな も 

の だからね 。そし て 歌と 舞と の 武器 を 適宜 に 遣 ふが い 。 

あせらずに 出来る 丈け 氣 長に 陣中に 留まって お居で。 其 

間に はい 上 機 も ある だら う。 さ 5 して あの 一 一人の 中 何方 

か を 片附け て 了へ ばもう 半分 は 占めた もの だよ。 項 羽 を 

先き に 殺せ ば それ は あの 叔 义が 暗殺した の だと 云 ふ 事に 

なり、 叔父 を 殺せば 項 羽が 殺させた と 云 ふ 事になる。 同 

じ 望み を 持つ あの 二 匹の 獸が どんなに 仲が 惡 いかと 云 ふ 

事 は 誰でも 知って る 事 だからね。 それ 許りで はない、 項 
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l^ii あの 叔父が 肖 分の 妻に 横 i?i ^なをして ゐ ると 云 ふ 疑 ひ 

からな ほ あの 叔父 を 亡き者 にし 度が つて ゐ る の だ 。 

桃 姐 あ」 奧 々々。妾に は 迚も それ は出來 ない 氣 がし 

ます。 二人 も 入 を 殺す なんて、 あんまり 女に は 怖ろ し 過 

ぎます。 

Kte 氣 の.： い 事 をお 云 ひで ない。 a4^^低くして、段々熱 

烈 に ) 羽 を 先き に 片附け て 了 ふ に 越し た 事 は な い が、 

もし 先き に 叔父 か. 殺した お前の 手が 二度と！？ 5 物 を 持つ 事 

が出來 ない 程に 揮れ て 了ったら • 仕方がない、 口 を 造 ふ 

の だ。 さ 5 し て もし 項 羽に 商 かに 云 ふ 事が 出來 なか つ た 

なら、 ぁの^JK人^;?^収りの女の耳に：ぼぎ込むがぃ \ 懐 王 

が 項；^ を 怖れ ろ 餘り竊 かに 鍋 立の W 怠 を して ゐ ると 云 ふ 

嚟 だと。 すると あの 疑 ひ い 項 羽 はさ もなくて さへ 邪魔 

物に 恐って ゐる懐 弒 逆の 決心 をす るに 遠 ひない。 懐 王 

は-： &: 干； で 豫ね ぐ あ の 男の 專橫 に は 恨み を 抱いて ゐ るの 

だから、 あの 不安な 若い 耳に If を 注き 込む に は 「今度 は 

$1- 方が やられる 番で すよ」 と 一 言 云へば い、 の だ。 お前 

は 項 羽が あの 懐 王に ほ 分の 威-勢 を 示す 爲 めに，： K 分が 狩り 

& つ た 豹 を^だ と 云 つ て献 じた 話 を 知 つ て ゐる だら う。 

さ-つして 其 席に ゐる 誰もが 其 豹 を 豹 だと 云 へ ろ 者が なか 

つ たの を 見て 滿足 is- に 笑った と 云 ふ 事 を。 兎も角 それで 

i 一入の 戰ひ になれば 可哀相で も あの 弱い 懐 王 はお 牲 にな 


ろより 仕方がない。 しかし その後で 天上の 憎みが あの 項 

羽の 一身に 集まる 時、 あ、 その 時 こそ は 妾 達の 時代の 

となる の だよ。 妾の 夫 劉 邦が 義兵 を 擧げる の は 其 時 だ！ 

桃 娘 奧樣。 貴方 は 怖ろ しい 方です。 

呂妞 怖ろ しい 蓮 命に 投げ込まれた 妾 達 は 怖ろ しい 者に な 

ら ずに 生きて 行ける とお 思 ひか。 あ、 妾 は 羊の やう だ つ 

た 自分の 心 を 鬼に する ために どんなに い たい 血 を 流し て 

來 たにら う。 (わざと 笑 ふ) あ、 妾 は あんまり 先き を 急 

い で、 いじけ てゐ るお 前の 心 をお どかしす ぎた かも 知れ 

まいね。 

桃：^ でも、 妾 その 前に 名を變 へなければ なりますまい。 

呂妃 あ、、 本當 になり ばかり 男に なっても 蘇 桃 娘で は 仕 

方がない ね。 其应で 妾 はお 前の. 運が 開ける やうに ちゃん 

と い 、 名前 も考 へて 來 たの だ よ 。 拔け 目が な い だ ら ぅリ 

それ は、 金祥 鳳と 云 ふの だよ。 かう 云 ふ 字で ね、 (指の 先 

て臺の 上！，： 字，^ 書いて 見せろ) 何故つ て 云 ふと 妾 は 昨夜 

巨き な 金色の 鳳凰が 東の 方から 威 陽の 方 へ 遙か 妾の 頭の 

上 を 渡つ て 行つ たい k 夢を見た からだよ。 

桃 娘 金祥 鳳。 ほんと に 男らしく つて、 可愛らしい 名です 

こと。 妾 一 寸、 I 一 f て 見 ませう か、 (精ん-被 リ、 少年の 上 被 

^被る。 呂妞、 手傳 ふ。 笑 ひ 乍ら) 男の やうに 見え まし 

て？ 
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§ 見える とも、 立派な 美少年 だ。 だけど 言葉つ きで も、 

態度で も 自然に 男らしく して ゐ なく つ ちゃ 駄目 だよ。 女 

の や 6 にして ゐて は。 さう し てお 前の 祝され た 運命の 瞬 

間が 来る 迄 は お前 は それ を脫 いで はいけ ない。 一寸 歩い 

て 御覽。 

(桃 娘、 男の 真似して 歩く。 呂妃笑 ふ。) 

呂， 妃 そんなに 成 張らないで もい、。 もっと 普通に さ。 

桃 娘 (急に 呂妃に 飛びつ いて) あ、 奧樣。 妾に は 出來ま 

せん わ。 とても そんな 事。 おそろし くって。 

呂妃 (愤 然として £P 酷 Li) 出来なければ 妾は歸 るまで 

だ。 お前 は此 家で 卑しい 男の 餌に なって 朽ち果てて 行く 

方が 樂 でい \た らう。 ( 行告 か け ろ) 

祧娘 r 泣 ふ、 かけて その 袖に すがり) あ、、 奧樣。 奧樣。 

妾 やります わ。 思 ひきつ て S 氣を 出し て やれる 迄 や つ て 

見ます わ。 どうせ 此處で 腐れて 了 ふ 位なら。 

呂 ffi  (喜ん. て) 本當 かい V. お、 それでこそ 妾の 妹 だ。 

そして 又本當 のお 前 だ。 思 ひきって やって 御覽。 何で や 

れ ない 事が ある もの か。 石に かぶりつ いても 妾 達 は 運命 

に 負けて はならない。 勝た なくつ ちゃ。 さう して あの 虞 

美 入と 云 ふ の ぼせ 女 を氣違 ひ の やうに 絕望 させて や つ た 

ら どんなに 小氣 味が い 、だら う 0 あは  >1 >1 

桃 娘 それに、 奧樣。 實は 妾が あの 陣へ 入る に はもう 一 つ 


の 望みが 他に あるんで すの。 妾 はどうしても あそこ へ 人 

つ て 行かずに は ゐられ な い の です。 

呂妃 (喜ん て) ではお 前の 會ひ 度い 人で もゐ るの かい" 

桃 娘 奧樣。 妾 は 其 人の 事 を 忘れる 事が 出柬 ません。 妾の 

一命 は その 人に 捧げ て ある やう な も のな の です。 

呂妃 妾 はお 前 を 一 見した 時から お前の 顔に 「戀」 と 云 ふ 字 

を讀 んでゐ たよ。 もしお jii と 愛し 合つ てゐる 人が あの 陣 

中に ゐ ると 云 ふなら そ れは まあ 何より 願つ たり 叶ったり 

な 事 だ。 

S 愛し 合って ゐ るか ゐ ないか、 そんな 事 は 分りません。 

恐らく 愛して ゐ るの は 妾の 方ば かり かも 知れません。 い 

え、 其 人 は 屹度 妾の 事なん か 何とも 思つ てはゐ ないで せ 

う。 …… それ は 妾が 諸國を 流浪して、 あの 淮 下の 富豪の 

家に 储 はれて ゐた 時でした。 (二人 は やかけ る) 妾が 

毎日 洗濯に 行く 河 へ 矢張り 毎日 の やうに 釣 をし に來る 一 

人の 男の人が ゐ ましたの。 恐ろしく 脊の 高い、 一 眉 幅の 廣 

い、 髯の 蓬々 と 生えた 顔色の 惡ぃ 人でした： 其 人 は ぼろ 

を 着て 釣 をし 乍ら 始終 何 かを考 へ 耽つ てゐ ると 云 ふ樣子 

で、 魚が か 、 つ て も それに 氣 がっかな い でゐ るんで す 

の。 妾 は 一 度 餘り氣 になる ので 默っ て ゐられ ず、 「貴方、 

魚が 引 つ 張って ゐ ます。」 と 云って やった のが 口の 利き 始 

めで、 それから は 何遍も その 人が ぼんやりして ゐる とわ 
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きから 敎 へて やりました。 其 度に 其 人は礙 しい 入の！ い 

腿つ きをして 妾に 禮を云 ひました。 (呂妃 は 何 か 思 ひ常リ 

たる^:^子なろも»ほ額さて聽き^55ろ) 妾 は 其 人の 眼に 佣 

か 並々 ならな い 或る IS 密な 火が 燃え て ゐ る やうな 氣が し 

ました- 或は 其 人が 餘 りひ もじ 相に して ゐ るので 妾 は 到 

頭 思 ひきつ て そつ と 一 握りの 御 を 持って 來て其 人に 上 

げたの です。 すると 其 人は眞 赤な 顔 をし て じっと 妾の 顔 

を 見 乍ら 「此御 恩 は 何時か 屹 お 返へ しする 時が あるで 

せう」 と 云 ひました" 其 時から 妾 は 其 人の 事が へんに 忘 

れられ なくなって 了って、 雨が 降って 川へ 洗濯に 行けな 

い 曰 は 1 nis いで ゐ ました。 其 後 其 人が 釣に 來 なくなつ 

て 了つ てから、 .J^ は 其 人が もうて つきり 妾 を 嫌つ て 逢 ふ 

の を 避けた の だと 思って どんなに 惱んだ でせ う。 でも そ 

れは 多分 妾の 邪推でした …… と 云 ふの は 其 人が 釣つ た 魚 

を捉げ て 街 へ g り に行きますと大，|^^の のら くら 者が 其 人 

にか； 云つ て 2 つたので す。 「お前 は 大きな 陶體 をして 

長い 刀を携 げてゐ るが 其 刀 は 一 體 何の 役に立てる のた。 

其 刀が 役に立ったら 俺達 を 斬つ て 見ろ。 それが 出来ない 

なら si! の K をく にれ」 と。 さう して 其 人 は 地べたに 匍 

つ て 、 其 ならず者 共 の 股 をく r つ た のです。 

あ &、 その 男の^なら 妾 も M いて ゐ るよ。 それ はお 

前- 淮 陰の B5 とい ふ 評判の 男 だよ" 


祧娘 あの人が 世間の 物 笑 ひの 種子に なって ゐた時 妾 はと 

ん なに 口惜しかった でせ う" 笑 ふ 者 は 笑へ。 お前 達に あ 

の 人の 偉ら さが 解って 堪る もの かと 思 ひました" しかし 

さう 思 ひ 乍ら も 又 あの 入 も あの人 だ。 なん ぼなんでも 馬 

鹿 者の 股なん ぞく どらな くもい、 のにと 思 ふと、 本當に 

あの 人 は そんな 詰らな い 意氣 地な しだ つ た のか、 と 云 ふ 

疑 ひが 起つ て、 妾 はます く 苦しみました。 しかし 奥 樣。 

妾の 跟は 間違つ てはゐ ませんで した。 あの 有名な 智聽者 

の 范增が 間もなく あの人 を 見 立 て & 項 羽の 家來に し たと 

云 ふ 事 を 聞 い た 時、 妾 は 人知れず どんな に 鼻を高くし た 

でせ う。  

呂 蛇 ところが あの 分らす やの 項 羽に は あの 男 の 値打ちが 

見ぬ けない の だ。 だから あの 男 は 未た にあの 昧 杯の 

下につ いて、 卑しく こき使 はれ て ゐ ると 云 ふぢ やない か 。 

桃 娘 まあ。 あんな ォ ッ チョコ チヨ ィに！ なんて 馬鹿な 

項 羽 だら う。 

呂妞 さう お 云 ひで ない！ 何が 仕 合 はせ になる か 分る も 

のか。 あ、 妾 は阖ら ず もお 前 の戀 人が あの 鬼の 僚に ゐ 

ると 云 ふ 事 を 天に 感謝す るよ。 お前 は 其處で 二倍 以上の 

力 を 得る 事が 出來る だら う。 そして 又お 前が 彼處 へ 行く 

のに も 一 一 霜の 使命が 出来た 譯だ。 お前 は彼處 でお 前の 運 

命 の 仇 を 滅ぼ し、 お前の 眞の蓮 命に 避 一! ふ 事が 出來 る の 
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だ。 さあ、 妾 達 は 一 刻 もぐ づく して は ゐられ ない。 お 

入で。 妾と 一緒に。 妾 は 之から すぐ その 變裝 のお 前 を あ 

の 項 羽の 陣の 近く 迄 馬車で-送 つ て.： t つ て 上げ やう。 (金 

貨.^ 一  故 皿の 上に おく) 之で い、。 さあ。 (上 被.^ 開き 

て 桃 娘.^ 其 中に 擁し、 虫ず る やう に 扉- * リ返 場す) 

(^の 音。 亭主、 外より 窓ん、 開け、 乘リ 越えて 入リ來 

る。 扉の 處に 行き 耳，^ 澄ます。) 

亭主 へむ、 野郞； 仃っ ちまった な。 俺 を 只の 酒 13 の 亭主 だ 

と 思 ひ やが つて、 拔け 目の ない やうで も 女 の 爲事だ 。 ( 金 

貨, ^手に 取リ笑 ふ) 多分 こんな 事が 何 か ある だら うと 思 

つ て、 かう して 酒店^ 開い て 係 蹄 を 張つ てゐ たんだが、 

ま さか こ んな どえら い 鳥が 引つ か、 らうと は 思 はな かつ 

た。 野郎、 何 を 得意で 喋 舌り やが つた かよく は^こえ な 

あま 

かった が、 何しろ あの 娘つ 子 が 男 に 化け て あの 陣 へ 忍び 

込む つ て 事 丈け は 確か だ。 多分 あの 親方 の 何方 か を やつ 

つけ やうつ てんだら う。 太え 奴 だ。 どれ、 手遲れ にたら 

ねえ 先に 早速 此事を 一 つ 走り あの 項 梁さん の 耳に 法ぎ こ 

ん で來 て 吳れ やう。 馬鹿 に 評判の 惡 い 野郎 だが 天下な ん 

ぞ がどうな らうと 俺 は 只 自分の 懐 を 肥やし さ へ すれ やそ 

れ でい \ん だ。 (にこ-, \- と N せ貨. ^眺め 乍ら) あの 娘 は 

殺し 度く 無え もんだ が 、 今時 の 流儀で 15- 哀相だ なんて 事 

はま ぁ考 へ ねえ 事に す るんだ な。 (M.^ 振リ 乍ら 引 つ 込 


む) 

11 幕 11 

第二 場 咸 陽に 近き 新 城に 於け る 

項 羽の 陣 

高地に 在ろ 城砦の 一角。 三月の わる 夜。 咸 陽の 市街 程 

逮 からざる 眼下に 見 ゆ。 項 羽、 鐘離眛 登揚リ 

項 羽 して 彼 は 其 時： g の 居間から ぬけ 出 やうと して ゐ たと 

云 ふの か」 

鐘 はい。 尤も それが 何の 御用で あつたか、 強ちお 疑 ひに 

値 す る 御 Iffl で あつたか どうか はおの 知る 限り で は あり <> 

せん。 只 私 はせ" ハ處 の垂： 幕の ゆらぐ のと、 私 を 御 になつ 

た 時 項 梁 殿 の お 顔色が 變られ た の を 見 た と 云 ふ 事實 を 申 

し 上げる に 過ぎません。 

項 羽 ふむ。 其方 は 其 様に 態とら しい 控へ 目な 物 云 ひ をす 

る 事が 潜更 其方の 腹 を 俺に 見透かさせる 事になる の を 知 

ら ない のか。 利口の やうで も 家來は 家来 だ。 

鐘 誰でも 恐ろしい. 運命の まぎ 添へ に 好んで 入る 者 はあり 

ますまい からな。 です が此 事に は 何より 確かな お 妃と云 

ふ證 八が お居で になる のです から …… 

項 羽 眼 は 口よりも 正直た。 眼に よって 確かめられて ゐる 

事 を 口 で賀 すに は 及ばぬ の だ 。 愁み 深い 虞姬は 彼の 生命 
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を 憐れむ で、 彼が 俺の 留守 を 狙つ て は 彼女に 近づく 事 を 

n では 詰らずに ゐる。 あれ は；^ に^ を 吐く 事 は 出来ず、 

されば と 云って あの 叔父 の 宵 を 2^ 門に 晒ら さ せ る 事を不 

偶に S 心 ふか らだ 。 而も 彼の 破蔬 恥な？ ゆ S は 又 それ を 知 つ 

て 厚 ましく も妃に 近寄らう とする の だ。 

鐘 鬼. £ 突し い 女と 云 ふ 者 は 分の しさの 證據 を摑ん 

で、 其 誇りに 醉っ て 見 度い と 云 ふ 誘惑から 不 W の 非難 を 

免れ 難い ものであります が、 私 は 未だお 妃の やうに お 美 

しく て、 而も 惠み い 中に 淑锿の 高 い 御 婦入を 兌-つけた 

布が 厶 いません。 

俺は戰 場に 於い て 俺の 打ち破って ゐる 敵が 果して 眞 

の 敵勢で あるか、 それとも 俺の 成功 を猜む 味方の 勢で あ 

るか 分ら なくなった 率 は 幾度 かあつた。 それで 今一 一重の 

意味で 俺 を 亡き^に したが つ てゐ ろ^ 賊を處 分す るに 最 

も 至當な 方法 は 彼が 俺に 爲 したや うに 彼 を 危地に.？ にせ 

て强 敵と ぶ つ からせ て nil る 事に あみ。 

鏑 處が 牛：！ |5 くさう 云ふ强 敵が 只今 は 品切れに なつ て をり 

ます。 又 あ つ た處 で 其 機 @ を 待 つ 插豫が 此方 に あれば で 

す 力 

m 羽 «ら ば 他に は 此ぉ後 の 手段が 殘 されて 居る 許り だ。 

(鐘 離眯の 耳に 何 か * く) 解った か。 今晩 だ". 俺 は 勿論 此 

な 布 をし 度く はない。 只 彼の 憑かな 運命が 自ら 其 業果 


を 招いた の だ。 

鐘 誠にお 氣の 毒な 次第で はあり ますが、 之 も 身から 出た 

錯と あれば 如何と も 仕方 は厶 いますまい。 何、 あの 腹 M、； 

の 劉 邦が したと でも 塗す りつけ て おきやつ くろへ る 事で 

ム い ます。 

項 羽 いや、 王者に 秘密 は耍ら ない。 八ム けにせ い。 

鐘 公け に。 其 處で項 王の 公明正大が 益々 明かになる 事で 

ム いませう。 (項 羽に 從ひ 返揚 す) 

f 風 吹く。 間。 項 梁、 少年の 裝ぜ ろ殷挑 娘.^ 曳 きずつ 

て 人リ來 る。 桃 娘 は 髮，^ 振り 5a し 抵抗し 居ろ。) 

項 梁 さあく、 もう そんな 抵抗 ひ は 止して 神妙に する が 

い 、。 もうかう して 俺に 捕まって 了った からに はお 前が 

い くら 其 の 弱い 腕 で 藻 逢 いた 處で： i 蛛の巢 にか. 1 つた 蝶 

と M 然益々 お前の 身の 破滅と なる 丈け の 事 だ。 (手，. や 離 

し) な、 俺 はお 前 を白狀 させず ともお 前が あの 股 通の 娘 

だと 云 ふ 事 は 分って ゐ るし、 さう してお 前が わざく 少 

年の 道化に 化け て此處 へ 忍び込んで 来たから に は 俺達 を 

つもり 

殺す 心算 だと 云 ふ 事 も 分つ て 了つ たんだ。 生憎く とお 前 

は 俺の 張って おい た 係 蹄に か \ つ た の が 蓮が 惡か つたん 

だと 諦める よりない な。 (そっと 桃. S の 肩-し 手 1^ かける 

と见ぜ て 突然-ての 手ん、 彼女の 懷 に 差し入れ、 桃 娘が 「ァ 

レ ク 」 と 一 K ひて 抵抗す る 間もなく 懐劍ん < 紫 ひ 取る) ふむ、 
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こんな 危ない 物 を 持って！ 何か^お 前 を - J んな刺 を 持 

つ 痛々 しい 薊に して 了った の だな。 (桃 娘、 投げ. ぜん 

とする^！？の如く 見ぜ ゃぅとして 故と f:C の 一 方に 逃げろ 

,气 項 梁 抑へ. む) これ さ、 馬鹿な 。「神の 輕卒な 愛し子」 

と 云 ふの はお 前の やうな 者の こと を 云 ふの だ。 まあ 少し 

其慌し い 心 を 落つ ける が い 、 。 そし てお 前が 狼の やうに 

思ふ此 項、？ -a 場 以外 の 場所で は 案外 只 入 情の 厚い 男 に 

過ぎない と 云 ふ 事 を 知って お 吳れ。 な、 お前の 正 體が何 

者 だと 云 ふ 事 を 知って ゐる 者は此 St 中で 未だ 此項梁 一 人 

よりな いの だ。 さう して 誰も 此處 では 俺達の 話 を 聞 い て 

ゐる者 はない 。 お前 の 祕密も 運命 も 此懐劍 同様 俺が 握 つ 

てゐ る。 お前 は あの 蛇の やうな 劉 1^ の 妻に そ のかされ 

て いぢら しく も そんな 大 それた 決心 をした の だね。 い や 

さ、 そんな 事で 驚く や- 「では もし 此項攀 目 身 も 今では 實 

はお 前の 味方 だ と 云 つ たら お前 は どんな に 驚かなければ 

ならない だら う。 いやく、 疑 ふの は 尤も だが、 此項梁 

はお 前の やうな いぢら しい 者に 嘘な ど は 吐け ない 男 だ。 

第一 あの 甥 奴が 、 此 叔父 の 意お を 無視し て 見せ る だ け の 

ために 非道に もお 前の 父親 を $w した 時 だ つ て、 俺が 後で 

どんなに 彼 M を 責めた かお 前 は 知るまい。 いや、 この 俺 

と 云 ふ 眼の 上の 瘤が 今と なって 邪魔で 邪魔で ならぬ 彼 « 

は 淺 間し くも 俺が 彼奴 の 妻に 不義な 思 ひ を かけて ゐる杯 


と 云 ふ 嘘 を つ く つ て 今にも 俺 を 殺さう とさ へ 企ん でゐる 

の だ。 さあ、 此懐劍 を 以て 俺の 代りに あの 鬼 を 殺せ。 お 

前の か たき は 又此俺 の 敵な の だ、 俺 は 機先 を 制し て 彼奴 

の 寢室 にお 前 を 案- 2： しょう。 さう し てお 前が 旨く 彼奴の 

此處 (胸ん、 指し) にと^め を 刺して くれたら、 ふむ。 ふ 

む。 11 其 時 こそ 俺 はかね ぐの 望み であった お前 をナ、 

びら に迎へ て 11 いや、 其 時 こそ 天下の 者 皆が お前の 手 

柄を稱 讚す る だら う" さう なれ や、 お前 はもう 自然 王：^ 

と 云 ふ 身分に なった も s: じ もの さ。 もしお 前が それ を 「う 

ん」 と 云って 吳れ さへ すり ゃァ だ。 (桃 娘 は 抱擁され る ま 

ま-」. ほ 和し くな つて る) ，つむ？ ぉュ M はうな づ いたな。 

では 俺の 云 ふ 事 を 聞い て吳れ るの か。 それ は本當 か。 (桃 

娘 合點 く) お前が 俺 を K まさう としたつ て 俺が 此處 から 

一 聲 叫べ ばお 前が 何 だ と 云 ふ 事 を 城 中に 知らす 事 は出來 

るの だぞ。 

桃 娘 でも 貴方 は 妾 をお 許し 下さった ので は あ り ま せ ん 

力 

項 梁 さ、 つく、 許した とも。 そんな 事 は 定まって ゐる。 

あ X 俺 は 天下 を- 収っ たよりも お前 の 其 言葉が 嬉し い 。 い 

やく、 彼 K を？ 枚す よりも 何よりも 先き に 俺 は先づ お前 

が 俺の 云 ふ 事 を 聞いて 吳れた 證據を 見せ て賀 はなければ 

な. りない。 お前が 俺と 希望 を 一 つに する 誓 ひの 印 を兑せ 


て はなければ ならない。 さあ， 此方へ お 入で。 (桃 娘.^ 

引. ずつ て^の 中に 入ろ〕 

(鎵 離昧、 ^面し ズ输， ^持った 士卒 数名ん 從 へ ヾ、、 つ 

そリ 出る。 彼 は 蘇の 中. そっと のぞ さて 後、 士卒 等-,, i 

何 か 相 岡.^ する。 と 士卒 等隱れ る。) 

0 どうやら 運命のお 化繩が 大分 もつれて 面白くな つ て來ゃ 

が つ た C それ を ほぐす に は斷ち 切る より 他 はなさ 相た。 

見て) や あ、 又 何 か 秘密の 御 相談 かい。 (去る) 

U 羽 俺 は ぬがつ かりした。 この 小さな 町が 俺の 子供の 

時 か ら愤れ て ゐた is, 、方 の 大帝 都 あ の- B であらう と は。 

物 を 見れば 何でも こんな ものな のか。 俺 はも- 「此町 を 

踏み 港す：. 讽も なくなって しまった。 どれ だ、 あの 愛媲者 

の 始.： ：^: 帝が 子供じみた 見榮 のために 拖 へ たと か 云 ふ 阿房 

{=n と 云 ふの は。 

(指し 乂) あの 北の方に 巨き な黑ぃ 路駝か 何 かの や 

たかどの 

うに 見えます の がそれ で ノ  /さ い ます。 泰に な る と 高 & の 

周 園に 紫の K やか 棚引く と 中し ますが、 あの 途方 もな ぃ宮 

殿 を 造る 爲め に賓 でも 魔物の 接む とか へ られる あの 蜀 

の や： 山 は 禿山と なり、 靈 山と 云 はれる 崑崙の 山に は燮石 

が絕ぇ てな くな つた と 中す ことで 厶 います。 

項 羽 俺 は 一 つ 其 後，：；！ C を 見て やらう。 そして 凡庸な 彼奴に 

とって 人中： 设上 の 牛； き 甲斐 であ つた 榮耀と 職樂 と の 極み 


が此 俺に どれ 丈け の 魅力 を 及ぼし 得る もの か を 試め して 

見よう， - 

S ところが その 賴樂の 花で ある 後宮の 美女 を 先達て 劉 

邦が 殘. りず 解放し 一 】 了 ひ ました。 

項 羽 何、 劉 邦が 解放した！ 

范 I？ 其 證據に は あの 晝 よりも 明る い 不夜城と 云 はれた 王 

宮には 今やば つ たり 灯りが 絕 えて あの 樣に黑 く 見える の 

で厶 >v  す。 

項 羽 何の 事 か 俺に は 分らぬ。 彼 は 臣下で はない か。 

范 If ところが 彼 はさう 心得て 居ない ので 厶 います。 あの 

0 . 」 そ眞に 油斷の ならぬ 恐ろし い 野心家 だと は 私の 豫ね 

豫ね 申し上げて お い た 通りで ム い ますが、 今度 自分が 閣 

下より 先き に關 中に 入り まし てから はいよ く 其 本性 を 

露 はし、 秦を 滅ぼした 者 は 自分で ある 杯と 稱し、 潜 越に 

も. H ら 漢王 と 呼ばし めて 居り ます。 

項 羽 彼奴 は氣違 ひではなかった 害 だ。 それ は 本 (ほか。 

范 1? それば かりで は厶 いません。 あの 男 は 勝手に 秦の三 

世，： IS 帝の 一 族を赦 し、 死刑 を廢し * 租. お を 減じました。 

項 羽 出しゃばり 奴。 誰が それ を 彼に 命じた。 劉 邦 を此處 

へ 呼び寄せろ。 

范！？ それよりも 明朝 閣下， 目ら 我 全軍 を 率 ゐ て 關 中に 入御 

遊ば された 上で 鴻 門に 陴を 張り、 其處 へ 彼 を 呼び寄せ て 
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嚴 しく 審 間の 上、 適 當の處 罰 をお 加へ になった 方が 宜し 

くは厶 いません か。 どうせ 我 軍は關 中に 入らなければ な 

りません。 

項 羽 王者の 行列が 進む 時には 王者 自ら 先登に は 立たぬ。 

俺 は 劉 邦 を 俺 の 前 SI と 做して 居る か ら奴が 先き に 關中 

に 入った 事 を 怪しみ はしなかった。 彼 は 俺より 一足先き 

に彼處 へ 人つ て 後に 俺が 人るべき 準備 をして 待つ てゐな 

き やならぬ の だ。 

范增 處が 其前驅 である 者が、 自ら Ig 力 を 以て 關中を 占領 

したやうな 顏 をして お 手 氣儘を 働いて 居ります。 素と 素 

と 彼に 謀叛；；！ C が あると 云 ふこと は あの 函お關 を 堅く 鎖し 

て 其處に 兵力 を 集中し て 居る の を 以て 見 ，」 も 分る 事で 厶 

い ますが 。 恐らく あの 男 は 近：^？；蕭何 とか 張 良と か 云ふ靑 

一 一才の 策士 達 を かり 集めた の で、 そんな 事から も增 長し 

たもの と 見えます： 

項 羽 あの 臆病者に そんな 謀叛 M が 起つ たと は 正氣の 沙汰 

と は 思へ な い。 恐らく それ は 外敵の 闖入に 備 へる 爲 では 

ない のか。 

范 I？ もし 左樣 なら ば 彼 は 自分 を漢王 と 呼ばせる 要は 厶ぃ 

ません。 野心 滿々 たる 彼 は あらゆる 如才ない 手管 を盡く 

して 民衆の 徽心 1^. 獲る ことに か、 り、 市中の 一軒々々 に 

祝 ひの IPil? 料 を 配ったり、 闪人を 解放したり、 自分の や 


うな 獲 難い 有德な 善人 を 治者に 戴く ことが 民に とつ て 

T> あはせ 

如何に 有り難い 幸福 で あ る か を 思 ひ 知らし める ことに 醜 

いほ ど 汲々 として ゐ るので 厶 います。 

項 羽 (彼方此方.^ 歩いて) 春ら しい 風が 出て 來た な。 此 

陽 IJT が 小人の 頭 を 蒸して 其 小さな 隨を狂 はし て 了 ふ の 

だ」 哀れな 劉 一外 奴、 貴 機 迄が ill 狂して 俺の 進行の 敷石に 

ならう と 云 ふの か。 貴 樣 丈け は 少し は 話し相手 にな る 奴 

か と 思 つ て 俺 は 末長く 寵を かけ てゐ たのに。 では 止む を 

得ぬ。 范： IT 英 布に 相當の 兵を與 へて 今， 狩の 中に 函谷關 

を 破らせろ。 俺 は 項 梁 を ；… いや、 お前 を 使 ひに 造 はし 

て、 凡て を そっくり 元の 儘に 返へ させる 事 を 命令す る。 

法令 を 悉く 秦の 法令に 戻し、 租稅を 元の 如くし、 三千の 

宫女を 再び 後 富に 入れさせろ。 其處で 俺が 關 中に 人つ て 

から 改め て どんな やり方 をす る か を 示さう。 (返 場 せん 

とす) 

范^«  (止めて) 急が はしい 場合で は厶 ります が、 閣下に 

潜 ほ 一 言 申し上げる 事が 厶 います。 閣下 は 「何遍 一 つ 事 

を 云 ふか」 と 被 仰る かも 知れません が 私 は 全く 只 閣下の 

御爲 め、 我 軍の 御 爲めを 思 ふ 許りに 申す ので 厶 います リ 

項 羽 K 事 は 何 だ。 (报リ 返へ ろ) 

范！？ 毎度 中し 上げました あの 8H の 事で 厶 います。 あの 

男 をもう 少し-取り立て V おやりになる 事が 先き <\. 無益 
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な でありましたなら、 私 は 自分の 不見識 を 償ふ爲 めに 

.此 しなび た 首 を 溝に 投げ捨て る を 厭 ひません。 

項 羽 范 ：^。 お前が それ 程 あの 股く りに 打ち込んで ゐる 

なら 彼奴 をお 前の 家來 にしたら よから う。 俺 は 彼奴 をお 

前に れて やる。 

$  (W ぴ項 一? の 去らん とする 1^ 逍 ひかけ て) しかし 閣 

下。 その ならず者 共の 股 をく ビ つ たと 云 ふ處 にも 見樣に 

よって は 却って あの 男の 非凡 さが 現 はれ て Jis ります。 

項 羽 ふむ、 眞倘 な。 俺 は 人を義 く 見 過ぎた事 はあって も 

,レっ于： ら-っ 

見 5i り 過ぎた事 はない が、 併し 小さな 事 だ。 では 執戟郞 

にして やれ。 其處で 奴が 見せる. M 力 次 _ ぬ によって は 又 上 

役に 取り立てよう P  (去る) 

$ 執戟郎 なんと 云 ふ ひどい 役で あの 男に 腕前 を 示せと 

云 ふの は、 全で 虎 を 程の 中に 入れて 其 力 を 3^ せろ と 云 ふ 

やうな もの だ。 そこで 奴が その 地位に 不滿を 抱いて、 あ 

の 人 を i„K きつける 德の ある 劉 邦の 方へ でもつ いたら それ 

こそ. 5 々しい 大事。 何う し て も 劉 邦 は 今の 中に 殺し て 了 

V じ 

は たけれ やならない が 、 それが 失策 つ たら 惜し く て も あ 

の 85 を やって 了 はな けれ やなるまい。 今日 迄 あの 叔父 

御 を 殺さずに 來た事 はま あよ かつ たが、 之から 先き が ど 

うなる 事 か。 揚) 

( ぉ然 項.？^ の t. さが も ^ こえ、 次い ノ、 ドャ /\ と 云 ふ 凝 


お、 ra: ゆ。 桃 娘、.^ に：！： ポみ、 氣 ひの やうに なって ii$ の 

內ニリ 滿跚と 出て 來リ 欄干，^ 乘リ 超え、 姿，^ かくす。) 

— 幕 II 

第三 場 關中覇 上に 於け る 劉 邦の 館の 前 

正面の K 上に 劉 邦、 其 傍に 蕭何、 樊噜、 S 侯 嬰 等 侍す。 

左右にば 劉 邦の 誰 i の+卒 大勢、 B 翰，^ 追へ ろ 金 地の 

龍.^ 縫 ひ；^ ろ 赤き 旅、 数 蔬.^ 飜 へし、 槍ん、 捧. け ろ。 前 

面 LL は咸 陽の 市民 集ま リ骚 お、 ろ。 

市民 甲 漢王 にお 願 ひ 申します。 どうか 鴻 門へ お出での 儀 

はお 見合せ 下さいます やうに。 

市民 乙 項 王 は 漢王を 祝宴に 招く と 偽 は つ て 屹度 漢王 に危 

つ is> リ 

害 を 加 へ る 心算に 定まつ て をり ます。 

市民 丙 畏れ 乍ら 漢 王に は あの 會に お出でにな るが 最後 御 

無事で ぉ歸 りになる 事 は六ケ しいと 存じます。 これで も 

しも 一 一度と 漢 王のお 顏を拜 する 事が 出來 なくなり でも 致 

さう も のなら 私共 は 生き て ゐ る 甲斐 は 厶 いません。 どう 

か 此儀ば かり は た つてお 止まり 下さい まし。 

1 こら ッ. - 不玲な 事 を 申すな 。 二度と 漢 王の 龍顏を 拜 

する 事が 出來ま い 杯と は 何 だ 。漢 王の 傍に は 此： 势 嗜がゐ 

る 事 を 知らない のか。 

劉 邦 いや、 お前 だとて 內心は 彼等と 同じ 虞れ を 抱いて ゐ 
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るので はない か。 怒る 事：？ i ない。 

市民 等 (代ろ t) どうかお 止り 下さい。 貴方 樣を 失つ 

て 私共 は 生きて ゐる 空は厶 い ません。 私達 は 暴君の 下に 

生きる 位なら い つ そ 死んだ 方が 宜しう 厶 い ます 。 漢王は 

私達 人民の 親です。 救 ひ 主です。 

劉 邦 お前 等の 言葉 は餘 りに 忝け ない。 だが 俺 とても 行き 

度くて 行く ので はない。 止む を 得ない の だ。 

市民 丁 それならば どうにかし て ぉ斷り になる 事 は 出来な 

い の で厶 います か。 項 羽 は責方 樣の德 望を嫉 むで 居り ま 

す。 そし て あの 男 は 自分の 叔父 さ へ も唁設 した 架衬 にも 

劣らぬ 男で 厶 います。 

女 甲 (子. ^抱きて) 全く 罪のない 妾の 夫は漢 王の 御 慈悲 

で 牢獄から 解き放されて、 一 家の 者が や つ と 喜び の 息 を 

吐き 返す 暇 もな く、 あの 暴君 は 再び 夫 を 何の 譯 もな く牢 

so じ 

獄 にぶち 込んで 了 ひました。 妾 共 は 夫と まなし に は活き 

て 行く 事 は出來 ません。 子供 は此 樣に飢 ゑて 泣いて 居り 

ます。 (す-^ リ 泣く) 

市民 戊 私達 はもう とても 此 重い 税の負 擔に堪 へる 事 は 出 

來 ません。 

若者 私の 父 は 項 羽が 暴虐な 出来心で 虐殺した 秦の降 兵 十 

萬 人の 中の 一人でした。 さう して 私の 家 はつ ぶれ、 母親 

は錢 狂して 了 ひました。 


女 乙 貴方： 樣は 私共 を 滅び A 死と からお 救 ひ 下す つたので 

す。 貴方 樣が此 成 陽 へ お 入で 下す つた 時 私共 は 永い く 

苦し み の 夜が 明け て ？， I かい 日の 光り を 仰いだ や 、「な 氣が 

致しました 。 それな の に 息 を 吐く 間もなく 前の より は更 

に 怖ろ し い 黑 雲が 今や 貴方 樣の 上 にもお ほひ 被 さら， つと 

して 來てゐ るので 御座います。 私共 はどうし たらい 、の 

で 御 いませう。 

市民 乙 貴方 樣は御 自分の 御 蓮 を！ IsC めして 御覽 になる ぉ氣 

かも；^ れ ません が、 貴方 樣 によって 牛； きて ゐる 私共に と 

つ て は それ は 生死の境に 身 をお く 事で 御座います。 貴方 

樣は 御 自分 の ものであると 同時に 吾々 萬 民の ものである 

事 を 知 つ てゐて 下さらなければ 闲 ります。 

蕭何 これく" もうい、 加減に しない か。 お前 等 は漢王 

の 御身 を 案ずる やうな 事 を 云 ひ 乍ら 自分 達の 事 許り 考 へ 

てゐ るで はない か。 そして そ んな事 を 云 ふ 事が 漢王を ど 

の 位お 苦しめ 申す か を 知らないの だ。 少し は漢 王の 御 心 

にもな つ て 見ろ。 お前 等が 云 ふ 事 は漢王 は 百 も 承.^ し て 

いらっしゃ るの だ。 

劉 邦 お前 等が 自分 等の 事し か考 へ ろ餘裕 がな いのは 無理 

はない。 だが 俺 を 最も 苦しめる の はお 前 等が 俺 を H ひ 被 

つ て ゐる事 だ 。 俺が 此 位置に ゐる と 云 ふの は 只. 運 に 過ぎ 

な い の だ。 併しお 前 等 は 珍ら しく 亂 暴な $5 主に 許. C 會ひ 
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つ e けて 來 たので 今度 始め てお 前 等と 殆んど 違 ふ處の な 

いこの 俺を兑 て、 何か德 でも 高い 人 問の やうに 思 ひ 違へ 

てゐ るの だ。 だが お前 等の あの ひどい 窮迫の 樣を 見て 苟 

も 人間の 心を與 へ られた 者が どうし て あれよ り 外に 爲す 

^53 が あら. つ。 俺 は 只 あの 場合 誰でも 爲す やうな 事 を爲し 

た； S1 の 事 だ。 赏 めら れる覺 え は 少しもない。 

老人 ？ 方^と も あら、 つ 方が tfil 分に どれ 程の 德が備 つ て 

ゐ るか 丸で 御 承知の ない 害 はありますまい。 併し それで 

も^ほ^：；方操は未だ御^！！：分の持っ てゐ らっしゃる 値打ち 

の 中分 も 御存じな いのです。 —— 

0 それならば 俺 は お前 や！^ にかう 云 は なけれ ば な ら な 

い 。 お 前 等 は 俺の $, 例へ ば隐 病で ある 事 を 知らな い 

の だ と。 項 羽 を 怖れて ゐた俺 は 思 ひきつ た 事 をす る の を 

怖れて ゐ たの だ。 しか し 眼の あたり お前せ の 悲慘を 見た 

時 怒りが 俺の 胸 を 2： からた 、き 破った。 俺 は 自分が やら 

なければ ならな い と 感じた やうに やれば 項 羽 を ひどく 怒 

ら すに 定っ て ゐる事 を 知つ てゐ た】 しかし 俺 は 項 羽 を 怖 

れる車 を恥ぢ た。 さう し て 俺が 未だ 嘗て 知らずに 來た死 

に 物 狂 ひな 力と； 5； 氣 とが 俺の 内に 漲った。 俺 は その 時 何 

物 を も 怖れ なくなった。 が、 その 勇ましい 焰は 永く は 保 

たなかった。 そして 今では 俺 は 又 …… (額，^ 抑へ ろ) 俺 

は 未だ お前 等に 愛される 资格 がな いば かりで はない。 未 


だお 前 等 を 愛する 力 さへ ない の だ。 (昂 奪して) 人民よ" 

俺が お前 等 を 愛して ゐる者 だ 杯と かりそめにも 思って 吳 

れ るな。 俺 は 未だお 前 等 を眞に 愛する 事 は 出來な いの だ。 

愛して はゐ ない の だ！ 

市民 等 (昂裔 して) 貴方 錢が 私共 を 愛して 下さらない！ 

お K 天よ、 それが 本當 なら 私達 は 呪 はれて ゐ るの だ。 其 

御言 葉 は 私達に は 死です。 御議遍 にも 程が あります。 

老婆 (進み出て) 貴方 樣は其 樣な事 を 今にな つて 被 仰る 

事が どんなに 罪な事で あるか をお 知りに ならな い の で 御 

座い ます か。 運命 は 迫って をり ます。 私共 はそんな お 言 

紫 を 伺って は 居りれ ません" 私の 唯； 人の 娘 は 又も あの 

魔窟の やうな 後宮へ 入れられて 了 ひました。 元は 天使の 

む め 

やうな 淸ぃ 心 を 持 つ た處 女で 御座 い ました ) それが 此間 

の 有り難い 大赦で 出て 參 つた 時には 親 乍ら 愛想 を盡 かす 

程 いやらしい 腐れた 女に 變 つて 居りました。 私は此 齢に 

な つ て 可愛 い 娘の 見す く墮 落し て 行く の を見續 けなけ 

れ ばなら ない ので か 座い ます。 

劉 邦 いや、 お前に さう 云 はれる と 俺 は 益々 苦しい。 俺 は 

此間 あの 後宮へ 入って 群れ 居る 美しい 女達 や、 驚く 許り 

の 豪奢 を isSS め た 快 の 房々 を 見た 時、 俺 は 矢張り 空 し い 

誘惑り 力強 さ をし みん， \ と 感じた の だ。 俺 は 始皇ゃ 一 1 

モ1 

を； m る 資格の 自分に 徵塵 もな い 事 を 感じ た。 彼等 は 只 俺 
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よりもず つと 無邪氣 であるに 過ぎない と 思った。 俺 は 力 

を 持つ 事の 怖ろ しさ を 感じた。 俺 は 夢中で 一 入 盲目な 迷 

ひ の 力と 闘った。 美し ぃ惡 夢に 魅せられ たやうな あの 時 

の 心地 は 今 思っても 恥し い。 しかし 幸運に も 一人の 美し 

い 女 は 其 時に 俺 を其惡 夢から 眼覺 ませ て吳れ た。 其 女 か 

ら 泣い て 哀れな 身の 上 を 話された 時、 俺 は 立ち 處に總 て 

の 不幸な 女達 を 後宮から 解放せ ずに はゐ られ なくなつ 

た。 あの 時 位 俺 は 嬉しかった 事 はない。 俺 は 自分自身 を 

解放した からだ。 

女 併し 項 羽 は 貴方： ぽを 解放 は 致しません。 今晩に も 貴方 

樣を収 り 殺さう とし て 居り ます。 

劉 邦 (額.^ 雜め) 俺 は 殺される かと も 思 ふが、 殺されな 

いやうな 氣も する" 俺 は 恐ろしくない 事 はない が、 又 何 

となく 自分が 運命に 守護され てゐる 人間の やうな 氣 もす 

るの だ。 

老人 しかし！： t 力 はもつ と 盲目 滅法な もので 御座います。 

劉 邦 默れ！ お前 等 は 項 羽 も 亦 人間 だと 云 ふ 事 を 忘れて 

ゐ るの だ！  ：^.劉邦の内にも暴^^がゐる事を忘れ てゐる 

の だ！ 

市民 甲 お vi* 兩の 方の. S は 眞黑で 御 一;^^ います。 見ろ も 物 

凄い やうな 黑雲が 一面に はびこって 居ります。 あれ は 確 

かに 凶い 前兆に 相違 御座いません 。 


市民 乙 本當 に氣 味の ：5i^ い {ま 悮樣 になり ました。 私達 は 何 

と 御 叱り を 受け やう とも 鴻門 へ お出でに なる 事 丈け は お 

止め 中さず に は 居ら れ ません。 

lira  (平伏して) どうかお 見合 はせ 下さい まし。 お 願 ひ 

で 御座います。 

劉 邦 (强 く) だが、 西の方の {仝 を 見ろ" あんなに 赤く Is 

いて ゐる ではない か。 恐らく 俺 は 助かって 歸 つて 來るだ 

らう。 孔子 は大 まの 下で 禮を 弟子 達に 說 きながら 彼を殺 

さう とした 桓 魅に 襲 はれた 時、 「大德 を 我に 生ず、 S 魅 夫 

れ我を 奈何」 と 云った ではない か。 俺 は 今更に 彼の 偉大 

を 感じる。 だが 俺 も 男 だ。 いざと なれば Bsc は 湧く。 恥 

知らずに はなれない。 項 羽が 何 だ。 

(張 S 登場。) 

張 一良 もう 時刻が 參 りました。 そろ/ \ お出 けなさって 

{且 しう 御座いま しゃう。 

劉 邦 さう か。 では 行かう。 (立ち上ろ) 

市民 等 あ、 -、 どうしても お出でにならなければ ならない 

ので 御 ij います か。 もうこれ が 永のお 別れになる ので 御 

座い ませう か。 (女達 は 泣く) 

樊噜 默れ。 たと へ此身 は 粉微^に ならう とも 俺 は 誓って 

漢王 のお 瞠 にお 怪我 は あら せ ない ぞ。 此樊， の 居る 限り 、 

漢 王のお 體に指 一 本で も 觸れる 者が あったら 俺 は 其奴の 
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生？ m を 引つ こ拔ぃ て J!H 寧り へ の 土產 にして 犬れ やう。 安 

心して ゐろ -。 

5§ どうぞ 私 をお 連れ 下さい。 私 は 飽く迄も 漢 王と 生 

死 を 共に し 度い のです。 

張 S いや、 君は殘 つて 居 へ。 そんなに 大勢で 行った つ 

て 只 向 ふ の 敵意 を そ 、 る 許り だ。 私に 考 へ があります。 

嘞は 私に お 任 か せ 下さ い 。 

劉 邦 俺 はもう 凡て を 天に 任せて ゐる。 俺 はもう 後へ引く 

^は 出來 ない。 又 今更 運命の 關を 逃げよう とも 思 はない。 

只继 むより 外に 道 はない の だ。 俺が 猶ほ 生きる に 値する 

ものなら. 大は俺 を 殺し はしまい。 もう 何も 云って 吳れる 

な。 

S  (igiw と S 侯 嬰 等に) では 諸君に は 留守の 警戒 をし 

つかり^ みます ぞ。 

蕭何 .大 佑 を！ iiE じ て 恙な い お 鼸りを 待つ てゐ ます。 其處迄 

お 見 りし ませう。 

(劉 邦、 市民 LL 會釋し 乍ら 右手に 退揚。 張 K、 蕭何、 

等 それに 次^、  衞の 士卒 等 又 それ Li つ V く。 市 

民 i=、  ？-. ゎめき、「漢王萬^^」 . ^叫ぶ。 「天-, *、 漢王 

卞リ 4" へ」 と祈る*ゎリ、「暴^;5.^亡ぼし我等.§-滅び 

C5 リ救ひ 給へ」 と 祈 ろ^あり〕 成 者 は 又 「どうか 無事 

て歸 つて 來て 下さる とい、 が。 今夜 は 此方と らも 心配 


て&明 力し だピ とか、 「漢 王の 事. たから； く 助かって 

歸 つて 入らつ しゃる かも 知れれ えよ。」 とか 種々 云 ひな 

がら わいく 右手へ 返 湯。) 

第 三 幕 

第一 場 關中鴻 門に 在る 項 羽の 館 

見事なる 閣 上の 大廣 間。 正面に 高く 項 羽 及び 虞 美人の 

座ん忐^^。 後方 に は幔慕 ，^<^： れ、 左右に は 多くの 座.^ 

設けお リ。 又^=^派なる燭臺.^1!列す。 前面に は 四 本の 

彫刻せ る 柱。 其 前 は. 1 下と なリ gJS る。 范 I？ と 鐘 11 昧 i3 

下に 登場。 

范增 どうしても 今夜 は あの 男 を やって 了 はなければ なら 

ない。 こんない- -機會 は 又とない の だ。 

W どうで せう。 うまく 行く でせ うか G 

范 增 うまく 行く か 行かない か を 心配. する よりも 是非共う 

まく 行かせる やうに 心配し なく て はならない。 王が わ 

し の 計 事 を W ゐ て 其 通り にやって さへ 下されば 先づ 間違 

ひ はない 害 だが、 うっかり 此處で やり 損ねて、 あの 蛇 を 

取り逃がしで もしゃ、 I ん なら、 夭 下 はもう 九分 通り 奴 

の 手に 歸 した やうな も の だ。 

^ 貴方 は 本當 に さう 思 つて ゐ るので すか。 
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范增 わし は 始め て彭 城で あの 男 を 見た 時から 最後の 勝利 

を 獲る 者 は 事によると 此奴 かも 知れない。 確か に 項 王 の 

眞の敵 は 劉 邦の 外に はない と 睨んだ の だ。 あの 男 を 見る 

迄 わし は 項 王の 成功に 全く 樂觀し てゐ た。 だが それから 

と 云 ふ もの 11 之 は此處 t けの 話 だが な …； 。 

鐘 (旁お) 自分のと まって ゐる 船が 危く なれば 他の 船へ 

飛び移る 丈け の 話 だ。 (范增 Li) 何、 貴方が 永生き して、 

項 王が 貴方の 云 ふ 事 を 用ゐ て ゐる. 限り は楚の 天下 は 鬼に 

鐵 棒です よ。 大丈夫。 

S 處が この 亡者に なり かけて ゐる 體が樂 になつ て 了 ふ 

より 先き にわし は ど， つ や ら お 暇 を 頂戴し 相 だ て。 わし が 

心配す るの は もう 只 そ の 前に 禍の 根を絕 つ て お く 事 だけ 

さ"  , 

鐘 ふむ。 そんな 事 はないで せう。 だが 人の 事で よく そん 

なに 心配が 出来る もの です ね " いくら 忠義で と は 云 ひ 乍 

ら、 全く 嗇； 方に は 感服し ますよ。 

英布 (登場) 先刻から 諸國の i 達が 彼方で 待って ゐま 

す。 

范！？ さう か。 では わしが 此處へ 案内しょう" 貴方 は その 

事 を 項 王 に 申し 上げ て 下さい。 どうも 今夜の やうに 落ち 

つかない 晚 はわし も 始めて だ" (右手に 返 場) 

鐘 爺さん、 可哀想に 一 人で 氣を 揉む でゐ る、 (英 布の w.^ 


た、 き) だが な あ 相坊、 俺も考 へる に餘り it いおと 一緒 

の 時代に 生れて 来る もん ぢ やない な。 之で 此處の 大將ゃ 

劉 邦の やうな でか 物が ゐなか つ たら 俺達 も 結構 一 かどの 

英雄 の 仲 問に 紛れ こんで 歷史 にも 殘 るんだ が、 生 僧く の 

廻り 合 はせ でお 互にう だつ の 上りつ こ はない や。 

英布 「お 互に」 は 止して K はう. 俺 は 未だ やっと 二十 五な 

y.l- ーハ 5  io 

ん .ァ 力ら，. 7T 

鐘 ふむ。 齢の 若え の を 自慢に する やうな 奴が 豪い 者に な 

つた 例め し はないて。 (向き 直リ) そりゃさぅと^？が先 

刻 大將に 云 ひっかって ゐた事 は 何 だね。 恩賞の 話で はな 

かった のか。 

英 まあ、 恩賞の 話が 出た 處で 君に は 碌な 赏與も ある ま 

い。 ガッく するな よ。 俺が 云 ひっかった 用と 云 ふの は 

な、 今度 天下の 神社 を殘 りず ぶち 毀 はし て 集めた 夥し い 

金物 を S 直して 一 つの 途方 もな く 大きな 偶像 を 造れと 云 

ふの だ。 だが 俺 は 今 忙しい。 又會 はう。 (急 ざ 左に 退場) 

鐘 へむ。 それ を 俺達に 拜 ませ やうと 云 ふの か。 自分の 偶 

燥 を。 i? 鹿に してやが るせ。 かう つと ：… (考へ 乍ら) 

a き 

だが、 とに 角 今夜 は 見物 だぞ。 (右手 LL 返揚) 

(美々 し告 王妃の 服.^ 着た る K 姬、 急お、 足 にて 入リ來 

ろ。) 

虞姬 これく、 鐘 離眛. 
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M  (！ S リ來 リ^.^ すろ) はい、 之 はお 妃 殿で。 (見 とれ 

ろ) 

g 姬 ffl^ は出來 たかえ。 

0 御 の 通り 出來て 居ります。 

00 劉 邦 は 未だ 来ない のかえ) 

0 屠 牛 場に 曳 かれる 牛 は 足が 瞌 すると： W じ やうに あの 男 

も 何 か蟲の 知ら せ で 足の 進みが： i いので 厶 い ませう。 

00 いっそ 時刻に 題れ て來る 方が い \ 。さう すれば それ 

も 一 つの Er" を 加 へ る 理由になる。 

0 へえ。 それが 贵女樣 のお 言菌 で。 (旁 白〕 どうも 感化 

と 云 ふ もの は 怖ろ しい もの だ。 

(鐘 離^、  ffi,^ して 报リ むき./,^ 去る。 4^: 姬、 M か 心 

に鼸 つて ねる 様子て，》 へ て ねる。 少年 Li 扮ぜ ろ殷祧 娘、. 

二人の 腰元と 巫山戯ながら 登 揚。) 

腰- 兀ー ぉ妃 殿、 こちらに いらっしゃ つたので 御座います 

力 

^-兀 二 お！^ し 申して 居りました。 

«^  I 她^ はしう。 

00 あ、。 金 鳳。 お前 は 何時も 氣樂 でい V ね。 毎も愉 

な g をして。 

^0 私の 腺に は 凡ての 物が 笑って 見えます。 ぉ妃 のお g 

に は 凡ての 物が 靑ぃ顔 をした 鬼の やうに 見える ものと 見 


えます ね。 誠にお 氣の 毒な 次第で。 

虞姬 本當に 妾に はお 前が ゆ (ましい よ。 まあお 前 は 見れば 

見る ほど 何と 云 ふ 綺麗な 顏 をし てゐ るの だ らう。 男に は 

. ^な い 光， お の あるい  >- 髮だ >  J と。 お前 は あの 後宫 へ 行 

くと 屹度 女達に 羡 まれる に 違 ひない。 (と 云 ひつ、 桃 娘 

の 頭 i<J -撫 てる〕 

桃 娘 いや、 後宮 迄 行かな くと も 此處で 此位ゐ 養 まれて ゐ 

れ やもう It 山です よ。 同じ 男に 生れても 男 冥加 を 味 ひ 方 

はいろ くあります からね。 項 王の やうに 天下の 男 達の 

征服者 になる 者 も あれば、 私の やうに 夭 下の 女 共の 征服 

者になる 者 もあります。 いや、 私 は 項 王の 御身 分 を？！^ ま 

しいと は 思 ひません よ。 項 王の 御 生涯が 「力」 を 漁つ て这 

る 御 ； 代なら 私 は 一 生 「美， 漁つ て暮 すの です。 

腰元 一 お 妃樣。 妾 共の 仲間で は 此人は 實は女 だら うと 云 

ふ じ 御座いま すの。 

桃： gj あは、.， \。 いや、 お 疑 ひも 無理 はない。 何 を隱さ 

う 妾 は 被 仰る 通り 實は 女です よ。 (笑 ふ。 態と 女らしく 舞 

^舞って 見せ〕 どうです。 之で も と 見えます か。 

虞姬 (扇子に て 桃 娘.^ はたさ) あ、 暢氣 者。 妾 はそんな 

態とら しい 戯けた 女の a 似なん ぞ 見て は ゐられ ない。 (決 

然と) 今夜 こそ 妾 はこの 弱い 自分に 打ち克って、 この 心 

を 鬼に し て、 あの方の い やな 疳籟を 焚きつ ける 事が 出來 
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なければ ならない。 金祥 鳳、 妾 は 後で あの方の 前で お前 

を 接吻して やる。 あの方 はそんな 事で 腹 を 立てる の を 恥 

だとお 思 ひ になる から その 疳 履の 火が 劉 邦 へ 飛ぶ の だ。 

あの方 は 御機嫌の 惡ぃ時 は 傍で 眼 を あいて は ゐられ ない 

やうな 事 も平氣 でな さる けれど、 御 機 雄の い k 時 はなさ 

ら なければ ならな い 事 もな さらずに 了 ふ。 妾の 頼みと な 

る の は あの 范壻 丈け だ。 范 1? は 何 處にゐ る だら う。 

挑 娘 丁度 向う から やって来ました。 相變 らず隱 亡が 灰 を 

被 つ たやうな 顏 つ きをし て 。 

(虞姬 と 腰元 等 笑 ふ。 范增、 諸國の 使節. HH 术內 し乂入 

リ來 る。 使節 等 は それ- 鋭 ひの 默げ 物ん、 持ち 居ろ" 

虞姬は 帳の 後ろに かくれて 彼等の 樣 子^うか^ ふ。) 

范增 (廣 間の 中の 左右に それ/ 使節 1$- 着かせ) どうぞ 

皆さん 御着 席 下さ い 。 項 王 は 只今 御 臨席に なります。 

左手.^ リ 王冠ん <  いた き、 王の 鱧 服ん、 着し 登 

場。 英布、 項莊、 桓楚 等の 諸臣、 後に 從ふ。 虞 姬は項 

羽が 見て. Q ろ 事ん 一知 リ ながら 態と 帳の 隙間の 中ん、 一?g き 

居ろ。) 

項 羽 (虞姬 の 肩ん、 玉笏 にて た > き) 女らしい 眞似 をして 

居るな。 

虞姬 貴方 も 妾の 室 を お の ぞき にたつ た 事が おありになる 

くせに。 


項 羽 俺達 は 今や 王と 王妃 だ。 それ を 忘れて はいけ な L。 

來ぃ。 俺の 美しい 矜 りよ。 今夜 は 大いに 笑 はう ではない 

か。 (廣 間の 中に 入ろ」 

虞姬 (堂々 と廣 間に 入 リ、 項 羽と 竝 びて： 止 面の に 着く) 

(諸 國の使 ti、 立ちて 鱧，^ する。 項 羽と 度；^、. 尊ナ、 に 

會釋 すろ，. -) 

使節 等 御機嫌 魔 はしう。 今日の 御 盛典 を 祝し ります。 

項 羽 同時に 明日の 滅亡 を も 祝す るかな. は、。 (冗談の や 

うに〕 だが 項 羽は始 皇帝の やうな 脆い 亡び 方 をす ると 思 

ふと 間違 ふそ。 餘り それ を あてに せぬ がよ い。 今から 云 

つてお く。 

使節 等 滅相な 事 を。 國 王から 謹^で 宜しう 申し 上 一;: て吳 

れ との 事で 御座いました。 

項 羽 何た、 其方 達 は 皆 使節な の だな。 

使節 中 (慌て、) 始 皇帝 卽 位の 折 も 参列者 は 皆國王 理 

で 御 南 いました。 

項 羽 王に 先例 はない。 (使節 等 色.^ 失 ひ、 互 ひ-, i 效， か见合 

はす) だが 卽位 早々 俺 は 小言 を 云 ひ 度く はない。 俺は特 

別の 恩典 を以 て 今日は 其方 達に 謁見 を 許さう。 

使節 等 私共 も か、 る 過分の 光 榮を豫 期して は 居りません 

でした。 (皆々 持 麥の献 げ物ナ P 項 羽の 前に 持ち出し) お 

祝 ひのお 印し 迄に 之 をお 献げ 致します。 
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巧 羽 嘉納して おく ぞ。 よし，/ \、 どうせ 俺に とって は 其 

方 達の IS せ. も 其方 達 も變り はない わ。 王の 眼に は 小さな 

區別 は.！ 1^ しない。 ゆっくり くつろぐ がよ い。 

^離^  劉 邦が 參 りました。 

項 羽 末座へ 通せ。 (使節 等 に) 俺 は 今夜 遠來の 其方 達に 

好 い 土1© も の を见 せ て SK れ やう。 

(鐘 離^、 去らん として 廊下の 一隅 佇み 居た る殷祧 

:g の Is,^ 揶揄 ふ 如く 輕く 叩きて 返揚 す。) 

桃 娘 (鈴の 後，^ にらみ) 氣 味の 惡ぃ 奴。 未だ 妾に 氣 がつ 

かずに ゐ るの だ。 あ k 今夜 こそ 妾 は あの方 を 助けな けれ 

ばなら ない。 舉牛： の勇氣 よ、 湧いて お siK れ。 

S  (桃： W の？^ に 來リ、 其 耳に さ、 やく)  ， I， つんと す 

すめて 醉 はすの だ。 項 王の 杯と 代り <\ に： 汪 げば 奴 も 酒 

を 疑 ひ はしまい。 あの 男 は 酒好き だから 醉 ふ 問に は自づ 

と禮を 失する やうな 事 も あらう。 よ いかな。 ( 項莊 や 桓楚 

等に) ^;:方々は此幕の裏に隱れてゐて下さぃ。 わしが 機 

を兒 て介陶 をす るまで。 f 廊下の 彼方 1^ 見て) は あ 彼奴、 

惡ぃ 奴を迎 れて來 をる わい。 

(項 莊、 桓楚等 薛の甚 にかくる。) 

§  (廊下の. M う r* リ劉 邦の 來る. ^見て.， の V き〕 お \、 

何と 沄ふ 鶴 い 立派な 方 だ らう。 そんな 事 を 妾が する も 

のと 思 ふの か。 あの 老議。 妾 は あべこべに 項 羽に は餘計 


法いで あの方の KM に はほんの 法ぐ 眞似 丈け してお けばい 

いの だ。 

(劉 邦、 張 一 從へ、 鐘離眛 Li 案内され て 登場。) 

劉 邦 (鱧ん しズ〕 久々 に 恙なき 龍 顔を拜 して 嬉しく 存じ 

ます。 

項 羽 ぉ气 S, 俺 も久々 にて 其の 方の 龍 顔を拜 して 嬸 

しく 思 ふぞ。 (使節 等に) 聞け、 其方 共。 關 中には 今や 

二人の 王が 居る の だ。 これ は漢王 だ。 

(使節 等氣色 •  はむ。) 

虞姬 まあ、 お け。 劉 邦。 (張 瓦に) 貴方 も。 

項 羽 どう だ、 劉 邦。 其方 は 風邪で も 引いた のか。 蒼い 顔 

をして 顫へ て ゐるぢ やない か。 

劉 邦 一月の 風に 道々 吹かれて 參 つたからで 御 陸い ませ 

mm  (滿足 氣に) ふむ、 感心に 其方 は それ を 知って ゐる 

な。  . 

使節 私共の 國 では 旣ぅ 桃の 花が 咲いて 居ります。 一月 だ 

から と 被 仰る の は 何う い ふ譯で 御座 い ます か。 

項 羽 桃の 花 は此咸 陽で も 盛り だ e では 改めて 其方 達に 告 

げやう。 俺 は 昨日から 紀元 を 改めて、 年號 を大楚 とした。 

昨日 は卽 ち大楚 元年 一 月 元日、 今日は 二日 だ。 新しく 天 

下 を捏る 者が あれば 紀元 も 亦 改めな け れ ばなら ぬ。 
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虞姬 (腰元 等に) では 酒盛り を。 

(腰元 等、 酒、 K-,ss ち 來リ、 項 王.^ 始め、 一同に 注 

ぐ。) 

使節 (祝盃 i-J- 攀げ ながら) 限りなき 榮ぇを 項 王と 大楚の 

御代に お祈り 申し上げます。 

病 いや。 俺の 事 を 項 王と 呼ぶ 習 ひ は 昨日 以來變 つた 箬 

だ。 以後 は 俺に 封し、 懐 王 や 此處に ゐる漢 王と； isl 別した 

稱號を 用 ひさせる。 序罎を 無にする 事 は 亂れの 基 だ。 よ 

いか。 (一同 頭， か 下げる) いや 俺 は 始皇の や、 つに 皇帝の 

稱號に 敬禮さ せ やう と 言 ふの ぢ やない。 俺に もし 子孫が 

出来るならば それ 等 は 又 自ら 帝王 に でも 賤民 にで も 成る 

べき だ。 

劉 邦 私 は 大王と 同時代に 生れた と 云 ふ 事を此 上ない 光榮 

で あり 、 又 幸福 であると 存じて 居ります。 

き 光榮 であると 云 ふの は 分る。 幸福と 思 ふと 云 ふの は 

何う 云 ふ 意味 だな。 

S もし 英邁な 大王が 私の 上に お居で になら なか つ たな 

らば 私 は 今の 時代 を もっと 與 みし 易く 思った であり ませ 

う。 そして 私の 愁 望の 鋒 先 は 鈍く され、 私 は眞に 自分の 

天命 の K 上に 自分 を 持ち 上げる 事な し に 慢心 の 謹に 打 

ち克 つ 事が 困難であった らうと 存じます。 

項 羽 では が ゐれば そち は その 頂上に 自分 を 持ち上げら 


れ ると 云 ふの だな。 

張 S いや、 それ は 只 私の 主人が 到底 大王の 臣 以上の 器 

に 非ざる 事を證 する 丈け の 事で 御座 い ます。 

項 羽 ふむ。 お前が 張 良 か。 いかにも 俺 は 生れて 以來 頭の 

上に あの 大空の 外に 何も 戴いた 事がない。. SI, 分の 外に 相 

手と 云 ふ 者 を 持 つ た 事 の な い 淋しい 王 だ 。だが 俺の 死後 

萬お は 俺の 事 を 何と 云 ふかな。 張 

張 莨 苟も 萬 民に 追憶の 力 ある 限り 大王の 事 を 想 ひ 乍ら い 

かなる E" も 勇 氣を失 ひ、 女々 しくい じけ、 或は だらける 

事が 不可能になる で 御座いませう。 大王 は 恐る ベ き 生 の 

偶， 数と なつ て、 永久に 彼等の 懦を誡 めら れ るで 御 13 い 

ませう。 

(，，^ 時 戸外 何となく 騒がしく たり、 ざわめき 立つ。) 

使節 等 何事で せう。 

項 羽 (滿 足氣 に) は、。 暴動で はない。 宴の 餘興 だ。 

(項 羽、 體.^ 後ろに 棂 V リ、 劍の 先にて！？ 幕 1 ^左右に 

開く。 炎々 として 阿房 の眞 赤に 燃えて わるの が 窓 1 

面に 見える。 一同 驚く。) 

使節 等 あれ は 阿房 宫 では 御座いま せんか。 大變な 事に な 

りました。 

項 羽 (笑 ひ 乍ら) 阿房 宮は燒 けて はならぬ のか。 他で も 

ない、 あれに 火 を 放た せた の は 此の 項 羽 だ。 俺 は 俺の 殿 


堂 を 新しく^ 立す るた めに ；度 この 地上 を 洗ひ淸 めねば 

ならぬ。 俺の 破壊 は m 造の 爲だ。 

節 あの K きなお 殿が ぇ盡 すに は 恐らく 三 ヶ月 も か \ 

り ませう。 

鐘 W 脉 風が 火の 子 を の 方に 吹きつけて、 全で 火の 雪が 

降つ て ゐる やうです。 あれ を 造った 始事； 帝に 此壯觀 を 見 

せて やれない のが です。 

mm 眞の 前に 偽りの 消え 行く 事 は斯の 如し だ。 あの 火が 

あの. M 宮を 捲き 盡す やうに 俺 はこの 情熱 を 以て 人生 を燒 

きャ M し て やる。 そし て 俺の 燒 かれる flil ひ の ない 新たなる 

「牛 一」 の 偶像 は あの 燒け 跡の 礎の 上に 立つ の だ." 其眞 正な 

偶像 を 俺 は庶， と共に 體拜 すろ だら う。 

英布 (窓^-,: 行きて 外.^ 见ろ) 人民 共が 泣き叫んで 居り 

ます。 飛び火た、 くと 云って 騒いで K ります。 

项羽 お 殿の 近くに 住む 者に は 昨 曰から-がー 去 を 命 じ て あ 

る。 fliR 樂を やれ。 そして あの 蚊の 鳴く やうな ざわめき を 

消して 了へ。 

(-せ 架 始ま る 。 腰： 兀等 大きな 皿に 肉の 料理 1 か 盛った の 

, ^銘々 « つて 出て、 又 酒.^ 注 ざて 廻ろ") 

項 羽 (：？ おし；、〕 あ 上背 樂 よ/ \。 生命の 焰ょ。 俺の 內 

に 力 E く 時 俺 は汝の 旋律 を§| かな い 時 はない。 汝は 俺の 

力の S 熱の ？、 戀の 歌た.' あ X 俺 は 常に その 聲を 


S き 度い。 汝が 雷 の やうに 俺の 內に 鳴り響く 時、 夭 は 

地と 合して 燃え、 地 は 天 を 抱いて 燃え 上る の だ。 (劍. ^{.s 

宇に 报リ 廻し 乍ら) お \ 力よ、 力よ、 力よ！ 力 は 音 樂 

一 

虞姬 (やきもきし 乍ら 傍. no あ X、 又 何 をして いらつ し 

やる の だ！ 音樂 をお 聽 きになる ともう 御 自分 の 事に 氣 

を i 港 はれて 大事な 用事 も 何も 忘れ てお 了 ひに なる。 (殷 

桃， 奴， か？？ ^ め〕 おや、 金祥 鳳、 お前 其 處にゐ たの だね。 漢 

王に お 酌 をして お上げ。 

(12 桃： 娘、 の 前に 進み出て 1^ に 極く 僅か 酒.^ 注ぐ。 

次 l: 項 羽の 處に 行 さて 注ぐ。) 

虞姬 (桃 奴に) 金 群 鳳 や。 お前 は 此處へ 来て 妾 を a いで 

おくれ。 妾 は 少しお 酒に のぼせた やう だ。 

S  (わざと 仰山に 跪づ いて) 畏まって 候 ふ。 (虞 姬，^ 

扇て 塌 ざ 乍ら 傍白、 此處に 居れば 却って 妾 も 働く 事が 出 

來 ると 云 ふ もの。 

項 羽 (肉， 化 食 ひ 乍ら) お前 は 大分 其 小猫が 氣に 入り だ 

な。 

虞姬 毎 も-戦場 に 出て ゐ る 夫 を 持 つ 者 は 自分 のわきに 何 か 

可愛い 者 を 飼つ てお き 度くな ります。 さあ 妾の 小猫 や。 

これ をお あがり。 (自分の 皿から 肉片.^ 取 らぜ る) 

(桃^、 猫の It 色.^ して 食 ひ、 笑 はぜろ。 一同 食ら ひ 
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つ、 ひそ/, >\ と》 おり 合 ふ。 人民の 叫び 聲。) 

項 羽 (不快 LL なり) は。 馬鹿。 11 あの 幕 を閉. ちろ。 (鐘 

離 味 後ろ の 大 いなろ 窓 saw  閉づ ) 

范！？ チ H ッ。 どうしたの だ。 彼奴 は あんなに 飮み 乍ら 未 

だ 一向 醉 つて ゐる樣 子がない。 (劉 邦 1： 向 ひ) 劉 邦 殿、 

貴方 は咸 陽の 子 はよ く 御 知 の 箬 だが 、 市民 は 貴方 の 

御 人 城 を どんなに 喜んで ゐま すか。 そ して 大王の 御 入城 

を どんなに 恐れて ゐま すか。 

00 貧の 爲 めに 罪 を 犯さう とする 者 も 大王の 御名 を 思 ふ 

爲に それ を敢 てし 得ない 程で 御座います。 威 陽に は 今や 

酒 を 飮む者 も 稀に なりました。 酷！ S の 中に つい 大王の 御 

名 を 口 にす る 事 を 恐れる か ら で 御座 い ます。 ど の 家庭に 

も 今や 高い 笑ひ聲 や、 泣き 團 は 聞かれません。 市街 は 寂 

として 居ります。 

項 羽 (滿 足氣 に) は \ 、いや、 俺 は いづれ 俺の 記念 像の 

成つ た 祭典の 日 に 彼等 1 同 を 其 盛大な 祝宴に 招 いて 酒 盛 

りの 與に 飽かしめ て やる だら う。 

虞姬 劉 邦。 貴方 は大の 酒豪 だと 云 ふ 事ではありません か、 

近頃 は餘 程お つ \ しみと 見えます ね。 

00 私が 少し 慎し みませ ん と 部下の 者が 見習 ひ ますで。 

項 羽 が 今 は 俺が 所望す るぞ。 劉 邦 及び 其方 達。 わが 妃 

の 健在と 其衰 へ ざる 美 の爲 めに 飮んで くれ。 


1 同 (立ちて f^,^. 擧げ) 我等が 惠み 深き 女王の 美と、 そ 

の 限りなき 榮 光との 爲 めに。 (欽 む) 

張 H 蓮れ ながらお 祝 ひの 品 を献げ ます。 之 は i: "から 犬 下 

の 主たる 者が 祌器 として 世 々一 幾り 傳へ て參っ た 玉璽で、 

私 の 主 劉 邦が 大王 に獻じ まする 爲 めに 秦 の  一 一 ー*1^^^;帝か ら 

讓り 受け、 今日 迄 保管 致して 居た ので 御座います。 (見事 

なろ 玉璽.^ 持って 出ろ) 

項 羽 (それ，^ 手に 取リ、 滿 足の 色 fj^ 表 はしつ V それ.^ 见、 

それに 七齊 にて 記した ろ 字ん^ 證む) 「誇り は與 なり。」 ふ 

む此 文句 は氣に 入った ぞ。 し て 之 を 其方が 肢る 心算で な 

く、 預 つて 居た と 云 ふの か。 

虞姬 (項 羽- J- 囌 く〕 そんな もの は 詰らない まやかし もの 

です。 お信じに なって はいけ ません" 

頃 羽 (K 血.^ 手 LL した ま、 背リ返 へろ) それ はさう と 劉 

邦、 其方 は 先刻 俺と 同時代に 生れた 事 を 幸に 思 ふと 云つ 

たが、 其 同時代に 生れた 事の 爲め にもし 俺の i となつ 

たと した ら どう だ 。 それ でも 猶 ほ 其方 は それ を 幸 だ と 思 

ふ 事が 出來 るかな。 

范？？ 左 襟。 大王と 時 を 等しく する 者 は 皆 其 覺悟を 持つ 上 

で 幸福で あると 云 ふ 事が 許される のです。 もし 其 覺 悟な 

そ やつ 

しに さう 云 ふ 者が あれば 其奴 は 其 代り に- H 分の. ：！ 惚の It 削 

を覺 悟し なければ なりません。  . 
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劉 邦 殿， 何とお 答へ なさる。 

0 私 は 何にも 其樣な 車は考 へませんでした。 唯 々大王 

の 忠僕 を 以て 任じ て 居ります 私 は、 .《§ を 大王 の お 邪魔 

になる 程の 者と 自惚れて は をり ません。 

張 K  (夯 白の やうに) どうやら 世間の 螺 にも 滿更 聞き 捨 

てに はならない ものが ある やうに 思 はれて 來 たが、 どう 

も 私に は 合 gi が 行かない。 

S3； 方 は 何 を 眩 い て 居られる。 

なに、 私 はま さか そんな 事が あらう 齊 はない と 信じ 

るので …… C 

范增 そんな 事と は 何です か。 

資 は 世間の 衆 i ハの 中には 大王が 此劉邦 を內々 怖れ 

てお 2S での 餘り、 强 ひて 此 人に あり もせぬ 罪 を 被せ、 今 

晚 の：： ：！ 出度い 此の 御 祝 ひの 席に 招く と 云ふ僞 りの ロ實の 

-卜 に 亡き者 にされ やうと 云 ふ 御 計略 である やうに 申して 

る 者が  

項！^ 何、 ^が 其方の 主人 を 怖れて 居る？ (笑 ふ) そして 

が 劉， 外 を 殺す め に 偽りの ロ資を 設ける 必要が ある の 

だと？ 

.S いや、 それ ま 一愚と 云 ふ 者 は 仕方のない 阿 2^ で 御座 

います。 何 を 申す やら 分りません。 それ 故 私共 は 道に さ 

、「云つ て 私共 を 引き止め やうと 致した 違 ひ の 馬鹿者 共 


を 懲ら しめる 爲め に. ほ 陽 中 を 引きずり 廻し 、 此奴 は *  J ん 

な痴 けた 事 を 申し を つ た 氣違ひ であると 云 ひ ふらせ て 市 

民 共に 笑 は し める やう 伴 の 者に 申し つけた やうな 次第で 


范增 は. -、 張 良 殿。 なる 程 それなら 貴方が 合點か 行かな 

いのは 御尤だ 。 殊に 其 氣違ひ とやら の 言葉 を 咸陽中 に ふ 

れ廻は させる と 云 ふの は 流石 は 贵方 の 思 ひつ き 丈 あ つ 

て、 味方に は效き 目の ある 噪 かしの やうに 見えます な。 

併し その 索 愚と やら 云 ふ の は實は 本物の .IPS ではなく 

て、 貴方の 頭の 中に 居る 衆愚の 尊ではありません かな" 

衆 M に 宽罪を 被せ やうと 云 ふの は 彼等 を 愛する 貴方 々 に 

も 似合 はしからぬ 遣り方ではありません か。 

張 頁 い や、 私 は 今にな つ て これら の 噂に 少 々合點 が 行き 

かけて 来た ：： と 申す の は、 私の 主人が もしもう 少し 凡 

庸な 小人 物であった ら贵方 々 は 恐らく この 劉 邦に 宽罪を 

被せる 代りに、 きっと その 功勞 のために 賞 與を賜 はるで 

あら S- もの をと 私 は 申す に 過ぎません。 何故と 申して 我 

我が 關 中で なした - J と は 皆 大王 の 御意 を忠 資に果 した も 

ので ある こと は 市民の 末に 至る まで …… 

S お待ちなさい。 貴方 は漢 王が 先き に關 中に 這 入って 

「忠 實に果 された」 色 々 の 功勞が 大王 の 御 認可 を經 たもの 

でな い 事實を 否定な さる ことが 出来ます か。 劉 邦 殿が 無 
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斷に 自ら を漢 王と 呼ばせ、 愚 K の 甘心 を そ k る 事に 全力 

を盡 された の が 何故で ある か それ 位ゐの 事が 見 透せ ない 

我々 だと 思つ て 居られるなら 貴方 々 はよ くく 大王 を 見 

縊っ て 御 Mi るか、 さもな くば 餘 程の 頓馬で あらつ しゃる 

と 云 ふ 事になります ぞ。 貴方々 の隱れ もない 野心が あん 

な 千供瞞 しの やうな： 土 璽の 獻 を以っ てま やかされ 得る 

者と 思って 居ら れるゃ うだ と 貴方 も まだ /\- お 若 い 。 い 

や、 よくく 窮 された ものです な。 

0 默れ。 其方が 先 觸れの 身で ありながら 無斷に 俺の 威 

こミ /ヾ 

ま を 濫用し 居った からと て 其麼な  一 J と を 細 々 意に 介す る 

項 羽と 思 ふか。 子供 は 大人の 刀 を 借りる とそれ を 持つ て 

無暗に 物 を 切つ て 見たがる もの だ" 俺 は 凡ての 事 責を知 

つ て 居る。 俺が 其方の 主人 を 恐れて 居るな どと は 俺の 誇 

り を 突つ い て 劉 邦を誅 する こと を 俺に 恥ぢ せしめ やうと 

云 ふ 其方の 殊勝な 作り事 だと 云 ふこと も、 其方の 野心 も、 

從っ て 俺に 對 する 謀叛 氣も、 恐怖 も、 諛ふ心 も、 愚民に 

蹈 びる 心 も  。 

劉 邦 私 は 何物に も 媚びる ものではありません。 諛ひは 致 

しません。 

項 羽 只 愛する と 云 ふの か。 ふむ。 だが 若し 果して 魏 はぬ 

と 云 ふの が本當 なら、 其方 は此 上ない 馬薛者 だ。 俺の 臣 

下で ある 其方に 联っ て： Jfl きる 事 は 俺に 媚び 諛ふ - J とで あ 


るの を 知らない のか。 いや、 俺 は それが 其方 達の 蓮 命で 

ある こと を 今 此處で 知らし めて 遣らう： (かく 言 ひつ、 

玉 雷，^ 蹴 飛す。 其の 拍； 十！，： 1 方の IS 脫げズ 飛ぶ) さあ、 

その 鞛を 取って 俺に-さや VJ ろ。 漢 王！ 

(一同 啞 然とす。 劉邦默 然として 立ち、 その 鞘，^ 取リ 

て 項 羽の 前に 跪き 其 足 Hi 才 かす。) 

項 羽 其方の 髯は塵 掃きに は T 度よ さ 相た。 序でに 塵 を 拭 

け！ 

§, 躊 曙して 後， 一  寸 其に 當ズ 袖に て 塵.^ 

拭く。) 

虞姬 (額ん 背. s けて) あんな 事 はなさら なく もい」 の 

使節 等 (^^.,^見合ぜてゅ.く) 之に どうも 恐ろしい 事に な 

つて 來た。 11 漢王 にどの 機な 罪が あるに した 處で之 を 

見せつ けられる 吾 々もた まつ たも ので はない。 

項 羽 は、 .1 \ 。 よく /\ 其 力 は 犬に 生れ つ い て ゐ るな リ 

あの 股 をく  t つた 韓 11;^ とい、 収 m だ" 之で 其方に も.：：：： 分 

が 何者で あるか よく 分ったら う。 下れ！ 貴 を 罰す 

る 事 は 俺の 恥辱 だ。 

00  (- ベの 如く^,^ 緒ら め) 確かに 私 は.： n 分が 何者で あ 

るか、 今程 それ を 知った 事はありません。 此 世の 何者 も 

私 を 11& し め 、 私の 神聖 を 稼 かす 事の 出來な い 事 を 今程 感 


邦 劉と ^rrt 


139 


じた^はありません- 

項 羽 (a 缺，^ 上げろ やう に 萵 笑して) どう だ、 «1 の 者" 

漢 王の 怒った 面 を 見て やれ。 あの 眞 赤な 顏を。 人間が 其 

弱さの 爲に 如何に 輕々 しく 一  命 を 抛つ か。 … •• 併し 俺 は 

今 其方の 怒 つ た 顔 を 見る とどう やら 其方が 不憫に なつ て 

來た わい。 俺 は 其方 を 助けて やり 度い が、 どう だな、 劉 

邦、 一つ 其 處でー まひ を 立てる I： 对 はない か。 其方が 關 中で 

した 車 は 悉く 唯忠 (H に此 俺の 意に 叶 はんが 爲め にした 事 

で、 其方の^.斷でした^6ではなぃと云ふ事を。 

劉 邦  

S  (劉^に 私語く〕 あんな こと は唯殘 な揶驗 です。 

ぉ齊 ひなされ、 早く。 

范 QM5  王 は 方よりも 正 S な 御 性分 ぢ やで 腿 

の 普 一一 ほが お出 來 なさらぬ の だ。 して 漢王 がお 答へ に窮し 

て 居られる 處 を：：^ ると 之 は いよく …… 、 ii れ もない 恐 

る ベ キ /謀叛 。 ( 5g K 等が 何 か 一 K はんとす るの 1^ 制し マ) 

いや、 もう 辯 解 は 御 無用" 沈. M は 一つの 答へ だ。 (使節 等 

に) いかに、 皆さん。 ^王 は，： IE ら 大王に 不 節なる 事 をお 

白されました。 し て 兑れば 旣に散 々 血 を 流し て 來た吾 々 

は 今又此 一 人の 奴 逆 港の ためにむ ざく 何 萬と 云 ふ 無辜 

の 血 を， 更に 流さなければ なりますまい か。 いや、 吾々 は 

今 そんな 事 をして ゐられ る 時で はない。 しかるに 漢 王に 


と つ て は 恐らく 今が 花の 散らし 時で あらう と 云 ふ の は、 

今 大王の 御手に ふれて 斃れ なされたら 或は 貴方の 云 はる 

る 通り、 漢王は 大王に 怖れら れて と 云 ふ 偽りの 名 譽を被 

ら れる¥> 出來 ませう し、 人民の 惜しが り 方 も 大きな も 

のでせ う。 が 愁じ此 場 を 助かって 空しく 西域の 雪の 中に 

でも 朽ち 果 て られて 見な され、 誰も 漢王を 惜し む 者 は あ 

りますまい。 

虚姬 (昂奮し 悶えて 旁 白) まあ、 何とい ふ 長たら しい 毒 

つ  二つ S 

吐き 万 だ！ あ i  、あの 男 を 見ない 今 先刻 迄此 胸の 中に 沸 

つ てゐた あの 不安な 殺意 は何處 へ 行った やら。 何 ぼ 何で 

も 之 は あまり だ。 妾 は あの 正直者の 生首が 此處 へ ごろ ご 

ろ と _ ^ろが り、 眼の 前に あの 男 の 血が む ざ く琉 される 

の を 見て は ゐられ ない。 あ V 此溫 和し い 男が そんなに 恐 

ろしい 敵な の だら うか。 (突然 杯ん < 落して 失神の 樣か裝 

ふ) 

項 羽 (驚き) 之 はどうし たの だ。 虞姬！ (疳寇 1 ^起して) 

誰か 水 を！ 早く！ 妃を ：… 

虞姬 (少し 頭， な 上げ) 少し 氣 分が 惡ぅ 御座います。 氣. 晴 

らしに 貴方の お好きな 音樂を やらせ て 下さい。 

(^l曰樂始まる-〕 范增ャ キ モ キ して 幕の 裏にね ろ項莊 1^ 

呼び出す。) 

項莊 (進み出て) お慰みに 無 せな 藝を 御覽に 入れます。 
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られる 上は漢 王の 臣は卽 ち 大王の 臣 であります。 之 は樊 

嗜と 申す 劉 邦の 護 衞の者 で 、 並外れ て 力の 强ぃ 外に 別に 

联り 柄と 云つ てない 無 者であります： か、 唯 と 命 知 

ら ずの 點で 誰に も 負けない 事 を 誇りに して をり ます。 無 

作法の 點は 何卒 御 見逃し 下さい。 (S 、瞻ん 、眼て 制す) 

樊瞻 私 は 武勇の 爲 めに 仲間の 尊敬 をう けて ゐ た 者 で す 

が、 こんな 冷遇 を 受けた 事 は 始めて V す。 先刻から 未だ 

一 滴の 酒 も- 55、 戴し ません。 

項 (笑って) 近頃 面白い 奴 だ。 (腰元 等 li) 酒 を 注い 

で やれ。 諛 ひに 飽きて ゐる俺 は 却つ て 其方の 無遠慮が 氣 

に 入った ぞ。 

(腰元^ に 酒.^ 注ぐ。 此時父 も 民衆の わめき 聲聞 

、- え、 「劉 邦 1 小 返へ ぜ。 漢 T;.^ 返へ せ。」 と 呼ぶ。 一人の 

家來 慌て V 登場す。；" 

家來 大變で 御座います。 飛び火の 爲に諸 所に 火災が 起り、 

咸陽は 一 面の 火と なりました。 民衆 は氣違 ひの 様になつ 

て營 門に g 入して 參り、 「穴 を 消し止めろ。 否れば 漢王を 

返 へ せ。」 と 叫んで 動きません。 

英布 屹度 何者かの 爲茱 です。 此風 をロ實 にして 飛び火と 

偽り、 寶は 放火 をした のでせ う" 

鐘 成る 程。 そして 大王が 此咸陽 全市 を 燒き打 たれた と 云 

ひふら すの かも 知れません ね。 


(短！^, f 拔 いて 舞 ふ。 劉^の 方に 近づきて 機 わらば 劉 邦.^ 

刺し殺さん とす.) 

殷桃娘 (起ち 上り) 舞 も 一 人で は 物足りなう 御座 い ま 

す。 私が 相手に なって 興 を 添へ ませう。 (項 莊に) さあ 

私 は 蝶々 です ぞ。 方 は 私 を 追つ かけ るんで す。 

_:• 桃 娘 は 燭蠻の 間ん 総 ひて 舞 ひ 乍ら 巧みに 項 莊.^ 綠 

ろ。 項莊 止むな く 彼女.^ 追 ふ。 彼女 は斯 くして 項莊が 

劉 邦に 近寄ろ 時 は 劉 邦と 項莊 との 問に 踊り 入 リズ は自 

然 に 項 莊の邪 1^ ん- し、 劉^. e 防ぐ。 かくて 幾度 も 危ぶ 

くな リ 乍ら 項 莊は劉 邦ん-刺す 事 能 はず。 此時！ 一良 ト ン 

と宋ん 、踏めば 背後 i リサ ッと 幕，^ 開きて 焚瞻現 はろ。 

拔劍 か. 手 Li し、 逮じ告 決死の 相， かなし 居ろ。 一同 其 威 

に怕 れん-なす。) 

項 m 何者 だ！ 

00  (項 羽.^ 睨みつ け) 主の 爲 めに 萬 死を辭 しない 者で 

あります。 

羽 主 は 一 人より ない。 殊勝な 奴 だ。 

瞻 私の 主人 は漢 王の 外に はない のです。 

羽 (烕應 する やうに〕 何？ 誰の 前と 思 ふ。 引き 退れ！ 

瞻 漢王 の 淘 身が 安全 に な られる 迄 は 天地が 碎け やう と 

も 私 は 一 歩も此 場所 を 退く 事 は 出来ません。 

張 K  (なだめろ やうに) いや、 大王が 漢 王の 主で あらせ 
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范！？ (齒 i" み-,^ して) もし さう だとす ると 其 放火 を させ 

て を し て ゐる者 は 多分 あの 韓； ；；5 の 外に あらう と 

は 思 はれません。 あの 5^ は 並 H 段から 自分の 地位に 不滿を 

抱いて をり ました。 

00 虼度 それに 違 ひありません。 (項 羽に) 貴方、 では 

今 おは 一 先づ劉 邦を赦 してやつ て、 其 代りに あれ をお 打 

たせに なった.. T K しくはありません か。 妾 は ひ ど く 疲れ 

ました。 

范^ いや、 韓 信は漢 王の 代りに はなり ません。 な。 張 良 

殿。 

項 羽 n! じ 者 だ。 豚の む 物 を 豚に やれ！ ぁ&俺 は此室 

の 騒がし い f 為颯に 厭きた。 今 兹で錢 はしい 血 を 見る 氣に 

も なれぬ わい。 (皮 姬，^ 擁しつ ゝニル ち 上り 使節 等 に) 其 

方 達 はもう 退っても 宜しい。 此會は 之で 終り だ。 劉 邦、 

北 ハ方も 今日は 鼸 してやる。 其方 は 死罪に 値する が、 最大 

の輕蔑 は宽大 である。 だが 其方が 此關 中に 居る 事 は 今夜 

限り だぞ。 明朝 は 早速 凝 上 を 立ち退いて、 俺が 再び 其方 

を 呼び出す 時 あの 巴蜀の 山中に 引き り、 謹慎し て 居 

るの だ。 よい か。 さあ、 こんな 物 は 返して やる。 持って 

行け。 (先刻の H-S ん、^ ^の 方に^ リゃ る。 一 同 起立して 

頭ん. 下げて ね ろ 中項 羽 は 度 姬> 小 擁し つ k 奥へ 返揚 す。 腰 

元 等從 ふ。 ® 祧： i は踊リ 乍ら 何時の間にか 姿.^ かくす。〕 


張 K さあ、 もう 十二分に 醉は せて 頂きました。 失 禮な振 

舞で も 致さぬ 中に 返 出 を 許し て 頂き ませう。 

使節 等 偶然に も 私達 は 今晩 芝 以上の 芝居 を拜 見させ て 

頂いて 手に 汗 を 握りました。 しかし まあ 無事 に 事濟み ま 

して 誠にお 芽出度う 存じます。 (夫 々鱧.^ して 去ろ) 

S  (劉 邦 等に) 貴方々 は 一寸お 待ち 下され。 市中の あ 

の 混雜で 詰らぬ お 怪我で も あつ て はならん。 武士 共に 其 

處 迄お 達り 致させ ませう。 (項莊 に 眼く ばせ する。 数人の 

武士 現 はる) 

S は \、 もう そんな 見え透いた 嘘 をお 吐きな さらぬ で 

もい \ で せう。 私 等の 主人 は 折 も あれ 態々 あの 諸 國の使 

の 面前で 死罪に も 勝る 侮辱 を 受けた の です。 それで 

も 未だ 飽き 足 らな いと 云 ふので すか。 (脅かす やうに) 御 

心配 は 御 無用です。 伴に は此樊 噜が附 いて ゐま す。 もし 

一 寸 でも 私の 主人に 危害 を 加 へ る 意， 一 芯の 者で もゐ ました 

ら 何人で も 私 一 人で た 、^つ て やります。 (張 KLi 眼く 

ばせ する。 張 一 nt 素早く 劉 邦.^ 引告 立て 乍ら 急お 、去る。 舞 

晴 は 拔劍の 儘 室 中.^ 眺め 廻 はし 悠々 と 後 i リ返 揚。 武士 

等 其烕に 怖れて 近 f6 る 事 1 か 得ず。 呆然と 後. 見送る〕 

范增 あ i 天下の 蓮 は 之で 定まった！ 大王 は 彼奴 を 

巴蜀に 追放 すれば、 それでも うす つ かり 彼 を 葬つ たもの 

と 安心して 居られる が、 わし はもう 働く 甲斐 もない。 凡 
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て は 水の 泡 だ。 (劉 邦の 飲みし！^.^ 床に た 、きつけて 徵 

塵に 碎く) 

英布 どうも あの 金祥 鳳と 云 ふ 小 俊が 曲者です よ。 彼奴が 

變な 邪魔 をした 許りにす つかり 計畫が 狂つ て 了った ので 

す。 

項莊 (口惜しが リ) 眞 個です。 あの 小僧が 一緒に 踊らな 

か つ たら 私 は樂に 彼奴 を 刺し殺す 事が 出来たん です。 (武 

士 に) あの 小^ を 探して 早く 此處へ 連れて 來て 吳れ玉 

へ。 

(武士 等 返 揚。) 

范 I？ Its を 守って ゐる者 は 彼奴で はない。 又 張 良で も樊 

嗜 でもな，；，。 夭 だ。 人間に は克 てるが 天に は克 てない。 

かうな つた 上 はせ め て韓 信で も 身代りに 立 て る 外 はな い 

が、 今更 韓信を 殺した 處で此 やさが JSgS 出来る もの と は 

思へ ない。 あ \ 之から わし は 味方の 降り 坂 を 見なければ 

ならな いの だ。 (結 しズ 椅子に くづん < れ ろ： 

(人民の 騷ぐ ur) 

11 幕 i . 

第二 場 韓 信の 館 

見すぼらし 告室。 壁 LL は 兜、 劍な どかけ わり。 室は喑 

く  、  R 窓 よ リ 遠くの 火事 に りて 簿龈告 光線？ し 居る。 


一 入の a 傷せ ろ男寢 鶴の 上に 撗 へられ、 韓信は それに 

水、 千し 飯な ど.^ 與へ 居ろ。 遠 くお：： 鐘 の S 々聞-、 え 

ろ 0 

男 貴方の 忍耐力に は 皆ん な 感心して ゐ るで せう。 

韓信 輕蔑を 以て。 だが 俺 はそんな 事 は 構 はない。 俺 は 忍 

耐の 苦しみ は 嫌 ひ： ちゃない の だ。 俺 は 世間と 云 ふ 世間が 

皆 俺 を 笑 ひ 者 以上に は 認めて ゐ ない 事 はよ く 知 つて ゐ 

る。 俺 は 奴等の 忍ぶ 事の 出來 ない 辱 を 忍べ る 丈の 自信が 

あつたから。 だ か ら俺は 自分 の し た 事 を 後悔 は した い 。 

何故と 云つ て 俺が 後 侮 すれば 俺 は 自分 を 侮辱し た 奴等に 

實際侮 された 事になる の だからね。 俺 はもう い、 齢 を 

して ゐる。 光陰 は 矢の やうに 飛んで 行く。 そして 僕 は 未 

だ 項 羽の 足に く、 りつ けられて ゐる 哀れな 執戟郎 に 過ぎ 

ない の だ。 何時に なったら 此蓮か 開ける のか。 だが 俺 は 

絕 望に 負け はしない。 焦慮る 事に 負け はしない。 

男 貴方 は 本 當に强 い 人です。 大抵の 者なら 貴方の 今迄の 

苦 努で大 ii- へこたれて 了 ふかひね くれ てね じけ 死ん で 了 

つたで せう。 

韓信 いや、 望 さへ 持てれば、 俺 はもつ と 苦勞が 來て吳 

れて もい、 と 思って ゐる。 俺 は 何時も 果てしない H が自 

分の 行 手 をと ざす 時、 俺 は 今 天の 試め しに 遭つ てゐ るの 

だ。 負けて はならない と 思 ひ 思 ひして 來 たんだ。 が、 今 


邦？！! と? R 項 
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n  .i  .A り -x の 泡 ももう 敏ら- なくな つ て ナ gri す や， フ 

に 表へ 飛び出して 見る と此 火事で、 調らず も 倒れて ゐる 

！;;? と 云 ふ 人に ぶっかつ たんだ。 で、 俺 はお を 抱き か&へ 

て觅 に角此 M へ れ ては來 たもの の、 S て 何う する 事 も 

出来ない 仕來 だ。 

此上 なほ そんな 事を贵 方に 云 はれて は 却つ て 私 を 苦し 

める 丈 だと 思つ て 下さい。 赏は私 は此成 陽へ ：1 を. 収 りに 

来たので した" しかし 其 女 は ある 理由で 私 を輕 蔑して^ 

つ たもの ですから 私 は 仕方なし に E1 へ 歸 らうと した 途中 

で此 火に 出 遭 ひ、 火に 包まれて ゐた 家の 中 ふら 親子の 者 

を 救 ひ 出さう とし て 梯子から 曙ち たんです。 

S  (歩 さ 乍ら) 其 女 は 何う して 1« を 嫌った の だね。 

て-つ 

私は趙の國に仕へてゐる^!„?ですが、 資は匈奴の血を受 

けて ゐ るから なのです。 匈 の やうに 霧で 血 を 好む 杯 

と 云 ふ 言葉 さへ ある 程です から。 併し 甸 奴に は始桌 帝 や 

巧 羽の やうな 暴 はゐ ません。 そして 項 羽 は 今や 中國を 

平らげた の で 今度 は 私 等の 組 先の 領土 へ 手 を 延ばして 罪 

もない 民族 を 亡ぼさう として ゐ るので す。 

(警鐘の音：-^；！くなる。 韓信は 窓.，^ あけて 見る。 外 は 赤 

い。). 

へ 息して) ぁ气 あの er 可 一 § な 女 や 子供達が 火 

の；^の中に逃げ^^ひ5ろた へ て 叫ぶ あの 聲。 聞く 處 によ 


ると 項 羽が こ んな 火事 を 起し た の は 何 でも あの 宮殿 へ 入 

つて 見て、 野蠻地 育ちの 彼奴 は その 豫想 外な 快樂の 魅力 

ほ-つ. 0 

に 方途 もな い 其 自^ を 打ち 碎 かれた のが 業腹 だ つ たから 

だと 云 ふ 事ではありません か。 

韓信 それに、 彼^ は 何でも 人が 貴ぶ 物 を 踏み 躪る 事が 好 

きなん だ。 だが おは 餘り 興奮して はいけ ない。 ® 分 をお 

ちつけ て 少し 眠ったら どう だ。 

0 では 少し 休ませて 頂きます。 お蔭け で 今にな つて 疲れ 

が 出て 來 まし た。 (夷狄の 仕方に て .大 .^s. して 眠る) 

(韓信 は 又 彼方此方 歩き、 頭.^ ふリて 溜息，^ っ告 壁よ 

リ劍， ^取リ て 腰ん 卸る し、 劍.^ 拔 さて-ての 錢ん- 眺めて 

居る。 急 ャッ とそれ，^ 銷に收 て 壁に かけ、 窓 

に 面せろ 根に 凭れて 兩手 に瓿. ^埋めて^ 伏す。 警鐘の 

音。 此. i. 外よ リ逨き 馬蹄の 音 聞こえ、 やがて 韓 信の 家 

の 前にて パ タリと 止む。 韓信 耳，^ 欲つ。 靡.^ 叩く 昔。) 

韓信 (立ち上り) 誰 だ。 

殷桃姐 (眞 赤な 光線と 共に 息 1^ 切らし 乍ら 人リ來 る) 御 

免 下さい。 妾です。 

韓信 (i く 判らず 凝視して) お前 は あの 何とか 云 ふ 少年 

ぢ やない か。 

桃 娘 貴方 はもう 妾の 聲 をお 忘れに なった のです か。 貴方 

迄が あの 少年 を 本當の 少年 だと 思つ ていら しったの です 


栊 韓桃韓 


S. さ タ 

韓信 (驚. き 一歩 後に 退. vO いや、 私 は H 外庭 苑で 腰元 等 

と 一 籍に戲 れてゐ る 貴女 を 遠くから 1 眼 見た 時 直ぐ 「貴 

方」 を 感じた のでした。 併し 後で は それが 私の 迷 ひだら 

うと 3 心つ てゐ た。 たった今 私に は それが 分った けれど、 

貴女 の 口から その 一一 目 葉 を 聞き か つたの だ。 

桃頓 (少年の 裝.^ 脫 いて 女になる) …… 。(淚 乍ら 

に韓 信の 手に すがる) • 

信 gK» ^娘、 貴女 は どうし -.. 此處へ … … 

^ 妾け v¥ 万 をお 救 ひ に參っ たの です。 

信 救 ひに？ 

娘 責方は 早く 此處 をお 逃げに ならなければ いけ ませ 

ん. 項 1^ は 贵方を 殺さう として ゐ ます。 

韓信 何、 項 羽が 私 を 殺す？ 

つ.  一？ リ 

株 娘 項羽は今晚劉邦を呼んで^；^^む算だったのです。 併 

し 殺 丁 事が 出來 なか つ たもの で 其 i: りに 貴方 を 殺す 事に 

したので す。 あの 范增の 入；：； 智慧で、 此咸陽 を燒き 打ち 

した もの は 貴方 だと 云って。 

韓信 (辱 1 かかみ〕 俺 は 何時か そんな 時が 來 相な 氣 がして 

はゐ たの だ。 (拳，^ 握リ〕 あ i 今 こそ 俺 は 奴との 惡緣を 

K ち 切る ぞ。 俺 は 泡の. 運命 を 踏み 濱ぶ さう とした 奴に 恩 

を 返へ す義？ S はない の だ。 (兜 -か取 リて楚 の K 下ても ろ 


と 云 ふ 印し の 背い 毛 總.^ 劍 にて 斷ち 切り、 その モ. ト. i£ 

に路 みつけろ〕 さあ、 之で 俺 はもう 自由の 體た。 (股 桃；^ 

の 手，^ 摇み) そし て 貴女 は 私 を 圏の 牢獄から 解放し て 

れた 自由の 天使 だ。 わが 蓮 命が 憧れて ゐた戀 人 だ 。 (桃 娘 

.,>J- 抱かう とする) 

桃 娘 (逃げて) 待って！^ さい。 貴方 は 未だ 妾に 觸 はって 

はならない のです。 (す、 リ 泣く) 

韓信 ど，^ したので す！ 

桃 娘 妾 は 人殺しです …… 。 

韓信 貴女が 人 を 殺した？ いや、 天下に 人殺しで ない 者 

は 一 人 もない。 貴女 はそんな 事 を 云って 幾人 人 を 殺した 

か 知れない 私に 當 てつけて ゐ るので すか。 

桃 娘 それば かりで はない のです …… (泣く) 妾 は …… 化乂 

は はれて ゐ るので す。 

韓信 今時 呪 はれて ゐ ない 者 は 珍ら しい。 では 誰か 女 

を 鞣み躧 つ たと 云 ふので すか。 據 がした と でも 云 ふので 

すか。 そ んな事 を 訊く の も堪ら な い が 。 

桃 娘 みんな 貴方の 爲 めです。 贵 方と 一緒にな り 度い め 

こ  C 

韓信 私の 爲 めに！ 泣いて はいけ ません。 さあ 早く 云つ 

て 下さい。 貴女が 殺した 奴が 贵女 を^が したと 云 ふので 

すか。 え？ そして それ は 誰です。 
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^0 項 梁です。 

韓信 何、 項 梁？ 彼奴はぁの甥に|^^されたのではぁりま 

せんか。 

桃 娘 さう .ぉ ふ it になって ゐ ます。 しかし さう ではない の 

です， 項 羽 は 妾が 殺し た 死骸 を 知らず に 斬らせたん で す。 

？ S ほ …… 、 そ、 そして 彼奴が どうして 貴女 を據 がしたん 

だ。 

桃 奴 妾 は あの 男の 係 蹄に か、 つて it へ 入る と 西ぐ あの 男 

に 捕まって 了った のです。 妾 は 父と.！ IE 分との 仇 を 報いる 

爲 めに 項 羽と あの 男と を 殺す 心算だった のです。 併し あ 

の は 妾の 計 &g を見拔 いて 妾の 胸から 懐劍を 恋つ て 了 ひ 

ました。 そして 妾 は あの 男に 無理に 引 張られて …… あの 

男のお 部屋に 連れて行かれました。 

9 あ >1  

桃 娘 あの 男 は 妾に 項 羽 を 殺せと 云 ふので す。 そして 妾が 

項 羽 や. 殺したら 妾 を in 分の 妃に すると 云 ふので す。 妾 は 

あの の 暴力に は 叶 ひませんでした。 そして 妾 は あの 男 

が 妾 をれ ぢ 伏せ て獸の やうな 接吻 を 迫 つ た 時 其 舌 を^み 

切って やった のです。 

S 何と 云 ふ 話 だ！ 

そして 丁度 妾が その 忌 はしい 寢部星 を 逃げ出す と： S 

時に！ G|i の 後ろから 澤 山の 槍が あの 男の 死に か V つ てゐる 


體を 突き刺し たんです。 

韓信 あ、、 何故 その 槍が もう 一 刻 早く あの 獸の體 を 刺し 

て aK れ なか つ たの だ！ だが それにし ても贵 女 はどうし 

て 今迄 彼處に 留まって ゐられ たのです。 

桃 娘 妾 は それから 夢中で 妾 を驅り 立てた 劉 邦の 奥方の 處 

へ 逃げて 行きました。 併し 奥方 は 妾 を 家の 中へ は 入れさ 

せない の です。 そし て 妾 は 未だ 其 恐ろし い 夜が 明け きら 

ない 中に 又も 虞 美人の ゐる 方の 館へ 驩り 立てられて 行つ 

た の です。 妾 はもう 破れ か ぶれでした 。 自分 の 正 體がぁ 

ばかれ る ものなら あばかれ ろと 思って ゐ ました。 併し 妾 

に どうし て 項 羽に 近づ く 力が あつ た でせ う。 あれ は 本當 

に 怖ろ しい 鬼です。 人 を 脅かし 乍ら 牽 きつける 不思議な 

魔力 を 持って ゐ ます。 

韓信 あ X、 俺 は 何と 云って い のか 分らない。 贵 女に 禮 

を： f:f はなければ ならない のか、 自分に くやみ を 云 はなけ 

れ ばなら ない のか …… 

S さあ、 貴方、 妾 を どうに でもな さり 度い やうに なさ 

つて 下さい。 妾 はもう 貴方の 前に 凡て を 明かして 了 ひま 

した。 しかし 此事 だけ は 信じて 下さい。 もし 貴方に 逢へ 

ると 云 ふ 望みがなかったら、 妾に は， 迚も 一 一度と あの 忌 は 

し い 命賠け の 魔窟に 踏み 込む 勇氣は なかった でせ う。 

韓信 お \、 本當に 有り難う！ 貴女 は 来るべき 時に 來て、 
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f!^ 劉と 羽 》5 


私 を 救って 吳れ たの だ。 見ろ、 大は俺 を 見捨て はしな か 

つたの だ。 (飛. ひか 、る やうに 桃 奴ん、 抱きしめ ろ。^ く 無 

言。 赤い 光線の 中に 桃 娘の fi.^ まじく と 見 乍ら) それ 

にしても 貴女 はま あ 何と 云 ふ 變り方 だ。 窶れ 方 だ。 捜 か 

三年の 中に。 赍 女の 顔 を 見る と 蓮 命が 實に 不安の 狀 態に 

ゐる 事が まざ/ \. と 分る。 (わる 苦痛 1 か 以て) だが 貴女 

は 矢張り 美しい。 稻 妻に 照らされた 花の やうに。 勇敢な 

貴女 も 私に 逢 つ たの で 急に 氣が 挫け て 了った の です ね。 

だが さう 云 ふの は 痛々 しい がもう 少し 勇氣を i!l ひ 起し て 

ゐて 下さい。 私達 は 今氣を 落して ゐて は大鑾 だ。 出来る 

だけ 心 の 弦 を？ おり つめて ゐ なけ れ ばなら な い 。 私達 は 未 

だ やっと 一 っ關門 £ 前で 落ち合った に過ぎない。 門 は 開 

け 放 たれた。 だが それ は 先き に控 へて ゐる 待ち伏せ を 吾 

吾に 喰 はせ る爲 めか も 知れない。 しっかり 私にから みつ 

いてい らっしゃい。 私達が 此關門 を 無事に 通り 拔け て 、 

私が 貴女の 蓮 命から 其 不安 を 悉く；： S ひ拂 つて 了 ふ 迄" い 

や、 その 義務 を 思 ふと 私の 勇氣は 百倍す る。 

桃 娘 妾 だ つ た 貴方 を危險 からお 救 ひする 迄 は 倒れる 事が 

出來 ません わ。 (眠れる HfLL 氣 がっき) 彼 處にゐ るの は 

誰です の。 

韓信 あれ は 私の 救った i 靼人 だ。 あれ は 項 羽 を K つて ゐ 

る 吾々 の 味方です。 


0  (起き 上リ) 御免下さい。 私は贵 方々 の會話 を殘ら ず 

伺って 了 ひました。 併し 私 をお 信じ 下さい。 私 は 李 左 車 

と 云 ふ 者です がどう か 私の： 涯を れ方々 の 事荣に 結びつ 

け させ て 下さ い 。 貴方 々 と 天命 を與 にす る 車に， -  <  つて 私 

は 私の 同胞 を 項 羽の 災ひ か ら妨ぐ 事が 出來る の で す。 ど 

うか 私 をお 連れ 下さい。 

韓信 (素早く 劍， <J< 佩き、 ffl 意ん-なす) よし、 では ！：十 く 逃 

げやう。 追っ手の 來 ない 中に。 だが 1^ に は 私の 馬が 一 頭 

し カヌ。 な、 

桃 娘 妾の 乘っ て 来た 馬が ゐ ます。 あの 英 布が 自慢に して 

ゐる黑 龍と 云 ふ 名馬 を 盗んで 來 たのです。 

韓信 有り難い。 (男に) では それに 君が^る 事に して 資 

方と 私と が 私の 馬に 乘 らう。 

しかし 何處 へ。 

桃 娘 蜀の @ 道の 方へ 逃げ ませう。 そして 咸 陽を逐 はれて 

其方 へ 逃け て 來る劉 邦 を 待ち受けて ゐ ませう。 

韓信 さう だ。 漢王 こそ 吾々 の 主 入 だ。 私 は 前から あの人 

を 慕つ てゐ た。 漢王 によって 吾々 は 十分に 冀を 仲ば す 事 

が 出來、 又 暴虐 を 滅ぼす 事 も 出来る だら う。 (？- に〕 併 

し^は 私 等と 此處を 逃げる 事が 出來 るか。 

男 貴方の 愛に よって 私の 力 は 蘇生し ました。 此 通り 私 は 

もう 立って ゐ ます。 (立ち上る) 


桃姒 では、 急ぎ ませう。 一 刻 も縫豫 して は ゐられ ません。 

S さあ、 私が 腕 を 貸さう。 もう 何が 来たって 敗け はし 

ない ぞ。 

(韓信 は SR,^ 右手に 擁し、 K 桃 娘ん、 左手に 擁し 乂、 急 

い V  、退 染 す。) 

—— 幕 11 

竹：？ 四 幕 

第； 場 洛 水に 臨める 項 羽 山 館 

き樓？ S の 上。 It 蓬の 左手に に 雄大なる 秋の 風景ん < 見 

^す。 正面 奥 は 項 の 室の 戸口に なり、 右手 は 奥の 

-1 下に！？^ ず。 方々 裂けた 項 羽の 軍旗が 樹 てかけて もろ。 

K 人 姬は欄 千の 傍 に 腰，^ かけ ズ S ^元-,: 髮.^ 梳かさ/な 

ろ。 t?. 千の 上に * 物の 盛りた る 器 わり。 

膝元 本當 にお 妃.. s3S の 御 心努は お 察し 申し て 居ります。 

*S 姬 妾の 苦勞 を. おして 吳れる もの はお 前 一人 だ。 王妃に 

このかた 

なつてから 以來妾 は 唯の 一 日 も 心の 安 まった 日 はない の 

だ。 大下は 平らげられ たやうな もの 、それ は 上べ 許りで、 

入 民の 心 は 未だ 妾 達に 反いて ゐる。 妾 達 を 恨み、 呪って 

ゐる やうな 氣 さへ する。 諸侯 は 只 此方の 力 を 怖れて ゐる 

許りに 旗 こそ 31  げ ずに ゐる けれど、 妾 達の 力が 一 寸 でも 


へ やう ものなら 明日に も 牙 をむ き 出し て 峰の やうに 起 

つ て來 るに 違 ひない。 そして 天下 は 前より は 又 一 層 血 腿 

く 亂れて 恐ろしい ものになる の だ。 

腰元 屹度 大王の 御 威 が餘 りに ぉ强 いの で 皆は嫉 むで ゐ 

るので 御座い ますよ。 本 當に嫉 み 程淺 間し い 物 は 御座 い 

ません ね。 

虞姬 あれ 等の 中に だ つ て 少し は 公明な 善い 人間 もゐ るの 

だら うけれ ど、 一 寸 見渡した 處 では 天下 は 息苦し い 程怨 

わる： こく 

みやら、 惡計 みの 毒 氣に充 ちて るるとし か 思 へ ない ね。 

妾 はっくぐ 人民の 心の 猜み 深いの が 厭に な つて 了 ふ 

よ。 ね、 お前， かう して 高殿へ 出て 廣々 した 開濶な 大氣 

を 吸 ふと まあ 何ん と 好い 氣持ぢ やない か。 え？ 

腰元 本 當に皆 は 馬鹿で 厶 います わね。 眼 先き の 小さな 利 

慾に 許り あくせくして ゐ るので、 大きな ： 辛 福な んぞ考 へ 

る 餘裕も 力 もな い の で 御座 いますね。 

虞姬 あ k 幸福。 思 へ ば 妾 も あの 頃 は 本當に 幸福 だ つ たよ。 

あの 塗 山の 賤が 家で 月の 好い 晚な んぞ に 妾 の 親切な 養父 

と 一 緒に 圓窓 のわきに 腰 を かけて 戰爭の 話 杯 をし 乍ら あ 

の 方の 入らつ しゃる の を 待つ た ゐた頃 は。 <_• 思へ ば あの 

ぞ く  くす る やうな 胸騒ぎで 未來 の 幸 福 を 夢 みて ゐ た あ 

の 頃の 方が それが 事實 となった 今より ずつ と 幸せだった 

の だ。 なぜと ま つて 妾 は あの 時分 未だ 愛と 云 ふ もの k 外 
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は 何も 知らな か つ たの だからね。 

腰元 妾の 死んだ 父が こんな 事 を 申しました。 幸福と 云 ふ 

もの は 鬼火の やうな もので 前に ゐ るかと 思 ふと 後ろに 見 

える。 それが 自分の 處に來 てゐる 時には 人は氣 がっかな 

い。 併し 手の 屈かない 先き にある と美し く 見える の だつ 

て。 それでもお 妃の やうな 方が 未だ 幸福で ない 杯と 被 仰 

つ たら 天下に 幸； 暇な 者 は 一 人 もな い 事に なって 了 ひま 

す。 

虞姬 妾 は 幸福で ない 杯と 云 ふので はない よ。 あの方 は 昔 

に 變らず 妾 を 愛して ゐて 下さる し、 妾 は 又 あの方 を …… 

(項羽の夢に魔されてねる萆物^55?く聞こゅ) あ、 あの方 

は又歴 されて いらっしゃる。 (額に 掌ん、 わて ろ」 

腰元 ぉ胆覺 しにな り まし て はお 惡 いので 御 座 い ます か。 

廣姬 あの方 は 近 劎の束 を 把らずに はお 眠み にならない 

の だ。 そして 何 か惡ぃ 夢に お 襲 はれる になる とうつ \ で 

劎を 振り 廻し ていら しゃる 事 なぞが あるの だよ。 

腰元 妾 は 大王が 吉 いお 夢 を 御覧になる 事 を 祈つ て をり ま 

す。 本 當に夢 一 つで も 大王が 御覽 になれば 大 下の 運命に 

も 係 はるので 御歷 います からね。 

S ではお 前 はもう 彼方 へ 下つ てゐ てお 吳れ。 もうお K 

覺め になつ たに 違 ひ な い。 あの 方 は 直き 此處 へ 出て 入ら 

つし やる だら う。 あの方 は 妾の わきに ゐて 妾に 何かと あ 


たって いらっしゃれば 一 番ぉ 氣が樂 なんだ からね。 妾 は 

迎 へに 行かない 方が い、， - 此處に 一 人で ゐて 鏡で も 兌て 

ゐ よう。 

腰元 では 御免 を 蒙ります。 (去ろ) 

(虞 姬。 一人 鏡.^ 見て ねろ。) 

項 羽 (豹の 革 衣.^ 着、 颜资裙 め、 下の 言葉. 咬き 乍ら 奥よ 

リ 出ズ來 る) それが 出来る ものなら …： さう して 見る が 

い \。 遠慮なくして 見る がい、。 もし さうな つたら 俺 は 

負けたん だ。 俺は斷 じて 負けた 時に 勝った と は 云 はぬ。 

しかし 勝って ゐる S- に 負け たと は 云 はない。 (ダッ タリ 

腰，^ 卸ス す) 

虞姬 (近 i リ) 贵方 お好きな 葡萄 を 召 上りません か。 

項 羽 茶 を 吳れ。 (又 眩く) もし 貴樣 等が 嘘吐きで ない と 

云 ふなら 俺が 赌吐 きになる。 しかし 俺が 嘘吐きで な い な 

ら貴樣 等が 赌 吐きなん だ ぞ。 

虞姬 もし 貴方が 嘘吐きで ない ならなん て そんな 事 を 苟も 

大王た ろ 貴方が 被 仰 るんで すか。 

項 羽 さう だ。 俺 は 大王 だ。 だから 俺 は 安心して 態と そん 

な 冗談が 云 ひ 度くなる の だ。 は- -、 倫快ぢ やない か。 今 

迄 俺に 瞹昧な 好意 を 見せて ゐた 諸侯 もも、 「それ を见 せる 

事 は出來 なくな つ た 。 俺 は 奴 や》 の爲 度く て 出來ず にゐる 

理想 を 思 ふが 儘に 實 現し て ゐる の だからな。 奴等 は 俺に 


と 33 項 


何かと ケ チを附 けずに は ゐられ なくなった。 だが もし そ 

れで奴 化 f が 俺に 爪 の！^ 程の 淋し さで も與へ S.5 ると 思った 

ら、 此位 笑止な^ はない。 俺 は 征服の 何よりの 證據を 見 

てゐ るの だからな。 俺を嫉 む蛆蟲 共よ、 遠くから 出來る 

. 丈け 態とら しい 無頓裔 を兑 せる がい k。 俺の 後ろに 廻つ 

て や 吐く がい k 。俺 は 只 笑 ふ 許り だ。 (大きな 聲て) は. 

^姬 ( お^の S の 間に S ら 茶，^ 入れて 項 羽 LL す、 む) 

それ はもし 私達が -H 分の 唾 を 浴びる の を 構 はなければ、 

太陽に 向つ て喷を 吐く 箏だ つて 出来ます わ。 でも 太陽 は 

笑って それ を兑 逃す でせ う。 

項 羽 そして 又； Ilf, 逃して やる と 云 ふ 事 は 王者の 法則 だ。 (急 

に ^く ) だ がお 前 は 劉 邦 を 怖れて ゐる の だら、 つ。 

§  (ド キクと して」 まあ、 何 を 被 仰る のです。 何んで 

^が あんな 幾度 も 殺せ る 處をゅ るして 態 と 逃が してやつ 

たやうな 者 を 怖れる 譯が ありませ う。 

項 羽 は k、 お前 は 馬鹿 だからな。 處で悔 は 今 こんた 夢 を 

兑 たの だ。 俺が ： 人の 亡者の 頭 を此處 から (櫧 千の 外， ^ど 

指し) 下へ ゲ ン くと 抑へ つけて やる と 其奴 は 浮標の や 

•「 に 死の ハ 介に 沈ん で 行く。 此城 の ： 卜 は 底知れぬ 蘭に と 

ざされ た 死の 谷に なって ゐ るの だ。 と、 又見覺 えの ある 

顔が 閣の屮 から 禿 頭 を 接げて ふわく 浮き 上 つ て 来る。 


それ は 俺が 何時か 其奴が 餘り 弱つ て ゐた時 憐れみ の 心 か 

ら お 世 辭を云 つ て 勵 まし て やつ た爲め につけ 上って 俺の 

上に 立た うとした ので、 俺が 又 踏み m ぶして やった 恩 知 

ら ずだった。 で、 俺は其5^^  (手眞 似^して) かう 突き 

落して やる。 すると 今度 は 三つ も 四つ も 同じ やうな 秀頭 

がふ わく 浮き 上って 來る。 俺 は 片っ端から それ を グイ 

グイ 下 へ 押しつけて やる と 仕舞 ひに は數 知れぬ 頭が 浮き 

上 つ て來 て、 「項 羽、 *! 機の 力で は 俺達 は 押 へ られな い ぞ。 

押 へられない ぞ。」 と、 かう 云 ふんだ。 ふん。 

虞姬 昔 ある 金 持が 下 if: に 金を盜 まれる 夢を見 て 、 それが 

怖ろ しさに ある 丈け の 大金 を 持 つ て 家 を 逃げ出し た處が 

道で 追 盗に 逢って すっかり それ を 联られ て 了った と 云 ふ 

話が あります わね。 

項 羽 まあ 夢と 云 ふ 奴 はそんな 物 さ。 だから 俺 は 大きな 聲 

を し て 其 亡者 共 を 笑 ひ 消し て やった。 すると 今度 は 其 亡 

者 共の 落ちぶれた 遺族が 如何にも 哀れ 氣な 姿で - J んな事 

を 云 ひ 乍ら 果てし もな く 行列して 行 くんだ。 「秦は 十五 年 

にして 亡んだ 。 だが お前 は 五 年に し て 亡びる だら う。」、 た 

と。 (淋し 氣に笑 ふ) 

虞姬 (笑って〕 本當に 貴方 は病氣 をして 休んで いらつ し 

やる と 全で 貴方で はいら つ しゃら なくな るんで すの ね。 

丁度 火が 燃えて ゐる間 丈け 火で ある やうに、 貴方 は 力に 
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充 ちて 鬪 つて いらっしゃる 時に 丈け 貴方なん です わ。 

項 羽 俺 は 彼等の 事 を 思 ひ 過ぎる。 勿論 俺に はよ く 解って 

. る さ。 奴等 は 獅子の 成に 怖れて その 力 を 身に 感じれば 感 

じ る 程 それ を 暴力 にして、 そ の 額に 暴君 の 烙印 を捺し た 

が る 負け 惜 しみの 強い 狐 共 だ と 云 ふ 事 は。 

虞姬 しかし 何と 云った つて *K 方 はもう すっかり 征服して 

お 了 ひに なつ た の です か ら 、 今更 そんな 詰らない 事 をお 

氣 にかけ るの は 馬鹿 氣てゐ ます わ。 どうせ 嫉 まれる 者 は 

嫉む 者より は 幸です。 そして 幸福な 者 は賤し い 者 を嫉ま 

せ ま い とする 事 は出來 ませ んゎ。 

項 羽 (寂し さか 抑へ て) だから 俺 は 奴等 を 憐れむ でゐる 

ぢ やない か。 しかし それ は 奴等に 通じない の だ。 全で 通 

じない の だ。 

虞姬 しかし それなら 妾 達 は 又 王者 だけの 祸し い 寬大さ を 

以て、 その 運命 を 忍ば、 「ではありません か _。 

項 羽 ほ、 笑み 乍ら。 (間) 俺 は 生れ 乍ら にして 强ぃ翼 を 

與 へられた。 俺 は それ を 振 はない 譯に 行かなかった。 そ 

し て それ を 振 へ ば 俺 は 否で も 高く 飛ばな ぃ譯に 行かな か 

つた。 が、 そのい： S が 俺の 禍 になった の だ。 は \。 

處姬 誇るべき 禍で すわ」 しかし まあ 一寸 彼處を I 覽 遊ば 

せ。 あんなに 澤 山の 鶴が 妾 達 を 祝福す る やうに 舞つ てゐ 

るではありません か。 


項 羽 (垂れた ろ 頭 .fsr け) 何が 俺 を 祝福し 得 るの だ。 お 

前 に は あの 哀れな 啼き聲 が そんな 風 に 聞こえる のか。 

虞姬 あれ は 芽出度い 鳥です。 しかし 矢張り 高く 飛び 過ぎ 

て ゐる爲 めにあん な 淋しい を 出す のでせ う。 

項 羽 見ろ。 もれ 等 は 皆牝の 方へ 飛んで 行く ぢ やない か。 

巴蜀の 方へ 。俺 は 奴等 を 射 落して 吳れ やう。 (弓サト 取らう 

とする) 

虞姬 お止し 遊ばせ。 貴方が 天下 をお 联り になった の は 矢 

張り 貴方が 何 かに 祝福され ていら し つ たから です。 貴方 

は 其 祝： 幅 を 傷け る やうな 事 をな さ つて はいけ ません。 

項 羽 だが その 祝福 も 俺 を 怖れ て 逃げ て 行く ぢ やな い か 。 

(弓に 矢.^ つがへ て鹪の 方ん 射ろ) は あ、 一羽 奴に 中つ 

た。 突き刺さった 矢の 苦しみに もがき 乍ら くる/^ と墜 

ちて 行く わい。 (虞姬 は 息，^ 吐きて 横， 向く) どう だ- 

綺麗 ぢ やない か。 白い 羽が 靑 {.^& の 中で 蓮の f§ の やうに 

散つ てゐ る。 

虞姬 外の 者 は 恨めし 相に 啼き 乍ら 急いで 逃げて 行つ て 了 

ひます わね。 

項 羽 (父 ダッ タ-' 弓，^ 投げ捨て) 皆 行って 了へ。 逃げ て 

行け。 俺 は 一 人で 居 度い の だ。 强者は 己れ 以外の 者から 

祝福 を 受ける 事 を恥ぢ る。 (間) お前 は 淋し 相た 顔 をし 

てゐ ろな。 


一 

れ入姬 ^は 幸福 過ぎる からです わ。 

^？羽 (反抗的 に) さう だ。 俺達 は 幸福 だ。 孤 獨 な B 月の 

やうな 幸福た。 

§ 此まは 塞う 御 います わね。 

項 1^ 高い からだ。 

(ir 范 Ifs^J 

范^  (^,^ して) 中 し 上げます。 久々 の 小手 しらべに 丁 

K い V やうな 事件が 一 つ 起り ました。 

m 羽 何 だ。 

§ 豫期 通り 趙が K まを飜 しました し , 

誰か： 偏^て たな。 彼處 は暖國 だから 逆上せ 性な 奴 は 

m 角：. 1^ が 狂 ふの だ。 纏 動 てられる やうに 出來 た 國だ 。 

S これに は 明かに 黑幕が 見えます。 御 f お 知の 通り、 趙 

王が あんな 風で あるのに つけ 込んで、 劉 邦が 遁が してや 

つみ リ 

つ た 亡秦 の 廢王は 力 を 併せ て 折 も あらば 再興 を 計る 心算 

で 早くから 彼處に 身 を 忍ばせて をり ました， - それ を 今度 

あの 好-おな. 張 c; 、が爐 動した もの と 見えます。 そして 表面 

では 秦 レ- ； 二世 .M 帝が 趙と 聯合して 反旗 を $ げたと 云 ふ 事 

にして ゐ るの で 御，； 13 い ます。 

そして 今お 〈俺に 一 一 一 世. M 帝 の 弒 i と 云 ふ 名 を附け さ 

せ やうと 云 ふの か。 野 B 馬 奴が G 

お 3? それ も 一 つの 策で あるに 相違 御座いません。 しかし 


主 もなる 策 はさう し て 味方の 軍勢の 大 ns; を 翁々 趙の 方 

へ 引きつけ、 少しで も： a?;- 方の 兵力 を趙と の合戰 によって 

け づらせ ておいて、 其 留守に 韓信 を大將 とした 漢の 軍 を 

そ つ と 乘 り 出させ やうと 云 ふ肚に 定ま つ て 居ります。 

項 羽 (笑って) あの 山の 奥から、 山猿の 軍勢で もくり 出 

さう と 云 ふの か。 

is 併し 碎 かれた 種子 も芥 溜の 中で 芽 を ふきます。 彼等 

は あの 蜀の棧 道 を燒き 打ちました。 それで 中 國 と の 公け 

な 通路 は 全く 塞がれて 了 ひました ^ 併し それ は 云 ふ 迄 も 

なく、 此方に 油斷を させ やうと 云ふ肚 と、 一 つに は 又 さ 

うし て漢の 軍勢 をし て 劉 邦 を 捨て 、故 1： へ 歸 らうと する 

心を斷 念させる 策に 出た もの で 御座いませう。 それで 彼 

等 從者は iff 劉 邦と 生死 を 共に する より 外 はない と あきら 

めねば ならな くな つたので 御 iffi い ます。 今 liK 彼せ；；. が あの 

人氣 もな ぃ巴蜀 から 出て 來る S- に は .^a か ら ，M3 な 大地 

へ 解き放された 者の やうな 意： M 組みと、 竊か に蓄 へ た 力 

と を 以て 迸る やうに 突き進ん で 來る事 かと 思 ひます。 

虞姬 では 彼等が 拔け 出る 道 は あるの だね。 それ を 喰 ひ 止 

める い、 考へ はない のかえ？ 

范！？ い え、 それ は 向う が さう 云 ふ 手に 出て 來る から に は、 

此方が 其 裏 を かく 手段 は いくらでもあります。 趙の 方に 

大軍を 出す やうに 見せて おいて、 主力 を竊 かに 蜀の國 境 
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へ 廻 はして おけば それでも よし、 又 あの 故 鄉にゐ る 劉 邦 

の 一 族 を 人質に 摘へ てお く 事 も 有效な 一 策で 御座ます。 

虞姬 何、 人質に。 

范增 と 云 ふより 單に 幽閉して おくので 御座います。 あの 

呂紀と 云 ふ 劉 邦の 妻 は 浮 身 を や つ し て絕 えず 諸 所 方 々 に 

隱見 出沒 して は 種々 な 奸策を 廻して をり ます。 あの 金祥 

鳳と 云 ふ 偽りの 小僧 も 全く 奸智に 長け た あの 女の手 一 つ 

に 操られて ゐ たので、 それに 早く 氣の つかな かつ た 私達 

の 手ぬ かりの 爲 めに 味方の 受けた 損害 は 御 承知 の 通りで 

す。 過ぎ去った 事 は 致し方がない としても、 小事 も 疎か 

に すれば 大 害の 原に なり ます。 之から は 同じ 失策 を 繰り 

返 へ す やうな ！ S の 種子 を 放つ てお く 必要 は 御 ざい ませ 

ん。 

虞姬 しかし どうして その 蛇 を 捕ま へ る 事が 出來る だら 

范增 譯 はありません。 あの 女の子 供 は 劉 邦の 母親と 一 緒 

にあの 故 •！： の » 沛に殘 つ て をり ます。 それ を 捕ま へさへ 

すれば あの 毒蛇 を 捕へ る 事 は 小鳥の 巢を 取つ て 親鳥 を 捕 

まへ るよりも 容易い 事で 御い ます。 

項 羽 (欠伸，^ して) ど 5 だ。 欠伸 をしても 涙が 出る と 云 

ふの は 今の 世で は懲 みの 淚は 欠伸に 過ぎない と 云 ふい X 

暗號 ではない か。 (自分の 軍旗ぶ-執って ながめ、 撫 てる) 


どう だ。 この 埃り の 溜った こと は. - お前 は 又 血に 飢 ゑて 

來 たな。 お前が そ の 埃り だらけの 面で 欠伸 をし て ゐる間 

に 俺の 血 は 溜って 腐り、 體は此 棟に 肥 滿 おにな つた。 奴 

等 は 俺 を 入 食 鬼 の やうに 呼んで ゐ るが 、 實際 の 俺 は^ほ 

遙 かに 血に 飢 ゑて ゐる。 あらゆる 安價 主義の 中に 此 世の 

天井 を 高く する 爲 めの 鬼と して 生れた 俺 は、 奴等が 人情 

とか 云 ふ もの、 何で あるか を 知らない。 只戰 ひと 血 を 知 

る 許り だ。 

下臣 (登場) 只今 一人の 使者が 參 りまして 是非 大王に お 

目通り を 願 ひ 度 いと 申して をり ます C 懐 王 からの 使者ら 

しく 見えます。 

項 羽 通せ。 

(下臣 返 51。 一人 使者む わ nl- し氣 LL 登場 。箱ん-持ち 

居ろ。) 

使者 (鱧，^ して〕 私 は 今迄 懷 王に 仕へ て 居りました 者で 

御座 い ますが、 常 々 懷 王が 邪推の 爲 めに 大王 に 反感 を 抱 

き、 劉 邦と 好し み を 通じて 居られる の を 心ならず 思つ て 

居りました。 私 は 幾度と なくお 諫め 致した ので 御座いま 

すが、 若氣の 不安と 野心との 爲め に 益 々 劉 邦の 甘言に 唆 

かされた 懐 王 は 遂に 私が たつ ての 諫言に も拘 はらず、 此 

度 密かに 彭城を 出て 二三の 腹心と 共に 巴蜀へ 忍び 行かう 

となされ たの で 御座 い ます C 
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項 羽 懐 王が 俺 を 疑つ たの は 邪推で はない。 當然な 推察 だ。 

それ で 其方 は 懐 王 の 謀叛を俺に密^^ し に 来た の か 。 

使者 私 は 大王の 御 爲めを 思 ひ、 淚を 飲んで 遂に 弑し泰 つ 

たので 御 ilH います。 

§  (紀？ a 的に 穷. = す) チヨ ッ、 何と 云 ふ 事 だ。 

ま 何、 其方が 懐 王を弑 した？ 其方の 意志で か。 それ 

とも 誰か 他の 者の 云 ひつけで か。 

使 * 私 ； 個の 忠節から それ を 致しました。 私 は 御 首 を 持 

參 したので 御座います。 (站， ^開け 懐 王の 生首 を 取り出 

す〕 

項 羽 (ジッと其首，^^见て) 贵樣は 俺の 命令の 先走り をし 

たの だな。 其方の n 的 通り 谋囊を 取ら さ- r。 其 首 を 持つ 

て 近う よれ。 

モの 首.^ 持って 項 羽の 前へ 出る。 其 途端に 項 

は m や： „ 十く 叙ん.. 拔告て 使 * の 首 ^斬り 落とす。) 

？ S 樣の やうな 忠義 者に は 之が 最上の 褒.： 突 だ。 もし 俺 

の 代りに 劉 邦が 大王 であ つ たら 其方 は 同じ やうに 俺の 首 

を 斬つ て 忠義 者ら しく それ を 劉 邦に 獻げる だら う。 (懷 

王 の；！ a 取 リズ 扱げ) せっかちな 露 奴、 陽の 爲 めに 脆く 

も 消されて 了った な。 

(笑 ひ 乍ら かく iK ひて 其 鋭 1^ 眺め る 中 急に 恐る しい 


ものん-見 たやう に 恐怖の 放って 「お.^!」 と 云 ひ 

其 首，^ 欄 千の 外 に 投げ捨てろ。 虞 姬と范 I？ と は 驚いて 

それ,. 見ろ。〕 

11 幕 11 

第二 場 巴蜀 山中に 於け る 劉 邦の 屯 

穆 K お 一し ろ 林間の 空地。 劉 邦、 韓信、 蕭何、 S 、噜、 夏 侯 

嬰 等 鬧藥し 居ろ。 

劉 邦 早い もので 此 處へ來 てから 旣にー ーケ 年の 星霜 は 過ぎ 

そよかぜ 

去った。 又も 新綠の 間に 諸々 の 花 は 咲き、 微風 は薰 り、 

小鳥 共 は嚷々 と 囀つ て 萬 物 皆 それ，.^ \ の 生 を 表現し 合 

ひ、 誇り 合 ひ、 祝 ひ 合って ゐる。 見ろ。 一昨年の 春 は 未 

だ 俺達と いくら も 脊の違 はな か つ た是 等の 灌木 は 不足な 

日光に も拘 はらず、 最早 あの 樣 な 喬木と なった。 あれ を 

見る につけても 俺達が 此 配所に 來 てから 隨 分の 日 數の經 

つた 事が 分るな。 

蕭何 しかし 私達 も！ ーケ 年の 間に 決して 怠惰な 休息 をし て 

ゐ たのでありません。 中國の 者が 華々 しい 表面の 活動に 

忙し い 日 を； お 一つ て 其 浮 は つ いた 働き振り を 誇つ て ゐる間 

に、 私達 は 此！^ 山の 僻地で 人知れず 眼に 見えない 眞の修 

業 をつ み、 力 を 養って ゐ たので 御座います。 

劉 邦 さう だ」 俺達 は ュか しい 一 一 ケ年を 無 爲に暮 したので は 
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なか つ た。 始めの 中 は 俺達の. お 放 を M いて 泣き 哀しむ だ 

中 國 の 民 も、 今では 最早 過去に 薛られ た.； 1 牲者 とし て 偶 

まに 俺の 事 を 思 ひ 出す 位に 過ぎない だら う。 未だに" 他 を 

忘れずに ゐる者 も 「あれ は 善い 人だった。 併し 要するに 

あの人 も 竟に項 羽の 敬ではなかった の だ -」 と 云って ゐる 

に 相違な い。 しか し 俺 は 滅びた の でもなければ 消えた の 

でもない。 現に 此 樣に壯 健で 生きて ゐた。 】 食と なく 夕と 

なく 斷ぇ. す 俺に つ き 纏つ た あの 恐ろし 淋し さは 腹の 底 か 

ら 俺の 天命 に對 する 熱望と、 執着と の 火 を 燃やし 續 けた 。 

見ろ 。 あの 開 な 黄河の 流域 を 安 々 と 照らした 同じ 太陽 

は、 此猶蒼 とした 森林の 中で は 一倍の 要求と 熱心と を以 

つ て强ひ て も i«l ハ 光り を 射 込んで ゐる やうに 見える ではな 

い か。 幽遠な B 木の 繁み がその 光り を 遮れば 遮る それ 

は 一 層の 努力 を 示して 猶ほ其 中に 突き 入らう として ゐる 

ではない か。 

韓信 生命の 力の 弱い 者 は 暫く 其 活動 を 封 じ て お け ば 大方 

其 問に 火 を 萎びさせ て 了 ひます。 彼等 は 何 か 燃料な し に 

火 を 焚 き續け てゐる 事が 出來な い の です。 項 羽は迂 潤に 

も 其 筆法で 私 等 を 葬らう したので せう。 併し 眞に 力強い 

牛： 命 は 到る 處に糧 を 見出し、 如何な ろ鬪も 彼の 火 を 強く 

こそ すれ 弱める 事 は出來 ません。 か、 る 時に 眞の火 を 持 

つて ゐろ か ゐな いか、 又 火が どの位の 力 を 持 つて ゐ るか 


が 分る の です。 

劉 邦 いや、 俺と 云 ふ 火 ももし お前 等の 火が 傍に ゐて たえ 

ず 俺 を 支へ、 助けて ゐ て吳れ なかったら、 一入で は 持ち 

こたへ る 事 は 出来なかった らう。 お前 等と 與にゐ て 互に 

其 熱 を 加 へ 合つ てゐ たれば こそ、 俺 は 自分の 火力 を 保持 

し て 行く 事 も出來 たの だ。 俺 は 心からお 前 等の 恩 を 有り 

難く 田 心 ふぞ。 

夏 侯 けない お 言葉で 痛み入ります。 私達 は此 僻地に 

封せられ ましたが、 それ は 却つ て 私達の， 運命 を 加：^ い 同情 

と 愛と によって 堅く 結びつける 櫞緣 となりました。 中！！ 

に ゐた間 は 仲が 惡か つ た 同志 も 此處に 同じう き 目の 鎖に 

醒 がれてから は、 兄弟の やうに 親密に なった 者 も ありま 

す。 如何なる 軍勢と 雖も 嘗て 此漢 軍の やうに 心から 一 致 

團 結して ゐる ものはありません" あの 大楚 も强 相に は 見 

えます が、 大將 等の 心 は てんでな 利己心に よ つ て 離れ 離 

れ になって 居ります。 iJC の 利益が 一 致して ゐる問 は g 滿 

です が、 いざと 云 ふ 時 は 何の 頼み にもなら ない 敵 同士で 

す。 

蕭何 其處へ 行く と 此方 は氣 丈夫な もの だ。 しかし 我 軍が 

斯樣に 上下 心 を 一 つに して ゐ ると 云 ふの も 一 に漢 王の 御 

咸德 に 依ろ 事 は 吾々 の 皆 感じ て ゐる處 で 御 jil い ます。 

劉 邦 (頰？ 1$, ^撫て 乍ら) いや、 始め 此處へ 来た 時の あの 
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絕 と、 無念との； S しさ は 永久に 忘れられない。 こんな 

處で 人間が 生きて 行ける もの か。 俺 は •  栗 や 苦と 一 緒に 

此 山中に 腑 甲斐 もな く 朽ち 鬼て なければ ならな いの かと 

思った 時の 氣持 は。 俺 は al 分と 運を與 にす るお 前 等の 顏 

を 見る に 忍びな か つ た。 そし て 俺 は どんなに 全力 を 以て 

此處を 逃け 出す 企む だ 事 だら う。 しかし お前 等に た 

つて 諫められ 3 まされて 一 と月經 ち、 二た 月 經 つ 中に 俺 

は 始め 程此 處が顿 ではなく なった。 慣れる と 云 ふ 事 は 妙 

な もので、 あの 不思議に も >  J んな處 に ー-i 足し て 長閑に 暮 

し て ゐろ機 夫 や、 狭い 畑 を 耕して ゐる 善. おな 農夫 等と 交 

るに つけて、 俺 は 次第に 此處 へ 追放され て 来た 事が 無意 

味で なか つ たど ころ か、 却って 俺が 最後の^ 利 を 獲 ろ爲 

めに は 俺に とって. によき 天惠 の 試練で あり、 もし 俺に 

天下の 支配者たる^«格がぁるならばそれが現はれる の は 

今此悲 お^に 於て r あると 思へ て 来た。 さう 思って それ を 

忍ぶ と、 只 哀れな 妻子の 身の上が 如何にも 氣 が- - りで は 

あった けれど、 此處の 素な 生活 も 亦 却つ て 喜ばしい も 

の にも 思 へ た " 百姓 共 は 毎日 飯 を 焚き、 菜 を 持 つ て 来て 

は 食 はせ て吳れ る。 港し い S- はお 前 等と 會 つて 未来の 事 

業 や 計 に 就い て 熱心に 話 をす る。 すると 俺の li ぃだ氣 

も 紛れて、 時の 11 つの も 忘れて 了 ふ。 或 時 は狩獵 をして 

遊び、 林 ii の 小川に 魚 を 捕って 樂 しむ。 いや、 色々 思 ふ 


と此 配所に 於け る 愛の 生活 こそ、 俺の 一 生で 一 番樂 しい 

時で あるか も 知れない て。 

(部下の 者 数名 酒と 盃 とん. 持って 出る c〕 

劉^ お、 話に 賓が 入って 忘れて ゐ たが、 さう 云へば 今日 

此處に 集って 貰った の も 今日は 俺の 誕生日で あつたから 

だ。 さあ， 遠慮なく 飮ん でお 吳れ" 此 山中での 平和な ま 

どゐも 或は 之が 終りになる かも 知れぬ の だ。 

一同 (^盃 か捧. けて &ち〕 漢 王の 御 健康 を 祝し ます。 漢 

王 萬歲。 

(一同の 上に 花 散り か、 る。) 

(小お！ の囀リ 5ir) 

焚噜 此和氣 霞々 たる 吾々 の 親睦と 幸福 さ 加減 を 項 羽に 見 

せて やり 度い ものです。 奴が 此： 稼 を 見たら が つ かりす る 

より は 呆れる でせ う.^ 

韓信 (笑って) いや 面白い もので 「幸福の 鳥」 は 隨分皮 

肉な 現 はれ 方 をす る もの でございます。 世間の 者から 見 

たら 吾 々 程 不幸な 者 は なく 、 項 羽 程 幸福な 者に な い 樣に 

見え ませう。 處 が事寶 は反對 で， 誰かに 天下 を楚 はれ は 

しまい か、 暴虐の 復藝！ をされ はしない かと 日夜 1 と、 

不安 の 中に. おしく 暮 して、 あの 虞 美人 の 入れた も のでな 

ければ 茶 一 杯も^ る 事の 出来ない 不幸な 男と、 賤 しい 農 

夫と 殆んど 違 ふ處の な い 不自由な 生活して ゐ乍ら も 心 は 
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希望に 充ち、 平 かな 慰安に 充 ちて 何 を も 疑 ふ 事な く、 怖 

れる 事な く、 常に 眞實を ふりかざして 自 a に 自然の懐に 

生活して ゐる 吾々 と 何方が 幸福で あるか は 只 天の みが 知 

つて ゐ るので *、  J ざ い ます。 

00 今迄の 處 では 俺 は 不思議に 蓮の い k 男 だ。 あの 鴻門 

の會 でも 俺 は 死ぬべき 處を 助かった。 併し 韓 信- あの 項 

羽が 俺に 鞛を联 つ て 穿 かせろ と 云った 時、 そして 俺が 此 

鬚で その 鞘の 塵 を拂っ て やった 時、 もしお 前が 以前 あの 

ならず者 共の 股 をく r つ たと 云 ふ 手本 を 俺に 見せ てゐて 

吳れ なか つ たなら ば 俺 は 勘忍の 緒 を 切 つ て あの 場で， 死ん 

でゐ たか も 知れなかった の だ。 善い 行 ひの 手本 は 作って 

お く ベ きも の だな。 それ は 人 を 生死 の 境 か ら救ひ 出す 事 

も 出来る の だ。 

韓信 しか し 私の 事 を 思 ひ 出し て 下さ つ た 時に 漢王は 又 詰 

ら ない 事 も 力の ある 人に とって は 自分 を 活かす 材料に な 

るの だと 云 ふ 手本 を 御自身 作 つてい らしった ので す。 が 

兎 も あれ 吾々 はもう 十分に 待ちました。 機 は 熟する 丈け 

熟しました。 之から は いよく 中國 へ 打つ て 出て 此ー ーケ 

年の 間 を 吾 々がいか に暮し てゐ たか を 示さなければ なり 

ません。 

00 さう だ。 時機 は 遂に 來た。 俺 は 項 羽 一 人 を 相手に して 

は ゐな い 。あの 哀れな 男の 氣 持に は 俺 は 同情 さ へ 出来る。 


俺 は 貧しい家に 生れた が 溫 かい 愛の 微笑 を 浴び せか けら 

れて 育った もの だ。 俺が 此 世に出て 始めて 見た 顏は @1 し 

い 笑顔 だ つ た。 そし て 其 笑顔 は 色 々 の 不幸が 代る.^、 そ 

れを かき 消さう として 来た にも拘らず、 一 生 俺の 眼の 底 

を 去ら な い 。 俺は絕 望の 苦難の 中に もやが て 其 顔 を 見、 

辛ら い 悲しみの 後ろ にも 遂に は 其 顏を 見る。 しかし 落ち 

ぶれた 貴族の 子で ある 項 羽 は 如何に 作ろ つた 笑を贫 らう 

とも 一 生 露の 笑顔 を 見る 事の ない 不幸な 男 だ。 俺 は 彼奴 

が 俺に 加 へ た 非道な 仕打ち を 思 ふと、 思 ひ 切り 彼 を 打ち 

碎 いて 怨みの 溜飲 を 下げて やり 度く もなる が、 又 ある 氣 

持から は赦 してやり 度く もなる。 彼奴 は 淋しい の だ。 彼 

奴 だ つてよ く 知れば 憎め ない 奴に 違 ひない の だ。 俺 は 彼 

と 蓮 命 を 賭し て爭 はなければ ならない 俺の ， 運 命 を 情けな 

く 思 ふ。 だが そんな 事 を 云って は ゐられ ない。 俺 は 俺の 

ために、 又 人民の ために、 俺が 其 處に處 の 生き甲斐 を感 

じられ る やうな 仕事 を やり遂げずに は ゐられ ない。 そし 

て其爲 めに は 彼と も 身命 を 賭して 爭 はない 譯に 行かな 

い。 自ら 不幸の 礎の 上に 幸福の 殿堂 を 築かう として ゐる 

項^に は 人民 を 幸福に する 事 は 出来ない の だ。 

蕭何 それ はもし 中國の 平和と 福祉との 爲 めに 天に 召し出 

され てゐる "薪 者が ある とすれば それ は漢王 の 外に はない 

事 は 今更 申す 迄 もありません。 もし 漢 王が 其 な 方で な 
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い なら どうし て 之れ 丈け の えり 拔 きが 偶然に 此 嵐に 集る 

事が 出來 ませう。 中 國 の 民 百姓 は ひど ぃ旱 魅の 後の 慈雨 

を 待つ やうに 漢 王のお 出 まし を 今日 か 明 B かと 待ち望ん 

で をり ます。 項 羽が 五 千 人の 人夫 を 苦しめて 無理やりに 

中年の 間 に 造り 上げ た al 分 の 像の 馬鹿 祝 ひに、 自分が 嘲 

笑って ゐ た始皇 の 二の舞 を^ じて ゐる 間に、 吾々 が 兵士 

にも 秘密に してお い た あの 間道 か ら だしぬけに 打って出 

たなら 彼等 は寢 耳に 水の やうに 慌て ふ ため く 事で 御瘙 い 

ませう。 

及 侯 嬰 閱く處 によると 項 羽と 范增 との 仲 ももう 昔の やう 

ではない やうです。 項 羽の 成功の 半分 は あの 爺の 力 だと 

云 ふ 一般の 說が 確かに 奴の 氣を惡 くして ゐ るので す。 そ 

れに 段々 211 信が ぐらつ い て來て 前よりも 猶ほ 人の 說を受 

け 人れ る 餘裕が 乏しくなつ てゐる 彼奴 は、 近頃で は范增 

が 右と 云 ふ 事 は 何でも 左と 云 ふ の だ 相です。 それで 范增 

が の 一 徹 から ほ 分の 說を Ml 持 すれば する 程 益々 奴の 

機嫌 を 損ね て 行く 事になる の で、 さう なれば 此方に は い 

よいよ 都合が い 、事に なろ 譯 です。 

錄 叱。 今から そんな 事を當 てに して 油斷 をしたら それ 

こそ 永久に 味方の 破滅です。 そんな 事が 兵士に 知れて 士 

氣が 弛む やうに なったら どうします。 何時も 大事で ない 

時 はない が、 殊に 今 は 大事な 時 だ。 うんと 緊. 張して ゐな 


くて はならない。 對 手に は 項 羽が 十 人 居り、 范增が 百 人 

ゐる 心算で ぶっからなくて はい けな いの だ。 

劉 邦 さう だ。 吾々 の 目的 は 頃 羽 を 倒す 事に あるので はな 

い。 項 羽 は 只 吾々 の 途上に 橫 はる 最初の 障害に！ f ぎな い 

事 を 皆に 知らし める が い 、 。 さう し て もし 俺が 項 羽 を 倒 

したら、 今度 は此 を 打ち倒して 見る がい X。 其 位の 意 

氣組を 持 つ て ゐれば 項 羽が 强 い と 云 ふ 事 は 吾々 に はむし 

ろ 祝福になる。 愈 々 待ちくたびれ てゐた 今が 來 て 見れば 

配所に も 名 殘りは あるが、 しかし 人生 は戰 た。 俺 は又戰 

つて 戰 ひぬ くぞ。 血を琉 さう。 ではお 前 等 も 張 良から 今 

一度 最後の 知らせが 來 次第 明日に も 此處を 出 『おする 心算 

で闲意 を賴 むぞ。 

S 吾々 は戰 ひに 飢ゑ渴 いて 居ります。 いよ/ \ 之から 

又 ぁの戰 場へ 出て 久しぶりに 汗を琉 すの かと 思 ふと 日頃 

休んで ゐた 勇氣と 力と が 眼を覺 まし て 今から 腕が 鳴る や 

うな 氣が 致します。 

1 同 (劍. ^拔 く) 漢 王の 御爲 めに 身 を 粉に して 最後 迄 潔 

く戰ふ 事 を 誓言 致し ます。 

劉 邦 あ、 何だか 俺 は 海邊に 立って 朝日の 昇る の を 見 乍ら 

船出の 用意 を 待つ 者の やうな 心 持が する。 俺の 胸 は 希望 

に 燃え、 全身 は 喜びの 力に 溢れて 寒く わな \ い てゐ る。 

俺 も 亦お 前 等の 爲に 今迄に ない 奮鬪 振り を 見せる 心算 
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だ。 ゃぁ问 うから 使 ひが やって来た。 何の 便り か、 惡ぃ 

報知 を M き 度くない もの だ。 

(使 ひの 者 登場。) 

使 *  (禮 vJ- して〕 張 良 殿から 御手 紙で 御座います。 

(書簡.^ 出して 劉 邦に 渡す。) 

劉 邦 〔開封し 乍ら) 何ぞ 不吉な 事で^ もない とよい が。 

(讀み 行く 中 「ォ 、」と云ひて手にせる杯.^^?§とす)， 

一同 な、 何事 で ノ /さり ます。 

劉 邦 とうく やられた。 恐れて ゐた 事が 出来た の だ。 (E- 

ろく 額 色.^  ius 度 S 竊望と 悲嘆と に 沈み 齒， ひし 

ばろ) 妻子 は 人質に なった。 そして 病中であった 我が 老 

母 は、 項 羽の 館へ 着く 前に 道で 亡くなられ たの だ。 (泣く) 

( 一 同愁然と頭.^?垂れ、 もら ひ泣告 する。) 

蕭何 何と 申し上げ てよ いやら 分りません。 併し 文面 は 唯 

それ 丈け で ノ  J ざ い ます か 。 

劉 邦 張 良 はま だ 何とかし て 救 ひ 出す 道 は あらう と 云って 

慰め て は ゐる。 併し どうし て そんな 事が 保 誇 出來ょ 、つ 。 

あ > -、 俺 はもう 駄目 か！ 

( 1 同 齒.， ^i" ひしば リ 乍ら 無念と 同情に 堪へ ざろ 如き 

. I 幕 — 


第三 場 九 里 山に 於け る戰場 

漢、 楚兩車 チヤ 、ノ /、と 觀 つてね ろ。 併し 溪 取に は 焚 

喰が ね て Kg  躍ら せて 斬リ i くろの \  、楚： 本 の ま、 色が 惡 

いと 見え n ところへ 「樊喰 逃げろ ナ J と 呼-はは リっ、 

項 羽が 右手から 現 はれ、 二人 は 二三 合 馬上て 戰ふ 中、 

項 羽 は鐵の 鞭て 樊喰. ^打ちのめし、 樊噜は 馬ヒ から 轉 

げ^^5ち相になって逃げる。 それと 共に 漢車 なだれん-打 

つて 逃げる。 鼓 や 銅 li の lt。 モ、、 へ 前.. 5 リ 更に やぶれ 

た 項 羽の 軍旗ん、 錄 げた 楚箪 IT, 范？？  ；，： a い つ いてく ろ。 

項 羽 (やきもきして) 皆 何. をグヅ くして をる の だ。 誰 

も 未だ 休戰を 命じ はしない ぞ。 こ んな 張り 子 の やうな 敵 

勢 を 打ち破る のに、 も 、「日 は 暮れ かけて ゐるぢ やない か。 

恥晒し 奴。 さあ 皆の 者、 俺の 後に っ^け。 追撃 だ！ 

英布 (左手. んリ 冥リ來 る) 私 は隨分 追撃して は 見ました 

が 4t で 手 答 へ がありません。 時 々 思 ひがけない 處 から 敵 

の 大將 らし い 者が 不意に 現 は れ て は 私练を り ます。 そ 

し て 一 一三 合戰ふ と 直く 私 等 を 釣り込む やうに さ つ さと 退 

却す る の です" それ を 追つ かける と 突然 傍 か ら鼓を 鳴ら 

して 綠の 旗を魏 へした 趙の 軍隊が 現 はれ、 其 先き に は 又 

魏ゃ 燕の 伏兵が 隱 れてゐ ると 云 ふや、 つな 始末で、 全で 只 

此方 を當 てな く 引っ張り 廻 はして 而晗 づ はせ ると 云 ふやり 


と 
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方です。 おに 人 を 馬^にして ゐ ます。 

項 羽 (なほ も .tT 上に て) 俺の 腹 を 立てさせる 計 a に 成功 

して ゐる處 が 奴等の 馬鹿な 處だ。 俺 は 腹 を 立てれば 一 層 

鋭くなる ばかり だ。 構 ふ 事 はない。 ドシく 追 ひかけ ろ。 

敵が 十の 速力で. us 却したなら 此方 は 十五 の 速力で 追擊す 

れ ばよ い 。奴せ 4 は 俺が 屹度 或る 處迄 追擊し て來る 心算で、 

其處迄はぉびき5^3せ やうと し てゐ るが、 それより 先き 迄 

進む と は 思つ てゐ ない。 そこで 俺 は 最後の どん 詰り 迄 突 

き拔け て 行 つ て 奴等の 裏 を か いて やる の だ。 

S しかし 今： 《 はもう 之に てお 止まりに なった 方が 宜し 

い と 存じ ます。 此處 迄來 て 引き返 へす の は 如何にも 殘念 

では ございま すが、 戰は此 一 戰に K りません。 旣に 吾々 

は 本 城 を 去る 事 八十 里の 處迄 進み出て 居ります のに 本 城 

はおん どガラ in になつ てゐ ます。 吾々 が 此方にば かり 主 

力 を 注いで 後 を 面み ずに 進んで ゐる 間に どんな 變 事が あ 

の 留守 城に 起らない とも K りません。 あの 企ら み 深い 韓 

が此 おに 尸 力々 と 退却す ると 云 ふの は 明かに 何 か 計略の 

ない ii 寧で は 御. さいません。 

項 羽 どんな 計略 か 俺 は 一 つ 其 計略に か 、つて 見 度い もの 

だ ) 奴 も 俺 を 其 計略 に陷れ たら 始め て 狐の 智慧が 獅子 に 

は 何の 役に も 立たぬ 布 を 知る だら う。 其 兵法 を 見れば 大 

將の 人物が 解る と 云 ふが、 琉. や は 股く r り 丈け あつ て戰 


術 迄が 踐し いわい。 奴等が 俺の 留守 城 を 襲って 萬 一 あの 

<K つ こ 

捕 慮の 妻子 を 救 ひ 出さう と、 俺が 此方で 夫の 首 を かいて 

やったら どうしゃ うと 云 ふんだ。 

英布 ところが その 夫が 何 處にゐ るか それが 分らない ので 

/さ い ます。 本陣の 有り 場所 さ へ 分って ゐれゃ 傍の 物に 

は g も ふれず 只 其れ を： y がけ て 突進 も 出来ます が、 それ 

が て ん で 分らな いのでぶ つかつ て 行き やうが パ /さ いませ 

ん。 

S 戰ひ では 一時の 强 襲よりも ねばり 强ぃ根 氣が勝 を 占 

めます。 急く 事 は 何よりの 禁物で ございます。 それに 今 

迄 は 此方に 地勢が よかった ので ございま すが、 之から 先 

き は 地の利が 向う によくなる 一方で、 之から， おに 入れば 

益 々 戰ひ にく  \ なる 丈け で-、 J ざ い ます。 

項 羽 畜^^:共は眞.晝の戰爭では人間に叶はぬの で 夜 を 待つ 

の だ。 然 らば 夜 i? をし やう。 二十 四の 齢に 兵 を 起して 以 

來 七十 餘 S 未だ 一 度たり とも 負けた 事の ない 俺 は 物の 數 

にも 入ら ぬ こんな 敵との 戰 ひに 二日 も n 一  日 も 潰ぶ す 馬鹿 

らし さに は 我 俊が 出來 ぬの だ 。 (彼 は 馬に 鞭 ふ 営て ろ ) 

(項莊 其 處へ血 だらけに なって やって 來ズ 倒れろ。) 

項 羽 どうした。 項莊。 

項莊 £^.X-A\UW 實に 驚きました。 ど、 どうしたと 

云 ふ 不埒で せう。 あの 鐘 離昧の 奴め が 向う に附ぃ てゐる 
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のです。 私 は 奴が 味方で あるの を 信じて、 どんく 彼お 

の 誘 ふなり に 後 をつ い て 進みました 處が、 それに 氣が つ 

いた 時には、 私 はもう すっかり 敵に 園 まれても う 少しで 

奴等の 足に 屍 を …… 

英布 (齒； V 、しりして) 彼奴 は 自分の 利の 爲 めに は義も 名 

譽も： おて k 顧みない 恥知らずで したから、 其 位の 事 はし 

兼ねないと は 思って ゐ ましたが。 

項莊 あ i 大王 殿" 私は殘 念です。 あんな 犬よりも 劣った 

野^^-の爲めに、 う、 討死す る 事に ならう と は！ チ ツエ！ 

彼奴 の 細 首 を 引 っこ拔 いて … … あ、。 (息 結えろ) 

范增 お V あんな 不貞な 賫國 奴が 一 人位 敵に 附 いた 處で憤 

する 値打ち も あ りません。 敵の 大 立て物の 樊嗜を 難な 

く 打ち 驚され た 丈け でも 今日の 獲物 は 小さく はない ので 

す。 こ \ で 一 つ 敵の 裏 を かいて 今日は わざと 之に て 引き 

返し 1 . 

項 羽 (怒って) 默れ！ 老人と 女子と は 何時も 同じ やう 

な 事 許り 云 ふ。 范墙、 俺 はお 前の 說に從 つてよ かった と 

思 つ た 例し はな い ぞ。 お前に はお 前の 自信 以上の 力が 無 

謀に 見える の だ。 俺の 兵法 は 思 ひ 切り 自分の 身 を 危地に 

晒ら す 事に よ つ て 自分の 未だ 知らぬ 力 を 自分に 覺ら せる 

事に ある。 俺 は 健 か 三百 騎の兵 を 以て 一 萬に 餘る 韋邯の 

軍 を 三日間 追 ひつめ た 事が ある。 敵 はまん まと 俺 を 係 蹄 


に陷れ た〕 俺 は 始めから それ を 知って ゐた。 そして 其 係 

蹄に 陷 つた 爲に俺 は 又 一 層 敵 を粉碎 した。 俺に 從ひ 度く 

ない 者 はさつ さと 敵に 附け。 俺 は 行く。 あの 新月が S んは 

れる迄 に 俺が 何 を 土產に 持つ て歸 るか を 見 て 驚くな。 

(項 羽 は 馬 躍ら ぜ 去る。 軍旗が つ く  v-l クチ ヱ ン 

！^にて次の揚に蠻ろ。) 

第 四 場 同じく、 韓 信の 陣營" 夜 

韓信 (歩き 廻り 乍ら) 樊 t "の 代りに 李 左 車 を 其方に 廻 は 

せれば よかった の だが、 あの 男の 遣 ひ 道に 就いては 俺に 

良 い 考が あるの だ。 それ に し て も 項 羽 を 生 捕に し 3^ な つ 

たの は 如何にも 殘念だ つ たな。 

曹參 どうして 生け捕り 處 ではありません。 彼奴の 力が 恐 

ろしい と 云 ふ 事 は 聞いて ゐ ましたが、 まさか あれ 程と は 

思 ひませんでした。 あの 强ぃ辛 奇と彭 越の 二人 を 笑 ひ 乍 

らー 槍に 突き落し、 後から 来た あの 猛者の 樊嗜を 鐵の鞭 

で 只 1 打ちに 打ちのめして 腿 天 を ぶち 割つ て 了 ひまし 

た。 そして 今度 は 傍に ゐた私 を も 序でに やつ &け やうと 

したので 私 は 生 心地 もない 樣な氣 持で 後 も 見ずに 迹げて 

來 ました。 

韓信 は、、 あんな 奴 は 一 騎 打の 相手で はない。 智 琴つ く 

で 係 蹄に 陷れ るか 圜み 打ちに する かよりな いの だ。 


nm と ^項 


IGl 


使 韓使韓 


3. その raE み 射ち を やった のです。 彼奴が の 處迄ガ 

ムシ ャラに 突進して 来たので 味方 はソ レツと 四方八方 か 

ら 彼奴 を：：： がけて 一 齊に 雨の やうな 火箭 を 浴びせ かけた 

のです。 處が奴 は 2- ついた 虎の や ，りに 降り 狂って 驚く ベ 

き剛§!^を现は しました。 それに 又 奴の £1 の 速い こと \ 、 

自. a の 利く こと 丄 K つたらない のです。 迚も 手に おへる 

代物ではありません。 それ、 樊嗜の 屍骸 を 持って 來 まし 

た。 

(ii- 火 か 持った 多 I 力の 士卒 擔架 に樊嗜 の 屍ん」 載せて 0 

ぴ來 ろ。 IW 信と isss と は-てれ，^ 天！ t の 外 迄出迎 へる。 

1 B?§-1^ 脫ぶ. て それ 1^  ^=-面に 据ゑ、 揖 して 禮 St 

す。) 

g 信 今 H の戰 ひの： z: 的 は あの人 質の 身に なって 居られる 

漢 王の 御 ま 族 をお 救 ひ 中す 事に あるの だから、 多少の 儀 

牲は 免れな いと は 思って ゐ たが、 猛 將樊嗜 を 其爲め に 失 

つ た离 は； 一?! へ すぐ も 大き 過ぎる 帳牲だ つ た。 しかし も 

うそろ/ \ 張 5:;、 の 方から も吉ぃ 報知が ある だら う。 あの 

男の 事 だから 仕损 ひの あらう 害 はない。 

^0 全く あの人が 行って ゐれば 安心です。 しかし S1 

戰 と は 云 ふ もの &此戰 は 案外 成功に 畢 りました。 項 羽に 

向った 樊 ゆの は 不幸に して 破れ ましたが 陣平は あの 桓 

楚の率 ゐてゐ た 敵の 左翼 を 殆んど 全滅に しました。 


韓信 それ も あの 鐘 離 S が 敵の 祕 密を敎 へ たからた らう。 

どうも あんな 不 g な 賨國奴 を 利用す ると 云 ふ の は 如何に 

も 味方の 名譽 にと つて 心苦しい 事で は あろ けれど、 漢王 

の 御身 内 を 救 ひ 出す 爲 めに はい やで も 敵情に 明るい 彼奴 

の 智憲を 借り る 必要が あつたの だから、 吾々 とし て も 今 

更 奴を處 刑す る權利 はない。 尤も 此方から 奴 を買收 した 

わけで はない がな。 

曹參 何、 向 ふだって 人質 を联 つてお くやうな 卑怯な a 似 

をした のです から 其 位の 事 は當り 前です。 おや、 炬火が 

見えます。 張 良からの 使が 來 たので せう。 

(使者 馬.， * リ 下りて 入リ來 る。) 

信 どう だ。 うまく 行った か。 

せ どうもお 答へ に闲 るので す。 

信 では やり 損なった のか。 

者 ぉ妃 丈け はどう かかう かお 救 ひ 申す 事が 出來 ました 

が 。王子の 劉 盈毆は 畏れ多くも お果て になり まし た 。 

韓信 何、 王子が 果てられた。  に 

使者 何しろ 敵軍の. K 部分 は 九 里 山の 戰 場へ 出向いて ゐる 

の で 其 守 を だし ぬけに 正面 か ら 襲つ た 時には 殆んど あ 

の 彭 城に 殘 つ て ゐる 丈け の 全部の 兵卒が 城 を 明け て 打つ 

て 出ない 譯に 行きませんでした。 まさか 味方の 軍が 二手 

に 分れて 後ろ か ら 燒き 打ち を 食 はすと は 思はなかった の 
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夏 侯 嬰 矢張り 新進の 若手に は 叶 ひません な。 あの 古狸の 

范墦 奴の 鼻の 穴 を 明かして や つ たの は 痛快の 至りで は あ 

りません か。 

使 正面から 巧みに 敵 を 誘 ひ、 後ろから は 周 勃 殿の 軍が 

城の 中に 闖入し ました。 しかし 呂 后と 王子と は 別々 の 室 

に 幽閉され てお 居で になった ので、 始めにお 妃を ；^^救ひ 

申し てゐる 中に 老 ぼれ の 番卒 奴が 無 にも 王子の お 首 を 

斬つ て それ をお 妃に 投げつ けたので す。 

曹き お 互 だと は 云 へ 酷い 事 をす る 奴 だ。 

韓信 項 羽 は 今頃 口惜しが つて ゐる だら う。 そこで 俺 は 

漢 王に 何と 云って 此事 をお 知らせし たらよ いか。 が、 兎 

に 角 之で や つ と 吾 々 も 安心して 自 S に 腕 を 振 ふ 事 も出來 

る やうに な つ たと 云 ふ も の だ。 之から はも 5 今迄 の やう 

な 姑息な 戰ひ方 はしな い。 正々 堂々 と 正面から 肉薄し て 

此 月末 迄に は 奴等 をお ひつめ て吳れ やり。 

1— 幕 1 

第 五 isl 

第一 場 固 陵に 於け る韓 信の 館 

カナ". N 波な 1 室。 室の 一 方： J- 韓信と R 妃 とに 同じ 長 


綺子に凭れて！^^^！^^る。 

韓信 お 妃は漢 王が 不幸に も ，1 家族の 人質に ならせられた 

の をお 聞きに なった 時 どの位お 嘆きに なりお 苦しみに な 

ら せられ たかを 御存じな いのです。 漢王は あの 山中での 

ニケ 年の 慘苦 の 中に あらせられ て 同じ 憂き目に 生活す る 

私 等の 手前 を © られ、 其 御身 內に對 する 御 不安 を 御 洩ら 

しになる やうな 事は餘 りありませんで したが、 あの 時ば 

かり は 流石の 漢王も 御 自分の 蓮 命 を 呪 ふと 仰せられ まし 

た。 そし て 全 二日の 間 全く 絕食し て 御 居で になり ました U 

呂妃 さう だ。 あの方 は 御 自分の 蓮 命 をお 呪 ひに なった の 

だ。 妾 等の 蓮 命 をお 呪 ひに はなら なか つ たの だ。 

韓信 勿論 それが 一 つ 物で なければ 漢王は あの 操な 恐ろし 

い 一 I 息 をお 拽 らしに ならな か つ たの です。 漢 王に とつ て 

呂蛇 萬 人の 運命 は 御 自分の 蓮 命と 一つ だと 云 ふの だら 

う。 しかし.) tijl 子の 蓮 侖とは 別な の だ。 その 證據に は あの 

方 はもし 兵 をお 爆げ になれば 入質に なつ て ゐる妾 等親 子 

の 者が 首 を 斬られる 事 を If^ 知 で あり 乍ら 矢 張 兵 を お 舉 

げ になった ではない か。 

韓信 それ は餘 りお 妃 か 漢王 の 御 心 に對し て 御 理解が l^g 過 

ぎる と 申す も の です。 漢王 は竊か に 中 L1 へ 打つ て 出られ 

ろ や 否や …； それ は漢 王、 いや、 あらゆる 偉大な 望 を 


と 


持った 男子に とって は 到底， E 分 の 力 で祖む 事の 出来な い 

唯 一 の 道であった ので 御路 います .：：• 

Rfc それなら 其 は 妻子 を 持 つ て はなら な いの だ。 少く 

とも 運命の 安全が 定ま、 る は。 

S  ；應^ 尤 です。 しかし 生きる 事が 命^けで ある 事 は 

E?^ 女. 3£ 別はありません。 そして 女の 蓮 命に とって 之 程 名 

譽で、 偉大な 雍が 他に あるで ありませ うか。 英雄の 使 

命 の 爲 めに そ の 身命 を 贈し て 内から 助け ると 云 ふ 事 程、 

世の 巾に わが 血 を 流さない 貴い 仕事 は 一 つと して ありま 

せん。 而もお 妃は 火抵の 子で すら 流し 得な い や - つな 貴 

ぃ储げ なお 血 をお 琉 しにな つたではありません か。 

M: 妃 (泣いて) あ k 妾 は 助けた〕 妾の 全力と 全 生命 を あ 

の 方の 爲め に 棒げ て盡 したの だ。 妾 は さう せずに は 居ら 

れ なか つたの だ。 しかし あの 方 は …； 劉盈を 殺し て お 了 

ひに なった。 

S 其 の爲 めに 悲しみ 苦しむ で いらっしゃる 點 では 漢 

王 は 決して ぉ妃に fi; け てはい ら つ しゃら な い の です。 し 

か し 漢王も 同 じ やうに 海よりも 深く おぬ や 王 子 を 愛 し て 

いら つ しゃり 乍ら 猶ほぁ k 爲さ るより 他に 道 はな か つ た 

の です。 さう し て 漢王は 何よりも 先き にお 紀 や 王子 を あ 

の 幽閉から お 救 ひ 出し 中す 事に おか、 りに なった ので 

一， 


呂妞 そして あの 子の いぢら しい 生苜が 妾に た k きつけら 

れた 時、 それ を 聞 い て あの 方 はかう 被 仰 つ たと 云 ふ では 

ないか。 「だが 之 位の 犧牲は 味方 全體 の 蓮 命の 爲 めに は 却 

つ てあつた 方が ぃ&の だら う。」 と。 そしても しあの 子の 

代り に 妾の； n が 顿られ て も あの 方 は 矢張り 同じ やうな 冷 

淡 さ を 以て 同じ 事 を 被 仰つ たの だ。 妾の 助かった の は 誰 

が 助け た の でもな い 、 全く 偶然 の 天佑に。 

韓信 偉大な 事禁 をす る 男子 は 御 婦人から は往々 冷淡と： K 

ふ 悲しい 誤解 を 受けます。 漢王 はさう 云つ て 御 自分 を悲 

嘆の 底から 搖り 起さずに は ゐ らっしゃれなかった の で 

す。 そし て 漢王は お P 、に淚 を 溜め 乍ら 御自身の 股に 劍を 

お突き 差しに なりました。 

呂妃 もうい 、よ。 お前 も 男 だ。 妾に は あの方のお 心 は 解 

つて ゐる。 妾 はもう 何も 云 ふまい。 

韓信 ぉ妃 のお 心に は 天下の 者 皆擧っ て 御 同情 申して をり 

ます。 お苦しみになる の は 全く 御 無理はありません。 が 

ぉ妃の 御 心 は 今餘り に 亂 され てい らっしゃる のです。 私 

は 切に 其 御 心が 再び 安 かになら せられ、 そして 一 日 も 早 

く漢 王と お： H 通りになる 日を樂 しみに 致して 居ります。 

漢王は あれ 程 それ を 待ち望んで いらっしゃる のです。 も 

ぅ天下の形！^は定まりました。 之から は 敵に とつ て は B 

に 日に 悲運が 幕 つ て 行く に 引き か へ、 味方 は 旭 n: の やう 
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に捷 利と、 光榮 との 境に 一 歩々 々進んで 行く 一  方で 御座 

います。 漢 王が いよく 天下の 主と ならせられる 慶福の 

曰 も 最早 遠から ぬ 事と 信じます。 

呂妃 (立ち上ろ) あ > 妾 は 行かう。 そして 八 年ぶりで あ 

の 方に 逢 はう。 何れ 天下が あの方の 物に なった 時、 そし 

て あの 方が そ の 榮耀 の 中に やがてお かくれに なつ て 妾が 

あの方に 代って 天下の 政 機 を 握る 時、 妾 は 自分の 爲 度い 

事 を すれば い.^ の だ。 (呂奶 去ろ) 

(韓 信、 戶 口の 處迄 Kzfc.^ 送リて る。 考へ込 む。 桃 

娘 入リ來 ろ。 後 rs リ 四つ に なろ 女の子 (項 梁と 桃 娘と 

の 間に 出来た 子) っ咅來 ろじ 

韓信 (思 はず 額，^ しかめる。 次に 努めて 柔和な 額.^ なし、 

子供の 頭に 手.^ おく〕 どう だ。 

桃 娘 (うな^れる。 やがて 頭ん， - 上げ) 貴方、 今此處 でお 

妃と何 を 話し ていら しったの。 

韓信 恐ろしい 女 だ。 俺 は 何時か あの 女に 巣ら れる 時が 來 

相な 氣 がする" 天下が 漢 王の 物になる と 同時に 俺の 勢力 

が 盛んになり、 そし て漢 王が 俺より 先き に 世 を 去られた 

ら 俺の 位置 は あの 女の 爲 めに 危 ふぐされ る だら う。 さう 

なれば 此方 も 要 心 はしょう が。 

桃 娘 何 か 又 不服 を 被 仰った のです か。 誰でも ill 分の 境遇 

に 安心が 出来 て來 ると、 前の 苦勞の 中に 蓄 へられた 不服 


が 俄かに « を 破って 出て 来る ものです わ。 

韓信 兎に角 明日 はいよ く總攻 sa. だ。 あの 厄介な 范！？ も 

とうく 項 羽と 緣が 切れ て 、 W 中に 腫物が 出來 て 死んで 

了った と 云 ふから に は、 いよく 向う の大 運命 も "丸 解の 

時が 来たの だ。 かうな つて 見れば 氣の 還な 話た。 

桃 娘 本當 にね。 では 貴方 も 今夜 は たっぷり お休みに なつ 

た 方が よろしいで せう。 

韓信 さう しゃう。 

桃 娘 妾 も 直ぐに 行きます わ。 お休み 遊ばせ。 

(韓信 去る。 沈默。 風の 昔。 桃 娘 子供.^ 膝の ヒに 乘ぜ 

て 接吻し、 其效 vJ- 凝視め ぐむ。 突然、 何物 か佥 の 

品の床に^^^ちたる音雜々と聞こゅ。 卷の 落ちた る 昔な 

リ。) 

桃 娘 (ド キクと して) 誰？ 

(處 姬。 旅. か あげて 悄然と 入リ來 る。 其 容姿 はや つれ 

髮の毛 は ほ つれて、 難儀 7e して 來 たもの だと：： ムふ 事が 

分ろ。 鋭 色 く、 眼 は 燃えろ 如く 輝け リ。」 

桃 娘 (驚き〕 まあ、 贵方 はお 妃 ： … (立ち上る) 

虞姬 股 I ；: 

(二人 は 暫く. 见合ぜ てね る。 ) 

桃 飯 ぉ變 りに なりました こと。 

S お前 こそ。 


y  33 項 
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桃 奴 それにしても まあ 今 どうして こんな 處へ …… 

K べ姬 妾 はお 前が 韓 信の 夫人に なった と 云 ふ 事 は 聞いて ゐ 

たの だ。 それで- はお 前の 腰元と 偽って 前へ 祝の！ f. 盛に 

醉 つて ゐる^ 卒 共の 股 を やっと くらませて 来たの だ。 

桃 奴 (斑 姬の來 た 意ん る) 隨分御 i:^ を游 ばした 事で 

せう ね。 お ^« し 巾し ます わ。 

皮姬 妾 はお 前から：！ 情され なければ ならない やうな 者に 

ならう と は 夢にも 思はなかった よ。  しかし 妾 はもう 

どうし て もお 前の に鎚 るより 仕方がなくな つたの だ 

よ。 …… お前 は 変 等 を 欺して 妾 達の 陣に 忍んで ゐた 時、 

妾が どんなに お前 を 可愛がって ゐ たかは 覺 えてお 居で だ 

らうね。 

桃 娘 (問ん おいて) 覺 えて をり ますと も。 妾が 毎 も 襲 は 

れる： Ji" の 恐ろしい 夢の 中で は 只お 妃 のお 姿 丈け がほんの 

りと お 美しく 浮き出ます。 妾 は 今でもお 妃に はお 懷 かし 

さ を 感じ て 居ります。 

& 0 お前が もし 妾 を 愛して ゐて れ るなら、 妾の 境遇に 

！!: 情し て SK れ るなら …… あ、 妾 はこん な 事 を 人に 云 ふ 位 

なら 舌 を喷み 切って 死んで 了 ひ 度い の だ。 (辱，^ 戰む) 

桃 奴 お 妃の御 來意は 妾に は 解りました。 もう それ を 被 仰 

る £ ^めに お苦しみになる に は 及びません。 

^^姬 あ k 股 桃 娘。 妾 は 項 王の 妃だ。 その 天下の 顳王 たる 


項 王の 妃 である 妾が こんな 風に 頭 を 下げて お前に 泣きつ 

かう と は。 あの方が もし それ をお 知りに なったら 妾の 體 

は 八つ 裂の 刑に 處 せられても 未だ 足らな いだら う。 それ 

を 知つ てゐ てお 吳れ。 此處 へ かう し て妄が 来たの は 全く 

妾 一人の 女らしい 馬鹿な 心配の 爲 めだ。 あの方 は 夢にも 

御存じな いの だと 云 ふ 事 を。 あ k 妾 は 馬鹿 だ。 氣違 ひだ。 

妾 はもう 二度と 彼 處へ歸 る 事 は 出来ない。 妾は此 處へ來 

た 事 を どんなに 後悔し てゐる だら う C だけど 妾 は あの方 

の 名譽を 蹂み躧 り はしない。 あの方のお 顔に 泥 を 塗す り 

はしない。 凡ての 恥 は 妾に あるの だ。 さう だ。 皆 只 妾 か 

ら 出た 事 だ。 さう して 妾 はもう 其 恥の 爲 めに 死んで ゐる 

の だ。 (じス テリ カルに 體 搖すリ て 泣く) 

桃 娘 あ \、 明 曰は總 攻擊。 妾 はどうし たらい.^ だら う。 

虞姬 (桃 娘に しがみつきて) さあお 前 はどうして 吳れ 

る。 妾 達に もう 三日の 滴 豫を與 へる やうに、 お前の 夫に 

賴んで 吳れる こと は 出来ない かえ？ それ は餘り だ。 卑 

怯 だ。 妾 はかう してお 前に 頭 を 下げて …… (：！^ く) 

(此 1- サ、 ソと 後ろの 幕ん 開きて 現 はる。 虡姬は そ 

れ， か 見て 俄かに 驚愕と 慄 へとの 爲 めに 失神し 相に な 

リ、 思 はず 「ァ ラタ！」 と？ ^放つ。) 

呂奶 (物 逮告 冷笑.^ 以て) 誰かと 思ったら 韓 信の 代りに 

妾でした。 餘. S ぎが えら いので 何事 か と 思って 來 て 見 
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たら 驚きました わね。 貴方 は 皇后 の 虞 美人 樣 ： ： ： 

虞姬 (恐れて 石の 如く 硬くな リ 物ん、 云 はず〕 

K: 妃 (態と 廣姬- 小頭の 上 i リ足の 爪先 迄 凝視して) まあ 

何と 云 ふ 悲劇的な 扮裝 でせ う。 そして 又 何と 云 ふ 痛々 し 

げな 美し さで せう。 1 に 逢った 海棠の やうに とで も 云 

ふ處 でせ うね。 (ヒス テリ 力 ャに笑 ふ) 本當 にお 痛 はし 

く 見えて よ。 貴方の やうな 絕 世の 美人が、 貴女の やうな 

最高の 身分の 人が， 自分の 愛する夫の 巧 4 め を 思って、 其 

夫が あはよ くば 联り 殺し 損ねた 者の 處に 忍んで 來て 泣き 

つ い たり、 飛び つ い たりす る 程 氣が狂 ふと 云 ふ の はね。 

資際痛 はしい 事です よ。 誠 實と云 ふ もの は どんな 痴 けた 

物で も 人 を 泣かす 力が ある の に 、 それが *i 淑の ための 美 

しい 狂亂の 姿で やって来る のです もの。 確かに どんな 利 

口な 男で も 動か されず にはゐ ますまい よ。 (笑 ふ) 

(慮姬 は 反抗し やうと して 辱.，^ 嚼 みしめ つ、！^ へて ね 

ろ。) 

祧娘 (呂 ：^に) ぉ妃、 それ は餘 りなお 言 紫で は 御座いま 

すまい か。 

K 妃 何、 餘 りなお 言葉です つて？ (笑 ふ) さう、 お前 さ 

んは 芝居 上手な 泥棒に 物 を惠ん でゐる 間に そ の 惡 者が 上 

は の {4 一  の 淚を 流し 乍ら そっと お前さんの 抱いて ゐる 子供 

を 人形 とすり か へ て も氣が つかない 位の 善人な の だから 


ね。 お前さん は 此中國 一 の 別 鎮が其 自信の ある 色 仕 け 

でお 前の 御.； や 主の 力 を楚ひ に來 たの を 助け やうと 云. ふ の 

だね 。 天下. M し と雖 もお 前さん の やうな えら い 氣の利 い 

た 女房 は 二人と はゐ まいよ" (笑 ふ) 

桃 娘 (熱して) まあ、 ぉ妃。 

呂 ぉ妃は 此處に 二人 ゐ ますが、 お前さん は 何方のお 妃 

を 呼 ん でゐる の ？ 先刻から 聞い てゐ ると お前さん は 未 

だ： tf 人の 事 をお 妃々々 と 呼んで ゐ るし、 此入は 又お 前お 

前と 橫柄 なね S 后 面 をし て 呼ん でゐる の ね。 變な 泣き つ き 

方 も あ つ たもんだ。 それや ：大 下の 皇后で 1; し； 迎 し て 來た 

者が そ の 惡 運が盡 きたから と 云 つ て 俄か に 今迄の 家來衆 

に 頭 を 下げて 禮に卟 つ た 物言 ひ をす ると 云 ふ 事 は 意地に 

も 出来ない 事で せうよ。 自分の：； S む 事が 滑稽な 蟲の い \ 

注文 であれば ある 程 猶更橫 柄な 咸嚴を 振り まき S!i  くな る 

も の で せうよ。 併し 此方 迄 それに 引き込まれ て 謙り る 

なんて 云 ふの は 餘り氣 のきいた 話で もない ね。 不自然な 

誇り が 醜 い やう に 不自然な 諫遊も 醜 いの だ。 そんな 见苦 

し い 咸嚴が 保 つ て ゐ度 い なら 何故 項 王 の とも あらう お 

前さん は 此殷桃 娘 を 自分 の 館へ 呼びつ けない の。 (問〕 し 

て 見る と お前さん は 矢張り 實は此 昔 剥 染みの 股 § によ 

り は 其 夫 の 方に 用が あるの だね。 お前さん は 自分 の 色香 

で 征服 出来ない 男 は 天下に 一 人 もない 心算で ゐ るの だ 相 
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だから。 

S  (じス テリ 力 か に) あ、 妾 はもう；^ へられない！ 

お前 は： 1： だ …… お前 は …… お、 恩知らずの 人で なし： s$。 

II. (言^.^ 繼げ ずに 只 狂的 LL 體.^ 搖す ぷリて 泣く) 

M,M^ 何です つて？ 妾が 恩知らずの 入で なしで、 鬼婆 だ 

つて？ そしてお 前さん は 慈け 深い 善い 桌后 M だとお 云 

ひなの か。 a 入って) ； 鹿な 恩 を 被せる にも 程が ある。 ど 

うせ 此 採な 正義の 天運が 來 るから に は 妾 等 を 始め に 殺し 

て 了はなかった の はお 前の 方の 大手 拔 かりさ。 しかし あ 

の S. 妾 を 殺さなかった の はお 前の 慈け でも 何でもな い。 

お前 達が 妾の 夫 を 怖れ て ゐ たから だ。 さなき だ に 惡ぃ天 

下 の - 評判 を 翻が 上に惡 くす る の を 怖れ て ゐ たから だ 。 そ 

んな亊 を 人が 知らずに ゐる と 思 つ てゐ るお 前 は 流石に 深 

岡のお 妃， た。 

S  (K^ に) しかし 妾 達 だっても し 此方と 同じ 破！：： に 

*S れば それが 到 卟 はな い 望み だ と 云 ふ 事 は 百 も 知り 乍 

らん 入 張り かう し て 妾の 地位に ゐる 者の 處 へ 泣きつ きに 來 

るより 外はありません わ。 此カ がかう 云 ふ 破 nz に陪 つた 

^は 以前の 無上な 境遇に g5 かせられ たと 同じ やうに、 御 

& の 意志 で はな か つたの です わ。 妾 等の やうな 何の 力 

もない 女の 身に とって は 凡てが 只 運命 の 意の 儘に 從 ふ よ 

り 外に 何が 出來 ませう。 お乂は {R 分の 永い さすら ひに よ つ 


て 蓮 命と 云 ふ 物の 常ない 事 をつ く<\ 知りました。 そし 

て g 等が 只 その 波の まに く 弄 ばれ てゐる 他愛な い 浮 草 

に過ぎない 事 を 知れば 妾 等 は 自分の 今の 境遇 か い、 から 

と 云つ て 人 を n おめる 事 は 穴ユ怖 ろしい 事です わ。 それ を 思 

ふ と 妾 は 他人の ■ に 同情せ ずに は ゐられ ません。 妾 は 

此方 を 欺き ました。 妾の 今の 幸 幅 は 忌 はし い 復譬 によ つ 

て購 はれた の です。 ですから 妾 は その 幸福が 又復 響に よ 

つ て 覆される 事が 怖ろ し い の です。 

呂 蛇 ふむ。 それ は 誰 だ つ て 人の 舌 を 喷み切 つ て 迄 腹癒せ 

をし 祓いた 擧 句なら どんな 悟った やうな 理窟で も 云へ る 

氣 持になる でせ う。 だけどお 前 は 妾の やうに 此 女から 執 

勁く 酷 どい 目に 遭 はされ はしなかった の だ。 父親の 首 を 

られ て も 子供の 首 を 斬られ はしな かった の だ。 夫に 死 

ぬよりも 酷い 赤恥 を ^ \ せられ はしな か つたの だ。 それ 

なの に、 それな の に 此女は 却つ て 妾 を 鬼， i 经 たと 云 ふの だ。 

此ァ マ は …： (扇子に 一、 度 姬の額 1-^ ヒ シャリ と 打つ) 

(虞姬 短 劍，^ 拔 さて に 新って か、 る。 Dcfc 病.^ か 

はして Eg 子て K.! けと め 素早く 鞭ん、 取 リズ. 腐姬か 打つ。 

S 娘 驚きて 「まあ 何 fj- なさる のて す。 お： ffi」 と 云って 

間に 入らん とする ふ リ早 く、 呂^ は 「己れ」 と 云 ひ 乍 

ら腐 姬ん、 其！ i に 突 さ 倒し 鞭^て ヒ シく虞 姬ん、 打 機 

す。 此^迄 祧 娘の 背る につか まつ て 指，^ S. へ 乍ら； a2 事 
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ん- 見て ねた 子供 は 急 ろし さの 爲め LL 泣き出し、 母 

親に かじりつく。〕 

呂妃 (打ち 乍ら) あ.. 1、 よくもお 前 は 妾の 子供 を？ た 

ね。 妾の 夫を肆 かしめ たね。 (感極ま リて 共に 泣 ふ、 乍ら) 

妾 等を牢 にぶち 込んだ ね。 よくも 永い 間 妾 等 を 踏み 騮っ 

たね。 (足蹴 Li しズ) あ. 1 狀を 見ろ。 狀を 見ろ。 天罰 は 

とうくお 前 等の 上に 来たの だ。 口 やしいだ らう。 しか 

しそれ を 来させた の は 誰 だ。 妾 等 だと 思 ふの か。 お前 等 

自身で はない か。 お前 等 自身の あら ゆろ 殘虐 と、 惡 業と、 

人で なしと がお 前 等に 報いて 來 たので はない か。 よぐ も 

此處 へやって 來た。 (桃 娘に〕 お前 は此 女を牢 にぶち 込 

むがい、。 そして あの 項 羽の 首を联 つて 此女 にた \ きつ 

けて やろ がい、 1。 いや。 妾が 韓信 にさう 云って やる。 お 

前の やうな 意氣 地な しに は 何も 出来な いの だ。 お前 は此 

女に 辱 しめられた 事 はない。 此の 女に 自分の いとし 子の 

首 を 斬られた 恨み はない。 併し 妾に は あるの だ。 此ァ マ 

奴、 今度 はお 前の 番だ。 お前が 飛び込んで 来た 籠から は 

お前 は 一 生 出る 事 は 出来ない だら う。 は \  、 、 …… 

(氣違 ひの やうに 勝ち誇った 笑，^ し 乍ら 退 湯す。 虞姬 

の 額から は 血が した、 つてね ろ。 彼女 も 亦氣違 ひの や 

う LL なリて 短劍， ^再び取 リ呂 妃ん、 迫 はんとして 倒れ 己 

れの 咽喉.^ 突かん とす。 泣き 入って ねる。) 


挑 娘 (力 ffi^Ll 其 短 劍，^ もお 、取り) あ、、 妾 はどうした 

らい \ たら 5。 ぉ妃 …… 虞 美人 樣！ 

— 幕 11 

第二 場 垓 下に 於け る 羽の 城內 夜 

廣間。 右手なる 廊下 LL は篝 火が 燃え、 费卒 が其虔 LI 立 

つてね ろ。 室内 LL は 虞姬と 腰元と 二人 居る。 

腰元 それでも 大王が 心の中で はお 妃を どんなに 赦し 度く 

思って いらっしゃ るか、 い、 え、 K はもう 赦 して ゐらっ 

しゃる 事 は 傍 眼に も 見えて をり ます。 

虞姬 そんな 事が 何に ならう。 あの方 は 妾 を赦し 度く お 思 

ひに なれば なる 程 妾 をお 苦しめになる の だ。 さう して 御 

自分 もお 苦しみになる の だ。 妾に は 其お 心 持 はよ く 分つ 

てゐ る。 妾 は あの 事 を あの方に 懺悔した 時、 妾の 言 紫が 

終り きらな い 中に 此 愚かな： W は 飛んで ゐる ものと し 

てゐ た。 そして 又 それ を 望んで ゐ たの だ。 併し あの方 は 

妾 をお 罰しになる に は 死罪で はま だお 足りに ならない の 

だ。 

*s ちゃく 

腰元 それ は 大王のお 妃に對 する 御 愛 著が 死よりも 强 いと 

云 ふ證據 一げ は 御座いますまい か。 妾に は 只今の 御 不和が 

甚 ければ 甚ぃ 丈け， 又それ丈けの§^§な御和解が後に來 

る S- を 待ち望ん でい & やうに 思 はれます。 
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皮 娘 和解。 妾 はもう そんな もの を みはしない。 只此不 

幸が $： 妾の 誇らし い から、 そして それ を 自分で 信じ 

る やうに 誰も 信じる ものと 思 ひ 込みす ぎた 處 から 來てゐ 

る 布 を 理解して けばい、 の だ。 ぁ&、 お前 は にと つ 

て 愛よりも 何よりも 强 ぃ名譽 心と 云 ふ ものが あろ 事 を 知 

らな いの だ。 Ts^^に心のgがすべてeぁるゃぅに、 男 

e- つ,？ 

は 冠の 爲 めに は 何もかも 打棄 つて 了 ふの だよ。 

腰. 儿 まあ、 ぉ妃が つてい らしった 事が お 妃の御 良 操の 

何より 明かな 證據 では 御蹈 いません か。 

^姬 昨夜 姿 は あの方から I された 1 人寢の 淋しい 寢床 

の 中で こんな 事 を 思 ひ 乍ら 一 人で 泣いた よ。 在る もの は 

何 だら う。 只 「移り 變り」 だ。 譯の 解らない 變 化の 琉れ 

だ。 そして 妾 達 は 其の 流の 中で 難船し かけて ゐる 古い 大 

きた 船な の だ。 妾 は 助け を 乞 はずに は ゐられ なくなって 

其 朽ちた 親船から 飛び降りて、 以前 妾 達に 曳 かれた 他の 

小舟へ と 泳いで 行った。 しかし 其 船 は 曰 -ff 等の 琉れ 

て 行く 邪魔に なつ て ゐる妾 達を假 りに も 助け やうと はし 

な い 。 そし て 意地 惡く 溺れ か け て ゐる妾 を 船べ り か ら突 

き 放した。 妾 は 其 Ei;:3- の めに 親船に 歸る事 も出來 ずに 

あらゆる ものから 捨てられた 時、 一 人の 舟 1+ が 死に か \ 

つ て ゐろ妾 を 切 相に 引き上げ て 親船に 屈け て吳れ た。 

然し 其 舟 子 は 妾と 一 に 親船に 乘り 込んで 其 最後の 栓を 


拔 いて 了 ふので はない か。 妾 はそんな 氣 がした の だ。 

腰元 そして 其 舟 子と 云 ふの は あの 李 左 車の 事で は 御座い 

ません か。 

虞姬 妾 は あの 匈奴のう まい 口車 を 信じ はしなかった けれ 

ど、 どうせ 死ぬ る 位なら あんな 據 はしい 敵陣の 中で 屍 を 

曝す よりもう 一眼で も あの方のお 顔 を 見て、 あの方の 傍 

で この 罪深い 妾 を 地獄へ 蹴落す あの方の おみ 足に 接吻し 

て 死に 度い と 思って、 妾 を 救 ふと 云 ふ あの 男の 馬に 乘せ 

られて あの 大雨の 中を歸 つて 來 たの だけれ ど、 あの 口先 

き 上手な 男 をお 信じな さらない やうに 妾 は あの方に 忠吿 

する 事 も 出来ない。 

腰元 こんな 時に あの 范壻が 居て くれましたら ね。 おや、 

御 覽.. おばせ。 m 一旗が 勇ましく 戾っ て參 りました。 

(此時 一 人の 士卒、 ，- うお 口/、 になって 1= んど 棒ば 

かりにな つ た 項 羽 の 軍旗.^ 捧げ 慌 しく 登場。) 

虞姬 あ、 何にも 云って ぉ吳れ でない。 お前の 云 ふ 事 は 聞 

かずに も 分って ゐ る，. - あの方 はお 果てに なった の だら う。 

士卒 いえ、 さう では 御座いません。 大王 は 傷 をおう けに 

なりました が 相 變らず 御元氣 です。 

虞姬 (や V 安心の 吐息ん， 吐 さ〕 あ X、 でもお 前 は 「然し」 

と 云 ふの だら う。 其 「然し」 を 聞き 度くな い 。 

士卒 (腰元に.) 味方 は 大敗 戰 です。 大將の 英布は 眼球 を • 
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射拔 かれて 馬から 落ち、 三 萬の 兵 はもう ffi か 七 八 千に な 

つて 了 ひました。 

膜 元 まあ、 どうして そんな 事が。 

+: 卒 李 左 車が 裏切った のです。 あんな 憎むべき 不 な 夷 

は 二 匹と はゐ ません。 彼奴の 忠義 は 皆 化けの皮だった の 

です。 今迄 彼奴 は 持久の 策 を 取つ て此 城で 守戰 をす る說 

を唱 へ てゐ ました， - と 云 ふの は それ迄 は 未だ 敵の m 意が 

不十分 だ つ たからです。 併し 今にな つ て 敵の 用意 は 十分 

整つ て 遠征の 爲め に 疲れて ゐた 兵卒の 氣カ もす つかり 恢 

復し たも のです から 急に 味方の 出 勅 を 促し たのです。 そ 

れで 味方 はまん まと 敵の 街 中に 陷 入れられ たのです。 (齒 

鳴み,. して 口惜しが ろ) 

腰元 さう 云 へ ば 今日に 限つ て あの 男が しきりに 大王に 御 

出動 をお 勸 めして をり まじた。 

虞姬 妾の 豫想は 的って ゐた。 そして あの 匈奴 は。 

士卒 その 合戰の 騒ぎの 中に 雲霞と 姿 をく らまして 了 ひま 

した。 (軍旗，^ そこに 樹 てかけ 15 リ 咬く) あ、、 いよい 

よもう 之で 味方 も 蓮の 盡 きか。 (悄然と 退 湯す) 

虞姬 鎧 を 持って 來 てお 吳れ。 

腰元 まあ。 鎧 をと 被 仰る ので 御座います か。 

(虞姬 額く。 腰元 止むな く 隣室 i リ鎧 1^ 持ち 來ろ。 虞 

姬 それ，^ 着る。) 


腰元 (手： おひ 乍ら〕 妾 は どんな 事が ありましても 決して 

ぉ妃 のお 傍 は 離れません" 

虞姬 馬鹿な。 お前 は 妾が 鎧 を 着る 時 迄 は 妾に 仕へ てよ く 

盡 すがい、。 けれども 妾が 鎧 を 着る が來 たら 其 時 は S 

から 離れなければ いけない と 云 つ た 前の 約束 を 忘れた の 

力 

腰元 あ、、 そんな 情けない 事 を. - 

虞姬 その 時は來 たの だ。 お前 は 未だ 若い。 お前 は 幸福に 

なれる し、 又なら なければ いけない。 妾 はお 前の 盡 して 

くれた 永 の 恩に 心からお 禮を云 ふよ。 永い事 妾の 傍に ゐ 

たお 前 は 世間の 者 の 養む 幸福が ど んな に 果敢な いもの か 

を 眠の あたり 見知 つ たらう。 併し 幸福と 云 ふ もの は 無い 

もの ぢ やない の だ。 幸福で お居で。 之が 妾のお 前に 送る 

最後の 云 ひつ けだ 。 そし て 時々 は 妾 達の 事 も 思 ひ 出し て 、 

妾 達の 死 をお 前の 生の 龜鑑 にす るが い. -。 

腰元 (泣告 乍ら〕 でもお 紀は 幹の 幸福 許り をお 知りに な 

つて 蔦に 生れ た 者 の 幸福が 何處 にある か を 御存じ ない の 

です。 妾を：！^丄靦にし度ぃ とぉ思召すならどぅか生きてゐ 

て 下さい まし。 いつお 一 も。 

虞姬 そ れは よし 大王が おかくれ になら うと 妾は强 ひ て 生 

き殘 らうと 思へば 出来ない 事 はない。 敵 は 妾 を 殺し はし 

-1- ぺ 

ないだら う。 そして 誰も 表面で は 體 のい V 事 を 云 ひ 乍 
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ら、 ^の 中で はお If を寵姬 にと 海 ひ 合 ふだら う。 妾 は 未だ 

二十 七 だ。 體 はま だ裴 へて は ゐ ない。 しかし 牡丹の 花の 

壽 命が 短い やうに 妾 も 二十 七 年の 間に 永い 女の 一生 を 咲 

き^し た の だ 。^を 蹂み 綱り 度い もの は 鞣み躪 るが い .1 。 

しか し^^を^^.き に^で： M み 醐る事 は 出来ない。 大王と 云 

ふ 木の 高い 枝の 上での み 咲く やう に4^^れた妾は 、 其 木 を 

5^0 倒す 者 共が 士足で 姿を蹂 みに じる 時、 最早 大王 の 爲 

めに 死んで ゐ なければ ならない。 妾 は 最後の 望みで あつ 

た あ の 方のお 颜を又 見る 事が 出來 た の だ 。 そして 妾に は 

幸に 子 もない。 妾 は 此上猶 ほ 生き 存 へて あの方の 邪魔に 

なる より、 痛になる より、 恥 曙し になる より、 早く 死 

んで了 ひ 度い の だ。 

(侨卒 リ 人リ來 るレ) 

^卒 大王が ぉ歸 りに なりました。 二人の 兵が 左右から お 

體を 支へ て をり ます。 

^^姬 あの方が 支 へられて？ (立ち上ろ) あ、、 妾 はどう 

したら ぃ&だ らう。 妾は此 處にゐ よう。 そして 一 捲き の 

布で も あの方のお 傷に あて、 死に 度い。 (腰元に) お前 

は！^ いて ゐて ぉ吳 れ。 

(腰 • 兀： き 沈み 乍ら おる。 項 羽 血に 染み、 二人の 侍卒 

に摊 せられて 人り 來リ、 椅子に 寡れ かけさせられろ。」 

§ あ、 …… (ffi^ 羽の 傍に ぉづ /(\ 近ぶリ 泣き 聲 にて〕 


貴方。 

侍卒 一 竝の 者なら 一 遍で參 つ て 了ん やうな 箭傷 をい くつ 

となく お受けに なりました。 あの 名馬の 烏 雖もー 一三 ：1 脚 

を 射られ て 躓き まし たが、 そんな 事が あれば ある 程 大王 

は 人間業と も 思 へ ない 程の 豪勇 をお 現 はしに なり ま し 

た。 

侍卒ニ 全で 何 萬と 云 ふ 羊の 群が 一 匹の 獅子に 向 ふやう に 

大王が 唯 一 人で 突き進んで 入らつ しゃる と 只 それ を 遠く 

から 見た 丈け で 敵^ は 蜘蛛の 子 を 散らす やうに 逃げて 了 

ひます。 そ の 癖 逃げ て 行って は 遠くから ワイ く 生意氣 

な 事 をぬ かすの です。 とうく 仕舞に あの 鐘 離昧の 放つ 

た 矢が 烏雖の 前足 を射拔 いたの で 大王 は 馬 諸共に ぉ轉び 

に なり 腦を ひ どく お打ちに なり ましたが、 大王 は 直ぐ 跳 

ね 起きて 鐘 離昧の 方 をお 睨み つ けにな り まし た。 すると 

あの 意氣 地な しの 賣國奴 は それ 丈け で 馬から ころげ 落 

ち、 其 儘 _專 崩の やうに 押し寄せ てゐた 自分の 兵卒 共の 足 

の 下に 踏み潰ぶ されて 了 ひました) 

さが 

虞姬 妾が 御 看護 をす る。 お前 等 は 返る がい、。 

(侍卒 等 去ろ" 虞姬 項. 羽の 腕， 小 まく リズ 傷口， 屮洗 ひ、 

繃！ W する。) 

項 羽 (我に 返へ： 水 然と 前，^ 見て) 小籟な •：： 。天 は氣 

が 狂った のか。 で なけ れば俺 は 又 夢を兒 てゐ るの か。 
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00 え、、 貴方 は 夢を見て ゐ らっしゃ るので すわ。 

(項 羽。 始めて 虞姬. ^見ろ、 虞姬 哀願 マろ やうな 眼つ 

きに て 項 羽と 眼ん-見 交す。 項^ 突然 荒々 しく 彼女が 繃 

帶 しつ 、わろ 傷の 腕- 〔引きた ぐろ。) 

處姬 あ、 貴方 …… (のめろ やうに 項 羽の 膝へ 泣き伏す) 

項 羽 (それん. - 汚物の やうに 拂 ひのけて 無理に 起たん とし 

て 起つ 事.. ず、 义 椅子に 倒れ 凭ろ。 苦し 相に 怒鳴ろ) 

誰か 居. b ぬの か。 

(先刻の 腰元 出ろ。) 

項 羽 (其 腰元に) 傷 を 捲いて くれ。 

(腐 姬。 泣きく づれ ろ。 腰元 は ほす 處， か 知らず うろう 

ろして ねろ。) 

項 羽 (叱リ つけろ やうに) 捲け と 云 ふに！ 

元 (はら，/ \ して〕 でもお 妃が …： 

項 羽 ぉ妃 がどうし たと 云 ふの だ。 汚辱の 墓場から Ig^ つて 

來 たと 云 ふの か。 俺に は妃 はない 害 だ" 

腰元 (思 はず 掌，^ 合 はす) お、 祌樣 …… 。 

項 羽 女 は 男の 傷 を 癒す 爲 めに ゐる。 其方が 女たら 早く 捲 

け。 だが 俺の 體を賫 女の手に ふれさせて はならぬ ぞ！ 

腰元 …… それ は …： それ は餘 りなお 言葉です。 いくら 大 

王のお 仰せで も 妾に は出來 ません。 

處姬 (泣 さつ、) 妾 はもう お 腕のお 傷 を 捲いて 了 ひまし 


た。 それが 惡 かったら 早く 妾 をお 手打ちに なさって 下さ 

項 羽 (横.^ 向きて) 貴樣 がそん なに 死に 飢 ゑろ 處を兒 る 

と 、 貴様の 罪に 對 する 俺の 疑 ひは猶 ほ更ら 班 口 を 鹿げ る 

ばかり だ。 

虞姬 妾 は 貴方のお 手に か \ つてもう 一度 死に 度い 爲に墓 

場から 輕っ て 来た 亡靈 です。 貴方はさぅして妾の血がl^;- 

い 罪の 血で あるか、 潔白な 赤 い 血で あるか を 御 ®^ になる 

でせ う。 さあ C  (首, さしのべろ) 

項 羽 恐らく 俺 は 赤い 血 を 見る， たらう。 そして 赤と は 馬鹿 

と 云 ふ 色 だ。 (赤 は漢の 色な リ。 旁 白) かう して 此 白い 細 

首 を 見る と 昔 劍の脊 中で それ をた 、 い てお どし て や つ た 

頃の 事が 思 ひ 浮ぶ わ。 

腰元 - 祌樣。 ど 5 ぞぉ 二人の 仲 を 元にお 房し 下さい まし。 

(かく 云 ひて いきなり 懐 劍，^ 己が胸に突告刺して俯^！き 

に 倒ろ) 

虞姬 (腰元に 抱きつく) あ > お前 は …… 妾 も 死に 度い。 

貴方、 妾 はどうして 死ねば い、 か、 早く 命じて 下さい。 

項 羽 俺 は 亡 靈の事 は 知らぬ。 

虞姬 まあ …… 。 貴方 は 妾 を 殺す よりも もっと 酷く 罰する 

爲 に 生殺し にして 生かして お k きになつ て も 未だ お 足り 

にならない のです か。 貴方の なさり 方 は あんまりです。 
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n ざます。 (泣く〕 

^は 樣に 牛： きて ゐ ろと 云った 事 はない。 貴樣 から 

死の 武器 を つた 资ぇ はない。 

膝- 兀 あ、 资 方が 亡びる のは當 り 前です。 天よ。 早く 此頭 

た 鬼 をお 亡ぼし 下さい。 (息 絲ゅ) 

羽 (怒って) 何。 もう  一 §.ム つ て 見ろ。 俺 を 亡ぼし て 

れ だと。 あは &、。 简堪な 地獄の 牝犬め。 俺が 貴樣等 

の E を 宵さなかった 事で も あるか。 俺 は宥し 過ぎた。 信 

じ 過ぎた。 そして 奴等 は 其 に 報いる に 俺 を 欺き、 喷み 

つ く^を 以てする ぢ やない か。 丁度 俺が 或る 女の 頭に 皇 

の 冠 を 載せ て やる と 其 女 は 其 代りに …… (とま ひかけ 

たゅ何^^ともなく悲し告樂のぉ2^、、ゅー べつ。 俺 はもう 

口 を 利く の も 可 K になった。 

皮姬 (旁， s) あ、 此の方の 額に もお 苦しみの 膏汗 がに じ 

み 出て ゐる。 

C4! い 沈 樂の昔 次第に はっき リ閗： ゆ。〕 

羽 何 だ。 あの 謁は何 だ。 

m あれ は楚の 歌です わ。 遠い 故鄉の 歌です わ。 

^ どうして 今頃 あんな p が^こえ るの だ。 誰が 謠 つて 

ゐ るの だ。 

皮 娘 (窓際 LL 行き 外.^ 见ろ) 1： 邊は寢 沈った やうに ひつ 

そり として ゐ ます。 聖女 山の 方 か ら響 いて 來 るの です。 


項 羽 あの 謠を 止めさせろ。 あの 哀れな 謠 を！ 

廣姬 (戸口の 處 1： 行 さ 其 ゆ：！.^ 見廻す〕 誰も ゐ ません わ。 

項 羽 誰も ゐ ない。 番卒 はどうした。 

虞姬 (廊下の 方， か 見て) 番 f ゐ ません わ。 

項 羽 皆 逃げて 了った のか。 

(虞 姬。 項 羽の 傍に 茛リ來 て 其 手^取ろ。 二人、 自づ 

と 淋し 氣に 額，^ 見合 はす。 間。) 

項 羽 お前 は 鐘 を 藩て ゐ るな。 

處姬 え \ 。何時 迄 も 貴方のお 伴 をし 度い 爲 めに。 (項 羽の 

手.^ 眺めて) 贵方は 隨分御 怪我 をなさい ましたの ね。 

項 羽 俺の 體は傷 だらけ だ- 

虞姬 そして それ を 皆 妾が 繃帶 して 上げました わね。 此處 

にも、 此處 にも。 そして 妾 は それ を 皆 一 つ 一 っ覺 えて ゐ 

ます わ。 どのお 傷 は 何時、 何 處の戰 でお 受けに なった お 

怪我 か。 

項 羽 古 い 傷痕に は 美し い 思 ひ 出が 伴 ふ も の だのう。 

度； §  一  古いの は 丁度もう 十 年になります わね。 

項 羽 あ k 十 年。 十 年 は 一夜 だ。 しかし 夢 は 煙で はない。 

俺は絕 えす つ て 打ち勝つ て 来たの だ。 (悲し 咅樂の 音 

一層 明かに 問、、 ゆ) あ、、 しかし あの 可 厭な謠 を 開く と 

…… 。 酒 を 吳れ。 

虞姬 (旁 白) まあ 珍ら しい 事。 〔項 羽に 酒.^ 注ぐ〕 
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項 羽 お 前 も 飲め 。 俺達 は 一 一 人き り だ 。 

裏 (115 ん. 飮み 乍ら ひそかに 泣く」 

項 羽 泣いて ゐる のか。 

S 貴方が 又 「妾 達」 と 被 仰って 下さった のが 餘り 嬉し 

かった からです。 妾の 喜び であの 哀れ つぼい 歌 を 消し て 

やります わ。 (自分の 展， やかく す爲 めに 舞ん、 舞 ふ) 

c 項 羽、 酒ん. 飲み 乍ら それ-^ 見て 一お ぐむ。 まざら 

さう として 又飮； J。) 

項 羽 止めろ。 何と 云 ふ 情けない 舞 ひ 方 だ。 そんな 葬 ひの 

やうな 舞 を 見 てゐる と 氣分は 變る所 か 却 つ て 滅入る 許り 

だ。 お前 は. S 望して ゐ るな。 

虞姬 何に 妾が 絕望 する のです。 

項 羽 知れた 事 だ。 俺達の ii! 命に だ。 

虞姬 妾の 希望 は 唯 貴方に か、 つて ゐ ます。 貴方が 絕望な 

さらない 間 ど-つして 妾が 環す る 事が ありませ う。 

項 羽 (低く) 處が俺 も 始めて 絕 望と 云 ふ 事 を 知つ た の 

だ。 

廣姬 え？ 貴方 は 何と 被 仰った のです。 

モらぐ 

項 羽 { 仝 々しく 驚いて 見せるな。 天命と 云 ふ もの も 在る 事 

が あるの だ。 人間 は それ を强 ひる 事 は 出来ない。 

虞姬 あ、、 それが 貴方の 御言 一 架で せう か。 

項 羽 俺の S: に 詩が 湧いた。 墨と 筆 を 持って 來ぃ U 


(虞 姬、 それ，^ 持って行く。 項 羽、 c 壁に 下の 詩.^ 書 

く。) 

(「.p 拔ぃ 山兮氣 蓊レ 世、 時不 レ利兮 雖不レ 逝、 雕不 レ逝兮 

fs レ 奈何、 虞兮 虞兮奈 i 若 何、」 かく 書 キ畢リ て それ， „5 ^朗 

虞姬 (嘆息して) 妾に も 詩が 出来ました。 (項 羽の 詩と 

拉 ベて 書く) 

(「一 1 兵 已略レ 地、 四方 楚 歌聲、 …； 」) 

虞姬 (此處 迄 害き て 筆ん-止め) あ、、 妾に は此 先き が 出 

来ません。 

項 羽 ふむ。 お前が 何 を 書かう としたか 俺に は 解つ て ゐるリ 

恐 ら く お ！ g は 其 先き を こんな 風に やらう としたの だ。 『大 

王 意 氣盡- 賤妾 何、 ノ 聊レ 生、』 とで も。 さう 書け。 俺達 は 

もう 互に 嘘を吐いて ゐる 時で はない。 

虞姬 貴方、 妾が 此 疾うに 死んで ゐる體 で 未だ 自分の 生；^ 

の 事なん ぞ考 へ て ゐるも のと 思って いらっしゃる のです 

かつ 又 妾 達 はそんな に 弱い、 不幸な 者で せう か。 妾 達 は 

こんな 一 古しい 悲境の 裡で賤 しい 敵 共の 知らない 高い 幸福 

や 誇り を 感じ て はゐな い で せう か 。 妾 は 共 氣持を 詩に す 

る 事が 出来ません。 妾 は 今 踊る 事 も、 歌 ふ 事 も出來 ない 

程 8:5 な 寂し さ を 感じ て ゐ ます。 併し 妾の €： には靜 かな 

明るい く悅 びが 漲つ てゐ ます。 それ は 生死 以上の もの 
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ネ 3 項： H 頃 

楚 13 1^  m し 


の I おがします。 (次第に 感情 一 まる) ぁ气 妾 は 貴方の 

お 傍に かう し て ゐる 無言な a, 間の 中に 本當に 嬉し い 祝福 

の 一生 を经 りました U 妾の 一生 は 唯 三つの 言葉で 云ひ盡 

せます. - 悅 びと、 感認 と、 誇りと- 妾 はもう 妾で はあり 

ません。 何時 迄も贵 方に よって 咲かされ、 贵 方の 爲 めに 

咲き 句 ひ、 咲き ほこる 悅 びの 花です。 妾の 此悅び は 夭 地 

に 漲つ て 死 を も 懐に 抱き込んで 了 ひます。 たと へ 妾 達の 

體は くづれ やう とも 妾 達 の 生涯 感じ 通し て來た 幸福 と 誇 

りと は 永 入に 太 El の やうに 輝きます わ。 たと へ 妾 達 は 別 

別の 場所で 崩 じ やうと も 妾の 屍 を 吸 ひ 込む 處の 地面から 

は悅び S 花が 咲 い て 貴方の 魂 を 其處に 招く でせ う。 ( ヒ 

ス テリ カルに) ぁ\ 妾 は 何故 こんなに 嬉し いのでせ 

う。 妾 を 抱 い て 下さ い 。 馬鹿者 の 罪 を 許す. 帝王 の 寛大な 

懐に！ 

(m 羽， 4« 姬，^ 抱く。 莊 重な 沈 默。) 

(桓楚 一人 登 揚。) 

桓楚 (^. ^して、 愤慨し 乍ら) 實 に^はしい 事が 起り ま 

どうした" 

大王 は あの をお 問き に はなり ませんで した か。 

それが どうした。 

檢 ベました 所、 あれ は 張 の 策略で あつたので 御 1^ 


います。 誰し も あの 笙の 昔に つれて 故 鄉の歌 を 聽く者 は 

自分の 運命 を考 へ る やうな 氣 持に 誘 はれます。 希望の あ 

る もの は 希望 を 感じ、 悲境に ゐる者 は 益 々 悲觀の 淵に 沈 

みます。 そして 人 は 死を考 へ、 我 身の 有 樣を考 へ、 愛す 

る 者の 身の 上を考 へ ます。 あの 歌 を 聞いて 味方に 殘っ て 

ゐた八 千の 將士 は悉か り 鍵ぎ 込 んで了 ひ、 そして 大多數 

の 者 は 互に 何の 相談 をす るで もな く、 銘々 一人々々 に陣 

を 拔け出 て 散って 了った の で 御座 います。 

項 羽 何、 散って 了った。 

桓楚 私 は それ を 知 つ て 直ちに 嚴望な 警戒線 を 張り まし 

た。 そして 一人で も 逃げて 行く もの を 見附 b 次第 联り抑 

へ て嚴 しい 處 分に 當 てる やうに 命じました。 所が 其の 警 

戒の 任に 當る者 自身 が^げ て 行く の で どうす る 一 」 とも 出 

來な い やうな 次第で 御座い ます。 最早 後に 殘っ て 居る 者 

は、 僅か 一 千餘 りに 足りません。 

虞姬 ag,u〕 あ、、 僅か 一千。 そして 敵 は 五十 萬。 妾 達 

は 十靈ー 一十 重に 取り 圍 まれて ゐる。 そして 敵 はもう 聲の 

屆く處 迄 来て 了った の だ。 

桓楚 實に 今にな つ て 未だ 斯樣な 卑怯な 手く だ を •  弄し て 味 

方 を 嬲り 殺し にす る と 云 ふ 板 性 は 七 度 生き" 返 つ て輕 蔑し 

て も. 軽蔑し 足り ませ ん。 下劣な 奴の 下劣 さは-まり 知れ ま 

せん。 
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項 (激怒して) 行け！ 俺 はもう 贵樣の そんな 言葉 を 

聞いて 居 度くない。 

(桓楚 去ろ。) 

0 貴方、 妾に 劍を 貸して 下さい。 妾 だって 貴方の 妻で 

す。 意氣 地の ない 漢の 兵卒なら 五 人 や 六 人 は 殺せる でせ 

う。 妾 は 貴方と 一緒に 打って出て、 最後 迄 潔く 戰ふ el め 

に 此鎧を 着 まし た。 そし て 妾 も 女な が ら 項 王 の 妃だ と 云 

ふ 事 を 示して やります わ。 あの 劍を 下さいな。 

項 羽 (• ちっと 虞姬の 額，^ 見〕 遣らう。 あれ は 俺が 五つの 

時に 死に別れた 母親から 授か つ た賓劍 だ。 あれ を 以て 俺 

は 最初 股 通の 首 を 刎ね 落した。 次に はお 前の 戀 人の 王 陵 

を 屠った。 それから 後 は …… 地獄の 役 吏が m やん て ゐるだ 

らう。 

虞姬 (壁 i リー つの 劍.^ e はづし 取り、 モれ. ^拔 さて 見て.^ 

のの く) まあ、 此 ^25 の 減って ゐる 事！ 贵方 がお 遣 ひに 

なる には輕 過ぎる 程 減つ てゐ ます わ。 併し 妾が 遣 ふに は 

丁度い \ で せう。 さあ 貴方。 此處に 接吻 をして 下さいな。 

昔 か ら 妻に 劍を 授け る 時には それに 口 づ け をす る 事に な 

つ てゐ ます。 

(項 羽、 脊ん、 劍の 端に 當 て.；， la 似.^ する じ 

虞姬 有り難う！ 妾の 願 は 叶 ひました。 貴方、 妾 はお 先 

きに 行つ て 待って をり ます。 (S ら 喉.^ 突告 刺して 倒ろ) 


項 羽 (起ち 上りて 彼女.^ 见 下ろす〕 

虞姬 貴方。 今 こそ、 貴方 を 欺いた の をお 許し？" さい。 (o- 

紹ゅ〕  > 

項 羽 (頭 髮.^ かき 採り、 お 姬の死 LL 行く 魂.^ び Ic^ さう と 

すろ やうに 强く云 ふ) …… それ は 俺の 云 ふ 事 だ" 欺かれ 

たの は M ではない、 お前 だ。 俺 はお 前に 瞞 まされた やう 

な ふり をし てお 前に 離別の 劍を投 け て やつ た。 俺 はお 前 

の 大罪 をお 前 自らの 手に よ つ て 罰しなければ ならな か つ 

たから だし 今 こそ 俺 もお 前の 罪を宥 してやる。 俺の 云つ 

た 事 は皆噓 だ。 絕 望した と 云 ふの も 嘘 だ。 あの 詩も^ 

だ。 天命が あると 云 ふの も 嘘 だ。 そんな ものが ある もの 

か。 ある もの は 只 自力た。 奮 II だ。 捷利 だ。 あの 諧謔の 

詩よ、 此城 と共に 燒け 失せろ。 俺 は 之から 一 人で 故郷の 

江 鬼へ 逃れて 行く。 彼 處には 未だ 俺 を つて、 俺の 1^ め 

に 命 を 驟っ壯 士が數 知れず ゐる の だ 。 其 兵 を 率 ゐて俺 は 

再び 一 年の 中に あの！ I？ 長して ゐる 成り 上り 者 をた たきみ 

ぢ いて 吳れ る。 一 一十 四の 歲に兵 を S かげて 以來戰 ふ 事：， C 戰 

未だ C せて 負けた 事の なかった 俺 は 今 始めて 一 時の 怪我 敗 

けに 遭った。 俺 は 今迄 勝ち 續 ける 事に よって 力 を^へ て 

来た やうに * 今度 は此 一 時の 怪我 敗け によって 俺が 更に 

どの位 强 くなる か を 示して やらう。 腕が 一 本で も殘っ て 

ゐる 限り 项 羽に は 大軍は 要らない の だ。 


邦^と 2n 項 
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も  一 

CW. ひ 悲し さ 樂の音 S こ， 3^ 采 然として、 ふと 後ろ ( 

报リ返 ヘリ、 血み ど ろ になれ る 廣姬の 屍 s.^ 見る。) 一 

羽 あ、 …… しかしお 前 は 死んだ な。 俺 を 一 人 置き去り - 

にして 逝って 了った の だな。 それ は本當 か。 お前が 死ん 

だの は 又 IS かで はない のか。 夢であって 吳れ よ。 (彼女の 屍 一 

體.^ ゆすろ) ぉ气 お前の あの 可愛い、 美しい 生命 はも 

-「31 つ ては來 ない のか。 あ、。 何 だってお 前 は がどう 

しても 1^ しなければ ならない やうな あんな-取り返 へしの 

つかぬ 馬鹿な Z 非. を 犯して 吳れ たの だ。 ぁ&、  ^は そのた 

めに どんなに 苦しまされ たか。 併し E. 取う 俺 は此樣 にお 前 

を 宵して ゐ るの だ" 牛； き 返って 吳れ よ。 おお、 わが 生活： 

の 美しい 泉よ。 もう 一遍 生き返って あの 甘へ る やうな 微ー 

笑み を兒 せて 吳 れ。 「贵 方」 と 云って 吳れ。 春の 若草の や 

うな 柔ぃ 手で 偽 口に 布 を 捲いて 吳れ。 抱きす がって あの 

執拗い 接吻 をね だ つ て 吳れ。 お、 その 可憐な 生命 は何處 

へ 行った の だ！  一 

(、g 勢の 歡 呼ん、 舉げて 押し寄せる asK ひ^の やうに 聞 ， 

： ゆ。) 

項 羽 C 立ち上りて 窓の 方に 行き 齒 ざし リ して それ.，^ 睨み 

つけ) r しれ、 命知らずの 夏の 蟲共 奴。 もう 俺 を 滅ぼした 一 

になって 笑 ひ 居るな。 痴 けた 慌て者 奴。 項 羽の 首が 項. 

羽の 體 にくつ 附 いて ゐる間 かりそめにも 笑 ふ 事 を 怖れお 


れ！ 俺が 亡びる ものと 思 ふの か。 又此 m の 貴い 屍を此 

i 樣 等の 尾籠な 眼に 洒ら させる と 思 ふの か。 (刀， ^ぬい 

て燦 臺ん- 離ぶ、 倒す。 その 火、 壁に うつろ" 虔姬， ^兄て) 

お， - 併し 俺 はたと へ 萬國を 征服して 全世界の 民 を わが 足 

下に ひ れ伏 させよう とも 俺に はも- っ捷利 の 糖び はない の 

だ。 お、 お前 は 俺 を 一 人 此荒凉 たる 世に 殘 して 俺の あら 

ゆる 希望と、 力と、 生活と、 太陽と を 墓 迄 持って行って 

了った の だな。 ぁ& もう 俺に 何の 生き甲斐が あらう。 人 

生が あらう。 わが 妃ょ。 わが 月よ。 ぉ气 ぉ气 お、！ 

(號哭 す) 

(火烟 ひるが ろ。) 

幕 11 


ナ  一一 一一 a 

烏 江の ほとり 

正面 は 湾 ま； しる 火 河の 背景。 大風に 河？^ の 蘆 そ ざ 居 一 

張 良 x、. つ だね。 笙を 吹かせた 僕の 策略 はう まく 行ったら- 

WS  〔& I 際 あんな 事が あれ 程 奋效を 奏する と は 全く 思 ひが 一 

けませんでした。 流石 は贵 方の 智慧です。  一 
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0M なに、 時機 さ へ 誤たなければ 蓮 命 一 つ を與 こすも 倒 

す も 急 處に指 一 本當 てれば 何う にで もなる の さ。 い や、 

萬 事う まく 行く 時 は 不思議に うまく 行く も の だ。 韓信だ 

つて あの 李. W 車が まさか あれ 程に 成功し やうと は 思 ひが 

けなかった に 相 ない。 

曹參 李 左 車と 云へば 彼奴 も風變 りな 男です。 虞 美人が 自 

害 をした と 云 ふ 事 を 聞く と 何 を 思った のか 急に 劍ゃ 具足 

を 投げ捨て 、 「あ k 俺 もこれ i せ 惡ぃ事 を すれば もう 擇山 

だ。 之から は 罪 亡ぼしに 俺 は 道士になる」 と 云って 百姓 

の なり をして 北の 方 へ 姿 を か くし て 了つ たさう です よ。 

0M. 大方 あの 女の 伴 を 逃げ出させる 饞 にして 項 羽の 城 へ 

伴 をして 行く 間に あの 女に 參 つたの だら う。 は、。 だが 

彼奴 はもう 立派に 役割り を果 したんだ。 之で 一 段落つ い 

た 後で は 大將に 取り立て 、やらう と 思って ゐ たが、 さう 

云ふ譯 なら 道士 に でも 儒者に でも 錄手 になる が い k さ。 

何しろ. ゾ- らい 虱 だ。 

曹參 本當 にあの 墨を琉 したやうな 雲の 走つ て 行く 工合と 

云 つ たら 凄 いやう で すね 。 平和 の 前 4^ で せう。 

部下の * 一  私達 は此 處に隱 れてゐ たら 宜しい のです か。 

張 莨 左 機 さ。 何處 でもい、。 其邊の 蘆の 中に 隱れ てゐる 

がい &。 そして 俺が 合圆 をしたら 打つ て 出る の だ。 

都下の 者 二 そし て あの 靑鬼を 生 摘に しなければ ならない 


のです か。 

0M は、。 項 羽と 云 ふとお 前 等 は 顔色 を變 へ て ビク く 

して ゐ るな。 何。 もう そんなに 怖がる 事 はない。 奴が あ 

の续下 を拔け 出てから もう 三日になる。 其？ I に 奴 は殆ん 

ど 食 ふ 事 も 眠る 事 も出來 ずに 戰ひ づ め でゐる の だ。 いく 

ら項羽 だってもう 此處 迄來る 時分に は 疲れ て k 劍を揮 

ふ 力 もない に 相違ない。 

(右手より 使者 登 揚。) 

張 一良 どう だ。 奴は此 道に 來 るか。 

使者 來 ます。 もうあの 河 を 渡りました。 

しめた。 それでい よく 奴 や 袋の 中の まにして やる 

の だ。 

曹參 怖ろ しい 鼠 もあった もの だ。 部下に は どの位 ゐ るの 

だね。 

使者 一 昨晩 奴が 自分の 城に.. K を 放つ てお メ下を 出た 時には 

未だ 八 百騎位 はゐた 相です。 それが 昨 B は 半分に 減り、 

今日 あの 長 い 戴 を拔け て 河べ り に來た 時にはもう 俺 か 一 一 

十騎 許り に な つて ゐ ました。 

曹 g 一 一十 騎 では いくら 項 羽で ももう 見極め をつ ける より 

外 はないだ らう。 

使 * 處が奴 は 味方が ？！^ ね て 用意し ておいた 一 艘の 渡し船 

に乘 つて 河 を 渡る ともう す つ かり それ で 落ち の びる 事が 
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出來 たも の と 思 つ て 大喜び に 喜び 、 其 渡し の 船ー喷 にかう 

云った 相です。 「お前 は^ 羽の 難 を 助けた の だ。 それで 俺 

はお 前の 一 族が 永久の 榮譽 に與る やうに 一 年後に はお 前 

にき 招の 太守の 地位 を 授けて やる 亊を誓 ふ ぞ。」 とかう 云 

つ て 其 誓 ひ の 2 に 例の 烏 雖を其 船， 战 に吳れ て や つた 相で 

張 K は、、 <ls 稽の 太守の 死に 始ま つ た 奴の 運命が 圆 らず 

も ：！： 役の 者に 仇 を 奴ら れる と 云 ふ譯 だな。 

使者 流.，？ にあの 名馬 と 別れ る 時 は 奴 も ぐんで ゐた と 其 

船 頭が 云って ゐ ましたよ。 

n0  (張 HLi) とにかく江東へ行く^-は此^^ 一  本しかな 

い の だから 奴が 逃げて 來れば どうし て，、" 此 fe へ 來 なけれ 

ばな りません。 後ろから は 漢王 と韓 信と が 四十 萬の 大兵 

を 合せ て 追 ひ つ め て來 る。 其處で 此方に は贵 方と 私と が 

待ち伏せして 21^ 後のと め を さし て S. 天れ るの です。 到る 

處に 斥候が 出て ゐ ます。 之で 仕 損 ひが あつ たら それ 丈け 

で. 大 下を项 羽に 戻し て や つ て も 然るべ きです ね。 

S は \  、 奴 は 未だ 前途 を：？ >, み て 江お へ 行きつ い たら、 

江 鬼へ 行き さへ したら、 と 思って ゐ るの だ。 だが もう そ 

ろく 奴が 慘 めな 姿に なって 来る 時分 だ。 皆々、 用意 は 

い \ たらうな。 

It 下 一 (ぉづ /-、) 何時でも。 


使者 二  (急 ざ 登場) 項 羽 はもう 其處迄 やって来ました。 

獅子奮迅と は あの 事です。 全で 雷神が 氣違 ひに なって 怒 

り it つて ゐる やうです。 

下 二  (額 色.^ 蠻 へ) や あ， - 隱れ ろ。 隱れ ろ。 (去る」 

張 K 部下 は 未だ 少し はゐ るの か。 

使 * 二 もうあの 桓楚 一 人き りです。 一 一入と も 血み どろに 

なつ てゐ ます。 針鼠のゃぅに矢をさ 、れて^^羽は倒れて 

は 起き、 倒れて は 起き 上り、 左の 手 を 吊った ま、 あの 夏 

侯 嬰 を眞ー 一 つ に 斬り 倒し て 了 ひ ました。 逆立 つ た 頭の 毛 

を 振り 亂し て 走 つ て 來る樣 子と 云 つ たら 迚も 物凄くて 人 

間と は 思へ ません。 

BM いくら 强 くても 力 は 智憲に は 叶 はない。 天命に は 叶 

はない。 皆. おじけるな！ どんな 事が あっても 此處で 

奴 の 首 を 取り 逃が して は 面が 立 たな い 。 

使者 一 一 あ 、- もう 彼處 へ や つ て 来ました。 も 5 項 羽 一 人に 

なつ てゐ ます。 (逃げ去る) 

8. 呼 笛 1^ 吹く。 鬨の？ せ. M がる。) 

mM よし、 此處迄 来たら 俺が 戰 つて やる。 なん ぼ 何でも 

あれ 程 力 を 失つ て ゐる項 羽に 打つ て か.^ る勇氣 がない と 

云 はれて は 俺 も 恥さらし だ。 

ま i いや、 貴方 一 人で は 危ない。 私が 助けます。 貴方が 

前 か ら戰 つて ゐる 間に 私が 後ろから 刺して やります。 (旁 
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B 君 一 人に 其 功名 を させて 堪る もの か。 

(二人、 劍，^ 拔 きて 右手 u- 去る。 鼓 か 鳴らす 昔、 クイ 

ワイ 一 K ふ 岡の？ 母。 劍戟の 音。 部下の 兵 大勢、 二人.^ 助 一 

けに 左手- んリ 走りて 舞蠻 ん拔 け、 右手に 行く。 やがて I 

「萬 歳！」 の 每閲、 、ゆ。) 

(張 一 rar 血 LL 染み、 右手に 項 羽の 首.^ 持ち、 左手に 劍 

ん 握りて 曹參と 共 に r おり 來 ろ。) 

(部下の 兵、 項 羽の 體 か-引きずって 來ろ。 曹 暴 それ 

楚ひ 取る。 皆、 大蠻な ivl つし い 物. ^見ろ やうに 「ドレ 

ドレ」 と 云 ひ 乍ら 押しの けつ V 怖る （-项 羽の Jin と體 

と.^ 見 Li 來 ろ。 風 厥ぐ。)  一 

部下の 者 一 とうくく たばり ましたね。 

曹黎 いや、 どうも 恐ろしい 奴 だ。 私が 横から 脇腹 をズブ 

リ とやる と 奴 は 「此首 は貴樣 等が 取った ので はない。 俺 

が 吳れて やる の だ」 と 云つ て SI 分の 手で 自分の 首 を 斬り 

落した ではありません か。 そして 私の 劍は 全で 岩 の 隙間 

に 突 込んだ 杖 の やうに ボ キ リ と 折れ て 了 ひました。 

W ゆ 下 の 者 二 さう して 未だ 暫く は 首の ない 儘で 突っ立って 

ゐ ました ぜ。 

張 H 飽く迄も 項 羽ら しい 死に 方 をした。 其點 では 奴も滿 

足 だら う。 さあ、 漢王 が此首 を御鳖 になる 迄 は丁靈 にし 

てお かなければ ならない C 


(豹の 皮衣.^ 地に 敷， 其 上に 項 羽の 屍體 .5~s はき、 ii の 

上に その 首. ^のせて おく。) 

曹參 何しろ 此 入の 頭 張り 强ぃ 執着に は 驚きます。 最後の 

一人に なって 自分の 脇 ^ に 私の 劍で と^めが 刺され、 息 

の 根が 絕ぇ ると 云 ふ 際 迄 あはよ くば 助か つ て 又)： i 命 を 

盛り返 へ さう と 云 ふ 望み を 失 はない の ですからね。 

部下の 一  本當に 大抵の 者なら 昨日の 中に も、 っ降參 して 

了 ふか、 認めて 自赛 して 了 ふかすべき 處 です。 否 それ ど 

ころ か あの 壊 下で、 虞 美人が 果てた 時に もう 自分 も 一 緒 

に wi- を 刺して 倒れる 位が 落ちです。 それ を此項 羽と 來 

たら 今此處 へ 來て 息の根が 切れる 迄 未だ 駄 HI, た と は 思 は 

なか つ たの です。 何と 云っても 流石 は 天下の 翻 王です。 

部下の 者 二 あ、、 漢 王が 御着き になった" 

( 一 EI 各々 兜ん」 脫ざ、 それ か 拔劍の 先き にて 高く 揭げ 

祝意.^表しっ、萬^^,^唱へ、 劉 邦，^ 迎ふ。 劉 邦 は？ 

W 下の 諸 將.^ 從へ赤 さ 旗 に 園 まれつ V 歡 呼 の 屮に異 ま 

しく 登 1  勿。 張 H 出迎 ふ。) 

劉 邦 (項 羽の 屍體に 近づ きつ") とうく 打ち 奴った な。 

張 一良 御 g の 通りです。 之で 永年の 爭亂も 一 先づ 一 段落が 

つき、 天下 は 漸く 暗 Si; 一 を 除く 事が 出來 ました リ 

韓信 之から は 天日 も 人 も 共に 喜んで 中 II の 民の 上に 安ら 

かな 徴笑を もらす であり ませう。 
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00  ig} ぃ顯 た。 碟 夷人の. 泣^と 一 緒に して 丁 雷に 葬る が 

よい。 5^^^入の©^=は何處にぁるのぢゃ。 

蕭何 何分 城と ；緒に灰になって了ったので遣^=と云ふも 

の は a 當り ません。 處が兹 に 不思議な 事 も あれば ある も 

ので、 あの 3^ 类 人の 燒け 死んだ 城跡に 昨日から 俄か に 見 

^れ なぃ獎 しい 草花が 咲いて ゐ ると 云 ふので す。 

劉^ 何。 燒け 跡の 灰の 上に 花が 咲く。 

蕭何 誰でも それ を 自分の^で 兄ない 中 は 嘘 だと 思 はない 

の が 龍です。 處が 現に 土地の 娘な どが もう 其 花 を 虞 美 入 

^2:十などと名付けて、てんでに替の代りに髮に揷したり、 

胸に 飾ったり して 居る のを此 服が 見た ので ござい ます。 

張 K ふむ 屹度 又 こじ つけの 好きな 迷信家の 愚民 共が 根 も 

雜 もない 偶然の 現， 象に 詩的な 因緣 をく つつけ たの かも 知 

れ ません ぜ。 

00 いや、 俺 は それ を 別に 不思議と は 思 はない。 は不 

思談 許り だ。 俺が 今迄 諸君の 力で 此危ぃ 蓮 命 を もち こた 

へ、 かう して 遂に 敵手の 首 を 打联っ て 眺める 者が 項 羽で 

ある 代りに 俺と なった と 云 ふ 事が どうして 不思議で ない 

と 云へ やう。 丁度よ い。 此5^りしぃ屍を其虞美人草とゃ 

ら の 茂みの 中に 塊め るが よい。 それが せめても の 供 f んぢ 

や。 (項 羽の 首， とつ ズ それ. 眺め) わが 友、 わが 恩人、 

おは！ 々こんな 姿に なった のか。 (其 口 に 接吻し) 祝福 


されて あれ、 英雄の 靈ょ！ 君 は 英雄ら しく 生き そして 

鶴れ た。 かう して 今 M 後に 君の 首 を 打ち取って 見る と、 

私 は 張りつ めて ゐた宿 年の 力が 一 時に 拔 ける やうな 氣が 

する。 私 は 自分の 禍を 除いた 今、 今更の やうに 私の 畢生 

の 敵で あり、 蓮 命の 競爭 者であった 君が 誰より 私の 生涯 

の缺 くべ からざる 道づれ であり、 敎訓 者であった 事を感 

じる。 君 は 私の 喜び を 知っても 其；^ しさ を 知るまい。 君 

に 次い で覺 鬼な くも 天下の 主と なる ベ き. 運命 となつ た 私 

に、 其盃を 受け る ベ き 資格 を 授け て 、れ た 者 は 君 でな く 

て 誰で あらう。 私 は 天が 私を鍛 へる 爲 めに 君 を 浸けて 吳 

れた事 を 感謝す る。 君が ゐて 常に 私 を 打ち 碎き、 私 を 鞭 

打つ 事がなかったなら 私 は 天子に ならう とも 君の 如くに 

して 果てなければ ならなかった らう。 願く は大 下が 久し 

く 待ち 焦が れてゐ た 之からの 平和の 日の 事業の 中に 私 は 

天意に 叶 ふ 天子と なり 度い。 思へば 今迄の 凡て は それの 

試練で あつたの だ。 かく て 君 の 首 を 打ち と つ た此 大爭亂 

の 終結と 共に 私 は 此血腥 い 禍の 劍を此 最後の 戰場に^|^ 

る. - 

(自ら 劍， ^取り は-つして 烏 江に 投げ込む。) 

(月、 河の 向 ふよ リ赫 奕と 輝き 昇ろ。 劉 邦、 それの 方 

に 向って 手.^ 揖 しつ.^ 祈ろ。) 

(一同、 首.^ 垂れ。 劉 邦と 共- -i 祈ろ。 月、 次第に 高く 


昇ろ。) 

. I 靜 かに 幕 IT 

(一九 一七 年 四月 ニニ 日 同年 十月 二 四日 再訂 正 了 

一九二 四 年 五月 十 1 日 第三 囘 訂正 了) 


倉 
田 
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出家 と そ の 弟子 (七 幕 十三 湯) 


極 重 惡人唯 稱佛。 我 亦お 彼 取 中。 

烦悔 障^ 雖不 大悲 無^ 常 ii 我。 

(14- 信念 佛係) 

序 曲 

死ぬ る もの 

. —— ある 曰の まぼろし — 

人間 (地上.. あ みつ， -) わし は產れ た。 そして 太陽の 

光 を 浴び、 大氣を 呼吸して 生きて ゐる。 ほんと に 私 は 生 

きて ゐる。 見よ。 ぁのぃ k色の弓なりの{r^^を。 そして わ 

しのこの 素足が しっかりと 踏みし めて ゐる黑 土 を。 生 ひ 

しげる S4、 飛び 迴る 禽獸、 さて は 女の めでた さ、 子供 

の 愛らし さ- あ、 わし は 生きたい 生きたい。 

(間) わし は 今日まで さまぐ の 悲しみ を 知って 來た" 

しかし 悲しめ ば 悲しむ だけ 此 世が 好きに なる。 ぁ& 不思 

議な 世界よ。 わし はお 前に 執着す る。 愛すべき 娑婆よ、 


わし は m 惱の 林 に 遊びた い 。千年 も 一い 2 年 も 生きて ゐた い 。 

いつまでも。 いつまでも。 

額 蔽ひぜ る 者 (わら はろ〕 お前 は 何者 ぢゃ。 

人冏 私 は 人間で ございます。 

額 蔽ひぜ ろせ では 「死ぬ る もの」 ぢ やな。 

人間 私 は 生きて ゐ ます。 私の 知って ゐ るの はこれ きりで 

す。 

額： t 敝ひ y ろ 者 お前 はまた ごまかし たな。 

人間 私の 父 は 死にました。 父の 父 も。 お k 私の 愛する 隣 

人 の 多く も 死 にました。 しかし 私が 死ぬ ると は 思 はれま 

せん。 

額蔽 ひせろ 者 お前 は 甘えて ゐ るな。 

人 問 (稍 踪躇 して 後) わたし は 恐れて はゐ ます。 もしゃ 

死ぬ ので はなから うかと。 …… あ. - あなた は 私の 心 を 見 

拔 きました な。 本 當は私 も 死ぬ の だら うと 思つ てゐ るの 

です。 私の 祖先の 智慧 ある 長老た ち も 昔から 自分 等の こ 

とをモ ー タ ルと 呼んで ゐ ますから。 

額蔽 ひせる 者 それ は 本當ぢ や。 禽獸 草木 魚介の 族と 同じ 

く 死ぬ る もの ぢゃ。 

人間 あなた は どなたで ございま すか。 その 威力 ある 言葉 

を 出す あなた は？ 

額蔽 ひせる 者 わし は 死なざる ものに 事へ る臣ぢ や。 お前 
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はわし を 知らぬ かの。 

入 間 知って ゐる やうな 氣も する のです が、  い &ぇ、 

やはり 知りません。 

1^ 蔽 ひせろ * お前 はたびく わしの 名 を 呼ぶ や うぢ や。 

殊に 此 は あまりた び/ \な ので 煩 はしい 程ぢ や。 

入 問 では f 右し や あなた は？ 畏れな がらお M 蔽ひ をと つ 

て 一 度 だけ どうぞお 顔 をお 見せく ださい ませ。 

額蔽 ひせる * わし はモ ー タルに は 顔 は せぬ のぢ や。 死 

れる ものに は。 

入 問 それ は 何故で ございます。 

船蔽 ひせる * モ ー タ ルを 1^ ろと わし は 恥し くて 死ぬ るか 

らぢ や。 

人 問 死ぬ る 者と いふ 言 蒸に は輕 蔑の 意味が 含まって ゐる 

や 、りに れク」 ます。 

瓶 蔽ひぜ る * 死ぬ の は 罪が あるから ぢゃ。 罪のない もの 

はと こしへ に きる のぢゃ 。「死ぬ る 者」 と は 「罪 ある 者」 

と； M じこと； ：- や。 

人 問 では 人 問 はお 人 だと おっしゃ るので ござ います 

力 

1^ 蔽ひ. 《 ろ * 皆 惡人ぢ や。 罪の 價は 死ぢ や。 (消 ゆ) 

人 今の は 彼れ だな。 それに 違 ひない。 ー體 あれ は 幻 だ 

らう か 5：： 在 だら うか。 わし は 初めは 無論 幻 だと 思つ てゐ 


た。 けれど 段々 さう は 思 はれ なくなり だした。 だって あ 

の 恐ろしい 破壊力 は、 あまり はっきりして ゐる もの。 寶 

在 だとして ー體 あれ は 何者 だら う。 私 は あれの 正 體が見 

たい。 それ を 知り さへ したら 恐く はない。 私 は あの 恐ろ 

しい 火と 水との 疋體を 知って から は、 彼等 自身の 法則で 

却 つ て 彼等 を 使役し て 私の 粉碼 場の 車 を ま はさせ たり 竈 

を 焚かせた りして ゐる。 わし は 彼の 法則 を 知りたい。 彼 

の 本 體を插 みたい。 でなくて はわし の 生活 はいつ も 脅か 

される から。 あれ を 知る やうに なった の は 私の 不幸 だ。 

しかし 私の 智慧の 成長で も ある。 あ k 恐ろしい 彼よ！ 

額蔽 ひせろ 者 (あら はろ) お前 はまた わし を 呼んだ な。 

人間 私 は あなたの 顏が 見たい。 

額蔽ひぜろ^!9 ゆるされぬ。 

人間 どう あっても。 

額蔽 ひせる 者 その 欲菌 はお 前の 分に 過ぎて ゐる。 お前の 

眼に 不淨の ある 限り は。 

人間 弓矢に かけても，" 

額蔽 ひせる 者 あはれ な ものよ！ 

入 間 (手 1 屮 のばし 額蔽 ひ.^ とらう とすろ) 

額 蔽ひゼ る 者 その 手に 禍ひ あれ！ (遠雷き こ ゆ) 

人間 (ひざ えづく) 

の 列 わら はろ。) 


ise 
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ぽ M ひ ぜろ者 見よ。 

人間 鳥 や 獸ゃ匍 ふ もの、 列が すぎる。 鷲 は te? を 消： ひ、 狼 

は 羊を摑 み、 蛇 は 蛙 を 咬へ てゐ る。 だが あの 列の 先頭に 

甲冑 を かぶり 弓矢 を 負うて 、 馬に のつ て 進ん でゐる の は 

人間の やう だ。 

顔蔽 ひせろ 者 彼 は 全 列 を 率 ゐてゐ る。 

人間 あれ は 征服者 だ。 

額蔽 ひせろ 者 そして 哀れな もの 、なか の 最も 哀れな もの 

だ。 

人間 あ、 馬に 拍車 を あてた 全 列 は 突進し だした。 (兇暴な 

ろ 音樂 おこる〕 まるで 嵐の や、 つに。 あんなに 急いで どこ 

に 行く の だら う。 

顔蔽 ひせろ 者 減 亡へ。 すべての 私 を 知らない もの .ut く 

ところへ。 

人間 ぉ气 

(列 通過す。 嵐の 如き 昔樂 次第にお だ やかに なり、 0 

かに 夢の 如告 調子と なろ。 新ら しき 幻 現にろ。) 

籙蔽 ひせろ 者 見よ。 

人間 若い 男と 女 だな。 男は逞 ましい 腕の 中に 女 を 抱いて 

ゐる。 そして 女 は 男の 胸に 顏を 埋めて ゐる。 玉の やうな 

肩に 黑髮 がふる へて ゐる。 甘い 歡 語に 醉 つて ゐ るの だら 


鎮蔽ひ ゼろ者 よく 見よ。 

人間 (熟視す) あ、 泣いて ゐ るの だ。 男 は 女 を はなして 

溜息 をつ いて ゐる。 淋し さうな 顔。 

親蔽 ひせろ 者 幸福の 破れる の を 知り かけて ゐる の だ 。 

人閭 あなた を 呼んで ゐ るので はありません か。 

^^蔽ひぜろ者 わしに 氣 がっき かけて ゐ るの ぢゃ。 しかし、 

わし を 呼ぶ の を 自ら さけて ゐ るの ぢゃ。 自 分 を いつはつ 

てゐ るの ぢゃ。 

人間 男 はふた. -び女 を 抱かう としました。 けれど 女は此 

度 は 突きの けました。 そして 男 を 呪うて ゐ ます。 男 は 女 

を 捕へ ました。 無理に 引っぱつ て 崖の 側に 行きました。 

::: あ  危ない。 ：•：： (叫 ぷ) ぁッ。 

額蔽 ひせる * わし を まっすぐに 見ない もの &陷る あやま 

ちぢ や。 (昔樂 やみ、 C?St が 消 ゆ) 

人間 私 は あなた をみ とめ てゐ ます。 あなた を まっすぐ 

に 見て ゐ ます。 ュめ な た の 本體を 知りたい と 願つ てゐま 

す。 

額蔽 ひせろ 者 小 猿の 知識で な。 もの &周園 を ま はる けれ 

ど 決しても の \ 中核に 入らない 知識で な。 

人間 私 は あなたの 力 を 認めます。 あなたの 破壊力 を • あ 

なた は 何のた めに、 もの を 毀す のです か。 

額蔽 ひせろ 者 それ は 毀れ ないた しかな もの を毅へ 出す た 一 
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めぢ や。 

人 問 私 は そのたし かなもの を 求めます。 私が あなた を 知 

つ て以來 あなたに 毀され ない もの を 探して ゐ ます。 

額蔽 ひせろ 者 見つかつ たかな。 

人間 まだ。 たしかな と 思った もの はみ な あなたが 毁 して 

しま ひました から。 征服 愁も 友情 も、 戀も學 問 も。 

^蔽 ひせろ せ 毀れ る もの はみ な 毀す のが わしの 役目 ぢ 

や。 (問) 

人 問 たしから しい もの を 見つけました。 今度 は 大丈夫の 

つもりです。 

額蔽 ひせる 密 何もの ぢゃ。 

Ail 子供です。 たと へ 私は衰 へて 死滅しても、 わたしの 

子 供 は 新し い 力 で^きる でせ う。 

私の 欲 5,51 を 子供の 魂の なかに 吹き こみます。 

額蔽 ひせる * お前 は まだ 知らない な " 

人 問 え。 

^^ひせる * お前の 息子 は 死んだ ぞ。 

入 問 えつ。 靑！ 1 なる) そんな ことがある もの か。 

銜蔽 ひせる * 凶報が 來 るのに 間 も あるまい。 

人 n 達 渚で 勉強して ゐ ると いふ 手紙が 來 たの は 今朝の こ 

とです。 

欲 i ^ひせろ * 午す ぎに 死んだ の だ 。 


人間 嘘 だ。 

額蔽 ひせろ 者 (沈 默) 

人間 (熟視す) あ、 あなたの 態度に はたし かさが ある。 

c^^ 的に) 駄目 だ！ 

餌蔽 ひせる 者 左樣 なら。 

人 問 (あわてる) 待って 下さい。 伴 は 病氣を かくして ゐ 

たのです ね。 あはれ な 父に 心配 させまい と 思って。 

效蔽 ひせろ 者 組で 一 番元氣 だ つ た。 

入閬 決鬪 しました か。 無禮な 侮辱 者 を 倒す ために C あれ 

は名譽 を 重んじた から。 

額蔽 ひせ，： 者 い \ や。 

人間 では どうして？ 

微蔽 ひせる 者 烟 突から 落ち た の だ 。 

人間 (失神した るが 如く 沈 默) 

額蔽 ひせる 者 一一 分 間 前 ま で 日 あたり のよ い 芝生の 上で 友 

人と たのしく 話して ゐた。 その 時 友の 一人が ふとした 思 

ひ つ きで、 たれ か烟突 にの ぼって 見せない かと 云つ た。 

お前の 子 はこれ もほんの 氣 まぐれに、 一 つ は 友達 を 笑 は 

せよ-つと いふ 人の い、 おどけた 心で、 快活に、 「やって み 

よう」 といって のぼり はじめた。 仲間 は その 早業 を ほめ 

た。 ところで、 てっぺんの ところの 足止めの 釘が 腐って 

ゐ たの だ。 
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人間 お、。 

額蔽 ひせろ 者 人 は その 日の 午後に 来た 道樂 者の 烟突 掃除 

人 をし あはせ もの だと 云って ゐた。 

人間 (1. くやう LL) 藝衛 だ。 たしかな もの は 1  攝 です。 

わたし はわた しの 涙で 顔料 を 溶し ます。 私の 霤 布の 中に 

i: ガれな いたし か な も の を 塗り - 」 みます。 

額蔽 ひせろ 卷 こ、 まで 來て はもうた しかな ともた しかに 

ない とも わし は 云 はない。 だが、 お前 はお 前の 病氣 のこ 

と を 忘れ はしまい な。 

人間 片 e- も。 あなたが 私の 健康 を 靡って しまった のが 私 

の 不幸の はじまりでした。 そして あなた を 知る はじまり 

でした。 それからと いふ もの 私が どれほど 苦しんで ゐる 

力！ 

颜蔽 ひせ ろ 者 お前の 體 がもう 一 一度 高く なれば お前 は 刷 

毛 を 捨てねば なるまい。 

人間 お \。 

颜蔽ひ ぜ ろ * それ は 起り 得ぬ 事 だら うか。 今 だってお 前 

は 毎日 熱が 出る ので はない か。 

人間 祈りです。 たしかな もの は 祈りです。 私は寢 床の な 

かで 身 一 g きも 出來 なくと も 目 を つむって 祈る ことが 出來 

額蔽 ひせろ * 一つの 打 IF がお 前の 頭の 調和 を 破れば、 お 


前 は 今まで 祈った 口で：^ お 一 もない @ 言 を 語り、 今まで 殊 

勝に 組み合せた 手で 據 らしい こと を 公衆の 前にして a せ 

るか も 知れない。 あの 動物園の 猿の やうに。 

人間 ろめ く) そんな こと はあり 得ぬ こと だ。 

額蔽 ひせる 者 あり 得る こと だ。 現にお 前た ちの 仲 11 は此 

頃 盛に 殺し 合って ゐる やう だが、 そのゃぅな^：痴が幾人 

出來 たか 知れない、 —— 

人 あなた は あまり 殘酷 だ。 

額蔽 ひせろ * お前の 愤に S 當 した どけ、 11  . 

獸等 無数の 生物の 群の おらぶ It 起る。) 

人間 ^の-^ きつ k〕 あの 聲 は？ 

效蔽 ひせる 教 お前の 殺した 生物の 呪詛 だ。 

人間 ぁ乂。 (頭.^ 抑へ ろ) 

餌蔽 ひせろ * お前 は 姦淫に よって 生れた もの だ。 それ を 

愛の 名で かくして はゐ るが。 

人閭 私の 罪を數 へたて るの はよ してく ださい。 

額蔽 ひせろ 者 限りが ないから。 —— 

人間 私 は 共 喰 ひしなくて は 生きる ことが 出來 ず、 姦淫し 

なくて は 產 むこと が 出来ぬ やうに つくられて ゐ るので 

す。 

颜蔽 ひせろ 者 それが モ ー タルの 分限な の だ。 

人間 (新へ る やうに〕 人間の 苦 If を 哀れんで 下さい。 
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^蔽 ひせる？ 一? 同情す るの はわし の 役目で はない。 

人 問 何故？ あ. -何 故で こざいます か。 

^蔽 ひぜる * 刑 だ！ (大地 六 稀 震動す) 

人 (地に 仆れ る) 

^一 M ひせる 者 (消 ゆ) 

一 i=sr  ： ^風雨の 昔。 やがて 其 音 次第に 靜 まリ、 

舞^ ほの.. H くな リ、 うす 4=  .V 、？ w 空逮 くに 见ゅ。 人間の 

姿 屍の 如く 樅；^ はれる が见 ゆ。 かすかなる JIB 樂。) 

宽 子の 群 (天に 現 はる。 敬.^ LB ふ) 

すべ ての 創ら れ たる ものに 惠 みあれ。 

死なざる もの、 めぐし 子に 幸 ひ あれ。 

m 子の 群 (消 ゆ) 

人間 (起さ 上リ 天ん、 仰ぐ) 遠い/ の 色た な。 そこ は 

かとな き 思 iEjr が、 ゎたしを^^#*.;っける。 吸 ひ 込まれる や 

うな スヰ ー トな M. がする。 此 世界が 善い ものでなくて は 

ならぬ とい ふ氣 が本當 にし だした。 たしかな ものが ある 

こと は はれ なくなり だした。 私 はたし かに 何物 かの 力 

に なだめられて ゐる。 けれど 惠 みに さだめられて ゐるゃ 

、つな がする。 それ を うけとる ことが、 すな はち 福 ひで 

ある やうに。 行かう。 (二三 歩 前に あ む) 向う の 空 ま 

で。 私の 魂が けられる まで。 

— IB  — 


B 野 左衞門 星敏。 座敷の 中央に 鱸が 切って あろ。 县押 

に 槍、 辦に錢 砲、 笠、 など 懸けて あろ。 舞蜜 の 右に 

偏って 門が あろ。 外 は 一 寸 した 廣 揚が もって 通路に 緩 

いてね ろ。 露が 深く  fe; つて 略. のと、、 ろ， たけ 低くな つて 

居ろ 0 

お 兼 (爐の 側て 着物 1^ 鏠 うて 居ろ) やっと 此處 まで 出来 

た。 後 四 五日 も すれば 出來 あがる だら う。 何しろ 早くし 

なくて はもう 直ぐお 正月が 來る。 松 若 も 來年は 十一 一にな 

るの だ。 早く 大きくな つて くれなくて は。 ほんと に 引き 

延ばした いやうな 氣 がする。 (間) それにつ けても 左衞 

門 殿の 此の頃の 氣の 荒み やう は どうした も の だら う。 段 


日 野 左衞門 (.四 十 歳) 

お  兼 その #arl 十六： 一成〕 

松  若 一ての 息。 出家して 唯圓 (十一 歳〕 

親 . «  (六十 1 歳) 

慈  圓 その^$子(六十歳) 

良  寬 その 弟子 (二十 七 歳) 
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段 ひどく なるやう だ。 國に 居た 頃 は あんな 人で は 無 かつ 一 

た の だけれ ど。 ほ ん とに 末が 案じられ てなら ない。 (外. 5- 一 

嵐の 吹告 過ざる 音が すろ) 今日 も 大層 立腹して 告助 殿の 

家に 行かれた の だけれ ど、 面倒な 事に ならなければ よい 一 

が。 (.N ち あが リ、 戸 あけて 空 1^ 見ろ) お k 寒む。 (身 

ひする) また 降って 來 るな。 (戸ん、 閉め 爐の 傍に.？ リ、 

£& で 火.^ つ. ^き 手 ん， かざす) 投若は 今日は 遲 い 事、 一 

寒い のに 早く 歸 つて 来れば よい の に。 (あたり 1$-^ 見廻 i 

し) もう 唁く なった。 (立ち あがり、 押 人から 行燈. ^出し： 

て 火，^ Si ける。 佛 境に ぉ燈 明ん、 わげ、 手ん 入口 はぜて 萍む) 

松 若 (登場。 色目の 惡ぃ 額。 膨れる やうに 着物. <J~ 着て ね 

る， 戶ん < も ける) 母樣、 只今。 (ace 鼓 a みと 草紙と vj-, 一 

投げ出し) ぉ\ 寒い、 さむい。 (手 LL 息.， か 吹. V 、かけろ) 

お 兼 お，^ ぉ歸 り。 寒かった らう。 さあお あたり。 今日は 

大變遲 かった ね。  . 

松 若 (爐 S 側 LL 行く) お 師匠 樣 のうちで 御馳走が 出た： 

の。 皆お 呼ばれし たの だよ。 それで 遲 くな つたの。 一 

お 兼 さう かえ。 それ はよ かった ね。 御行 儀よ くして いた 一 

だいた かえ。 

松 若 あ X。 わしの 淸 書が 松だった の だよ。 

お 兼 さう かえ。 それ はえら いね〕 草紙 をお 見せ。 此の 前 一 

の淸 書の 時 は 竹だった にね。 (松 若ニリ 草紙， 小 受取 リ、 擴： 


げて 見ろ) なる 程、 「朱に 交 はれば 赤くなる」 だね。 大分 

しっかりして 來 たね。 も 少し 字配り をよ くしたら おい > - 

だら う。 丹誠 し て お 稽古した お蔭 だよ。 (松 若の 頭， ヶ撫て 

る) 

松 若 吉 助さん とこの 吉 也さん は 梅だった よ。 

お 兼 あの 子 はい たづら 好きで なまける からだよ。 (閬) あ 

の 、 ちょ い と 立 つ て 御覽。 (松 若 立 つ。 も の 指して 丈，^ 測 

ろ) 三寸 五分 だね。 では あげ を 短く しなくて は。 お前の 

著 物 だよ。 よくうつる だら う。 お 正月に これ を 着て ぉ師 

匠樣の 所に 年始に 行く の だよ。 

松 若 お 正月 はいつ 來 ろの。 

S もう 十二 曰 寢 ると 來 るよ。 

松 若 お父さん は？ 

ぉ统 お父さん は吉助 殿の 所へ 行かれた。 もうお つ 付けお 

歸り だら う。 

松 若 吉 助のう ちの 吉也は 私 を いぢめ るよ。 今 曰 もお 古 

から 歸 りに、 皆して 私の 惡ロを 云って。 

お 兼 え。 惡ロ をい つて 虐める つて。 ほんと かい。 

松 若 松 若のお 父さん は 渡り者の 癖に、 百姓 を 虐めたり、 

殺生 を し たりす る惡 い 奴 だ つ て 。 

お 兼 まあ (暗 い 餌 かする) そんな 事 を 云 ふか い。 

松 若 うむ。 宅のお 父さん を いぢめ るから、 私 はお 前 をい 
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； めて やる と 云って 雰を ぶっかけ たよ。 

お 兼 惡 いこと をす る 奴が あるね。 大丈夫 だよ。 私が ぉ師 

機に 云 ひつけて やる から。 

松^ いん や。 私が 一 度お 肺 R 機に いひつ けたら、 歸り道 

にか S 計に いぢめ たよ。 (殘 念 さう LI) 道ば たの 田の 中に 

押し 落したり したよ。 

お 兼 まあ。 そんな 酷い 事 をす るかえ。 心配お しでない よ。 

私が 今に よくして あげる からね。 

松^ うむ。 (うな づく) 

お^  (戸棚から 皿に 千 柳.^ 容れて 持ち 來ろ) さあ、 これ 

をお あがり。 秋に 母さんが 干して 置いた の だよ。 私 は 一 

寸ぉー &i 所 を：！^ て來 るから ね。 (i^u から 返 場) 

(松+打^^.^„?ふ。 それから もたり.^ 見廻 はし 佛 境の 前 

LL 行 さ、 .1^. つた^ 不思議 さう に佛像 か-兄ろ。 それから 

坐って： 寸 乎，^ < "はぜ 萍 むま れん-する- - それから 卓の 

上の 本ん. * 採が し、 給 本.^ ー册 持って 爐の 傍に 來リ、 好 

奇 心ん、 感じたら しくめく つて 見る。) 

お 兼 (登場。 前掛けて 手 1 か 拭， -V 、つ- 0 おいしかった らう。 

(間) 何 を 見て ゐ るの だえ。 

§ うむ。 おいしかった よ。 (熱心に 給 本に 見入る) 

お 兼 今の 間に 少し 裁 g|I をしょう。 CM の 傍に 近く 総 ひさ 

しの 物 .^is す ，來リ 針 .5- 翻 かす) 


(兩 人し ばらく；^ 默。〕 

松 若 母さん。 これ 何の iii だえ" 

お 兼 (針 止めて) お見せ。 (視. V 、込む) それ はね、 お 

釋迦樣 とい ふ， S 樣が おなくなり なさった 續だ よ。 (針 1^ 

つ けろ) 

松 若 さう かい。 衣 を 着た 擇 山の 坊さんが 側で 泣いて ゐる 

ュ 0 

お 兼 皆な お 弟子 たちだよ。 偉い お 師匠 樣 がおか くれな さ 

れ たの だからね え。 

松 若 ふむ。 猿 だの 蛇 だの 居る ね。 鳩 も 居る よ。 皆 泣いて 

るね。 どうしたの だら うね。 

0 お 驛 迦. is^ は 慈悲 深いお 方で 畜生で も 可愛がつ てお や 

りなされ たの だよ" それで 可愛がって 吳れた 人が 死んだ 

ので 皆 泣いて ゐ るの だよ。 

松 若 ふむ。 (考 へて 居ろ) 

左： 瑜門 (登場。 體師 の裝. ^してね る。 鐵 砲.^ 擔ざ、 腰に 小 

あ，^ 二三 羽携 へて ねる) 歸 つたよ。 馬鹿に 塞い。 

お 兼 ぉ歸 りなさい。 待って 居ました。 察 一かった でせ う。 

降って ゐま すか。 (戸の 側まて 出て 迎 へる) 

左銜門 大雪 だよ。 この 分で は 道が 鎖が つてし まふ だら う。 

(雪 拂ふ) 

松 若 父樣。 ぉ歸 りなさい。 (手^^-っき頭ん屈ひ) 
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左衞門 うむ。 (頭： かなて ろ) 今 a はお 師； K 機と このお 振 

舞だった つてな。 

松 若 あい。 よく 知つ てるね。 

左 © 門 吉 助かた で 吉坊に 聞いて 來た。 

お 兼 あの 話の 首尾 はどうだった の。 (载砲.^^»に架け、獲 

物， ^かたづける〕 

左衞門 まるで 駄目 だ。 今日は 散々 な 目に 遇った。 朝から 

山 を 一 ^け！！ つ て や つ と雜 鳥が 三 羽 だら う。 それから 吉助 

の 宅に 寄った が、 あの 奴 狡い 奴で ね。 私が 强く 出る と淚 

をめ そ./^ こぼして 拜み 倒さう とする の だよ。 それで ゐ 

て 此方が 優しく 出よう も の なら、 酷い目に遇 はせ るの だ 

からね。 全く 此邊の 百姓 は 手に 合 はない よ。 (看 物^ 着換 

へ、 爐の側 LL 寄る) 

S それで どうい ふ 話に なった の。 

左衞門 正月までに 拂 はなければ 此方 は 此方の 考へ を實行 

する からさう 思 へ ときめ 付けて やった よ。 そしたら 吉助 

が眞靑 になった よ。 お袋 はすが り ついて ことわり をす る 

しね、 吉 也まで 側で 泣き出し たよ。 

お 兼 まあ 可哀相ではありません か。 も 少し 待って お遣り 

なさい な。 あの 宅で も 本當に つて ゐる のでせ うから。 

左衞門 どう だか 知れた もので はない。 私 は あの 吉 助が 心 

から 嫌 ひなの だ。 腹の 惡ぃ 癖に お 追從を 使って。 此の 春 


だ つ て そ to; らぬ 顔で 宅の 田地の 境界 を 狭めて ゐ たの だ。 

き 

お 兼 それ は吉 助も惡 いに は惡 いけれ ど、 さうな るの も餘 

ほ：. こ 

程闲 るからの ことです わ。 

左衞 s: 困る と 言へば 宅 だって 闲 つてる ではない か。 此方 

に 移って 來 てからと いふ もの、 不運つ にきで、 少しば か 

りの 貯 へで 買つ た 田地 は 大水 で 流れ る し、 松 若 は ぉ氣を 

する し、 なかく 樂な 渡世で はない よ。 優しくして れ 

ばき りが 付かない の だ。 吉助 ばかりで はない。 此邊の 百 

姓 は さう だ。 私 は S- 々自 „i になる やうな 氣 がする よ。 

世の中の 人間が 皆 嫌になる よ。 

お 兼 でも 此の お 正月 だけ は 無事に 祝 はせ てお やりなさい 

な。 餘り 手荒な 事 をし て 恨み を 結んだり し て は めが 

よくない わ。 人に 撲 かれた ので は 寢られ るが、 人 をた X 

いたので は 寢られ ない と 云 ふではありません か。 (間) ま 

あ 御飯 をお あがり 遊ばせ。 G お 口 i リ返揚 ) 

左衞門 松 若、 お前 はさつ きから 何 を 見て るの だい。 

松^ 母樣 の：！ の 本 だよ。 佛！^の卑にぁったのだ。 滞 山 S2 

が あるよ。 御殿 やお 寺の 續も あるし、 鬼が 火の車 を曳ぃ 

て ゐる續 も あるし、 それから …… 

左衞 £ は あ。 あの 「地獄 極樂 のしる ベ」 か。 

松 若 地獄 S 樂 つて 私 知って るよ。 善い こと をした もの は 

死ん で極樂 に 行く し、 惡ぃ車 をした も の は 地獄に 行く の 
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だら う。 だが あれ は 本 かい。 

お ©E: 转^^だょ。 さう つて i 〔めて あるの だよ。 (考へ 

て) 若し 本お としたら、 地： ほ. たけ ある だら うよ。 は. 1,^ 

i= 此^|に子供が川端で.ぼ山石を粮んで、 鬼が 金棒で m 

し てゐる 總 が あるが 、 J れは 何 だら うね 。 

sn  (，1"ぃ^^をマる) それ は资の 河原と；； ム つて 子供が 

死んだら 行く 所 だ。 

松^ 私 は 死んだら の 河原へ 行く のかい。 

ijd 嘘 だ。 つくり 話 だ。 (松 若の 餌，^ 免ろ) その 本 

はもう 兑 るのお 止し。 

松お 私 は 何だか 此の 本が おもしろ いよ。 

左徇門 いや それ は 子供の 見る 本で は な い。 (松 若- んリ齒 

キみ 

本ん.. 取ろ〕 お前 は 14- いから も、 「ぉ寢 みよ。 また 風 を 引く 

といけ ないから な。 

松-お まだ 睡くた いよ。 

M  (登^。 站腊の上に德利.^^せて左_^1門の前に^く) 

お さま。 饿 じかった でせ う。 さあお 食り なさい。 (德 

左衞門 (！^.^ さし 出し：^ いて Pl3f つて 飮む) お 兼。 私 もな 

酷い こ と をす る の は 元來 好な 質で はな いの だ。 小さい 時 

から 人の 喧 ih^ する の を 見ても 胸が ドキ. く した 位 だ 


よ。 だが あんな Ml にして 殿 機に 見捨てられて、 浪人に な 

つ て 此方に 渡つ て來 てから、 私 はは 11 の 人の 腹の 惡さを 

^になろ 程 知った からな。 人 はせ 「惡 いの だ。 信じた もの 

は 賢ら れる の だ。 心の 善い もの は 馬鹿な 限 を 見せられ て 、 

迚も 世渡り は 出來な いの だ。 私 は 嘲笑し た い やうな 氣が 

する の だ。 私 は 思 ふの だ。 私の 優し いのは 性格の 弱さ だ 。 

私 は それ に打克 たねば ならな い 。 酷い 事に も » へる 强ぃ 

心に ならねば ならな い 。 おは 自分 で 酷い 事に in: 分 をなら 

さう と 努めて 居る の だよ。 

お 兼 まあ。 そんな 事 をす る 人が ある ものです か" .H 分の 

心 を 誇く せう と心驟 ける か はりに 惡 くせう として 折る 

なんて。 

左衞 s: (飲み/ \ 語ろ) 私は惡 人に なって やらう と 思 ふ- 

の だ。  養 人ら し ぃ而 をして ゐる 奴の 面の 皮 を 制いで やり 

たいの だ。 皆 1: ばかりつ いて ゐゃ がる、 私 はな、 これで 

時々 考 へて 見る の だよ。 だが 死んで しま ふか、 ^^"賊にな 

るか、 この 世の 渡り 方 は 二つし か 無い と 思 ふの だ。 牛： き 

て る とすれば <d{ はわば なら ぬ 。 人 と I 步 はずに 食 ふ とすれ 

ば 乞食 をす る 外 はない。 世の中の 人間が 皆 もの 、解る 人 

間なら 乞 〈. 4 は 一 や K お 持の い . 、暮らし方 だら う。 だが 隨な 

人間から 犬 に 物 を 投げ て や る やう に し て 1 おれみ の 目で 兑 

られて 殘り物 を K つて 生きる の は 一番 辛い からな。 そし 


194 


子弟の そと 家出 


て 世の中の 人 問 は みん た その やう 1., 手 合ば か り だから 一 

な。 乞 〈15! も 出来ない とすれば、 寧ろ カづ くで 奪 ふ 方が 幾 i 

ら氣 持が よい か 知れな い C どうせ 爭 はねば ならぬ のなら、 

私は慈悲？？^さぅな顔をしたり、 また 自分 を 慈悲〕 ばい もの 

の やうに 考 へ たり、 虚偽の 面 を 被ぶ るよりも、 私 は惡者 一 

です と銘 ij: つ て 出た いの だ。 さもな くば 乞食 をす るか。 

1  一. *1ら 

それ も サポ腹 なら 死 ん で し ま ふ か だ よ " とこ ろ で 私 は まだ 

死に ともないの だ。 だか ら 强く なく て は い け た い の だ 。 

だが 私 は氣が 弱い でな。 氣を强 くす ろ敏錄 をし なくて は 

い け な いの だ。 今 日 も告助 の 宅で お 袋 に 泣か れた 時に は 

ふらく しかけた よ。 私 は 私 を 叱っても つ と氣强 くしな 

くて はならない と&を 決めて 怒 g おり 付  一 r て や つ た の だ 

よ。 惡く なり くらなら、 俺 だって 幾らでも 惡く なれる ぞ 

と 云ふ氣 がした よ。 (泗， か欽 む) 

お 兼 まあ、 あなた の やうな 一 概な考 へ 方 をな さる 人 もな 

いもので すわ。 その 樣 な 事 を 松 若の 前で 話す の は 止して 

下 さ い な。 自分の 子 にお 父さんが お前 は 泥棒に なれ と敎 

へる やうな ものではありません か。 あなた はとても 惡者 一 

になれ る抦 では 無 い の ですからね。 根が 優し い の です か 

らね。 それ は 善い 性格で はあり ませ んか。 

左衞門 いや、 私 は 自分 を蕃 い 性格と は考 へたくな いの だ ) 

善 い 人 問なら 何故 乞食 をし ない の だ。 い や 何故 死 なな い 


の だ。 皆 嘘の 皮 だよ。 私の 言 ふ 事が 解らない かい。 (は々 

興 本 W すろ) 

お 兼 あなたの 心 持 は 解ります けれどね。 

左衞門 私 は氣が 弱くて いけない の だ。 此方に 来てから 段 

段 贫乏 になった の も そ のた めだ よ 。 樣子を 知ら ぬ 武士の 

果て と 見 て 联 つ て、 損と 知れ てゐ る.；？？ 費 を つ か ませたり、 

田地 をせば つたり、 贷 した 金 は 返り はしない し" 今にい 

や い やで 乞 〈几に な ら ねばならなくな るよ。 なく 奴の 

門口 に 哀れみ を 乞うて 親子 三人 立たねば なら な く な る 

よ。 私 はお； S や 松 若が 可愛いで な。 今の 內 にしつ かりし 

なく て は 末が 知れ てお る。 何し ろ ！： めが 弱くて は 駄：： ：： だ 

よ。 (酒ん がぷく  1;^ む〕 

お 兼 (心^さう に〕 もうお 止しな さいな、 お 酒 は。 あな 

たは 段 々 氣が 荒く おなりな さる のね。 私 は 本 《5 に 心配し 

ます わ。 それに！^；所の評判も惡ぃの ですもの。今1::1もゎ。 

( し V ) 松 若から M く と 、ま 也が ■ の 子供 をけ し か 

けて 松 若 を いぢめ るので すって。 それが あなた、 お あな 

た の 荒 い 勢 か ら なの です よ 。 

左衞 £ 何 だって 私の 勢 だと 云 ふの だい。 

お 兼 松 若 のお 父さん は 設生 をし たり 百姓 を い ぢ め る 惡 い 

奴 だってい ふので すよ。 宅のお 父さん をい ぢ める から、 

お前 を 俺が いぢめ て やる と 云つ て 雪 をぶ つかけ たり、 
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ばたから押し^^^したりするさぅですょ。 

ぉ衞門 そん な^をす るかい。 惡ぃ奴 だ。 お 肺； g 樣に云 ひ 

つけて やれ。 

お^ さう すると 歸 り 道に 餘計 に酤ぃ n に <|n はせ る さう で 

すよ。 

左 ®i! (怒る) ュさ 也の 惡る 奴。 よし、 そんな 事 をす るな 

ら 俺に^ へが ある。 明 rn にも 古 助の 宅に 行つ てゥン とい 

ふ 眼に 遭 はせ て やる。 

^0 そ の やうな 手荒な 事 をした の では 却つ て 松 若の ため 

にもな りません わ。 それよりも あなたが もっと 滅を靜 め 

て；，：：： 姓な ど を勞っ て やつ て 下されば よ い の です わ。 無理 

をし ない であな た の 生れ 付き の 性質の 通りに して 下され 

ばよ い の ではありません か。 

左衞 i: それで は 兌る く 家が m れ るよ。 此方が 礙 しく 出 

れば、 ，M う も、 に應 じる とい ふやう に^の 中の 人 問 

は 出 來てゐ ない の だ。 飽くまで 優しく 出る 氣 ならさつ き 

も官 つ たやう に^な 奴の 門口 に 立つ 覺 悟で なく て は出來 

ない の だ" お前に その 覺 が あるかい。 私 は 世渡りの 巧 

みな 性 §3： に 生れて 來てゐ ない の だ。 此の 性質 を 殿へ 直さ 

なくて は 讹 渡りが 出來な いの だ。 妻子をー：^^ひ 外 の 侮- t を 

S ぐ. wl^ が出來 ない の だ。 (：3^ ん、^ 立てる〕 もっと 惡に耐 

へ る强 い 性格に ならな く て はならない の だ。 俺 はお 蔭 


で 々 惡く なれさう だよ。 昔 は 人 樣に惡 く 言 はれる と氣 

にな つ て ，；$^ も 眠られな か つ たもの だ。 今 は 惡く云 はれて 

も平if^Jょ。 いや 氣持 がい、 位 だよ。 俺も强 くな つたな 

と 思 ふ の でな。 鐵， S で 鳥ゃ獸 を， 打つ の でも 鶴 を 屠す ので 

も、 初めは 嫌で ならな か つ たが 今では 何でもなく なった： 

(酒ん. - 飲む) 

お 私 は あなたに 云 はう と 思って ゐ たのです。 後生 だか 

ら礙 はもう 止して 下さい な。 私 殺生 は 心から 娥 です のよ。 

隱 をし なくって は 食べて いけない と 云 ふの. ではなし。 

左衞門 初めは 々やった のが、 今ではお もしろ くて 止め 

られ ない の だ。 向う の 木の 枝に 鳥が ゐる。 ぁれはもぅ.3^ 

の もの だと 思 ふとお ち 誇った や、 つな 愉快な；^ がすろ。 殺 

す も 生かす も 俺の 心の ま、 だで な。 バタく 落ちて 來た 

奴 を 拾 ひ 上げて 見る と、 まだ 血が R について；？！ かいよ。 

偶に は 翼 を 打 たれて 落ちて バ タ くし てま だ 生きて ゐる 

の も あるよ。 その やうた si- に は 永く 一せ しませす に 首 をね 

ぢ つて 參ら せて やる の だ。 

お 兼 私 そんな 話 を 聞く の は もう 嫌です から 止し て 下さ 

い 。 私のお 母さん は 生きて ると？ 生き物 を 殺す の を どん 

な Is が つ たか 知れ ませ ん。 あんなに 信心 深 か つたので 

すから ね。 私な ど はお 母さんの しっけの 勢 か、 殺 中： は 心 

から 雠で すわ。 あなたが 庭で ® を 屠し なさる 時の あの 鳴 
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K 松 左お 松 頁 慈 親： S 慈 親 S 慈 莨 慈 


S のい やな 事と いったら ありません わ。 それに (松 若の 

方 1^ 1 寸 見て) それに 私 は 何だか あの やうに 松 若の 弱い 

の は 、 あなたが 殺生 をし だ してからの やうな 氣 がする の 

です よ。 

左衞門 そんな 11 鹿な 事が ある もの か。 お前の 御幣 かつぎ 

にも あきれる よ。 

お 兼 それに あなた は、 信心 氣 がありません からね。 せめ 

て 朝と 晚 とだけ はお 膾 だけで もなさい ましな。 私な ど は 

一 度で も拜 むの を 怠る と氣 持が 惡く ていけません わ。 ほ 

んに 行く末が 案じられます わ。 此の やうな 事で は 運の 廻 

つ て 来な い の も 無理 はあり ません わ。 

左衞門 佛稼を 拜んだ 所で 仕方がな いよ。 私は佛 像と 面 を 

見合せ て 坐 わるの が 辛い の だよ。 (間) 今晩は 變な氣 が 

して 一 寸も醉 へない よ。 お前が 陰氣な 話ば かりす る もの 

だから。 もっと 醉 はなくて は。 (酒ん、 盃に 二三 杯續 けて 

ぉ雜 そんな 無茶に 吞 むの はお 止しなさい な。 (左衞 門ん 

心配 さう に见 つ、 一寸 沈 K) 私 はほんと に 心細くなる 

J4 

、戸の 外 1^ 嵐の 音が 過 ざろ。) 

お 兼 ひどい 吹雪です ねえ。 

(左 衞門は 手酌て チビ リく 飮んて 居ろ。 お 兼 は默っ 


て考 へて ねる。 松^ は 水. ^兄て ねる。 慈圓。 K 

宽。 舞 1S1 の 右手より 登 51。 墨染 の^に、 笈，^ ；; 3： ひ 草鞋 

少穿 さ、 杖 1^ つ い て ね ろ。笠 の ヒ に は雪 が^3 つ て ね ろ 。) 

圓 大變な 吹 © になり ましたな。 

寬 段々 ひ どくな る やうで 御； g い ます。 

0 お 肺お 樣。 あなた は 大層お 疲れの やうに 見えます な。 

寬 おん 衣の 袖 は しみて 氷の やうに 冷めた うなり まし 

た。 

0 もう 日 も 暮れて 大分に なるな。 

圓 雪で 道 も 塞が つてし まひました。 

宽 私 はもう 歩く 力が 御座いません。 

0 では 此の 邊 りで 泊めて； ia- はう かな。 

圓 n にの 家で 一夜の 宿 を 乞うて 見 ませう。 

ほか 

寛 他の 家 も 見あたりません ね。 (1;^ 口に 行き 戸.^ 叩く) 

もし、 もし。 

若 (H-.^ 澄ます) 父さん。 誰か 戶を 叩く よ。 

兼 風の 音 だら う。 

衞門 此の 吹雪に 外に 出る もの は 無い からな。 

若 いん や。 確かに 誰か 戶を 叩いて るよ。 

寬 (戸ん-強く 叩く) もしく。 お 願 ひ 申します。 お^ 

ひ 申します。 

お 兼 (J=tr な 澄ます) ほんと に戶を 叩いて るね。 誰か 人 乾 
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親 慈 左 K 左 


がする やう だ。 (-:^| に 下り 戸.^ 問く) どなた 樣で？ (11! 

入の^.^ 见ろ) 何 か 御 W で 御 lis います か。 

(松お 母の 後ろ-, -リ好 心て 眺めて 立つ ズ ねる。) 

§ 旅の 3^ で 御座いま すが、 此の 吹雪で 難儀 致して 居り 

ます、 誠に 恐れ 人り ますが、 一夜の 宿 をお 願 ひ 致す 事 は 

出來 ますまい か。 

M それ はお 闲 りで 御座いませう、 もう 十 丁 程お いでな 

されば 宿 M が 御 iiJ い ます。 

あし 

mB あの、 a たち は 托鉢 致し て ネ！^>き ます も のでお 錢を持 

つ て 居りません ので。 

どの やうな 所で も 只 眠る こと さ へ 出来れば よろし い 

ので 御座いま すが。 

お 兼 左樣で 御座いま すか。 0 一人の 惯，^ つく-^ 見ろ) 

では 一寸 夫に 訊ねて ますから。 そこ はお 窓う 御座いま 

す。 內に 人って お温まり 遊ばせ。 

左衞門 お 兼。 何 だい。 

お^ 旅の 坊さん なんです がね。 三人です の。 此の 雪で 困 

るから  一 -K- け 泊めて くれない かと おっしゃる のです。 . 

お 終がない から 宿に は 藩け ない のです つて。 

Q; 入の^ 内に 入り 庭に ふ A つ。) 

左衞 I： (いやな 颜ん ュ，' る〕 折角 だが ぉ斷 りしょう。 

お 兼 でも 闲っ て いらっしゃ るの だから 泊めて あげよう で 


はありません か。 

左衞門 いや 泊める 譯には 行かない よ。 

お 兼 あなたい、 では ありませ ぬか。 何も 迷惑になる ので 

はなし。 それに 御 出家 樣で はあり ませぬ か。 

左衞門 いや だよ。 (I 母，^ 荒く する) 坊さん だから 泊めら 

れな いの だ。 私 は 坊さんが 大嫌 ひだ。 世の中で 一番 嫌 ひ 

だ。 

お 兼 そんな 失禮な こと を。 (慈 圓に小 ー錄 にて) お 酒に 醉 

つて ゐ るので す。 氣を惡 くしないで 下さい。 

慈圓 (左 衔 門に) 何處 でもよ ろしう 御座いま すから、 今 

晚 一 夜 だけと めて 戴かれますまい か。 

衞 in ぉ斷 りします。 

寬 緣先 でもよ ろしう 御座いま すが。 

衞 s:  くどい 人 だな。 

圓 御 師匠 樣 どう 致し ませう。 

0 私が も 一度 頼ん > で 見 ませう。 (左衞 門 LL) 御迷惑で 

は 御座いませ うが、 難儀 を 致して 居ります で、 御 緣と田 心 

召して 二お だけ 泊めて 戴かれません でせ うか。 

左衞門 お前さん は 師. 匠樣 だな。 (1" 笑す ろ) なる 程 有り 

難 さうな 顏 をし てお い でな さるよ。 だが 牛： 憎 私 は 坊さん 

が 嫌 ひでして な。 蟲が 好きません のでな。 

M0 お 嫌 やなの は 解りました。 だが あはれんで お泊め 下 
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さ いまし。 

左衞 門 お前さん 方 を あはれ むなん て。 どう致しまして。 

1 番ぉ浸 ましい 御身 分で いらっしゃ いますよ。 此の で 

は 皆に 豫 ばれて 死 ぬれば 極樂 へ 行かれます でな。 あなた 

がた は 善 い 事し かな さらな い さう だ でな。 私 は惡ぃ 事し 

かしません でな。 どうも 肌が 合 ひま せ ん よ G 

M0 ぃト え。 惡ぃ 事し かしな いのは 私の 事で 御座 い ます。 

左 (親 鶯 の 一 fR 梨に はせん. -Si けず) あなたがたの なさ 

る說敎 とい ふ もの は 有り難い ものです な。 お蔭で 世間に 

惡人 がなくなります よ。 喜捨、 供養 を すれば 罪が 滅びる 

と敎 へ て 下さる の で、 皆 喜んで 米 やお 錢を持 つ て 行き ま 

すでな。 お 寺は繁 n 曰 致します よ。 坐って 居て 安樂に 暮ら 

し て 行け ますよ 。養い 事 を すれば 極樂に 行け ると は 有り 

難い 敎 へで 御 ij い ます。 ところ で 牛； 憎此 の-せの 中 は 善 い 

事が 出来ぬ やうに 工夫して つくつ てあります でな。 極 

樂參 りが 出來 ますよ。 は. - >  k。 

M.0 その やうに お つし やる の は 御尤で 御座 い ます。 

左； 位 門 あなた 方 はまった くお 偉ら いよ。 六ケ 敷い 御經を 

澤 山讀ん で 居られる でな。 また その 御 經 に 書 い て ある 通 

り を W 行な さるので な。 殺生 もな さらず、 肉も^ はず、 

妻 も 持たず、 まるで 生きた 佛； 一 見た やうで 御座いま すよ。 

心 の 内で 人 を 呪 ふ 事 もなければ、 婦を見 て 色情 も 起り ま 


せぬ の でな。 いや 汚ない 夢 さ へ も御覽 になり ませぬ の で 

な。 御 立派な 事です よ。 左樣な 立派な お 方々 に、 私 た 

やうな！ れ たもの k 宅に 泊つ て 戴いて は 畏れ 多い 氣 がし 

ますので な。 

00 滅. 州な。 私 は 決して あなたの おっしゃる やうな 淸 い 

人間ではありません。 

左衞門 私 は 今朝 も 殺生し ました。 それから 喧 f. をし まし 

た。 それから 酒 を^み ました。 それから 八， はお"： S さん 方 

を …… 

お 兼 左衞門 殿。 ちとた しなみ なさらぬ か。 傍の g く 耳 も 

辛いで はありません か。 (餌.^<赤くする。 親鷺 に) 御 出 

家 ST どうぞ 堪忍し て やって 下さい まし。 (左衔 LL ) あ 

なた そんなに 口汚な く 云 つ たり、 皮肉 を 云 つたり しない 

でも、 ぉ^^りするのなら、 さう 云って おとなし くお 斷り 

すれば い. -で はありません か。 

左銜門 だから 始めから 斷 つてる ではない か。 私 は 坊さん 

は ri ひだから、 お泊め. m, す 事 は出來 ない の だ。 

0 では 私ら 一 一人 は 泊め て 戴かな くと も よう 御座 い ま 

す。 どうぞ 御 肺： たけ は 泊めて あげて 下さい ませ。 大 

變 お疲れで 御 13 いますから。 

0 御覧の 通り 寒さに 慄へ て いら つ-しゃい ます。 

慈 K 吹 e さへ 止めば、 sin の 朝早く £5.1 足 致します から。 
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慈 左 K 左 


此の 偽赛者 奴。 面の 皮の _£3： い 11 

ぉ號 左； 偷門 殿、 左^ 門 殿。 

左衞門 iuw  C1. く 出て 行け。 此の 乞 巧、 If; 奴。 £ 

ii ズど 抑す) 

慈 M あまりと 云 へ ば 失 【1 た rl 

S ぉ肺ぽ 様に 手 を 55け たな。 

左衞門 ロ丁 く •：： 山て 行け C  こづく) 

S なに を。 (杖.^ 捉ろ) 

左衞門 打つ 氣か。 (親 の 杖， か 取って 1;^ リ わける) 

親 猜 良寬、 手荒な 事 はなり ませぬ ぞ。 

(親蠻 二人の 中に 割って入ろ。 左 衞門親 鴛.^ 打つ。 杖 

は笈 にあた る。) 

ii お 肺 K 樣：； I.  くお 出 遊ばせ。 (左お なさへ ざろ) 

松 若 お父さん。 お父さん。 (うるく する) 

お 誠 (a 靑 になる) 左衞門 殿。 左衞 .£ 殿。 (筏から 左衞 

g2 ん.. 抱き止めろ) 

左， iwE: 放せ。 打ち 撲 つて やる の だ。 

S0. 慈關、 S, 戸の 外に 出る。 左椅門 杖ん、 投げ 

i  る" 杖 は 雪の 上 Li^ ちろ。) 

松 若 お父さん。 お父さん。 (左 衞 門 にしが みついて 泣く) 

お 兼 (外 LL 飛ん て 出る。 おど /(- して 親蠻 さする) 痛 

かった でせ う。 許して 下さい。 私 どうし ませう。 お 負傷 


一夜の を^8む の も 何. かの Z 緣と Hit  i^〕 して。 

左衞 門 出來 ない と 云ったら 出來 ません。 

(外，^ 55 の. ぜ がする C) 

0M 私 はどうな つても よろしい 。唯お 師：^ だけ は …… (^ 

左：？ MI 生 そのお 師 ；^; B がーばん 嫌 ひだよ。 人に M 偽 を 

敎 へ る もの は £ ^更 いや だよ。 私 はな 惡人だ が惡 人と い ふ 

事 を S つて ゐ るの だ" 

あなた はよ い 所に；： おが つ い て 2S. りれ ます C 私と よく 

似た； M 持 を 持つ て ゐられ ます。 

は W 。あなたと 私と 似て たまる もの かい。 

宽 では 宿の はかな ひませ ぬか。 

衞 s: かな ひません。 

M では あきらめます。 どうぞ その で 衣 をお かす 事 だ 

けお 許し 下さい。 しみて 氷の やうに 冷めた くな つ てゐま 

0 さあ、 さあ どうぞお？； W かしなさい ませ。 今 炭 をつ い 

でよ い 火 をお こして あげます から。 (爐の 力に 行かん と 

すろ) 

左^ 門 (さへ ぶ、 ろ) 餘 計な^.; S を燒 くな。 (一 t.^ 荒く す 

る) お前が たは 何とい ふくどい 奴 だら う。 さっきから 私 

が あれ 程 云 ふの が 解らない のかい。 少し は 腹 を 立 て い 。 
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慈 H す やくと 眠って ゐられ ますな。 

S お 寢 顔の 尊い 事 を御覽 な さ いませ。 

慈 M 生きた 佛樣と は お 師匠 樣のゃ 5 な 方の 事で せ う ね 

え。 

瓦 寛 私 はおい としくて なりません。 (親： パ あの； 欲に 雪が か 

かるの.^ -a 分の 衣て 蔽ふ やうに すろ) 

S なかく の 御苦勞 では 御座いま せんね。 

S 私 は 若い からよ ろしい けれど、 お 肺 K 機 や あなた は 

ii 辛う 御座 いませう。 おから だに iJ: ら なければ よう 御- M 

い ますが o( 覲營 の體に 手ん、 觸れ て) まるでし みる や う に 

冷め たくな つ て ゐられ ます。 

00 此の 屋の家 內は爐 の 側で 温かく 休んで 居る のでせ う 

頁寬 、王 人 は あまり^ 過ぎます ね。 酒の 上と は 云 ひながら。 

00 線の 先 位 は贷 して くれても よさ.^ うな もの です に 

S 私 は 行脚し て も 此の 樣な跟 に js つたの は 初め て ^ 

す。 

慈 W ぉ師 K 樣を 打つ なんてね. 一 

S 私 は あの 時ば かり は 腹が立つ て；^ へ かね ましたよ。 

お g 匠樣 がお 止めな さらぬなら 打ちのめ してやら うと 思 

ひました。 


(舞 鎏ー3| と 15 じ。 &中。 家の 內 は左衞 門、 お 兼、 

松 若 三人 枕.，^ 並べて 寢て 居ろ。 戶 -S 外に は 親 營 石， 七 枕 

にして 寢てゐ る。 一 ：£{ 寛、 慈 腹 雪の 上に て語リ al? ろ。) 

慈 M 夜が 深け て來 ましたな。 

§ 風 は t 洛ち ました けれど、 餘 計に 冷たくな りました。 

00 足の 先が ちぎれる やうな 氣 がします。 (冏) ぉ師 

様 はお 息み で 御 iij い ます か 。 

さ つ き ま で 念 佛を唱 へ て ゐられ ましたが、 疲れ て寢 

入り 遊ばした と 見えます。 


はあり ませぬ 力。 

mm 大事ありません。 托鉢 をして 歩けば 此の 樣な事 は 時 

時 ある ことです。 

ぉ號 どうぞ 私の 夫 を 呪って やって 下さい ますな。 (泣く) 

惡ぃ 奴で も赦 してやって 下さい まし。 

親 蟹 心配な さろ な。 私 は 寧ろ 彼の 人 は 純な 人 だと 思って 

居ます のぢ や。 

慈圆 あまり 酷 過ぎる と 思 ひます。 

MM  (涙ぐむ) お 肺 匠樣。 私 はなさけ なくなつ てし まひ 

ました。 

II 黑幕 — 
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あの 手が 腐らずに はゐ ますまい。 (間〕 お 師匠 樣の 

忍耐 强 いのに は 感心 致し ま r。 私 は 越 路の雪 深い 山 進 を 

お供 をして 永らく 行脚 致し ましたが、 それ はく 樣 々 な 

難 S に 出 遇 ひました。 

C ゑ 死にし かけた 寧 もあります し、 山中で 盗賊に 襲 はれ 

たこと もあります よ。 鋭 不知、 子 不知の 險所 を、 S! える 時 

など は、 お； S で 御 足 をお 負傷な されて、 足 一お は 紅く 血が 

g£ みまして な。 

§ 京に ゐられ た 時には 草鞋な ど 召した 事 はな か つ たの 

でせ うからね。 

S いつもお i=l 蒲でした よ。 大， のお 弟子が お供に 着さ 

まし てね、 お 上の 御 g 氣で御 流罪に ならせられてから 此 

の 方の 御 辛^と いふ もの は、 と て も 言葉に は盡せ ぬ 程で 

御座います。 

S あなた は その 頃から： お離れず お供 遊ばし ていら つ 

しゃる のです からね。 

00 私 は 死ぬ までお 肺 il^ss に從 ひます。 京に 居る 頃から 

受けた 御 慈しみ を 思へば 私 は どんなに 苦しくても 離れる 

に は なられません。 

S 御尤もで 御座います。 (間) 私 は 比 S 山と 奈 の IS 

侶た ちが 13 くな り ます。 か 程の 尊い 聖人 樣を 何故 惡し樣 

に^！-靳したので御座ぃませぅ。 あの 頃の 京での 騒動の 程 


も 忍ばれます。 

慈圆 あの 頃の 事 を 思 へ ば 堪らなく たります。 偉ら い お 弟 

子た ち は 或は 打 首、 或は 琉 罪に なられました。 どんなに 

多くの 愛し 合って 居る 人々 が 別れ/ \ 、になった 事で せ 

う。 今でも 私 は 忘れられ ませぬ の はお： 樣が法 然様と 

お別れな された 時の 事で 御座 います。 

さぞお 嘆きな された 事で 御 iij いませう ねえ。 

慈圓 それ は 深く 愛し 合って ゐられ ました からね。 お 肺 匠 

樣が小 松 谷の 禪室 にお 暇 乞 ひ に い らした 時 法 然様 は 文 机 

の 前に 坐つ て念佛 して ゐられ ました- ぉ師： Ik: 樣は聲 を あ 

げ て 御 落涙な され ましたよ。 何しろ 土 佐の 國 と 越後 の 園 

ではと て も再會 の 出来な いのは 知れて ゐ ますから ね - そ 

れに 法 然聖入 は 八十に 近 い 御老體 です も の 。 

S 法 然樣は 何と 仰せに なりました か。 (淚 ぐむ) 

慈 M 親暨 よ。 泣くな。 只 念 佛を唱 へて 別れ ませう。 淨土 

でき つと 逢 ひませ う。 その 時 はお 互に 美しい 佛 にして 貰 

つ てゐ ませう。 南無 阿 彌陀佛 とおつ しゃいました" 

MM それき りお 別れな された の で 御座 い ます か 。 

慈圓 忘れ もせぬ 承 元元 年 三月 十六 日、 京 は 丁度 花盛りで 

したがね。 同じ 日に 法 然樣は 土 佐へ 向け、 ぉ師 一!^ 樣は北 

國を さし て 御發足 遊ばし ました。 

K 寬 法 然樣は 今 はどうし てい らっしゃい ますで せう e 
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ました わ。 

左衞門 ふむ。 (考 へて ねろ) 

お 兼 私は氣 味が 惡 かった わ。 あなたが 眼を覺 ますと、 私 

を 見た 時には それ は 恐ろし さうた 顏 付でした よ。 

左銜門 恐ろしい とい ふよりも 不氣 味な、 H の惡ぃ 夢 だつ 

た。 魂の 底に こたへ る やうな。 

(a 面目な 颜，^ して、 夢，^ 池って ねる。) 

ぉ统 どんな 夢です の。 話して 下さい。 私も氣 にか、 る 事 

が あるので すから。 

左衞門 (錢寐 の 上に 坐る) 私が 雞を 屠し て SS る ；-:>, を兑た 

の だよ。 薄 寒い やうな 竹 一 數の薩 だった がね。 5 は 其處ら 

に轉 ろが つて 居る 材木の 丸太に 片足 かけ 片手 で^の 雨の 

翼と 頸と を 一 緒に 叠み 込んで， しつ 尾 や 胴の 羽 を 一 本 一 

本む しって ゐた。 雞は 痛い と 兄え て 一 本拔 くた びに 足 を 

ひきつけ て、 頸 をぐ いくさせ てる けれど を捻ぢ て あ 

るの だから-ほく 事 は出來 ない の だ。 0^ るく 綱 1^ から 胸 

の 方に かけ て 黄色い ぼッ くの ある 烏 肌が むきだし にな 

つ た。 そ の 毛の 拔 けた 恰好の 不樣 なのが 、皮肉な やうな、 

錢 酷な 感じが する もので わ。 

お 兼 まあい やな。 あなたが いつも 雞を しな さるから、 

その 探な 夢を見る のです わ。 

左衞門 ところで 今度 は あの M; を拔 かねば ならない。 私 は 


00 もうお かくれ 遊ばしました。 その 便りの あつたの は 

上野の 國ゃ 行脚し てゐる 時でした がね。 お 師 JKi は 道 に 

倒れて 泣き 入られ ましたよ。 

一 A 寬 では 本當に 生き れだ つ た の です ね。 

慈圓 はい。 (衣の 袖て 1^ ん- 拭く) 

(兩人 暂く沈 tr) 

寬 まだ 夜 は 中々 明けます まいな。 

圓 まだ. I 化 中 過ぎで 御座 い ます。 

寛 案 一く てと て も 眠られ さう に は ，> めり ま せんね。 

国 でも 少しな と 眠らない と 明日の 旅に 痰れ ますから 

一良 i では 少し 眠って 見 ませう か。 

(兩 人橫 LL なリ ^つむろ。) 

左衞門 (唸ろ) う ー む。 ，「1 む。 

お か 起 マ) 左衛門 殿。 左衞門 殿。 (左衞 s:.^ でゅリ 

起す) 

左. 門 (眼.^ 醒ま す) あ、、 夢だった のか。 〃お-なか 

見 週し、 ぽん ゃリ してね る) 

お 兼 あなた 大變 うなされ ましたよ。 

左衞門 あ kml い 夢を見た。 

お： i 私 は 一寸 も 接つ かれないで うつらく して ゐ たら、 

ひつく  y 

急に あなたが 變な聲 をし て^りな さるもの だから 吃驚し 


7 "お" そと^ fH 
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片方の^と 足と を 捕まへ て、 地べたに！？ しっけて 力 を 入 

れて拔 いた。 冀は 大きくて 小さい 骨 程 あるの だから 一 寸 

；:? つばった 位で は拔け はしない からね。 すると 一 本拔く 

1  母に 雞が f を あげる の だ 0 

S  は あの 位 嫌な ものはありません わ。 殺して しま 

つてから ぬけば よかり さうな ものです にね。 

左衞門 それで は 羽が 拔け 難いし、 だいち 肉が おいしくな 

くなる の だ。 私は^|>-の中で其§1を閗くと何とも云 へない 

殘 酷な 快感 を咸心 じる の だ。 それで 頸 を.： R 山に させて、 ゆ 

つくりく 一本 宛ぬ いて 行った。 するとお 前が 飛んで 來 

てね。 

ぉ號 まあ。 いやな。 私 も 出る のです か。 

左衞 門 、つむ。 後生 だから、 鳴かせる の は 止して 下さいと 

云 ふの た。 それで 私 は 雞の頸 をぐ るく 捩った の だ。 そ 

れ がまる で 手拭 を 絞る やうな 氣 がする の だよ。 そし て雞 

の を、 のと ころに； 付けて、 片手で 腹 を しめつけ 

て、 足 を 踏まへ て、 g: らく ぢ s\ として 居た の だ。 雞は執 

念 深くて、 お：：^ で 呼吸 をす るの だからな。 もう 參 つたら 

、つと E ！、 5 つ て 手 を 放した ところが、 其の 毛の ぬけた もう 雞 

と は 見えない やうな 奴が、 一、 二 間 も -%。 け 出す の だよ。 

お 兼 もう 止して： 卜さい。 ほんと に 怖ろ しい。 

左 as: それからが 味が 惡 いの だよ。 私 は あわて X、 そ 


の雞を 摅ま へ て 、 今度 は雞の 頸 を 打ち； 5, らうと 思つ て 地 

ベ たに 踏み つ け て庖 T を 持 つ て 今にも 切らう としたの だ 

よ。 雞は 51 一な 服 付 をし て 私 を 見た。 そし て訴 へ る やうな、 

か弱い 聲で しきり に啼 くの だ。 そ の 時 急に 夢の 中で 私が 

その 雞 になって るんだ よ。 私 は i§ ろしくて K を 限り 泣い 

た。 「雞 屠し」 は 冷然と して 私の 顏を 見下ろして ゐ た。 . 

私 は もう 鳴く 力 も 弱くな つ て 、 哀れな 訴 へ る やうな g を 

立て &ゐ た。 すると 私 は 何だか 此の 通りの 事が いっか 前 

に 一度あった やうな； 1C がする の だよ。 はて S き覺 えの あ 

る聲 では ある わい と 思った。 その 時 今迄 永く 忘れて しま 

つて ゐ 一つの 光景が 不思議な 程 は つ きりと そ の 雞 にな 

つ てる 私の 記憶に 蘇つ て來 たの だ。 ずつ と 昔に 私が 前き 

の 世に 居た 時に 一 人の 旅の 女 を 殺した 事が あつたの だ。 

私 は 山の 中で 脇差 をぬ いて 女に 迫った。 女 は訴へ る やう 

な聲を 立て \ 泣いた" 私が 思 ひ 出した の は その 泣き 聲だ 

つたの だ. - その 報いが 今 来たの だな と 思った。 屠殺 者の 

, 庖丁 は 今に 下りさう で 下らない。 その 時 私 は 唸され て 眼 

が覺 めた の だ。 

お 兼 何て 變な 怖ろ しい 夢で せ ，つねえ。 (病標 ひすろ) 

左 街 門 その 前世の 惡 事の 光景 を 思 ひ 出した 時の 怖ろ し 

さ。 氣 昧の惡 いほ ど はっきりして ゐ るの だからね。 あ. - 

地獄 だ と 云ふ氣 がした よ。 今でも 思 ひ 出す と 魂の 底が 寒 
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い やうな 氣 がする。 § い 小し. 乂 ね ろ ) 

お 兼 今夜 は 何だか 11 な氣 がします ね。 私 も .1 床に 入って 

か ら 少しも 眠ら れな いので、 色々 な 事が 考 へ ら れ て なら 

なかった の です の、 資は 私の 亡くなつ たお 母さんの 事 を 

思 ひ 出し ましたね。 變な事 を い ふ や う で すけ れ どもね。 

私 は 何 だ か 宵の あの 出家 樣が 私の お母さんの 生れ 更 りの 

やうな 氣 がする のです よ。 

左衞門 なに を 馬鹿な。 そんな 事が ある もの か。 

お 兼 お母さん は あんなに 信心 深かった でせ う。 そして 死 

ぬる 前 頃 私に 「私 は 今度 はどうせ 助かるまい。 私が 死ん 

だら 坊 さまに 生れ 更 つて 來る。 よく 覺 えてお きょ。 門 

口に 巡禮： して 來る からね。.」 

つて 云 ひました。 それ を闺 顔で ね) それからと いふ もの 

は 私 は 巡禮の Is だけ は 粗末に する 氣 になれ な いの です 

よ。 その 事 を 思 ひ 出します のでね。 

(眼.^ 醒 ます) もう 起きる のかい。 

い 、 え。 夜 a. だ よ 、 案 一 い から 寢 ておいで。 ( 蒲國 

けて やろ) 

さう かい。 (また 寢 入る) 

(二八 沈默。 外. ^風の 昔が 過ざる。) 

左 衞門 宵の 出家の 衆 は どうし た に らう わ。 

お 維 S の 中 を 迷って ゐ るで せうよ。 


左衞門 私 は になつ てね。 酒に 醉っ て 居た もの だからね。 

すこし 酷す ぎた。 (考 へて ねろ) 

兼 あなた 坊 さま を 杖で 撲ち ましたね。 

衞門 惡ぃ事 をした。 

兼 私が 傍で 見て 居 て も 宵の あなたの 遣り口 は 立派と は 

思へ ませんで したよ。 亂 暴な だ けではありませんでした 

からね" あなたの いつも は 嫌 ふ、 皮肉 やら、 あてつけ や 

ら、 ひねくれた 冷たい 態度でした からね。 

左衞門 私 もさう 思 ふの だ。 宵に はどう も 氣が變 になって 

來てゐ たからね リ 

お 兼 それに あの 坊さん は 善 ささつな 人でした よ。 少しも 

氣联 つた 所な どなくて、 謙 適な 態度でした からね。 私 は 

好きでした から、 泊めて あげたかった のです のに、 あな 

たは まるで 問き 譯が 無い の です も の 。 

左衞門 少し 變 つ た 坊樣の やう だ つ たね。 

お 兼 少しも 惡 びれ ない 立派な 應對 でした わ。 私 は 却って 

あの 坊樣に あなた の 風 A-^:^ せる のが 恥し く て 顔が 赤くな 

る やうで したわ。 

左衞 s: まったくい けなかった ね。 

お 兼 それに あの 坊樣は あなたの 言 紫に 興味 を 感じ て ：5ia;n- 

して ゐる やうで したよ。 むしろ 鋭し い 好意 の ある ；-^；：；情を 

して 聞いて 居ました よ。 


子?！^ の そと 家出 
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左 衞 門 私 も そ ん な：. 一が せぬ でもな かつ た。 

お 兼 ほんと に i せの あなた は慘 めだった わ。 坊樣は あなた 

の 皮肉に^^；らな いで、 却つ て あなた を 哀れみ の 目 で 見 て 

ゐる やうで したよ。 

左銜門 (餌ん-赤く する) さう 云 はれても 仕方がない。 

がま お？ SH.. 衆 は 私 等 は 家の外で もよ ろしい、 只お 師匠 樣 

だけ は えさせた くな い、 と 云って 折 入って 頼む の に 、 

あなた は 冷淡に 構へ てゐ るので す もの。 私 かはい さう で 

ンこ 

1- え. r-c 

左衞門 どうして あ、 だった の だら う。 私の 中に 惡靈 でも 

ゐ たの だら うか。 

0 おまけに 杖で 撲 つたので す もの。 あの 時 年老った お 

子は淚 ぐんで ゐ ましたよ。 若い 方のお 弟子が 腹 を 立て 

て 杖 を 指り ましたら、 坊樣は それ を 止め ましたよ。 咸嚴 

の ある 顏 付でした わ。 

(左衞 ！：、  ^っズ 腕. 組ん てね ろ。) 

^0 私 は 外に 飛んで 出て 思 はず 坊^の T"VB つ て 許し を 

乞 ひました のよ。 でも あまりお い としか つ たのです もの。 

左衞 £ 坊樣は その 時 何と 言った。 

M 大ぃ；^ぁりません、 行脚 すれば、 此の様な 事 は 度々 あ 

ります とおつ しゃいました。 

左衞門 あれから どうした どらう かねえ、 定めし 私 を 呪つ 


た 事で あらう。 (考 へろ) お前 これから 行つ 一」 呼び戻し 

て 来て 吳れ ないか。 あの 坊樣 がー 生 呪 ひ を 解かずに S. の 

中 を， 巡禮し て ゐる と 思 ふ と 私 は 堪らなくなる。 

お 兼 い K え。 夫 を 呪 つ て や つ て 下さるな と 私が 言つ たら、 

安心なさい、 は 寧ろ 彼の 人 を 心の 純な 人と 思って ゐま 

すと おっしゃい ましたよ C 

左銜門 そんな 事 を 云った かえ。 0 おぐ む) どうぞ も 一度 

て來て くれ。 私 は あ や まらなくて は 氣が すまな い 。 

ぉ諫 此の 雪の 降ろ 虞 夜中に 何處と あてもなく 探す ことが 

出來る ものです か。 

左銜門 これき り 遇 へない の は 堪らな ぃ氣 がする。 

お 兼 でも 仕方が ありません わ。 

左 衞門 若し か まだ s: 口 に ゐら れは すまい か。 

ぉ號 そんな 事が あろ ものです か。 あんな 處に 立って ゐた 

ら 凍え死 にして しま ひ ます わ 。 

左衞門 でも 気になる から、 見て 來て 吳れ) 

ぉ雜 見て 來 るに は來ま すけれ どね。 (手 SSy ケ し、 庭に 下 

i 戸ん、 開けて 外.^ 透して 兄ろ) あら (叫 ぷ。 外に 一 度 

飛ん ぐ 出ろ。 それから また 內-」 入ろ) 左衞門 殿。 早く 來 

て 下さい。 來て 下さい。 (外に 飛び出ろ) 

(左衞 門、 緊張し n、  a; 背な 面， かして 外に 飛び出ろ" 

若松 母の t 錄に 目， ゃ醒 し、 父の 後から 隨 いて 出ろ。 三人 
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の；！^ 驚いて 眼，^ 醒 まし、 具，^ s す。) 

M まあ、 あなた 方 はま だ此處 にいら したので すか。 此 

の 雪の 降る のに。 此の 夜中に。 まあ、 ど うだらう。 冷め 

た か つ た でせ う。 凉ぇ つ く や う， た つ た で せう。 

ナじ衞 門 (親 に) 私 は …… 私 は …… (：^ く〕 許して 下さ 

い。 (請 e 上に 跪く) 

(親 iT 感翻 する。 少しお ど /-、 すろ。 それから 默っ 

て左銜 門の！ 《A ^さすろ。〕 

S 根 は い 、人な のです からね。 根 は い k 人な のです か 

,ク 20 

慈 M つお ぐむ。 小 It にて) 南無 阿 彌陀佛 々々々々々々。 

K 宽 南無 阿 彌陀佛 々々力々々々。 

(異様な 緊張した 感^ 一  同ん、 支^す。 少時 沈默。 ) 

ぉ諫 どうぞ 皆樣 内に 入つ て 下さい。 爐 にあた つ て 下さい。 

冷めたかった でせ う。 此の. i& 中に。 薄い 衣き りで。 ほん 

とに どうぞ 入って 下さい。 (親 1? の 衣-, 4 リ雪， .J- 拂ふ) こ 

ん なに 雪が 澤山か \ つて。 (2 に 入る) 

(左衞 いて 入る。 S. お i、  K 宽、 默 して內 

に 人リ、 e ん^ 口ぐ 衣-" リ拂ひ 庭に 立つ。) 

sm.  (^敷-」 上ろ) どうぞ 上つ て 下さい。 お 兼 薪 を si; 

山つ いで くれ。 

お . (薪 かつ ざつ、) どうぞ 上って 下さい。 爐の 側で 衣 


を かわかして 下さい。 

M0  0$ 子に) では あげて 貰 ひませ う。 (ic ぃ鞋か K いて 

座敷に 上 リ爐の 側に 寄ろ。 慈圆、 K 宽それ l: 俊 ふ) 

左衞門 1  せに は 私 は 酷い 打 を 致しました。 E を 飲んで 氣 

が變 になって ゐ たのです。 ー體に 此の頃 氣が變 になって 

ゐ るので す。 私が惡 う 御座いました。 私 は 恥し ぃ氣 がし 

ます。 私 は 皮肉 を 言つ たり 冷笑したり しました。 (熱心 に 

なる) 私 は それが 一 番氣 にか k ります。 あなたが たは i 一 

私 を 卑し い 奴 だと 思 召した でせ う。 さう 思 はれても 仆方 

がありません。 私 はいつ も は その やうな 事 を. ¥ しんで ゐ 

ました。 けれど 昨，； 仅は 心の中に 不思議な 力が あって、 私 

に その やうな 所 P を させ てし まひました。 私 は その 力に 

抵抗す ろ 事が 出來 ませんで した。 

親 t? それ を禁の 催しと いふので す。 人 ii が 罪 を 犯す の は、 

比- 〔その 力に 强 ひられる の です。 誰も J ほ抗 する は 3 來ま 

せん。 ( ) 私 は あな た を 卑しい 人と は ひ ま せ ん で し 

た。 寧ろ 純な 人 だと 思 ひました。 

左 街 s: よう おっしゃって 下さいます。 私が ； つの ひの 

言 我を出し た .is- に、 次ぎ の 呪 ひの 貫 が ら の 上に り 

ぼり ました。 fr^ は り z.!f す 迄 は 止められませんでした。 

あな 人 ： 方 を 戸 の 外に 緒め 出し た 後 で、 私の 心 は に 侮い 

初め ました。 けれど 私 は それ を 姑息に も醉ひ で ごまか し 
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ました。 私 は 今朝 不思 誠に W ろしい 夢に うなされて 股が 

资 めました。 醉ひ は旣に 冷め £Ja」vis ました。 私 は .衧 の 

出 來布を 思 ひ しました。 そして 心^い 後悔の 苦しみと、 

あやまりたい 願 ひで 一ば いに なりました。 此の儘 あやま 

らず に 仆 舞 ふなら どうし ようかと 思 ひました。 その 時 雪 

の 巾で え かけて ゐられ る あなたがた を 見出 したので 

す。 どうぞ 私 を 許して 下さい。 

S 佛、 橾が 許して 下さい ませう。 あなたのお 心が 安 まる 

ために、 私 も 許す と. m. しませう。 あなたが 私に 惡ぃ事 を 

な さ つ たのなら。 けれど 私 は あなた を 裁きた く ありませ 

ん。 だい も 私 は その ffi! ありません。 昨夜 私 は 初め あな 

た の  一一. S 一 架 を il いた S. あなたの 心 の 善さが^^きに 解り まし 

た。 私 は 親しい 心で あなたに 對 しました。 けれど あなた 

は 私 を v{?- 容れて S. 天れ ませんで した。 その 時 私 は あなた を 

お恨み 申しました。 外に 追 ひ 出された 時 私の 心 は 怒り ま 

した。 若し 奥樣 のとり なしの 言 暇が無いならば、 あなた 

を 呪った かも 知れません。 私 は 奥様に 決して 呪 ひません 

と ゆしました。 けれど 夜が ，史 け て 寒さの 身に ， ぬむ につれ 

て、 私の 心 は あなた 方 を 恨み 初め ましたい 私 は 決して 佛 

の やうな (少しい 心で 今？^ し てゐ たのでありません。 私 

はだ い ち 肉體的 苦痛に K^to され さう でした。 それから あ 

なた 方 を 呪 ふ 心 と戰 はわば なり ませ ん でした。 私の 心 は 


罪と 苦しみと に囚 はれて ゐ たの です。 

左 _^門 あなたのお 話 はこれ までの 坊樣の とは異 ひます。 

あなた は.： n 分 を惡入 かの やうに お話しな されます。 

00 私 は. IS 分を惡 人と 信じて ゐ ます。 さう です。 私 は 救 

ひ 難き 人です。 私の 心 は 同じ 佛子 を^ ひます もの。 私 

の 肉 は 同じ 佛子 を^ ひます もの。 惡 人でなくて 何でせ う 

力 

00 お 師匠 樣 はいつ も その やうに 仰せられます。 

お 誠 左 衞門殿 も 常々 その やうに 申します。 

S  (左衞 5： に) あなた はよ い 所に 氣が ついて ゐられ ま 

す。 あなたのお 考へ は本當 です。 

左衞 門 あはた は それで 苦しく はありません か。 私は考 へ 

ろ レ 1自# になります。 私 に は ほ： を , \ 心が 御座 い ます。 

けれど 私 は惡を つ くらず に ，v: き て 行く 事が 出來 ませ ん。 

また そ の 惡 である - ^ と を 思 はず に ゐる事 も 出來ま せ ん。 

> J れ は 怖ろ し い 事 だ と 思 ひ ま す。 不合理 な氣が します。 

私 は 仕方がな いから 惡く なって やれと いふ 氣が 時々 致し 

ます。 

お 左 衞門毆 は B: 分 を 惡に耐 へ る强ぃ 人間に 鍛 へ あげる 

の だと 云って、 わざと 酷い 事に 自分 を 練ら さう とする の 

で 御座い ますよ。 そ の 癖い つ も 心は责 めら れて ゐ るので 

御座いま すよ。 それで 苦し まぎれに 自暴に なって. お 酒な 
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ど 飲む のです。 段々 氣が 荒んで 行きます ので、 私 もほん 

とに 案じて ゐ ますの。 

左衞 門 どうせ 遁れら れぬ惡 人なら、 外の 惡人 どもに 侮辱 

される の は， 诚 ですからね。 また 自分 を 善い 人間ら しく 思 

ひたくありません からね。 私 は惡人 だと 云って 名乘 つて 

世間 を 荒れ 廻りたい やうな 氣が する のです。 (間) 御 出 

家樣敎 へて 下さい。 極樂と 地； i と は本當 にある も の で 御 

座い ませう か。 

親 1? 私 は ある ものと 信じて 居ます。 私 は 地獄が 無い 箬は 

ない とい ふ 氣が先 きにする のです。 私 は 他人の 運命 を 傷 

けた 時に、 そして その 联 返しが つかない 時に、 私 を 鞭つ 

て 下さい、 私 を 罰して 下さい、 と 何者かに 向って 叫びた 

ぃ氣 がする の です。 その 償 ひ をす ろ 方法が 見 つからない 

の です。 また 自分が 殘 酷な 事 をした 時には 此の 報が 無く 

て濟む もの かとい ふ氣 がする のです。 これ は 私の 魂の 實 

感 です。 

左衞門 私 はさつ き 其の 樣な氣 が 致しました。 若し あなた 

方に あやまる 機會 がなくて、 あれ 限りに なつ てし まつ た 

ら、 あなた 方が い つ まで も 呪 ひ を 解かずに 巡禮し ていら 

したなら、 私の つくつ た惡は い つまで も消ク ずに 嚴か に 

殘 るに ちが ひない と い ふ氣が しました。 また 私 は 生きた 

鎮を 屠す 時に いつも 感じます。 此の 樣な ことが 報いな く 


て濟む もの かと。 私 は あなた を 打った こと を 思 ふと、 ど 

，っぞ 私 を 打 つ て 下さ いとい ひた ぃ氣 がします。 

親戀 私 は 地 21 がなければ ならぬ と 思 ひます。 その に、 

同時に 必ず そ の 地獄 か ら 免れる 道が 無く て は なら ぬ と 思 

ふので す。 それ でなくて は 此の W 界が瘦 だ と い ふ氣 がす 

るので す。 此の. S 位が 成り立たない とい ふ氣 がする ので 

す。 私たち は 生まれて ゐる。 そして 此の^界 はお 在して 

ゐる。 それなら その 世界 は 調和した もの でなくて はなら 

ない。 何處 かで 救 はれて ゐる もの でなくて はならない。 

と い ふ氣 がする のです。 私たちが.： E 分 は惡か つ た と悔 い 

てゐる 時の 心 持の 中には 何處 かに 地獄なら ぬ 感じが 含ま 

れてゐ ないで せう か。 かう して こんな： 1 を函ん で. め々 と 

話して ゐ る。 前に は (f うた もの も 今 は；.：： 一 に 許し 合つ てゐ 

る。 何だか 涙ぐまれる やうな 心地が する。 何處 かに 極 梨 

が 無ければ ならぬ やうな 氣 がする ではありません か。 

左衞 門 私 も 其 様な 氣 がする のです。 けれど 其の 樣な心 持 

は K きに 亂 されて 仕舞 ひます。 一 つの 出泶 事に 當れば 直 

ぐに 變 ります。 そして 私の 心の中に は 依然として、 憎み 

や 怒りが 勝 を 占めます。 そして 地獄 を證 する やうな 感情 

ばかり 滿 ちます。 

S 私 も 其の 通りです。 それが 人間の 心の s^ffi です。 人 

間の 心 は 刺戟に 依つ て變 じます。 私たちの 心 は 風の 前の 
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木の 獎の 如くに 散り 尸 ^ いものです。 

左^ s: それに 此の世の 成り立ちが、 私たちに 惡を强 ひま 

す。 私は^_,:ぃ人間として、 世渡りし ようと 努めました。 

しかし そのために 世 問の 人 か.， つ 傷 けられました。 それで 

は 迚も 渡世の 出來 ない 事 を 知りました。 死ぬ るか 乞食に 

なる かしなくて はなり ません。 しかし 私 は 死にと もない 

のです。 女房 や 子供が 可愛い のです。 また 嫌 やな 奴の 門 

に 哀れみ を 乞うて 立つ のは耐 りません。 私は惡 人になる 

より 外に 泣が ありません。 けれど それが また 嫌な のです。 

私の 心 はいつ. |5貝 めら れ ます。 

S. あなたの 苦しみ はすべ ての 人間の 持たねば ならぬ 苦 

しみです。 只偽^^ぉ者だけがその 苦しみを持たな ぃだけで 

す。 善くなら うとす る 願 ひ を 抱いて、 自分の 心 を 正直に 

見る に耐 へ る 人 Si は あなたの やうに 苦しむ のが 本當で 

す。 私 は あなたの 苦しみ を 尊い と 思 ひます。 私 は 九 歳の 

ii;- に 出家し てから、 比 叙 山ゃ奈 良で. 賤十 年の 永 い 間 自分 

を *S くせう として 修行 致しました。 肖 分の 心から 呪 ひ を 

去り 切 つ て 仕舞 はう として、 どんなに^ しんだ 事で せう。 

けれど 私の その 願 ひ は 叶 ひませんでした。 私の 生命の 中 

に それ を 許さぬ 一?：1 命の ある こと を 知りました。 私 は絕望 

致しました。 つん は じます。 人間 は 善くな り 切る 事 は 出 

來 ません。 絕 に 他の： y.: 命 を 損じない 事 は 出来ません。 


その やうな もの とし て つ くられて ゐ るので す"" 

左衞 g: あなたの やうな 出家から その やうな 言 紫 を 聞く の 

は 初め て す。 では 人 は皆惡 人です か。 あなた もです か。 

親鷺 私 は 極 5^惡 人です。 ？ 11 命に 逢へば 遇 ふだけ 私の惡 の 

根深 さが 解り ます。 善の 相の 心 の 眼に 展け て 行く だけ、 

前に は氣の つかな かつ た惡が 見える やうになります。 

左衞 g: あなた は 地獄 は あると お つし やい ましたね。 

親戀 あると 信じます。 

左衛 門 (まじめな 表情.^ すろ) では あなた は 地獄に 腹ち 

なくて はならない のではありません か。 

m0 此の儘なら 地獄に 腹ち ます。 それ を 無理と は 思 ひま 

せん。 

左衞 e: あなた は 恐く はない のです か。 

S 恐くない どころ ではありません。 私 は その 恐怖に 晝 

も， おも 慄 へて ゐ ました。 私 は 昔から 地 21 の ある 事 を 疑 ひ 

ませんで した。 私 はま だ 童子であった 頃に 友達と 遊んで、 

よく 「日蓮 尊者の 毋親は 心が 邪險で 火の車」 とい ふ 歌 を 

唱 ひました。 私 は その 歌が 恐ろしくて なりませんでした。 

その 頃から 私 は 此の 恐怖 を 持って ゐ たのです。 いかに T 

れば 地獄から 免れる 事が 出来る か。 私は考 へ 悶えました。 

それ は 罪 を つ くらなければ よ い。 善棂を 横めば よ い と敎 

へられました。 私 は その 通り をしょう と 努めました。 そ 
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れ からと いふ もの、 私 は 艱難辛苦して 8: しました。 そ 

れは隨 分 苦しみ ましたよ。 S の 降ろ 夜、 比 5^ 山から、 三 

里 半 ある 六角堂 迄 百夜 も 夜參り をし て 歸り歸 りした 事 も 

わりました。 併し 一 つの 善根 を 積めば、 十の 惡 業が 殖え 

て來 ました。 丁度、 賽の河原に、 窠 子が 石 を 積んでも 積 

ん でも 鬼が 來 て 覆す やうな も のでした。 私の 心 の 内 に蔓 

る惡 は、 私に 地獄の ある 事 を 益々 明ら かに 證 しました。 

そし て 私 は そ の 惡か ら遁れ る 希望 を 失 ひ まし た。 私 は 所 

* ^つち-や-つ 

地獄 行きと 決定し ました。 

左 ||門 私 は 恐し くなります。 あなたのお 話 を 聞いて 居る 

と、 地獄が 無いた どと は 思 はれなくなります。 魂の 底の 

銳ぃ、 根深い 力が 私に 迫って 參 ります。 私 は 地獄 はない 

かも 知れない と、 運命に 甘えて 居りました e 今日 も 枠に 

地獄 極樂 は本當 にある の か と 訊かれて 私は噓 だ。 つ くり 

話 だと 云 ひました けれど、 自信はありませんでした。 地 

獄 だけ は あるか も 知れない と 冗談 を 云 つ て 笑 ひました け 

れど ほんと に さう かも 知れな いとい ふ氣が し て 震に 不安 

な «^ がしました。 ぁなたに遇って^！；！してゐると、 私 は 甘 

える 心 を 失 ひます。 魂の 深い 智慧が 呼び 醒 されます。 そ 

し て 地獄 の 怖ろ し さが 身に 迫ります。 

お 兼 昨夜の 夢の 話と 云 ひ、 私 は 何た か氣 味の 惡ぃ 心地が 

する わ。 


(外ん" 4 の 昔が 過ぶ、 ろ) 

左衞門 その 地獄から 免れる 道 はあり ませぬ か。 

S 善くなら なく て は 極樂に 行けない の ならもう 望み は 

ありません。 併し 私は惡 くても、 別な 法則で 極樂參 りが 

させて 戴ける と 信じて ゐ るので す。 それ は， i;^ です。 赦し 

です。 善、 惡を 超えて 働く 力です。 此の世界 は その 力で 

支 へられて ゐ るので す。 その 力 は 善、 惡の K 別より 深く 

し て しかも _1|： 惡を 生む も の です。 是迄 の 出家 は 善.： 仃で極 

樂參 りが 出來 ると 敎 へました。 私 はも はや それ を 信じ ま 

せん。 それなら 私 は 地獄です。 併し 佛ぽは 私たち を惡ぃ 

儘で 助け て 下さ い ます。 罪 を赦し て 下さ い ます。 それが 

佛樣の 愛 です。 r4 は それ を 信じ て 居ます。 それ を 信じな 

くて は 生きられません。 

衞 ra  (吸，^ - 輝かす) 殺虫 をしても、 |_ 淫を しても。 • 

0 假< ？十惡 五 逆の 罪人で も。 

寛 浏 慈悲に 二つ は 御 513 いませぬ。 

圓 他力の 信心と. S. して、 ぉ師 K 樣の お開きな された 救 

ひの 道で 御座います。 

左銜門 (as "な、 緊張した 額.^ して 沈 K。 轆て 異-ひ S の は 5 動 

のた ALL 調子の 外れた、 物の ー百 ひ 方.^ すろ) 私 は，？ |:<な«^, 

がします。 私 は 急に 不思議な、 大きな 錢の聲 を いたや 

うた 氣 がします。 その &は 私の 魂の K まで ¥ ズ遗 つて 12 


子^の そと^ 出 
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きました。 私の >ぉ く 待つ て 居た ものが：.？ 9 に來 たやうな 親 

しい、 しっくりとした；： お 持が します。 私 は 有難い 氣 がし 

ます。 私 は S ぐに その 救 ひが 信じられます。 その 转 です。 

それ は 嘘ではありません。 本 常で なければ なりません" 

私は氣 が 付 さました。 前から 知って 居た やうに、 私の も 

のにな りました。 まったく 私の 所有に なりました。 有り 

難い、 きたい やうな 氣 がして 來 ました。 

m0 それ は 木 常です。 私は吉 水で 法然 聖人に 遇った 時、 

§-M に その 救 ひが 腹に 人り ました。 あなたの 今の 感じの 

通り です。 さながら 忘れて ゐ たもの を 思 ひ 出した やうで 

した。 まるで sf 純な .M- です。 誰でも 此の.： ni 分に 近い、 平 

nvj なほ 理が 解ら な いのが 不思議でした e 私たちの 魂の a 

を， i なさい。 私たち は 愛します。 そして 赦 します。 

他人の 惡を赦 します。 その 私たちの 心 は S おも 平和です。 

私たち は惡ぃ 事ば かりし ます。 憎み H つ 呪 ひます。 併し 

々の； や：： れた 心の 働ら きの 中で も 私たち は 愛 を 知つ てゐ 

ます。 そして 赦 します。 その 時の 感謝と 淚とを 皆 知って 

ねます。 私たちの 救 ひの 理も 同じ 純な 法則です。 魂 

の 底から その 鼠 純な ものが 蘇つ て 来る のです。 そして 信 

仰と なる のです。 

あなた は 永い SI 正：^ に 苦しみなさい ました。 自分の 

心 を f は視 なさ いました。 あなたの 心の 歩み は 他力の 信仰 


.... を受 * 奴る 充分な W 意が 出来 て ゐた の です。 

； K 宽 前の ものから 後の ものに 移る 必然性が ある 時には、 

-; 容月タ いほ どな 確か さが まる で 水 の 低き に 流れ る やうに し 

一 て？. 5 られる もの で *、 ざ い ますね。 

一 親鴛 あなたの 信心 は 堅固な もの だと 存じます。 

i 左衞門 私は±$^は1^しぃ氣がします。 此の 幾年 私の 心 を 

i 去つ てゐた 平和が 返って 來 たやうな 心地が 致します。 

一 (1^ ぐむ) 

一 お， 成 ほんと にさう です わ。 もう 隨分畏 い 問 あなたが， つ 

た、 和 かな 心で いらした ことはありません わ。 

親^ あなた は .H 分を惡 に 馴らさ うと つ とめ てゐ ると お つ 

しゃいました ね。 

左衞門 私 は 生れつき： M が 弱くて いけない のです。 それで 

は 渡世に 困る から、 もつ と惡 人に ならわば ならぬ と 思つ 

たのでした。 

お， 戚 それで.； i を 始めたり、 鷄を したり、 百姓と 喧降 十し 

たりす るの で 御座いま すよ。 

親！ i 私 は あなたの 心 持に 同情し ます。 しかし それ は 無理 

な 事です。 あなた は 「菜」 とい ふこと を考 へた こと は あ 

り ませぬ か。 人 問は惡 くなら うと 努めた とて、 それで 惡 

く なれる もの ではありません。 また 荣に 催され >- ば どの 

やうな 罪で も 犯し ます。 あなた は 無理 をし な い で 素直に 
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あなた の 心の 太 當の願 ひに 從 ひなされ ませ" あなたの 性 

格が 善良な の だから 仕方が あり ません。 

左衞門 では、 善くなら うと 努める の も 無理です か。 

M.0 善くなら うとす る 願 ひが 心に 湧 い てお るなら！，？ 一理で 

はありません。 素直に とい ふの は 自分の 魂の 本然の 願 ひ 

に 從ふ 事 です。 人間の 魂 は 善 を 慕 ふ の が 自然 です。 供し 

宿業の 力に 妨げられて 、 その 願 ひを滿 たす 事が 出來な い 

のです。 私たち は 罰せられて ゐ るので す。 私たち は惡を 

除き 去る 事 は出來 ません。 救 ひ は惡を 持ちながら 攝联さ 

れ るので す。 併し 私は姜 くなら うとす る 願 ひ は何處 まで 

も 失 ひません。 その 願 ひが 叶 はぬ の は 地上の さだめです。 

私 は その 願 ひが 念怫に 依つ て成佛 する 時に、 滿足 する も 

のと 信じて ゐー S す。 J;:^ は 死ぬ るまで 此の 願 ひ を 持ち 續け 

るつ もりで 十、 

左衞門 渡世が 出來 なくなり は 致しますまい か。 

m0 出来ない 方が 本當 なのです。 善良な 人 は 貧乏になる 

のが 當 す。 あなた は 自然に 貧しくな るなら、 仕方が 

ないか ら貧し くお なりなさい。 人間 は ど の やうに し て t 

も 暮ら される も の です。 お n の 中に は 韋駄天が 一 一一 を 1^ 

け 廻 つ て、 佛の 子の 衣食 を蒐 めて 供養す ると 書いて あり 

ます。 お 釋迦： 1 も 托鉢なさい ました。 私 も 御 S の 通り 行 

^致して 居ます。 でも 今日まで 生きて 來 ました。 私の f: 


も 何とかして ； ら して ゐ ます。 

お 兼 あなたに は お 子： ばが お有りな さるので すか。 

親據 は い 。 京に 殘し てあります。 六つの 年に 別れ て から 

まだ 逢 はずに 居る の です-。 

お 兼 まあ。 そして. Ms?. は？ 

S. 京 を 立つ 時に 別れました が、 私が 越後に ゐる 時に 死 

にまして な。 

お 兼 御 臨終に もお 遇 ひな さらな い で。 

慈圓 お 肺匠樣 は 道の ために、 お 上のお め を 被って 御 流 

0 に お なり 遊ばし た の で 御 座 い ます。 奥 機の 御 か くれ 遊 

ばした の は、 その御勘滅中で打.^ へ ぉ歸り 遊ばす 事 は W 來 

なか つ た の です。 まだ 廿 六のお 若 死で 御陛 いました。 

M 寬 玉日樣 と 申して お 美く しい 方で 御 iJ いました。 それ 

から 後の 御 苦勞と 申す もの は、 一 通りで は 御座いません。 

何しろ 公家の 御子 息 —— 

M.0 それ はもう 言うて 吳れ るな。 

G はぐ み) 定めし お子様に 遇 ひ た い 事で 御座 い ま せ 

ねえ。 

はい。 時々 氣 になり ましてな。 

御 尤で御 ii います。 

(松， に) お 幾つに おなりな さる。 

(鎮 1^ 赤く マろ) 十一。 
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左衞門 殿、 お泣きな さるな。 さ 程に 罪深き あなた を 

も その ゆ i 許して 下さる の が 佛樣の 御 慈悲です。 此の 佛像 

はかた みに あなたに 差 上げ ¥ S す。 こ れを ：M て は あ な た の 

業の 深い こ と を 思 つ て 下 さ い。 そして その 深 霜な 罪の 子 

を赦し て 下さろ 佛樣を 信じ て 下さいし そし て あなたの 隣 

人 を その 心で 愛して 下さい。 (間) もう 程無く 夜 も 明け 

ませう。 私 はお 暇 致します。 明 B の 旅 .5^ を 急ぎます-" 良 

寛、 慈圈、 支度 をなさい。 (親 鴛立 ちわが る) 

左衞門 (• 親 の 衣の 袖な 握ろ) どうぞお 待ち 下さい。 私 

は 出家 致します。 これから あなたの お供 を 致します。 何 

處ま でも 連れ て 行 つ て 下さ い 。 

親蠻 (ほ； i すろ) あなたのお 心 は 解ります。 私 は 涙が こ 

ぼれ ます。 けれど あなた は 思 ひ 止って 下さい。 ^土 門の 

信心 は 在家の 儘の 信心です。 商ん は^ 人、 獵師 は^ 師の 

ま \ の 信心です。 だから 私 も； 妥も お-て ば も 〈やか ？ です。 

私 は $5 ではありません。 在家の ま K で 心 は 出家な の です。 

形に 揺 はれて はいけ ません。 心が 大切な の です。 

左 銜門 でも あなた と 此の儘 お別れす る の は 辛う 御座 い ま 

す。 いつまた 逢 はれる のか 解りません。 

お^ せめて 四 五日な りと お 泊り 遊ば し て 。 

M0 會ふ もの はどうせ 別れなくて はならない のです。 そ 

れが 此の世の さだめ です。 戀 しく 思 召さば 南無 阿 彌陀佛 


よいお 子ぢ やの。 (頭，^ 撫 てろ) 

n 少し 1¥ が 弱い の で闲り ます。 

ほんに 少し 顔色が 惡 いね。 

( 一 同§=  く 沈 ir) 

Mm.  一寸 私の 笈を 見て くれ。 最前 杖が あたった 時 

に 變なー li= が したの だが、 若しかすると …… 0 

S  (发. ^技いて 見ろ) お k 阿 彌：^ P の 御 像が 毀れ てゐ 

ます。 

(小さな 陀如來 S 像，^ 取 リ5£ す。) 

慈 K 左の 御手が 缺 けました な。 

左衞 e:  さめる) 私に 兑 せて 下さい。 (小？ な怫 像，^ 

つく，^ 兑 入る。 やがて 淚， はらく： ぼす) 

左 衞門殿 どうな された。 

(一同^^ i:.^ 见 る。) 

左衞 門 私は堪 まりません。 此の 小さく 刻まれた お 顔の 尊 

い 事 を 御. な さい ませ。 私 は 此の 御 像 を 杖 で 打ち こ はし 

たのです。 此の 美しい 左の 御手 を」 指まで 一本々 々美し 

く^って あろ 此の 御手 を。 私の 魂の 荒々 しさが 今更の や 

うに 感じられます。 私は惡 い 事 を 致しました。 私の 業の 

深さが 怖ろ しくなります。 私 は 親 S 樣を 打ちました。 御 

弟子た ち を り ました。 そして 佛像を 片輪に しました。 

私 は、 私 は …： (^く〕 
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なりな さいよ。 

00 左樣 なら。 

0 左樣 なら。 

(afr  S 寛、 退揚。 左衞 門、 お 兼、 松 _ お、 0 

ぐみ つ 、见ヶ 3 る。) 

第二 幕 

.  場 所 

西の 洞|£ 御坊 

(本堂の； 5?S 手に あたろ： W の控へ 間。 せ W ぬに なって おて 

京の 街，^ 句 f む。 直ぐ 下に 通路 わり。 通行人 わり。) 

人 物 

親  變 (七十 丑 歲) 

松お 改メ 唯圆 (二 +..五：： 成) 

僧 三 人 

同行 衆 六 人 

內  儀 

女  中 

丁稚 二人 >~ 十二、  一！：： ば) 

昨 

第 一 幕より 十五 年後 秋の 午 


を 唱へ て 下さい。 私 は その 中に 住んで ゐ ます。 

左衞門 ではどぅぁっ てもぉ^^ちなされますか。 

M.0 緣 あらば またお：：： にか れる時 も御陛 いませう。 

お これから 何方に 向けて お出な されます。 

どこと 定まった あてはありません。 

(親 fr 慈 ffl、  ^宽^„5^支度.^しヾ外に.出る。 夜 はしら 

しらと 叫け かけて ねろ-】 左樹 m、 お 兼 は 門口- li 立つ。 

松界も母に手.<^<引かれて山^って见？^3る。) 

S. 私 は 此の樣 にして 澤 山な 人々 と 別れました。 私の 心 

の 中には 忘れ 35 ぬ 人々 の俤 があります。 今日から あなた 

方 を も その 中に 加 へ ます。 私 は あなたがた を 忘れません。 

別れて ゐても あなた 方の ために 祈ります。 

左衙門 私 も あなた を 一 生 忘れません。 あなたの ために 祈 

ります。 

お 體を大 5； にな さって 下さい まし。 (おぐ む) 

夜 も 明け はじめました。 

雪 も 止 んだ やうで 御座 い ます。 

では 左樣 なら。 

門 左樣. なら。 

左様なら。 (松^^に) おい、 左様なら をお し。 

をぢ さん、 左樣 なら。 

(松^.^ 衣の 袖て 抱く〕 左様なら。 大きく 偉ら くお 
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/r*  «v>  /U>  K>  Kit  ：(>  SiSt  JH^ 
1h    1:1 In    In    ill    III    In  In 


人語り 居ろ。) 

osl まだお 動めまでに はしば らく 暇が あります ね。 

$2 二 おつ 付け 初 まり ませう" もう 本堂 は參詣 入で 一ば い 

で 御 iij います。 

せ 一一 今： おながら 常 流の 辦 1 昌は 大した もの で 御座います 

^ 一  本{:„^には入り切れなぃで廊下にこぼれて居る者も澤 

山 御座います。 何しろ 今日は あれ 程歸 依の. ei か つ た法然 

聖人 樣の 御 法お で 御 13 い ます も の 。 

^5ニ その 害で も ありませ うよ。 御 存命中 は 黑 谷の^ 佛樣 

と あがめられ ていら つし やい ました からね。 土 佐 へ 御琉 

罪の e. など は、 七條 から 鳥 羽まで 御舆の 通る 御 道筋に は、 

老若e^xが：s■をっ く つ て 皆 泣い て 御 見. 逸り 致した 程で 御 

座い ました。 

as 一一 一  おは あの 時 烏 羽の 南！： までお 供 を 致しました。 それ 

か らは河 舟 で した。 長くな つ た.. n: 髮に梨 打 B 帽子 を 被り、 

水色 の ^^垂を召し た 聖人 樣が 御舆 から 出 て、 舟に ぉ乘り 

なされた^ のおい としい お 姿 は、 まだ 私の g の 前に ある 

やうで 御； a い 1 王な 

^ 1 もう 御 かくれ 遊ばし て. から 一 一十三 年に なり ます か 

ね。 月日の 經 つの は 早い ものです ね。 私たちの 年寄った 

の も 無 はありません な。 


0 一  法然 聖人 様と 巾し、 お 師：！ と ゆし、 隨分 御難 錢を 

なされた も の で 御座 い ますね。 今 CC の 御 繁昌 も そ の 薩で 

御座いま すね。 

05 三 淨土門 今日の 御 威勢 を 法然樣 が御覽 なされたら、 .1 

お 5f 足.， 遊ばす でせ うにね。 

一 一 お 師匠； 1 も 大分お 年 を 召し ましたね。 

一 今度の 御 不例 は 大事あります まい か。 

二 い、 え、 ほんのお 風 を 召した ばかりで 御 13 います。 

三 御老體 故お. K 切に なされなくて はなり ません。 

一 唯圓 殿が 大事に お 仕へ なさろ 故 安心で 御 います。 

二 唯圓殿 はお 若い のによ く 萬 事氣が 付きます からね。 

三 あ、 して おとなしい 氣の 優しい 人です からね。 

1 お 師匠 浸 はまた 唯 圆殿を 殊の外お 寵愛な さ い ます や 

5 です ね。 

^^ニ お 側の 御 S 事 は 皆唯圓 殿に 仰 付けられます。 

唯^  (登 揚。 廊下 傳 ひに 本堂の 方に 行く。 $5 の 方に 會 n す 

る) 御免 遊ばせ。 

§ 唯圓 殿。 

唯圆 はい。 (立ち止まる) 

0 ^ 急ぎの 御用で 御座いま すか。 

唯圆 い I- え。 別に。 一寸 本堂まで 行って 見ようと 存じ ま 

して。 
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僭 二 我々 初め 敏 知れぬ お-お 子 善 智識 を 失- 「て、 JJ!k" 方 

に 暮れる 事で 御歴 いませう。 

僧 三 頼り に 思 ふ 御子 息. 蕃鬆樣 は あの や うな 風 で 御座 い ま 

すし， W 

$ 二 當 流の 法統を li ぐべき 身で あり 乍ら、 父上に お き 

遊ばす と は淺ま しい 事で 御 Is- い ます 。 

$5 一 一  お 師匠 樣とは 打 つて 變 つて 荒々 しい 御 性質で 御座 い 

$H 三 K- 肖の 子と でも 申す ので 御座いませ うか。 

唯圆 早く 父上の 御 勘氣が 解け て くれ \ は よいと 思 ひま 

す。 

僭 1 いや あの 機な 御身 持で は 御 勘氣の 解けぬ が當 然と 思 

ひます。 彼の 樣な 御子が お 鎖ぎ とあって は當 流の 名に 

も M ります。 

^ 一 一  普敎の 障り にもなら う と 思 はれます。 

僧 三 た ど さ へ £^ 問で は當 流の 安心 は 萬？ |3 を廢 するとて 非 

難 致して 居る 折で 御 lij います。 

唯 M 善變樣 は 善い 方で 御座います。 あなた 方の 思って ゐ 

られる やうな 方ではありません。 私 は 善 鷲樣と ia らく 話 

し て 直く に 好きに なりました。 どの やうな 事 をな された 

か は 存じ ませぬ が 私 は 彼の 方 を Eil い 方と は 思 はれ ま せ 

ん。 


S|5 二 では 一 寸此處 にお りなされ ませ。 伺 ひ 度い 事 も 御 

います。 

三 お勤めの 初 まるまで お茶で も 入れて 話し ませう。 

(唯 圓， 僧の 側に 行 さて 坐ろ。 ^三お 茶ん，' つ いて ilM 

にす. >- めろ。) 

1 お 肺 匠 様の 御模樣 は 如何で 御座います。 

圓 只今 はお 寢 みで 御 ij います。 

二 氣遣 ひな 御容體 では 無い のでせ うね。 

圓 はい、 もう 殆どよ ろしい ので 御座います。 今日 も大 

5^ な 法然樣 の 御 命日 & 起き てお 勤めす ると おっしゃった 

の を 私が 無理に 御用 心 遊ばす やう にお 止め 申した ので 御 

座い ます。 - つ 起きて 庭な どお 散歩 遊ばす 程で 御座いま 

す。 

一一 一 それが よろしう 御座います。 ぉ體に 障って はなり ま 

せん。 

一 私な ど &は遠 ひ 大切な ぉ體で 御座います からね。 

1 一 誠に 念 佛宗の 柱石で いら つし やい ます。 

三 法然 聖人 御 人 滅後法 敵 多き 埒土門 を 一 身に 引受けて 

今 H の 御 繁昌 を來 たし ましたの は、 まったくお 師匠 樣の 

ぉ德で 御座います。 

僭 一 萬 一 今お 師匠 樣の 身に 一 大事が ありで もしたら、 當 

琉 はまる で 暗闇の 如くに なり ませう。 
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付 1 唯 S 殿の 御 II： ほ： 雄です が、 善！^ は 放蕩に て 素行の 修 

まらぬ 上に、 淨十： 門の 信心に 御 K. 封で. 御座います。 

^二 放？ i をな さるの なら i が 土 門の C.3 心でなくて は 出 離の 

道 はありますまい にね。 

^ 三 では 惡く て も 救 はれる か ら惡ぃ 事 もし て やれと い ふ 

ので はない のです ね。 

^  _ 私 もさう であらう と 思 ひました。 併し 本當 はさう で 

は 無 さ 、うです。 それ で 私 も 介 ii が 行かぬ の で 御座 い ま 

す。 

^：ニ それで はお 樣ぬ御 立腹 も 無理 は 御座 い ま せ ん 

ぉ邮： K 樣は 宽：竊樣 の 事 を 蔭で は どれほど 氣 にし て い 

らっしゃ るか 知れません よ。 

併し 今の では 迚も 御 勘. M の 解け ろ 見込 はあり ま せ 

んね。 何し ろ稻田 の 時 か ら の 永 い 御 g 當で 御座 い ます か 

唯 M  ^  ij. 棟 は 今度 稻 田から 御上 1 ばす さう で 御座 い ま 

すが。 

^1 とても 御 而^ はかな ひますまい。 

咄 M どうぞ 御而 おが かな ひ ます やうに あなたがた のおと 

りなし の 程 をお 願 ひ .5. します。 

^二 その やうな 率 は 滅多に 出來 ません。 お 師匠 様のお 叱 


り を 受けます。 

§ 善 11 樣 のお 心が 改まらなくて は 却つ てお 爲め にもな 

りますまい。 

圓 私 は 悲しい 氣が 致します。 

(一同 一寸： SK。) 

が  1 一 今 曰の 法話 は どなたが なさる ので 御座いま すか。 

$5  二 私が 致す 箬 になって 居ます。 

^三 どの やうな 事に 就いて お話しな さるお つ もりです 

i  0 

力 

二 法悅 とい ふ 事に 就い て 話さう と考 へ て 居ます。 佛の 

救 ひ を 信ずる もの 、感ずる 喜びです な、 經に いは ゆる 蹈 

躍徵 喜の 情です な。 富 も 要らぬ、 名譽も 欲しくない、 私 

に は それよりも 梁し い 法の 悅 びが あり ます。 そ の 悅 びが 

あれば こそ 此の 年まで 墨染の 衣 を 着て 貧しく暮らし て來 

たのです からね。 

^1 さう です とも。 私 は 他 入の 綺羅 を 羨む 氣 はあり ませ 

ん。 私 は 心に nl に 見えぬ 錦 を てゐ ろと 信に て 居ます か 

ら. - 

„|5 二 私 は 今日 話さう と 思 ひます。 皆樣は 此の 法 悅の味 を 

知 つ て ゐま すか 。若し 此の 味 を 知らな いならば、 假八 F 皆 

さん は 無量 の 富. を 積ん でゐ ようと も、 私 は S しい 人で あ 

ると 謹言 致します と。 (おん 錄 かす〕 
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§ それ は 思 ひ 切った、 强ぃハ #n ですな。 

ぜー 若い 息 や 娘た ち 11 私 は； K はう と 思 ひます。 皆様 は 

此の 法 悅の味 を 知って ゐま すか。 若し 此の 味 を 知ら な い 

ならば 假八 F 皆； I は樂 1- い 戀に醉 はう とも、 私 は 哀れむ ベ 

き 入々 であると 斷言 致します。 

$5 三 若い 人々 は 耳 を そば 立てる でせ うれ。 

併 二 私から 何ん でも 想つ て 下さい —— 私 は 云 はう と 思 ひ 

ます。 富で も名譽 でも 戀 でも。 た e しかし 此の 法の 悅び 

だけ は殘 して 下さい。 それ を 奪 はれる こと は 私に 1^ つて 

は 死 も 同じ 事です。 

^ 1 丁度 私の 云 ひ 度い 事 を あなた は 云つ て 下さる やうに 

い V 氣持 がします。 

僭 三 私 も 同じ 心です。 その 悅び がなくて は 私たち は資に 

慘め ですからね。 ^ほどつ まらない ものはありません か. 

らね。 私 も その S びで 生きて 居る のです。 

僭 二 私 は その 悅びは 私たち の 救 はれ て ゐ る證據 である と 

言 はう と 思 ひ ます。 私たち は此 の 濁つ た 婆 婆の ^界に は 

望み を 置かない、 安養の 淨. I- に 希 を 抱いて ゐる。 私た 

ち は 病 I 威 をし て も 死 を 怖れる こと はない。 死 は 私たち に 

取つ て 失でなくて 得で ある。 安！ 1^ の 11 に往 いて 生きる の 

だからで ある。 此の St 〔な 意味の 事 を 話さう と 思 ふ の です。 

$5 一一 一  それ は i 一に 本 常です。 私たち： liE 奢の 何人も 經驗 する 實 


感 です。 

肚ー 昔からの 閉山た ちが、 一 牛： 涯 la しくし かも 悠々 とし 

で 富める が 如き 風が あつたの は、 心 の 中に 此の 謹 m 

喜 の 情が あつ たから であると 思 ひ ます。 

二 唯圓 殿、 あなた は 何 を考へ 込んで ゐられ ます か。 

三 大層 沈んで いらっしゃ いますね。 

一 ； g 色 もす ぐれません ね。 ぉ氣 分で も惡 いので はあり 

ませぬ か。 

m い、 え、 只 何となく 氣が Saf たい の で 御座います。 

三 その 樣に 3! 熾の 滅入る er には佛 前に 坐つ て 念佛を へ 

て御覽 なさい。 明るい、 ^え 1;^ えした 心になります。 

固 左樣で 御座いま すか。 

一 大きな 聲を 出し てお 經を讀 むと よう 御座 い ます。 

二 一つ は 信心の 足りない 勢 かも 知れ ま せ ん 。 氣を惡 く 

なさい ますな。 私 は 年 〔台り だから； K ふので すから ね。 だ 

が佛樣 の 御 慈悲 を IS い てゐればぃ っも心が嬉しぃ！！^：です 

からね。 いつ， i< 布 望が 充 ちて ゐ なくて はなり ません。 ま 

た 佛樣の 兆 載 永劫の 御 苦 勞を思 へ ば、 感謝の念と € 生 を 

哀れむ： S と が 常に 胸に 溢れ てゐ なくて はなり ません から 

な。 法说 のない の は 心 の 權 出來 て ゐな い 證 しだ と 思 

ひます。 氣. を惡 くなさい ますな。 いや 若い 時 は 誰でも そ 

んな もの です よ。 
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1 おやお 勤め の 初 まる がな つ て ゐ ます。 

二 本 の 方へ 參ら なくて はなり ません。 

三 では 御 一緒に 參り ませう。 唯圆 fe は？ 

N 私 はお 肺 -ikis^ のお^: を 致します ので。 

(三人の^^^?;^ 唯^ 1=  く； S 默。 やがて 茶&ん -：1： 付け、 

f わがり、 晦 卜に 出て、 i^Lid;. ^倚せ かけ、 ぽん や 

リ して 下の ん见ズ ねる。 商家の 內愤と 女 巾と 下の 

おの 端に 登^。) 

^0 今： U は Bi: 山な お^り だね。 

女中 い k お 犬 氣で 御. M いますから ね。 

B 隨分坟 りが 立ちます ね- (S ん耀 む) 

女中 お^が. ni くな りました よ。 

M^B さう かえ。 (手 巾.^ 出して ss,^ 拂ふ) 少し； いで 歩 

いた もの だから- 汗が じっとり したよ。 (額 や 頸ん、 拭く) 

女屮 ほんに 少し すぎる 位です ね。 

内 恨 線-めに、 米 is- に、 お 花、 あります ね。 

女中 #M ちゃんと 揃って 居ます。 

2 儲 おやお 勤めの^ がな つてる よ。 

女中 丁度よ い 處へ參 りました。 

內^  堂の 方に 行き ま せ う。 (道路の ^！ぅ の 端に. 退 

mu.  s^o  glM の 後， に」 化-つ〕 唯 唯 3。 


圆 (扱り M く。 親 蟹， ^几て 颜 .J- 赤く する) 

^ そんなと ころで 何 をして る" 

P ぼんやり 街 を 通る 人 を 見 て 居ました。 

驚 ■ 今 HI はよ いお 天氣ぢ やの。 

B 秋に して は いくら ゐで 御座います。 

m  .ぼ 山な 參詣 人ぢ やの。 

回 はい 。此處 か ら晃て ると 色 々 な 人が 下 を 通ります C 

(丁 稍 二人 ー揚。 帶，^ し め、 前 1^,^ もて、 .m 足袋. =^ 

i: ォ いて. Q る。 印の 入った つ V らか^せ た 范，^ 一  人が £A 

き 一 人が 1: してね る。〕 

丁秕ー もっと ゆっくり 行か、 「よ" 

丁稚 二 でも 遲く なると また 叱られる よ。 

丁稚 一 私 はお；^ れ たよ。 

丁稚 二 また 昨. おの やうに 居 睡 りする と やられる よ" 

丁 稲 一 でも 腿くて ねむくて せう がなかった の だよ。 

丁稚 二 隨分 1? いね。 (手て 汗ん 拭く) 

丁稚 一 そんなに 草履 をバ タ くさせな" 

丁稚 二  山た 入 だね。 

丁稚 一 皆お 寺參り だよ。 

丁稚 二 見せ物の 6? 扳 でも 見て 行かう か。 

了稚ー (一寸 誘 一-はか 感じたら しく 立ち 止-? 0 でも 据く 

なると 叱られる から 《?「 く 行かうよ。 (？； s^〕 
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親 i? 世の 樣々 な 相が 見られるな。 私 は 昔から 通行 入 を 見 

てゐ ると 淋し ぃ氣 がして な。 

唯圆 私 もさ つ きか ら 其 の 樣な氣 が して 居た のです。 

親 1 惊 此 處で暫 らく 息んで 行かう か。 

唯^ それが よろしう 御座います。 (魔 一 i 國. 持って 來て 

布く) 今日はよ く れ て比截 山が あの 樣に はっきりと 見 

えます。 

00  (坐 わる) あの 山に は.？. 澤 山な 修行者が ゐ るの だ 

力な 

唯圆 あなた も 昔 あの 山に 永く いらした のです ね。 

親 ii 九つの 時に 初めて 登山して、 ニ十九の^？に法然樣に 

遇 ふ まで は大て い 彼の 山で 修行した の です。 

唯圆 その 頃の 事が 思 はれませ うね。 

m0 あの 頃の 事 は 忘れられな いね。 若々 しい 精進と 憧憬 

との 間に まじめに 一 すぢ にお 悶 したの だからな。 森な か 

で靜 かに 考 へ たり 漁る やうに 經害 を讀ん だり したよ。 ま 

た 夕が たな ど 暮れ て 行く 京 の 街 を 眺め て あく がれる やう 

な 寂し い 思 ひもした の だよ。 

唯 M では 私の 年に は 彼の 山に いらした のです ね。 どの-様 

な氣持 で 暮ら し て ゐられ ま した か。 

親鸞 お前の 年に は 私 は 不安な 氣 持が 次第に 切迫し て來 

た。 苦しい 時代だった。 ぉ經 を讀ん でもく 私の 心に し 


つ くりと しないの だからな。 それに 私 は その 不安 を 心 に 

收 めて、 まるで 孤 獨 で 暮らさねば ならなかった。 

唯圆 同じ年 輩の 若 い 修行者が Ki 山 近くに ゐられ た の で は 

ない のです か。 

M.0 何百と いふ 程 居に よ。 恐ろしい 荒行 をす る猛 5^ な 人 

や、 ，一 化の：：： も惜ん で硏究 する 入 や、 また 仙人の やうに 淸 

く 身 を 保つ 人 ゃ樣々 な 人が 居た。 私 も その 人々 のす る や 

うな 事 を 後れずに した。 隨分思 ひ 切った 行 もした。 しか 

し 私の 心の なかには 其の 人々 に は 話されぬ やうな 琳 しさ 

があった。 人 の 愛と かなしみ とに 對 する あく がれが あ 

つた。 話せば 取り合 はれない か、 或は 輕蔑 される か だか 

ら、 私 は その 心 持を獨 りで 胸の 内に 守って ゐた。 その 淋 

さは 私の 心 の. 2 で 段々 と 他に は 知れずに 育つ て 行 つ た。 

々 山 を 下る 前 頃 に は 其 淋し さ で破產 し さうな 氣が 

した 位だった よ。 

唯 M お 肺 K 機。 私 は 此の 何だか：^ しい 氣か してなら な 

い の です。 時々 ぼんやり 致します。 今日 も 此處に 立 つ て 

通る 人 を 見て ゐ たら ひとりでに 涙が 出て 來 ました。 

M0  (唯 M の^, ^兌る ：- さう だら-つ。 (問) お前 は 感じ 

nvw いからな。 

唯圆 何も 別に 是れと 言って 原 3 はない のです。 併し 淋し 

いやうな、 悲しい やうな 氣 がする のです。 々は 泣ける 
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だけ：；^ きた いやうな 氣 がする の です。 永 蓮 殿 は體が li い 

勢. た .ぃ 6 と 言 は れ ます。 私 も さう だ らう かと も 思 ふので 

す。 けれど さう ばかりで もない やうに 思 はれます。 私 は 

n 分の 心が， H 分で 解りません。 5 は 淋しくても い. - ので 

せう か。 

§  しいの が本當 だよ。 le-- い 時には 琳 しがる より 仕 

方 はない の だ。 

t-s 今に 淋しく なくなり ませ-つか。 

S. どう だかね。 もっと 淋しくなる かも 知れない ね • 今 

は ぼんやり 淋し いのが、 後に は飢 ゑろ やうに 祸 しくなる 

かも 知れない。 

唯 M あなた は 淋しくありません か。 

§. 私 も 淋しい の だよ。 私 は  一 涯港 しいの だら うと 思 

つ てゐ る。 尤も 今の 私の 淋し さはお 前の 祸 しさと は溪ふ 

がね。 

^0 どの やうに ひます か。 

00  (も はれむ やうに 唯 3,-^<见 る) お； 1 の 淋し さは 對象 

によ つ て！^ される 淋し さ だが、 私の 祸し さはもう 何物で 

も 癒されな い 淋し さ だ。 人間の 遠 命と し て の 祸し さな の 

だ。 それ はお 前が 人 牛； を IS 驗し て 行かなくて は 解らない 

巧た。 お前の 今の；^ しさ は s;:!- 々形が 定まって、 中心に 築 

巾して 來 るよ。 その 港し さ を 凌いで から 本當の 港し さが 


來 るの だ。 今の 私の やうな 淋し さが。 併し 此の様な こと 

は 話した ので は 解る もので はない。 お 前が 自ら 知 つ て 行 

くよ。 

唯！： では 私 はどう すれば い- 1 のでせ うか。 

0 祸 しい 時は琳 しがる が い 、 。 運命が お前 を 育て 、 ゐ 

るの だよ。 只 何事 も 一す ぢの 心で 眞 面目に やれ。 ひねく 

れ たり、 ノ  J まかしたり、，： E 分 を 欺 い たりし な い で、. E 分の 

心の 願 ひに 忠 貲に從 へ。 それだけ 心得て ゐれ ばよ いの だ。 

何が. H: 分 の 心 の 本當 の 願 ひかと いふ こと も、 すぐに は 解 

る もの ではない。 樣々 な途ひ を 自分で つくり 出す からな。 

しかし 眞 面目で さ へ あれば、 それ を 見出す 智慧が 次第に 

磨き 出される もの だ。 

唯圓 あなたの おっしゃる 事 はよ く 解りません。 併し 私 は 

眞 面目に 生きろ 氣 です。 

m0 うむ。 お前に は 素直な 一 向な 善い 素質が ある。 私 は 

お前 を 愛し てゐ る。 その 素質 を 大切に しなくて はなら な 

い。 運命に まっすぐに 向へ。 智慧 は 蓮 命 だけが 磨き 出す 

の だ。 今 はお 前 は 年の 割りに 幼い やうな けれど、 先き で 

は 大きく なれる よ。 

唯 M さっき 私 は知應 殿に 叱られ ましてな。 

親戀 何と 云って。 

唯簡 私が； 淋し いのは 信心が 足りない からだと 云うて。 佛 


222 


手 弟の そと 家出 


樣の教 ひ を 信ずろ も の は 法傥が なければ ならぬ。 その 法 

悅は救 はれて ゐろ ITi 據だ 。 .魏 躍職喜 の 情が 胸に 満ち て ゐ 

れば祸 し い 事 はない。 淋しい の は 救 は れ て ゐ ない 證據だ 

とおつ しゃいました。 

m0 ふむ。 (考 へて ねる) 

(兩. <哲 く： l£»i。 木 堂より、 鐘の音 證經の 合唱 かすか 

に えて 夾- る。) 

唯 圆 ぉ師； K 樣、 あの (；威 1 か 赤く すろ〕 戀とは どの やうな 

もので ございませ うか。 

00  (まじめに) 苦しい もの だよ。 

^圆 戀は 罪の 一つで 御座いませ 5 か。 

S 罪に 終 まった もの だ。 此の^で は 罪 をつ くらずに 戀 

をす る こと は出來 ない の だ。 

唯^ では 戀 をして はいけ ません ね。 

m0 いけなくても 誰も 一 生に 一 度 は 15 をす る もの だ。 人 

間の 一 生の 旅の ゆ" 中に ある 關 所の やうな もの だよ。 その 

關所を 越え ろと 新しい 光景が 眼の 前 に展 けろ の だ。 此の 

關 所の 越え 方の 如何で 多くの 人の^ 涯 はき まると 云って 

も ノ  11.1 义た。 

m0 その やうに 策 火な ものです か。 

親 驚 二つと ない 4< 切な 活 材料 だ。 眞而： s に 此の 网 所に 

ぶっかれば 人間 は 運命 を 知る。 愛 を 知る。 すべての 智慧 


の 芽が 一 時に 吸 「ぬめる。 魂 はもの k 深い 木 K を 見る 事が 

出來る やうになる。 い たづら な、 浮いた 心で 此の 關 所に 

向へば、 人 は 盲：： Hi になり、 ぐうたら になる。 その 關 所の 

向う の凉 しい を あく がれる 力が なくなつ て、 關 所の 此 

方で 精力が 耗 きて へ とくにな つてし まふの だ。 

^0 では 戀と 信心 は 一致す る もので 御 15 いませ 、つか。 

00 戀は 信心に 入る 通路 だよ。 人 il の 純な 一す ぢな願 ひ 

を つ き 詰め て 行けば、 比り お敎 的. ず： 識には 入り込む の だ。 

¥ ると き 人間の 心 は 不思議に 純になる の だ。 人生の か 

なしみ が 解 乙の だ。 地上の 運命に 觸れ るの だ。 そこから 

信心 は 近いの だ。 

唯圆 では 私 は戀を し て もよ ろし い の です か。 

親 蟹 (ほ、 ゑむ〕 お前の 問 ひ 方 は 愛らしい な。 私 はよ い 

とも惡 いと も 云 はない。 戀を すれば すろ でよ い。 たにま 

じめ に 一す ぢ にやれ。 

唯圓 あなた も戀 をなさい ました か。 

i うむ。 (問) 私が 比 射 山で 一 ホ n 命 i して ゐる& 

であった。 慈鎮和^^樣の御名代で{=«中に參內し て 1K.M の 

御前で 和歌 を 詠ませられた。 その 時の 題が 戀と いふの だ 

よ。 ところが 數多 <ム 家た ちの みの 中で 私の が 一都す 

ぐれて ゐ ると て .大 iSi のお 氣に 召した の だよ。 そして 御お" 

美 をば いた いた。 私 は 恐縮して. „ ^らうと した。 すると 
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公家の 中の 一 人が かやうな 歌を讀 むから に はお 前 は戀を 

したのに银：^なぃ。2^をした^1?でなくては解らぬ氣持だ。 

どう だ をし た^が ある だ らう と 訊く の だ 。 

唯 M あなた は 何とお 答へ 遊ばしました か。 

m.0 その やうた 覺 えはありません と 云った。 すると その 

公.：^ がその やうな 嘘 を； おつ ても駄 R: だ。 出家の 身で 戀を 

すると は： £1 しからん と 云 ふの だ。 他の 八ム 家た ちが ク スク 

ス 笑って ゐる のが えた。 

まじめに 云った ので はない のです か。 

親 からかって 笑 にした の だよ。 私 は 成 嚴を傷 けられ 

て， 1 所 を； a 出した。 どんなに 恥し ぃ氣 がしたら う。 それ 

から 比 叙 W に歸る 道す がら、 は まじめに 考 へ て 見ずに 

は ぉら れ なか つ た。 私 は 本 當に戀 を 知らな い の であらう 

か。 私 はさう と は 言へ なかった。 では 何故 戀を しました 

とお へなかった のか？ 何故 喻 をつ い たの か。 出家 は戀 

をし て は いけない W になって ゐ るから だ" 私 は いやな 氣 

がした。 私 は E 分らの 活の虚 ぬ を 今： 巾/  >.■,-」 け 31 し 

た。 そして 山上の 修行が ； つの 型に なつ -, ： . ん たま 

ら なく 偽善の やうに 感じられた。 その 時から 私 は 山 を 下 

る： M を 起し た。 もつ と^を つ かずに 暮らす 方 は な い か 。 

戀 をし て も 救 はれる 道 は ないか と考 へ すに は ゐれら なか 

つた。 


m0 凡そ惡 の 中で も 偽善 ほど 惡 いもの は 無い のです ね。 ； 

あなた は い つ か 偽善者 は 人 »^ しよりも 怫に遠 い とお つ し ： 

やい ましたね。  一 

親營 その 通り だ。 百の 惡荣に 催されて 自分の 罪 を 感じて 一 

ゐろ惡 人よりも、 小一 〈； I 投を 積ん で已 の 惡 を 認め ぬ 偽善者 

の 方が 佛の 愛に はもれ てゐ るの だ。 佛 樣は惡 いと 知つ て" 

私たち を 助けて 下さる の だ。 惡 人の ための 救 ひなの だか 一 

らな。 

^圆 善い ものでなくて は 助からぬ とい ふ聖 道の 敎 へと は 

何とい ふ 相 遠 で .>  」 ざ いませ うし 

親！？ 他人 は ともあれ。 私の やうな もの は それで は 助かる 

見込み はっかな いの だ。 私 は 今でも 忘れぬ。 が 六； wi 堂 一 

にお 參 りし て 山 へ 歸る 道で 一 入の 女に 出 遇つ てね し 寒 空 一 

に 月が 氷りつ くやう に 光って ゐる 夜だった よ。 私 を 山へ 一 

連れて 登って くれと いふの だ。 私 は 比， 叙 W は 女人禁制で • 

女 は 迎れて 登る 譯に 行かない と斷 つたの だ。 すると 私の „ 

衣の 衲に すがって 泣く の だ。 私 も修： t して 助けられたい j 

から 是非 山へ 迎れて 行って 出家に して くれと 一 生 懸命に 一 

哀願す るの だ。 幾ら 云っても 聽き 人れ ない の だ。 はて は 一 

女 は 助からな く て もよ い の です か と怨 むの だ。 私 は K に 一 

闲 つた。 山の上では女は罪！^くして三世の諸佛も見抬て 一 

給 ふとい ふこと になって ゐ るの だ。 仕方がな いから 私 は j 
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その 通り を 云って 諦ら めさせよ 5 とした。 すると 女 は 見 

る 見る 眞靑な 顔 をし た。 やが て 胸 を 叩 い て 佛を況 ふ 言葉 

を 11 發 した。 それから 一 目 散に 走って 述げ てし まった。 

唯圆 まあ 可哀想な 事 をなさい ましたね。 

親. 驚 でも 山の 上へ は 述 れて 行けなかった の だ。 嵐で 森 は 

はげしく 鳴つ てゐ る。 私 は 女の 呪 ひが 胸の 底に 應へ て 夢 

中で 山の 上まで つた。 その 夜 はまん じりと もしな かつ 

た。 それから とい ふ もの は 私 は 女 も 救 はれな く て は 噓だ 

とい ふ氣が 心から 去ら なくなった。 私 は 毎夜々 々六角堂 

に 通って 觀音樣 に 祈った。. 夢中で 泣いて 祈つ た。 私 は 死 

ん でもよ いと 思った。 私 は その 頃から もの 見方が 大分 

變っ て來 だした。 山上の 生活 を 隨ふ心 は 極度に 達した。 

私 は 六角堂 か ら 歸り によく 一一 一條 橋の 欄干に もたれ て 往來 

の 人々 を 眺めた。 六ケし 相な 顏 をした 武士 や、 胸算 W に 

餘 念の 無 さ、 うな 商人 や、！ を 述れた 老人な どが 通った。 

或は 口笛 を 吹きながら へ 通 ふらし い 若者 も：！ i つ た。 私 

は どんな に 親しく 其 の 人た ち を K め たら う。 皆 許されね 

ばなら ないやうな 氣が した。 仉の相 を あるが ま \ に 保つ 

て 魔く 方が よいと いふ 氣 がした。 「此の儘で、 此の儘で」 

と 私 は 心の中に 叫んだ. 「みんな 助かって ゐ るの では 無 か 

らう か」 と。 山へ つても、 もはや、 其處は 私の dii み 家 

ではない 氣 がした。 


唯 S 其 時 法お 聖人に お 逢 ひなされ たのです ね。 

M0 まったく 觀昔樣 の 御 ひきあ はせ だよ。 私 は 法 然樣の 

前で 泣け てく 仕方がな か つたよ。 

唯 回 (^^ ぐむ) あなたのお 心 は 私に もよ く 解ります。 

. (兩入 1= く 沈默。 僧  一 、 

僧 一 御： 師 ぼ樣は 此處に ゐられ ました か。 

唯 M と 日向で 話して ゐ ました。 

§ 御 氣分は 如何で 御 鹿い ます か。 

S もう 殆どよ いの だよ。 有難う。 

^1 それ は 嬉しう 御座います。 大切に 遊ばして 下さい。 

S お前た ち も此處 でお 話しなさい。 木 堂の 方 はどう だ 

つた。 

(唯 圆。 座 蒲 固， か 持ち 來リ、 兩人 lis- め、 茶ん， - つぐ。) 

$E 三 j ばいの 參詣 人で 御 座 います。 お 動めが みまして、 

今 は知應 殿の 說敎〕 お 中で 御座います。 

^一  知應 ^ の 熱心な 說敎に は 皆 感^した やうで 御 麼 いま 

した。 

ちみろ もん 

！ 權 威の ある、 强 ぃ說敎 でした。 皆 かしこまって^ Era 

致して ゐ ました。 

^ 一  今日の はぬ に 上 出來で 御座いました。 

m0 やはり 法悅 とい ふ でした の だな】 

§ 御存じで いらっしゃいます か。 


ノ 知應か 私に 話した 事 も あるし、 さっき 唯圓 から 一 寸 

K た。 

05 1 宗敎的 糖？ 3:： と い ふ ものが い か に 富 や J8 など、 地上 

の 樂 よりもす ぐれ て 尊い か を 高潮 し て お話しな され まし 

た。 

$ ^三 ！ i よりも しいと さへ おっしゃ いました。 

^0 死の 恐怖 もな く 孤獨の 淋し さもな く、  世への 誘惑 

も 無い とおつ しゃいました。 

$21 法 悅は救 ひの 證摅 であると 云 はれました。 

僭 三 私たち 出家し てゐる もの 、 特別に 惠 まれた 境遇で 

ある 事 を、 あの 說敎を 聽 いて 私 は 今， M の 如くに 感じ ま し 

た。 

唯 M 私 は あれ を 聞いて 不安な 氣が 致します。 私 は 此の頃 

は 淋し ぃ氣が い つも 致します。 ぼんやりし てお 經を 讀ん 

でも 心が 躍らない 時が あります。 私 は 病身で 先 g も 少し 

熱が 高 か つ たの で死ぬのではなぃかと恐くて^^」りません 

でした。 今 死んで は 惜しくて なリ ません。 私 は 何だか あ 

く がれる や 5 な、 浮忡を 懐し む やうな 氣が 催し て 来ます。 

知 if ほの や. r' に 强ぃ證 を 立 て ろ 事が 出き ません。 法悅が 

救 ひの 據 とすれば 私 は 救 はれて ゐな いのでせ うか。 私 

は 此の でも 佛ぉ： が 助け て 下さる 事 丈 は 疑 はない の です 

けれど …… 


二 鱸の 弱い 勢 だら うと 私 は 思 ひます。 

僧 三 やはり 信心が 若い からで はありますまい か。 

唯圓 御 師匠 樣、 一 體 どうな ので 御座いませう。 敎 へて 下 

さい。 私 は 不安で 堪 りません。 私 は 助かって ゐま すか。 

ゐ ません か。 

親 驚 助かって 居ます e 心配す る 事はありません。 實は私 

も 唯圓と 同じ 心 持で 暮らして ゐ ます。 is の 時 は 死 を 怖 

れ、 煩惱 には絕 えず 催され、 時々 は祸 しくて 堪らなくな 

ろ 事 もあります。 踴躍徵 喜の 情 は、 どうも おろそか にな 

り 勝ちで な。 時に 燃える やうな 法悅 三昧に 入る 事 も ある 

が、 その 高潮 は 纏て 灰の やうに 散り 易くて な。 私 は 始終 

苦しんで ゐ ます C 

1=  一 Gt ぶ、 て a 駑 14- 見ろ〕 あなたが です か。 

親 私 は 何故かう なの だら うと い つも 自分 を 責め て 居 ま 

す。 よくく 私 は 菜が 深いの だ。 私が 老年に なって かう 

なの だから、 若い 唯圓が 苦しむ の も 無理 はない。 併し 私 

は 決して 救 ひ は 疑 はぬ の だ。 佛 かねて 知ろ しめして 煩惱 

具足 の 凡夫と 仰せられた。 その 致し方の ない 罪人 の 私 等 

を 此の儘 助けて 下さる の だ。 

0^ では 知應 殿の 御 考へは 間違 ひで 御座いま すか。 

0 い や 間違 ひ では. ない」 人に よって 業の 深淺が ある の 

だ。 法悅 の相續 出来る 人は惠 まれた 人 だ。 私 は その やう 
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親 唯 親 


のぢ や。 

僮 一 一 (登 場) 皆 樣此處 に ゐられ ました か 。 今や つ と說敎 

が濟 みました。 (昂裔 してね ろ) 

m0 御 苦勞 探でした。 暫く 此處 でお 休みなさい。 

肘 二 お 匠師樣 にお 願 ひであります。 只今 私が 說敎を 終り 

ますと、 講 ij の 側に 五六 名の 同行が 出て 參 りまして、 親 

鸞樣に 是非お 目に か、 りたい から 遇 はれる やうに とりな 

して吳れと^§みました。 

S 何 か 特別な 用向きで も あるので すか。 

せ 一 往生の 一大事に 就いて 承りた き 筋あって、 はるぐ 

遠方から 尋ねて 參っ たと 申します。 皆 熱心 面に 溢れて ゐ 

ました。 

ち-や-つ. もん 

m0 往生 の 次第なら ば もはや 幾度 も聽 S し て ゐる箬 だが 

な。 まことに 單 純な 事で 私 は 別に 話し 加へ る 事 も ありま 

せんがな。 

$s 二 私 も 左樣 申し^かせました。 殊に 少し 御 不例 故 また 

曰 を か へ て いらしたら どうかと. a. しました。 しかし 皆 は 

るば る參 つ たもの 故、 是非 親簡 に お 目に かトら せて く 

れと 泣かぬ ばかり に賴み ます。 あまり 熱心 でノ /さ い ます 

から、 私 も 不便に なりまして、 御 病氣の あなた を 煩 はす 

の は 恐れ入り ますが、 ー應 お尋ね 申す 事に 致しました。 

親 それ はお 易い 事です。 私に 會 ひたいの ならいつ でも 


な 人 を 祝福す る。 或る 入 は が少 く、 或る人 は 镇惱が 

强 くて 苦しむ の だ。 只 法悅を 救 ひ の證 とする のが 淺ぃ。 

知應 にも 話さう と 思って 居る がよくお ig きなさい。 救 ひ 

に は 一 切の 證 はあり ま せんぞ。 その 證を 求める の は 此方 

の はから ひで 一 種の 自力です。 救 ひ は 佛樣の 願 ひで 成就 

して ゐる。 私ら は 自分の 機に か \ はらず 只 信じれば よい 

のです。 ； F の 最も 淺ぃ 入と 深い 人と はまる で 相違した 此 

の 世の 渡り：；^ をし ます。 しかし どちらも 救 か つ てゐ るの 

です。 

唯圓 私 は 有難い 氣が 致します。 もったいない 程で 御麼ぃ 

ます Q 

僧 1 私 は 其 處に氣 が 付きませんでした。 法悅が あつ て も、 

なくても、 私ら の 心の 有 樣の變 化に は 係りな しに 救 ひ は 

確立して ゐる の で 御座いま すね。 

mm それでな く て は 運命に 毀 たれぬ 確かた 救 ひ と 言 は れ 

ません。 私ら の 心の 有樣は 運命で 動か される の だからな。 

$5 三 やはり 自らの 功で 助けられよう とする 自力 极 情が 殘 

つ て 居る のです ね。 すべての もの を佛ー 採に 返 し 鬼 る 事 は 

容易で は 御座いま せんね。 

M 何もかもお 住せす ろ 素直な 心に なりたい もの だな。 

圆 ^ けば くだけ 深い 敎 へ で 御座 い ます。 

•i? みんな 助かって ゐ るの ぢゃ。 たに それに 氣 がっかぬ 
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m.  親 m  fit 
m  二  m で M  H 


同行 SI ほんに なかく の 思 ひで は 御座いま せんでした 

ォ 

同行 五 永い 間の 願 ひが かな ひ、 此の 樣な 本望な こと は 御 

ざいません。 

同 行 六 私 は さ つ き 本堂で 斷られ る ので はない か と 氣が氣 

でありませんでした。 

S  (感動す る) よくこ そ 訪ねて 來て 下さいました。 私 

も 嬉しく 思 ひます。 どちらから お越しな されました し 

同行 一 私共 は 常！ S1 の 11 から 參り ましたの で。 

同行 四 私 等 は 越後の 者で 御座います。 

S まあ あなた 方 は そ の やうに 遠くから いらした のです 

か。 

同行 二 隨分 長い 旅 をいた しました。 

親鴛 さう でせ うと もね。 常 陸 も 越後 も 私に は 思 ひ 出 の 深 

い 11 で 御座います。 

同行 四 私の H では 方々 であな たの 事 を 同行が 集って はお 

瞟 申し て 居ります。 

同行 一 あなたのお 遣し なされた 御 感化 は 私の 國 にも 隙な 

く 行き渡つ て 居ります。 

同行 三 まだお n: にか --ら ぬ あなた 樣を どんなにお 慕 ひ 申 

した 事で 御座いませう。 

Mm^ 私 も 懐し ぃ氣が 致します。 あの あたり 行脚した 頃 


お 目 にか k ります。 只 私 は六ケ 敷い 事 は 知らぬ とその 事 

だけ 傅 へ て S い て 下さ い。 では 此處 へ すぐに 通して 下さ 

I ヒー 有り難う 御 .M います。 1 一 皆が 悅ぶ 事で 御 ざい ませう。 

(返 揚) < 

^  一  方から 參っ たもの と 見えます な。 

熱心な S 行 衆で 御， M い ますね。 

ぉ邮： に 遇 ひたさに はるん \ 京に たづね て 来たの 

, ね。 私 は 殊勝な 氣が 致します。 

(K つて^ へて ねる) 

(！： S. 仃衆六 名.^ 案 S して 登場) 

OS 行 衆の 蹴して ねる の， か 見て〕 さあ、 此方に お 

出で なさい。 f.lKij なさるな。 

(唯 M、  ^と V のへる。 同： 仃衆^ 座に 着く。〕 

00 私が 親 5^ です。 (弟子.^ 指して〕 此の 人た ちはいつ. 

も 私の 侧にゐ る In: 行です。 

同；：：： 一 あなたが 親 號樣で ございまし たか。 (！？^i ぐみ 親 

ちっと 兄る) 

IS 饤ニ 私 は 嬉しう 御座います。 一生に 一度 はお 目に か- - 一 

りたい と 祈って ゐ ました。  一 

同行 一一 一 ？ S 坂の 關を 越えて 此處 はおと ii いたと き 私 は 涙が 一 

こぼれました。  i 
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の 事が 思 ひ 出されます。 

同行 五 あの 頃と は 色々 變 つて ゐ ますよ。 

親 何しろもう 二十 年の 昔になります からね。 

同行 六 雪 だけ は 相 變らず 山積り ます。 

親 » 雪に 埋もれた 越後の 山脈の 景色 は 一生 忘れる 事 は 出 

來 ません。 

同行 四 も 一度い らして 下さる 氣は 御座いま せんか。 

親 驚 御緣が ありまし たらな。 だが 恐らく 二度と 行く こと 

はありますまい、 もう 年 をと りました でな。 

同行 一 お 幾つに おなりな されます か。 

親 i? 七十 五になります。 

同行 二 さっき 一寸 承 はりましたら、 あなた は 御病氣 でい 

らっしゃい ます さう で。 

親變 はい 少し 風 を 引き ましてな。 もう 殆どよ いのです。 

同行 二 どうぞお 大切に な され て 下さい ませ、 

同行 三 皆の 者が いか 程お 賴り 申して ゐ るか 知れない ので 

す 力ら 

親 鷲 はいよう おっしゃって 下さいます。 (間、 唯 指 

し) 此の 人 は 常 陸から 來てゐ るので す。 

m0 私 は 常 陸の 大門 村 在の 生れで 御 鹿い ます。 

同行 一 同じお 國と けば 懐し う 御座います。 もう 長らく 

京に ゐられ るので ございま すか。 


唯圓 國を 出てから 十 年になります。 國には 父が 殘 つて ゐ 

ますの で戀 しう 御座 い ます。 

親 ii 十五 年 前に 私が 常 陸の 國を 行脚した 折に、 S に 降り 

こめられて 此 人の 家に 一 夜の 宿 をお 世話 になった ので 

す。 それが 緣 となって、 今では かう して 朝夕 一緒に 暮ら 

す やうに なりました。 

同行 二 因緣と 申す も の は 不思議な も ので 御座い ますな。 

^一  袖の 振り 合 ひも 他生の 緣 とか 申します。 

僧 二 かう して 樣と 半日 を 一 緒に 溢 かく 話す ので も、 緣 

なくば 許される 事ではありません ね。 

OS 三 一つの 逢 獺で も、 一つの 別れで もなかく つくらう 

としてつ くれる ものではありません ね。 人の 世の かなし 

さ、 嬉し さは 深い 宿世の 約束事で 御座います。 

唯圓 私は緣 とい ふ 事 を 考へ ると 涙ぐまれる 心地 がし ま 

す。 此 世で 敵 同志に 生れて 傷け 合って ゐる もので も、 緣 

とい ふ 事に 氣が つけば 互 ひに 許す 氣 になる だら うと 思 ひ 

「あ、 私たち は 何とい ふ 惡緣な のでせ うか」 と 云って  一 を 

こぼして 二人 は 手 を 握る 事 は 出来な いもので せう か。 

親 ii 互 ひに 氣に 入らぬ 夫婦で も緣 あらば 一 生別れ る 事 は 

出来な いの だ。 i に 入つ た 時 は 何もかも 解る だら う j 

そして 別れずに 一 生 添 ひ 遂げた 事 を 互 ひに ぶ だら う。 


子. おの そと' 表' 出 
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唯 四 愛して よかった。 許して よかった t あの 時に 呪 はな 

いでし あはせ だった、 と 思 ふでせ うよね。 

§ 人 は fi; よく 暮す ことです ね。 

(一同 しんみり 沈 默。 I 

同 (仃ー (膝ん. -す V めろ) .SEJ は 私達が 十 餘ケ國 の 境 を 越え 

て はるぐ 京へ 參 りました の は 往生の 一 儀が 心に 懸 るか 

らで御 -li います。 私たち は 是非とも 今度の 後生の 一大事 

が 助け て 戴きた い の で 御 13 い ます。 皆に 代つ て 私が 一 向 

に 御 願 ひ 中し ます。 何 生の 造 をお 敎へ 下さい ませ。 

§ さ 程に 命に を 求めな さるの は寶に 殊勝に 存じ ま 

す。 はいつ も 世の 人が 信心 を輕 ろい 事に 思 ふの を 不快 

に 感じて ゐ ます。 信心 は 一大 难ぢ や。 眞劍 勝負 ぢゃ。 地 

獄と極 梁との 追分 ぢゃ。 人間が 一 番眞 面： s に對 せねば な 

らぬ 布， たでな。 だが、 あなた 方は國 のお 寺で は聽 聞な さ 

れ ませぬ かの。 

E 行 二 毎度 flig^ して ゐ ます。 

親^ どの やうに US して ゐられ ます。 

！ S 行 ー1; 阿 S 陀樣 に、 何卒 今度の 後 を 助け 給 はれと 一 す 

ぢ にお 願ひ屮 せば いかなる 惡人も 必ず 助けて 下さる と、 

かう 承 はって IS ますので。 

mm その 通りです。 それでよ ろしい。 

S 行 四 そこまでは度々15ぃてょく^^知致してゐます。 そ 


れ から 先き を 詳し く敎 へ て 戴きたい ので) 

親 それ を 聞いて 何に なさる のぢ や。 

同行 五 りが 致し 度い ので。 

親營 極樂參 り はお 國で聽 S なされ てよ く 御 承知の 通り の 

念^で 確かに 出来る のです。 

同行 六 でも 何だか 不安な 氣 がしまして" 

親駕 安心なさい。 それだけで 充分です。 

同行 一 あなたの 御 安心が 承 はりた いので。 

mw. 私の 安心 もた y ての 念佛 だけです。 

同行 二 でも あま り 曲がな さ 過ぎます。 

mm その ssf 純な のが 當琉の 面目です。 巢 純な もので なく 

て は眞理 ではありません U ま た 萬 人 の 心 に 觸 れろ事 は 出 

來 ません。 

同行 三 では 御陛 いませう が、 あなたに 長い間 比 叙 山ゃ奈 

良 で 御研學 遊ば したので 御座いませう。 rf! た ち 無^な 者 

に は 解らぬ か は 存じ ませぬ が、 御敎 )5K の 一部 をお 漏らし 

なされて 下さい ませ。 

同仃四 それ を 承 はりに 遙々 參 つたの で 御座います。 

同行 "rfl 11 の 土產に 致します。 

親 (a 面目な 衷情になる) いや その 樣々 の學間 は極樂 

參り の 邪魔に > J そ なれ 助け に はなり ません。 信心 と學問 

と は 別事です。 假 八 P 八 萬の 法藏を 究めた とて、 極 樂の門 
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が 開ける 譯 ではありません。 念怫 だけが 正定 の 柔 です。 

若し 各々 方が 親變 は六ケ 敷き 經釋 をも辩 へ 、 或は 往生の 

別の 仔細 を も 存じ 居る ベ しと 心 僧く 思し召して、 はるば 

る 513^ ねて いらした のなら ば、 まことにお 一通の 毒に 思 ひま 

す。 私 は 何も 六 ケ數ぃ 事 は 存じ ませぬ のでな。 その 儀な 

らば 南都 北嶺に 由々 敷き 學者 たちが 居られます。 其處に 

行って ぉ聽 きな され ませ。 

同行 一 御 謙 窓なる お 言葉に 痛み入ります。. 尙更 ゆかしく 

存じます。 

同行 二 北嶺 一 の 俊才と 聞え たる あなた 樣、 何の おろそか 

が 御 鹿い ませう。 

親 1^ 北嶺 南都で 積んだ 學問 では 出 離の 道 は 得られな か つ 

たのです- 私 は^ 問 を 捨てた のです。 そして 念^ 申して 

肋 かるべし と 善き. 11 の 仰せ を， 承 は つ て、 信ずる 外に は 別 

の 仔細 はない のです。 

同行 三 それ は眞 誰で ござります か。 

( 一 同 不審の^ 付 プヤして ねろ。) 

S 何し に 虚言 を 申し ませう。 思 はせ ぶり だと 思 召しな 

さるな。 凡そ 眞理は 1} 純な ものです" 救 ひの 手續 きとし 

て、 外から 見れば 念佛程 srm な もの はあり ませぬ。 た^ 

の 六 字 だで な。 だが 内から その 心 持に 分け入れば、 限り 

-f な V- 傑く 複雞な もの ^す。 恐らく あな，； ん 方が 一 生か X 


つ て も その 底に 達する 事 はありますまい。 人生の 愛と. 運 

命と 悲哀と -—— あなた 方の 一 生涯 か \ つ て體驗 なさろ 内 

容を 一 つの 簡累な 形に 煮詰めて 盛り込んで あるので す。 

人生の 歩みの 道す がら、 Hi りかへ る 毎に 此の 六 字の 深さ 

が 見えて 行く のです。. ••(  a 々熱心になる) そ れを知 慧が 

！ すと 申す のぢ や。 經 書の 敎義を 究める のと は 別事です。 

5 識が igj えても 心の 眼 は 明るく ならぬ でな。 若し 各々 方 

が 親 變 に 相談な さる なら 、 御 熟知 の 唱名 で よろしい と 申 

しませう。 經 釋の聽 きぼ こり は 以ての外の 事ぢ や。 それ 

よりも 名々 に 念 佛の 心 持 を 味 は ふ 事 を 心 けなさる がよ 

い。 人 を 愛しなさい。 許しなさい。 悲しみ を耐へ 忍びな 

さい。 業の 俊し に 苦しみなさい。 ，運 命 を Kffi なさい。 そ 

の 時人 生 の 々 の 事象 を 見る 暇が 濡 れ て 來ま す 。 佛樣の 

お 慈悲が 有り難く 心 に む やうに なり ます。 南 無 阿彌陀 

佛 がし つくりと 心に はまります。 それが 本當 の I^Ai^ と 申 

す もの ぢゃ。 

同 行 五 れ 入りました。 鈍な 私達に もよ く^に 人り まし 

た。 極樂 へ參ら せて 戴く ために は、 たに 念佛 すれば よい 

の で 御座いますな。 た r それだけで よい の で 御座います 

な。 

同行 六 鋭い 刀で 切った やうに、 心が はっきり として 參り 

ました" 
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同； 仃 一 只 一 つ 私に お i;! かせ 下さい。 その 念^して 淨 土に 

牛； まれる と 云 ふの は 何 か 證據が あるので すか。 

信心に は證據 はありません。 證據を 求む るなら 信じ 

て 居る のではありません。 (ー氣 く〕 彌： S の 本願 眞 

に 御 しま さば、 釋@ の敎說 0.言 ではあります まい。 it 

1£-の 敎^^虛ーーほ ならず ば、 善導の 御 at 偽り で *、  J ざり ます ま 

モら Jli 

い 。 の 御 りならず ば法然 聖人の 御勸化 よも 空言 

ではあります まい。 (問) いや 假な 法然 聖人に 11 されて 

地獄に^ ちょうと も 私 は 怨みろ. 滅 はありません。 私は彌 

陀 の 木 願が な い ならば、 どうせ 地獄の 外に 行く 所 は 無 い 

身です。 どうせ 助からぬ I 非人です もの。 さう です。 私の 

心 を 著しく 表現す るなら、 念佛 は本當 に. 極樂に 生まる X 

種 なのか。 それとも 地：： M に 魔ち る 闪 なのか、 私 はまった 

く 知らむ と 云っても よい。 私 は 何もかもお 住せす るの ぢ 

や。 私の 、いのち、 私 そのもの を 佛樣に 預ける のぢ 

や。 何處 へな とつれ て 行って 下さ る で せうよ。 

( 1 同 W く 沈 腴。) 

IS; 仃 1 私 は 恥し ぃ氣が 致します。 私の 心 の^まし さ、 證 

據が 無くて は 信じない と は 何とい ふ 卑し い 事で 御座いま 

せう。 

E 行 二 私の 心の.：：： 力が B に 晒される やうに 露 はれて 參り 

ました。 


同行 三 樣々 の稱を 作つ て怫 のお 慈悲 を 担んで ゐ たのに 氣 

がっきました。 

同行 四 まだく 任せ 切って はゐ ない のでした。 

同行 五 心の 内の 甘える もの、 媚びる ものが •： 朋れて 行く や 

うな 氣 がします。 

同行 六 0 狀 ぐむ) 思へば たのもしい 佛の御 誓 ひで 御座い 

ます。 

さか しらな 物の 言 ひ 方 を 致して 氣 になります。 必ず 

ともに 六ケ 敷い 事 を 知らう となさい ますな。 素直な 子供 

の やうな 心で 佛樣 にお 鍵り 遊ばせ。 あまり 話しが 理に落 

ちました。 少し 四方 山の 話しで も 致し ませう。 もう 名所 

の 御 見物 はなされました か。 

同行 一 まだ 何處も 見ません の で。 

同行 二 京に. 藩く とすぐ 此處に 御參り 致しました のです。 

親 P. 祇園、 淸水、 知 恩院、 嵐 山の 紅 f もう 色 づき はじ 

め ませう。 何なら 案 內を させ てあげ ますよ" 

同行 一 はい 有り難う 御座 い ます。 

(此の 時 夕方の 鐘が 鳴る。) 

唯圓 ぉ師. 匠 操、 夕 ざれて、 凉 しくな つて 參 りました。 も 

うお 居間で お 休み 遊ばし ませぬ とお 體に 障り ますよ 。 

同行 四 どうぞお 休みな されて 下さい まし。 

IS 行 玉 私たち はもう お^申します。 
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太 仲 遊 か 淺 唯 13 

居 女 

m  ―  —二 へ 

持 入 人で 香 圓駕' 


遊 遊 遊 遊 


いや、 今， おは 私の 寺に お 泊り 下さい。 これから 私の 

居間で お茶で も 入れて、 ゆっくりと お話し 致し ませう。 

(^子 達に) お前た ち も 一 緒に いらっしゃい。 唯圓、 御 案 

内申し あげてお くれ。 

(親 i? 先き に 立ちて 退揚。 皆々 立 ちわがん。) 

唯圓 さあ、 どうぞ 此方に お越しな され ませ。 

第 三 幕 

第 一 場 

場 所 

三 條木屋 町 松の 家の 一室， 鴨 川に 臨ん て. Q ろ) 

人 物 

親 驚の 息 a 一； 士ー 歳〕 

遊女 (二十 穴 3 

遊女 (十六 歳) 


時 


秋の 日 ぐれ 

(遊女 n; 入 欄干に もたれて Si リ as る。) 

女 一 冷めたい 風が 吹いて 氣 持の い 、こと。 

女 二 顔が 燃えて せ、 つがない わ。 (^に 手.^ わて ろ) 

女 三 私 は 遊び れて しま ひました。 

女 一 此の 四、 五 曰 は 飲み っ^け、 歌 ひつに けです もの 

遊女 二 私 は 善鸞！ i に 盛り 浪 され、 醉ひ くたびれて 逃げて 

來 ました。 

遊女 ： 一一 善鬱樣 は 幾らでも 無茶に おあがり なさる の です も 

の。 とても かな ひません わ。 その it おいし さう でもない 

のね。 

遊女 一 飮む ほど 靑 いお 顔色に おなりな さるの ね。 

女 二 馬鹿に 燥 やいで いらっしゃ るかと 思へば、 急に 泣 

だし たりし て本當 に 變な 方です わね" 私 はお 酒に よつ 

て 泣く 人 は 嫌 だ わ。 

遊女 三 本 當に私 は s- 々氣 味が 惡 くな つてよ。 此の 問 も 私 

がお 酒の 御對手 をして 居たら、 妙に 沈んで いらした が、 

私の 顔 を じっと見て、 私 は お前が か は ゆいく と 云って 

J!^ をお 抱きな さるの よ。 それが 色 M なしな のよ J 

遊女 一 氣が狂 ふので はない かと 思 ふと， 一方で はまた し 

つかりした 所が あるし ね" 
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太 # 太 律 


逸女 二 私 は 始め 少し 足りない ので はない かと 思った の 

よ。 ところが どうして、 鋭す ぎる 位しつ かりして ゐ るの 

よ。 滅多な 寓-は 言 はれません よ。 

^女 三 何しろ 好いたら しい 人ではありません ね。 

遊女 一 そんな 难を いふと 淺 香さん がお こります よ。 

遊女 二  ®i 香さん と 云へば、 彼の 方に ひどく 身 を 人れ たも 

のね。 あの 51；: なしい t: 香さん が どうし て 彼の やうな 方が 

好きな のでせ うね。 

遊女 11 一 それ は 好きぐ で 仕方がな いわ。 あなたなら あの 

此の nil 滅樣の 所に 見えた、 若い、 美しい 坊樣の 方が お 

氣に 力！： しませう けれどね。 

继女ニ 冗談ば つかし。 (打つ まれ 1-^ すろ) あれ はかへ で 

さんよ。 

(歌 ふ碟。 Si し^。 人々 の 足お 31 が W える。) 

遊女 1 此方に いら つ しゃる やうよ。 

(稗^。 淺香 とか へ ぐと 太？ g 持と 仲居ん したがへ て 登 

これ はしたり、 5??： 々方に ぁ此處 に遁げ 込んで ゐら 

れ たか。 、 

00 私たち をまい て、 此 處に來 て内證 でよ い 事 をした の 

かい。 i  \  \  \o 

太-は 持 ひそく 話 は 平に 御 容赦。 


遊女 一 (善 に) あなた こそお たのしみ。 

遊女 一 一 私たちが ゐて はお 邪魔と 思つ て氣を 利かして あ， け 

たのです わ。 

一 これ は 恐れ入った な e  、 

： 持 恐れ入り やのと うさい 坊主。 

一 坊主と は ひどい な。 は..'、、。 

i 持 これ はとんだ 失 禮。 (自分の 頭. 扇子て 打つ) 

( 一 同 笑 ふ。) 

善豫 默 つて 遁 げた 罰に もっとお 酒 を 呑まして やる ぞ。 お 

い 酒 を 持って来い。 

仲居 はいかし こまりました。 (行かう とする) 

淺香 もうお 酒 はお 止し 遊ばせ。 ぉ體に 毒です。 昨夜から 

飲みつ V けで はあり ません か。 

00 此の 私に 攝生を 守れと 云って 吳れ るかな。 ぉ前は^11； 

女 だな。 は、.. 、。此 處で 河の 景色 を 見つ .1 飲み 直さう。 

さっきの お前の 陰氣な 話し で氣が 滅入 つ た。 (仲居 に ) 

すぐに 持って 來ぃ。 

(仲居 退^。) 

淺香 末 當 にもう お止しな されば い k のに。 好きで かな は 

ぬ 酒で もない のに。  . 

善聲 私 は 飲んで く 私の 體を 燃やし 盡 すの だ。 體で火 を 

點 して 生きる の だ。 火が 消える と 淋しくて 仕樣がない の 
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太 善 遊 

m  m 女 


だよ。 

淺香 でも 程が あります わ。 

00  S しさに は 程がない の だよ。 魂の 底まで 淋しい の だ 

よ。 

淺香 その 祸 しさ を 慰める ために 私たちが ついて ゐる では 

ありま せんか。 

善 一 i うむ。 お前た ち は 私に 無くて はならぬ もの だ。 お前 

たちがなくて は 生きられな い。 その 癖お 前た ちと 遊んで 

ゐる とまた 餘 計に 淋しくな るの だ。 淺香、 お前 はいつ も 

？ m しい 顔 をして ゐ るね。 今 3 はもつ と隙氣 になって くれ。 

淺香 でも 私の 性分なん ですから 仕方が ありません わ。 

善蠻 今日は 皆^ぐ の だよ。 何もかも 忘れて 仕舞 ふの だよ。 

琳 しくても、 樂し いものと 無理に 思 ふの だよ。 人生 は 善 

い、 調和した ものと 無理に きめる の だよ。 (？^^,^高くす 

ろ) さあ 今世界 は 調和した。 人と 人と は 美しく 從屬 した。 

人の 心の 惡の 3^ が斷滅 した。 不幸な 人 は 一人 もゐ ない。 

みんな 喜んで ゐる。 みんな 子供の やうに 遊んで ゐる。 あ 

あ 川 が 流れる、 流れる。 緩る やかに、 平和に" (川.^ 見 

人ろ) 

(仲居 >  酒、 看、 其 他 酒宴の 道具.^ 連ぶ。) 

善 ii さあ、 皆 飲んだ、 飲んだ。 (遊女に 盃.^ さす) 

遊女 一 もう 堪忍して 下さいな。 


二 私 は 苦しくて せう がない わ 

いや どう あっても 飮 ませねば いけない の だ。 

持 君命 も だし 難く 候 ほどに。 

(仲居 遊女た ちに 酒，^ 注いて ま はろ。) 

善 «  (杯.^ 手に 持ち \^) 此のな みく と 腹れ る やうに 盛 

り あが つ た 黄金色の 液 の 豐^; な こと は ど うだらう。 歡 

樂の 精を融 かして 流した やう だ。 e しい、 缺 けた 人の 世 

の 感じ は、 何處 にも 見えない やうな 氣 がする。 (欽 みほ 

す〕 此の は 誰れ に S3 らう。 (见廻 はす) かへ で、 かへ 

で。 小さい かへ でに。 (杯.^ かへ て にさす) . 

かへ て お ほきに。 (心持頭，^^5^、け、 盃ん <K 取ろ) 

(仲居 酒，^ つぐ。 かへ て 一寸 唇.^ つけて 下 く。) 

善 籠 かへ で、 何 か 歌って おきかせ。 

かへ て 私 はい やです わ。 姉さんた ちが^ 山い らっしゃる 

ではありません かゾ 

善 覽 いやお 前でなくて はいけ ない の だ。 

太鼓 持 さあ、 所望 ぢゃ。 所望 ぢゃ。 

か へ て せう がない のね。 (子供ら しに 母て k ば ふ) 

(淺香  一一； * 線.^ ひく  0 

萩、 桔梗、 なかに 玉章し のばせて、 

月 は 野末に、 箪の つゆ。 

君 を 松 Iffi 化 毎に すだく。 
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浅-遊 善 善 太 善 

香 女！ t    m  m  m 


ふけ ゆく  { 仝 や 雁の 

戀 はかう した …… 

善 もうよ い。 もうよ い」 (堪 へられ W やうに) お、、 

あの 口 もとの 小さな こと。 

淺香 (まだ 三味線.^ 持った ま- 0 まあ、 不意に 途中で お 

切りな さるので す もの。 

00  a て やって 下さい。 此の 小さい 子 を〕 他所の 荒 男が 

歌 をうた へと^ めます る …… (1^ ぐむ) も 一 つお あがり。 

(W へて に 杯な さす) 

かへ て もう K!!w。 

太 IS 持 (女の g„p 色.^ 使 ふ 私が すけて あげ ませう わい 

な" (かへ ぐの 前の 杯.^ 取って 飲む) 

淺香 今日の あなた は どう かしてい ら つし やる のね。 

0^. いや どうもして はゐ ない よ。 

^香 今日はもう 止し ませうよ。 ぉ顏色 もよ くありません 

よ。 私 少しも 騒いだり する 氣 になれ ない わ。 

00 淋しい 事 を 云 ふ 女 だな。 (淺 香の 瓿^ V つと 見る。 纏 

て 12  .us の 前 n ぶの 中 に 手.^ 突き 込む) 

ほ S  (おどる く) あれ、 何 をな さるので す。 (Is に 手ん-や 

る) 

かへ て かほ つれてし まった わ。 

S お前の 房々 とした 黑髮 を兑て 居たら、 憎らしく なつ 


たの だ。 (+- 鼓 持 LL) これ、 鶏の 鳴く まね をして 見ろ。 

太鼓 持 心得ました。 (鷄 の聲 色.^ 使 ふ) 

(遊女た ち 笑 ふ。) 

善 蟹 膝頭で 歩いて 見ろ。 

太鼓 持 か-つで 御 ります か。 (膝頭て おらく) 

(遊女た ち 笑 ふ。) 

お前の 頭 を 打いて 見ろ。 

持 お 易い ことで。 (己れ の 頭 扇 干て 打つ) 

(狂 ふやう に) もっと、 もっと。 

(太鼓 持つ  > け ざま LL 己れ の 頭. ケ 打つ。) 

お- -。 (眼ん-つ ぷる) 

二 大 そうお 沈みな されました のね。 

(いとし さう に 善蠻， ^見る) 善 鸞樣。 私 は 知って 居 

ますよ。 お 寺へ 遣った 使の 事で、 心が お 苦しい ので 御 u 

り ませう。 

( 一座 や、 白けろ。 善. 覽默 つて 考 へて ねる。) 

C 逃 女 一 何を考 へて いらっしゃ るの。 

遊女 二 大歷 お沈みな されました のね。 

善 ii  (急：. L 浮告 くす ろ) 今お 前 を 身受けす る 事 を考へ 

て 居た の だ。 

遊女 二  (笑 ふ) それ は 大きに ありがたう。 身受 して どう 

なされます。 
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善豫 はて 知れた 辜。 連れて 録 つて 女房に する。 さあ 此方 

にお 出で。 2 义ち 上リ、 遊女 二の 手.. 取って 引き立てろ) 

遊女 二 じ やう だん はお 止し 遊ばせ。 

善 驚 さあ、 此方に お出で。 (無理に 引つ！ S ろ) 

遊女 二  (ょろくして引：^；^られろ) い. たづら をなさい ま 

すな。 (振り放して 座に 返らう とすろ) 

善 s か は ゆい 奴め。 (後ろから il 女 二ん-抱きしめろ〕 

遊女 二 あれ、 放して 下さい。 放して 下さい。 (a ん、 もが 

く) そんなに なすって は、 切なくて、 切なくて、 せう が 

あり はしない わ。 

善 驚 (笑 ふ) 何て 色氣の 無い 人 だ。 此の 人 は。 

( 一 同 驚いて 见て ねろ。 仲 CL" 登？ .1。) 

仲居 唯今 唯 W 樣が お見えになりました。 

善 (遊女 二ん. 放す。 稍動搖 す) 此處に 通して aK れ" (座 

に 返る) 

(一同 沈 ST 唯圓 登場。 衣ん、 着て ねろ。) 

唯 画 御免下さい まし。 ( 一 座の 光景に 打た. れ、 一 寸躊 躍す 

ろ：" 

善餐 よく 來て 下さいました。 待って 居ミ した。 さあ 此方 

にお 通り 下さい。 誰も 遠慮な 者 は 居ません。 えらい 所 を 

見せます な。 は、、 

どうぞお 通り 下さい ませ。 


唯圓 (座に 通リ、 善 1?  2 前に^ ろ) 先 U は失禮 致し まし 

た- 

善 驚 今 B は 使 を 立て k 失禮 しました。 御迷惑で はあり ま 

せんでした か。 

唯圆 い、 え。 あなた からのお 使と iw いて 喜んで、 4_〉 り まし 

た。 何 か 御用で 御座いま すか。 

善覺 いえ。 用と 言って はありません、 私 はた^ 淋. しくつ 

て あなたに 逢つ て 話した か つたので す。 

唯圆 私 も あなたに 遇 ひたう 御 ！j いました。 

仲居 しい 盃.^ つて 來乂唯 M の 前に Si く) どうぞお 

持ち 遊ばし ませ。 

唯 K  (も V くす ろ) 私は砍 みません ので。 

仲 でも 一 つ。 

善 いや、 此の 人に はす. - めて くれな。 (唯 a の 不安 さう 

なの，^ 兒 て) 私たち は 少し 話が あるから 皆 あちらに 遠慮 

して 吳れ。 

仲居 かしこまりました。 では 皆さん。 

( 1 同 二人，^ 殘 して 返 揚っ) 

善覺 此の やうな 處へ あなた を 呼んで 濟 みません。 それに 

私 はお 酒に 醉 つて ゐ ます。 

唯^ 私 は 構 ひません。 私 は 喜んで 來 たのです。 

善 1- 私 は 淋しかった のです。 誰も 私の 心 を 理解して 吳れ 
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る 人はありません。 私 はかう して 酒 を 飲んで ゐても 腹の 

1^ は 冷めたい のです。 私 は^しい のです。 私 は 此の 問 あ 

なた と 遇った 時から、 親しい、 溫 かい 氣 がする のです。 

私の 胸の 思 ひ をす らくと 受け {^^:れ て 下さ る やうな 氣が 

する のです。 あなたと， 问き 介って ゐ ると、 色々 な 事が 聞 

いて たくなる のです。 

私 も 此の 問 あなたと 別れてから、 あなたの 事が 思 は 

れ てなら ない のです。 あなたに お nn に懸 りたい といつ も 

E 心つ てゐ ました。 あなたから 使の 来た 時に どんなに 嬉し 

かった でせ う。 

00 こんなに 人 を 懐し く 思つ た 事 はずつ と 前に 一 度 あつ 

たきり です。 永い 問 私 は 心が 荒んで 來てゐ ました。 (間) 

私 は あなたが 好きです。 

S 私は始 しう 御 Mi います。 あなたの 様な 方 を 何 &人は 

惡く云 ふので せう。 私 は それが 解りません。 先日 も 寺で 

皆様がぁなたの事を：51^-云はれましたから、 私 は 腹が立 

ちました。 そして 彼の 方 は 善い 人です。 あなた 方の 思つ 

てゐる やうな 人ではありません と 云つ て やりました) 

S. 私の 事 を どの やうに 惡く 申します か。 

喷 M 放 な 上に、 淨土 門の 救 ひ を 信じない 滅びの 子 だと 

5. して ゐ ます。 父上に 宵ぬ 荒々 しい 1.9; だと 云つ てゐま 

したよ。 


善 驚 無理はありません。 その 通りです。 私 は 滅びる 魂な 

のでせ う。 まったく 荒々 しい 氣 質です。 私 は 皆の 批評に 

相 Is して 居ます。 

唯圓 まあ あなた の やうに 優しい 御 氣質を …… 

善 蟹 いや。 (さへ ざろ) あな はの 前に 出る と 私の 善い 性 

質ば かり 呼び 醒 まされる のです。 然し 他の 人に 向 ふと ま 

る で 違 つて 荒 ぃ氣 質が 出る の です。 

唯 W 皆が よくない の だと 思 ひます。 あなた a: 身 は 善い 方 

に 違 ひありません。 私 は それ を 信じて ゐ ます。 

善？ i  (y^ ぐむ) その やうに 云って 吳れる 人 はあり ませ 

ん。 私 は 自分の 氣 質が、 自分で 自由に ならない のです。 

それに は 小さい 時からの 境遇 や、 また 私の 受けた 心の 傷 

やの 勢 もあります がね。 私 は 御存じの やうに 長く 父の 勘 

當を受 けて 居る のです。 

善懲 父に は 色々 な 迷惑 を かけました からね。 .1 一 私 を 今で 

も 憎 ん で ゐる でせ うねえ。 

唯圓 い、 え。 違 ひます よ。 お 肺 匠樣は 蔭で は あなたの 事 

を どれ 程 案じ て いらつ し やろ か 知れません よ。 

善 11 どうして 暮らして ゐま すか。 

唯圆 朝タ、 御念 佛 三昧で 御座います。 此の 問 はお 風 を 召 

しまして、 御寢 みなされ ましたが、 もう 殆どよ ろしう 御 
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座 い ます。 しかし 大分お 年 を お 召し 遊ば しました よ。 

善 管 さう でせ うねえ。 私 はいつ も稻 田に ゐて、 京へ は滅 

多に 出ません し、 殊に 面會も かな は ぬ 身で 少しも 機 子が 

解りません。 私 は 親不孝ば かりして はゐ ますが、 父の 事 

は 忘れ てはゐ ません。 氣を つけて やって 下さ い 。 

唯圓 私 は い つ もお 側 を 離れず、 おぬ S 忙中し て ゐる の です。 

S 父 は あなた を 愛します か。 

唯圆 もったいない 程で 御 いま 十..^  ： も 多い お 弟子.^ ぶの 中 

でも 私 を 一 番 愛して 下さいます。 

t あなた を 愛せぬ 入 はありますまい。 あの か へ でが あ 

なた を 好きだと 云って ゐ ましたよ。 (ほ 、ゑむ) 

唯圓 (颜 1 か 赤く す ろ〕 御 戯談を おっしゃ います。 

善 i? あなた は 女と 云 ふ もの を どんなに 感じます か。 私 は 

あはれ な 感じが して 愛せずに はゐ らおません。 殊に 此の 

樣な處 にゐる 女と 觸れ るの が 私 は 一 群 人間と 接して ゐる 

やうな 氣が します。 世の中の 人 は 形式と 禮 儀と で 表面 を 

飾って、 少しも 本 當の心 を 見せて 吳れ ません。 その やう 

な もの を武裝 にし て 身 を 守 つて ゐ るの ですからね。 私 は 

その やうに 用心 をせ ずに 觸れ たいので す" 自分 の 醜 さや 

弱さ を 謹さずに 交 はりた い の です。 此の やうな 處 では 入 

は 恥し い 事 を 互 ひ に 分け 持って ゐ ますから ね。 どれ 程溫 

か い 本當の 接觸か 知れません。 それに 私 は 女の 與 へる 戚 


分に 心を惹 ！？； れ ずに は ゐられ ません。 それ は资に 秋の 露 

よりも あはれ です。 

唯圓 私 は 心の奥で 私が 女 を 求めて ゐ るの を 感 じ て ゐ ま 

す。 しかし 女と は どの やうな もの か 少しも まだ 解り ませ 

ん。 また どの やうに して 觸れ たらよ ろしい やら 手續 きが 

解りません。 

善 (愛らしい やうに 唯圓， ^兄ろ) 本當 にあな たは 純潔 

です。 私 は 自分 は污れ 果て- -ゐ ます けれど、 純潔な 人 を 

酋 敬 します。 眼の 色から が 違 ひます からね。 だが 恐らく 

あなた も 女で 苦しまずに は 人生 を 渡る 事 は 出來 ます ま 

い。 私な ど は 物心が 附ぃ てから 女の 意識が！^ から 離れた 

事はありません。 しかし 私 は あなた を 誘 ふので はあり ま 

せし よ。 よよ >- . 

S  (まじめに) 此の間 もお 師匠 樣 とその やうな 話 を 致 

しました。 

善 Is- 父 は 何と 申しました か。 

唯圓 i ャは し て も い \ が、 まじめに 一 すぢ に やれ. と おつし 

やい ました。 

善 驚 ふむ。 

唯圓 私 は あなたに 問 かう/ \ と 思って ゐ ましたが、 あな 

た は ど- つして 御 勘 富 の 身と おなりな された のです か。 

善 (暗、 > 額-」 なる) 私 は 道ならぬ 戀 をした のです； い 
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や、^ か、 道で ないか は 私 は 今でも 解らぬ のです。 私 は 

人妻と： 恋をしました。 

まあ。 

S 女 は結將 せぬ 前 か、. つ 私を戀 して ゐ たのです。 此の世 

の ^.现 が 私の 手から 女 を 恋 ひ ました。 しかし 私の 心から 

戀を恋 ふ * は 出来なかった のです。 その後の 出 來事は そ 

の 矛 の 生む 必然的な 結果でした。 女の 夫 は 私の 親戚で 

した- それが 悲劇 を複雜 にしました。 私 は 1? 故に t 迎を破 

つた 惡人 になり ました。 fS? る やうに) 11 が 道 を 破る の 

か、 道が 破る のか 私 は 今でも 解りません" 

难 S 女の 方 はどうな されました。 

S 離ら れ てから Is になり ました。 私 は 遇 ふ 事 も 許さ 

れ ませんで した。 終に 女 は 死にました。 私 は 死に H: にも 

遇へ なかった のです。 

喷 S 女の 夫の 方 はどうな されました。 

00 泣いて 怒りました。 今でも 一 一人の 名 を 呪つ てゐ ます。 

私 は その 人の. M ふ と堪り ません。 私 は 其 の 人 を 愛 し 

てゐ ました。 一 5in なしい、 善お な 人でした。 私 は 此の 出來 

事の ilM 任 を 誰に 負 はせ るべき か r 解りません。 私 は惡ぃ 

のに 違 ひありません。 しかした 订 それ 切りで せう か。 私 

は 寧ろ 人生の 不調和に 歸 したいの です。 若し 忡界 をつ く 

つた 佛が あるならば 佛に 罪を歸 したいの です。 


唯圆 お、、 S0. それ は 恐し い 事です。 私 は あなた を 

愛します。 私 は あなたの ために 泣きます。 どうぞ 終りの 

言葉 を 一 一度と 云って 下さい ますな。 

善營 私 は 何も 解りません。 何も 信じられません。 私 は 世 

界の 成立の 基礎 に 疑 ひ を 挾み ます。 何とい ふ變な 世界で 

せう。 不調和な 人生で せう。 私 は それからと いふ もの、 

心の中から 祝福 を 失って しま ひました。 もの \ 見方が 歪 

んで來 ました。 ものが 信じられ なくなりました。 悲しみ 

と愤 りと 惱 みの 間に、 女ば かりが 私の 眼に 紅い 花の やう 

に 映 じます。 私 は 女の 肌に しがみついて、 私の 苦しみな 

遣る 道を覺 えました。 人 は 私 を 放蕩 者と 呼びます。 私 は 

其の 名に 甘んじます。 

唯圆 は 何と 中して い」 か 解り ま せ ん。 私 は あなた の 不 

幸な， 運命 を 悲しみます。 あなた は 本當に 堪らない 氣 がす 

るで せう。 しかし 邠樣は ど の やうな 罪 を 犯した も の でも、 

罪の ま \ で赦し て 下さる と 聞い て ゐ ます。 罪 を 犯さねば 

ならぬ やうに、 つくられて ゐる 人間の ために、 救 ひ を 成 

就して 下さる と、 お 肺；！ k1 樣から 常に 敎 はって ゐ ます。 V： 

善！^ あなたの 信じ 尸ぶ い 純な 心 を 祝し ます。 けれども 私 は 

それが 容：： k タ 2 信じられな い の です。 私の 心が 皮肉に な つ 

てゐ るの かも 知れません。 あまり 虚偽 を 見過ぎ たの かも 

知れません。 あまり 都合よ く出來 上って ゐる救 ひです か 
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らね。 蟲の好 い 極： 惡 人の ずる い 心が つ くり 出した やうな 

安心です からね。 私 は 私の 曲った 考 へ 方 を あなたの 前に 

恥ぢ ます。 しか し 淨土 門の 信心 は 惡人 の教 ひの やう に 見 

え て 、 實は 矢張り 心 の 純な 善人でなくて は 信じ 難 いやう 

な敎 へです からね。 私 はや はり 爭 はれぬ もの だと 思 ひま 

す。 私が 信じられ ぬの も 私の 罪 や 放蕩の 罰と 思 ひ ます。 

あなたで も、 父で も 純な 淸ぃ 人です からね、 自分で は 深 

い 罪人た と 感じ て いら つし やる けれど。 魂 を 汚し 過ぎる 

と、 ものが眞直に受11^れなくなるのです。 私 はず ゐ分ひ 

ど く 汚れ て 居ます か らね。 と て も あな たに は 想像 出來 ま 

せん。 たと へば (苦し さう li 口ごもろ) いや、 迚も あな 

た の 前で は 言 へない やうな 事 をし てゐ ます か らね。 實に 

皮肉な、 卑しい、 不自然な 事 をして ゐ ますから ね。 迚も 

罰な くして 赦 される やうな 身ではありません。 それ は蟲 

が 良す ぎます。 私 は 卑しくても、 此の 機な 汚ない 罪 を 犯 

しながら その 儘^ けて 吳れと 願 ふ 程 あつかましく はなつ 

てゐ ない のです。 それが せめても の 良心です。 私の 誇り 

です。 私 は 寧ろ、 かくく の 難行苦行 を すれば 助けて や 

ると 云って 欲しい のです。 どんな 苦しい 目で もい \ と 思 

ひます。 それが かな はぬならば、 私 は 罰 を 受けます。 そ 

の 方が 本望です。 

唯圓 あなたの 御 話 を 聞い て 居る と 私 は 切なくな ります。 


あなた は 私な どの 知らな い. 深い 苦しみ を 持つ ていら つし 

やい ます。 あなたの 言葉に は 尊い 良心が 波打つ てゐ ます。 

私 は 寧ろ 尊い 設敎 でも M いて ゐる やうな 氣が 致します。 

善 i? い、 え。 私 は 一 人の 惡魔 として あなたの 前に 立って 

ゐ るので す。 私は滅 ぶる 蓮 命 を 負、 はされ てゐ るので す。 

信ずる 事の 出来な い 呪 はれた 魂 を あは れん で 下さ い 。 

唯圆 あなた は^の 子 だと 私 は 信じます。 私 は あなたと 對 

し て 居て 惡魔 らしい 印象 を 少しも 受ける 事が 出來 ません 

もの。 善 8、 私の 申す 事 を いて 下さい。 私 は 何も あ 

なた に 申 上げる やうな 知慧 はありません けれど。 私 は あ 

なた は 自分 で 自分 の 魂 を 侮辱し てい らっしゃ ると 思 ひま 

す。 ひねくれて 物 を 反抗的に ぉ考 へ なさる と 思 ひます。 

私 は あなたの さう お なりな さつ た 道筋に 無限の 同情 を捧 

げ ます。 しかし あなたの 歩み方 は 本道 を まともに 進んで 

い ら つし やらな い と 思 ひ ます。 お 肺匠樣 が 私に 常 々おつ 

しゃる に は、 苦しい 目に 遇った とき、 その 罪が 自分に 見 

出されない 時 は 不合理な、 怨めしい 氣 がする もの だ。 そ 

の 時に そ の 怨み を佛： 樣に 向け たくなる もの だ。 其處 を： 1^ 

へよ。 無理 は 無い けれども じっと 忍耐せ よ。 相 構へ て 呪 

ふ な。 その 時に その 忍耐 か ら 信心が 生ま れる とおつ しゃ 

い ました。 墓場に 入れば 何もかも 解る のであります ま い 

か。 その 不合理の 中に 佛樣の 深い 愛が こもって ゐる こと 
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なかく 强 いものな のです 私 は その 力 を 呪 ひます。 し 

かし それ を 毀す 力が ありません： 

唯圆 それ は赴會 意志です。 世の中の S くな、 無數， の 入々 

の 意志 です。 その 力 は 私のお 寺の 中 を も 支配して ゐ ます。 

私 は此間 その 力に 觸れ ました。 あ 、どうして 世の 人 はも 

つ と 情 を 知ら ぬので せう。 己れ の 硬い 心が 他人 を 苦し め 

てゐる ことに 氣が つ かぬ のでせ う。 私 はなさけ なくなり 

ます。 

善 鴛 私が 今 父に 逢 ふ 事 は 父の ために もな りません， - 假 令 

父が それ を 許して くれても。 浮世の 義理と 云 ふ もの は 苦 

しい ものです。 私 は 幼ない 時から その 冷めたい 力に 觸れ 

ました。 责は私 は 父の 妻の 子で は 無い のです。 

唯圆 (驚く〕 それ は 初めて 承 はります。 

善 養 私の 母は稻 田の ある 武士の 娘でした。 父が 越後に ゐ 

る 時に 父の 妻 はなくな りました。 父 は 諸方 を巡禮 して 稻 

田に 来て 私の 母の 父の 家に 足 を 止め、 稻 田に 十五 年 接み 

ました。 その 間に 私の 母と 父と は戀に 落ちました。 私 は 

その やうに して i}^ まれた のです" 私 は 父母 を 父母と 呼び 

得る までに は 暗い 月日 を 過ごしました ) 私 は 父 を 咎め る 

氣は 少しも あり ません。 其 處には 人生の 愛と 運命 の 悲し 

さが ありませ う。 

唯圆 あなたの 母上 はどうな されました。 


つたと き、 私たち は佛 2g を 怨んだ 事 を 恥ぢる やうな 

事 はあり ますまい か。 人 の 知 と佛 の 知 II と は 違 ふ 

の ではあります まい か。 

m§ あなたのお IHi^ は Si 純で もまつ すぐです。 幼なくて 

も 知 ST が 光って 居ます。 私 は 鞭打 たれる やうな 氣が 致し 

ます。 私 は考へ て兑 なくて はならない やうな 氣が 頻りに 

致します。 

唯 M 自分の 魂の 本 當の願 ひ を 殺す の は 一番 深い 罪と if い 

てゐ ます。 

S あ- -、 私 は 素直な まともな 心 を恢沒 したい。 

(兩人 沈 K して 考 へて ねる。 J 

M あなた はお 父上に 逢 ひたく はありません か。 

m 逢 ひたくても 逢へ ない のです。 

M 私が お g 匠樣に 頼んで 見 ませう か。 

m おり 難う 御 いますが、 ほって 置いて 下さい。： a も 

逢って は吳れ ません から。 

唯 g でも 御 肺 iK 樣も 心で は あなたに 逢 ひたく つ て いら つ 

しゃる の です。 父と 子と が どちらも 遇 ひたがって ゐる。 

それが 遇 へ なくては^！だと思ひます。 それ を 妨げる 力 は 

何でせ う。 私 は その 力 を 毀したい。 私 は 堪らない 氣 がし 

ます。 

S 其の 力 は 私の 戀を 破った 力と：！： じ 力です。 その 力 は 
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善 鷺 父が 京へ 歸る とき 稻 田に 殘 りました が、 もはや 死ん 

でし まひました。 

唯圓 本當に 世の中 は 限り もな く 淋しい もので 御座います 

ね。 

善鴛 私に は^ 舁は 悲しみの 豁の 如くに 見えます。 

(兩人 沈 默。) 

唯圓 私 は 今日は これでお 暇 申します。 

善戀 左樣 です か。 今日は 嬉しい 氣 がしました。 私 はもつ 

と 話したい のです けれども。 

唯圓 私 も いつまでも 居たい のです が、 お 肺 匠樣に 內證で 

來 たのです から C 

M,.0 私 の ために 苦し い 思 ひ をさせます ね。 許し て 下さい。 

今日は 色々 と考 へさせられました。 有り難い 氣が 致し ま 

す。 

唯圆 私 はこん なに 充 K して 話した 事はありません。 きつ 

と -^i  t た參り ますから ね。 

善 驚 出来るだけ 度 々来て 下さい。 私 はいつ も^しい ので 

す。 

唯圓 では 失體 致します。 (立ち上り、 入口の 側まて 行告振 

リ返 リ、 力ん」 入れて) 若しお 父 樣が逢 ふと おっしゃれば 

どうな されます。 

善鴛 (考 へて 、きつば リと) 私 は 悅んで 遇ふ氣 です。 


唯圓 では 左 機なら。 

善 蘭 (見送ろ) 左樣 なら。 

(唯圓 返 場。 善. I？ 哲く 立った ま、 動かずに ねる。 艫て 

部屋の 中.,^ あち、： ゥ 歩く。 それから ttLU=K^ あ ズ > ^ふ 止 

つた ま、 凝と 考 へ て 居ろ。) 

(淺香 頟張リ の 行燈 ん、 持ちて 登場。 人口に 立 ち な が ら 

善 蠻，^ a る。 善覺^^香に氣がっかずにじっ としてね 

る。) 

淺香 善 鸞樣。 

善鷺 (淺 香， ^見ろ) 淺香 お前 は 如何 思 ふ。 此處に 父と 子 

とが ある。 父 は 諸 天の 惠 みに 浴し て 民は耶 者と 仰 いで ゐ 

る。 子 は 酒 肉に 溺れて 人 は 蕩-: H と 蔑んで ゐる。 父と 子と 

は 浮世の 義理に 隔てられつ 、互に 慕うて ゐる ：.：， 

淺香 まあ、 だしぬけに …… (注意ん- 维注 すろ〕 

善 蟹 互に 飢 ゑて ゐる。 しかし 逢へば 父の 周 国の 美しい 平 

和が 傷 けられる。 人々 は i と嫌惡 の 眉 を 聾 める。 父の 

•1 身に 非難が 集まる。 その 時に 子 は 如何したら よいので 

あらう。 遇 ふの がよ いか 遇 はぬ がよ いか。 

淺香 G 遊，^ 傑 はす) 遇 はぬ がよ い。 

善鶯 若し 父が 招いたら、 迷 へ る 子よ、 か へ つ て 来よ と 云 

つたら。 

淺香 (苦しげ に) 遇 はぬ がよ い。 
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入 入 圓 « 


S お >1。 (よろめく。 柱て， 支へ ろ) 

1 i^o  (：^ ぜ i つて 善！ 《 ん- 抱く) 

S 私 は 解らない • 私 は 思 ひに あまる。 私 は …… 助けて 

くれ。 

淺香 遇 はずに 祈って • 卜さい。 父上の 平和と 幸福 を 祈って 

下さい。 私は强 くなければ なりません。 あなたが 私に、 

いと 知って いらっしゃる 私に 助け をお 求め な さるな 

ら。 あなた はすつ と 前に あなたの 生涯の 運命 をき める 危 

ぶな い 時に、 今と 同じ 別れ道に お立ちな された ので は あ 

りません か。 ぉぃとしぃぁなたの1^<と、 おとなし いお 

從. おとの 一 生の 平和 を 守って あげねば ならない ときに、 

あなた は お 弱う 御座いました。 人 を も 身 を も 傷け たと あ 

なた は 私に おっしゃ いました。 何故 あの 時 泣いて 耐へ忍 

ばな か つ たらう と、 あなた は 幾度 なすった でせ う" 

たった今 曰の 晝 ii です。 あなたが 初り て、 あなたの 悲し 

い 物語 を 私に 打明け て 下す つたの は。 あなた は 私の 膝の 

上で お泣きな されました。 まだ 淚も 乾かぬ 位です。 その 

時 あなた は 私が あはれ な 父母の i. にな つ て 居る 事 を ほ 

：§ て 下さいました。 他人 をし あはせ にす るた めに、 苦し 

ク C を 忍べ と をし へ て 下さ い まし た。 

00 お前 は 私の 言 紫 を その ま、！； i りかへ すの だ。 

(はく〕 あなたに 鞭 を あてる のです。 私の ことばの 


强 さうな こと。 

00 私の 良心の 代りにな つて 吳れ たの だ。 

淺香 おいと しい 善 蠻 樣。 

00 さう だ。 おは 强 くなければ ならない。 か は ゆいぬ。 

(淺 香.^ 强く 抱く。 舞臺 廻ろ) 


場 所 

親鸞 聖人 居間 

(清楚な 八壓、 隅に 小さな 佛 壇が あろ。 床に 一 枝 匙 請 

文ん-書いた 軸が 掛 つて， Q ろ。 錢 床の 側に 机、 その上 li 

開 いた 本、 他の 隅- レ行燈 が あろ。 庭に は 秋草が 茂って 

ね る。) 

人 物 


時 

同じ 日 の穷 

(親 資寢 床に 坐って 僧 二人と 語って 居ろ。) 

僧 一 では やはりお 遇 ひなさい ませぬ のですな。 


241 


子. おの そと 家出 


fit  fit 親 


m 化 f 親 


0 うむ。 (うな. つく) 

一 一 私 も 折角 その 方が よ い と 思 つて ゐ たの です。 

一 同行 衆の 間に 色々 な 物議が 起つ て は おもしろく あり 

ません からな。 

^二  口さがな ぃ世の人カはどのゃぅな^^！ど立てるかゎか 

りません。 まだ 若 い 弟子た ちの 鎮き になって はならぬ と 

思 ひます。 

0 一  若 い 弟子た ちの 間 に は 段々 と 素行の a れ たもの も 出 

來 だした やうで 御 趣い ます。 木 31 町の あるお 茶屋から 出 

て來 るの を 見た と 申す もの も御蹈 います。 

僧 一 一 世間で は それ を眞 宗の敎 へ は 淫逸 を も 嫌 は ぬから だ 

など と^して 居ます。 

僧 一 他宗の 者 ども は 當琉の 繁昌 を嫉ん で 非難の 口 實を採 

して 居ろ 時で 御」 M い ます。 

^二 何し ろ. 氣を 付け なければ ならない 大切な 時期と 思 ひ 

ます。 (閬) 寶 は唯圓 殿 は禁變 観のと ころに 時々 逢 ひに 

行く と い ふ If が あるので 御瘦 いますが ね。 

Mm 左樣 かね。 唯圆は 私に は 何も 云 はぬけれ どもね。 

^一  どぅも少し素^^りが怪しぃゃぅで御座ぃます。 先日 

もお？ 變樣の 事 を ひ ど く 辯 護 致 して 居りました。 

mw. 私から 注意して 置き ませう。 

僧 二 善 鸞 樣は 此の頃 は 木； Is 町邊の あるお 茶屋で、 毎日 居 


つ にけ して 遊んで ゐられ る さう で 御 1- います。 

親鴛 彼の 子に は 實に闲 ります。 お前 方に もい つも 心配 を 

かけて 濟 まない ね。 

^ 一  い、 え。 私たち はた^ あなたのお 德の 傷かぬ やうに 

祈る ばかりで 御座います。 

僧 二 あなたの やうな 淸 いお 方に どうして 彼の やう なお子 

が出來 たので 御座いませう。 

^ 一  せめて 京に お出で 遊ばさねば よろしい ので 御座いま 

す 力 

親 驚 どうか 入樣に 迷惑 を 掛け て吳れ ねばよ いがと 祈つ て 

ゐ ます。 (頭 1^ 截れ、 K 然として ねろ)  . 

(少時 沈 默。) 

^一  もう 晚の お勤めになります から 失禮 致します。 今日 

は 由ない 事 をお 耳に 入れて 濟 みません で した。 

親 鴛 い 本。 

^二 あまりお 氣に お掛けな されます な。 ぉ體に 障って は 

なりません。 

i? ありがたう。 

一 では また 後程。 

二 お 大切に なされ ませ。 

(僧 一。 僧 二 退揚。 親 il^,^ つむ リ、 考 へに 沈む。) 

小僧 (登場) 階くな りました。 火 を 點 け ませう。 (行 ss? 


千^の そと 家出  2»r, 


親 唯 親 m 親 唯 親 唯 


ふ；， ^  US けろ) 

r. 唯 S はどうした。 

小 il^ お 午 下りに 用達に 行つ て來 ると 云って 出 ら れ ま し 

た。 もうお 歸り になり ませう。 晚の お勤めまでに は歸る 

と. されました から。 

m0 さう か" 

小^ 今夜 はお 氣 分 は 如何で 御 います か。 

m0 お蔭で い、 氣持 だ。 今 H はお 鹿 を 掃除して くれて 御 

^*勞だったね。 

小^ しばらく 手入れ を 怠ろ とすぐ に 雑草が はび - J り ます 

力- L-  44. 

s お 臥れ たらう。 今夜 は 早くお- M み。 

小！^ はい。 では 御 S が あったら 呼んで 下さい ませ。 (退 

(本觉 から 晚の お^めの 鐘が M えろ ) 

m0  (お {^ の 上に て OS? 住 ひ，^ 正し) 南無 阿 彌陀佛 。南無 

(吸ん. - つむろ。) 

唯 M  只今 歸 りました。 (手.^ つく) 

s あ」、 ぉ歸 りか。 

週くな りました。 

何處へ 行きました。 


圓 木屋 町の 方まで 行きました。 

0 左様 か。 

0 暇 どって 濟 みません でした。 御 夕飯 は？ 

0 さっき 濟 ませました。 お前の 歸 るの を 待た うかと 思 

つた けれど、 先き に 食べました。 

圓 お 給仕 も 致しませんで。 

^ ぃト え。 (間) お前 はま だド りう。 

圓 私よ 今夜 は ほしく はありません ので。 

0 氣分 でも 惡ぃ のかえ リ 少しで もお あがり" (唯 B の 

額^ 见ろ〕 

唯圓 い. - え 少し 急 い て 歩. い た か ら で せう。 後で またいた 

だきます。  た 

親覺 さう かえ。 氣を おつけよ" お前 は 丈夫な 質で はない 

の だから。 

唯歸 ありがたう 御 班い ます。 今夜 はお 具合 は？ 

MW も 、「殆どい. -の だよ。 私 はかう して ゐる のが 勿體な 

い 位 だ。 お前が 止めなければ も、 つ 床上げ をしょう と 思 ふ 

位 だよ" 

唯圓 それ は镲 し， っ御麼 います。 しかし も 少し 御用 心 遊ば 

しませ。 大切な お ですから。 (間) あなたお 塞く は あ 

り ま んか。 .^化分は大層冷ぇるゃ5になりましたねリ 

い k や。 頭が しっかりして 氣持 がい. -位 だよ。 
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唯圓 秋 も 大分 深くな りました。 今朝 もお 庭に 俾樣 のお 花 

を 剪りに 出て 見ました が 一 面に 霜が 置いて ゐ ました。 花 

もす が れ たのが 多う 御座 い ます。 

親！^ おつ \ け 木の葉 も 落ちる やうになる だら う。 

唯圆 庫裡の 裏の あの； 公孫 樹の 葉が 散って、 散って、 いく 

ら 掃い て も 限りがない つ て、 庭 ef- の こぼす 時が 來 るの で 

すね。 

親 1? 四季のう つり か はりの 速い こと。 年を老 ると それが 

殊に 早く 感じられろ もの だ" 此の世 は 無常迅速と いうて 

ある。 その. g 常の 感じ は 若くても 解る が、 迅速の 感じ は 

老年に ならぬ と 解らぬ らしい。 もう 一 年經 つた かと 思つ 

て 恐し ぃ氣 がする 事が あるよ。 人生に は 老年に ならぬ と 

解ら ない：^ しい 氣 持が ある もの だ。 

唯圓 世の中 は 若い 私たちの 考へ てゐる やうな もので. はな 

いのでせ うね。 

親 驚 「若さ」 のつ くり 出す 間遠 ひが 澤山 あるね。 それが 段 

段と 眼が あかるく なつ て 人生の 眞の 姿が 見えろ やうに な 

る の だよ _レ 併し 若い 時には 若い 心で 生きて 行く より 無い 

の だ 。 若さ を 振り S して 運命に 向 ふの だよ。 純な 靑年時 

代 を 過さない 人 は 深い 老年 期 を 持つ 事 も 出来ない の だ。 

唯圓 私に は 人生 はたの しい 事 や 悲しい 事の 一 ぱい ある 不 

思議な、 幕の 向う の II の やうな 氣が 致します。 


M0 さ うだらう とも。 

唯 M 蟲が 鳴いて ゐ ますね。 (耳ん-傾ける) 

親 鷲 まるで 降る やう だね。 

唯圓 私 は あの 園 を聽 くと いつも 函の 事が 思 はれます の。 

私の 家の 裏の 草叢で は 秋になる と蟲が 頻りに 鳴 き ま し 

た。 私の 亡くなった 母 は、 よく 私 を 負って 一 表口の 畑に 出 

ました。 そして あの こ ほろ ぎの 啼 くの は、 「鑑镇 針せ つ 

れ させ」 と 云って 啼 くの だ、 貧しい もの は あの 聲を聽 い 

て 冬の 着物の 用意 をす るの だと 云つ て 聞かせました。 私 

は その 時； S しい やうな、 寒さの 近づく やうな 變に 心細い 

氣 がした ものです。 それから は あの こ ほろ ぎの 難 を聽く 

と 母の 事 を 思 ひます。 

m0 お 兼さん が 亡くなつ てから 何年になる かね。 

唯圓 今年 の 冬が 七 2 忌 で 御座 い ます。 

親鸞 ほんに 惜しい 事 をした。 あんない、 お母さん はめ づ 

らしかった。 

唯圆 母 は を どんなに 愛して 吳れ たでせ う。 私 は 小 供の 

時の 思 ひ 出 を迪る たび に 母の 愛を沁 々 と 感じ ます。 

親！ II 左衞 門^から お便りが ありまし たか。 

唯 H はい、 達者で 暮らして ゐる さう です。 母が 亡くなつ 

てから は； 报 しくて いけない さう です。 人生の 無常 を 感じ 

る。 ひたすらに 墨染の 衣が なつかし いと 云って 來 ました。 
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そし て 母の 七：！ n>』 を 機に 出 ぶし た い 、 私の 家 を 寺に しょ 

うと 思って ゐる。 本：^ は あの、 あなたから、 かたみに 戴 

いた；？ の缺け た^を まつる つもり だ、 と 云って よこ 

しました。 

§. たうとう 出家す る氣 になった かねえ。 

啦 M  、水い 問の 願 ひだった のです からね。 寺の 名 を 枕 石 寺 

と附 ける のです つて。 それ は あなたが あの 雪の 降る 夜、 

石 を 枕に して 門口に ぉ寢 みに なった のに 因む のです つ 

て。 それからぉ邮匠^5^に法名をっけて賀っ て吳れ と 云つ 

てゐ ました。 

M^. 彼の 人 もず ゐ分 苦しまれ たからね。 

私 は 父が it ぅ御應 います。 もうず ゐ分 永く 逢 はな 

いのです から。 

M0 私 は 彼の 3 の 朝に 別れた きりお 目に か \ら な い の 

だ。 あの 夜の 寧 は 忘れられない。 

^四 凄い 機な 吹雪の 夜でした つけね。 私 は 小 供 心に も は 

っき^：风化ぇてゐます。 

親 お前 はま だ稚 ない 童子だった がな。 あの 頃から 少し 

蹬が弱 い と 云 つ てお 母さん は 案じ て いらした つけ。 

唯 四 あの g. あなたが 門口のと ころで、 もうお 別れのと き 

に、 私 を 衣の なかに 抱いて 下す つたの を 私 は 今でもよ く 

免え てゐ ます。 


M0 もう 逢へ るか 逢へ ないか も 解らずに、 どこ ともなし 

に 立ち去った のだった。 

唯圓 師と 11* 子との 契り を 結ぶ やうに ならう と は 夢にも 思 

ひませんでした。 

親！ i 緣が 深かった の だね。 

唯圓 (1= く 沈 默。 軀て思 ひ 入った やう-,:) ぉ師： K 樣、 あ 

なた は 私 を 愛し て 下さ い ます か 。 

M0 妙な 事 を 訊く ね。 お前 どうお 思 ひかな。 

唯圓 愛して 下さいます。 (急に-おんこ ぼす) 私 はもった 

いない 程で 御座います。 私 は あなたの 御 恩 は 一 生 忘れ ま 

せん。 私 は あなたの 爲 なら 何でも 致します。 私 は 死んで 

も 厭 ひません。 (す、 リ 泣く) 

親 I- (唯圓 の 肩に 手,^ 置く〕 どうした。 唯圓。 何で そん 

なに 感動す るの だ。 

喉圓 私 は あなたの 愛に 繊 つて 頼みます。 どうぞ 善 暨漾を 

赦し てあげて 下さい C 善 變樣と 逢つ て 下さい。 

親 I-  

唯圓 私は堪 りません。 善鸞 樣は藝 い 方です。 不幸な 方で 

す。 誰が 彼の 方 を 憎む 事が 出来る ものです か。 皆が 惡ぃ 

のです。 世の中が 不調和な のです。 皆が 寄って たかって 

彼の 方 を あの やうに し た の です。 彼 の 方 は あなた を 愛し 

てい らっしゃ います。 どうぞ 逢って あげて 下さい。 赦し 
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てあげて 下さい。 私が 直ぐに 行って お連れ 申します。 ど 

ん なにお 喜びな さる か 知れません。 

親 (苦痛.^ 制した る 落 付きに て) お前 は 善 鸞と遇 ひま 

し 力 

唯圓 私 は 逢 ひました。 今日； S1I 樣 からお 使 ひが 來て私 は 

あな た に 内證 で 遇 ひに 行き ました。 私 は 嘘 を 申し ました。 

私 は 木 HI 町に S 達しに. t くと 云った の は 偽りです。 善鸞 

樣は木 gs^ に ゐられ ます。 私 は噓を 申しました。 

親 驚 善變 はどうして ゐ ました か。 

唯 S  (思 ひ 切って) 私が 行った 時には 遊女 や 太鼓 持と お 

酒 を 飮んで ゐられ ました。 

親 鷲 その やうな 席に お前 を 呼んだ のか。 純な、 幼ない お 

前 を。 放縦な 入 は 小さい もの を 院 か す > J と を 慮れな い の 

唯圓 でも菩 鸞樣は 此 の 樣な處 を 見せ て 濟 まな いとおつ し 

やい ました 「- また 仲居が 私に 酒 をす & めた 時に、 此の 人 

に はす V めて やつ て吳れ なと おっしゃ いました" また 自 

分 は 汚れて ゐ るが 純潔な 人 を 尊敬す ると おっしゃ いまし 

た。 善 鸞樣は いつもの 自分 のして ゐる あり のま \ の とこ 

ろ へ 私 をお 呼びな すった のです。 見せ つ ける ため ではな 

く、 自分 を 偽 はらな いため だ つ たの です。 

親 驚 善鸞は 何のた めに お前 を 呼び寄せた の だら う。 


唯圓 湘 しいので すよ。 私と 逢って 話したかった のです つ 

て 。 私の やうな 者 を でも 慰め に お呼びな さらな く て はな 

らな いと は 彼の 方 も餘程 孤獨な 方です" まったく 祸 しさ 

，「でした。 杯 やお 瞎ゃ 三味線な どの 狼藉と したな かに^ 

つ て、 醉ひ のさめ かけた！； til 樣は實 に 不幸 さう に 見え ま 

した。 私 は 一人の 人間が ぁの樣 に 淋し さう にして ゐ たの 

を 見た 事 はこれ までありません でし た 。 

^.0 人生の：^！しさは酒ゃ女で癒されるゃぅな淺ぃもの で 

はない か らな。 多く の 弱い 人 は し い 時に 酒と 女に 行く。 

そして 益々 湘 しくされ ろ。 魂 を 荒らされる。 不自然な、 

險惡 な、 わるい 心の 有 樣に陷 る。 それ は 無理 はない が、 

本道で はない。 何處 かに. IE 欺と 囘 避と ごまか しとが あ 

る。 强ぃ人 は その 淋し さ を 抱き しめて 生きて 行かねば な 

らぬ。 若し その： ^ しさが 人間の 運命なら ば、 その 淋し さ 

を 受取ら わば ならぬ。 その 琳 しさ を 內容 とし て 生活 を 立 

てねば ならぬ。 ^16 敎 生活と は その やうな 生活の 事 を； K ふ 

の だ。 耽溺と 信心との 岐れ道 は 際どい ところに 在る。 ま 

つす ぐに 行く のと、 ごまかす のとの 相違た。 

唯圓 善鷺樣 も 自分 の 生活に 自信 を 持 つてし てゐら れる譯 

ではない のです。 それで 餘 計に 不幸な のです。 今の 彼の 

方のお 心 持で は、 あ、 し て暮 しな さるより な いの だら う 

と 思 ひます。 私 は 蕃鸞樣 の 苦しい お 話 を 開い て 1^ しっけ 
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られる やうな おが 致しました。 何と 云 つ て 慰め てい、 か 

解らないで、 s; 悲の 情に 胸 を 打 たれる ばかりでした。 私 

は^1^ー3|^はゃ-资め る 11? など 少しも 起 十 事 は出來 ませ ん でし 

た。 f;^ はたに 私の 前に 痛ましく 苦 じんで ゐる 一 人の 人間 

を 見ました。 そし て 其の 人 を 傷け た責を 誰が 背負 ふべき 

かを老 へて 不合现 な 感じば かりに 先き 立 たれました。 私 

は£§ろ^で考へ ると眩^？^がするゃぅな^風がしました。 だ 

つて 何； つ 私の 頭で は 心が 行かない のです もの。 私 は 

凡ての 考 への 混- M の 問に、 たに はっきりと 解って ゐる 一 

つ の 布ば かり 思 ひつめ て歸 りました。 それ は善暨 樣は赦 

された ければ ならな いとい ふ 事でした。 

親 彼も：^哀相な奴とは私も思ぅてゐる。 彼に も數々 の 

辯 解が あろ 事 だら う。 だが 彼れ は 他人の 運命 を 損うた の 

だからな。 一人の： な 女 は 死んだ。 一人の 善 ClY な靑年 

の 心 は 一 セ、 涯 破れて しまった。 幾つかの 家族の 間に は 平 

和が 失 はれた。 それが 皆 彼の 弱 か つ た 勢な の だからな。 

その 報い を， 「けて ゐ るの だよ。 

m0 でも 彼の 方ば かりが 惡 いのではありません。 彼の 方 

の 一 牛： の 遝命を 傷 つ け た の も社會 の 不自然な 意志 の 責に 

歸 すべき ものと 私 は 思 ひます。 戀 して 居る 男と 女と や 添 

はせ ろの は 夭の 法則です。 その 法則に 反逆した もの は 社 

€： の 卵と 思 ひ ます。 彼の 方ば かり資 め る の は 酷す ぎます。 


m^. 社會も その 報い を 受けて ゐ るの だよ。 世の中の 不調 

和 は、 その やうに して、 人間が 互に 傷つけ 合うて は 報い 

を 受け合 ふ と - ,1 ろから 生ずる の だ。 それが 遠う い く 昔 

から、 傷つけ つ 傷つけ られつして 積み 霜ね て 来た 「業」 

が 銷雜し て 居る の だか らな。 

その 縫れ た 糸の： 結び目に ぼつり 一 個の 生を享 けて ゐる 

の が 私たちな の だもの、 不調和な 蓮 命 を 生れ 乍ら に 負 は 

され て ゐ るの だ。 そ の 上 私たちが 作る 罪 や 過失の 報 い は 

い つ まで も 子孫の 末に 傳は つ て 消えない の だ。 

唯圓 私たちの 存在 は實に 險惡な もの です ね。 

親鴛 佛樣 がまし まさぬならば、 私 は 誰よりも 先き に 誰よ 

り も はげしく、 私たちの 存在 を 呪 ふで あらう。 だが 佛樣 

の 恩寵 は 此の世に 禍惡が あれば ある だけ 深く 感じられ 

る。 世界の 調和 は 一 層 梭雜な 微妙な ものになる。 南無 阿 

彌陀佛 は 一 切の 業の 縫れ を 解く の だ。 

唯 W そ の 南無 阿 彌陀佛 を 信ずる 事が 出来な い とお "變觀 は 

おっしゃる のです。 

親 鴛 何故に な。 

唯圆 私 は その 理由 を 聞いて どんなに 感動した でせ う。 善 

鸞樣は 御 自分が それに 相當 しない 程强く 自分 を 責め てゐ 

られ るので す。 自分の 樣に 汚ない 罪 を 犯しながら、 此の 

儘 助か る 、 J と を 願 ふ ほど 自分 は あつかましく なって ゐな 
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いと 云 はれました。 「せめて それ は 私の 良心です、 私の 誇 

りです」 とおつ しゃった 時には 淚が 光って ゐ ました。 父 

の やうに 淸ぃ 人間に は念佛 はふ さはし いが、 私の やうな 

汚れ たも のに は 寧ろ 難： t 苦行が 似つ か はしい とおつ しゃ 

-に いました。 私 はいつ そ 罰 を 受けたい 氣 がする。 私 は 滅び 

の 子 だと 云つ てお 泣き 遊ばしました。 私 は 彼の 方が おい 

としくて 堪 りませんでした。 

親 « も 少し 素直 になって 吳れ たらな。 人に も 自ら にも K 

抗的 になって ゐる。 罰 を 受け たいとい ふの は 甘えて ゐる。 

地獄の 火の 恐ろし さ を 侮つ てゐ る。 指 一 本燒 ける 肉體的 

苦痛で も 迚も 耐へ 切れる もので はない の だ。 (間) 彼れ 

はま だ 失 ふ ベ きもの を 失うて ゐな い と 見える。 

唯圓 善彎樣 は 今 亡くなられたら 魂 は 何處 に 行きます ？ 

親 養 (苦痛ん、 耐へ ろた： 《に 緊張した 額になる〕 地獄に 墮 

ちる  

唯屬 お、、 お 師匠 樣、 善 誓樣に 遇 つて あげて 下さい、 助 

け て あ. け て 下さい。 あな たは 彼のお 子が いとしく はない 

のです か。 

親鴛  

唯圆 あなた は嚴し 過ぎます。 彼の 方に 丈け 酷 過ぎます。 

あなた は 若し 善變樣 が あなた の お 子で な いならば 疾 くに 

赦し てあげて いらっしゃります。 い つ ぞゃ了 ゆ  1 殿 は 彼の 


方よりも 遙か に 惡ぃ罪 を 犯されました。 けれども あなた 

はお 赦 しなされました。 また 唯 信 igT が此春 過ち を 犯され 

た 時、 お 弟子 衆 は 皆 破門す る やうに 勸 めら れ たのに、 あ 

なた は 一 人 庇って おあげな されました。 何故 善 蠻樣 にば 

かり 嚴し いのです か。 私 は 解りません。 あなた は 常々 私 

におつ しゃ る に は 私たち は 骨肉 や 夫婦の 關 係で 愛する の 

は 純な 愛 ではない。 何 入 を も 隣人と し て 愛せな く て はな 

ら ない と敎へ て 下さいました。 それなら 彼の 方 も 一 入の 

あなた の 隣人ではありません か。 その 隣人 を赦 すの は 美 

しい 事ではありません か。 私 はこれ まで 一 度 も 御 師匠 樣 

に 逆うた 事はありません。 けれど 此の 事ば かり は 逆 はず 

に は 居られません。 私の 一生の 願で 御座います。 隣人と 

して 彼の 方に 逢つ てあげ て 下さ い 。 

親鸞 (淚 ぐむ) お前の 心 持 はよ く 解る。 私 は 嬉しく 思 ひ 

ます。 (考 へる) 善 鷲 は 遇 ひたいと 云 ひます か。 

唯圓 初めは、 今 私が 父に 遇 ふの は 父の 爲 めに ならない と 

おっしゃい ました。 けれどお 別れす る 時に お 父 51?. が 逢 ふ 

とおつ しゃれば 如何な されます と 訊いたら、 悅んで 逢 ふ 

とおつ しゃいました。 

親 私 を 怨んで 居たら うね。 

唯 回 い え。 あなたに 濟 まない くと 云って ゐられ まし 

た。 そして あなたの 事 を 色々 案じて お S きな され まし 
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た。 今度 御上 1 ば したの も あなた に 心が 惹 かれた の ら 

しいので す。 私 をお 呼びな さる も あなたの 身邊の 御樣子 

が 何くれとなく  iM きたいた めな のです よ。 

m0 おは 私 も 彼の 子の 事 はいつ も氣 になって ゐ るの だ。 

殊に 彼の 子の 母の 事 を 思 ひ 出す と 時 々堪らなく なること 

も あるの だ。 あの 子の 不幸な の も 私に I 非が ある やうな 

がして な。 

唯 M 私 は その 寧に 就いても 今日 樣 から 伺 ひました。 

m0  は 何と 云 ひました か。 

啦 M 何^^も入生の悲哀と蓮命た。 父 を 責める 氣 はない と 

おっしゃ いました。 

S ふむ。 (考 へる) やはり 私の 罪 —— 過失 だよ。 さう 

云 ふ 事 を 許して K へるなら。 朝 姬をも _ 11 あの 子の 母の 

名 だ よ —— 私 は 隣人と して 奴り 拔ふ氣 た つたの だ。 けれ 

ど：^ にさう は ゆか なくなつ たの だ。 私が 弱かった の だ。 

おとなしい、 けれども 一 途な 朝姬の 熱い なさけに ほ. たさ 

れ たの だ。 北！！ の 永い 巡禮 で 私の 心 は 荒野の やうに 淋し 

くな つて ゐ たからな。 私 は 何故 亡くなった 玉 日の 記憶 を 

.Bwy に 守 つ て |g り で 暮らす - J とが 出來な かった ので あら 

うか。 それ を 思 ふと 自分 を责 める 心に 耐 へない。 私 は 苦 

るし い。  . 


けれど 朝姬は 責める には餘 りに 蕃. おな？， I 和な 女 だ つ 

たよ。 弱々しぃ^?を與へる程たったょ。 その 裏に は强 

い 情. 1 がか くれ て ゐ たけれ どね。 私が 京に 歸る ときに ど 

ん なに はげし く 泣 い たらう。 

唯圆 もうお かくれ 遊ばした のです つてね。 

ail うむ。 (間) 私 はもう 幾人 愛する 人に 死なれた か 知 

れ ない。 慈悲 深い 法 然樣ゃ ^3; 淑な玉 日 や、 甲斐々々 しい 

お 兼さん や 一 

唯簡 あの 孝行な 御 摘 の範意 さま や。 

親！？ (吸，^ つむろ) みんな 今 は 美しい 佛. 稼に なって ゐら 

れる だら う。 そし て 私たち を 哀れみ 護つ てゐて 下さる だ 

らう。 生きて ゐ るう ち に 私の 加へ た 過ち は 皆 赦し て ゐ て 

下さる だら う。 

唯 W 逝く もの を さびしく 途 つたこ k ろで、 殘る もの は 仲 

よくせ ねばならぬ と 思 ひ ます。 それにつ け て も！^ I 鸞樣を 

一 日 も 早く 赦 して 上げて 下さい まし。 

mm 私は赦 して ゐ るの だよ。 彼の 子 を 裁く もの は 佛樣の 

外に は 無い の だ。 

唯圓 では 逢って あげて 下さい まし。 


唯^ お 師匠 樣、 あなた は、 本 當は逢 ひたいの. で 御座いま 

せう。 
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親 唯 親 唯 


S 遇 ひたいの だ。 (Iti ^強く すろ) 放蕩 こそ すれ 私 は 

彼の 子の 純な 性格 も認 めて 愛して ゐ るの だ。 私 は 彼の 子 

の 事 を 忘れた 日 はない。 彼の 子の 顔が 見たい。 彼の 子の 

聲に 飢え 二」 ゐる  

唯圆 お 遇 ひなさい ませ。 お 師匠 樣。 父と 子と が 互に 逢 ひ 

たがって 居る。 それ を 遇 ふの が 何故 その 樣に 六ケ 敷い 事 

なので せう。 實に鼠 純な 事で は 御； l}j い ません か 。 

S まことに 純な： 架 だ。 調和した 淨 土なら 直ぐ 出来る 

やさしい 事 だ。 そ の 單 純な 事が 出來ぬ やうな 不自由な 世 

界が 此の世な の だ) (驛. くす る) 多くの 人々 の 平和 

がその 單 純な 一 事に 懸っ てゐ る。 無. 敏の 力が 集つ て 私 を 

遮つ てゐ る" 私 は 今 その 力の 腹 迫 を 痛切に 感じて ゐる。 

私 は爭ふ 力がない。 (^！^屮もがく〕 私 は 遇へ ない。 

唯圓 い. -ぇ。 遇って 下さい。 遇って 下さい。 あなた は あ 

まり 義理 を 立 て 過ぎな されます。 あなた のお 子 と 思 はず 

に、 隣人と して、 赤の他人と 思って …… 

親 蠻 (苦しげ に) お、 それが 私に 出來 たなら！ 私 はさ 

う 思 ふべき であると 信ずる。 さう 思 へ よと お前に 敎 へ る。 

併し さう 思 ふ 事が 出來な いの だ。 お前 はさつ き 私が 他人 

に 優しく 我が 子に 嚴 しい と 言 つたね。 それ は 私が 我が 子 

ばかり 愛して、 他人 を 愛する 事が 出來 ないから だ。 私 は 

善 a を 愛し てゐ る。 私の 心 は 動もすれば 善變を 抱き か \ 


へ て 他の 人々 を责 めようと する。 丁度 愛に 溺れる 母親が 

惡戲 をす る 小 供 を 擁して、 あはれ な 子守 を 叱る やうに。 

私 は 私の 心 の そ の 弱味 を 知 つて 居る。 それ を 知 つ て ゐる 

丈け 私 は 善變を 許し 難いの だ。 私 は乾變 のために 死んだ 

女の 家族と、 女の 夫と、 その 家族と 11 すべて^^變を呪 

つて ゐる 人々 の 事 を 思 はずに は 居られな い 。「あなた の 子 

のために …… 」 とその 人々 の 眼 は 語って ゐる。 「私の 子の 

ために……」 と 私 は 詫びずに は ゐられ ない。 殊に 私 は 其 

の 人々 を 愛して ゐな いの だから わ。 私 は 彼の 子に 遇 はな 

く とも 彼 の 子 を 愛 して ゐな いとの 苛 は 感じ な い 。 それ 

ほど 私 は 彼の 子 を 心の 内で は 愛し てゐ るの だ。 

唯圓 私 は 切なくな ります。 私 は 解ら なくたり ます。 

M0 その上 私の 弟子た ちに も 私が isil に 遇 ふ 事 を 喜ばぬ 

もの .\ 方が 多い の だ。 先刻 も 智應と 永 蓮と が來て 私に 遇 

はぬ やうに 勸 めて 行った。 

唯圓 まあ、 あなたのお 心 も 察しないで。 

私の ため を 思って 言って 吳れ たの だ。 けれど 濟 まぬ 

事 だが それ は 耳に 快く 響かなかった。 

圆 皆 は 何故 其の 樣な考 へ 方 をす るので せう ねえ。 

0 お前の やうに 情の 温い 人 は 少ない の だ。 

0 あなた は术當 にお 遇 ひな さらぬ おつもりで すか。 

0 うむ。 周 国の 人々 の 平和が 亂れ るで な。 
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唯^ では はどうな るので せう。 どんなに 力 失 S もな 

さい ませう。 それよりも あの方の 迷つ て ゐる魂 はどうな 

るので せう。 

私が 一 齊艰に 懸けた の は其處 なの だ。 若し 私で なく 

て は の 魂 を 救 ふ 事が 出來 ず、 また 私に 救 ひ る 力が 

あるなら、 私 は 他の 一 切の 感情に 瞑目しても 彼の 子に 遇 

つ て説敎 する だら う。 だが 私に は 彼の 子 を 殿¥丁 る 力 は 

ない。 助ける も 助けぬ も佛 樣の聖 US に 在る 事 だ。 私の 計 

ら ひで. H.a に 出 來る窜 ではない。 彼の 子 も 一 人の 佛 子で 

あるから に は 佛樣の 守りの 外に 出て はゐ ない 箬だ。 よも 

ぉ見抬 て は あるまい と 思 ふ。 に 許される 事 はたに 祈り 

ばかり だ。 私 は 遇は亍 に 朝夕 彼の 子の ために 祈り ませう。 

お 、佛 さま、 どうぞ 彼の 子 を 助けて や つ て 下 さい ませ 

と。 愛 は 所 SSi 念佛 にならねば ならない。 念佛 ばかりが S 

の 末 通りた る 愛な の だ。 彼の 子が いとしい 時には、 私 は 

手 を 合せ て 南無！： 彌陀佛 を L〕 へ よ う と 思 ふの だ。 お前 も 

あの 不幸な 子の ために 祈って やつ て くれ。 

私 も 祈らせて K ひます。 あ X、 併し、 何とい ふ 港し 

いお 心で 御座いませう。 

Ms これが 人 の 恩愛の 限りなの だ。 

唯 M 私 は 堪らなくな ります。 人生 は餘 りに 祸し 過ぎます。 

m^. 人^に はま だく 湘 しい 事が あるの だ.^ 人 は 捨て 難 


いもの を も 次第に 失う て ゆく の だ 。 私 も 今 曰 ま で 如何に 

多くの もの を 失うて た 事 だら う C  (li 語の 如くに) あ 

あ、 滅びる もの は 滅びよ。 崩れる もの は 崩れよ。 そして 

蓮 命に 毀 たれぬ 確かな もの だけ 殘っ て くれ。 私 は それ を 

犇と 掴んで 墓場に 行きたい の だ。 (默禱 する) 

唯圓 あ... -、 私は畏 ろしくな りました。 

11 幕 11 

第 四 幕 

第 一 場 

場 所 

黑 谷 墓 地 

(無數の^^!、 石塔、 地蔵尊 等 々として 拉ん てね る。 

蓝 深き 樹立 ゎリ。 一寸した 草地、 所 々にばら、 いちご 

等の 灌木の 叢。 路は 叢の 藤から、 草地ん、 經て 樹立の 中 

に 入って ねる。〕 

人 物 


時 


25  i  子弟の そと 家出 


春の 午後 第三 幕より 一年 後 

(唯圓 一 人。 木の 株に 腰 掛けて 居る。) 

唯圓 赛が來 た。 草 や 木の芽 はまる で 燃える やう だ。 大地 

は B 光 を 吸うて、 ふくれる や：^ に柔 かにな つた。 小 lit は 

樂 しさう に啼 いて ゐる。 數々 の 花の めでたい こと！ 若 

い 命の 歡 びが 私の から 通いて 出る やうな 氣 がする。 

ち 上リ、 あちこち 歩く) もう 來 さ.. つな もの だが な。 

(叢の 藤.^ 透して 見ろ) 若し かする と 都合が 惡く て 、出ら 

れ なかった ので はない か 知ら。 私 も 內證で やっと 出て 來 

たの だもの。 (間) だんく 嘘 を 言 ふ 事に なれて 行く。 

(立ち. il リ考 へる。 il て 急に 生々 とする) い i や、 今、 そ 

んな 事は考 へられない。 (歩告 出す) 氣 がいそくして 

迚も ぢっ として は ゐられ ない。 (歌 ひ 出す) 春の はじめ 

のおん 喜び は、 おん よろこび は、 さわらび の 龍え いづる 

こ、 ろな りけ り。 きみが ため、 摘む 衣の 袖に、 雪 こそ か 

かれ、 わが ころも 手に . … 

かへ て (灌木の 叢の かげ i リ 登場〕 唯 圓議、 た^今。 お 

待ち 遊ばして？ 

唯圓 え..！。 ずゐ分 永く。 

5 ち 

かへ て (唯 0 の 側 Li 寄ろ) 私 少し 家の 都合が 惡 かった も 

のです から" でも 急いで 走る やうに して 來 たのよ。 (息 


.yj- はずませて わ る) 

唯圓 私 は 若し か 出られな いので は 無い かと 思って 氣が氣 

ではありませんでした。 

かへ. て 出られな いの を 無理に 出た のよ。 でも あなたと あ 

れ程堅くぉ約^^して置ぃたのですもの、 あなた を 一人 待 

ち ぼけに する こ と はどうし た つて 私に は出來 なか つたの 

だ わ。 けれど 今日は 早く 歸ら ない と惡 いのよ。 

唯圆 來る とから 歸る話 をす るの は 止して 下 さ い。 (かへ 

ての 纽. ^見ろ) どんな L. 遇 ひたかった でせ う。 

かへ て (唯圆 に 寄リ添 ふ) 私 も 遇 ひたくて、 あ ひたくて。 

C おぐ む) 

(兩人 一 寸沈 默。) 

唯圆 此處に 坐 わり ませう。 (草， か藉 いて 坐 わる〕 

か r て (唯 圆と拉 んて坐 わろ) 人に 兑られ は しなく つ 

て。 

唯圆 滅多に 人 は 通りません。 通った つてい k では ありま 

せんか。 惡ぃ事 をす るので はなし。 

かへ で でも 氣 まりが 惡 いわ。 

唯圓 ずゐ分 久しぶりの やうな 氣 がします。 此の 前 松の 家 

の 裏で 別れてから 何日 目で せう。 

かへ て 半月ぶ りです わ。 

唯圆 その 半月の 長かった こと。 私 は その 間 あなたの 事ば 


かり 思 ひ-: g けて ゐ ました。 

か へ て 私 も あなた の ^は^3- の 間 も 忘れた 事 は ありませ 

ん。 しくて、 すぐに も 飛んで 行きたい f 幾度あった 

か 知れません。 でも どうす る 事 も 出來な い の です もの 。 

私 もどかしくて 堪 りませんで したわ。 

唯§ 私 もお 十！ ！„- でお 經 など 讓んで 居ても、 ぼんやりして あ 

なた の ばかりお へ て 居る のです。 私 は晚の お勤め を濟 

ませた 後で、 誰も ゐ ない 靜 かな 庭 を、 あなたの 事 を 思 ひ 

ながら 歩く のが 一 番 たのしい 時な のです。 

か へ て あなたな ど は 其の^な 時が あるから よう 御座いま 

すわ。 私なん かそれ は 辛い のよ。 一 日ぢ ゆう 騷々 しくて、 

凝と ものな ど考 へられる やうな 時はありません わ。 

喉 M ほんと にもつと 度々 逢へ たらね え。 

かへ て 此の 前の a. だって、 ねえさんが とりなして 下さら 

なか つ たら^^！！ふ - j と は出來 なか つ た のです わ。 

唯 M  香さん はどうして ゐられ ます。 

か へ て 第 激樑 がお 騎國 遊ばしてから は、 それ は 港し い 曰 

を逡 つて ms られ ます。 

.^0 彼の 方のお 蔭で あなたに 手紙が あげられる のです。 

此の 前 も 私 は 夜 M くま で 起きて あなたに 長 い 手紙 を 書き 

ました。 そして その 手紙 を 懐に 入れて 外に 出ました。 外 

は 水の やうな 月夜でした。 私 はとても 逢へ ない と は 思 ひ 


ながら、 自づと 足が 木屋 町の 方に 向いて、 いつしか 松の 

家の 門口まで 行きました。 一 一 の 障子に は 明りが さして 

影法師が 動い てゐ ました。 彼 處には あなたが ゐる だら う 

と 思 ひました。 私 は 去り かねて 其の 邊を うろ/ \ してゐ 

ました。 すると 淺 香さん が 出て 來 たのです。 私 は 手早く 

手紙 を 渡して 急いでお 寺へ 歸 りました。 

かへ. く あの. I 仅階子 段の 下の 薄暗が りで、 ねえさんが、 い 

いもの を 上げましょうと 云つ て 何 かしら くれました。 私 

は 廊下の ぼんぼりの 光で 透して 見ました、 あなたのお 手 

紙な のでせ う。 どんなに 嬉しかった でせ う。 私 は 一字 づ 

つ、 たま ひた まひ 讀 みました。 讀ん でし まふの が 惜しい 

のです もの。 あなたの 手紙 はほんと にい &ぉ 手紙ね。 私 

なか 

なんかお 腹に 思つ てること が 一 ばいあって も、 筆が 漉つ 

て 書け ないから くやしい わ。 

唯圓 あなた もお 手紙 を 下さいな。 

か へ て だって 私 はいろ はだけ しか 知らない のです もの。 

(S ん.^ 赤く すろ) そして 書く ことが 下手です もの。 

唯圓 いろはで 澤 山です。 また 心に 思 ふこと を 飾らずに す 

、 、 、  な ひ 

ら すら 書けば、 ひとりでにい \ 手紙になる のです。 お腹 

に眞 ごころ さへ あれば。 

かへ て まごころ でなら 誰れ にも まけなくて よ。 私 今度 か 

ら 手紙 を あげます わ。 (一寸 考 へろ) 駄目よ。 どうして 


256 


子弟の そと 家出 


あなたに 渡す の。 

唯圓 さう です ね。 あなた は 出られな いし。 使が お 寺へ 來 

ると iH だし。 

かへ て 何 かい，^ 分別 は 無くって" 

唯圓 (考 へろ〕 私が- 収 りに 行きます。. 

かへ て そんな 事が 出來 るの。 

唯圓 あなた は 手紙 を 書いて 持って ゐて 下さい。 私が あの 

松の 家の かけだし の 下の 石段の ところ に 行つ て、 。笛 を 

吹きます。 あなた は あの 河原 へ 下りる 一 暴 口のと ころから 

出て 私に 手紙 を 渡し て 下さ い 。 

か へ て そしたら 一 寸 でもお 顔 を 見る こと も 出来る わね。 

けれど 見付けられ ると 大變 よ。 (It.,.^- 低く する) 家のお 

かあさん は 私と あなたと 仲お S  くす ろの を 大變惡 く 思って 

あし 

るの よ。 遊ぶなら ぉ錢を 持つ て來て 遊ぶ がい、 と 云つ て 

怒る のよ。 

あ 1> 

唯 M  (拳.^ 掘る) 私に ぉ錢が あったらな あ。 

かへ て い  >  のよ。 私 は あなた だけ はお 客と し て つ きあつ 

てるので はない のです もの。 幾-つ 出來 たって、 あなたに 

お 錢で買 はれる の は 死んで も^です わ。 (涙ぐむ) 

唯圆 あなた は 私 故に 辛いで せう ねえ。 

かへ て 私 は 構 ひません わ。 それよりも あなた はお 寺の 方 

の 首尾が 惡 くはなくて。 


唯圓 (暗い 額.^ すろ) 少し はお 弟子た ちに は 怪しく 思つ 

て る も の も あ. る やうです。 

か へ て お 師匠； 1g に は 知れ はしな く つ て" 

唯圓 え、。 (不安 さうな 效， かすろ) 

かへ て 今 曰 は 何と 云って 出て いらした の。 

唯 腹 黑谷樣 にお 參 りして 來 ると 云った のです。 

か へ て お 師匠 機 は 何と おっしゃ いました。 

唯 W ついでに 眞如 堂に も II つ て、 緩く りして 歸 るが い 、 

とおつ しゃいました。 

か へ て さう です か。 (考 へる〕 

唯圓 私 はお Mllk:^ に噓を つくの が 苦し くて いけません。 

今朝 も黑 谷に ぉ參 りし て、 法 然樣の お 墓の 前に 跪いて、 

私 は 心から お 誇び を 申し ました" 

かへ て (；せ，に；^んだ{^^^になろ) 淸ぃ あなたに 嘘 を 云 は 

せる の も 私の 勢です" 

唯 M い、 え。 さう ではありません。 

か へ て 堪忍して 下さい。 (手 产ど八 "はす) 

唯圓 私が 惡 いのです。 「手,^ 解 かぜろ、 その ま、 じっと か 

へての 手ん まって ねろ) 無理に ど 云はなくて も、 あり 

の ま \ をお 師匠 樣に 打ち明ければ い k の です。 私が 勇氣 

が 無い のがい けない のです。 

か へ て だ つ て そんな 事 を 打明けたら 叱られ は しなく つ 


-T^'i  ^  X  > 家出 
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唯圓 私たち は 惡ぃ事 をして ゐ るので はありません。 私た 

ち は 其の -HiiH を 何よりも 先き に 持たねば なりません。 か 

へで さん。 い、 です か。 卑屈な 心 を 起して はいけ ません 

よ 0 

かへ て だって あなた は坊 Si で せう 。 そし て 私 は あれで せ 

60 女の なかで も 人様に 賤 しまれる 遊女で せう。 

唯 四 ^は戀 をして はいけ ない とい ふの は 眞宗の 信心で は 

ありません。 また 遊女 だ からと て 輕 蔑す るの はお .1 匠樣 

の敎 へではありません。 假<? 遊女で も 純 粹な戀 を すれば、 

その 戀は 無垢な 洁 いものです。 世の中に は 卑しい、 汚れ 

た戀 をす るお 雄さん が 幾ら あるか 知れません。 私 は あな 

た を 遊女と してつき あつ てはゐ ません。 あなた も 私 を 客 

としてつ きあつ てはゐ ない と 先刻 言 ひました ね。 私 は あ 

れ はお 難い 〔きがしました。 實際 あなた は 純潔な 心 を 持つ 

て 居る の だもの。 私 は あなた を 愛します。 (手.^ く 握 

リ /:5 る) 

か へ て でもお は、 私 は …… 0^,^、 、ぼす) 私の からだ は 

汚れて ゐ ます。 (袖て 餌^ 蔽 うて 泣く) 

唯圆 (かへ て，^ 抱く) かへ でさん。 かへ でさん。 

か へ て 私 を 松て 、 下さい。 私 は あなたに 愛される 價 値が 

ありません。 私 は 汚れて ゐ ます。 あなた は淸 いく 玉の 


やうな お です。 私は濟 みません。 私 は 泣いて 耐へ 忍び 

ます。 これまで 何もかも：^ へて 來 たのです もの。 私 は 一 

生 af- の なぐさみもので 終る ものと 覺 悟して ゐ ました。 そ 

の 侮- さへ も 私の 運命と して あきらめる 氣 でした。 あき 

ら めない と 云った とて 仕方 はない のです もの。 私に 力が 

無い の です もの 。 また 皆が 私に さう あきらめさせる やう 

に 仕向ける のです もの。 どのお 客 も、 どのお 客 も 皆 私 を 

なぐさみもの として 取扱 ひました。 そして 私に 自分 を さ 

う 思へ よと 强ひ まし.^。 私 は それになら されました。 自 

分 はなぐ さまれ る 犧牲、 お 客 は苛責 する 鬼と きめました。 

あなた は 私 を 娘と して 1£^扱っ て下さった 最初の 方で し 

た。 私で も 人間で ある こと を敎 へて 下さった 最初の 方で 

した。 あなた は 私 でも 佛 ：椟 の 子で あるとまで おっしゃつ 

て 下さいました。 (^く) 私 は あなたの やうに 私 を" 収扱 

つ て くれる 人が あらう と は 夢にも 思 ひませんでした。 あ 

なた は 天の 使の やうな 方 だと 私 は 思 ひました。 あなたと 

つきあって ゐ るう ちに、 私 はだんく と、 失って ゐた娘 

の 心 を 恢復して 來 ました。 娘ら しいね が ひが、 よみが へ 

つて 来ました。 雨の やうな あなたの 情けに 潤うて、 私の 

胸に 蕾の ま &で應 し 付けられて ゐた、 娘の ねが ひ、 よろ 

こび、 いのち、 お、、 私の が 一時に 綻びました。 私 は 

嬉しくて 夢中に なりました。 そして 私の 身の程 も、 境遇 
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も 忘れて しま ひました。 私 は 許されぬ^ 界を 夢み ました。 

今 私 は 私の 立って ゐろ 地位 を 明らかに 知りました。 私 は 

あなたの 玉の やうな 蓮 命 を 傷け て はなり ません。 私を捨 

て、 下さい。 私 は あきらめます。 あなたの 事 は 一 生 忘れ 

ません。 私 はし ばらく 私に 許された たのしい 夢の 思 ひ 出 

を 守つ て 生きて 行きます。 

唯圆 夢ではありません。 夢ではありません。 私 は 私たち 

の戀を 何よりも 確かな 實在 にしようと 思って ゐ るので 

す。 天地の 間に 嚴存 すると ころの 凡そ 美しき もの 、精と 

して、 あの 空に 揮く 星に も 比べ て 尊み 慈しんで ゐ るので 

す。 二人の 間に 產 まれた 此の a を 大切に しませう。 育て 

て 行き ませう。 私は戀 のた めと 思 ふと 一 生 懸命になる の 

です。 力が 湧く のて す。 凡そ 私たちの 戀を 妨げる 敵と 勇 

し く 闘 ひ ませう。 あなた も 悲し い 事を考 へない で 心强く 

保って ゐて 下さい。 私たちの 戀が 成就す るた めに は、 山 

の やうな W 難が 橫 はって 居ます。 それ を 踏み越えて 膀利 

を 占め ねばな り ません。 凡そ 私たち の 戀を 夢と 思 ふ ほ ど 

問 違 つ た考 へ は あ ひ ま せん。 かへ でさん、 私 は その やう 

な 浮 いた 心ではありません よ。 私 は戀の 事 を 思う たやけ 

でも 淚が こぼれる のです。 (疾 ん， -こ ぼす) 私 は 甘い、 た 

のしい 事 を考 へる よりも、 寧ろ 難行苦行 を 思 ひます。 お 

百度 參りを 思 ひます。 戀 は巡饅 です。 日參 です。 (かへ \、 


の 額,^ じっと見る。 やがて 強く かへ て ふ、/ める) あ！ 

なた の體の 汚れて ゐる こと を あなた は ひどく 氣に しま 

す。 あなたの 心 を 察します。 あなた は 堪らないで せう。 

私 も それ を 思 ふと ふらく する やうな 氣 がしました。 私 

は 夜 も 眠られませんでした。 私 は考へ 悶えました。 けれ 

ど 私 はもう その 苦しみに 打ち克ちました。 それ は あなた. 

の 罪ではありません。 あなたの 不幸です。 あなた を資め 

るの は 無理です。 他 入の 罪です。 その他 人の 加へ た 傷 $3 

のために、 あなた は その やうに 苦しんで ゐ るので す。 そ： 

のために 自分の 一生の 幸福 さへ も 諦めよう として ゐ るの 一 

です。 何とい ふ 事で せう。 私 は 此の 事資を 呪 ひます。 恐 一 

ろしい 事です。 不合理な 事です。 皆惡 魔の 仕 菜です。 お 一 

お、 私は惡 魔に 挑戰 します。 (拳 握る〕  一 

かへ て 皆惡 魔です。 冷； IS な 鬼です。 毎晚 その 惡 魔が 来て 

恥 かしい 事 を 仕 ける のです もの。 それが みんな、 しつ 

こいので す もの-  - 

-唯回 その 小さな、 美しい 體に。 お、。 く〕 

か へ て (唯,, 支 へ る) 唯圓 さま。 唯圓 さま。 

唯圆 畜生！ 私 はかう して は ゐられ ない。 (かへ てに) 

私 は あなた を惡 魔の 手から 守らなくて はなり ません。 一 

日 も 早く あなた を その 境遇から 救 ひ 出さねば なり ませ 一 

ん。 しっかりして ゐて 下さい 。氣を 落し てはいけ ません" j 
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ん U 今に、 今に 私が あなた を 助け出します。 

かへ て でも； 度 汚れた からだ はもう 一 一度と 11 

その 亊 はもう おっしゃ いますな。 あなた は その 事で 

決して 私に ilC がね をなさい ますな。 あなたの 罪で はない 

のです から。 それ どころ ではありません。 私 は あなたが 

iS 令 これ ま で E 分 で どの やうな 汚な い 罪 を 犯 していら し 

つ て も、 私 は それ を赦 して あなた を 愛する 氣 なのです。 

かへ て (J^ ぐむ) まあ、 それほどまでに 私 を 愛して 下さ 

いますの。 

唯 S  CIS} 的に かへ て， や 抱く) 永久に あなた を 愛し ま 

す。 あなた は 私の いの ち です。 

かへ て (唯 M の 胸に： ^押し sts てる) いつまでも 可愛が 

つて 下さいよ ねえ。 

啦 M いつまでも。 いつまでも。 . 

(•  阳人 沈默。 IS の 膝から 子供の 歌が きこえろ。 纏て 子 

ffiil 人 登揚。 女の子ば かリ。 手拭， ^被り、 篮^ 持って 

ねろ。 啦^、 か へ て 離れる。) 

子供 一 (お ふ) 藤の たう 十に なれ。 わしゃ 廿 一 になる。 

子供 二 见 つけた。 as のた う 1^ 摘む) 

子^-一； 此应 にも あってよ。 

子供 四 入れて 5^ 戴。 (篮， ^1$: 出す) もうこん なにたん と 

になつ-,』 よ。 


(子供た ち 唯 H とか へ て，^ 见て. 一 寸默っ て 路 する。 

^て、 其處 沘處， か、 I 休し ズは 摘む。 摘みつ、 歌 ふ。 か 

へ て は 子供，^ じっと a てなる"〕 

子供  一 ； K 處に つくしが あった。 

子供 二 さう。 (見ろ) ほんに。 IH 土维を 摘み ませうよ。 

子供 一 (十： 筆.^ 手に 持って 歌 ふ〕 一本 摘み 初め。 (採し 

つ  >け る) 

(子供た ち 十； 维.^ 探す。) 

子供 二 見つけた。 (|^, ふ) 二 本 滴み 添へ。 

子供 三 此處 にも あってよ。 ずゐ分 大きくて よ。 

子供 四 私 も 見つけた。 私の 方が 大きくて よ。 

子供 三 比べて ませう。 (二 本 あ はぜて 丈.^ 比べろ) 

子供 四 私の が 少し 長い わ。 

キ供三 くやしい ね。  ， _ 

子 W 一  皆、 來て 御覽、 此處 にお 地藏 さんが、 小さな よだれ 

かけ をして いらして よ。 

(子； たち 其方に 行きて 見る。 ^笑 ふ。) 

二 赤ちゃん 兑 たいね。 (地敏の頭.^^^\、る) 

三 幾つ 並んで るの。 

31  (敎 へる) 六つよ。 

1 四つ H の は ira がない のね。 

二 あ \、 解った。 これ は 六地藏 とい ふので しょ。 
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子供 三 地蔵さん てな あに。 

子供 四 佛 さまでせ う。  . 

子供 一 では 此の 花 を あげ ませうよ。 (篮の 中から 野菊.^ 

出して 地蔵の 前 に 立てろ) 

壬 供 二 皆 をが みませうよ。 (跪き 手，^ 合 はす) 

(子供 一 同 代 はろ -跪告 手. 合 はす。) 

手 供 1 あの 森の なかの 塔の 方に 行って 見なくて。 

子供 二 え >-、 行って！ a ませ、 つ。 

一. 子供た ち 森の なかに 人り、 歌 ひつ、 返 場。) 

か へ て 子供 は 無 邪 氣なも のね。 (考 へて- Q る) 

唯圓 まったく I 非が ありま せんね。 

かへ て 何の 苦 も 無 さ、 うに 見える のね。 (間) 私 も 一 度 

あの 頃に 返って 見たい わ。 あの 頃 はし あはせ だ つ た わ。 

まだお 父 さんが 生き ていら つし やる 頃 は 。 

唯 M あなたに はお 父さんが 無い のでした；：。 私に はお 母 

さんが 無い のです けれど。 

かへ て あなたの お父さん は何處 にいら つし やる の。 

唯 W 國に 獨りゐ ます。 常 陸の 國の 田舍 に。 

か へ て 常 陸と 云へ ばず ゐ分遠 いのでせ う。 

唯 職 え \。 十何ケ 國 も 越えた 東の 方。 あなたのお 母さん 

かへ て 播州の 山の 奥よ。 病身な のよ。 (考 へろ) お 父 さ 


ん のない のと、 お母さんの 無い のと， どちらが 不幸で せ 

うか。 

唯 M お母さんが 無い と. 着物の 事なん か 少しも 解ら なく 

て、 それ は M ります よ。 

か へ て でもお 父さんが 無い と 暮らしに 闲っ てよ。 私なん 

かお 父さん さへ 居て 下す つたら 此の 機な 身に ならなくて 

もよ かった の だ わ。 

唯 M, もう 止し ませうよ。 自分ら の ふし あはせ の 比べつ こ 

をす るなん て、 ずゐ 分な さけない 氣 がします。 

か へ て 私 は 子供の 時には 家の 費 乏な 事な ど 少しも I 讽 にな 

ら ないで、 お 友 だち と 跳ね 廻 つて 遊んだ わ。 けれども そ 

の な は 短 か k つたの。 私が 十三の g- にお 父さんが 亡 

くな つ てから は、 お母さんと 一 一人で それ は 勞 したわ。 

御 g も 食べ な い も あつ た わ。 その内に お母さんが i^^M 

になった のよ。 それから はもう どうも かう もなら なくな 

つてし まった のよ。 その 頃の 事よ。 私 は 村 はづれ のお 地 

藏樣に I 母 B はだ し 參りを しました。 お母さんの fit がな 

ほります やうに と 夢中に なって 祈りました。 私 はさつ き 

子供が お 地藏様 を 拜んで 居る の を 見て、 その 時の 事 を 

ひ 出し て淚が 出ました。 幾ら 拜ん でも 1^ 艰は 治ら ない の 

よ 0 

唯圓 それで 仕方が無 いから 身を資 つたの。 
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かへ て i;^ を；？！！ るの が どの やうな もの か 私 はよ く 知らな か 

つたの よ。 十四の 年です もの。 話 人が 來て 京に 出て 奉 

公 すれ は 山お 錢が 貰へ ると 勸め たのよ。 お母さん はや 

らな い と 云った のよ。 けれど 私 は 思 ひ 切 つ て 京に 出る 氣 

にな つ たの。 だ つ てお S さん は f 何もな い の でず もの。 

喷 M   

か へ て ？；^ は 小さな 風 W 敷 包み を 負つ て、 世話人に 連れら 

れて村 を 出ました。 村の 土 の 所まで 母さんが 逡っ て來 

て くれました。 別れろ 時に お 12 さん は 私 を 抱いて 泣いて、 

ら なかった でせ う。 辛かった でせ う。 

かへ て 京へ 來 てから は 毎日 こき使 はれました。 三味線 や 

歌 を^ は せられました。 よく 覺ぇ られな い の で 撥で た 、 

かれました。 お 古の 暇に は 用 使 ひから、 お 掃除から、 

使 はねば 損の やうに 皆が 追 ひ 使 ひました。 私 はいつ そ 死 

んで什 舞 はう と 思った 事 も ありました。 

唯 M さう まで 思 ひ 詰めました か。 

か へ て え & 。 お m を 一 枚^^したと云 つて、 酷く、 しっこ 

く 叱る の です も の 。 犬 だ の 、靑猿 だ の と 罵ろ のです もの。 

それでも 私 は默っ てお 庭のお 掃除 をし ました。 でも n 應 

へ でもせ う ものたら、 それ こそ 大變 な：：： に 遭 ふので すか 

らね。 私 は 鹿 収りを 持つ て ごみ を 捨て に 川原に 出ました。 


そして 河の 水の 琉れ るの を 見て 立ちつ くしました。 その 

時 私 は 死んで 仕舞 はう かと 思 ひました。 

唯 M ほんと にね え。 

か へ て ねえさんが 居て 下さらな か つ たら、 私 はきつ と あ 

の 頃 死んで ゐ たでせ う。 

唯圆 淺 香さん はよ くして くれました か。 

かへ て え. -。 影に なり、 曰 向に なり、 私 を；^ うて 下さい 

ました。 (間) 私より 小さい 人が 新しく 来てから は、 私 

は 少し はらく になり ました。 けれど 今度 は 嫌な ./\. 事 を 

强 ひられました。 

唯 M それ はもう 云 はないで 下さい。 云 はないで 下さい。 

(眼，^ つむろ) 

かへ ぐ へ て 下さい。 私 は あなたより 外に 此の 樣な話 を 

する 人 はない のです から。 つい 釣り込まれて、 身の上 話 

し を 致しました。 

唯圓 い 、え。 私 はた 何と 云って あなた を 慰めて い、 か、 

解らない のが 辛い のです e どうぞ 耐へ 忍んで 下さい。 私 

はさう いふより ありません。 悲し いのは あなたば かりで 

は 無い のです。 お glE 樣 でも、 講蠻樣 でも、 內容 こそ 違 

へ 、 それ は く 堪らな いやうな 深い かなしみ を 持って ゐ 

られ ます" でも 耐へ 忍んで 生きて ゐられ ます。 死ぬ の は 

いけません。 どんなに 苦しくても 死ぬ の はいけ ません。 
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自殺 は 他殺よりも 深い 罪 だとお 師匠 樣 がお つし やい まし 

た。 怫樣 から 戴いたい のちに 對 して 何よりも 敬虔な 心 を 

持たねば いけません。 火宅の 此の世で は 先き る 一 ^は"；^ ぬ 

る 事よりも 苦し い 場 台 は 幾ら もあります。 龙ハ處 を 死なず 

に、 耐へ 忍ぶ 時に、 倍 心が 出來ろ やうに なるとお 師匠 さ 

まがおつ しゃいました。 

かへ て 私の やうな もので も 信心が できる でせ うか。 

唯 H 出来なくて どうし ませう。 あなたの やうな 純な 人に。 

かへ て 私 は 學問も 何も 知りません よ。 

唯 回 その やうな もの は 信心と 何の 關係も ありません。 悲 

しみと、 愛と に 感ずる 心さ へ あれば い 、の です。 

か へ て 私 は どう すれば い k のでせ う。 

唯圆 あなた はお 地藏樣 に、 母さんの 病 氣が癒 ほる やうに 

願 ひました ね。 治りませんで したね。 あの 時お 地 鹹.； ii を 

怨みました か。 

かへ て お恨み 申しました。 

唯國 そ の 時佛 機を怨 まず に、 此の 樣に不 しあ は せな の も、 

私が いっか 惡ぃ窜 をした 報いな の だ。 けれど 佛樣は 私 を 

愛し て ゐ て 下さる の だ。 そして 何處か で 助け て 下さる の 

だと 信ずる のです。 それが 信心です。 それ は本當 なので 

すから ね。 あの 慈悲 深いお 師； 探が 嘘 をお つし やる 毕：： は 

ありません。 


か へ て 私の やうに 入から 賤 まれる、 汚れた 女で も佛 ：1 は 

助けて 下さい ませう か。 

唯 M 助けて. トさ いますと も。 どの 様た 惡ぃ人 ii でも 赦し 

て、 ^けて 下さる のです もの。 

か へ て は 嬉しう 御座います。 私 は あなたと つき 合 ふや 

うにな つてから、 美しい、 费 いもの を 段々 と 願 ひ、 また 

信じる 事が 出来る やうに なって 來 ました。 私 はこれ まで 

娘び る こと や、 欺く ことば かリ兑 たり、 問いたり して 來 

ました。 愛と いふ やうな もの は 此の^に は 無い ものと あ 

きらめて ゐ ました。 それが 此 は、 私 をつ、 む 愛の 温か 

さ を ち、 み、 そして ：3 じる ことが 出來 さうな 氣 がし 

だしました。 明るい 光りが 何處 からかさし 込んで 來るゃ 

うな 心地が しました。 

唯 回 ぁなたの周圍に£^る入たちが惡かったのです。 これ 

から は、 明るい 美く しい 事を考 へる やうに ならねば いけ 

ません。 

か へ て あなたな ど は し あは せね。 毎 曰" お い お： g:lk:_ ；;^ の お 

側で 淸 いお 話を敎 へて K つたり、 佛樣の 前で お IS を 一！ S ん 

だり なさる の ね。 私な どの 毎！ U し て ゐる事 は それと 比べ 

て 何とい ふ 醜い 事で せう。 私 は 熟々 いやにな つ てよ。 

唯圆 あの お ：！-ぉ 樣の 側に る 事 は 心から しあ は せ と 思 ひ 

ます。 けれどお 寺の 中 は淸ぃ 事ば かり はなく、 また 坊 
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にも 娘な 人 は SI; 山あります よ、 お 寺と か、 坊 とかい ふ 一 

^はそんな に 大した 事で はない のです。 大切な の は 信ず 一 

る 心なので す。 ぉ師 K ほから いた 事 は、 皆 私が あなた- _ 

に敎 へて あげます よ。 また あなた をい つまで も、 今の所 

に は、 私 は 決して ® かぬ 氣 です。  ： 

か へ \」 ほんと に：： f. くさう なれる やうな、 よい 分別 を 出し - 

て 下さいな。 そして 私 を ii い 女に なれる やうに、 導いて 

下さいな。  一 

喻 M さう しなくて い、 ものです か。 (M ん. -錄 かす やう！ ，1 

する)  一 

かへ て 5 は 何だか Si しくな つて 来ました。 (ほれぐ と 一 

唯 S のが，^ 兑る) 本 常に いつまでも あなたの お^に 居ら 

れる やうに して. 卜さい よねえ。 

i-M きっと さう します よ。 

か へ て お >-、5^ し い。 そしたら 私 あなた を 大切に してよ。 

(此の 時 夕 おれの 鐘が 股々 として 鳴る。〕 

かへ. V  ち 上る) 私 今！： ：！ はもう 歸ら ない といけ ない の 

よ C 

唯 S も 少しい らっしゃ いよ。 

かへ て でも； «i  くなる と w る の です もの 。 

唯 M では 一 寸の §1。 あの 夕隔が あの 楠の 樹の になる ま 

で。 私は歸 しません よ。 (遮 AV 、ろ a 似，^ する) 


か？ (坐 わろ) 私 も りたくなくて せう がない のよ。 

(二人し. はらく 沈默。 ) 

唯圆 かへ でさん。 

かへ て はい。 

唯圓 かへ でさん。 かへ でさん" かへ でさん。 

かへ て まあ。 (吸. み 張る) 

唯 M あなたの 名が 無暗と 呼んで 見たい のです。 幾ら 呼ん 

でも 飽きない のでず。 

かへ て (^ぐむ〕 私 は あなたと いつまでも 離れなくて 

よ。 墓場に 行く まで。 

唯賤 私 は 戀の事 を 思 ふと 死にた くなくなります。 いつま 

でも： iH きて IS たくなります C 

か へ て でも 人 は ijc 死ぬ のね。 此の 澤 山な 墓場 を 御覧 遊ば 

せ。 

唯簡 私は戀 をし だし て から、 變に 死 り 車が氣 になり だし 

ました。 (11 言の 如く) 戀と 運命と 死と、 何處 かに 通 

じた 永遠な 氣 持が ある やうな 氣 がする。 (考 へる) 若し 

かする と 私 は 若死に かも 知れない。 

かへ て どうして？ 

唯讀 私 はお. せです もの。 

かへ て そんな 事が ある ものです か。 

(兩人 一 寸沈 默。) 
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かへ て もうお 日樣が 桶の 樹 にか、 りました。 0 乂ち 上ろ) 

#圆 あ k 仕方がない。 (^ち 上ろ) 

か へ て では 歸 ります わ。 

唯圓 今度 は い つ 。 

か へ て きめられません わ。 後でお 手紙で 知らせます わ。 

唯 li できるだけ Ej>  く。 

かへ く え \ 。本當 に 手紙 を 取りに 來て 下さる？ 

唯圓 きっと 行きます。 口笛 を 吹きます からね。 

か へ て これからお 寺へ 歸 つて どうな さる の 。 

唯 M 晚 のお 動め に佛； を拜 むの です。 

かへ て あ、。 私 はまた 歌 を 唱 はねば ならぬ の だら う。 (11 

n ふ， ^叱く。  S ひ 切つ ズ〕 せう がない。 では 左樣 なら。 

唯 左 り， レ. 

(兩入 抱き合 ふ、 缠 て 離れる、 かへ て 叢の 蔭に 退？. r) 

唯 M  (ぼん ゃりた、ずむ、ゃがズ木の株に腰，<^下るす) お 

お 淋しい さびしい。 (頭，^ 兩肤て 支へ て 沈默) 

. I . 黑幕 11 

第二 場 

場 所 

浅 香 居間 

(稍々 古代め いた 装飾。 小さな ^境、 ぉ燈 S- が もがつ 


てね ろ。 衣桁に 肴 物が 懸けて わろ 。壁に 三味線が 二 丁、 

一丁 LL は 袋が かけても ろ。 火の 點 つた 行燈。 競：^ と 火 

鉢が わろ。 川に 面して 欄干お リ。) 

入 称 

かへ で 

淺  香 遊女 

村  萩 遊女 

0  野 遊女 

仲  居 

時 

同じ 日のお 

(淺 香。 衬萩。 墨 野。 花 合 ぜん-して ねろ。 1；= らく K つ 

て 礼 1^ 引いて. a ろ" J 

村 萩 おや 紅 紫。 氣を つけない と淺 香さん が靑丹 をし ます 

よ。 

墨 醉 ぬかりはなくて よ。 後 は 菊です ね。 

淺香 きっと-: a 來ま すわ。 

村 萩 そら、 あやめ。 三本が 飛び込みに なり ましたよ。 

墨 うまく やって るね" 

村 一秋 後 幾ら も 札が 殘 つてなくて よ。 

淺香 (礼，^ 引く) そら 菊。 (1 寸ほ. ^寄せろ) あらい や 

I だ" 桐の がら だ わ。 
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v^-  H  仲 m.  fi- 仲 >m 仲 H  m  m キ、 f  m 
？ f  m  m  Vfr  m  m ipc ケ ！i!f  w-  m 存 a'f 萩 m 


^  m 衬 淺 村 淺 H  vs- 


お生憎さま。 

(札ん-引く) そら 菊。 出た。 

靑は やぶれ ましたね。 

くやしい ゎハ】 

(笑 ふ) ぉ氣の ST 

(一一； 人し ばらく 沈默 して 礼.^ めくる。) 

これでお 化 舞 ひ。 

(一二 人點. ^数へ る。 =l:2w^^r〕 

墨 野さん。 さっき からお 麼 敷で 呼んで ゐられ ますよ。 

すぐに 行きます よ。 (W 萩に) いま 十 ヶ月ね。 後 二 

月ね。 ついでに きりをつ けて 行かう か 知ら。 

大變， e ち 兼ねてい らっしゃる のよ" 

すぐに 行かない とまた 後で 惡く てよ。 

せう がない ね。 

. ではす ぐに 來て 下さい。 (退場) 

では 行って 参ります。 いづれ 後 ほど。 (返 揚) 

. 二人で しませう か。 

： (；！ ^の 無 さ 、うに) もう 花 合せ は 止し ませうよ。 

(札ん か.；，^ づけつ、〕 私 は 今晩は 負けてば かり ゐ ました。 

(^へ ろ) 今年 は ど 、，- も 運 星が よくない らしい。 

衬^ 花 合せ の やうな もの でも、 负 ける と氣 持の い」 もの 

ではない のね。 


香 まったく。 

获 あなた は 此の頃お 體 でも 惡 いの ぢ やなくて， 

香 どうし て ？ 

萩 何だか 景氣 がよくない のね。 いつも 沈んで いらつ し 

やる わ。 

香 私の 性分です わ。 

获 少しお 瘠せなさい ましたね。 

香 さう です か。 

萩 あまり 物事 を 苦にな さるから よ。 私見た やうに のん 

きに おなりな さいな。 

淺香 で も 何もかも 情けな い 事 だらけ です も の 。 

衬获 それ はさうよ。 けれど 私たちの やうな 身で、 物 を 苦 

に した 曰に は、 それ こそ 限りが あり ません わ。 

is 香 ほんと にね え。 

村获 私 も 初めは あなた 見たい に、 考 へて は 悲しがって ゐ 

たのよ。 來た當 座 は 泣いて ばかり ゐ ました わ。 けれど 泣 

、- たと て、 どうもな るので はなし、 くよ/ \- 思 ふだけ 損 

だと 思って、 一切， 考 へない 事に してし まった のよ。 今日 

一 B がどうに か 過され さへ すれば い、 と 思 ふこと にした 

のよ。 だって 行く末の 事 を 案じ だしたら、 心細くて、 と 

て も かう やって は ゐられ なぐなります もの。 

？ 5iJ 香 私 も あなたの やうな 氣分 になり たいと 思 ふの よ。 ま 
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m 村 淺 村 淺 村 m 


村 m       村 m  村 淺 


たさうな るより 外に 仕方 もない のです しね。 けれど 生ま 

れ付 き苦勞 性と でもい ふので せう かね。 ものが 氣 になつ 

てなら ない のよ。 (間) 私 もね。 もう 行末の 事な ど そん 

なに 考へ はしない のよ。 だけど 今日の 一 日が 味氣な くて、 

一 淋しくて ならない の。 

村 萩 あなた は 本當に 陰氣な 方ね。 あなたと 話して ゐ ると 

私まで 釣 込まれ て 淋しくなる わ。 そし て 忘れ て ゐる 11 

と い ふよりも、 亡 心れ よ 5 と 努め てゐる 不幸 を 新しく 思 ひ 

出します わ。 (間) え.^。 止し ませう。 止し ませう。 こ 

んな氣 の 滅入る やうな お 話 は。 今 は 陽氣な 春で はあり ま 

せんか。 もっと 樂 しい 話で もし ませうよ。 

淺香 ほんに 春の 宵な のね。 

村 萩 街 も 春めいて ずゐ 分陽氣 になり ましたよ。 今晩 方 も 

店に 出て ゐ たら、 格子の 外を輕 さうな 下駄の 音な どして、 

通ろ 人 は 花のう は さ を して ゐ まし た よ 。 

もう 間も無く  〔おくで せう。 

皆で 花見に 一 曰 行かう ではありません か。 

さう ね。 (沈む) 

それ はさう とかへ でさん はま だ歸ら ない の。 

え、。 まだです の。 

何處へ 行った のでせ う。 

一 寸淸水 へ ぉ參 りし て來 ると 云つ て 出た の で す が 


ォ 

村 萩 ず ゐ分遲 いのね。 

!S 香 もうお つ、 け！ 1 るで せう。 何しろ まだ 子供です から 

村获 さう でもない やうよ。 資は ね。 おかあさんが 

私に 腹 を 立て & 話して ましたよ。 . 

香 何と 云って。 

获 かへ での 遣り方 は m 着 だ。 あの やうな 若 い 小^ あが 

り の やうな 者に 身 を 入れ て、 家の 勤め が お $ に なる 。 

あ V や-つ？ * い 

ぉ錢 なし に 稼業 をし てゐる 女と 遊ばう とする の は 蟲が好 

すぎる。 外の 客 を 粗末に して 闲 つてし まふ。 それに 淺香 

も淺香 だって。 

香 私の 事 を 云って ました か。 

0 え、、 淺 香が 仲に 立 つ て f 持 つて ゐる らしい。 妹 

分 を 耽り 蹄らなくて はなら な い 身で 不都合 だと 云って ゐ 

ましたよ。 

香 そんな 事 を 云って ゐ ました か。 

萩 ぶり くし て ゐ まし たよ。 氣を 注け ない と、 また あの 

おかあさんが 怒り だすと、 しっこくて 面倒です からね え。 

淺香 それ はねえ。 (考へ 込む) 

S 私 はかへ でさん は 若く は あるし、 あ、 なる の も 無理 

はない と 思 ふの よ。 私 だって 覺 えの 無い 身で はなし。 け 
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れ どか へ でさん の は あんまり M き 分けが なさ 過ぎる と 思 

つてよ。 勤めの 身で ゐて、 まるで 生娘の やうな 戀を しょ 

う とする のです からね a 

S それ はお かあさんで 見れば、 闲る事 も ありませ うけ 

れ どね。 、 

衬^ 何しろ &m になり ません からね。 それに かへ でさん 

は 私なん かに は 何も 打ち明けないで、 内證 にば かりして 

ゐ るんで すから ね。 かう くだから たのむ と 云へば、 私 

だって、 都 < "をつ けて、 一度 や 二度 は 遇 はして あげない 

も の でもな い の だけ れど、 あれで は 可愛ら し く ありま せ 

んからゎ" 

^0 お 花に ならずに、 かくれ 遊び をして ゐ るの だから、 

氣が おめて 打ち明けられな いの でせ うよ" 

村 萩 けれど 彼の 人 は；： IT が 高す ぎます。 今： n も 孤 嵐々々 出 

かけて ゐ たから、 私が 何處へ 行きます と 訊いたら、 ，1: ば 

くれて 一 寸其處 までと 云 ふの よ。 私 は 少し 續， たったから、 

へえ、 1 寸ぉ^|>まで^せぅと云ってゃったのょ。 そして 

おかあさんの 怒つ てゐる や、 勤め を 大事に せわば なら 

ない こと を 云って きかせて やった のよ。 そしたら、 彼の 

子の n 上が 憎らしいで はありません か。 私 は惡ぃ ^をし 

てゐ るの ではありません。 姊 さんな ど. とは考 へ が 少し 異 

ふの だから、 い.^ から、 ほっといて 下さいと、 かうな の 


でせ う。 

淺香 そんな 事 を 云 ひました かえ。 歸 つたら 私が よく 言 ひ 

聽 かせて やります から、 どうぞ 氣を惡 くな さらないで、 

堪忍して やって 下さいね。 元！^ はおとな しい 性質な の で 

すから ね。 

衬获 あんまり たち を輕く 見て 居ます からね、 

$ 彼の 子も此 の 頃 は 思 ひ 詰め て 、 氣が立 つて ゐ るので 

す。 あの やうに 云った の もよ くく 思ひ餘 つたので せう 

i に 

€^ あなた はかへ でさん にせ 過ぎます よ。 おかあさん も 

此の 問 云って ゐ ました。 かへ での 氣の高 いのは、 淺 香の 

仕込み だって。 

t! 香 そんな 事はありません わ。 

村 萩 何しろ 少し あなたから 氣を 注け た 方が よくて よ。 皆 

さう 云つ てゐ るので すから ね。 優しくする とつけ あがり 

ますから ね。 

淺香 氣を 注け ませう。 煤-忍して やって 下さい。 (淚 ぐむ) 

衬获 何も 堪忍す るの、 しないの つてい ふ 段で はない ので 

すけれ どね。 話の ついでに 云った までの 事です よ。 あれ 

で はかへ で さん の ため にもなら な い と 思 つ て 。 

^香 ありがたう 御. M います。 かむ) 

衬获 そんなに 氣に 留めな く て も い、 ことよ。 で はまた 寄 
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せて 貰 ひます。 (二 ち 上ろ) 

淺香 まあ、 い、 ではありません か。 

W 萩 いづれ 又。 花 合せに のぼせて まだ 夕方の 身 じ まひ も 

して ゐま せんから。 

淺香 さう。 では またい らして 下さい。 

(村 萩 退場 。港 香、 一寸 ぼんやり する。 それから 花 合 

はぜ，^ 箱に 入れろ。 それから また 考へ 込む。 艫て 氣.， ^ 

替へ たやう に 立ち あがり、 錢臺の 前に 行きて ゆ： わる。) 

淺香 (鏡 1"^- 見つ、) ほんと に 少し 瘠せた やう だ。 (敏に 

手.^ 當 てろ) 瘠せ もす る だら うよ. - (鏡 1^111 の曳き 出し か 

ら 櫛，^ 出して、 髮 1^ 撫 てつける〕 此の やうに して 何のた 

め に 身 じ まひ をす るの だら う。 .E: 分.， K 弁び に來 る^な 

—— 自分 の敲に 媚び る た め に 自分 の 顔形 を 飾ら な く て は 

たらない と は！ いや、 今ではもう その やうな 事 も考へ 

なくって、 た A 習慣で、 夕方 毎に 鏡に 向く の だ。 それ も 

自分の 色香に 自信が あった 間 はま だよ か つ た け れ ど。 

(間) 髮の 毛の 拔 ける こと。 (櫛から 髮の 毛.^ 除く) 弱い 

か らだ を 資本に して、 無理な 蹬の使 ひ 方 をし て 働け る だ 

け 働き 拔 いて、 そして 働け なくなったら —— (^=5;懷ひす 

ろ〕 え、、 考 へまい。 考 へまい。 

r 他の 炸 敷から 鼓の 音が きこえて 來る。 か へ て 登 場" 

淺 香，^ 見ろ と， 磁，^ わげ てせ < く  。し 


淺香 (かへ ての 側 11^ リ、 贩き込 む) かへ でさん。 どう 

したの。 か へ でさん。 

かへ て あんまりです。 あんまりです。 (rt«.<J* 傈 はす" 簪 が 

脫 けて 落ちろ) 

淺香 どうしたの だえ。 たしぬ けに。 (ー替.^ 挿して やろ) ま 

あお 坐 わり。 (かへ で.^.^、 鉢の 側に 坐 わらせろ" 自分 もモ 

の 侧に坐 わろ) 

かへ て (泣き止む) おかあさんに 酷く 叱られた のよ。 歸 

ると 呼びつ けられて。 私が 惡 いのよ。 邇 くな つたの だ も 

の。 でも 歸られ なかった のよ。 けれど あんまりな 事 をお 

つし やる の だもの。 

淺香 私 もさ うだらう と 思 ひました。 

か へ て 擾 みか、 る やうに して、 頭から 怒鳴りつ けられた 

わ。 出來る だけ 酷い 言； i を 使って。 私 は 構 はない のよ。 

どうせ 私 はお かあさんに かけたら 蟲 けらの やうな もので 

す もの。 何 ど 云った とて 仕方 はない の だし。 もう^られ 

つけて ゐ ますから ね。 けれどお かあさん は 彼の 方の 事 を 

惡く惡 く 傍で M い て 2iS つれな い やうな 事 を いふの です も 

の Q 

淺香 唯 圓樣の 事 も かえ。 

ち. 1J 

か へ て ぉ錢を 持たずに 遊ぶ 者 は 盜入も 同じ 事 だ つて。 彼 

の 方の 事 を 所でお さかな を 咬 へ て遁げ る； g 棒. 猫に 譬 へ 
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ました。 

淺香 まあ ひどい こと を。 

かへ て 私 は あまり 腹が立ちました から、 い、 え、 あの方 

はぬ の やうに 純潔な ® しい 方です と 言った のよ。 すると 

n 應へ をす る といつ て^ 管で 撲 つたの です よ。 

0 撲 つたの。 

かへ て え、 此 4g のと ころ を 力 i ばい。 (膝, i< さすろ) そ 

してもう i  S 外-: H はさせ ない と 云 ひました。 

0 酷い こと をす ろ ものだね" 彼の 入の 荒 いのはい つも 

の 事 だけれ ど、 揆 つの は あまり だ、 云って 聞かせれ ばよ 

かりさうな もの だのに。 

か へ \、 きつ と 村 萩さん が吿げ 口 をした のよ。 今晚 もお か 

あさんの 側に ES て、 意地 惡ぃ 皮肉 や、 針の ある 嫌味 をな 

ら ベました わ。 

^^香 村 萩さん も かえ、：^ ね し て 小さい お前 を 虐める なんて。 

8 村 萩さん はさつ きまで 此處で 話して 行った の だよ。 

お前 は氣が 高く て 姉さんた ち を 輕く見 てゐ ると 云 つてお 

こって ゐ たよ。 それにお 前が 打明けな いのが 氣に 入らな 

いの だよ。 

かへ て いやな こと だ。 彼の 人に 打ち明ける なんて、 .H 分 

の 心の 内に 守って ゐる 大切な 戀を、 輕ぃ チヨ コ くした 

心ない 人に 安つ ぼく 話す 氣 になれ る ものです か。 私 * 當 


に 姉さんき りよ。 何もかも 打ち明け るの は。 また 私が. 氣 

が 高 いって 云 ふの は 本當 かも 知れな いわ。 いっか 姉さん 

が 私に おっしゃ つたで せう。 どの やうな 身 になっても 心 

に 何 かの 誇り とい ふ もの を 持つ て ゐな い 女 は 嫌 ひだ つ 

て C 

淺香 (1^ ぐむ〕 よく 覺 えて ゐて くれた。 あ、、 けれど 人 

樣 から 卑しき もの k 例に 引かれる 遊女の 身で、 其の 樣な 

事を考 へて ゐ るの は 馬鹿 氣てゐ るか も 知れない！ か へ 

でさん。 私 は 何も 一 K ふ 事はなくて よ。 たど あなたが いと 

しいだ けよ。 何もかも 耐へ 忍ぶ より 外ありません。 あき 

らめ るより 外 11 あ、、 める とい ふ 心 持 は 何て 淋しい 

こ >| ろで せう。 

かへ て わかって- -ょ。 姉さん。 (1^ ぐむ) あなたが ゐて 

下さらなかったら、 私 はこれ までに 如何な つ てゐ たか 解 

りません わ。 私 はお 腹の 內 では 手 を 合せて 拜 んでゐ ます 

(兩人 沈默。 鼓の 昔 だけき、、 える。) 

か r\」 (欄干の 側に 行き 外.^ 眺める) 姉さん 來て御 *hS な 

さい。 1^ 山から 月が 出る ところよ。 

ふち 

淺香 (かへ ての 側に 行き 欄 千に すがる) 山の 緣がぼ ー つ 

と 明るくな つて ゐ ますね" 

かへ て 向、 つ 岸の 灯の 美しい こと C 
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SI- 香 橋の 上 を 人影が ちら ほらして ゐ ますね。 

かへ て 私 は あの やうな ところ を兑 ると 變に入 懐かしい 氣 

がします のよ。 

(しばらく^ つ て 夜 3^3-,^ 见て ねろ。) 

淺香 今日は 何處で 遇った の。 

か へ て 黑谷樣 の 裏手 の 墓地 で 。 

淺香 うれし かって。 (ほ、 笑む) 

か へ て それ はわえ。 だけど 私たち は 悲しい 方が 多い のよ。 

そして 泣いた わ。 

淺香 どうし て ？ 

かへ て 二人 ゐる とひ とりでに 悲しくなる のよ。 それに あ 

の 方 はどう かする とすぐ に 涙ぐみな さるので す もの。 

淺香 優し いんです からね。 あなた 方 は 遇 ふと どの 樣な話 

. をす るの。 (ほ、 ゑむ) 

かへ て (嬉し さう に) それ は 色々 の 事 を 話します わ。 逢 

ひたかった * や、 手紙の 事 や、 身の上 話 や、 それから 行 

く 先き 先き の 事 や 11 

淺杏 (まじめに) 行く先々 どうす ると 云って。 

かへ て 一緒になる といって。 (口早 やに) は濟 まない 

とい ふの よ。 私 は 此の様な 身分です から 扮て さいと 

いふの よ。 けれど 唯圆樣 はどうしても 一緒になら うとお 

つし やる の。 眞宗 では 坊樣 でも 奥樣を 持っても い > ので 


すって。 

淺香 では 體 の 汚れて ゐる事 も 知っての 上で。 

か へ て え k  。 それ を 思 ふ と^し く て 夜 も 眠ら れ なかった 

しか しそ の 苦しみに 打ち克 つ た。 あなた の S ぬの れた の 

は あなたの 罪で はなく、 あな た の 不幸 だ とおつ しゃる の 

よ。 それば かりで なく、. ぬ < ？、 あなたが， H 分で 自 分の § 化 

を 汚し て 居た と しても 私は赦 して 愛する 氣だ とおつ しゃ 

つて 下さる のよ。 

淺香 (涙ぐむ) よくく 眞面： H な 熱い お 心 だ わね" 

か へ て 唯 n 樣は それ は眞面 よ。 私と 遇つ て 居る 時で も 

どうかす ると 直ぐ！ JJ^ 敎の やうな 堅 い 話になる の よ。 私 は 

また そ の やうな 話 を聽く の が うれし いの。 六ケ 敷い 顔 を 

して、 美 だの、 责在 だのと、 私に はよ く 解らない やうな 

事 を おっしゃる 時 の 彼の 方が 一 等 好きな のよ。 

淺香 (ほ V ゑむ) それで まだ 一度 も 何 しないの。 

かへ て (まじめに) え、。 その 樣な事 は 一寸 もない のよ。 

淺香 ほんと にあの やうな 入 は ある もので はない。 よくし 

てあげな さいよ。 

かへ て それ は 大切に します わ。 私 はもった いないと 思つ 

てゐ ますの よ。 

淺香 私 も 彼の 方 は 心から 好きです。 あなたが、 ^な、 卑 

しい 人と 何す るの なら、 私お 手紙のお 収 次ぎなん か眞平 
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だけれ どね。 

か へ て ほんと にお^ 話になります ね。 唯 圓樣も あなた を 

好いて いらして よ。 この 問 も あなたの 事 を 色々 氣 にして 

たづね ていら してよ。 そし て 幾度 も 有難 いといって ゐら 

れ ました。 

^呑 此の 問の 夜 はい V 都合だった のね〕 私 はふと 門口に 

出て W たら、 あの方が 月 あかりの なか をう ろくして い 

らっしゃろ のよ。 私 はいと しくて 涙が 出て よ。 ® けって 

行って、 かへ でさん に： S か W 事はありません かと 云った 

ら、 どうぞ これ を賴 みます と 云って、 手紙 を 渡して、 あ 

わて >、 向う へ 行って お 仕舞 ひなす つたわ。 

かへ て あの 時 あなたに 逢 はなかったら、 夜通しで もうろ 

うろして ゐた V らうと 云って いらっしゃいました。 ， 

S あの方なら、 さう しかねな くって よ。 (ほ k ゑむ) だ 

けど 私 はい k お 役： S が 常った ものね。 

かへ て まあ。 あんな こと を おっしゃる。 (ほ、 笑む) 

0  暗い. 娥.^ すろ) これから 後 はどうして 逢 ふ氣 

なの。 

かへ て (心^さうな 颜.^ すろ) さあ。 私 は それが 心配で 

ならない のよ。 おかあさん は 今 晚の權 幕で は、 もう 一寸 

も 外へ は 出して くれますまい。 と 云って 唯圆 2?- は 宅へ 來 

て 下さる 事 は出來 ない の だし。 


淺香 ぉ錢の 都合 をつ けなくて はいけ ますまい。 

あ 1 

か へ て 唯圓 ばに 幾らお 錢が あつ て も、 私 は あの方に だけ 

はお 餞で H はれた く はない のよ。 私 はお 客と は 思 ひませ 

ん。 私 は 娘と し て 収极 ひます と 今日 もお 約 しました の 

よ。 自分を卑しぃものと思っ てはぃけなぃと^^^々もぉっ 

しゃった のよ。 

淺香 では あなたが お 動め を 止める より 外に 道 はない では 

ない の。 

か へ .て 唯 圓樣は 今に さう し て やる とおつ しゃる のよ。 

淺香 ふむ。 (考 へる) 彼の 方に 何 か あてが あるので せ う 

力 

かへ て { 女 さう に) どうな の です か ね え。 

^^.2香 彼の 方に 誠心が あっても、 世の中の 事 はな かく 一 

筋に 行かない もので ね。 

かへ て 彼の 方 は 世 問の 事 はかい もく 知ってい らっしゃら 

ない のよ。 私の 方が 分別が ある 位な のよ。 

淺香 さう でせ うと も。 

か へ て 彼の 方 はお. 師 K; 據に 打ち明け て 相談 するとお つ し 

やる の。 それが た 一  つの ® りら しいの よ。 

00 あの 親暨樣 に？  ■  . 

かへ て え \。 お は坊 さま は戀 をして はいけ ない Ai 

はおつ し やらな いのです つて。 何でも 力に な つ て 下さる . 
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の です つ て 。 遊女 だからと い つ て輕蔑 はなさら な いので 

すって。 

淺香 何もかも 解つ て 居る 方と は 善鸞： 樣 から 聞いて ゐ ます 

けれどね。 

かへ て 姉さん。 私 はどうなる のでせ うか。 

！ 香 さあね え。 お 弟子 達に はい V 入ば かり は ない さ 5 

ですから ねえ。 

か へ て ほ ん とに 心細くな つ て 仕舞 ふ わ。 

淺香 それにしても、 さうな るまで はどうして 逢ふ氣 なの。 

かへ て 仕方がな いから、 唯 圓樣が 河原の 方から 廻って、 

石段の 所で 合阖を して 下さる 事に なって るの。 そしたら 

私が 裏口から 出て、 お 手紙 を 联り換 へ るお 約束に なって 

るの よ。 私 早く しないと、 見付かる と大變 だけれ ど、 で 

も 一 寸 でもお 顔が 見られる わね。 

淺香 そんなに してまで 遇 ひたいの。 

かへ て 一と 目 だけで も。 (間) 唯 圓樣は 眠られない 夜が 

多い のです つて。 私の やうな もの をで も、 そんなにまで 

思って 下さる のです もの。 

淺香 (しみ？ と〕 それで あなた も 身 も 心 もと 思った 

の。 

かへ て え、。 (浜ぐ みて うな づく) 

淺香 (氣， ^替 へる〕 うまく 行きます よ。 私 は それ を 祈り 


ます。 私が 云った の は、 今 急に 行くまい と 云った のよ。 

色々 と六ケ 敷い 事が 起る でせ うけれ ど、 二人の 心さへ し 

つかりして 居れば 屹度 成就す ると 思 ふわ。 辛抱が 第 一 よ。 

か へ く どんなに 苦しくても 辛抱し ます わ。 

淺香 ！ m が强 くなくて はいけ ません よ。 私な ど はすぐ に氣 

が 弱くなる から いけな い の です。 自分の 幸福 を 守る 事に 

勇敢でなくて は 駄目よ。 皆 はおとな しい 人に は 勝手な 事 

を 仕向けて、 その 人の いのちよりも 大切に して ゐる もの 

をで も 造作 もな く楚 つて 行って dd 舞 ひます からね。 そし 

て それ を 義理 だと 云つ て 無理に：^ へさせます からね。 善 

蠻樣 かいつ も 云って いらつ したつけ。 義理 を 立 て 赏く覺 

悟がない 時には、 なまな か 義理 を 立てよう とすると 却つ 

て 後で 他 入に 迷惑 を 掛ける やうな 事になる つて。 翁 樣 

でも 初め、 戀 入と 心 を 併せて、 强く 自分た ちの 幸福の た 

めに 戰 はれたら、 後で 皆 を 苦しめ、 自分 も 泣かなくても 

よかった の だ わ。 また 一 旦自 分の 幸福 を竊牲 にす る氣に 

なった のなら、 もう 自分 は 死んで しまった 者と 思って、 

一 生涯 淋しく 强く 生き 通さなくて はならない の です。 け 

れど 優しい 人 はさう は 行かない のね。 初めは 義理にから 

まれる し、 後に は 淋し さに 堪 へられな いし。 (問) 彼の 

入 は 本當に 不幸な 人 だ。 (間) あなた はまけ てはいけ ま 

せんよ。 
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かへ て 私 は 一 生驟 命になります わ。 今日 唯圆樣 もどの 樣 

な W 難に も戰 つ て 必ず 勝利 を 占め ようと おっしゃ いまし 

た" 姉さん も カを贷 して 下さいね。 

^0 私 は どんな 事で もして あげます わ。 

か へ て 姉さんの 御 恩 は 忘れません。 (y^ ぐむ) 

0 私 は 身の 妹の やうに 思って ゐる のよ。 

かへ て 私 も 本 の 姉さんの やうな 氣 がする のよ。 

香 あなたが 初めて 家に 來た とき、 私の 部屋に 來 てこれ 

からお 賴み 中し ますと 云って、 手 をつ いてお 辭儀 をした 

でせ う。 私 は あの 時から 妙に いとしい 氣 がした のよ。 お 

かあさんから、 .3 新しい 子が 來 るから、 お前の 妹分に 

して 仕込んで やって くれと 豫 ねて たのまれて ゐ たのよ。 

けれど 私 は 別に 氣 にも 留めなかった の。 それに あなた を 

一 n 兌る と 何とも 云へ ない あはれ な氣 がした のよ" あな 

たは まり 惡さ うに、 ぉづ くして 言葉 も田舍 訛りの ま 

までした わね。 

かへ て 私 は 勝 <^ は 解らない し、 心細かった わ、 あの 時 あ 

なた は 少し 氣分 が惡ぃ と 云って 火鉢に もたれて、 何もし 

ないで 凝と 坐つ て いらした わね。 私 は 優し さうな 方 だと 

思 ひました。 段々 つきあって E る； 2： に、 外の 姉さんた ち 

と は 違った 淋しい、 ゆかしい ところが 私に もよ く 解って 

來 たのよ。 そしてす つかり あなたが 好きに なって しまつ 


たの。 

淺香 あなた は 初めはず ゐ分 苦しい 目に 遇った わね。 小さ 

い 身に は：^ へ 切れない やうな。 

か へ て あなた はよ く 私 を 庇うて 下さいました。 

淺香 あなたが 死に かけた 時には どんなに 驚いた でせ う。 

か へ て 辛抱お し。 何もかも 解つ てゐ る。 私 も 同じ 思 ひ を 

忍んで 來 たの だ。 何事 も國 のお 母さんの ために。 と あな 

たは 泣いて 止めて 下さい まし た。 

淺香 でもよ く 聞き分けて 下す つたわね。 それ S ら 互の 身 

の 上 話に なって. 二人で 話して は 泣いた のね。 

かへ て まるで 數 でも 計へ る やうに、 互の 不仕 合せ を 並べ 

立て V 11 

淺香 何故 私たち は 此の様に 不幸な の で せう と 云 つて 二人 

で考 へ たのね。 そしたら 譯が 解ら なくなって しまって、 

とうく あきらめ るより 外 はな いとい ふこ とでお 仕舞 ひ 

になった のね。 

かへ て あの 時から 二人 は 一層の 事 親しくな つたの ね。 

淺香 何もかも 打明け あうて。 

かへ て (淺 香の 額. 見る) 見棄 て、 はい やよ。 

^^！？香 あなた こそ。 

かへ て 妯 さん、 手 を かして。 

？ a 香 はい。 (早ん 延ばす) 
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かへ て (？ 香の 手ん 胸のと ころて 握り/. 5 ろ) まあ、 ね 

えさん のお 手の 冷めたい こと！ 

淺香 私 は 冷え性な のよ。 

(二人 暫 らく 沈 K。) 

か へ て 善 驚 樣 からお 便りが あります の。 

淺香 え. 1、 折々。 

か へ \ し ぉ國 では どうして 暮 してい らっしゃ るの。 

淺香 やはりお 寺に 坐って いらっしゃる のよ。 しきたりで 

佛 樣は拜 むけれ ど， 本當は 何も 信じられないで、 心 は 段 

段 寂 びれ て 行く ばかり だと、 お 手紙に 書いて ありまし 

た。 

かへ て あの 樣 な：^ しい 方はありません ね。 つきあへば、 

つきあ ふだけ、 どんなに 心の奥に、 不幸 を 持って いらつ 

しゃる か V 思 はれろ やうな 氣 がしました。 

淺香 變樣 は本當 はお 父 樣に遇 ひたくて 京に いらっしゃ 

つたの よ。 けれどお 父 機のお 身の 爲ゃ、 お 弟子 衆 や、 親 

戚の 方の 心 持 や、 色々 な 事を考 へて、 とうく 逢 はない 

事に 決心な すった のよ。 

かへ て では 淋しい お 心で 御歸國 なすった でせ うねえ" 

淺香 おいと しいと 云 ふよりも、 あはれ なと 云 ふ 位でした 

よ。 (間) けれど 唯 圓樣の 御蔭で ぉ父樣 のお 心 持が よく 

解った ので、 大 i さ 女心なさい ました。 別れて ゐて互 ひの 


幸福 を 祈る —— すべ て の 入 問 は 隣 入と し て さう する の が 

|3 通の さだめな の だ。 人間 は どの やうに 愛し 合って ゐて 

も、 いつも 一緒に ゐられ る もので はない。 別れて ゐて祈 

り を 通 はす 外 は 無い。 お前と 俺で も 其の 通り だ、 も うぢ 

きお 別れし なくて はならない。 今度 はいつ 逢へ るか 解ら 

ない。 別れても 俺の ために 祈って くれ。 俺 もお 前の 仕 合 

は せ を 祈ろ から とおつ しゃいました。 

か へ て. 蕃 賛樣は 唯圓樣 を大變 お好きな さ い ましたね。 

S あんな？ J かい、 純潔な 入 は 無い と 云って、 いつも ほ 

めて いらっしゃいました。 

かへ て 唯圓樣 も、 ！ 變樣を 皆が 惡く云 ふの は譯 がわから 

ない と 云って いらっしゃいました。 

！ g 香 彼の 方 は 善い 心が 偽 けられた」 めに、 調子が 狂って 

來 たのです。 一 日 一心の 調子が 狂 ふと、 なかく 元に は 

りません からね。 それに は 始終 そ の 荒んだ 心 を 溫め澗 ほ 

す 愛が 傍に なければ なりません。 それ だのに あの方の 周 

圍に は、 その 愛が 缺 けて ゐる代 りに、 呪 ひと^み とが 充 

ちて ゐ るので す もの。 

か へ て あの方 はまた その他 人の 非難 を氣に 掛けずに ゐら 

れる や うな 人で は ありませんで したから わ。 .tt 分 で は 强 

さうな 事 を 云つ てい らっしゃる 礎に。 いっか も 私に お前 

よ 俺 を 善い 人と 思 ふか、 惡ぃ 人と 思 ふかと © 顏 でお つし 
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やい ましたから * 私 は あなたの やうに 心の 善い. < は 知り 

ません と 云ったら、 本當 にさう 思 ふかと お つ しゃる から、 

あなたに はお 世辭 は. S. しません と 云ったら、 淚 ぐみ 遊ば 

して わ。 かへ で、 私 は 木當は 善い 人間な の だよ。 皆が 惡 

n を 云 ふやうな 人間で はない よ、 私 を惡く 思って くれる 

なと おっしゃ いました。 丁度 その B お 13 敷で 私に 無理に 

お 酒 を 飲ませたり、 い たづら をな すった & でした のよ" 

香 つきあ ふだけ！；^ 味の 出る 人でした よ。 私 は 彼の やう 

に乎應 への あるお 客に ぶっかった 事はありません で し 

た。 

かへ て あなたと お 11^ 樣とは  一 E どんな 仲だった のです 

の。 私 は 今でもよ く 解らなくて よ。 - 

S  (淋しく 1  乂ふ) それ は あなたと 唯 圓樣と 見た やうな 

の と は 1:^ ひます よ。 お だ ひ に 年 を- 収 つて ゐ ますから。 

かへ ご だって どちらも 愛して いらした の でせ う。 

3 それ は 愛して ゐ ましたと も。 

か へ V- で はどうし て あんなに し て 別れ て し ま つたの。 

S それが 人生の 淋しい ところな のよ。 私 も 彼の 方 も そ 

の 採に 出來る やうな 淋し い 心に なつ てるのよ。 今の あな 

たに は 解りません けれど" 

か へ て さう を。 でもい つ も 思 ひ 出す で せ-つ- 

S 思 ひ 出します とも。 


かへ て 今度 はいつ 京に いらっしゃ るの。 

S いつ だか 解りません。 

かへ て さびしいで せう。 

淺香 (1^ ぐむ) ねえさん は その 祸 しさに もう なれて ゐる 

のよ。 

か へ て 私 は 何だか 心 11 くなる わ。 

仲 (登場) かへ でさん、 お 花、 その ま、 で K ぐ 來てド 

さい。 (返 揚) 

かへ て あ、、 嫌 だ。 今夜た け は 出たくない。 お 座敷な ど 

へ 出る やうな 氣分 ではない わ。 

淺香 でも 辛 棒して 出て いらっしゃい。 さっきの 今です か 

ら 出ない とおか あさんが それ こそ 大變 よ。 

かへ て せう がない ねえ。 (錢 Is の 前に 坐リ、 一 寸 餌，^ なほ 

してす ぐ 立ち上る) では 一 寸。 

淺香 (. ^鉢の 側に K ろ) お 早くお 歸り。 

(かへ て 返 51。 し-はらく 沈 默。) 

淺香 (火 装て 灰，^ ならしつ、) あ \ 、火 もい つの 問に や 

ら 消えた さうな。 (溜 w^*^ 吐く) 私の 心 は T 度 此の 灰の 

やうな もの だ。 もう 若い 情熱 も なくなった。 かへ でさん 

の やうな 戀は と て も 出来な い 。 自分 2 不幸 を 泣く S も涸 

れて來 た。 訴 へる 心 も 段々 無くなって 行く。 何の 望み も 

一  Is; リ 

一 ない。 と 云って 死ぬ る 事 も出來 ない。 たに 慣で 何の 氣 
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乘り もな しにして 來た事 をつ けて 行く だけ だ。 何が 淺 

つて ゐる、 何が？ た V 苦痛 を 忍び 受ける 心と、 老いと 

死と、 そして その さき は …； あ、 何も わからない。 あん 

まり 淋しす ぎる。 (つき ふす.、 泣く、 間、 額， ^もげて 

ん/ はん や リ見ま はす) たれ かがた すけて くれさうな もの 

だ。 本當に 誰か r …… 

—— 幕 —— 

第 五 幕 

第 一 場 

場 所 

本  堂 

( 大 きな 圓 柱が 澤山 A つてね ろ大廣 間。 正面に 怫壞 リ 

左 右に 十 = 雅な输 模様 わろ 换。 燈壶 にお 燈 明が 燃えて ね 

る。 廻リ 廊下。 庫 S と奧院 とに 5» ず。 横手の 廊下に 鐘. 

が 釣っても ろ。) 

人 物 

僧 數人小 33 一  人 

時 

晚ぃ 春の 夕方 第 四 幕より 一月 後 


(a^ 六 人、 怫 擅の 前に 坐して 晚 のお 励めの 讚經. ^して 

ねろ" も 早？^、 リ に 近づいて ね- 0。)  , 

^ 1 同 (合唱) 釋迦牟 尼佛能 爲甚難 希有 之 事。 能 於 娑婆 

こくど ごち 、あ-、 せい か-： 'つ ドウ 、げしつ r:. 、は メ ひっちよ-、 しゅじ，： v-rAO-s くみ ャ -r-o-rc ぷ， ゝ 0,、 め 

國 土五淘 世、 效^; :S  惱 SS: 衆 生？ S 命中 獨 55 阿 

の C た G さ メ，^-了 ゝ-、 J んに だい し^しり，^ やつ せつぜいつ さいせ .，> しんじ ほふ V や 

縛 多羅 三：^; 三菩 爲諸 衆生 說是 一 切世ii難；^M法。 八 古 

り ほつ た-つち が iJJ  ;1 ぢ ぶ， ヽ あ，、 せいぎで： VJ)-〕 ん じこ-、 あのく た に で >ノ九. ゾ、 ーリ ほだい 

利 弗。 當知我 於 五獨惡 讥行此 難お？ お 阿© 多 M: ； 一 菩提 

ゐ .5 ジ tKS せ ぃ1>  つ 化つ じ なつ しんじ ほ..， も ゐ じ- ソ- っノ- つし ふ 一-やういし V リ ほつ ぎふ rte< 

爲 一 切忡 iiEN 難お 之 法 難佛^ 此； i 已ぉ利 卯 及^ 

ひ ，、 いっさい 一い- r.:,--.. しに.， -ぁ し：？。 と- r- や t.-; つし せっく； S.VJJ 一 TS,:- じゅ.. 0  _^ いに こ 

比 £ 一  切れ^大人；£修ぼ：^^11怫&§職審信受作鱧加去。 

S  s.hm§  (鐘) 

僧 一 なむあみだぶつ。 

$sl 同 なむあみだぶつ。 なむあみだぶつ。 なむ あみだぶ 

つ 0 

(此合 u„3 たび/ \総 返さろ、 一； S^SJ: す。 沈 な-ち 

上リ 無言の ま V 左右の 换.^ わけて 返 *。 舞 l^i= らく 空 

虚。 小 ^登場" 夕 ぐれの 鐘.^ つく。 此の所 作 二分^ か 

かる。 無言の ま V 返 場。) 

唯圓 (登場。 さめて、 眼が 充血して， Q ろ) もうお 勤め 

は濟ん ださうな。 息 fj- つく 。ほえた 柝の啻 がき、 、えて 

くろ) あ、 (耳ん、 すます) 裏で 夕食 を 知らせる 拆が鳴 

つて ゐる。 (怫 壇の 前にく. つ 折れる) あ、 心の なか 、ら 

平和が 去った。 靜 けさが —— あのし め やかに， 落ちつい 


-T- や, のモ どお 出 
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た 心 は 何處へ 行った の だら 5。 誰も ゐ ない 本堂の、 この 

經 机の 前に 跪い て 夕べ ごとの 祈り を さ 、 げ た とき、 私の 

こ、 ろ は どんなに 平和であった らう。 あ 2 香爐 から 立ち 

のぼろ 焚，？ もの k に ほひの やうに、 や はら かに か をって 

ゐた 私の たまし ひ はどうな つたの だら う。 小さな 胸 を 抱 

くやう にして 私 は その 靜 けさ を 守って ゐた。 一間) 此の 

頃の 私の ふつ 、かさ、 こ、 ろ はいつ も亂れ て飢ス 4 てゐ る。 

もう 何 曰 眠られぬ がつ 丈く 事 だら う。 朝夕のお 勤めさ 

へ も 亂れた 心で おこたりがち になつ てゐ る。 たまし ひ は 

まるで scei. 犬の やうに うろ/ \- して 落ちつかぬ。 さう だ 

野良犬の やう だと 今 H 松の 家のお 内儀が あざけ つ た。 

( か は マ ) 物欲し さうな 顔 をし て 、人 H を 畏れて. 裏 口 

から 忍び込まう とする もの は、 宿無し 犬の やう だと 云つ 

た。 お 、此の |!;{染 の 衣 を て、 顏を 赤く して、 おどく 

と 口に 立って ゐ たの だ。 侮： t されても 何とも 得 云 はず 

に。 みじめな 私の 姿 は 犬に も 似て ゐ たらう。 乞 <K 犬に も。 

(？) 

0^ 三人。 登 唯 画 鋭. J- かくし、 立ちお がり 去らう 

とする。) 

^ 一  唯 1。 

.^0 はい。 G ルち 止まろ) 

^ 一  少しお 話が あります。 お待ち 下さい。 


僧 二 あなたのお 歸りを 待って ゐ たのです。 

僧 三 まあお 坐りな され ませ。 

(^三人 坐 わる。) 

唯圓 (お. つ/ \ 坐 わる) 何 か 御用で 御座いま すか。 ぉ改 

り 遊ばして。 

僭 一 實 はちと 伺 ひたい 儀が ありまして。 (唯 圓の額 見 

る) どうな されました。 ぉ顏 色が ひどく 惡ぃ。 

as 二 股が 血走って ゐ ますが。 

唯圆  

0 今日は どちらへ お越しな されました。 

唯圓 木屋 町の 方まで。 遲く なりまして。 

僧 一 木屋 町の 何處 に？ 


お勤め を 怠りな さる の も も-つ 度 々 の 事で 御座 い ま 

相濟 みません。 (1^ ぐむ) 

氣を 注け て賀 はなく て は 闲り ます C 

まだお 若い と は 申しながら。 …… 

いや、 若い 時 こ そ 精進の 心が 旺ん でな く て はなり ま 

せん。 私たちの 若い 時には 皆 一 生 懸命に 修行した もので 

したよ。 朝 は 日の出ぬ 前に 起きて、 朝飯までに は 靜坐を 

1 て 心を鍊 りました。 夜 は 握く まで 輕^ 舉ん で、 有 明の 
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通って ゐ たら、 ふと 耳に したので すが、 唯 岡 殿 はお 邮： Ik! 

樣の 3 に 力，^ 人れ ろ) 祕藏 弟子で、 美しい 4=- に は W 心 は 

れ ろし、 £^報^^たと屮してゐました。 

ss^ 二  (からか ふやう に) あなたの 事 を 蔭で 舉： 染の 少將と 

中して ゐ ます。 

唯隨 (！ i^.^ 喷む) おなぶり 遊ばす のです か.，.' 

^二 いや、 人が さう 屮 して ゐ ると いふ 事です よ。 (かたく 

な ろ ) お 樣が默 つ て いらっしゃれば、 あなた は 猶 s< 

つ 、！- まなくて はなるまい かと 存じます。 お 階し いの を 

い 、 ことにして。 思 ふが ま k のお 振 II ひ は t.3 であるまい 

と 存じます。 

^三 それ も 良家の 淑女と いふなら まだし も、 卑しい 遊女 

など を 相手に して。 Is たる も. のが、 ffi ましい 事で 御 い 

唯 W 遊女で はあり ますが 心 は 純潔な 女です U 

0: 二  (^三と 額，^ 见合 はす) あなたが 欺され てゐ るので 

すよ。 ^?|にも 「傾城に 誠な し」 と 巾し ます。 遊女な どの 

5. す 一一 IE 雜な ど あ てに なろ ものです か。 

唯 n でも 彼の 女ば かり は その 様な 女ではありません。 私 

は 一ろ 私が 彼の 人 を 傷け はしな い か とそれ を 恐 れ てゐる 

のです。 

^5三 ほう。 あなた はま だお 若い からな。 あなた を-欺す 位 


月の出る の を 知らな か つ た 事 も ありました。 お 動め を 怠 

ると いふ やうな 怠慢な 事 は 思 ひも 寄らぬ 事でした よ。 

何しろ 今時の 若い お 弟子た ちと は 心がけが 違って ゐ 

ましたから ね。 此の やうに 懈怠の 風の 起る の は實に 嘆か 

はしい こと、 思 ひ ます。 身に 縦 衣 を ま とふ ものが 女の 事 

を —— あ 、私 はとう../, \> 云って しま ひました。 

^一  いや 云 ふべき 事に 云はなくて はなり ません。 今 B ま 

では 默っ てゐ ました けれど、 い つ まで も ほって 置い て は 

唯圆 殿のお 爲 でありません。 だい k ち 法の 汚れに なり ま 

す。 (弊，^ 强く する〕 唯 圆^、 あなた は 今日 木 2ll 町の 松 

の 家に いらした のでせ う。 

二 そして かへ でと やら 巾す 遊び女 のと ころに。 

ー氣  

三 何もかも 解つ てゐ るの です。六角堂に參^|;?すろとか、 

モ とで 

黑 〔介 樣に 墓参の ためと か 云って、 繁々 と 外出 遊ば したの 

は 皆 その 女と 逢引す るた めだ つ たので せう。 

錢 すみません。 すみません。 

^二 私 はとく から あなたの 素振り を 怪しい と 思つ てゐた 

のです。 いや、 今 はもう お 弟子 衆で それに 斌 のっかぬ も 

のはありません 。三人 集れば あなたの 事を^し てるます。 

若い お 弟子た ちは羡 ましが ります からな。 私たち 見 

たやうな 年.：；^ り はよ ろしい けれど、 此の間 も控 への 間 を 


- 了- の そと' お出 
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たやすい 亊 はありません よ。 あなたの 膝に 片手 を 置いて 

淚を 一 滴 落し て^せる —— それだけの 事です よ。 

喻 M 私 は 彼の 入 を：；^ じて ゐ ます。 

份 一 一 若し 彼の 女が 本當 にあな たに 對し て 何 かの 興味 を感 

じて ゐる としたら。 まあ、 好奇心で せうよ。 若い 坊様と 

いふ ことにな。 あなた は 御き りゃうが よいから な。 

唯 M そんな Si いた^で はない のです。 私たち は 苦しい ほ 

ど まじめな のです。 逢 ふたび ごとに 泣く のです。 ニ入ゐ 

ると ひとりでに 涙が 出る の です。 

^三 まじめと は 驚きます。 女郎 賈 ひする ことが まじめと 

は。 ^たる ものが。 いや、 まったく 今 a- の 若い お 弟子た 

ちに はお どろき ますよ。 

私 は 彼の 入.^ 遊女と して 奴拔 つて ゐ るので はない の 

です。 ひとりの 娘と つてつ きあつて ゐ るので す。 また 

彼 の 人 も 私 に s はれる， -J は wo つて ゐな いのです。 

^二 娘と したら 餘 氣 まぐれな 娘で せうな。 もろこしの 

雷に も 「晨に sK 客 を经 り、 夕べに 越 客を迎 ふ」 というて 

あります。 考 へて 御 覽 なされ ませ。 女に は あなたの 外に 

幾 十のお 客が あろい それ 等の 人の なかには もっとお 金の 

ある、 歷々 の、 立派な 紳^ や 武家 も ありませ う。 それ 等 

の 入 を さしおい て 、 特別 に 女が あなた に 心 を 〈今せ る と い 

ふに は、 何 か あなたに^ さつけ ると ころがなくて はなら 


ぬ です。 だが、 かう 申して は失禮 だが、 あなた は 未だ 

修行 も 熟さぬ 若僭ぢ や、 お金 は 無し。 ー體. 僧と いふ もの 

は あまり 女に 好かれる 性質ではありません よ。 え。 考へ 

たら いかに です。 男と い ふ もの は 女に かけ て は is れ の 

强 いもので してな。 氣を惡 くして はいけ ません よ。 まつ 

たく あなた は 興奮して ゐられ ますよ。 だが かう して 話し 

てゐ るう ちに も、 あの 女 は 他のお 客に 抱かれて ゐる かも 

印 L  よ、 0 

, 大オ ft"  I 

唯圓 あ、。 それ を 云 はれて は！ (興. |J する) 私 は 自分の 

艇 うちの ない こと はよ く 知って ゐ ます。 また、 あの 女の 

體の 汚れて ゐるこ とも 知り 拔 い て ゐ ます。 け れど あの 女. 

の 心が 本當に 私の も の である こと は 疑 ふこと は でき ま せ 

ん。 

^三 そし て あなた の 心が 彼の 女の もの である  一 J ともで せ 

う。 (唇 LL 笑 ひん 浮べる) 幾千 萬のお 目出度い 若者が 昔 

から その 通りに 云 ひました。 そして 後悔 するとき は. も 

う 自分の 浮ぶ 瀨は 無くなって ゐ ました。 だから^^子は初 

めより その 危 きに 近づきません。 知者 は、 01 分の 身の 安 

全の 失 はれない 範圍で 女の 色香 をた のしみ ます。 あなた 

の は 身 を 以て， その 危 さの 中に 飛び込まう とする のです。 

何の 武装 もな しに。 痴と云 はう か。 稚と 申さう か。 何し 

ろ 女 遊び は 火 を 弄ぶ より 危險 です よ。 


ま 


子 第の そと 家出 


唯圓 けれど 眞 1^ な 事 は 皆 危險な もので は ありますまい 

か 。 お 師匠 樣も 眞理は 身を以 て經驗 にぶつ かる 時にば か 

り 自分の ものになる。 信心な ども 一 種の！ E 險だ とも 云へ 

ると さへ おっしゃ いました。 

僧 三 ぉ恥ぢ なさい。 唯圓 殿。 (聲， ^荒く すろ) あなた は 

女 遊びと 信 亡と を 一 つに して 考へ るので すか。 

僧 二 お 師匠 樣の 名に よって、 己れ の 罪を掩 はう とする の 

は橫， 藩と いふ もの です。 一 體ぉ 師匠 樣は あなた を 賈ひ被 

つ て ゐられ ます。 あなた は寵に 甘えて ゐ ます。 

僧 三 素性 も 知れな い 遊女に 溺れて 、佛樣 への 奉公 をお ろ 

そかに し、 そのうへ あれこれと 小さ かしく 辯 解す る。 一 

體 ならた^ 畏れ 入って あやまらねば ならない ところで 

す。 私たちの 若い 時には、 此の 機な 所業 をした もの は 寺 

の 汚れと して la ぐに 放逐され たのです。 

僭 二 卑しい 遊び女な どの 言 紫 を まに 受けて たまる もの で 

すか。 おめでたい といっても 限りが ある。 大 てい 解った 

ことではありません 「；：。 それ、 下世話に よく 申す、 「後ろ 

に 向 い て 舌 をべ ろり」 11 此の やうな 言葉 は あまり 上品 

な もの ではありません けれどね。 

唯圓 (いかろ) あなた は 一人の 少女の 心 を あまり 見くび 

つてい らっしゃ います。 また la だから 尊い、 V 返 女 だから 

卑しい とい ふ やうな 考 へ 方 は 概念的ではありません か。 


傲の 心に でも 汚れ はあります。 遊女の 心に でも 聖 さは あ 

ります。 純な 戀を する こと は出來 ます。 どの やうな 入 か 

解り もしない のに、 初めから 惡 いものと 疑 ふの は いけな 

いと 思 ひます。 一 つの 事に 一 生 懸命になる ときには 人 間 

は まじめに なる の です。 私 は 最前 か らぁ なた 方 の お 話 を 

いて ゐて、 あなた 方が 女に 對し て まじ めな 考へを 持つ 

ていら つ しゃら な いの を 感じました。 その やうな 考 へ が 

女 を惡く させた ので は あります ま い か 。 

僧 一一 一 あなた は 私たちに 說敎 する 氣で すか。 ズ すろ) 

唯圓 (逆上す る) あなた 方 は 私 を 愛して 下さらな いので 

す。 私 は 初めから 冷めたい に觸れ て、 心が 堅くなる や 

うな 氣 がしました。 愛して は 下さらな いのです。 (y^ ぐ 

む ) 最前 あな たが 舌 をべ ろり とおつ しゃった 時に あなた 

の 口元に は 卑しい 表情が 漂 ひました。 あの 女が 私 はよ ご 

れてゐ ると いって 淚を こぼして 手 を 合せて 私に すまない 

といつ て 詫びた 時には 聖 い 感じが あら はれました。 一 體 

に此頃 あの 女 は 信心；^ くな りました。 私 は 時々 あの 女 か 

ら 純な 宗敎的 な 感じ の ひらめきに 打 たれ て ありがた い と 

さへ 田 やって ゐ るので す。 

僧 二 あなた は佛 様の か はりに あの 女 を拜ん だら い、 でせ 

唯圓 0.1  ノ！. -ヒ ろ) 私 は ごめん を かう むります。 (；仃 かう 
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とすろ) 

(？ けぷ) 勝手にな され ませ。 

^一 (制すろ) そんなに 荒くな つて はいけ ません。 唯圓 

殿 まあお 待ちな され ませ。 

唯^  (^わる) 私 はなさけ なくなります。 (5^ ぐむ) 

^ 一  あなた は C 分の して ゐる 事を惡 るいと はお 思 ひな さ 

ら ぬのです か。 

唯 四 様の おっしゃる やうに £ 心る いと は 思つ てゐ ませ 

ん。 

^ 一  では なぜ 嘘 を 云って 外出 あそばす の です か。 

唯 回  

^一  やはりよ くない 處が あるので すよ。 私 はお 若い から 

無 ™t はない と は 思 ひます がね。 また きびしく は 申し ませ 

ん がな。 少し 考へ なすった らい K でせ う。 他の 若い 弟子 

たもの K£g にも か.. - はります からな。 

^0  ^をつ いて 出た の は 戴々 惡る うご ざいました。 私が 

お 肺： に 打明けなかった のがい けなかった のです。 私 

はいつ も 心が とが めて ゐ ました。 

^ 一  お 肺 機に 打明ける の です つ て。 

唯 S はい。 W も 彼 もつ  まずに。 

^一  そんた ST がよく 考 へられ ますね。 

二 あつかましい といっても ほどが あります。 


僧 三 どんなに ご 立腹 あそばす か 知れません。 

唯圓 でもお 肺匠樣 は戀 をし て はならない と はおつ しゃい 

ませんで した もの。 

僧 二 まさか 遊女と 戀せ よと はおつ しゃらなかった でせ 

う 0 

唯圓 け れど 遊女 だ からといって 輕 蔑し てはいけ ない とお 

つ しゃいました。 

$5 一  赏流 では 妻帶 をい と はない とはいっても、 それ はお 

もてむ きの 結婚 をした 男と 女との 事です。 男女の 野合 を 

ゆるす の ではありません。 ことに 遊び女と かくれ 遊び を 

する のが、 い \ か惡 いか 位の 事 は 解り さうな 替と思 ひま 

す。 

唯圓 かくれ 遊び をした の はまった くいけませんでした。 

あやまります。 もう 二度と 致しません。 許して 下さい。 

私 は 此の頃い つも 考 へて ゐ るので す。 けれど どの やうな 

男女の 關 係が 一 番本當 なのか 解ら なくなる のです。 或は 

野合の やうな のが 窗は 一 番眞實 なので はない かと 思 はれ 

る こと もあります。 

僧 二 あなたに は 驚かされます C 

唯圓 私 は あの 女と 一 緒になる つもりです。 

僧 三 あの 遊び女と？ 

唯圓 はい。 もう 堅く 夫婦約束 をいた しました。 
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知れぬ 逸 K と は あまり 理不盡 と. E. す もの です。 批 間 では 

此 の 流の 安心 は 惡行を いと はぬ とて 非難の 聲が高 い 

ときです。 そ の .；^?ぉ師^樣御近^の 若 as か 遊女 を娶 つ た 

とあって は、 法 敵の 攻撃に 娘ず る ともなります。 若 

いお 子 達の^ 继は 鈍くな ります。 日 御發 明な あなたで 

す。 此處の 理の 解らぬ こと はありますまい。 若し あな 

たが 此の 決心 を ひるが へ さぬなら、 私 は あなたに 此の上 寸 

にゐて S ふこと は出來 ません。 或は 私が 出て 行く かどち 

ら かです。 だが、 冬 分、 あなた は 私に その；. はな 苦しい 思 

ひ を させずに 思 ひ 止つ て 下さる だら う。 私 は あなた を 愛 

して ゐる つもり ぢゃ。 な。 唯圓 殿。 あなた は 今 は 與楚し 

てゐ るから. でせ う。 思 ひ 切って 下さる でせ う。 彼の 女の 

. 車 はふつ k りと あきらめ …… おや、 あなた は 泣いて ゐま 

す 

$5 二 女で は あるまい し。 

僧 三 いや。 思 ひ 切られた のでせ う。 それで 辛い のでせ う。 

唯圆 私 は 思 ひ 切る ことができません。 私 はもう 考へ拔 い 

た の です"， おは 寺の 事、 ^の 本、 i^^ の f 考 へない 

の ではありません。 けれ- レ， 彼の 女 を； C り 捨てる 氣に はな 

れ ません。 あの 女に 罪 はない のです もの。 振り捨てねば 

ならない 理由が 見つからな いのです もの。 私 は どう し て 

も 戀を惡 いものと は 思 はれません。 ^し s!^ いものと した 


一 一 よく ま 顔で そんな 事が 言 へ ますね。 

1 あなた は 篤と 考 へました か。 

圓 はい。 .一 仪も 眠れないで 考 へました。 

二 そし て 其の 結采が この 決心に 到^6し たとい ふので す 

ね。 この S ^縦な 決心に。 あきれます。 私は淺 ましい 氣が 

致します。 あなた は 何 かに かれて ゐ るので はあり ませ 

ん か。 

$5 三 破戒 だ。 おそろしい。 (間) これ はまった く惡 魔の 

誘 通に ちが ひない。 

唯圆 (溜 c;,^..;- つく) 

$5 一  唯 M 殿、 私 はしつ こく は 申しますまい。 私 は あなた 

の 一 す ぢな氣 5^ を 知って ゐ ますから な。 私 は 今日まで あ 

なた を 愛して ゐた つもり ぢゃ。 た ども 一 度た け 申します。 

考 へて 見て ドさ い。 靜 かに、 心 を 落ち 付け て 。 あなた は 

興權し て ゐられ る。 戀は知 者の 口 を も 曇らす もの だで 

な。 私 はお 寺の ため、 法の ため を 思 はずに は ゐられ ませ 

ぬ。 また 何百と いふ 若い お 弟子 達の こと を 慮らねば なり 

ませぬ。 あの 迷 ひやす い 羊た ちの 群 をな。 若い 時の 心 は 

私 も 知つ てゐ る。 あなたが 女を戀 しく 思 はれる の を 無理 

と は 思 ひませ ぬ。 その 儀なら ば、 幸に 當流 は妻帶 をい と 

はぬ こと 故、 しかるべき 處 から、 良家の 處女を 巾し 受け 

て も He しくない。 私に 心當り もあります。 しかし 素 件 も 
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ら 何故 淚と 感謝と がその 感情に ともな ふので せう。 彼の 

人 を 思 ふ 私の こ、 ろ は S 資に充 ちて ゐ ます。 胸の 内 を 愛 

が き 流れ てゐ ます。 湯の やうな、 喜びが 全身 を 浸します。 

今 *  J そ^き てゐ るの だとい ふ やうな 氣が 致します 。あ、、 

私達が どんなに S.M に 愛しあって ゐ るか を あなた 方が 知 

つ て 下さったら！ 私 は 自分の 心から 通い て 起る ねが ひ 

を 大切に し て 生きた い と 思 ひ ます。 そのね が ひが 惡 いも 

のでない 以上 は、 決して あきらめ まいと 思 ひます。 ぉ師 

K 機が おっしゃ いました。 .0" 小敎 とい ふの は、 人間の、 人 

ii として 起しても い 、願 ひ を 墓場に 行く まで、 いかなる 

の S 碣 にあっても あきらめずに 持ちつ e ける、 そし 

て そのね が ひ を 場の 向う の國で { 元 成させよう とする >  J 

ころ を 云 ふの だって。 あの 小さい IH- 憐 なむす め、 淵の 底 

に， S つ て； S に まみれて もが いて ゐる。 もう 死ぬ の だと あ 

きらめて ゐる。 そこに 救 ひの 綱が ド りて 來た。 それ を 握 

れば 助かる とい ふ。 でも それ を 初めは 担んだ ほど 不幸に 

. せ を 住 かせて ゐ たの だ。 私 は 彼の 女に 助けられ たいとい 

ふ 欲 を 起させる のに どんなにせ を. 付ったら う。 とうと 

-.1 綱を损 つ た。 もう 明る い 陸の き は まで ひき あ げ ら れ 

た。 そこに 幸； i と 希 とが 服の 前に 見えて 來た。 その時 

^?.4にそ の 綱を斷 M つ て しま ふ —— お 。 そんな 殘 酷な 事 

が 私に 出 來るも のか。 そんな こ と をす る の が佛樣 のみ 心 


に 適 ふ もの か。 そんな 事は考 へられな い。 私 はでき な 

い。 (熱に Sb かされた やうに なろ) 彼の 女と ともに 牛ー き 

たい。 どこまでも、 いつまでも。 

せ 二 寺 はどうな つても い、。 法 はどうな つても い、 ので 

す 力 

^ 三 若 い お 弟子た ち は つ まづ い て も。 

唯圆 あ X、 では 解ら なくなる。 (.s?;,-?- もだえろ) 

^二 あなた は 二つの 中から 選ばなくて はならない。 戀か 

或は 法 か 11 

唯圆 不調和 だ。 どうしても 不合理 だ。 ，11 を 捨てなくて は、 

法が 立た な いとい ふの は 無理 だ。 どちらも 出來 なく て 

i  

§ 何とい ふ蟲 のい k 事 だら う。 

^ 一 一  あなた は 女郎と 佛樣 とに 兼ね 事 へ る氣な の です か。 

私 は あきれて しま ふ。 恥 を 知りなさい" 

^一 (しづかに) そんなに 荒々 しくして はいけ ません。 

落ちつき なされ。 唯 画 どの。 あなた は 撫 苦しいで せう。 

けれど その 苦し いのは 當. M の 事です" y が經 つに つれて 

いつのまにやら あはくな ります。 入の 心と いふ もの は 一 

つ の 對象に 向 つ て ^なく て は 燃えな い やうな 狭い もの で 

はない。 蝶 は 一 つの SB にし か 止まらな いとい ふわけ はな 

い。 あなた はこの 事 を 今 は 特に 著る しく、 赏大に 感じて 
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ゐられ る。 さも ある ことです。 けれど 私たちの やうな 老 

人から 見れば、 た ヾ何處 の 太郎も そのお 花 を 見 つける と 

いふ 一 つの 普通の 事に 過ぎません。 

唯圓 (いかろ) 私 は その やうな 考へ方 をす るの を 恥ぢま 

す。 

惜 一 そんなに 興奮し ない 方が い、 です。 私 は た ^ 年寄り 

として 若い あなたに、 まあ、 その やうな もの だとい ふこ 

と を 云った までの ことです から。 もうあな たに 向けて 議 

論 を 幾らしても しかたが ありません。 私たち は、 私たち 

の 考へを 行 ふより ほかに 道が ありません。 だが、 たど も 

一 度 だけ 伺 ひます。 あなた はどうしても あの 遊女 を 思 ひ 

切る 事 は出來 ません か。 

唯圆 どうしても 出來 ません。 

僧 一 では 仕方が ありません。 (^3ニ、三に) も、「話しても 

だめです か ら あちら に參り ませう。 (立ち あがる) 

(僧 二、 一一 一 立ち上ろ、 ョ 人の^ 行かう とすろ。) 

唯圓 (佾 一 の 衣，^ - 握る) 何とな されます？ 

0 一  私 は あなたと 一 つお 寺に 居る こと は 出来ません。 私 

が 3 るか、 あなたが 出る か、 お 肺 匠樣に 決め て顶 きます。 

S それ は あまりです。 まあお 待ち 下さい まし。 

^一  私 は 申す だけの こと は 申しました。 (衣 fJ- 拂ふ) も 

う 外に 致し方が ございません。 


($s 三 入 返 揚。) 

唯簡 (後，. 送 リ 茫然と する。 溜. は Y^- つく) 私 はどうす 

れ ばい、 の だら う。 戀 はこの やうに 辛い ものと は 思 はな 

かった。 ほとんど 絶え間の ない 此の 心配、 そしてた まし 

ひ は 荷 を 負 はされ たやう に 重たい がする。 (間) けれ 

ど その 奥から 5^ いて 來る 深い よろこび！ をの 、くやう 

な、 泣きたい やうな —— 死にたい やうな うれし さ！ (狂 

執 一 的に) かへ でさん、 かへ でさん、 かへ でさん。 (，H ガの 

聲 に 驚いた やう 11115^, ^见廻 はす。 きへ がちに なろ) け 

れど私 は 問 違つ てるの だら うか。 昆 えない 力に 捕 へられ 

てゐ るので は あるまい か。 (佛 境の 方， ^見る) あのと ぼ 

とぼす る 螺燭の 火が 私の 心に 何か^く やうな。 あの 慈悲 

深 かさうな おん 顏、 嚇 私が あはれ に慘め に 見える こ とだ 

らう。 私 は 何も わかりません。 今して ゐる ことが い、 の 

やら、 惡 いの やら、 行く先 きん \ どうなる こと やら、 思 

へ ば 私 は これまで 人 を 裁く ことが どんなに 鰕し か つ たら 

う。 こんなに： い みじめな ま 分と は 知らないで。 さっき 

は あんなに 强 くいった けれど。 私 は 何だか、 何もかも 許 

されな い 人間の やうな 氣 がする。 お 慈悲 い ほ とけ 樣、 

(手 fj- 合 はぜろ〕 どうぞ 私 を ゆるし て -トさ いませ。 

11  S  11 
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f9 唯 親 
人 圆 ^？ま 


ども 怠りが ちで 御座 い ます。 

$s 三 いつも 溜息 を 吐いたり、 泣き はらした やうな 眼 をし 

て控 への 間な どに 出たり、 庫裏で 考へ 込んだり して ゐる 

ものです から、 他の 弟子 衆の 眼に も あまる らしい かして、 

ずゐ分 やかましく 申して ゐ ます。 

0 一  唯圓 殿が 木屋町 あたりのお 茶屋の 裏手 をう ろくし 

て ゐた の を 見た も の が あり まし て、 私のと ころ に吿げ て 

來 ました。 取りみ だして、 うろた へた、 淺 ましい 姿 をし 

あ， J 

て ゐ ました さう です。 お 錢雜し の か くれ 遊びな のでお 茶 

屋 でもお こって ゐる さう です。 私 はもう 若い 弟子た ち を 

鎮める ことができ なくなりました。 

僧 二 相手 は 松の 家と いふお 茶屋の かへ でと かいふ まだ 十 

七の 小さい 遊女 だ さう です がね、 昨年の 秋から らしい の 

です。 變樣御 上洛の 際唯圓 殿が 度 々 ひ そか に 逢 ひ に 行 

つ たらし い の です。 そ の 時 知り合 つ たも の と 見えます。 

何しろ 困った ことで 御座います。 

S 今日 もお 勤めが 濟ん でから 晚く歸 りました" 私たち 

が 本堂に 行ったら、 佛 壇の 前にう つ 臥し て 泣いて ゐ まし 

た。 顏は蒼 ざめ、 限 は 釣り 上って、 たどなら ぬ樣に 見え 

ました。 私たち はいつ まで も、 ほって 置いて は、 唯圓殿 

の 身の ためで ない と 存じました ので、 懇ろに 意見 致し ま 

した。 


二 場 

場 所 

親^^^入居問 

00  ^^三^^第ニ場に同じ。 

入 物 


時 

IS じ B の 夜 

(^£1ニ人、 親 I- と！？ ii りね る。) 

m0 私もう すく 氣は つ い てゐ たの だ。 けれど 默っ て 見 

てゐ たの だよ。 此の様な こと は あまり 側で かれこれ 騒ぐ 

の はよ くない からな。 

^ 1 私たち もさう 思って 今日まで 見の がして 來 ました。 

そして 若い お 弟子 衆の 騒ぐ の をお さへ てゐ ました。 その 

うちに は、 唯 圆殿も d 分の 所 菜 を 反 翁す るので あらう と 

考 へました ので、 けれど 唯圓 殿の 身 持 はだんく 惡 くな 

るば かりの やうで 御陛 い ます。  ■ 

倂ニ 曰に/ \ わ がま >- がつ のります。 何とか 云って は 外 

出いた します。 そして 晚 くまで 歸 りません のでお 勤めな 
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0 一  寺の ため、 法の ため を說 いて、 吳々 も 論し 聞かせ ま 

した。 けれど 耳に は 入らぬ やうで 御 います。 

僧 一 一 自分 の し て ゐる事 を あまり 惡 い と は 思 つ て ゐな い や 

、つに 見えます。 自分で さう 申しました。 

^三 何とい ふ 事で せう。 その 遊女と 夫 IS 約. お をした とい 

ふ のです。 そし て 私たち の 暇の 前で その 女：^ ほめ た て ま 

した。 

^一  私 は 懇ろに もの &理と 非を說 き、 法の ために、 その 

遊女 を 思 ひきる やうに 賴 みました。 けれど 飽くまで 思 ひ 

切る 氣は 無い と 云 ひ 切りました。 

^二 お 終 ひに は 法と 戀 とどち らも 出来なくて は 嘘 だと 云 

ひ 出しました。 もう 我 を 忘れて 狂斌の やうに なって ゐま 

した。 

^三 私たちの 意見 を聽き 容れ ぬのみ か、 112{對 に 私たちに 

向って、 說敎 せう とする 勢 ひでした。 

^二 何しろ 驚きました。 あきれて、 淺 ましく さへ なり ま 

した。 さすが 忍耐 傑い 永 蓮 殿 も 遂にお 立腹 遊ばして、 唯 

圓 殿と 一 つお 寺に ゐる こと は出來 ぬと おっしゃ いまし 

た。 

^ 一  私 は唯圓 殿と！ 1 じお 寺に ゐる 恥： t に堪 へ る 事 は出來 

ません。 私が 出る か、 唯圓 殿が 出る か、 どちら かです。 

私 は お 師匠 樣に 裁い て 戴かう と 存じ て 兹 に參り ました。 


親 驚 (趺 つて 考 へて. Q ろ) 

僧 二 御老體 の永雜 殿が 長らく 住み なれた 此の 寺 をお 出 遊 

ばす こと はでき ません。 

惯 三 今 あなた に 去られて は 若 い お 弟子た ち を 誰が 収歸る 

のでせ う。 nt つ は 功績 厚き あなた さま  

僭 一 ぃ> え。 私 は 此の ま.. - ではもう 寺に ゐて もお いおお 

子た も を- 収り締 る 力はありません。 

1^ 二 い トえ。 あなたに 出て 賀 つて は 闲 ります。 に) 

一 お： i 匠； 1 永 蓮 殿 は あの 樣に. 5. されます。 此の上 は あなた 

の 御^ 決 を 仰ぐ 外 は 御 いません。 

(三人の^ 親 視 す。〕 

m.m 私が 惡 いの だよ。 (問； 私に はっきり 解って、 そし 

て 恐れずに 云 ふこと が出來 るの は た^これ だけ， た。 外の 

車 は 私に は A 非の 判斷が はっきりと つかない の だ。 一 寸 

解って る やうで も、 深く 考へ ると 解ら なくなつ てし まふ。 

唯圓 の 罪 を 裁く. nuts が 私に はない。 惡 いやう にも ふ け 

れ ど無现 は 無い やうに も はれて な。 (せへ く！ 1^5 る) 

此の や-つな ことにな つたの も、 私に 深い、 かくれた^^任 

が ある。 私 はさつ，？ から、 お前た ちが 唯！： を 非難す るの 

を きながら、 私の？ 非 を }M めら れる やうな 氣が した。 だ 

いち 男と 女の 關 係に 就ての 考 へからが、 私に^ 乎た る {： 止 

a がない の だ。 昨年の 秋だった がね。 圆が 私に：！ K め^ 
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をし きりに きいて ゐた。 戀 をしても い 、かな どと 云って 

ね。 私 はい、 とも 惡ぃ とも； K はない、 しかしお し戀 する 

ならね： 加 U に 一す ぢ にやれ と 云って 置いた。 私 は 唯圆の 

淋し さう にして ゐ るの を 3^ て、 私の 靑年 時代 の 心 持から 

推お して、 大 ていその 心 持が 解る やうな 氣 がした。 これ 

はとても をせ ずに は を さまる まいと 思 はれた の でな。 

その とき 私 は戀は 罪に 絡ま つ たもの だと は 云った。 しか 

し辦 しく 飢ゑ てゐる 唯圆の 心に 何の それが 强く  i3 かう。 

唯圆 は，； I： 分の あく がれに 汕をそ \ がれた やうな 氣 かした 

に wfifj な い。 淋し さは 益々 强く なって 行く、 其處へ 姜 

が 花やかな 光^ を见 せっける。 向う から 誘 ひ 寄せる 美し 

い 女の 情 t 一が あら はれる。 それに ふらく とせ を 任 か せ 

たの だ。 一 度 身 を 任 か せ れ ばもう 行く と > J ろまで 行か ね 

ば 止まれる もので はない 。つ 一 すぢ にやれ」 私の 言葉 を 思 

ひ 出した にち が ひない。 お \、 私 はお だてた やうな もの 

だ。 それに (_^11しさぅに) 善 g の稚 ない もの >„ ^命 を畏 

れ ない； S 率な 招き、 私 は 他所 事に は 思 はれない。 私 は ど 

うし て も 唯 M の I ルを 分け负 はなくて はならない 。 その 私 

がどうし て戏 くこと が出來 よう。 

OHl 御尤の やうで はあり ますが、 あなた は あまり 祌經質 

に御考 へ 遊ばします。 あなた は 15 をすな と 禁じられ なか 

つたまでの ことです。 戀を せよ。 殊に 遊女と 隱れ 遊び を 


せよ とす、 めら れ たのではありません。 唯圓 殿が 自分の 

都合の い、 やうに 勝手に 解 it したので す。 姜鸞樣 の 事に 

就いて 私 は 何も 申し上げる ことはありません。 あなたの 

關係 遊ばした ことで はなし。 唯圓 殿が あなたに 内 證で行 

つたので す もの。 

親髓 さう ばかり も考 へられなくて な。 

せ： e 

^二 あなたの やうに おっしゃれば 何もかも 皆 自分の 責に 

なつ てし まひます。 

S 大抵の こと は、 よくしら ベて 見る と 自分に 資の ある 

もの だよ 「三界に 一 人の 罪人で も あれば 悉く 自分の 責で 

ある」 とおつ しゃった 聖者 も ある。 渚と は I 非の 感じの 

人並す ぐれて 深い 入の こと を 云 ふの だよ" (間) 私が 惡 

い、 善變 はこと によくない。 ほんと に 人 を 傷け る やうに 

できて ゐる不 仕 合 せ な 生れ つ き だ 。 

では 唯 g 殿に は i 非がない やうに 聞え ます。 

S 唯 圓も惡 いの だよ。 惡 いとい ふ侧 から 云へば 皆 わる 

いの だよ。 無理 はない とい ふ 側から 云へば 誰も. ii^ はな 

いの だよ。 みな惡 魔の 仕業 だよ。 どの やうな 罪に でも 云 

ひ 分け は あろ も の だ。 どの ゃぅな罪も皆^^と い ふ 惡 魔が 

させる の だからな。 そちらから 云 へ ば 私たちの 責任で は 

無い の だ。 けれど 云 ひ 分け をして はいけ ない。 .H 分と 他 

人と をな やま す の は 皆， #』 いこと だ 。唯圓 も たしかに 惡 い 。 
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周 園の 平和 を亂し てゐ る。 自分の 魂の 安息 を 毀して ゐ 

る 0 

僧 1 それ はたし かに 惡ぅ 御座います とも。 あれ 程 恩 遇 を 

受け てゐる お 師 IM 樣の 御 心 を 傷め ま つる こ とだけ でも 容 

易なら ぬ 事で ある。 私たちの 心配、 若い 弟子 衆の 激昂、 

お 寺の 平和と 成 殿 を 損うて ゐ ます。 私の 考へ では si- は 唯 

圃毆の 一 身から 生じて ゐ ると 思 ひます。 從 つて 唯菌 殿の 

心掛け 一 つで お 寺の 平和と 秩序と は囘 【お出 來る。 また 彼 

の 人 はさう する 義務が あると 思 ひます。 しかるに 唯圓毆 

は 私たちの 理を盡 し ての 意見 も川ゐ ず、 今の 身 持 を あら 

ためる 氣 はない と 宣言し ました。 理不盡 ではありません 

か。 あまつ さ へ 私たち 長者に 向つ て 非難の ロ氣 をお しま 

した。 善 ！！樣 御 上洛の 砲に も、 私 は 間違 ひがあって はな 

らな いと 思って 幾度 彼の 人 を 戒めた か 知れません。 私 を 

輕 ろく 見 てゐ ます。 私 はこ れま で 多く の 弟子 C- をぁづ か 

りました が、 あの人の やうな の は 初めて^す。 

親 li  (跌 然として 考へ 一/ねろ) 

僧 二 いや。 たしかに 上 を 侮る 傲 f5 な 態 1:- でした よ。 あれ 

では 永 蓮 殿の 御 立腹 は 決し て 無理 はない と 思 ひ ます。 

僧 三 御 師匠 樣の 袖に かくれて 自分の 罪を掩 はう とする の 

は 最も いけない と 思 ひました。 

親 鷲 日頃お となし いたち だが な，  r  . 


佾ニ そのお となし いのが くせ. ものです よ。 小さな 惡魔は 

しばく みめよき 容 をして ゐ ますから な。 おそれながら、 

お 師； ！^ー採 は 唯 圓殿を 信じ 過ぎて いらっしゃいません でせ 

うか。 (簿躇 しつ、) 寵愛が あまる と 申して ゐる 子 

たち も 御座います。 

親變 しか し jp でも 過ち とい ふ もの は ある もの だからな。 

僧 一 (不服 さう に) しかし その 過ち は 悔い改められ なく 

て はなり ません。 唯 圓殿は その 過ち を 梅 いないの みか、 

それ を S ねて 行く、 それ も 意識的に さ、 る、 それ を宣 

言す る —— ま つ たく 私は堪 へ られ ません。 私 は 今日まで 

永い 問お 寺の ために 働いて 来ました。 幸に 當流は 今日 の 

繁昌 を來 しました。 だが もう 法の 威力 は衰へ かけて 來ま 

した。 嘆 はしい ことで 御座います。 私 はもう SJ^ 子 C- を 

S める 威 r 齩を失 ひました。 唯 M 殿と 一 つお 寺に 捷 むこと 

を 私 は 恥と 30 ひます。 唯圆 がお 寺に ゐ るなら、 私 はお 

暇 をね が ひます。 (1^ ぐむ) 

親 sa- (も はれむ やうに^  一.^ 見る) お前 はお 寺 を 出て は 

いけません。 お前が どれほど 寺の ために 働いた か 私 はよ 

く 知って ゐ ます。 お前 は 私と 今日まで 辛苦 をと もに して 

来て くれた。 此の 後 も いつまでも 私 を 助けてお くれ。 

僧 一 私 はいつ まで も 寺に ゐ たいの です。 

僧 二 では 唯圓殿 はお 寺 を 出る のです ね。 


-丁? T ゾのモ 
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親 fit 親 m 


§ それ は 無論の 事ではありません か。 

M0 唯 K も 寺 を 出す - 」 と は出來 ません。 

(三人の^ 親^,^ 见 ろ。) 

S お前た ち のい ふの はつ まり 唯圆は 惡人 だから 寺から 

出せと いふの だら う。 私は惡 人なら ら 出せない 

と W 心 ふ の だ 。 私 やお 前た ち の 愛と 守りの なかに ゐ て さ へ 

惡ぃ を、 ^！：の中の 冷め た ぃ人 の 間 に 放 つ たら どう だ 

らう。 だん/ \M くなる ばかりで はない か。 世の 人 を 傷 

けないだら うか。 惡 いとい ふこと は 初め から 知れ てゐる 

の だよ。 何 處に惡 くない 人 問が ゐる。 ijn 惡 いの だよ。 外 

の^なら ともかくも 惡 いからと いふの は 理由に なら な 

い。 少く とも 此のお 寺で は。 此のお 寺に は惡 人ば かり ゐ 

る转だ 。此 の 寺が 他の 寺と 違 ふ の は そこではなかった か。 

佛 のお 慈悲 は 人と しての 私たちの 上に 雨と ふるの 

だ。 みなよ く 知って ゐる 答. ちゃ。 あまり 知りす ぎて 忘れ 

るの V や。 な。 永 建。 お前と 此の 寺 を 初めて 興した とき 

の^を £ 化 えて ゐ るか。 

^ 一  よく g;^ えて ゐ ます。 

现 S あ 私 は あの 頃の 离が 忘れられない。 創立者の 喜びで 私 

たち の 胸 は ふる へ て ゐた つけね。 お前の ぉ薩で 道俗の 喜 

捨は つた。 此の 地 を 卜した の もお 前だった】 

^51 塊 上げの 日の 招し かった こと。 


親 i? あの 時 私と お前と 怫樣の 前に 跪いて 五つの 綱領 を定 

めた ね。 その 第 一 は 何だった。 

一 「私たち は惡 しき 人間で ある」 で ございました。 

» その 通り だ。 そして 第二 は？ 

一 「他 入 を 裁かぬ」 で ございました。 

蠻 そ の 綱領で 今度 の  一 J とも 決め て くれ。 善 い とか 惡 い 

とかい ふこと はな か/ \ 定められる もので はない。 それ 

は 佛樣の 知慧で 初め て 解る こと だよ。 親！ i は善惡 の 一 一字 

總じ て もて 存知せ ぬの ぢ や 。 若し 唯 圓が惡 ければ 佛觀が 

お裁きな さる だら う。 

一 (沈默 して 货.^ 1^ れる) 

僧 二 でも あまりの 事で 御座います。 

S 裁かずに 赦 さねば いけない の だ。 T 度お 前が つ i 

に赦し て 戴いて ゐる やうに な。 どの やうな 惡を 働ら きか 

けられても、 それ を赦 さねば ならない。 若し 鬼が 來 てお 

前の 子 をお 前の 眼の 前で なぶり 殺しに したと し て も、 そ 

の 鬼を赦 さねば ならぬ のお や。 その 鬼 を 呪へ ばお 前の 罪 

になる。 罪の 價は 死ぢ や。 いかなる 小さな 罪 を 犯しても 

魂 は 地獄 に 痕 ちねば ならぬ。 人に 惡を 働ら きか ける こと 

の惡 いのは、 その 對手を も 多くの場合 共に ¥ に 干から 

せる から ぢゃ。 お前 は 唯圆を 呪はなかった らう か。 お前 

の 魂 は 罪から 自 S であったら、 つか。 赦 してお やり、 赦し 


290 


子弟の そと 家出 


fi!  m  m. 


らす こと だよ。 人 問 は 皆 不幸な の だからな。 皆 墓？ に 行 

くの だからな。 あの 時赦し て g けばよ か つ たと 後悔す る 

やうな ことのない やう にして 5,M く  -  J とだ よ。 惡 魔が 惡 い 

の だよ。 人間 は 皆 佛の子 だ。 惡魔 は佛の 子に 障 を 見て は 

呪 ひ の 靈を 吹き こむ か らな。 それに 打克 つ に は教 しが あ 

るば かりだ。 裁き 出す と K りが なくなる" 祈る - とだよ。 

心の 平和が 第一 ぢゃ。  ， 

僧 一 ほんに 左餘で 御座います。 罵った 後の 心 は i« しい も 

ので 御 ij いますね。 私 は 腹 を 立て、 ゐる 時より、 赦 した 

今の 心 持が 勝利の やうな 氣が 致します。 

親 織 さう とも。 さう とも。 人間の 心に 若し 淨土 のお も か 

げ があるなら ば、 それ は 正しくへ 吸した 時の 心の 相で あら 

う。 

1^  二 し て 唯圓殿 をば ど の やう に 御處廣 i 一はす つ もり です 

力 

唯圆に はおが よく 申しき かせます。 だが ね。 お前た 

ちの 心が 解けた 今 だから 云 ふの だが、 お前た ちの 考 へに 

も 狭 い と 一 .J ろが ある やう だよ。 例 へ ば、 か へ でと やら .5. 

す 女の 運命の 、 J と をお 前た ちは考 へ て や つ たかね * た 

だ 卑しい 女と 云つ て擬り 捨て 、しまへ. はい、 とい ふ譯の 

もので はない。 今度の 出來 事のう ちで 一番 不幸な 人間 は 

そ の 女 だら う。 法 然涵が ある 時 室の 宿に お 泊り 遊ばした 


てお やり。 

僧 三 あの 場合 私たちが 少しも 怒らずに ゐられ たらう か。 

あの 傲 谩 と あの 我儘と、 そして あの 侮- t を 11 

親 驚 無理 はない の だよ。 だが それ はよ くはなかった。 ど 

の やうな 場合 でも 怒る の はいけ ない。 お前た ち は 確か に 

少しも 怒り を發 せずに 敎 すべきで あつ たの だ。 だが 誰れ 

に それが 出來 よう。 ねが は くば そ の 怒り に 身 を 任 かすな。 

火 を：^ に すれば ぢ きに 攛 がる。 眼 をつ ぶれ) 跟を つぶ 

れ。 向う の i: 惡を 裁くな。 そしてた^ 「なむあみだぶつ」 

とのみ 言へ。 

僧 一 一 それ はず ゐ 辛い  >  」 と で 御座 い ます。 

ms 辛い けれど 一 番 尊い ことなの だ。 また 一 番聽ぃ こと 

なの だ。 何事 も なむあみだぶつ だよ。 (手 か 合 はぜて 見 

せる) 

M 一  やはりな-が 問 違つ てゐ ました。 唯 圓殿は どの やうに 

あらう とも、 私と して は赦 すの が本當 でした。 いくら 苦 

しくても？ 知らぬ 間に 我慢の 角が 出て ゐ ました」 

m 赦 してやって おくれ。 

一 はい。 ぐむ) 

二 私 はもう 何も. W. しません。 

一一 一 私も赦 します。 

覺 それ を閣 い 一 . 私 は 安心した。 皆 赦し合 つ て 仲よ く暮 
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親 唯 親 唯 


とき、 一人の 遊女が！ a を たづね て來た ことがある。 その 

とき 法然 §1 は どんなに 懇ろに 法 を說き 聞か せな す つ たら 

う。 その 遊女 は淚を こぼして 喜んで 歸 つた。 またお 釋迦 

の 一人のお お 子が 遊女に 戀慕 された ことがあった。 そ 

の e- お SI 迦樣は そ の 遊女 を 尼に し てし ま はれた とい ふ 話 

も ある。 佛緣 とい ふ もの は 不思議な もの だ。 その 遊女の 

ためにも^ へ て やらねば ならない。 唯圆と 遊女との 運命 

のために 祈って やらねば ならな い。 皆して よく 祈って 考 

へて 兑 ませう。 よい かね。 私 は此處 ではお 前た ちの 側ば 

かり 云 ふの だよ。 唯 画 に は 唯圆 でよ く 51 し きか せ ます。 

これから、 お前た ち は 此處を 退って、 唯圓を 呼んで 來て 

くお ない 力。 

倂ー かしこまりました。 直ぐに 呼んで 參り ませう。 

$5  二 私たち はよ く 祈つ て考 へて 兑 なくて はなり ません。 

僧 三 では 失禮 致します。 お 心 を 傷めて 相濟 みません でし 

た。 

S い. -ぇ。 よく き 分けて くれて 嬉しく 思 ひます。 

(^三人 返 場。) 

00  (ため 吐く) いとしい 弟子た ち！ みんな それ 

ぞれ の 惱みを 持つ て ゐ るの だ。 誰 を 見 て も あはれ な氣が 

する。 (問) 私の かって 通って 來た道 を、 今 は 唯 圓が歩 

んでゐ る。 おぼつかない 足 どり で。 ため 息をつきながら。 


(間〕 長く 夢を見させて やりたい。 だが どうせ^め ずに は 

おかないの だ。 (緣 さきに 出る。 重た さう LL おき 滿 ちた 櫻 

の 花， ケ见 る) よう， いたな あ。 (間 。遠くの 方て 靜 か！，！ 蛙 

が 鳴いて ねろ。 おへる) ほんに 昔の むかしのこと だ。 ハ追 

想に 沈む) 

唯圆 (登場。 親鸞 か 見る と、 跪いて 泣く) 

S  (側 m ずり 背ん、 た、 く) 唯圓、 泣くな。 私は大 てい 

察し て ゐる 。 き つ と 叱り はしな い 。 お前が 自分 を K め て 

ゐ るの を， 知って ゐ るから …： 

唯圓 私 はかくして ゐ ました。 度々 ぉ師 ：5k!S ^にお；.；，」 巾し ま 

した。 私 は ど、 つし ませ-つ。 どうで もして 下さい。 どの や 

、つな 割で も覺 悟して ゐ ます。 それに 相當 して ゐ ます。 

M0 私 はお 前 を 裁く 氣 はない。 お前の ために、 お前の 罪 

のために、 とりなしの 祈り を 佛樣 に さ &げて ゐ る 。 

圓 私 を 責め て 下さい。 鞭打 つ て 下さ い 。 

0 佛 さま は赦し て 下さる だら う。 

圓 すみません、 すみません。 

0 そのす まぬ とい ふこ 、ろ を、 ありがた いとい ふ 心に、 

ふかめて くれ。 

唯圓 永蓮樣 が、 さっき 本堂で 永 f!?iB が (新しく 淚，^ こぼ 

す) 私の 手 をお 握り 遊ばして、 ゆるして くれと おっしゃ 

いました。 私 はた まらた くな りました- 私 は あの方 をお 
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怨み 申して ゐ たのです もの。 

m0 あれ は 律 £g な、 ぃ& 老人 ぢゃ。 

唯圓 私は{<^jぉそろしぃゃぅな氣が いたします。 私の ため 

に 皆様の 平和が みだれる の です もの。 けれど 何とい ふ > J 

とでせ う。 私 は 永 蓮樣の お 心 を やすめる ことが できな い 

のです。 永 蓮 樣は淚 ぐんで 私 を じっと見て いらっしゃい 

ました。 ひとつの 大切な >  J と を 私が 保 読す る の を 待った 

めに。 けれど 私 は、 和解と ゆるし を 求める こ k ろで、 き 

つ くその 手 を 握り 返し た^けで、 大切な > J と を 云 はずに 

しま ひました。 …… 私に はでき ない のです。 

S それ もみな で 祈つ てきめ なくて はならない こと だ。 

まあ 心 を 靜 かにす るが よい。 (冏。 唯 H,^ しみ/^ 見る) 

お前よ やつれた な。 

眠られぬ & がつ どきました。 こ \ ろ はいつ も 霜 荷 を 

負. つて ゐる やうで ございます。 

mm 戀の m: 荷 をな。 だが、 その 重荷 も佛 さまに お委せ 申 

さねば ならぬ のぢ や。 その 戀の 成る とならぬ と は、 私事 

ではき まらぬ もの ぢゃ。 

mM この 戀 のかな はぬ ことがあり ませう か。 この 私の ま 

ごころ が。 いえ./ \-、 私 は その やうな こと は考 へられ ま 

せぬ。 あめつちが 崩れても 二人の 戀 はか はるまい と、 私 

たち は、 いくたび、 かたく 誓った ことで せう。 


S 幾 ：！- 代 かけて か はるまい とな。 明 曰 を も 知らぬ 身 を 

もって！ (熱誠： めズ〕 人間 は 誓 ふこと はで きないの だ 

よ。 (庭，^ 指して) この 滿 開の 51, はの 花が、 おはの：^ に 散 

らな い 一 」 と を 誰が 保證 する >  J とが できよう ？ また 佛 rj 

まの み ゆるしな くば、 一 ひらの 花びら も 地に 落ちる こと 

はない の だ。 三界の 中に、 かつ 起り、 かつ 亡びる 一切の 

出來事 はみ な 佛：， .2 の 知ろ しめし 15 ふの だ。 戀 でも その 通 

りぢ や。 多くの 男女の 戀 のうちで、 た^ゅる された 戀の 

みが 成就す るの ぢゃ。 その他の 人々 はみ な失戀 の がい 

さか づき をのむ のぢ や。 

唯 ffl  の 、く) それ は あまりに おそろしい。 では 私の 

戀 はどうな るので せう？ 

S なる かも 知らぬ、 ならぬ かも 知れぬ。 先き のこと は 

人間に はわから ぬの ぢゃ。 

唯 ffl ならさ； すに， SJ^ くもの か。 いのちに かけても。 

Si 知れぬ、 戀 する 人々 が 昔から、 さう 普った。 そし 

て 蓮 命に 向って か弱い かひな を ふるった。 そして^に 仆 

され た。 多くの ふし あはせ な 人々 がその やうに し て 墓場 

に 眠って ゐる。 

唯圓 たすけて 下さい。 

親|^ 私 はお 前の ために 祈る。 お前の のま どか なれ かし 

と。 これ 以上の こと は 人 問の 領分 を 越える の だ。 お； M も 
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に 審判され てゐた 人間の 道 命 を、 ：！^! 樂に 決、 定せ られ た.？ il 

命に かへ たで はな い か。 つ み 心なら ば 一 一人 を 結び 給 

へし との 祈りが、 佛の 耳に 入り、 心 を 動かせば お前た ち 

の 運命 になる の だ。 それ を 祈りが きか れた とい ふの だ。 

そ >  J に 微妙な 祈り の 應驗が ある の だ。 

唯圆 (飛び 上る) 私 は 祈ります。 私 は 一心 こめて 祈り ま 

す。 祈りで 蓮 命 を 呼び さまします。 

S 祈りの 内に は ぃ資 S 的の 心持ちが ある。 いや、 賓 

行の 一 ばん 深い ものが； Si だよ。 戀 のために 祈る と は、 

眞 資に戀 をす る > J と に 外なら な い 。 お 前 は 今 何よりも お 

前の 祈 fS を聖 いものに しなくて はならない。 云 ひか へれ 

ば お 前 の 戀を佛 の 御 心に 適 ふやう に 淨め なくて は なら な 

唯 興 あ. 1、 私 は 砂の み 心に il ふ、 聖ぃ戀 をしたい。 お g 

匠樣 どの やうな 戀が聖 い 戀で 御座 い ます か 。 

S. 聖ぃ戀 と は佛の 子に ゆるされた 戀 のこと だ。 一切の 

ものに 呪 ひ をお くらない 戀 のこと だ。 を 初めと し戀 

人へ も、 戀人 以外の 人に も、 また al 分 自身へ も。 

唯圆 ( 一 生 gK§ に傾聽 してね る。 ^々不安ん、 tla^, かする) 

親 i? (嚴截 に) 俾樣に 呪 ひ を 送らぬ のに 二つ ある。 一つ 

は 誓 はぬ 事。 他の 一 つ は、 たと ひ戀が 成らず とも 佛樣を 

怨みぬ 事。 


た e 祈れ。 棵 あらば  一 I 人 を-結びれ g へ とな。 決して^|2っ て 

はならない 。それ は佛の 領土 を すお そろし い 間違 ひだ。 

けれど 問 違 ひも また、 報いから 免れる 一 J と は 出來な い の 

M おし 綠が 無かったら？ 

i? 結ばれる > J と は できな い 。 

回 そのゃぅなことは^！？へられません。 ； r5 は堪 へられ ま 

せん。 不介理 な が 致します。 

m^^. 佛 機の 知 で それ をよ しと 見られたら 合理的な の だ 

よ。 つくられた もの は、 つくり 主の 計醫 のなかに. HI 分の 

?gi 命を兑 出さね ばなら ぬの だ。 その 心 を まかす とい ふの 

す S もの 

だ。 13 依と いふの だ。 陶器 肺 は 土 くれ を もって * 一  の 土 

偶 を^し く、 一  の 土偶 を魏く つ くらな い であらう か ？ 

m0 人間の ねが ひ と 運命と は K ひ に兑 知ら ぬ 入の f に 

無關 係な のでせ うか. - いや、 それ は 多くの場合 寧ろ 暴 $5 

と§^!?との やうな 殘 酷な 關 係な ので せう か" つか く あり 

たし」 との！ を、 「かく 定められて ゐる」 との Ml 命が 薩 

棚して しま ふの でせ うか 。 ど の やうな 純な、 人間ら し い 、 

阿 ひ でも。 

M^. 其處に 祈りが ある。 ひと さだめと を內 简 的に ぐ 

もの は 祈り だよ。 祈り は 運命 を 呼び さます の だ。 ，運 命 を 

f 出す とま つても い X 、 法 藏比& の 超 世の 祈り は £ し 5^ 
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唯圆 つまり 佛樣に 委せ る ことで ござい ますな。 

親 驚 その 通り だ。 戀人 以外の 人に 呪 ひ をお くらぬ と は、 

戀人を 愛する が 故に 他人 を 損 ふやう にならない こと だ。 

戀の 中には 此の 我儘が ある。 こ れが Qi^fi. 戀を 汚す の だ 。 

今度 の 騒ぎ を 起し たの は 此の 我儘が 種 に な つ た の だ。 お 

前は戀 のために 私 を 欺し、 先 W や 朋輩 Iff に 勤め を缺 いた。 

戀位棑 外的に なりが ちな も の はない か ら な 。 f  i た 多く の 

戀 すろ 人 は 他 入を排 する ことによって、 一 一入の 間 を 密接 

にせう とする もの だ 。「彼 の 樣な人 は 嫌です」 と 云 ふと、 

「あなた は 好きです」 と いふ こ と を、 ひ そか に、 けれど 一 

層つ よく 表現す る ことになる のでな。 そ > に 甘 .if が ある 

からな。 だが、 罪な こと だよ。 考 へて 御 覽、 他人 を 呪 ふ 

ことで、 自分 をた のしく せう とする の ではない か。 

唯圓 fr5 は あの人の 事で 胸が 一ば いに なって、 他の 人の 事 

を考へる^^!§裕がなぃのです。 また それでなくて は、 愛し 

てゐる やうな 氣 がしません。 

m0 其 處に戀 の 間違 ひが あるの だ。 愛の 働きに は 無限 性 

が ある 。 愛 は 百 人 を 愛すれば 百 分 され る やうな 量的な も 

の ではない 。 甲 を 愛し て ゐ るから、 乙 を 愛されな いとい 

ふの は 露の 愛で はない。 法 藏比& の 水の 中、 火の 中での 

幾 萬 劫の 御 苦勞は あまねく、 衆生の 一人、 一人へ の 愛の 

ためだつ たの だ。 聖 なる 戀は 他人 を 愛する ことによって 


深くなる やうな もの でな く て はなら な い。 A なつ て 下さ い 

と戀 人が 云って 來る。 自分 も 飛んで 行きたい 程に 逢 ひた 

い 。 けれど 今日は 朋__13:. が G で 臥て ゐて 自分が 看護し て 

やらねば ならな い 時には ど， つす るか？  M 求 を ほ つ て ® 

い て 夢中に な つ て 遇 ひ に 行く の が齊通 の 戀だ 。その 時 そ 

の 朋輩 を 看護す るた めに 逢 ひ た さ を 忍び、 また 逢 はう と 

云 つ て 來た戀 人 も、 では 今日 來な い で 看護し てあげ て 下 

さいと 云って、 その 忍耐と B1 とに よって、 自分 等の 戀 

はより 尊い ものに なった と 思 ひ、 後で は：^ しさに 堪へか 

ねて、 泣いて 戀人 のために 祈る やうならば 聖 なる 戀と云 

つ て もい \  。 その とき 逢 はな か つたこと は、 戀を if い 

ものにしないで、 却って 强ぃ、 たしかな ものにする だら 

う。 それが fgii とい ふ もの だ。 

唯圆 私の して 來 たこと は 聖ぃ戀 の反對 でした。 ，：！ 分の 樂 

しさの ために 他人 を 傷つけ てゐ ました。 

S 自分自身に 呪 ひ をお くらない と は、 s 分の 魂の 安息 

を亂 さない こと だ。 これが 最も 惡 いこと で、 そして 最も 

氣 のっかない ことなの だ。 お前に 眠れない ね。 お前の 心 

はう ろくして 落ち 付かない ね。 お前 は瘦 せて、 色：；：： も 

靑 ざめ てゐ る。 散亂 した 相へ つや。 お前 は 自分 を 慘 めと は 

思に ないか。 (も はれむ やうに 唯簡 見る) 

唯圓 (y^^^i なす) 淺 ましい とさへ 思 ひます。 私 は 宿慨で 


子^の そとお 出 
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犬の やうに うろ/ \- して ゐ ます。 (CI 分,^^ る やうに) 

今日、 松の 家のお 內. 蛇に、 泥棒 猫 だとの 、しられました。 

私の 小指 ほどの IS もない あの 鬼婆に！ 

その な 言 紫 使 ひ をお 恥ぢ なさい。 お前 はまった く 

亂 れてゐ る。 自分 を 尊敬し、 自分の 魂の 品位 を 保た なく 

ては聖 なる 1^ ではな い。 我と 我が身 を かきむし るの は此 

の 世 乍ら の 畜半： 道 だ 。 柔^ 忍 "t の 相が 自然 に 備は る ベ き 

^の 子が、 まるで 狂 の形ぢ や。 

唯 M お、。 私 はどうし ませう。 私 は 自分の 影 を a 失 ひさ 

うです。 (t: 亂 すろ) 

m0 待て、 唯圆。 も 一つ 一 番本. K 的な のが 殘 つて ゐる。 

お前 はお 前の 戀 人に 呪 ひ をお く つ て はならない。 

咄圆 私が 彼の 女 を 呪 ふので すって。 いのちに かけても 慕 

うて ゐる ih: を？ 

m0 さう だ。 よくお 聽 き。 唯圆。 其 處に戀 と 愛との 區別 

が ある。 その .R 別が 見える やうに な つ たの は 私の 苦し い 

經驗 からだ。 戀の 1^ 卷の 中心に 立 つ てゐる 今のお 前に は、 

戀 それ SI 身の a 相が 見えな いの だ。 戀の 中には 呪 ひが 含 

まれて ゐ るの だ。 それ は戀八 の laj 命 を 幸福に する こと を 

目的と しない、 寧し ろ、 時として 戀人を ptl にす る 私 

の 感情が 含まれ て ゐる もの だ。 そ の 感情 は 憎みと 背 を 合 

せて ゐる 際と いもの だ。 戀人 同志 は 互 ひに 呪 ひの 息 を か 


け 合 ひながら、 互 ひに 祝して ゐ ると 思つ てゐる ことがあ 

るの だ。 戀人を 殺す もの も あるの だ。 fe; 理に 死を强 ふる 

もの さへ ある。 それ を 皆 愛の 名に よってす るの だ。 愛 は 

相手の 命 を 興味 とす る 。 戀 は 相手 の 運 命 をし あはせ に 

すると は 限らない。 か へ ではお 前 をし あはせ にした か。 

ぉ前は^^^て苦しんでゐるな。 そしてお 前 はか へ で をし 

あはせ にした か。 

唯圆 (もろ 光景， ケ S 心 ひ 浮べる) ぉ&。 あはれ なかへ でさ 

ん！ 

親 戀が互 ひの 運命 を 傷け ない こと はまれな の だ。 戀が 

罪になる の は そのため だ。 聖 なる 戀は戀 人 を 隣人と して 

愛せねば ならない。 慈悲で 憐れまねば ならない。 佛樣が 

C 生 を 見お ふやうな 眼で 戀 人に 對 せねば ならない。 自分 

の ものと 思 はずに、 一人の 佛の 子と して、 赤の他人 とし 

て 11 

唯國 (叫ぶ) 出來 ません。 とても 私に はでき ません。 

S さう だ。 できない の だ。 けれどし なくて ならない の 

だ！ 

唯圓 (眩暈，^ 感ずろ) あ \、 (額に 手. a< もてる) 互に 傷 

け 合 ひながら も、 慕 はずに は ゐられ ない と は！ 

それが 人間の 戀 なの だ。 

唯 脚 (獨 白の 如く) あ、、 一 體 どう すれば い X の だ。 


】 
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親爱 (しづかに) 南 陀 だよ。 (吸ん， - つむる) や 

はり 祈る ほか はない の だよ、 お，^ 佛 さま、 私が あの 女 を 

傷け ません やうに。 彼の 女 を 愛する が 故にと て、 外の 人 

人を损 ひません やうに。 わたし .a! らを 観し ません や う 

唯 H  (手ん.. 合 はぜろ) 緣ぁら ば 二人 を 結びた まへ。 

S お、。 その やうに 祈って くれ" そして 心 をつ くして 

その 祈り を 踐み行 はう と 心がけよ。 出來る だけ 11 後 は 

沸 さまが： g け て 下さる だら う。 

(沈 酞、 段々 感 前せ W まり、 き 卜て り？) 

m0 お 慈悲^い 佛； i| に 何事 も 委せ たてまつれ。 何もかも 

知っていら つし やる の だよ。 お前の 心 の 切な さも。 悲し 

さもな。 (祈ろ) お、、 ^さま、 まどかな を はり を、 あ 

はれな もの k 戀 のために！ 

—幕 1 

^六 幕 

場 所 

善法院 御坊 

時 

第五 幕より 十五 年後 秋 


(善 法院境 s の.： g。 ：， 化 面 及び 右側に *。 右側の 鄉の ® 

に 通用 £:。 群の S うに 寺の £4! 物 见ゅ。 に は，： « 水 わり。 

その ほとり に 靜 かな 樹立、 その 賠 -IL^ 力 ゎリ。 道 は 

1 の H (兄え vov^il えて、 -ぉ 2 に 人り^.^ 經て、 a 川 

門 LL 入ろ こ、 ろ。 朝 J 

(お 利根と ぉ須 磨と Is やて 手 ん C いて わろ。) 


(九十 歳) 

慈 信 房 (四十 七お) 

(四十 歳) 

かへ て (三十 hi) 

唯 圆の娘 (九お) 

^  (七お) 


乎ク 了} の そと' お出 


2,17 


お 寸,、 it  ^  i.f  -i^  :H  a  ±i 

m  s(  m  u  n  m.  fi)  u  m 
机 m  tti  ^ 极 m 根 m 根 


お お お お お 
須 お 1 須 fij  M 
磨极 根 i^j 


ぉ利极 f 手 5^,. 小： ふ) 今度 は あたしよ。 須磨 さま。 ( 毬.^ 

つく) 

二人 (？) 

手毬と 手毬と ゆき あうて、 

j つの 手毬が いふ ことに や、 

妯 さん、 ¥1、  $t 


ちゆん く 箱が. g,? い て ゐる 

奧樣 奥" B おひ なれ や。 ，.. 


お 寺の 門で E が？！？^ れて、 

西へ，： 1： いても 宿が なし- 

來へ 向いても is がな し …ミ 

(毬ん 、^す) あ. り。 

そら 毬 がそれ た。 (^!3.^拾はぅとすろ) 

(マば やく 毬ん. 拾 ひわけ てす ぐつ きかけ る) 

あたしよ。 姉 さま。 

お待ちよ。 も 一 度 あたしよ。 今の はかん にんよ。 

いやよ、 私が つくの よ。 

お待ちと 云ったら。 

いや。 いやです よう。 (.1,:^" ぐむ) 

(： ははず つき かける) 茶の 木の 下に- M が あつ て… 


ぉ須磨 (毬ん 、とらう とすろ) あたし だ わ。 あたし だ わ。 

お 利 W お (くる リと f 他，^ 向く) 一ば い あがれ や 長 六さん。 

二 はい あがれ や 長 六さん。 三 杯 目に や …… 

M0  (泣， *v 、だす) 姉 さま。 ひどい よ。 

ぉ利设 (驚， C く) さあ。 あげ ませう。 これ。 (魅ん.. 持たせ 

i う- ^1 る に 

ぉ須磨 (报リ ^ す) いや だよ。 いや だよ。 高く して 

泣く) 

勝 信 荡。 髮 上品な 切髮 にして ねる。 門，^ 出る と 二人 

の爭 うて 居ろ の，^ 見て 馳ぜ 寄る) どうしたの だえ。 須 磨 

ちゃん。 

(泣？ t にて〕 姊 さん。 ひどい よ。 ひどい よ。 

だから あげようと 云 つ て る の だ わ。 

あたしの 番 にのに、 自分ば かりつ くの よ。 

かんにんだった のよ。 

、「そだよ。 うそ だよ。 

勝 信 後生た から 今日ば かり は喧 i. などして おくれで な 

お 利根 母樣」 泣いて るの。 

ぉ須磨 S さま。 母 さま。 (すがりつく) 

舊 お li が大 變ぉ惡 い の だよ。 それで みんな 心配し 
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てゐ るの だよ…… ほんと に 何も しらないで。 (^ぐむ) 

さ-飛ぶ 鳥で さ へ ^音 を ひ そめ て 憂懲ぃ でゐる やうな 氣が 

する のに。 

お 利根 母 さま。 もう 泣かないで。 あたし どうし ませう。 

(ぉ須 磨に) 須 11 さま。 ごめんなさい。 

ぉ須磨 も， 「けんかし ない わ。 母 さま。 

信 (二人の 子.^ 抱く〕 仲よ くす るので すよ。 さ 今日は 

もゥ S へ 入って、 靜 かにして お 部屋で お遊び。 

ぉ須磨 か あ？ は？ 

^信 私 は 少し 用が あります。 後で 行く からね。 

お 1： 报 さう を。 

(二人の 少女 より 、返 揚。」 

勝 信 空 ゆく 雲 も かなし さうな 氣 がする。 大きな 不幸が や 

■ がて 地上に お とづれ る 前 ぶれの やうに。 (門 の 內，. 5? 見る) 

お 與が來 る やう だ。 お 醫者 さま のお 歸 りなの だら う。 (£ 

の 方に 行く) 

(與  一 丁 門 r* り 出る。) 

唯圓 f 舆の後 スに從 うて 登揚。 門の 出口に 立つ) 氣 をつ 

けて お越し 遊ばし ませ。 

(勝 信。 門口に ニ乂 ち胺. ^か V めて 見送ろ、 輿の 中 rs リ 

何 か 挨拶の 聲^ ゆ。 輿^る。) 

唯圆 (しん  <れ て 沈 K した ま V 立って ねる) 


00 お 翳 者 は 何と おっしゃ います か。 

唯 躍 (結 望した やうに〕 あ、。 人類 は その 最大な もの を 

失 ふの か。 

00 では、 やはり もつまい と  

唯圓 (•  ちっとして ねられ 2 やうに 庭，^ わろ く) 橘 樣の御 

&.. 翳のお 診お t. (も 恃醫 のお 診察と M じこと なの だ。 命の 

ぉ盡 きと あきらめられよ と の お 言 紫な の だ 。 

勝 信 何とかし てとり かへ すて だて はない のでせ うか。 

唯圓 それ どころではない。 今 S か 明日 かも 知れない の だ 

さう だ。 

勝 信 え。 そんな こと はありますまい。 (rts (刀のお へ.，^ じ 

r* うとす る やうに 努力し つ、) お 話な どお i!J よく 遊ば 

すので す もの。 

唯 回 それが 前 ぶれな の だ さう だ 。 消え か 、 る燈 火が 一 寸 

明るくなる やうに な。 もう 御 脈 掉が折 々 とぎ れ るの ださ 

うだ。 いつ 落ち入り 遊ばす かも 知れない。 無病で K 齢の 

方 の 御 最期 は 比， M そ の やうな 風 の もの だから、 たのみに は 

ならない とおつ しゃった。 もうあき ら めて、 ひたすら、 

思 ひ しのない 御 臨終 を …… 

00 お、、 私に 代 はられる ものなら！ 

唯簡 私 もい く 度 さう 思ったら う。 だがそれも甲^；乂なぃこ 

とだ。 お 師匠 樣 はもうと くに 御！；^ 仿 遊ばして いらっしゃ 


る。 もう 佛 さま に 召される の だと おっしゃ つてな。 

00 ほんに 此の頃 はお 話 もこと に 細々 として 來 たや-つで 

1 い ます。 そし て 御 臨終の 事が 氣 にな つてい らっしゃ 

る やうで ございま すよ。 昨 曰 も 私に あの 上 W 加 往生の 願 

文 を 讚ん で くれと おっしゃい まし てね。 

唯 M 此の 上 はせ めて やすらかな 御 臨終 をい のりた てまつ 

る ほか は あるまい。 (考 へる d 

0^ 唯圆 採。 私 は い つ も氣 にな つ て ゐる の で ノ J ざいます 

がね。 

t~ 践 善 のこと だら う。 

S え X。 (浜ぐ む) 御 臨終に は 必ずお 目に お り 遊ば 

さなく て は。 呪 ひ を 解かずに 此 の 世 を 去られ て は 。 

唯^ その 事 を 私 も 心配して ゐ るの だよ。 御 不例の 初めの 

0, 今 K はどう も 御恢" おの 程 も覺 7:^ なく 思 はれた ので、 

=fs 子 衆が 相談して ね U 知應 が議 ii 樣を お召し 遊ばす や 

うにお 勸め したの だが ね。 彼の 子 憎し とて 隔て ゐ るの 

でもない もの を。 由 ない ー$ を： K ひ 出して、 私 を 苦しめて 

くれな とおつ しゃって、 御不 に 見受け た ので、 それ 

から は 誰も そのこと を 云 ひ 出す ものがない の だよ。 

勝 信 でも 今度ば かり は nK_ 非 御 面 <13 遊ばさなくて は、 もう 

一 一度と …… 私 はた まりません。 後で (tpJ2 が どの やうに 

お i?! き 遊ばす でせ う。 


唯簡 急ぎ 御 上洛 遊ばす やう 稻田 へ 使 を 立 て k ffi いた。 も 

う 御 到： 短 遊ばす 害に たって ゐる。 もう 霄 なお 弟子 達に は 

皆 通知して あるの だ。 

勝 信 早く 申し上げなくて は。 若し かのこと が あったらと 

り 返しが つ きませ ん。 あなたの 外に 申し あげる 方 はあり 

ますまい。 

唯圆 今朝の； 2： に 私が 誠心 こめて 願って 見よう。 お. 師匠 

もお 心で は お？ f!^ に か 、 り 遊ば してい らっしゃ るのに ちが 

ひない の だから" 

勝 信 左樣 でございます とも。 私 も 一緒にお 願 ひ 申し ませ 

う。 (向 うん-見る) おやお 舆が參 りました。 

S お見舞の 方 だら う。 お出 迎へ. S. さなくて は。 

(唯 圓、 膀信 門口に 立ち 迎 へる。) 

家來 二人 (舆 に 從 うて 登場。 輿 止まる〕 主人 橘 基 負。 御 

見舞 ひの 爲參上 仕りました U 

唯圓 よくこ そ. 御 し 下されました。 昨日 は 御殿 1£樣 を わ 

ざ わざ 御 遣 はし 下され まし て 、 まこ とに 有り難う 御 い 

ました。 どうぞお 通り 下さい ませ。 御 案内 申 上げます。 

(唯 圓勝信 先に 立ちて ir お 場。 侍 二人 舆に附 添 ひて に 

入る。) 

— 黑幕 — 
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第二 場 

(親 聖人 病室。 fi* 面に 佛境。 寢 床の 後ろ Li は、 せ雅 

な 山水の 綺の 描かれた 屛^ が 立て 廻 し y わる。 枕 下に 

脇息と 小さな 机。 机の 上に 綺水 など 二三 册 Si い 

て ある C 藥壶、 ； f 吞み 等ん、 戰 y た 盆。 その上- し 白 絹の 

布が 掩 うて あろ。 すべて 品よ 告裝 飾。 拽の模 襟 もしつ 

とりと した 花や art など 0  i! リ緣 にて 隣リの 宿直の IS 屋 

に通， す。 庭に は 秋草。 00, 色紙 等の は リまビ の 二 枝 

屛 風の 廣 に、 額ん 煎じろ 土瓶ん、 かけた. 鉢。 金. M、 水 

瓶 お リ。) 

S  OS の 如く 55^ ぜ一 \ ねる。 白い、 厚い 疲卷ん 、着て わろ。 

や、 A . ふ-担し 乂 脇息 LL 凭れろ〕 そ の さき を も つ と！！ ん で 

おくれ" 

勝 信 (手紙，^ 持ちて) これ を讀 むと 法 然聖入 機が どの や 

う に、 母 機 思 ひで あ つたか^ わかります のね。 (手紙 .S 

みつ 5^ けろ) けさまで ははな やかに、 いろか も ふかくみ 

だれ 髮の、 まゆずみに ほひ、 たぐ ひなき その 人 も、 ゆ ふ 

べに は 野べ のけむ りと たちまちに、 よりそ ふ 人 も i„s ざ か 

り、 ひとり かばね を さらす。 た^^く世のなかは、 あさ 

が ほの はかな， V ざ わ Vj にた わ ぶれて、 け ふや あす やとうち 

くれて、 何 か 菩提の たねなら む。 た 1 すぢに 後の^の 


いとなみ あるべし。 此の世 は ゆめのう も、 とても かくて 

もす ぎ ゆけば、 うき も つらき もむな しく、 た まぼろし 

の 身のう へに、 こぞ や ことし、 きの ふやけ ふ も、 うつり 

か はれる 世の なか は、 た^ 一す ゐの ゆめのう ちに は、 よ 

ろ こびさ かえ も あり、 かなしび、 あめ 山 なすこ ともあれ 

ど、 さめ ぬれば あとかたち もな きもの。 あら。 なにと も 

なの-つきよ や。 あら、 い たづら ごと ども や。 あさまし 

や …： 

親 tl- わし の やう に 年が寄る とね、 その やうな 氣： r がしみ 

じ みして くる もの だよ。 九十 年 のな がい 間に わ しのして 

來た さまぐ の ことが ほんに 夢の やうな 氣 がする。 花鳥 

風月の 逸び も、 S の 野路の 巡禮 も、 1? のな やみや 嬉し さ 

も、 みんな 遠くに うたかたの やうに 消えて しまった。 ほ 

ん とに 「うき も つらき もむな しく」 とい ふ氣 がする ね。 

何もかもす ぎて ゆく。  の 如く〕 さう だ、 すぎて し 

まった の だ。 わしの 人. は。 祸 しい 基 場が わし を S;; つて 

ゐる。 (勝 何 か ！ー < ひかけ て^めろ) さき を M ん で ；-" く 

L  0 

勝 信 (1^ みつ けろ) よも かりのよ 、身 も かりの 身、 す 

こしの あ ひだに む やくの 事 を 思 ひ、 つみ をつ くり、 りん 

ゑ、 まう しふの W に、 二た びかへ り^ ふま じく 候。 さき 

に ゆ 候 ごとく、 さま <,\ に 品 こそ か はれ、 をし い、 ほし 
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い、 いと ほしい、 かなしい と 思 ふが、 みな わが こ i ろに 

候。 こ、 ろと いふ もの はさら/ \ たいな きものに て 候、 

それ を 思 ひつ ヾ くる ほどに、 しふ しんとな りて、 りん ゑ 

する^$.にて候ほどに、 ふっと 心 はなき ものよ。 心が 鬼と 

もな り て 身 を せむ る なれば 心 >  J そ あだ の か たきよ 。 凡夫 

なれば はら もた ち、 いっくし きものが、 をし い、 ほしい 

とお も ふ 二念が おこる とも、 二念 をつ がず、 水に ゑ を か 

くごと く、 あら あさまし やと、 はらり と 思 ひ 切り、 なに 

心なく むねん、 むさう にして おはし 候 は^、 それ こそ ま 

ことの 御 心に て 候へ  

親 i? その あたり は淸 い、 凉 しい 法然 機の おこ、 ろが よく 

あら はれて ゐる。 (昔^お も ふやう に) それ は淸ら かな 

うつくしい お Is だ つ たからね。 わたしな どと ちが つ て。 

その 手紙 は老體 のお 母上が 御 is をな すって、 いろく 

と 悲し い お便り をな すった 御 返事な の だよ。 

§ それで なぐさめたり、 はげましたり 遊ばす の です わ。 

ほんと に 女の やうに、 こま <\ としたお 優しい お 手紙で 

すの ね。 (i みつ 1/ けろ) まことの こ ろざし ある 人 は、 

人の あしき こ と あら ば、 わが 身のう へ に 受け て かなしみ、 

人の よき こと あらば、 わが. せに 受けて よろこび、 なに 事 

も われ 人へ だてな く、 あしかれ とお も はず、 人 を そしら 

ず、 ねたまず、 にくげ 云 はず、 たよりなき 人 を、 言雜の 


ひとつ もや はら かに、 おとなし やかに ひきたて、、 少し 

の もの も あ ひ/, \ に ほどこして、 人 をた すくる こ 、ろ こ 

そ、 大慈大悲 のきよう やうに て 候へ。 (^ぐむ〕 ほんと に 

涙が - J ぼれ る やうな 氣が し ます。 何てお 優しい おこ、 ろ 

で ご ，さ いませ， つ。 (つ 1^ けて i む) いかな ろち し，. ざ 上人、 

その かみ、 しゃか 佛 ほどのに よらい も、 五 體に身 を 受け 

給へば. やま ひの くるしみ、 しゃう らうび やうと して、 

なくて 叶 はぬ 物に て 候。 りんじう などの ことな ども こと 

ノ J とくしゃ ベ つ はなき も の に て 候。 つ ね <\ 御 こ、 ろが 

けさへ ふかく 候 はヾ、 しなば しぬ るまで、 いき は 生きる 

までと 打ち まかせて あるが よろしく 候- せんねん まんね 

ん いきても、 一 たび は 老いた る も、 若き も、 しなで かな 

はぬ ものに て 候。 會者定 離 は 人間の 習 ひなれば、 たれに 

なごり か 惜しき …… (親 見る〕 わたしもう 止し ませ 

うかしら。 何だか 切なくな つて  

m«. (緊：^！してねる) さき を よんでくれ。 終りのと ころ 

に 臨終の 心得が か い てあつた はず ぢゃ。 

勝 信 (ム みつ  > ける) また この 世に いますこし すみた 

き 、 あら かなし や、 いま 死ぬ かよな どと は、 かま ひて /\ 

おぼしめ すな。 (It.^ 傑 はす) 死ぬ る ことち かづくなら 

ば、 かならず 錯 凰して は、 だん まつの 苦しみと て、 五體 

はなれぐ になり 候へば、 いかほど 苦が なうて はかな は 
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ぬ ものな り。 何と くるしく 候と も、 そのく るし ひに 打ち 

まかせて、 しなば しぬ るまでと、 なに 心 もな くい- n J., { 

と おぼしめし 候ぶべし。 くれ，^ \ この 御 心 もち、 忘れ 給 

ふま じく 候 也。 源 {^。 母上 樣。 (手紙，^ 卷告 返しつ、) 

終り の 方を讀 む の は あまり に 恐し う 御 ii 一  い ます。 

羝蠻 その 母上 へ の お 手紙 は、 その ま k 私へ お ほせき けら 

れ るお 師匠 樣の はげまし の おことば の やうな 氣 がする。 

もう 時 はせ まって 來た。 わしが 永い あ ひだ 待つ てゐ た、 

けれど またお それ てゐた 時が 0 わし は はげまし の 必要 を 

感じろ。 わし は おそろしい 不安と、 それに 打ち克た うと 

する 心 とのた、 かひ を 感じ て ゐる。 

勝 信 (不安 1^ かくす) その やうな ことがあ つてい」 もの 

です か。 この やうに 御元氣 なのです もの。 皆が 御： を 

お祈り 申して ゐ るの です もの ：.：. もうお 藥が できた でせ 

とのみ 

う。 お 召し あがりな され ませ。 (宿直の 部 屋 に 立た うとす 

ぉ藥 はもうよ ろしい。 此處 にゐて くれ。 わし はもう 

かくごして ゐ るの ぢゃ C わし はお 前が その やうな こと を 

云って、 なぐさめて くれねば ならぬ ほど 弱さう に 見える 

かな。 

膀信  

S もう その や-つな こと は 云うて くれな。 私が この 不安 


に —— さけが た い 恐怖に 打ち克 つ 、 J とが 出來る やうに 黝 

まして くれ。 私 は勇氣 を あつめなくて はならない。 そし 

て 美し い、 取りみ ださぬ 臨終 をす るた めに 心 をと 、のへ 

なくて はならない" 

信 (泣く) 

0 「しづかに) 唯圓を 呼んで 來て くれ。 

信 はい。 (返揚 すろ) 

鴛 (し. は- r く默 然として 眼，^ s:v てね ろ。 やがて 吸ん、 ひ 

らき、 何もの かの S^J^ に 脅かさる  >- 如く あたり，^ 見 ま は 

す) どこから ともなく、 わしの 魂 を 掩 うてく る、 この isi^ 一 

い 陰影 は 何もので あらう。 薄くな り ゆく 曰 輪の 光、 し 

く 誘 ふやうな 風の こ あ、 そして ゆうべ の あの ゆめ 見 ：… 

近づいて 來 たやう だ。 (5^. ^つぶる) 誰も 避けろ ことの 

でき な い 運命な の だ 。 何十 年 の なが い 間 私 は そ の 曰 を 待 

つて ゐ なかったら うか。 永い、 絕ぇ 間 の 無い 罪と なやみ 

の 生涯の 終りに 來る あの 永遠の 靜 かな 安息 を。 むなしく 

待つ ことの 多い 此の世の 希望の あざむき のなかで、 これ 

のみ はたし かな、 必ず 來る ものと して、 わたし は つて 

ゐた。 それ を考 へる になれ て 親し さがで きて ゐた。 わし 

はしば/ ヽ思 はな か つ たらう か 。「わしの この 苦しみ と 忍 

耐とは K りなき もので はな い。 必ず 終る 日が 來 ると」 と。 

そして さう 思 ふこと は、 私の 唯一 の なぐさめ ではな かつ 
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たらう か？ 遂に その 日が 來た。 それ だのに この 不安 は 

どうした もの だら う。 この 打ち克ちが たき 不安 は！ 死 

は にと つて 損失で はない。 私 は 永い 間 墓場の 向う の完 

全と 調和と をい のちと して ..y. 一き て來た の だ。 私 は それ を 

信じ て ゐ るの だ。 それ だ のに 私の 生命の なかには まだ 死 

を 欲せぬ 何ものか^ 殘 つて ゐ る。？ g 命に 反抗す るこくろ 

が。 お、 私 はま だ 半； きて ゐ たいの か？ 此の 病み ほうけ 

た わしが。 九十 歳になる 老人が —— 此 の ！ 13! に 何の 希望が 

殘 つて ゐる。 何の 享樂 が？ 煩惱の 力の 執拗な こと は ど 

うだらう。 今更ながら 恐ろしい。 私 は  一： の 間 運命 を 素 

爽に 受取って、 それ を 愛して 來た。 それに 亊 へて 來た。 

Pg! 命に 乖く 心と 戰 つて 來た。 さう だ。 わし は 墓場に 行く 

まで 此のた \ かひ をつ ^けねば ならない。 もう、 ながい 

ことで はない。 も うぢき だ。 休戰の 喇叭が 嗚 るの は。 そ 

の S- 私 は. };w 判の 前に 立つ の だ。 一生 を惡と つた、 勇し 

ぃ戰士 とし て。 靈の 軍勢の 虚空 を遍滿 する そのな かに。 

そして 冠が 私の 頭に 載せられる。 佛. 1 の 前に 跪いて 私が 

それ を. 水け る。 r, たんく 顔が 輝いて 來る) その 日から 

私 は あの： ぃ聖 衆の なかの 一人に 加 へられる の だ。 何と 

いふ 平和で あらう。 何とい ふ光榮 であらう。 朝夕、 佛： -si 

を ほめる 歌 を g3 つ て 暮らす の だ。 その 時 はもう 私の 心に 

罪の 影 さへ お とづれ ない。 そして、 (涙.^： ぼす) 此の 


世に 苦しんで ゐる： li 誠 ，，： ： 小 仕 合せな 人た ち を攝収 する こ 

とがで きる の だ！ ： 間) お- -、 不安よ、 去れ。 (Kfi マ 

ろ) 

(唯 画と 勝 信と 登 揚。) 

唯 圆 (手.^ つく、  ^々しく) 御氣分 はいか^で 御！ a いま 

^ もう 近づいた やう だ。 わし は 兆し を 感じる。 

圓 (何 かいはう とする」 

i? (さへ ざる) いや。 もう； 避く ベ か ら ざる も の を 避け 

ようとすまい。 蓮； 1? を. らう。 お 互 ひに 大切な ことの 

み 云 はう。 

S   

驚 わし はもう 覺 悟して ゐる。 

圓 (苦しく 緊張す る) 此の上 は 安らかな 御 臨終 を ：… 

信 (泣く) 

(親 if 唯圆沈 ST 勝 信の 泣き 驛 のみ 問える。 やがて 

その 驛も 止み、 一座 森と マる。) 

S 佛樣 がお 召しになる の だよ。 此の^の 御用が つきた 

の だよ。 此の 年寄って 病み 11 笔 けて ゐる わし を、 此の上 此 

の 苦し い 世の なか にながら へさせる の を 不便と 思し召し 

て 下さる ので あらう。 わし ももう ずゐ分 永く 生きた から 

な。 九十 年 —— といへば 人間に 許される 稀な 高齢 だ) も 
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う 比の 世に 暇 を つげても い k 時 だ。 (考 へろ) 

-SM とせ  ， 

唯圆 ぉ師. 匠樣の 百年の 御 W 命 をい のりた てまつ るので こ 

ざいます けれど  

親 蠻 それが 正直な 人間の キ ^ だよ。 恥しながら 此の わし も、 

この 期に 及ん でも まだ 死に ともな いこ k ろが 殘 つて ゐ 

る、 それが 迷 ひとはよ く 知って ゐ るの だが な。 淺 ましい 

こと ぢゃ。 わし は 一 生の 間 煩 « の 林に 迷惑し、 愛欲の 海 

に 浮沈し なが ら今曰 まで 來た。 絕ぇず 佛樣の 御名 を 呼び 

ながら、 菜の m ほしと 戟 つて 來た。 そして 墓場に ゆく ま 

で そのた、 かひ をつ ^けねば ならない の だ。 唯圆， 此の 

大切な 時に 私の ために 祈って くれ。 わし は それ を必 "要と 

する。 わし は 心 をた しかに 保たなくて はならない。 

一生に 一度の 一 大事 を 出來る だけ、 恥 を 少なく して 過す 

ためにな。 わし は そのために 祈って ゐる。 空 澄み渡る 月 

の やうに 淸ら かな 心で 死にたい。 

唯 回 佛 ：- 株に お 任 か せ， 遊ば し ま せ 。 私 は あなた のために 心 

を こめて 祈って ゐ ます。 (力， 入れて) めでたく 往生の 

本懷 をお 遂げ 遊ばす やう リ 

m0 死 はわし の 永い 間の ねが ひだった の だ。 た r 一つの 

希望 だ つたの だ。 墓場 の 向う に 私 を 待 つ 祝福 を わし は ど 

ん なに 夢み たこと だら う。 いま その 夢が 賁 となる ベ き 時 

が來 た。 めでたい 時が。 (間) 昨夜、 私 は 祈りながら 眠 


りに 落ちた。 眠り は ひとつの ありがたい 夢 で 祝 された" 

此の世なら ぬ、 莊隨 と美と に 域 く淨土 の おもかげ がわし 

の 前に 展 かれた。 わしの 魂 は 不思議な： 辛 幅で 充 たされた。 

地上 の 限り を 越えた そ の 幸福 を わし は 何と 云 つて^ はし 

てい k か 解らない。 あの 阿 彌陀經 のなかに 「^ts 上卷 人俱 

&1 處」 とい ふところが あるね。 わし は 多くの 聖 衆の 群 

れに かこまれた。 みな 美しい 冠 を 被って いらした ょリ わ 

し はもった いなくて 頭が 下った。 わし も 今日から その 列 

の 中に 加 へられる の だと M いたと き、 わし は， 「れ しさに 

淚が こぼれた。 と！ 1:^ ると わしの 頭に も M じ やうな 〈尖し い 

冠が 載せ て ある の だ。 その 時虚空はるか に微妙なる.；^=^樂 

がき こえ 初めた。 聖 衆の 群れ は それに 合せて^^ を識め 

る 歌 をうた はれた。 すると 大 から 花が 降って 來て、 ras^^! 

は淨ぃ 香りに 満ちた。 わし は 金砂 を- S いた 地の 上に 散り 

布く 花 を 見入り つき」 れ こそ あの 「r1r{k 線 華」 とい ふの 

であらう と 思った。 その 時 私 ほ K が さめた の だ 。 

m0 何とい ふ：^ い 夢で ございませう。 

勝 信 美しく IS く 冠 ほど 聖人 樣に ふさ はし いもの は ござい 

ますまい。 

§. さめ て から 後 も 私 の 心 は その 幸福の 餘 波で つ て ゐ 

た。 けれど そのと-? から わしに 1 つの 兆しが あきらかに 

感じられ はじめた。 わしが 死ぬ とい ふこと が …… 蟲の知 
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ら せ だよ …： (額 色が 惡く なろ) 

お 臥って いらっしゃいませ。 (親^,^ 助けて. Mh:^ に 

队 させろ) お 苦し-つ 御瞎 います か。 

親 うむ 水 を 飲ませて おくれ。 

勝 la-  col 乔 みに 水.^ 注いて 親覺 に飮 まぜる) 

S  -.Mss 的 苦 IS とい ふ もの は 大分 人間 を 不安に する もの 

だ。 地上の 一 薪 大きな g 接な 惡だ。 多くの 人間 は 此の 

お： 惡を 避せ るた めに は、 魂の 安ボ" を 忘れて しま ふ 程 だ。 

人間に 與へ られた 刑罰 だ。 わし も斷末 魔の 苦しみが 氣に 

か、 る。 わし は その 苦しみに 打ち克たねば ならない。 こ 

の si^e おの 荷 を耐へ 忍ばねば ならない。 (額に 玉の やう 

に 汗，： かく) 何もかも^.叭きにすむのだ。 その後に は 湖水 

の やうな 安息が、 わし の 魂 を 待 つて ゐ るの だ。 

咄 M そして ひかり く 光榮が ？ 

死 はすべ てのもの を淨 めて くれる。 わしが 此 世に ゐ 

る 問に 結んだ 恨み も、 つくった 過ち もみん な、 ひとつの 

かなしい、 とむら ひの 心地 で 和ら げら れ て ゆ る される で 

あらう。 icf 場に 生 ひしげ るせ f は； れ ない 即 fe^ を め てし ま 

ふで あらう。 わしの を かした 心 は 忘れられて、 人 は 皆 わ 

し を 善人であった と 云 ふで あらう。 わし もす ベ ての 呪 ひ 

を いて 此の を 去りたい。 みな わしに 親切な よい 人で 

あつたと おも ひ、 そのし あはせ を 祈りつ、、 左樣 なら を 


告げたい。 

唯圆 广勝 信と 面 見合 はす) ぉ師 MSr あなた は薛 ii 樣 

をお ゆるし 遊ばします か。 

0 わし は赦 して ゐ ます。 

0 何卒お 1蠻 様 をお 召し 下さい ませ。 

0   

信 (^く〕 あなたの ロづ から 赦 すと 云って あげて 下さ 

唯圆 私の 一生の 願 ひで ございます。 お 弟子 衆 も 皆 それ を 

願つ てゐ ない ものはありません。 御 臨終に は 是非とも 御 

面惠ば さなくて は、 後で 謹 S どの やうに お 0i 

ばす でせ うつ 私 は 十五 年 前に 此 「"事 を 一 度. S- 上げてから、 

今 H まで 默 つて 來 ました。 その 間 一 日 も 此の 事 を 思 はぬ 

日と て は ござ いません でした。 い ヾ析っ て ふました 0 

今度ば かり は 私の 願 ひ を かなへ てド いい， R にへ」： いの 殘 

らぬ やう、 すべてと 和らいで 下さい ませ。 それ は あなた 

の 只今 おっしゃ つたお 言. 葉で ございます。 佛ー 1 のお 心に 

適 ふこと でノ /さ い ます。 末期の水 は 必ず 善 暨 様が お汲み 

逸ば さなくて はなり ません。 此の 期に 及んで 私 はもう 何 

も 申 上. ける こと は ございません。 (淚 1^、、 ぼす) た订安 

ら かな 御 最期 を。 すべ てと 和らいだ 平和な 御 臨終 を …… 

親 In  0 被ぐ む) みなの 勸 めに 從 ひませ う。 
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く 私に 事へ て くれ に …… 私の 枕元の 珠數 を収っ て くれ。 

(珠 数， ^受取り 手に 持-つて) 此 5?S の 念珠 はわし の 形：：^ 

にお 前に あげる。 これ はわし が 法然？ i からいた r いたの 

だよ。 (唯 圓珠 数.^ 受取ろ) わしが 常々 放さず 持って ゐ 

た の だ 。 貫き と め た こ の 珠 々 に は 三 世 の ^^佛 の 御{寸 り が 

こもって ゐる。 わしが 亡くなつ た 後 ， J の 珠數を て わし 

を 思 ひ 出して おくれ。 わし は淨 土で お前の ために 祈つ て 

ゐ るの だから。 • (段々？ t の 調子が ちがって くる) 寺の 後 

事 はお 前に 托した ぞ。 佛樣に 祈りつ」、 凡ての 事 をお と 

和らぎ、 はかって 定めて くれ。 此の^に は無數 5 不幸な 

衆生が ゐる。 其の 人た ち を 愛して くれ" 佛樣 のみ 榮 えが 

あら はれる やうに。 (息 1^ つく) 

唯圓 後の 事 はお 案じな されません やうに。 及ばず ながら 

私が 皆聽と 力 を^ はせ て、 法のお 一一. は I を 蜜り ます。 佛 さま 

が 助け て 下さ いませう。 あなた の 丹精し て お蒔きな され 

た 法の 種子 は 、 すでに 到る ところ に 善き 芽； え を兑せ て 

ゐ ます。 佛樣の み 名 は あなた の 死によ つ て 益 々 讚め られ 

るので ござ いませう。 

5. 佛 さまの み 名 を ほめたて まつれ …… (次第にお C? 的 

になろ) わしの 心 は 次第に 靜 かにな つて ゆく。 遠い、 な 

つかしい 氣 がする ： … • 佛 さまが 悲 引な さるの だ …； 外 は 

凉 しい 風が 吹いて ゐ るの だね。 


唯圓 お 嬉しう 存じます。 (手.^ つきう つむく、 Mi の 上に _涙 

が范ら ろ〕 先日お 便り 申 上げて 置きました。 今 曰 あたり 

御 到着. 通ば す箬 で，.、 J ざ い ます，" 

S 善 鸞は 此の頃 は どうし て 暮らし て ゐま すか 。 

圓 稻 田で 息災で 御 暮らし 遊ばされます。 

驚 佛樣を 信じて ゐま すか？ 

圆 はい。 (不安ん、 かくす) 大層お 靜 かにお 暮らし 遊ば 

し て いらっしゃる やう で ノ  J ざ います。 

勝 信 眷鸞樣 が どんなに、 お直き 遊ばす でせ う …… けれど 

あ、、 それが すぐ 永い お別れに なると は！ (泣く) 

S もう 泣いて くれるな。 (間) た^ 祈って くれ。 わし 

は 大分 心が 落ちついて 來た。 魂 を 平 かに もちたい。 靜か 

にして お くれ。 平和 のなかに 永い 眠りに 就きた いから。 

( 勝 信 1^,^ 抑 へろ。 しづかに な る ) 一 生. を佛； に さ \げ て 

はたらい たもの k 良心の 安け さが わし を 訪づれ て 來るゃ 

うだ。 彼の 世へ の そこ はかと なき 思慕の こ k ちに たまし 

ひ は 涙ぐみつ \、 擧 げられ て ゆく やうな 氣 がする。 しめ 

やか な M. き， 儒れ た > J  、 ろ もちが 惠み の f にわし をつ 

つむ …. 唯 画。 もっと 側近く 寄って おくれ。 お前の 親し 

ぃ忠. M な 顏がも つ とよく 見える やうに。 

唯 W  (膝， かす- - める) あなたの たまし ひに 祝福 を。 

親 驚 お、、 お前の たまし ひに 祝 福 を。 お前 は 一生の 間よ 
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化》 僧 僧 m    ft       僧 僧 僧 firr 


唯 S  (？ てつと する) はい。 い、 え、 あか/ \ "と 入^力 さ 

して ゐ ます。 

近づ いて 來 たやう だ。 兆しが …… 座敷 は 綺麗に 掃除 

して あるね。 

唯歸 0 一  つ 落ちて は 居り ませぬ。 

S わしのから だは 淸潔 だね。 

勝 信 昨 0、 御 沐浴 遊ばされました。 

M.^. 弟子 達 を 呼んで おくれ。 皆 呼んで おくれ。 わしが 暇 

乞 ひすろ ために。 最後の 祝福 を あたへ て やる ために。 

S かしこまりました" (立ち上る) 

m0  (si さ御搖 1^ 制する。 小？^ て 勝 i3 に) お S3 者 を" 

(勝" おい そお、 返^。) 

唯 回 (級^の 手.^ 握ろ) お 師匠 樣。 ぉ氣 をた しかに お 持 

ち 遊 はし ませ。 

親 m うな づく) ぉ燈明 を。 佛壇 にお 澄明 を。 南無 阿彌 

陀佛。 

—— 幕 11 

第三 場 

(Itsr 第 一 揚に 同じ。 夜。 淡.； n い 空に sir 輪- 劃 

してね る 寺の 层极。 その上 方に 虹の やうな 輪.^ 被った 

色な 月が か、 つて. Q ろ。 通用門の 兩 側に は？ W 灯， か 持 


つた^ 二人 立ちね ろ。 舞 一!5t: 月光に て ほ の 暗し。) 

1 あの 輪の か、 つたお 月 驟を御 なされ ませ。 

二 不思讓 な、 色 をして ゐ ますね。 

一 黄色くて、 そして 光芒が 少しもありません ね。 

二 あ. 气 お MiE-il も憨々 御 かくれ 遊ばす のです ね。 聖 

-か. OVI 

人が 亡くなられる 時 に は tK に K 徵が顯 は れる と錄し て あ 

り ます。 

一 昨日 あたり 烏が 本堂の lij 根の 上で 世に も 悲し さうな 

聲 をして 鳴いて ゐ ましたよ。 

一 一 禽献草 木に 到る まで 搜 者の 御 かくれ 遊ばす の を isc 

惜 むので ございま すね。 

一 もう 重なお 弟子 祭 はみ な 御 出 でな され まし たね . 

二 まだお 見えに ならな いのは 二、 三 入 丈で ございます。 

一 fsj なお 弟子 衆 は 皆 璺人 樣の お 枕べ に 集つ て ゐられ ま 

す。 

僧 二 夕方から^ にお 模樣 がお 變り 避ば しました やうで ご 

ざい ます。 御 臨終 も 程近く と 思 はれます …… あ お 輿が 

來 ました。 

(舆  一 丁 登？ JT 急お 、門の 方に 來 る。) 

輿 丁 違 江の 專信房 様ん 御 到 驚で ございます。 

^ 1 皆 li の 御 待 兼ね でノ つ さ い ます。 すぐに 奥院 へ 御 越し 

なされ ませ" 
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(舆、 門に 入り 返 場。) 

勝 信 (不安の 面 持 Li て 急 ざ ょリ 登場) 慈 信 房 はま だ 

御 到着： 返ば しませぬ か。 

僧 一 い まだ 御 見えな さ い ませ ぬ。 御 奥の 御 模樣は ？ 

勝 信 (第一の 門の 方.^ 注意し つ. 0 もう 御 臨終で ござい 

ます。 (空. か 仰ぐ〕 お、、 變な 月の 色。 

僧 二 もう 引き潮 i;^.- になります ：… あ、 輿が 來 ました。 

(舆  一 丁登5_み。急-,々、門の方に來る。勝信注意，^.集める。) 

舆丁 高 田の 顯智 房樣の 御 到着で V /ざいます。 

僧 一 急ぎ 奧院 へ 。 も は や 御 臨終で，. - 」 ざ い ます。 

(輿、 門に 入リ、 00 J 

勝 信 善鸞樣 の 蓮い こと。 (庭ん、 う ス る ) 

僧 1 もはやお 越し 遊ばさなくて は 御 間に合 ひませ ぬが。 

僧 二  (不安な ろ： y^) 灯が。 提燈 でございます …… 與が 

來 ました 一 

(勝 信 注意， C で 緊張す ろ。 舆  一 丁 登 揚。 急ギ門の方にド^- 

ろ。) 

勝」 (輿の 方-」 馳ぜ 寄ろ) 善 覽樣 では 御座いませ ぬか。 

舆丁 はい。 稻 田の 慈 信 房 機で。 

I  (輿 i リ 飛び下りる) 

勝 信 善鸞 操！ 

善覺 お、、 勝 3 殿。 父 は、 父 は？ 


勝 信 も は や 御 臨終で 御座 い ます ぞ。 

善爱 お、。 (よろめく) 

膀信 i 氣は 釋 けました 。あなた をお 待；^ で. - い ます e 

善！！ 父 は 遇って やる と 申しました か。 

勝 信 赦 T と 云って 死にたい とおつ しゃいます。 

S  ( 奧 へ 駅 け まう とすろ) 

勝 信 お待ちな され ませ。 たに 一つ。 あなた は俾！ ^をお 信 

じな されます か 0 

善. 1^ わたし は 何も わかりません，' 

勝 信 お 父上 は大 てれ を氣 にして ゐられ ます。 きっと あ 

なた に それ を K 訊ねな されます。 

善 i? わたしに 何も 信じられな い の です。 

勝 信 信じる といって 下さい。 信じろ と。 お 父上のお 心が 

安 まるため に。 

善 ti でも わたし は …… 

勝 信 此の世 を 去る 人の 心に 平和 を與 へて あげて ドさ い U 

善 (不安 5 うに) え、。 

佾コー (い - てぶ、 門 i リ登 55 善 蠻25 はま だお！ a えな さ い ま 

せぬ か。 

S 只今 到着 il りました。 

三 一 刻 も 早く 奧院 へ 。 皆 お 待 兼ね でノ  J ざ い ます。 も 

はや 御 最期 も 迫りました" 
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(退 Jr) 

(善^、 勝 佶 門 に 馳せ 入る。 舆それ につ > く。  0^ 二人 

も 退 i 勺 舞， M 一  瞬 SI 空虑。 黑告 A^^iri 羽" &の樹 "リ 

飛び出ぐ、 月の 前 ん、 掠め て 怪しげな る ？ t にて 啼告 つ、、 

：：？报の上^^^？！ぶ.^ 舞^ 廻ろ。) 

第 場 

(舞 s®、 第ニ；^,っに同じ。 夜。 佛塽 にわか/、 と燈 叫が 

點っ \> ねろ。 行 燈の灯 に？ 5 子 衆。 婦 依の 武家。 商人 

等つ、 しみ 拉ぴ ぬる。 親 iu 』ぉ 床の 側に ®1t せ 侍して 脈 

とリ ねる 。唯回 は 枕 下に 沂，； く 侍して 看 5i しつ k ほリ。 

不 (女の 豫感  一 gj.:,- 支配して ねる。) 

at,? (眼， っぷリ 、小さき？ t, にて ISi ろ。 四级靜 かなろ ため 

その ij- は 明らか LL Si き 取らる 。首 槳は 時々 夢幻 的と なリ、 

また 11 の 如く  •.；■ なろ) だ から 皆よ くお ぼえ て お 置き、 臨 

終の 美し いとい ふこと も 救 ひの 證し ではない の だよ。 わ 

し の やうに、 かう し て柔 かな 寢 ij^ の 上で 、懇ろた 看護 を受 

け て 、愛する 弟子 建に かこまれて、 安らかに 死ぬ ことが で 

きる の は、 まれて ゐ るの だよ。 わし は 身に あまる、 もつ 

た い ない 氣 がする。 わし は それに 相當し て ゐ ると は 思 は 

れな いの だ" だが^に はさま <\ な 死に 方 をす る 人が あ 

る - J と を 忘れ て はならない よ。 刀 で 斬ら れ て 死ぬ 人 も あ 


る。 火の 難、 水の 難で 死ぬ 入 も ある。 飢 ゑと 凉 えで 路傍に 

ゆき 仆れ になる もの も ある。 また 思 ひも 設けぬ 偶然の 出 

來 事で、 途方もない、 殆ど 信じられぬ やうな 死に 方 をす る 

もの も ある。 やがて 愛らしい 花嫁と なる 處 女が、 祝言の 

前晚に 頓死す る の も ある； - . 母親の 永 い きとなる の も 知 

ら ずに。 麻 it した 心の 錢の ところに、 錢 ひかけ た 晴れ着 

をし つかり 抱き メめ たりして な。 或はつ い 先刻まで 快活 

に 冗 f はな ど 云 ひながら il ら い てゐた 大工が、 踏み はづ し 

て 根から 落ちて 死ぬ の も ある。 その 突然で 偶然な こ と 

は淚を >  J ぼす 暇 さ へ も與 へない やうに 殘 酷な の が ある。 

皮肉な 感じさへ 起させる のが あろ。 *>  'J.1 ： ある 下品 ■ 

往生と いふの は、 手 は 虚まー を fei り、 す. • - . ；:: い 汗が 

流れて 目 も あてられぬ 苦悶の 臨終 ださうな。 恐ろしい こ 

とぢ や。 業に よって は 何人が その やうな 死に 方 をす るか 

も はかられ ぬの ぢゃ。 だが その やうな 淺 ましい はし 

て も， 佛搽を 信じて ゐ るなら ば、 助けていた V く 事 はた 

しかな のぢ や。 救 ひ は 機に か、 はらず 確立して ゐ るの ぢ 

や。 £：5 心に は 一 切の |1 はない のぢ や。 これが わしが 皆に 

する 最後の 説敎ぢ や。 わしが これ を ：ぉ ふ の は 人間の 心 ほ 

ど 成 心 を 去つ て 素直に なり 難い もの はない こと をよ く 知 

つ てゐ るから ぢゃ。 素直な 心に な つ て くれ 。もの ごと を 信 

ずる 明る いこ、 ろに なって くれ。 信じ て 欺 まされる の は 、 
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まことの もの を 疑 ふより ビれ程 優つ てゐる だら う。 何故 

人間 は 疑 ひ _ おいので あらう-" 長い間 互に 欺したり、 欺 さ 

れ たりし 過ぎた からだ。 若し 此の世が E- 土で、 未だ 一 度 

び も 偽 りと いふ ものが 存在した ことが た y/.yil、 誰も 

疑 ふ と い ふ 事 は 無 い であらう。 じて つ；： - r 心 に は 祝福が 

ある。 疑うて ゐる 心に は 呪 が ある。 若し 魂の 影法師が 

映 つ る ものなら ば、 鬼の 姿で も 映 つるの であらう、 信じ 

て くれ、 佛 i_t の 愛 を、 そして の 善の 勝利 を。 (問、 It が 少し 

く 高くなる) わし は 不思議な 地位に 立って ゐる。 わしの 

後ろに は 九十 年の 生涯の 光景が 橫は つ てゐ る。 そし て 前 

に は 彼の-:^ の豫 感が充 ちて ゐる。 わしの たまし ひ は、 ほ 取 

も 高く 擧 げら れ、 そして 驚く ベ き擴が り に 達し てゐ る。 

魂の 壯觀！  的 に なる) 靈は いま 高く く 夭 翔つ 

て、 入 間界の 限り を 越えよう として ゐる。 墓場の 彼方と 

此方との ニクの 世界の 對 立と、 その 必.； kl の 連絡と が、 わ 

しの 心の g に 見えよう として ゐる、 魂 をつな いで ゐた見 

えぬ 鎮が 今斷れ ようとして ゐる。 打ち克ちが たく あきら 

めら れ て ゐた， t 一 上 の 法則が 亡し， て 、 魂 は 今 新しき 天の 

法則の 支配に 入らう として ゐる。 試みられ-:^ めら れ たる 

魂 は 新生の よろこびに 躍つ てゐ る。 今 こそす ベ ての 矛盾 

がー つの い 調和に しょうと する。 そして この 世での 

機々 の 苦しみが 一 つと して 無駄でなかった ことが 解ら う 


として ゐる。 あ、。 それが みな 佛 51^5 の 愛と 義 の 計 |3 であ 

つたこと が 解ら うとして ゐろ。 (しみ/ i\ した！ の 如 

くになる) なにもかも よかった の だな。 わしの つくった 

あやま ももよ か つたの だな。 わしに 加 へ られ た.； もよ か 

つ た の だな。 往き ずり に ふ と挨； お を 交 は し た 旅の 人 も • 

何 心なく 滴み と つ た路の ベ の 草花 もみな わし と はなれな 

ぃ緣 があった の だな。 皆 わしの？ 命. ヶ 成し遂げる ため に 

役立った の だな。 

信 (登場。 弟子 衆に  一？^ - マる) 只今 到着 致しました。 

0 專信殿 • 一刻も早くお^ K?:!^ の 御 側に。 

信 (親 の寢 床の 側に 寄ろ〕 御 肺 ぽ樣、 專 信で ござい 

ます。 

0  (一眼ん 一ら く) 專信 か。 よく 來て くれた。 (吸- HI ら g 

づ 〕 わし はいよ く 召され る の ぢ や。 

0 安ら か に 往生 の 本懐 を 遂げられます やう." 

0 先き に往 つて 待って ゐる。 

信 お 肺 K 樣の御 恩 は いつまでも 忘れ ませぬ。 i の綠 

ほど 深い、 純い もの はありますまい。 

S 彼の； で ふた \ ひ 逢 ひませ う。 もう 二度と 別れる こ 

とのない 處 でな。 

信 わたし も 後から 參 ります。 ぢ きに 參 ります。 (^ぐ 

む) 本 當にぢ きで ございます。 


J.fiV'、 ； と ''.：；!1 
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と 誓 ふ 心 は 惡. M か ら 出る のぢゃ … … 人の 僕に なれ。 人の 

足 を 洗って やれ …：. 履の 紐 をむ すんで やれ。 (間) ほむ 

べき 佛 さま。 (：段々^„;々幻的になろ) わしの した 惡 がみな 

つぐな はれる。 みな 赦 される。 ^^；が美しくなる、 罪で 美 

しくなる。 奋隨！ 七 菩提 分、 八聖道 分、 涼しい 鳥の 啼 

き IT がする …… 園 梂堂閣 のた ^ず まひ …： 綺麗な 浴 1； だ 

な。 金色の 髮を 洗って ゐられ る。 皆 B をぬ がれた。 あの 

素足の 美し いこと。 お 手 を 合された。 皆 歌 はれる の だな。 

佛 さま を ほめる うただな … 

(勝 信、 善 驚 登場。) 

唯 M 善 暨：樣。 早くお 側へ。 もう 淘 臨終で ございます ぞ。 

善爱 „: 我，^ 忘れて i ろめ くやう に 親 ii の 側に 寄ろ〕 父上 

樣。 (？ t 咽喉に つまろ) 

00 皆 跪いて 三寶 を鱧拜 して ゐられ る。 金色の 樹の果 が 

枝 を はなれて 地に 落ちた。 皆 それ を蒐め て 十 方の ^佛 を 

供養な さるの ぢゃ … … あ、 花が ふ る 。 花が ふる … … 

唯圓 (親！ P の 耳に 口ん i めて る〕 善鸞樣 がお 趙 しなされ ま 

した。 

00  (聲. 高く する) 父上 樣 善變 でございます。 わか 

りました か。 わたしで 御座います。 父上 樣。 

覲驚 (吸ん. .li 告善 潔の 額， セ 見ろ) お. -、 善 » か。 (身.^ 起 

さう としてむ なしく 手,.》 動かす) 


0$ 子：. おぐ む。 If 知" 登 揚" 一同 LL 會釋 する。 唯 閥 「す 

くに. 5 の 側へ」 と E  くば t; すろ。) 

M^w  、！^ の 枕元に 寄る〕 顯智 でございます。 お 解りで 

ござ . ま すか。 

m.0  (眼.， ひらく) わかります。 (眼.. J-rav ろ) 何 ごと 

も淨 土で な。 

お はい。 

^ お前の！！ の 御法據 は。 

$： ます/ \- 隆盛で..、 r さ い ます。 

0 薄 {.ij は。 

P 此の 春 奥州へ Er^g 足 致しました。 (1^ ぐむ) 所詮 御 臨 

終の 御 ii に は 合 ひますまい。 

親 P それ は 逢 ふよりも 嬉しく 思 ひます。 (間) みんな 仲 

よく；；^ らして くれ。 わしの 亡くなった 後 は 皆よ く 力 を あ 

は せ て 法の ために ii ら い て くれ。 決し て爭 ふな。 どの や 

うな しい、 不合理な 氣 がする ことがあっても、 佛と入 

とに 呪 ひ をお くるな。 凡そ 祝せ よ。 悲しみ を耐へ 忍べよ。 

忍耐 は 德を已 れの ものと する のぢ や。 隣人 を 愛せよ。 旅 

人 を 懇ろに せよ" 佛の 名に よって 皆. 繁 がり 合って くれ。 

(段々 It が^く、 とざれ 勝ちになる〕 自分ら がして ほしい 

やうに、 人に もして やらぬ の は 間遠 ひぢ や。 (唯圆 、飾ん、 

水に 注け て 唇.^ うる ほす。 ：5$； 十た ちそれ に 俊 ふ) 裁く 心 
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善 親善 親 


て 善 鷺， か 見て なる。) 

00  (唇の 筋が 苦しげ に】 孿 する。 何 か ー：ム ひかけ てた めら 

ふ。 に链 ま： 的に) わたしの 淺ま しさ …… わかりません 

：: きめられません。 (前に 伏す。 勝 信の 1^ ま 白 に なろ) 

M0 ぉ&。 (眼，^ つむる) 

(■ 一  座動搖 マる。) 

侍 磨 どなた 樣も 、 今が 御 臨終で ございます ぞ。 

い、 內面の動搖^^の！|5に達する。されど森として、 

It 立つ る ものな し。 弟： 枕元に 寄ろ。 代 はる/^ 

親！^ の 唇，^ しめす。) 

M0  〔かすか-」 唇.^ 動かす。 苦悶の 表情； SLLis- れろ。 やが 

て、 その 表情 は 次第に. 穩 かに. なリ、 54- に ひとつの 靜 かな 

る、 惠 まれ；： る もの V みの 持つ 平和な ろ 表情に か はる。 

小さ けれどた しかなる 驛 にて) それでよ いの ぢゃ。 みな 

助かって ゐ るの ちゃ …： 善い、 調和した 世界 ぢ や。 (此の 

世なら 2 美し さ 額に 輝， -V  、わ.， ベる) お、 平和！ もっとも 

遠い、 もつ とも 內 の 。 なむ あみだ ぶつ。 ， 

侍 S もはや こと きれ 造ば しまし た 】 

(尊き 感動。 一 座水*^打ちたろ如く靜かになろ。 

合掌す。 南無 彌陀佛 の^ 一し きリ。 やがて 出む。 一瞬 

間 沈 ST 平和な じムリ -ソシ な 昔 樂。 親！^ の 魂の 天 に 

返った ことん-示す ため。)  II 幕 11 


00  (制すろ) おし. つかに。 

善鴛 ^sz^^s 遇 ひに う， 御座いました…. ゆるして 

下さい。 わたくし は  

0 ゆるされて ゐ るの だよ。 だ あれ も 裁く もの はない。 

0 わたくし は 不孝 者です。 

鷲 お前 はふし あはせ だった。 

W. わたし は惡ぃ 人間です。 わたし 故に 他人が ふし あは 

せに なりました。 わたし は 自分の 存在 を 呪 ひ ます。 

親 i? お、 畏 ろしい。 われと わが 身 を 呪 ふと は、 お前 自ら 

を 祝して おくれ。 惡 魔が 惑いの だ。 お前 は 佛樣の 姿に 似 

せて つくられた 怫 の子ぢ や。 

善， もったいない。 わたし は 多くの 罪 を かさねました。 

親 » そ の 罪 は 億 劫の 昔 阿 彌陀樣 が 先き に 償うて 下された 

…… 赦 され てゐ るの ぢ や-鼓され てゐ るの ぢゃ。 (It 細く 

なリ とざれ ろ。 侍暨眉 l^l- める) わし はもう 此の世 を 去 

る ：： (.i けれどし つか リと) お前 は 佛樣を 信じる か。 

M§   

親 鷲 お 慈悲 を 拒んで くれるな。 信じる と 云って くれ …：， 

わしの 魂が 天に 返る 日に 安心 を あた へ て. くれ …… 

善鴛 (魂の 苦悶の ため に 眞靑 になる) 

親鬱 た^ 受 1^ りさ へ すれば よ い の ぢゃ。 

(ー歷 緊張す る _」 ^信 は 顔 1™: ざめ、 限，^ 火の 如く にし 


山人の す 太 施 布 


313 


女廷歸 耶 经 馭 m 市 P り 子 (•>  m 

手  太  あ 

お E 延 利 i5  ^奢お K  i5 供 U 從 波 


杏 f: き 帝 波 群 兵 王 使 乳 夫 
生 


の 


釋 m 


群 竄 天 門 集 士 妃者母 人 


布 ま 太子の 入 山 つ； Is 


此の物？？^川を；^與^：郎兄に捧" 


葉波國 王， 


甲。 乙。 5:。 


太子 

太子 妃 

その 息 

その 女 

甲。 KT 


0 


時 


古 


0 


甲。 乙。 

甲。 乙。 丙。 丁。  £： し 落して 

乞食、 盗賊 等.^ I- とせる もの。 


束 城門 外。 左手 寄り！？ •、 奥に 太. いなろ „f£。  8^.5 し 

く 鎖され ぁリ。 その 側に S: 衞の 屯所。 門の 右手-,, 5 リ 

前面に かけて 城壁。 城壁の 後， に. 殴の ST 天 守閣、 

1, 樹ウ」 一等の 一部 見 ゆ。 右手 遙か に、 堀 か繞ら せる 
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1? 壁の 層 重なりて 見 ゆ。 夏の 黎明。 殘月 ぁリ。 

濕波王 侍 從ん， - しだが へ て 登場。 

潜 波 F: (四 涯.^ 你リ ながら) 人影 は 見えぬ であらうな。 

侍從 幸 ひ 人影 も 見當り ませぬ。 消え 殘 つた 月が ひとり 祸 

しく 穴 ェ にか \ つ てゐ るば かりで ございます。 

Q£ 息 1^ つく〕 余が 微行で 此 處に來 て、 few なが 

ら、 太子 を見经 ると 云 ふこと が 知られたなら、 また 大臣 

たちが 余 を 厳しく 責め る であらう。 

侍從 諸 大臣 は 口 を 摘 へ て 陛下が 太子 殿下 を 牢獄に 幽閉な 

さらな か つたこ と を 非難 致した 位で-、 /さ い ますから。 彼 

等 とても 子 を 持たぬ 人た ちば かりで-、 /さいます ま い に。 

濕波王 彼等に は 太子の 一 身よりも 紫 波 II の瓧稷 が？ af いの 

ぢゃ。 

侍從 大義の ために 親を滅 して、 愛すろ If 兇 を 異域の 潔 3 

に 追放 遊ばされる 陛下の お 心 をお 察し 申し上げ るの も畏 

れ 多う 存じます る。 

濕波； 土  (月，^ 仰； 、ながら〕 月 も 悲しう 見える わい。 あの 

月が 太子の 馬車の 崎 if と して 行く 旅路 を搦り 照らす の か 

と 思へば。 W 特 山へ は 道 も 遠い のぢ や。 

侍從 あの 月が 菩提樹の ffl にか- - つて、 紫 藤に 半ば 隱れた 

太子 殿下の 御 書 の 窓から、 な つかしい * 唔の歸 の 漏れ 

るの を 私 はほんの 此の間まで 床しい 氣 持で 閱ぃ たもので 


ございま すが。 

濕波王 太子 は 小さい 時から fk ぶ m むこと が 好きで あ つ 

た。 ゎしは：©はしぃ政^?|に疲れた時、 太子に 尊い 害 物 を 

讀み 聞かせて 貰 ふの が 何よりの 樂 しみであった。 わし は 

若 い 時 か ら戰陣 の 間に 月 n: を 過して、 書に 親しむ © が 無 

か つ たから。 わしの 太子の 舉 藝に秀 いでて ゐ るの を 誇り 

にして ゐた。 荒い 頭 固な わしの 心が 少しで も 和らぐ こと 

を 15 つ た の は 彼の 感化で あつ た。 彼 は 攻略が 15 制に 過ぎ 

ると 云つ て は 戒め、 ，t なみが m: きに 烦 くと 云つ て は 諫めて 

くれた。 

侍 從 政治 は 自由にな り、 挽. おは 輕く なり、 訴訟 は 正しく 

れる やうに なった と 民 は 皆 陛下 の 御德. をた 」 へて 居 

り ま _ つる。 ^に 太子 殿下が 蠻藏を 開 い て 度 々行 はれた あ 

の 莫大な 布施に は 人民 ども 驚いて ゐ たやう で.. - /さ い ま 

す。 前代 未 問の 御仁 政で あると 百姓 悉く 擊 i8 腹して 居 

ります。 飢ゑ たる もの は 食 を、 凍えた る もの は 衣 を、 病 

める もの は 藥を得 て 淚 を こぼし て 喜 ん で 居り まする。 f 近. 

國 の もの も傳へ 問いて、 仁政 を 慕うて 怅パっ て參 ります の 

で 獎波國 の 人口 は 益々 繁 2 曰 致し まする 。 

濕波王 (苦笑して) いや 人民 は 肥え太る が、 御 WW で 王室 

の 賓康は 空に ならう て。 その 太子の 立て た 布施 行 の 大願 

が 缠て身 を 過り、 iS を危 くし、 父子の 恩愛 を 割く 一?5 とな 
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つ た わ い 。 太子 は 幼い S- から 施す 、 J とが 不 311 と 好きで 

あった。 まだ 元服 もしない 時、 四 人の 乳母に 守られて 遊 

梁の ため に 出城した ことがあった。 馬. ¥ が やつ と 城門の 

外に 出る と 彼 は 道の 邊 りに 跪いて 施 を 乞うて ゐた 盲者 や 

啞者ゃ 暨者ゃ 額 ii やみの 群 を 見 つけて、 顔色 を變 へ 、 車 

を旋 らして S1 つてし まひ、 その ま >部室 に閉ぢ 籠つ て ふ 

さぎ 込んで しまつ て 乳母が 幾ら 慰め ても駄 H であった。 

そして 彼が 再び の學び や、 鞦韆の 遊びに 就く まで わ 

しが .M を §1 い て 七日 の 問 その 乞食の 群に 布施 をし て やら 

ねばならなかった。 

從 殿下の そ の 慈 しみ 深い お 心に 誰か 感 一;^ せ ぬ も の が ノ J 

ざい ませう。 た ざての， 1 慈， gsT が ある ii&I- を 保ち さへ 致し 

ますならば.， I 

(gs はん-吐 さ ャら」 太子の 布施 行に は 限りが な 

い。 彼 は 衣食、 田 宅、 車馬、 什器、 宮殿 內の あへ b- ゆる 財 

喪、 い や 殿 で の もの を も 施して し ま は ね ば 止 * む ま い 。 

此問 も大： g 大ほ が； fe; 息し て わしに 訴 へ た。 「國 庫 はさ-しく 

なり まする。 ゆ； s: のす ベ て の 穀物、 すべ て の 獸 畜は盡 

きました。 此分 では 今に 我々 ほ官の 愛する 妻子が 入 民の 

侯婢 として 施される ことで ございませう」 と。 

侍從 けれど あの i ぬ 大延の みは. I 物 は 散じ盡 される か 

も. S れ ない。 ；1*^ 子 は 僕婢と なら しめられる かも 知れな 


い。 けれど あの 靈 象の みは い か に 太子 毆 下と 雖も 決して 

布施 さる、 こと は あるまい と 確信 し て 居り まし たが 。 

濕.. 汲 王 (靑 ざめ て) わし は 陸軍大臣 がそれ を 知らせに 來 

た 初め は どうし て も 信じ られ なか つ た。 が 大臣 の 沈痛 

な 顔 付で #1 々 本當だ と 知 つ た 時 わし は 不意に 大地が 搖ら 

い だ やうな 氣が して 眼の 前が 暗くな つ た 。 

侍從 陛下が あの 時 昏倒し て 玉座から お落ち 遊ばした の も 

無理で は ございません。 

濕波王 あの 靈象は 葉 波 Ll の 守護神であった。 近 Li が我國 

を懼れ て敢て 近づかな い の も あの 須大延 の あるた めだ つ 

た 。わしの 軍隊が 戰 へ ば 必ず 勝 つ た の も あ の 靈象 の 成 11- 

のた めであった。 

侍從 あの ヒマ ラマ 山に 積る 雪の や 5 に 白い 靈 象が あの 格 

樹の 株よりも 太い 鼻 を 抂げ、 金^^^の 上に嚴めしく軍装せ 

られた 陛下 を 載せて 殿陣 めがけて 突進す る 時には、 まる 

で カン， チ ス 河の ？ki 濫が堤 を 切った やうに 敵 はな だれ を 打 

つて 清 走 致し ましたが。 

濕波王 あの 須大延 は わしが 祭司 百官 を率ゐ て 、 徒歩に て 

蓮華に 詣り、 神聖な 儀式 を 以て 軍神に 獻 げた 祌象 だ。 わ 

し は 右 f 」c.、： お 「f^ ち、 左手に 金 甓を提 けて、 自ら 象の 

足 を？？！ いでお つたんだ。 

侍從 その かけが への 無い 靈象 を國も ありませ うに、 あの 
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祖先 以來 の 宿敵た る 鳩留 11 か ら 遣した 焚士に 施して おし 

. ^^ひ - ) なり ュ X すと よ.〜 

If 波 王 わしが 幾：. HI 度の 戰 勝の 度 毎に、 戰利品 や 珍 賓で肢 

ゆく 飾 つ た 黄金 の 凱旋 車を曳 かせ て 、 わが 都の 街 々 を 練 

り あるかせた ので あつたが。 

传從 (感慨 深さう L:) あ \ あの 神の やうな 白 象が 新月の 

やうな. m し ぃ跟 をし て 宮殿の 柱の やうな 太い 足で し つ か 

り と 大地 を 招んで、 大山の 移る やうに 悠々 と *h く 英姿 を 

最早 永久 に兑る こ と は 出來な いの か！ 

濕波王 (isH:- さ めて) いや。 今に R び 見る かも 知れ な い 

ぞ。 戎 めが 戰 il: の眞 先き にあの 象 を 押し立て \、 攻め 寄 

せ、 味方 を 散々 蹂み 躍る の を。 (默 想に 沈む)。 

S あ V おり；^ しのつ かない 一大事 だ！ 

51 波 王 (決心した やうに) いや。 今 は 徒らに 嘆いて ゐる 

時で はない。 祖 11 を 護り、 侮り を禦ぐ 策 を 立てなくて は 

ならない。 今夕 認大 K 初め 百せ^ を 招集して、 わしの 

面前に て M ち に 前後 の 計 を？ i する ことにし やう。 

a: 從 大 ini 達の 變 まされる の は 尤もで ございます。 さすが 

の 太子 殿下 も 今度ば か， リは後 侮し て ゐられ るで.、 /ざ い ま 

せう。 

^波 王 いや 太子 は 自分の 所 荣を惡 いと は 思って ゐ ない。 

去 つ て 自分が 天の 名に よつ て な し た る 布施の 酬い で 葉 波 


國は 祝福され るで あらう 云って ゐる。 

侍從 (驚いて) 私は_^^波|1が^1びはしなぃかと恐れてほ 

ります のに。 

濕波王 それば かりで はない。 わしゃ？？ ？i 大 が cl^ffi の 刑 IT: 

の 威嚇 を 以て、 また わが @ い 先；！ 代々 の 王 達の 名に よつ 

て 彼が 將來 此の 上 組國の 安危に か 、 る やうな 布施 を 思 ひ 

止まる こと を保設 せしめ やうと した 0. に對 して、 彼 は. U 

分の 立 て た 機 波 羅 密事の 本願が 滿 足す るまで は 決し てお 

施 は 止めない、 自分 は ほ 己の ため、 血族の ため、 萬 人の 

ために この 本願 を 立 てた の だ。 ほ 分 は 何もの を も 所有し 

ない 誓 ひ を 立てた。 自分が 一 物で も 所有して ゐる 問 は 決 

して 乞 ふ ものに 扭 むこと は出來 ない と 答へ た。 そして わ 

しゃ^！^大臣の眼の前で地に跪き、 天を拜 して 彼 はも  一 

その 誓 を 新ら しくした。 

侍從 それで は 諸大； £H が激 Ms し て 嚴罰を 申請され た の は 、 

S れ ながら 止む をお な いこと か と 存じ まする。 

濕波王 わし も 諸 大臣の 申； 11 に對 して 何と 一一 S 紫 を 返す こと 

も出來 なかった。 モレて 默 然として ゐ た^に、 あの 老い 

たる {no 內 大臣が わしの 心 を 察し て 、 太子 を拘 f で つる >  J と 

は穏 でない から、！： 外にお 放す る ことにし やうと いふ 

を 立 て た。 諸 大臣 も琉 石に それに 異議 を 中し 立 て る も の 

はなかった。 わし はせ めて 太子の 生命の 無^で ある こと 
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に 滿 足し て その fril を 翁：？ する より 通が なか つ た。 それ 

に 出家し て 】m 特 山に 行く こと は 太子の 豫 ねてから の 願で 

あつたの で、 彼が 今 曰 ま で 城に 留っ て ゐた の はた ど わし 

と との 悲^ を 慮れて ゐ たために 過ぎな か つたの だ か 

ら 0 

S 最愛の 太子 を、 最 まの g 費と 问 時に お 失 ひ 遊ばさな 

ければ ならない 陛下のお 心 を 思 へ ば 私 は 涙が こぼれます 

る。 

0§ あ、 誰か 來る やう だ。 人：；： にか 'ぬ やうに E}. く 

一力く さ> つ 0 

侍從 あの 門衞の 屯所に。 もう 夜が 明けます る。 太子 殿下 

の 御 の 出城す るの も なくと 思 はれます る。 

( 王 と 退^ U 引告違 ひ に 一 人の K^ils^.^ ま と ひ 、 

7 ば， -V  、叫ぷ 子 ォ 小せ 5^ う て 登！ i す。 ) 

おお あ、。 やっと 來た。 此處が あの 御 慈悲 い 太子 樣の 

ゐら つし やる お： 械 なのか。 もったい な い。 もつ た いない。 

亡くな つ た 夫 は 決し て お 城の 方へ 足 を 向け ては寢 なか つ 

た。 夫に あの やうに おや さしくし て 下さ つ た 太子 fSS だ も 

の、 夫に 先き 立 たれた ふし あはせ なや もめに きつ と 一 感み 

を かけ て 下さる だら う。 どうか 太子 にお E にか つて 

わたし や 夫が どの やうに 太子 の 御 恩 を 一 生 感謝して ゐ 

たかをお 傳へ. S. し 上げたい。 そ し て 慈悲な 稅吏 のた め 


にどん なに 酷い目に遇つ て 死ん たかを 訴 へたい。 (泣き叫 

ぷ 子供，^ すかしながら) 坊や。 お泣きで ない。 坊や。 い 

い 子 だ か ら 。 もう わ た したち は 太子 樣 のお 城の 門の 前 ま 

で來 たの だからね。 もう 跪いて お 願 ひ. S. しさへ すれば い 

いの だからね。 

子供 (泣きながら) ひも じいよ。 ひも じいよ。 

S  (子供 *5 ^下ろし) あ k ひも じいだら うね。 もう 二日 

も 食べない の だからね、 今に 太子 が 食べ る もの を 山 

•M むで 下さる よ。 

子供 一； 地べたに 足ん. - 投げ出して) あ \ 、痛い。 痛い。 

S  (面. < ^しかめて) はだしで、 石ころ 道 をよ つ ぴて歩 

いて 來 たの だもの。 (子供ん抱さ胸1^-ひろげて) さあ 母 

さんのお 乳 を。 

子供 (ち r4 つと しゃぶって 直ぐ 放し、 ほき 出す。) 

乳 も 干 あが つ てし ま つ た。 もつ わたしの 腐 を 傷け て 

血で も 飲ませる より 仕方がない。 (石の 上に 腰 か けて 

泣く。) 

(f-g: 内に て 菰の驛 きこ ゆ。) 

寡婦 (立ち上り、 子供の 手. 5^ 引つ ばって s: の 側-,: 行く) 

もう 朝 だ 」 今 太 一十 樣が 御 出 まし になる と 聞いた の だが。 

(£、 內 fs リ n かる) 

門衞 98 此の 門を衞 るの も 今日 限り だ。 主人 を 失つ 
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た 城の 門 は 今晩から 永く/ \ 陰氣 くさく 鎖. さ れ る だ ら 

う。 今 曰まで 貧乏 饿鬼 どもが 極樂の 門で も ある やうに、 

あり がた がつ て 居た の だが。 

§^  (g: 齒の 側に 行く〕 お 役人 樣。 お 願 ひ 申します。 

ぉ惠み を. お かけ 下さい まし。 貧し い やもめ で ノ 』 ざ い ます。 

S  (泣告 叫ぷ 子ん 見て 眉， やひ そめながら) 門前で そん 

なに 八ケ 間し く 泣き 立 て は W る。 今朝 は ことに 靜 かに 

しなくて は. ならない の だ。 

寡敲 父の ない 不仕合 はせ な 子で ございます。 (子供に) 

これ、 泣かない でお 役人 樣 へ ぉ惠み をお 願 ひ 申さない か 

子供 (泣きながら 、て 器械 的に〕 ぉ惠み を。 父の ない 

子で ございます C 

S おや、 この 千 は 物.： 乙 ひする こと を敎 へられて ゐ ると 

見える。 

富婦 (節の ついむ 白-して」 ふし あはせ な 母子で ございま 

す。 何にも 食べて ゐ ません ので、 夜通し 步 いて 參り まし 

たので。 

衞 惠 みなら 太子 樣に乞 ふが い、。 

寡婦 その 太子 樣 にお 目に か、 りたい ので ございます。 今 

朝お！： 山 ましになる とき、 ましたので。 

S うむ、 今にお 出 まし 遊ばされる。 お前た ちは片 な 


處に來 合 はせ たもの だ。 

家 M. 问ん でノ  J ざ い ます つ て ？ 

S: 衞 (考 へつ 、もちこ r, 歩みながら) もう 半 maj かった 

らもう 太子 樣は 此の 國を去 つてい らっしゃつ た で あ ら 

う。  二 

寡婦 え、 太子 樣が 此の 國を お去り 遊ばす の でノ  J ざいます 

つて？ 

s: 衞 (己れ に 物 云 ふ 如く 感動， か 以て) 今朝 出城 返ば した 

ら、 もはや 永久にみ 車 をお 迎 へ .S. す こと はない かも. g れ 

ない。 

寡： W  (子供ん <^ふ 、放ち、 颜 倒して) あの 太子 機が で ござ 

います か。 あの 國 中の ものが 讚め た、 へて ゐる 太子 樣 

が ！ それ は本當 で ノ  J ざ います か。 

S  (跌 つて もちこち 歩む。) 

霧 婦 (すリ 寄って) もう 二度と ぉ歸り 遊ばさな いので ご 

ざ い ます つ て 。 あ & どうしたら い \ だら う。 どうぞお つ 

しゃつ て 下さい まし。 何處 にお 出で 遊ばす ので ござり ま 

i 力 

g: 衞 お前た ちに 云 ふやうな ことで はない。 

寡婦 (泣告 出し さう になって y ナ.^ 校リ ながら) どうぞ 

かせて 下さい まし。 お 慈悲で ございます。 おっしゃつ 
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S  53特 山に いらっしゃ るの だ。 

^«  m 特山？ あの 遠い く 荒れた 山へ！ 恐ろしい 獸 

の をる とい ふ 深山へ！ どうい ぶわけで？ 

門衞 それ はお 前た ちに 云 はれない。 だが あまり 施しが 過 

ぎた からだと いふ こと だ。 (悲 W すろ やうに) あまり 人 

ST が (A 愁す ぎた。 太子 様の お 慈悲 深 か いのに つ け あが つ 

一 J  、 飽く  - ,_ と を. g ら ずに. L 乙 ひ むさぼ つ たから だ 。 

お： W  (地に 倒れて) ではお 布施の ために 王樣 のお 氣にふ 

れてリ 

raiM さう だ。 云 はに お前た ちの！ Bi におな りな さった の 

だ。 

(取り a しズ) あ、、 どうした らい >1 だら う。 私た 

ちの ために あの 太子 様が 國 をお 追 はれ 遊ばす のか。 赦し 

て 下さ いまし 。- 赦 して 下さい まし。 皆が あまり 愁深 いも 

の でございますから。 餘り？ M みがない もの でございます 

から。 けれど たちだけ は 本 當に贫 しかった の で ござい 

ます。 本 常に 闲 つて ゐ たもので ございます。 こんな こと 

に なる の だ つ たら 。 私たち は飢ゑ て 死 んで しまって 

もお 施し をお 願 ひ 中す の ではな か つたのに！  しお 役 

入、^^ 私たち はもう 施し を 乞 ひ はいたし ません。 人民 は 

，とうな つ て もよ ろしう 御座 い ます。 どうぞ 太子樣 が い つ 

ま でも/ \>此 の 國にゐ て 下さる やうに して 戴きた う.、 J ざ 


います。 お 願 ひで.. こざいます。 

S そんな 霜 大な 事件が 俺ら の 手に 合 ふ もの か。 それが 

出来る 程なら 俺ら もこん なに 愁賓す るに は 及ばな い の 

だ。 G 十 供の 泣き て る の ん 見 て .^^面 ， ^つくりながら .； 

あ、。 退け。 返け。 こんなに 門前 を If がすの は 畏 れ 多い。 

.今 朝の 皆樣の 永 いお 別れに ふ さは しい やうに SS かに、 嚴 

かにして ゐ なくて はならない の だ。 ひ KJr 子供ん， - つれ < 

前ん、 になる) もう 御 卓の 出る の もす ぐ だ。 

(門內 LIS 揚。) 

S  (子」 化.： ん 、ゆすぶりながら) お泣きで ない。 お泣きで 

ない。 あ、、 どうした らい \ だ らう。 あの 太子 樣に 行か 

れて しまつ て は 世 は ©1? になる やうな 氣 がする。 私たち 

の 望みの 綱 は 切れて しま ふ。 私たち は 今よりも つと/ \ 

酷い 限に 遇はなくて はなら なくなる だら う。 本 當に獎 一 

杯だっ て15^かなくても此のぉぉに太子5^がじっ と；！^！んで 

ゐ て 下 さり さ へ すれば 私た ち に は ど んな に か 慰め に な る 

ん だが。 (間) あ、 試って 見やう。 跪いて お 願 ひして 見や 

う。 太子 機の 御寧 にしが み 着いても お止まり 下さる やう 

にお 願 ひしなくて は！ (子供 1 か赚 しながら) もう 泣か 

ないで。 (抱いて あちこち 歩く。 子供 泣きつ i' ける。 自暴 

に搖 ぶりながら) 靜 かにお しつてば！ (子.： W 火の つく や 

う に^く e 子供， 地に 下し 告！^ になって) 後生 だから 
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もう 泣 い て お くれ でな い 。 母さん は 氣が氣 で はない の だ 

から。 (石の 上に うつ 伏し 己れ も 泣く。) 

(市民 甲、 乙、 丙し や ベリながら 登^。) 

市民 甲 大言を 吐くな あもうい. - 加減に する がい、 や。 少 

し 廻りが よくなる とすぐ これ だ。 

市民 乙 (r* ろめ きながら) 俺 はお 前の やうに 吝嗇で はな 

いの だ。 

市お s- ふむ。 ひどく！； 京氣 がよ さきつ だが、 お前さん は 半 

月ば かり- M あんなに しょげ 込んで わしに 無心 に來 たこと 

を 忘れ やしまい ね。 (傍白) 臭え 呼吸 だ。 

市民 乙 (n 一. ^吐く。) 大きな お：^ 話 だ。 お前 そんな-」 と を 

云って- , ！れ つ ばか し でも 貸し て くれた のかい。 

市民 E- それ あお 肪 さんが 碌な 質草 も 持 つ て來 なか つ たか 

らさ。 と ころで お前さんが そんな 大きな 口が 利け るの も 

此の 前の 大 布施の S- にせし め た HI? をう つ た 金 を もとで 

に、 やった 危ぶない 勝. 負が、 たま/ \i つまく 當 つたから 

だせ。 

市民 乙 、「む。 俺 あ 賭け事に かけち や ぁ膽が 太いから ね。 

だが お前 だ つ て あまり 大きな 顏は 出来まい ぜ。 あの 大布 

施 0 のお 前の やり 口に や 驚かされ たよ。 お前 はめ そめ 

そ 泣き K を 出して やって ゐたぢ やな い か。 「私 は贫乏 で 

す。 私 は 馬に やる 切 藁 を 喰って ゐ ます。 子供 はみ な， 白痴 


で 、みな 片端で」 なんか しゃべり 立て & ゐたぢ やない か。 

お前の 庫に は 米 を M ろ 程 貯め 込んで ゐゃ がるく せに。 

市民 甲 それが^：！^しぃと云ふのかぃ。 それ は 私が 正 f はに 嫁 

い で少 しづ & 儲けた 金 をお 前さん の やうに 飮ん でし ま は 

な い で 貧乏な もの に 廻し て やる からさ。 

市民 乙 ふむ。 眼 玉の 飛 ひ 出る ほど 高い 利.；：^ を とりや あが 

つて。 

市民-内 お い， くお 前さん たち そんなに がみ/ \- 云 はない 

で、 少し 靜 かにしたら どう だ。 此處は 太子 殿下のお 城の 

市民 甲 本當 にさう だ" 此.^^がぁまり利ぃた風の ことを；；ム 

やが る もの だから。 

市民 乙 なんの。 わし は 地 退に 貯める こと は 好きだが、 iaM 

一 ；ーほ を 吐 くこと は あまり 好まぬ 方 だ 。 

市民 甲 太子 殿下に 敬意 を^し やう。 

市民 乙 さう だ。 福の； 1； は 大事に しなくて はならない。 

市民 丙 (頭巾.^ 脫 いてお 辭 ん しながら) やれく、 あ 

りが たいこと だ" 太子 iii^ が この 城に 住んで ゐて 下さり さ 

へす り やわ しらは 安心 だ。 わしら は 丹精に 百姓 をす るが 

幾ら はたら い て も 食 へ な い &スが ある。 何しろ 幾ら 凶年で 

も 稅吏は 年貢 を 高く し て 懐 を 肥やす こと を 止め はしない 

から。 そんな 時には 太子 機に お 願 ひすれば 飢ゑ 死にす る 
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こと はない。 わし は 此の 前のお 布施の. e- に 牛 をいた にい 

たが、 お 影で それから W を W すの が どれほど 樂 にな つ た 

か 知れない。 

市 尺 乙 太子 樣は 私たちに とって は 何よりも 大 W な责槌 

だ。 いざと な つ たら それ を 振り さ へ すれば W 地で も 車で 

も 衣 物 でも： TV- も 出 て 來る。 

^Km, 何處 まで も 勘定.； ：2 いこと をい ふね。 俺な ど は W つ 

た^に はお ひに 行き はする が、 御 恩 は いつも 忘れた こと 

はない。 おや あれ は 何 だ。 

市- 4 乙 女と 子供 だ。 

かはい さう に 子供が ひどく 泣いて ゐる。 

ホ K  E- あのお 袋 は 子供の 泣く の も ほったらか しにして 何 

か りで ぶ つ /\> 云 つ てら あ。 

市 尺-£ お祈り をして ゐ るの だ. - 

市 KE- 施物ブくぉひに來た乞<^,たらぅ. 

市^^乙 Ms, い、 女 だぜ。 

市 Ks- 此奴 は 女を兑 ると すぐ これ だ。 

市； 乙 惜しい ことに 氣が れてゐ る やう だ。 

市 内 いや、 さ、 つで もない らしい。 

(市 KW ；、 女の 側に：. かんとす。 その 瞬間に 女 市民 

等. ^ 認めて 飛ん て來 ろ。 し 

s«  (i^ ふやう に) 1^11 さん。 大 11 です。 どうかして 下さ 


いまし。 行って おしま ひなさい ます。 

市民 甲 何 だ。 

市民 乙 どうしたと； -ム ふの だ。 

行って おしま ひなさい ます。 太子 機が 11 

市民お 太子 樣が どうな さるって？ 

寡 E 特 山に 行 つてお しま ひな さ い ます 。 今す ぐに。 今 

朝のう ちに。 

市民 S 檳特 山へ？ これ。 お前さん。 もっと を^ち つ 

けて 話して 御 isT それ は本當 かい。 どうして 知った の だ。 

寡婦 門衞 から， VI ました。 本當 です。 だから 平く して ド 

さい。 E 丁く 太子 樣が お 止 り 遊ばす やうに お 願 ひ し て 下さ 

市民 ー內 もっとく はしく —— 靜 かにして 1 - 太子 樣が ど； r- 

いふ わけで 11 

寡 «  (少し^ ち つい.，、) 王様のお 氣に ふれた のです 。太 

子樣が あまりお 布施 をな さ つたの が いけな か つ たのです 

つて。 

市民 s- そいつ は大變 だ" 

市 K 乙 それ は い け な い 。 嘘ぢゃ あな いか 知ら。 門衞 奴が 

嚇 かした のぢ やない か 知、 り 。 

市民 丙 (考 へて〕 いや。 本當 だら う。 ありさうな こと だ" 

寡 n ナ くして. 卜さい。 早く。 もう 太子 樣の御 車が 1^ ぐに 
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出ろ のです から。 

市民 甲 是非 止まって もら はなく ちゃ あ。 どうした らい > - 

だら う。 

市民 乙 役人に g 賂を 使つ て どうにかなら ないか 知ら。 

市民 丙 お 願 ひする より 外 はない。 皆で 車の 前に 跪いて 一 

^懸命お 願 ひして 見る の だ。 

市民 甲 さう だ。 こんな 時に ぁ拜み 倒す のが 一等 だ。 

(雜の l^t 城內 i リ きこ ゆ。) 

寡婦 あ \ もうお 出 ましになる。 

騎馬 兵 -ra.^M^^-^^w 退れ。 退れ。 

(巿 民 等 道.^ 開く。 騎馬 兵 返 揚。) 

市民 甲 行つ て 皆に 知らせ て やらな くち や。 

市民 丙 さう だ。 皆 呼んで 來 てお 願 ひしゃう。 わしら だけ 

では 駄目 だ。 

市民 甲 皆び つ くりす る だら う。 太子 様 を 慕 つ て ゐな いも 

の は 無い から。 

市民 丙 太子 樣に 行かれて は 葉 波 國は晴 闇 だ。 

(市民 甲と 市民 丙 退 ir) 

市 K 乙 (退 51^ しながら〕 福の 祌を遁 しちや ならない ぞ。 

わしの 金 函が乾 上る から。 

寡婦 あ \ どうした らい、 だら う。 どうして お止め 申した 

ら い \ だら う。 太子 樣を失 つ たら 國 中の 1^ 乏人は どうな 


るの だら う。 ！ 1 中の 甚婦 は、 孤 は どうして 牛： きて 行く の 

だら う。 行って 女た ち を 呼んで 來 やう。 孤 を みんな 連れ 

て來 やう。 皆で 私達の 厨が どんなに 乏しい か訴 へたら、 

ふし あはせ な 孤が みんな ひも じいお 腹 を 絞つ て 泣き 立て 

たら 太子- 樣も 役人た ち も 心 を 動か し て 思 ひ 止つ て 下さる 

かも 知れない。 さあ。 今のう ちに。 大急ぎで。 (せ. き 立 

てろ 子供の 手ん 央 いて 返 i あ。) 

(翁の ？ t き こ ゆ。 やが ヾ先驅 の^ 馬 兵数 名 ^^ぇ殘リ れ 

る 松明ん-持ちて 登場。 太子、 太子^、 及^ 二人の 王孫 

ん乘ゼ たろ 馬.； 5f 次いて 登場。 その後 .-4 リ 多数の 廷！ d 、 

女官 及び 八 人の 夫人。 四人の乳^^馬取に從って登^。) 

太子 (駄^;?11眼くばぜして馬車ん、止め し め、 一同.^^ み 

て) 見经 りに 此の g: 限りで 辭退 します ぞ。 

廷ぉ甲 我々 は 是非 國 境まで 殿下 をお 見经 り. m. 上げた ぅ存 

じます。 

廷 E 乙 若し. 殿下の お許しが 御座 い ますなら ば檳特 山まで 

もお 伴 申した い の で-、 J ざ い ます。 

女せ の 一 一 度 御 車 をお 達り 申し上げたなら また、 いつの 

B にお 迎へ 申し上げる のか わからな いので ございま すか 

ら。 

太子 一 同の 厚い 志 は うれしく 思 ひます。 わし もお 殘り惜 

しくお も ひます。 だが もはや Rsy りは辭 します ぞ。 わ 
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し は 父； 土 陛下 の 御 勘氣を 受け て n を 立ち！^  く の だか ら。 

それ にいつ ま で 经られ て も 限りが 無 いの だから。 

夫人の 1 では ございませ うが、 も 少し 名 殘を惜 ませて 下 

さい ませ。 私たち は い ぶせ き 深山の 奥まで もお 隨ひ 申し 

て、 朝夕お かし づき 申し上げたい 切なね が ひ を も、 お 言 

雜のゅ ゑ にあき ら め た ので ござい ます も の、 このま、 お 

別れ 屮し 上げる の まあ まり に祸 しう /さ い ます。 

^^の  一 (p^ ぐみ) せめて この 城が 見えなくなる ところ 

までお： り をお 許し 下さ い まし。 今日 の 行啓の 後 私 ど 

もが 一 一度と 殿下に お まみえ 申す こと は 御座いますまい。 

私 ども はもう あまりに 年が 窃 りました から。 

太子 いや。 いつまで ^一っても 悲しみ は盡 きまい ぞ。 (肅 

然として) 別れに臨んで 皆に 一 度 だけ 云つ て 置く ぞ。 わ 

しが 今 n 此の 住み 馴れた 城 を 去 つ て 山に 行く の はお 前た 

ちす ベ ての 悲しみ を 负 ふから だ。 お前た ちと 永久に 別れ 

たくない からだ。 わしが 今 此の 城に 留 つたなら 私たち は 

いつまでも 別れないです むので あらう か。 いや/ \.ぢ き 

苦 い 別離が 來 るの だ。 時が 刻々 に 冷めたい 死の 稱を 築い 

て； 應 なしに わしら の 間 を 割いて しま ふの だ。 その 時に 

なって お前た ち は 今の 悲しみが 手^ ひに 過ぎな か つ たと 

S ふ 程 き 悲しむ であらう。 が、 雜波函 の 全 國 民が を K 

りに 泣き叫んだら、 此の 城の 門 は 崩れる かも 知らぬ が 死 


の 鐵門は 金輪際 搖らぐ こと はない。 そして その後 はどう 

なる の だ。 お 前た ち は 今日まで 心 をつ くして わしに 事へ 

て くれた。 その 君臣の 深 かい 契り はどうな るの だ。 夫人 

たちが いく たび かそ の 淸 い 珠 飾り にかけ て 示して くれた 

誠の 誓 はどうな るの だ。 乳母た ちが 私 を 抱いて、 襁 機の 

間 か ら幾 百度と なく 立て た 愛 の Is は ？ わし は それ を 思 

ふと 此の 城 も 一!- の やうに 見える の だ。 わしの |£l 歲 を 唱 へ 

て くれる f§ も 挽歌の やうに 聞え る の だ。 (夫人^^ちの間 

からす、 リ^き の It が 起る) わし は 愛する 者 と 永久 に 別 

れな い です む！！ を 求める。 その 國の民 となる ことが 許さ 

れ るなら ば、 たと ひ M も 卑しい 僕で あっても、 今の 太子 

の 位 を 喜んで 捨てたい と 思 ふの だ。 あの 積特 山に 阿周陀 

とい ふ 聖人が 痤 まれ、 常にSK瑰を，a^ひ水-g^^、を飲んで道を 

修め、 無上の 知 謹と 絕 妙の 德を備 へて 拔獸ゃ 蛇まで 喜 

び從ぅ てゐ ると 聞いて ゐる。 わし は 行って 敎へ を. I 乙 ひた 

い。 道 を 求めたい。 死に 打ち勝つ 知慧を 得たい。 わしが 

山に 行つ て 無上の 悟り を 成したならば、 その 時 わし は 再 

び 喜んでお 前 達の 處に歸 つ て來 やう、 その 時 は 紫 波國の 

太子と してや はなく、 精神の 國の 王と してお 前 達に 迎へ 

て 貰 ひたい。 その 時 こそ わし はお 前た ち を 不滅に する 本 

當の 賓を與 へる こと 出來る だら う。 わし は 今 曰まで 持つ 

てゐ るすべ てのもの を惜 まずに 布施して 來た。 だが わし 
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の 布施した 物に は 一 つと して 不滅な もの はない。 わし は 

貧しい 人々 がわし の 布施し た財賓 をお て 喜んで 歸 るの を 

見る 時に 彼が 當 座の W 窮 から 免れる の を离び はした が 心 

の 底に はいつ もく  ぃ祸 しさが あ つた。 わし は 知つ 

た。 わし は 貧乏人 だ。 彼等に 與 へろ 本 當の資 を 一 つも 持 

ち 合 はせ てゐ ない ©乏 人た。 わしの S 责で、 わしの 城 や 

冠で 彼等 を 救 は， つと 思 つたの は かなく こ とだ つ た。 . 

わし は 行かう。 行って不减の喪をー？^；掘しゃぅ。 お前た ち 

はわし が 無上 微妙の 知慧 で莊嚴 せられて 歸 るの を 待って 

ゐて くれ。 きら び やかな； 仃列は 今 R の 旅に はふ さはし く 

ない。 わし は 太子と して e はなく 本 當に贫 し い 求 適者と 

して 行く の だから。 

( 一 ！ il しばらく 肅 然として ねろ。) 

廷 KB- 殿下の ^にもまい おこ、 ろ を 求 はりまして、 何と 

中 上げて よろしい か 私共 は た ビ 頭が 下がる ばかりで /さ 

います。 

廷 W 乙 此の上 は 心 を こめて 殿ドの 御念 願の 一日 も 早く 滿 

足す る やうお 祈りし ていさぎ よくお 接り 中 上. ける ほか は 

ございません。  . 

女官の 一 私 ども も 心 を 奮 ひ 起して 殿下の 御 決心に 副 ひた 

て ま つ らね ばなら ぬ と 存じ ます。 

廷； 甲 (嘆息して) 此の 期に 及んでも はや 殿下 をお 止め 


申さう と は 存じ ませぬ。 た 心に か 、るの は 殿. トを 失つ 

た 後 の 葉 波 11 の？^ 命で J ざ います。 慈父 の 如くに 慕う て 

ゐた 殿ドが n を 去られた と 知れ： 微 つたら 人 K がきつ と騷 

ぎ 出す に 相違，， - いません。 それ に^じ て 敵國が 攻め .3^ 

せたら —— 

太子 國は 滅び、 11 は 起- J る —— さなが， り ベ ン ガルの 濱. 遭 

に 起伏す る 砂 vH の やう だ。 (K 然として) よくお き、 そ 

し て 忘れずに 覺 えてお 置き。 わし は 永久に 滅びる ことの 

な い を 求めに 行く の だ 。 わしが ふた k ぴ 歸 る ときに は 

お 前 達 を 不滅 の 國 の 民 と し て 永^< に ；^る こ と の な い 福# 

にあ づ からせる ぞ。 (駄 *LLn く. はぜして) では 左 な 

ら。 愛する 人々 よ。 これでお 別れ 致します ぞ。 

夫人の 一人 あ、、 では どうしてももう お別れ 屮 さねば た 

ら ぬので ございま すか。 わが 主、 わが 肺と してお 仕へ. E- 

し 上げる の は 今が n お 後と なった ので ご ざ います か。 ぉ惠 

み を 受けた 此の 幾年の 間の 樣 々 な 思 ひ 出が 今夜 か ら 私た 

ち を 眠ら せぬ ことで..、 /さ いませう。 露よ り もしげ くお か 

け 下さ つ た 愛のお 言葉が 永く く 私たち を 泣か せ る こと 

で •> /ざ いませう。 もう 夜 衣に 残った 移りへ 逸の 外に は K ド 

をお ひ 中 上げ るよ すが はない ので ござい ます か 。 せ め 

ては涕 となつ て祸 しい 阔の戶 に 立つ て. ト さい まし。 (類 

飾りから a; 珠 1^- とって i ^けながら) 此の 眞珠を わたした 
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ちの か はらぬ 愛の しるしに お 身に おつけ ドさ いまし。 

(他の 夫人 も 各々 一個の a 珠ん <太 子に 捧げろ。) 

太子 R^$^^^<^ わし は fiS  く 別れても お前 達の 

一 J と を 決し て 忘れ は しない。 いつ もお 前た ち の ため に 祈 

ります。 お前 達 はつ 、しみ！^ く！ 53^1 らして、 わしが 望み を 

達し て歸 るの を 待って ゐて くれ。 お前 達が 心 を こめて 餞 

にして くれた 此の 辑珠の 報いに わしが 山から かへ る 時に 

は 七 ©ep い 不滅 の 法珠 で お 前 達 を 飾 つ て あげ ます ぞ。 

乳 5- の 一人 (汲ぐ みながら) では その 時には 私達に は 香 

華 をお 手 向け 下さい まし。 私たち は 冷めたい 墓に なって 

ゐ ませう から。 (馬： * 侧！， L 走せ 寄って) あ これが 一 生 

のお 別れで ございます。 も ： 度： 十： 體 に觸ら せて 下さい ま 

し。 (太子の *i し 延べた ろ 腕. ^さすりながら) あなた 樣 

にお^ ませ. S. 上げた 乳 EW はもう 1^ み 果て、 しま ひました 

が、 私の 心 は あの あなた さま を に 載せて ぉ搖 ぶり 申 上 

げた頃と少しも！^^っ て SS り ませぬ。 どうぞ どうぞお 堕 を 

大切に 遊ばして 下さい まし。 山に お入り 遊ばしたら 恐ろ 

しぃ虎ゃ？^2のぁる蛇がぉ膛を傷けはしまぃかと私は心^ 

でな り ませ ぬ。 あなた 樣の 王 の やうな 膚を い ばらが 破ら 

ぬ やうに 1讽 を つけて 下さい まし。 木當 にあな たのお 肌の 

どの 隅に あろ 小さな 黑 4- にも、 私の1^の^^の っかぬのは 

ない でございますのに。 山に お入り 遊ばしても、 わたし 


たちの こと も 時々 は 思 ひ 出して 下さい まし。 わたしたち 

は あなた 樣の ぉ體の つ、 がない こ と 、御念 願の げられ 

る 日の  一 rn も 早く 來る やうに とお 祈りす る こと を、 たに 

それだけ を 死ぬ る 日までの 仕事に する で ございませう。 

その 3 はもう 問 もな く來 るので ございま すか ら。 (小さ 

な 錦撊の 褒，^ 捧げながら) これ は あなた さまの 守護神の 

帝 釋大樣 の お守り でノ  J ざ い ます。 い つ も 肌. せ につけて ゐ 

て 下さい まし。 あなた 樣は帝 釋大樣 の 御 申 兒で御 幼少の 

時 か ら 御病氣 の 折に はいつ.，、 帝釋犬 樣に お 祈り し て 不思 

議に御 本 (aj 遊ば したの で -- /ざ い ます か ら。 

太 子 (浪 ぐみながら) 乳母よ、 お前た ちの 悲しみ はわし 

の 胸 を 千切る やう だ。 だが わし は 行かねば たらない。 今 

わしの 行く の はお 前た ちと 永久 に 別れたくない. ためだ。 

お前た ち は 老いた。 お前の 云 ふ 通り に お前た ち は なく 

此の世 を 去る だら う。 わしが 今 千年の 齡を お前に 約束し 

て やった とて、 それが 何の 慰めに ならう。 わしが 今た と 

ひ 此の 城に つても 私たち はも うぢき に 別れねば ならな 

いの だ。 今 別れたら わたしたち はもう 此の世で は 二度と 

逢へ ない か も 知れな いが、 もはや 二度と 別れなくて もい 

ぃ國で また 逢 は う。 わ し はさう い ふ國 を，； 水め に 行 く の 

だ。 さう いふ 國は 屹度 無くて はならない の だから。 其の 

國で いつまでもく わし を 愛して くれ。 小さい 時から お 
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太 使 
子 す 者 


太 乳廷 

眼 子す 臣 


(H.: &の 馬.： a- 登場。 供奉の 列な く ロハ 一 人の 女せ ti£ 乘^ 

ろの み。 馬車. ii る。 ；十：fc馬ポrsり下リヾ太^f の爲ポ！，！ 

.Iji- ぜ 寄ろ。 太子急^«1.?^^.,4リ下リろ。) 

ド： お 、。 i5 太孥 や。 (太： 十，^ 抱いて) わ た しの？ 力、 ul 几、 

わたしの S!  (^1; のために？ it がつ まろ。 間。) お前 は 

行って はならない。 行って はならない。 

太子 (やさしく .r^-fe,^? 抱いて) 母上よ。 お 心 をお 靜 かに。 

王 姐 そな た に 行かれて わたし は 何う し て iH き て 行かう リ 

わたしの みはなくな つてし まふ。 わたしの いのち は滅 

びて しま ふ。 わたし は 11 

太子 (し. つかに) 昨夜く れん \ も 山-し 上げて お 乙 ひ 致 

しました 如く. — 

王 蛇 ぁ乂。 昨夜、 夜 ど ほ し わ た しは考 へ あかした の だ よ ゾ 

そなた を 離れて これから 生きて 行かれる か どうか 試め 

して 見 た の だよ。 わたし はお 前 はもう 私から 去った もの 

と 思 ひ 定め、 神々 にわたしの 心 を 支へ て 下さる やうに お 

祈りして、 できるだけ 船へ やうと 努めてみ たの だよ。 け 

れどゎ たし は 昨夜 そなた のない 私の 生活が どんな も の で 

あるかと いふ こ と を 知 つた。 とても 私に は耐へ られる と 

は 思へ ない。 お前 はどう あつ て も 去つ て くれて はなら な 

、 0 

太子 (肅 然とし マ) 母上よ。 私 は 行かねば なり ませぬ" 


前た ちが どんなに わし を 愛して くれた か、 それ を 思 へ ば 

わし は 涙ぐむ。 此の 城の 廻り は どの &も、 どの 樹影 も、 

ち  くま  S 

あらゆる 徑ぁら ゆる 隈 がみな 一 つと してお 前た ちに 守ら 

れて 一 緒に した 幼ない 遊戯の 思 ひ 出の 殘 つて ゐな いのは 

ない 位 だ。 そのな つかしい 城を棄 てるの はわし の 深い、 

深い 決心から だ。 わしの 氣持は 解って くれる と 思 ふ。 ど 

ぅぞ 達者で 暮らして くれ。 わし は 山に 入っても お前た ち 

のこと は 一生 忘れる こと はない。 平和な 晚 年と 靜 かな 眠 

りと を 祈って ゐ るぞ。 (廷 K の 一 人に) 此の 老婆た ちが 

一 生 不自由 をし ないやう に 厚く 扶養して やってくれ。 

畏 りまして ございます。 

(泣きながら〕 あ \、 もったいない ことで 御 liJ いま 

(一同に 會, して) ではお 別れし ます ぞ、 (馭 教に 

、• はぜして) 行け。 

(使者 急 ざ 登場。) 

(恭しく〕 只今 王妃 陛下が これへ お成りで，、 /さ い ま 

母上が！ 

(蹄の 昔、 轍の 響が 聞え ろ。) 

王妃 陛下の 御 車 だ。 

(間) 
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H.- 妃 い k え。 そなた は 行って はなり ませぬ。 わたしが-: 朋 

れて 死んで しま ふこと を そなたが 望む で くれる のでな か 

つたなら。 須太孥 や。 どうか 思 ひ 出して おくれ。 わたし 

が どんなにして そなた を 育て k 來 たかを。 そなたが 小さ 

い^ 私に そなた を 私の 瓔路 を 飾 つて ある どの 珠 よりも 美 

しい、 どの 珠 より も 稀な 珠の やうに 愛 で ました ui 貫 際に そ 

なた に それだけ の 價が あつ たの だ。 そし て そなたが 長 じ 

てから は そなた は 私の 誇りであった。 私の 肺であった。 私 

は の 全 領土よりも そなた を @ んでゐ る。 そなたの 

やうな 氣 高い 人の 母で ある ことの sti を 王妃の 位よりも 

截ん じて ゐる。 思へば そなた は 私の 胎に 宿る に は あまり 

に 尊 か つたの だ" 抑 も 私 は ど の やうに し て そなた を 私の 

もの とする ことができ たの だとお も ふ？ そなたの 場合 

では 私 は 特別に 私の ものと いふ 感じ を 私が 持って ゐるこ 

とが 許されねば ならない と 思 ふ。 何故と 云つ て a は そな 

た を 神に 祈り 求め て 授けられた の だから。 王 と 私と は 

W 嗣の ない の を き 悲し んだ。 その他の すべ て の 充ち足 

. つ た 幸福 も その 嘆きの 前に M きを 失 ふかと 思 はれる 程 だ 

つ た。 王 ほ は！！^ 敬すべき 祖先から 傳 へ られ 、多くの， 記念す 

べ.*,.8 ぁる戰_5^にょ つ て 外敵から 完全に 護ら れた 此の 

类 しい i^sE な II を嗣ぐ もの 、ない こと を 嘆息 遊ばした。 

そし て 遂に 王：.. iS と 私と は. お f- 語りに 相談し て 帝鐸. 大様に 


子種 をお 授け 下さ る やうに 祈願 を 立 てること にした の だ 

よ。 私たち は どんなに 嚴 かな 俊 式と、 い 齋戒と 永い 斷 

食と を以 つ て 熱心に 祈つ た - J とたら う。 そし て 終に 私達 

の 切なる 祈りが 聽 かれて、 私 は 身重に なり、 て そなた 

が 生れた 時に 私達の 喜び は どんな だ つ た. りう。 その 時 程 

王 ：樣 の お 顔が 幸福 に 輝いた の を 見た こと は どの 凱旋の 

にもな か つた。 金 甕の 水で 玉の やうた 肌 iV へ  > は ひ、 練り の い 

い-絹布で 裹ん で、 しみぐ とそな た . リ ... は ；， -時 に 私 は 

涙が こぼれて 止まらなかった。 その ド— ... - .V なた は 私 

のい のちに なつ て しまったの だ。 そなた はまた あの 立 太 

子 式の 日 の こと を 思 ひ 出し ておくれ。 そなたが 元 12 する 

の を 待ち かねて、 あの 盛んな、 目の 眩 ふやうな 華^な 儀 

式で 、 王樣の 手づ から そなた の 頭に 冠が 載せ られた eKa 

殿 も 搖らぐ やうな 成 J 裡に、 そなたが 百せ と 庶民の 前 

に 太子と して 初めての 挨： お をした 時 そなた は どんなに 立 

派で、 王者の 成 錢を備 へ て 美しく 氣 高く 見えた こと だつ 

たらう。 その 私 は 母の 幸福に 醉 ふやうた がした。 須 

太孥 や、 考へ てみ ておくれ。 その 幸福が 皆 空しくなって 

しま ふの だ。 幸福が 大き か つた V けに、 それ を 失 つた 後 

の 苦しみ は j 層 ひどいだ らう。 どうぞ あはれ な 母 を その 

恐ろしい 潘 しさのう ちに 殘 さないで おくれ。  • 

太子 母上よ。 あなたのお 心 はよ くく 解ります。 あなた 
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は どんなに 私 を 愛し て 下さ つたで せう。 色 々 W やか と 私の 

胸 は 淸ぃ淸 い 涙で 一杯です。 あなた は 此の 法！ に 愛と い 

ふ ものの ある こと を 私に 知らせて 下さった ；® 初の 方で し 

た。 私が それ を 至上の 眞理と 認め、 その 眞理に 私の 一生 

を 捧げて 泰 仕し やうと 思って ゐる、 その 愛と いふ もの は 

實は あなたから 初め て その 觀念の 種子 を 賜 は つ たの であ 

りました〕 あなた は 私に はあり あまる 程の 母ら しきめ ぐ 

み を かけ て 下さい ましたが、 その 種子 こそ あなたの 私に 

赐 はった 一 番姣》 い 賜物で 」 ざ い ました。 私 は あなたから 

な £  あらがね  ね 

iS はった 生の ま k の 愛の 粗 IS から、 純&の 黄金 を 練り 出 

しました。 (y^ と 道德的 興お と j か！ M 蹄 に 感じ ャら) あ \ 

母上よ" 私が 今 あなたと お別れせ ねばなら ぬと 決心す る 

の も資に その 愛 の ため です。 その 愛 の 至 上 命令に 從ふ の 

です。 あなたと 今お 別れす るの が 却つ て本當 にあな た を 

愛する 道で ある と じる か ら です。 永久 に あなた とお 別 

れ したくな いから こそ 今お 別れせ ねばならな い の です。 

昨日 吳々 も 申 上げた 通りです。 不滅の 都で、 w びお 目に 

か &り、 そして 其處 なる 宮居に 永久に 共に^ みませう。 

何卒 私 を い さぎ よ く  Ijiil つ て 下さ い 。 

須太拏 や。 私 は そなたの 心が 解らない ので はあり ま 

せん。 そなたが どんなに 母 思 ひで あつたか、 わたしの 思 

ひ 出が 一杯です。 それが わからないで どうし ませう。 そ 


れだ からこ そそな たと 別れる ことが 耐 へられな いの だ 

よ。 わたし どう あつ て も そなた を 遠くの 山に 遣つ てし ま 

ふこと は出來 ません。 年と つた 母親の 愛と いふ ものが. と 

ん なに 切ない ものた かどう か 察して おくれ。 そなたに 云 

ふが わたし は此； 一 三年 めっきりと 體が衰 へて きて ゐ ます 

よ。 老の 淋し さがもう 私 を とりまく やうに なって 來 まし 

た。 見て おくれ) わたしの 此の 蟹の 霜 を。 

太子 わたしの 心 を rli くしないで. ト さい。 

T-^ 私の 白 髮：. 印が 冠の 赏 さに も耐へ ら れ なく な るの はも 

うぢ きで す。 そなた と 別れ て しまつ たら わ た し は 屹度 床 

にっき ますよ。 

太子 あ- -。 

H.-fe わ た しが 死ぬ 時 そなた は 私 の 臨終の 枕べ に 侍し て は 

下さらな い の です か。 わたし の 31^ 後 の 息が 呼ぶ の は ぼ 

そなたの 名に ちが ひ な い。 その 時 そな たは 私 を 抱 い て は 

下 さら ない のです か。 母親が そ の 獨！ を 宵 て る とき に 、 

S 分 の 末期の 唇 を 潤 ほ して K ふこと を 願 はない ものが ゐ 

る だら うか。 

太子 母 卜：！ 

王妃 そなた はわし の 葬ら ひの 列に もつ、 りなつ て 下さらた 

いのです か。 

太子 お き 下さい。 母上" あなたの 母と しての 執 愛が 今 
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の S$ を IS かすならば、 あなたに とって 恐ろしい 禍 ひです 

，つ！ 母なる ものの 名の 上に 永久に 天の 呪 ひ を 呼ぶ ので 

すぞ！ 母性の 愛の 中に 巧み に 造られた 惡 魔 の 陷萍が 今 

はっきりと 私に 見えます * よくお 聞き 下さい。 私 は！ a 上 

から 愛の 觀今 K 極 子 や.. 賜 はりました が，、 私 は それ を 地に 

蒔いた 時に 不思 II に，. 5*; ハ處 には藥 草と 議草 とが 同時に 生 

えました。 私が その 二つ を 見分ける ことが 出来る や. 0 に 

なった の はほんの 最近の ことなの です。 これ は實に 恐ろ 

しい ことでした。 一つ は 人類 を 平和に 導き 一つ は爭 闘に 

誘 ふので す。 一 つ は S に 一 つ は輪勉 に、 其處に 深い 陷 

萍 がかく されて ゐ るので す。 の 愛 は それが 法の 光で 

照ら さ れ な い な ら ば a; の 愛 と ra^zj ば か り で な く 相乖 く の 

です。 母子 も 一 度 隣 入でなくて はなり ません。 隣人の 愛 

の みほの &ュ じす。 世 嗣に輕 かな 領土 を 避したい 欲 が 父 

上 を 多く の 戰ひ に 隅り ました。 我 子の paj に 觸れ て ゐた 

い 執 B~ 今 世 にも 尊 い 大願の 旅程から 私 を 阻まう とし て 

ゐ るので す。 今 私が 退 ii: して 此の 城に 留まれば 母上 も 私 

も 共に 滅 ぶので す。 獎波國 の 人民 も 減ぶ のです。 どうぞ 

を 行か せ て 下さ い 。  > 免 ましく 達 つて 下さい リ 

-ト- 蛇 (す、 リ： ふ、 乍ら) あ k、 わたし はどうしても 遺ら 

ねばならぬ のか。 (太子. .J- 沁々 と 見る。 やがて 取 リ亂し 

て) い \ え。 い、 え。 わたし はやる こと は 出来ません。 


別れる こと は出來 ません。 

太子 (跪きて 母の 手，^ 取リ) 尊き 母上よ。 勇 氣を奮 ひ 起 

して 下さい。 あなたの 生れな がらの 美しい 知慧 と、 敬虔 

な こ 、ろ を 呼び 醒 まして 下さい。 假八 P 今お 別れ 致し まし 

て も、 やがて； K 上で、 限りない いのち を 持って 11 

王妃 わたし は 眩 ゆい 天上よりも 此の 紫 波 國の黑 土が なつ 

かしい。 假令短 かいいの ちで も、 そなたの 黃 金色の 髮を 

見、 わたしの 胎 から 出た その 鳶色の 肌に 觸っ てゐ たい。 

(<5i: く 取リ亂 して) あ、、 わたし は 今の 苦しみ を 見る よ 

り は 母と ならな か つ た 方が よかった と 思 ひます わい！ 

(地に 伏して 泣咅 崩れろ。) 

太子 (無言の ま- -下：& の瓔 の搖ら ぐの 凝つ と 兄つ め 

て 居る。) 

(間。 群衆の.；！ ー噪の ft  It 臺の 後ろに 起り 次第に 近づく  C 

「太子 殿下！」 「校特 山へ。」 等の 叫び 聲 時々 ゆ。) 

太子 (突然 立： ち 上がろ) ではお 別れいた します る。 (為 車 

の 方に 行かん とす〕 

王妃 ；起. き 上リ、 怨めし さう に) あ \、 そなた はどう あ 

つても 行く のです か。 (咽 び 泣き 乍ら) お行き！ 死ん 

でし まふから。 わたし は 生きて は ゐられ ないから！ 

太子 (思 はず、 二三 歩 母の 方に 寄らん とし、 路み 止まり 額 

e. 蒼 ざめ、 一瞬間 沈默の 後^ 然 とし ズ) お死に な さ い ！ 
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母上。 

王 il-  04 靑-」 なって) え、？ 

太子 (天ん 萍 しながら) 惡 魔よ 退け！ 今の わしの 決心 

を 鈍ら さう とする もの は禍 ひだ。 永 K に 呪 はれる であら 

、つ。 假ん F 肉 身の 母であって も 外道 だ。 惡魔 だ。 我 前に 立 

つ 女 入よ。 汝と 我と 何の 關 はりが あらう。 

王鈀 須太 拏！ 

太 千 今の 私の S 心 を 妨げて 永久の 冥罰 を 蒙る よりも 惠み 

深き 夭よ、 願 はくば 速 か にわが 母に 死 を 給 へ 。 

王 蛇 お、。 (太子に 飛びつ かんとし、 太子の 烕に打 たれて 

その ま ち み、 やがて 跟 目して 沈默 す) 

太子 女人よ。 私に 今 そなたの 子と して そなたの 前に 立つ 

てゐ るので はない ぞ。 今 私 は の もの だ。 今 私 はお を 

孕んだ 女に 屬く もので なく、 天に 屬 くもの だ。 あ k 今 私 

の 道 を 阻む よりも、 死 は 寧ろ そなたに とって 幸 ひだ。 今 

； r4 を そなた の 懷 から 人類の 手 に 返せ。 そなたが 帝 釋天か 

らぁづ かって ゐた私 を、 も 一 度帝釋 天に 返せ！ 

王妃 (天に 向って 兩 手ん 较リ 乍ら) 南無 帝 IT 大！ 

太子 天 王 帝 II よ。 此の 女人 を 守らせ 給 へ 。 

王 姐 (地に ひざ ま. つく。) 

(間。 群衆の 咹噪益 々はげしく、 近. つき 來 ろ。) 

王妃 (突然、 に 洗 はれた る 弒.^ 上げ〕 行け！ 须太拏 よ。 


行つ て 無上の 悟り や 開け。 道 を 成 じて 父と 母と 雖波 國 の 

先， 組 代々 の靈 と、 すべての 市民 を 救って おくれ！ 

太子 お、 母上！ (走ぜ寄って王^の腕に^5^.^投げかく) 

王妃 お  > わたしの 愛兒！ (一度 抱告緊 め、 やがて に 

太子，^ - 放し、 跪きて 太子ん、 HE: し) わが 肺よ。 

太子 (瞑目して 佇立す。) 

王妃 そなた は 私の 善智： です。 わたしの 救 主です。 もつ 

たいない。 もったいない。 そなた を 孕んだ わたしの 胎は 

何とい ふ 祝福され たも の で あらう。 わたしに 何 の ® が あ 

つ て數 多い 女の 中から 選ばれた の だら う。 い つくしみ^ 

き 天よ。 い と 小さき はした 女が 今 さ 、げ まする 心からの 

感謝 をお 受け 下さい まし。 

太子 (yjii ぐみ) あなたのお 言葉 は あまりに 畏 ろしう 御】 

います。 若し 私に 何 か 尊い ものが ありますならば、 母上 

よ、 それ は實 にあな たに、 かく も 高貴な あなたに 負うて 

ゐ るので ございます。 

王 蛇 そなた を 私の 私有と 思った の は 私の あや まり であつ 

た。 私の 思 ひあがりであった。 私 は 今 はっきりと それが 

解りました。 天よ、 わたくしの 潜 冒 をお 赦し 下さい。 そ 

なた は 本當に 人類の 有です。 天の ものです。 わたし は 今 

そなた を 私の 手から 返します。 天に 返します。 お行き。 

須 太攀。 そなたの 使命の ために I そなた を is んで 人類 
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に is つた 私の 動 は 永久に 人類の 記憶から 滅 ひる こと はな 

いで あらう。 私の 名譽は K ゆい 程です。 

太子 $5. き！：；？ 上よ、 ^犬 も あなた を 墓し 給 ふで ございませ 

(•  胙 衆の i=- 噪ぃ i く 烈しくなる。 遂に 二、 三の 市民 

群衆に 押し出される さま に て 右 乎の 端 リ登揚 す。) 

ど  ど 

^^hnv 退ナ。 nil ナ。 

に： 士乙 るな。 無 禮^, - 

(二、  一！ 一の 市民 返 1 ク？。  in- 噪 い- ん く 烈しくな ろ。) 

(示 成 的に 衆の 前に ほん- IS けさせつ V) 叱ッ。 

靜 かに！ 觀簡だ ぞ！ 

は M  (突然 登^. 胙娥ん 、押し 分に、 子供，^ 抱きた スま 、太 

； 十に. 隅せ 寄らん とす。) 

ハ 小- a- 無轅 者！ (检 の； ffl にて 押し 巾： さんと す。) 

は； iw  (枪の下.^,^>リ拔け、 太子の 側に 突進し、 モの足 

下にう つ 伏し) お 願 ひで ございます。 お 願 ひで ございま 

にハ士 B- と 乙 (左右 i リ 槍の 鉢 先，^^ しながら) れ、 

し 0 

太子 (靜 かにお 十- ん 制し マ ：>  松て け。 今 曰 は 何人も 

担みたくない から。 (兵士 後ス に. 说く) 願 ひの 筋 を 云 ふ 


がよ：， つし い。 

ありがたう 御座います。 .I;!; り 難う 御座います。 お 止 

まり 遊ばし て、 どうぞお 止まり 遊ばして！ 

太子 (稍お どろいて) 誰から？ そなた は 何人 か。 

s@  © しい やもめで ございます。 名もない 小 商人の 妻で 

ご， さいます。 (ほ.， v-.>; て る 子ん 搖ぶリ つ... - ) お泣きで な 

い。 お泣きで ない。 あはれ なみな しごで ございます。 

子 (顧みて) 女と 子供に 食物 を やれ。 

^ い X え。 い 、 え。 それが お 願 ひ では .、 」 ざ い ません。 

子 飢 ゑて ゐ るの ではない のか。 ひどく 疲れて：： や.. へる が。 

婦 倒れ 込み さう でございます。 もう 三日 何も 食べ ませ 

ん。 夜通し 歩いて 來 たので ございます。 あなた にお 目 

にか k つて、 親子が 干 死す る の を 助け ていた V かう と存 

じ ました。 けれど/^ 恐ろ しい こ と を 聞 い た 今 そ んな > J 

と は 何んでも ございません" おっしゃつ て 下さい まし。 

あれ は 本當で ございませ うか。 あなた 樣 が擅特 山へ いら 

つやる と 申します の は。 

太子 (し. つか LMH  く。  J 

寡婦 (靑 ざめ る〕 あ、。 やっぱり 本當 だった のか" (泣き 

出して) お止まり 下さい ませ。 太子 樣。 ど、 「ぞ御 慈悲 

に。 あ- -、 どうした らい 乂 だら う。 (手,^ もみながら) お 

なさけで ご， さいます。 おなさけ で ご， さいます。 E 中の も 


332 


山 入の 子 太 施 布 


の が どんなに お頼り 申し てゐ るか 知れな い ので.、 J ざい ま 

すから 。 それ はもう み んな 親の 樣 にお 慕 ひ 申し て ゐる の 

で ごズ」 いますから —— 

太子 (感動，^ 抑へ 乍ら) 女よ、 わし は 行かなくて はなら 

ない。 

寡婦 い \ え。 い \ え。 どう あ つ て も 止 つていた V かなく 

て はなり ません。 あなた 樣 がお いで 遊ばしたら 國 中の も 

の が どんな に 嘆く で V /さ いませう。 どんなに 闲る で ノ J ざ 

い ま せう。 明日 か ら 此の 國には 日輪が 昇らな いのと 同じ 

でございます。 國 中の 貧しい もの や、 年寄 はどうす るの 

で ございませう。 私たちの やうな やもめ ゃ孤兒 はどうし 

て 牛； きて 行く ので ございませう。 

太子 わしが 行く の は 皆の ためだ。 

寡婦 皆の ため？ さう でございます。 皆が あまり 貧 欲な 

もので ございます から。 あまりに.， 1 1 

太子 そなた は 間違 へて ゐる。 

寡婦 い \ え。 あまりに 愼 しみが 無い もの でございます か 

ら。 あなた 様が 皆 を 憐んで 布施し て 下さいました のに、 

^はっけ 上って 愁 張り 過ぎました。 そのために 自分 等が 

何より 頼りに して ゐる あなた 機 を 失 はなければ ならない 

やうな^ 目になる と は 何とい ふ淺 間し い ことで ござ いま 

せう。 ii 愛想が 盡 きませ う。 でも 赦 してやって 下さい ま 


し。 皆 馬鹿で ございます から。 皆 後悔して ゐ るので ござ 

いますから" 

太子 いや、 わし は 皆 を 責める 氣は 微塵 もない の だ。 皆 は 

責める に は あまりに 人が 好い。 あまりに 自分 を 知って ゐ 

な い。 自分の 運命 の 恐ろしい こ と を 知らな ぃ氣の iSI な 人 

たちだ 。 わしが 行く の は 皆に 布施す るた め にもつと く 

尊い 寶が 欲しい からだ。 

寡婦 m い \、) 此の上に まだで ございま すか。 あ、、 何 

處 まで 御 慈悲 深いの でノ J ざい ませう。 そ の お 心 の ため に 

王 襟の 御勘氣 をお 受け 遊ばし て 國 をお 立ち返き 遊ばさな 

く て はならない と は！ (四！ 13 見廻し 〕 申しお 役人 gg" 

どうぞ 太子 樣を お止め 遊ば し て 下 さい まし。 お 立 

ばさなくても すむ やうに おとりなし 遊ばして ドさ い ま 

し。 (地に 頭ん 、すりつけて) お 慈悲 深いお 妃樣。 どうぞ 

王樣 にお 顕ひ し て 御 勘氣の 解けろ やうお 計ら ひ 下さ い ま 

し 。 皆 は もう 決し て お 布施 をね だ る やうな こと は 致し ま 

せん。 皆 本當に 後悔して ゐ るので ございま すから。 それ 

はもう 私が 承け 合つ て もよ ろしい ので ございま すから。 

C 1 沈 ST) 

寡 嫁 どうぞ 小さな もの の 願 ひ を 斥けな い でドさ い まし。 

(一同の 答へ ざろ.^ 見て 突然に、 狂 ふやう に) わたしに 

命が ある 限り はおみ 足に すがりつい て も 此處か ら お 立 た 
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せ 申し は 致し ませぬ。 强 ひて お立ち 娘ば すので したら， 

ぁの御^£;.の軌でゎたしの體を蝶ぃてぉ通り下さぃまし。 

(地 h- し 55!,,^- 投げて、 ：s?:,,v 、く づれ ろ〕 

太.^  (深く 感^して" 大，^ 仰 v,..o 天よ。 此の 小さき もの か 

ら これ！：：， やまでに 慕 はれる が 私に ありませ、 つか。 私 は 

恐ろしう-, .- ざいます。 何卒 私が それに 惯 する ほど 偉大に 

して 下さい。 (愛憐の 哏 女の 埃 l: まみれた 背に 注 At 乍 

ら) 女よ。 わしの 云 ふこと を 心 を 落ち 付けて よくお 聞 

き —— 

(此の 群衆 sii. 噪； w 度に 達し、 群衆の 中 i リ 「お 

慈悲 V ご. さ います。」 「國が 亡び ます。」 「晴簡 になり i5 

マ。」 「^死し ます」 等の 叫び 老^ 5f- 女 入りお じりた ろ 

- 嫂に マ 叫-ぶへ、 やがて 数名の 市民 後 in 狎 されて 右手 

端 =JW ゆ-の 前にな ％ す。 1;; (士、  ^馬 兵 等 ん、 押し止め 

ん. V して 拾，^ W ひ、 ん驅 つて 叱， 化す。) 

太子 c.i!c 士 ん ^して) 止めなくて よろしい。 人民 を 集 

まらせ て くれ」 わし は 彼等に 別れの 挨：^ がしたい から。 

(兵士等^3.^開咅太子の後ろ-」警戒す。 群衆 入 リ來リ 

货、 太子の 前に^ くレ) 

太子 (天 .^5^ して) 大ょ。 の 言葉 を 祝 ：1 して 出来ろ 限 

り 露理と 愛と を 含ましめ、：； "つ 解し ガ ぶく 語らし め 給 へ 。 

人々 の 心の 耳 を聰か ら しめて、 よく H 前の 傾 好 の 情 や. 抑 


へ、 永久の 眞理に 聽く知 華 を 吸， さめし め 給へ。 (沈 默) 

(太子の 一 心に 祈禱ぜ ろ樣. ^見て 群衆 は rt:. つと 靜肅に 

なろ。) 

太子 (靜 かに、 親しげ に 群衆の 側に 数 歩 近 i リズ」 愛す 

る 葉 波 國の人 々 よ - わしが 今 心 の 底から 眞心 を こめ て 語 

る 言葉 を どうか 心を靜 かにして M い て くれ。 わしの 言葉 

は袂 別の 挨；， おな の だ。 わし は 今 そなたた ちとお 別れす る 

こと を gii くく 決心して 此處 に、 そなた 等の 前に 立つ ご 

ゐ るの だ。 

(群衆せ めき、 「お止まりな れ て！」 と い ふお 方々 に 

起ろ が、 叱、 ソ 叱- ソ と 制す ろ； t に 1 ^せられ <  W び靜 かに 

なろ。) 

太子 (it ん勵 まし/) わし はお 前た ちの 意に 逆らうて 此 

の 決心 を 語る こと を决 して 恐れない。 何故 なれば、 その 

決心 こそお 前た ちに 對 する 私の 愛の 印 だから" わし は 本 

當に お前 達 を 愛して ゐる。 わし はかう いつ て 何者の 前に 

も 偽 は つ てゐる と は 思 へない。 こ れま でも わ し の 器 S の 

及ぶ 限り 愛して 來た つもりで ゐ る-。 これから 後 も 永久に 

わたし の 愛の ？^|る こ と は な い 。 お前 達 は それ を 信じ てく 

れ ろたら、 つか i 

(「信じます、 信じます。」 と與齊 した、 おん ノ\ て 叫ぶ 

ものが あろ C 「太子 殿下。」 とだけ  一 K つて 涙ぐん てぬる 
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, "の もね る。 方々 から 戯 欲の 躍が 起ろ。) 

太子 (涙ぐみ) 皆 信じて くれる ね。 皆よ く いて くれ。 

わし は その やうに 心からお 前 達 を 愛して はねる が、 幾ら 

一 牛： 懸命に 愛しても、 本當 にお 前 達 を 助ける 力がない。 

どうしたら 助ける ことが 出来る かとい ふ知慧 がない。 わ 

しが 行かなくて はなら な いのは 维竟 その た めだ。 11 

(群衆 勸搖 し、 布施 は？ 布施 は？ とい ふ It 方々 に 

起ろ。) 

太子 お前た ち は あの 布施の こと を それ 程に いふの か。 あ 

の 平凡な、 下手な、 效果の 乏しい 贈物 を！ だが せめて 

あれが わし の お前 達に 與 へ 得る 最大の 贈物 だ つ た の だ。 

それが わしの 器掀の 限り を 露骨に 一 冗し て あまり ある。 わ 

し の 力の 足りな さ を！ また あれ だけ の 布施で それ 程に 

喜ぶ お前 達が わし は氣の 毒で ならない の だ。 御 ir わし 

が どれ 程 布施 をし て もお 前 達の 問に 乏しい もの 、 飢 ゑた 

る もの は 無くならない ではない か。 布施の 度 (母に 集る 人 

人 は 殖える ばかり ではない か。 王室 の 資〈酞 が い くら 豐か 

に 見えても、 國庫を {- ^しくして 布施しても、 それ を！ I？ て 

人民の 苦 艱を救 はう とする の は、 恰も 水盤 を 覆し て s 河 

の 砂 を 潤 ほ さう とする やうな も の だ 。 假<? それが 出來 た 

にしても 米穀、 会帑、 蓄 什の 類 を 以て 人間の 性 命の 苦忠 

を醫 やすこと は 絕對に 出来ない。 若し それで 幸福に なれ 


る もの なら , それ 等 に 事缺か ぬ 此の わし は 幸福 でな け れ 

ばなら な ぃ箬 だ。 だが わし は し て 幸福で あらう か ？ 

わし は 心の 內に 深いく 不幸 を 感じ てゐ る。 わしが 宮殿 

や、 父母 や、 人民と 別れて 山へ 行く の も資に その 不幸に 

堪 へ 切れな くな つたから だ。 わし は. M! 分が 生を享 け て ゐ 

る 此の 法界が 調和 ある も ので ある こと を感 じ て ゐ なく て 

は 幸福 である こと は出來 ない。 しかし 此の ま >1 では^ 界 

は 生 ある ものが 互に 到ぎ 合ふ鬪 場と しか 見えない。 でな 

ければ {H しい 墓場 だ。 私達 は を悅 ぶ。 しかし 乍ら 私達 

はいつ ま でも 生きられる のか？ あ、 私たち は 死ぬ の 

だ！ これ は實 にく 恐ろしい。 § な事责 だ。 若し 私 

達が い つ まで も 生きられる 道が 此の 法界の 何處か に 無い 

ならば、 私たちが 生 を.； 孕け たとい ふ こと は ® に 恐るべき 

禍 である。 わし は その 道が 屹度なければ ならない と ず 

るの だ。 だから その 道 を 求めに 行く の だ。 私達 は 愛に 生 

きる。 若し 愛が なか つ たら 達 は 恐らく 生きた い と 願 は 

ないだら う。 だが 愛する もの、 不幸 を 助け 驟る ことが 出 

來る のか？ いや、 それよりも 淋し いのは 愛する ものと 

別れなくて はなら な いこと だ。 これ は資に 云 ひやう のな 

ぃ惡ぃ 事- SIS! た 。 若 し 相愛す る ものが 永久の 別離から 免れ 

る 道が 此の 法 戸ル の 何處か に 無いならば、 人間に 愛の ある 

こと は K に 恐る ベ き禍 ひだ 。わし は その 這が 必ず なけれ 


山 入の 子 太 施 布 


335 


ばなら ぬ と 信ずる の だ 。 だから そ の 道 を 求め に 行 く の 

だ。 に その 道 を 求めに 行く の だ。 若し 私達が 永久に 愛 

する もの と共に 生きる ことが 出来るならば、 他の すべ て 

の もの が缺け て ゐ て も猶 n! つ 幸福で あり 得る 。 がその 事 

が 許されないならば、 假<? 他の 凡ての ものが 備 はっても 

決して^ 福で ある こと は出來 ない。 がその 一番 大切な、 

無くて はならぬ もの が 私達 に は缺け てゐ るの だ ！ あ \ 

きる ものが 必ず 滅び 、 會ふ ものが 定め て 離れる この 永 

久の、 人類に 課せられた 蓮 命に 打ち克つ 時に のみ 初めて 

人 は はれる の だ。 本當に 幸福に なれる の だ。 此の 難 

Is を 解決し ないで、 宮城が 何で あらう。 王冠が 何で あら 

う。 あ. 1、 わし は 行かねば ならない —— . 

(群 の It が 方々 から 起る。 「葉 波 國は诚 びます。」 と 叫 

ぷ ものが ある。) 

太子 (说 2 やうに) 葉. 國は 滅びる であら 5。 わし は 永 

久 に 滅びな い IS を 求め に 行く の だ 。 

(1. 吟 の？ t が 群 if の 中に 充 ちろ" 或る^9は地に倒れ、 

^ろ もの は流涕 し、 Is- ろ もの は 慟哭し、 或ろ もの は 手 

天に 仲ば して 祈って ねろ。 「入 民 は 死にます.。」 と 叫ぶ 

ものが ある。) 

太： 十 人間 は 死ぬ の だ。 人間 は 皆 死ぬ の だ。 わし は 永久 

に 死なない 命 を 求めに 行く の だ。  - 


(「お 止り なされて！」 と 云 ふ？ t が 天地に 充 ちる。) 

太子 わしの 此の 決心 は、 須彌 山に かけて 搖らぐ こと はな 

い。 わしが 止まるな らばお！ g 達 も 共に 滅 ぶの だ。 わしが 

行くならば お前 達 も 共に 救 ふの だ。 決し て わし を 止め や 

うとますな  

(群衆 は、 自づと s つくって 太子の (汀く せ」 ， か 塞いて 

しま ふ。) 

太子 (大昔 一 t にて) 皆よ く 聞け。 今の わしの 行く 道 を 遮 

ぎろ も の は 恐ろ し い/^ こ と をして ゐ るの だぞ。 天の 意 

志 に 適 はない こと をし てゐる の だ ぞ。 諸 天 も 鼓 を 鳴ら し 

て 讚め 給 ふわし の 今日の 旅 をお.. M 達 も 祝して 勇ましく  S 

つ て くれ。 

r 群衆 は、 列して、 ^かう としない。) 

太子 (嘴 息して) お前 達 は 遂に 理解して くれない のか 0 

此の 一 番 大切な、 一 番晋遍 な、 何人に でも その 心の奥の 

理性の 耳 で聽 きさ へ すれば、 必ず 解らなければ ならな い 

眞理を 受け 容れる こ とが 出來な いの か。 わしが 行く の は 

お前 達に K つて 益な の だ。 人類に とって 益な の だ】 お前 

達が 理解し な いの を兒て も、 わし は 益々 わしが 行かな け 

れ ばなら ない 使命 を 感じる。 あ \ 大ょ、 彼等の 心の 耳 を 

お啓き 下さい！ 

寡 (此の 時 まて 跪 ：■ て， 始 5^ 注意深い .pt.^ 频けズ ねた 
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が、 突然^^-ち上って) 太子 樣、 おいで 下さい、 私 はもう 

お止め 申し は 致し ませぬ。 あ、、 尊い、 尊い 太子 樣。 私 

に はわ かりました。 あなたの おっしゃる こと は 私に、 此 

の 何も 知ら ない はしために はっきりと 解りました。 あな 

たの 求めに いらっしゃる もの は 本當に 私の 要る もの で 

す。 私の 欲しい もの です。 私たちが い つ まで も 生きられ 

るた め、 愛する ものと 一 緒に いつまでも 生きられる ため 

に ま どう すれば い. かとい ふこと を ひ にい らっしゃる 

の でございますね。 そして それ を 私たちに 敎 へて 下さる 

の で ござ い ますね。 三年 前 私の 主人が なくなりました 時 

に 私 は それ を どんなに 求めた でせ う。 あ、 それさ へ 私に 

解つ てゐ るの だ つ たら！ 私 は それ は 出来ない もの と あ 

きらめて ゐ ました。 い つの 間に かそれ を 求める 氣を なく 

して ゐ ました。 それ は 私が 心の底で は 一 番 欲しがって ゐ 

る も の で ございま すのに。 あ  しかし あなたの 今の 御言 

葉で や つ ばり さう か と 思 ひ ました。 あの 時 私が 馬鹿 氣た 

こと を考 へたので はなく、 あなた 樣の やうな 尊い 方で も 

やはり 同じ 事な の で ございました。 あ、 あなた 樣は 何て 

お^しく お勇まし く、 そし て？：^たちにぉ近 ぃ方でござぃ 

ま せ？ - 。 私 はやが て 此の 坊や とも 別れなければ ならな い 

時が 来る。 此れ程お 慕 ひ 申し上げて ゐる あなた 樣 とお 別 

れ しなくて はならない 時が 來る。 それ は 蛇度來 る。 その 


時 どんなに 苦しいで せう。 今日お 別れす るの は どんなに 

淋しくても、 またお 目に か、 れる みが ございます。 あ 

なた 藤 をた^ 一  阖に お止め. e. さう と 思った の は 私の 間 違 

で-, 1 ざいました。 勇ましく お出でな されて 下さい ませ。 

あ、 太子 樣。 しかしき つ と/ \ また 歸 って來 て V さるの 

で ご， さいます ね。 

太子 あ、、 屹度 歸っ て來 るぞ。 そ の 時 は そなた の 本當 に 

求め る も の を あげる > J とが 出來 る" そなた の 亡くなられ 

た 主 入と、 も 一度 逢へ る 道 を敎 へ てあげる - J とも 出来る 

の だぞ" (群衆に 向いて〕 人々 よ。 お前た ち は 此の 女の 

言葉 を 何 と 聞いた か。 此 の 小さき 者 の 言 つたこと はわし 

の 心に 適うた。 お前た ち も いさぎよく 逡 つて くれ。 わし 

が 今度 歸っ て來る 時には、 これまでした 布： M が 魔 ザ、 と 《^ 

える 程 盛大た 布施 をす るぞ！ 此の 葉 S が 粟 散の 竭地 

であった か と 思 はれる 3^ 光榮ぁ る II の 王と して 21 り 、 そ 

してお 前 達 を その 國の 民と しての 福祉に 與ら せ る ぞ！ 

其の 國 土と 其の 人民との 一 3 命 は 無- 1m 無 邊 であつ て、 阿 ® 

祇 劫に 到る も？^ きな い であらう。 

(群衆 は ® は：：： 々に 何 か- 、ひ 八" ひつ ゝ if 列して 道.^ 

§5 かない。) 

太子 あ、" わし は 行く。 徙らに別れを^^んでゐる時では 

ない。 一 刻遲く なれば、 その 一 刻の 問に 人類の 受ける 
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惡は 測り 知れな い 程 だ。 わ し は 旅 を 急が なく て はなら な 

い。 (-r4^^ の 側に 行 さ、 跪 ふ-て〕 Ewh よ。 私 はこれ にて 

お 暇 申します。 (せ？ まって 來ろ感 制，^ 抑へ やうと 努めつ 

ゝ , 今 B まで 母上が おかけ 下さった ありあまる 程の 恩愛 

は 私の 胸の 底に 深く く 「あみ 込んで 居ります。 淸 いく 

感謝で ： 杯です。 私 は あなた を 思 ふ 毎に 一 牛； 感謝と いふ 

こ と を 忘れる こと は ございま すま い 。 そ ，！> て その 度 毎に 

道に g む 心 を 燃え立た せ ，：- れ るで ございませう。 あなた 

の 名に よって 天地 を はぐ、 む 「母」 なる 愛 を 憶 今？ する で 

ござい ませう。 今日 ま でお 心 をお 傷め ゆ 上げた 事 の 多 か 

つたの をお 許し 下さい。 私 は 今日 の 旅が S 、資の 報恩に 適 

ふャ？ S である こと を じます。 それ を i;^ じます 故に 勇んで 

<51 ります。 何卒お をお いと ひ 下さい。 私が 成 道して 歸 

るの を 待って ゐて 下さい。 (1^.^ 1 杯 股に 溜めて) 若し 

私が 歸り ますまでに —— 

^ ^-^  0^ ん 抑へ 乍ら) 若し そなたが 歸 るまでに わたしが 

死ぬ やうな ことがあっても、 須太拏 や、 そのために 決し 

て 志 を 挫い て はなり ま せんぞ。 それ は 却つ て 私の 心に 適 

ひ ま せんぞ。 今 い さぎよ くそな た を 绘る 以上 私 は それ を 

おし てゐ ますの ぢ や。 その S- は 私 を そな たの 母ら しく 

死なし て おくれ。 S 合 紫， だ Ei が い かなる 危難に 逢 はう と 

も， そなた は 成』 iSl する まで 歸 つて はなり ま せんぞ。 若し 


f;^ 城の 知らせ を 山で 聞いたならば、 私が どんなに 王： i, 一ら 

しい 死に 就い たかを 信じ て お くれ。 私 の 罪の 多い 魂が ど 

ん なに 恐ろしい 地； M に もやう とも、 そなたが 必ず 救 ひ 

攝 つ て 下さる こと を 52 じて ゐ ますから。 

太子 (母.^ 萍 して) 尊き 母上よ。 あなたの 强ぃく 御言 

葉 は 今の 私 を どんなに 勵 まして くれたで せう。 今 あなた 

は 何とい ふ 美しく、 そして 祌々 しく 兒ぇ るで せう！ 私 

は 今程 あなたのお 顔の 輝いた の を 見た - 】 とはありません 

でした。 あなた は 星の やうです。 あ \ 私 は あなた を 讚 

仰し ます。 あなた はこれ まで 一 つの 冠に 充分 憤して 來ら 

れ ましたが、 今や またも 一 つの もっと 高贵 な、 天 的な 冠 

に ふさ はしく たられました。 「法 母」 の 冠が あ なた の 頭 に 

よろ. 0 よ  1 

載せら るべ きです。 今ょり後^^代までもぁなた の御名は 

入 類の 子々 孫々 に ほめ 傳 へられる で. こざい ませう。 

王： ffi  (J ^はぐみ て〕 あ、 私 は 今 gll ばれた 母の 悲しみと 誇り 

と を 同時に 感じ ます。 高い く絕 頂と 深い /\ 淵と を 同 

時に 感じます。 私 は 2 升大 する やうた 氣が する。 けれども 

また 死ぬ やうな 氣 がする。 ss^tK よ、 私 をお 讃め 下さい。 

あ 、 けれど 私 をお 憐れみ 下さ いまし。 私が 燈 1 に 注 い だ 

油が どんな も のか：！ て 下さい まし。 私の 獨兒 、 U の 誇り 、 

私の いのち を I (ほ 分." して) み 深き 天よ。 ( 一 心 

に 祈る〕 願 はくば 此の 小さき： a を 懐れ み うて、 我 子 を 
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守り てつ、 が な からしめ、 彼の 念願 を 祝 して 道 を 成ぜ し 

め 給へ。 

太子 (跌篱 す。〕 

(3 

太子 (決然と して) ではお 別れ 申します る。 (馬車の 方に 

行き かけろ〕 

王妞 あ、。 待つ ておくれ。 須太拏 や。 11 も 一 度 抱かせ 

て —— 

太子 (王-妃の-^に^：？^か-投げる。〕 

王^  (太子，^ • 抱きし. S て) 氣を つけて おくれよ。 からだ 

-を 大切に して. I 

太子 母上に も.、 おいと ひ 遊ばされて —— 

(『) 

太子 (靜 かに ゆ i リ 離れ、 . 同に ー揖 して) ではお 別れ 

します ぞ。 

廷 E 御 健勝に 渡ら せ まする やう 祈り 奉ります。 

女官 御念 願の 一 日 も 早く 一. i たされます る やう 念 じ ま す 

る。 

夫人 再び 御 車 を迎 へ まつ ろ 日 を •—— それの み，. S つ て 居り 

まする。 

S 「、沁*-と太：十。1^.^眺.5) ぉ氣 をつ け 紫ば して 11 

ぉ蹬を 大切に 遊ばして —— ^く。) 


( 一 问 恭しく 頭ん-下げる。) 

太子 (馬.： ef に乘 り、 人民に 向って； 55 しながら) わし は 

行く ぞ。 お前た ち は S ひに 愛し、 赦し、 和..： ぎ 合って 暮 

らし て くれ。 お前 にち は 纏て わしが 描 威 ある ものと なつ 

て 法 輪を轉 じつ、 歸 つて 來 るの を 迎 へる であらう。 (馭 

者に) 行け。 

(駄者 車.， 小-進めん とす。 群 f が は 口々 に 叫びつ V 馬車の 

前に 2? 列して 道 塞ぐ。 ためら ふ。) 

太子 (.K の 如く) 行け。 み驪 つて 行け。 今 わしの 車 を 

阻む もの は 永劫に 呪 はれる であらう。 

(§^*馬に鞭打っ。 馬 返 群衆の 中 Li®. き 進む。 群衆 

はず 道，".^ 開く。  „^ の 瞬間に. 寡： W は 己れ の 衣.^ 脫ぉ、 て 馬 

車の 前の 道 に 布く。 群衆せ これ Liag うて 衣ズ 、て 道 

に 布く。) 

寡婦 (一お と共に It, ^捩りし ぼって 叫ぷ) 太子 殿下 萬お。 

太子 上. んリ廷 .ili ん. 顧みて) ぶ a の sg.v 開け。 すべ 

て わしに S3 する S 裕を 一 物も殘 さず、 人お に 施せ。 何物 

にも 担むな。 わしが する 最後の 布施 だ。 

(太子 下 萬 の 地に 充 ちる。 S のれ 口。 馬 取嫩々 

として 進む。 衆 は 口々 に 成 は お.^ 叫. ひ、 戎は駄 欲 

しつ 、馬車の 後， うて 返 場す。 急に 森と する。) 

(問。) 
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王妃 (倒れん として ゎづ かに 女 {R の 腕に 支 へられ 乍ら ) 

お 、「お 大 よ。 お守り 下さ い 。小さき； s をお 憐れみ 下さ い 。 

<, 私から 失 はれた ものが 私に とって 何で あるか、 見 そな 

は し洽 ふ で-、 」 ざ いませう。 わたくし がさ、 げた 最贵最 K 

の I バ にかけ てめ ぐみ 深き 諸 天よ。 願 はくば 私が、 今 は 私 

にと つ て^まし いもの とた つ た 永き Si りに 就 き ま す ま 

で、 「法 母」 として 誇り 支 へ る ことが 出來 ます やうお 守り 

下さい。 (女官に 扶 けられて 退場す) 

( 一 Ezi^ に從 ぅズ肅 然として 退場す。 一 瞬間 舞囊 空虚。 

^波 王 侍從， ^したが へ て 登？ r . - 

波 王 お、 须太拏 よ。 此の 父 も そなた を：. SR ましく り ま 

すぞ。 そた たは 誠に： 土の 胤で あつ，；/。 それ をはづ かしめ 

た かった。 い やく そな たは も つ と 高 い 天の 胤で あつ た 

わい。 あ k 紫 波 11 は そなたに とって あまり 小さい。 そな 

たは 法の 11 を嗣 がわば ならない。 わが 氏 は そなたに よつ 

て 永久に ほまれ ある もの となる であらう。 (間。 急に 意氣 

沮喪して) あ i わしの 幸福 は 去った。 今ょり雜^^！！の政 

治 はわし のお； ひ； U となる であらう。 

侍？ 化 (-S 然として) 降下の 御 惱みを 傑く 拜察ゅ し 上げ ま 

する。  、 

(間。 突 然殷 々とし て 11 る 。 ) 

侍從 Si 下！  m 〔鐘で ございます。 


使者 (騎馬に ズ急ざ 登揚、 馬 i リ飛ぴ 下リ) 申 上げます 

ろ。 脇留國 の mt^ が；^ 大 延を腾 先に 押し立て \ 國 境に 

入 致しました。 

5^ お 波 王 (愕然として 靑ざ める。 やがて 決、 5 せる 加く 異ハ將 

il:: 然として) 直ちに 將 軍に 余の 命 を傳 へよ。 全 陸軍に 出 

動の 準備 をな せ。 今日 E 午に 余が 親ら 閱兵 する であらう。 

使者 かしこまりました。 (退揚 す) 

湾 波 王 戰ひは 初 まった" わし は 世 嗣を央 つたが、 わし は 

猶此 の 葉 波 11 を わが 先祖 代 々 の 靈 に 負う てゐる 。わし は 

祖國を 守らなくて はならない。 わし は 最後まで わしの 義 

務を おた さう。 わ し に is.! 命が ある り 紫 波函は 祌聖で 

つ 自由で あらう。 (侍 從., かした が へ てお 一！ す〕 

(警鐘 ま マ /、 にげし くなる，') 

I -幕 11 

第二 幕 

菩 提 樹 の 並 木 11 園 ま れ た ろ の 港。 岸？^1 に に a 陀 羅 華 、 

素馨、 百合、 蘭等2種々の^!0!.靑々と^1^{リ泉の屮にュ 

1. 蒸、 睡蓮 等 は * の 水 ic 十の 花 G 中に. 一 際 美しく 紅、 

白、 ^Isaf の 蓮の 華が へれいて わる。 並木ん. 透して 遙か u 

橙^. H 及び その. E 脈 1 や 望む。 .菹に，敲の傍1ゃ過ぉ、、 逮く 
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檀特 山の 方に， W つてつ 1^ いてね る。 空 は 晴れ渡り、 a 

夏の 日 盛リの 太陽 は # 々として I 一って ねろ。 三人の 波. 

羅門， おの 傍の の 上に だら したく 疲 そ ベ つ て ね み 。 

波羅 S! 甲 (衣，^ 脫 して 醜告 肌.^ 丧 はしながら) 馬鹿に：^|?" 

い ぢ やねえ か 。 一 J れぢゃ 遣り 切れね えな。 

波雜 I： 乙 無遠慮に 照りつ け やが るね。 (裳.^ 捲く リ わげ 

. て 太^の あ K リま. て 泉に 浸リ ながら) 凉 しい ぞ" 冷めた 

；乂た ひ- ら  -ST^. 

い 水が チ ョ 口 /\ と 跨の あたり を 操つ て 乙な 氣 持た。 

波羅 szw-  ？ ^ 足 を 突 込んで 水 を すの は 止せ。 今 俺が 飲ま 

うと 思 つて ゐ るの だに。 (水上の 方の 泉から 瓶に 拘 みぐ 

つと 飮み 干して) あ. -、 うめえ。 恐ろしく 渴き やが る。 

波 羅門乙 (岸に 上って) 幾ら 波羅 門が" 外 J 太くても、 かう 

燒き 付けられ ちゃ 參っ てし まふ。 (樹 藤に #3^ ん- して ね 

ろ^ 羅門 W の 方ん-見ながら) 此奴 氣持好 ささ.. つに^い 込 

んでゐ やがら あ。 

波 羅門甲 どう だ。 隨分 醜い 面付き をして やが るぢゃ あね 

え か。 ひ どく 平べ た い 小鼻の あた り に 寢汗ま で たら く 

搔 きゃあが つて さ。 

波羅 I： 乙 (何 か 感じ U やう II 波羅門 内の 寢 眺め) つ 

まり 波羅 門の 十一 一 醜の 中に 數へ て ある 鼻 正！ I 隨と云 ふの 

は あれ だ、，： う。 

波羅 g: 甲 すると 汝の 腹の 恐ろしく 膨れて 突き出て ゐ るの 


は大 snu 體と いふの に赏る わけ だら うな。 

波羅 門 乙 (舌打ちしながら) なる 程な" 汝が ひよ ろく 

とひん 曲つ た 足 付？ で 歩く のが 脚お 絞 ほつ て： 一 ムふ奴 だら 

波 羅門甲 (U0 々しさう に〕 つまりお 互に 俺た ち は あまり 

美しく は 生みつ けられなかった のさ。 云 ひ換へ て 見れば 

姜ひ行 ひが 出来ね え やうに： iH みつけられた のさ。 

波雜門 乙 それ は さう さ" 幾ら 善い 行 ひ をした つ て 而が醜 

いからと 云って 嫌 はれる の ぢ や 始まらね えから な 。 

波羅門 5- 左. i!^ さ。 そんな もの は あの 紫 波國の 布施 太-十に 

で も 任 かせて Esl け ば いんの だ。 

波 羅門乙 だが 彼奴 は 奇特な 奴た な。 あんなに し： M もな 

く 金 や a をぶ ち 撒く なんて ： 寸俺 たちに は飮み 込め わえ 

話 だ。 

波 雜門甲 な あに 金に 闲ら わえ もの、 やる 赞 はな 遊び さ。 

あんな 眞 似の 出来る の も、 金 や g が 塵埃の やうに 兑 える 

程不 in>3 した - 】 とのね え 結構な 身分 だから さ。 

波 羅門乙 だが 彼奴 は 今^ 城 や 位 をお て、 a: 特 W へ 行って 

しま ふと 云 ふ. ちゃね え か。 

波羅門 中 それ， たて。 彼奴の醉狂か何處まで.ー^1じゃ5と彼 

奴 の 勝手 だ が * お 影 で 俺た ち の 折角の 鼓藏が 無になる の 

には大 痛た て。 何しろ 俺た ち は 彼奴から まで 金銀 や 
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牛馬 や 穀物 や、 しこた ま 絞りと つ てゐ たもの だからな。 

波^ 門 乙 魁が 今别 事. ぽを 探り に紫讓 の 方へ 行った の だ 

が吉ぃ 報ら せ を 持って 歸れ やい、 が。 

羅 門 内 (服りながら 突然に) もう 放せ。 阿 魔。 そんな 

に 云 ふたら また 來て やら あ。 

波^ 門甲 (喷き 出して) 此奴 眞. W 中に い、 夢を見て ゐゃ 

がる ij。 、. 、加減に して. P きろ。 (描.！ rffij さう とすろ) 

^維 門 乙 ほって いて やれ。 此奴が 女の子に 可愛がられ 

ろの は^のな かより 外ね えんだから。 

inw  (突然に" 乂ちヒ る〕 可愛い 奴め。 (吸が 醒めて、 

きまりせ： さう-卜、 毛 だらけの 脛に とまつ；： 蚊ん 平手て 打 

ち 殺し〕 あ k 痒い。 

波 滅門屮 (笑 ひ 乍ら) おいく お 安くね えせ。 何だか 面 

白 さうな 夢を見て as たやう だ つ たぢ やねえ か。 

^羅門 乙 折； W のと ころ を 股が 醒め て 生憎 だ つ たね。 

波雜 srw  at 笑して) 冗談 ぢ やねえ ぜ。 息.^ 吐いて) 

恐ろしく 蒸し あがる ね。 あ、。 やり切れ；； え。 K を醒ま 

すと すぐ 地獄 だ >  (三人ー^2々しく沈默す。遙か向ぅの砂漠 

の 道.^ 象 や^ 駝ん 述れた 隊商の 列が 通る のが 見えろ) 

波繩門 S  (何 か 感じた やうに) ねえ。 ー體 俺た ち はどう 

して 牛： まれて 来たの だら うね。 

波羅 門 甲 それ あお ゃぢ とお； とが こしら へ たの だら うぢ 


やねえ か。 (叫ぶ) おや た。 あの 泉の そばの 曼珠沙華 

の 叢の 中に 這 ひ 込み やが つた。 

波羅門 内 (考 へ 乍ら) 變 だな。 俺が 氣づ い た 時には 俺 は 

も、 つ 此の世に 生まれて ゐ るの だ。 どうして さうな つ てる 

る の だか 自分に も 解ら ねえ。 そして まほり の 皆が し て 居 

たから、 俺 も 毎日；^ の 砂漠で 乞食と 泥棒と を して ゐ るの 

だ。 

in¥  (欠 仲，^ しながら) 止せ。 俺 は W 愛い 女のお の 

ろけ でも しゃべる 時の 汝 はすき. たが、 そんな 悟りめ いた 

口 をき く 時にはち つ とも 好き ぢ やねえ や。 

波 羅門乙 おや。 魁か歸 つて 来た ぜ。 向う の 坂 を 自暴に 馬 

を a けさせて。 

波 維 門 甲 ふむ 何處か で また 馬 をせ しめ て來 やが つ たね。 

波 雜門乙 彼奴 は强 欲な、 高慢ち きな 野郎 だが 何しろ 稼ぐ 

ことに かけち や 凄い 腕 だね。 

俺 は 彼奴な どの に 働きた かねえん だが、 彼奴 

に 喰つ 付い て さ へ 居り や 何とか彼とか 儲け q を 兌 付け て 

くれろ もんだ から わ。 

波 羅門甲 それ や お 前な ん かより、 どの 道 段 違 ひ に 役者が 

上 だ あね。 それに 赏の ところ 彼奴の 仕返しが こ はいから 

波 羅門丁  (馬に 乘 つて 急ぶ、 登場。 飛び下りて) 何 だ。 汝 
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たち は まだ 泉 の 側 に .：|^- り込ん でな まけ て ば かり ゐゃ がつ 

て。 俺 は 汗み どろに なって 一 と 働きして 來 たのに。 

波羅ほ £1 (追 ？化 笑 ひして) ぉ歸りなさぃぉ魁隨分#1^:っ 

たでせ う。 

波羅 £ 乙 (t 水に 浸した 布切れん ふ M リ な.^ ら) 何しろ 汗 を 

拭 はなく つち や あ。 

波羅 1： 一 S まあ 冷た い 水 を 一 杯 飲む - J とだ。 (瓶.^ さ 、げ 

ろ) 

波 羅門丁 拭け。 (乙に 肌.^ 拭 はぜ 乍ら 瓶から 水ん 飲む) 

波 羅門甲 (馬， か 幹に つな ざながら 傍白) ふむ。 歸る とか 

ら が み 怒鳴り やが つて。  ， 

波 羅門乙 (S ろ/ \) お 魅。 布施 太子の 方の 首 15 はどう 

でした。 

波羅 門 丁  (不機 縦に) 駄目 だ。 彼奴とう く底拔 けの 醉 

狂に なって しま やが つ た。 東 (a の賓. S は 俺が 行った 時に 

はもう すっかり {r^ になつ てし まって ゐた" 彼奴が 門出に 

人民に みな 撒き散ら してし まや あがつ た。 

波羅 £两 そいつ あ 惜しい こと をした ね。 みなで 早く 行け 

ばよ かった。 

：?^ 羅門甲 謂 だね。 そして 太子 はどうしたい。 

波羅 門 丁 太子 は 妃とー 一人の 王子 を 連れて 馬 率で 檳持 山へ 

向けて 出發 した。 


波 雜門乙 ぢゃ あいよく 駄 = なんだ ね-  一 

波 羅門丁 なに。 まだ 絞れる だけ 絞らな くち や あ。 ^は a 一 

マ 姓 の 風 を し て 太子 の 馭者 をね だ りと つて やった。 ra 一 

地が^れ て 耕作す る ものが ゐ ねえから と 云つ て ) .1 

波羅門 5- よく 手放した もんだ ね。  一 

smr な あに 彼奴 は 否と はいへ ねえ わけが あるんだ。 ， 

其 處をチ ャ ン と 捕ま へ てゐ るんだ。 俺 は： ：}- 速 その ® 者 を 

奴隸 にた >き賨 つて、 馬 を 買って、 乘 つて 骶 けつけ て 來，， 

たし 

波羅門 5- 凄い もんだ ね。 

波 羅門丁 あんな 不細工な 随 者より 馬の 方が 調法 だ か ら 

な。  i 

波 羅門丙 一 體 太子 は 後で どうす る氣 だら う。  i 

波 羅門丁 自分で 11- す さ。  一 

波 羅門丙 いやはや。  一 

波 羅門丁 まだく 絞れる だけ は 絞らな くち や あ。 ： 

波羅門 S まだ かい。 

波 羅門丁 何 だ。 欲の ない 奴 だな。 まだ 馬が ある 車が ある。 一 

太子と 妃と 王子と 王女との 寶衣も ある ぢ やねえ か。 」 

波羅 乙 へえ。  ： 

波 羅門丁 汝 たち は も つ とく 腕 を 鍛 へ たくち や あ 駄目 ： 
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波 羅門甲 (ぼで 心して) なる 程な。 だが どうしてね だるの 

だ。 彼奴が 手放す か 知ら。 濱特 山まで^ 物 も 藩 物 もな く 

して IJ)  くだらう。 

波 羅門丁  (冷笑して) ひどく 思 ひ 遣りが い 、ね。 裸で 跣 

足で 行く さ 0 

雜門！ S あ 、 。 太子が 自分で 馭し て 向う の 坂 を や つ て來 

たぜ。 

波 羅門丁 叱ッ。 藪の 陰に つ い て來 い。 拽處 でね だろ 手 を 

仕込んで やる から。 

(丁？. -V  、に^ r, て H35l。 甲。 乙。 丙。 馬ん ふれ ズ後 i 

リ退： i。 太子 自ら 王子、 王女， ^載せた ろ 馬車 か K 

して 登場。〕 

(SIS- の 上 i リ) ぁ&凉 しさうな 泉 だ こと。 

1^ 女 綺^な 水が ふつく と喷き 出して る わ" 

王子 水草の-; 化が ffi; 山 ハ_ ^、いてる よ。 (母の 袖ん、 引っぱり 乍 

ら) 下りて 兑 たいな あ- 

^  (太； 十に) 殿" 卜。 御 P 遊ば せ。 美しい 泉で は -- /ざ い ま 

せんか。 

太子 (馬 i^.^ 綾め) 凉 しさうな 並木 だね。 

^ あの 深々 とした 菩提樹の 陰で 少し 休んで 參 らうで は ご 

ざいません か。 

太子 いや 休まないで 行かう J 俺 は 心が せかれる から。 御 


覽。 向う に植特 山が 見えて ゐる。 あの 山 を 見る と、 俺 は 

ぢ つ とし て ゐられ な ぃ氣 がする。 

でも あまり 暑う ございま すから。 私たち は あんなに fS 

ける やうた 砂漠 を 旅して 參 りました ので ござ います も 

の 。 それ に ！^者が なくなって か らは あなた は 馴れない お 

手で 御 自分で 駁 して いら つし やらなければ ならな か つ た 

の で、 大變 お疲れ.： 遊ばして お見えになります わ。 

太子 いや。 俺 は 少しも 疲れ を 感じない。 俺 は 念願で 燃え 

切って ゐ るから。 

to でもお 顔色 は 蒼く、 お 額に は 玉の やうな おみ 汗が P ん 

で ゐま すわ。 (無意識的に 小 さ な 扇て 太子 か-爆ぶ、 乍ら 〕 

それに 子供た ち も大變 疲れて ゐ ますから。 

王女 (喷 to すろ やうに) あたしく たびれ ちゃった わ。 

王子 咽喉が； いて、 乾いて 11 

太子 (一 If 間 K 想の 後； では 少し 休んで 行かう。 

(馬 isfSi る。 太子 先， -V- に 下リて 姐ん、 抉け 下ろす。 王子 

王女 は 飛ん て 下り M 々 と し 先き に 立 つ て C 水の 側 LL  +:<リ 

寄る。) 

王女 (おの 絵の 綠 革の 上に 足.^ 投げ だして) あ k。 い k 

氣持だ わ。 

王子 (しゃがんて， 3^ の 中に 手， か. 突っ込み) 冷めたい。 冷 

めたい。 
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(太子と 妃は 大きな 菩^樹の 陰の 下 _ ！; 十の ト - に 坐す。 二 

人と fa-a* つ と沈默 す。) 

妃 (越し 方，^. ^りさけ 見て) 山 や 川 を 越え て乘っ て 參り 

ましたの ね。 もう 餘 程遠く 故. 鄕を 離 れた の で ■.- き いませ 

うか。 

太子 もぅニ百！3^^?離れたらぅ。 山まではもぅ三日の旅5^1 

だ。 

王子 (手 に て 水 掬ん. て飮み 乍ら) 冷めたくて おいしい 

よ。 樣ぃ らっしゃい。 

王女 (木の葉て 盃.^ こしら へ 水ん 掬って 飮み 乍ら) おい 

しいね。 母； 1^ も 召し あが らな い ？ 

妃 母樣も いた^き ますよ。 ころぶ と 危ぶない よ。 

王女 (小さな 暖， か ぬぶ、、 裳，^ からげ て 泉の 中に つかりな 

がら) 大丈夫で すわ。 淺 いの だもの。 ほんの 踝 飾りの 珠 

が やっと かくれる 位な の だから。 

王子 妯； 採 あれと つて 頂戴。 あの 水の 上に 浮いて る 紅い 蓮 

の 花 を 11 

王女 あいよ。 あたし とれる かしら I - 試って 見やう。 

蛇 (淋し，， うに〕 お 城のお 庭で 遊んで ゐ るのと 同じ 氣持 

なので ございま すね。 

太子 (元 氣に充 ちて) 無 邪氣な もの だ。 これから は 山で 

色々 な獸ゃ 鳥な. とと  一 に 遊ぶ だら う。 


妞 まあ、 危ぶない では ございませぬ か。 

太子 いや。 あの 山で は 獸も鳥 も 少しも 人 問 を けない-.、 

うだ。 子供と 動物と 位 ふさ はしい 友達 はない と 俺 は 思 ふ。 

(微笑しながら) 俺に はもう 見える 様な 氣 がする。 耶利 

が 獅子の に乘 つて 咸 張って ゐる ところ や、 購孥 延か孔 

雀の 尾 をつ かま へ てい たづら をして ゐる樣 子な どが 11 

(夢晃 る やう L-) 子供た ち は 無心の ま、 で E- 曰 鳥 獸と嬉 

. 戲 して 遊び、 樂 しむ. たらう。 

姐 けれど 宫 城で これまで 毎日 大 1„兩 から 供泰 され てゐた 

あつ もの にく 13 る 

おいしい 蔞ゃ、 膾ゃ、 滋味の かな 肉獎 やまた、 子 ゅハに 

ちの よろこ ぶ 鏡 頭な ど は 無 いので ございませう。 

太子 いや。 あの 山に は 樹木 は：. 繁茂して 祈り 傷け る ものな 

く、 枝に はさまぐ の 甘 果が责 り、 樹 かげに は 美 泉、 淸 

池が あって、 山中の もの は 入 間 も、 鳥， 一! も その 甘 El^ を 

瞰ひ、 水獎を 飲んで、 飢ゑ谒 くこと を 知らないの だ。 私 

たち は 一 日 も c!. くその 聖地に 行つ て 道 を學び た いもの 

だ。 (波羅 門 甲、 敏の^  i リ^ はれ^  如と して 太子の 前 

に 近づく) 

太子 殿 y に御挨 N„$l.s. 上げます。 

太子 何者 だ j 此の 邊地 にわしの 身分 を 知って ゐる汝 は？ 

^羅門 甲 おは 貧乏な 人夫で ござります。 あなた 樣 のこと 

を 知ら ぬ も の が J ざい ませう か。 葉 波 IS の 須太孥 太子 5^ 
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と 申し ますれば 、 私たち に は 天道； おと 申す の も 同じ  一 J と 

で ご， さいます。 

太子 その やうな お、 ろしい こと は 云 はぬ がい k。 

iHm. (跪いて 太子 しながら) 世に も： TiO 太子 は。 

あなたに 今 H まで {s 城の あらゆる： を しげ もな く  © 

乏 入に お施し 遊ばされました。 iijc は 喜ん で浪を こぼし、 

ぁなた樣を布施太子^^とぉ呼び巾上げ て 居り ます。 あな 

た？^ のお 慈悲お さ に は 限り がノ  J ざ いません。 

太子 いや。 俺 は 俺に 不 W な もの を、 それ を 入用な 人々 に 

頒っ ただけ だ。 

波 羅門甲 左 でございます。 私 ま (にと つて 〈ねい 寶物も あ 

なた 樣に とって は 塵 や 埃 も 同然で" - J ざ い ます。 あなた 様 

せつ！ W ん 

の 無欲な お 心 は 本 常に あの 雪山に 積む 雪よりも 淸ぅ ごさ 

I ます 

味 ろ さう に) そなた は 太-十 樣 をた e 讚 仰す るた 

めに お出でた の だら うね" 

^維 門甲 f 迫 從笑 ひして) これ はお 妃； 棟で いらっしゃい 

ます か。 それ はもう 讚め た、 へ てお 禮を申 上げた さに 參 

つたので ご，， さいます。 

^  (太子に 小 I 錄 にて 傍. s 御 S 心 返ば せ。 また 今^の 農 

夫の やうな もの かも わかりません から。 

inm. お 慈悲 31- い 太子 ST 人の 話で は あなた！ i は 一物 


でも 所有し て ゐられ ます 限り は 必ず それ を 布施す る  一 J と 

を 天 に お 誓 ひなされ たと 申します が、 あれ は 多分 本當 で 

は 無い ので ございませうな。 ものに は 限りと いふ ものが 

ご， さいまして — 

太子 いや。 俺が 帝 IS 大 に そ の 誓言 を 立 て たこと は 本當た 。 

波 li 門 甲 え？ 本當 でございます か。 それ は資に 驚き入 

り ます。 あなた は 愈々 た t の 人 問で はいらつ しゃい ませ 

ん U 私 はかう してお 言 紫 を 交 はして ゐ るの も、 もった な 

ぃ氣が 致します。 

紀 (傍白； 此のお べっか 使 ひ をお 斥け 遊ばせ。 

波 維 門 甲 資は私 は 贫乏な 人夫で ございまして、 人 樣の荷 

物 を 荷： si. で 運. ひまし て、 その 贯 金で 渡 W 致し て 居る ので 

ございます." 何しろ 御覧の 通り、 あまりい、 體 では ござ 

いません のに、 入 と競爭 する ことの ^な 氣な i- ち に 出 

來てゐ ますので C その 口、 その 日の 細い 烟も たて かねる 

次第で ございます、 何しろ 女房が 長 ゎづら ひで、 子供が 

澤 山で それが 皆 馬 as で，.、 き い ますの で、 それに II 

太子 願 ひの 筋 を ra^ い W に 中せ。 

波雜門 £■ はい。 資は 馬が 一頭 欲しい ので ノ /さ いますが、 

車 を 曳く馬 をな。 さう すれば 荷 ，1 を 三倍 以上 積む 一 」 とが 

できます の で、 そし て體も 無理 をし な い です みます の で 

な。 
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^ 此の 馬 はとても あげる わけに は； 仃き ません よ。 私たち 

の 車 を曳 くた t 一頭の 馬な の だから。 

太子 俺 は 決して 吝ん で、 あげない ので はない の だが、 私 

達 は これから あの 遠い 檳特 山まで 行かなくて はなら ない 

の で 馬がなくて は HE るの だが —— . 

甲 なる riH た。 私たち 下々 の もの *は重 い 荷.； 卑. 曳ぃ 

て 歩い てゐ ますが、 上つ方 はお 街 歩で は 行けますまい て。 

紀 私たちが あの a くの 山まで 燒 砂の 道 を.： 早 を臾 いて 行け 

る ものです か。 考 へて 御 

iraw, 御尤で 御座います。 たにし 私 ハは适 山に 參りま 

す 時で も、 子^i^らを荷•¥に載せて、 私が 曳き、 女房が 後 

から 押して 参ります が、 それ は 無論 私共 下賤の もの \ す 

る こと で ノ  /さ い ユー S す。 幾ら 大 勇猛心 を 起し て 修道に い ら 

つし やる の だからと 云つ て 高貴の 方 は —— . 

太子 馬 を 持って行け。 

波羅門 e-  (^いて 太； 十ん 萍し) え？ 太- 當で ございます 

か。 その 馬 を 私共に 下さる ので ございます か。 

太子 (無言の ま、 肯 く) 

波 羅門甲 (ヒ ョコ く 頭え P 下げ 乍ら ) あり 難う 御 li! い ま 

す。 ありがたう 御 Mj います。 御影で 今日から 樂に なれ ま 

す。 女房 や 餓鬼共 も 助かります。 

妞 (心配 さう に) あなた、 その 馬 を やって しまって どう 


し て 山まで 參り ますお つもり でノ  J ざ い ます か。 

太： 十 俺が せ 「を 良いて 行かう。 

ほ その やうな > J とが あなたに お出来に なろ もの でノ /さ い 

ます か。 馴れな いお 身で —— 今日 御 自分で 馭 していら つ 

しゃった の. たって、 g! 分 I 無理だった ので は ございませ 

んか。 

太子 いや。 ^は 施し を 乞 ふ ものに 担む わけに は 行かない 

の だ。 

妃 では ございませ うが。 

波羅門 太子 殿下に 榮 あれ。 (わざと 阅こ える やう-,. L|g 

5 流石に 偉い もの だ。 これで こそ 布： 太子の 名に 乖か 

ない とい ふ もの だ。 女が3^,£り吝2^ぃのは下々のものも 

上 つ 方 も 同じ こと \ 見 える わ い 。 

^ 何です つて。 

波羅門 甲 (馬の 手 網ん 樹 から； S 告 乍ら) いやた にお 妃樣。 

お 美し い 御 婦人 方 は、 其の上に またお 深くて いら つ 

しゃいます S- に は， 一 1^ パ卖 しくお 兑ぇ にたろ もので ご 

ざいます て。 

太子 ^^を可愛がってゃれ。 

sn^  (馬ん- 撫て 乍ら) はい、 はい。 可愛い がります 

よ。 ぁ、立-ぉ；^な馬だ。 今日から 俺が 飼って やろ ぞ。 前の 

ろ V て 

主人より ちっとば かり 下作で は あるが、 ずっと 上手な 歐 
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し 手 だら うて。 r 手綱.^^ つ •  ぬり 乍ら) ゥム ついて 來ぃ。 

ついて 來ぃ。 rar が 動かない のて ビシ ャ" と 鞭. 常て ゝ ) 

4^^みゃがれ。 畜生 奴！  f ふ；^々 しく 馬， か 引. V、.I 乂て 、 § 

王女 馬 は 行って しま ふの。 

H.: 子 いや だな あ。 あんなに ひどく 打って。 

^  (淋し？ うに〕 本お にこれ からどうな さいます おつ も 

0 でございます か。 

太： 十 4、< 前と 子^た ち は に 9^ れ。 俺 が 分で. a つばる か 

ら。 

妃 そんない が 出來 ます もので ございま すか。 

太子 いや。 これし きの 事が 出来なくて、 これから 先の 修 

椠を どうす るの だ。 もう 行かう。 愚圆々 々して は ゐられ 

ない。 

私 もこん な處に 永く 化んで ゐ たく は 御. M いません わ。 

けれど - J れ からどう し て、 長い 燒砂 の 5?」 を 行 つ たら い \ 

のて. こざい ませう。 

太： 十 さあ。 乘れ。 今の 人夫 は 大王 帝釋が 化成して 俺の 

安逸になる の を 戒め て 下さ つ た の だ G 

^ だって あなた 11 

太. 十 OS しく J- ぉ乘 りなさい。 出^た i 

c^、 王子と 王女 .5* つれて wfL:- 梨ろ。 太-十.：；： ら 核の 中 

に 入り、 力ん i  、めて 堪， 小. 9? く。) 


^  (車から 飛び下りて) あ- - もったいない。 私が 後から 

押します わ。 (取.^ 押す) 

(s-g く。 太子と 妃と 汗. „v 流し 乍ら、 i. た 五、 六 間と 

虫かない う ち ninM 00. & ひ、 老いた る 人夫の 

装 ひして 登め。)  へ. 

iraw  (いふ 、なり 太子のへ S に. ぬ. V 二， 0 お 願 ひで.. こゴぃ 

ます。 お 願 ひで ございます。 

太子 (sf.^ 止め) 何者， た" 

. ^羅 £ 丙 お 慈悲 深い 太子 樣。 おは 貧乏な、 年老った 人夫 

でノ J ざ い ます。 女-おも 子供 もな ぃ賴 りな い II り もの で ノ  J 

ざ い ます。 私 は 先刻 道で 仲間の 人夫から 太子 が これに 

渡ら せ ら れる とい ふこと を閗 きま して、 る もの も. 収り 

敢 へず、 やって 參 りました ので ございます。 あり 難い 太 

子2^|^のぉ^§を  一 K 拜 ませて きたいと 存じまして。 私 は 

强 欲な 仲間と ちが ひまして、 まだ 一度 も 波 II へ 施し を 

お 願 ひに あがった 事 は ございません ので。 私 は 他人の 無 

心 はなるべく 聞いて やる が、. 3! 分の 事 は，： ni 分で や つ て、 他 

人に 無心 を 云 はな いのが 私の 主義で い /さいます の で 11 

太子 願 ひの 筋 は 何事 だ。 

波 lins; それ.；^! でございます。 太子 樣。 (めモ く 泣き 

出して〕 私が こんなに 乏を 致し ましたの も その 主義の 

ためで ございます。 寶は私 は 仲間の 奴の 係 蹄に か ^ つた 
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の で ノ J ざ い ます。 そ の 私 を 裏切つ 人 」 奴 は あなた から 先刻 

あの 立派な 馬 をね だり 联 つた 人夫 で ，- J ざ います。 彼奴 は 

寶に IS い 奴で ございます。 私 は 彼奴が 乏して ゐる 時に 

これまで 幾度 無心 を 聞い て やつ たか 知れません。 私 は 年 

老っ て©乏 になり ましたが、 それでも 彼奴に 無心に 行き 

ませんで した。 すると 彼奴が 親切 さう に 金 を货し て やら 

うと 申します ので、 私 は 初めて 彼奴から 借りる ことにし 

ました。 高い 利息で 僅かば かりの 金 を。 處が 蓮の 惡ぃ 時 

に は 何處ま でも 惡 いもので、 私が 長ゎづ ら ひ を 致し まし 

て 、 そ の 利息が 狒 へ なくな つ た の で 彼奴 は 私の 渡^の 只 

一 つ の 道具 である 車 を "収り 上げ て し ま ひました。 無論 W 

つ た 利息 はもう 疾く 元金 の 幾 層 倍に な つ て ゐる の でノ  J ざ 

いますが。 

蛇 S8 此のお しゃべりの 申す こと はどう も あてに な 

ら な いや £ 'で-、 /さ い ますよ 。 

波羅 門： 內 私 をお 憐れみ 下さい まし。 ^い 太子 様。 私 は 車 

が 無 くて は 渡： を 致す 事が 出来 ま せん。 あの 憎い 奴 は 先 

刻 私に 道で 太子 樣 から M い た 馬 を兑 せびら かして、 私 か 

らもぎ 1 収っ た 車を曳 かせて 行きました。 彼奴 S 馬小屋で 

は 雌 馬が 仔 を 三 匹 も 生んだ ばかりで ございま すのに。 私 

はくやし くて く 死にたい 氣が 致します。 私 は 生れて 初 

め て 人樣に 無心 を 申し ますの で ノ  /さ い ます。 それ は あな 


た樣の お^しい お 心 をよ く 存じ 上げ て ゐる からで- - /さ い 

ます 

此の ー卑は 迚も あける わけに は 行きません よ。 

波羅 ITS  (問 こえぬ ふリん して〕 私 は その 車で その 曰 そ 

の CI の 渡世の たづ きを 得た いば かりで なく、 あの 憎い 奴 

に、 .¥ を 見せつ けて、 太子 様から かけて いた V いたみ 惠 

み を 誇り た いので ござい ます。 

太子 沲は あげたい の だが。 お前 も る 通り、 俺た ち は 二 

人 の 子供 を此 の 車に 載せ て あ の 方 の ^£特山ま で 行か な 

ければ ならな いので、 一平が なく て は W る の だが —— 

波羅 STS  (わざと 聞きち がへ て) はいく。 その、. ¥ が 

無くて はまこと に W ります のでな" 老いぼれて、 荷物 を 

擔ぐ こと は；^;^ も出來 ません ので  

蛇 お前よ く御覽 よ。 殿 ド が 御 自分で is!. をお き に な つ 

て、 此の 私が 後押し をして ゐ るので すよ。 

太子 決して 咨 むので はない が、 俺た ちに. g くて はなら な 

いものな の だから 11 

波雜 門-内 (急に 皮肉に 笑 ひながら〕 無くて はならない も 

ので ございま すつ て。 へ \  i  k。  ^問の 誰でもが、 施し 

を 求める 若に： gi む ときには い つも さ， r- 申す もの で ござ い 

ますて。 どんな 物 持で も 何 一 つなくても すむ もの だと 思 

つ て貯へ てゐる ものはありません からな。 
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^ お前 さう お 云 ひだ けれども 私たち は 今 は 物 持なん 力で 

はありません よ。 私たち は ： ！ f^. の 金 H も、 一 枚の 齊替も 

持たないで 城 や 出た の だから。 

門-内 (ニヤく 微ゃ、 し 乍ら) 金货 ゃ着替 へがない の 

でございますって。 なる 程な。 落ちぶれた 王妃 は、 景氣 

の い、 h: 婦 よりも 氣 位が 高い つ て. m. すの は 本當で ござい 

ますた。 

太子 (考 へながら) 俺と：^ と は 徒歩で も 行ける が、 二人 

の f4nJy(.H.;sf で 無くて は 無理で はない か と 思 ふの だが  

蛇 どうして！ 十 供 達が あの fll 方まで 歩い て 行ける もの で ご 

ざ 、. ます か。 お 城で はやつ と K のなか や 歩いた きりで ご 

ざ い ます も の。 あの 柔 かい 足 はきつ と 石 こ ろ で 傷 いてし 

まひます わ。 それに 蒸々 した 燒 砂の 照り返しで 氣 息が 窒 

つ てし まふで せう。 

sn.^ 私達 igs 乏な もの は 男の 予供は 父親が 背負 ひ、 女 

の 子供 は 母親が 抱 いて^も、 渡世の ために は隨分 遠方 ま 

でも 歩い て 行く の は 常の ことで ござい まさ あ。 

^ でもお 前、 小ノ しは考 へて 兒 ておくれ。 達 はちつ とも 

歩く ことに は 願れ てゐな い の です よ。 本當に 私たち は此 

處 まで 旅 し て來 るの でも どんなに 苦しみ を 忍 ん で來 たで 

せう。 

と. 5. します の はつ まり それ 程までに あなた 樣が 


>  J れ まで！； g 構な： H ばかり 味 はう て ゐら つした と-. -、 V  J と 

になり ませうな あ。 

妃 まあ、 何て 意地 惡な、 思 ひやり のない 人 だら うねえ。 

波羅 Ms: え！ 思 ひ 遣りで ございま すって。 滅相な。 そ 

れは穀 かなものが、 贫し いもの に對 してお；， 「てゐ る 義務 

か と 私 は 心得て 居 0 ますが。 

蛇 お前、 幾ら 貧しくても 施し を 乞 ふの は 機 利で はあり ま 

せんよ。 それ は豐 かなものが 自由意志で する 惠 みです。 

まし て お前 の 樣な 物の .一 乙 ひ 方 は ゆする の も n 然 です。 

波 羅門丙 (露骨に 圆々 しふ <薛 ぼ.^ 示して 太子に〕 如何で 

ノ  /ざ い ませう。 そ の 御 車 を 頂戴す る - J と は 出來な いもの 

で ございませ、 つか" . 

太子 (蛇と 丙との 會 話の 間始ぉ してね たが〕 車 を 持 

つ て 行け" 

波 羅門丙 ( 一 寸 拍子 拔け のした やうな 面.^ ォ ろが、 やがて 

.0 一； ffi 笑 ひ し 出して) 有難-つ ございます。 あり 難う ござ 

います。 (妞の 方， ^横目て 见 ながら、 己れ の 所有 權.^ 確か 

める 樣 LL 取體： ^色々 と 撫\. 、廻し) ど- 「も 立派な 車 だ。 

(わざとら しく) 流石に 腹の さつば りした 太子 樣だ。 

蛇 (淋し さう に 傍. GO 彼ん な 奴に 大事な 車 を 遣って おし 

まひになる なんて。 

imw いや。 私な ど は 一 番 遣り甲斐の ある 人間で ござ 
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いませうて。 若し ー雜 F-§e、 .11  お 謝すろ 人 Si が、 一 

^造り M が あろ も の と 致し ますれば な。 

太子 行け。 

波羅 £-s はい/., \參 ります。 (賴の 中に 入リ て、 一 き 

試みら 乍) ち.^。 有難い。 お サ1 で 早速 あの 强 欲な、 罰當 

り 奴に 此の 車 を 見せ びら かして、 腹の 癒 える まで しつべ 

い •& し を^ はし て やれる と 云 ふ も の だ。 

太子 彼の 男は赦 してやる がい、。 

波 維門內 (無 t お 作 LL) 心 ました。 (ベら/ \ と) 太子 殿 

下の み 名に よって 被して やり ませう。 たに、 私 はた^ 此 

車で その 日く の 渡 が 出來さ へ すれば 、外に 菌み はな 

い の で ノ  J ざ い ます。 ^^i U 跪 さ て、 太子ん 拜 して) 布 

施 太子 殿下に 榮ぇ あれ。 f. 乂ち 上リ、 1WS たさう Li5f ん虫き 

妃 (心 re? う LL) 太當 にこれ からど-つ 遊ばす おつもりで 

ございま すか。 

太子 王子 は 俺が 背負 つ て； 仃く。  H-; 女 は お前 手 を， M い て 行 

ナ 0 


^ お 言 M に乖 くので は ございませ ぬが、 その やうな こと 

が 出來る と は 迚も 思 は れ ませ ス。 

太子 いや、 試って 見やう。 これし きの * が出來 なくて 是 

から 先き を どうす るの だ。 凡そ 此の^の 一恭 Is しい もの 


の す ろ^^-を條等も负は なくて はならない。 彼^が 已 でに 

0 へ て來た 事を條 が耐 へ られな い - 」 と はない や；.. だ。 そ 

れを忌 ひ ，跑 けて は いけない。 それ を 忌 ひ 避け やうと する 

の は 俺等が  > . -れ まで 安樂に 幕ら し て來た^£1=^の ためだ。 

M お w 雜を •& す やうで は ございま すが、 私 は CI^J まで り 

し い 華麗た •  生活に 慣れて 參 りました が、 それ は 決して 私 

が 特別に 安逸 を 好み ましたと. S. す譯 では ござ いません 

わ。 私 はた ビ 生れ 乍ら に與 へられた 幸； i を享 け、 また あ 

なた から m とし て 選ばれて 、 許されたもの を^：^^^に 3水し 

んでゐ たの に過ぎないと 存じます わ。 

太子 お前が さう； W ふ の は本當 だ。 お前 は 決し て では 

なかった。 ぉ前の育ちは寧ろ界^^ハた方でぁった。 お前の 

活が 多少で も 華 M であった とすれば、 それ は妃 として 

の 位 を 辱め な い 莊鼹を 保 つため の 必要と、 そしてお 前の 

妃 らしい.^, 品な^ 味の ためであった。 た^さう いふ. if 活 

が 他の 無數の 《！^ 中 一の 上に 築かれて ゐ たのであった。 それ 

が i. が 靈識 に； まんで ゐた m であった の だ。 それ は 恐 

ろし 勞 苦であった。 それに 氣の 付いた 以上 は， W 來ろ 限り 

その 償 ひ をし なくて はならない。 そのために は 11^: し いも 

の  > 押し付けがましい、 布施の 要求 も： Si まないで、 受け 

容れ、 また 私たちに は 慣れな い JSF^ を も辭し て はなら な 

い。 それ は .ぉ に 私たちの 業の 報いな S だ。 それ を まし 
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, 忍 す 乙 こと は？^ 天 の 心 に 適 ふに 達な い 。 

ぬ (紫 ぼに) 御敎へ 下さいました こと は淺 墓な 私の 心に 

も； ぼく： =5 み ました。 私 は あく まで も 殿下に お If ひ 申し ま 

す。 た V 私たちの 菜の ために 幼い もの に 難 S を 负は せな 

く て はなら な いのが、 どんなに か.； しう. - A.J い ませう" * 

太子 あ/ぬよ。 それ は 此の世界で 恐ろしい^の 中で も 一 

^^恐ろしぃことの i つなの だ。 親の 菜が 子に 報いる とい 

ふ 一 J とに ！ 俺が 城 を 捨てた の は-; 波 n の 先- S 代 々の攻 

略と-妹 欽， V- お 華との 梁 報 を うたの だ。 我が 子々 孫々 

の §^ 報 を愤ひ た いためな の だ。 

(此 の KM に 並 木 の ほ よ リ 、 の ^J- ひ .fj る波羅^ 丁 

に ti V るル i 門 乙.^ 杖-して 5^ きつ、 現 はれ、 太 

子の^2に^く。、 

^^門 丁 御 E ひ で 御. 1】 い ます。 御！ M ひ ご .> ,- ざ い ます。 

太子 何者 ぢゃ： 

波 縱門丁  .nn: の 父な，；.； れた めた 乞お て. こざいます。 お 

慈， 悲. 淡い 太子 ST  ^下の み惠 みは ヒマ ラャの 山よりも i„s 

く、 ベ ン ガルの よりも 傑く、 ありと あらゆる 衆生に 際 

なく 行き渡り、 さながら ガン ジ ス 河の 水が 兩 314 の？ I 粟 畑 

を润 ほす やうで， - /5 います。 

&  (楝へ かれた ろ 如く、 太子 11 小 * おにて) また M 教使ひ 


が 出て 參 りました。 今度 はお 相チに 遊ばし ますな。 

imT 何. ¥ お 憐み をお 垂れ ドさ いまし。 闲り 切って ゐ 

ますの で。 此奴が SWK な 片輪な もので ございま すので。 

波絲 n 乙 (つく リ， 成に て) ゆ はめな 盲 H でございます。 死 

に损ひ 奴で ございます。 

波羅 £ 丁  (手，^ し ピリつ. -) お 布施 をお 願 ひ 申します。 

乙と 丁  (^1 亇描 へて) おめぐみ を！ お施し を！ 

太 チ 俺 は あげたい の だが、 持って ゐた物 は 皆 施して しま 

つて、 もう 何も あげる ものがない。 汝も兑 る 通り、 .¥ も 

馬 もな く搏特 3 ま で 子供 を 背負 つ て 徒步 や- - 行かう と 思 つ 

て ゐた所 だ 。 金 も  食物 さ へ も 持 つ て ゐな いの だ。 

波雜 門 丁 へ  >-  >- 、。 失趙 ながら まだ 充分に お 持 合 はせ の 

やうに 見受け ますが。 

M い，. -ぇ。 本ぱに 何も 持って はゐ ません よ- 

波羅 £ 了 これ はしたり， お妃 isr 御手の 扇は大 M 立派な 

もので ございますな。 • 

M  (s,^ 總め 乍ら) お前. の 扇が 欲しい のなら あげても 

V よ。 

波魏門 T  :1a ぐ 手.^ 出して 取り) いや、 どうも 有 

難う ございます。 (太：.^!!) その 立派な 赉.^ を 戴きた う 

ごダ I います。 

太子 ( 一 瞬 g 沈 K の 後^ 衣.^ 脱し ズ 與 へ る- 纏へ る ^き 
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衣の 外裸體 となる) 

^  (驚い.、〕 何て 酷い —— 

波 羅門丁 冠 を！ 冠 を！ 

太子 (決然と して 冠.^ 脫 し乂與 へんと す) 

蛇 殿下！ 

太子 いや、； W を 出た 時から はも はや 太子で はない の だ。 

波雜 門丁  (冠ん 4〕 入 取って) ありがた うい ム ます。 あり 難 

うご ざいます。 (姐 LLSl 々しく) 賓衣を 戴きた うご ざい 

ます。 

妃 不作法 者-! 

太子 妃ょ。 ぉ與 りなさい。 今 はす &んで 錦 Si の 衣 を脫ぐ 

べき 時が 來 たの だ。 

妞 (一瞬 問 躇し て 後- 衣 K し て 與 へろ。 薄き 肌 衣 1 

权 となろ；. 

波 雜門丁  (齊衣 取る や 否や) 瓔路 を！ 

^  (厳しく) お控 へ！ 

太子 (靜 かに 然と) お興りなさい。 

妃 殿下。 こればかり は！  0^ ぐんて) あ k 殿ド から 選 

ばれた 日の 光榮 の 印 で，.、 /さ い ます。 

太 マす お、、 妃 よ。 潔くお 與 りなさい。 その 喪 石の 眩 ゆい 

瓔路 とても 今の お前の 頭 を 飾る に は あまりに 光な きもの 

になった の だ！ 


妃 お、 殿ド！ (決然と して、 壞 5^,^ 與ふ) 

波羅門 T ありがたう ございます。 ありがたう ござ い ま 

す。 生れて か ら こんな 立 派な も の を 手に した こと はノ  J ざ 

いません。 C ぬ.^ 返し、 衷.^返ししヾ眺め乍ら) いや、 

どうも 素敵な もの だ" ^が チカ/ \ する だ。 

太子 行け。 

波羅門 T はいく 參 ります。 欲， な、 おの やうな 眼 付 

< ジ P  /\- 王 女の 方 . 眺め ヾ， Q ろ〕 

妃 (不安ん、 感じ つ 、 〕 お前 はもう 充ち 足りた の だら う，； ：-。 

波 ：#門丁 十； 一分で，， - /さいます よ" お^ 樣。 此の 上 S 、いて 

は 罰が 當り まさ あ" 私 はな。 處 であの ismlfssu 奴 はま 

だ 何も 戴いて はゐ ませんで すが。 な あ。 おや ぢ さん。 

^雜門 乙 ハぉ ろく！ ^にて〕 お施し を！ おめぐみ を！ 

imT お前の 洞穴の やうな 股 玉 にゃあ 何も 映 ろ ま い 

が、 王子： 樣と 王女 ほ は それ あ 立 f ".13; 衣 をめ して いらつ 

しゃる の だせ。 

波 雜門乙 賓 衣ケド され。 齊衣を 下され。 

^  (保ぐ み) お前た ち は 幼い ものの まで^が， つと する の 

力 I 

is 門 r 此の 死に 損 ひ 奴 は 強欲 で.、 >J い ますな。 

太.^  C 決然と して) 王子と 王女の g 衣 をお 與 

(妃 ？ ^叶ぶ、 乍ら、 ： 上 子と 王女の^ 衣，^ 脫 がして 
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與 へる。 王子 王女 は裸體 となる。) 

波羅 £ 丁  (齊 衣.^ 乙に 波して) これ をお 前に 與ら うとよ。 

果報者 奴が。 

波 羅門乙 (お r たらけ の 額ん 资衣 にこ マリつ けて) 肌觸り 

の い、、 や はら かもの だ。 おまけに 何てい &薰り だら う。 

波雜門 T  (感心した やうに 王子と 王女.^ 眺め) 何て 綺麗 

な 頸輪と 踝 飾り だら うな あ、 

波 羅門乙 (頭.^ 大地に、 > すリ つけて) 頸輪 を 下され。 踝 

飾り を 下され。 

蛇 何て しっこい！ 

太子 與 つてし まへ。 

妃 (頸輪と 蹀ハ  1 リ. 解いて 與 へろ) 

波 羅門丁  (i$ 輪と 躁飾. ^乙！. i 波し) 今日はお 前 は 大當り 

だね。 お前 盲 H で 却って 結構 かも 知れない ぞ。 こんな 眩 

ゆい fw; 石 を 見れ や、 眼が まうて しま ふから な。 

波 羅門乙 やれく。 有難い こった。 長^き はして 見る も 

の だ。 

太子 行け。 

iHr はいく 只今。 (眼敏 く 太子.^ ジロリ と 一瞥し 

て) へ、 w。 思 ひ 切りの 惡ぃ 申出で は ございま すが、 

お別れ 際のお „ 京物に 一 つ 序でに 戴きたい もので。 なに。 

その 小雨と 一 §ハ 華と をな。 


太子 いや これ は與ろ わけに 行かない。 これ は 俺 を 深く 愛 

する ものが、 はなむけに、 自分の 愛の 證 にくれ たの だか 

ら。 外の 俺の 所有物と はちが ふの だ。 

波 羅門丁 なる 程な。 私が 期. 這 ひ をして ゐ ました。 (獨白 

の 如く〕 それ はさ うだらう。 どんな 偉い人に でも 程度と 

いふ ものが あるの は當然 だからな。 幾ら 一 生 懸命の 場合、 

天に 立てた 誓 ひとは 云っても 例外 は 一 つ 位 は ある こと は 

許されな く て はならない からな。 

太子 持って行け。 (寶 華と is 珠の小 函ん、 丁に 渡す) 

波 羅門丁 え！ 頂きまして よろしう ございま すか- これ 

は./ \. どうも。 (華と 函と 1^ 懷ろ！ J. 妆め 乍ら) どうも 有 

難う ございます。 (猶 もジ 口/, \. 油斷 なく 一 行の 身 5^.^ 

目 察し 乍ら) 勿體 ない ことで ございます。 (乙の 耳元に 

囌く) もう 何も 眼 ぼしい もの はねえ ぜ。 

波羅 門 乙 畏れ 多い こッ た。 いつまでも 紫 晒しな 姿 を 御 眼 

にかけ るより、 もう 御前 を 下ら うぢ やねえ か。 

波羅 門 丁 それが い \  。それが い \。 (跪きて) 太子 殿下 

に榮ぇ あれ。 安らかな 御旅 行 をな されます やうに。 今日 

のみ 惠 みの 功德が 倍に なつ て 殿下に 返ります やうに。 お 

い。 おやじさん。 ぉ禮を 申し上げ ねえ かい。 

波羅 門 乙 (-< ぼく 聲て〕 やれく。 勿體 なや。 お蔭 さ 

まで 親子が 助かりました。 
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波 羅門丁 ぢ やお 暇し やう。 さあ 立った。 杖 はこつ ち だ。 

しっかり つかまへ ろ。 (わざと 閱ぇろ やうに) あれ こそ 

本當の 施主 だ。 一物 も咨 まれなかった。 あれで こそ 布施 

太子の 名に そむかね え。 (退場〕 

蛇 (淚 ぐみ て) 深いお 敎へを 受けました 今 道の ために は 

苦しみ を 避け やうと は 存じ ませぬ が、 あまりに 私たちの 

姿が 慘 めな 氣が 致し まし て —— 

太子 いや。 皆 前よりも 淸く、 美しく 見える ぞ。 私たち は 

世俗の 装飾 を 振り捨てた。 これから は與 へられた、 生れ 

乍ら の 美 を 「法」 の 光りで 飾る の だ。 漸愧を 上服と し、 

深 信 を 一 I ー鬓 とし、 戒品を 以て 塗 香と する の だ。 妃ょ。 マー.」 

なた たちの その 玉 の やうな を、 七淨の 華 を 布いた 浴 池 

で澡 いだなら、 どんなに 美しく、 淸ら かになる ことで あ 

らう。 私 は それ を 見た く 思 ひます わい。 

妃 (S しく 微笑して) 殿下の 御意に、； i ひさへ 致し ますれ 

ば、 私 は どの やうな 姿 も 本望で ございま すわ。 

太子 (決然と して) さあ。 行かう 。勇；； 11- を 出して 試って 

兒 やう) さあ。 耶 利よ。 お出で。 (王子^ 背負 ふ) 

妞 (その 樣ん见 ろ や、 決然と して 立ち上 リ) 歸拏延 や 3 

私に つい てお 出で。 母 探が 手 を 曳 い てあげる からね。 

太子 行かう。 お前た ちの 雄々 しい 姿 は 俺 を 奮 ひ 立た せる。 

檁特山 は 遠い とはいへ 旣 に彼處 にあの やうに 見えて ゐる 


の だ。 泰然と した、 嚴 かな 山で はない か。 K に 山 だ C 

「法」 そのものの やうな 崇高な、 しかも 調和した fS{ た。 鐵 

の やうに 凝り固ま つ た 勇猛心 の 前に 燒 砂の 道が 何で あら 

-っ。 眞 夏の 太陽が なんで あらう。 さあ、 行か-つ！ (一 

E 返 場す) 

(引き 違 ひに 波羅門 甲、 乙、 丙、 丁 並木の 後， ci リ登 

揚 す。) 

波 羅門甲 うまく 行った な。 

波 羅門乙 何もかも はふり 出し や あがった な。 

波雜門 IS 見ろ。 向う の 道 をと ぼく 行つ てら あ。 

せ  1 羅門甲 冀を拔 かれた 孔雀と いふ ざま さね。 

波雜門 S  (丁に) だが魁の^^ぃ腕前にゃ今更だが想ぃち 

やった」 

波 維 門 丁  、整， f 脫ギ 捨て 乍ら) 何 だ。 これし きのこと に。 

波 維 門 乙 (立った ま、 尿，^ して) だが よく はふり 出す 奴 

も、 はふり 出す 奴ぢ やねえ か。 

波 雜門丁 飛んだ 所に 感心 T る 奴 だね」 そり やさう さ。 若 

し 太子が 貴樣の やうな 奴ぢ や、 迚も 幾り 俺ら が 逆立ちし 

たって 録 一 文 出し や あしめ えから な。 

波 羅門乙 (者へ ながら) 併し 考へ ると 少し 氣の だな あ。 

波 親 £ 丁 ふむ。 間抜け 野郎が。 同情心 なんか 起した けれ 

や、 初めつ から 條らの 仲間に 入らね えがい、 や。 
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雜門屮 處で 獲物の 分 配 は とう し て 吳れる んだ 。 

波雜門 S! 今日の やうに しこた ま 獲物 のあった 日に や 各々 

勝手な もの を収 つ たら い 、 だら う。 

波 羅門乙 それや 無；，： .1 さう だ。 

波羅 門丁 なに。 圃だ。 さも なきや どうせ 喧嘩な しに 分け 

られつ こ はねえ や。 だが 冠と 寶 石の 面と は 俺ら がと るの 

だぞ。 

波羅 g: & ふむ。 うまく やって やが る。 

羅 s: 丙 (と 面. ^見合せ て、 囌く) 何處 まで も强 欲な 奴 

ぢ やねえ か。 

波 維 s: 丁  (路傍の 草 1^ 引拔 いて 園^ ハくリ 乍ら 空と ぼけ 

て) 何とか 云った かい。 さあ 鬮を 引け。 

波 維 S 乙 いやなんでも ねえ。 お前さんの 腕前 を ほめて ゐ 

たの さ。 引く) 

維 s: 丙 (同じく 圆，^ 引. 乍ら) ねえ、 魁、 俺ら もな ま 

じっかな 弱氣は 止しに して、 ちっとお 前さん にあ やかり 

たい もんだ。 だが 今 3 の やうに 根 こそぎ ふ ん だくり ゃ琉 

石のお 前さん も 本望 だら うな。 

波 雜門了  (冷笑して) 何 だ。 愁の 少ない 野郎 だね。 

波 維 ST 内 えん？ まだです かい。 

羅門丁 無論 さ。 まだ 大 獲物が 殘 つてろ ぢ やねえ か。 (甲 

に) さあ 引け。 


波 羅門乙 (服.^ くして) おや、 おや。 

(國 * ャ 引いて) もつ 眼 ぼしい もの は 何も 殘 つて 

な いぢ やねえ か。 

波 羅門丁  (わざ 笑って) 頓馬 奴。 まだ 殘 つてる ぢ やねえ 

か。 あの 上玉と 二人の 餓鬼が 11 

波 雜門乙 (びつ くリ して) いや、 はや。 

波 維 E 丁 おどろく にや 及ばね え。 さあ 閻を あけろ。 早く 

獲吻を 分配し て 、 また 仕事に か 、 ら なく つ ちゃ あ。 

波雜 ra 甲 (鬮. ^投げ出して) 畜生。 また 貧乏 圆が當 り や 

がった" 

imr  (先き に 立って 退場し 乍ら) さあ。 藪の 後ろへ 

來な 。俺が 手 をし こんで やる から。 俺 は 是か ら 大急ぎ で 

馬で 間道から 先 廻りして 待 伏せして ゐ なけれ や な ら ね 

え。 これから いよ./ \大 仕事. た。 

(甲乙丙 隨 うて 返 場。) 

第二  % 

穆？^ バ I として 繁茂した 密林。 重な-,:' 合った 稍 や 葉の 間 か 

ら 月光 さし 込み 舞裹仄 .a く 照らされて なる。 一 面に 滴 

ろ ゃぅな厚ぼった ぃ靑々とした葉^^に處々类しぃ濃艷 

な 色彩の i 化が 燃えろ やうに 咲いて ねろ。 其 S 花 は 非常 

に 火 輪 V 人 7 ャ し ズ •： 率 輪 ， ^で 聯想せ しめる。 大きな 天，. 摩 
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す やうな 榕の樹 の 下に 美しい 斑の わろ 大きな 虎が 前足 

の 上に 猛々 しい 艇， ^載せて 眠つ ズ ねろ。 遠くの 森の 典 

から 獸の呔 える ST 近くの 樹の 枝から 夜啼く 額の ftl の 

It が 時々 M える 外 は ひっそりと してね ろ。 風 無く、 樹 

の 葉 は 少しも 動かない。 突然 靑 葉の 繁 みが 風に tel てら 

れた 様に 搖 らいて、 溶の 樹の 枝から 一 頭の 大蛇が 垂れ 

下リ、 鎌首， -J- 擡げて 虎の 暴 先き に擬 すろ。 虎 はす やす 

やと 眠って ねる。 と 蛇に 驚いた rtll がけた、 ましく 鳴 

く。 虎 眼.^ -醒 ます。 蛇.. ^見ろ や 猛然と して 货^ 擡げ、 

牙.^ 剝き、 飛び か、 らんと する 姿勢^と リ、 烈しく i- 

吼す。 蛇 は 一瞬間 對 e して 後、 波の やう！. i 體躯. ^迂れ 

らして 樹上に 引きお. ける。 虎 は猶ほ 二三 度 樹上 か 睥睨 

して 啦哮 して 後 密林の 後ろに 姿. ^陰す。 また ひつ そリ 

とすろ。 舞 S 一  瞬間 空虚。 と波羅 g: 丁 及 丙 馬.^ 驅 つて 

登揚 す。 

波 羅門丁  (馬， かと  >  め〕 さあ。 此處 だ。 此處で 森の 蔭に 

隱れて 一 行 を 待ち受け やう。 

波羅 £ 丙 (周 じく 馬，^ と め、 四 i ^ふ、 見廻して) 氣 味の 

惡ぃ程 ひつ そりし て ゐゃ がる。 

波 羅門丁 一仕事 やる のに や 持って来いの 處だ。 惡く する 

と 荒療治 を やらな くち やなら ねえ かも 知れね えから。 

波羅 門 丙 そんな こと を やる のかい。 


波 雜門丁 何 だ。 もう 怖氣 づき やが つて。 (刀.^ 檢 しなが 

ら〕 萬 一 の 時 にゃあ これで やっつけ るの だ。 だが そんな 

、 J と は 恐らく あるめえ。 

波雜 E 丙 だ が 幾ら 太子 だ つ て 子供 は 可愛 い か ら な。 それ 

に 鬼の やうな 奴に くれてや るの ぢゃ あな。 

波 羅門丁 だから 貴樣を 選んで やった の だ。 貴樣 なら 幾ら 

かや さし さう に 見える だら うからな。 鬼子で も 可愛い の 

と、 憎々 しいのと あると いふから な。 使 ひ 道 は ある もの 

だ。 だが 度胸 を据 ゑて しっかり やりな。 

波羅 sr 丙 俺ら がー 人で やる のかい。 

波羅門 丁 俺 は 森の 後ろで 樣子を 窺って ゐる。 おし 贵； の 

手に 負へ なけれ や 俺が 出て やる。 だが 拜み 倒せ ば 彼奴 は 

屹度 倒れ るんだ。 嫌と は 云 はれね ぇ譯が あるんだ から U 

波羅門 W; 試って 見やう。 俺ら は 嚇しは 利かね えが、 愁ひ 

は隨 分利く の だから。 だが こんなに 苦心 し て 生 {n い 餓鬼 

を 一 一人 ものにした ところで 何になる だら うな。 

波 羅門丁 馬鹿。 王の 種ぢ やねえ か。 どんなにい、 値に だ 

つ て 賢れ る さ。 

波雜 s: 丙 ふむ。 何處 まで も 凄い 11 

波羅 g:  丁 叱つ！ 向う にやって 來た。 森の 蔭へ！ 

(丙と 丁 返 場す。) 

(間。) 
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(太子 王 子.^ 背 Ms ひ、 王女の 手ん 曳きて 登場。 ) 

姐 (喘 ギ. Ji:. ら) あ、。 私 はも-つ 牛： i けさう に は ございませ 

ん。 

太子 (爽 のために 齐 I 白くな つた 額に 冷汗ん-べつ とりと 

湾 まぜて) EH 氣を 出せ。 今 は 大事な 時 だ。 もっと 行かう。 

^ 私 は  一 il 二 驟命氣 を 張 つて はゐ るので 厶ぃ ますが。 (ぐ 

つた： T とく. つ 折れて：； もう 迪も 駄目で.. こざいます。 暫ら 

く 化 息 させ て 下さい まし。 

太； 十 此の 森林 だけ 越えて しま へ ば あの 檀特 山が 見える の 

だ。 あの 山 さ へ 行 手に 見えれば また 勇 氣が奮 ひ 起つ だら 

蛇 (喚 願す ろ やうに) どうぞお 休み 遊ばして。 E 拏延も 

足 を 傷めて ゐ ますから。 

王女 (^の 傍に 坐し. 足,.^ -投げ 出して) こんなに 血が 出 

るんだ もの。 

妞 ひどく  if むかい。 お待ち。 く、 つて あげる から。 (衣 

-,^ 引き裂いて 繃帶 してやる) 

H.: 子 (父の 背 LL て 小さな 足,^ バタ- -、 させて) 下りる よ。 

下り. るよ。 

太子 では It らく 休んで 行かう。 (王子 1^ 下 す) 

王子 (すぐに 母の 傍に 馳ぜ 寄って) 母樣ぉ i% 頂戴 やう。 

ひも じいの だもの。 


妃 あ X。 ひも じいだら うね。 今朝から 何も 喰べ ない のた 

から。 (乳房， や 擴げ) さあ。 

王女 あたし も渴 いて、 渴 いて。 

蛇 あ X。 谒 くだらう ね。 お前 もお あがり。 (も 一つの 乳 

房.^ 王女に 哺 まぜろ) 

太子 待って ゐろ。 わしが 木の 果を 採って 来て やる から。 

(も 寄リの 林の 中に 行く。) 

(間。) 

妞 (思 はずう と >/\ 眠 リか ける がすぐ に^ 酲ま す：" あ 

あ。 二人とも 眠って しまった。 疲れて しまって ゐ るんだ 

わ。 (1^ ぐみ 兩 腕て 子供. ^抱きしめて、 接吻し、 自分の 肌 

衣て 掩 ふやう にして〕 かはい さう に！ 

(林の 中から 出て 來る) さあ、 採って 来た ぞ。 

さっきまで 乳を飮 んでゐ ましたが 寢 入りました わ。 

- ではお 前お あがり。 

はい。 (食べ やうと もしない て 考 へ 込む) 祸 しい 森で 

ご，  さいます のね。 

太子 港し い 森 だね。 (勵 ます やうに) だが 日に 照りつ け 

られ て、 砂 道 を 歩く よりか 凌ぎい- -ね。 

奶 S^Maw 獸が吼 えて ゐま すわ。 

太子 S: 山へ 急がう。 彼處 では 聖人の 德で 淋しい 森の 中 

も 樂園だ 。 戳も 少しも 害 をし ない の だ。 
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紀 (淋し さう に考へ 込み、 やがて！ 彼ん-膝の 上に す〕 御 

免 遊ばせ。 (わ わて、^ ん、 拭 ひ〕 私 今夜 は 何だか.：^ しく 

て、 淋しくて 11- 

太子 氣を强 く 持て。 今 は 大事な 時 だ。 

蛇 どうしたの で こざい ませう。 私 勢 一 杯氣を 引き 緊め て 

ゐ るので ございます けれど。 何だか 此の 森に さし か、 つ 

てから、 氣が變 になって 急に 歩く 力 も つきて しまったの 

でございますの。 あんなに 月が 照 つて ゐ ますのに 雨が 降 

る やうに 思 へ たり、 森の 樹が皆 倒れ か 、る やうな 氣 がし 

たり、 左腋 がむ づ 痒く、 右險 がうる み、 兩 方の 乳房が 變 

に &攣 つたり 致します の。 何 か 子供達の 身の上に 凶い 事 

でも 起ろ ので は 無い の か 知ら. I - 

太子 何 をつ まらない。 お前の 氣 根が 弱った ので 色々 な こ 

とを考 へる の だ。 

妃 左樣 だとよ ろしう ございま すが， ひして〕 また 

獸が吼 えました わ。 (子供ん」 しっかり 抱き か-^ へて) 子 

供 をと りに 來は しないで せう か。 

太子 大丈夫 だ。 あんなに f お 方 だから。 お前 氣を しっかり 

張り 締めて ゐ なくて はいけ まん ぞ。 

(間。) 

(おへ 然近 くの 森 の 中て 角笛 の 音が Ml る 。) 

^  (評しげ に) 何で ございませう。 


太子 あれ はたし か 角笛 だが。 狼から 羊た ち を 守る ために 

羊 飼が 鳴らし て ゐ るの だら う" 

( 一 瞬 問 沈お。 波羅 門 丙 羊 飼 ひに！ f 裝 して ふ 腰に 

し 鞭 か 持ち ズ 息.^ 切らして 登場。) 

波羅 mg; (いきな リ 太子のお 下に 跪告戯 欲し ャら) お 願 

ひ で ノ 」 ざ い ます。 お 願 ひで Z J ざ い まず。 

妃 (ギ グッ として. 14 能 的に 子供達.^ 後" C にか. はふ) 

太子 何者 だ。 

波 維 門 丙 (やっと 泣き止めて) 私は@ 乏な羊 飼 ひで ござ 

います。 やれく。 やっと 追 ひ 付きました。 坂道 を 走り 

つ にけ て參 りました ので 息が 切れさう でございます。 あ 

なた が あ の お 慈悲 深 い 布施 太子 様で いらっしゃいました 

力 

太子 願 ひの 筋 を 申せ。 

波羅 内 はいく。 有難う ございます。 私の 牧場 は 荒れ 

果て、 り ます。 實 は 女房が 永く 病み つ い たきり で ノ  J ざ 

いますの でな。 迚も 私 一 人で は あの 氣 まぐれな 羊 どもの 

世話 を燒く 手が 廻りません。 毎晩 狼 やおが つ て 來て荒 

らし 廻ります。 それで 私 は 羊の 番をして くれる 牧 iisJ が 欲 

しいので ございます。 

蛇 (眞 背になる。 何 か 云 はう と 試みて、 唇が空しく^^$- 

する) 


Ui 入の 乎 太 施 布 


359 


i^M で 誠に 申 兼ねます がお 子樣 方のお 手 をお 借り 申 

し 上げ たいので ノ  J ざ います。 

妃 (せき 込ん て〕 お前お 願 ひ 出来る こと、、 出來 ない こ 

との 別 は 心 て ゐる だら うね 。 

波羅門 _内 (お. つくして) 左 53 仰せられ ますと 誠に 恐縮 

致します 次第で ござ いまして。 尊い 王子： 樣に牋 し い 牧袁 

の 亊が ふさ はしい と は 決して 思 はない ので，. *  J ざ います 

が、 何しろ あまりに S り 切つ てゐる もの でございます か 

ら。 それに 人の 話で は、 あなた 機 方 はお 城 をお 立ちに な 

りました 時から、 もうお 位 をお 捨て 遊ばして、 世の ー悉 

賤 いものと M じ 列に 身 を 落し、 下々 の 貧しい ものと 苦し 

み をお 頒ち 下さる の だと^い てゐ ました。 私 は それ を 

い て勿體 なく て淚が こぼれました。 そし て それで は と存 

じまして- お 願 ひ 申して 見る 氣 になり ましたので ござい 

ます。 決してお なさけに つけ 上 る氣で はない の で ノ /さ い 

ます 力 

太子 (考へ 込みながら) それ 程 ま V に 難儀 致して ゐ るの 

力 

sraw 全く 持ちまして、 闲り 切って ゐ るので ございま 

す。 病 一： 颯の 女房の ために 藥が 得られない ことな ど は 無論 

あきらめ て 居ります が、 食べ させ る 事 さ へ も出來 兼ねる 

ので ござい ます。 た V 羊の 番さ へして くれる もの さへ 居 


て くれ \ ば 助かる の でノ J ざ い ますが。 炊事と 看護と でぐ 

たぐに 疲れ切つ てし まひます の で。 

太子 それ は 不感な こと だ。 助けて くれる 隣り 人 は 無い の 

力 

波羅門 丙 (悲憤す る やうに) 殿下。 番人の ゐな いの をね 

らっ て墻を 越えて 羊 を 盗む 奴はゐ ましても、 不幸な 隣り 

の もの. - ために 一 槽の珠 を も 刈つ て くれる もの は ござい 

ませぬ。 

太子 …… 

波 丙 (めモ くと 泣き出して) 此の 樣子 では あはれ 

な 妻 は 屹度 今に 死ん でし まふ で，.、 」 ざ い ませう。 私 は 貧し 

いも の 」 悲しみと 人情の 冷めた さと を r あ 々 と 感じます。 

私 は 寧ろ 女房が 一 層の 事 邪 il な 奴なら まだ 心の 苦しみ は 

少なから う にと さへ 思 ひ ます。 女房 は どんな 乏し さ にも、 

is にも 少しも 不平 を 申し ませず、 私 を 心配 させまい と 

思つ てわざと 吞 ：！, 讽 なやうな 風 をし V- 見せる ので ございま 

す。 普段 あれ 程 の 働き手 であった のに、 それ を 少しも &k 

にかけ ず、 た t 私に 手閊へ させる 事 を氣の 毒が つてば か 

りゐ るので ございまず。 もうす ベ ての 苦しみ を 忍び 受け 

て、 蓮 命に 身 を 任せ 切って ゐ るので ございます。 私 は 襖 

越しに 私の 眼の 前で は 苦し い 顏を 見せな い 女房が、 うめ 

き K を 立て. - お腹 を 押へ 乍ら、 早く 死の 來る やうに 天に 
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祈つ てゐ るの を 見ました。 私 は 今日 も 女房の 沈 元に 凝つ 

と 坐って その 靑ざ め た 寢顔を 見 て ゐ まし た 。ぁ& 女房 も 

かう して 死んで 行く のかと 思 ひました〕 何 一 つ 惡ぃ事 を 

しない、 從 順な、 働き手の 女房が、 何-つして こんなに 苦 

しまなければ ならない の だら うと 思 ひました。 何 一 っ樂 

な 目 もさせな いで 見す./ \ 死なせる 自分 を 腑甲斐な くも 

思 ひました。 あ、。 牧章： さへ あったらと 思 ひました。 そ 

の 時 私 は 殿ドの こと を 聞きました。 そして 矢も榍 も堪ら 

なくな つ て 、 後 を 追 つ て參り ましたので.、 /ざ い ます。 

太子 (涙ぐみ) 世に も氣の 毒な 夫婦 だ。 俺に 出来る 事な 

ら 何とか し て 助け て やりたい が —— 

妃 (せき 込ん て〕 子供た ちに は 迚も 羊 飼 ひの 仕事 は出來 

ない の だから I - 

波 羅！： 丙 大丈夫で ございます。 お 妃樣。 遊び半分に でも 

出來 ます。 牧場 は 鹿くて、 IH 々として、 ぉ子樣 方の ため 

に は、 此の上 もない い、 遊び場で ございます。 角笛 を 吹 

い て 、 杖 を 持 つ て 羊た ち と 遊ん でゐて さへ K へばよ ろし 

いので.. こざいます。 

犯 でもぉ前それでは危ぶなくて仕^！^がなぃからねぇ。 

あ ひて 

波羅 門 丙 どう致しまして。 お 妃樣。 對手 は獸の 中で 一 番 

柔 しいと 云 はれる 羊で ございます。 決してお 子樣方 をお 

傷け 申す やうな こと は ござ いません。 


(子供逮不意に眼，^^醒.^"し、 见 知らぬ 人と 父母の 語れ 

ろ. ^兄て、 縫り 付く。) 

妃 (子供ん、 抱きしめて) 怖がる こと はない よ。 怖がる こ 

と はない よ。 (丙  >」 、訴 へろ やう に) ねえ。 お前。 お前 は 

惡ぃ 人で は 無 ささう だから 問き 分け ておくれ。 私 はお 前 

の お 述れ合 ひの 人 を 本當に い としく 思 ふ の です。 けれど 

それ だ か らと云 つ て： ffl も 子供た ち を 手放す 氣に はなれ ま 

せん。 なれる 箬 がありません。 どうぞお 願 ひだから 私の 

心 を 察し てあきら め て おくれ。 

太子 (妃の 様子.^ 見て 翻 かされて〕 わし は汝を 助けて や 

りた いのは 山々 なの だが、 他の ものと 違って 幼い 者の 事 

では あり、 また 汝も 見る 如く、 把が あの！ S に 手放す こと 

を 悲しがる から、 不本意 乍ら 汝の願 ひを卟 へて やる こと 

が出來 兼ねる。 氣の ！ if たが 牧直は 外で 求めねば なるまい 。 

波 羅門丙 あ \、 可哀想な 女 ほよ。 お前 はどうあって も 死 

なねば ならぬ わい。 (地に 倒れ伏し 號 泣す) 

太； 十 (K 然として いてね る ：> 

波羅門 S! お前の 蓮が 拙い と あきらめて くれ U わし を腑甲 

斐 ない 夫 だと 思 はないで くれ。 何 一 っ樂な に^ はせ る 

こと も 出來な い で ^勞 ばかり さ せた の を 恕し て くれ。 

(間) わし は 太子 様が 若し かお 救 ひ 下さる かと SK. 敢 ない 

望み を かけて ゐた。 併し その 唯一 つの 望みの 綱 も 切れた。 
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お 慈悲 深 い 太子 様 も そなた をお 助け 下さる 譯に は參ら ぬ 

さう だ 。 そなた 程の 善人が 太子 機の お 慈悲に 洩れな く て 

はなら な いとい ふの もよ く/ \ 不運な 生れ だな あ。 お前 

は 多分 今頃 明り も 點 けないで 藪 蚊に 責められ 乍ら、 痛む 

腹 を 抱へ て が吉 い：^ らせを 持つ て歸 るの を 待って ゐる 

だら う。 俺 はどう 云って 歸 つたら い、 だら う。 お前が 俺 

の 云 ふ 問いて 失 親して 息が 切れ はしない かと 心配 

だ。 (問) いやくお 前 は 初めから 當て にして はゐ なか 

つたら う。 屹度 さう だ。 お前 は 人情の 冷たい こと は 知り 

拔 いて ゐ たからな。 さう だ。 俺 は 今 思ひ當 る。 俺が 太子 

殿下の 處 にお 願 ひに 上る と 云 つ た 時、 お前が 變に 淋しく 

淋しく 笑った の を。 どんなに 慈悲 深い 人で も 他人の 幸福 

よ り は ほ 分 の 幸福 を 願 ふ もの だ と 云 ふ , J と を 俺 は 今 *  J そ 

本 常に 知 つ た氣 がする 11 

太子 (苦し さう に) 待て！ もっとよ く考 へて —— 

波羅 e: 丙 (H- に 入らない やうに〕 だが 恨んで はならない 

ぞ。 考 へて！ れば御 尤な事 だ。 此方の 蓮が 惡 いの だ。 誰 

だ つ て 子供 は 1^ 愛い の だ。 幾ら 天 に 立 て た 誓 ひ だ と 云つ 

て も、 背に 腹は換 へられない。 慈悲と 云った つて 程度 問 

E だ。 in! 分の 幸福の 保てる 限りの 話 だ。 誰 を 恨む わけ も 

ない。 不運な の 下に 生れた の だ。 あ. -。 あきらめて 死 

んで くれ。 お前 を つ たら 俺 も 後から ついて 行く ぞ。 


. 俺 は 甲斐し よは 無かった が、 どんなに お前 を 愛して はゐ 

たかと いふ こ と を それで 知 つ て くれ。 そして 俺 を あはれ 

み赦 して くれ。 (泣きつ  > けろ) 

太子 (踉， ^しばた、 さ) 氣の 毒な 羊 飼よ。 汝の 言葉 はわ 

し の 心 を 搾め つける やう だ。 汝 が愁奠 する の は本當 に尤 

も だ。 汝の 身に なったら 實に堪 へられまい。 俺 は 心から 

不慜に 思 ふぞ。 

波羅 n 丙 (我に 返った 如く、 やう やく 面，^ 上げ) 御免 下 

さい まし。 太子 樣。 取り 亂 した 姿 をお 目に かけまして。 

あまり 絕望 致しました もので ございま すから。 

太子 いやい 苦しうな い。 誰が そなた の 樣な身 の 上に なつ 

て 取り 亂 さずに ゐられ やう。 

波羅 門 丙 もったいなう ございます。 太子 様。 あなた 樣か 

ら それほどのお 言葉 を かけて い た^き ますれば 死ぬ る 女 

房 も 本望で ございませう。 ではお 暇 申 上ます。 (立ち上 

リ コ ソ /、.„„!?, 仕度,^ する) 

太子 (凝つ と^めて〕 もう 行く か。 

波羅 £ 两 はい" 女房が 待ち侘びて ゐ ませう から。 (眼.^ 

し よ ぼ /■、 さ せて) で は 御 S に 渡らせられ まする や 

う。 (妃 に) あなた 樣 にもお いと ひ 遊ばされて。 

妃 (始： おうなだれて 聞いて ねたが) お. -。 お行き か。 (心 

苦し さう にしながら) くれぐ もお 連れ 合 ひに 氣を つけ 
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てあげて ね。 

波羅 門 丙 (わざと 殊勝に) あり 難う ございます。 尊い お 

妃樣 にさう お つし やって いた^い たこと をせ め て 土產に 

致し ませう。 .1 「そ 女房 もよ ろ こんで 死ぬ るで ございま せ 

う。 (大地に 頭.^ コスリ つけて ぉ辭 键.^ し) ではお 暇 申 

上げます。 (行き かける) 

太子 (丙の しぶん ぼり とした 後 姿. ^見送って ねたが 、堪へ 

られ なくなった やうに) 待て。 

波羅 門 丙 (振リ 返り) お呼び止めで ございまし たか。 

太子 お前に 訊く が、 お前 は 連れ 台 ひの 病氣が 恢復して、 

牧童が 要ら なくなったら、 子供た ち は 必ず 返す であらう 

力 

妃 (思 はず ギクッ として 不安 に. 堪 へ つ 面 持て 二人， か 見 比 

ベて わる) 

. ^羅 門 丙 (瞬間 的に 意の 表情^ 浮べる が、 直ぐ 巧みに 押 

し隱 して) それ は 無論で ございます。 大子 樣。 私 はたや 

可哀相な 女房の 一 命 を 助けた さに、 無理と は 知りつ 、あ 

ん なお 願 ひ を 致しました ので ございます。 お子様 方に 羊 

も  な Syr* ひ 

の 守り をして 戴きまして、 女房が：^ 復し、 その B の 業が 

立ち さ へ 致し ますれば、 私 はもう 直ぐに も攢特 山 へ 飛ん 

で 行って、 お 子， f 方 は 蛇 度お 手許に お返し 申し上げます。 

太子 しかと 左樣 か。 


波羅 門： 内 (お 袈裟な 誓 ひの 微.， でしながら) 沍 河が 逆 まに 

流れ ませ ぬ 限り は —— 今 の あなた を 欺きましたら； 大 罰が 

ふの まりに 恐ろし ，つ-こざい ます。 

太子 そなたの 誓 ひ を 信じる ぞ。 

^  (堪へ 切れない て) 殿下。 御考 へ 下さ い まし。 如何に 

淸淨 な、 信じ いお 心と は 申しながら —— 

2m^ra 御 安心 下さい まし。 ぉ妃 樣。 私 はよ くく 存. し 

て 居ります。 幼な 兒は 親に、 とりわけ 母親に； If くもので 

あると 申す こと を 一 私 は 屹度お 手元 ま で お 屈け 申し 

ます。 

妞 (太子に、 嘆願す ろ やうに) 殿下、 私 をお 憐れみ 下さ 

い。 母に とって 子供が どんな もの だかお 考へ }r さい。 私 

はすべ てのもの を與 へました。 持物 も、 衣服 も、 あの 私 

の 、 最高の 誇り と 記念の 徵 であ つ た 冠 ま でも！ 其の 事 

で 私が 殿下の 御敎 へに お 乖き申 上げる つもりで は 無 い こ 

と をお 信じ 下さい まし。 若し 私が また 他に 何物 か を 身に 

つけて ゐ るので ございましたら、 私は卽 座 に それ を 措し 

氣 もな く與へ るで ございませう。 けれど 子供達た け は！ 

私は堪 へられ ませぬ。 私の 一 一 つの 乳房 を 切り 1^ つ て與 へ 

る の でも、 まだ くそれ に比べ れ ば！：：^ ぃ氣か 致し ます 。何 

卒ぉ赦 し 下さい ませ。 

太子 そなたの 母ら しい 》; 愛に は 深く n 情す る。 そなた は 
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嘸 苦しから う。 だが 妃ょ。 舆氣を 出せ。 そなたの 胸の 底 

の 愛 を 燃え 上らせろ。 他人の 危難 を 助ける ため そなたの 

肉 身の 愛 を 供へ 物にしろ。 

^ でも 私 の^しみ を 忍ぶ だけで は ございません。 幼い も 

の が あまり 可哀相で. - J ざい ますから。 

太子 可愛い 、子供たちに^^！ぃ窣仕をさせて、 その 善行の 

ために 諸 天の 祝福 を 招いて やる の だ。 それが 一 番 正しい 

親の 愛 だ。 

祀 (泣きながら) 殿下、 それ は あまりにお しい —— 

太子 妃ょ。 今 は 俺の 生涯で 一 番嚴 しさの 必要な 時 だ。 若 

しその 嚴 しさに 耐へ 得な い なら ば 俺 は あまり 器抵 不相應 

な 大願 を 立てた ことにな ろ！ 運命が 今 俺 を 試みて 居る 

の だ。 俺 は 道の ために は 恩愛 に 打ち克た わば なら な い 。 

妞 あ 私は踪 きさう でございます。 人 は 道で 生きる の 

で ございませ うか。 愛 で 生きる ので ございませ うか。 

太子 お、 ^ 妃ょ。 愛 こそ 唯 二 の 道な の だ。 若し その 愛が 

純^無垢で ありさへ するならば！ 純粹無 1% の 愛 は 法の 

愛 だ。 S1 の 愛 はま だ 不純な もの を きんで ゐる。 それ は 

法の 愛まで 淨 化されて 高められなくて はならない。 母性 

の 愛 を 定 する ので はない。 それ を 法の 愛 で包攝 する の 

だ。 法の 光で 照らされた 時 母の愛 は  一 i3 生かされて 輝く 

の だ。 母の愛の 名に よって、 法の 愛 をな みする もの は禍 


ひだ。 そなた は その 愛で 生きて くれ。 法の 愛に 照らされ 

た 母の 愛で 子供た ち を 愛し て くれ。 今 そ の 愛が そなたに 

子供た ち を 放つ こと を 命じる の だ" そなた は その 命令に 

從っ て くれ。 それ は 最も 深く 子供た ち を 愛する 所以な の 

だから。 そなたの 胸に 法の 愛の 火を點 して くれ。 恋 を 切 

つ て滔を 燃え あがらせて くれ。 その 火 を 高く か \ けて 見 

よ， その 時其處 には子 供 達し か 見えない そなたの 眸 にも 

可- な 羊 飼の 妻が 獨り しく 臥つ てゐる 姿が 映つ る だ 

らう。 彼の 女 は 死に かけて ゐる。 妃ょ。 子供た ち を 彼の 

女に S らう。 若し 私たちが 担むならば 彼 の 女 は 死ん で し 

まふの だ。 

妃 (臭 ナゃ il えながら) お. -。 私 はどうし たらい k の だら 

う。 私に は 憐れみの 心が 乏しい の だら うか。 眞理 への 愛 

が 足りない の だら うか。 私 はやつ ばり 子供が 放した くな 

い。 尊い ぉ敎へ もよ く は 耳に は 人.， つない 氣 がする。 

太子 今 そなたの 耳に は 俺の 言葉 は 空しく 閗 える かも 知れ 

ない。 切迫した 苦しい 心に は迁 制に も 冷淡に も 響く かも 

知れない。 だが 俺 は 飽くまで も 道を說 かずに は ゐられ な 

い。 そなた や 子供た ち を 愛すれば 愛する だけ 道に 厳しく 

ならな い では ゐら れな い 。 俺 は 假令 死に 湖し て ゐる そな 

た の 耳元に でも 道を說 かずに は：. W かな いだら う。 俺は說 

敎者 としての 使命 を 感じ る 。 法 輪 を： 轉 ずる ために 此の世 
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に 遣 はされ たもの \大^§ を —— . 

S あ、。 私 は 息が 蜜り さう です。 

太子 俺 は そなた を 我が身に 親く 考 へ ろ 程 そなたに 眞理を 

强 ひたくな るの だ。 

妃 (K 暈ん 感じて) あ、. - 

太子 (蒼白 Li なりながら) 子供 を 放せ！ 

m  (額に 手ん ふ 3 てながら 一生懸命の 努力に て) お許し 下 

さい。 私 は 子供た ち を 放す こと は出來 ません" 

太子 暫くの 間 贷し與 へる の だ。 彼の 妻の 病氣が 癒える ま 

で —— 羊 飼 ひが 左樣 申し てゐ るで はな いか。 

蛇 でも 若し その 時に なって —— 

太子 俺 は 人 問の 内に ある JI\ 、心に 望み を かける。 それ は ど 

んな 人の 心の 内に も^お： ちへ なの だから。 若し それが 

無 いとしたら 俺が これから 成し遂げ やうと し てゐる 大願 

は 最後の 據り處 を 失 ふ 事になる。 (跪きて) 天よ。 私の 

今 かけます 望み は 屹度 眞 直な、 八ム けな 道の 上に 立つ てゐ 

る >  J と を 信じ ます。 天の 祝福 を 受け て ゐるこ と を 信じ ま 

す。  一， 

M  (抵抗し 雖チふ 感じ、 ズ ながら 沈默 す〕 

太子 二 入の 子供 を 貸し 與 へる。 連れて行け。 

波雜門 E: (跪いて 太： 十.^ 萍し) 有難う ございます。 勿體 

なう ございます。 ，1 慈悲 い 布施 太子 樣。 女房よ。 喜べ。 


太子 樣が お助け 下さった ぞ。 此の世で 誰も 顧みて くれろ 

者の ない お前 を絮波 1 の 御世， 1 に ： 波ら せ ら れる (s 太攀太 

子 殿下が お 救 ひ 下された の だぞ。 - J れ から は & き. 切. り で 

看病して やる ぞ。 食物 も藥 も不 ill 由 はさせ ない ぞ。 お前 

は： g 度 快くなる だら う。 此の 喜びと 感謝と だけで も 快く 

ならずに は 居られまい。 (空 一 お，^、、 ぼして) さう だ" お 

前が 恢復したら、 夫婦連れで あらゆる 村々 を -駄 け Ij つ て 

ふれて 歩かう。 太子 樣が どの やうに して 貧し い 羊 飼の 女 

房に ぉ惠み を かけ て 下さ つ たか 。 どの やうに し て ぉ妃. 

がその 玉の やうに 愛で  いらつ しゃる お子様 たち を -ハ"：2； し 

與 へて 下さつ たかを。 

太子 行け。 

波 羅門丙 はいく。 (王子と 王女に 愛 效. して 狎れ狎 

れ しく 近寄りながら) 坊ち やま。 譲ち やま。 さあく 此 

のお ゃぢの 牧場 にお 伴 致し ませう。 

王女 (母に 鎚リ 付- V0 いや だよ。 いや だよ。 

王子 (面ん、 しかめて〕 こ はいよ。 こ はいよ。 

波 羅門丙 (ます （-愛 Hi く〕 こ はい こと は ございませ 

ん。 おや ぢが！ 愛が つてお あげ 申します よ。 おや ぢの處 

に は 滞 山 か は い 羊が 居ります よ。 

王子 いや だよ。 行く の はい や だよ。 

太子 お 前 達 は 此の ぢ いやの 所に |3 らく 行って おいで。 ぢ 
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切に せねば ならぬ こと は 羊 飼の 一 等よ く 心 ねばならぬ 

事で ござい ます。 ま し て 至尊 の 王 種 た る お 子 樣方を お ろ 

そかに してな り ませう か。 

妞 (も 一度 子供た ち，^ 抱きしめて、 接吻して) 氣を つけ 

ておいで よ。 早く 鼸っ ておいで よ。 

波羅 門 丙 (繩 か 出して) 御免下さい まし。 (ジ 口/ \妞 の 

面.^ 見ながら〕 なに 若し 途中で うっかりして 豁間 など に 

ぉ轉び 遊ばす と 大變で ございま すから。 (子供の 腰に 繩 

ん、 結び付けろ) 

太子 (膜 目して) 早く gJl れて 行け。 

波羅 門 丙 (子供た ちん-引. <v 、立ズ ながら) さあ 參り ませう。 

行つ て 羊た ちと 駔 け 比べ をして 遊び ませう。 (角笛.^ 吹 

いて 见ぜ て) かう して 吹く と 羊が 皆 集 つ て參 ります よ。 

それ は 面白う ございま すよ。 (丁寧に ぉ辭 儀.^ し〕 では 

お 一 一方 氣を つけて お越し 遊ばし ませ。 今日のお 惠 みは 孫 

の 末まで 云 ひつ た へ て 忘れ ま せ ぬ。 (泣いて ねろ 子洪 1^ 

引 さ 立て V 返揚) 

(森の 處て、 獸の 吹え ろ每 M ゆ。) 

妃 (i^ ふやう に) 待って おくれ。 も 一度 子供 を 見せて お 

くれ。 私 はま だ 云ひ殘 した 事が ある。 も 一 度 子供 を 11 

(後.. 追うて 返揚〕 

太子 (後見 送 リ哲く 不安の 表情 に て 突、 さ 立 つてね ろが、 


きに 歸 つて 來 るの だから。 (丙に〕 速れ て 行け。 

波 雑 門-内 さあ 41 り ませう。 參り ませう。 

(^え 入ろ やうに) お前 本當に 返して おくれ だら うね 

え。 返して — 

波 羅門丙 (杖て お 2 ひの 印，^ しながら) 羊が 肉 を 喰 ひませ 

ぬ 限り は —— 屹度お 返し し ます。 

(泣告 出し ズ.) 行く の はい や だよ。 いや だよ。 

行つ てぢ いや を 手 傅つ て 羊の 都 をして おやり。 

(® も 母に 鎚リ ついて) 離れる の はい や。 離れる の 

はい や。 

^  (@ しく) しばらく ぢ いやの 處に 行って おいで。 ね。 

い、 子 だから。 そして ぢ きに また 歸 つてお いで。 ぢ いや 

が 可愛がつ て くれる からね。 ぢ いやの 處に は廣ぃ 牧場が 

あつ て 可愛 い 羊が 澤山ゐ るから。 羊た ちと 遊ん でお い で、 

ぃ乂 かい。 ぢ きに また 母 様の 處に歸 るの だよ。 (涙ぐみ 

ながら) 羊た ち の 草 を 喰べ る の を 見る の はお もしろ いか 

、フ ュぇ 0 

太子 しく) ぢ いやと 一緒にい らっしゃい。 

^雜 £  S  (せき 立て、) さあ。 行き ま せう。 

^  (^も Si リ つく 子供た ちん 放し ズ、 立た せ 丙に 渡しな 

が ら ) お前 W 愛が つて やって お くれよ。 可愛が つて 11 

波雜門 "內 御 安心 下さ い ませ。 羊の 子で さ へ 優れた 種を大 


see 
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艇て跪 告て) 私 はなすべき こと をな しました。 諸 天よ。 

子供た ち をお 守り 下さい。 (一心に 祈る〕 

(5 

姐 (息せ さ 返って 來/) あ \ 、行って しま ひました。 (く 

づ 折れて) 子供達 は 行つ てし まひました。 

太子 (强 く) 心 を § ませ。 今 は 大願の 門出 だ。 

妃 まるで 屠所に 曳 かれる 羊の やうだった。 素 裸の 腰に 繩 

をく いりつけられて。 

太子 勇猛心 を 奮 ひ 起せ。 今退轉 して はなり ま せんぞ！ 

妃 (獨 白の やうに) もう 二度と 子供達に 逢へ ない の. では 

ないか 知ら。 子供達の 蓮 命 は —— 

太子 わし は 諸 天の 守護 を i,E じる。 妃ょ。 試みに 敗け て は 

なら ない ぞ。 出城の 際に 母上が 世に も 見事に 打ち克 たれ 

た あの 同じ 試みに、 そなた も 立派に 勝って 見せろ。 

蛇 (一生懸命 心內に 11 ひながら〕 殿下に 選ばれた 名譽に 

適 ふために。 

太子 勝て" 勝ち誇れ。 祝 ii は そなたの 頭に 下る であらう。 

蛇 (太子の 腕に お. 投げて) 殿下 を、 た ^殿下 を 命と 致 

します る。 

太子 お、。 妃ょ。 (妞， か 抱く) 

(間。) 

太子 んみぱ か Li 放し、 立ち上り) さあ、 行かう。 一刻 


も 賴 f2! し て は ゐられ な い 。 

姐 參り ませう。 今 は 疲れ を 恐れて はゐ られ ませぬ。 此の 

恐 つし い 森 を 早く 出 ませう。 

太子 (異 i しく) さう だ。 森 を 過ぎ たれば 山が 見える" 

聖 山の 姿 は 勇 氣を奮 ひ 起た せて くれる だら う。 

(見廻して) お、、 いやな 森 だ こと！  傑 ひして： 

悪魔が 潜んで ゐる やうな！ 

太子 私達 は 勝った。 だが 新しい 試みの 來 るの を 25{れ ねば 

ならない。 まっしぐらに m 特 山へ！ (先き に 立ちて 退 

揚) 

妃 (森の， 风 への 方の 道，^ 振り返りながら) …… 。 子供た ち 

よつ- -が なく 行つ ておくれ。 (太子 LL 從 うて 返 場し なが 

ら) 森 を 越え、 谷を涉 り、 何處々 々まで もお 隨ひ申 上げ 

まする。 

波 羅門丁  (森 藤より 登揚) 腰抜け 奴が 出かし 居った ぞ。 

案の 條 太子 奴が 拜み 倒され やが つた。 なる 程 俺の やうに 

嚇 かすば かりが 手で も 無え わい。 (間) 處で 二人の g 鬼 

はう まく 賫り つけなく ちゃ あなら ねえが、 一 等い 、^の 

出 相な の は 何處か 知らん て。 

"波羅 門 _内 、王子 達.^ 引 ふ、 立て 、別の S3  i リ引き 返し 

て 登場。 〕 

波 雜門丁  (笑 ひ 乍ら〕 出かした ぞ。 貴樣 にしち や 少し 上 
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出來 だった。 

波雜門 S 魁、 冗談 ぢゃ あねえ ぜ。 俺 いら あ 少し 此の 稼業 

がいやに なった。 

波 雜門丁 何 だ。 これし きのこと が。 

波 維 2： 内 あの 妃 にや 少し 藥が 利き 過ぎた て。 

波 羅門丁 な あに。 俺 あ 採が 嘘 をつ くことの 甘い のに は 

少し 感心した。 あんなに 出 任 かせに 嘘が ベら くしゃべ 

れ るた ぁ賴 もしい 。その 道に かけち や 俺 も かな はねえ や。 

波雜 門： 内 (考へ 乍ら) どうもい けね え。 彼奴が 旭の やう 

な 眼 付 をし て 云 や あが つ た 言葉が 妙に 耳に 喰つ 付 さや あ 

がった。 「そなたの 誓 ひ を 信じる ぞ」 つて。 

波 雜門丁  (丙の 唇.^ 叩いて) おいく。 しっかり しろ。 

折角 少し 腕前が 上った かと 思って 望み をけ て やって るの 

こ 0 

波 細^-. W  (頭 报リ ながら) 「力 ン ジ ス 河が 逆 ま に 流れ ま 

せぬ 限り」 か …… 

波羅門 T  (王子の 額.，. 眺め 乍ら) ふむ。 流石に 格の ある 

つら 

をして ゐゃ がるな。 (王女の 顎.^ 手の平に 載せて) ふ 

む。 綺麗 だな。 …… 好色な 金 持の ペルシャ 人に でも K り 

飛ばす かな。 それとも 俺が 使 はう かな。 

波 雜門丙 (何 か 思 ひついた やう LL) 魁。 此の 餓鬼 を賣る 

なあ^ いらに tt せて くんね え。 


波 羅門丁 ふむ。 それや 望みなら さう してやつ て もい X。 

機の 手柄 だからな。 だがぬ かり は あるめえ な。 

波 羅門丙 大丈夫 だ。 

波 羅門丁 ぢゃ この 餓鬼 等 は 貴樣に せた ぞ。 俺ら あこれ 

からまた 仕事に か 、ら なくち や。 

波 羅門丙 まだ かい。 

波 羅門丁 まだ 上玉が 殘 つて ゐら あな。 (馬に 乘リ 乍ら) 

間^？！から先廻りだ。 

波 羅門丙 いや、 どうも。 

波 羅門丁  (考 へながら) 俺 あ あくまでも 「嚇 し」 で やら 

う。 (馬首..^ 巡らし 二三 歩行き かけて 振り返 リ逮ぃ 目て 

一整して〕 云って 置く が、 萬 一 餓鬼 を 逃がしで もしゃう 

ものなら 後 は 恐い ぞ。 

波 羅門丙 (ギ ク-ソ とすろ が、 笑って 見せて) まさか 自分 

が 骨折つ て やっとせ しめた 獲物 を遁 がす 馬鹿 も あるめえ 

よ。 

波羅 門 丁 ぢゃぁ 任せた ぞ。 しっかり やれ。 (馬に ー鞭當 

X  、 ) どれ。 又 一 汗搔 かせな くつち や あ。 

波 雜門丙 俺ら も歸 らう。 (惯 貪に 繩.^ 曳 つばり) さあ 步 

め。 (王子 達.^ 鞭打ち) 歩まね え か。 

(王子と 王女 悲鳴.， < ^わげ て 抱き付 ◊") 

波 羅門丁  (心地好げ 11 その 狀，^ 眺めて) ぢゃぁ 任せた ぞ。 
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波 羅門丙 うむ。 しっかり やりな。 

(丁 馬に 鞭打って 退場。) 

波 羅門丙 (後見 送って〕 チ エツ、 何處 まで も 酷い 奴 だ。 

(間。 考 へ 3 俺 あ 少し 嫌氣 がさした。 何だか 腹の 底が ゾ 

ク <\ する。 どうも さ つ き 彼 の 太子に 誓 は された 時には 

變に 恐ろしかった。 (わち こち 歩く) どうも 俺に は 此の 

稼業 は 少し 向かね え やう だ。 彼奴に 何 曰まで 喚つ 付いて 

ゐ たって 碌な 事 は 無え の は 知れて ゐる。 もうい 、加減に 

彼奴との 腐れ 緣を 切らう。 逃げ出さう。 さう だ。 せめて 

王子た ち を 連れ て 葉 波國の 宮城 へ 行かう。 彼處 なら 王孫 

達 を どんなに 高く でも 賈 ふだら う。 其の 金 を 資本に し て 

さつば りと „ た を 洗つ て、 堅 氣な小 商な ひで も 初め やう。 

さう だ。 鬼の 歸らぬ 間に 早く 逃げ やう。 (王子 達.^ 連れ 

て 退場す) 

—— 幕 —— 

第 三 幕 

燈 石-, * リ なれる 絵 帆なる 山道。 間近く 樘特 山の 麓の 1 

部.^ な ぜ ^-00 な ろ 森林.^ 望む。 山道 と 森林との 間！！ 

聖地と 稷土 とん i ゆ 劃 す ろが 如く LL 一  條の 清らかなる 溪 

流棧 にる。 綠 滴.！，： ろ 無 憂樹の 森林と、 全く 萆 木な き镜 


确 なる 燥 山と は  一！ 《 ろし 告對 立，^ なす。 の 正午の 太陽 

は赫 突と して 巌 山.. J-gr リ 付けて- Q ろ" 岩石の 形状 は不 

S 議に 成ろ 醜き もの. ^聯想せ しむ。 

波羅 n 丁  ( に 鞭打 つ て 峻 し.^ 坂 つ て 登場。 W 逸 か 

見廻して) 何て 醜い、 露骨な 山 だ、 剝き 出しの 地肌 を 無 

ゆ 慮に カツく と 日が 照りつ けて ゐゃ がる。 (泡.^ 一  杯 

噴 さ 出して 苦し さう に 腹.^ 波打た せて 喘いて ねろ 馬.^ 無 

暗に ヒシャ くと 鞭打ち 乍ら) 歩み や がれ。 瘦 M 奴。 (た 

ら /\ 流れろ 埃. たらけ の lir,^ 筋の 1 杯 はさ 出 た^の 甲て 

拭って) 恐ろしく 燒 けつけ やが るな。 (ゥ n く 兄 迴 し 

て) 何 だ" 休まう にも 木 影と 云つ ちゃ あ 一 つも 無え や。 

馬鹿に 蒸々 しゃがるな。 やり切れ ねえ。 息が 窒 りさう だ。 

まるで 焙烙の. 上に 居る やうな もの だ。 咽喉が ヒリ./. \. す 

る 程 乾 きゃあが る。 (怪しげな ろ tsrw 群の 鳴き f^^: ゆ) 

ふむ 此の 山に や 屹度 行き倒れの 死骸が あるな。 あの人 喰 

鳥が 集って 來 るから にゃあ。 (下.^^ いて) 恐ろしい 懂 

だな。 あ、 地獄 だ。 (問" 向う ん见 て) あれが m 特山 か。 

馬鹿に 綺麗な 水 だな" (咽喉 鳴らし 乍ら) 一 口 飲みて 

えな。 (考 へ て) だが 待て。 あれ は 滅多に 飲めね えぞ。 

惡 人が あ の 水 を 飲む と 恐ろし い 疫病に 联っ 付かれる と 云 

ふから な。 俺 はどう も 餘り自 信 は 無え からな- 畜生" 地 

ベた にへ たばって しま やが つた。 立ち や あがれ。 四ッ足 
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奴。 (鞭打つ) 何 だ 馬鹿に 臭えと 思ったら ぁづり 糞を垂 

れ やが つたな。 (向う. 见て) 來 たぞ！ 立た ねえ か。 

(馬，^ つ 5, けさ まに 鞭打つ。 馬 ヨロく として 立つ) 歩 

め。 影に 隱れ る) 

(太子と 妃喘ギ 喘 ざ 登揚。 ) 

^ あ >。 とても 苦しくて。 苦しくて。 

太子し つ かりし ろ。 もう 一 息 だ。 

蛇 (足 引きず リ 乍ら) とてももう 歩け ません わ。 (岩角 

に蹉 く) あ ッ！ 

太子 、隨布 1^ 引裂いて) 血 を 拭へ。 俺が 縛つ て やる から。 

(跪い て^の 《3 の 傷.^  く  V らうと する) 

蛇 い >- え。 よろしう ございま すの。 私 息が 窒 りさう で。 

窒 りさう で。 私 出来ろ 限り は默 つて 耐 へて ゐ たので ござ 

います けれど" 

太： 十 氣を 確かに 持て。 

妃 (地べたに へたばって) ぁ&。 胸が 惡 くて、 胸が I . 

太子 (蛇ん 抉け 乍ら〕 しっかり しろ。 氣を緊 き 綺 めろ。 

蛇 (a 背に なって 倒れ か、 つて〕 水 を。 咽喉が くっ付い 

て 11 

太子 (te.^ 抱き か、 へて〕 氣を 張れ。 一生懸命 勇 氣を出 

せ。 御 is。 彼 慮に 接の 下に あんなに 綺麗な 溪 川が 琉れて 

ゐる。 俺が 下りて 水 をと つてく るから。 


^  (太子に しがみついて) いえ。 私の 側 をお 放れ 遊ばさ 

ないで！ 私 何だか 恐くて、 恐くて —— 

太子 恐い こと は 無い よ。 心を靜 かにして 俺の 腕に もたれ 

て 居ろ。 苦し いのは 今一 息 だ。 御覽。 あの 聖山 を。 あの 

眼の さめる やうな 無 憂 樹の森 を。 

妞 ( 一 生 懸命 自分 i か 支 へ やうと 努め 乍ら〕 此處 まで 来た 

の だ。 もう 此處 まで 来たので ございます もの。 

太子 さう だ 。 此 の 崖 を 下 つて、 あの 溪川を 渡り さ へ すれ 

ばもう 檁特山 だ 。あの 長い 間 憧れ 進ん で 來た靈 山 だ 。 

妃 あ.^。 あの 聖 山へ 早く 入りたい。 

太子 今一 息 だ。 あの 川に 足 を 浸せば 痛み も 直きに 去る だ 

らう。 あの 森の 靈氣に 觸れ 、 ば 疲勞も 直ぐに 醫 される だ 

らう。 

^  (再び 靑 ざめ 乍ら) 私 どうしたので せう。 氣 がさして、 

氣 がさして 11 (四^^.^ど見週し1«震ひして) ぁ气 此處 

は 何て 嫌な、 不作法な、 醮ぃ處 だら う。 

(沘の 頃 i リ黑 雲植特 山の 一 角に 起リ、 见ろ 見ろ 四方 

に擴 がり 一 天 俄かに 搔告 曇る。) 

波羅 門 丁  (S, か- <リ 病. 現 はす) 

妃 (思 はず f お.^ - 立て- 0 鬼が！ (しがみつ き) 殿下。 あ 

レ ぎ- St.- つ 

の 異形の 者 は 何で こさい ませう。 

太子 (ギ クッ とする が蹄視 して) 人間 だ。 恐れる 事 はな 
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波 羅門丁  (つかく と 太子の 前に 池み〕 葉 波國の 太子 須 

太擎 に挨； # す るぞ。 

太子 何者 だ。 

■ 波羅 ra 丁 俺 は 波羅門 だ。 

太子 俺に 何 用あって 參 つた。 

せし 維 門 丁 布施 の 所望が あ つて 參 つた。 

太子 (靜 かに〕 俺 は旣に 凡ての もの を 巧 i して 餘す 所が 

ない。 

波羅 n 丁 凡ても の を？ 汝は 一番 貴重な 賓を 所持して ゐ 

るで はない か。 

太子 いや。 一物 も 持って はゐ ない。 俺 は そちに んで施 

さない ので はない の だ。 

ベ 羅門丁  (齒， ^む告 出して 皮肉に 薄 笑 ひして) 汝の 最愛 

の もの を 除いて はな。 

太子 (思 はず 妞 1 小 後 に か. は ひ) 俺 は 二人の 子供 さへ も 施 

したの だ。 

波 羅門丁 他の すべての もの を 施しても、 最愛の もの を 施 

さないならば、 一 物 を も 施さない のに 去る こと 遠く はな 

いわい。 

太子 (嚴 しく) 去れ！ そちに 施す もの は 一物 もない の 

だ" 


波 羅門丁  (から/ \ と わざ 笑 ひ〕 虚ー H 者よ。 汝の 後ろに 

かば、 r- てゐる もの は 何も の だ。 

太子 ……  . 

波羅 門 丁 俺 は そのもの を 所望す ろぞ。 

さ 十 (青ざめて) これ は 余の 妃だ。 

波雜 h: 丁 汝の妃 を 俺に 施せ。 その 時 初めて 汝は 凡ての も 

の を 布施し たとい ひ？ るで あらう。 

太子 妃は 俺と 一 心同體 だ。 一 ー體 にして ， 0 た。 分け 施す 

こと は 出来ない の だ。 

波羅 g: 丁 誣言 者よ。 汝は  一 i 門の tsT は瞞 まし て も、 

天 を 欺く こと は 出来ね えぞ。 

太：^ 惡 人よ。 天の 名 を 呼ぶ こと を 恐れよ！ 

農 門 丁 偽善者よ 。 天 の 名 を 呼ぶ - J と を 恐れな く て はな 

らな い の は 寧ろ 汝 であらう ぞ。 

太子 (吸.^ 閉. ちる) 

波 羅門丁 汝は 自ら 偽 はって ゐ るの だ。 妃を 施せ。 俺は：^ル 

非と も 所 する ぞ。 伴ひ歸 つて 俺の 婢 とすろ" 

お r 慄へ 乍ら〕 返り や。 無禮 者。 

波羅 s: 丁  (一向 顿 着せず、 園々 しく 太； 十に； is め や. S リ て〕 

汝の誓 ひ は 守られねば ならね えぞ。 

太 千 (や、 和睦 的に〕 施す もの は 担んで はならない。 だ 

が 乞 ふ もの は强 ひて はならない。 .： 乙 ふ ものに は 乞 ふ もの 
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の 踏むべき 道が あるの だ。 

波雜 £1  丁 は  >-  > -  ><。 汝は あまり 甘え 過ぎた な。 汝は 初め 

から 衆生の 欲望 はこれ 位な もの と 高 を 括つ てゐ た の だ 

な。 それならば 汝は あまり 大言を 吐き 過ぎた の だ。 天 を 

輕 ろしめ たの だ。 

太子 いや 俺 は 決して 天を輕 ろしめ たので はない。 俺 は 何 

も の を も 何者 にも 祖 ばな い 決心 で 誓 つたの だ 。だが よも 

や 妃を乞 ふ ものが あらう と は 思はなかった。 

波雜 £： 丁 須太拏 よ。 甘い ぞ。 m ぃぞ" 若し 善 入が その 

「善」 に 於て 賭ける ものが、 惡人 がその 「惡」 に 於いて 賭 

ける ものよりも 小さいならば、 その 善人の 權咸は どこに 

あるの だ。 他に 敗け ずに § けろ。 俺 はたって を 所望す 

る ぞ。 

太子 (思 はず 数 步のリ 出して 何 か 言 ひかけ ろが 、蛇の 靑ざ 

めズ、 傑へ てね ろの，^ 見て 再び 思 ひ 返し；^ やう に〕 善行 

に ^け るの は、 惡行 に 賠け る やうに 容易な も の で はない。 

それに は 恐ろしい si が 要る の だ。 

波羅 門 丁 惡 行に 賭ける のに も 恐ろし ぃ縫牲 "要る の だ。 

それに は 良心 を賣ら ねばならない。 汝が拂 ふ稿牲 は、 汝 

が H ち 得て ゐる名 譽に對 する 當然の 代價に 過ぎな い の 

だ。 

太子 俺 は その代^ は 巳で に 充分に 拂 つて ゐる。 


波雜門 丁 いやま だ 決算 は濟 まなかった ぞ。 今 こそ その 刹 

那が來 たの だ。 汝 は囘. 避す る こと は 出来ない ぞ。 天 は そ 

の 名に よって 立てた 汝の 誓言 の 寅 行 を 迫 るの だ。 

V やう にん リ，- 

太子 (天， ^仰いて) あ.. 1、 天よ" 生 を 人身に 享 けたる も 

の の あはれ な 愛 をお 許し 下さる で ございませ うか。 

波 雜門丁  (嘲笑して) 何 だ。 汝は 此の 期に 及んで 天の 課 

g の 割引 を 哀願し やうと 思 ふの か。 俺 は 驚いた。 實の處 

少し 失望した。 俺は汝 はも つ と 偉大な 奴 か と 期待し て ゐ 

た。 しかるに どう だ。 汝は 先？ に は 籠 辯 を 以て 事資 を瞞 

着し やうと 試みる かと 思 へ ば、 今 は 哀訴 を 以て 負擔 を輕 

減し やうと あせって ゐる。 

太子 (憤然 として 色.^ なし、 決心 ゼろ面 持に て 手，^ 高く あ 

げ， 二三 歩 波羅門 丁の 方に 進み 近づく) 

(太子の 様子，^ 見て 無意識的に 二人の 間 に，=^1^ 投げ出 

し) 私 を 溝んで おくれ。 汝が 若し 鬼でないなら ば、 汝が 

今 要求して ゐる ことが どんな こと だか 考 へて 見 て ぉ吳 

れ。 そして 此の上もう 私達 を 苦しめない でおくれ。 

波： 維 門 丁  (空繊 いて) 泣いて 見せる の は 止した 方が い X。 

俺 の 無 慈 悲な 本能 を 挑.. 1^5 する ばかり だから。 

太子 (姐の 泣き崩れ たる 態，^ 見て 再 決 is- の鈍リ たろ 様 

にて 空しく 佇" 乂 一して. Q ろ) 

紀 (突然 肌 衣，， 小脫ざ 捨て、 丁り 前に 投げ出し) お前、 こ 
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の 肌 衣 を あげる からこれ で滿 足して おくれ。 それ は 一等 

練りの い k 絹で 出 來てゐ るの だから。 私の 肌の 匂 ひが 一 

杯に こもつ てゐ るの だから。 私 は どんな ことがあつ て も 

此の 薄絹 一 枚 だけ は脫 ぐまいと 思って ゐた。 けれどもお 

前の ために はこれ を脫 いだの だ。 殿下に さへ も 一 番祕密 

な閨の 中でなくて は 決して 見せない 肌 を、 そちの 眼の 前 

に 露し たの だ。 お前 これで 滿足 してお くれ だ らうね え。 

iraT  (恐ろ の 裸體. ^眺めながら〕 何 だ 眞晝中 

に 丸裸になり やが つたな。 (眼，^ ば r>  /\ させて) 少し 

；!^ しい ぞ。 いや。 俺 も 流石に 汝の肌 を ほめない では ゐら 

れ ねえ わい。 だが 汝は 逆上して、 一番 無分別な 振舞 をし 

たと 云 はなければ ならね え。 俺 は 益々 汝を 欲する ぞ。 そ 

ちの その 玉の やうな 乳房 を 見た 今、 俺 はもう 金輪際 汝を 

斷念 する  >  」 と は 出來ね えぞ。 

太子 (堪へ かれた ろ 如く) 恥 を 知れ。 無作法 者 奴が 。 

波" m 門 丁 所望 だ。 所望 だ。 妃を 我が 所有と なす 迄 は 奈落 

にかけ て 此處は 動かね えぞ。 

^  (a 靑 になって 手， か ハ扠リ 乍ら) 天よ。 波 3 維 門の 心に 慈 

心 を 催 ほし 下され ませい。 

波^ 門 丁 俺 は 外道の 名に よって 誓 ふぞ。 此の 禿山から 靑 

草が 生えね え 限り、 俺の 心から 慈悲 は 起こらね えぞ。 

妃ぉ、 殿下。 (太； 十 の 腕に 倒れ か-ろ) 


太子 (妃， や 抱き か、 へて 〕 しっかりし ろ。 (玉り やうな 汗 

. ^額に 一杯 擬いて) 波】 維 門よ。 汝が今 起こす 一 念の 善心 

は、 千 念 萬 念の 菩提心よりも 挺る の だぞ。 汝が 若し 冥罰 

を 恐れるならば —— 

波 羅門丁  (嘲笑して) 醜い ぞ。 須 太孥。 汝 はまこと に .21? 

ai がましい 潜 越 者であった わい。 或は 憐みを 求め、 或は 

嚇 かし 文句 を 使つ て、 いか にもし て汝の 當然 a はねば な 

らな い 課税 を 免れ やう と 藻 摄く態 は 、 寧ろ 笑止 v;- 萬た。 

何處に 大願 を 立 て た大 行者 の 權 威が あるの だ。 汝は 空 恐 

ろしい 大言を ほざきす ぎた。 天 を 指し、 地 を 指して 途方 

もな い 恐ろしい 誓言 を した その 罸を汝 が 受 く ベ き 時が 今 

來 たの だ。 神妙に 刑罰 を 受けろ。 

太子 (妞. ^しっかりと 抱きしめ、 纽色 土の 如く、 焰の 如き 

眸^て 波羅 門の 面.^ 直視 せる ま 、無ず-にて 彫像の 如く 突 

き. H つてね ろ) 

波 羅門丁 さあ 答へ ろ •。 度胸 を据 ゑて 返答 をし ろ。 さう し 

て 返す 一一 一一 n 葉 もな く 立 つ て ゐる態 は まる で 木 偶 だ 。 お、 聖 

人の 假面を かぶ つ た 無 細工 な 木 偶 だ 。 

太子 (卒倒 ぜんとして ffi かに S ら支 へろ) 

波？ i 門 丁 笑止な. Sfi 者よ。 假； S を 脫げ。 己れ が 約お した 

布施 を 已れが 担む のなら、 もつ と 露 {H な^ 々 とした 方法 

を とれ j 汝は 武力 を 以て 男らしく 俺と 闘へ。 雌 を ゆ ふ 二 
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頭の 猛獸の やうに、 此の 燒 山の 上で 闘 はう。 

太子 …… 

波 1.門 丁 さあ。 武器 を 執れ。 (二つの 劍.^ 出し、 一 つん 拔 

キ 放ち 他の 一 っ，^|<子に差し出す) 鬪 へ！ 

太子 (無 tl^ii に 劍ん拔 .-V 、放ち、 波雜 門 丁.^ めがけ 突き か 

からん とす) 

(此の 刹那 突然 $れ 光 閃めく。) 

太子 (愕然として 自己に 氣付 き、 劍ん 地に 投げ捨てろ) 

ゆ 維 門 丁 何 だ。 ^を 投げ出し たな。 汝は鬪 ふこと も出來 

ねえの か。 - 卑怯者 奴。 ではい よく 妃は 俺の 所有 だぞ。 

.K 子 あ」 天よ。 (地 に 倒れる) 

inr は、、、。 須太擎 よ。 汝は今 こそ 知ったら う。 

汝が大 それた 身 の 知らず の 大願 を 立てた こと を！ 汝 

は 今汝の 大願 を 捨て、、 俺の 前で 彼の 恐ろしい 誓言 を联 

り 消せ。 しからば 俺 は汝の 負擔を 許して やらう。 汝が姐 

を 布施す る こと を 免 かれる ために は 唯 其の 一 つの 道が 殘 

されて ゐ るの みだ ぞ。 

太子 (，=^.^^起し、 跪きて 天.^ し、 1 心に 祈ろ) 

波雜 £ 丁  (太子の 答 へ ざ ろん、 见て ) 联り 消さね えな。 よ 

し。 (つかく と 姐-」 近寄り〕 婢ょ。 俺に 從へ。 (姐の 手 

. ^捕 へんと す) 


妞 (ぶ， C.  くと 惊 tMC- 願-し 充 ち.；.： る聲 にて) 殿下！ 

太子 (妃の 聲.^ 開く や 思 はず) 待て！ 

波羅 £ 丁 联り 消せ！ 

太子 (額 色，^ 失 ひ、 脊の 如き 汗，^;: らくと 垂れる。 はげ 

し. V 、苦悶と、 心： S 簡爭 と祈禱 との^ 瞬間の 後 突然 立 ち 上 

リ兩 手.^ 天に 延ばし) 誓言 は祌聖 である ぞ。 妃を 汝に與 

へ る ぞ！ 

妒" お、。 (地に 倒れる) 

波 羅門丁  ( 一  瞬 問 茫然と して 突 i- 、立って ねろ が 嬷て獸 の 

加く 飛び か、 つて の 腕.^ 摑み) 來ぃ。 

妃 (波 親 門 丁の 手. ^振り放し) 寄るな。 無體 者！ 

波 羅門丁 太子 は汝を 俺に 與 へたの だぞ。 

妃 (太子に マリ 寄って) 殿下。 あなた は 11 あなた は。 

太子 (無 K の 感じ ， ^含めて) 曼抵 よ。 諸 天の 名に よって 

立 て た 誓 ひ は 守られねば ならない。 

紀 (颜 倒して) わたし を 此の 下司に 11 鬼に ぉ與へ 遊ば 

すので 御座いま すか。 

太子 (一生懸命に) 今！^ 轉 して は 凡て を 失 ふの だ。 

妃 いやです。 いやです。 ぁト考 へても 恐ろしい C 私に 出 

來る 、 J とか 出来な いこと か ぉ考べ 下さ い 。 私 は と \ しも、 

とても — 

太子 大願 を 捨て る - 」 と は 法 を 亡ぼす、 J とだ。 
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太 蛇 太 も E 太 


靡 ひ 返す ことが 出來 るの だ。 汝に 不滅の 生命 を. H へ る - J 

とが 出来る の だ。 

1:-  - 

太子 曼© よ。 汝を 伴って 聖 山に 入らう としたの は 抑 も 俺 

の 誤りで あつたの だ。 汝は 忘れ はしまい。 城 を 出る 時 俺 

は 汝を伴 ふ こ と を 力 を つ くし て 拒んだ の だ。 その 時汝が 

どうし て も 問き 入れ ね 故 俺 は 萬 一 の 時には 汝をも 布施 す 

る覺悟 を 語り、 汝は 堅い 決心 を 示し て それ を 担まぬ - J と 

を 誓った 故、 俺 は汝を 此の 千載 一 遇の 戴大な 旅に 伴った 

の だ。 が 運命 は 甘える こと を 許さなかった。 嚴 しい 恐ろ 

しい、 試練の 時が 今 来た。 捨 つべき もの を ー絲だ も携へ 

て聖 山に 入る こと は 諸 天の 心に 適 はぬ ことで あつ たの 

だ。 曼^ よ。 受 くべき もの を 受けて くれ。 俺の 成 逍の院 

きとなら な い で くれ。 俺 を 助けて 大願 を 成就 させ て くれ。 

そなたが 若し 今の 俺 をつ まづ かすなら、 億 千离劫 は汝に 

とって 恐ろしい 呪 餌と なる であらう" 俺 は そなたに 强ひ 

ずに は 居られな いの だ- 

妃 (太子に しがみつ 告) 助けて！ お助けな されて I . 

太子 行け。 妃ょ。 (骨が 碎 けろ やう-.. ite.^ しっか リ抱 .v、 

しめ、 妞の 眼の 底に 己れ の 魂.^ 射 込む やうに 见入リ なが 

ら) 俺 は 此の 瞬間 俺のお 涯 のどの 瞬 ii よりも そなた を 愛 

して ゐ るの だぞ！ どの 瞬間よ り も そなた は 俺の もの だ 


妞 ぁヒ 死んでも！ 私 は 死んでも 彼に 從ふ もの か！ 

太子 妃ょ。 汝の 決心 は 三千 大千^ 界を救 ふの だぞ。 

,^ あ k 世. 界も 滅び 失せよ。 私が 惡 魔に 嫁かねば ならない 

なら！ 

太子 ( 一 生 懸命に) 汝 一 人の 横牲は 一 切の 衆生 を 救 ふの 

妃 私 は旣に € 生 のために 二人の 愛兒. を 施しました。 それ 

で まだ 儀 性が 足りな い の で 御座います か" 

. 汝 自ら を 捨て、 俺の 成 道 を 助けよ。 

お \。 あまりに 酷い —— 

- 捨身せ よ、 捨身せ よ。 

人身御供 をお 强ひ 遊ばす ので 御瞎 います か。 

お. -。 俺は强 ひる ぞ！ わが 成 道の ために 汝の身 を 

鬼に 供 へ させる ぞ！ 

妃 お、 地獄よ。 足下に 口. A- 開いて 私の 體を喊 み 込んで く 

れ。 (地に 倒れて 慟哭 マ) 

太子 (fe の 泣く 状ん」 凝視し 乍ら) 今の 俺の ために 己れ を 

失 ふ も の は 畢竟 己れ を 得る の だ 。 無量 劫に 瓦 つて 不滅の 

法身 を 得る の だ。 今 俺 は 如何なる 驗牲 を拂 つても 成 道し 

なければ ならない。 成 道に 今の 俺に とって、 唯 一 の 善、 

唯 一 の 愛 だ。 今 倚が 返 S するならば 俺 は 一 切 衆生と 共に 

汝をも 滅ぼす の だ。 魔が 成 道し，；. 時^は 汝を 鬼の 手から 
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姐 お X。 (太子の 腕の 中に て 慟哭す) 

太子 (燃える やうに 紀， 接吻し、 やがて 決然と しズ蛇 1^ 突 

さ 放つ) 

波 維 S:T  (岡々 しく^に まリ) さあ。 行かう。 もうい \ 

加減に しろ！ 俺に 隨 いて 來ぃ。 連れて 歸 つて 可愛がつ 

て やる。 (蛇の 腕.^ 捕 へんと す) 

^  (突然^ち たろ 劍，^ 拾 ひ 波雜門 丁.^ めがけて 突き か V 

る) 

波羅 iZ 丁  (體.^かはし、 妃の腕^.^捕へ劍.^叩さ_^-し) 

あぶない ぞ！ 際どい 眞似を やり をった な。 は、、 、 X。 

だが ^liK し い 女が 危ない 眞似 をす るの は 味な もの だ て。 

(板リ放さんとして^?,;-も搔く妞の腕.^蕉撾みにして) 

ふむ。 何て 柔 かな、 尋常な お 手 だ。 

^ あ、。 どうしても —— どうしても 行かねば なり ませぬ 

力 

太子 行け。 そなた は 神聖な 神聖な さ、 げ物 だぞ。 人類の 

叙 主 を つくる ために 供へ ら れた贅 だぞ。 衆生の 罪業 を讀 

ふために、 魔 王 の 怒り をな だめる ため に 選ばれた 人身 御 

供 だぞ。 お、。 法界 を溺 らす大 洪水 を 治める ために 建て 

られた 人柱た ぞ。 

^羅 i:T  (to  5 腕，^ r 捕へ て 引き立てながら) 婢ょ。 さあ。 


庵に 從へ。 今日から 俺が 汝の主 だ。 

妞 (引き立てられながら 太子に 舉 生の 力.^ こめて) あ. う 

我 か 主、 我が^^<ょ。 私 は 今 こそ あなたの 婢、 あなたの 妻 

で 御座います ぞ。 あなたの ために 私 は 行きます。 あなた 

の 大願 を 成就させる ために、 あなたの 最も 忠貲な 妻 で あ 

るた めに、 私 は 鬼に 嫁き ます ぞ。 

太子 お、。 我が 腺、 我が 玉、 我がい のち！ そなた は 今 

こそ 正眞 正銘の 我が 妻た ぞ。 夫の 使命 を 助ける もの こそ 

本當の 妻た。 今、 J そ 俺が そなた を 選んだ こと を 夭に 感謝 

する ぞ。 尊き 尊き 妻よ。 あ、 我が 母 は 我れ を 達んだ が、 

我が 妻 は 我 を 成した の だ！ 

M  (汪 然として^,^ 垂れながら) あ、。 我が 背よ。 その 

御 一 言の ために 私 は 勇んで 嫁き まする。 

太子 我 か 妹よ。 俺 は汝を 鬼の 手から 奪 ひ 返さずに 置かな 

ぃぞ。 汝を攝 奴せ ずに は 置かない ぞ！ 

紀 その 曰 を * その 曰 を 信じて 待ちます る。 

波 雜門丁  (いらだたしく) さあ。 行かう。 雄れ。 (姐 を 馬 

に 載ゼ Q ら #,„5< とろ) 

^  (馬上 i リ 振り返り、 渾 1555 愛ん、、 めて 太子.^ 凝視し) 

太子 妃！ 

(瞬. 向 沈默。 此の 時 沛然と して. K 雨 到ろ。〕 
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波羅， M 丁 ひどい 兩 だな。 (天.^ 仰いて) 眞 暗にな つて 降 

り やが る。 

妃 あ、 鬼神よ。 我がた めに 哭け。 葉 波國の 華、 全 印度 

の 女の 誇りなる 曼坻は 卑しき 波 3 維 門の 醜男に 嫁く の だ 

ぞ。 (橙特 山の 方， や 仰いて〕 諸 天よ。 私 をお 守り ド さい。 

お fl し 下さい。 私 を 最も 美しき 女、 最も 忠なる 妻と お 賞 

め 下さい。 (^白) 私 は絕體 絶命の 場合に は 自ら 玉の緒 

を斷っ ことによって、 此の 下司 男の 凌辱 を 避ける ことが 

出來 るで あらう。 

お 羅門丁  一、  ； SJ シャリ と 馬ん、 鞭ち) さあ。 しつ 力 り 歩お。 

畜生 奴" 贵樣の 載せて ゐ るの は 印度 第一 の 美人 だぞ。 

(妞 报リ 返り く 波 雜門丁 に 俘 はれ て 0 場。 ) 

太子 (妃の 去る や 張， り 詰めし 異氣の 緩みた る さ i にて、 岩 

の 上-しく づれて 慟哭 TC や、 わって 山手り 上リ、 大 雨に 濡 

X ながら、 哲 らく  .t:!F- 勁 ふ、 もぜず 石像の 如く  、^つてね 

ろ 。纏て 翁然 と し て 凝 直 に 峻し き斷 -M ん攀じ 下らん とす) 

(le, 光、 雷霆 はげしくなる。) 

騎馬 兵 ^装 ひ 武器ん、 持ち、 息ぜき 登場、 太子 yJ- 兄る 

や 馬.， ^飛び下り) 殿下。 これに 渡らせました か。 一大事 

で 御座います ぞ" 

太子 何事た。 

騎馬 兵 鳩留 國の大 軍が 侵入 致しました。 


太子 なに。 gSS 國の大 が？ 

騎馬 兵 彼等 は 須大延 を K 先き に 押し立て V 攻め i_ はせ まし 

た。 大王 親ら 葉 波國の 全軍 を 率ゐて 防ぎ 戟 はれまし たが 、 

戰ひ 利な く 味方 は苦戰 です。 

太子 父 王 殿下の 御 安否 は？ 

麟馬 兵 大王 に 戰陣の 先頭に 立 つ て 、 亂れ 足の 立 つ た 味方 

の 軍勢 を叱咜 して、 勇ましく 奮戰 せられ ましたが、 ゆ 方 

は 陣形が 崩れて、 遂に 濱走 致しました。 何しろ 敵 は 象 

を 得 て 勇氣が 百倍し 、 - 味方 は 士氣 沮喪し て 居ります の で。 

遂に 紫 波 城は贯 園に 陷 りました。 

太子 天よ。 紫 波 一  1 を 守らせ 給へ。 

騎馬 兵 私 は 重大な 使命 を帶 びて、 單身 霄圜を 破って、 殿 

下の 後 を 追って 參 りました。 殿下、 一時 も n 十く 御 歸 國下 

さい。 殿下が 御歸國 下されば、 人民 は 殿下の 旗下に 馳せ 

集つ て 侵入 扭を 打ち返け るで ございませう。 敵 は 問 譏に 

. よって 殿下が 國を 去られて、 民心の 離散した こと を 知り、 

隙に 乘 じたので ございます。 祖國の 安危 は 殿下の 一身に 

か \ て 居ります る。 一 刻 も 早く 御 歸國. ト さい。 御 伴 仕り 

太子 (默 然として、 暝 目し〕 悔 は歸國 致さぬ ぞ。 

騎馬 兵 殿下！ 祖國は 危殆に 顔して 居ります ぞ。 

太子 俺 は 山に 入らねば ならない。 
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Hi: 下の 御 生命 は 風前の 燈 火の 如く で ござ い ます 

ぞ。 

太 千 (木石の 如く) 恩 を 捨て、 無爲に 入らねば ならない 

の だ。 

t おし 一 度#?波城が陷.？？^^致しますれば、 神聖なる 國 

士 は 荒され、 ？ g 先の 墳； it: は發 かれ、 處女は 犯され、 人民 

は 永く 他 II の隨 制の 下に 哭 かなければ なり ませぬ ぞ。 

太子 俺 は 不滅の 國を 求めて 行く の だ。 無 鬪の士 と 無窮の 

民と を浏 りに 行く の だ。 

殿下！ 今 は 夢 を 追つ てゐる 時で は ございません。 

祀 II は^ 前に 阿 ak の 巷で ノ J ざいます。 歸 つて お 救 ひ 下さ 

い。 人々 は 殿下の 御 歸！！ に 唯一 鎮 の 望み をつな いで ゐる 

ので ございます。 事 は 切迫して 居ります。 夢 をして 夢 を 

葬らし めて 下さい。 火は已 でに 放 たれて 居る ので ござい 

太子 火宅 だ。 火宅 だ。 三界 を焚燒 する 劫火 を 治す る もの 

は 唯 法 水 あるの みだ。 

殿-卜！ 卽 刻に 御歸り 下さい。 

太： 十 俺 は歸る こと は出來 ない の だ。 

1^ 殿下 は兩^ 下の 御； « 期 を傍觀 遊ばす の で ございま 

すか。 無 寧の 民を兑 殺しに 5® ばす ので ございま すか。 辱 

か しめられる 少女 を！ 虐殺され る嬰兒 を！ 


太子 (死灰の 如く) 俺 は 山に 入らねば ならない の だ。 

騎馬 兵 殿下！ 敢て 申します るが、 一大事 を 招いた の は 

靈象を 敵國に 布施な された 殿下の 御 責任で ござ います 

ぞ。 

太子 (心 内に 苦 K しつ  > ハ錄， ^振りし ぼって) 惡 魔よ。 返 

散せ よ。 (驅 け 出さん とす) 

S 兵 (追 ひすが つて〕 お 待ち 下さ い。 (無限の 哀願と 詰 

赏 と,， J- 、、めて) 殿下 はどう あっても 御歸國 なされ ませぬ 

力 

太子 (决 然として) 金輪際 歸 1! は 致さぬ ぞ。 (植特 山.^ 

指して〕 俺 は あの 山に 行く！ あの 山 こそ 俺が 據 つて 以 

て 魔 恵 を 除ぐ 法 城 だ！ 

SM  (急に がっかりし たる 態に 茫然自失 する。 一瞬間 

沈 德 て齊然 地ん 蹴って 馬に 飛び 臃リ、 天，^ 仰いて) 

お 、鬼神よ 聞け。 而 して 左右に 命じて 記 錄 せしめよ。 (無 

限の 怨嗟，^ 含め て〕 絮波國 の 太子 須太拏 は 組國を 滅ぼ 

し、 父母 を 殺し、 人民 を 費った の だぞ〕 (熱 一お.^ クフハ 

ラ滚 し) 俺 は 最後まで 鬪 はう。 祖先の 墳墓 を 枕に して 死 

なう。 (馬 1^ 鞭打ち 豪雨 1 か銜 いて 退場〕 

太子 (後.^ 見送り 大雨に 打 たれながら、 揚上 に 立つ。 一瞬 

間 沈 默。 艫て 枯木の 如く 卒倒す) 

(雨 俄かに 止み、 1^^, 黑 雲.？ に 四散し、 靑空 
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はるつ 艫て 植 特^の  一 リ聖 なろ. c 冥 湧-き 出て \ 

たな. ひさ、 微妙の S ほ 樂.； I 空に^: ゆ。 ：- 

帝釋天 (i^ 宽.^ 隨 へて 天に ％ はる〕 善哉。 お I 哉 。太子。 

須太 *。 

侍 童 等。 (天 鼓. „^ 打ち鳴らし^.^ 合せて^ す) 

一 人出 家 則 九族 生 天。 一 人出 家 九族 生大。 

(大地. K 械 震動。 異香黧 じ、 虚空より 花 降る。 帝釋天 

と侍^|£:消ゅ。) 

太子 (我に 返リ、 lI^^3,-J-見廻す) 今の は 幻で あつたか。 

あ \。 聖 なる、 聖 なる 御 姿よ！ 嵐 は 去った。 お、 俺 は 

試みに 勝った ぞ。 勝った ぞ。 (勝ち誇って) 天 王 帝釋も 

鼓 を 打つ て 嘉し給 ふ 此の 大勝 利 を あ k 全世界の 山川せ H4 

も 讚め た、 へよ。 (隨 喜の 涙，^ はら/、 と： ぼし) fS 國 

よ。 父母よ。 妃ょ。 子よ。 人民よ。 須太擎 は 汝等を 此の 

^界の 誰よりも 一 群 深く 愛した の だぞ。 一 番慧 く、 一  番末 

通り て 愛した の だぞ。 俺 は 汝等を 悉く 救 ひ 取らずに は 置 

かない ぞ。 天に 生れし めずに は 置かない ぞ。 (跪いて 天 

.^拜 し) 諸 天よ。 彼等の 渾-命 を 守らせ 給へ。 (間) (立ち 

上 リ異氣 il? 然として〕 さう だ。 一刻も早く 積特 山へ。 

( 険 患 ，^ 下らん として 路ん、 ™a ぷ) 

(此^ 检特 山の 麓の 無憂樹 S 森より、 孔雀。 8J«。 舍 

利。 伽^。 頻伽。 共 命。 翡翠 等の 衆 島。 獼猴。 獅子。 


鹿。 虎。 牛。 羊。 栗 m の 諸 及 ♦  ひ 蛇。 龜。 

蜥^。 基。 百 33。 守宫。 鰐。 蝎 等の 爬ふも の、 颠 11,^ 

なして 溪 流..^ 波って 太子の 方に 向って 來リ、 歡び迎 へ、 

信じ、 順 ふ 態.^ なす。 リ 

太子 (法審 に輝 告) あ、。 禽獸ゃ 爬蟲も 俺 を 職ひ迎 へる 

のか。 (a しげに 彼等に 近づきて〕 愛する 畜生 達よ。 俺 

は 今 親しく 汝 等に 挨：！ ^する ぞ。 俺に を敎 へて くれ。 案 

； S を 頼みます ぞ。 さあ、 聖 山へ。 (奋生 の^に 岡 繞ぜら 

れて溪 の 流の 方へ 患ん、 下る) 

11 幕 11 

(一九二 〇、 I  ニニ 七) 
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乏しく 生 ゆ。 向う は渺茫 たる 薩摩 潟。 左手 はろ かに 

へ . たて 、 空， 際に 硫黄 ケ „1| 錄ゅ。 項- んリ 1^,^ 噴く。 

處々 の餳： w に 波碎け 散ろ。 秋。 成經 演^に 立って 海の 

彼方,^ 见て. Q る。 靡赖 岩の 上に 腰ん 、下ろして 木 itLi て 

卒都婆.^ つくって ねろ。) 

戍經 あ、 とう-/ \> 見 えな くな つてし まった。 九州 の 方へ 

行く 船な の だ ら う。 それ とも 都への ぼる 船 か も 知れな 

い。 わしの 故郷の 方へ。 

康賴 どうせ この やうな 離れ島に 害って 行く 船 はあり ませ 

んょ。 そんなに 毎日 濱邊に 立って、 遠く を 通る 船 を 見て 

ゐ たって 仕方がないで はありません か。 

成 經 でも 船の 姿 だけで もどん なにな つかしい か。 灰色に 

とりとめ もな く廣 がる 大きな 海 を 見て ゐる とわし は氣が 

遠くな つてし まふ。 わしと は 何の 關係 もない やうに、 ま 

るで 無意味で、 とりつくし まも 無い やうな 氣 がする。 せ 

めて 向う に髮毛 ほどで もい X から、 陸 地の 影が 見えて く 

康賴 それ は 及び もっかない 願 ひで ございます。 此處 から 

すち 

•1 番 近い 薩 摩の 山が、 絲條 ほどに 見える 處 まで 行く ので 

も、 どんなに 速い 船で も 二、 三日 はか、 ると 云 ひます か 

成經 でも 船の 姿が ほんの 一 寸 でも 見える とわし に は 希望 
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の 手が. >i りが つく やうな； S がします- 

康賴 それで 毎日々々 ばかり 見て ゐ ろので すか。 

成經 十日に  一 E くら ゐは 白帆の かげが 見られます、 でも 

はれた 日で ない と 雲が か >1 つて 見えません。 だからし け 

の 日 は 私に とって 實に 不幸な 曰です。 朝起きて 見て 雲が 

喑 れてゐ ると、 あ \、 今 曰 もまた 濱邊に 立って 船の 見え 

. る の を 待た うと 思 つ て 希 環が ます。 

00 希望と い ふ 言葉 は 本當に 私たちに と つて ありがた 

い、 けれど 身 を 切る やうな 響き を 持つ て 聞え ますね。 

成經 S. さう だ 希望 だ。 船の 姿 は 私の 一 摟の 希望 だ。 

だって それで^も なくて 何 を たのしみに 生きる の だ ら 

I 若しも 何 か の 不思議で あの 遠く を 通 ふ 船が 此方に や 

つ てく るか も 知れない。 

00 それ は 祌佛の 力でなくて はとても 出来る ことで は あ 

りません。 

成經 それで あなた は 毎日 卒都婆 をつ くって 流す の です 

力 0 

00 今日で もう 九 百 九十 五本 流しました U もう 五本 流せ 

ば、 熊 野 權現樣 に 立てた 誓 ひの 通り、 千 本と いふ 數 にな 

ります。 

成經 あ。 また 白帆が 見える。 ほんと に 幽かで • よく 見な 

く て は睛 とまちが ふ 位 小さい けれど。 來 て御覽 なさ い 。 


康賴 私 は 見ます まいよ。 

成經 早く 見ない とかくれ てし まふ。 あなた は 初めは 私と 

一 緒に 毎 曰 船 を 見に いらした ではありません か。 

00 けれど とても 此の 島へ は來 ない と あきらめた の で 

す。 あの 船の 姿 か 雲に かくれて 见 えなくなる ときの 氣持 

が 恐ろしくな つたので す。 私 は 何だか あの 帆 を 見る と、 

t い： きら ひの 行列の i の やうな 氣 がして なりません。 

成經 何 を 葬る のです か。 

^^賴 ゎたしたちの希；？^！を！ 

成經 (悲しげに〕 あ. -、 止して 下さい。 私の た乂 一つの 

希望に、 そんなに 不吉な 想像 を 描く こと は。 

00 私 は それよりも、 日頃 念ずる 神樣の 不思議の 力に よ 

つて、 都へ 歸る ことの 許さる X やう 祈った 方が い、 と 思 

ふやう になり ました。 

S けれど 考 へて 御 覽 なさい。 その 小さな 卒都婆が 何百 

里と いふ 遠い 海 を 漂うて 都の 方の^ べに 着く とい ふこと 

が ありませ うか。 

00 でも 千 本のう ち 一 本位 は。 

成經 とても 九州まで も 行き はしますまい。 潮 ^ に 吹き 琉 

されて、 此の 島の 磯に でも 打ち あげれば、 Ki,;! の 子が 拾う 

て や 新に でもし てし まふ だら う。 

00 然し あれに は ニ苜の 歌が 彫りつ けて あります。 故. 鄉 
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をした ふ 歌が。 心 ある もの はま さか 焚い てし まひ はし ま 

すま..., 

成經 文字 等 讚め る やうな 人が 此 島に 居る ものです か、 言 

紫で もろく に 通じない 位 だのに、 男 は 烏帽子 も かぶらず 

女 は 髮も さげず、 はだ し で 山川 を 歩る く樣は まろ で獸の 

やうではありません か。 

00 あ、 わし は あの 優雅な；^ の 言 紫が も 一 度 聞きたい。 

あの 殿上 入の； ま容 た^しい 衣冠と、 そし て 美し い 上 藤の 

品の よい 裝 ひが も： 度兑 たい。 

成經 此島& 女 は 猿の やうに 醜い。 

00 わし は 今 g 卒都婆 を 流しに いつ て、 岸 邊に 立って 祸 

し い ^を考 へました。 わし は わし 自身が 丹精し て ほりつ 

けた 敬 を 今更の やうに 績み 返しました。 何たる 祸 しい 歌 

だら う。 卒都婆 は 波に もまれ て 声の しげみ に かくれ て し 

まひ ました。 わし は それ を じ つ と見经 つ て ゐ たら 涙が こ 

ぼれ た。 然し 神様に は 何でも 出来ない 事 はない 箬だ。 千 

本の 内 一 本で も中國 あたりの 濱に でも 着いて 心 ある 人に 

拾 はれたら、 きっと 淸 盛の 所へ 经 つて くれる だら う。 淸 

盛 だって 鬼神で も あるまい。 あの； 淋しい 歌 を 讀んで 心 を 

うごかさぬ^ は あるまい。 ぁ&。 我々 が此， W 島で どんな 

暮し方 をして ゐ るか を 知ったら。 どんなに 古里 をした う 

てゐ るか を 知 つ たら。 迎 へ の 使を经 つ て くれまい もので 


もない。 

成經 然し それ は あま りに おぼつかない 希望 だ 。 

00 祌を 疑って はいけ ません、 熊 野權現 は靈驗 あらた か 

な 神で 御座います。 これまで かけた 願の 一 つと して 成就 

しなかった のはありません。 

成經 然し こ」 は鈀 州で はなし、 那智の 瀧 もないで はあり 

ません か。 

康賴 祌 は何處 にで も ゐられ ます。 私が あの 奥 い 森 を 選 

ん だの は、 あたりの 樣 子が 何處と なしに 那智の 御山に 似 

てゐ るからで す。 あれ は 本宮、 これ は 新 SI、 一  の 童子、 

二の 童子と 假に所 を 定め、 川の 流 を 郵智の 瀧と 思 ひ、 

其 處に龍 飛 權現を 形ば かりに 祀 りたて まつ 、たの で ござ 

います。 どんなに 祸 しい 孤島に 琉 されても、 拜 する 神の 

ない の は堪 へ られ ません。 あの 鬼の やうな 淸盛だ つ て嚴 

鳥 明祌 に歸 依して ゐ るではありません か。 

成經 (嘲ろ やうに) では 私 は 天魔で も り ませうよ。 そ 

して あの 淸盛を 呪って やり ませう。 

康賴 私 は 此の 問 も 權現樣 に 通夜 をして 祈りました。 そし 

て 祈り 疲れて うとくし ました。 すると 私 は 不思議な 夢 

を 見た のです。 沖 方から 潮風に 吹かれて 木の葉が 一 一枚 ひ 

ら ひらと 飛んで 來て、 私の 衲 にか & りました。 それ 1 ゲ. 手 

に联っ て 見る と 御熊 野の 山に 澤山 あるぎ の 葉な の です。 
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00 では 明日 は 雨です ぞ。 あの 山が 荒れる ときつ と 麓に 

は 雨が 降る の だから。 

成經 明日 は 舟の 姿 も 見られますまい。 雨降りの =位 私 は 

不幸の 氣の する ことない。 私 は あなたの やうに 信心 はな 

し、 雨の 漏る あばら 家で 衣の 袖 を 濡らしながら、 物 思 ひ 

に 耽る と、 S しい 事ば かり 考 へられます。 の 影も兑 

失うて. 一番 寂しい こと を さへ 考 へます よ。 •••••• 死の こ 

と を さ へ 。 

康頼 ひする) それ を 云 ふの は 止して 下さい。 私 は 

それ を考 へる の を 恐れて ゐ るので すから。 きっとい」 日 

が來 ますよ。 成！！ 殿。 私たち は 希望 を 失 ひますまい。 權 

現樣の 御 利 生 でもき つ と迎ひ の 舟が 來 て、 都へ 還る 事が 

出來 るで せう。 

成經 それ は あの 山から 烟の 出ない B を つよりも、 はか 

ない ことか も 知れない。 

康賴 でも あの 山で 硫黄 を 1^ つて、 集めて それ を 漁師の 魚 

や 野菜と 交換し なか つ たら、 私たち はどうし て 生きて 行 

くの でせ う。 

成經 あの 年に 一 度 九州から 硫 贺を収 りに 來る 舟に 頼ん 

で、 せめて 九州の 地まで 行く こと は出來 ますまい か。 九 

州の 地に さへ 着け ば 其處か らは 都へ ー迎 ふ 船 は 多い の だ が 

ら。 


よく 見る とその 葉に 歌が 一 首 書いて あるので す。 「ち はや 

ふる 神に 祈りの しげければ、 など かみや こ へ か へら， さる 

ベ き」 と 歴 々 讀み ました。 あ、 あり が た いと 思って そ の 

&の葉 をいた ヾ いて 股が 覺め た の です。 

成經 それ は あなたが いつも 都へ 歸 りたい くと 思って ゐ 

るから、 そんな 夢を見た のでせ う。 

00 然し ありく と 歌まで 覺 えて ゐ るので す。 靈 夢に 相 

違ありません。 たと ひさう でな くっても、 私 はさう と 信 

じたいの です。 

成經 それで あの 卒. 都 婆 流し を 思 ひ つ いたので すね。 

厳賴 (淋し さう に) はい。 

(間。) 

經 俊宽^ は何處 へ 行きました か。 

頼 今日 も 熊 野權说 にお 參り なされました。 

經 あの人 は祌 など 拜む やうな 人ではなかった が。 

頼 人間 は 苦し い 眼に あ ふと 神 を拜む や うになる もの で 

すよ。 今でも 時々 こんな 事 をした つて 何になる などと 自 

暴に なって 私に あたったり、 それ かと 思 ふ と絕 望し たや 

うに、 溜息 を 吐いたり なさい ます。 その 癖 やはり 毎日お 

參 りして いらっしゃる やうです。 

(此の 時 雷のと 1- ろく 如く、  4< いなる 音 iM 、渡る"〕 

成經 あ \、 また 山が 荒れるな。 
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^0 私 等が 飛ぶ 鳥 も 落とす 淸 盛に 謀叛して、 島流しに な 

つてる 身で ある 事 を、 知らない 者はありません。 独 も 船 

に 載せ て はくれ ません。 島の 漁師 たちさ へ 私 等 を 恐れて 

近づかぬ のではありません か。 

S 何とかして 商 入 を 欺して 九州まで 行けば、 何處 かに 

隱れ て 時期 を窥 ふ 事 も 出 來るだ らう。 

00  ^の 陰 洞の 隅 を 採しても、 あの 淸 盛が 見つけ 出さず 

に は ® きます ま い 。 さうな つ たら 今度 は 迚も 生か して は 

置きます ま い 。 

戍經 (^$- したやう に) ぁ&。 私 は 人間と いふ ものが 此 

の樣な 淋し い、 乏しい 狀 態に 陷り 得る ものと は 思 はな か 

つた。 否や、 それよりも か樣 なお 寞 と缺乏 とに 耐 へても 

£1 ほ 生 を 欲する ものと は 思 はな か つ た。 私が 若し 死 を 願 

ふこ とが 出來 たなら！ 私 はたび さう 思 ふ の です。 

若し 私が 私の 唯 一 つの 希 を 失って 了ったら、 も 一 度 都 

へ歸れ るか も 知れない とい ふ、 微かな、 何の 據り處 もな 

い 此の { や： 想 を。 (t? しげに」 あ \ 此の 空想 を 描く 勇： 斌を 

もはや 失つ てし まったなら、 私 は 泥の やうに 崩れて 死ん 

でし まふで あらう と。 そして その 方が 却つ て 幸福 かも 知 

れな いと。 けれ. V 徴邊に 立って たまさかに 遠くの 沖 を 掠 

め て 通る 舟の 影を兑 ると、 私に は 再び 希望が 媚びる やう 

に 浮かんで 來 るので す。 私 をから かふ やうに、 じらす や 


うに、 幸福 を. 載せて 行く 舟、 やがて 戀 しい 故里の 岸邊に 

着く 舟、 疲れた 旅人 は 温かい 國 に 加 はる 嬉し さに 舟 を 

急がせて ゐ るの だら う。 

康賴 (ffi.^ 蔽ふ) 妻 や 子の 事を考 へる の は 恐ろしい。 

成經 私の 子 はもう 髮を結 ふ ほどに なって ゐる喾 です。 別 

れる 時に 三つだった から。 乳母の 六條の 膝に 乘 つて、 い 

つも 院の 御所に 出仕す る 時と 同じ やうに、 何も しらない 

で； t 言 を 云つ て 私に 話しかけて ゐ ました。 門の 外に はい 

かめし く 武装した 淸 盛の 丘ハ士 等が 私の 車 を 擁し て 待つ て 

ゐた。 彼等の ある 者 は劍ゃ 槍で 扉 を 毀れ る ほどた 、いて 

早く 早くと 促し てゐ た。. おは 眞靑な 顔 をして 慄へ てゐ た。 

私の 袖 をつ かんで、 お、 妻 は 姙娠だ つ た の だ。 私 は無總 

な！^武士等の前に跪ぃて、 乞食の 如くに 哀願した。 た Y 

出 S を ほんの 五分 間延 はすこと を。 たに  一 口. 妻 を はげま 

す 言葉 を か け て や る た め に 、 そ して 伴の 頭髮を 別れの ま 

へ にも 一 度 撫で、 やる ために！ 

康頼 ぁ&、 わしが 彼の 時に 受けた 屈 5^ を 思 へ ば 胸が 惡く 

なろ！ 

成經 野 武士 等 は 私の 懇願 をド 等な 怒駡を もつ て 拒絕し 

た。 そして 扉 を 破って 闖入し、 武者 草鞋の ま、 で 私の 館 

を i した。 私 は 直ぐに 飛び出て 馬 草に 乘 つた。 彼等が 

妻 を 侮！ る こ と を 恐れた から。 
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00  4^ の 方 はどうな されました。 

S 母 は 父の 安否ば かり 心配して 泣いて ゐ ました。 そし 

て 何故 私が 期る 恐ろし い ことを企てたかを^^きロ說きま 

し た 。父 は そ の 朝院に 出仕す る 途中で 捕 へ られ た の です。 

康頼 あ X。 成 親 殿 はどうされ たやら。 

成經 父の 事 を 思 ふの は 私の 地獄です。 淸盛は 謀叛の 巨魁 

として 父 を 最も 憎んで ゐ ました。 淸 盛が 父 を 捕へ ていか 

に俊譬 的に 侮 した か。 私 は それ を M い た 時 寧ろ 死 を 欲 

し ました。 私 は 馬車の 中で 警 H の 武士 等に 父 の 安否 を 訊 

きました。 彼等 は 詳しくく 語りました。 不必要な 微細 

な ことまで。 私 を ¥ しめる ために。 淸盛は 西 八條の 邸で 

父 を 地べたに 蹴り 落した さう です。 その 時 父が 冠 をた \ 

き 落され て、 あわて、 拾 は う とした こと ま で 彼等 は 語り 

ました。 その 時淸 盛が また 蹴った ので 父 は i が碎 けて 

黑 血が 垂れた。 その 時 淸盛は 一 一人の 武士に 命じて 左右 か 

ら 父の 手 を 捕 へ て 地べ たに 捻ぢ 伏せ さ せ、 「彼れ に 喚か せ 

ろ」 と： K つた さう です。 二人の 侍 は 流石に 氣の棄 になつ 

て、 小さい 膝で 耳 下に 攝 いて 「何とで もい > から 聲を立 

てなさい」 と 云った。 するとお.^ 何たる 事で せう。 父 は 

つ くり 藺 で 悲鳴 を あげた さう です。 淸盛は 大笑 ひ し て 勝 

ち 誇 つ た やうに 換を 明け て 出 て 行 つた。 その 時 父 に は 無 

念の 表情よりも、 寧ろ 責苦を 遁れた 安堵の 色が 見えた。 


かう いふ 事 を 傍 で 見 て ゐ たと 云 つ て 、 明らか に 私 をから 

か ふ 意阖 を！^ せ て 詳し く  く 語り ました。 そして 彼等 は 

父が か 、 る 法 懦 なる 器量 を も つ て 、 淸盛 を 倒さう と 企ん 

だの は、 全く 鳴滸の 沙汰で あると 放言し ました。 無論、 

私 は 彼等の 話の 細部 は 信じなかった。 併し 默っ て S いて 

ゐ なくて はならなかった のです。 

康賴 ぃっもは私の車の先拂ひの^§にも慄へ上 つ た^^円恃 

が、 急に 征服者の やうに 傲慢な 態度 を もって 臨み 出した。 

彼等と 車 を 同じく する こと だけで も堪 へられない、 恥 1^ と 

思って ゐ たのに！ 

成經 私 は 同志の 安否 を氣造 ひま し た。 しかし 駄目 だつ 

た。 彼等 は 何事 をも薩 して 語ら なくなつ たから、 私 は： 牛 

截の中 で 幾度 も 壁に 頭 を 打ち つけて 死なう とし まし た 。 

彼等 は 私の 武器 を联り 上げて しまつ たから、 しか し 死に 

切れなかった。 私 は 死に 切れない 自分 を 恥 ぢた。 併し $" 

肉の 愛と 淸 盛に 對 する 復譬 心と が 私 を 死に 切れさせ なか 

つた。 

康賴 侮辱され ながら、 しかも 自殺 出来ない 程の t 可責が あ 

り ませう か。 それ は實に 一 種 云 ひやう の 無い わるい 狀態 

です。 

成經 淸盛奴 は 父と 私と を 同じ 備： i の國に 流しました。 

00 琉 石に 氣の に 思った のでせ う。 
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成經 m 盛が 額； 願した からです。 しかし 結 は殘 酷な 惡戲 

と 同じに なりました。 丁度 中 を 隔てた 一 つの e に 親子の 

獸を^！^くゃぅに。 私の g 所の 兇 島と 父の I- 所の 有 木の 別 

所と は §1 近いので す。 しかも 決して 逢 ふこと は 許されな 

いのです。 その 缺乏と 恥 扉との § だけ は 頻りに 聞え る 

けれども。 (問。 频 色が 惡 くなる) 遂に 私 は 父が 殺された 

と いふ tsv」is きました。 しかし その 眞否は 確め る ことが 

出來な いうちに、 此の 鬼界ケ に遷 され てし まった。 

00 それ はきつ と 虚報で せう。 贯 盛が 半； きて 居る 限り は 

よも や 成 親 殿 を 殺させ はしますまい。 自分の 愛する 妻の 

兄 を！  is<?i.;s 盛が 何と 云 ひ 張っても。 

成經 いや 虚報で はありますまい。 虚報に し 

て は、 餘 りに 細部に 渡った 報知だった から。 淸盛は 父 を 

ひ どく んでゐ ました。 彼 は 自分 の 憎惡を SsS 響せ ずに 制 

する ことの 出来る やうな 奴ではありません。 西 光 殿 を あ 

ら ゆる 殘 酷な 拷問に よって 白狀 させた 後で、 その 口 を 引 

き 裂い て 首 を .3^- けた 程の 淸 盛です。 あ > 彼等 は 父 を 殺す 

のに どんな 恥づ ベ き 手段 を 用ゐた こ と か ！ 

00  盛に 祕 して、 夜に 刺客 を 忍び込ませました か。 

成經 彼 ゆ は 鼠を斃 すに； 5 ゐ る毒藥 を 食に 盛って、 父 を 毒 

寄し やうと しました。 父が 病死した と 云って 雷 盛 を 欺く 

ために。 しかし それが 成功し なかった ので、 (よろめく) 


あ \。 殆ど 信ずる ことの 出來 ないやうな 殘 酷な 方法で 

す。 葦の 密生して ゐる 高い 崖の 上に 連れ出して、 後ろ か 

ら 突き落し たの です。 父 は 葦に. e& 刺しに されて 悶" 死した 

さう です。 そして 父が 踏み， U つて 落ちた と 云 ひ ふらさせ 

たのです。 

康賴 (耳.^ 蔽ふ) あ \。 わし は閗 くに 耐 へない。 

成 1^ その 殘 酷な 父の 最期 を 聞きながら、 一指 を も 仇敵に 

觸れる ことの 出來な い 境遇に 在る こと は 恐ろしい。 その 

境遇に 在りながら、 死に 切れない 身 は猶ほ 恐ろしい。 (面 

. ^蔽 ひ、 く. つ 折れろ) 

(間。) 

康賴 (森の 方 rs リ通 ずる 道，^ 兌る。 いたく 心 1^ 動かされ 

た ろ さ ま U て 〕 俊宽 殿が 歸 つて 來ら れ ます。 

成經 (額.^ もげ、 向う.^ 見る) 何 か考へ 込んで ゐられ ま 

すね。 

康賴 まるで 蜻蛉の やうに 瘠せて ゐる。 

成經 ひよ ろくして 今にも 倒れさうな 足 どり をして ゐ 

る。 

康賴 あ \、 影の やうな 力ない 人間の 姿 だ。 

成經 私 はまる で 人間の やうな 感じが しません。 木の 株が 

歩いて ゐる やうな。 それとも 石の きれ か。 

顿 あ \、 立ち 止り ました。 岩に もたれて 溜息 を 吐いて， 


386 


寬俊 


伎康成 佼 成佼康 成俊康 


伎 康俊康 佼康伎 


ゐる。 疲れたので せう。 

成經 沖の 方 を 見て ゐ ます、 

康賴 いや、 何も 見て ゐる のではありません。 空虚な 目 付 

をして ゐ ます。 

じつ 

成經 あ 上虽石 だ。 あ、 して 凝と して 動かない ところ はま 

るで 墓石 だ。 

賴 慄 ひ，^ する) あ、。 

寬 (登場。 溜息， ^吐きつ、、 海 .J- 見入ろ) 

經 呼んで やり ませう。 私 等に も氣 がっかな いの だ" 

賴 (二三 歩お ゆむ) 俊寬 殿。 

寛 (じっとして ねる) 

經 (驛  ー：2  く) 俊宽 §1。 

寬 (二人の 傍に 近づく) 私に カを與 へて 下さい。 私 を 

はげまして 下さい。 私 は 絶え入り さう です。 

經 (伎 寛.^ 抱く) 今 希望 を 失 ふ 時ではありません。 

賴 あ X 神々 よ。 

寛 私 は その 名 を 呼ぶ のがい やにな りました。 我々 に此 

の 非運 を與 へ た祌に 祈る の が。 正しき もの 、名に よって 

兵 を 企てた 勇士 を か 、る 悲慘な 境遇に 陷 らしめ、 そして 

王法の 敵に か &る榮 え を あた ふる 如き 不合理な 祌々 の 前 

に 、 乞食 の 如くに 伏し て あは れみ を 求める ことが ！ 

康賴 神々 は 正しく 照覽 して ゐられ ます。 耐へ 忍んで 祈つ 


I 

て 倦き なかったら いっか は 我々 の 日が きっと 來る で せ 

う。 

寬 あなた は本當 にさう 信じる のです か。 

頼 信じて ゐ ます。 

宽 本當 です か。 

頼 本當に 信じて ゐ ます。 

宽 (^^頼の面，^見ろ) 嘘で はありますまい ね。 

賴 (面な そむけろ) ii. ではありません。 

寬 どうぞ 今 n: ばかり は本當 に い つ て 下さい-) 私 は 一 生 

驟；命 なの ですから。 私 を 慰 さめようと 思つ て 偽りの 設を 

立てないで 下さい。 私 は 今日 も 熊野權 現に 日參 して 祈り 

ました。 しかし 駄目です、 私 は 本當に 信じて ゐな いので 

すから。 祈りの 心 はすぐ に 涸れます。 私 は 宮の周 園に 生 

えた 不§ な 樹立と、 そし てち よろくと 落ちる お 水 を 

見て ゐ ると、 何とも 云へ ない 缺乏の 感じに 打 たれました" 

その 感じ は 祈りと か 望みと かいふ やうな、 すべ ての 潤う 

た 感じ を 殺して しま ふやうな いやな ものでした。 一 Si 此 

の 島に 生えて ゐる草 や 木 はどうし てこん なに 醜い のでせ 

う。 私 はすべ ての 陰氣な もの を 生み出す やうな 祠 の^の 

濕地 にぐ じゃくに なって、 族り 生えた 一 種與 P な不氣 

味な 色と 形 をした 無 數の茸 を 見 つ けました。 その 時 私 は 

たまら なくなつ て 立ち上りました。 私 は^ 鬼の 祠を 拜ん 


でゐ るので はない かと 云ふ氣 がした のです。 

00  (力なく 地面.^ 見つ、 ：>  地 21 の 底に も 神 は ゐられ ま 

す。 

伎宽 あ V あなたが そ の 通り の In 葉 を も つ と 自信 を以 つ て 

一： ム つて 下す つたら！ 

00  華 1 の 中に も 入 於 大海 假使黑 W 吹 其 船舫飄 IS 羅刹 

鬼 E 共 中 一 人 稱觀佌 音 菩薩 名者是 諸人 等 皆 得 解 脫ぼ刹 之 

難と か い てあります。 

g 成 を 以て 云って 下さい。 それ は噓 ではありません 

か、 ぁななたは信じますか。 

00  (うつむく) 私 は それ を 信じます。 

(溜 =5,^ つく) あ、 あなた は 囚徒の 如く 不安な 態度 

で 佛の名 をよ ばれます、 此の 大切な 證を 立てる のに 私の 

顔 をも兑 ないで 11 あ、。 

成經 (桃へ か：^ た 如く)  sgM 殿の 唯一の 希 S¥ を 毀す るの 

はよ して. トさ い。 

俊^ いや。 私 は 私の 唯一 の 希望 を 毀し ました。 

成經 (伎宽 の ^た、 く) 我々 は今絕 SH3 ろ 時で はあり 

ません。 我々 は 最後の 瞬間 ま で 勇士と しての 覺悟を 失 ひ 

ますまい。 ！ S 士の T 十 孫と しての 誇り を。 あなた は あまり 

に衰 へました、 私たちが いかに あなな に！：； S 賴し てゐ るか 

を S3 つ て. 卜さい。 


伎宽 私 はもう その 誇り を 失 ひさう です。 

成經 蘇 一武 は胡國 との 戰爭に 敗け て、 異域の 無人の 山に 餓 

ゑた の やうに なって、 41 五 年間 もさ まよ ひ 暮らし まし 

た。 しかし その 闲 苦に 耐へ 切って 遂に 漢の 都に 歸る こと 

が出來 たではありません か。 

俊寬 あ \ 、都よ、 都よ、 私 は その 都と いふ 言 紫 を 聞いた 

だけで も戀 しさに 慄 へる やう だ。 

成經 れ ますよ、 蛇 度 も 一度 その 都の 地 を 踏む 時が 來ま 

I  0 

S 若し 淸 盛が も 一度 都へ かへ し て くれたら、 私 は淸盛 

が 私に 加へ た 罪 惡をも 許し て やり、 淸盛 の 武運 を 祈 つ て 

でも やらう もの を。 

成經 お \、 私 は 私の 耳 を 信ずる ことが 出來 ない、 あなた 

の 口 から そんな 言葉の 出る の を W くと は 思 はな か つ た。 

康賴 俊寬殿 はも はや 何も 反省す る こと は 出来ない ので 

す。 夢中で 云って ゐ るので す。 故 鄉を慕 ふ ほかに は 何も 

考 へられな いのです。 

俊寬  < 耳ん 傾. けず〕 妻 はどうして ゐる だら う。 あの 氣の 

弱い 妻 は、 娘 はどうし たらう。 もう 今年 は 十一 になる 箬 

だ。 お 」 あのよく 泣い て 母 を闲ら せた 伴 はどうし た ら 

う。 あの 小さな、 可愛 ゆい 奴 は。 無事に 育って ゐる だら 

うか。 (間) 若し ゃ淸盛 か。 (慄へ ろ) いや、 そんな 事 は 
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決してない。 彼 だって 人間の 心 は 持って ゐる だら う。 重 

盛 もつ いて ゐる。 あ > それよりも 若し や あの 純潔な、 誇 

り を もった 妻が、 侮 扉され るの を 恐れて、 子供 を 刺し殺 

して、 自害し はしなかったら うか。 いや 決して そんな こ 

と は ある もい。 わしの 安否 も 定まらぬ うちに、 自窖 する 

勇氣 はとても あるまい。 それに 有 王が ついて ゐる。 あの 

忠實な 勇敢な 下僕が。 他の すべ て の 家来が 皆 背き 去 つ て 

も、 有 王 だけ はきつ と 1^ 後まで 守護して ゐて くれる だら 

う。 、. 間〕 しかし、 もしも、 もしも、 (間) わしの 苦しみ 

は 決定す る ことの 出来な い 苦し みだ。 決定す る 材料の 得 

られ ない 苦しみ だ。 しかも 死んで ゐ るか、 牛： き存 へて 恥 

を 忍んで ゐ るか、 二つの 凶事の 中から、 決定し なくて は 

ならない のに！ わし は 人 問に 想像力が あるの が 恐ろし 

い。 不吉な 想像よ。 わし を 放って くれ。 わしに 息をつか 

せて くれ。 

賴 神樣 にす がり ませう。 靈驗 あらた かな 熊野權 現の 利 

益に よって —— 

^0 も、 つ 止し て 下 さ い。 祌の名 をき くの も 嫌な 氣が す 

る。 私 は 信じません。 我々 の祌 はすで に 我等 を 捨てた 

ので はない か。 正しき 我等 を。 そして 淸 盛の 惡を 祝して 

ゐ るので はない か。 

00 祌 のこと を そんな 云 ひ 方 をな さって は，， 1 , 


俊寬 丁度 暴虐な 主人に 仕 へ る 犬が、 幾度 鞭で 打 たれても、 

今度 は、 今度 はと 思って、 媚びろ や ，ひに I!® を：^ つて は、 

憐れみ を £ ふやうな g 付 を して、 泣 き； 1 をな， て る の を 

くやうな い まくし ぃ氣 がする。 

靡賴 (力なく) あなた は 私 を 犬に 例へ るので すか。 

伎 直 主人 は 外に 氣に 入る 犬 を 手に入れ たので、 もう その 

犬 を 殺さう と g 一 慈悲に 決心して ゐる。 主人の 興味 はも は 

やい かに おもしろく 殺さう かとい ふ 事に のみ か、 つて ゐ 

る 0 

康賴 神の 名のた めに、 俊宽 殿。 

佼寬 (罵る やうに) _ 我々 はも はや 祌を 捨て 、外道 を 祭つ 

た 方が い、 かも 知れない。 

戍經 (In-,^ 蔽ふ) 私 は £；^ り を 恐れます。 

佼宽 (此の 前後， --リ mtw^ すろ こと はげしく なろ〕 みな 

祟り かも 知れない。 (何 15^ か， .J- 24 ひ 出す。 く) 我等 一 

味 はも- 「疾 くから 误られ てゐる の だ。 わし は 今 本 〔：H に さ 

う 思 ふ。 わし は 今日 ま で fi し て ゐ た - J と を 話し てし ま は 

う。 おは 獨 りで 此の 荷 を 心 に 〈おう てゐ るのに もはや 堪 

へ 切れ なくなった。 

成經 も は や 此の 上演す 言 紫 を 吐く の は 止し てド さい。 

S  (成經 の 面.^ 見る) あなた は 何も 知りません な。 成 

親 殿 は 我 子に 語る - J と を も 恐 れ てゐた と える 。 


徹 
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父が 何と 致しました e 

§ 成 親 殿 は 祌を浪 しました。 

成經 少しお 慎し みなされい。 いかに 自棄に なって ゐ ると 

は 云 ひながら。 

こ の^を 知って ゐ るの は 私と あなたの 父上より 外に 

はない。 成 親 殿 は 恐ろしい こと を 企ら みました。 私 は 1 

生 懸命 止め て 見た の だ。 しか し 成 親 殿 は まる で 何も の か 

に^かれて ゐる やうに 頭 固た つ た。 私 は 力の 限り 抵抗し 

たけれ ども、 彼れ の 欲望に 征服され てし まった。 彼れ の 

欲^？は^^：个落の 底に极を持 つ て ゐる やうに 强か つ た。 

成經 此の上 聞く の は 恐ろしい。 しかし 私の 耳 は 聞かずに 

は ゐられ ない。 

S 私 は 短く 話します。 思 ひ 出す の も 恐ろしい から。 あ 

なた は 成 親 殿が 宗 盛と 左 大將の 位 を爭っ たの を 知 つて ゐ. 

ますね。  一 

戍經 父 は 宗盛を ひどく 憎んで ゐ ました。 法皇 は 父に その. 

位を與 へたい と 思って ゐられ るのに、 あの 淸 盛が それ を 

妨げました から。 

伎^ あの 時 成 親 殿 は 八幡の 甲 良大明 神に 百 人の 僧 を 籠ら 

せて、 大 般若 を 七夜の 間 行 じさせました。 その 時 宮の前 

の の 木に、 の 方から 山 媳が三 羽 飛んで 来て 怪しい 

整で 鳴きつ 、^ひ 合 ひ を はじめました。 それが いかにも 一 


しっこく、 憎み 合って ゐる やうに、 長い/ \ 間。 終に 三 

羽と も 斃れて 死んで しま ふまで。 私 は その 時 恐ろしくな 

つて、 これ はきつ と 凶 4^ だからと 云って 彼 を 止めました。 

しかし 彼 はき、 人れ なかった。 しかし あの 靑ニ才 の宗盛 

が 多くの 位 を 飛び越えて、 竟に 左大將 になった 時に 彼の 

怨恨 は絕 頂に 達しました。 彼れ は上賀 茂の 神社の 後ろの 

森の 中に 呪詛の 壇 を 築い て、 百夜の 間 吒幾爾 の 密法を 行 

じました。 宗盛を 呪 ひ 殺す ために。 夜陰の 森 中に、 鬼火 

の 燃える の 中に 熱湯 を たぎら せて、 宗 盛に 似せて つく 

つ た 藁人形 を 煮ました。 惡 等 は あらゆる 惡 鬼の 名 を 呼 

んで、 呪文 を唱 へつ、 の 廻り を ま はりました。 まるで 

夢中で、 憑かれた もの k やうに、 しっこくく 線り 返し 

て。 

成經 父 は 無論 その 場に ゐ なかった でせ うね。 たに 命じて 

やらせた のでせ うね。 

伎寬 いや。 成 親 殿 は 夜陰に まぎれて 每夜賀 茂の 森まで 通 

ひました。 大 杉の 洞の 下の 壇の 前に ぴたりと 坐つ てゐま 

した 。顔 は眞靑 でし かし 燃える やうな 眼で 僧 等の 所業 を 

見て ゐ ました。 

成經 わしの 知らぬ 間に そんな 恐ろし い 事が 人知れず なさ 

れ たと は！ 

S それ を 秘密に する ため に 彼 は 恐ろし い 事 を し ま し 
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た。 わし は それ を 一 生驟命 留めた の だが。 吒幾爾 の密法 

よ 容易なら ざる^ 詛 であつ て、 若し 神々 がそれ を 受けな 

f .? ちゃく  £ ほ，？ にん 

い 時には 還 著 於 本人と 云って 詛っ たもの に 呪 訊が か へ る 

の だからと 云って。 

00 あ \ 止して 下さい。 此の上 もはや 成 經殿を 11 

成經 云って 下さ い。 早く 云つ て 下さい。 

俊寬 滿 願の 山 仗 成 親 殿 は 秘密 の露顯 する - J と を 恐れ て 七 人 

の 僭 侶 を 殺し て 、 そ の 死骸 を 地 の 中に 埋めました。 

成經 お. -。 (石の 如く 硬くなる) 

.S それ か らは 彼の 企 て る - J と は 恐ろ しい ことば かりに 

なった。 宗盛は 死な k かった。 そして 平家の 一門が ます 

ます 榮 える につれ て、 彼の 怨恨 は い よ く 募る ば か り だ 

つ た、 彼れ はいかに して 平家 を轉 覆し て 怨み を 復_瞽 すべ 

きか をば かり 考 へ るら しか つ た。 彼 はまる で 怨恨の 權化 

の やうに 私に は 見えた。 

成經 あ、 惡 魔が 父に 魅入 つたの か。 

,s  (慄 へる) あ、 今 恐ろしい 考 へが 私の 心に 起った。 

ま る で 陰府か ら 湧き上り でもした やうに。 

康賴 (堪へ かれた る 如く 制すろ 如咅 手付き 1<J- しつ、) 俊 

寬殿。 俊宽 殿。 

伎寬 (憑かれた もの- - 如く) 怨靈だ 。 怨靈だ " 

康邈 成經 殿の 心隨の 止まらない ために！ 


传寬 わし は 此の 思 ひっきに 傑へ る。 信頼の 怨靈が 成親毆 

にの りうつ 、たの だ。 あの 平 治の 亂に淸 盛に 慘 殺された 

信頼の 怨靈 が。 

成經 あ、。 呪 はれた る 父よ。 (i ろめ く) 

俊寬 保 元の 亂に賴 長の 墓 を いた 信 西 は、 頼 長の 靈に 

はれて： 午 治の 鼠に は 信 賴に墓 を かれた。 信 西の 靈は清 

ii に 憑いて、 信賴を 殺させた。 今 信 賴の靈 は 成 親 殿に の 

りうつ I- た。 

成經 お、 祌々 よ。 

.S しかし 成 親 殿 は 世に も慘 めな 最期 を 遂げた。 父の 怨 

を相續 する も の は 子でなくて はなるまい。 成 親 殿 の 怨靈 

は あなたに 憑く に 相 遠ない" 

成 經 あなた は 惡 と た k かって 難に 遭った 我々 をい たづ ら 

に 醜 い 復譬心 を满 たさう とし て 失敗した あはれ むべ き 破 

ft; 者に し てし ま はう とする か。 正義に IT した 父 をた に 

の 犬 死 にさせ、 あの 堪へ られな い 程な 恥ぢな 最期 にも 相 

當し てゐ たやうな、 醜い 人間に し てし ま はう とする のか リ 

(俊宽 につめ 寄せろ) 

mm  (なだめろ やうに) 成 親 殿 は 今 は 平和に 眠って ゐり 

れ ると 私 は 思 ひます。 

,§  (苦し さう に) その 正義の 觀念の h に はっきり 立つ 

て ゐられ なくなり だした のが 私の 苦しみな のた。 いかな 
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る w>w と缺乏 と に惱 まう と も ft: 分 は E しき も ので あろ！ 

かく 考 へる ことによって 私 は 自分の 不幸 を 支へ てゐ た。 

しかし 私 は それが あやしく なり だした。 おは 勢に 卷.？ 込 

まれた の だとい ふ氣 がする。 他人の 欲望 —— とい ふより 

も、 i?? ろ 無始 以來結 ぼれ て 解けない 人間の 怨 謦の大 渦の 

なか に 洛き込 まれた の だ と い ふ氣 がする 。 私たちが 若し 

雍を 起さな か つ たら 誰れ か V きつ と 起したら う。 我々 は 

た e 選ばれた の に 過ぎな い。 一一； 界を さ まようて ゐ る怨靈 

に 憑かれた のに 過ぎない。 

0m あなた は- H 分で つくりだした 恐ろしい まぼろしで 自 

分 を 苦しめ て ゐられ る の だ 。 

S 私 は 私の しぶとい 性 .53; を 呪 ふ。 しかし 私は駄 ：！：： だ。 

?^は人11の惡が根^^ぃくものに見ぇる。 一 I 人 や 三人の 

力 で 抵抗し て も 何 の 苦 もな く 押 し ；朋 される やうな 氣 がす 

る。 私の 父、 父の 父、 また 私の 與り 知らない 他人、 その 

I, 無數の 人々 の 結んだ 怨みが 一 圑 になって 渦卷 いて 

ゐる。 私 は その. E. に游、 泳して ゐ るに すぎない。 私 in 身の 

欲？^ は そ の 大 い な る靈 の 欲頌 に 征服 され る " そ して その 

欲 5- を. H 分の 欲望 だと 思つ てし まふ。 あ k おは 此間 恐ろ 

しい 夢を兑 た。 いや、 夢で はない。 まぼろし だ。 わし は 

-H 鼓 に：：^ たの だから。 それ は 無數の 靈の f々： 中に 格鬪 する 

恐ろしい 光景 であった。 私 は 武器の 鏗鏘 とし て 鳴る 音 を 


空中に 閗 いた。 その 或る もの は 爲義の やうであった。 そ 

の ある もの は 信 西の やうであった。 彼等 は 叫び、 呪 ひ、 

195 を もって 互に 傷け た。 その 爭鬪 ははて しのな いやう に 

見 えた 。終 に 幻影 の 群 ^^は 格师し ながら 海 の 中 へ 沒 し た 。 

そして 私 は 地に 倒れた。 

賴 あなた は 頭が 變 になり かけて ゐ るの だ。 夜 も 眠らず 

にあ まり 思 ひつめ るから。 心を靜 める やうに しなくて は 

あなたが 狂氣 する こと を 私 は 恐れる。 

伎 わし は 寧ろ 氣狂 になりたい。 そして 此の « 夜 閫斷の 

ない 苛責 から 免れたい。 

成經 あなた は 私の 誇り を も * 康頼 殿の 信仰 を も 毀して し 

ま はう とする の だ。 そして 自分 の 心 をも摄 さ 鼠し て し ま 

はう とする の だ。 

佼寬 あ \、 わし は 駄目 だ。 わし は 自分 を 支へ る 事が 出來 

ない。 支へ る ものが 一 つも 無い。 わしの 魂が 亡んで ゆく 

の を は つ きりした 意識で 見 て ゐる のは堪 へら れな い 。 

成經 私 は あなた を 見て ゐ るの は堪へ られな い 苦痛 に なり 

だした。 あなた はだん. /\ . 荒くなら れる， あなたと 毎 R 

一 緒に 暮らさなければ ならない こと はわし の 雷 荷に なり 

だした。 あなた は 私たちに 不： 辛と 絕^ とのお を 吐？ かけ 

る 。そして 私たちに 慰め を與 へ C くれないば へ "りで なく、 

私たちから 何の 慰め をも受 お. らうと しない。 
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伎宽 お、、 あなた は 何 を 云 ひます か。 これ 程 慰めに 飢ゑ 

てゐる 私に！ (いら 立つ) た e 私 は 知って 來た。 あなた 

方 はも はや 私に 途る 何の 力 も 持って ゐられ ない。 餓鬼 は 

餓鬼に 求め て も 何もの をも與 へられない。 

成經 (唇，^-ふろはす) あなた は 餓鬼 かも 知れない。 だが 

す.^ 

私 は 名譽 ある 武士の 裔だ。 正^^！^の殉敎者の子だ。 

俊寬 七 入の 僧 を 暗殺し、 祌を瀆 し たもの k 子 だ。 

成經 あなた は 父の 墓 を 袋いて、 死骸に 唾 を 吐き かける 氣 

か。 (俊宽 LL せまる) 

伎寬 (自暴 的に) わし は、 わしの 顏に 唾-を 吐き かけたい。 

00  (涙ぐむ〕 止して 下さい。 止して 下さい。 何とい ふ 

淺 まし い こと だら う。 私たちが 爭ひ 合はなくて はなら な 

いと は。 私 は 思 ひ 出さずに ゐられ ない。 私たちの 此の 島 

に 驚いた 當 初の あの 美しい 一致 を！ 私たち は 溫く塊 ま 

つて ー團 となって ゐた。 不幸と 港し さは 三人の 心 を かた 

く 結合して ゐた。 私 は その 愛の ために 死にたい とさへ 思 

つて ゐた。 私たち は 此の 缺乏と 艱苦との 中に あって、 友 

情 を さ へ 失 はなければ ならな いの か。 私 は あなた 方が 段 

段 不和 になって 行く の を 見て ゐ るの は資に 苦しい。 いつ 

も 仲裁者 の 位置 に 立 たねば ならぬ の はた まらない。 私が 

ゐ なかったら あなた 方 は 互に 飛び か&る やうに なり はし 

ないかと 思 ふと 恐ろしい。 權の 中の 獸の やうに。 


成經 (涙ぐむ) わし は あまりの 侮辱に は耐 へられない。 

わし はい つも 忍耐 を 用意し て ゐる に は あまり 餘裕の な い 

心で くらして ゐる。 わし は それ どころではないの だ。 わ 

し は 不幸で 崩れさう なの だ。 

伎 寛 わし は 何故かう なの だら う。 わし は 呪 はれた 人間 だ。 

わしの 魂 の 中には 荒らす 要素が ある 。わしの 行く 處 はき 

つと • や 和が 無くなる。 わし は 小さい 時から そのために 皆 

に 嫌 はれて 來 たの だ。 その氣質を^！：！分でどんなに嫌った 

らう。 しかし 變 へる ことが 出來 なかった の だ。 わしの 祖 

父の 血が さうな の だ。 わが 氏の 造傳 なの だ、 私の 運命 は 

不幸になる にき まって ゐ たの だ。 いや 私の 魂 をつ くって 

ゐる 要素、 私 そのものが 不幸な の だ。 わしの 魂 は 鎌首 を 

もたげて いつもう ろくして ゐる。 心の 座が 定まらな 

い。 わし は 失 はれる 人間な のか。 地獄 に^ちる 人間な の 

か。 (，ぉ ど働哭 に 近い 溜息) あ \。 

康賴 (傍白) あ、 何とい ふ 不幸な 眼 付 だら う。 暗い 影が 

一 ぱい 醫 して ゐろ。 

(一二 人 沈默。 .3 鳴りい 二/, \ 烈しくな ろ。) 

成經 あ \ また 山が 荒れるな。 

康賴 明日 はいよ，/ \ 雨 だな (空.^ 仰 ギ^な す) あのし つ 

こい。 退屈な。 

成經 (力なく) 明日 はしけ だ。 舟の 姿 も 見られぬ わい。 
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俊宽 (山 S 方， か见 ろ) あ、。 あの 山 位い やな 山 はない。 

まるで 私たち を 呪って^ も ゐる やう だ (傑へ る) わしの 

魂の 來 世の 行く先き を 暗示して t もゐる やう だ！ 

00 お、。 祌々 よ。 (ひ-さま づ く〕 和らぎた まへ。 

二；； 人 沈默。 もう 一度 烈し 山の 鳴動。 その後， 凰 調 

な 力の ない 波の音 ひ く。) 

—— 幕 ー— 

お 二 幕 

第 一 場 

(第一 幕と 同じ 淋しき 濱逸。 熊 野 權 現の 前。 橫手 に 貧 

し告 森。 その 一 端に 荒き 丸太に てつ くれる 形ば かりの 

rtlQW 見 ゆ。 t±  i„ か リニ 年後の 眷の 森。) 

00  (溶；^ に立 つて 海，^ 見入る) あ、。 此の 離れ島に も 

春が 来たの か。 海の 色 も 濃くな つて 來た。 此の ふくれる 

やうに 盛り あがって 滿 ちて 来る 潮の 香の 惱ま しさ！ わ 

し は 此の 島の 春が 一 番 苦しい。 わしの 郷愁 を堪 へがたい 

程 誘 ふから。 乏しい hfeH4 も 春の 裝ひ をして ゐる。 わし は 

昨日 森の 中 を 終日 花 を 探して 歩いた。 都に ある やうな 花 

は 一 つもな く、 皆 わしの 名 を 知らぬ 花で はあった けれど、 

それでも わしに 春の こ ろ を 吿げて くれた。 交野 や 嵐 山 


の 春 を 思 へ ばた まらな い。 櫻の 花の なか に 車 をき しらせ 

た 春 を 思へば。 滴んだ 花 を 一 ばい 車の 中に 撒いて、 歌合 

は せ をして 遊んだ 昔の 女た ち を 思 へ ば。 わし は 寧ろ 死 を 

願 ふ。 彼の 女ら は 皆 わしに 好意 を 持って ゐた。 わし はや 

さしくて 趣味が 勝れて ゐ だから、 わしが 戯れに 袖 を捏っ 

て 云 ひ 寄った 時に、 あの 機智の ある 歌 をつ くって わし を 

たしなめた 美しい 藤姬 はどうし たらう。 (間) あ、 わし 

の 幸福 は 過ぎて しまったの だ。 (濱^^ん.-歩む) 何とい ふ 

港し い 春 だら う！ 今 曰 もまた 沙濱を 走 つ て 波と 戲れて 

遊ばう か。 (.一;:1§- つた ふ) あ、 濱 千鳥よ。 わしの 思 ひ を 

お前が 故鄕に はこんでくれ たら！ 

成經 (叫. ひながら 登場) 餓鬼 だ。 これほど 淺 ましく なれ 

ば 申 分 はない。 

伎寬 (手.^ 振りつ、 成經， ^追うて 登場) 待て。 あなた は 

間違へ てゐ る。 若し 貴方の 錢 物なら、 わし は敢 へて K ら 

うと は 思 はない。 (小鳥の 死骸，^ 投げつ ける) 

成經 as 賴に) わし は 驚いた。 わし は あきれた。 

伎寬 (康賴 に) わし は 無理に わしの 獲物 だとい ふので は 

ない の だ。 

康賴 (悲しげに) あなた 方 は 獲物の 爭 ひまで しだした の 

か。 

成經 わしが 確かに 射 落した 鳥 を 横取りし やう とする の 
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より 少しも まさつ て は 居ない。 

康賴 (成經 と佼宽 との 間に 臭.^ 投げろ) あ、。 浅ましい 

何たる こと だ！ あなた 方 は 正氣を 失った のか。 わし は 

信じられない。 愛する 友が 互に 呪 ひ 合 ひ、 汚す 言 $1? 吐 

き 合 ひ、 互に 殺し 合 はう とする！ 名譽 ある 武士の 裔が、 

食物 を 爭ひ合 ふ。 あ \、 そんな 淺 ましい 事 をす るより わ 

し は 餓死 を 選ぶ。 わし 等の 間に はもう 親和 は 失 はれた。 

一 緒に 暮す こと は 互の 軍： 荷に なった。 もはや 何の 慰め も 

勵ま しも 互に 期待す る こと は 出来ない のか。 あ 欲 を 

あげて ゐる もの はた 淸盛 だけ だ！ あなた 方 は 知 つ て 

ゐ よう。 s に 縛いだ 二 頭の 獸の 問に 食物 を 投じれば どう 

なる か とい ふ こと を！ それと あなた 方と 何 處が違 ふ の 

か。 あ、、 わしが 今 見た こと は 恐ろしい 事 だ。 (泣く) 

成經 (s^ ぐむ) 康賴 殿" あまりに 心 を 一!i めないで 下さい。 

わし はやさし い あなたの 心 を 傷け たの を 悔いる。 あなた 

は どんなにい >- 友 だつ. たらう。 わしの 寂寞 はいつ も あな 

たの 平和な、 溫 かい 友情で 慰められて ゐ るの だ。 わしの 

今した こ と を あなた に 恥ぢ る。 (i^ 賴 の お に. 手 .^IK く ) 

わし はも はや 決して あなたの 眼に 荒々 しい 振舞 ひ は见せ 

まい。 此の やさしい あなたの 心の 平和 を 保つ だけにで 

も！ 許して 下さい。 

俊寬 わし を 嫌って くれ、 つて くれ。 わし は それに 相當 


だ。 わしの 矢が 立って ゐ るのに！ 

俊寬 わし はわし が 射 落した と 思った の だ。 假八 P わしが 射 

落した にせよ、 わしが こんなに 飢 ゑて ゐ なかったら、 成 

經 殿に 譲った にらう。 高が 小鳥 一羽 位！ 

成經 わし は 他人の 惜しみの か、 つた 獲物 を 欲 しいと は 

思 はない。 (俊寬 の 前に 小 あ.^ た 、きつけろ) 持って行 

け！ 

宽 持って行け！ (弓て はれ 飛ばす〕 

經 わし はいらない。 呪 はれで もしたら 大變 だ。 

寬 (§^6ごとく) あなたの 父で は あるまい し。 

經 (火の 如く 怒る) も 一度 云って 見よ。 墓場に 眠って 

ゐ る 父 を 侮 W される のが 子に 奴って どんな もの だか！ 

(《-,^取って^I;iめ寄ぜろ〕 

佼宽 わ し を射る！？^か 。 ( 構 へ す ろ 〕 

戍經 武器 を 収れ。 わし はお 前の 言葉の 價を お前に 知らせ 

て やろ！ 

康顿 (成 經， 抱き止める) 成經 殿。 輕 はずみ をして 後で 

悔いない ために！ あな た は 敵 を 屠 る やうに して 友 を 屠 

す 力！ 

戍經 彼が わしの 友 だら うか。 此の 荒らす 言葉と 呪 ひの 息 

を 吐き出す 餓鬼の やうな 奴が。 

S わし を 殺せ。 わし は 死 を 願 ふ。 わしの 境涯 は 餓鬼 


して ゐる。 わし は 荒々 しい 人間 だ。 わし は 平和 を惠 まれ 

ない 人間 だ。 どうぞ わし を 捨て \ くれ。 憎んでくれ。 あ 

なた 方 は 仲よ く 慰め 合つ て 暮らして くれ。 わし は それ を 

望む。 わし は それ を嫉ん ではならない。 (働 IK す) 

00  (伎^»-,^抱く) 俊寬 殿。 私 は あなた を惡ぃ 入と は 思 

ひません。 あなた は 憎むべき 人で はない。 むしろ あなた 

は 感じ やすい 心 を 持って ゐられ る。 若し あなたが 荒々 し 

くな つたと したら、 それ は あなたが あまりに 不幸な から 

だ *  . 

成經 (和解.^ 求めろ やうに) さう だ。 我々 は 此の上 もな 

く 不幸な の だ！ その 不幸 を 三人で 分け 持た なく て はな 

ら ない。 我々 の 心が 少しで も輕 ろくなる ために、 我々 が 

苦しみに 負けて 崩れて しま はないた めに、 カを戮 せな く 

て はならない の だ。 

(唤 息す ろ) わし は あなた 方が 段々 わし を 嫌 ふやう 

になる やうた 氣 がする。 そして さうな るの は 無理 はな い 

と 思 ふ。 わし は實際  一^に 暮 しょい 人間で はない。 自分 

で それ を 認める。 わし は 嫌 はれても 仕方がない。 あ、。 

しかし わし は祸 しいの だ。 嫌 はれた く はない の だ。 愛さ 

れ たいの だ U それ だのに わし は 荒い こと を 云 ふ。 ひねく 

れ たこと を考 へ る。 氣 まぐれな 小 鬼め がわし の 生命の 中 

に 滅を曈 つて ゐる やう だ」 わしの 氣質は 自分 の 自由にな 


らな いの だ。 わし は 孤立. i 凝の 靈魂 だ。 人と 和ぐ ことの 

出来な い 粗野な 性格 だ 。わし はわし を 呪 ふ。 わし を 憎 む 。 

お、 わし を 憐れむ。 

康賴 俊寬 殿。 心 を 平 かにして 下さい。 わし は あなた を責 

. める 氣は 少しもない" あなた は あまりに 痛ましい。 w 苦 

寂 察の 歳月が あなた の 忍， S 力 を つて しまったの だ U あ 

なた は 心の 平衡 を 支 へ る 勇 氣を碎 かれて しまったの だ" 

誰れ. が 我々 の やうな 境遇に あつ て 自暴に ならない でゐら 

れ よう。 わし はわし の 心が 砂の やうに 崩.^ する の を 防ぐ 

ために 必死の カを盡 して ゐる。 しかも 踏みし めても、 踏 

みし めても、 足下の 大地の ずり 落ちる やうな 心 を 制する 

ことが 出來 ない の だ" 

成經 わし は 昨日 厳の 上に 立って >  一 S ぬの 船 も 見えない、 

荒れ狂 ふ 海 を 見て ゐた とき、 强 いく 誘惑 を 感じた。 私 

は 足が. につ て 前にの めり さうな 氣 がした。 しかも わし は 

それに 殆ど 抵抗す る氣 カを缺 いで ゐた。 若し あの 時康. 賴 

殿が、 とぼく. と 波打 際 を 歩いて、 首 を 垂れて 考 へに 沈 

みながら、 私の 方へ、 恐らく わしの ゐる こと を も 知ら . ず 

に、 近づ い て 來られ るの を 見な か つ たら、 わし はどうな 

つて ゐ たか わからな い。 その 姿 は わしに 何とも 云 へない、 

愛と 憐憫の 情 を 起 こさせた。 同悲の 情 を 湧き 立 たせた。 

わし は淚が こぼれた。 わし はこの 淋しき 友 を なぐさめる 


ためだけ にで も、 生きて ゐ たいと 思って、 走り だした。 一 

康頼 (液ぐ む) 私 は あなたの 姿に S が 付いた 時 傑へ た。 一 

私 は あなたの 心 をす ぐ 知 つ た。 今 あなたが いかなる 危險 一 

な R 態 にゐ るか を直覺 し た。 そし て あなた を 抱き 止 め に 一 

走らう とする 刹那、 私 は あなたが 雨 手 を げて淚 を 一 ぱー 

い K に 溜めて、 わしの 方に 走って 來 るの を 兑 た。 一 

成經 わし 等 は 抱き合って 泣いた の だ。  一 

(間。〕 

佼寬 わし は祸 しい 氣が してなら ない。 昨夜から 變に 心細： 

い 氣が してなら ない。 こん な；， C がする こと は 此の 島に 來 一 

. てから はじめ て だ " 不幸が 近づ い て來る やうな …… 

成經 白帆 だ！ (急に 元^. つく) あの 姿が どんなに 希望" 

を 私に 與 へて くれる こ と ^！" 

康賴 (沖ん， - 眺めろ) 此の 島に 來る のなら！ (考 へる) 來 

るか も 知れない ぞ。 わし は 昨夜から 不思議に 胸騷 ぎがし 一 

てゐ たの だ。 何 か 大きな 幸福が 來る や、 「な …：  一 

S  (額 色が 惡く なろ) どうしたの だ。 あの 帆 を 見る 一 

と 察 一 い ^^^が サッ とわし の 心に 穀し て來る の は ！ 

成經 幸福の 船よ！ いや、 いや。 わが 心よ。 輕 はずみに 一 

躍るな。 後で あまりに 祸 しいから。 わし は 幾 百度 裏切ら 一 

れ たらう。 しかも 今度 は、 今度 はと 思って 5f 布菌を かけな 一 

い では ゐられ な い。 今日 もまた I： 慈悲に 方角 を變 へて し； 


まふの かも 知れない。 そし て： ili 架 は 船の 姿を见 なか つ た 

前よりも、 惡 くなる のか も 知れない。 あの 氣 ぬけの した • 

いまく しい、 なぶられ たやうな、 不幸な 心に！ 

00  (船 i リ 吸ん」 放たず) わしの 愚かな 妄想 だら うか。 

いや、 ど、 つもい つもと は 違 ふやう だ。 わしに 與 へる 氣も 

ちがち が つて ゐる。 いつ もは氣 まぐれな 鶴の どちら に 飛 

ぶか 見當 のっかな いやうな、 あてに ならない 氣 がする の 

に. 今日は 信ずべき もの &渡來 を 待つ やうな 氣 がする。 

あ の 舟 は 決心した や う に眞^^ に 此の 鳥に，： 1： つて 來るゃ う 

に3^ぇる。 

成經 わし もどう も そんな 氣 がする。 初めて あの 舟の 姿 を 

見た 時から、 待って ゐ たもの が、 終に 來 たやうな 氣 がし 

てなら ない。 

1^ 賴 わし はま だ 意 子であった とき、 兄の 花：^ の 與を迎 へ 

に 行った ことがあった。 國 境で 私たち は 長く 待った。 與 

は數 百の 燈 火に 守られて 列 をつ くつ て やって 來た。 あれ 

でもない。 これで もない。 けれど 本 S に 花嫁の 與が來 た 

ときに、 わし 等 は 皆 申 合 は せた やうに それ を K 覺 した。 

わしの 今の 心 持 は それに 似て ゐる。 

伎宽 (傍白) 本當 にわし はどうし たの だ。 柁を迎 へろ や 

うな 氣 がする の は。 

成經 もう 半時 すれば はっきり 見込が つく。 此 &に眞 直に A 
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來る としても、 到せ g する までに は 二、 三時 はか- -る だら 

5 ナれ. ど 

0^ 恐ろしい 半 S だ。 わし は として 舟 を 見て ゐ るのに 

堪 へられない。 わし は 熊 野！ g 现の 前に 跪いて ；心不 鋭に 

祈らう。 祈りの 力 で 舟 を 此の 島に 引き 寄 せよう。 神 々 よ 。 

あの 船 を 此の に； り 給 へ 。 神風 を 起し て あ の 帆 を 膨ら 

せ、 水夫の 腕の 力 を 二倍に し、 鳥の. S くに 速 かに 此の 岸 

に *5 かしめ IS へ。 (^^居の方に^^；^リ出さぅとすろ) 

^w-  S0 の 袖，^ 揋 3 待つ て 下さ い 。 後生 だから わし 

の 侧を 離れずに ゐて 下さい。 わし は：， おしくて た まら な い 。 

淋しい 淋しい 考へ がさつ きから わ し の 心 に 起 つ て 来た。 

0^ あなた はどうし たのです。 あなたの 面の 色 は！ 此 

の：％5^に痙，！.するゃぅな瞬間に、 あなた は 何故 その やう 

な 淋しい 顏 をして ゐ るので す。 

S  (傍白) まるで 喪の やうな 闻付 をして ゐ る。 

伎. わし を 捨て \  くれな。 嫌って くれな。 

m0 あなた は 何 を 云 ふので す。 今、 幸福が、 信じられな 

い な 幸 一 1 がわた したち に 向つ て 近づきつ k ある。 見な 

. さい。 あの かな • 春の 海 を、 一ば い B 光 を 浴びて、 余色 

に 輝い て 帆走つ てく る を！ あの 姿が あなた を 躍り あ 

がらせな いのは 不 £^議 と い ふ 外 はな い 。 

わし は 不安 でく たまらな い 。 


00 大きな 幸 iS が來る 時には、 そして その 幸福が まだ 確 

定 しな い 時には 人 問 は 一 小 安 を 感ずる もの だ " そ の 不安な 

らゎ しも 同 じこと だ。 あまり 幸福が 大きい から。 わしと 

一 緒に 行き ませう。 一 緒に 祈り ませう。 

伎- H  (一： 午 0 に充 ち，- しタ li; 十に て) 誓って くれ" 愛 を 誓つ 

て くれ" 

成經 (和^と 愛憐の 表情 1^ もって) あ X" あなた は それ 

を氣 にし てゐ るの か。 人 問 は 幸福が 來る 時には 人 と 和ら 

ぎた くなる もの だ U 俊宽 殿。 安心な され。 さっきの こと 

なら、 わし はすつ かり 忘れて ゐる。 わしに 來 か- - ってゐ 

る 幸福 はわし のす ベ て の 憎惡を 揉み消し てし まった。 わ 

し は 心から あなたに 和睦の 手 を 差 し 延べ よう。 

俊 寛 わし はま だく？ ^ しい ことが 考 へられる。 あなた 方 

が わし を捨 て. -し まひ はせ ぬかと いふ やうな 氣が し て な 

ら ない。 わし を 振り捨て \、  二人 だけ 都へ 歸 つてし まひ 

は し ま いかと いふ や うな 氣. か しきり に する 。 

康賴 あなた はどうし たのです。 あなた は 凶事 を N 分で 描 

いて は まねき 寄 せようと する やうに 見 える 。 凶事 につい 

ての あなたの 異常な 想像力に わし はまった く 驚いて しま 

ふ。 それが あなたの 不幸の 原因 だ" わしが 一度で も あな 

た を 捨て ると 云 ひ ました か。 

成經 わし は あなた を 一 人 此の 島に 捨て K 歸る 程なら、 寧 
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ろ 三 入で 此の 鳥で 粮死 する 方が い、。  ； 

宽 (yK ぐむ) あなた は本當 にさう 思って くれます か。 一 

戍？. a 何し に 嘘 を 云 ひませ う。 我々 は 同じ 日に 此の 孤島に 一 

流された。 同じ 舟で。 それ故に 同じ 日に、 同じ 舟で 此の 

島 _v 去らねば な ら ない。 我々 はいか 程の 闲苦を 共に し て 

来た ことか。 我々 の 間に 不和が 生じた とすれば 、それ は、 一 

我 々 の 受けて ゐろ蓮 命 の 苛責が あまり に嚴 しかつ たから 1 

伎 寛 (成 ^抱く) わし は あなたの 寬ぃ 心が ありがたい。 一 

わし は あなたに とって 確かに 平和な、 親切な 友で はな か h 

つた。 わしの 氣質は 荒くて、 歪んで ゐ るから。 曰¥ 平和- 

な 時で さへ も、  わし は あまり 陰氣 だった から。 あなた 方； 

に は、 長い 歳月の 問 ii ぞゎ しが 堪へ 難い m: 荷 だ つ たら う。 

でも わし を 嫌って 下さるな。 わし は あまりに 淋しい。 (沖 

見ろ) あ、。 あの 舟 を 見る とわし は變に 淋しくなる。 

初めて あの 帆影 を 見た 時 暗い 陰が わしの 心 を蔽ぅ て來： 

た。 あの 舟に は 何 かわし を 不幸に する ものが If つて ゐるー 

やうな 氣 がする。 「死」 が乘 つて ゐる やうな 氣 さへ する。 ； 

わし は 今 本能 的に 助け手. を 求める 3 忠實な 友が 側に ゐて 一 

くれる ことが、 今の わしに は絕對 的に 必要 だ。 

康ほ わし は あなたの 最後までの 助け手た。 死に 到る まで 

瑜ら ぬ忠實 なる 友 だ。 


S あ \。 あなた は心强 いこと を 云って 下さる。 (^^ 

の 面ん、 見る) どうし て あなた 方 のか 程の 强ぃ勵 ましが、 

わしの 不安 を拂ひ のけて くれ ぬ の だら う。 

康賴 わし は あなた を憐 む。 あなた は 今： n はどう かして ゐ 

られ る。 あまり 異常な 幸福が 近づいた ために、 心が その 

喜び を 荷 ひ 切れな くな つ て 、 平衡 を 失 つてし まった ので 

はない か。 

佼宽 本當 に、 本當 にわし を 見捨てません か。 

废顿 わしの 眼 を 御 il! なさい。 あ、、 あなた は 泣いて ゐま 

すね。 どうしたと 云 ふの だら う。 

S  (康賴 の 足下に 崩れて 泣く) 

S あなた は あまりに 衰 へ ました。 風雨が 樹木 を 打つ や 

うに、 長い間の 不幸が あなた を 打った の だ。 あなた は あ 

はれな 老人の 如く、 幸福な ときに も 泣く ことし か 出來な 

いの だ。 あなたの 姿 は あまりに 痛ましい。 私 は 思 ひ 出さ 

ずに は 居られない。 我々 が 昔 あの 鹿ケ 谷の あなたの 山莊 

に密會 した 頃の 事 を。 あの 頃の あなたの あの 鐵の やうな 

意志と、 鷲の やうな 覇氣と を。 我々 は あなたに ； 番信 

頼して ゐた、 

康賴 我々 の 意 氣は旣 でに 平氏 をも吞 んでゐ た。 我々 は 恐 

ろし い 陰謀 を 企みながら も、 ii! い 諧謔 をた のしみ？ 45 る Slsl 

に餘裕 があった。 わし は 忘れる ことが 出來 ない。 あの 法 
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皇を 密か に 山 莊に迎 へ た. IT  8 を IS す 細密な 計 ，2^  :• ,  • - 

めた 後で、 さながら 我々 の 勝利の 前. i ひの やうに、 ^せ 

ずして 生じた あの 諧謔 を！ 

S あの 機智に 充 ちた、 天来の 猿樂を ！ 

00 成 經 殿が ふと 狩 衣の 袖に 引つ 懸けて、 法皇の 前に あ 

つ た^子 を 倒し た の が 初め だ つ た。 

成經 平 が 倒れた！ と あなたが 叫んだ 時には、 私 は そ 

の ひ 付きに 笑 はずに は ゐられ なかった。 

00  K 光 殿が 合 ひから 口を入れて 云った。 あまりに 瓶 

子 (平氏) が 多い ので 醉 つてし まった。 此§ にり な 瓶 

子 (平氏) を どうした もの だら う。 と。 

伎お (K 然として 目 1 か 閉* ちて ねろ) 

成經 俊宽 殿。 あなた は覺 えて ゐ るで せう" その 時 あなた 

が 非常に 機智の ある、 不思議な 程に 甘い っ^め をつ けた 

のが、 此の 一場の 猿 11^ に 驚く ほど 活々 した 效^ を與 へた 

の を。 (伎寬 苦し さう に 首，.^ 垂れる) あなた は 瓶 子の 頸 

を. 収っ てな ち あがり ざま、 心地 よげ に 一 座を兒 廻して 叫 

びました ね。 平氏の 頸を联 るが い \ と。 

(統 1^ 蔽ふ) わし は恥ぢ る。 わし は 失敗 者 だ。 すべ 

て 憑かな かなこと だった。 あなた 方 は 今一 番惡 いこと 

を 思 ひだして くれた。 わし はかう して 立つ て ゐられ ない 

ほど 恥し い。 あなた 方 はわし を 此の 思 ひ 出で 元氣 つけよ 


，つと したの か。 此の. 皮肉な 思 ひ 出で … … あ k  ^ はれた る 

わしょ。 (痙攣す ろ 雨 手て 頭ん， -か k へて 砂上に 伏す) 

康賴 (氣 の毐に 椹へ-さる 如く) わしが 愚かな こと をした 

のなら わし は 悔いる。 許して 下さい。 わし は 今 あなた を 

慰める ことなら どんな ことで もしたい。 俊寬 殿、 今、 我 

我の 時が 来つ k あるの だ。 此の 幸福の； f: 感の 中に あつ て、 

わしが 少し 輕 い 心に なつ て も 許し て 下さい。 わし は 足が 

地に 付かない やうな 氣さ へして ゐる。 あなたと 云へば、 

どうし てこん なに 不幸 そ の もの >1 やうな 顏を なさる の だ 

らう。 あなたの 内に 不幸 を 吐き出す 魔で も^んで ゐ るの 

か。 あなた は 私と 共に 悅んで さる 箬だ。 我々 が 長い 長 

い 間 待った 日が 來 かけて ゐ るの ではない か。 <? なた は そ 

の 日 を あれほど 待 つ て ゐられ たで はな い か 。 

成經 (沖.^ 見る) あの 舟 はいよ/.、 此の 島に 來る らしい 

ぞ。 

佼寬 (苦し さう に) 何故 こんな. 淋しい 考へ がわし にだけ 

起る の だ。 去って くれ- 去って くれ。 (舟，^見ろ。^35^僳ひ 

すろ) 駄目た  >  わし は 凶兆 を 感じる。 わしの 溪 命に、 わ 

しの 星 は 凶 だ。 (地 LL 倒れろ〕 

厳賴 俊寬 殿) 氣が 狂った か！ 

成經 何 か 憑いた のか！ (刀.^ 拔く) 外道よ、 去れ！ 

伎宽 (起き 上ろ) わしに 必耍 だ。 一つの ことが わしに 保 
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寬俊 


證 されねば ならない。 わし を 見捨て 乂歸ら ぬと いふ こと 

力，. 

成經 安心なさい。 俊 寛 殿。 わし は あなたに 何の わ だか ま 

り を も 持って はゐ ない。 持って ゐ たもの は 皆 消えた。 わ 

し は あなた を 慰めたい 心で 一 ぱいに なって ゐる。 鬼祌も 

今の あなた の 姿 を ：2^ て は 憐れみ を 起す だ らう 。 

0 0 あな た は あり 得ぬ 事 を 想 1 该 して 獨 りで 苦しんで ゐら 

れる。 二人 だけ 都へ かへ して、 あなた だけ を 此の 島に 殘 

すと いふ 勞 がないで はない か。 わしら は 同じ 罪に 坐して 

配流され たの だから。 

S 若しあった としたら。 

成經 わし はも 一 度 繰り返して 敢 へ て 言 はう。 あなた を 一 

人 見捨て.. I 都へ 歸る ほどなら、 わし は 此の. 島で 餓死す る 

こと を 選ぶ。 

康賴 生きる も、 死ぬ る も 三人 一緒 だ。 

伎宽 それ を 5« つて くれ。 誓 つ て くれ。 

成經 (弓，^ 天に さ 、げろ) わし は名譽 ある 武士の 裔だ。 

わし は 弓矢に かけ て 誓 ふ。 あなたと 生死 を 共に する こと 

を！  - 

康賴 わし は 神々 の 名に 依って 誓 ふ 天神よ。 (天に 息.^, 队 

く) 地 神よ。 (地に 息.^ 吹く) わし は 永久に 友 を 見捨て 

ませぬ。 


俊寬 (靜か LL-J^ く) 

(長き 沈 IT) 

成經 (突然 沖.^ 見て 叫ぶ) いよくき まった。 あの 舟 は 

もう 此 の 島に 必ず 來る 。 彼處 まで 來 たから に はもう 大丈 

夫た。 いつ も 方角 を更 へる の はもつ とずつ と f 迷く の 沖 だ 

から。 わしの 考へ では、 あの 船 はな かく 大きい らしい。 

康賴 (沖.^ 凝視す) あれ は 都から 來た船 だ。 (诸に 走ろ) 

あの 帆柱 や 帆の 張り 方 や 櫓の 恰好 はたし かに さう だ。 田 

舎の 舟に は あんなの はない。 (波の 中に 夢中て つかり、 ま 

, ^凝らして 舟， か 見ろ) 

成經 (康賴 の 側に 走ろ) 旗 だ！ たしかに 赤い 旗が 見え 

る。 平氏の 官船 だ" 

S 迎 への 船 だ！ 

成ぽ (？ -s^ 中 11 叫ぷ) 追風よ。 吹け。 吹け。 吹け。 

00 眞す はに、 漕ぎつ けよ。 一刻も早く、 此の 岸に！ わ 

し 等は此 處にゐ る。 此處の 岸に 立って ゐる。 饿 鬼の やう 

に瘦 せて！ (急に 咽. ひ 泣く) わし は どんなに^ったら 

成經 あ \。 長いく 間た つた。 

康賴 神々 よ。 今日の 惠 みは 我が 子孫に 書き 邋 して 傳 へら 

れ ませう。 

成經 わしの 心が 此の 悅び に 持ち こた へられ る や うに！ 
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第 
場 


墓 ft 甚成 


(^着 揚。 竦ら なろ 松林。 右手^^^：^に小高さ丘の 一 端 

见ゆ。 その 流 に^ 火な ろ 船； S リ ねる。 面に 丹 左衞門 

s^^i^。 その 左右に 数名の 家來检 1^ たて 、侍立す。 モ 

の i§Li 俊お、 00. 成 n 跪く。) 


(沖の si^^w^Ii の^ ひ I) 

00 合 M た！ 船 藩 場へ！  (ilil ゼ 去る) 

成經 (無 一 百に て 康賴の 後 1^ 追うて 馳せ 去ろ〕 

$  (前の 處 LL 不安 さう に 立った ま- M あの 船 は 陰府か 

ら來 たやう に 見える。 (心の 內 にさす 不吉 の^ん 拂 ひの 

ける やうに 首，. ^ 振る) わし は 馬鹿 氣た 妄想に 惱 まされて 

ゐる かも 知れない ぞ。 さう であって くれ。 さう であって 

くれ。 わしの 此の 恐ろしい 考 へに は 少 くと も根據 はない 

の だ。 たしかに 根據 はない の だ。 た わしに さう いふ 不 

安な 氣が 何となく するとい ふ の に 過ぎな い 。 そんな 事が 

何の あてに ならう。 (沖.^ 見る。 傑へ る) どうしたの だ。 

(打ち 敗 かされた る ご..」 く) あの 舟の 帆 は 死骸の 面に か 

ける ，：n い 布の やうに わしに 見える。 (墓標の 如くに 凝つ 

と 立った るよ  >- 翻 か 2) 

(ながさ 沈 やがて や V 近き 沖に て 銅 綴の 聲っ V け 

ざまに ひ J /く。〕 


某： 康 (家来 u- 目く. はぜす) 

家來 (雜 色の 首に 懸けた る 布袋 i リ故文 i ^取り出し、 恭し 

く基康 Li 捧げる) 

基康 んで聽 け、 (赦 文.^ 讀む) 重科 遠 流 を 免ず。 早く 

歸洛の 思 ひ をな すべ し。 今度 中宮 御產の 祈 躊 によ つ て 非 

常の 赦行 はる。 然る 間、 鬼界ケ 島の 流人、 丹 波 成經、 平 

, ノ康賴 を 赦免す。 

經 (康賴 と 面. ^見合す) 

康 謹んで 御 m けなされい。 

寬 (驛ん 、慄 はす) その 赦文を も 一度お 讀み 下さい。 

康 (も 一度 證む) 侖に 依って 迎 へに 參 つた。 兩人共 支 

度 をな されい。 

俊寬 あなた は 俊寬と い ふ 名 を讀み 落しな された やう だ。 

甚康 此の 赦 文に は 俊 寛と いふ 名 は 記して ない。 

^寬 (靑 ざめ る〕 そんな 害はありません。 

基康 自分で 見る がよ からう。 (5^, 文 1^ 康賴に 波す) 

佼寬 康頼 殿" 早く 見て. ュ い。 

康賴 (默讀 し、 成經に 波す) 

伎寬 成經 殿。 私の 名 は？ 

成經 (s^f お』 し、 俊寬に 波す) 

俊寬 ai- へろ 手に て 受取 リ證 む。 眞靑 になる〕 ^紙 を 見 

て くれ。 醴紙 を！ 
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寬後 


基 旗 (無言に て^ 來に 紙，. J< 渡す) 

俊宽 ({妖 來 り^ 紙， ^受取り、 裏.^ 返し、 表，^ 返して 見 

ろ) 執筆の 謬り だ。 基康 殿。 あなた は 都 を出發 する 時 三 

人 を 連れ 歸る やうに と の 命令 を 受けられ たに 相違な い 。 

基賴 わしの 役目 は 此の 赦 文に 記され た 通り を 行使す る の 

にある。 

佼宽 若し 執筆の りだつたら。 

基康 C 冷やかに) あなた を殘 して 歸 つても、 責 はわし に 

はか X るまい。 

佼宽 (せき 込む) しかし 淸盛 殿の 意志が 二； 人 を 都へ 呼び 

房す にある としたら。 主人の 意志 を果 すが 本當 の忠實 な 

る 使者で せう。 あなた は 主人の 意志 を 熟知して ゐられ ま 

某： 康 (皮肉に) わしが そんな 高い 身分の ある 者 だったら、 

こんな 役目 は 仰せ つ からな か つ た^らう。 主人の 意志 を 

知る 事な ど わしな どに は 思 ひも 寄らぬ こと だ。 わし はた 

だ 此の 紙に 記されて ある - 」 と を忠實 に 遂行す る こと を 上 

役から 命じられた に過ぎない。 

俊宽 我々 三人 は 同じ 罪に 由って、 同じ 日に 此の 島に 流さ 

れ たもの だ。 二人 だけ を 都へ 返して、 一人 だけ を殘 すと 

いふの は 法に 適 はない 處 ではありません か。 

甚康 あなたの 訴へは 正しい かも 知れない。 しかし それ は 


此の 命令 を gl5 した 入に 向つ て 言 はれる ベ き だら う。 

俊寬 淸盛は 何故 特別に わし を 憎む の だ。 わしから 二人の 

伴侶 を 無慈悲 に 靡 ひ 去ら うとす る の だ。 

甚厳 それ はわし か ら 訊き たい 位 だ。 

佼宽 刑に は 由がなければ ならない。 その 理由 を 示さず 

に 、 た わ しだけ に宽 い 刑罰 を 課する の は 非 法で はな い 

力 U 

甚康 あなたの 申立て は 道理で も あらう。 しかし わし は そ 

れを 裁く 權利を 持つ てゐ ない の だ。 

伎寬 あなた は惡ぃ 人で はない やう だ。 わし は あなたに 〔乙 

ふ。 わし を 都へ 連れて 歸 つて 下さい。 

00 わし は あなたに 何の 憎み もない。 わし はお 氣の 毒に 

思 ふ。 若し わしに 咎めが か&ら ない ものなら、 わし は 連 

れて歸 つ てあげて もい 、の だが。 

若し あなたが さう して くれたら、 わし は 十倍に して 

屹度 あなたに 報います。 

^0  (* へろ) どうも わしの 身に 難儀が か i りさう だ。 

S もし あなたに 咎めが か V つたら、 わしが 立派に 申し 

開き をしょう。 その 責任 はわし がきつ と 荷 ふ。 だが そん 

な こと はきつ とない。 主人の 意志 は 三人 を 都へ 1^ すに あ 

るの は 解り 切った ことなの だから。 

甚操 そ の 點 も あなたが 云 ふ わしに ははつ きり し て ゐな 


'撤 


4(3 


い の だ。 少 くと も赦 文の 意味 を 文字： 迎 りに 行使す るの が 

S も 2:^ いこと が 私に はっきりして ゐる 程に は。 

伎 しかし 一度 都へ 歸 つてから、 またはる ぐ 此の 島 ま 

で迎 ひに 來 なくて は ならな い とし たら 。 

(もる 動^も つて) あなたが さう 云 ふの はもつ と 

も だ。 わし は 長い 船旅に は S 際 弱って しまった。 都 を 出 

て か ら 想像、 も つかない 程の 長い 曰數 がか x つて ゐる。 そ 

れに都 を 去る につれ て だんく 航路が 荒くな つ た。 その 

上 九州の 本土 を 離れてから は 何と い ふ 退屈 だ つ たらう。 

都に つてから、 も 一 度此 島に 來る とい ふやうな こと は 

迚も 耐 へられな いこと だ。 (考 へる) だが わし は 長い間 

の 役 = の 輕 驗で 知つ てゐ る。 一 番 安全に 役目 を す 方法 

は、 いかなる 場合に も 文書の 文字通りに 行使す る こと だ 

とい ふこ と を。 わし はもう 長い間 さう いふ こ とに 決め て 

ゐ るが、 やはり 一 番 無難な やう だ。 それに も 一 度 此の 島 

に來 なければ ならない ことに なれば、 わし は 上役に 懇願 

して、 此の ありがたくな い 役 H! を 誰 i が に 代つ て 貰 ふこと 

も 出 來るだ らう。 

忮 しかし それ は iEg 々たる 小役人の する こと だ。 大 いな 

る 役人 は 文 害の 意の あ ると ころ を 汲 み 联る ベ き だ 。 

^0  (皮肉に) あなた は 初めから わたし を あまりに 高い 

身分の ものと K ひ 被りす ぎた やう だ。 わし は 平凡な、 一 


人の 役人に 過ぎ な い 。 また さう でな く て 誰れ が - 」 ん た 役 

目 を 仰せ つ か る もの か 。 わし は實際 今度の 役目に is り 

趣り した。 わし は 疲れて ゐる。 わし は 一 日 も 早く 此の 役 

目 を果し て、 都へ 歸り た いと 願 ふ ほ かに は 何も 考 へ る氣 

はなくな つ てゐ る。 

S しかし わしに とって は 大きな く 問題 だ。 わしの 一 

. 生の 運命が 決まる の だ。 

甚康 わし は その 大きな 間 題 を 引き受け るに は あまりに 地 

位 も 低く、 力が 乏しい。 

わし を 憐んで くれ。 

S 私は贵 方に 同情す る。 しかし わしの 一身の 安全 も 計 

ら ずに は ゐられ ない。 

俊 寛 (嘆息す る) あ、、 あなた は惡ぃ 人間で はない C し 

かした V それだけに 過ぎ な い 。 

S 成 n 殿、 康 殿、 出 S の 支度 をな されい。 

成經 わしから あなたに 改めてお 願 ひする。 何卒、 俊寬 te- 

を も 我 々 と 一 緒に 都に OTi! れ歸 つてい た t きた い 。 

0m 我々 は 長い 間 此の 島で 闲苦を 共に しました。 今俊寬 

殿 だけ を 此の 島に ig り殘 して 歸 るに 忍びません。 

甚展 あなた 方の 氣持は あなた 方と して 至極 尤も に 思 はれ 

る。 しかし 私の 立場と して は 前 云った こと を^り 返す 外 

はない。 
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寬俊 


成經 あなたの 立場 は 解らないで はありません。 だが 此の 

我々 にと つて 千載 一 遇の 非常の 時機に 際して、 あなたの 

一 身の 安全 を 圜 るより 外に、 我々 のために 敢へ てして 頂 

くこと は rai へない もので あらう か。 

基康 (不^快 さう に) わしに は 妻子が あるの だ" わしの 

思 ひ 出す K りで は 一 家の 安全 を賠 けて まで、 貴方が たの 

爲に つ くさねば ならぬ 程の 恩 を 受け て もゐな い やう だ。 

成經 然し、 貴方に とって は 一家の 運命 を賠 する 程の 大事 

と は 思 は れな い 。 只 貴方 の 役 ：01 の 解 釋 に 少しば かりの 自 

由 を 保つ の に 過ぎな ぃ亊は あるまい か。 

甚康 その 少しば かりの 自由から、 どれ 程の 大事が 又 わし 

の 身に 起つ て來 るか 知れた もので はない。 貴方が たは 此 

命令の 發布 者が どんな 性格の 人で あるか を れ は す ま 

い。 獅子の 意志 は 鼠に は 解らない。 

成經 わし は 同じ 弓矢 を 把る 武人と して 貴方の 義 氣に訴 へ 

たい" 

00  (氣 色， か镇 じろ) 此場 合わしに 對 して あまり 押 付け 

がまし く 出る 事 は、 貴方が たの 利益で な いこと はな い か 。 

成經 (怒，^ 抑へ て沈默 す) 

00 私 は只贵 方に 乞 ふ 外はありません。 我々 の みじめな 

姿が 貴方に 憐れみ を 起さ  ぬで あらう か。 あなたが 若し 

俊寬殿 の 地位に 立った とし たら ！ 


S わし は 貴方が たに 同情 しないの ではない。 だが、 永 

い 間の 職務 上の！！ 驗 から 同情と 役 a と を 別々 に考 へ る 事 

にして ゐ るの だ。 

00 窮鳥が 懷に 入ろ は獵 il も それ を 殺さな い と £- しま 

i 力 

基康 わし はかう いふ 立場に 立った の は 初めて^ はない の 

だ。 わしに は 結采の 見越が あまりに つきす ぎる。 わしが 

いか 程の 同情 を 起した にしても、 お？ 局 わしが どうしな け 

れ ばなら な いかと い ふ 事 は あまりに は つ きりとして 居る 

の だ。 わし は片 S. も 早く 此の 不愉快な 役 = を 終りたい。 

ひたすら 

康賴 私達 を 舞 れんで 吳れ。 私 は 只管 贵 方に 助け を 乞 ふ. - 

あ- 1 佛樣が 貴方の 心に 慈悲 を 催 ほさし て 下さる やうに！ 

S  (もどかし さう に) 幾度 言っても 问じ事 だ。 わし は 

外に 還ぶ みちがない の だ。 わし を 無慈悲な 入 とし て^ 

へねば ならぬ 地位に いつまでも 立って ゐ るの は 堪らな 

い。 わしに も 人 問の 心 は ある。 わし は 一人の； 干 凡な 役人 

に過ぎないの だ。 

伎宽 では わし は敢 へて いふが、 贵方 の 役 ml は 果たされ ま 

すま ぃぞ。 成 輕 殿 も 厳. 威 殿 も わし を殘 して は此 島から 歸 

られな いの だ。 今朝 私に 對し て 誓言 をした の だから。 

康 (兩 人に) それに 相違 ありませ ぬか。 

S わし は 弓矢に かけて 誓 ひました。 俊宽 殿と 牛； 死 を 共 
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にす る 事 を。 

00 わし は 神々 の 名に よって 誓 ひました。 永久に 友を兒 

捨て ませぬ と。 

^0  (沈 K) 

伎お 此上は 三人 を 述^った 方が 方の 役 y にも 鈎 ひ はし 

ますまい か。 遙 々 此2« まで 來た が 無駄に ならない 爲に 

JUL 

S  (K つて 1= らく 考 へろ。 やが 一 \ 信ずる 所お ろが 如く) 

では 念のため、 も 一度 だけ 御 尋ねす る。 御兩人 共俊寬 殿 

を殘し て は 都 へ 歸る氣 はあり ませ ぬな。 

S 俊 § ^殿 を 一 人殘 して 私 だけ 歸る氣 はありません。 

00 私 は 友 を 見抬 てるに 忍びません。 

^0 では三人の意^{5は確かに^1き屈けました。 都に 立ち 

歸っ て 其 を ig 盛 殿に 傅へ ませう。 

S  (恐怖.^ さう とつと めつ- 0 それで は 貴方の 役目 

が 立ちます まいが。 

(成經 と 庶賴、 ^„^旗か凝視す。) 

$ わし は此 命令の 執 達.： 史 に過ぎないの だ。 わし は淸盛 

殿の 意志 を贵 方が たに 御傳 へ すれば それで い」 の だ。 貴 

方 々 がそれ を 受けようと 受けられ ま い と、 それ はわし の 

-乂 人る 限りで はない。 

(一； 一人 沈^す。」 


00  (家來 に 目配せす) 出^の 支度 をなさい， - 

成經 (狼识 す) しばらく 御 待ち F さい。 

康 S- その やうに 急がれる に は 及びますまい。 

00  (冷 やかに) 費 方が たの 意志 を 聞いた 以上 は、 最 Y 

わしの 役目 は濟ん だとい ふもんた。 わし は 片時 も M 十く 此 

荒れた 島から 離れたい。 H  ., 」 ：：S てはありません か、 

わしが 貴方が た への 只 一 つの 親切に それ を联 次いで あげ 

ませう。 あ、 わし は 忘れる AJ ころだった。 都 を 立つ 時 貴 

方が た に言づ かった 物が あつ た。 故鄉 から の迎 ひの 使 を 

粗絕 する 程の 貴方が たに、 大した 用 はな い かも 知れん が。 

(家來 に) かの 品 を。 

家來 (文 11,^ 基康に 渡す) 

甚康 (文 rl.^ 成 經と康 頼に 波す) 

成經 (震へ る 手に て 文, 1ん< 開，. V ヽ 手紙 か 手 LL 取り 裏.^ 返 

し ， 表ん」 返し 、て 見ろ。 已れ 制す ろ ひと 能 は ざ ろ 如く) 

母上の 手隨 だ。 (感動 に 權 へざる 如く〕 …… 。 

康賴 (手紙 vJ- 握リ綺 め) 私 は どんなに 餓ゑ てゐ たか！ 

sa.^ 忘れた る 如く) わしへの 手紙 は？ 故 鄕の便 

$ わしの ことづか つたの はこれ だけ だ。 

^.^  ( ；^. ^掩 ふ)  . 

基廣 (家來 に〕 出 鼓の 用意 をし ろ。 
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宽俊 


成經 (慌てる) 待って 吳れ。 わしが もっとよ く考 へる た 

めに。 

康賴 今暫 らくの 猶豫が 願 ひたい。 

甚康 貴方が た の 意志 は 最早 確か に 承つ た 害 だが。 

成 經 いや、 わし はもつ とよく 考へ て 見なければ ならない。 

貴方 に SM き た い 事 も あ る 。 

6^ 賴 我々 が もっとよ く考 へて 決心す る爲 に、 今暫 らく 

つ て 頂きた い 。 貴方 は あまりに 慌た ^しい。 

伎 直 f 不安に 堪へ ざろ 如く、 成經 に.) 成經 殿、 わし は 貴 

方 を 信じて ゐる。 貴方が 誓 を 守つ て 下さろ 事 を。 

S  f 佼宽 にむ けて はなく) わし は考 へねば ならない。 

考 へねば ならない。 

伎宽 康賴 殿、 わし は 貴方の 誓 を 最後の 頼みと して ゐ ます 

ぞ。 

0m. 私達 はよ く考 へて 見 ませう。 今 は あまりに 大事な 時 

S  (天に 向って 兩手. ^のばす) 神々 よ、 汝の 名に 據っ 

て 立 てられた 誓 は 守られねば ならぬ！ 

某康 わしの 前で 内輪の (せひ は、 見ろ に堪 へぬ わい。 申の 

刻までに 考へを 決められい。 瘤豫 はなり ませぬ ぞ。 G  退 

場) 

(家來 つ t ン 


I 

成經 (墓康 の 去ろ や いな や 、飢えた ろ もの 、如く 手紙の 封 

, ^切りて 讀み 人ろ) 

成賴 (手紙.^ 讀 みかけて、 俊宽， ^見て 止めろ) 

成經 (傍らに 人 無告が 如く) 懐かしい 母上よ、 贵 女の 恩 

愛が 身に r あみます る。 (今ひとっの手紙^^！^：む) 妻よ、 

お前の 苦しみ は 察する に餘り ある。 どんなに <Sn ひた か つ 

たらう。 (他の 手紙ん 見る) 乳母の 六條の 手紙に 添へ こ、 一 

わしの 小さな 娘の 手紙 も 人れ て ある。 何ん とい ふ， 憐な 一 

维 付き だら、 つ。 六條 よ、 お \ 御前の 忠義 は 倍にして 報い 一 

られ ます ぞ。 (手紙，^ 設み繞 ける)  一 

佼寬 (堪へ 兼れ たる 如く) わしの 前で その 手紙 を讀 むの 一 

一 は 止して 下さい。 わし は 不安で く 堪らない- 成經 殿、 一 

一 贵 方は考 へを更 へて はなり ませぬ ぞ。 今日 贵 方が 弓矢に 一 

賭け て 立 一 」 た 誓 を 忘れ て 下さるな 。 

成經 (我 に 歸 りたろ 如く) わし は あまりに 苦しい、 今 は 一 

わしの 一生の 運命の 定まる 時 だ) わしに 考 へさせて： 卜さ 一 

0 貴方 は名譽 ある 武士 の 裔だ。 ^方 はいつ も それ を 誇 

つて 居られた。 わし は 貴方の 誇りに if み を 懸ける。 

S 故郷の便りはゎしの 臓を接き5^?るゃぅ.&^氣がす乙。 

不幸な わし の 家族 は どんな にわし を 待つ て 居る だら う。 

彼等に も 一度 會ふ 日の 夢 は、 わしの 此 荒い 慘 めな 生 の 
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n 一  つの 命であった。 今や 時が 來た。 そして わし は歸っ 

て はならぬ ので あらう か。 

伎？ 贵 方の 心 持に 尤 だ。 だが わしの 事を考 へて 下さい。 

fj;; 方が たが 側に ゐて 不幸 を 分け て. トさ つ たれば こそ、 此 

云 ひやう のない 苦しみに も堪 へる 事が 出來 たの だ。 が、 

若し わし 一 人此 島に 殘ら ねばならなかったら、 わし は ど 

うして 此先 きを 暮らして 行く 事が 出来よ つ。 それ は あま 

りに 堪へ 難い。 考へ ただけ でも 恐ろしい。 

成經 わし は 方の 事 を 思 はない ので は 決してない。 だが 

私と して、 私の 境遇に なって、 果して 故鄕 への 迎 への 船 

を {.^： しく  す 事が 出來 る だら うか。 

伎お わし はかう いふ 時の 来る 事 を豫感 したの だ。 それと 

思へば こそ 今朝 あれ 程賣 方に 念 を 押した の だ。 そして 貴 

方の あの 心强 い 誓言 を 得た の だ。 貴方 は それ を 忘れ はな 

さるまい。 

戍經 (心の 内に 戦 ひながら) 時 は 二度と 來 ぬの だから。 

わし は 貴方に 要求す る氣 はない。 只 貴方の 友情に 鎚 

つて 折 人って 親む。 何卒 わし 一人 を此 島に 殘 さないで 下 

さい。 

成^ わし は 一 度 だけ 母に 會 ひたい。 妻に 會 つて 其 苦しみ 

を勞 うて やりたい。 一生に、 も 一 度 だけ わしの 子供が 抱 

きたい。 


S それ はみ なわし の 願 ふ と > 」 ろ だ。 わ し の 朝夕の 夢 だ。 

今 其 夢を寶 にす る 事の 出来る 貴方の 幸福と、 此 荒れた 島 

に 只 一人 殘る 自分の 運命と を 較べる の は堪へ 難い。 わし 

の 恐ろしい 運命 を考 へて 下さい。 

成經 わし は 只 一 度 だけ 故鄉の 土が 踏みたい。 只 一 度 だけ 

家族と 會 へば 又 此 島に 歸っ て もよ い。 だが 只 一 度 だけ は。 

传宽 わし を 助けて 吳れ。 

成經 わし は 苦しい。 何も 考 へられない。 わしの 心が 顧 倒 

する やう だ。 

伎寬 貴方 はどうしても 歸る氣 か、 誓 を 破り、 わし を 捨て 

て。 

成經 (苦し さう に沈默 す) 

伎寬 今日から わし は 貴方 を名譽 ある 武士と は 思 ひませ ぬ 

ぞ。 闲苦を 共に した 友に 危難の 迫った 場合、 無慈悲に 見 

捨て去る と は、 實に 見下げた 人 だ。 八幡の 祟り を 恐れら 

れい。 わし はいふが 吾々 が こんな 慘 めな 境遇に 落ちた の 

も、 もとは 貴方の 父上の ためだ。 

成經 (額，^ 掩ふ) 

伎 寛 貴方の 父 を 鼠の 如く 殺した 淸 盛のと ころへ、 憐みを 

乞って 歸る氣 か。 

戍經 > かりつ- 0 わし は復罾 する 事が 出来る。 

都 へ 篩れば 機會 を^ ふ 事が 出来る。 
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寬後 


俊康伎 康俊康 


基 成 基 

m 經 m 


俊寬 (不安に 堪へ ざろ 如く、 康賴 に〕 康賴 殿、 今 はわし 

の賴 みは 貴方 一 人となりました。 わし は 貴方の 愛と 誠貲 

とに 依賴 する。 貴方 は 永い 間 どんなに 私 を 愛して 下さつ 

たらう。 貴方 だけ は 私 を 見捨て 、 下さらぬ だら う。 

00 私 は 貴方の 運命 を. H 心 へ ば 堪らな い 氣 がする 。 貴方 は 

實に 苦しから う。 

传寬 わし は 恐ろしい。 わしの 側に いつまでも 離れずに ゐ 

て 下さい。 

康賴 私 は 貴方 を 憐れむ 心で 一 杯 だ。 貴方の 今の 地位の 恐 

ろし さは 言 ひ 現 はす 言葉 もない 程 だ。 

俊寬 (哀 顾に滿 ちた ろ 調子に て) 貴方 は 私 を：：^: おて 、は 

下さらぬ だら う。 

賴 わし は 貴方 を 見捨て、 去る に は 忍びない。 

寬 では 私と 共に 此 島に 殘 つて 下さる のです ね。 

頼 (力なく) 私 はさう したい。 さ 5 しなければ ならぬ 

と 思 ふ。 けれ 共 11 

寬 (不安の 極度に 達す) わし は 貴方の 信心に 依賴 する。 

0 迎 への 船の 来たの は 熊野權 現の 靈驗と 思 はれる。 

寛 貴方 は 神々 に 立てた 誓 を 忘れ はすまい。 あれ 程 信心 

深 い 貴方が 、 天地の 祌々 の 名に よって 立て た 誓 を 破らう 

と は. 信じられない。 

00  (沈 酞) 


伎寬 (憐 み. ハ乙ふ 如く〕  000. 貴方 だけ は 私を兑 捨て 

て 下さるな。 貴方 は成經 の 例に 做って 下さるな。 此長 

ぃ闲 苦の 年月 貴方が 私の 爲 にどん なに 忠實な 友であった 

か、 私 は 感謝の 心で 一 杯 だ。 今 一 人の 友が ii ハ 慈悲に 私 を 

て 、去らう とする 時、 貴方 だけ は 私 を 助けて 下さい。 

私 は 貴方に 救 ひ を 求める。 

00  (沈 K) 

S  (康顿 の 袖. リ 地に 跪く〕 哀れな 友の 最後の 願 を 

拒け て 下さるな。 

康賴 私 は 貴方 を 見る に 忍びない。 ；； 5 の 心 は 千切れる やう 

佼寬 わし を 地獄から 救って 吳れ。 (地に 伏して 慟哭す) 

康賴 (苦し 氣 LL) 私 は 貴方の 側に ゐ たい。 貴方 は 見捨て 

る氣に はなれない。 

俊寬 わし は贵方 を 最後の 頼みと 致します ぞ。 

00  (家 來.^ 從 へ て 登場) 最早 時 は 来た。 決心 を 承らう。 

(家來 に〕 屮^^！の别意をしろ。 

(家來 数名 船の 方に ゆく。) 

(三人 沈 默。) 

(成經 に) 貴方の 決心 は？ 

わし は迎へ をお 受けす る。 

(肯 く。 康 親に) 贵方 は？ 


•A 'ゆ 


家-;) £  tlJ 成 -JE 家 


00  (力なく) わし は 友. を 見捨てる に 忍 ひませ/。 

^0 よろしい。 では 贵方 は此 おに 殘る がよ からう。 成經 

殿， たけ 件つ て 歸 らう。 成經殿 、 出發 の M 息 をな され い 。 

成經 G ^組に) わし は 苦しい 立場で は あるが 思 切って 一 

足 先き に 都へ 歸 ります。 贵方は 止って 俊 寬殿を 慰めて 時 

機 を 待 つ て 下さ い。 私 は 都へ 立歸 つ たらき つ と び迎 へ 

の 使 を ？.! ります。 (伎宽 に) 资方 はわし が 憎から う。 だ 

がわし の 立 を 思 つて ゆるして 下さい。 わしが 都へ 歸っ 

たらき つと 淸盛 殿に 取りな して、 貴方 も 歸洛の 叶 ふやう 

取 計 ひます。 それ を 頼みに 苦しみに 堪へ て 待って 居て 下 

さい。 

佼宽 (答へ ず) 

成經 何 か 形：：^ に殘 したい がわし に 何も あらう 害が な い 。 

此衾を 中； 2； 方に？； 3 します。 わし はこれ で 雨露 を 凌ぎました。 

0^  (衾ん-地に 抛つ) わし は 貴方 を 友と は 思 はぬ。 早く 

都に 歸 るが い \ 。 そし て 自分の 敵に 追從 する が い \ 。 

來 船の fflsl^ は出來 ました。 

0 ではお 別れす る。 (船に 乘る。 成 fJK く) 

0  (船の hi リ旗賴 に) 御言 傳て はあり ませぬ か。 

0  (何 か：  一. X ひかけ て 感動の あ， まリ 止める) 

0 直ぐに 出發 しろ。 

來 (總. 解く) 


伎宽 (額.^ そむける) 

成經 (康賴 に) ではお 別れ 致します る。 

00  (堪へ 兼れ たろ 如くに) 基康 殿、 お待ち 下さい。 

甚康 何 か 御 5 か。 

(賴 少しく  i  く。) 

靡 基 待って 吳れ。 私は考 へて 見たい から。 

康賴 船 を 止めろ。 (家來 船，^ 止める) 

俊宽 (不安の 極に 達し) 康頼 殿。 わし は 貴方 を 信じます 

ぞ。 

康賴 (苦しみに 堪へ ざろ 如く) 神々 よ、 わしに 力 を與へ 

て 下さい。 

基 厳 船 を 出せ" (船 翻く) 

康賴 待って 吳れ。 わし は迎へ をお 受けす る。 

佼宽 (a 靑 になる〕 贵方も か ；：： 

康賴 俊寬 殿、 ゆるして 下さい。 わし は 貴方の 側に ゐ たい。 

最後まで 貴方の 慰めの 友で ありたい。 けれど、 わし は 今 

自分 を 支 へ る 事が 出來 なくな つ た。 貴方 は 私が どれ 程 故 

郷を_1^|っ てゐ たか 知つ て 居られ やう、 其のた めに 頼む ベ 

からざる もの を も 頼みと し て ゐた审 を。 熊 野 神社に 曰參 

した 事 も、 千 本の 卒都裟 を 流した 事 も。 今や 其 日が 来た。 

殆ど 信じられない 夢の や 5 な 日が。 けれど わし は贵方 を 

、憐れむ あまり、 今の 今まで 堪 へて 來た。 けれど 今 はわし 
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寬後 


康甚康 俊 


康賴 ゆるして 吳れ、 ゆ るして 吳れ。 

S  (康 頼に しがみつく〕 助けて 吳れ e 

00  OS 躇 す) 

M.0  (いらだ、 しく) 船 を 出せ！ 

00 待て。 (伎 宽， ^押し 放ち 船に 乘ろ) 

俊 fs^  (： みめく) あ k わし は. 待って 吳 れ！ 

(家來 船.^ 止めん とす。) 

甚厳 ot.^ 勵 ます) 出 g." しろ。 

(船 動く。) 

俊寬 基康 殿。 わし は 犬の 如く ひれ 伏して 貴方に 乞 ふ。 わ 

し を 只 九州の 地まで 伴れ て歸っ て 吳れ。 

甚康 (颜. ^背 向ける〕 

成經 俊宽 殿、 きっと 迎 へ に參 ります。 

00 心 を 確に 俊寬 殿。 私 は 誓つ て もい \ 。 き つと 迎へを 

よこす こと を。 (無意 に 懐 i リ法 華經， ^取 出す) 誓の 

しるしに 此法 華經を 貴方に 遺します。 私の 只 一 つの 慰め 

であった 此經 を。 私の かたみに！ 

伎宽 (法 華經 1^ 引、 き 裂く) 

甚康 at.^ 勵 まし) K ぐ 出せ！ 

(船、 岸.^ 離ろ。) 

佼寬 (船に 鎚リ つく) わし も 伴れ て歸 つて 吳れ。 (船、 動 

く。 俊寬 水の 中に 侵る) 待って くれ" (船、 動く。 伎^ 


の カも盡 きた やうな 氣 がする。 此船を 逸したら 一 一度と 機 

會は來 ないか も 知れない。 あの 荒れた 乏しい、 退屈な、 

長いく 日が 無限に 績く事 を 思へば 堪らない。 わし は此 

船が 地獄に 苦しむ 罪人 を迎 へ に來た 弘誓の 船の やうな 氣 

さへ して ゐ るの だ" 

俊寬 (康 観の 袖.^ 摑む) 永久に 地獄に 殘る わしの 運命 を 

思って 吳れ。 それ も 只 一 人で！ あ k 考へ て も ぞっとす 

る。 殘 つて 下さい。 殘 つて 下さい。 

康賴 私が 歸 つたら きつ と淸盛 殿に 1^ 計らうて 迎 へ の 船 を 

经 ります。 それ を 信じ て 待つ て 下さい。 

S それが 宛になる もの か。 此 度の 處 S で淸 盛が わし を 

どれ 程 憎んで ゐ るか^ 解る。 わし は此 島に 只 一人 殘 つて 

船の 姿が 見えなくなる 瞬間が 恐ろしい。 わしの 命が 其 瞬 

間 を 支 へ 得る と は 思 は れな い 。 

康賴 きっと 迎 へに 參 ります。 其の 日 を 待って 下さい。 私 

を歸ら せて 吳れ。 

寛 (康 s.^ 抱く) 殘 って吳 れ。 殘 つて 吳れ。 

賴 悶の 極に 達す) ぁ气 神々 よ。 

康 船 を 出せ！ 

賴 待って 吳れ。 (決心す) わし は歸ら ねばならない。 

(伎 寬，^ 放す) 

佼？ „^ わし を 無間地獄に 墮す のか。 


ill 


f々 t)^ 成 俊       ^  m  %l 


(沖 r* リ 呼ば はる 凝 問 ゆ。) 

伎 直 船 を 戻せ！ 船 を 戻せ！ 

(沖 i リ 銅鑼の 音響く。) 

S 船 を 戻せ！ 船 を 戻せ！ 

(答へ なし。) 

伎宽 (衣.^ 引裂く。  ふ 如く 打ち 振る) お-い。 康賴 殿。 

(答へ なし。) 

(此時 雷の 森く 如く 山の 鳴動 聞 ゆ。〕 

俊宽 (震へ る) 助けて 吳れ - 

(答へ なし。) 

佼宽 (竊 $15 的に) 駄目 だ！ (地に 倒れる。 立ち上る) 

鬼 だ。 畜生 だ。 お前 等 は 歸れ。 歸 つて 淸 盛に 媚び 諛へ。 

仇敵の 前に 跪いて 憐みを 受けい。 わし は 最後まで 勇士と 

して 只 一 人此 島に 殘る ぞ。 此 島で 飢 ゑて 死ぬ るぞ。 

(も 一 度 劇しき 山の 鳴動。) 

传寬 (思 はず 叫ぶ) 助けて 吳れ！ (地に 伏す〕 (間) (必 

死の 力 1^ 出して 立ち上り i ろめ 告 つ、) わし は 此の 島の 

鬼と なる ぞ！ 

(i 很の 音、 松風の 音、 其 間 .<J- 時々 山の 鳴動。) 

—. 幕 — 


水に リたる gs、 一間ば か リ 船に 引 さ ずられ て ゆく) 

^ 手 を 放させろ。 

來 (传.^^の\^^.^摑んて放す) 

宽 (またし がみつ く) 

0  (刀ん 拔き货 にて 伎宽の 手，^ 打つ。 伎 ま、 手.^ 放す) 

(船、 岸 i-J- 離れる。〕 

a  (ず ぷ： 撝れ になった ま、〕 船 を 一. S せ！ 船を戾 せ！ 

0  (-x 來に) 急げ。 (俊宽 に) わしの 勢で はない ぞ。 

經 きつ と迎 へ に參 ります ぞ。 

0 ゆるして おれ。 ゆるして 吳れ。 (^,.^ 合 はす) 

助けて 3^>、れ ！ わ し を 一 人殘す ほ どなら 、 む しろ わ 

し を 殺して 吳れ。 

(答へ なし、 船 退場。) 

SM た y 九州の 地まで。 一生の 願 ひだ。 そしたら 海の 中 

に 投げ込んで 殺して 吳れて もい、。 

(答へ なし。〕 

伎寬 (水 隙.^ 傳 つて 走ろ) 船 を 戻せ！ わし を 助けて 吳 

1  0 

(1;^" へな し。) 

伎^  (i: の 上に 佃 ひ 登り 沖，^ さし まれく) ぉーぃ、康^1 


4:2 


第 三 幕 

第 一 場 

へ Itar 第一 幕に； S じ。 岩多咅荒凉^^ろ濱^^、 第二  5： 新 

r6 リ七 年後の 晩秋。) 

俊寬 (瘦 ぜ衰 へ、 髮 蓬々 と 延ばし 、ぼる/ \ に 被れ、 0 

雨の ため に 縞 目 も 分らず なりた ろ 着物 ん 、きて. Q る。 岩 « 

に 立ちて、 嘆息し つ、 海^ 眺める) あ- - 駄目 だ。 また 欺 

された。 何百 度 欺され 、ばい &の だ。 康賴 奴が なまじ ひ 

に迎 へに よこす と 云った ばかりに！ 苦る し まぎれに い 

いか げんな 事 をい つたの だ。 其 場 限りの 慰め だ。 それが 

何の 宛になる もの か。 それ をお 前 は 知って るく せに。 愚 

か 者！ 未練な わしょ。 *^、 一  わし はもう 自分に 賴る氣 も 

なくなった。 どうして わし は 死んで しま はない の だ。 -此 

岩角に 頭 を 打 着ければ、 此の 惡夢の やうな わしの 生涯 は 

閉ぢ るので はない か。 ぁメ 想像 もっかない 恐ろしい 七， 牛 

が經 つた。 わし はどうし て 生きて 来る 事が 出來 たの だら 

う。 四季の 遷り變 りと 月の 盈虧がなかったら、 どうして 

月 曰 さ へ數へ る ことが 出來 たらう。 何よりも 苦し いのは 

食物がない 事 だ。 わし はいつ も顿 鬼の やうに 飢 ゑて ゐな 

ければ ならない。 もう 弓 を 引く 力 も なくなった。 水 潜ぐ 

る 海 士の術 も 知らない。 (ふと 岩 陰，^ 見る) 見つけた 


ぞ！ (岩 陰 Li 飛. ひ 行き) 待て。 蟹め。 (あわて 摘 へんと 

す) え、 逃げ 居った わい。 (がっかり すろ。 ^！；-へ る) あ 

あわし は饿鬼 だ。 少し の 食物 を？ おる ために どんなに 淺ま 

し い 事 をし なければ ならない か。 

(=^ 昧 岩角に 止リ ね K ろ 兀魔 空.^ 舞 ひ 、 矢 の 如く 海面 

に 降リ 魚,^ 捕へ 翔ち さろ。) 

俊寬 あ、 わし は あの 兀隱 が羡 ましい わい。 

(漁夫 1 登場。 環，^. 岩の 上に き 網，^ 打つ。) 

俊寬 (お づス\ と 漁夫の 则に 近せ S る) 

漁夫 一 (氣昧^_,^ろさぅに俊寬,^見さ。 綱ん ヾ のげ、 捕へ たる 

魚.^ 1$ の 中に 入れ、 再び 銷， か 打つ) 

俊 直 (環の 中ん^ 告込 む。 何 かいひ かけて 踪路 す。 やがて 

思 ひさり たろ 加く) 此魚を わしの 硫黄と 換へ て吳れ まい 

力 

(懐 i リ 硫黄の 塊， 小 出す。) 

漁夫 一 (俊 寬， か輕 蔑した やうに 兌ろ) わし はそんな もの 

はいらない。 (網 引上げろ) 

伎寬 さう で あ ら う が 二三 尾で い」 か ら換 へ て吳れ ま い 

力 

漁夫 一 九州から 硫黄 を 買 ひに 來る 商人に 持つ てむ くが い 

伎寬 いつ 來 るか 分らない。 わし は飢 ゑて ゐ るの だから。 
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漁夫 一 それつ ばかしの 硫 货を賀 つたって 仕方がな いや。 

(伎？^,^ 避けろ 如く、 少し 離れた 所に 行き 綱.^ 打つ。) 

伎宽 (^の 中，. 物欲し さう に^き 込む。 やが ズ 隙.^^ ひ 

手.^-ぽ込み魚.^偶み、 傻に 入れる。〕 

漁夫 一 (それん-に 付ける) 竊 みやが つたな，〕 太い 奴 だ。 

伎お わし は 知らぬ わい。 

漁夫  一 ^^をっけ。 魚 を 出せ。 (佼宽 に 詰， め 寄せろ) 

(漁. 天 二と 其 ザ y 登場。) 

漁夫 二 どうしたの だ。 

€1 夫 一 此奴、 わしの 魚を竊 みやが つ たの だ。 

JgHO 一  此 流入 奴が。 とっちめて やれ。 

漁夫 二の^  (背中の 子供 1 かゆす ぶりながら) 此奴 はいつ 

もう ろ /\.. し て 物 窃みを する とい ふこ とだ よ 。 

液大ニ 打ち 揆 つて やれ。 (伎宽 逃げん とす) 

夫 1 待て！ (俊 宽， 地に 棂 V 伏せろ) 

夫 二 盜人 奴！ (佼宽 の 額，^ 打つ) 

佼 (_^, ^拖 うて 地 LL 伏す) 

(igl 夫の 子供 火の つく やうに 泣く。) 

漁夫 二の^  (慳 食に 子供 ゆす ぷリ ながら) 吼 えまい ぞ。 

吼 えまい ぞ。 吼 える と此 流人の やうに 撲 たれる ぞ。 

漁. K  二  (伎^：-^^^さゃリ) 失せろ、 流人. 奴。 二度と 此樣 

な ©; 似 をし や が つ たら 、 生かして は 置か な い ぞ。 


漁夫 一 一 一度と 此 界隈に うろつくな。 

漁夫 二の^ い やな 奴 だね。 あんなの を饿 S ぬと いふの だら 

うよ。 

(三人 返 揚。) 

2 ルち 上り、 四 逸， ^見廻す) あ \ 何とい ふ慘 めさ 

だ。 (*j リ 行き 岩角に 頭， か 打ち 突 けんとして 躊躇す) あ 

あ 死ね！ 死ね！ (地に 伏す) あ k 駄目 だ。 これで 

も わし は 死ねない のか。 (働哭 す。 やがて 岩角に 腰ん、 掛 

. ける。 ふと そこに 落ちね たる 見付ける。 無意 iiLL 拾 

ひ 上げて 咬 はんとす。 此時 犬の 群の 吼 ゆる Its る。 f 

つと して 四？^, ^見廻す) しつ。 しつ。 (犬 益々 吼ぇ る。 

1. 石ん 拾 ふ) 畜生！ (石 か 投げろ。 犬の まる。 

魚に §! りつく) 

(冇王 登場。 俊宽人の鼠^に3,ぉ^-に|3^れろ。) 

有 王 (四 憑 1^ 見 题 しつ ^5 何ん と 云 ふ 荒れた 島 だら う。 

都に 居る 時 鬼界ケ 島の 祸 しい 事 は 聞いて ゐ たが、 これ 程 

だら うと は 思 はな か つ た。 本當に 鬼で も 住む やうな 島た。 

此島で 一 日と 暮らせようと は 思へ ない。 あ.. - 御主人 さま 

は此 島で、 七 年 も 只 一 人で 暮らさなければ ならなかった 

の だ。 若し や L;^:.;: 卞 つ- . , -れ たので は あるまい か、 此 

島中を山を攀)，〕？ゅ^^;-./-  .  V おした けれども それらし い 

人 も 見當ら ない 。 若し か絕 の あ まり 岩角に 頭 を， 打ち 付 
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宽 ft 


1 

けて 自殺で もな さり はすまい か。 いや そんな こと は 

ある ま い。 奥方 や 若君の 安否 も 分らぬ 先に その-やうな 事 

はなさるまい。 (岩の 方に 行く) 

伎寬 (岩 陰よ リ 出て 去らん とす) 

有 王 (俊寬 の 姿.^ 見て 驚咅 二三 歩 後ろに 返る。 小？ t にて 傍 

白) あれ はなんだ らう。 あの 恐ろしい 姿 は！ わし は餓 

鬼 道へ でも 迷って 來 たので は あるまい か。 いや、 やはり 

人間の やう だ。 尋ねて 見よう。 (： ほ寬の 後ろ r< リ聲 1^ 掛 

けろ〕 一寸、 物 をお 尋ね 致したい。 

S  (後ろ， ^振り向く) 

有 王 わし は 都から 來た者 だが、 (伎寬 、都と 聞いて 驚ん い 

て 有 王.^ 见ろ) 此 島に 法 勝 寺の 執： t 俊寬偎 都と 申す 方が 

十 年 前より 御 渡りに なつ てゐる 等. だが、 若し や 御存じ あ 

るまい か。 

伎寬 (驚ろ きのた め眞靑 になろ。 何 か 言 ひかけ て 唇.^ 瘤擊 

ろ 0 やがてつ く  t 有 王，， 小 見る) 有 王 だ！ (有 王に 抱 

さつく。 やがて 反射的に 有 王ん 放し J^.^ 掩ふ) あ. -、 わ 

し は恥づ かしい。 

有 王 (驚ろ きて 伎 寬.^ 見ろ) お前 は 誰 だ。 わしの 名 を 知 

つ てゐ るお 前 は。 

俊寬 有 王よ。 わし だ。 俊寬 だ！ (有 王 Li 抱きつく) 

有 王 (驚ろき、 熟々と伎寬，^^見ろ) あ、。 御主人 樣 だ！ 


(俊 寬，^ 抱く〕 

俊宽 ぁ&、 わし はく。 (慟哭す) 

有 王 ぉ懷 かしう 御座いました C  (愛憐の 情に 堪へ ざろ 如 

く 泣く) 貴方 樣の 此の 御變 りゃう は！ 

伎寬 わしの 姿 を 見て 吳 れい。 

有 王 あ、 傷 はしゃ、 御主人 樣。 よく 生きて ゐて 下さい ま 

した。 どうして 此十年 を 御 過ごしな されました。 此の 荒 

い 島で、 只 一 人で。 (泣く) 

俊 直 わし は識 鬼の やうに 暮らして 來た。 どうして 生きて 

來 たか 自分に も 分らない。 總べ て は g 苦と 缺乏と 孤 11 と、 

そして 堪へ られな い 侮辱 だ つ た。 

有 王 こ. --で 御 目に か、 らうと は！ 

俊寬 夢 だ！ 惑い、 長い 夢 だ。 

有 王 今生で 再び 御 目に か、 れ ると は。 あ. - 有難い。 

伎寬 此の 變り はてた 淺 ましい 姿 を 憐れんで 吳れ。 

有 王 御主人 樣、 最早 御 安心なさい ませ、 私が 參 りました， 

貴方の 手足の やうに 忠實な 有 王 奴で 御座 い ます。 

佼宽 (有 王ん-抱. V- 欽欷リ なく  ノ 

有 王 私の 心 は 昔と 寸分 變り ませぬ。 贵 方が 都 をお 立ちな 

されてから、 苦しい 長い 曰が 續き ました。 あ、 長い/ \ 

日が、 わたし は どんなに 贵 方の 事 を 御 案じ" I- した か、 先 

年 鬼界ケ 島の 琉 人達が 今日は 都 へ 登る と 聞いた 時、 私 は 
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夢 かと よろこんで 収る もの も-  収敢 へず 鳥 羽まで 參り まし 

たけれ ども、 康！^ 殿と 成 UK の 輿は歸 つた けれども、 貴 

方53は ー入鬼E^す島にI^殘りなされたとMぃた時、 私 は 

絶え入る ばかりに 悲しみました。 それから 七 年の 問 貴方 

の 赦免 の 事が ある 日 を あけくれ 待ち び てゐ ました。 け 

れど七 年が 空しく 過ぎました。 待ち倦 ぐんだ 末、 私は堪 

へ 切れな くな つ て 人： 》 を 忍び 此の に 尋ね て參り まし 

た。 せめて 今生に 一 度 だけで も 御 E にか 、りたい と 思つ 

て。 

§ あ \、 お前に 再び 會 へようと は！ 遙々 と來 て吳れ 

たか。 わしの すべての 友、 すべての 家来が わし を 見捨て 

たのに。 此 島の 漁師 さへ わし を 蔑り、 t: 鬼 を 恐れる やう 

にわし を 避けよう とする のに。 

有 王 私の； い 御主人、 私 は贵方 のた め に 命を惜 みませ 

ぬ。 幼い から 貴方に 受けた 御 恩 を 思へば、 私 は よろこ 

んで 4c: 方の ために 死にます る。 

伎^ わし は 絶望の あまり 幾度..、 幾度 も 死に かけた。 深い 

-1 ゃ峻 しい 岩角 は、 絕 間な くわし を 死に 誘うた。 だが わ 

し の 妻子の 愛 藩が わし を 死なせな か つ た。 此 地上の ど > J 

か で.； 通 や 子が 生きて ゐ るの だと 思 へ ば わし は 死ねな か つ 

た。 然もき つと 不幸と 恥 厚との 中に。 有 王よ、 わし は 妻 

子 の 安否 を氣. 道 つ た 時、 いつもお 前の こ と を 頼み に し て 


ゐた。 すべての 家来 は 背き 去っても、 お前 だけ はきつ と 

最後まで 命 を賠け て も 彼等 を 守って 吳れ る と 信じて 居 

た。 わしに 聞かせて 吳れ。 聞かせて 吳れ。 わしの 妻 は ど 

うして 居ます か。 

有 王 (何 かいひ かけて 止めろ、 憐れむ 如く、 佼宽の 額 1^ 

見， 額，. 背 向けろ) 

佼寬 云って 吳れ！ 有 王。 わし は 大抵 想像して ゐる。 ど 

んな 恥な 暮らし をして ゐても わし は 最早 驚き はしない。 

有 王 (苦し さう LL) あ、、 私の 申し上げる 事 はもつ と惡 

い 事で 御座います。 

俊 直 (靑 ざめ ろ。 心，^ 確かに 保；： うと 努めつ、) わし は 

覺 悟して ゐる。 

有 王 (堪へ れ たる 如く) 西方に 御 はします 奥方 樣。 御 

主人 樣の御 心 を 御 支へ 下さる やうに！ 

俊 Is^ あ、 亡くなつ たか。 自害した か。 

有 王 (思 ひ 切 リ；， ： ろ 如く〕 幾度 かそれ を 企てられました。 

其 度 毎に 私が 必死になって 御 止 どめ 申さなかったら。 費 

方が 西 八條に 捕り はれて いら つ した あと、 平氏の^：^入共 

が 館に 押 寄せて 近親の 方々 を ことぐ く 搦め捕り、 連れ 

か へ つ て 拷問し、 謀叛の 才、 第 を白狀 させて ことぐ く 首 

を はねました。 若し 霜 盛が 命乞 ひ をし なかったら、 女 や 

幼 い 者 さ へ も 免 かれる 事が 出來 なか つ たでせ う。 奧方は 
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寬 


若君 と姬君 と を 伴う て 鞍馬 の 奥に 身 を御隱 しな され まし 

た。 深い 御 恩 を 蒙つ て ゐる數 多くの 郞黨は 自分の 身に 咎 

めの か、 るの を 恐れ て 皆 逃げ去 つ て 仕舞 ひました。 私 一 

人 御供 を いたし 御 奉公 甲し 上げ ました けれども、 其不自 

由 さは 申す も 御い としい 程で 御 陛 いました。 絕 えず 敵の 

追手 を 恐れ、 殊に 恥ぢ と 侮りと を 防ぐ ため にあの 氣高 い 

奥方が どんなに 心 を 苦しめられた か 、 貴方が 此 島に 御 流 

罪に なられた と 聞いて から- M- 方の 御 歎き は 側の 見る目 も 

苦しい 程で 御座いました。 康頼 殿、 成經 殿の 御 赦免が あ 

つ て 貴方の み御殘 りなされ たと 聞かれてから、 奥方の 悲 

しみ は C. 取 早 私 の 慰め 申す に は あ まり に 11^  くな り ました。 

そし て 1^ に 病の 床に 御 就きな され 種々 手を盡 くし て 御 看 

病 申し上げました けれども その 甲斐な く 遂に 御 果てな さ 

れ ました。 

佼宽 あ 上" 4 れな 妻よ。， (眼.^ 閉 V る。 力なく)  二人の 子 

供 は？ 

有 王 其 後 を 申し 上げる の は あまり に 苦し う 御座 い ます。 

S 云って 吳れ。 云って 吳れ。 わしの 心 は 曰お 早 悲しみに 

れてゐ る。 

有 王 若君 は 夜 も. 晝も 父母 を 御 慕 ひなされ、 「母上 は いづく 

に ゆかれた？ 鬼ヶ島と やらへ 連れて ゆけ。」 と 御む づか 

り 遊ばし ましたが、 六 年 前の 二月 頃 其 時流 行 つた S とい 


ふ lis に 御 か \ りなされ 遂に 御 失せな され ま し た 。 

S  (石の 如く く 冷たき 表情に て」 たに 一人 殘 つた 娘 

有 王 姬君 さま は 此世を はかなみ 奈 良の 法 華 寺に て 尼に な 

つて、 母上 や 若君の 菩提 を 弔うて ゐられ ましたが、 去年 

の 秋の 暮ふ と 御行 衞が 分ら なくなり、 手 を 分け て 探し ま 

したと ころ。 (俊 寬. 4- 兄ろ。 堪へ か：：； たろ 如く 面.，^ そむ 

け 口.^^ む) 

俊寬 云って くれ。 一と 思 ひに 此 3,3 に 及んでも はや 私に 悲 

しみ を 畜んで くれな。 

な 5 がら 

有 王 さる 谷間に 姬 おの 御 死お が 見 つかりました。 

俊寬 (1" んど 無感覺 LL なりたる 如く 虚ろな ろ 目付きに…) 

無た！ すべてが、 總 てが 亡びて ゐた のか、 わしの 氏 を 

根 こそぎ 鸾 つて ゆく のか。 

有 王 氣 をお 確かに！ 

伎宽 (我に か ヘリ，、" ろ 如く〕 淸盛 はどうして ゐる！ 平 

氏の 蓮 命 は ？ わし に 信じられない 程殘 酷な？ 命が 平氏 

を どう 扱 ふか、 わし は それが 知りたい！ 

有 王 世 は k 李に なった と 思 はれます る。 平氏 は 益々 榮ぇ 

蔓り、 其 莊園は 天下に 半ばし、 一族 悉く 殿上に 時め き、 

「平氏に あら ざ る も の は 人に あらず。 」 とい はれて 居り ま 

す。 淸盛 が嚴島 に參詣 する 道 を 腐く する ために 切り開か 
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し た IPIIL- の 瀨 -il' で は 傾く 曰 を も 呼 び 返した と 人 は 申し ま 

する。 法^3^は1の 女の胎から生れた皇子に位を譲られ 

る、 と 問いて 居ります。 あらゆる 暴虐に 飽 いた 身 を 宫 殿 

を 凌ぐ やうた 六 i の 黄金の li^ に 横た へて、 f, 姬を 集め 

て 宴 樂に眈 つ て 居ります。 犬 ドは淸 盛の 前に 恐れ 伏し、 

平氏 に^ぴ 諫ひ 何人も 敢 へ て對抗 しょうと する もの は あ 

り ませぬ。 

伎宽 成 經 はどうした。 都 へ ^！れば隙を親っ て BSlIs する 事 

が 出来る といった 成！！ は？ 

有 王 成！！ 殿 は此度 宰相、 少將. に样 られ ると いふ^で 御座 

います。 平氏に a 向 ふ 事な ど は 思 ひも よらぬ やうに 見受 

けられます。 

伎 父を淸 盛に 殺された 成經 が！ 康 頼 はどうして ゐ 

る。 

有 王 ：^賴殿は束山双林^|^..の山莊に籠っ て 風流に 身 を ffi し 

て ゐられ ます。 鬼界ケ 島で の 生活 を 村 料に し て寶物 集と 

い ふ 物語り を 世に出され ると いふ ® ^で 御座います。 

伎宽 犬 だ！ 鼠 だ！ わし は n お 後まで 勇士と して 立つ 

ぞ。 自分 を ra- ら ぬぞ。 有 王 船 を 用意し ろ、 船 を！ 

お 心を靜 かに！ 

伎宽 バー 矢 や-! わしの 腕に 未だ 力が あるう ちに！ 

有 王 船 は 急に はあり ませぬ、 私が 此 島に 來る 事が 出来た 


の も 不思議な a« で 御座います。 赤 間の 關で 役人に 捕 へら 

れ旣 に危 きと ころ を 脫れ、 船頭 を 欺し て やう や く此島 に 

着く 事が 出来ました。 

伎寬 九州まで！ いかなる 手段 をつ くしても！ 九州 ま 

で 着けば 身 を 忍ばして 都に 入り、 時機 を 親 ふ 事が 出来る、」 

有 王 假 令 九州まで 歸り 着いても、 盛が 草 を搽き 分けて 

も 探し出さずに は 置き ま せ ぬ 。 

伎宽 只 一 太刀！ わしの 憎み を淸 盛の 肉に 只 一 太刀 刻み 

つける ために！ 

有 下： (熟々 と 伎宽， ^見る) あ、 御、 "モ， 人樣 何事 も 時で 御座 

います。 吾々 の 蓮 は 去りました。 

(倒れん とす) 

有 王 (伎 寬.^ 支へ 憐 みに^へ ざる 如く) 御氣を 確かに-. 

榮祜 盛衰 は 人間の 力に 測り 難き 犬の さだめで ござ い ま 

す。 今時 を て 全盛 の 極に ある 平家 の 運命 もい つか はき 

つと 盡 きる 時が 來 るで せう。 

伎宽 alve- にて) 殘 つて ゐる！ まだ わしの 腕に 力が 殘 

つて ゐる。 

有 T: 一  人 や 一 一人の 力で 向うても、 今時 を： 冉てゐ る 平氏 

を 覆す こと は出來 ませぬ。 天 が 平氏 を 滅ぼす の を 待ち ま 

せう e 

伎寬 淸 盛よ、 お前が わしに 課した 苛 責の價 をお 前に 知ら 


さずに は 澄かぬ ぞ！ 

有 王 あの 淸 盛の 前代 未 問の 異 逆が 天罰 iMtK けずに は き 

ますまい。 

俊宽 今 わしが 流す この 膏の やうた 淚を お 前の 職樂の K 孤に 

:yi ぎ 込んで 飮 まさずに は 置か ぬぞ よ。 

有 王 無間地獄の 苛責 とても 今ん あなたの 苦しみに まさり 

は， 致し ます ま い。 

传寬 此の 苦しみ を 倍にして、 七 倍にして きっとお 前に 酬 

いる ぞ！ わしの 足が まだ わしの 體を 支へ る 限り は。 え 

、ズ。 船 を 出せ。 船 を！ 

有 王 (力 義告 たろ 如く、 ぐった リ として) 船 はとても 得 

られ ませぬ が。 

伎 寛 たと へ 生きながら 龍と なつ て 大海 を 越 ゆると も！ 

(衣ん， や、〕 わし は 僧む。 わし は 僧 む。 (狂 ふ 如く) え \、 

此，； が 1^ り 裂ける わい！ (めど 無意識に 頭 1 ^岩角に 

打ち おてんと す； - 

有 王 (a 靑に なり、 俊宽. ^抱. き. H めろ) 御主人 嫌。 御主 

人樣。 

伎 寛 (有 王の 腕の 中に て) 清 盛よ、 わしの 死骸 をお 前の 

死骸に 霜ね るぞ！ (失神して 倒れる) 

有 王 (伎 宽ん 抱き か、 へたろ ま， 0 御主人 樣、 ぉ氣 をお. 

確かに！ あ、、 いた はしゃ。 あまりに 苦しみが 過ぎ ま 


した。 鬼神 もお 憐れみ 下されい。 か、 る 苦しみが 歷史の 

記錄 にも ありませ うか。 

俊寬 (我に 返リ、 かれ たるま、、 無限の 感情ん：、 めて) 

あ、。 有 王よ。 

有 王 御、 人 機。 S をお 確かに！ 有 王 は 最後まで {a: 仕へ 

致します ぞ。 海 を 潜り、 山に 攀ぢて も、 食物 を 獲り 求め 

あなた を 養 ひ 守ります ぞ。 (伎 寬ん 、抱 告緊め る ) 

—— 幕 —— 

第二 場 

(俊宽 の 小屋。 璣に 漂着した ろ 丸太 や 竹， 梁 や 桁と L  、 

魔 か 結ん て 屋根ん 葺き、 1^ の 破： t 藻； cf、 松葉 等ん、 掛け 

て 僅かに 雨露，^ 避けた るの み。 すべて 乏しく 荒れ 架て 

て. Q ろ。 佼寬、 草ナ小 敷き 被れた る f^i: ん かけ て队て ね ろ" 

第 一 場，^ リ 一 ヶ月 後の 夜、 隙間よ リ 月光 差し 入る。 小 

屋の外 は 嵐 吹く J 

伎宽 (突然 fn,^ 押しの け、 起き 上リ、 四 ん、 見過す) .M 

道に 落ちて ゐる のか。 妻よ。 今に、 今に 恨 を 晴らして や 

るぞ！ (我に か ヘリた ろ 如く) あ.. t 夢 か- (急 LLa 分の 

地位，^ はっきりと 意 ii したろ 如く) あ X わし はどうして 

死に 切れないの だ。 旣に 三七日 も飮 《お を斷っ てゐ るの 

に！ わし は 干 死す る こと も 出来ない のか。 わしの 生命 
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佼寛 あ わし は 生 さて ゐて どうす るの だ。 わしの 手足に 

まだ 力が 殘 つて ゐた間 は、 いかにもして 一度 都に 歸 つて 

敵に 一 太刀 酬いる 望みが あった。 お前 1^- つ あの 恐ろしい 

凶報 を 聞 い た 時、 わしが すぐに 死な V かった の は 唯 そ の 

希望の ための みであった。 が あまりに 烈しい 悲しみ は 私 

を 打った。 衰へ 切った 私の 體を が 蝕んだ。 私 はも は 

や 再び 都の 土 を 踏む 望み はない。 一 指 を 加へ る ことが 出 

來 ないで 敵と 倶に 一 つの 天 を 戴く こと は 限りない 苦し 

みだ。 

有 王 Is は 治す ことが 出來 るではありません か。 命 さへ 

あれば 再び 都に 歸れな いと は 限りません。 

伎寬 a せし さう に) 有 王。 此の 期に 臨んでも はやま やか 

しごと を 云って くれな。 

有 王 でも 壽 命の ある 限り は。 

伎寬 (さへ ざる) わし はも は や 再び 立 つ - J と は 出來な い 。 

有 王 どうして その やうな ことがあり ませう。 何卒 飲食 を 

お 攝り 下さい。 私が 苦心 し て 漁り 求め て 來 た の で .- ざ い 

ますから。 

俊宽 わし は 干 死にす るの だ。 わしの 呪 ひが 惡 魔の 心に 適 

ふために。 わしの 肉 體のカ はっきた。 私に 殘 つて ゐるは 

た^ 魂魄の 力 だ。 私の 此の 力で 復讎して 兌せ る。 淸盛は 

わしから すべ ての 力 を 奪った」 然し 此の カを鸾 ふ 事 は 出 


の 根 は 執念 く斷ち 切れない- * 此の 淺 ましい わしの 荣を 

い つ ま でも 晒させよう とする の か 。 食を斷 つ ても斷 つ て 

も 死に 切れぬ 蛇 の やう に〕 わしの 力 はわし の 四肢 か らも 

、「失せた のに わしの 根 はいつ ま でも 死 に 切らない のか。 

蓮命は飽くまでもゎしを^»め背なまぅとするのか。 わし 

は. 处 にたい。 死にたい。 た^ 恨み だけが わしの 命 を 燃や 

し て ゐ るの だ。 わし は 死んで たど わし の 恨み だけが 生き 

てゐ るの だ。 わし は 恨み そのもの だ、 わし は 生きながら 

の怨靈 だ。 (耳.^ 聳 てろ) あ i 風の 音 か。 わしの 子供が 

泣いて ゐる やうな 氣 がした の だが。 

あ § 

(登 势、 j?i と ％ 布と.^ 持って ねる) 只今お りました。 

(猶 何^かの 後ん， sii ふ 如く) あ. -歸っ たか。 

御 氣分は 如何で 御座います。 (俊 宽の側 LL 、ん ろ) 

わしの 根 は 益々 はつ きりす るば かりだ 、 わし の 身體 

は 日に く衰 へて ゆく の だが。 

有 王 (熟々 と 伎宽. ^見ろ) 御主人 樣、 何卒 私の 申す 事 を 

御 II き 下さい。 今夜 は 心を靜 めて 何 か 召し 上り ませ。 こ 

あら ： 

- J に と 荒 布と が 御. li い ます。 

伎^ わし は：： K 早 飲食 は斷 つの だ。 わし はは やく 死にたい。 

有 王 何故 その やうな を おっしゃ いま すか、 私が 生きて 

ゐ る^り は 假<? 御不， Hs と は せ、 海山 を 漁つ て も 貴方 

を ま ゑ させ は 致し ませぬ。 
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寬俊 


來な いの だ。 入 間の 魂魄の 力が どれ だけ 强 いか。 わし は 

それ を 知らせて やる。 淸盛を 呪うて やる。 共に 魔道に 伴 

うて ゆく ぞ！ 

有 主 あ、 恐ろしい。 御主 入樣、 貴方 は靜 かに 此世を 終つ 

て 下さい。 私は爭 ひに 飽きました。 あ  >- 此の 年月 私の 見 

て 來た事 は あまりに 恐ろし い ことば かりで ありました。 

思 へ ば 思 ふ程淺 ましい 。 私は此 恐ろし い 世 を 惜し い と は 

思 ひませ ぬ。 其 渦の 中から 脫れ たい。 假八 F 此の 荒れた 島 

はいかに 一 淋しく とも、 こ 、で靜 かに 餘生 を； 送り ませう。 

私が 朝夕 心 を つくして 御泰. 公 申し 上げます から 。熟々 贵 

方の 御 生涯 を 思 へ ば 只事で はない 氣が 致します。 腺に 見 

えぬ 惡 業が 貴方の 氏に 附き 纏つ て ゐる氣 が 致します。 靜 

か に 業の 盡 きる の を 侍ち： 千 和な 來世 を御迎 へ 遊 ば す や 

う。 私 は ひたすら 祈ります。 今 貴方の 心に 起って ゐる事 

は 世に も 恐ろし い 事で 御座います。 貴方の 來世を 魔道に 

落さぬ や-つ。 

俊宽 わしの 此の、 此の 骨髓に 徹する 怨を ど. 「する の だ。 

あ k わしの 受け た 苟責か どれ 程の もの だつ た か！ わし 

はよ い 人 ではない かも 知れない、 だが か 程の +可 tX が わ 

し に 相當し て ゐる だら う か 。 少く とも わ し は淸盛 程惡虐 

ではない つもり だ、 彼程 人 を 傷つけ てはゐ ない つもりた。 

天 は 其洁盛 を ど の やうに 遇し てゐ るか！ 


有 王 あ、 私 も それ は 分り ませぬ、 が、 淸 盛の 積んだ 惡業 

はきつ と 罰 を 受け る 時が 來る と 思 ひ ます。 

佼宽 あ k わし は その 罰 を 呼び 起す の だ。 その 罰 を 七 倍に 

し て やる の だ、 彼 を 地獄に 引きずり 墮 して やる の だ。 

有 王 御主人 樣、 何卒 御 心を靜 めて 下さい。 淸 盛の！ は 

魔王に 委せ て 下さ い 。 此^で は記錄 にな い 程の 恐ろし い 

苟責を 受け、 死後 もまた 地獄に 麼 ちて 永劫に 盡 きな い 火 

に燒 かれなくて はなら なか つ たら！ 

伎寬 假 八 F 地；！ の 火に 燒 かる、 とも 淸盛 を 呪 ひ 殺さずに は 

置か な い ぞ 。 彼 を 火の 中に 呪 ひ 落し て 永劫に 責め 苛まず 

に は 置かない ぞ" 

有 王 (耳，^ 拖ふ) あ、 恐ろしい。 佛樣 が卞. 人の 心 をお 靜 

め 下さる やう！ 

(沈 默。 嵐の 音が 過 ざろ。) 

伎寬 有 王よ。 お前 は 都へ S1 つて 吳れ。 

有 王 (驚く〕 御主人 樣。 何 を おっしゃ います。 

伎寬 お；. M はま だ 若い。 わしと ともに 此 島で 朽ち 架て さす 

に 忍びない。 都へ 歸っ てよ き * に 仕へ 世に出る 道 を 計つ 

て 吳れ。 

有 王 私 は 世 を. お： ひます。 此 島で 一 牛： 費 方に 仕へ る ほか 何 

の 望み も 持ちません。 

伎寬 都へ 歸れ。 都へ 歸れ。 


421 


私 は 死ぬ まで 贵方 を義ひ 守ります。 

！ 宽 わし はお 前にと つてい ト 人ではなかった。 お前に 

何ん の榮 をも與 へる ことが 出來 ないで、 恥と 煩 ひとのみ 

负は せた。 お前が わしの 妻子に 最後まで 盡 して 吳れた 事 

は、 わしの 肝に 銘 じて ゐる。 お前の 一生 を此 島に 埋めさ 

せて はならない。 立ち 歸っ てお 前の 榮を 求めて 吳れ。 

有 王 御言 紫が 身に 餘 ります る、 私 は 貴方の ために よろこ 

んで 死にます。 此 島に 朽ち 架 てること は 物の 数で はあり 

ませぬ。 只い かに 心 を^し て も贵方 の あまりに 深い 心の 

手傷 を 慰める >  J とが 來な い の を 悲しむ ばかりで 御 13 い ま 

す。 

伎お わし を： おて. れ。 此 島で 一 人 死なせて SK れ。 

有 王 f!^ は ci^ 後まで 貴方の 側 を 離れ ませぬ。 貴方と ともに 

死にます。 

伎お わしの 死 はもう 手の 屆く程 近づいて ゐる。 

有 KJ あ、 私 は 無常 を 感じます。 靜 かに 此世を 終り ませう。 

來 世の 平安 を 祈り ませう。 主從は 三世と 申します。 

(何 15^ か,^ E4 ひつ 告 たる ごとく 急に 立ち上 リ、 やがて 

al^li な リズ、 崩れる 如く- に 化ろ) 

有 王 どうかなさい ました か。 急に 御顔 色が 惡く なり まし 

たが，^ 


- 

俊宽 (平 氣.^ 裝ふ) わし は 寒い。 有 王、 火 を 焚いて くれ。 

有 王 あ、 あまり がき ついの が 障った ので 御座 いませ 

う。 直ぐに 火 を 焚き ませう。 直ぐ 薪 を 拾って まゐ ります 

から。 (退場」 

俊 寛 (寢 床の 上に 倒れる。 やがて 決 $ し；^ る 如く 立ち上 

ろ) 有 王よ。 お前の 忠義 はいつ まで も 忘れぬ ぞ。 (fs ろ 

めきつ k 藻草. ^接き 分けて 小屋.^ 出 VMf! ん うか >  ひ濱 

透の 方に 向って 退揚) 

(舞 臺. W  く 空虚。) 

有 王 9S 商ぐ に 火 を 焚きます ぞ。 ひどい 嵐 だ。 (伎寬 

の 姿の 見え-さる LL 氣 付いて、 驚告 薪.^ 投げる) 御主 入樣。 

(小屋の中..^<採す" 藻草の 接き 分けて わるの fj- 見る。 急 

LLi 科靑 になろ) あ \。 (驚き 慌て 小屋 i^^ili^ リ 出て、 月明 

りに 濱.； の 方ん」 透し 見つ- -急ざ 退場) 

—— 幕 11 

第 三 場 

(舞崇 第 一 湯に 同じ。 t^。 第ニ揚の^^後。 烈風 吹き、 

波 の 音 高し。 荒れ狂 ふ 海の 上 に 利 鎌の 如告月 か、 ろ。 

雲足 疾く月 前 ， ^掠め 飛 び 舞臺淡 暗く なリ 、 また ほの 明 

くな ろ。) 

(俊^ i ろめ， -1-, ながら 登場" 幾度 か 岩角 に 暖きて は 倒 


れ、 また 化」 きわが ろ。 65. ^吐きつ、 後ろ 透し 眺め、 

i るめ きつ 、岩 1^ ま-ち 上リ、 峻しき 凝：？： LL 突き 立つ。 

手足、 颜の ところ- 5 ^傷き 血痕 附着す。 月 雲.^ 離れ、 

俊宽の 額.^ 照らす。) 

伎寬 (月，^ 睨みつ、) いかに 月 天子、 汝の 照らす 此の世 

界を わし は 呪ふぞ よ。 汝の锅たる曰輪をも§^ゃそょ。 か 

つ ては汝 等の 名に よって 此 世界に 正しき 律法 ある こと を 

ii した こと もあった が、 今は惡 魔の 名に よって それ をー収 

消す ぞ。 あ- - 此の^界 を わし は 憎む。 わしが 生きて ゐる 

間、 わし をい かに 遇した か。 それ を わし は 永劫に 忘れぬ 

ぞ。 此の世界 は 歪める 世界 だ 。お r か 滅び 惡が勝 つ 世界 だ 。 

あ \、 なきに 劣る； 界だ。 か.^ る 世界 は惡 魔の 手に 渡す 

がいい、 惡 魔よ 來れ。 わし は 汝に今 こそ 親しく 呼びかけ 

るぞ。 わし は 三界に 怨靈 とい ふ もの X 出 來る理 W を 今 こ 

そ 知った。 わしの ごとく 遇せられて 死んだ もの 、靈 が、 

怨靈 にならず して 何になる の だ。 (月 雲 LL かくろ) あ X 

信賴 の怨靈 よ。 成 親の 怨霊よ。 わしに 憑け。 わしに 憑け。 

地獄に 住む 惡 鬼よ。 陰府に 住む 羅 刹よ。 濕 地に 住む あり 

と あらゆる 妖魔よ。 みな その 陰氣 なる 洞窟 を 出で、 わし 

の 園り に 集へ。 わし はわし の 靈を汝 等の 手に 渡す ぞ。 わ 

し はわし に 生を與 へたる ものに 叛き、 永劫に 汝 等に 屬す 

る こと を 誓 ふ ぞ、。 わしの 誓の しるし を 受けい。 (俊宽 石 一 


. ^拾 ひ 己れ の 胸、 額 .ii-.^ 撲っ、 皮 腐 破れて 血 本な しろ。 地 

に 倒：；、 义 立ち上りて 狂へ ろ 如く 衣.. 裂く) あ、 惡 魔よ。 

わしの 呪 を容れ よ！ (岩角に 突立つ。 烈風 蓬髮. ^吹く。 

俊 宽兩手 1^ 天 LL 伸ばす ：>  わし は あらゆる 惡^ の 名に よつ 

て 呪うた ぞ！ 淸盛は 火に 燒 けて 死ね。 宗 盛の 首 は 梟け 

られ よ。 維 盛 は 一?5 に斃れ よ。 わし は淸 盛の 女の 胎を呪 5 

たぞ。 その 胎 より 出づる もの は 水に 溺れよ。 平家に 禍ぁ 

れ。 禍ひ あれ。 平家の 運命に 火 を 積む ぞ。 平家の 氏に 呪 

ひ を 置く ぞ。 al の 胤、 裔の裔 まで 呪うた ぞ。 淸 盛よ 汝を 

地獄に 伴 ひゆく ぞ。 (月 雲. 雕れ俊 宽の額 .s-g; らす。 月 

か-睨ん て) 汝、 惜 En 者よ。 天の 座より 堕ち をれ い。 (天 

に つて 唾.^ 吐く。 風の ため 唾 悉く 伎宽 の^に か、 ろ。 

俊宽狂 ふが 如く) 惡 鬼よ。 羅 刹よ。 妖魔よ。 來 つて 我 圍 

りに 集へ。 すべ て汝 等の 族に 屬 丁る もの 悉く 來 つて 我 呪 

ひに 名を署 せよ。 わし は 今 わしの 魂魄 を 永劫に 汝 等の 手 

に 渡す ぞ。 お、 淸 盛よ 奈落の底で 待って ゐ るぞ。 (岩角 

LL 頭 yJ- 打ちつ けろ。 倒れろ) 

(間 0 

有 王 (登場〕 御主人 樣。 (うるく 深す) あ、 どこに ゆか 

れ たか、 あ 、分って ゐる。 分って ゐる。 何 を 貴方が 思 ひ 

つかれた か！ あ、 恐ろしい。 御主人 機。 (沙の 上に 血 

の 痕.. 見付けろ) お \  (血の 痕，. たどり、 2}9 の 上に 挚 
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•  ち 、伎 の：^ 骸.^ 見付ける) お、 御主人 IT  (俊寬^^^抱告 

Sil す。 M  Li 绍.： ^し 居る，^ 知る。 地に 倒れる。 やがて 起き 

上り 伎 1^,^ 抱さ綺 める。 慟哭す。 沈默。 やがて 佼宽の 死 

抱 ふ、 つ- 0 あ、、 傷 はしい。 御主人 樣。 ず：： しい/^ 

御生涯で御.1^ぃ ました。 何故に 贵方 はこれ 程の 苛責を 御 

受けに ならなければ ならな か つ たか。 それ は 私に も 分り 

ません。 あ、 然し 贵 方の 惡，； § ゆの やうな、 御 生涯 は 終り ま 

した。 靜 かな 平和な 來 世が 貴方 を 待って ゐる やうに！ 

(熟 々 と俊宽 の 見 る ) 何ん とい ふ 恐し い 死 顔 だら う" 

あ i 御主人様、$^方は §^っ て 死なれました か 。 天 を 恨み 、 

世 を 憎み、 敵 を 呪うて、 恐し い- 恐し ぃ考を 死ぬ る 際 ま 

で 持ちつ ^けて！ あ. - 貴方の 未来が 恐し い。 あ X 私が 

此十； + の 間 党て 來た事 は實に 恐し い 人生の 相であった。 

(沈 K。 やがて 決心し.；. いる 如く 山乂ち 上ろ。 死 做 LL.M けて) 

有 王 は其處 まで もど こまで もお 伴 致し ま す ぞ。 (伎寬 の 

骸. 5- 負 ふ) ぁ& 佛樣。 私 は 此世を ひます る。 此恐 しい 

世界から  一 も C}. く脫れ たう 御座います。 私 は 主人と と 

もに 死にます る。 私 は 何も 分りません。 私の 今す る こと 

がた とへ 問 違って ゐ ようと も、 何卒 ゆるして 下さい ま 

せ。 あ、、 人の 來世を 御 救 ひ 下さい ませ。 主人の 靈を地 

獄 より 救 ひ 出し て 永 へ の 平和 を .M みたま へ 。 (i^ 場所 1^ 

g ^びつ V) 今 私の 靈を あなたの 御手に 託します る。 へ佼 


寛の 死骸 か tp; ひたろ ま、 岩の 上 i リ海に 身，^ 投げる) 一 

(3^ の 音。 波の 昔。 月光 ほしい ま、 に 濱；^ や g; す。) 一 

11 幕 11  . 

(一九 丁兀ニ  ニ丄ニ 1，> 
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リ、 三十 一. 一番 三 反 五 畝 七 歩 也、 ハ、 二 土 一番、 二 反 一一 g 

六 歩 也、 ホ、 十六 番、 三 1 一一 歩 也、 

西 川 (書類.^ ひるげた まま) ちょっと 待って ください、 

ええと、 ホ、 十六 番、 二 ^六 歩 也 ：… 

S 一 一献 三 歩なん だよ。 違つ てゐ る。 

西 川 よご ざいます。 (書類-, L 辨 S "紙， か 張る) お次ぎへ ね 

が ひます。 

所長 二 塚 村 御供田で は、 ホ、 三十 七番、 二 g 十六 歩 也、 

へ、 十七 番六畝 二 歩 也、 リ 三士 一番で は w 反 六 也。 

西 川 僕、 か はり ませう か。 

所長 も- 「少し だからし ま はう。 (疲れた IT て 節，^ つけな 

ほ お 合 .^fei ける) ヮ、 八 土 一番、 三 g 十七 歩 也、 口、 

一番 五 反 六 敏ニ歩 也、 ホ、 七十 六番 では 九 反 六 歩 也、 シ、 

十 二番、 三 反 八 敏七歩 也、 シ、 士 二番、 二 畝 三 歩 也。 (や 

や 疲れたろ ft にて) 一服 やらう、 け ふ はばかに 暖かくな 

つた やう だね、 汗が 出る くら ゐだ。 

SI 川 ええ、 これから 段々 問 散が あろ やうに なり ませう 

ね、 畑打ちに いそがしく なります から …… 

所長 さう だよ、 いまが 一番 忙しい とき かも 知れない よ、 

けさ も 起きる ともう. E. 請 八で 控 所が 一杯なん だもの。 百 

姓ば かりだから 受附ロ へ 行つ て兑 たまへ 變 な 匂 ひがす る 

から。 あの 匂 ひがなくなる といつ でも 春になる ん だよ。 


や や 右手に t 十 一一； ッ四 ク、 一間の おい.。 窓 L1 そ ひ 士藏 の 入 

口、 正面 人民 受附 n、 及び 玄關、 銜立 にかくれ てね る" 

左手 舍の 障子 戶、 日 ざし 人民 受附 口の « 子戶 に當ハ 

てね ろ。 初春の 午前。 

所長 口、  二 十八番 八 畝 三 歩 也、 リ、 一一 十七 番三献 六 歩 也、 


所  長 (四十 五 くらね) 

その 妻 (三十 四) 

下  役 西 川 (二十 二) 

おなじく 小島 登 揚ぜず 

所長の むすめ、 申請 人 等 

處 
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西 川 まだ 火鉢が 出て みるから 匂 ふんです。 (氣 がつ いて) 

今の.. つちに 先刻の 害 類を訂 させ て 置き ませう。 

所長 さう して くれた まへ。 直 木 代書人に はこ まるね〕 £ 

鏡，^ また かけ 直し ズ甞 類.^ 見な ほして EI 川 Li 波し、 煙 

てた ば、、 1^ 吸 ひ 手 わ ぷリて はたく) 

西 川 (《.{附 口 へ 行さ代$^"人.^呼，ひ甞類.5~ゎたす。新たな申 

IS 人 frl: 額 1-^ さし 出す) 明日に して くれません か、 け ふ は 

一 杯に なつ てゐ るんだ から、 それに この 樣子 だと 晩まで 

かか るんで す。 どうか、 明 曰の 朝なる ベく 早く  。 

所長 いまから 書 1? を 出されち ゃ闲 る。 全く …… 毎日 灯 を 

つけて 仕事 をす る もの だから 眼が わるくな つた。 今年 は 

11^だゎ、土地資渡とか抵當とかが多くなったぢゃなぃか、 

それに 去年なん か 今ごろ は 遊んで ゐ たもんだ よ、 1 の 

始り がけに こんな 忙し い ことなん か 珍ら し い んだ。 

西 川 去年 は 三角 臺へ 出掛け ましたね。 警部さん や 校長 さ 

ん なんか も 一 しょで したね。 あの ころなん か 毎日お てい 

さんと 藏ん 中で 鬼ごっこして ゐ たもので すよ、 奥さんが 

二階の 梯子から 落っこちたり なんかして.，， 大 へん 暇が あ 

りました わ。 

S あんな 暇な こと も 珍ら しいな、 本 所から は 誰も 来な 

いしね。 この 春の 年度が はりに は 本 所から 誰かが 來るゃ 

うだよ、 ； s 藤さん が來 るか も 知れない。 それが 濟 むと 又 


た 異動 かな。 三年と 一 とと ころに 住まして くれないんだ 

からね。 一 とと ころに ゐ ると 土地の 價格 もよ くわ かって 

代書人に 胡 魔 化される ことなん かないん だが、 すこしも 

椅子が 溫 まらな いんだよ、 君た ち は 大丈夫た けれど。 

西 川 しかし 今年 は 大丈夫で せうよ、 そんなに 異動され た 

りして 耐る もんです か、 やっと 去年 入らした ばかり ぢゃ 

な いんです か。 

所長 いや 分らない よ。 (不安 さう に 空 眼 1^ して 窓 さき,^ 

眺め、 きせ ろん、 淋し さう に はたく) 小島 君が ゐて くれな 

かったら、 こちらの 勝手が すこしも わからな いし、 いま 

でも 小島で ない と 古い 帳簿 や 物品の 入れ か はりが 少しも 

解ら な いんだ。 

西 川 小島 君 は 明日 は 出勤す ると 言って ゐ ました。 しかし 

あの 床屋 はい やなと ころです ね G 

所長 小島 は あそこに 六 年 も 借りて ゐ るんだ。 今の 床屋の 

前の 床： t の 時代から ゐ るんだ さう だよ、 あの あたりの 人 

とも 交際 ひ をよ くして ゐ るん で 評判が い い さう だ よ 。 

西 川 (何 か考 へながら 氣 のな ささう に) さう です か。 (中 

請 人と 代書人 、受附 のと ころに 颜，^ さし 出し 書類の 訂正 

したの.， 小差し 出す。 西川それ，^-立って受取リに行く) こ 

れで よろしい。 

S  (眼 錢ん、 かけ 手 もぷリ 1^ 卓の ゎ告に 下, C す J そろ そ 
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ろ 始める かな。 

西 川 ええ、 —— け ふ は 奥さん は どちらへ か 入らし つたん 

で i 力 

所長 (わざと 何氮 ない 風，^ 裝ふ 。しかし 明らかな 不偷 快な 

色, やする) ちょっと 町まで 出かけ たんだ。 君の はもう 縫 

へ てゐ るら し い。 

西 川 さう です か濟 みません。 町って 城下の 方です か。 そ 

れ なら 日曜に 僕が 用達しして よかつ たんです が … … 

所長 城下 さきだが もうかへ る 時分なん だ。 (いつもの 調 

子に なリ證 合せ.^ すろ) ハ、 九十 六番、 三 畝 九 歩 也、 ィ、 

三番 八 畝 三 歩 也、 口 、六十 一 番八反 九 畝 十一 一歩 也、 (その 

とき 郵便が 來る。 所長 立つ。 官報の 封ん、 切る) 大 頭株の 

異動が 始っ た よ 。 ( の 後西 川-」 わ K す) 

西 川 さう です ね。 (なほ 讀 みながら 頁， や 返す) 入學 どき 

が濟ん だら しく 入舉 者の 名前が 出て ゐ ますね。 

所長 法 政大學 かね。 

西 川 (物憂げ な聲 て) ええ、 うっかりして ゐ ると 何時の 

問に か濟ん でし まふ、 今年 こそ はと 思つ てゐ るんで すが。 

所長 來年を 待つ さ、 まだ 若 いんだ からい いぢ やない か、 

それよりか 折角 講義録の 方 を 勉強す るんだ ね。 僕らと 一 

しょに 本 所に ゐた 連中 は み んな 講義 錄 で 下地 を こさへ て 

ゐ るんだ よ、 それが もう 上席 判事に なって ゐ るんだ から 


な。 全く 僕なん かも 田舍 1- り をして ゐる 問に いつの 間に 

か 手 も 足 も 出 なくなって しまった。 やはり 遣る ときには 

思 ひきり やっとく といい ね。 いまにな ると 唯 何も彼もお 

そい こと だらけ だよ。 

西 川 (g^ つて 讀ん てね ろ) 

所長 町の 方で： 士 になつ て ゐる北 村な ども 本 所で 机 を 

なら ベ てゐた んだ が 、 東京へ 出 て 間もなく 試 驗を联 つ た 

らし いんだ。 この 間 も 町で 行き 會 つ たが 知らん顔 をし て 

行った。 あいさつ をしょう と 外 { ^の 袖口で 手 を も ぢもぢ 

させて ゐた 此方が 、 跋が わるくて 顏を赧 め たくら ゐだ 、 

はは は …… (寂しく 笑って) 君 はそんな 北 村の や うぢ や 

ない ね。 

西 川 北 村つ て そんなで すか V  僕な ん か彼那 になり つ 

こ はな いんです からい いけれ ど 「) 

所長 (少し 意氣込 んて言 ふ) なに 13 士 の試驗 くら ゐは 

誰 だって 少し 身 を 入れて 勉強したら とれろ よ。 (所長、 忙 

しげ に氣づ い て藏 へ 入って ゆく) 

g: 川 (官報^ 投げ出して ぽん やりと 窓 さき 眺めろ。 来 

ん， 摁く 昔が き、、 える。 やや 永い 間) 

所長 (藏の 中から) 印紙の 消印の 訓令 は 何年から 始める 

ん だった かな、 大正 七 年度 かな、 ちょっと 見て くれた ま 

へ、 机の 上に あるんで すよ。 
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西 川 ありがたう。 

(その 時藏の 中から 所長が 呼ぶ。) 

西 川 ただいま。 

(しばらくして 二人とも 藏 出て くる。 所長 裔く なつ 

て- Q ろ。 西 川 も 異常に 昂资 してね る。 所長 手に 帳！^,^ 

持って. Q ろ。) 

所長 これ を 見た まへ、 二十 圓 印紙が 六 枚、 五圓の 分が 三 

枚、 それに 裏から 濕 らして 剝 いだら しいんだ。 しかも 消 

印 漏れなん だ。 どうして 消印が 漏れて ゐ たんだら う。 僕 

の 赴任した 前の、 も 一人前の * いま 執達吏 をして ゐる上 

山さん の 時代 だよ。 

西 川 すると 四 年 前です ね、 だが 剝 いだ ころ は 何時 ごろで 

せう、 まさか Ar "^ぢ やないで せう。 

所長 (依然 蒼 ざめ たま ま 手,^ 震 はして ねろ) 今年 ぢ やな 

いな、 小島 君が 知って ゐる わけ だ。 (考 へて 銳 どい^ 付 LL 

なろ〕 あの 男より 外に この 時代の 書類 を 知って ゐる もの 

が 無い 笋だ、 こまった な、 年度が はりの 檢查官 の 來る前 

に > 」 んな 事件が 持 上 つてし まって はね、 それに こん どの 

切手 を ナイフで 縦に 切る 訓令が 出た の も、 やはり これと 

同じい 事件が 起 つたから なんだ よ、 やはり 田舍の 登記所 

なんだ がね。 

西 川 とにかく 小島 君 を 呼びに 行って 來 ませう か。 


所. 長 (西 川の 親ん 見 めた まま) さあ、 なほ 他の 書類 も 

調べ て 見る 必要が ある。 これ だけなら 何ん とか 處分 のし 

やう も あるが 、 しかし こ れ だけ でも 總計百 一 一 一十 五 圓に な 

るから な。 (笑 はずに 冷笑の やうな 载も ち) とにかく 片 

端から この 年度の 分 を査べ て 見る から、 君 は 登記の 方 を 

濟 ませて くれた まへ、 一 一： 一一 件く らゐ 明日に 迥 したつ てい 

いから。 

西 川 ええ、 ぢゃ、 こつ ちが 片づ い たら 僕 も 手傳ひ ます。 

おて い (官舍 の 障子の 內 から) おかあさん は？ 

所長 町へ 行つ たんだが、 もう 歸 へる 時分 だよ、 ごはん は 

先にお 上り。 お父さん はすこし 急がし いんだから-" 

おて い (S- 子.^ わけて 出て くろ) 昨日 もゐ らしった ぢゃ 

ない の。 

所長 (不偷 快な 艇付 き，^ すろ) 昨日 も 行った が 御 W だか 

ら 仕方がな いよ、 11 西 川 $5、 辩當 をつ かひた まへ、 湯 

が 湧いて ゐ るから。 (おて いに 對ひ) 西 川さん にお 茶 や，. 流 

れて おあげ、 もう 一 時 過ぎ だな。 

西 川 では 急いで 飯に して 代り ませ、 つ。 

所長 さう して くれた まへ。 

(所長 土 藏の內 にも わて 、消 ゆ、 川辩 常. .J- 持 ち^子 

戶 Gw:.: はいろ。 おて いの 聲 がする。) 

S  (慌 だしく 土 藏の入 ：！ へ 出て くろ 。手-,! 一  杯の 書類，^, 
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持って ねる。 樋 度に *^ 失された 表情て 自分の 机の 上.^ 眺 

め、 そして 障 干 戸の 方：， L.M ひ) 君、 食事が すんだら 來て 

くれた まへ。 (ぜ かぜ かと 藏の 中へ 這 入って ゆく) 

SI 川 は あ、 すぐ 行きます。 

所長 (間もなく 出て くろ) 西 川 11;^ ちょっと 來て くれた 

まへ、 ちょっと！ 

SI 川 (すぐ 出て くる) 

所： この 緩り は殆 全部 剝ぃ であるんだ。 全部 だよ、 廢棄 

年限に はまた 五 年 も あるんだ〕 し かも みんな 濕し て剝ぃ 

だものと 見え、 ほら、 こんなに 紙が むけむ けにな つて ゐ 

る だら う。 ほら、 これなん ぞ はまる で 引裂いて あるんだ。 

(極度の 驚愕) これ はとて も 内分 ぢ や だ めだ。 さッ きの 分 

だけなら おれ はどうに かする つもり だ つ たが、 こんなに 

酷くて 何も彼も 駄目 だ。 むちゃくちゃ だ。 どうなる こと 

だ。 

西 川 ！： からだ 阁く すろ) すると まだ 他の 分 も やられて 

ゐる かも 知れません ね、 これ だけで は濟 みさう も ありま 

せんね。 

所長 他の 分 も やられて ゐる だら う、 手の つけ やうがない。 

も つ と 早く 氣が つけば よかった。 何氣 なしに 今日 の 抵當 

事件 の 先き の 申請書 をし らべ ると これなん だもの。 おれ 

は 少し ぼんやり しすぎた よ、 あの 男に まかせき りだつた 


のがぬ かりなんだ。 おれ 一 人で 查 ベて ゐ るの も 恐ろしい 

くら ゐだ 0 

西 川 (むし ス 機械的な 喪失) ではす ぐ 小島 君 を 呼びに 行 

つて 來 ませう。 

所長 待ちた まへ、 これ は あの 男に は 一切 知らさずに 置か 

ラ， そして 手續 きをす る やうに しょう、 とにかく おれ は 

町へ 行って 所長に 會 つた 上に しょう、 あの 男に は 一 切默 

つて ゐて くれた まへ。 

西 川 しかし 小島 君に 決って ゐる わけで もないで せう に。 

所長 (決然と して) いまにな ると 何も彼も 解る ことがあ 

るんだ。 すこし を かしい と 思 ふこと があった が、 こんな 

に ひどい 鼠 だと は考 へな かったん だよ、 これから は 厭な 

目にあ はなければ ならない ね。 こんな 年 をして こんな ひ 

どい 目にあ ふなん て よくよく おれ も 不仕合 もの だ よ。 

(銜 立の 前に あろ 閱 iij 椅子に かける ) 見た まへ、 ざつ と此 

の 二三 件の 申請書た けで も、 三百 八十 圓 にな るんだ。 し 

かも 此の 次の 申請書 もさう なんだ よ、 この 年 はどうして 

こんなに 渾 山の 遺 達 相續ゃ 賣渡 土地が 多かった の だら 

う。 遣. 達 相 績に貼 S 印紙の 多い ことが 分る なんて 當り前 

のこったが。 (やけくそ にな リ) この 一と 緩 だけ みんな 

持って行って くれたら いいのに、 何て 厭な こった、 ねえ、 

. いい年をして 、毎日 證人 とか 何とかで 法廷へ 引つ ばり 出 
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される なんて、 思つ て も そっとす る。 

西 川 僕 も 出なければ ならない でせ うか。 僕 はかま はない 

んで すが。 

所長 君 も 呼び出し は 食 ふよ、 當分 何もで きないよ、 新聞 

に は 出される、 代書人 どもから 蔑され る、 おまけに 決 

り 切つ て 異動になる に定っ てゐ る。 こんど は どこか 山の 

中へ でも やって くれる とい い、 下役なん ぞのゐ ない とこ 

ろへ おれ 一人 やって くれる といい。 (所 IIIT 突然 立ち上 

ろ〕 君 一し よに 來て くれた まへ、 こんな 暢, M にして ゐら 

れる もんか、 かうな つたら 片っ端から 査 ベよう。 手 IS つ 

て くれた まへ。 

西 川 (立ち上る) ええ、 しかし ごはん をお あがりに なつ 

たら どうです。 

所長 いや、 よさう、 そんな もの は 喉へ 通り はしない。 何 

だか かつと しすぎて 氣 さ へ 感じて ゐ るの だ。 

(登記 .3. 請 人-てつと 受附 u の 戸，. わけろ。 二人とも 氣 

づ かず 藏へ 入リ かける。 西 川 ふと 氣が つく。) 

西 川 何 かご W です か。 

申請 人 (陰鬱な ろ 聲) 登記 はま だ濟 みません でせ うか。 

井村 喜お 衞門 の 申請で ノ  J ざ い ますが 。 

西 川 井村 喜 右. 《門さん です ね。 まだです。 たしか 抵當權 

設定です ね。 あれ は 二番 抵當 にまでな つて ゐ るので、 ま 


だま だ讀み 合せが すみ さう もな い ん です。 

.s.li 入 、依然 陰 11 なろ 聲) 登記 濟證 書で お金 を 引？ かへ 

にいた たくこと になつ てゐ るんで すが、 今朝から 金貸し 

の 方が かう して 侍つ て ゐられ るの で 下が、 早く 金 をに ぎ 

りたい と 存じまして、 — 

四川 しかし それ は あなた 方の 事 M です が、 こちら は 大勢 

の 方を對 手に して ゐ るんで すから、 あなた だけ を u*「 くし 

てお あげす る わけに は 行き ま せ ん 。 

.sis 人 この 方が お急ぎで すし、 家の 方で は みんな 親戚の 

ものが 集まつ て 待つ てゐ るの でございます。 早くし ない 

と 家の 方で も闲る - J とが ございま すので  

n 川 登記 濟み になつ たら 呼びます から そこ を 閉め てお い 

て 下さい。 

所長 (一 g の 中から 呼ぶ〕 お、 むちゃくちゃ だ。 まろで 話 

にならない。 (烈しく 書 1^,^ 繰ろ 昔が すろ) まるで •： 

あとの こと も考 へないで やった 仕事 だ、 かたり だ、 早く 

來て くれた まへ。 

.5: 請 人 ど- 「かお 慈悲で もつ て 早くお たのみし ます。 

西 川 わかって 居ります。 そこ を 閉めて おいて 下さい。 (所 

長な ほ，， -- 乎ぷ) 、-ま きます。 (中 請 入、 K 乂附 口から S え 

ろ〕 


； Vll' 


1:« 


t$  二景 

同じ H の々 方、 grj 間 W えない 海鳴りが すろ。 控 

所の^! g が 附 n.^ 黄る く 染めて. Q ろ。 官舍 障子 戸： ，1 

も わかりが K いてね る。 所長 一 心に 類，^ しらべて ね 

る。 西 川 も 向 ひ 併せの 卓て 書類.^ 繰って ねろ。 

所長 これで 全部 だ。 ああ 草臥れた， では 明日の 朝早く 本 

所へ 行く ことにする。 君 は 小島に は默っ てゐて くれた ま 

へ、 おれ も あの 男の 顔 を： るの がつ らいから、 あの 男の 

出勤し ない 前に 出扮 ける つもり だ。 そし てまぐ 本 所から 

儉^ おに 来ても らふつ もりなん だ。 ぁとは^^にたのむ。 

西 川 知し ました。 

所县 こんな ことになるの もみん なおれの 蓮の わるい の 

さ。 (やや^ 若いて) 全く 今朝まで こんな 恐ろしい 事件 

が 起きて ゐ やうと は 思はなかった。 (藏の 方.^ 见 ながら) 

先刻 あの 中で 恋 M がして がたがた 1K へた。 そして どの 書 

類 を 見ても 印紙が 貼って あるの が 寧ろ 不思議な 氣 がし 

た。 でも 明 曰 は 厭 だな、 こんな 用件で 本 所へ ゆく のが 全 

くた まらない。 

西 川 (*1 類, ^繰りながら) これなん ぞ 全くて いねいに 仕 

事 をして あります ね、 一 鱒，藏 の 中で こんな 仕事 をす る 暇 

がよくあった ものです ね" 


所長 きっと 主仵が 出張して ゐる 間と か、 外出中の 隙 を 狙 

つた ものだね、 かう して 居て はとても そんな 仕事 はでき 

る もの ぢ やない からね。 あの 男 は 妙に i 洛 着い てゐ るから 

な。 それにし て も 印紙 を何處 へ 賣 りつけ たかが 分らない 

よ、 この 土地で はなから うと 思 ふんだ が (所長 ふと 受附 

口，^ 見ろ、 串 請 人の かげ 見 ゆ) とにかく 此の 事件 は 大き 

く擴 がるに ちが ひない な、 第 一 消印 を 洗 ふこと など も、 

なかなか 闲 難な こと だからね、 とにかく 六 年間に あの 男 

はすつ かり 此處 をめ ちゃくち やにした もの だ。 

西 川 いづれ 代書人 か 何 かに 賣り つけたん でせ うが、 さう 

すると 同じ 腹の ものが ゐる わけです ね。 

所長 うむ、 おれに ちょっとした 考 へが あるんだ。 (低聲 て 

四川の 卓の 方へ 額^ さしつける) 直 木 もぐる ではない か 

と 思 ふ んだ。 さう い ふ 疑 ひ を 起させ る やうな 、 J とがち よ 

いちょい あるんだ から。 

西 川 ええ、 僕 も そんな こと を今考 へて ゐ ましたよ。 

所長 (4^ の 上の 書類， ^床の 上 におる し) この 分 は 無事 だ 

な、 では 旣 うこれ だけにして 置かう、 それから 登記の 方 

は 日 も 暮れた し、 明日に 廻 さ うぢ やない か、 さう 言って 

申請 人 を かへ してし ま はう、 (受附 口の 物憂 い 人 かげ. -J- 

見ろ) 何だかけ ふ は 申請 人の かげ を 見る こと も-紙た、 さ 

ッ きからの 事 をす つ か 0 見透か され てゐる やうな 氣が す 
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る。 

西 川 では 歸 しませう。 (tf^, 附 口へ 行 さ 二三 人の 中 請 人.^ 

^ぶ) 明 曰に してく ださい。 何しろ 大 へん 忙し いんで、 

待って もらっても 遲 くなる 一方 だから、 (時計 1-^ 見る) 

明朝 十 時-， 」 ろに 來て ください。 

中 請 人 (暗い 聲 昔て) わたしども は 今日 ぢ ゆうに 金の 联 

引き をした いんで ございます。 どうか 假證 でも いいんで 

すから おねが ひいた します。 假證 さへ あれば 取引が でき 

るんで すけれ ど。 

西 川 假證 です か、 さあ、 (所長の 方.^ 向いて) どうした 

もので せう。 

所長 いいや、 假證 にして おきた ま へ 、 そんな 事情なら。 

西 川 では 假證を あ. けます よ、 その か はり 明朝 それ を 持つ 

て來て くれなければ いけません。 

申請 人 どうかお ねが ひします。 

西 川 (卓のと ころ LL て假 證^つ くりながら) あの 男 は 今 

月に なつてから 三度 も來 るんで すよ、 よほど 苦しい と 見 

えます ね、 いつだつ て ぎりぎり の 日限に な つ てから 來る 

ん ですからね。 

所長 (何とな き 冷 笑) 一度 抵當に 入れたら 大概 浮べない 

もの だよ、 百姓 を 食 ひものに する 高利 貸と きたら だに み 

たいな もの だ。 登記簿 一 杯に 金 を 借りて しまつ て氣の つ 


くころ に は、 もう 土地 は， H 分の もので な いんた 力ら な。 

かう して 見て ゐ ると えんまの 帳の やうな 氣 がする よ。 

西 川 全くです ね。 (受附 口へ 行く) 1 0 てして 假證. 

たす。 申請 人の かげ 消える) 

所長 だいぶお そくな つ て 君 も 疲れたら うから 歸っ て くれ 

たまへ。 おれ も 草臥れた。 何だかぐ つたり して ゐる * 

西 川 では 歸 らして いただきます。 (舉の 上.^ df つけなが 

ら) け ふはい やな 日でした ね。 

所長 いやな 日 だと も。 生涯に 二度と ないやうな 日 だ。 い 

まになる と 滅入り 込む 一 方 だよ。 

西 川 では 又た 明日。 

所長 疲れたら うね。 

西 川 (銜 立の かげに て 靴ん」： 後く。 妻 かへ つてく ろ) おか 

へりなさい、 たいへん 遲ぅ ございま したね。 町へ ならこ 

の 日曜に 僕 出掛ける ことにして ゐ たんです が  (マ、、 

し大聲 に) 奥さんが おかへ りです よ。 

所長 (默 つて. QkO 

# いいえね、 すこし te の S 事 もあった ものです から。 け 

ふは大 へんお そくな りました のね。 

川 え、 すこし 忙しかった ものです から。 ではお やすみ。 

晚 でもお 茶 をのみ に 入らつ しゃい まし。 

川 ありがたう。 
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(妻が 這 入って 來た とき 所長 子に かけた まま ぼん 0" 

りして ねろ。 シ ョ オル，， 外す つ 珍ら し いくら ねの 美貌。 

しかし 疲れて おっとり として. Q ろ。) 

# ただいま。 たいへん おそくな つて 濟 みません。 たいへ 

ん なお 荷物な もの でございますから、 もう 手間が K れて 

しまって 漸っ と片が ついた のが 日の くれで. >  J ざ い ました 

の。 それから これ をいた だきました。 

所長 (物 麥げに a«: 救 包に  一 ts,^ くれた まま) みんな 片 

がつ いたかい。 お前 疲れたら う。 

赛 (1W 長の ® つてね る衷愤 に氣. つく) え、 もう 疲れて し 

まって ぐたぐた なんです の、 でも 大 へん よろこんで ゐら 

つし や いました。 よろしくって 何度も 言って ゐ らっしゃ 

いました。 

所長 御用に たって よかった；；。 疲れたら しい 目 をして ゐ 

るね、 ぼんやりと 眼が ひらいて ゐる。 

妻 おひる をいた だく 間もなく ii いて ゐ たんで ございます 

もの。 

所長 お前 も か。 

^ あなた もお あがりに ならな かったんで すか。 

S  (むしる その 感怙 1： 廿 えろ のに 叛ら ひながら) け ふ 

はばかに 忙しかった もの だから、 っィ めんだ うく さくな 

つてね、 止めて おいた。 


#  (li く) まあ、 ぢゃ、 さっそく 何 か 致し ませう。 (羽織 

, ^ぬいて 官舍の 障子の 方へ 行かう とすろ) 

所長 いや そんなに 腹 は 減って ゐな いよ、 妙に ほしくな か 

つたんだ、 それより お前の 方が 滅っ てゐる だら う。 

赛 いいえ、 わたし こちらへ まゐ ると きに 少しいた だいて 

きたんで すの 。 とにかく お召し か へ をな すつ たら どう。 

(妻、 所長.,. 凝 乎と 見ろ) どうかなさい まして？ 

所長 (落着いて) からだ は 何んでも な いんだよ、 ただお 

前 をみ ると 何だか 氣の 毒な 氣 がした。 もうち よ つ とおや- IS 

り。 (^そば l: 近づく) そんなに 眼の ふちが くぼんで ゐ 

るぢ やない か、 お前の こと だから あとで 疲れる こと も考 

へないで、 しろねずみの やうに 働い たんだね。 

妻 -頰 のと： ろに 手 さはって 見る) そんな 一日く らゐ 

で やつれる もので せう か。 でも 眼が つかれました わ。 ぼ 

ん やり と 明 い たきり の やうに なつ てゐ ます の 。 

所長 (憐れむ やうに 低い 萆 ていふ) 重い ものなん か 持つ 

たんだら う。 

妻 え、 女中さん が 勝手に ゐ らしった もの だから、 ついお 

荷物 を はこぶ 手傳ひ をし ました。 

所長 だから 出かけに 言って おいだ， ちゃない か、 なるべく 

からだの 草臥れない 仕事 をす ろんだ つてね、 しかし そん 

た 事 はお 前に は 無理 だね、 お前 は 何んでも 彼で もよ く 働 
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くんだ から。 ま 4$ しお かけ。  一 

妻 (不思議 さう _」) 何か變 化った ことがあつ たんです 

か。 いつもす ぐお 退けに なるとお 召 物 をお か へ になる の 

に、 け ふ はお 珍ら しいの ね" 

所長 さう 見える かね、 おれ は 今にな つて 考へ ると お前に 

わざわざと 上役の 引越し の 手傳ひ なんか に 行 つ て もら は 

ない 方が いいと 考へ てゐ るんだ、 それ も 一 一日が かりで ね、 

それまでに しなく ともい いと 思 ふんだ が、 しかし 八マ から 

何 を 言っても 仕方がな いが、 それに だよ、 それまで にし 

て もこん な 仕事に かぢ りついて ゐる のが、 け ふはつく づ 

く淺 猿し いと 考 へて ゐ るんだ。 何も あんな 人のと ころに 

お前 を (妻ん-見 詰めろ) やらな くと もい いんだ。 おれ は 

少し 噫 病す ぎ るん たよ、 そし て お前まで を おれの 臆病の 

だしにつかって ゐる。 

妻 (あわてて 所長の 口 1^ さへ ギろ) いいえ、 そり やわた 

しが わる かったんです。 わたし そんなつ もりで なしに、 

唯の お 親し いだけ の 意味に お てづた ひ に參 つ たん です も 

の。 それでい いぢ や. ございま せんか、 け ふ は 少し 變 つて 

ゐ らっしゃる。 

所 良 (寂し 笑 ふ) おれの やり 口 はいつ でもへ まなんだ。 

お前 はそんな 風に 言 ふけれ ど、 かう し てわざ わざお 前が 

でかける の は、 何分よ ろしく とい ふ ふうに 上役に 色目 を 


つか ふと 同じ だからね。 の 一身の 安泰 を晴 にた のん 

でゐ るのと 同じ だからね 。おれが 行く のなら いい けれど、 

お前が 行く の はおれに は 何か氣 がさす。 £¥b お前 

が 上役 のと ころで く るく る 働 いて ゐ るの を考 へる と、 可 

哀さ うになる、 それだけ だ、 おれ は 妬く なんて ことのな 

いのはお  も 知って ゐる こと だからね。 

妻 (默 つて 泪 ぐむ) わたし 何も 考へ なしに 行つ たんです 

もの。 わたし ほんと に ぼんやり さんです わね。 かんにん 

し て くだ さいね。 きの ふ 出が け に ちょっと 考 へり やよ か 

つたんで すけれ ど …… 。 

所長 お前 はおれの ために 出かけて くれたん だから、 おれ 

の 方で 苦情なん てな いんだよ、 いまにな ると、 そんなお 

せっかいなん かも 何ん にもなら なくなつ たんだ、 却つ て 

惡 い 工合になる か も 知れな い んだ 、 何も彼も 惡 い 方に な 

つ てゐ るんだ、 お前が 眼の くぼむ まで 草臥れた こと も 何 

ん にもなら なくなった、 つ まり おれたち は 正直に 暮し て 

ゐる うちに まン まと 一 杯く はされ てし まつ てゐ たの だ。 

妻 (所長が 昂奮して ねる 額， か 見つめて ねたが) なぜ そん 

な - J と をお 仰 るんで す、 あなた も 上役 もお 友達 同士 でノ  J 

ざいません か、 それのお 手傳 ひに あが つたって そ んな に 

氣 をつ かふ もの ぢ や あり ません。 

長 (告 つば リと) お前 は いまおれ だち の 上に 何が. ぷり 
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かけて ゐ るか を 知らない。 ねえ、 これ を 見て ごらん、 

そし て 何も彼もむ だに なった こと に氧. つ くだらう 。 

(所長、 |^^*に書類の 一部. 渡す。 妻 茫然と それ. J< なが 

めろ。 むしる：！^^氣に取られて所長の額^^見る。 そして 

又 ；.： 慌 しく 烦， ^鍵へ す。) 

所長 おれ だち は KJm 目に 暮 して 來て魄 てこれ だ、 こんな 

始末 だ、 これで みんな だめになった。 この おれで さへ 今 

朝まで 何も 知らなかった こと だ。 

お (凝 乎と 立った まま) けれども わたし だち は 知らない 

> となんです もの、 ほんと にあな たが 何 を 知って ゐらっ 

しゃる ものです か。 

所長 おれ は 全く 何も 知らな い 、 知らな い - 」 とだ。 だ がそ 

んな こと で おれ は 昨日まで やすやすと 暮し て來 たが、 明 

曰 はそんな 譯に ゆかない。 まるで 落し穴へ はまった やう 

な ものた。 お前の して 來 たこと も 只のお せっかいだ、 こ 

んな 事件の 前で は 何ん にもなら ない。 

^ 何ん てひどい 人で せう、 小 ：！^ さんへ はま だ 言 はな いん 

です か。 

所長 あの 男 はい まごろ ぬくぬくと 寢てゐ る だら う、 なん 

にも 知らない でな、 バ レ る ことなん ぞ 夢にも 思 はないだ 

らう、 わるい 事 をして くれた もんだ。 

妻 あなた はどうな さるつ もりです か。 


所長 (苦しげ に) 明日の 朝 本 所へ 行って みんな 話して く 

るつ もり だ。 おれ 自身が したやうな 氣 になって 本 所の 門 

をく ぐる の が耐ら なく い や だ 。 

妻 ほんと にね、 こんな 事が 今 曰 起ら-つ なんて、 まるで 夢 

です ね。 當分 わたしたち はこれ まで の やうに 暮 せません 

所長 だから 山の 中へ でも 轉 任させ て もら ふ つ もり だ。 下 

役の ゐ ない ところで、 何も彼も 自分 ひとりで やれる やう 

な 寒村が いいよ、 もう 昇給 や 榮轉 なぞ どう でもよ い 、 一 

生涯 あまり 人と 接近し な いところ がいい。 も、 つ 懲り懲り 

だ。 

妻 そしたら わたし 少しく らゐ ぉ手傳 ひし ませう、 だいぶ 

見て ゐ るう ち に 解って ゐる や- つな 氣が します から  全 

く 山中の 寂し い 登記所が よ ござんす ね。 

所長 (しみじみした 調子て) 白山の ふもとに 誰も 行 手の 

な い 登記所が ある んだ。 雪の な いのは 春お そくと 夏 くら 

ゐ ださう だよ。 そんなと ころで 暢氣 にくらし たいね。 事 

件 だって 大雪に なれば 殆ど 一 日ぢ ゆう 一 件 もない さう だ 

よ、 おれ はそんな ところへ 行って 樂 にくらしたい， 何も 

いらな いんだ。 

妻 0 ての 氣 に なり) そこに 轉， 任させて いただき ませう 

よ、 そしたら 最 うわた しも 町へ なん ぞ 出ません、 一日 ぢ 
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んだ、 着物 を もって 来て くれ。 

(妻。 官舍の 方へ 去らう と マろ、 そ-、 へ 西 川が 玄^の 

呼 りん 1 ^ならす。) 

妻 西 川さん がゐ らしゃい ました。 

所 iifi さう か、 や あ、 上りた まへ、 今夜 は 久しぶりで 花で 

も 引か うぢ やな いか、 お前 早く 食事の 支度 をし て くれ。 

西 川 (茫然と 所長が 快活に なって ねろ のに.^ れろ) 花 を 

引く の は 久しぶりで すね。 

所長 今夜 は 負かして やる よ。 

妻 自分で お負けになる くせに、 西 川さん、 しっかり なさ 

いまし. ：。 

西 川 (引. V  、込まれて) 大丈夫です 奥さん- 

0  (あて やかに 微笑む) このな かで わたし 一番 强ぃ かも 

知れ ませ んゎ、 み んな負 か し てあげます から 。 

所長 な あにお 前なん かにして やられる もの か？ 

(自然にみ な 寂し ぃ徵 笑.^ うかべる。) 


ゆう その 山の 中で 暮 します。 でも 春に なったら 暖かくな 

るの でせ う。 

所長 春 はいい さう だよ、 おれ は そこへ 行く ことに 定めた。 

だ が 子供 は 可哀 い さう だ な、 そ んな ところに 置く の は 子 

供の 世界 を ちぢめる やうな もの だからな。 

妻 (氣 がつ い ズ考へ 込む) ええ、 村と 言っても 四 五十く 

らゐ のと ころで せう しね、 あの 子 は あん な 派手ず，, ざな 子 

です し .：. つ 

所長 (欧 つてね ろ。 哲 らくして) でも 此處 にゐる わけに 

は 行かない、 又、 他の 町へ ゆく 氣 もしない …… 

妻 やはり そこへ 行き ませうよ。 

所長 (靜 かに) お前 さへ その 氣 になって くれたら ね。 

妻 (さわやか になり) わたしなん かどうで もい いんです 

もの 。 

長 その 氣でゐ て くれ。 

ええ。 

長 (やっと 氣が ぬけた やうに〕 これで おれ はさつ ばり 

した。 行く ところが できた やうな 氣 がする よ、 いままで 

はまる で 方角が 立た なか つ た。 

妻 (優しく) あなた は 人が いいのね。 

所長 わるく なれ はしない よ、 こんた 暮し をして ゐて はね、 

さあ、 着物 を 着かへ よう。 そして 明日 は 何も彼も 決める 
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茶の間 


人 物 

a  三 つとめ 人 

お つ や 信 三の 妻 

母  親 おつやの 母 

お  島 つとめ 人 

惜 景 

茶の間。 長 4- 鉢の 上に 電燈が 下って ねろ。 鐵 瓶の： S 氣 

が 上って ねろ が旣ぅ 宵の 程が 過 ざて ねろ やうな 物靜か 

さておろ。 子供のお もちやが 次の間へ 通 ふ 暖簾の 据 に 

散らかって ねろ。 上手に 斜めに 北國の 町家ら しいし と 

み 戸が 下りて ねて、 樯 のない 溝の 上に 春 さむい 雪が ゆ 

つ 4^ リふ 降って ねろ。 まだ 肉體 的に も 若い おつやが 長 

火鉢の 前に 坐って ねろ。 左手に 階段が ある。 

おつや (^物の 針. ^J- 述ばぜ ながら 低い こ ゑて 暖簾の 垂れ 

てね ろ 方へ，： 1： いて 一一： 一 n ふ) 熱 はま だ ある やうです か。 夕方 

に は 七 度 八 分く らゐに 下って ゐ たんです けれど  

母 (姿 は 兄えない) ないやう だね。 それによ く睡. てゐる 


やう だよ、 そこから も 鼾が 聞え はしない かね、 ほら、 ね、 

鼻 も 先刻の 吸入が 利いた のか 本統 にこ ころもち よさ さう 

にす うすう 通る やうに なった やう だ。 吸入って く 利く 

ものら しいね。 

おつや (耳， 4- 澄ます。 そして 徵 かな 愛情め いた 微笑み 1^ 漏 

らす〕 ええ、 吸入 を かけて ようご ざい ましたね、 でも、 

あんなに いやがる もの だから、 つ ぃ可哀 さうな 氣が しま 

してね。 こんな に 利 くんだ つ たら 少し く ら ゐむづ かった 

つ て 明日の 朝 も かけて やり ませう。 

0  (しみじみと) それが いいね。 わたしたちの 子供 時分 

はこん な 吸入 なんても のはなかった もの だよ、 いま 時の 

子供 は 何 と 言 つても いろい ろな 立 源な お 醫者 さ ま の ！ t. 械 

が 揃つ てゐ るから 仕 合せな わけ だね" その か はりむ かし 

と 違つ て だんだん 子供の からだが 弱くな つ たやうな 氣が 

する ね。 お 向 ひだ つ てお となりの お子さん だ つ て みんな 

病弱し いんだから …… 

おつや (缝 ひかが り，^ 齒 て切リ ながら) けれども 家の 子 

はま だ 達者な 方です よ。 この間 も 病院で 三人のお 子さん 

を 連れ て みん な 交る 交る の 病室 に 臥て ゐる 方が ゐ まして 

ね。 廊下で よく 行き 會 ふもんで すから つい 挨；. お をす る や 

うにな りました が、 そ の 時 も わた し の そば へ 入らし つ て 、 

まあ、 このお 子さん は ー體 どこが おわる いんです かと、 
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呆れた やうな 顔貌で お 仰 るんで す もの、 全くう ちの 子の 

やうな い い 顔い ろ をして ゐる 子供なん か、 滅多に 病院に 

はゐ はしません からね。 

母 (話に 人れ 少し 起き直った やうな 萆 音て) そして 

お前 どう 言った の。 

おつや (何となく うれし さう LL) わたし 何んだ かき まり 

がわる い やうな 氣が しまし てね、 す こ し M 邪 を ひ い たも 

の で ノ /さ い ますから 大 ごとに なって は 収り 返しが つかな 

い と 思 つ て 、 まあ 言 つ て 見れば 病氣の 先 廻り をし て 診せ 

にまゐ つたんで.. こざい ますと 言つ た ら、 その 奥さんが 心 

から 感心した やうな 調子で、 ええ、 その 方が いいんです 

よ、 少しく らゐの 風邪で も 打つ ちゃつ とくよりか、 輕ぃ間 

にな ほして 置 くんです ね、 あとあとが 淸々 します から。 

わたしの やうに 三人と も 入院して ゐた 曰に は、 まるで 子 

供の 看護に 生れた やうな ものです よ、 と、 ほんと にお 氣 

の 毒でした。 ずゐ ぶん 窶れて ゐ らしった やうです よ。 

母 ぉ可哀 さう にね、 しかし それ も 矢張り 何 か 業の やうな 

ものだね。 そんなに 三人の 子供が みんな 病院に 人って ゐ 

るなん て、 よくよくの 不仕 合せな 方 だね。 (年寄 リ らし 

く  ) そんな 人 はや はり ！ g 生が よくない んだ よ 。 

おつや (すこし 笑って) そんな 前生 なんても の は ある も 

んで すか。 


母 誰に だって ある もの だよ、 お前なん か 前生 は. お I 光寺 さ 

まの 牛 だつ て 言 ふんだ もの。 うそなら ぉ臀の 左に 繩 すれ 

の あざが ある の を 見 て ごらん。 わ たし も 始め は うそ だ と 

思つ てゐ たら ちゃんと あるんだ もの。 

お. つや (思 ひ あてて 不愉快な 颜.^ する) いやな こと を 言 

ふお 母さんね。 もう そんな こと はこれ から 言 はないで ち 

やう だい。 

0   

おつや (間，^ SM いて) 水枕 はもう いいで せう か G 

母 さう だね。 (間. いて) だ いぢよ ぶ。 もうよ ほど ド 

つて ゐる やう だよ。 つめたく なって ゐ るから。 

おつや さう です か。 いいあん ばいね。 こ の^子 だと 明日 

は藥 をの ませな くと もい いか も 知れません ね。 

母 (睡 さ、 つに 何 か 返辭， ^する) 

おつや (縫 ひもの.^ つ-つける。 総 ひもの，^ して. Q る 襟足，^ 

すぼめる。 寒い 凍て 冴え返ろ 音が すろ) 

母 (睡 さ、 つな g ^て) 誰か 來 たや、 っぢ やない か。 

おつや (耳.^ 立てた が) 水 甕のお 餅の 水 を 先刻 かへ てお 

いた ものです から、 多分 あれが 凍 るんで せう。 それに 今 

晚は よほど 應 へます ね。 人通り も あまりな くな つた やう 

です よ。 

母 春 さきにな つてから きふに 寒くなる ことが、 ある もの 
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さ、 大 かんよりか 塞い ことが ね。 

おつ や (衷に氣.^^^る。*ろ^=:1-はかリてなぃゃぅ.^氣がし 

て へ ^やろ - …… 

0 信 三 はお そいね。 

おつや ええ、 それでも 四 五 曰 中には ひまになる らし いん 

です。 (し-はらく して) お母さん、 誰か 入らし つた やう 

て ^5 よ 

^  (： ねれむ リ らしく 返辭 がない〕 

おつや 誰 方 か 知ら。 (中腰に なろ。 モしズ 立ズ たが 何 

となく 額 色 1=^- かたくす ろ) 

客 (低い、、 ゑて 慮 深げ に いふ) ごめんなさい。 

おつや はい、 唯い ま、 …(これ も 低い こえて 何故か ひつ 

-てリ と， >； ち 上る。 わ；， ！リが 飭.？ 力た 力ら し.？ J ス うな 

る ) どなた で..、 J ざ い ます か 。 ( お づ お V と 土間から 中 格 

子^ 引きながら いふ) 中 山 はこ ちらで ございま すが。 

お 1^ です。 荻 島です がお そくに あがって すみません" も 

5 おやすみ になつ てゐ たん， ちゃ ありませ んか。 それなら 

また參 つても い いんです。 近くまで 來 たもの ですから、 

ついお 寄りした くな つ て あが つ たんです。 

おつ や (しばらく， ての， 碌音 LLO^:g".s られて ろ。 そして 暖 

旅の 方ん 眺 A る" 毋 のい. ひさが 聞え ろ。 おつや、 何か考 へ 

わて 乂 ふ、 つ ばりした 表情 にな ろ 。 先刻から と 違 つた やう 


に活々 する) まあ、 こんなに おさむい のに、 よく 入らし 

つ てくだ さいました のね。 (しとみ 戸 ひらく 。そとに ゆ 

つたり した 雪が 暗に 射した あかりに 浮い ズ 見える〕 どう 

ぞ おあがり ください。 こんなにお さむい のに まあ。 

客 (.0 然に 低い？ |- になる) みなさんお やすみで すか。 

おつや (客 の^れた 驛に 惹さ 入られろ) いましがたまで 

お母さんが 起きて ゐ たんです けれど、 もう 睡 入り込んだ 

らし いんで.. こざいます" - 

客 お子さん は？ —— 

おつや もう 寢 みました の。 

客 ；：' あ、 あの、 なんです か、 おつやさん 一 人き りなんで 

す 力 

おつや ええ。 でも、 …： I 暖簾の 方 見ろ) ひょっとした 

ら母は 0 を さました かも 知れません。 そんな こと、 どう 

でもい いんです けれど。 ： 長.^ 鉢の 火. ^挖告 立てる。 「、、 

ん夜は なかなか 應 へ ま ォ；： r」 と 客が 言 つ て 手 1 ^蘇す。 そ 

して わたり， ^親し さう に 見廻す) 

客 この 茶の間 は 全く 久しぶりで すね。 しかし 爐 はもう つ 

ぶして しまったんで すね。 

おつや ええ。 子供が 落ちたり なんかす ると わるい と 言つ 

て、 桑 をし いてし まひ ましたの。 ほんと はあった 方が い 

いんです けれど。 
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客 子供 は 達者です か。 

おつや f 客に 馴れ 懷 しさう にす ろ) ええ、 まあ 達者の 方 

です。 

客 け ふ 野 村さん のと ころへ 行つ てお つやさん がよく あそ 

、 J へ 遊び に 行く  、 」 と をき い た ん です。 お さら ひに よ く ゆ 

くさう です ね。 

おつや (やや てれて) ええ、 おけい この 道な ものです か 

ら、 ついおう かが ひして ゐ ますの。 

客 野 村さん で 此間も 女の人で 僕の こと をよ く 知って ゐる 

のが、 一 度 ぜひお 逢 ひしたい つ て傳言 されて ゐ たんです 

が、 僕 はおつ やさんだ と は 思 はな かったんです。 野 村 さ 

んは 初めお つ やさんだ とい ふこと を ハツ キリ 言 つ て くれ 

な い で 、 なんでも 僕が 野 村さん に 行 つ たら あそ  一 J の うち 

では、 すぐお つやさん に 電話 を かけて 呼びよ せる と 言つ 

てゐ たんです が、 こちらで そんな 古い 知り合 ひもな し… 

…若し かと 思って 見た ものの、 やはり 氣 がっかなかった 

ん です。 (客、 露骨に) おつやさん は 野 村さん に 若し 僕が 

たづね て 来たら、 ぜひ 一度 來る やうに 頼んだ のです か。 

おつや (銀らん. たがき つばり と) ええ、 そんな ふうに 言 

つた かも 知れません。 (微笑って) でもお 電話 は 野 村 さ 

んが cn 分で 考 へ 出して かけやう として いらつ しったので 

せう。 しかしよ く 入らつ しって くださいました のね。 


客 僕 も 一 度お 逢 ひしたい と 思つ てゐ たんだ けれど、 逢つ 

て も 仕方のない やうな 氣 がして ね。 何から 言つ ていい か 

分らない やうな 氣 もちで ね。 

おつや (茶.^ 入れながら 俯向きが ちに なリ〕 ええ、 そり 

や さう です けれど  こちらへ 入ら つし つたこと は大ぶ 

さきから 知って ゐ たんです し、 それに あの 綾子さん に此 

間 途中 でお あ ひ したと きに、 あの方が お宅へ おうかが ひ 

したって さう 言つ てゐ らっしゃい ましたの。 だから：！ さ 

ん さへ おうかが ひして ゐ るなら、 わたし だってお たづね 

したって かま はない と考へ てゐ たんです けれど、 つ い、 

ぐ づぐづ して ゐ ましたの。 でも 緩さん もず ゐ ぶんか はり 

ましたね。 むかしの やうな お嬢さんめ いたと ころがす つ 

かりなくな りました のね。 

客 (， ^かし さう II 思 ひ 出して) この 問 突然に 訪ねて 來ま 

してね。 ちょっと 喫驚り したんです。 でも、 すぐ 顔 をみ 

るな り 綾さん だと 思 ひました よ.。 か は つ て ゐても 何處か 

にか はらない ところがあります からね。 ところが あの ひ 

と ときたら 最ぅ 世 帶 の 話しば かりし 出して ね。 何んでも 

満洲の 方の 旦那さん から の 毎月の 仕 S りを少 しづ つ 貯め 

て， 着物 や 帶を賈 つた 話ば かりだつ たが、 それ を 妙に 僕 

に ほめ て もら ひた い やうな 風でした よ。 あんな 大家のお 

孃 さま も世帶 じみ てく ると みんな あんなになる の か と 思 
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つた。 それに 最ぅー つ を かし いのは、 歸 りぎ はに 國呂： §5 

也み の 中から、 何 を联り 出す のかと 思つ たら 鵜の 皮づ つ 

み を 出し て、 これ は まことに 失 躇なも の です けれ. おと 言 

つて、 おみやげの 代りに 置いて 行きました よ。 僕 は鷄の 

肉が 非常に さもし いものの やうに 思つ てね。 

おつや まあ、 そんな 人に なって しまった のか 知ら。 けれ 

ども まだ 美し いぢゃありません か。 

客 ええ、 まだ 子供のと きの 顏 かたちが、 そっくり 殘 つて 

ゐ ますね。 isk つきなん ぞ まるでむ かしのと ほりです ね。 

しかし 妙に 魔れ て さむさう だ。 . I 縫物 をして ゐ たら ど 

5> 僕に はかま はないで  。 

おつや (一方に 物 を 片.？ けろ) もうしなくて もい、 ん 

です の。 でも；^^村さんにぉたのみしてぉぃて、 ようご ざ 

いました わ。 で なきやお 會 ひできなかった かも 知れない 

ん です もの。 いっか les のころ お宅の 前 を 通った ことが ご 

ざいました けれど、 お.： りし にくく つ て 素通りし たんで 

すが、 •：：• いいお 住居です のね。 

客 a 晴は 高ム n だから いいん です けれど、 冬 はさむ くて い 

けな いんです。 (何となくお つやの 額から 眼 1^ 離す。 —— 

そし \ ^ふと 勝手への 開告 戶 ん 、見つめろ) まだ、 あの まま 

です ね。 いま 兑て もなかな かよく かいて あるな。 これ は 

お 世辭ぢ やな いんです。 


おつや (同じく 賭 ふ、 戶 Li 芝居 線の 似 額，.^ かいた 交ぜ 張り 

,亇 見る〕 張り 代へ やうと いつも 思って ゐ ながら、 まだ、 

あれき りに なって ゐ ますの。 あんな 繪を 毎日 毎日う つし 

てゐ たころ がほんと に暢氣 でした わね。 それでも あの こ 

ろ は繪の 具なん ぞっかって 一生懸命でした のよ。 さ 5 言 

へば あれ を 張って ゐ たころ は 師走の ころでした のね。 や 

はり 戴か 何 かが 一長 戶を 叩いて ゐて びっくり したわね。 そ 

れに 妙な ことに は い つで もお 目に かかる ときが 冬が 多 ご 

ざいます ね。 今夜 も ふって ゐ るし、 全く ふしぎな やうで 

すね。 

客 (思 ひ 出して) たしか 十二月の 十八 日でした。 ぉ觀 音 

さまの 日の やう だ、 晚に 山の 上のお 寺へ 行ったら $ ^に 

雪が 吹き つけて ゐ ましたね。 あの ときの 御詠^ は いつで 

も 耳に つ い てゐる やうで よく 思 ひ 出します よ。 

おつや 二 t- に 考へ あてた やうに) 歸 りまして から わ 

たしず ゐ ぶんお 母 さ ん から 叱られた- 」 と を覺ぇ て ゐ ます 

の。 あの ころ は ひどい 龍 を こしら へ て 出歩いた ものです 

から  しかし、 あの ころ はよう ございまし たのね。 何 

ん でもした いこ とが ェ 合よ くで きたんで す も の 。 お さ 

ん ひとり さへ 丸めて しまへば よかつたん ですからね。 

客 (皮肉に 笑って) いま ぢ やそれ がで きないと 言 ふんで 

すか。 
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おつや (しゃんとして〕 ええ、 それ もさう です けれと， 

そんなう そなん ぞ つ くこと も *、  /さいません し、 したく も 

ノ  J ざいません わ。 

客 (さ. ひしく 乎 凡 LL) まだ こちらへ つとめて ゐ たころ で 

すから、 もう 十 年く らゐ になり ますね。 

おつや (考 へて) ええ、 大きい 方が、 七つになります か 

らね。 早い もので *， J ざ い ます の ね 。 

客 男だった かしら。 

おつや ええ 男の子で すの。 (暖簾の て 子供の む， つかる 

聲 がする。 おつや、 それ.^ 閗 きすまして S たなく ともい 

いかどう か考 へ る。 間もなく 歇む) 昨日から すこし 風邪 氣 

味で 埶 I が ある ものです から …… 。もう 下りました けれど。 

客 それやよ くないで すね。 お だいじに なさい。 

おつや たいした こと はな いんです。 お宅で も 皆 さまお 達 

者です か。 

客 (肢 しげに) みんな 達者です。 . 

(話 やう やく .® えがち になろ。 二人とも 話 通に 縫ら う 

として 焦って ねろ が 見つからな いて じれ じれした 氣味 

になる。 客 は 煙草ば かりふかして ねろ。 おつや、 しき 

リ Li 話 週、 か 求めて ねろ ため 額い ろ 硬くな ろ。) 

おつや わたし ほんと にお あ ひした ので 何だか ぼかんと し 

てゐ るく らゐ なんです。 お あ ひしない 前 は、 やたらに ど 


うし たら お 目に か、 れ るかと. それば かり 氣に 病ん で ゐ 

たんです けれど。 

客 (ぼん ゃリ と) 僕 も 一度く らゐ會 つたら と 思って ゐた 

んで すが、 會 つてみ る と 何も 話す ことが な さ さう で すね 。 

あんまり つまみ どころ がない やうな 氣 がしまして ね。 

おつや (同感す る) ずゐ ぶん 貯めて おいた お 話が あった 

ん です けれど。 それに あ なた も すっかり 變 りました の 

ね。 もとは - j ん なに 凝 乎と し てゐら つし やらな か つ たん 

です もの。 

客 (ぉっゃの眼，$<見入ったが物薆くその眼の 鋭どさ^^^失 

ふ) さう 云へば こんなに 落着い てゐ たこと なんてな かつ 

たやう ね " ここの 家で おつや さ んを追 ひ 廻し た 一 J とが あ 

つた。 

おつや (思 ひ 出して 微笑 ふ。 しかしお わい その やうに 表 

ベ. はかりの 笑 ひ) そしてお 母さんに よく 見つけられ まし 

たのね」 すると あなた は 何時でも まるで 走る やうに して 

ぉ歸 りに なった のね。 あと を も 見ずに ね U 

客 (苦笑 ひすろ) あの ころ はおつ やさんだ つて 最 つと 活 

潑で、 そんなに ちゃんと 坐って なんか ゐ なかった。 よく 

お母さんの 背後で は 舌 を 出したり した い たづら 者 だ つ た 

ん だが。 

おつや (むしろ 極り C- るく) このごろに なって 考 へる 
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と、 ひやひや する やうな ことがあり ますの。 だからお 母 

さんが 古 い こと を 言 ふと、 わたし 默っ てし まひます のよ。 

なんだか 餘處 事の やうな 氣 がし てなら な いんです もの。 

客 子供のと きの 話 はとき とすると 非常に 不愉快に なるこ 

とが あるね。 が、 どうかす ると また 興味、 おいこと も ある 

ん だが …… 。 

(二人 また 默 つてね る。 客、 ややし. はらく して 立ち か 

けろ。 おつや、 むしろ 何氣 なく 客の」 乂， ちかけ； ^の， 屮眺 

め、 べつに 止め やうと はしない。〕 

客 だいぶ 晚 いやう ですから、 —— お母さんに よろしく 言 

つてお いてく ださい。  ， 

おつや いろいろ まだ 話が あつたん です けれど、 何日、 お 

錢 ちになります の。 

客 日 は 決って な いんだが、 四 五日 中なん です。 また 暫ら 

く會 へません がお 達者で、 (客、 あいそ 笑 ひ,^ すろ) それ 

から 子供さん をお 大切に ね。 

おつや (± 間へ 一緒に 下り かけ、 中 格子戸から しとみ 戶の 

晴 い 方へ 行 さか け) これで 又た 十 年く らゐは 年始 狀 もく 

ださいません わ。 いつもの やうに ね。 (ややせ. 肉 なれ ど 情 

の わろ？ t) 

客 その 方が さつば りして い いぢゃありません か。 もうし 

んるゐ 六乂 際の や、 つな もの だから。 


おつや しんる ゐ 交際です て、 11 

客 まあ、 そんな ものです。 

(しとみ 戸に 客が 手，. かけやう とすろ と、 おつや、 し 

とみ 戸の 上から 1： して 見て 默 つて 笑 ふ。 客、 それ.，^ 知 

らず LL しとみ 戸.^ 開け やうと する。) 

客 開かない やう だな。 どうした のか、 ちょっと 開けて く 

ださい。 

お. つや 振り 顧る 客，^ 見て 笑 ふ) 開けて ごらんなさい。 

客 (氣 がつ いてお つやの 額 見ろ 。或ろ 表情 1^ 感じる。 し 

かしまる て 巫山戯られた ときの やうな 感じ) だって 開か 

ない. ちゃないで すか、 さう 言 はな い で 開け てくだ さい。 

れいの 茶目が 出た のね。 やっと、 いまごろ にね。 

おつや (手 1^ 退ける) ぢぁ、 開けて おあげし ます わ 。(戸 

が 開く、  ，u 々と 寸餘の S が！^,^ ひとす v- 黑 くした 外に 績 

い \ 、ねる) 

客 ど、 つも ありがた-つ。 や、 がだいぶ つもって ゐる C 

おつや (もはや 平常の やうに なリ 表へ 出て) いまごろの 

雪 だから、 すぐ 消えます わ。 

客 ぢ. i、.、 よなら。 (帽子，^ 脫リ 早足に なリ 行く) 

おつや さよなら。 

(暫 らく 客ん 见 送ろ C 間もなく 家の 中に 入リ 火鉢の わ 

きに 坐リ、 手，^ 火 にがしながら 一 とと、、 ろん 見入 リな 
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がら 茫然と して わろ。 むしろ 名状し がたい 放心 的な 物 

^1-バノた姿。 しかし 刻々 に 何 か 1^ 考へ當 てるた め 鋭 どい 

姿になる。 間もなく 縫 ひもの 始めろ。 やや 1" らくし 

て 母親の  一 t がする。) 

母 (睡ぃ 、、ゑて) つい、 うとうと として ゐ たが、 誰か 來 

てゐ たや、 っぢ やない か。 それとも 夢を見た のか 知ら。 信 

三 は まだ か へらない？  ！ 

おつや (齒 ざれよ く) 誰も 來 はしな いんです の。 

母 (ベ つ に S ぽ はずに) さう かい、 ぢぁ、 わたし 一 と 足さ 

きに 二階で ねます よ、 信 三は最 うかへ る 時分 だし …… 

おつや (立ち かけて 二階へ 行. V  、ながら) どうぞ、 —— ぢ 

あ、 お があった まって ゐ るか どうか 見て 來 ませう、 先 

刻、 行火に 火 を 入れて 置い たんです けれど。 

0 大丈夫 溫 かくな つて ゐる でせ、 つ。 (母親 出て 来る。 長 火 

鉢のと： るて 老人ら しく 淋しげ に I- 草.^ 吸 ふ。 あくび 

一 つす ろ) 

おつや (二階から 下 リて來 て) い、 工合に ほかほかして 

ゐ ますよ。 みかん をい つもの やうに 枕 もとに 置いて おき 

ました，. - こんどの は 甘 いんです よ。 

0 ありがたう。 中に 目が さめる と 何も 考 へる ことが な 

いもん. たから、 妙に ロ祸 しい 癖が ついて しまって ね、 年 

とる と 矢張り 口ぎ たなくなる 一方 だよ、 ほんと に氣 をつ 


け て くれて ありがたう。 子供の 時分 はそんな 子ぢ やな か 

つたんだ けれど。 

おつや 亭主 を もってから 違 ふと おっしゃ るの。 いやな お 

母さん。 

母 (しみじみと 胸に もろ やうに) すぐお 前 はさう 言 ふけ 

れど、 そり やお 前の 變り 方っても のは大 へんな もの だよ、 

しかし ど， J か 他人行儀め い たと ころが 出 てく るの だけ は 

いや だけれ ど …… しかしよ く氣 をつ けて くれる から 感心 

だよ。 

おつや (微笑 ひながら 併し さっかり と 、また いくらか @ し 

く 命令 的に) おやすみなさい。 

母 (ほくほくと) ねます とも、 —— お前 も 床に 這 入る と 

ぃ气 (階段，^ 上ろ) 這 二に は 何か溫 かいもの を挤 へて 

おやり。 

おつや ええ、 —— でも 外で 何 か 食べ て かへ るで せう から" 

(子供 泣く、 おつや 暖簾のう ちに 入リ、 添へ 乳， やして 

ねろ らしく 低い 子守うた，^ うた ふ。 笑し い， 磔。 ん U 

お 山 のれむ の はな、 れ むの はな 咲き！？ -u んれ. H、 れん 

：：；： お 山の …… 」 し- 9 かに またうた.^ つ 1- ける〕 11 (信 

三歸 ろ-外^の s.^. 拂 ひながら 茶の 問の 上 リロに く。 

そして 茶の間, かひと 眺めして、 暖簾の 內ん见 ろ， -) 

おつや おかへ りなさい まし。 そと は 寒かった でせ う。 
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信 一一！ このごろの fit はあった かいよ。 それに^いで 歩く も 

の だから、 11 (靴.^ 脱ぐ) 

おつや (^簾の 内から) ごはん はお あがりに なつたん で 

に »  0 

す 力 

信 一二 あ、 濟ん だ、 お母さん ぼ？ 11 

おつや いまし 方まで 起， *v てゐ らしつ たんだ けれど  

信 三 さつ、 誰も 來 なかった かい。 (信 三、 «^ おに.^ 1^ 點け 

ろ) 

おつや (やや 問.^ Si いて) 珍しい お 客 さまが ありまし 

た。 

信 三 (長火鉢の 吸 鼓.，^ のぞき 込みながら) 吸 口をつけな 

いで バット を 吸 ふお 客 さま だね、 へえ、 誰か 知ら、 はい 

からな らし いな" 

おつや 获 島さん です よ。 

sus 三 荻 sis 11 開いた ことがある や-つ だが、 さう、 さう、 

获島庄 平の ことかい， 

おつや ええ。 

信 三 あの 與が 晚に來 るなん て、 —— ハ信三 や や 不愉快げ な 

一 蹄： >i なろ) お母さんが 此問會 つたと か 言った が、 僕 も 一 

K くらみ 會 つてお けばよ かった。 何しろ 名前ば かりで 一 

度 もお H にかかった ことがない の だ £ら な。 それにお 

の 好き な ひ とだ と 一一 一一 II ふ んだ か ら 。 


おつや (g- つて- Q ろ) 

信 一一 一 まだ、 こちらに ゐる やうに 言って ゐ たかね。 

お つ や 二三 to 中に お SSf ちになる やうに 言つ てゐ らっしゃ 

いました。 

おいと ま 乞 ひかね。 

や そんなお つもりだった の も か 知れません。 

お母さん は 起きて ゐた のか い 。 

や い  >- え 0 

おやすみに なつてから？， ！ 

や ええ。 (暖簾の 內 から 胸 1^ 搔きべ nVJ ながら 出て く 

る) でも、 わたし 默 ってゐ ましたの。 

信 三 なぜ、 

おつや べつに 深い 意味 はな かったんです けれど …… お茶 

を いれ ませう か。 

信 三 (不偸 快.^ まざらせながら) いらない。 しかし 何 だ 

つ て 荻 島 はい まどき になつ て 遣つ て來 たんだら う。 

おつや (平氣 て) しばらく 會 はない つて 言 ふんで 入らし 

て 下す つたの よ、 べつに 何も 他に 意味 もない …… 

信  一二  (刺 立って) 意味 もない …… 

おつや でも 十一 一三 年 も 入ら つ し やらな かつ たんです も 

の、 もともと、 荻 島さん と は 類同 樣 なんです し …… こ 

れま でも こちらへ 入らつ した こと は あつたん でせ うけれ 
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ど、 あなたに 遠慮して 入ら つし やらな か つ たんで せう。 

信 三 さう か。 べつに 遠慮なん かしな くと もい .乂 んだ がね。 

とにかく 僕 は、 ばかに 睡 いんだ。 

おつや 床 はあった まって ゐ ますから、 おやすみなさい" 

信 一一 一 (立上りながら 上着ん、 脫ぐ) せい 男なん かが 訪ねて 

来ても、 大が い の 場合 は默 つ てゐる 方が いいよ、 正直 も 

い  > 加減な 年に はそんな に 必要で ないから。 

おつや (胴衣，^ 手に 取リ默 つて， Q ろ) …… 。 

信 三 へいぜいから 見ろ と 少し 元氣 らしい ね、 荻 島が 釆た 

せえ 力な 

おつや (やっと 微笑 ひながら) さう かも 知れません。 

信 三 (少し^き 込む やうに して 笑 ふ) お前に もま だ そん 

なし をら し ぃ氣が あるなん て、 ちょ つ と！ H. 愛らしい 氣が 

する よ。 

おつや さう でせ うか。 

信 三 さう とも、 咎め ろよりも し をら しさが 先き に 立 つよ。 

おつや (考へ 込む) さう ね、 わたし 自身で も そんな 氣が 

します わ。 それ はさう と 何 か 召し あがりません か、 何 か 

？ J かいもの でも V  

信 三 (先刻と は刖な 調子て) 何 か 食べる かな。 (打 解け 

て) まだ 實は飯 前なん だよ。 

おつや びつ くリ して) まあ、 さうなら さう と 早くお 仰 


れ ばいい のに。 なに かこ さへ ませ-つ。 

信 三 腹の 足しになれば 何んだ つてい いんだよ。 

おつや (いそい-てと 趨 がけ LL なり 勝手へ 行きながら 板り 

か ヘリ 思 ひな ほして) うんと 御馳走して あげます よ、 ；迎 

りまで 行って 來 ますから …… 

信 三 傘な し ぢゃ案 一い よ、 だいぶ 尊が つもった から。 

おつや f 袖，^ 胸- レ搔告 合せ) 大丈夫で すわ。 すこし くら 

ゐの雪 は？  (しとみ の 外へ 出て) まあ、 たいへんな 

雪よ、 足駄が 沈む くら ゐ なんです もの。 いつの 間に こん 

なに 降った のか 知ら？ —— 

信 三 (長火鉢 LL もたれ 何か考 へ 込みながら 侘び しげ LLlsa 

ふ〕 もう、 そんなに つもった かな。 

おつや (やや 遠い こ ゑて) すぐに 來 ますから。 

(信！；；、 長火鉢 LL かがんて ねろ〕 何の 昔 もない、 —— 

物憂い け は ひ， て 時計が 卞  一 ^ナ" 打つ。 信 一一 一、 思 ひ 出し 

たやう に 時計の かけ 氣 がつ いて 暖簾の 内.，^ のぞ 

き 込ん て，^ めろ ： 11 (しばらくして おつや が^つ て來 

たらしく © か- 拂 ふけ は ひがす る" しとみ 戸が 開く。) 

おつや (.|^ーさぅに袖，^合ぜ〕 大 へんな S です よ。 どうし 

て 今 じ ぶんこん な に 降る のか 知 ら ？  は 歩け な い く 

らゐ なんです もの。 

信 三 さくらの 咲く 時分に もよ く 降る ことがある よ、 こと 
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に 去年 は つ ぐみ の が だ い ぶ 高い と - 」 ろ. にあ つ た つて 山 

の ものが 言 つて ゐ たから、 まだ 今年 は これく らゐ では 濟 

むまい よ。 

おつや (戊 包の い 餅.^ 出す …… ) ぢぁ、 つぐみの m 、が 木 

の 下の 方に あったら、 その 年 はふら な いんです か。 

信 三 山の もの は みんな 左う 言って， 3 る。 小鳥なん て やつ 

は 悧巧 だからな。 雪の よけ いに 降る 年 は 高い ところに 奥 

がま へ する なんて 、 よく 考 へ たもの さ。 

おつや (感心して) さう ね。 俐巧なん です ね。 11 おひ 

とつ、 いかが。 

信 三 (つまん て頗 張る〕 だが、 また 皮 包み を 押入れへ 投 

り 込んで、 あとでお 0 さんに 見つけられる とこ まるよ。 

いつ だ つた かも 叱られた ぢ やな いか。 

おつや (微笑 ひ 出して〕 まだ 一し よに なりたてで ござい 

ましたね。 でも、 あんと き はお 母さんに 隨 してお いたか 

ら、 わろ かったんで すよ。 朝に でも 氣を つけて おけば 皮 

包を见 つ けられ はしな か つ たんです けれど …… 。 

信 三 (低い こ ゑて) でもお 母さん もこの ごろ はよ くな つ 

たやう だね。 以前の やうに やきもち を燒 かなくな つた か 

らね。 

おつや (E5 ひめ ぐら マ) ええ、 さうよ、 ほんと によくな 

つたの わ。 けれども あの 時 分 はお もしろ かった やうな 氣 


がします わ。 張り合 ひが ある やうで 今よりか い いやうな 

氣 がする わ。 

信 三 ぢぁ、 いま はお もしろ くないと いふの かい" (微笑 

ふ) 

おつや (さびしく 笑 ひ) おもしろ くも を かしく もない の 

ね。 なんだか あんまり 靜かす ぎる やうです。 

信 三 (平靜 な 5i 談ら しく) お前 もさ 5 思 ふの かい。 ぢぁ、 

せ つかく 获 島；^ に でも 來， て もら つ た 方が 元氣 にな つてい 

いぢ あない か。 

おつや (頭 1^ ふって 見せる) それ も 最ぅ駄 E。 

信 三 (額 1^^， さ 込ん て。 惑 氣 なし： J.) なぜ？ —— 

おつや (事 もない やうす て 加 之 懐し. けに) 何ん とも 思 は 

な いんです もの。 あの方が おかへ りに なって しまって、 

あなたと かう し て お 話し てゐ ると、 何ん にも 入らつ しゃ 

ら なか つ た 前の やうな 氣 がす るんで す もの。 ほんた うよ。 

これ だけ はふし ぎな やうね。 

信 S  (さう いふ こと も わる かと 感じ入 リ) さ-つかな。 そ 

んな氣 になつ て ゆく もの かな。 

お つ や (しばらく 考 へ 込ん て t や _? あつ て) 男の ひ 

とも やはり さう なんでせ うねき つと。 それとも ちがつ て 

ゐま すか 知ら？ 

信 一一 一 (苦笑 ひしながら すぐに まじめ になろ) そんな 簡 Si 
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なわけ に は ゆかな いよ。 しかし 結局 はさう もなる がね。 

(考 へ 直して) やはり さうな るかな。 しかし どこか 女と ち 

がつ てゐ ると ころが あろよ。 設明 しにくい ところが ある 

..  >  、へ 0 

おつや (ふと 何か^ 考へ 出し 刖 にかうて いせずに) この 

ごろお あ ひに なりまして  

信 三 (にが ひ頗 fj- する) しばらく あはない よ。 そんな ひ 

まなん て 今のところな いからな。 あはない こと はお 前 も 

よく 知つ て ゐるぢ やない か。 べつに あ ひたく もな いんだ 

よ 0 

おつや (きふに 築し い 吸 fj- すろ) わたし その 方と 一 べん 

あ ひ た い と 思 つて ゐ るの。 どんな ひ とです か しら 。 

信 三 つまらな いしゃう ばい 入 だよ。 あはない 方が いいの 

さ。 

おつや (むつ さりと 無 SWLi) さう でせ うか。 

信 三 さう さ。 おれ はちゃん と此處 のうちに ゐ るんだ から 

ね。 ね、 おい。 ふさいで ゐる わけ ぢ やない.；；！。 

おつや (まじめな 颜っ きて はつ ふ 、りと) いいえ、 そんな 

こと 氣 になん かかけ てゐ ない のよ。 ただ ふいに 思 ひ 出し 

たからお たづね したの。 

信 三 (安心して〕 さう かい。 それなら それでい いが ：：： 。 

(ふたりとも K つて 坐って ねる。 表に ©ん 拂ふ 昔が は 


たはたと すろ。 ふたり 目.,^ 表に そそぐ。) 

おつ？. 出前 持が きた やうね。 

信 三 ちょっと 出て おやり。 雪で たいへん だら うから。 溝 

に 橋 板が とれ て ゐ たから 氣を つ けな い と 危な い ぜ。 

おつや ええ、 氣を つ け て やる わ。 

(おつや、 しとみ 戶.^ あけ llw る。 信 三、 たば：，^ ふ 

かし SiJi 火鉢に もたれ 表， な 兌て- Q る。〕 

おつや ( や や ^3 い び つ くリ し た や う な 聲昔て 。——) あ 

ぶない わ。 どうしたの、 臺の もの を 下にお きなさい よ。 

まあ、 あんた みたい な 子供に そんな 霜い もの を 持つ て 出 

させる なんてね、 ：：： すこし 考 へ なしの 御主人ね。 

出前持ち (かじかん：； し、 ゑて) なに かま はな いんです。 

これく らゐの 雪なん か ：… 。 

おつや ぢゃ、 わたし それ を 持って あげる わ。 指さき が 凍 

ぢ かんで ゐるぢ やない かね。 

出前持ち なに、 かま はな いんです。 なれて ゐ ますから。 

おつや 明 3 の 朝联り にきて くださいな。 今晩はもう おそ 

いから。 

出前持ち さよなら。 

(信 三、 表の 驛 に氣. ^取られて ねる。 しとみ の 開いた 

ところから 雪が 吹き込ん てく る。 …： 信 三、 もの^び 

しげに わく. ひん- 一 つす ろ") 
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おつや (出前の 箱，^ さげながら) まだ 十二 三の 子供なん 

です よ。 可 一！^ さう に。 

信 一一 一 さう かい。 しかし 仕方がな いよ。 いちいち そんな も 

の を 哀れん でゐて は、 こ ちらで 可哀 さうな 氣 もち の 種 切 

れ になる わけ だから —— 。 

おつや (皿、 小鉢.^ ならべ 勝手から 酒德 利^ 持って 來て燜 

ん、 すろ) わたしけ ふ 荻 島さん とお 話 をして ゐて、 あの方 

もお 話が なくな つて ゐ らっしゃ るの を 見 てゐ たら、 なん 

だか 氣の菌 な 氣 がしました の。 

信 三 (こ ともなく) それで 二人で 默 つて ゐ たの かい。 

おつや ええ、 對ひ 合って ぼんやりして ゐ ましたの。 でも、 

なにもお 話す る ことが な いんです もの。 

信 三 その 默っ てゐる 間が いいんだ よ。 言 はば その 間に 兩 

方で 考へ てゐる ものが おやす くないの さ。 

おつや なんだか 息づ まり さうな 氣 がして くるんで す も 

の。 わたし、 ほんた うは 早くお かへ りに なって くだされ 

ばいい と考 へ たくら ゐで すわ。 ちょ つ とした やけな 氣に 

なって しま ひまして ね。 

信 三 (貌ぃ 或ろ 思に く に 衍-, W 當 つて) お前の 考 へて ゐる 

こと は 矢張り 荻 島 を きら ひで ない 證據だ よ。 お前 は 素氣 

ないやう に えて それで 左う でな いんだ からな。 

おつや (铫 子の 酒ん-つぐ。 信 一一：、 それ 1 屮飮 む) さう です 


か しら わたし、 あの方と 七 八 つ くら ゐ の 時分から のおと 

も だち ですからね。 

信 三 (何 か考 へ) そんな 友 だち とい ふ もの は、 ばちさん 

になつ て も、 よく 思 ひ 出す ことがある もの ださう だよ。 

11 荻 島の 手紙 はま だお 前 持って ゐた害 だね。 あれ をち 

よつ と 見せない か。 

おつや (平氣 て 好意.^ 交ぜ) ええ、 お見せしても ようご 

ざいます" けれども、 旣ぅ いぢめ るの はよ して 頂 だい。 

信 三 (盃. ^もけ) わかった。 いぢめ はしない。 

おつや とにかく 寢 みませう か。 (美しい 目ん. -す. <?) 

信 三 (.一 化 上りながら 天井ん- 兄て) 明り 収 りが まだ 開いて 

ゐるぢ やな い か 。道理 で ひやひや すると 思った。 (十 間へ 

下リて if ん く) 雪の 重みが のしかかって ゐ るね。 閉ま 

ら ない。 

おつや (天井.^見ろ。 蒼白ぃ雪ゎかリが效へ^^£ちろ) ぐ 

つ と 引い て ン 1 らんな さ い ましな。 

信 一一； (ちから.^ 込め. 1 これでい いかい。 (明り 取りの 戸、 

閉づ。 同 i-LLe のかた まりが 土間へ iis ちる) そとが 明る 

いが 月夜 だね。 

おつや え、 さ-つか も 知れません。 

(おつや。 皿 や 小鉢の もと 始末 する。 消 炭の 壶に炭 

4:.^ 消す。 信 三、 廁へ 立って 行く。) 
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信 三 だいぶ 寒い な、 寢る ことにする かな •：：• 。 

おつや お 床が すっかりあった まって ゐ るで せうよ。 そつ 

として ゐ てくだ さい。 いまよ く 寢てゐ るんで すから。 目 

を さます と  >  」 まります から。 

信 三 (暖 麓の 内へ 這 入り) よく. 超 込んで ゐ るね。 、間—) 

熱 もな ささう だ。 電 燈は點 けない のか。 

おつや (^告 込ん. V) だ いぢ やうぶ S を さまさな いでせ 

うから、 つけて 下さいな。 

(電 燈點 く。 暖 藤の 片 しぼり LL された ところから、 炬 

IK の艷 めい； 卜 ふとんが 见 えろ。 子供の 寢^ 及びたん す 

のわきに 人形な どが あろ。) 

信 三 やはり 女の子と いふ もの は どこか 寢てゐ て も 可 一 3^ い 

いもの だね。 兄 キの方 はおとな みたい な 顔 をして ゐる… 


おつや (錢臺 の そばて 髮に 手ん 、やり 夜 更の錢 の 底.^ のぞ 

..V 、込む〕 ええ、 あの 子 は，^ 色が いいし 兄よりも 器量が よ 

うご ざ い ますから ね。 —— おね まき は あつ ため て あるん 

です …… (^料の 瓶から 二三 滴 掌に 垂らし； 威に さっと さ 

すリ) いますぐ 參 ります わ。 (し. はらく 一ての ま、 に资も 

ない。 おつやの 二の 腕す る どく 夜更け の錢の 前て うごい 

て. Q る。) 

. . 1 幕 1 
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父母 所 生 (二 幕) 


人 物 

父  蛇 一 ^なる 老人 (五十 九 一成) 

5  ひ弱い； ifl- しさ. もってね ろ 女。 もと 

小 問 使 (.四 十二 歳) 

行 種 先：^ 1- の 長男。 iH 赏 Q; 十六 歳〕 

さ と モ のつ ri<  (三十 M ぶ is 

しげ 子 行 稀の 長女。 母親に 似 マね ろ (十四 

正  小 il 使 はるの 子。 よそへ 造つ ズゎ 

る (十二 S 

女 中 

ぢ いや 

植木 や 

その他の 人物。 

時 

治 三十 五 年 ころ。 

處 


田舍、 古い 城下町。 

第 一 景 

惰 景 

八疊の 問。 緣。 冬が まへの 木 二三 本。 厠の 半景。 

11 庭ん- へ だてて 茶室。 正面 凡て 果樹園め い ngl い 庭、 

杏、 すももの 花 か 咲いて ねる。 名 づけが；： い g; リが花 

間に わる、 靜 かな 午後 過 ざ。 

八 S の 間に 荷-つく リの 品物が 重ねられ、 取亂 されて ね 

ろ。 鞠、 行李な ど、 —— .ち いや それら.^ 搬んて ゆく ご 

とに 部屋の 中 さ •  ひしくな ろ。 …… むしる 老人ら しい^ 

かさの 中、 もの 憂い 足 もとが 見られろ：；，： け。 

父 (ii^ 病。 たけが 一 si い) へいぜいから 心がけ をして 居れ 

ばいい のに、 い まに なつ て は 何も彼も おそ いぢ やない か、 

とにかく 掛 もの は 持って ゆく がよ い。 あれ はかね になる 

から。 

$  (ど、、 か 陰氣 なと、、 ろが もろ) でも わたしが 持って ゐ 

て も わ かり はしな いんで ございま すから 置いて ま ゐりま 

す。 

父 お まへの やう に； 糊戶も のば かりで は 何 の 足し にもなら 

な いぢ やない か。 それよりか 敷 もの も 持って行く といい、 

ぢ い や に 包ませ て ® い たから 、 —— わし に はい ま 何も い 


m  生 所 母 父 


ら ないから ね。 

母 (沈ん. たこ ゑて) ありがたう ございます。 しかし 行 種 

さんが 入らし つた あとで わたしが 何も彼も さら へ て 行つ 

たやう に 思 はれる のが い やで ノ /さ い ますから、 もう K!; 山 

でございます。 それにお 茶棚の 上の 時計 だけ あれば 何 を 

い ただ い たよりか 嬉しう *、  /さ い ます。 

父 (报 りか ヘリ 見て) お前 は 妙に あの 時計が 好きだね。 

時計と 一 しょに あの 茶棚 も 持って行ったら どう だ。 わし 

のお ゃぢの 時分から あるんだ。 それにお ま へ はたん ねん 

つや 

に 畿 ぶきん を あ てた もの だから、 あんなに こつ くりした 

いいつ や をして ゐる。 a 女の 返辭ん  15 たず に 次。 £E へ-! t 

かけろ) ぢ いや、 ちょっと 來て くれ。 

母 わたし あれ だけ はいた だきません。 あれ はお さとさん 

がちゃんと 此間ゐ らしった と き に 手で な で V 」 まで ゐ 0 し 

つ たんです から、 あれ だけ は そのままに し て S い てくだ 

さい まし。 

父 (い.；，： はろ やうに) わしに まかして お 置，？。 わし はお 

まへ に 何も あげる もの はない の だ。 永い 間 わしの めんだ 

う を 見て もらった お まへ に 家 一 つ さ へ S 意が できて なん 

だ。 わし は それ をし よつ ちぅ考 へ てゐ たがけ ふに なって 

みると お まへ に氣の 毒で ならん。 わしに まかして 置いて 

くれ。 わしの あげる もの は默 つて 持って行って くれ。 


母 (なみだぐん. て —— 〕 でも、 あとで 世 Si の 開え も ござ 

いますから。 

父 (愛情の ため 昂裔) ^間 なぞ どうで もい い。 わしの 言 

ふなり にして ゐて 吳れ" それでい いぢ やない か。 

母 はい。 

(V いや 入 リ^る") 

ざいや まだ 何 か 外にす る ことが ございます ハ。 もつ 車 は 

； Si だけ は 門の 前へ 出して 置きました。 

父 この 一 余 棚 を 一 つく るんで ほしいの だが、 g,? ずの つか 

ないや-うに 荷づ くり をして くれ。 

< いや はい。 なるほど これ は 奥 さまが 毎朝お みがきに な 

つ たも の で ノ  /ざ い ます の に、 どうし て荷づ くりな さらな 

いかと 先刻から お たづね しょうと 思つ てゐ たの で ご， さい 

ます。 

父 一人で 持てる かね。 

. ち いや なかなか s うご ざいます。 

母 わたしお 手づた ひし ませう か。 

父 だ いぢよ ぶ だよ。 これく らゐの もの は？ 

V いや (かつお、 ながら) わたしが いつも 時計 をみ にまゐ 

るた びに、 奥 さ ま はこの 中から おやつ をく だすった もの 

です よ。 露 お や つ も 戴で きま せんかな。 

0  (さびしく 微笑 ひ) つぎの 方が くださいます わ。 ぢぃ 
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やさん。 

V いや (次の間て) どう だか 分ります もの かね。 

(父 入って くる。) 

父 (もた リん见 1- しズ) これです つかり 片づ いたやう だ 

ね。 一事" たけ 出て しまった やう だから、 こんどので もう 

お 終 ひだね。 ほし いものが あつ たら 遠慮なく さう 言つ て 

くれ。 

母 わ たし もう い ただき すぎ る ほ ど いただい たんです も 

の。 何も あとに ございません。 あとでお さとさん が 酷い 

女 だ とお ひに ならない か と、 それが なんだか 心配なん 

でございます。 

父 そんな こと は！ H はせ はしない。 みんな わしが こさへ た 

！: § ものば かりだ からね。 全く 行 種が こちら へ 引上げて 來 

ようなん て、 まる で 夢にも 考 へ なか つ たこと だからね。 

お まへ にす まない けれど ：.：• 。 

(はっき リと) いいえ、 わたしい つか こんな 事になる 

だら うと、 ときどき ひとりで 考 へて ゐ ましたから、 こん 

ど は 大してび つくりし ませんで したの。 ただ、 旦那 さま 

がきつ と ご 不， ：113 あそば さない かと それば か り氣 にな つ 

てゐ ました。 でも これまで あんまり 樂 をして ゐ たもので 

すから、 ばつが あたった のか も 知れません。 

父 (^^の微5^,^见詰め) わし も 左う いへば やはり こんな 


風になる こと を；^々 考 へて ゐ ないで はな かつ. た。 しかし 

それ を 口にする のが いやで ね。 わし も 行 種が 來て しまつ 

たら.、 一お M に 5! 燒 でもして こもって ゐ ろよ。 老人ら しく 

ね。 いままで はま だ元氣 はあった がー 一三 曰く ひものもう 

まくない  。 

0  (.=?,に 沁みて M  く) け ふなん ぞ 何となく 弱って ゐらっ 

しゃる のね。 どうか もっと 元氣 になって くださいな。 お 

さとさん もお 見えに なること だし  これまでよりか 賑 

やかに な るんで ございます から。 

父 おさと に 初めて つきあ ひす るんだ し、 根が 他人た から 

ね。 わし はや はり 一 人で 室に こもって ゐる 方が いいね。 

わし はまる 一 一十 年と いふ ものお 前と ふたりき りで じみに 

暮し てきたん だから、 もう 脤 やかな こと はい や だ 。 

母 (庭の 方 かちら リと见 て) 二十 年に なりました のね。 

接 木の 杏が まあ あんなに なって ゐ るんで す もの。 まるで 

ぉ祭の^^り花みた い に 〔i ^、きそろ ひました のね。 こ としは 

巧 や. =:t に資り ませう。 

ハ乂  (同じく. M ん 、見ろ" ぶ：； の 花が； SH,^ 浴びて 燃えて わる〕 

ことし は 寒肥え が 利いた と 見えて、 花びらの- fe! い こと、 

まろで 八 霜の やう だ。 お まへ のと ころ へ も わし はこつ そ 

りと 持つ て 行つ てあげる よ、 ぶ だう も だいぶ 水 を ひ 出 

して 花が たくさんつ いたやう だから、 それも^：：；っ て 行く 
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よ、 

母 …… (§ぃ つてね ろ) 

ハ乂  (舰き 込ん て …… ) 人に なん ぞ わかり はしない よ。 こ 

つ そりと 行く ぶんに はね。 

^  (うつ 向いた まま) それで はお 約 m が、 ちが ひます。 

こんどお わかれしたら 又とお あ ひしない ことにお 話した 

ぢゃ ございま せんか " 

父 それ はさう だが …… 

ひ わたしたち はわ かいひと たちの やうに はま ゐり ませ 

ん。 そのこと は どうぞお まもりく ださいな" わたしに し 

て も それ はつらい ことなん です けど、 これく らゐの こと 

はがまん しなければ ならない と 思 ひます の。 わか いひと 

たちならで きさうな ことで も、 わたしたち は旣 うし て は 

ならな いんで ござい ま す か らね。 

父 (溜息、 何となく 恥， か 感じながら) さう 言へば わした 

ち はこれ から あと は 何もで きないな。 お まへ の霄 ふこと 

はよ くわ かるが、 しかし わし は 何時か また これまでの や 

うな 暮 しがで きさうな 氣 がして ならん。 こんな 考 へ は 子 

供 じみて わるい 考 へ だが、 年 をと る と 何だか 考 へ が 子供 

らしくなる ものら し いな。 

母 (父の ^s.^ 见詰 めな だめる やうに) その 話 はもう やめ 

ませう ね。 わたしたち は あんまり 永い 間暮し てきた の 


で、 い まから 考 へ ると あんまり 呆氣 な、 ほど 靜 かで ござ 

いました ね。 わたし 何んだ か 二十 年 も ひとところに 睡っ 

て ゐ たやうな ザ： がいた します の。 まるで 睡り つづけて ゐ 

たやう にも 思 はれます の 。 

父 そんな I 戚 もす るね。 しかしお まへ はい ま E を さました 

やうな 年.. ころ だから、 わしに f, せ^をし ないで いいと ころ 

が あ つ たら-落" 清 いて くれる とよい。 わし はまる でお まへ 

の 若い 時分 を むりやり 押しつ ぶして しまった やうな もの 

だからね。 わし は それが 一 群 氣に懸 つて しょちゅう 濟ま 

ないや、 つな 氣 がする。 そして i「1l の つ いた じぶん はもう お 

まへ は 若く はない。 わし はまる で 何も 知らないお まへ を 

だまして ゐ たやうな もの だ。 わし は それ を 何時かお まへ 

にあ やまら うと 思 ひながら、 つ い 何時の間にかけ ふに な 

つ て しまったの だ。 わしの こと は わしが M まるから がま 

ん して くれ。 

^  (父の！^.^ 见-, >们 ぐむ) いいえ、 わたし はま だ これ ま 

でに 唯の 一 度 も そんな こと を考 へた こと は ご ざ いませ 

ん。 不平 や！ f 服め いた 一-親の 起った こと もありません。 い 

つで も樂 しくまる で 二十の 時分から 今まで を 一 と 足に 飛 

んで來 たやう に ひます の。 そして わたし は不 思；； i にい 

つ でも 鐵砲 を. おに かけて 元：： 颯 よく 山へ ゐら つし やる あ 

の ころの あなたば かりが HI に ちらついて ゐ ますの。 晚方 
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いろい ろな 小鳥 を 入れた 11 袋 を 提げ てお 歸 へりになる の 

： が、 まだ 石 Elg の 松 並木の 下に 兑 える やうで ございます。 

そして どんなに おねが ひしても 獵 たけ は 仲々 ぉ廢 めに な 

ら なかつ たんです ね。 それが まるで あの 布が あつ てから 

ふつつ りと 山へ も お出でになら なくなりました のね。 わ 

たし あの 時 だけ はほんた うに 嬉しう ございました。 朝の 

ことでした のね。 あんな 鵜が あんな 季節 はづれ にお 部屋 

に 飛び込む なん て 、 ふ しぎと い へ ば 不思議す ぎます のね。 

父 (想 ひ 出して) いや、 おはね、 殺生 はやめた いと 考へ 

てゐ たもの の、 依 w 地な もので 何 かの きっかけがない と 

思 ひ 切れない もの だよ。 あのと きの 鶫の 左の 足が 折れて 

ゐ たの も 可お さう だが、 しかし 外に もっと 厭な こと を 見 

たんだよ。 あんなと きに. ir が 飛び込んだ  >  」 とも 遍を やめ 

7, 原 W にな つ たが、 それよりか 最 つと い やな > と を 見た 

ん だよ。 それ をお 前に 話 をしょう と 思った が、 わざと 控 

へ ておいた の は、 お：！ g がまた 弱つ てし まふと 思った から 

だよ。 

母 (考へ 込ん てい まったく わたしに は 知らなかった こと 

でせ うか。 

父 (憐れん て) お前 は 知るまい 11 正の こと だよ。 あの 

前の 晚 わたし は あそこの 家の まへ を 通って、 正が ぼん や 

り 飴屋の 前に 佇って ゐ るの を 見たん だ。 なぜ そんなと こ 


ろに ゐ るんだ と 尋ねる と、 默 つて 佇って ゐて 何もい はな 

いんだよ。 何 かい たづら をした のなら 謝 まって やる から 

1 緒に おうち へ お 這り とい ふと、 おうち へ 入れな いから 

這 入 つ て やらな い と あの 子が 剛情 をと ほ すんだ もの。 ぢ 

や あわし のうちへ 來 たら どう だ とい ふと、 何時 ま でで も 

此 處にゐ るんだ と 言って 動かな いんだ。 わし も 手の 出し 

やうがなくて 默 つて 歸 つたが、 何ともい へない 氣 がした。 

あの 子 は 一 たい 誰に 肖て ああい ふ 剛情な 子に なった の だ 

らうね。 あそこの うちの 風儀 はよ くない。 しかし あの 子 

は あんな 變 な子ぢ やなかった 箬 だが. ね。 わし は その 翌く 

る H に 鶴が 飛び込んで、 片方 の 足が ね ぢ 切れ てゐ るの を 

兑 て 、 すぐ 飴 慮 の 角に ゐた 正の 小さ ぃ据 から 親いて ゐる 

足 を 思 ひ 出したら、 どうし て も獵に 出る 氣 がしな か つた。 

お まへ に は默っ てゐ たが わし は あれから なるべく 町 通り 

を 歩かない やうに 心 けて ゐ たんだよ。 

母 (落着いて 聞く) それ はわた しも 氣が ついて ゐ ました。 

あなたが 町 通り をゐ らっしゃらな いくら ゐの こと は、 わ 

たしに は 分って ゐ ましたの。 そして E が どう いふ もの か 

心が ねぢ れてゐ るの も氣 がつ いて ゐ ました。 しかし わた 

し は あれが 生れ つ きから ああ だ つ た と 思 ひません。 あそ 

こへ 行って から 急に か はった ので ノ 」 ざ い ますね 。 その 證 

據に はお 友 だち と 一 しょに 遊んで ゐ ますと、 わたしに 會 
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つたつ て 碌に 口 もき かないん です もの。 どこ へ かふい に 

隱れ て しま ふ か馳け 出し てし まひ ます けれど、 S 分 ひ と 

りきり だ とわたし の そば へ 寄つ てき て 、 それ は なつかし 

さう にします の。 あの 子 は 何も彼も あんまり 分りす ぎて 

ゐて、 そんな ことで あんな 小さい 頭 をつ かって ゐ るかと 

思 ふと 151 及 想で ならな いんです。 うちへ 遊びに 來 たって 

わたしの そば を 離れないで ゐる くせに、 時計ば かりに 氣 

を 配って ゐ るんで す もの。 そして 妙に 毎日なん て來 たこ 

とが. - J ざ い ません。 きつ と あなた もお 氣が つ い てゐら つ 

しゃり はしません か。 

父 (じつく リと考 へ) さう 言へば 妙に 隔： 1! にくる やう だ 

ね。 するとけ ふ はやって くる 日なん だね。 お まへ がゐな 

くなる こと は 知って ゐ まい。 まさか、 あの 子が どんなに 

敏感ても ね。 

母 毎日 だと あちらの 家へ 知れろ から 隔日に 來 るんで こざ 

い ます • よ 。 —— そ れ にこん どの こ とだ つて みんな 解って 

ゐて、 默 つて ゐる や、 つです よ。 それ は；^ 二三 日 ひま さへ 

あれば 遣 つて 来て みませう。 そし て お 庭 へ 出 て 居れば 居 

るで 尾いて くるし、 お 部屋に 居れば 居る で隔れ ないやう 

なと ころが ございます。 一 昨日 あなたに 牡丹の 芽 立ち を 

おねだり したでせ うね。 

父 默 つて どんどん 手 を 引 張って 先に 立って ゆく から、 一 


たいど こまで つれて 行く つもり だとい ふと、 ここでい い 

の つ と 言って 牡丹の 前 へ 立た せ るんだ よ。 これ を どうす 

るのと いふと、 掘つ て 頂戴つ てきかな い んだ。 根の い い 

の を ー株頒 けて やった， 力ね。 …： 

母 (悲しげに) あれが やはり 子供 ご、 ろに おかた みに い 

ただ いたんで ござい ま せうよ。 あの 子 は あ 土 K ふ 妙な く 

せの 子で ごさい ますから。 

父 (はかなげ li いふ) 何んでも さう いふ 心に 殘る こと を 

言 ふ 子 だ。 お まへ に はま だ默 つてる たけれ ど、 この 綠の 

下 を 見て ごらん。 あの 子が みんな 集め ておい たんだよ。 

あちこち 庭の 中 を 掘り かへ して 一つ一つ：： r しるし をし 

て、 紙包みに くるんで あるんだ よ" 

(母、 緣の 下.^^ いて 見ろ。 紙 包， か 七 八つば かり： S§ ベ 

られて もる。) 

母 これ を みんな どうす るので せう か，  あ の 子 は どこ 

に どんな 草花 の 根が あるか を ちゃんと 知って ゐる やうで 

ノ /さ い ますね 。 それが ほ ん たうに 悉 しく 知 つ て ゐる ん で 

すから ね。 

父 (母の 額 1^ 見詰め) これに あれが みんなお まへ にあげ 

るた めに、 自 分で 祝つ. たらし いんだよ。 

母 (急激に 胸.？」 まリ兩 手て 餌 を ：役 ふ。 むし ス§, いすざる く 

ら. QLL) まあ ：… 。 
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ハ乂 わし も 初め は；. 书が つかな かつ たんだ。 だからお まへ は 

これ を ど- する つもり だとい ふと、 大人の やうに 笑つ て 

いまに わかる のとい ふ んだ。 

^  (紙包み.^ 綠の上 LL ならべろ： わたし これ だけ はいた 

だきます わ。 (紙 組みの 1 つ ^解く。 株 根 二つ 三つ 轉がリ 

出づ) すゐ せんで ございま すね。 

父 (，：：：分も別の紙；^1み，^ひら告乍ら) すゐ せんだ よ。 こ 

れは —— 紫苑の 芽なん だな。 よく 知って ゐ たもの だね。 

あんな 辦 * き はに あるの をよ く ® ぇてゐ たもの さ。 わしに 

も 分らない ところなん だが  。 

母 それに あの 子 は 妙に こんな 草 だの 木 だの が 好きな ん で 

ございま すね。 0 おじさう に别の 紙包み，^ いて〕 まあ、 

こんな ゆりの 极 なんか 深く 塊って ゐる もの をよ く 掘って 

くれたの ね。 ありがたうよ。 (？. ひしく 笑って 晃ぜ) わ 

たし 何んだ か淚が 出て しかたがな いんです もの。 

父 (その 弱々 しさに 釣 リ；； 3 まれ。 ：：•• ) この間から 庭ぢ 

ゆう を 走って あるい \」ゐ たが、 これ を 集める ためだ つ た 

一  20 

ん. J/JV 

$ さう お 仰れば 一 昨！：：： でした か、 爪の 間 一 杯に 泥 をた め 

てゐ ました。 収っ てあげる と官 つても い、 つ てきかない 

ん です もの。 このごろ 妙に 人な つ こくな つ て來 ました や 

うね。 


父 まだす つかり は 分らな い やう だけれ ど、 自分が なぜ あ 

そこの 家に ゐ るかと い ふこと を 知 つ て ゐ る やう だ 。 —— 

正が 來 ると い けな い か ら元： 迎り に し て おきな さ い 0 

母 (もらた：， iE^ ひ 出して ) わたし これ をいた だ い て も、 

こんな もの を 楠 ゑる ことなん かで き はしない ん です も 

の。 どこかの 二階で も かりてお 針で もして 暮 したいんで 

すから。 —— わたし 悠長に これ を植 ゑて なんか ゐられ な 

いんです もの。 (考 へな ほして) けれどね、 いろいろな 

鉢 を賈っ て 來て植 ゑて やり ませうよ。 みんな 根が つき ま 

すか 55 ら？ I . 

父 4<丈 夫 だよ。 どこか小さぃ離れでもかりるとぃ >5^ふ 

おもやと 隔れた しづかな ところが ないかね。 

母 さがして 貰って あるんで すけれ ど ：： (氣 がっく。 梳 

木 や が庭づ た ひに 來ろ) こ ちら へ —— か は まな い ん です 

力ら 

植木 や さっそくで ございます が、 け ふ 川 向 ひへ 行き まし 

てね。 そして 一 軒 だけ 決めて まゐ りました。 六 に三疊 

の 離れで ございま すよ。 奧 さまのお すきな 川 も 庭 さき を 一 

通って ゐ るんで す。  一 

ハ乂 そり やよ かった ね。  一 

植木 や そこで if: で ノ  /ざ い ますな、 さきの 分 は 門の そと ーエ 

で 出し まし たが 、 まだ 先刻の 道路に 石 積み が ゐ るんで 駐 
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つ てゐ ますから、 一 しょに； H さう と 30 つ てるんで す。 

母 いろいろ ありがた， つよ。 ぢぁ 一し よに 出して ください 

な。 

植木 や もう 何も 積む も の がノ  /さ いませ んな。 

母 ええ、 何にも —— 。 

植木 や (紙包み， か见 ろ) そんな ものまで 持って ゐら つし 

や るんで すか。 (愉快 さう に) 奧 さま は 草つ ぱ でも 大切 

にな さるんだ からな。 そんな もの でも 瞬 染み出す と泰は 

春で 一 番 さきに S 心 ひ 出す ものです からね。 わたしなん ぞ 

こんどの 家 を 建てな ほす ときに、 、つち 庭の 松の木 一本で 

おや ぢ と大 喧嘩 をし ましたよ。 

父 どうし て CV  

植木 や おや ぢ では 松の木 を 伐つ てし ま へと いふんで す。 

あれ を あの ままに しとく と 家 を 毀 さな い と、 動かせな い 

ものです からね。 しかし わたしで は 松の木 は ああして 玄 

關の 中へ K 入れても いいから、 そっとし ときた い ん です 

よ。 何しろ 七十 年 も ああし て 生きて ゐ るの を 伐る なん 

て、 碌な ことがありません からね。 だから 松の木 を 伐る 

くら ゐ なら 一 切 わたし は 手 を かさない と、 KM を くらって 

言 ひ 通したん でさ、 —— す る と お ゃぢ も降參 してし まつ 

てた うとう 玄關の 中へ 1^ 入れ ましたが、 中々 奥床し いも 

の です よ。 


父 し て ) あれ は 立派な 松の 木 だよ。 そり やい いこ 

と をした。 松の木 も よろこんで ゐる だら うよ。 

0 あなたら しくて ほんと にい いこと をなさい ましたの 

植木 や (精 に) あとでお ゃぢも 却って よろこんでくれ 

ましたよ。 何しろ お ゃぢ ばかり でも 四十 年 の gi 梯子で 手 

人れ したやつ ですかられ。 

ほんと にね。 その 離れに これ を 植 ゑる ところが ありま 

すかしら。 

植木 や (^J- 一、 て ) ええと、 何ん でも 七 八 坪く らゐの 庭で 

すから 大丈夫 で すと も。 わたしが みんない いやう に奧さ 

まのお すきな やうに 械 ゑて おきます よ。 水植 ゑに して 一 

週間 もしたら 芽 光き が樂 しめる やうに しませうよ。 な に 

しろこの 陽氣で *- /さ います からな。 (5=^ ,^ そば 立てて) 

はァ は、 もうこ ちら へ 遣つ て來 たんだな。 先刻 は まだ 川 

向 ひ を 練つ てゐ たんだが …； 。 

(芝 の 町 廻りす ろ 太；^ の？ が 乾いた か い くから 

近づく。 し 

ハ乂  (* ん -iw て) 芝 25 がか かるん， たね。 

植木 や いい 芝居. たさう です。 しかし わたしたち は；. 毋 曰：： 之 

Bis.. こっこ をして ゐる や うな も の だか ら 兑 た かありません 

や。 
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父 芝 ほって いへば 永く 見ない や うぢ やない か。 いっか、 

11 まだ、 正の ゐ たころ 行った きりだね。 

母 (しばらく うつと リと) ええ、 ほんと に 永く ま ゐりま 

せんね。 

しばらくして。) , 

植木 や ぢゃ あ、 これ をいた だいて 行って 械ゑ てお きませ 

う。 いづれ また。 

母い い やうに 稿 ゑ て くだ さ い 。 

植木 や 承知し ました。 

(植木 や 庭 づたひ LL 去る。 町 廻りの 太鼓 やや 近づく。) 

父 (つく. つくと) ゆっくりした 暮 しだった が、 芝居 も 見 

る をり も あま りな か つ たやう だね。 

^  (依然う つと リ して) ええ、 ございませんで したわ。 

父 これから は ひまが あるんだ から、 ときどき 一之 居 を 見に 

行く といい  。 

& いいえ、 わたし そんな 娠 やかな ところへ 行きつ けない 

もの でございますから、 もう 行きた くご ざいません の。 

(4,$- ほして) 町角 を まがりました のね。 

父 だいぶ 遠 返いた やう だね。 

、太鼓の ilH 泔 える。) 

^  (33- がつ いて) お茶で も いれ ませう ね。 

父 fiSJi ^みる) n かげが 木の あたまに しか ささ なくなつ 


た。 お茶で ものむ とする かな。 

(母、 茶^ 人れ にたつ。 瓶 かけて 茶.^ 入れながら …… 。) 

母 夕方 近 い んで すか ら濃 い 茶 を いれる の はよ しませ う 

父 うすいので いいよ。 つかん こと を 言 ふやう だが、 この 

ノ 」 ろ 正 を あそこの 家 へ やらなければ よか つ たと 考 へ る や 

うにな つたよ。 かう してお まへ が 外へ 出る やうに なった 

ら、 なほお まへの ために も 1 しょに ゐて くれる と 心丈夫 

だと 考 へて ゐ るんだ が、 どうも この 考へ はもう 遲 いね。 

母 (心から …… ) ええ、 わたし も そのこと が 胸 一 it なん 

で ノ /さ いますの。 惜し いこと をし ましたの ね- 

父 取り返しが つかない こと をして 了 まった な。 なぜ あの 

とき あれ を や つ てし ま つ たかな」 わしら はばか だ つたよ。 

母 (逮 く，^ 眺めろ やうに 考へ 出す〕 あのと きも 行 種さん 

が 入らつ しゃ るんで、 .5 め わて て あそ こへ 遣つ た のです ね。 

あの とき は旣 う： H さきが 何だか こはくて、 それに 世間の 

、 J とも ノ /さい ましたし  わたし は どんな に し て も 手 離 

したく はな か つ たのです けれど …… 

父 (あやまる やうに) わし は あの とき は 全く あわ て た。 

そして 無理に あの 子 を やって しまったが、 あれ はわし が 

惡 かった。 お まへの 味方 を 奪って しまった こと は、 何と 

言つ て も惡か つ た。 あの とき は 世 問 も 怖し か つ たが、 行 
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潘の 顏 をみ る の が耐ら なか つ た。 それ ゆ ゑ わ し は 行 種 の 

かへ ろまで 茶室にば かり ゐた。 それにと なり や 近所の ® 

まで わしに は 恐 か つ た。 人が 何ん にも 言 はない 前に わし 

は W 意し すぎて 了った の だ。 あ；：：. はわし の 一生のう ちで 

一等 わるい ことだった。 いや、 わし は 一生のう ち を まる 

で わるい こと を 仕 通 し てき .； に やうな も の だ " しかしお ま 

へは默 つて 尾いて くれたが、 いまになる とわし は わし を 

にくんで ゐ るよ。 

母 けれども ああしない で は どうし て も；， 納まら なか つたの 

です わ . わ た し は まだ 若う *、 ざい ましたし  

ハ乂 わし は あんまり 揮 山お ま へ にあ やまる こと だらけで、 

どれから あやまって い いかわ からない くらみ だよ。 

母 (手て 制して) その 話 はもうよ しませう わ。 お茶が 冷 

え て し ま ひます からお あが り くだ さ い 。 

父 (お茶.^ のみながら) わし はま だお まへの 泣いて ゐた 

こと を おぼえて ゐ るよ。 まる 一 日。 

母 (^つて く …… ) 

(間。 タ方 ちかい 明リ がくら みん、 おびて くろ C) 

父 (喉の 乾いた 人の やうに) お まへ はなに も 知らな かつ 

たが、 わし はもう 何も彼も 知って ゐた。 —— それが いま 

になる とわし はくる し い。 わし はこれ をお 前に 一 度 言つ 

てお きたいと 思って ゐ たんだし 


母 (默 つて 泣く …… ) 

父 お まへ はけ ふ まで 何 ひ とつ わしに 不平が ましい こと を 

言 はな か つ たね。 何 かわしに 言 ふこと がない. fv- 

0  (濕 つた？ 凝て) なにも ございません" わたしたち は 

ぃ因緣 がご ざいました のね。 それだけで すわ。 そのほか 

何もい ふこと もな い の です わ。 

ハ乂  (ややし つ、 S お ま へ は あきらめ て 因 綠 だとい ふが、 

ほんと に 何 かいふ ことがあったら 言つ て くれ。 それが ど 

んな ことで も わし は よろこんで il くから。 

母 いいえ、 何ん にも ごさいません。 

(母、 父に より 添 ひ 低い、、 ゑて すすり泣き，^ すろ。 間。 

11 iT つた ひ lT ちい や 入リ來 る。 やや い 風が 吹く。 し 

V いや (息切れ, <J 'さ ぜ ) すっかり 積み込みました から 出 

しても ようご ざいます か 知ら。 

母 (^«じまひ.，^して) ご 苦 勞 さまね。 もう 出して くださ 

いな。 それから 車力 やさん は 何人です かしら。 

• ち いや (指折り) ええと、 ー臺に 二人 づ つです から 都合 

四 人で ございます。 途中に 坂が ご，？ e いますから、 あと 押 

しがいる の でノ  J ざ い ます。 

母 (押入れから 跃 み，^ 出し) では これ を ご 祝 鎖に わ。 

ぢ いやさん は あとよ。 

• ちい や わたし なぞ どうで もよう ございま すが、 みんなが 
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れ ならいい つて 言って ゐた。 

母 (想 ひ 出して) さう ね。 ごはん を 一し よに いただく こ 

とに なって ゐ たのね。 (父の 方， か 見て 哀しげ LL) わたし 

それ はちゃん と覺 えて ゐ たんだ けれど、 お ま へのう ちへ 

わるい かと 思って 默 つて ゐ たんです よ。 ぢゃ、 け ふ は 一 

しょに たべ ませう ね。 

父 (さ ts しく〕 わし も それ は氣 がつ いて ゐ たんだが …… 

こちらへ おいで、 —— お 庭で 何 をして ゐ たの。 (正、 父の 

そばに 腰かける) 

正 け ふ はお そくな つても いいんだ。 

母 なに かご 馳走し ませう ね。 (父-, 1 對 つて〕 ほんと にい 

いあんば いに 此の 子が 來て くれてよ ございまし たのね。 

いいと きに は い い ことが ちゃんと 定 つて ゐる やうな もの 

です ね。 

ハ乂 お 酒 を つけて くれる だら うね 。 

0  (笑って〕 ようご ざいます。 ぢ *^、 わたし 仕た く をし 

てま ゐ ります から、 こちらの 部 逢に いたし ませう か。 

ハ乂 うん。 しかし だいぶ 暗くな つて 來 たやう だ。 

母 ともし ませう か。 

父 わしが 點火 すよ。 お まへ あちら を 早く やってくれ。 

(母 去ろ。 父 次の間から 竹の 蜜 のらむ ぷ. ^取り出し、 

ほや 1 か 布て 拭いて わろ。 正、 緣の 下，^ ながめ 薄 叫り！ 1 


何かん-さがして ねる。) 

父 (ほや.^ r 掃除しながら) お まへ 庭で 何. V 叩いて ゐ たの 

かね。 

正 (緣の 下から 起き 上って) 木から 繩を 下げて その さき 

に 薪 を 吊し 上げて 叩いて ゐ たの。 

父 G かかしげ LL) 劍衛 のけい こか。 

正 いいえ。 

父 ぢぁ、 ぶらんこ かね。 

正 (齒が ゆげに) そんな もの ぢ やない —— 。 

父 ぢぁ、 何に をして ゐた。 

正 ちょっと 僧い 奴が ゐ たもの だから 叩いて やつ た ん で 

す。 

ハ父 (ら むぷに 火，^ ともす。 それ 座敷の 中へ 出す) そ 

れは 一 たい 誰の ことかね。 

正 (崎 形 的な 感じが 强ぃ) 誰の こと だか。 

父 (正の かほん 凝 見め る。 正の 效ゅ がんて 悲しげに 見え 

ろ。 問) お まへ はそんな に 憎い ことがあ るかね。 子供つ 

て もの は そんな 考 へ を もって は ならな いもの だよ。 子供 

は のんびりして ゐ なければ いけない からな。 

正 (K つてなる。 ^織の ひも，^ い •  ちって ねる) …… 。 

父 お まへの ま はりの ひとは 皆い いひとば かりなん だか 

ら、 そんなに 憎らしい ひとなん てゐな いぢ やない か。 —— 
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決して そんな こと を ひとに いふ もの ぢ やない よ。 

正 (突然に いふ) 僕う ちへ かへ らう か 知ら リ — 

父 (吃 伊  1 リ しズ〕 ごはん を 一し よにたべ る ことにな つて 

ゐるぢ やない か。 そんな 氣の まが つたこ と を 一一 一一 II ふ も の で 

はない。 こちらへ お上り。 

正 (甘えて ねる の.^ IS して) 僕、 此處 でい い …… 。 

父 (K つて 正.， や 眺めて ねろ) …… 。 

(問。 ややし. はらく して 父、 正の そ. はへ 寄ろ。〕 

父 (老ぃ_3^れた：ゑて低く) お まへ は 何 か 言 ひたい こと 

を 言 はずに ゐ るんだ ね。 それで そんなに むつ つりして ゐ 

るんだ ね。 さ うぢ やない。 

正 (£^ つて. Q る) …… 。 

父 け ふ はお こらないで 機嫌よ くご はん をた ベて おいで。 

お 母さん にも 機嫌よ くして ゐ るんだ よ。 その わけ はお ま 

へ はちゃん と 分つ てゐる だら うからね。 

正 (やっと) ええ。 

父 (しづかに〕 け ふ はわし のうちへ 行く と 言って 来たん 

ぢ やない ね。 默 つて 來 たんだら うね。 わし はちゃん と 知 

つて ゐ るが、 併し それ は どつ でもい いんだが ね。 

正 (いつの 問に すかされて 了 ふ) え。 默 つて 来たの。 

父 さ うだらう。 (何 か考 へ；！ んて) これから そんな こと 

をして 來 てはいけ ない。 分った ね。 


正 (從 順に〕 わかった。 

父 お まへ は 先刻 僧い やつ を 叩 い てゐ たなん て 言 つ たが、 

あれ は 誰の こと だかし や うぢき に 言つ て ごらん。 わし は 

そんな 人なん てお まへ のま はりに はゐ ない と 思 ふ んだ 

が、 お まへ とわし との 考へ はちがつて ゐ るから、 わし は 

それ を iM-? たいんだ よ。 ね。 ちょっと 一一 M つて ごらん。 

正  。 

父 わしに は それ は 誰 だか 分って ゐる。 f 侘しげ に) あて 

て a ようかね。 

正 (眼，^ みはる) …… 。 

ハ乂  (優しく) これから あんな 事 はしない 方が いいね。 し 

ない と 一一 百つ て ごらん。 

正 (突然に〕 僕 は あいつら が 嫌 ひなんです。 

父 (あま リ突廣 なのて びっくりす ろ) あいつら つて 誰の 

こと リ  0 

正 (又 突然に 言 ふ〕 魏の 下に いた 僕の 種子 を どうした 

ん です。 あれ は 大切な ものです よ。 あれ を 出して 下さい。 

け ふぢ ゆうに 僕 はいるの です。 

父 (わ まリの 烈し さに 茫然と してね ろ) …… 。 

(ゆ 入リ來 る。 白い 前 t: れ.^ しめ 手，^ ふ告 ながら K つ 

てお ぜん.^ ならべる。 床の間 に 正の ぜんが 供 へられて 

ねる C) 
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正 父 正 父母 


母 (正の ぜん，^ 指さし〕 け ふ はこ こにして 置き ませう ね。 

父 (こころ r< げに) それ はよ く氣 がつ いたね" その 方が 

いいよ。 

母 正 や、 ごはんで すよ。 おあがり。 風が 出て 來て さむい 

からお 部屋へ おあがり。 

(母、 正の そばへ 寄る。 らむぷ の 灯 またたく。 裏の 藪 

と樹 に 樹の さはろ 昔が やや 烈しくなる。 父默 つてら む 

ぷ.^ 部屋の すみ- ,1 移す。〕 

正 (不^ 維に^つ てね ろ) 

父 (すかす やう Li) 緣の 下に 置いて あった 種子 はね。 あ 

れ はちゃん とお 母さんが しまって おいたん だよ。 ね、 い 

いかい、 それでい いの だら う。 

母 (温かく 柔 しげに) 正、 ありがた 5 よ。 あの 種子 はお 

母さんが いただい ておいた よ。 お まへ が あれ を わ た し に 

お 吳れの やう だからね。 ありがたうよ。 お母さん はおれ 

い を 言 ひます。 

正 (泪 ぐむ) それなら いいんだ けれど。 偉、 見えな かつ 

たもの だから …… 0 

母 (も n まん -撫 てて やり〕 あれ はちゃん と 先刻 i やに 

たのん で 摘 ゑ させ ておいた の。 きっと みんなつ くで せう 

よ。 お まへ は ®f 切ね。 さあ、 ごはん を みんなで 食べ ませ 


正 ええ。 

父 (嘆く やうに) みんなで 一緒に かう して ごはん を 食べ 

る ことなん か、 も、 つ 二度と ないだら うな。 (E 分の ぜん 

の 前にす わる) 

もう そんな こ と は 一言 は な い で くだ さい ましな。 

(わざと 氣輕 lO よし、 よし。 正 はこ こへ 坐 るんだ よ。 

(床の間の 座に つく) これでい いの。 

それでい い。 

(分って ぬろ やうて 解らない ごとく〕 僕、 なぜ こんな 

ところに 坐る のか 知ら リ  。 

父 C たまって 微 i 夭って. Q ろ. …… 。 

母 (ごはん，^ r* そって 默 つて ねる) 

(問、 みんな，たまって〈！：^?^^ゃする。 風 はげしくな ろ。) 

^  (給 tt^ しながら) ひどい 風に なり ましたね。 

父 (庭ん- 见る) . …。 風が 出た やう だね。 

—I ゆるく 幕 I - 

第二 景 

前景の 次 、の 問の 茶の IT 

古風な 弓；. &-投 灯の 站 等な げしに 架けられて. Q ろ。 お 乎 一一 

むかし a な 武士 家 玄關に a ず。 凡て；^ の 問。 —— 茶の 
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間の 障子 開け 放 K れ 花樹 わろ 席大な 庭が 兄え ろ。 左手 

に K や M の il の 半：；： r  i く 1" れ たろ！； 1 朝。 

母 (爽々 しい. M ささから 這 入って くる) いい 天氣 になり 

ましたの ね。 すっかり 奥庭の 方が 片 づき ましたよ。 

父 (茶室の 前の 冬が まへの 蕴 ん取リ 除け てね ろ〕 すこし 

汗ばむ くら ゐ だね。 ほら こんなに 蕾が 膨らんで ゐる。 S 鎖 

の 中 だから 氣 がっかなかった。 

母 (-:$の木に^?3って) 蒲が はじ 切れさう です ね。 ことし 

は陽氣 がよ かつ たせ ゐか、 £1- く 咲き さう で ござ い ますね。 

父 こんなに 暖く ちゃ 蘖 を かむ つて ゐては 蒸される くら ゐ 

だら うよ。 

母 ええ、 ほんと にね。 —— それから わたしけ ふ 皆さんに 

會 はなければ ならない でせ うかしら。 わたし ほんと は會 

ひたくな いんです けれど、 しかしよ く考 へ ると 左う もま 一 

ゐ りません しね。  一 

父 (51 感しズ ) いや だら うがお まへ が會 つて くれなくて 

は、 ものの ありか も 分らない しね。 け ふきり のこと だか 

ら我 して くれ。 

^  (納？ して) ええ、 あ ふこと にいた します わ e それ か 

らぢ いやがよ め 菜 をす つかり 摘み ましたの。 

父 さう かい。 あれ はすぐ に 11^ ケ出 すから 三度く らゐ 摘め 

るんだ よ。 


0  (何となく しんみりと) ぢ いや は 永く つかって やって 一 

下さ い ね。 もう そんなに 用事 もで きな くな つ て ゐる やう 

です けれど、 これ はわた しからお ねが ひします わ。 一 

父 ぢ いやの ことなら 心配し なくと もい &ょ。 多分、 わし 

のうちから おと むら ひの 出る まで 置いて やる つもりなん 

だ。 わしのお ゃぢの 時分から ゐ るんだ からね。 お まへ が 

託 まなく とも そんな 薄情な 、 ^ と をす る わし ではな い よ。 

母 どうぞね。 いま もよ め 祭 を 摘みながら せめて 奥 さまの 一 

ごちそうに 何ん にも わし はでき ない けれど、 このよめ 榮ー 

を 和えて おあげす るんだ と 子供の やうな こと を 言つ てゐ 一 

るんで す もの。 あのひと も 年 を Is- ろ？ リク： > しくな つ i 

て、 いい 人に なって 來 ますの ね。 そ-. . ： ： し可哀 さう， 

に 思 はれ ま す の は、 ぢぃ や 自身 も 何 と なく 不安 心ら しく  ： 

考 へて ゐるゃ うです わ。 行 種さん がゐ らっしゃ ると いふ 

ことで ね。 —— あなたから ずつ と Ha い て やろ と 左う お つ 

しゃったら きっと 安堵し ます わ。 さう でない と、 あ \ い 

ふ 人の 心 を やきもき させ るの は、 氣の 毒で ン J... さ い ま すか 

、レ I？ 

父 わたしから その 事 ははつ きり 言って やって 置く から 

ね。 1 しかし だいぶ ぼけて るる やう だね。  一 

0 年が年で /さ い ます か ら 仕方が，.、 /さいません。 

(遠くに 花火の もがろ 音が さ、、 ゆ。 穩 やかな B かげが - 
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老夫^.^ てらして ねろ。) 

父 (そら.， 小 见て) 開通式のお 祝 ひの 花火ら しいね。 一た 

ぃ楚日 あが る こと だら う な 。 

^ 一週 問で ございま すて。 

父 ぼんぼんぁがる音が陽^||^でぃ いが、 け ふ は あがらな く 

ともい い やうな. If かする。 (_^=笑 ひすろ) 

^ みなさん は 何時ので いらっしゃ るんで せう かね。 

ハ乂 十 一 時 だ とき い てるる が、 汽車の 時間割 なんて あて に 

なる もの か 知ら ？  お ま へ はま だ 汽車 を：^ たこと がな 

母 ええ。 まだです。 なんだか 怖い やうな 氣 がして、 平氣 

で乘 つて ゐられ さう も ご，. さいません ね。 わたし なんかす 

バ ヽ b 、ひ が し さ つに 思 はれます。 

父 大丈夫 だと も。 たいへん いいこ, ろ もちだ さう だよ。 

(父。 茶の間に あろ 汽車の^ 間 割， せ 取り 眺める。」 

父 わしなん か 見た つて 解ら な いんだが、 しかし 十一 時に 

は 間遠 ひ はない んだ。 何しろ 鐵 橋の 橋杭の 土 辜 だけで も 

一 一年 も かかつ たんだ からな。 毎日よ いや こらせの うた を 

問 い て ゐる うちに ああ い ふ變な ものが 通る やうに な つ た 

ん だからね。 

は みなさんもその汽^^で いらっしゃ るんで せう ね， - 

父 さう. たよ。 わし はこの ごろ 妙な こと を考へ るんだ よ。 


ああい ふ 文明め いた ものが 馳り 出して ゐ ると、 わし 等の 

や うな 年寄 り は 何んだ か 早 死にし さう に 思 は れ て な らな 

い、 —— 妙に 急がされて ゐる やうで ね。 だから わし は汽 

車の 走って ゐ ろ 音響 をき い て ゐ る と 頭が ぼお としてし ま 

ふ。 …… 

0 わたし は あの 昔餐 をき くと あたまが いたみ ますの。 け 

れども そんな 死ぬ の を 急がされ るなん て - J と は.. - A ひ い ま. 

せん。 M のせ ゐで すわ。 

父 (3 ほ； 效 にな リ) お まへ がる なくなったり 行 種が きたり 

して、 すこしも 落 廣く間 もない 隙 問に わし は ほろ りと 參 

る やうな 斌 がす るんだ。 なんだか もの を 食べ て も 味の な 

いやうな がする の は、 心に はよ くないと 思 ふれ。 年 

りと いふ もの はや はり ぼきり と やられて しま ひ さう だ 

ね。 これ は戯談 だが …… (に が 笑 ひ， ぶ： i 々しくす ろ) も 

しもの ことがあったら わし はお まへ に 知らせて いい か 知 

ら  わし は 決し て わる い , J とだと もお も はな い んだ 

がわ。 

^  (考 へて) その とき はわた し來 させ て い ただき ます わ。 

誰が 何と： 言 つ て も參り ます。 けれども そんな  一 J と をお 考 

へ になら な い 方が よう，. - /さ い ます。 

ハ乂 お まへ が 来て くれれば いいよ。 わし はや はり 行 種と 一 

しょに ゐて もお まへ とゐる やうな わけに ゆか ないから 
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«  (しみじみと) ええ。 

(V い や 典から 手镰. ^提げて くろ。) 

V い や ゎづか だと 思つ てゐ ましたらず ゐ ぶんで ご. さい ま 

し た。 口； 那 さまの 分まで ある やうで /さ い ます。 

^ ありがたう。 (籠の中，^-^ぃて見て) いい ^3 ひがして 

るます ね。 (微 i,:- ひ 乍ら) ぢ いやさん が 料理して くれる 

の、 まだ、 ほんの 芽 先き ね。 

父 (のぞ ふ、 込ん て) 芽の 若い ほど 柔らか いんだね。 

V い や ええ。 わたしが 和えて ごらんに 入れます よ。 毎ね 

ん、 この 芽 さきが 一 番 E1- いやう です。 去年 は 奥 さまが お 

摘みに なり ましたね。 正さ まも 入らし つて 夕方から でし 

たけれ ど ちゃんとお 晚には w^c^ できました やうでした。 

5- あの とき はま だぐ みの 木の かげに 雪が あつ たやう ね。 

それに くらべる とこ としは ョ程 暖かい のね。 去年 は 四月 

に はいって から 一 一度 も 降つ たんです もの。 お 涅槃の 日 だ 

つた か 知ら？ --- 

V い ？-  (V!- ん- 叩いて) 正さ まがおね はんのお そな へ の圑 

子 を -； - つて ゐ らしった から、 やはり g! 月の 十五 日です よ。 

n: 那 さま はお 風邪で おやすみ になつ てゐ らしった から。 

父 さう、 よく おぼえて ゐ るね。 あのと き は 全くよ め 菜で 

元氣 がつ いたくら ゐに 思った よ。 


^ けれども ことしで お 終 ひになる のね。 (さびしい 餌.^ 

する) 

V- いや (わ-さと 元氣 i  く) たんと お 〈；? りなさい まし。 

V いや (急に 3^ ひ附ぃ VO 先刻 川 向 ひの 方から お 使 ひで 

してね。 朝の 問に たたみの 一義が へ し をして おいた とのこ 

とでした よ。 やさんが、 きっと 例の 調子で 言 ひ附け 

たので ございませう。 何でも やはり 役所へ お勤めになる 

方の 持 家 ださう です。 

^  (好 fis?,^.,^ る こんぐ) 植綮 ならなんでも まかせて おけ 

ますね。 そんなに 汚れて ゐ なか つたの なら 裏返しなん て 

しなく ともよかった かも 知れない のに U  I -。 

V い や その 方が しかし さつば りして い ぃ氣 もちです よ。 

ハ乂 さう とも。 

V いや (さ ふに) ときに 何時の お着きで-、 J ざ い ます。 

父 十一 時 だよ。 

V いや (3 脚.^ 仰 ざ 見て) まだ 一 時間 は ございませ うね。 

母 そんな もので せう ね。 

V い や お 荷物が 大 へ ん で-、 J ざり ませうな。 大勢 さま だか 

ち 0 

父 たかが 知れて ゐ ろよ。 (思 ひつ いて) それから ぢ いや、 

お まへの こと は 心配し なくと もい k からね。 ゆっくりし 

た氣 もちで ゐて くれ。 わしが みんな 飲み込んで ゐ るから 
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な。 

• ち いや (主人の 级 ， ^-见 詰め ) ありが たう ござ い ます。 

0 わたしに 變 つて お 世話し て あげ て くだ さ い な。 

V い や い たしまして V 」 ざ い ます。 それから 先刻 正さ 

まと 石屋の 角で あ ひましたら、 まるで わたし をう まく だ 

ま し て 奥 さま のおと ころ をお 聞きに ならう とな さ い ま し 

たから、 わたし は 存じません と 申し上げ てお ュ ざました。 

どう ももう 早 や ノ  J 存じ の やうで ..- 一 さいます な。 

W  (不安げ lO あの 子の こと だから 知って ゐる かも 知れ 

ません ね。 默 つて 訊ねたり なんかし ないだ けな ほ 知って 

ゐる やう で ..>  「さ い ますね 。 

父 (同様に.) さう だな。 しかし どちらに しても 知れる だ 

らうから な。 しかし あの 子 はお まへ を 尋ねて ゆく やうな 

こと はすまい。 あの 子 はちゃん とひと りで みんな 合 し 

てゐ るから ね。 

母 え。 多分ね。 です けれど …… 。 

父 昨 曰 もね、 僕 は どこへ も 行きたくないんだ なんて 妙に 

そんな 一 ^ と を 仄め か し てゐ たやう だよ。 わし は 深く 話に 

立ち入らない で ひ とり で 遊ん でゐ たはう が いいんだ よと 

言ったら 默 つて ゐた。 

母 …： (何となく IS いてな ろ) 

• ち いや (i- 、うくつ にして ねる) 


父 (ふと 話 賊ん、 かへ して) ぢ いや、 お まへ とおさと と あ 

まり 仲が よくな い 方 だね。 この 前お さとが 來た ときに も 

何 だ か 變な ふ うだった ぢ やない か 。 

V い や え、 と、 あれ は 1 昨年の {！！^ のこと で ございました 

つけ。 いいや、 杏ので きて ゐ たころ だから 六月 ころで し 

たかな。 

〈乂 行 種の 休暇だった よ。 

• ち いや さう さう、 まだ 暑い 時分でした。 なんでも あのと 

き 詰ら ない ことから お叱り を 受け ました。 これ はい やな 

話です からね。 よし ませう。 

母 (思 ひ 出して いやな！？^ すろ) あの 話 はよ しませう ね。 

• ち いや ええ。 

父 (何氣 なく〕 どうして あんなに 九疋 もわず みの子が ゐ 

たの か、 わし は あとで 聞いて 可哀 さうな こと をした と 思 

つたが、 しかし ああす るより 外にし やうが なかつ たんだ 

からね。 

いや (思 はず) み んな 生き て うづ うづ し てゐた ん です 

から、 全く 可哀 さうな こと をし ました。 しかし あれ を 生 

かして 置いた つて 何ん にもなら な いんだから、 若 奥 さま 

が ああな さろ よりか 爲方 がな かったんです …… みんな 水 

の 上 を 眼の 見えない 赤い 奴が、 。ふくぶく 浮い て は 流れて 

ゆき ましたよ。 それ もす つかりで 九疋で ございまし たか 


ク 1? し 

-レ ォ 

(少しく さっとして) ぢ いやさん。 

y いや (かしこまろ) はい。 

ハ乂 おさと は どこか 氣の强 い 女の やう だ。 お まへ と はまる 

で E 對の ところが ある。 あの 時 も 思 ひ 切って 可哀 さう に 

捨て てし まつ たが、 ちょ つ とわし にもで きん > J とだ から 

な。 

y いや 氣の つよい 方です よ。 わたし は ど-つしても 川へ な 

がす ことが 厭 だと 申します と、 ご 自分で どんどん 行つ て 

お捨てに なつたん です ものな。 わたし は ああ い ふ ^を 初 

めて 見ました よ。 

ダ おさとば かりで はない よ。 あの 連中 は みんな 氣が つよ 

くて 叶 はない。 わしに はすこし 電荷. たよ。 (ちからなく 

笑って) ほんと だよ。 

ゆ けれども ああ い ふ氣 性で な い と 今どき は暮 せな いんで 

せう ね。 わたし ああ いふて きばき し た 方 は 好きなん で ノ  J 

ざいます けれど、 あのと き だけ は 厭な 氣 がしました。 け 

れ ども 美しく 上品な 方ね、 さう おも はない、 ぢ いやさん。 

-ち いや (ためら ひながら) ああい ふ 美し さはき びきび し 

て 恐う-, /さ い ますな。 しょ つ ち う^られ さう で し てな。 

父 (微笑 ふ) 

母 (微笑 はず) 


• ちい や それに どこか わたしなん かとお 話し をして くださ 

ら ないやう で、 それが 氣 がかり でございます。 ぢ いや、 

ぢ いや、 つ て 言つ てくだ されば わたし は譯 もな く 働け る 

ん で-- r さ い ます けれど、 永い 問奧 さまから 呼びなら され 

て ゐた擧 句に、 ききなれな いお 聲で 呼ばれる とわたし の 

> 」 とです から、 き つ と 間の ぬけ た - J とだら けで V ざ い ま 

せう ね。 わたし そんな こと を 昨夜 も考 へと ほしたん です。 

母 (優しく〕 それ はね、 ぢ いやさん。 きっと 日が 11 つて 

ゆく と 慣れて しま ふ んだ か ら 、 そんなに 心 配し な く とも 

いいんで すよ。 

*ち いや (頼リ なげ： ■:■) さやう で ございませ うか。 

母 きっとで すよ。 それにね、 あの方 もぢ いやが 年寄り だ 

からよ い やうに し て 下さる でせ うよ。 

.ち いや よい やうに 奥 さまから も 申し上げて おいて 下さ い 

せ S し。 

母 ええ。 さう 言って あげ ませう。 

V い や (手籠.^ 提げ) では これ を 一 つ 料理いた しませう。 

0 よい やうに ね。 

(y い や 去ろ。 樹 がくれ に 植木 やと 何 か 話し ごる がす 

ろ。 植木 ゃ來 る。) 

母 きの ふ は 色々 ありがたう。 片づ きました か 知ら。 

植木 ええ。 もうす つかり 片 づけました。 きっと 奧 さまの 
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ぉ氣に 入る と 思 ひ ますよ。 前の 川から 庭 へ 引い て ある 水 

が大變 きれ い ですから …… これ はきつ と 奥 さまのお 氣に 

入ります よ。 

母 (うれし さう に) いいと ころの やうです ね。 樂 しみに 

し て 行き ますよ。 家の 方 もす つかり 掃除し て くれた さう 

でお 禮を言 ひます よ。 

植木 や (好意の た 快に 昂銜 して) もう 何日 だってお 

すわりに なる だけ になって ゐ ますよ。 (父の 方に 向って) 

それから S: 那、 手 洗 鉢の やうな もの は ございま すか。 中 

副の あれが 御不 招たら いただきた いんです が …… もう 手 

洗 鉢 さ へ あれば すっかり 揃 ふんです よ。 

0  (さへ ざって) それ はわた し 買 ふつ もりなん ですから 

いいんで すよ。 

父 あれ はいらな いんだから 持って ゆく といい。 な あに あ 

れは 使つ てな いんだから 關 はない。 

植水ゃ で はいた だか うぢゃありません か。 ご 不用 だ と 言 j 


母 さう ね。 ぢ あいた だき ませう。 

(植木 や 厠の 中の 手 洗 鉢 持 ち 出し 繩て荷 •、. 

る。〕 

植木 や そろそろ 人ら つ し やる 時間で せうな。 

父 (時計^^-見ろ) もう 間 も あるまい よ たから 早いだ 


らうよ。  ュ 

0  (植木 やに 茶，^ 出す) おひと つお あがり。  - 

植木 や ありがたう ございます。 (奥旌 に.： i ひ) ぢ いやさ 

ん お茶 をいた だかない か。 何 を 摘んで ゐる のか。 一 

(V. いや 入. リ來 る。 いたどり とわ ざみ の 芽，^ もってね 一 

植木 や (见 て) あざみの 芽 だな。  一 

v いや これ も 和える と 中々 うまい もんだ よ。  一 

植木 や さう ださう だよ。 奧 さま、 さまです がちよ つと. 

、 、 、 

きふす を かして 下さい。  一 

0  (茶と駄^,ぶ子ナ小もち) いま 入れて あげます。  一 

• ち いや おそれ 入ります。  一 

父 G 儿ち 上って) 茶室に 火 を 入れて 來 ようか。  ； 

« わたし 唯今 入れます から。 

父 わしが 入れる よ。 お茶の 道具 もす こし 持って ゆかない 

か。 お まへの 好きな S 茶碗が ある ぜ。 きっと あとで ほし 

くなる やうな も の だよ。 

母 (E わ ひ 切って〕 あれ は ® いて まゐ ります」 おつか ひく： 

ださい まし。 

父 さ、 つか、 ぢぁ、 この 夏 は あれ をつ かって 見よう。 

(父。 茶室の 方へ 去る。 • ち いやと 植木 や、 茶. -H- すつ 

てね ろ。)  一 


V いや いい 天 だな。 これに 家の 中に 事が 起らないで ゐ 

ると、 .2.分のなぃ結構な^|!^だがなぁ。 

植木 や 全く だ。 

母 けれども i さん。 わたし 何だか さつば りした 氣 もち 

にもな つて ゐ るんで すよ。 ここ を 去る の はさび しいんだ 

けれど、 べつに 變 つた 暮しを する のがね。 

植木 や (凝 乎と 何 かおへ て) けさ も 出が けにお ゃぢが 奥 

さまに はまこと に 申し やう もな い 十； lif- をし た と 言 つて、 御 

挨：^ に 出る のがつ らいと. S. しまして ね。 お まへから いい 

やうに お詫びし ておいて くれ と 言 ひ 附 かったんです。 ど 

、「か 惡く おも はない で 下さい 。 

(吸，. 瞪 つて) わたしが 何んで そんな 古い ことなん か 

考 へる ものです か。 さう 言って くださいな。 そり やわた 

しこ ちらへ はお ゃぢ さんのお 話で 上つ たん です けれ 

ど、 そんな 二十 年 も 前の ことなん か、 みんな 忘れて しま 

つて ゐ るんで すよ。 却って こちらへ 來 たんで わたし はし 

や はせ になった かも 知れない くら ゐ です もの。 さう 言つ 

て 下さいね。 そして あちらへ 越したら お茶で もお あがり 

に 人ら しって 下さいって ね。 

植木 や ありがたう ございます。 おや ぢは それば かり 言 ひ 

して ゐ るんで す。 すまない と 中し まして わ" まだ 奥 さ 

まの 前で ございま すが、 まるで その とき は 娘さん だ つ た 


と 言つ てゐ ました。 

母 (笑って) そんな 話 はする もの ぢ やありません よ。 さ 

、つね。 二十のと きだった から、 11 まだ. M の 中に 藪が あ 

つた 時分で したよ。 

植木 や 藪が あつたんで すか。 . —— さう 言へば うろ 覺 えに 

おぼえて ゐ ますね。 

• ち いや 雜 のき はからず つと 家 を とりまいて ゐ たの さ。 い 

い I 旬が 出た つけな， - 奥 さま はまる でち ひさくて、 あそこ 

の ほら 棄 石の 上への ぼって やつ と 干し もの をな すつ たく 

らゐ だった よ。 

0  (考 へに 耽って) そんな こと もあった ね。 ぢ いやさん 

がま だ 山へ 旦那 機と 出かけて ゐ たころ だから、 1. それ 

にいつ でも わたしが 一 人 ぼつち で ひるのう ち はお. 留守居 

なんです もの、 何ん にもす る ことがなくて お 庭の 日 あた 

りの い いところ でよ く髮 なんか 結った ものです よ。 ほん 

とに あの ころ はよ かった。 ただ ぼんやりと 日 を 1* して ゐ 

るの がね。 一 一十 年なん ていふと ずゐ ぶん 永い やう だけれ 

ど、 かう して 經 つて 見れば 早い ものです ね …… 。 

. ち いや こちらで 踏ン 張って ゐ たって 向う で ずんずん 經 つ 

ちま ひます から …… 。 

植木 や ほんと だ。 向 うぢ や 容赦 しないんだ。 あの 杏た つ 

て 若木の 間 は みずみずしい 奴が ど つ さり M つたんだ けれ 
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ど、 あんなに ぼける と、 まるで 資の 皮が かさかさ してく 

るから な あ C わけて こちら さまに は 古い. K. ばかり だ。 

V い や ことし は 少し 接 木 をし なくち やならない。 

植木 や さう だよ。 しま ひに 木の 臺 まで 古ぼけて しま ふか 

ら、 いまのう ちに 生かしと くなら 接 木 をした 方が いいん 

だ。 ぢ いやさん の やうな 年ぢ やまる きり 接 K- も 間に あ ひ 

はしない …(笑 ふ) 

； n いや (まじめに) 全く だ 。 なにも か も 腐り 方 0 だ か 

ら、 —— 。 

母 (^談 めいて^し くい ふ) わたしなん かも 接 木 はだめ 

な はう ね。 こんなに なつち や 11  (ふし； \. 、な 美し さが ひ 

ら めく) それに あんまり 靜 かに 暮 しすぎました からね。 

植木 や (IT ひずに。 正直に いふ) 奥 さまなん か 女の いや 

みら しい を拔 いち まひました から さ つばり してよ う \  J 

ざいます よ。 

0  (解らずに) それ は どんな： とになる の。 

植木 や (笑 ひながら) どう 言ったら いい かな、 つまり 世 

0 に すれな い や うな 柔和な と 、 」 ろが 美しく 見える ん で す 

よ。 ねえ、 ぢ いさん。 

母 楠繫 さん は あ ひか はらず 面白 い ， J と を 言 ふ の ね。 あん 

まり 永く 家ん 中に ゐ たから 顏 いろが わるくな つたと い ふ 

意味なん です かね。 


植木 や いや そんな ふうに お 奴り なすつ ちゃ あ い け ま せ 

ん 

V い や 楠繁は へ らず ぐち を 叩く わ。 

植木 や おれ はほんとの こと を 言って ゐ るん たよ J 

母 (自分の 頗に 手，^ さは リ) いっそ もっとおば あさんに 

な つ た 方が い い と 思 つ て ゐる の 。 まだ わたし は 中 ilS 半端 

なんです から わ。 

植木 や (何となく K つてね ろ) 

• ち いや (S- っズ ねる) 

(門の 前に 班の 昔が する。 人？ t も 交って S 々しくなる。) 

0  (やや くな リ) みなさまが 入らし つ たやう，；； ：-。 

植木 や ええ。 

母 (V いや LL 向 ひ) 茶室の 方へ 知らして 下さいな。 

(V いや 去ろ。 母と 植木 や 玄關の 問；、 出ズ ゆく。 父、 

y いやと 連れ立って 出て 來ろ。 し 

ハ乂 ちゃんと 十一 時 だね。 

(玄 鍋の 問 へ 出て ゆく。 ひ とおり 話し-、 . ゑ vi^,^ 

す？ 降が 起る。 正、 また M から w て ホ亇， 、玄^の 問.^!^ いて 

ゐ る。 i • ち いやと 植木 やと 荷物ん. -Ig ふ。〕 

行 種 (si 服ん- てね る) みんなが 面白半分に 乘る もので 

すから、 ずゐぶん：：^みましてね。 しげ 子な ど嘔氣 がする 

と 言 ひ 出し て こまりました。 
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父 何しろ 大 へんな お « ；亇 e わぎ だからな。 しげ 子 かい。 大 

きくな つたね。 お祖父さんの ところへ お出で。 (しげ 子 

はためら はずに 職 父の そばへ 行く。 頭  > かなて ながら il ) 

この 前に つたと き はま だ こんなに、 (手て 脊丈 1^ 計リ) 

小さ かったん だが、 こんなに 大きくな つた かな" これ か 

らお ぢぃ さんと 一 しょなん だよ。 

行 ー械 この 前來た とき はま だ や つ と 歩ん よが できる 時分 だ 

つたから な。 

しげ 子 でも わたし どこか 此處 のうちに 覺 えが あります 

行 稀 さう かね。 しかし 十 年 も 前 だから それ は氣 のせ ゐだ 

よ 0 

おちん 

しげ 子 (もた リん、 見廻し) あそこに 茶室が あるで せう。 

あれなん か ちゃんと 覺 えて ゐ るんで す もの。 

植木 や (行李 かつぶ、 ながら〕 ぉ錯 さま は覺 えがい いん 

です よ、 きっと。 

；仃 さ- 「かも 知れない。 I— おさと はどうした。 

V いや (ガ、 關 からお！ 入って 來て) お 荷物の 片 づけ をして 

ゐら つし やい ますよ。 こちらの 奥 さまと？  。 

行 (il はず) おはる さんと かい。 お まへ いいやう にし 

て やってくれ。 

V いや はい。 (去る) 


父 (戀 に まぷ しい. 颜んム してね る) 

行 狭 (ず. V 、ずき と) 先刻 こちらへ 這 入って 來た ときに、 

しげ 子く らゐの 男の子が ゐ たの は 誰です か。 •：：.  (si。 

正、 姿 1^ 消して ねる。 行 種、 氣 がっく) まだ 見た こと も 

ない 子です が。 

父 as 惑して わい まいに) どこ か 近くの 子 だ よ。 あれが 

可愛が つ てゐる もの だ か らね。 

行 種 さう です か。 

C 仃械、 庭 や 家の 內 部ん 5^ どく 兌 ま はす。) 

(父、 ひしひしと 3； もの か.^ 感じる。) 

行 種 もとの 通りです ね。 わたし は 何 S- でも ここへ 來て暮 

らす ことば かり 考 へて、 働いて ゐ たやうな ものです よ。 

國の 方に 土地 や 家が あると いふ こと は、 ずゐ ぶん 心丈夫 

な ものです からね。 

父 これからお まへの 好きに して くれた 方が いいよ。 けれ 

ども わし だけ は 食 は し て くれな いとこ まる。 (わら ふ) 

行 種 (いさいき として) あなたく らゐ はらく を させて あ 

げ ますよ、 座 敫はぁ ひか はらず 落ち 蕩けさう です ね。 f 座 

敷の 方へ 行く、 父、 25 いて ゆく) —— あ ん せ 5 明るす ぎ 

る くら ゐだ が、 しかし ここ はわた しの 部： 1K にしと きます 

よ 0 

父 K は 日が ささない から 大 へ ん凉 しい 部屋 だよ。 
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(しげ 子 ひとり ぼんやりと 疲れて 立って ねる。 疋、 奧 

」 庭から、、 れ v^- 眺めて ねろ がしげ 子 は 知らない。) 

行 種 (茶の間へ もどって) 何しろ 家が 古いから すこし 普 

請 をし なければ ならない 一 ー ( ひ とリ言 の やうに 言 つ て ) 

此處な んぞ家 が ゆがんで ゐる …… 。 

父 ここの 家 は あと 二十 年 くら ゐは持 つんだよ。 ゆがんで 

ゐても それなりで！： まって ゐ るんだ。 いまどきの 下手な 

大工の 手に かける よりそつ として 置いた 方が いいから 

な。 お まへ なん ぞは 家の あた ひ は よく 分るまい よ。 

行 核 (冷 かな 笑み.^ 浮べ) こんなに 古ぼけて ゐ るんだ か 

ら、 雪で もどつ と來た 日に や 一 と り もない と 思 ひます 

よ。 

父 (不愉快げ に) 一昨年の S だってび りつと もしな かつ 

たんだから、 雪の 心配 はいらな いよ。 

行 種 さう です かね。 しかし わたし は 手入れ をし ますよ。 

このまま では 住み ごこ ちがわる 」 ざん すから ね。 

父 (う つち やろ やうに〕 どうで も 好きに する さ。 

(おさと と 母と 入って 艰 ろ。) 

おさと (行 種：， L 向 ひ) いろいろお： 話に なり ましたよ。 

母 いいえ、 ちっとも 氣 がきかない ものです から。 

行 種 おはる さんに はま だ 御挨； おもしませんでした。 1 

そのの ち はお 變り もな く …… こんど は乂 いろいろお 隆が 


せして しま ひまして。 

母 (突し く〕  > いいえ わ、 へいぜいから 手入れが とどかな 

いもので すから、 お 庭なん か 荒れて ぉ氣に 入らない でせ 

うが、 これから どうぞよ いやう になさい まし。 おさとさ 

んも 入らつ しゃる やうです から。 

行 種 (尊大に) 先刻から も 父に 言って ゐ るんで すが、 家 

なんか、 わけて ここなん ぞ 古くな つて ゐ ますから、 これ 

は普譜 をし ないで は 持たない だら うと 30 つ てゐ るんで 

す。 古い 家に は 時々 かなめ ゃ土臺 のめんだ う を兑て やら 

なければ なりません からね。 

0  (初めて 氣が ついたら しく) 古いに は 古う ございます 

けれど、 まだ このまま でもよ ございます。 それにむ かし 

の 材木 はしつ かりして ゐ ますから。 

父 (加勢 力ぶ おたやう に) 手入れ をし 出したら きりがない 

よ。 しかし そのまま にして 置いたら、 ちゃんと 持てる. た 

け 持って ゐる もの だ。 釘 一木で も 柱に しがみついて 一； S 命 

のく るまで は 腐り も 曲り もしない もの だよ。 

行 種 (お ほやう に 笑って) その S 命が きて ゐ るんで す， - 

お 父 さんなん か かう し て 住んで ゐて はわから ない が、 わ 

たしの やうに 外から やつ てく る ものに は、 それが 分 るん 

です よ。 まァ ちょっと 見て ごらん、 この 茶の 問なん かま 

るで どこで こたへ てゐ るか 分らない くら ゐ； な いもの 


生 所 ほ 父 


477 


さ 0 

おさと さう です.；：；。 でも ふり ましたら 危なう 」 ざ い ま 

すね。 (おさと、 茶の 問の： ？^に さは リ见 ろ) 

父 (し. つか に) お まへ は 着く！： ャ々 家の ことば かり 言 ふが、 

い：： いもの ほど 念入りに つくられて ゐ るんだ よ。 お まへ に 

は3|;«^なん か で 積んだ 異人 Gil 敷み た い な ものが 好きなん 

だら うよ。 そんなに 家 へ はい るな り 苦情 を い ふ もの ぢゃ 

な いんだ。 

行 稀 べつに 苦情 はい ひ はしな いんです。 唯、 あんまり 古 

ぼけて るるから それ を どうして 持たせる かと いふ こと 

を、 お話して ゐる だけです よ。 

父 (i^ つて 怒って ねる) 

おさと  < 話； まん 換 へようと して) わたし かう して 來 てみ 

ますと、 樹 なんか 多くて せいせい する くら ゐで すわ。 そ 

んな 家の ことなん かより よ 程よう ございま すね。 (母 

见ズ) これまでお 手入れ はたい へんでした らうね。， 

^ もう 無性ば かりして ゐる ものです から、 ずゐ ぶん 汚し 

てし まひました。 さあ、 お 庭へ 行って 見て ゐ らっしゃい。 

(しげ 子の 手，. とリ) をば さんが あんない をして あげ ま 

すよ。 

しげ 子 ええ、 お 母 さま、 行っても いいんで すか。 

おさと ； あ. お 母 さま も 一し よに ま ゐ り ませう。 せっか 


く をば さまが ああ 言つ てくだ さるんで すから。 —— わた 

し、 ちょっと 行って まゐ ります。 

行 種 ずゐ ぶん 廣 いよ。 

(三人、 奥庭へ 去ろ。 父. ちっと 床の 前に 坐って ねろ。 

行 種た ば ハ かしながら 哲 らく. 無言て ねる。 行 稀、 

何 か 言 ひ たげ に 折 々 父の 方 ^顔み てね る。) 

行 種 ぢぃ やはずつ とま だ 置いて おくんで すか。 もうかな 

り 老齢の や うぢ やな いんです か。 

父 ぢ いや はま だつ かって ゐ たいんだ よ， - 

行 種 (踪 躇ら ひ) しかし 3 おっと 若い ものの 方が 用に たつ 

ぢ やないで すか。 ああして ゐ るの を 兑 ると， やっと 歩い 

てゐる やうです ね。 (氣 のない ふうに) でもお 父さんに 

御用が おありなら 仕方が ありま せんが …… 。 

父 (ぶつ. V- ら棹 に) わしに は年窃 りの 話し 手が いるか 

らな。 お まへの やうに すぐ 家 の 中の 整理 をす る の は まだ 

まだ 早い よ。 

行 種 (何となく 白けて) べつに 整理す る わけ ぢ やな いん 

です が …… しかし、 話し 對 手に は、 あの、 おはる さんが 

入らつ しゃる ぢ やな いんです か。 (何 か 思 はく わりげ-し 

言 ふ) 

父 (怒り，^ 匿して) あれに 今日 こちら をお まへ だち に 引 

P ぎ をし て 立 つ ことにな つて ゐ るんだ。 お ま へ だち から 
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言 はれない 前にね。 

行 @ さう です か 。 入らつ し や つても い い ぢゃ あり ま せ ん 

か。 わたし は 別に その ことに 就て 何も 言った こと はない 

と 思って ゐ るんで すが  。 

父 どっちみ ち あれ は 自分から 身 を ひ い て ゆ くんだ から… 

::: それにお 前 だち の 方から 苦情 は 出ない うちと 思つ て 

ね。 それが 一 群穩 常な やり方 だからな。 

行 種 (ふくれて) お父さん は 少し 惡考 へがす ぎます ね。 

わたしたち は まだ 何もお はる さんの こと で、 口 をき いた 

>  J ともな いのに、 妙な ふうに わる 考 へ をな さ い ます，； ：-。 

わたしの 考 へ では 家の 中の 収締り をして いただい たりし 

たいと 思って ゐ たんです よ。 それにお 父さん もさび し い 

だら うと 考へ ましてね。 

父 (悲しく 昂奮して ねる〕 口 さきで はどうで もい へる も 

の だよ。 この 問の 手紙に は 自分 は靜か にくら し た い か ら 

在 來の人 を みんな どうにか したいと 書いて よこした ぢゃ 

ないか。 わし は その 通りに しないつ もりだった が、 あれ 

は 自分から 行 先き を こしら へ て、 笑つ て 出て ゆく ことに 

決めて ゐ ろんだ， お 座 なりの こと は いまにな つ て はお 互 

ひに 言 はない 方が いいね。 

行 a お父さんの 氣 はだい ぶ 曲って ゐ ますね" - それで はわ 

たし は 何も 言 は ない ことにし ますよ。 手紙 で ベ つ に お は 一 


あてこ 

るさん のこ と を 諷刺す つ たわけ ぢ やな い ん です。 そんな 

必要はありません からね。 

父 (むしゃくしゃして〕 わし はお まへ が來 てから、 だい 

ぶ氣短 か にな つ たやうな 氣 がする 。 つまらな いこと は 言 

ひ 出さないで くれ。 默っ てこの 家 を わたせば い いぢ やな 

I 力 

行 種 (^?5翁ぃて) しかしお 父さん は ひとりで 怒って ゐら 

つし や ろんで すよ。 僕が 何も 言 ひ w さない 前に、 先 11 り 

をし て 邪推して ゐる ん ですからね。 

ハ乂 わし はむかし からお ま へだち と が <:: はな いんだよ。 

それだけ だよ， 

行 種 さう です か。 

(父、 席ん， - 立って 茶室の 方へ e く。  ，：^ にわた n: 人 かへ 

つて 來 ろ。) 

おさと お 庭へ 入らつ しゃい ましよ。 そり ゃ淸々 していい 

氣もち だから —— それに、 すっかり 杏 やす ももが 咲き そ 

ろって ゐ てきれいで すよ。 

行 種 さう かい。 見て くる ことにし ようかな。 

しげ 子 ず つ と 奥 へ 行く と旣ぅ 誰が ゐる んだ か 分らな い く 

らゐ です わ。 ほんと に廣 いんです もの。 

母 (柔 しく〕 これからお 遊びになる のに 都合が よ-こざん 

一 t  <Jf。 


/hJVI 母な 


479 


行 m 


行 種 これ はわた しからお ねが ひす るんで すが、 もうしば 

らく いらつ しって いた r けないで せう か。 (妻 LL 向 ひ」 

そして K つた 方が みんな 都合が い いんだが な。 

母 いいえ、 わたしもう よそ さま を 借りる やうに 決めて ゐ 

せ-すし、 それにお 許し も 出た やうで.. こざ いますから 身 勝 

手 で.) /さ い ますが  - J んどは か へ らして い た だ き ま 

す。 

おさと (わざとら しく) わたくしどもが 參 つたんで 行ら 

つし や るんで すと、 なんだか わるい ことの やうに 思 はれ 

てなら な いんで ございます。 わたくしども はゐ らしって 

くだ さいます とほん とに 心 丈夫なん です け れど " 

0  (けん モん に〕 いいえ、 決して そんな 譯ぢ あ.. こざい ま 

せん。 以 から 考へ てゐ たこと なんです から どうぞ わる 

く 思 召さな い でく だ さ い 。 

行 種 (この 話から 病.^ 引いて) 庭 を 見て くるよ" 

(行 種、 庭の 方へ 去る。 おさと 座敷の 方へ 行く。) 

お 4 ちょ つ と 着が へ を い たし ます か ら 。 しげ 子 も 入ら 

つし やい。 

(は-」 もい さっして しげ 子 去 る " 槌木 や 玄^ か ら 出て 

くる) 

植木 や 臺 所の 方の もの はと も かく 繩 たけといて おき まし 


おさと からだの ために もよ いと 思 ひます の。 それに 野菜 

だ つ て 何 だ つ て 作れる やうで ございます からね。 これ ま 

で なぜ お作りに ならな かったんで すか。 

(どぶ、 ま：； V 、して) つ い 無性な もの でございますから。 

0 これから わたしが 作って やる よ。 下らない 樹 なん 「；！ 

伐って しまって ね。 あれ ぢ や 陰地ば か り で 仕方が ある ま 

いよ。 第一 陰の 地：. g とい ふ もの は惡 いもの だ。 

0 きっとい、 やうに なり ませう ね。 いろいろお 考へ にな 

つ て ゐら つし やい ますから。 

おさと 宅 はなんでも 1 年ぢ ゆう 毀したり fa て たりす る こ 

とが 好な はう で.、 /さいます からね。 

ゆ (微 乂 すろ) 

行 種 それからっかんことをぉ^^；^するゃぅですが、 こち 

ら をお？ St ちになる やうです ね。 (狡^に) そんな こと を 

なさらな くと も、 ずつ と 入らし つ て 父の： 話 を やいて い 

たにき たいんで すが、 どう して そんなに 急に お立ちに な 

る こと を 決めたん です。 父から きい て 今 もび つくりした 

らくら ゐ なんです。 

母 (年 e. 斐 もな く赧 くな ろ) すこしから だ を 休めたい と 

もぞ んじ ま してお ねが ひしたん で .V  /さ い ます。 ベ つに 深 

い 意味が あるん ぢ やな いんです。 わるく おも はな い でく 

ださい まし。 
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たよ。 中 はこ ちらで さはる の もなん ですから。 

ゆ ごくら うさ ま。 

V いや (iwK,- の 紙 i;.^- 示す) これに 印判が いると あちら 

で 申して ゐ ますが。 

母 あちらで お たづね してく ださい C お Sj 敷に いらっしゃ 

るから。 

(• ちい や、 If 敷の 换， ^あけよう とする つ) 

おさと (銳ぃ t ステ リックな It て) いま 藩が へ をして ゐ 

るんで すよ。 ちょっと 待って 下さい。 

• ち いや はい。 

C ちい や、 植木 や、 蒼くなる。 何となく 威 i5 ふ、 感じて 

ねろ。 問 もな くお さと 出て くる。) 

y いや (恐縮して) どうも 濟 みません。 これに 印判 をお 

ねが ひした いんでい /ざ い ます。 

おさと (やや 靜 まリ) さう、 藩が へ をして ゐ ました もの 

だから。 

(V いや、 おさと か.，： 荷 一 の. 说片ん It 乂 取って 去ろ。」 

植木 や お 勝手の もの は 所へ んで おきました。 

おさと さ、 ゥ、 ど- 「，も いろいろ。 

母 それから 少し 勝手の 方 をお 引 S ぎした いんで ございま 

力 

おさと どうぞお ねが ひいた し ます。 で は ご 一緒に まゐり 


ませう。 

(母と おさと、 玄脇 口； リ臺 所へ と 去りながら、 玄醐 

口て いふ。) 

おさと この 槍 はいつ でも こ こに おかけ になつ てゐ るんで 

すか。 大 へ んな埃 り でございますね" 

母 むかしから 左う して かけて あるん たさう です。 それ か 

ら ここから 一 一階へ あが るんで すが、 物置； S 様に して ゐる 

う ii  二 

ものです から  どうぞ 上徑 をお はきなさい まし。 よご 

れてゐ ますから。 

(姿、 兄えず なろ。 二階へ あがる 昔き： ゆ。) 

おさと たいへ ん 暗う ノ  /さ い ますね。 兩戶が しま つ て 居り 

ますね。 

母 いつも 開けた ことが な いんです の。 古いが らくた ばか 

り 這 入 つて ゐて 滅多に 见た 一 」 ともな いんで.) /さ い ます。 

(話し ご ゑ えずなる、 …； 3、 奥-：^から^ー^-入って 

くろ。 座敷の 方.^. 見て，！ t.^ かける。〕 

行 種 お母さん は？ 11 。 

しげ； ナ (姿 は 几えず〕 躉 所の 方へ いらっしゃいました。 

をば さんが 品 物の あんないして くだ .\  0 る んで すて C 

行； g さう か。 —— 着が へ をす るかな。 

(行 種、 敷へ 這 入る つ 姿見えずに。) 

しげ 子 (敏感-し) ここのお うちに ral? の 子が ゐる やうね。 
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先刻お 庭 へ 出た で せう。 あの とき 裏門の ところから いき 

なり 這 入って 來て、 わたしたち を 見て、 あわて. -又 裏門 

から 出て 行った のよ。 わたしと；： 1: じくら ゐの 子よ。 わた 

し、 ここのう ちの 子ぢ やない か 知らと 思った の。 

行 種 (チ. 'へながら …… ) をば さんが 何 か 言った かね。 

しげ 子 いいえ、 何ん にも。 けどお 母さんが ね。 あれ は ど 

なた です とお たづね になったら、 あの 子って 誰の ことで 

すかって 知らなかった やうよ。 だからお 母さんが ね、 い 

ま 庭から 出て 行 つ た 子供の > J とだ と 言 つたの。 をば さん 

は氣 がっかなかった やうよ。 

行 1^ をば さん は へ んな顏 をし てゐ ただら う。 

しげ 子 ええ、 ずゐ ぶん へんな 顔 をな すつ てゐ らしった。 

あの 子、 ほんた うは 誰れ なの。 

S 知らない わ。 

わたしたちが 着いた ときに も 玄關 先き にゐ たの 

よ。 すぐE^^!なくなったんですけれど …； 。 

行 1S1 ど こか 近所の 子供た ちう。 

(行 稀、 着が へ.^ すまして 出. 乂 くろ。 1!^ 時に 茶室の 方 

から. M づた ひに おさと と 母と が 出て 來る。 ) 

* ぃっも大概$1^にゐらっしゃるんです。 あそこが 大へ 

ん氣に 人つ てゐる やうです から。 

おさと いろいろ 有が たう ございました。 でもず ゐ ぶん 古 


いお 家です ねお 一 一階なん ぞも 5 一  ト間 くら ゐ できさ うで 

73ォ 

母 ええ。 

(二 入、 茶の間の 敷石の 上に 立つ。) 

さと すっかり あんないして いただき ましたの。 

0 お父さん は？ 

ザお 室に ゐ らっしゃ います。 

さと 何 か あなたが 言った んぢ やな いんです か。 こちら 

へ 入らし やらない とい ふと、 わし はこ \が 一等 氣に 合つ 

てゐ るんだ よと 素氣 なくお 仰い ましたよ。 

種 べつに 何にも 言 ひ はしない よ。 どうしたんだ らう。 

(不安げ な氣 もちて) お茶で も 立て V ゐ らっしゃ るん 

でせ う。 わたしち よいと 失禮 いたします。 もう そろそろ 

お 暇したい と 思 ひます から。 

種 まだい \ ちゃありません か。 

少し 荷物 もま だ殘っ てゐる もの ですから。 

さと では 又 あとで  。 

(母、 茶室の 前て 父と 何 か 話しながら 奥の間へ 行ぐ。 

父、 出て くろ。) 

行 種 わたし は あそこへ 手頃な 家 を 一 一軒ば かり 建てた いん 

だ。 あんな 杏なん か 伐って しまって ね C 

おさと その 方が ようご ざいます ね.) お父さんが 人ら つし 
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やい ました。 

父 お まへ はせい ぜ い 庭で もつ ぶして 貸家で も 建てる こと 

を考 へた 方が いいよ。 

行 種 それ は 話 だけなん です よ。 まだ 建てる とも 建てない 

とも 決 つ たわけ ぢ やな いん です。 

父 (昂齊 してね ろ) だが、 わしの 生きて ゐる間 は、 庭 だ 

け は そっとし ておいて K ひたいよ。 わし は 庭の 中で これ 

まで 暮し てきた やうな もの だからね。 杏 やす ももの 木 は 

みんな わし の 茶 飮み友 だち だ つ たんだ からね。 わし は あ 

れらが 片手で 持てる g: 分から そだ てたん だから、 どの 枝 

は 何年 か かって どれ だけ 太 つた かとい ふこと を ちゃんと 

知って ゐ るんだ。 だから $3! 分、 當分 だよ。 それ も わしの 

ゐる間 は お まへの 手に ふれて K ひ た くないの だ。 

行 種 お 父さんの やうに 大切に し て ゐ たら 毛蟲 に 食 はれる 

くら ゐが 、 落ち です よ。 みんな 根元が くさり かけて ゐて、 

蟻の 舉； だらけで 漸っ と 生きて ゐる やうな 態ぢ や あり ませ 

んか。 

父 根元 は く さり かけて ゐ て もしん は ぎり ぎり に 生き て ゐ 

るんだ。 お ま へ だ ち の 生涯が 二度 つづいて も あれ は 枯れ 

はせんよ。 わし は 毎日 あれ を 見て くら し て 來 たんだから、 

あれが ど ん なに まだ こたへ るか を 知 つ て ゐ るんだ。 

行 種 (與 もな く) さう です か。 わたし は 別に 伐る とも 言 


ひ はしない のに あなた は 一入で 怒って ゐ るの だ。 

ハ乂  (異常に 亂れた 心 もちの 銥雜 したわり さまて) お まへ 

が 庭へ 出る と、 杏 やす もも や 梨な どが 、 みんな 嫌が つ て 

ふる へ てゐろ やう だよ。 あんな もの でも 分る ところ はち 

やん と 解つ てゐ るら しく、 しかもお ま へ が 地面の 工合 や 

建 ものの こと を考 へて ゐる 間に、 あれら は 地面の 下で こ 

まかい 根 をく み 合せ てぶ るく や つ てゐ るんだ。 人間に 

は とき と し て それが 分り かねる が、 わしの やうに あれら 

を植ゑ 付け ま でした ものに は 能く わか る んだ よ 。 

行 種 (昂 « して) お父さん は ど、 つかして ゐ ますね。 あん 

な 杏 やす ももに 祌經 なぞ あつ てた まる ものです か。 くだ 

らな いこった。 

父 (烈しく) 古い 杏の 根元の くさり かけた ところ を 見な 

さい、 あかい ぼろぼろな 土の やうな もの が 流れ て ゐる。 

あれ は 木の 言 は ^血の やうな も の だ。 あれ は 老い ぼけ て 

& 奴れ て ゐ る證據 なんだ ) お ま へ に はそんな もの は てんで 

眼に つかない だら う。 

行 種 くされば 緒くなる に定 つて ゐ ますよ。 わたし は 古い 

木 はきら ひです。 

おさと (橫 合から) いいかげんに なさい ましよ。 失態-で 

す 力ら。 

行稷 お父さん はむかし か-. r 分らない ところの あるひ とだ 
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よ。 わたし はべつ におね が ひします つて こちらへ 來たゎ 

けぢ やな いんだ。 

父 (みじめに 逆上して) お まへ たちに 何が 分る の だ。 お 

まへ たちに 分る もの は 新しい 家と か、 地面の 上 ベ だけ だ。 

地： S の 中の こと， ゃ樹の ことなん ぞ夢 にだ つ て 分つ てゐな 

いの だ。 わし はこ こで 五十 九 年 もく らした。 そして どこ 

に 何が 牛： えて ゐ るか、 それが 何年 かかって け ふまで 育つ 

て來 たかを 毎日 見て くらした の だ" 

行秘 (怒って) そんな ことが 今の 世に 何になる ものです 

か。 百姓 だって そんな こと は 知って ゐ るんで すよ。 

(y いや、 茶室から iSl つ、 植木 や 夜 其の 包み *HHS; 

つて、 玄^: 2 へ えろ。 玄關 口に 他の つくれ a がすろ。) 

父 ：..H 姓の 知って みる こと は 育てて 刈る こと だけ だよ。 育 

ててば かり ゐて 刈る こと をし ない わした ちに は、 百姓な 

ん かの 知らないお じひが こもって ゐ るんだ。 これ はお ま 

へ たちに どんなにし つ こく 言った つ て 解り は しないが 

お まだ 三十 代の 人間に なにが わかる もの か。 

0  (投げ出す やうに) ぢゃ 分らない ことにして おき ま 

せう。 もうこんな せく さい 話 はこり こり だ。 

父 (：；lr がつ いて 玄脚 口. じっと見ながら …… ) いまに 分 

る 時が あるよ。 

おさと あのと ほり 氣短 かなもの ですから、 どうぞお 腹 立 


ちの ない やう に し て くだ さ い な。 

父 (K つてね ろ) 

8 わたし はこん な 古い 家なん か を あてに して 來 たわけ 

ぢ やな いんだ。 唯、 Ei の 方で 住みたい だけで 来たんで す 

な。 こんなにお 父さんから がみがみ 言 はれる くら ゐ なら 

來 なければ よ い と 思 ふんだ。 

ハ乂  (SJi つてね ろ) 

(V いや、 這 入リ かけ 父の 方へ 近づく。 低い、、 ゑて い 

ふ。) 

v い や ただいま、 ぉ發 ちになります。 奥 さまで は默っ て 

ゐて くれる やうに とお 仰 るんで ご \0 いますが、 それ も 何 

ん ですからと 存じまして ：… 。 

ハ乂  (暖れ たこ ゑて) さう か、 そして 荷物 は みんな 手落ち 

なく 殿んで くれたの か。 

• ち いや ええ。 みんなす つ かり 濟み まし くノ  /ざ い ます。 ぢ 

あ、 また あとで  

(.ち いや、 あ；，！ ふたと 去ろ" ハ乂、 何となく 固くなっ^ 

一  すぐ 出られな い やうな 氣 もちて 立って. Q ろ。) 

おさと わたしお 見 S りいた します わ。 しげ 子、 をば さん 

が、 お立ち だから 一し よに ゐ らっしゃい。 

しげ 子 ええ、 いますぐ よ。 

おさと いそいで ゐ らっしゃい。 
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(二人、 玄關 口へ 出て ゆく。 父、 悲しげに 立 つてね 

る。〕 

行 種 (默 つて 一ぬな に 坐って わろ) 

(玄 關？ 4A 、みんな わ いさつ ， ^すろ？ 母が 一 と荐リ つ づ 

く。〕 

しげ 子 (# しい 低い こ ゑて〕 さよなら。 

母 (泪 ぐん， た： ゑて」 またお 會ひ しませう ね。 みなさん、 

さよなら。 

(俾の わ..；，： ちの 昔が すろ つ 問ん なく 門の そと へ 消えて 

しま ふ" ハ乂、  S ^つて 茶室の 方へ ちからなく 歩いて ゆ 

く、  m のかげ 茶室の 障子に 樹. vi 化 とん- -っ ごかして ね 

る …… C) 

— 幕 


耍 そ若大 
機 

の い 

傳 

三女 恃藏 


一 要 三 それが 二 個所ば かり やられて 了った のです。 何しろ 

千日 院の森 も 流れて 行った 程で ございます。 

傳藏 町人 ども は 何 と 言 つ て ゐる か ？ 

要 三 大槻樣 のお 指 阖の石 IS 一が 崩れる 程の 洪水 だから、 お 

城ド 三の 橋と も 流れ 落ち るの は 常り 前 だ と 申して 居り ま 

す。 谷！ 一用 水 は 水勢の 當る ところで ございま すから、 き 

つ と 石垣の 底が 掘られた に 違 ひありません。 それでも 夕 

景 まで 保 つ て ゐた の は 有繁ぉ 指圖の 石垣 だ と 申し て 居り 

ます 

傳藏 おれ は あの 石垣の 下 六尺から 積み上げ て 置い た の 

だ。 しかも 石垣の 下地 盤 は 石 を 敷きつ めて ある。 それ 

も 一 ト耐り もない なんて. 問の 仕事 も隨分 詰らない もの 

だ。 先刻 おれが 見に 行 つ た 時 は 恰度 大橋 の 落ちた 時 だ つ 

たが、 まるで 誇 を へ し 折った やうな もの だ つた。 おれ は 

見張りす ろの が 馬鹿々 々しくな つ て歸 つたく らゐ だ。 

耍三 とにかく 今夜 は 徹夜 ださう で.. こざいます。 も-つ ート 

雨 は來る だら うと 申して 居ります。 

傳 藏 (笑 ふ) 水 は W 盛り 時が 過ぎたら もう 二度と 盛り返 

亍 ことが な. いもの だよ。 雨 も あがって ゐる。 星が 出て ゐ 

るか も 知れない。 

要 三 (空ん-見る；！ すっかり 晴れて ゐる やうで ございま 

一  な 


大 槻傳藏 


その他 小間使お しづ 等。 

城下 傅 藏下屋 奴の i 竹の 口。 

傳藏 ひとり 髻見 をして ゐる。 域が 行燈 のま はり 

に！. うて ゐる。 

0.^  らく 见 てね 乂懷 紙に んて棄 てる) 

(^。 协 ii. 魯 見.^ 緩け ろ。) 

要！： 一 行って 參 りました。 だいぶ 水 は 引いた や、 「で ござい 

ます。 

00 塊 防 はとうした。 

耍 ：一; (ためら ひ) 少しば かり 壊え て ございます。 

00 おれの 築いた 方 は 大丈夫 だら う。 谷屋の 側から 下の 

•  給まで， た。 
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辦槻大 


要傳耍 お 傳ぉ傳 お 傳 お 


傅 要 傳 要 


00  水で 見舞 ひに 行く ところ もない か。 お前の 町と は 

反對 では あるが ：：• -。 

し .っ さき ほ ど 一 寸參り まして ノ /さ います。 

藏 誰の ゆるし を 得て 參 つた。 

し-つ 要 三 さまに 申し あ. け 一 ト 走りに まゐ つたので ご * さ 

います。 由譯 ございません。 

藏 (不愉快：，：〕 あいつ は 勝手な こと をす る。 

し. つ 恐れ入ります。 

0 これから はおれの 耳に も 人れ ろんだ。 

しづ よ ノ。 

;•: (姿，^ E ル. f 一ず」 申し あ.. けます。 

藏 何 だ。 

三 (出ろ) 大聖 寺 在から 參 つたと. &す 若侍が： 人、 お 

目通り をね がって 居ります。 1  仪分ゅ ゑ ー應斷 りました け 

れど 柱げ て の お 願 ひで- - /さ い ます。 

傳藏 また 仕官 をた のみに 來 たの だら う。 おれ は 仕官の 方 

の こと は 一 切 知らぬ と 云 へ 。 一 體 どんな 人品 だ。 

要 三 美しい 若 もので ございます。 お 城下に は 一 寸 見.. つれ 

ぬく らゐの ちゃんとした 侍です。 

傳 ：1 用件 は ？ 

0 唯お IH 通り だけで ございます。 大 ®^ 乎いた し おり 


傳藏 ともあれ おれの 築いた 堤防の 崩れた の は 始めて た 

よ。 水の 勢 ひ で 石が 喰 はれて ゆく のが おれに は 厭な 氣を 

起させる。 それに 石垣に は 草む ら の 根 を 仕 立 て て 忍ばせ 

て 置いた の も、 何の 甲斐 も なくなつ たわけ だ。 

要 三 (さかし く〕 固めの 石が 最初に ゆるんだ のでせ う。 

傳藏 (不機 嫁 LL) その 方 だち に その 石が 分る もの か？ 

坐 意氣な こと を 言 ふな。 分って ゐ たら 當 てて 見ろ。 

要 三 (狡猎 に) 殿 さまの 固め は 小さい 石 一つで 全 體が保 

つ てゐ るの だ、 さ 5 らしく 言 ひ驛， 0 されて 居ります。 

傳藏 ふ！ そ ち も 左う 思 ふの かい。 

要 三 殿 さまのに は 能く 小さい 奴が 雜っ て 居ります から、 

わたくし も 左う 考 へ て 居た のです。 

傳藏 お 城の 石 を 一 ッ拔 けば； S れ ると いふの は、 昔からの 

愚說 だよ 。 下 み の 石 を みんな 拔き 1^ つたって、 上の 方 

はちゃん として ゐ るんだ。 

三 では 何處に 固めの 石が あるので ございます。 

藏 知って 要な きこと だ。 酒で も 持って来い。 

三 お しづをお 呼ぴ しませう か？ 

0  (うな. つく) 

(要 一一 一 去る。 お しづ 酒肴，. J- ととの へ て 出て 來ろ" 

K つて 杯.^ ^ める。〕 


傳 t ほ-た 
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通して；^ ろ。 

(お しづ、 酒 l^^^di; づけろ。 傅- 1、 行燈 3.^. ^後く。 

^侍、 要  一！ 一に 供 はれて 出て 來ろ。 水^^った- おもの。) 

0^  E 慮な く …… 。 

お 侍 夜分に あがりまして 濟 みません。 途中 洪水で 手 問 を 

収り 恐縮ながら 夜分に なりました。 

0.^ 何 か 特 別な W 件で も わろ のです か、 それとも 仕官の 

です か？ 

若侍 はい、 仕 の途 のこと でお ねが ひに 上った ので ござ 

あつが 

います。 見ず知らずの 面し さ を 忍んで 參 つたの です、 

おおみの ところ を. S ございません。 

0^  (湖^ LL) わし は 仕官の 方 は 一切 世話せ ぬ ことにし 

てゐ るの だ。 それに 5；3； 公と は 初 では あるし、 贵. 公、 わ 

しに 換 つたと しても 初兑の ものに は 仕官の 世話 はしない 

だら うな" 

若侍 さやう にご ざいます。 ただ、 お 名前 を iaa うて 上った 

もの でございます 故、 お n 通り だけ でも 本 の 至り で ご 

ざ い ます。 

傅藏 (何となく 苦 ものの 誡意に 動かされろ) ど-つし てお 

城. ド へ 出ろ 讽 になつ た の です。 田 f で 武藝の 道 を 講じ て 

居れば いいのに。 


若侍 (赧 くな ろ，， それが 土地に 居られぬ 仕儀に なった の 

です。 唯今、 田 〈古から すぐにお 屋敷に 着いた ばかりで ご 

ざい ま 十-。 

傳 =1 (若もの^^^凝視する  >  女の ことから です か？ 

若侍 (恥 > 入ろ) 仰せのと ほりで ございます。 

S わしの 屋敷で 草鞋 を脫 いだの か？ わし は 親切に し 

た覺ぇ はな い が 、貴公 も 無謀な 男た。 女の人 はどうした。 

若侍 町 端れ の 茶店に 待たせ 置きました。 殿 さまに お 目に 

かかった 上で 身の ^清き 先き を 決め やう と考 へ て ゐた の 

です。 

傳ー g  (感動して) それで はま だ 今， おのと ころ は 宿 もない 

の だな。 おれん 屋敷 へ 藩い たくら ゐ なら …… 。 

若侍 はい。 女め も 心配いた し 25 ります が、 何分に も 殿 さ 

まに お HI にか かつ た 上に 致したい と 思 ひ おり ます。 

傳藏 つれ あ ひ は 町人の 娘 か？ 

若侍 いいえ、， すぢの ものに ございます。 一刻も早く 立 

退きたい と考 へ 、 あとさきの 考 f もな く參 つたの で ござ 

います。 

傳 II  (やさしく) それ は氣の 毒た。 茶店で は 侍ち くた び 

れ て 居らう。 何なら わし の 屋敷に 今 g?. の 一 」 と は 泊ら れ い 。 

そ の 上で ゆっくり と 振 方 を つ け ら れた 方が よ い 。 

若侍 (いそ い そと) 殿 さまのお 屋敷に 泊めて いただけば、 
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藏 傳槻大 


要傳 要 傳要 


そんな 仕 合 せはありません。 女 も さぞ 申 聞か せ たら 喜ぶ 

ことと 思 ひます。 

S では 女 を 連れて 參ら れい。 

^^M^ 何ともお 禮の 申し やう も ござ いません。 では 一 寸行 

つ てま ゐ ります。 

00 短慮な こと を爲 された な" 

1.!; 侍 おそれ 人り ます。 

(若侍 立つ。 傳藏， 玄關 さき LL;;^ ろ". - 

若侍 (小さな 包み，^ IS き) これ をお 預り 下さる やうに お 

ねが ひ いたします。 

傳 藏 (陰氣 に) それ はお 持ちく だされい。 

若侍 はい。 ではす ぐ か へ つ て參る で.) /さ い ます。 

(S: 侍 去ろ。 傳藏、 あと，^ 見送って ねろ。 傳藏、 行 g 

の 下に 坐り 書見 つづけ rs うとして ねろ が、 氣が^ 管 

かない 容 子に 見えろ" 或ろ いら 立た しい 氣 もち。) 

傳藏 (ふと …… ) 洪水で 騒いで ゐ るのに ああい ふ 仕 合 者 

もゐ る。 

(要 三、 出て 來 る。) 

要 三 殿 さま。 若侍 はいかが なされた のです。 

傳藏 (寂しく) 鳥渡 用事に 行った。 また 來 るよ。 


三 (傳藏の額.^見^^iめろ) へえ、 何、 つした のです。 

藏 かけ 落 者 だよ。 それが 3^ す 知. りず のおれ を 訪ねて 來 

たの だ。 

三 殿 さま は それ をお 隱 まひ になる の でノ  /さいます か ？ 

何處 の ものと も 知れな い ^iql ども を . ：… 。 

藏 おれの 家に 泊め て 遣る と 言って 置いた よ。 

三 そんな こと を爲 されて いいので すか。 どこかの 隱密 

だ つ たりしたら どうな さるので す。 さう いふ 例 はこれ ま 

で に 能く  いた こ と.. かノ  J ざ い ます。 

S  (やや 不安に) おれの 見る ところでは、 唯の S 落 者 

にす ぎな い よ。 阅ぃ た 風な 一 」 と を 言 ふな。 

耍三 (しっこく〕 御前への 閱ぇも ござ い ます 故 . もう 一 

度お 考 へ になって はい かが でノ J ざ い ます。 今宵の こと は 

お 止り の 方が よいと 思 はれ ます。 どこか 町の 旅籠 iJil へ 案 

內し て 明朝 ゆ つくりと お 逢 ひ になつ た 方が よいと、 要 三 

め は考 へる の でノ } ざ い ます。 殿 さまに もな い 輕 はずみ な 

ことと 恐れ 乍ら 思 ひます。 

傳 ：1 〈折れて) お前 もさう 思 ふの かい。 おれ も あ、 は 言 

つた ものの、 これ は考へ もの だ と 先刻から 思う てゐる の 

だ" 世の中 は 太平. たが 底氣 味の わるい 太 乎つ にき だから 

な。 

耍三 では どう 联計ら ひます。 
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00  (s 惑して) 赏は いま 女 を 拉れに 行った の だ。 間 も 

なく 來る にち が ひな い C 斷 つたら. S うで W る だら うしお 

れもほ がわる いな。 

要 三 そこ は 要 三め が収 計ら ひます。 女の つれと 申して ゐ 

ると すれば、 先刻、 お しづが e- へま ゐ つた に 彼の 若侍 

と 一 しょだった の を 見かけた さう でございます。 歩き 痰 

れ て でも ゐる やうに 見受け たやう にお しづ は 申して ゐま 

した。 

00 どんな 女 だ。 

要！ 1! お しづを 呼び ませう か。 

0^ 呼べ。 

「き：：、 ^ん、 叩いて おし. つ，^ 呼ぶ。) 

要 一一 一 先刻 町で 會 つた： 一人 づれの こと. 5. し 上げなさい。 

お しづ はい。 どの やうな ことで-ございます。 

要 一一： どの やうな ことって、 (困った 額.，^ す る〕 たと へば 

何ん たな、 (俾藏 の 額，^ 見ろ) 

倬^  tIE 立った 姿に 見えた かな。 

おし. つ はい。 おつれ あ ひの 女の 方 は 此の あたりで 見かけ 

ぬ 旅 姿で- - J ざ い ま— た 上に、 ひ どくお 疲れ で 侍の 方が い 

たはり 乍ら 歩いて おられました。 ： 一人と もまる で 續のゃ 

うにお 美しく 見ました。 それにお 城 卜 へ は 初め てと 見え 


町 の 名 を 尋ねながら 居られ まし たが 、 長 町と き いただけ 

でお 屋敷 を たづね 居られる こと は ッ ィ が つかなかった 

ので ございます。 最前、 若い 侍さ まがお 見えに なった と 

き に 、 すぐ あ 3 方 だ と 思 ひ 出し た の でノ  J ざ い ます。 ほ ん 

とに、 いたいた しいお 伴で ございました。 

要 三 (突き 込ん て〕 きれいな 女 かな。 

お しづ a 邦體 しながら) この あたりに ュめ * めいふ 美しい ひ 

と は 見かけた ことが. ご. ざいません。 まだ、 娘々 した 方で 

ございます。 それに 白山 近いお 生れの ひとの やうに、 た 

いそうお 色の ぬけあが つた 白い お 方で，、 /さ い ます。 堅 町 

の 油屋の 娘さん なぞと 較べ ものに ならぬ 程で ござ い ま 

す。 

要 三 そんな 美人が ゐ るかな？ 若侍 はう まく やり 居つ 

た。 吹けば 飛ぶ やうな 若侍の 何處が いいの だら う" 

傳藏 (或る 表情.^ すろ) ばか！ そしてお 前に は 國 內の 

ものに 見えた の だな。 

お し づ それ は 道 を たづ ね て ゐら つし や る 言葉 づ か ひ で 分 

つ たの でございます。 麻の 紫の 紺よ ごしの 旅 かたびらに 

小さい 杖 をつ いて 居られました。 或 ひは隨 のっか ひやう 

に 酷く おつかれが 見えた の は、 通しの 駕籠の 呼吸が 合 は 

ない ので、 まだ ふら ふらし て 居られた の に ちが ひ..、 /さ い 

ません。 へ いせいお 駕籠 を用ゐ たこと もな ささう にわた 
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お 要 


お 要 倬 


くしに は 思 はれた の で.. こ， さいます。 それにお いどのと こ 

ろが 線れ て 皺に なった の を 見 て も お 駕籠に 乘られ た  一 J と 

が 分った ので ございます。 

0  (何 か 感動して ねろ〕 

H 町 は づれの 茶店と は 三 軒 茶屋の こと だな。 

しづ はい。 ひと 時 で 往き返りが できる ところで ノ J ざ い 

ます。 (ふと 思 ひ 出して) 今脊 はお 二方と もお 屋敷で お 

泊り で ノ /さ い ます か 。 それな れば わたく し 萬 事よ ろし く 

ぉ収 りなし いたします でございます。 (善 頁に) ああい 

ふ 方のお 世話 をす るの は、 氣 が晴々 と 浮き立 つて まゐり 

ます。 どのお S! にいた しませう。 要 三 さま、 おはなれ 

になさい ましつ あそこ は靜 かで よろしう.. こざいます。 お 

ふとん はお 客 さまへ 參 じる もの なれば 、ぢ いや を 起し \ 」 

置かなければ なり ません。 ほんと にわた くしお 世話 を い 

たした うご ざいます。 

三 (憂鬱 に 默 つてね ろ) 

し づ それ に お 煙草盆 の ffl 意 も.、 /さ いますから、 どうい 

たしたら よう. >  /さませう。 

要 三 (睡リ から 醒めた やうな lt〕 まだ 決って 居らぬ の だ。 

かけ 落 者 は 武家で は 泊められぬ。 

お しづ でも 殿 さまのお なさけで ご \0 います もの。 

要 一 11 また 呼ぶ から あちらへ 行け。 


おし. つ はい。 

(お しづ 去る。) 

(洪水の 引いた 水 太鼓 遠くぐ 鳴ろ。) 

S  (何 か考へ 乍ら) 水 もも- 「引いた やう だな。 

要 三 太鼓が 鳴る やうで は 大丈夫で.. こざいます。 それ はさ 

うとし て 若侍 はどうしたら い いでせ う。 

傳藏 いま 考 へて ゐ るの だ。 可哀 さう だな 一 旦 泊めて やる 

と 言 つて 置いて 斷 わるの は？ 

要 三 武家の なら ひで 仕方が ございません。 しかし 要 三め 

御用 を 勤めて 居る 間に、 間で は 仕 合な ものば かり 居る 

や-りで ございます。 

傳藏 おれに しても 左う だよ、 若侍に しても 選りに も 選つ 

て おれなん ぞ尋 ねて こなく ともい いのに、 —— おれ はま 

だ あれら の 面倒 を 見る 粹な 男で はない が、 そちの 言 ふや 

、「な 旅. 龍屋 へ やる 譯 にも ゆかんよ。 .1 a 泊め て やる と 言 

つたの だ。 

要 三 では どうな さるんで すか？ お泊めに なって 後々 の 

咎 にな つ て も 詰ります ま い 。 人の 世話 面. I を见る ことの 

お 嫌 ひな 殿 は、 時々 その 世話 をな さるの がわた くしに は 

分りません。 

傳藏 話が いや だからす るの だ。 こんと は 女もゐ る。 


1 


要：！； (考 へろ) それで 殿のお 考 への 程が お聞きし たいの 

で ご * さいます。 

S 闲 つた。 

要： 一一 見ず知らずの 人間に 對 手になる の は、 考へ もので ご 

ざ い ます。 

00 それ もさう だ。 

要：！： (低い S3") ことに n はい ま 大切な 時で ございます。 

S …… 

置 殿に もお 迷 ひが ございますな。 加 賀：. .H 二十 萬 石を片 

^でお さ へ てゐら つ しゃる 殿が、 .S なき IS 落 者に 氣を 奪 

られ るなん てわたく し に は 怎 うし て も： 干 常の 殿の やうに 

思 はれません。 

5- 藏 おれ は その 女 や 男に 氣 を！？ 、りれ てゐ るので はなく、 

そんな 者が おれ を たづ ね て i^f- の ； 方 を 決めよう とい ふ 心 

がけが、 おれに はこれ までにな く 珍ら しい ことに 思 へ る 

ん だよ。 おれ は 入 か ら手賴 られる ほ どの 情の ある 人間 ぢ 

やない の だが、 自分で さう 思 ふだけ にな ほ 左う い ふ 珍ら 

し ぃ^5„?の現はれたときには無下にはできな い 性分 だよ。 

そり や 堤防 を 築く ときの 人 •； ^なん ぞは 平氣で 見て ゐ る 

が、 あれと これと は 遠 ふの だ。 おれ は 弓 試しに 姓 を 打 

つ た ことがある。 そし て そ の 山里 を 後 を も 見ず に 下りた 

ことがある。 しかし おれ はそんな こと も 遣る が、 お前の 


やうに あれら を い きなり 斬ろ 氣もも に はなれん" 

要 三 わたくし は 就 を 持って ゐる 百姓 を 打つ こと はでき ま 

せんが、 生やさし い 若侍 ども を ちゃほやして 色 戀の宿 を 

しょうと は 思 ひません" ああい ふ 若侍 どもが ゐて、 要 一二 

めの 色 15 の 分まで 漁りつ くして ゐる やうで、 一 擊 くら は 

しても の やうな お 心になる こと はでき ません。 要 三め 

は 冷た い 床の 中に 夏で も 手足の 冷え て ゐる ま ま寢み .11 i す 

が、 お しづの 言ふ靜 かなお 離れで、 ^落 者 を やすませる 

には耍 三め は 何 一 つ これまでに 仕 合せに なった ことがあ 

りません。 

傳ー i  (しみじみ) おれ は ああい ふ もの は 叩き 斬る か、 か 

ばう て やる かの 二つ きりだよ。 

要 三 (首ん ト： けろ〕 あれら を 叩き 斬ったら ir ぃ氣 もち 

で ございませうな. - (此 男らしい 慘 めな 氣 もち) 長 5- の 

椎と壤 地の 裏通り で譯 もな い - J と で ござ い ます。 

傳藏 (冷然と 要 三の 額ん 見ろ) 本音 を 吹いた な。 

要 三 むしゃくしゃ 致します。 

傳 威 落着け。 人間と いふ 奴 はとき どき 氣 もちの 良い とき 

に は、 できさ •-). な 時 は いいこ と をし て 置いた 方が あと あ 

との 往生に いい もの だよ。 お前 は あいつら を 斬つ て 置い 

て 女の 首に 舌 なめずり でもす る氣が あるの か い " 

要 三 t.ss 然と) なに を 仰せられになります、 - 
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00 それなら それでお 前の 思 はくの 程が 分る 氣 がする 

が、 しかしお 前の 好み はいつ も 左う いふ 遣 口 だよ。 おし 

づを 見ろ。 あれら の 世話 をしたがって 逆上せて ゐる ほど 

の 子供 だが、 しかし おれに も 左う い ふ氣 がない と は 言 は 

ない。 唯 おれ はどうし ていい か闲 つて ゐ るの だ。 

S しかし 間もなく 女 を 一 #1 れて戾 つて 來る とすれば、 何 

とか 考へを 決めて 置かなければ ならな い でせ う。 斯う し 

たら どう でせ う、 切 角で は あるが 急に 联込 みが ある の で 、 

今宵 のと ころ は 町の 旅籠2^ へ參る やうに 申し たら いかが 

- で ございませう。 

傳藏 (本 まなげ に) そちが うまく K 計らって くれれば い 

いよ。 しかし おれ は 何 かほが す&ま ない。 一 受け合つ 

て 置いて 斷 わる こと はな。 

要 三 (じれて」 仕方が ございません。 

傳藏 あれら はわし を 一 一枚 舌 をつ かふ もの だと 冷笑 ふか も 

nz し、. い- 0 

要 三 殿に は 珍ら しくお 迷 ひになります な。 高が 田 舍娘を 

つれて ゐる ばかりに、 いつにな く氣の 弱い こ と を 仰せ に 

なる のです。  ， 

傳藏 平常 こ んな 場合に の ぞんだ ， J とがな いから こまる 

よ。 女が ゐ なかった らおれ は li31 もな く斷 つてし まふ。 

そちに したって 左 うだらう。 


要 三 (欧 っズ考 へて ねろ〕 

傳藏 (跌 つてね ろ) 

(先刻の 蛾， はたはたと 行 燈の紙 壁，^ 打つ。 ふ K りと 

もー てれ Li 见 人って ねろ。) 

お しづ 申し あげます。 お 伴れ あ ひの 女の 方 だけが 參られ 

まし. VJ" 

傳藏 女の ものば かりだと …… 。 

お しづ はい。 門前に 立って ゐ. りれ たので、 わたくし 尋ね 

ましたと ころ、 先程の 侍さ まのお つれだつ たので.， J ざ い 

ます。 だ いぶ 前から 門の 前 を あち ゆき 此方 ゆき 爲 されて 

ゐ たの で わたくし 家 へ お呼び入れした の で.， /さ い ます。 

傳藏 いま 迎 へに 行った ので はない か？ 

お しづ わたくしの 考 へます に は、 女の 方 はきつ と 待ちく 

たびれ て お 屋敷 ま で 尋ね て來 たのに ちが ひが V  J ざ いませ 

ん。 女の こと ゆ ゑ、 ぶしつけに 案内 を 乞 ふわけ にも 參り 

ま せず、 闲じ は て て ゐ られ たの S /さ い ませ う。 ほんと 

にわた くし 佳い 具合 に 見つけて よろしう ございまし た 。 

傳藏 行きち が ひに なった の だな。 (要 三 vj- 返り 見る) i 

う 向う へ 侍 は 行き着いて ゐる 時分 だな。 

要！ 一一  もう 鍾は あちら 向いて ゐる ころで ござ いませう。 

傳藏 女 を こちらへ 通す がよ い。 


傅女俾  55 傅 要 傳 ^！? 


傳女傳         傳要         女         傳女傳 女 傳 女 


おし. つ はい。 羞 かんで 居られます から、 わたくしのお 部 

CKi- にお 待せ したら いかがで j ざい ませう。 

耍 H よけ いなこ と を 言 ふな.. 

おし. つ (什 方な く) ではお 通し い たします で..、 jVj い まう。 

(お しづ 去ろ。) 

(問。 ふたりとも K っ乂 ねる。) 

二 先刻 仰せられた とほり にいた しませう か。 

^  (くるしげ に〉 もうち つと 待て。 

一一 (成ろ 表悄) 次へ 立って よう..、 J ざ い ます か W 

^ しばらく 坐って 居れ。. 

二 はい。 

(おし. つ に 作 はれた 女 入リ來 る。) 

(まだ 奴の 境に ねろ 女。 1! なき 築 貌。 ) 

^ 近く §w ら れい。 行きち が ひに なられた と 見えるな" 

はい。 

1 今 1:5" お泊め 申す ことに 傳 へて 置いた が ：：： (言葉^^ 

IS す) 

女 (- ぶかし？，^ 忘れた ろ 嬉悅の 表情) 見ず知らずの もの 

に 色 々 ありがたう *、  /さ い ます。 

傅械 よ 程、 お疲れと 見える" くつろがれい。 


チ； 、 0 

： お (その 美貌に 應.？ 一ら れろ) 名 は 何と 申されます。 

士：： 野と 申します。 

^ 武家のお 育ち と失禮 ながち お 察しす るが …… 。 

恐れ入ります。 

-1 先程. お 俘れ に 御 事情 いろいろと； * り 申した が、 言 

は ヾ 短 li の - 」 と であ つた。 しか し 今更ら 何 とも 言 ふ > J と 

もない が …： 。 

(殺くなる.) この 後 ともよろ しくお わが ひ いたします。 

(要 一一； いらいら すろ。) 

三 御用が.. - 」 ざ い ましたら お呼びく ださ い ませ。 

m  (うな. つく) 

, 要 三 去ろ J 

藏 (理由な き 焦燥」 おいく つに なられる か。 

(うつ 向く) はい。 

藏 (告 まり 惡げ にす ろ) これ は 失禮な こと をお たづね 

申した。 

女 いいえ。 (依然う つ 向いた ままて. Q ろ：" 

(傳 藏、 言葉絕ぇ.^ぃぇま焦ろ。) 
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傳藏 城下 は 初めてと 見えます な。 道 を たづね 歩かれた さ 

、つで あるが、 —— 

女 はい。 はじめてで ございます。  一 

傳藏 この あたり 夜分 はさび し いのに、 よく 1  夜道 をな され 

た。 

女 他に 行く ところと てな く懸侖 になつ て參 りました。 

傳威 I 氣に思 ひます。 

(傳 藏、 默 然として 苦しむ。) 

(！^_>.^叩く。 おし. つ 出. つ。〕 

傳； I 次 の 部 接で お 待たせして 置く やうに して 置きな さ い 

此處は 窮屈で あらう から。 

女 おそれ 人り ます。 

お しづ (い-ていそ. と) はい。 ではお くたびれで ございま 

せう から、 しばし 呼吸 をお つきな され ませ。 

女 ありが たう.，、 J ざ い ます。 

(女、 おし. つ 去ろ。) 

(傳 藏、 跌 然として 坐って ねろ。) 

(三度び 蛾、 あんどんの 紙に 觸る。 傳藏、 やや 粗 

錢ん」 打つ。 娥 つ。) 

(間。； 


傳藏 (手.^ 叩く) 

お しづ はい。 

傳藏 客人 は 何 をして 居られる か？ 

お しづ わたくしの 鏡臺 * を おかりな さいまして 身 じ まひ を 

して ゐ らっしゃ います。 わたし、 髮 のお 手 づたひ をして 

あげました が、 ふさふさした 心 もちの よい 髮で ございま 

した。 

一 傳藏 (默 つてね る〕 

お しづ それに 伴れ の恃の 方が 遲 いので、 ちょっとした 物 

音 にもお Si へりに なった ので はない かと 申 され ます。 あ 

あい ふお 優し ぃ氣 もちに たられる もので ござ いませう 

か？ 

00 おれに はよ く 分らない。 そちに は 分る だら う。 

お しづ わたくし にも 分りません。 た r、 あまりにお 氣づ 

かひな される ので、 わたくし 一寸見に まゐ りたい と 思 ひ 

ますが いか^  S  J ざ いませ-つか。 夜道で お 城. トは 初め て 

の やう でノ r さ い ますから、 提灯 を つけて まゐ りた い と S 

ひ 居ります。 

傳ー 1 ^！-へには及ぶまぃ。 女で さへ 尋ねて 來 たくら ゐ だか 

ら 、 いくら 田舍者 で も 大丈夫た らう。 

お しづ で は そのままに 致し 置き ます 。 

傳藏 それが よい。  - 
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お しづ もう 御 w は ございま せんか。 

00 女 は 何 かおれの こと を そちに 言つ てゐ たか。 

お しづ 殿 さまのお なさけの あつい こと を 喜んで 居られ ま 

し た。 わたくしたち は 仕 合 者 だと 申され て 居られ ました。 

00  (冷笑 ふ) おれ はそんな 親切 もの ぢ やない よ。 

お しづ ではお 離れ の W 意をぢ い や に 申し つ け ます で ノ  /さ 

0^  (わい まいに) よから う。 

お しづ ごめんください まし。 

(お しづ 去ろ。) 

01>  ^然として 坐って ねろ。) 

(女の 類な き 美貌、 た？^リなげに眼にぅかぶ。 傳藏そ 

む.， ^ 兄 入りながら モの 美貌 に惹告 入れられ る。 女の か 

げ 障子 戶のモ とに 消 ゆ。〕  一 

(雨、 滞つ。)  一 

00  (手ん、 - 叩く) 耍三 はいかが 致した。 

お しづ 先刻、 裏口から 出られた きり まだお 歸 へりに なり 

ません、、 

00 先 と は？ 

おし. つ 女のお つれが お見えになつ てからで ございます。 

別に どこ へ ると いふ こと は. あされませんでした。 一 


傳藏 ，(|^然として^>!;:-:白になろ：>  腰の もの は？ 

お しづ 御供の i 袋の つ いたの をお 持ちに なりました。 

傳藏 .^5 れを 指して 行った か？ 

お しづ (ぉづ ぉづ) どうなさい ましたので.. こざいます。 

傳藏 (烈し い 感動.^ おさへ 乍ら) い や 何でもな い 。 用 は 

ないから あちら へ 行って 居れ。 

お しづ はい。 

(ぉしづ.^^らんとす。) 

傳藏 ちょっと 待て。 

お しづ (立， y ろ) はい。 

傳藏 女 は 何 をして られ るか。 

お し . つ 先刻 か ら お 待ち つかれて 居ら れ ます。 

傳藏 C 何となく 笑みん 、漏らす。 戎ろ慘 忍の 表情) さ-つか。 

お し .? それにし て も 一?^ いこと で..， J ざ い ます。 

傳 「お 夜道で 石 ころの 多い の と 不案内の 爲め であらう。 

お しづ 氣 がかり のこと でございます。 


( おし-つ 去ろ。〕 

(傳 藏、 心亂れ たさ まて 立ち 成 ひ は 坐す。 ふと ひつ 

いて 押入れの 屮.^ さぐる。 色々 の 長刀 1 屮鑑 ろ。.) 

傳藏 - j んな とき は 長 船で も鑑る といい かも 知れな い 。 

(傳 藏、 行燈の そばて 長 船， M?$-y、 眺 A ろ。 しかし 心 は 


戴 傳機大 


傳傳要 
は 藏 藏 三 


傳要傳 
藏 H_ 藏 


それに) .Je はない。 長が 尸. 尹 投げ出す。〕 

傳藏 何時もの やうに 燒 きの 匂 ひもして 來 ない。 

(間。〕 

傳藏 (手，^ 叩く〕 

(要 三 出て くる。 なろ 風貌に 錢 つてね ろ。) 

要 三 何 か 御用で ございま すか。 fBK 船,^ 見ろ) 

00  (殺 氣ん 帶ぷ) いづれ へ參 つて 居った。 

要 三 (雨に われて ねろ) どこへ も參り ませぬ。 ド 屋敷 御 

門の 内に 煙草 を 喫んで 居りました。  ， 

00 うそ を 吐け。 どこ へ も參ら ぬなら 腰の もの を 見せろ。 

要 三 なぜ、 その やうに 仰せに なられます。 帶刀 をお 目に 

かける やうの 事 は 耍三は 致しません。 

傳藏 (かつと すろ) 見せろ。 

要 三 はい。 

(要 三、 次の間の 脇 ざし.. HS£ つて 来る、 傳 f お、 脇 ざし 

ん拔 く。 驚く。) 


つく リと 坐る) 早まった こと をした。 

要 三 生きて ゐ ても£ のない 奴に ございます。 

傳藏 女を殘 して 置いて どうす る氣 だ- 何とい ふこと をし 

たの だ。 やきもち も いい加減 にしろ。 

要 三 (明^に) それば かりで は ございません。 殿の 目 を 

見る ことが 耍 三め を躁り 立てた ので ノ  /さ い ます。 

00 おれの 目 付が そちに 何 か を 言 ひ 付けた とい ふの か？ 

要 三 (うつ 向く) 

傳藏 そし て あの 女が 殘 つて ゐて素 町人の 娘の や うに おれ 

の 言 ひなり になる と 思 ふの か？ あの 女 を 見ろ。 

(傳 藏.^ 凝視す) 

(要 三.^ 凝視す。 或る 不明 K なろ 感情が. 混み合 ふ) 

おれ は あの 女が 尋常な みに 從 ふと は 思 はない。 おれ 

<れ をち や んと 見ぬ いて ゐ るの だ。 

要 三 なみなら ぬ 女の やうに 思 はれます。 

傳藏 (暗然と すろ) あの 女 だけ を錢 して 置く わけに 行か 

ない。 

要 三 (うつ 向く) 

傳藏 お しづ を 外 へ 出し た 方が い い だら う。 

要 三 はい。 

(手，^ 叩く。 お しづ 出て 來 る。) 


やった な。 

(うつ 向く) 

まさかと 思つ てゐ たが 矢張り やった の だ。 (傳藏 、が 
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要 f* 要 傅 要 


00  (にくにくしげ に) お前の やきもちで なければ 忠義 

^り だよ。 

耍三 そして あの 女 を 形 づける の もお 止めに もな りません 

ね。 (噴 ひ 人ろ ごとく 凝視す) 

傳藏 (くろし く) お前の 好きな やうに するとい いよ。 

要 三 (投げ出し …… 〕 まだ 要 三め は 柔らかい 女のう なじ 

に a を 加 へ たこと がご， さいません が、 要 三め 永い 間の ひ 

とり 暮し に はよ くそん な 、 J とを考 へ たも の で ございま 

す。 これ は 要 三め 一生の ねが ひだった かも 知れません" 

それが 今夜 卟 つたの かも 知れ ませ ん。 (ほく ものすごく 

It な， -V 、笑，^ 漏らす) 

傳藏 たはけ たこと を 一一 m はないで、 〔一. く 行く がよ い。 ぉ^3 

の 一 生の ねが ひ は * お前 を 快い 心 もちに する だら 5。 

要 三 では 暫 らくの 間に 形 をつ けて まゐ ります。 

(要 三、 去らん とす。) 

(傳 藏、 しづか-」 背後ぶ： r 要 三，^ 剌す。 そして 茫然と 

しズ 立つ。) 

傳藏 (死 體.^ 片 づけろ〕 

(女の 美貌、 再 ，6 傳藏の 何もの か.^. 腹す。) 

(降 葡、 その 姿 見つけた まま、 うつと リ> る。〕 


お しづ 何 御用で. こざいます。 

6； ム- 一； 若 恃を迎 へに 行って くると いい。 あまり 遲 いやう だ 。 

お しづ はい。 あの方 も その やうに 申されて 居ります。 で 

は 、 ひ と 走り に 行 つ て參 じます。 (いそいそ * つ〕 

f 要 三。 おし. つ， .J- 呼. ひ 止めろ じ) 

0 はし た の 御用で お 尾 敷の お はなら ぬ ぞ。 

お しづ 鬼 方の あかし を點 して まゐ ります。 

(お しづ 去ろ 。、ノ 

(雨、 次|1^,： はげしくなる。) 

一二  (去らん とす) 

0  (_汾 しげ 水け ろ) 雨が 段々 烈しくな つたな • 

-ー： また 水が 出る かも 知れません。 この 樣子 だと …… • 

0 お前 は平氣 であの 女 を形づ けられる のかい。 

三 仕方が ございません。 このままで 夜が 明けて しまつ 

たら 殿 もお こまりで ございませ. つ。 (傳藏 ,<^a ろ。 或る 

戊. S なろ 袋 情) 

0^ それ もみな お前が やった からだ。 お前 さ へ さし 控 へ 

て ゐ たら  >  」 の まま 穩 やかに 夜が 明け るの だ。 

.^■H  (益 々皮肉に) では 要 三め が&: 分 だけの 心で 輕 はず 

み をした ことになります な。 へ 笑 ふ) 
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蔵 傳槻大 


傳藏 (やがて …… ) 旅の 方、 旅の 方。 

(間。) 

傳藏 ちとお 話に まゐら れい。 

女の こ ゑ はい。 

(傳 藏、 むしろ 痴呆 的 微笑の まま、 女の 出て 來る の.^ 

待つ。) 


吉田絃 ニ郞篇 
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wt® 士ロ. N1©  (五 幕 六揚) 


第 


幕 


時 

文 入 二 年 二月 十五 日の 午後 

場 所 

薩南大 島 龍 郷村 &の上 

登場 入物 

流 人 菊 池 源 吾 鄉魔盛 (三十 六- 葳) 

島の 與人 劉 佐 K の 娘 アイ ガナ (十九-蔵) 

島の 與人 劉 佐 民 

同  妻  . 

島の 大男 川口 三 五郎 

薩 藩の 使者 伊第院 五郎 

同  柴山武 i 門 

同  お. I 僕數名 

島の 役人 數  名 

島の 住持 {II 夢和尙 


島の 子供 等 

茅葺きの小展、ゃ、 上手に片^?3リてもリ。 Atl!i の a^gr 

正面 下手と も 濡れ 5^ にて. 2 ぐらす。 正面 一問の 床の 問 

に は 粗末な ろ懸 軸。 小さき fei^ 一  つ。 ^敍、 刀架に 

けたろ 大刀 等。 左手の 孺れ綠 に は 軒 i リ綱、 ^其、 魚 

籠、 錢 などが 懸けて あろ。 正面 1； 敷に 隣リて 上手に 茶 

の 間 及び 勝手な どもろ 窓。 1^敷と茶の間との^5:,1は板 

戶 あり。 床の間と 1^ 戸の 間に は 一間の 押入。 板戸に は 

羅紗の マ ント が無雜 作に. 引つ 憑け て わろ。 すべて 流入 

の 閑居に ふさ はしく  素なる 體。 

上手 及び 下手 一 面に 高き 椿の 木立。 格の 幹 や C きと 花 

の 紅き が 殊に liK し. 1- 對 g 一ん なして 見えろ。 地上 一面 LL 

棒が 落ち 重なって ねる。 上手に 巴 i?r  竹な ど亞 

熱帶 地ら しき 植物が 繁り 居ろ。 雪 雀 及び の？ 錄の どか 

捲の 木立の 後 は切リ 岸に な リズ、 K ぐ 下は濱 にな つ て 

ねる。 下手、 格の 木. 一 ルの 下から 海岸に a ずる 徑 わり。 

格の 木立の 間から、 遠告 島々 など 見 ゆ。 靜か な！ m の啻" 

七 八 歳の 島の 子 二人、 格の 下にて、 無ー百のま^^？^リた 

ろ 捲の 花^ 拾って は 糸に 刺して ねろ。 すてに 二 尺ば か 

りの 長さに 花，^ 刺して ねる。 の 花 二つ 三つ はたと^ 


 r. 


助 之-/ 
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お  1 啼く。 

ciS の Ei- S 子等六 ヒ 人 下 手^;^ の 木立 の 下 r< リ騒ケ な が ら 

掛。 二人の 女の子， 小见 つけろ。 

BR の 子 一 や あ、 あまつち よらが あんな ことして る ぞう リ 

男の子. 二、！ 1:、 四 ゃュ めい、 や あい ：：： 。 

(みなに て 離し 立ズ、 ^ちた ろ 格， 6 投げ かけろ。 女の 

子 二人、 ト： 手裕の 中-卜！^ れ る。) 

Ef- の 子五 さあ、 こ- "でい つもの やう に 相撲 を- ¥り う。 先 

生 さまい つもの やうに 來て 相撲の 手敎 へて くださる とい 

いがのう。 

男の子 六 先せ； さまさつ き、 お 寺の 方へ 行かつ したの を、 

おら、 ； S で 見た。 今に 歸 つて 來 なさる だら うよ。 

巧の 子 一 それまで おらた ち 、 J  & で 相撲 取 つ て ゐ ようよ。 

巧の 子^ さう だく。 

(裕の 下に. て 子供 等 相撲. 取ろ。 川口 n: 五一郎、 犬.^ 連 

れ、 火繩^ ん ち、 狩 化 度に て 登場。 子供 等の 相揆， § - 

見る。〕 

巧の 子 二 や あ、 三 五郎， た 三 五郎， た。 

何が 三 五郎 だい。 なまいきな、 小童の くせに.. - 

男の子： 一： 威張るな い、 咸 "張るな い。 そんな 大きな 態 をし 

てゐて も、 こな ひだ は 先生 に^の 子の やうに、 づん でん 

>  J ろり と 投げられ たで はない か 。 


烛の 男の子 等 さう だく。 や あい 大男の 三 五郎、 三 五郎 

の 芋の 子 や あい。 

一一 一五^ ハグ ハツ ハク、 惡 いぬら ぢゃ。 おれが 敗け た 敗け 

た。 勘辩 して くれ。 

男の子 等 そんなら ゆるす。 威張るな い。 わ あいく。 

三 五^ いまく しい 戟 鬼ら ぢ やな あ ハツ ハツ ハツ。 

アイが ナ (板 戶，. 明けて 濡れ 綠 LL 走り出て 來る。 色白き 美 

し告 女。 凑 後の 面 やつれして 見 ゆ； これく みんない、 

子ぢ や、 家の 坊やが いま ねんね したば かり ぢ やで、 ちつ 

との 問靜 かにして あっちに いて 遊んで ください。 先生 が 

房って おい でな されたら、 また 何ぞょ いお みやげが あり 

ませうよ。 

男の子 五 先生 さまが お 歸り になつ たら わし たも と 相撲 1^ 

つ てくだ さる かな あ。 

アイが ナ あ  >- 取って く. たさる とも ホ、 ホ、 ホ ：… 。 

男の子 等 ぢゃ あ、 あっちに 行って 遊んで 來 よう。 

(子供 等 下手 格の 下に 返 揚。) 

三 五^ あ K、 奧 さま、 よいお 犬氣 でございます。 すっと 

引きつ 丈き おから だ も お 宜し い さう で 結構で ..- J ざ い ま 

す。 先生 は 今日はお 留守で..、 /さいます か い ？ 

アイが ナ ありがたう ございます。 まあ 三 五郎さん とした 

ことが、 今日は 十五 日、 月 照 上人 さまの 御 命日で は ござ 
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いません か。 

三 五： 郎 いや、 なるほど 月 照 上 入 さまの 御 命日、 それで は 

またお 寺詣り においで なされた ので ございま すか。 

アイが ナ 雨が 降らう と 風が 吹かう と、 この 島に おいで さ 

れて か ら、 た r の 一 度で も 御 命日 に ぉ寺詣 り を 怠りな さ 

れ たこと はあり ませぬ。 

三 五郞 先生 はまこと に 御 殊勝な ことで  e 

アイが ナ このごろ こそ、 坊も できたり しました ので (ち 

r* つ ふ 羞恥の 體) あきらめ ておい でな さる やうです が、 

ひところ は いつ 自殺 を なさる かも 知れない と 思 ひまし 

た。 家の 父さんが 一 度 は 刀 を もぎ 暇って やっと、 それで 

自殺 を 思 ひ 止まりに なり ま し た 。 

三 五^ さう だ つ たさう で..、 」 ざ い ますな" 何でも 月 のよ い 

晚だ つ たと すぢゃ ありませ んか。 

アイが ナ お 月見の 晚で ございました。 こ- 1 の緣 端で あそ 

、 J の 海 を ごらん にな つてお い で 、 し たが 、 だし ぬけに 床 

の 間の 刀 を お 拔 きな されて。 

三 五郎 おうく。  G 小 圆人聲 に 耳. ^傾け) いや 先生のお 

螺 をいた して ゐ ましたら、 どうやら あの 濱を 歩いて お い 

での は 先生ら しう..、 /ざ い ます。 和 さまと 濱で話 をし て 

お い でな さる や うぢ や。 

アイが ナ あ \ たしかに さう で. V J ざ い ます。 


三 五^ いや、 實 はな 奧 さま- あの 畔の龍 林の 横で ござ 

いますよ。 二三 日 兎が 大分 つて 來て、 畑 を 荒して ゐま 

すので、 先生 をお 誘 ひしょうと 思 ひました が、 今日は 御 

命日で は、 飛んだ 惡ぃ 日に 伺 ひました。 まあ 先生に 叱ら 

れ ませぬ うちに ハツ ハツ ハ ッ ：•：■ どうぞ a しく 仰っしゃ 

つて ド さい。 (三 五^上 手へ 退 31〕 

アイが ナ (柱に 凭りて 下手.,^ 眺めろ) どうな された のか。 

濱 のと. ころで、 立ち どまつ て和尙 さまと 何 かまた お 話な 

されて ゐるゃ うぢ や。 このごろ は E ー那 さま は、 また ど. リ 

かする と、 わし は尙 一 度 だけ は 11 に歸ら ねばたら ぬか も 

知れぬ とば かり 仰っしゃ るが、 もし B; 那 さまと お別れし 

なければ ならぬ のなら わたし やどう したら 宜 からう。 一 

日 でもお 別れす る - J と はわた し に は できぬ に" それ か と 

言うて、 せっかく あれほどの 御 器量人 を 見す./, \ゎ たし 

一 人の 女の ために、 この 島に 埋めて しま ふの もお 氣の毒 

だし …… 一 層 わたしが 死んで しま ふか (权 戸の 方ん， ^板り 

かへ る)  それ もなら ぬし。 どうか 十 年で， a  ； ；十 年で 

も 御 赦免 の 使な どが 來 ませぬ やうに 。(手. ^合せて む" 

权 月の 彼方に マチ 供の .-v 、聲。 アイが ナ急 ぶ-板 月の 中に 

返 場) 

(舞棄 し ばら く 空虚」 し-きり に せ ^ の ^。 、- 

(西鄉降盛下^^ ょリ、ぉか組み、 俯向 +勝 にて 登揚。 衿 
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.f 刀ん- 帶し、 i せ 草 ls。  K 吸 の 偉丈夫。) 

降 盛 (格の 下に 丄 ひ- らと i リ、 なち；： る iw,^ 見ろ〕 昨夜の 

^でよう 3^ が 落ちた。 (梵 の骡， ^^く〕 あ k すっかり 春 

になった。 長閛な もの ぢゃ。 (溜れ 緣に 近寄ろ) いかに 

も^^ぢゃ、 あれが 薩 躍の 山で も あらう か。 あれが 大 隅の 

兑當 でも あらう か。 山 も 海 もす つかり 霞んで しまうた。 

アイが ナ f茶1„J^述んて登場) ぉ歸 りなさい まし。 

S 小 M たち は 眠って ゐ るかのう、 おあい！ 

アイザ ナ よう 二 入と も 眠って ばかり をり ます。 

さう か。 (いかにも うれし さうな 表情) さう 鍵ても 

い 、もの かのう。 どれ 一 つ …… 。 (根 戸の 方へ はいろ) 

アイが ナ n; 那 さまさう 顏 をお いぢり になって はいけ ませ 

ぬ、 眼 を さまします から。 まだお 抱きに なって はいけ ま 

せん …： 。 

S あ、 まだ 抱いて はいけ ぬか。 

7 イカ. T'  ^  10 

S おつ S さんが さ 言って ゐ たのう、 坊やのお 臍が 落 

ちる まで はま だ 抱いて はいけ ない つて. ハ ッ ハツ ハ ッ … 。 

アイが ナ はい。 (かろき羞恥) 

S まだ 臍が 落ちぬ か ハツ ハツ ハツ。 坊主の 方 もよ く寢 

て をるな あ。 わるさば かりし よるが。 坊主の 眠った 顔 は 

いとしい のう -、 ッ ハツ ハツ  。 


アイ：^ ナ さう、 そこでお 笑 ひなさい ますと 坊が眼 を さま 

します。 

-險盛 まあ さう 言 ふな。 (根 戸の 中 i リ 出て 来ろ) あんま 

り 可愛い もの だからのう ハ ッ ハツ ハ ッ •：•： お前 はも， つ 起 

きて よいの か。 何でも 二十 一 曰 はい やで も 寢てゐ なけれ 

ばなら ぬと い ふぢ やない か。 (緣 端へ 坐ろ) 

アイが リ それ は 城下 あたり の 身分 ある 方 々 の お 娘た ち の 

- J と でノ  /さい ませう。 わたく しらの やうな 島の 女た ち は 

その やうな こと は  ： 

隆盛 また 島の 女、 島の 女と いふ。 

アイが ナ でも、 島の 女 なれば こそ、 お 城下 や、 都の 美し 

い 女た ちに 見 か へられて しま ふの でノ  /ざ い ます。 

隆盛 何 をい ふ、 ばかな。 また その やうな こと を。 

アイが ナ でも 旦那 さまに はお 城下に も 立派な 奥樣 がきつ 

とお 待ちで.. こざい ませう し、 都で は 都で  。 

, 隆盛 わし はまった くま だ 11 身ぢ や。 鹿兒 島に も、 都に も 

妻 も 何もない。 わし も男ぢ や。 そり や、 都で は 女 を 呼ん 

だ こと も ある。 しかし わしに は 女に 魂 を 奪 はる、 やうな 

暇はなかった。 二十 二で 殿様のお 側に 召し使 はる k やう 

になつ てから 今日まで、 わしの 頭に はいつ もた V 恐れ多 

いこと だが、 主上と， 殿様と 日本と いふ ものば かりが あ 

つた" 都で 遊んだ 女な ど、 いふ もの は、 ほんの その 日 そ 
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の 場 かぎりの 戯れ であった。 そ の 無風 流な わし が この 島 

に 流されて、 一一 一十： 二 歳で この 胸が 痛む ほど、 心の底から 

初めて 女に 像れ ると いふ こと を 知った のぢゃ ハツ ハツ ハ 

ッ  。 

アイが ナ まあ 曰； 那 さま は  。  . 

隆盛 いやまつ たく ぢゃ。 噓は言 はぬ。 大 島に 流さる、 ま 

での わしに とって は 天下、 國 家が わしの 戀 人であった。 

わし はい つ でも 何事に 對し て も 牛； 命 を 賭け て か さらねば 

氣 がすまぬ 性分 ぢゃ。 匹夫の勇と そしらる 、 かも 知れぬ 

が、 昔から 薩糜 武士に は 一 人の 少年の ために 命 を 投げた 

男 も あ つ た。 そ - J が薩摩 の 隼 人た ると こ ろか も 知れ 

ぬ。 わしの ® 中 にも 同じ. m が 燃えて ゐるゃ うぢ や。 薩 -If 

隼 人に は 名 も 入らぬ。 金 も 入らぬ。 命 も 入らぬ。 この 島 

に 流され てから、 初め て 天下 國家 にも まさる も の を 見出 

した。 お前の その美し い 心ぢゃ ハツ ハツ.、 ッ …… 。 

アイが ナ まあ 曰； 那 さまの  。 

隆盛 いや、 まったく だ。 わし はお 前が はじめて この 家に 

手傳 ひに 來て くれた 日から、 お前が 好きであった。 お前 

がー 一日 来て くれ、 三日 来て くれる につれ て わし はお 前が 

好きで たまらなくな つ た。 すまな いこと だ と 思うた がわ 

し は 月照ヒ 人の 命日に お 寺に 通ふ路 すがら さ へ お前の こ 

とを考 へて ゐた。 恥づ かしい こと だが、 わし は あの 濱を 


步 きながら お前の 名 を あの 濱 の；^ ノ. のヒに 幾度 窗 いたか， 5 

れぬハ ッ ハ ッ ハツ …… 。 

アイが ナ  。 

S もしお 前が わしのと ころに 來て くれなかったら、 わ 

し はお； is の 親父 どの と 采し合 ひし て もお 前 を 寧った かも 

知れぬ リ 

アイが ナ まあ  。 

隆盛 ハツ ハツ ハツ …… 驚かぬ でもい、。 まあた とへば だ • 

わし の その 時の 心持ち を 言 つ て 見れば だ。 

アイが ナ でも 旦那 さま はもう このごろ では、 わたくしの 

ことなん かどうで も 宜しい ので ございませう。 また 夭 下 

とやら 國家 とやら、 それの 方が 大事に なつ て來 たの で ご 

ざい ませう。 

隆盛 どうし て そ の 可愛 い」 美しい お前 を 忘れ られ よう 

ぞ。 ザ 下、 國家 といへば いかにも 立派 だが、 そこに はな 

あ、 生命の 欲しい 奴、 名 や、 金の 欲しい 奴、 權势の 欲し 

い 奴ば かりが ゐる。 一 片の肉 を あさる 野 a! 犬み 群の やう 

な 男た ちば かりが、 やれ 天下、 やれ 國家、 と 大きな 聲で 

叫んで ゐる。 尊王と いひ、 懷！ とい ひ いづれ 肉 を あ 

さる 犬の 群 だ。 わし は 思った ばかりで もい や だ。 二 K と 

あの やうな 世界 へ 還つ て 行かう と は 3^ はぬ。 安心せ え。 

アイが ナ (茶， かいれ かへ てす、 めろ〕 そんなら ほんに う 


&'' し 


れし うご ざいます が….. 。 

降 盛 どうして お前の やうな 美しい 女 を 捨て A 仃 かれよう 

ぞ， - 

アイ： k ナ ほんに、 わたし を 捨て、 お出でな されて はい や 

でございます。 

隆盛 これ：：^ い、 あの 島の 影 を、 あの 海 を。 すっかり 春に 

なった のう。 大方 あれが 九州の 山で k も あらう か。 まる 

で 小 ひさな 一片の il の やうで はない か。 あの 小 ひさな 世 

界で やれ 餘王ぢ や、 やれ 倒幕 ぢ や. と、 我 慾に 驅ら れ、 憤 

怒に 燃え、 修羅の を けめ ぐつ てゐる 人た ちの 姿が あ 

さましい ではない か。 これ、 春の 曰 は あの やうに 照り、 

春の 風 はこの やうに 吹く に …… 。 (雲雀の St しきりに。 沈 

默) 

アイが ナ まだ、 月 照 さまの 御 命日で ございま すのに 朝 か 

ら あた、 かい S も 上げて をり ませぬ。 

S さう だった のう。 わしら だけ は 朝から、 冷 飯です ま 

せた が、 和 W に は それで はすむまい。 あた & かい 飯で も 

焚いて 上げて くれ。 

アイが ナ では さう いたし ませう。 (板戸の 中へ 返 場。 隆盛 

床の£!の^^&の前に坐リ、 P 、ほす る) 

(rtl の. 摊 のどか-し、 波の siHM ゆ。〕 

アイが ナ (登 蟋) a; 那 さま 大變で ございます。 


隆盛 何う した？ 

アイが ナ お 米が もう 一 粒 も ござ いません。 

隆盛 與人 殿からの お 米 はま だ 來てゐ なかった のか？ 

アイが ナ いえ、 いつもの 御 扶持米 はちゃん と 十日 分 だけ 

來てゐ たので ございま すが、 昨日 も 一 昨日 も あの  。 

隆盛 あ X、 あの 流人の 仲間 どもが 來て 食って しまったの 

か、 それでもう 一 粒 もない のか ハツ ハツ ハツ …… 。 

アイが ナ はい。 

隆盛 今度 はいつ、 お 扶持米 をいた^ くこと になって ゐる 

のぢ や。 

アイが ナ 十七 日で ございます。 

隆盛 では 十七 日まで 斷食 しよう。 

アイが ナ 旦那 さま はいつ でも、 あの 無遠慮な 流人た ちに 

お 扶持米 を 喰べ 荒らされて しまって、 御 自分で は 一 一日 も 

三日 も斷 食な さるが、 わたくし は齒 痒うて なり ませぬ。 

隆盛 いや、 さう ではない。 同じ 流人で も わし はま だ殿樣 

のおな さけで、 勿體 なく もこの 琉 人に 年に 十八 俵と いふ 

お 扶持米 をいた いて をる が、 あの 仲間の 男た ち は 一 合 

の 米 もいた r いて をらぬ の ぢ や 。 元は 見ず知らず の 男で 

も、 かう やって 一 っ爲に 流されて 來 るの はよ く./ \ -の緣 

ぢゃ。 まあ わしが 持って ゐる もの は、 あの 男た ちに 食 は 

してやれ" わし は 一 一日 や 三日 食 はぬ ところで 死に もし ま 
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い。 實 gK; し は 斬 E 非に も當る 大罪 を 犯した 與.、 一粒の 米 

でも 毆樣 から g 戴す るの は 涙が こぼれろ やう だ" (默然 

とすろ) 

アイが ナ でも 旦那 さま  " 

S さ.. つだった。 ぉ前はそれでは3^が止まっ てしまふで 

あらう， - そ れ は 可. 哀 さうな こと をし よった。 

"ィ がナ わたくし、 一走り 母の 家まで 走って まゐり ませ 

う a 

S まだお 前、 そのから だで、. わしが 行って 來る。 わし 

は ともかく、 お前 や 子供ら が可哀 さ-つ だ" 

アイが ナ 曰ー那 さまが、 …… 飛んでも ない" では 裏に 子供 

たちが 遊んで ゐる やうで ございます から、 子供た ちに 頼 

みませう。 (板戸の 中に 退場) 

(® 雀の 1^4^ く 照 ゆ。 夕 甚れの 色 かすかに 迫ろ。 sr) 

隆盛 (滞れ 緣の 端に. 立ち、 沖.^ 眺む) どうも 氣が鬱 いで 

ならぬ。 (. おの 間の 大刀に 目.^ つけ 刀架から 大刀，^ 手に 

取ろ。 急いて 元の 場所に？ E く。 再び 誘惑 さろ V かの やう 

に. K 刀.^ 手に 取る) 初め て 御先 代 さまのお 伴 をし て江戶 

に 上った 時、 越 前 侯へ お 使した 折、 御先 代 さまから 拜領 

いたした の であった。 昔 を 思 ひ 出す やうな 物 はみ た 捨て 

たが こればかり は 捨て 得なかった。 久しく 手に もしな か 

みたれ 

つたが、 (鞠.^拂ひ刀^5^.^-见る) 形と いひ、 香と いひ 亂燒 


とい ひ  (. ^第に 引き付けら ろ、 や、 ソに见 つめる) ま 

る で 秋の 大. S の やうな ：… 明月の やうな - J の 心。 う 、 む。 

かう、 この 刀 を 見つめて ゐ ると わしの 心の 邪念 も も 

曰の 前の 雲の や-つに 消えて しま ふ) うむ、 さう であった 

御先 代 さまの お をして 江戶 から の 歸り に 中 村 (後に^ 

if) ゃ篠原 等と 一 緒に この 刀で 京の 鴨 川べ りで 關 東の 奴 

等 を 無 一 一 無 三に 切り まくった の は。 あの 時 はま だ わし も 

血氣 さかりで あつたが、 うむ (突然 跣 足に て 庭に 飛び 下 

リ やに は に 大刀，^ 振ろ) あ、、 K い 氣持ぢ や、 わしの 腕 

もま だ な か く 鈍 つ て は をらぬ や うぢ や。 しか しもう あ 

の やうな 全身の 血が 沸き立つ やうな 機會 はわし の 一 生に 

二度と は 来まい。 有 村 治 左衞門 の 奴うまい こと をし よつ 

た わい。 もし わしが 江戶 に ゐ たら 井伊 大老 の 首 は 人手 に 

は 渡さなかった がな あ。 杉山彌 一 郎ゃ佐 竹 之 助の 奴等 

さぞ 勇ましう 戰 うたで あらう。 思う た^けで も 腕が 鳴る。 

あ \ この 腕が  ( いま/ \ しさう に そ 、 一 いら 歩 A-ヽ 

大刀.^ 掷ふ) g おけば 京方と 關 鬼との 間に も 今に も 合戰が 

始まらう も 知れぬ とのこ レ-. - この 腕で、 if 府の 奴等 を a 

つ て-/ \.  5 一り まく つ たら あ \ どんなに か この 胸が 空かう 

に。 わし は 中 村 だ の 篠原だ の 大久保 だ の あいつ らが 羨ま 

しい。 わし 一人が こんな 島で、 あ \ この 腕が …… SLL 

腰かける。 嬰 兄の 泣.？ 蝶 問 ゆ) だが 待てよ。 あれ も、 こ 
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れ もみな 迷 ひか" (刀，^ 靴 に 入れ 足ん、 拭いて 緣に ヒリ、 刀 

, ^刀 I ポに 照け る。 嬰 兄の 泣.？ 蟋 に5«^ ん 傾けろ。 a 出て， 

波の^^リ！：1まる。 海の 方.^ 見つめろ。 色 迫り、 十五夜の 

月 水平線の 上に E 外ろ) あ、 あの 月， あの 滿 月が、 あの… 

…… 。 (緣の 上.^ 走る〕 浪の 上に 碎 くる 月の 影が、 今夜 も 

あれ あの やうな 黄金の 波が 薩摩 潟まで もつ に い て をる。 

…… あのお も K 一 一  つなかった。 as 屋の 裏から 船 を 装うて、 

和 W と 平野 一 一郎と それに 小者 一 人 ；… わし は あの 夜い や 

でも 和尙を 殺さねば ならな か つ た。 藩の 東 役 等 はわし に 

上人 を 述れて 法 華嶽に 行けと 言うた。 彼等 は、 あの 日向 

境で 和ぬ を 切る. つ もり だ つ たの だ。 都から わざく お 連 

れし た 和ぬ を どうし て わしの 手で 殺す - 」 とがで きょう。 

わし は ともかく 船に 乘 つて 逃がれ る だけ は 和尙と 一 緒に 

逃がれ て 1^ ようと 思うた が、 所 免れる 衛 はな い と 知 つ 

たの で、 船 も ひそかに 御先 代 さまの お 船 をお 借り. W, した。 

わし は 船窓 に 書かれた あの 草花の 模樣ま ではつ きり 覺ぇ 

てゐ る。 わし は 和^と ； 緒に 一 つの 柩に 入る つもりで 

船に 乘 つた。 ゎしはど、っしても和^2  ； 入 を 海の 底に やる 

に は 忍びな か つたので、： 緒に 抱き合う て 飛び込んだ が 、 

水 昔 を^いて 平野が © け つけた。 帆 を かけて ゐ るので 船 

は 矢の やうに 走る" て、 舟 を 廻せ と 命じても 船 は 止ま 

らぬ。 平野 は 一 刀の 下に 帆綱 を 切る。 抱き合うた； 一人の 


死骸が 引き 上げられた 。わし は 何で その 時 .f^ な k かった 

のか。 和尙ー 人 を 殺して わし はかう おめく と 生きな が 

ら へて、 いつまで この 月 を 見る のか。  それにしても 

抱き合うて 飛び込んだ 男の ： 人が 死に、 一 人が 生きの こ 

ると は …… 人間の 蓮 命 ほど わからぬ もの はない。 死ぬ る 

も、 生きの こる もみな 天運の ま，. -か。 明日の この 身が ど 

うなる もの か それ も 知れ ぬ …： 。 

アイが ナ (板戶 の 奥 i リゎ わたし -、 く 息苦し さ うにして ) 

旦那 さま 大變 でございます。 (泣 ふ、 伏す〕 

ひ- v~ 

S どうしたん ぢゃ。 S の 具合で も惡 くな つたの か。 冷 

てはいけ ぬ。 

アイが ナ いえ， く-、 かねぐ わたくしが 案じて をり まし 

たこと が …… 。 

盛 かねん \ 案じて ゐ たこと、 は？ 

アイ う 薩 摩からの 御 使者が お見えになりました。 

隆盛 ぇッ！ 薩摩からの使者ッ！ 

劉^；！民の；^  (上手 rs リ^リ 來リ綠 側に しゃがむ) 旦那 さ 

ま、 たうとう 大變な ことにな りました。 (泣く) 

隆盛 して、 それ は 不吉の 使者 か、 喜びの 使者 か？ (刀架 

よ. ：；，- 刀， か摑み 取リ、 きっとなる) 

劉佐民の^^„< 何のた めの 御 使者で ございます やら。 それ は 

まだ  。 
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B カ之吉 解. 西 


m  m  m 


I 

？.^ 人の 紫 内に て 下手 ムリ 登場。.) 

盛 (服，^ 改， め 根 戸の 中 i リ出づ 。アイザ 十つ > いて 出 

づ) や あ、 お 珍ら しう、 伊第院 殿、 柴山 殿。 船の h が 難 

儀で ござりましたら う。 " ッ ハ ッ 〔 ッ  。 

院 先生に も 御機嫌 克く。 

柴山 わたくし 等 も 何より うれしう 存じます。 

隆盛 して、 先. つ 何より。 

价集院 殿樣 よりの 御言 紫 をお つ た へ い たします， (二人 

座敷 E 面 LL 坐ろ) 

S  (L1V リ.， *リ、 輕く賊，^^下ぐ〕 

この度 遠島の 儀 御 赦免な され、 卽刻 S1 參 致さる ベ 

しとの 仰せ で..， J ざ い ます。 

(頭 ふ 下げた るまん に て 哲く無 言) 

柴山 先生に も さぞ 御滿足 で ございませう。 わたくし 等 も 

こんなに うれしい こと は ございません。 (柴 山、 ^院ニ 

人 滞れ^の 方へ 返く〕 

^盛 、なほ 無言。 そっと 浪ん】 拭く) 

^集院 先生の 御 心中お 察しいた します。 

柴山 では、 先生お 別れ を まる、 方々 もお いでになる で 

ございませ、 「が、 M 許 にても 殿樣 始め 大久 保、 小 松、 巾 

山の m: 役 方 も 一 刻 を爭ふ 目下の 状態で あれ は、 十七 =ま 

でに は 是非 とも 先生 をお 連れ 由せ と の お 仰せ で..， /さ い ま 


降 盛 ふうむ。 大 かたわし に 詰め腹で も 切らせろ つもりで 

あらう ハツ： ッ 、， ッ …… 。 (刀，^ 握 リ替へ 決心の 體) 

劉 佐 民 (ヒ手 リ リ込 み) 詰め腹 どころ では ございま 

せ ぬ 。 B; 那 さまに とりまして はこの .r; もな いお 一 牙 出度 い 

御 使者で ございます。 (娘の 方， 向 さ、 涙. く) 

盛 なに、 わしに は 芽出度い 使者と？ 

佐 民 はい、 御赦. 兇の 御 使者ら し- 「ございます" 

盛 ぇッ！ 御 赦免の！ 眞實 か！ (枚 IP の 中に a け 入 

リ萍領 の 拾.^ か V へ て 出-つ) もう 直ぐ これへ 見える か 御 

使者 は？ 

n 佐 民 はい、 も-つ 直き そこの 濱を 歩いて おいでになり ま 

す。 

隆盛 あ、、 もう そこの 濱 まで 見えた か。 (隆盛 狼狠氣 味に 

て 部展の 中.^ 探しつ、 歩 さま はろ) あ、 これお あい あの 

何 を ど 、りした？ 

アイが ナ 旦那 さま 何 で..、 J. さ い ま. i. 

0 あの それ、 御 拜領の 拾 だ ッ！. 

ロー 那 さま、 あなた さっきから 腋の 下にお 抱へ 

に な つ て おいで. - ノ  J ざ い ます。 

0 ハツ ハツ ハツ ：： これ は、 成る 程。 (板戸の 中に ffi け 

入る。 アイ ゲナっ  >  いて 人る) 

(薩 摩の 使 * 价 第院、 柴山、 僕 数人、 灯，^ 持ち、 島 


助 之 吉榔两 
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したが、 生憎 出船 W 來 I 風雨つ r きのた め 二日 も 遲れま 

して この 島へ 藩き ました やうな 次第。 甚だお 氣の 毒で-、 J 

ざ い ますが 卽刻 お立ち を  。 

降 盛 (Is んヒ げたよ. 然と 正面ん 見つ A る。 S 朧 にかす 

む) 

先生 、いかどで ございます。 殿樣 はじめ 熏役方 も、 

この 際 先 半-をお 呼び ゆさんで は、 どうしても …：. 。 

哓. 盛 (V つ と大きな眼にて$,^^;院ん<见 つ め る。 集 院默リ 

込む。 ，：z*; 々和尙 上手の 木蔽に 佇む) 

S だまらつ しゃい。 わし は 今にな つて 大久保 や 小 松 等 

の 計ら ひで 御 赦免に ぁづ から. つと は 思 はぬ。 わし は鹿兒 

島に 歸る の はい ゃぢ やというて 下され。 

^m-K でも、 殿様の 仰せで ございます。 

S  二言目に は 殿 3 ^を かつぎ 出す。 そのゃぅた£^^はも 

，「飽き ましたの ぢゃ。 わし はこの 大 島が 一 番 好きに なり 

ましたの おや。 わしに はもう 可愛い &妻 も出來 た。 子供 

も出來 た。 (极戸の方.^-見ろ) この 島で 芋で も挤 へて を 

るの が ： 潘 わしに は 似つ か はしい 仕事で ござる のぢ や。 

わしに しても まだ 若い、 この 島に 来てから も、 時には 一 

度 國へ歸 つ て 乾坤 一 鱗の 大事 を計竇 して 見ようと 思うた 

こと も ある。 現に、 つい 今し がた であった。 わし は その 

やうな こと を 夢み てゐ た。 しかし あんたら が 見えて、 殿 


だの、 菜 役 だのと いふ 言 紫 を 頭から 聽 される と、 わし 

はっく  ？ s(\ そ の やうな 窮屈な S; が いやにな りました。 

もう わ し は 昔の 西鄕吉 之助ぢ やな い。 大 島の た の 百姓 

* ち や 。 もう そ の やうな 窮屈な 世界 は いやで.) /さ る 。 

(柴 山、 伢 a 院 二人、 困リ果てた顔.^^する。 上手の 木 

立 島の 寺 の 住職 白 タ和尙 登揚。 鬚 悉く. a し" 〕 

$  (緣の 下に 立った ま V 會！； し、 しばらく 月， か 眺めて ね 

る〕 あ、 先生、 先刻 は失禮 いたしました。 

隆盛 あ V これ はよう こそ。 こちらへ お上り 下さい。 

白 夢 あまり 月が ようご ざいます のでつ い 月に 浮かれて ハ 

ッ ハツ ハ ッ ：：： 春の 夜の 月 もまた 格別な もので ございま 

すのう。 

降 盛 和尙、 よいと ころへ おいで 气 こざいました。 恰度 鹿 

兒 島から 友人 等が 訪ねて くれました ので 一 獻拖 まう と 思 

つ てゐ たと ころで ございます。 これお あいお 客 さまへ。 

(アイが チ返 場。) 

白 夢 (綠に 腰.，^ 卸し 月ん 眺め 入ろ〕 先生、 まことに よい 

月で は.. こ.， さり ませぬ か。 

隆盛 (緣に 近づく」 まことに よい 月で. ございます。 (ァ 

ィが. 十 酒 か 持ち 來ろ) まあ 一 獻) 

$ ありがた， でございます。 (杯ん、 いた > く) まづ 先生 

も。 
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B お 之吉: IT 西 


ft  m 白 
夢 盛 彼 夢 


申し 上ぐ る も いかどで ノ  /さ い ますが この. の 江 戶 幕府 を 

何とお 考 でい つ さいます。 違 勅 また 違 勅の 罪 を 犯し て 惲 る 

ことなく、 傍若無人、 惡逆 無道。 s に 井伊 大老が 櫻 田 門 

外に 刺されました も 唯. 大罰 の然 らしむ ると ころ。 幕府の 

威勢 日に 陰ち まする もみな 天の 劑。 今) 右し - 」 、 に薩 摩 

を 盟主と し、 九州 四國 の雄藩 を 3!* め 勤王の 軍 を 起します 

るなら ば、 ー擧 にして 幕府 を 倒し >  新ら しい 日本 を 生み 

出す こと は 曰 を 見 るより 明かで..、 /ざ います。 とこ ろ で 、 

そ の 四！ 1 九州 の 务； 港 を 打って： 丸 とす るに は、 こ、 に た 

だ 一 つの 土臺 石がなければ ならぬ。 

隆盛 土臺 石？ 

$ いかにも。 二百 五十 年ば らくに 裂き 碎 かれて をつ 

た 各藩の 力 を 一 つに， 打ち 堅む るた めの 鎚と 申さう か、 土 

臺 石と.^ さう か 、 それが なく て はこの 乾坤  一 S の 大事 業 

はでき ませぬ。 

S   。 

$ その 土 豪 石 は 先生 でな く て 、 誰が 泡に 日本！！ 中に あ 

り ませう。 

(柴 山、 供 tt^ 院 うな づ いて 见ぜ ろ。) 

先生が た r 一  人、 都の 眞ん 中へ お出かけになる ばかりで、 

長 州、 土 州、 肥 州 …… すべての 雄 藩. 日木國 中の 人々 の 

、：； 1+1 先生 を 中心に 動いて 參り ませう。 恰 かも 低き に隨ふ 


S 伊集院 殿、 柴山殿 もどう ぞ こちら へ 。 これ はこの 島 

のお &持白 夢と 申される お 上人 …… (5 ^集， お、 柴山挨 

, ^すろ〕 さあ- あんた 方 もお 疲れであった らうが 先づ 一 

先生、 でも、 わたくし 等 は 殿 機のお 使 ひに まゐり 

ましたので、 先づ 先生の 御 返事 を …… 。 

隆盛 返事 は 返事 だ。 酒な くして この 良夜 を 奈何 せんだ， 

ハツ ハツ ハ ッ …… 。 (人 々し. はらく 杯，^ 迴 し飮 む) 

白 夢 先生、 あなたが 月 照 上人と  一 に薩 1- 潟に 身 をお 投 

げ なされた の も、 - J の やうな 滿 n: の 夜であった と 承り ま 

す 力 

S 十一月の 滿 月の 夜で.. こざいました。 (暗然と する〕 

.0 夢 その後 先生に は 一日 も 上人の こと をお 忘れ なきやう 

に お見受け い たし ますが，" 

降 盛 あの 時 武士ら しく 刀 を 持って 相 てま すれば、 生き 

恥 を さらす、 J ともな か つ たと 思 ひ ますが、 和尙に 刀を當 

てます の も 心苦しく、 つい あの やうな ことにな つて、 ま 

ことにお 恥 かしい 次第で …； 。 

では、 先生 は 今でも 上人の ためなら ば、 喜んで 何も 

も 打ち 捨 て な さる 御覺 悟で..、. /さ い ま せ うな。 

仰し やる まで も.、 こざり ませぬ。 

では 申し ませう。 拙^の やうな 老人が 斯 機な こと を 
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や- 「に。  一 

fc*^.^   。  ； 

n< 夕 先 e.: 御 一 人 を 巾 心 とし て 、 今日 本 は 新ら. し い 世戸^；を . 

生み出す ために、 苦しんで をる ので ございます。 動き 初 

めた ので ございます。 今 は、 この 日本の 片隅に 安逸 を S 

つてお いでた さる 場合で は ございません。 先生 は あの 日 _ 

本 中の 人々 の i. き^をお 問き に はなり ませぬ か。 日本中 

がた^ 先生 ； 人 をお 待ちいた して をる ので ございます。 

先生 は 日本の K ん屮に お出でな され て 日本 sffl 以來 の 大 

i. 乾坤  一 ^の大 榮を 成就な さらねば なり ませぬ。 

月 照 上人の 御 志 も そこに あつたかと 思 ひます。 今の 世に 一 

は 先生 を 措 い て、 どこに f し い 日本 國 を 築く 土 豪 石が 

ございませ- 「！ 

いかにも 和ね の 一： H はる A 迎り先 牛： は H 本の 唯 一 つ 

の 土， ¥ー 石で ございます。 

そ の 土 凝 •， ^もやが て ふた 、 び 不用に なれば 大 島の 海 

の 中へ 捨てられる であらう、 ハツ ハツ ハツ ：：： 。 

B これ は 先生 ほどのお 方のお 言 M とも 存じ ませぬ。 土 

裘石 なれば こそ 最初から 捨てら る. -は覺 悟で ございませ 

ぬか。 (しばらく 沈 i-)  ， ， 

降 盛 うむ、 面白 い 、 役に立 つ た 後で は また 捨てら る & を 一 

i^liH で 七 ¥;石 にな るの も 面白から う。 忱界に は その やう 一 


な大馬 鹿 者 も 一 人く らゐ はなくて はなるまい。 わし は そ 

の大 馬^者に なって 行かう か ハツ ハツ ハ ッ .：：. 。(杯.^ ぐ 

つと 乾して 和 wll 献す〕 

柴. 5、 价第院 では 先生に は 早速 …… 。 

隆盛 、つむ、 直ぐ 出立と しょう。 船の 用意 は？ 

^集院 何時 でも 宜しい やうに 収り はか らう て ノ J ざ い ま 

す。 

降 盛 では …… (アイが ナ 見ろ〕 

. アイが ナ 旦那 さま。 ではい よく わたくしが 案じて をり 

ました 通り。 0 ばく) 

隆盛 案ずる こと はない …… 。 

アイ. カナ でも わたくし は 曰： 那 さまと お別れいた しまして 

は 一 曰で も  。 

S あ、、 それ もさ うだらう が …… 。 こいつに iS つたの 

う ハツ ハツ ハ ッ …… 和尙、 わし はやつ ばり この .：^^ で 芋 を 

作る ことにしよう。 

和- w 芋 はまた 來年 も出來 ます。 今年 だけ は …… 。 

隆盛 都に 上って、 天下 對手 の 芋 を 作れ とい ふので すか 

籾尙 左； 採で ございます。 都での お 仕事が おすみに さへ な 

れば い つ でも また 大島 へ は  。 

S では、 夭下對 手の 宇 を 作ったら、 わし はまた 直きに 
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助 之 吉鄉? 3 


有 平 森 村 
馬 野 山 田 
新 次 新 新 


この 島へ 歸っ て來 るぞ。 

和お さうな さった 方が. S しい。 拙 僧 もこの 島で お待ち 申 

して をり ます。 早う 歸 つてく だされ。 な、 つ アイ ガナ 殿。 

ほんの、 三月 か 半年の 辛抱 ぢゃ。 別れに くいと ころ ぢゃ 

らうが、 ^8してぉゃりなされ。 

アイが ナ わたくし は 一 日で も 別れる の はい やで ございま 

す。 く。 权戸の中にて子供泣く。劉佐民の^^权戸の中 

に 入り 子供 か 速れ、 塑兒. ^抱いて 出づ) 

劉 佐 民 娘. われ も 悲しから うが 曰ー那 さまの 御 出世の ため 

ぢゃ、 我 慢 せえ。 辛抱せ え。 

アイが ナ いやで ございます。 あ、 仰っしゃ るが、 都へ お 

い でに なれば もう 何 で 二度と こ んな邊 鄙な 島 へお 歸 りな 

さい ませう。 

降 盛 和尙、 困った のう。 もう 都 行き は 止めに せう か。 

白 夢 一 設 多生！ こ、 が 御 辛抱で ノ  /さ い ます。 

隆盛  \K 然として 劉 佐 民の 架に 抱かれた ろ 供 

等 1^ 見ろ) 

I 幕 I . 


1 

I 

第二 幕 

第一 場 

時 

文久ー 一年 四月 上旬、 第 一 幕より ニケ 月 後 

場 所 

兵囊震 謹 

登場人物 

西鄕 隆盛 

大久 保市藏 (利 通) 

八  . 

弟子 丸 龍 助 

森山新五左^！門 (森 山 新 威の 子) 

若侍 等 

屋 奧の廣 間、 上手 寄りに 床の 問、 遠 ひ 棚 等。 成ろ ベ 

く范 ちつ さたる 風に。 中央 四 間 は 障； 十に なって ねて、 

障子 くれば 兵 庫の 夜の 海-おが 見えろ。 下手 及び 上 

手 Li 換わ リて 廊下に つ マく。 巾^に 燭 11 つ。 ^ ゆら 


助 之 ま i 枬; 
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ぐ。 何. となく 森と したる じ。 ^く  Li て 蛙の it。 

森 山新藏 (S! 十二 三^) 衬 E 新 八 (いか Li も 薩麼準 人ら 

しさ f; 丈夫 二十 n; 四 〈成) 煳 ん挿 みて 坐り、 打ち沈み 

たろ 態。 

村 E それにしても、 もう 今 B あたり はお 上から 何とか 御 

沙汰が ありさうな もの で ござ い ますな あ。 

森 山 わたくし も， ての ことば かり 考 へて 居ります。 殿樣が 

こ、 へお 裔？ になった の は 今 ncil 曰。 わたく しらは 早速 

先生のお 伴 をして 大阪 から 兵 it へ K けつけ、 その 夜に も 

お： U 見えが かな ふこと k のみ 思って をり ましたが、 二日 

,1 つても 三日^って もお 上から は 何の 御沙汰 もない。 

村 m 吾々 ご とき- ならばお 上の 御 都合 次第で い つ までお 

ル5: たせな さらう と 不服 も ござり ませ ぬが、 先生 ほどの お 

方 を。 

森 山 さう です とも。 それに 今度の 先生のお 働きと 申し ま 

したら、 吾々 傍に ゐて まあよ くも あれほどの 91 がお あ 

り だ と 入る ばかり で ご *さ い ました。 

WE まったくで ございます。 先生のお 伴 をして 鹿 兒島を 

立ち ましたの は 三月 三日、 人吉に 出で、 肥 後、 筑 前の 諸 

藩に 立ち 5,15 り、 夜 を 日に ついで 下の 關に 着いた の は 三月 

十一 一日 下の 關で 殿樣 をお， 伶ち いたす で ござい ました 

が、 九州 諫 にての 風 では、 もう _w 都で は 血氣に 逸る 


浪士 たちが 今にも 無謀な 軍 を 起し さうな 狀況 であり まし 

た。 下の 關に來 ると かの 浪士等 は 殿様の 御 入京 をき つ か 

けに 憨々 戰を 開かう と 企 て \ ゐ る ことが 分つ た の でし 

た。 さすがの 先生 も あの 時 ばかり は 驚きな されました。 

これ は ドの關 で殿樣 をお 待ち 合せいた して ゐる 場合で は 

ない。 一刻 を爭ふ 危急の 場合 だと 仰っしゃって、 お 上に 

對し て は 事情 を 認めた 手紙 を 遺し て 先？？ おい たし ました J 

幸 ひあなた が 下の 關 へ お出で 下された ので、 あれから は 

三人で.！ 仪に日 をつ いで 大阪 まで 1M けつけ ましたが …… 。 

森 山 大阪に 蕾き ましてから 今日まで 約 二十日、 先生のお 

骨折と 申したら、 とても 人間業と は 思 はれませ ぬ。 まる 

で 網 を 張った やうな 嚴 しい 幕吏の 眼 を く^り、 血迷うた 

浪士 等の 195 をく ^ り、 逸りに 逸 つ た 京 中の 命知らずの 若 

者た ち をぐ つと 押へ ておし まひな された あの 膽カ、 あの 

豪氣" あれで こそ 島津 家の 御成 光 も 立ち、 殿様の 御 一 身 

にも 恙なき ことが で， *1- た の で ン 」 ざ い ます。 

村 田 それにしても 氣 にか、 る は、 今日 も 夜に なっても ま 

だ 何の 御沙汰 もな いのは …… " 

森 山 そのこと について は 先達て か ら わたくし も 案じ て を 

り ますが、 先月 下旬 先生が 伏 見 の お 邸で お 留守居の 堀江 

殿と 逢 はれた 時であった。 …… 堀江 どん、 あんた は 長 州の 

永 井 雅樂と 腹 を 合せて をら る \ や うぢ やが、 永 井 は 追つ 
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て 長 州の 勤王の 志士た ちが 打った 切る というて をった リ 

あんた はよ つ ぼ ど 馬鹿者 ぢゃ。 あんた も 心 を 入れ 替 へ な 

さい。 權謀 術策で は 天下の 事 は 成らぬ。 誠心 ぢゃく と 

語つ て をら れた。 何でも 餘程氣 に 喰 はぬ ことが おあり だ 

つたと 見えて 大きな S で 叱つ て をら れた。 

村 £ それから 大阪 の 藩邸で も 松 江 田 殿が 小な ま いきな こ 

と を 申し上げて うん と^られて をり ました。 あの 一 一人 は 

佐幕派で も あり、 なか/ \ の 男です から 油斷 はなり ませ 

ぬ。 

森 山 今度の 一 件 も、 堀江 や 松 江 田が、 眞っ 先に 姬路 まで 

お 上 をお 出迎 へして、 お 目 見 えし た と 申します るから、 

どうも そこいらに 禍根が 潜んで ゐ やう も 知れ ませぬ。 

村 田 成る 程。 眞資 それにち が ひ ありませ ぬ。 でなければ 

今日まで まるで 閉門 同樣 にして、 先生 を こ、 に 押し こめ 

て 置く とい ふこと はありません。 不屈 千 萬な は 堀江、 投 

江 田の 徒ぢ や。 先生 は …： 。 (拳に て淚， き、 突然 刀.^ 

插んて 立ち上る) 

森 山 村 田 どん、 どうな さる。 

村 田 もう、 それにき まりました。 今夜 直ぐ 大阪に 立ち 31 

り先づ 堀江 を 打った 切り …… 。 

森 山 いやく、 それ は惡 い。 もし それが 眞實 であると す 

れば、 その やうな こと をな さって は、 一層 先生の 立場 を 


惡く する …… 。 

村 田 いや、 先生に は 御迷惑 はかけ ませぬ。 もしもの 場合 

は 腹 接つ 切って でも。 (なほ 飛. ひ 出さう と マろ。 森 山 止め 

廣盛 (上手の 襖. -J- 明けて 登場。 袴ん 着け、 小刀.^ 帶し， 4< 

刀 握った ま. - しばらく  二人-,^ 見て. Q ろ。 旅疲れと 物 思 

ひ LL や k やつれて ねる。 額 色 も 白て、 痛な 眼ん.. して 

ねる。 村 E.^ 止める) あ- - これ 村 田、 さう 逸っても 仕方 

はない。 何事 も 成る やうに しき や 成らぬ" 

村 田 でも 先生、 あんまりで ございます。 あれほど 先生が 

ぉ盡 しなされ たに。 如何に 殿樣 にしても、 あまり ひどい 

お 仕 打で ございます。 (手の甲に て淚， く。 隆盛 も、 森 

山，。 しばらく 跌 然として 佇む) 

隆盛 人を對 手に すれば こそ 腹 も 立つ。 天を對 手と して 誠 

を盡 すまで ぢゃ。 まあよ い/ \怒 るな。 若い者 はすぐ 怒 

るでの ぅハ ッ ハツ ハツ。 (寂しき 笑 ひ〕 …… 何となく 今夜 

は 戀 陶 しいのう。 (障子.^ 明ける。 兵 庫の 海岸の 火彭 見 

ゆ。 火釤 はわ まリ 多から 2 が 宜し。 遠くに て 蛙 鳴く) あ 

あ 月 も-一？ めち てし まうた やう だ。 かう やって 眺めて ゐ ると 

故！. のこと が 思 ひ 出さる、 のう。 (しばらく 沈默〕 

森 山 左樣 でございます。 もうこの ごろ は故鄉 でも あの や 

うにお 城の 濠で は夜晝 蛙が 鳴いて をり ませう。 
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あの 蛙の as を聽 くと、 まったくた まらなくなります。 

先生、 やつば り 故鄕の 方が 宜しう ございますな あ。 

S  i を 出て 來て ゎづか 1 月經 つか 經た ぬに、 もう 故 

郷が懸 ひしい か ハツ ハツ ハツ •：：. 0 

村 3 あの 城 山の 上から 月の 夜の 櫻 島 や、 城下の 火影 を眺 

めた 设色は 忘れられません。 

S わし も 城 山から 見た 薩 南の 眺め は 好き ぢゃ。 今朝 も 

わし は大 島の 子供た ちの こと を に 見て ゐた。 不思議な 

こと ぢ やが、 おあいが しきりに わし を 止めても う 兵 庫な 

ん かに 二度と 行く んぢ やない と 言って ゐた ハツ ハツ ハツ 

人閒 とい ふ もの は； Sf いもの ぢ やのう。 

衬 ra 先生、 もう：^ 鄉へ歸 り ませう。 

隆盛 さ に 故 鄉に歸 りたうな つても S るが、 そのうち 

に は 城 山の 月 も 見られよう。 

森 山 もう 故^で は； ffi が啼 いて ゐ ませう。 

村 S おう 故郷の あの 山の 色、 あの 日の 光り、 海の 光り、 

あ、 あの 初夏の 風… • 先生、 故 鄉に歸 り ませう。 

降 盛 さう がんでも よい、 わし も 都より、 どこより 故郷 

が 一 报 よいと 思 ふ。 どうせ 死ぬなら 屍 は 故鄉の あの 光つ 

た 山に 塊め て もら ふさ。 だが まだ 乎 い 、故 鄕に歸 る の は 。 

一度 はい やで も J1 ら ねばならぬ。 せかぬ がよ い。 

Hm でも あの 蛙の >ぽ を SI くと、 南の 故鄉が たまらなく 瞎 


しいな あ。 

(三人 默 然として 蛙の 鳴く？ 降に 耳.^ 傾ける。) 

侍 一 (下手の 襖.^ 明けて) ぉ客樣 でございます。 

山 どなた ぢゃ。 

侍 一 筑 前の 平野 1 1 郞 さまで ございます。 

盛 なに、 平野 ニ郞、 おうそれ は 珍ら しい。 直ぐ これへ 

御案內 申せ。 

若侍 一 かしこまりました。 

隆盛 平野 一一郎 か。 ほんに 珍しい こと ぢゃ。 (うれし さう に 

部屋の 中，， ^歩き ま はる) 

平野 (總髮 にて 旅 仕度。 下手，， * リ 登揚。 糈 悍の氣 面に S れ 

たる 丈夫〕 や あ、 これ は西鄕 先生、 御 健勝で …… 。 

S あんた も 達者で …… 。(兩 入 追想 S 感に打 たれし ばら 

く 無言) あんた のお 顏を 見れば 折角 忘れよう として ゐた 

和尙の ことが 思 ひ 出されて のう G 

平野 わたくし もこ ちら へ の 道す がら も あの 夜の ことば か 

り考 へて まゐり まし. た C 

隆盛 あんた の お かげ て わし はこの 通り 生き の び て をり ま 

すが、 和尙 だけ を 殺し て 面目 次第 も V J ざい ませぬ。 

平^ いや、 それ もこれ もみな 天 M. 一で ございます。 ざんぶ 

とい ふ 水 音に 驚き、 わたくしが たち 上りました 時 は、 折 

ほ， やて 

からの 疾風に 船 は 矢の やうに 走る。 船と 二つの 亡き 骸と 
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は  一 丁 餘も隔 つて をり ました。 咄嗟の 氣轉に 刀を拔 いて 

帆綱 を 切り、 舟 を 廻して 舳の 上に、 お 二人の 亡き 骸 をお 

上げ は 致した もの k お 一 一人と もす でに 事切れて おいでな 

さいました U あの 時の 先生が 今 この やうに よみが へて、 

天下の 大業 をお 一 人の 一 眉に 擔 うてお いでな さるの を 見 ま 

すると まだ く 天 の 先生に 命ずる ところ 大な るが ゆ ゑ だ 

と 思 ひます。 で 早速で，. こざい ますが、 今月 四日に は薩州 

侯 も當兵 庫へ 御着き なされました 由 U 京、 大阪の 諸國の 

志士 は、 ひたすら 今日の あるの を 待って をり ました。 實を 

申す と 先生が 大島を 出られた とい ふ © が傳 はりまして か 

ら、 吾 々 勤王 黨の 浪士 ども は 百 萬 の 味方 を 得 ま したより 

心强く 感じました。 先生、 今 を 措いて、 動 王の 師を舉 ぐ 

る 時節 はあり ませぬ。 先生 一 日 も 早く 吾々 のために …… 。 

隆盛 して あんた 等の 御 決心 はどうい ふ 風に なつ て をり ま 

T 力な 

平野 第一 に 京都 所 司 代 1€ 井 若 狭 守、 九條 M 白の 首 を 新り、 

彥很、 鯖 江の 城を燒 き、 島 津侯を 盟主と して 大阪 城に 據 

つ て 天下に 號 令いた す考 でございます。 

隆盛 成る ほど &.^ ひの 法と して は それが 宜しい。 だが 一 つ 

お たづね いたしたい。 先づ 京都、 大阪 地方に 兵 を 集める 

として、 いよ/, \ 江戸に 上る までに は 相 當の曰 數もか >| 

り、 準備 も か、 るで あらう が、 幕府 はこの ごろ 佛蘭 两 政 


府と 密接な 交渉 を 持つ て をる やうで ある。 もし 佛蘭 SI の 

軍艦と 兵力な ど を 借り て 大阪灣 から、 吾々 の 背後 を衝く 

やうな ことがある としたら どうな さるつ もり だ。 萬 一 、 

そ の 場合 に 吾 々 が 英吉利 を 味方に 頼んだ とする。 吾々 は 

勝利 を 得る かも 知れぬ。 だが、 その 結 架 は 英吉利の 勢力 

を 日本に 植 うる だけの ことになる。 それ は 幕府より 恐ろ 

しい 勢力で ござる。 

平野 (默 思) 先生の 御說 さすがに 敬服いた しました。 舉 

兵の 方法 等に つきましては 尙 一 應 M 志の 士 とも 懇談いた 

します るが、 いか ヾで ございませう、 薩摩侯 は 吾々 勤王 

の士へ 御 助力 下さる でせ うか e 

隆盛 い や、 それ はわし の 一 存 だけで は 何とも 御 返事 い た 

しかねる。 主君と ゆるく 相談いた した 上 御 返事 申 上げ 

よう。 た 何事 も 時期の 問題 だ。 時節 を 待たねば 仕 損ず 

る。 若い 人達ば かりだから みんなが、 無該な こと をせ ぬ 

やうに、 あんた がよく 押へ て 置いて 下され。 でない と 千 

位.？ 功 を 一 簣に缺 くこと になります ぞ。 

平野 しかし、 先生 時期 を 逸しまして は …… 。 

隆盛 いやく 逸する 時期 はま だ 来て をらぬ。 時期 はわし 

にお 住せ 下さい。 

平 では 先生 は 時期 さへ 來れば 吾々 のために。 

隆盛 無論 命 は 投げて をる。 この 前 は 和尙と 死ん た。 今度 
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は 平野さん、 あんた と 一 緒に-;^ なう。 

平 恭ぅ 存じます。 (下手 へ 下る、 不圆 立. まリ) 失念い 

たし ましたが、 先生 はいつ ごろ」 お 都へ お上りな され、 で-す 

か。 

隆盛 さあ、 いつ 京都へ 上れる かわしに も 分り ませぬ。 

平^ では 藤 州 侯の 御 都合 は？ 

降 盛 は (や. i お して) まだお 目見え も かなうて をら 

ぬ やうな 次第で …： 。 

平 iJ あの、 先生に はま だお nnn^ え も かなうて をらぬ と 仰 

つし やる ので ございま すか！ (隆盛うな. つく。 森. H、 村 

E 俯. 2 いてし まふ) 

平 脚 ふうむ、 さっきから 先 牛； のお 顏 色が いつも ほどで な 

いと 思 ひました が、 それで はやつ ばり 君側の 小人 等が 

(^然とす ろ) …：. C 

降 盛 何 ¥ 天に すまで ぢゃ ハツ ハツ ハツ。 (寂し 告笑 

ひ) 

平|^ お 察し. 2. します。 (^ん 、拭く .} では これで i いた 

します C 

S あんた も 天下の 爲めぢ や、 達者での う …… 。 

平 if ありがたう ございます。 先生 も どうぞ …… 。 (退揚〕 

S  (平 gJvJ ^見送 リ) 立派な 武士 ぢゃ。 だが、 どうもみ 

んな 逸り 過ぎて 闲 るのう ハ ッ ハツ ハツ …… (森. H 村 ra*J* 


見る) 時に もう 何時 だら う。 (憂 糖な 額) 

森 山 もう 大分 夜 も 更けた や、 つ でノ 」 ざ い ます- 

村 田 今 B もた う とうお 上からの お 使 ひ は.) /さ いません で 

したな あ …… 。 

隆盛  。 (沈思〕  . 

若侍 二  (下手 i リ 登場) 大 久保樣 からのお 使 ひで ござい 

ます。 (手紙^ わたす〕 

隆盛 なに ッ！ (嬉し さう に) 大久 保から？ (手紙ん 受取 

リ證 む) うむ。 早速 濱 までお 出 を 乞 ふ。 内々 にて 申 上 度 

儀 有 之 …… ふ&む …… 。 

森 山 どうい ふ 理由で ございませう。 

村 S 先生 をお びき 出して、 もしかすると 堀江、 松 江 田の 

俊 人 どもが 大久保 殿を說 いて … … 。先生 ッ！ お 一人 で 

お出かけ になって はいけ ませぬ。 お伴いた します。 

隆盛 ハツ ハツ ハ ッ …… あんた 等 は 大久保 を その やうな 人 

間と 思 ふの か。 わしの 心 を 知って をる の は 大久保 一 人ぢ 

や。 わし は どこに 行かう と、 また どの やうな たくらみが 

あらう と 人 は 恐れぬ。 恐る k の は 天ぢゃ …… わし 一 人で 

行く。 誰も 隨 いて 來て はならぬ ぞ。 (上手 へ 入る。 人 々 心 

配げ に见； K る〕 
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第二 場 海 濱の場 

兵 庫 海岸 松 並樹。 遠く Li 兵 庫の 町の 火 かすかに 見 ゆ。 

曇り空。 娃 の聲。 

上手.， <リ 西鄉、 下手 i リ大久 保 登揚。 中央に 近き とこ 

ろ に て 逢 ふ。 

大久保 (すかし 見て) 吉之 助で はない か？ 

隆盛 市藏 か？ 

(兩人 近づいて 肩に 兩 手.. か 匿く。 しばらく 沈 默、) 

4< 久保 この間からの お前の 苦衷 察しす る。 (兩人 松の 根 

方に 腰ん 卸す) 

隆盛  。 

大久保 お前が 兵 庫に 來 たこと も、 お 上 はちゃん と 御 承 g 

ぢ やが …… 。 

隆盛  。 

大久保 お前が さぞ 毎日お 使 を 待って をる であらう と 思う 

て、 お 上に も それとなくお 話 をした が、 何も彼も 變なこ 

とに なって しまった。 こんな ことなら、 お ^1 を わざ /- \ 

大島 から 呼び出す やうな こと をす る の ではな か つ たもの 

を。 みんな わしが 惡 かった。 ゆるして くれ。 

隆盛 わしに は。 何が何だか さつば り わけが 分らぬ が、 お 

上に， H  Mi, て？ 


大久保 惡ぃ 奴等が あって 姬路 まで 出て 來て， お 上 を 途中 

で ち 受け、 お前の こと を ある ことない こと 申し上げた 

の だ U 

盛 さう であった か。 (沈 K) 

久保 お 上に は 大變な 御 立腹 だ。 

盛 それ はまた 何で？ (立ち上る〕 

久保 (立ち上り) 第一、 お前が 浪人 どもと：； んで決 策 

を やった とい ふこと、 第二、 年少 客 氣の者 どもの 尻 押 を 

いたした とい ふこと、 第三、 お 上御裔 京の 上 は 當分御 

京な さる やう 勝手に 联り 決めお いたと いふ こと、 第 四、 

下關 でお 上 を 待ち 合せる とい ふ 約束 を 反古に 致し 、 お前 

等の み 勝手に 大阪へ W 發 いたし たの はお 上の 御 威光 を 恐 

れぬ仕 打と いふ こと、 先づ この 四ケ條 だ。 

隆盛 (や、 沈 24、 腹立たしげ に) 市藏、 わしゃ、 何も 言 

大久保 うむ、 わしに はお 前の 心 はよ く 分る。 お前 ほどの 

大 忠臣 を、 む ざく。 (泣く〕 

隆盛 ありがたう。 かたじけない C で 何 か、 ま.： S か/ \- 

お 目見え は できさう もな いか？ 

大久保 お 目見え どころ か， お前 はせ つかく 大島を 出て、 

これほど 働いて くれたに、 お 上の 御 立腹 はとても お前に 

ま 想像 はっくまい。 
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S む \ …… 。 

4< 久松 お前 はやが て 切腹 か、 遠島 か …… 。 

S わしが か？ わしに 切腹 ッ！ 遠島 ッ！ (忌々 しさ 

うに 松の 报方， ^歩く) 

大久保 セ！： 之 助、 今夜 こ、 で わしと 死ん で くれ。 わし は實 

は、 こ 、 でお 前と 刺し 違 へ て 死ぬ 覺 悟で 出て 來 たん ぢゃ。 

士：： 之 助 わしと 一 緒に 死んでくれ。 (腰の 小刀.^ 拔く) 

隆盛 (しばらく：！ 木 然として 大久 保ん、 见る) ありがたい。 

市藏 お？ S の その 志 は 忘れぬ ぞ。 しかしよ く考 へて 見ろ。 

今お 前と わしと 一 一人が こ 、 で 刺し 違 へ て 死ん だとした 

ら、 誰が OS 律 一藩の 者 を 率ゐて ゆく か。 島津家 はと も か 

くと しても、 お前と わしが 死んだ としたら 日本の 將來は 

どうなる と 思 ふか。 お； ！而 の 志 は 誠に ありがた いが、 お前 

が 死ぬ 時で はない。 わし もこ.^ では 死なぬ。 お 互にい 

つ、 どこで、 殺される かも 知れぬ が、 その 時節が 来る ま 

では 死んで はなら ぬ 。 お前 は 生きの び て ゐ て 藩 論 を改む 

ろ ことに は 4 力して くれ。 でない と、 藩の 若い 奴等が 可愛 

想 だ。 

大 久保 うむ、 わしが 誤った。 お前 一人 を 窮地に 

陷れ、 わし 1 人殘 るの は耐へ 切れぬ こと ぢ やが、 ゆるし 

て くれ。 わし は、 もす こし 牛； き殘 つて 働く から。 

S うむ、 それで わし も 安心した。 だが、 せめて 一 度 だ 


けお 目見えが したいが • 

大久保 お前に はまこと に 氣の毒 だが、 それだけ は 思 ひ 止 

ま つ て くれ。 と て も それ ど ころの さわぎ ではない の だか 

ら。 お前 はよ し 船に 乘 るまで は 無事で あっても、 いつ、 

どこで 切腹の 御沙汰がない とも 限らぬ から …… 。 

隆盛 それほど までにお 上 はわし をお 憎みな さつ て をる の 

力" 

大 久保  。 (俯向いた ま- - 泣く) 

隆盛  。 

大久保 言 ひ 忘れた が、 お前 は 多分、 今夜 夜が 明けぬ うち 

に鹿兒 島に 歸 さる X ことになる だら う。 天祐 丸が 夕方 か 

ら 出帆の 準備 をし て をつ た箬だ 。 

S 今夜、 船で 歸國を 命ぜ らる \ のか。 

大久^^ さう だ、 今夜、 船で …… お 上の 限に はお 前 はもう 

大罪 入な の だからな あ。 

隆盛 わしが 大罪 入？ (きっと 空.^ 睨み、 齒，^ 食 ひし. はる) 

大久保 萬 一、 命 だけ は 助かる としても、 輕 くて 琉球 くら 

ゐには 流される ことになる であらう  達者 で ゐ て く 

れ。 さよなら …… 。 (大久 保 俯 S きながら 下手へ， 说揚) 

隆盛 さようなら、 お前 も 達者で …… 。 (森 山、 村 田 木 藤 i 

リ走リ 出づ〕 

森 山 先生 ッ！ 
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村 田 殘 念です！ 

(兩人 左右に く。) 

(有 馬 新 七、 ^$子丸飽助、 森 山 新 五左衛門 其の 他 数名 

の 若侍、 木 藤 i リ出 づ。 ) 

有 馬 先生お 察し 致します。 しかし、 おめく とこのま >1 

御 歸！！ になつ てはいけ ません。 

S$ 子 丸 わたくし 等の 命に 替へ て も 先生の 船 は 出させ ませ 

ぬ。 

新 五左衞 g: もし 先生が 鹿兒 島へ ぉ歸 りになる ので， ござい 

ましたら、 わたくし 等 は 侯 人 等 を 切り殺した 上で、 御前 

に 出て 美事に 腹 を摄き 切り ます。 

！ わたくし 等 は これから 濱に 行つ て 天祐 丸 を燒ぃ て來 

ます。 (濱の方へ^；-リ行かぅとする) 

隆盛 待て。 今 は 血 を 以て. 皿 を 洗 ふ 場合で はない" 何事 も 

時節， ぢゃ。 あんたら のお 志 は 吉之助 肝に 銘じ てお 禮 を 申 

します。 その 決心 を尙 少し 後まで 忍んで 置いて い たにき 

た い 。 吉之 W はた とへ 何處へ 流され て もなか/. \ 死 に ま 

せ ぬ 。 ^少し あん たらの 命 は お ぁづ けします。 

弟子 丸 では、 先； はこの ま &薛兒 島へ ぉ歸 りになります 

力つ. 

隆盛 S 命で ござる からに は ：… 。(愤 然として 上手へ 歩み 


(入々 は 見 りつ、 相 抱いて 泣く。 蛙 一 しきり.！？ く。) 

—— S  I . 


第 三 幕 

德之島 謫 居の 場 

時 

文 久ニ年 八月 十四日 午後 

場 所 

德之島 岡 前 村 海岸 

登場人物 

大島三 左衞門 (西鄉 隆盛) 

アイ ガナ 

長男 菊 一郎 

代官 中原 萬次郞 

代官の 家來  一、 二 

薩 藩の 使者  一、 二 

若者 甲、 乙 

駕籠 人足 

竹と $ ^櫚 林に 取リ圜 まれた ろ 板葺の 家。 屋根の 上に は 

平たき 石が 数多 拉 ベて あろ。 六 S の 座敷の みが 上手 竹 

林に 寄って 見えろ。 竹林の 中には 上、 下手とも徑が^? 
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る。 正面 一問 S 床に は 素 烧の瓶 子に 芒が 投げ込まれて 

わる〕 壁 LL は 大刀が 立て かけられて ある。 llIS! 册の怫 

？^と^^入の天吹が瓶子の份の小机の上に重れて匿かれ 

て もる。 疊の上 Li は 若 物が 脫お、 すて \ ある。 左手の 庇 

LL 沿うての う.^ んか つらが 紅く 咲いて ねる。 座敷の 左 

おに， MnK 六 玉 .ssi^ などが 繁 つて わる。 時々 小 4JI の驟。 

秋の^ かなろ ぉリ H の 午後。 遠く^の 昔。 

S  (部： Si の 巾央に したる ま、 坐つ ズ. Q る。 頭髮 蓬々 

と亂れ 延び、 肉^ち、 骨秀 てた る貌) 

(島の^ * 甲、 乙、 釣竿.^ 擔ざ 上手 i リ登 湯。 觉足 

偸む やうに して 家の 前 ん V 過 ざ、 下手 の 竹林 の 徑 に 近 づ 

さ 立ち. まろ。〕 

巧者 S- いつ 來て： て も あの 男 は 本 を 讀んで をる か、 あの 

やうに 眼 を 瞑る かして をる。 あれで よう 飽か ぬ もの ぢ や 

な あ。 

お * 乙 (^ん 忍ばせる やうに して」 まったく だ。 でも 俺 

はこな ひだ、 さう だ この 前の 月 待ちの 夜だった。 d.1 賊釣 

りに むつ て、 恰度お 月 さまが 出た ころ こ > を 通り か、 つ 

たが、 is つ 玉が 浩れ たかと 思 ふ ほどび つくりし たよ。 

？も者 甲 ヌ うむ？ 

や-村 乙 あの 大きな 侍が 庭に 出て よ、 熊の 吼 える やうな 大 

きな 照で、 ほれ、 あすこに 立て かけて ある だら う。 あの 


長い 刀 を 引つ こ拔ぃ て、 びうく と 振り 廻して るの だ も 

の。 そして こんな 大きな 限で、 ぢ つと 俺 を るんだ。 

若者 甲 そい つ は 凄 か つ たらうな あ ハツ ハツ ハ ッ …… あの 

大きな g で 見られたら。 

若者 乙 凄い の くないの つて、 まったく 雨脚が わなく 

と颤 へたよ。 

若者 甲 それでも あの 侍 は 何でも 城下で は 豪い 一 方の 大將 

だった とい ふで はない か。 みんなに 推されて 謀叛 人の 大 

將 になった ので、 流された とい ふこと だよ。 

若者 乙 さ うだらう、 あの 面 構 を 見た けで も、 並の 人間 

ではない ことが 分る。 

若者 Hr 何ん な惡ぃ こと をして 島流しに なった のか 知らぬ 

が、 城下に は 妻子 も ある だら うに、 考 へて a ると 氣の毒 

な もの ぢ やのう。 

若 S 氣 の毒ぢ やと も、 あの 蓬々 と亂 れた髮 や、 蒼 ざめ 

た顏を 見る と、 どうしても あの 侍 は氣が 狂つ てゐ るに ち 

が ひない。 

若者 甲 でなければ 夜 も晝も あの やうに 默 りこく つ てば か 

り は をれ まい。 狂人 ぢ やのう 屹度』 

若^ 乙 氣が 狂うて ゐる とも。 立派な 狂人 ぢゃ とも C 氣の 

毒な もの ぢゃ。 

若者 s" それにしても あの 侍が、 生まる &時、 もす こし 背 
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が 低い か， 力が 弱い かしたら 謀叛 人の 大將 にも 推され も 

しまいし、 そしたら その やうな 大 それた 考も 起すまい に 

のう。 それ を考 へる と 人間 は 生まる. -時、 ちゃんと 一生 

の 蓮と いふ もの を擔 いで 來 るの ぢ やのう。 あの 侍が あの 

大きな 體で、 あの 大きな 眼 をして をる 間 は、 一生 島流し 

ばかりく りか へ して をる だら うよ。 

若者 乙 さう すり や、 俺た ちの やうな 小つ ぼけな 人間で、 

あるかな しか、 茅で 切つ た ほどの 限 を 持 つ た 方が 安心と 

いふ もの だのう ハツ ハツ ハ ッ  。 

若者 甲 さう だと も、 さう だと も ハツ ハツ ハツ  。 

(兩人 下手 林の 中の 徑 に 返揚。 小&? の t 苺。) 

隆盛 (しづかに 眼，^ 開く) 眼 を 閉づれ ば 却って 愁 念の 世 

界が現 はれ、 耳 を 塞げば 却って 苦 患の 膝が 響く。 わし は 

まだ 迷うて をる。 天下が 何ぢ や。 日本が 何ぢ や。 わしの 

心 を 秋の 水の やうに 澄ました 刹那、 そこに 映り 來 るた r 

一 筋の E 覺の 光明に 比 ぶれば 日本が 生れ 更 らうと、 日本 

が 海の 底に 沈まう と、 その やうな こと は 朽ち葉が 一 つ 梢 

から 落ちる ほどの こと。 わし はもう 二度と この 島 を 出て 

はならぬ。 淺猿 しい 蝸牛 角 上の 爭 にあたら 魂 を 磨り減ら 

す やうな 愚を綠 りかへ して はならぬ。 (立ち上 リ緣 端に 

出て {:,:.^ 仰 ざ 小 ftl の 聲，^ 聽く) いかにも、 何時の間にか 

すっかり 秋に なって しまった。 わし は 幾年 振りで この や 


うな 靜 かな 心で 秋 を る ことが 出來 たで あらう。 馬鹿 馬 

鹿し い 忠義立て などして、 やれ 武士 だの、 やれ 御 窣公だ 

のと、 考 へて 見ても 恥 かしい。 今度 こそ は 死ぬ まで この 

島 は 出ぬ ぞ。 龍 鄕には 三月 前に 手紙 を？ i んで 置いた が、 

おあい はもう あの 手紙 を讀ん だで あらう か。 おあい と 子 

供 等 さ へこの 島へ 來て くるれば、 わしの この 家 も 少し は 

家ら しくなる であらう。 あい つら も 大きうな つたで あら 

う。 このごろ はまた あいつら の 夢ば かり 見る が ：：： 。(溢 

i- 、演 にて 着船.^ 知ら. る 法螺 H ハ のず 叫 ゆ) 船が 着 いたさ 

うな。 (緣の 柱に 凭り か、 リ rt?^.^ 延ばして 正面の 逮. 二お 

,4- 見ろ) いや/^ あの 昔 は聽 かぬ がよ い。 あの 音 を聽く 

と 不思議に 胸騷 きがして ならぬ。 何 か 嬉し いたより でも 

あるかと、 豫 期して あの 音 を聽 くが、 船 は 幾度 濱に 着い 

て もつ ひぞ 嬉しいた より 一 つ 蓮んで 來て くれた こと はな 

い。 (ふた 、び 法螺貝の 音 Meo しかし、 嬉しいた より 

もない か はりに 悲しいた よりもない。 それ を 思 ふと、 幾 

度濱に 船が 着いても 何のた よりもない 方が まだ 仕 合せ か 

も 知れぬ。 (なほ 殘リ 15 げに 正面 か 見つめる) 

代官の 家來 一 (上手-, * リ 急お、 足 Li て 登； t 勿) 先生、 鹿お 鳥 

から 船が 着いた やうで ございます。  • 

隆盛 わし もさう 思って さっきから 見て をる が、 こ、 から 

は 見えぬ のう。 
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代せ の家來 1 あ 、なるほど こ& から は 見え ませぬ。 (走 

つて 下手 竹林の 横から 正面，^^ く〕 先生 こ & からで ござ 

いますと、 よく 見えます。 ずゐ ぶんいつ もの 船より 大き 

うご ざいます。 Ktr; な 船で ございます。 帆 機 も 二 本 あり 

S  (.M に下リ 下手 竹林の 方へ 歩み寄ろ) 成る 程、 二 本 

たのう。 帆！！ の 上に は 旗が ひらく 勁いて ゐるゃ うぢ 

や。 機 舟から 人が 上って 來る わ。 

代官の 家來 1 また 城下から 流人で も (不 岡氣 付いて 隆盛 

, ^見ろ) 这ら れて來 るので はありますまい か。 お 氣の毒 

、 な。 

3 うむ、 © つ 先に 歩いて 來 るの は侍ぢ やのう。 その 次 

に 歩いて 來 るの も 侍らし い。 

代 〔B の { 永來 一 三^:： Z に は 商人ら しい がま ゐ ります。 そ 

れ から、 その 次の は 舟に 何 か 忘れ物 をした のか、 白い 

砂の 上 を 走って 戾 ります。 

S さ うぢ やのう。 病人で も あるか、 駕籠の やうな 物 を 

把いで 來る ではない か。  . 

代 iB の家來 1 左樣 でございます。 あんな もの を擔 いで 來 

ると は、 不思 で.、 /さ い ますな あ。 

S そして 代 {M の 方へ 行く ではない か。 齧麥 畑の 中 を 

歩いて 行く …… 。 


代官の 家來 1 あの 18 の 下 を 右に まがりました。 あ \、 

それから 濱を こちらの 方へ 女が 歩 い てゐ まります。 

S どこへ ッ！ 

代官の 家來 一 粟畑の橫のぁの牛小^111の前でござぃます。 

それから その 女 は 子供の 手 を 引い て をり ます。 

隆盛 なに ッ！ 子供の 手 を 引いて (伸び 上ろ) うむ、 ほ 

ん とに  。 

代官 の 家來 1 そして 懷 にも 子供 を 一 人 抱 い て をり ます。 

隆盛 あつ、 そこに 來た。 もう そこに やって来た。 

代官の 家來ー 若い 女で ございます。 立ち止まって 道 を 訊 

ねて をり ます。 走り出しました。 

隆盛 あ！ おあい だッ！ 子供 たちだ ッ！ 

(狂氣 の やう になって 走らう とする。 ろ.^  く。 アイ 

ザナ 下手 is リ 登揚。 男の子の 手,.^ 引き、 赤ん坊,^ 抱い 

て 急 ざ 足て。) 

アイが ナ (第 1 幕の 時 "，< リ ず-つと 面 やつれして， a ろ。 髮も 

亂れ てね ろ。 船に 醉 つたの て 白い 布て 鉢卷. ^して ねる。 

隆盛の 前に ひざ まづ いて 泣く) 旦那 さま …… 。 (鉢 翁^ 

ちる) 

隆盛 よう 來て くれたのう …… 。 

アイが ナ 旦那 さま、 まあお い たは しい  。 

隆盛 坊主た ち も 達者 だ つ た の う。 船に は 弱つ た ヾ らう。 


i 
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隆菊隆 菊隆菊 


…もう 駄目 だ。 これで も 子供の ころ は 上手に 吹け たもの 

だが。 (子供ん、 抱き、 菊 ー郞の 1 ^にや 3, や 営て させろ) 

アイが ナ (懐の 子， ^傍！.： 接させ 、脱. 产 やぎす て、 わろ 隆盛の 

着物. v^esli む) まるで 夢の やうで ございます。 かう やって 

旦那 さまに お 目に か  りました こと を 思 ひます と。 日ー那 

さま、 もう どの やうな ことがありましても、 こ 、の 島 か 

らお 出に なって はなり ません。 ぉ殿樣 のために あれほど 

お つ とめな されても、 ちょ つ と 御意に かな はぬ ことがあ 

れば これで ござい ます も の 。 い くら 殿樣だ からと いうて 

も あまり 人情が なさ 過ぎます。 

隆盛 今度と いふ 今度 はわし もつ くぐ 忠義 立な ど \ い ふ 

ことの 馬鹿々々 しさ を 知った。 もう どんな ことがあつ て 

も、 坊やなん か を 捨て、 出かけ はしない。 

アイが ナ さう でしたら わたくし もどん なに 嬉し いか 知れ 

ませぬ。 (着物.^ 5 避み 終りて、 隆盛の 後に ま はり、 0$ 

む、 子供 は 隆盛に 抱かれた ま、 し キ-リ LU3,^ もても そぶ) 

隆盛 それほど 別れる のが 辛い か ハツ ハツ ハツ …… 。 

アイが ナ はい。 0 てつと li^,^ 拭く)  、 

隆盛 そして、 お前 等が 乘 つて 來た船 は、 やはり 鹿 兒島か 

ら出 たので あらうな。 

アイが ナ はい、 お 城下から まゐ つた 船に 賴んで 便 を させ 

て い た にいた の で *、  J  Vj い ます。 


(男の子 抱き か、 へて 頰ずリ んュ， ろ。 アイが 尸 の 懷の子 

^f0s 菊 一郎、 ようお 母さんと 一 緒に 來て くれた 

の I 父さん は 待って ゐ たよ。 (緣 側へ 連れて ゆく〕 

一^ こ. -、 お父さんのお 家？ 

.m さう だ。 今日から は 坊やの 家 だ I . 

一^  (き i とく 见ま はし) 何だか 變 だな。 . 

盛 そんなに 變か い？ ハツ ハツ ハツ …… 。 

一^ 何も 玩具が ないから。 

盛 玩具 かい？ こいつ は闲 つたな あ。 京都で 玩具 を 3^ 

つ て 来れば よかつ たな あ ハツ ハツ ハツ …… 。(アイが ナ.^ 

见て笑 ふ。 アイが ナも笑 ふ) あ. -、 い k 玩具が ある ぞ。 

これ だ、 これ だ。 (アイが ナ. & 移いて 座敷へ 上る。 床の間 

に 袋に 人れ た 天 吹 11 長さ 七 八寸の 尺八 樣な小 笛、 昔、 

薩摩率 入が .1 中に て 吹きし 物と いふ 一 ん 袋から 取り出 

して 菊 二 i の 手に 持たせろ) ほらよ い 笛 だら う。 これ は 

J. つ V;- い  よ tO ひ つ  い 

家 の 龃父 さ まが 初陣の 時鐘 噴の 中に 藏れ て お 吹き な され 

たも の だ さう. た 。 兵 庫から 船で この 島へ 流された 時 も 、 i 

の 天 吹 だけ はわし は 離さんで 持って 來た。 わしに とって 

は 大事な 物 だからのう。 

アイが ナ 坊や も 今に 大き-つな つ たら 初陣の 時に この 笛 を 

吹きます ねえ。 

隆盛 (子供の 手.， -リ天 吹. ^取りて， 队く〕 ハツ ハツ ハ ッ… 
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(この S -、 上手- んリ K{=n 中. 取^次^ 家來 一 一人， 述れ、 

艱^の 使 內 し、， 难敷. く。 困り切った 颜，^ し 

て ふた、^ $ ^柳 林の. S- に 隱れ ろ。) 

S 大きな 船の や うぢ やのう。 

アイが ナ はい、 ずゐ ぶん 大きう ございました。 船に は 殿 

機の 御 使者と かいふお 侍が 乘 つ てお い でに なりました。 

それから その 船の 底に は 船 { 牛 とか $.唱 ぃ鐵の 扉の 船牢 

〈せが 出 來てゐ ると い ふこと で ござい ましたが、 わたくし 

は 恐ろしい ので、 どうし ても^ い て 見る 氣は い たし ませ 

ん でした。 

00 船 竿と いふの か？  誰か 氣の 毒な 入が 入れら 

れ て ゐた であらう のう。 

ァィ^：-ナ わたくし、 名 を 聽 いた^け でも 恐ろしう ござい 

ましたの で、 どの やうな お 方が は いってお い で になる か 、 

少しも 兑 ませんで ございました。 まあ あの やうな 暗い と 

- J ろ に 入れられ て 、 鬼界ケ CIS など に 流さる 、方の こと を 

思 ひます と、 お 氣の惠 でな り ませぬ。 ほんに 且都 さま、 

も、 つ； ； K とこの 島 をお 出に なつ てはいけ ません。 それ こ 

そこの 次に、 船牢 入り でもな さる やうな ことが ありまし 

たら わたくし は と て も 生きて は をれ ませぬ。 

S 安心 するがよい。 この 前 龍郷に 流されて ゐ たころ は 

まだ 尙 一 度 世に出たい、 思 ふ 存分 働い て 見たい とも 思つ 


てゐ たので、 御赦； 5^ の 御 使者 をいた やくまで は、 ずゐぶ 

んと &竊も 起した が、 今 はすつ かり 世間 を 捨て 、覺り を 

開いた ので、 わし は 毎日々々 を 實に氣 持よ くお くって を 

る。 今度 こそ は どの やうな 御上のお 召が あっても、 一足 

もこの 島から は 出ないで、 お前と 一 緒に 死ぬ ことに 決め 

た。 

アイが ナ 勿體 なう ございまず。 旦那 さまさ へこの 家に 1 

生お 止り 下さる のでしたら わたくし、 もう 一 一度と 龍鄕の 

父 や 母の 家に も歸り ませぬ。 わたくし ほど 仕 合せな 女 は 

ありませ ぬ。 (俯向いて 袂て y^,s^ く) 

(上手、 絵櫚 林の 藤から. 家の 中の 様子，^ a てね た 代 

官ゃ、 島 律 家の 使者 等 も 级， 掩ふ。 西鄉に 藩ぶ リの命 

令 書 手交す るに 忍びない て蹿躇 する。 代官 中原 は 1^ 

, ^揮って 緣 端へ 近づく。) 

中原 先生 ッ！ 

S  (不 圖 中原の 方か见 ろ。 使 *  二人 V.V 见て 不思議：， is 

ふ ) 中原さん！ 

アイザ ナ (驚く) あの 御 使者 は、 わたくしと 一緒の 船で 

おいでになり ましたが  。 

隆盛 お前と 同じ 船で？ 

中原 先生！ ぉ氣の 毒で、 何とも 申し上げられません。 

先生 はもう この 島に おいでに なること も かな ひません。 
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助 之 ま in 西 


隆盛 (意.^ 決して) 中原さん、 覺悟 はして を り ま し た 

で ；… 。 

中原 どうぞ 御覽 下さい、 これ を。 (眼.^ 拭 ふ) 

隆盛 (しづかに 書面 1 か Hi く) うむ、 しかし これで はま だ 

命 だけ は別狀 もない やうで …… 。 

薩 藩の 使者 一 しかし 先生、 只今から 直ぐに 沖 之 永 良 部 島 

へお 越し を …… 。 

隆盛 では、 その 船牢と 申す の はわし を 人れ るた めに 準備 

して 来られた のか？ 

蒲 藩の 使者 二 左樣 でございます。 (俯向く) 

隆盛 では わし は 今日から は 1 ぶ 牛の 中ば かりで 暮さ なけれ 

ばなら ぬの か.？ 

薩 藩の 使者 1 はい。 (俯向く) 

隆盛 (床の間の 大刀， „ ^摑み 、くやしげ に暱 恚の 苦惱に _w へ 

2 表情。 アイが ナ及 •  ひ 子供 等， か 見守ろ。 躊躍 すろ。 しづ 

かに 立ち上る) 

薩 藩の 使者 一 一 (駕籠， や さし まれく。 上手の 11 櫚 蔭よ リ乘物 

來ろ〕 先生 どうぞ …… 。 

隆盛 (しばらく 駕籠 を 見ろ) いや どうぞ、 船まで 歩かせ 

てくだ さい。 もう 二度と 土 を 踏む こと は出來 ないで せう 

から …… 。 (片 手に 草暖. ^持ち、 跣 足て 砂， か 踏み、 しづか 

に 下手 へ 退場) 砂が 冷たうて よい 心持ち だ、 ハツ ハツ ハ 


ッ …… 。 (寂しき 笑 ひ) 

(中原、 使者 等 俯向いた ま VJ^,^ 拭く。 アイが ナ緣に 

突っ伏して 泣く。 菊 一^ _大 吹. 握った ま 、に 然として 

立つ。 夕 暮の色 迫ろ。 しばらく. t が經 つてから 船の 法 

螺 貝の 昔。) 

第 四 慕 

江 戶城內 の 場 

明治 元年 四月 四日の 晝、 第三 幕より 六 年の 後 

場 所 

江戸 城内 大廣間 

登場人^ 

西鄉 隆盛 

勝 安房 

田 安中 納 言 

大久保 越 中 守 

幕臣 二人 

若 き 侍 

官軍の 參謀 海 江 田 信義 
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同 水 梨 精一 郞 

同 告； H 兵衞 

同 村 田 新 八 

正而 挾、 权戸 などす ベて 取り は. つして わるの て、 廊下 

^步く 入の 姿 や、 "お 囿ゃ、 .：^圃，$- へ， たてた 建物な ども 

見えろ。 K 面 及び 左右に 列ん， た 大きな 柱 や、 高い 櫊閬 

のみが 目立ちて 見える。 飾り物な ど は取リ 去られて ね 

るの て、 仝^に！？-、^ぃ空^|な伽^のゃぅなは5じ1屮與 

へる" 欄 Si の 釘^し だけが 光って 兄え ろ。 櫻 はもうた 

い-/ い 散って しまって ねろ が、 八重の 遝咲. たけが 葉 櫻 

の 問に 交って 吹いて ねる。 風 もない のに 結えず つて 

ねろ。 .E 吹の 花が 櫻の 根方に 咲いて ねろ。 全體 に、 最 

も歷 史的な 江戸 開城の 森！^、 悲壯 と、 空 城の 打ち沈 

んだ空 弒.^  1!^ は寸。 

5g 使が 坐ろ 廣 間と、 幕府 方 や、 官 Isf 方の 人々 の 坐る 廣 

問と は刖々 に なって ねろ が 上手から 下手へ ずう つと、 

53^.?-取リ外して 一 つの 大^間に した ものても る。 舞 逢 

に もら はれろ 廣問 は、 その】 W 下手の 一部 だけ 1^ 表 は 

した ものに なって ねろ。 

舞^の 上手に 見えろ 佥屛風 は 降りの 部屋から、 績 いて 

ねろ：^^ の 1 114^ に 過 ざない。 

正面の 廣 間と .Mli との 問 は 長 廊下 になって ねて、 庭園 


いて 上手 i リ 下手へ 廣ぃ 道が 通じてね ろ 意。 

幕が 明く と 同時！.！、 金屏風の 上手の 隣 リの廣 間から 勅 

使が 江戸 開城の 勅. 替.^ 證ん てね ろ が嚴 かに 問えて 來 

ろ。 水ん 打った やう LL 森と してね る。 隆盛 は 中央よ リ 

や、 上手 寄の 柱に もたれた ま V 快く 眠つ ズ， Q る。 

隆盛から 少し はなれて 上手に 吉村、 海 江 田、 木 梨 等の 

参謀 連が 坐って ねる。 き はめて 與 奮した 風て。 

次の 文 言 は金屛 風の なかに て、 、き はめて 晰： .1、 おご 

そかに 證 む、、 と。 

第二 條 城 明 渡 尾 張 藩へ 可 相 渡 之 事 

第三 條 軍鑑 銃砲 引渡 可 申 追て 想き 可 被 返 下 之 事 

第四條 城内 居住の 家臣 城外に 引退き 謹 愼可罷 在 之 

事 

第 五條 慶喜叛 謀 相 肋 候 者 重罪た るに 依り 践 科に 處 

せらる べきの 處 別格の 寬典を 以て 死 一 等 可 

被 宥之間 相 當の處 置 可 被 爲在之 事 

隆盛、 、詰 襟の 軍服の 上に 陣 織.^ 引っかけ、 朱鞘 

の 大刀ん 傍 いたま V 眠 つ てね ろ。 櫻の. Q い 花瓣が 

ひとしきり 散る。 勅書の 傳 達が 終った のて、 吉村、 海 

江 田、 木 梨 eJKW 等 は 立ち上って 金屏風に 沿うて 上手の 

隣の 廣 間の 方へ 出て 行って しま ふ。 . 隆盛 だ けが 1 人 取 

.3.' のこされろ。 
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返 出す ろ 馬上の 人々 が E 面の 庭の 櫻の 下.^ 上手 リ下 

手へ 走る のが 廊下.^ へだて、 見える。 田 安中 納. 百、 憂 

⑩な 表情に て 俯向いた ま. - 棘 書，^ 抱 いて 屛 虱の 蔭から 

下手へ 返 揚。 つ  >  いて 大久保 越 中 守。 …… 越 中 守は不 

圖 立ち止まって 隆盛，. 見ろ が、 その ま、 行告過 ざろ。 

幕 E 二 名 上手.^ リ越中 守.， 4 リも や、 連れて 登場。 非常 

に與裔 して. Q る。 隆盛.^ 見て 近づ さ 急 に 刀.，. かう と 

する。 終に 刀，^ 拔告 得ず して、 殘リ 惜しげ に 退揚。 同 

じく 金屛 風の 蔭. んリ 上下 姿に て 勝 安 Ins. 登場。 

勝 (感慨無量の 面持ち、 兩 手.^ 袴の 下に 入れて、 舞臺 中央 

に 立ち止まり 俯向いた ま \ や 、久しく 沈默。 二三 歩 歩-さ 

出して 初めて 隆盛 LL 氣 付く) あ \ さすが に 稀代の 英雄- • . 

…もし 西： t 先生 一人 生まれなかったら、 德 川の 幕府 はな 

ほ 百年 は續 いたで あらう …… 併し、 この 英雄の ために 倒 

された こと は德 川に とって 決して 不名譽 な 事で はな かつ 

た。 (輕 く默禮 して 七 八 歩 隆盛の 前 1^ 行き過ぎ る 。 そ の 時 

急に 馬の 蹄の 昔が 聞え るの て、 隆盛 眼,^ さます〕 

隆盛 あ \k ッ！ (おたりん 見 ま はす) こ、 は何處 だ。 こ 

こは大 島で はない のか。 あ k 江戶 城の 大廣 間だった。 お 

ぃ大久 保さん、 越 中 守さん、 おう、 もう 江戸 城お 引渡し 

の P 式 は濟ん でし まつ た のか？ 

勝 (二ん I ち 止ま リ、 笑 ひながら) 西鄉 先生 ッ！ ぉ胆 がさ 


めました か。 江戶 城お 引渡しの 儀式 はすつ かりす みまし 

た。 

隆盛 (立ち上ろ) おう 勝 先生です か。 面目 次？ = ござい 

ません。 i 贯は 田舍 武士 の 悲し さあ まり 御 美事な 御殿の 結 

構に 見 とれまして、 あの 欄間の 釘隱し を算へ て をり ます 

間にす つかり 眠つ てし まひました。 

勝 いや、 お 察しいた します。 この 十 年間と いふ もの、 あ 

んた はこの 江 戶城を 落す ために 一 睡も なさらなかった の 

だから …… 。 

隆盛 さう いへば さ うぢ やな あ 勝 先生 …… もし あんた 程の 

英傑が この 城に をらん ぢ やったら、 わし は 一年で この 城 

を 落して 見せた が …… 。 

勝 わたし も あんた が 攻めて 來 るので なかったら、 なかな 

かこの 城 は 渡さなかった が …… 。 

隆盛 あんた も 今度 はず ゐ ぶんお 闲りぢ やつ たらうな ：… 。 

勝 あんた とわし と 立場 を替 へ て 一 太刀 交 へ て 見た か つ た 

な あ ハツ ハツ ハ ッ …… でも あんた のお 蔭で この 城 も 助か 

る、 百 五十 萬の 江戶 市民 も 易々 と 眠られる …… 。 

隆盛 お 互に これまでの 寢 不足の 埋め合せに うんと 眠らう 

ハツ ハツ ハツ …… 。 

勝 西鄉 先生、 あんた のお 蔭で 日本中が 今 H から 安心して 

眠られる んぢ や- 
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s 勝さん、 さう お だ て 、 くれるな、 恥づ かしい が… 

勝 いや、 まったく あんた のお 蔭ぢ や。 

S いや、 わし もまった くのと ころ、 いよく これで 江 

戶 城お 引渡し まで 糟 ぎつ けた か と 思う たら、 急 に 重荷が 

下り た やう で、 張りつ めて ゐた氣 も 緩ん でし まうた のか、 

うと/ \. と 眠って しま ひました。 勝さん、 わし はもう 半 

時ば かり 江 戶城を 枕に して、 故鄕の 夢が 見たかった ハ ッ . 


勝 ハツ ハツ ハツ …… あんた ほどの 英雄で もやつ ばり 故郷 

は 忘れられぬ もの かな あ。 

降、 ぬ 一 日 も 早う 故 鄉に歸 りた けれ や こそ、 給 御門の 戰か 

ら烏羽 伏 見と 夜に 日 をつ いで 戰 さもし、 江戶 城お 引渡し 

まで 命が けの 仕事 をし ましたの ぢゃ あ i、 もう わしの 

一生の 御 舉<ム も濟 みました。 (や、 沈鬱な 心。 大儀 さう に 

六 刀，^ 手に すろ) 

(下手 i リ衬 E 新 八 登揚。 兵卒の 姿，^ してね る。) 

村 E 先生？ 御 は どちらへ^ きませ う？ 

隆盛 (衬田の^:5!<,^見て驚く) おう、 あんた は 村 田さん で 

はない か。 その 姿で？ 

WE 先生のお 叱り を 蔵る かと 思 ひました が、 今日の 先生 

の 御身 »f が 危ぶまれました ので …… 。 


隆盛 勝 先生、 御免し 下さ い 。 勅使と 參 謀の 他 一 入 も 連れ ： 

ぬ 約束で したが この やうな 可愛い、 無法者が 居り まし 一 

て、 お 約束 外の 人數を 江戸 城に 入れました。 お詫びいた： 

し ま. 5 

勝 何の。 S;:!: さん、 あんた は 羨ましい。  ； 

隆盛 わし は この やうな Is. 愛い  無法者 を あまやか すの 一 

で、 つい 時々 飛んだ しくじり をいた します よ。 ハツ ハツ 

ハ ッ …… でも 若い者 は 可愛い、 者での ぅハ ッ ハツ ハ ッ…； 


勝 いかにも、 あんた の 性分で は ： … 。 

隆盛 村 田さん、 相す まぬ が、 それ ぢ やわし の 馬 は 北の 御 

車 寄の 方へ 廻し て 下され。 もう 愍々 江戶 城お 引渡し もす 

ん だで、 薩摩を 立つ 時、 あんた と 約束し といた やうに、 

あんた と 一 一人でお 暇 を 願うて 故鄉 へ 歸 らう。 そし て 城 山 

の 木 K で 思 ふ 存分 晝寢 でもしょう。 

村 田 先 半： 恭ぅ ございます。 

隆盛 あんた は 故鄉に £1 るの がそん なに うれしい かのう！ 

村 E はい。 死に もせんで、 先生と 御 一緒に 南の Ei へ歸る 

ことができ ると 思 ひます と  。 (俯. g いれ ま-. - 泣く) 

(隆盛、 勝 安房 共に 默然 とする。 村 田 下手へ 退 揚。) 

隆盛 勝さん、 あんた も 今日から ゆっくり おやすみ ハ ッ ハ 
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勝 あんた のお かげで 慶喜 公の お 首 も 助かり、 わし も 今夜 

から 初めての びくと 眠れます。 …… (深い 溜息) 

隆盛 では、 御 達者で。 (大刀. ^握り 直し 目禮 する) 

勝 あんた も …… 。  ， 

(隆盛 ふた V び默蹬 して 氣の 毒げ に 勝 安房 1^ 見、 上手 

へ 退場し つ V- てつと 疾. -s- 拭 ふ。) 

勝  。 

(廊下 中央に 近く 歩み寄 リ、 暗然と していつ まても 西 

鄹ん、 見送る。 空 曇る。 しづか LL 白き 花片 庇，^ かすめて 

散る。) 

I- 幕 1 


第五 幕 

城 山の 場 

時 

明治 十 年 九月 一 一十三 曰眞 夜中より 一 一十 四日 未明 

場 所 

岩 崎 谷 

登場人物 

西鄉 隆盛 S 十二 歳) 

桐 野 利 秋 (四十 歳)  ノ 


村 田 新 八  一 

邊昆 十郞太 (二十 八 歳) 

池 上四郎 

野 村 忍 助  一 

山野 田 一輔 (一一； 士 1 一歳〕  一 

別 府晋介 (一一 一十 二 歳)  一 

隆盛の 子 菊 一郎  一 

有 馬 平 人  1 

池田彥 次郞  J 

少 年 兵 数名  - 

斥  候 

下手に 暗い 木 藤.^ 作った 老樟が あろ。 靑、 竹に 荒繩， 小ぐ 

る，， i\ と卷 き附 けて 作った 銃架が その 根方に 匿 かれて 

あって、 マルチ ネ. -錢が 五六 挺 立て 懸けられて わろ。 一 

1 つの 錢には 喇叭が 結びつけられて あろ。 ^架から 少ー 

し 上手の 方へ 離れて 土ん，. 掘り、 石.^ 築いた^ がわ リ、 一 

火が 燃え、 その上 LL は ®, ^鎔 か、 r 鍋が 懸 つて る" 一 

上手に±襄.^^積み重れて壁にした小屋がもる。 屋极は 一 

推の 丸木.^ 竝べ たもの て、 上に 土 1^ かけ、 さらに その 一 

上. 柴ゃ 茅な どて 掩 うて わる。 粗末な 低い 小 机が 片寄ん 

せて 置かれて あって、 机の 上 に は蠟 IS が 一 本 燃えて ね 一 
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ろ。 小 a- の 中には 蓆，^ 敷き、 その上に 鎮 の 毛 K が 重ね 

て わる。 

小屋の 後 は 丘 に なって ねて、 小屋の 直ぐ 左側から そ、、 

へ 上って S く赫 土の 徑 がつ い. マね ろ。 

丘の 彼方に はは、 歷 八月 十七 = の 月が か. つてね る。 月 

の 光に 照らされた 薩^お いったいの 海、 櫻 島、 沖の 島 

isr 天 保 山、 甲^ 川、 兒 島の 町が 手に 取る やうに 見 

えろ。 かすかに？ はく おの 钐 がー の やうに 月光に 照 

ら されて ねる。 天 保 山、 甲 突川畔 及び 礎 Li かけた 包圍 

^の雜 火が 見える。 城下の 街 は 喪に 服した 町の やう" J- 

暗い 感じん わ 六へ ろ。  ， 

i 襟の 服に 校.^ 着けた 若者 や、 飛，： n の單 衣に 挎の 少年 

たちが、 樟の 下の 鍋て 鉛ん、 鎔 かして は、 型に 流し込ん 

て、 小^の 彈 丸.^ 作つ \に ねる。 みんな 白い 鉢卷， かして、 

刀，^ 帶 してね る。 無 一一 a のま、 ほとんど 機械的に 同じ 動 

作..^ 繰リ かへ してね ろ。 丘の 匕に は 一人の 少年の 歩哨 

が劍， ^着けた 小 錢.^ .Is いて、 小 ひさな 木立，^ 盾に して 

旅 の 方，^ お I 戒しズ ねる。 時 々木立 から 離れて 丘の 上.^ 

左右へ 脚く。 

七^の 小 から 下手へ 二 問 * はか リ 離れた と、、 スに、 古 

い 权 ，^  a ベ て 机 に し た が 付 け て も つ て 、 モ こ に 

は 陣^ 川の 力 y テラが 1 っ點 されて. Q ろ。 別府： せ 介、 


池 上 四郞、 野 村 忍 助 三人が しきり 1： 机の 上て 地 圖.^ 展 

げて 案じて ねろ。 木の 株、 石な ど.^ 腰かけに して。 別 

府晋介 は 額と、 右の rafj- 繊帶 してね ろ。 歩く ごとに 刀 

. ^杖に してね る。 野 村 は 腕产 HI 帶 してね る。 5^3 見 十一 鄉 

太 は 肩と 左の 脚.,^ 繃帶 してね ろが、 別府 等から 少し 離 

れて丘 へ 上ろ 徑の 傍に 荒 席ん、 布いて-ての 上 に 時々 吨 き 

ながら 寢て ねる。 小屋の 中には 低い 机.^ 前にして、 隆 

盛 が坐 つ たま ^：！-じ ろ ざ も し な い て本 ,^讀 ん て ね ら 。 

隆盛 は鎬 縮の 着物ん、 着て ねろ。 

結えず 蟲の St が 開え ろ。 

人々 は 二月 出陣 以來 打ち 緩いての 戰 ひに 疲れ切つ てね 

ろ 0 

少年 斥候 (銃.^ 提げ、 下手. リ走リ 登場。 別府 等の 前に 止 

る) 傳, ！ 

池 上 (少年の 方. 向 さ) うむ、 竹之內 さんかな？ 

少年 斥候 嫁 長からの 報告で ございます。 (報告 紙.^ 渡す) 

池 上 (報告 紙. ^展げ て讀 む。 別. 等 地圆. か 案じながら 聽 

く) 水 h 街道より 原 良、 小 野 及び 西 田、 常 盤 方面の 敵 は 

今、 曰沒 と共に 一 齊に 運動 を 開始せ しもの 如し、 その 

主力 は 甲 突 川 右岸に 在りて 機 を 待つ もの & 如し。 兵力 約 

五 千、 野砲 八 門を備 ふ。 …… (読み終ろ) うむ、 味 を やり 

をる わい、 ハツ ハツ ハツ …… (報告書に 走り 書して 少年 
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に 波し〕 御苦勞 だった のう。 隊長に 宜しく。 (少年 下手 

へ a 場) 

別府 いよく 今夜 ぢ やのう。 それにしても 軍使に 行った 

山 軒 田 も 河 野 もま だ歸っ て來 ぬが、 どうしたの だら う。 

野 村 屮：： かけて 行った の は晝飯 〈< つて 直ぐだった らう。 そ 

れ にしても あまり 手間取る のは宜 いこと ぢ やない。 川 村 

さん の 本營は どこに あるん ぢゃ。 (この. S- 遠くに て小统 

の 音響く〕 

池 上 敵の こと ぢ やから はっきり は 分らぬ が、 多分 磯 御殿 

であらう と 思 ふ。 誰か 夕方 角 矢 倉の 方から 来た 男が あつ 

たが、 軍使の 連中が 若宮 小路 あたり を 通って ゐる ころ、 

銃 簡 がちよ つ と IS えた やう だ つたと 言 ひよ つ たが、 まさ 

か 白旗 を か k げ て 行 つ た 軍使 を 殺す  一 J とも ある ま い 。 

別府 それに 川 村 中將は 先生の 御緣家 だし、 立派な 人物 だ 

からな あ。 

見 (席の 上 Li 起き) 諸君 はま だ 軍使の 返事 を 待って を 

るの か。 すでに 今夕、 先生から は あの やうな 悲壯な 御 決 

心の 訓八 F も 出て ゐるぢ やない か。 おい どん は 一刻も早く 

この 城 山 を 枕に 討死したい。 

刖府 吾々 が 討死 をす るの は 最初からの 覺悟ぢ やが、 た r 

先生を (西鄉の方1^-向く、 西鄉は 端然と して 本.^ 證み耽 

つてね る) …… 先生 は 曠古の 英傑、 日本の 土 辜： 石 だ。 日 


本のた めに 先生はなくて はならぬ 唯 一 人の 英雄 だ。 吾々 

は 幾度 死なう と、 怨み も 悲しみ もせぬ が 先生 を どうして 

殺す >  J とが できよう。 吾 々 すべ て が 川 村さん の陣へ 行つ 

て 腹 を 切っても、 先生 一入 をお 助け 申したい。 (J^^l^ 

す) 

邊见 おい どん も、 その 心に 何の か はりが あらう。 さう 思 

つたれば こそ、 桐 野に は 怒られた が 諸君に IX 成して、 軍 

使 を 出す ことにし たが、 たと へ 吾々 の 希 が 川 村さん に 

聽 かれた としても、 先生が どうして 吾々 を 捨て、 お 一 人 

で 助かる やうな こと をな さるもの か。 もし 先生が そんな 

こと をな さるく らゐの 人間なら、 最初から 一 一月の 出陣に 

おいたちと 一 緒に 鹿 3^ 島 を 立 たれる もの か。 先生 は 最初 

から 今日 ある を 知って をら れた。 先生 はおいた ち 一 萬 五 

千の 薩摩隼 人の ために 死んで 下さ るんだ。 日本の 西鄉先 

生が、 おいたち のために 死んで 下さ るんだ。 おいたち は 

日本で 一 番仕 合せ もんだ。 

(別府 等 及び 彈丸 作って なろ 少年 等 も 暗然と して 俯 

向く。 遠くから 笛の 音が 開え て來 ろ。) 

野 村 誰か 笛 を 吹いて るな あ。 

別府 夭 吹の 音ぢ やな あ。 

池 上 明日の 戰 さが 愉快で たまらぬ とい ふので、 下の 方で 

は 若い者が みんな 騒い どる。 野 村さん、 あんた だったら 
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う、 大小 荷駄 本部の ハ介本 六 兵 衞に歌 を 書いて やつ 

て、 本部の 酒 を 出さして しまったの は ハツ ハツ ハ ッ …… 。 

WW ハツ ハツ ハ ッ ：•：. でも 今夜 かぎりの 命 だもの、 みん 

なに 飲ませて やりたかった ので、 それに 今夜の この 月で 

はこた へられぬ よのう。 

他 上 m 黎隊の 方で は 生さん が K つ 先にな つて 琵琶 を や 

る、 詩 4, を やろ 盛んな もの ぢゃ。 みな 元氣 がい.^ ぞ。 (不 

岡椅の 下の 少年た ち，^ 見て) おい、 稚兒 さんたち、 彈丸 

の舉備 はどう ぢゃ。 

少年お 一 こ」 に 笊 一ば いだけ 出来て をり ます。 (笊.^ か 

かへ て见ぜ る) 

池 上 それだけが 、明日の 朝の 戰 さに 使へ るの か。 (池 上、 

別府等^望的な^！^愤) 

少年お 二 昨 CH は 敵が 朝 か ら たくさん 城 山 を 0 がけ て § 

をして くれました ので、 後で 鍬 を 待つ て 行つ て 敵の 彈丸 

を 掘り出して 拾うて 来ました が、 今日は ちっとも 敵の 方 

の ^-? T が 飛んで 來 ません の で 、 もう 鉛 も，、 J ざ いません。 

見 明 n の^に なれば おいたちの 死 1^ の 上に、 敵の 奴等 

の 彈 丸が 山と まれよ うにのう ハツ ハツ ハツ …… 。 

刖府 もうよ いわ、 どうせ 討死す るんだ から。 今更 幾ら 殺 

生しても 勝戰 さに もなる ま い 。 彈丸は それだけで たくさ 

んぢ や。 あんたら も 下の 方へ 行って、 みんなと 一緒に 思 


ふ 存分 遊んだ 方が い k  。 (少年 等 下手 へ S 揚) 

斥候 有 馬 平 八 (ig .^-擔 ひ 上 I リ iii: リ登揚 。頭と 手.. 繃 |:e 

して ねる) 斥候 報 iw ッ！  - 

別府 どうだった？ 有 wll さん！ 

斥候 有 馬 平 八 天神 馬場、 千 石 馬場、 中 福 良區に 一旦り 約 三 

四千の 敵が 陣地 を 占領し て をり ます。 その 右翼 五六 百の 

地點に 野砲 陣地ら し いものが 見えます。 高見 馬場 附近に 

は 盛に 蹄の 音が 聞え ましたが、 敵の 前哨ら しきもの に 遮 

られ まし て 充分 偵察す る 一 ^ とが 出来ませんでした。 (： 

の 間、 他 上、 gHl 村 等 一 々地圖 か-案ずる) 

別府 御苦勞 でした。 あんた も最ぅ 下の 方へ 行って、 みん 

なと 一緒に 遊んだ がよ い。 

斥候 有 馬 平 A はい、 ありがたう ございます。 (槔の 下に 行 

き、 錢の 除ん、 し つて、 錢. つて、 下手へ 返 場。 遠 

くにて小^^の音し-はらくっ マけ さまに i 〔く。 人 々耳 1 亇傾 

ける) • 

邊 見 おう 大分 やつち よる ぞ。 斥候の 衝突に して は 少し 念 

が 入りす ぎて る や うぢ や。 (丘 の 上 の 歩 List かける ) 

おい、 彥次郎 さん、 何か變 つたこと はない か。 

少年 歩- たに 今 川の 岸 を 五六 人 走つ て 行く 者が あ り ま 

す。 みんな 刀を拔 いて ゐ ます。 味方の 入た ちの やうです。 

港 見 さう か。 呋- 方の 若い者が 月が 良い ので わるさ をして 
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池 m  ui 池 


ゐ るの だな ハツ ハツ ハツ …… 。 

少年 歩 そ の 前 を 十 人ば かりの 敵の 兵ら しい 者が 逃， け て 

行きます。 銃 は 川 向う から 撃つ て をり ます。 

i うむ。 

少年 歩哨 刀を拔 いた 男た ちが 川 を 渡って 行きます。 あ \ 

切り込みました。 (錢の 音 はげしく 聞え る) 

見 うむ、 勇ましい のう。 おい どん もこの 腕 さへ 勁 かせ 

たら、 思 ふ 存分 切り入って やる がのう。 

山 S^E  (軍使^^^田 一 輔上手ニリもゎ^^-しく登3|) い 

や、 みなさん、 お待ち かねで ございまし たらう。 (別府 等 

の 前に 立つ) …… 實は河 野と 兩 人で 軍使 だと 名- f つ て參 

りました が、 何 を 誤解いた したの か 小銃 を擊 ちかけ たり 

しました が、 つ ひに は 二人 を 捕縛いた しまして 紡績 機械 

場 の 倉庫に 押し込める とい ふやうな 亂暴 です。 しかし 川 

村 中 將に逢 ひましたら 大變氣 の 毒が つて 下されて、 とも 

かく 午後 五 時までに、 先生、 御自身 川 村さん の 本營に (桐 

野 利 秋 長劍， ^提げ 上手 i リ登揚 傍 Li あ リて聽 く) おいで 

あるか、 或 ひ は 御 返答 をと い ふこと で ございま したが、 

歸り途 で 再び わたくし は 敵に 捕 へられ、 河 野 はま だ あち 

らに殘 されて 居る やうな 次第で 今では、 萬 事 休した とい 

ふより 他はありません。 (人々.？ § 息,. つく) 

いよくお いたちの ために 先生 を 殺さねば ならぬ の 


力！ 

上 でも まだ 敵 の 總攻擊 ま で に は 時 問 も あらう。 

1; 田 朝の 四時に 總攻擊 を 開始す る とい ふこと でした。 

見 四時 ッ！ 

上 でも、 私學 校の 馬が 一 疋 をる。 あれ を 走ら すれば ま 

だ 間に合 ふ" 

桐§^ ワッハ ッ ハツ ハヮ ：：： 諸君 は 今にな つてな ほその や 

うな 女 々しい こ と を 語ろ の か 。 

池 上 女々 しい ことで はない。 先生 を 殺す に 忍びない から 

だ ッ！ 

桐 野 では 先生に お たづね して 見い。 

別 肝 (痛む 足 カク 引き摺りつ V 小屋に §  く) 先生！ 

隆盛 (初めて 書物から 目.^ 離す〕 晋 どん、 何です？ 

别府 た r 今 軍使 は歸 りました。 山野 田が 歸っ てま ゐりま 

し たが 、 先生 どうぞ 川 村 中將の 陣へ …… 。 

隆盛 さっき 軍使 を 出す と 同時に、 諸お に は、 訓令 を 出し 

たで あらう。 わしの 決心 は あれより 他に ない。 あんたら 

の やうた 有爲の 靑年 をみ すく 殺し てし まふ の は 忍び？ 铷 

ぬと ころ ぢ やが、 何も 天蓮ぢ や、 あんたら わしと 一緒に 

城 山で 討死して 下さい。 (隆盛 小 出て 正面へ 出ろ) 

まだ 攻擊が 始まる までに は 時間が あらう、 みんな 下の 方 

で でも 飮ん でお いでなさい。 諸 $5 のために 最後の 酒 ® 
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がー 一本 兵站部の 方へ 置いて ある 箬 だから。 桐 野さん あん 

た 下に 行って 鏡 を 開い て 下さい！ (みな/、 上手 へ 寄る) 

あつ、 それから 桐 野さん、 あんた の 弟御 も、 さ うぢ やが、 

少年 兵、 たけ は.8 ぐに、 城 山 を 落ちる やうに 命じ て 下さ 

い。 あの人た ち はたと へ 官軍に 捕 へられても 罰せら る > - 

こと は あるまい と 思 ふから。 若い 人た ち を 殺す に は 忍び 

ん でのう ：•：. 。 

櫚^ でも、 どうしても 落ちません 者 は？ 

S あの 立派な 若者た ちが 坐き のこって くれる の は、 日 

本のた めなん だから。 あの 若い 人た ちの 命 は あの人た ち 

の 美し い 魂と 一緒に 明日の B 本の ために 殘 して 置く の 

が、 わしら の藝 でも あら うぢ やない か。 一 萬 五 千の 若 

い 人た ち を わし はむ， さくと 殺して しまうた。 わし は あ 

ん たたち を 殺す ために 故 鄕に歸 つて 來た ことにな つ てし 

まうた。 あの 若い 人々 の 親御た ちの 心中 を 察する とわし 

はもう ：，：• 。 (暗然と する〕 さあみ なさん あっちに 行つ 

て …… 。 ( 1 同 退 揚刖府 普 介と？^ 见十郎 太 は 人の 肩に た 

すけられて) 

隆盛 (丘の 徑へ 歩み寄 リ、 不圆 そこに 立って- Q ろ 少年 歩 t= 

付告) おう、 そこに 誰 かをるのう。 誰かな あ？ 

少年 歩^ わたくしで ございます。 

S お K あんた は 池 田 どんの …… S 次 郞 さん ぢ やのう。 


あんた は 幾つ ぢ やった かの う。 

少年 歩哨 十四 歳で ございます。 

隆盛 十四 歳 ：… おつ 母さんに 逢 ひたから うのう ハ ッ ハ ッ 

ハツ… 。 

少年 歩哨  。 

隆盛 わし、 ほんに あんた にお 禮を言 ひます ぞ。 さあ、 そ 

の 場所 はわし がぁづ かって、 立って ゐ るで、 みんなと 一 

緒に あっちで 何 か喧べ てのう。 それから 桐 野さん に 話し 

と い たから、 あんた 等 少年 組 は 攻撃が 始まらぬ うちに、 

こ &を 落ちて ください。 一 刻 も 早い 方が よ い。 裏山の 方 

に 落ちれば たいて い 落ち のびられ ようから。 

少年 歩哨 (しづかに 下手に 退揚) 

村 田 新 八 (少年と引^?、ちがひに上手ぶリ登揚。額.，^.繊帶し 

てね ろ) 先生 ッ！ どこに おいでになります？ 

隆盛 村 田さん か、 こ、 ぢゃ G 

村 田 (鎏の 上の 力 ン テラん-持ち 丘の 方へ 上って ゆく。 懷か 

ら地 圖ん】 出して W 十の 上に 展げ る。 敵から 見えない やうに 

力 ン テラの.^ こちら LL 向けて 地 圔の橫 u-gK く) 

隆盛 ではもう 配備 はすつ かり 整 ひました か。 

村 田 はい。 さっき 桐 野さん とも 御 相談いた しまして、 こ 

の やうに いたしました。 (二人 草の 上に しゃがむ。 村 田地 

圖.^ 指す) 
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敵の 陣地から 申し上げます。 これが 水上 街道で ござい ま 

すが、 こ \ の 高地 點 から、 この 畑地 を經 まして、 甲 突 川 

の 右岸 これが 第 一 旅團 らしう ございます。 この 攻撃方向 

はこの 突角ら しう ノ  J ざ い ます。 

隆盛 第一 旅團長 は野津 だった のう。 

村 田 はい 野 津少將 でございます。 それから これが 多賀山 

になって をり ますが、 これから 鳥 越 坂、 iis? 山の 線に わた 

つて これが、 第 四旅團 らしう ございます。 この 高地に は 

山 砲が 一 一門、 野砲が 六 門ば かり ある やうで ございます。 

この 道 を 出て、 こ >- に 出て 來る らしう ございます。 

伊敷、 丸 岡、 淨 光明寺、 この 線に 居ります のが 第二 旅團 

らしう ございます。 

隆盛 (うな づく) 

村 田 この 線 を 山 田 少將の 別 動 第一 一 旅團が 占領して をり ま 

す。 それから 味方の 方の 配置 は 最初 先生が お決め 下す つ 

たま \ になって をり ます。 たに 蒲 生さん の 狙 擊朦の 位置 

が 兵員の 關 係で 少し 左翼に 寄りました。 それから 新照院 

越と 夏 陰 下 の 橋 口 さん の 持 場が これ も 右翼 部隊の 關係か 

ら、 後方へ 約 二 w ばかり 引く ことにな りました …… 。(地 

圖.^ 卷告懷 に 人れ ろ〕 

隆盛 御苦勞 でした。 それで 結構で せう。 (笛の 音 や、 近く 

響く) 


あんた と はず ゐ ぶん 長いお 染 でした な あ。 あんた がわ 

し を 訪ね て來て 下された の はわし が はじめて 大島 から 歸 

つ て 來た時 だ つ たが。 あれから あんた と 一 一人で 京都 へ *s 

いで 行った のが あの 雛のお 節句の 日だった な あ。 下の 關 

まで 九日の 道中、 菜の 花と 桃の 花の なか を 歩いて をる や 

うな も のぢ やつ たが 、 あれから 兵 庫 では あんな ことにな 

つて、 大久 保が わしと 刺しち がへ て 死なう というた。 

村 E あの ころ は 大久 保さん も 親切な 人で ご いま し た 

力  

隆盛 今日で も 大久保 は 親切な 男 だよ。 

村 田 でも 先生 を 暗殺す る やうに わざく  13^ 京から …… 。 

隆盛 いや、 あれ は 決して 大久 保の 本意で はない。 わし は 

信じて ゐ ます。 寶 際に 證據も 何もな，. の だからのう。 あ 

れ こそ 疑心暗鬼 を 生ず だ。 わしが 故 鄕に歸 つて 來て、 私 

學校を 立て 、- から、 私學 校の 風 を^て 一 番 驚いた の は 長 

州の 連中 だ。 内務 卿の 大久保 を 突つ つ い て は、 わしの こ 

とを批 したに ちが ひない。 大久保 は 止む を ない、 私 

學校を 調べ に 役人 を 達った のぢ や。 き はめ て iml 純な 動機 

さ。 大久 保の 命 を 受けた 下々 の 役人 どもが 惡か つたの ぢ 

や。 大久 保の 誠心 を 曲解した のぢ や。 何時も 11 を 誤る の 

は 上の 心 を 曲解す る 下々 の 役人 ども ぢゃ。 わし は 大久保 

の 立場 を氣の 毒に 思 ふ。 おう (町の 方.^ 指し) あすこに 
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甲 突 川の 白い M が 見 える。 霧が 少し こめて ゐる やう だが、 

水 も 北 H の ま k に 月の 光りに 映つ てゐ る。 わしが 生れた 邸 

は、 おうあの 黑ぃ 木立が ある。 あの 少し 右手で あらう。 

市藏の 家 は …… あの 銀 杏樹の やうな 木立が ある。 あの 近 

くぢ や。 大久 保と わし はよう あの 甲 突 川で 相撲 を つた 

もん ぢゃ。 あの ころ は 川 村 も わしら と あそこで 相撲 を联 

つた。 川 村の 軍 がもう 一一 一時間 早く 薛兒 島に 着いて ゐた 

ら八 r*{ の戰爭 は 起らなかった らうと、 川 村が、 神 戸から 

手紙 を 出しよ つた。 わし は 人吉の 陣中で あの e;: の 手紙 を 

嘖 んだ。 さう いへば わしな り、 篠原 なりが、 もう 一 日、 

鐵砲 打ちから 早く 鹿见 島に 戻つ て をったら、 私學 校の 若 

い 者 を、 かう 怒らせる こと もなかったら うがのう ハツ ハ 

ッ ハ ッ …… しかし 何も彼も 人 牛： のこと は 運命 だのう 村 田 

さん  。 

村 m しかし 蓮 命と は あきらめ ますが、 先生 を こ k で 殺さ 

ねばなら ぬかと 思 ひます と。 01^ か 拭 ふ〕 

降. S 愁を いへば かぎり はない。 あんた は 鬼界ケ 島へ 流さ 

れ、 わし は 二度目の 大 島流し、 あの 時もう 死んだ 害ぢゃ 

つたから のう。 給 御門で も 死なず、 伏 見 鳥 羽で も、 江戸 

城 でも 死なず • ： … わした けが かう して 生きの びて ゐ るの 

ぢ やからのう …… 。 

村 3 先生 もさす がに 可愛 ケ 嶽 では まだ 死にた うな い やう 


に 仰っしゃい ましたな ハツ ハツ ハ ッ …… 。 

隆盛 ハツ ハツ ハ ッ …… 。 あんた ぢ やない がわし も あの 時 

は 故 鄕が懷 かしかった よ。 

村 田 死ぬなら、 鹿兒 島まで 落ちて 死なう と 仰っしゃ いま 

したな" 

隆盛 鹿兒島 はやつ ばりよ いのう。 あんた が 江戸 城の 大 廣 

間で、 故郷に 歸 りたい というた が、 わし も鹿兒 島が 好き 

ぢゃ。 かう し て 子供 時代相 撲を联 つ た 甲 突 川に 映る 月の 

影 を 見て、 |« 島 を 見て、  

村 田 それに この 玉の やうに 美しい 南の 故 鄉の空 を 見 まし 

て …… 。 

隆盛 故 鄉の町 を 見なが ら 死ぬ の は 果報な こと ぢ やのう… 


村 K 先生、 大分 凉 しい 風が 吹いて まゐ りました。 (笛の 萆 

近づく) 

隆盛 あ \ も 5 秋ぢゃ からのう。 (不圖 人彭ん 、見て) 誰ぢ 

や、 そこに ゐ るの は  。 

菊  一^  (天 吹ん 持ち、 樟の 木蔭.^ リ 登場、 足 及び 頭に 繊帶 

, 少して ねる〕 お 父つ あん、 わたくしで ございます。 

隆盛 (なつかし さう に) 菊 一郎だった か。 どう だ 傷 は 痛 

まぬ か？ (心配げ に 菊 1 郎の繊 帶に觸 つて 兄る) 

菊 一郎 はい、 さほどで もありません。 
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W 田 菊 一 郎 さん は 可愛 ケ嶽 です でに 御戰 死なす つたと い 

ふ瞟 まで 傳は りました のでした が、 よく まあお 達者で、 

それまで に お なり でノ  /ざい まし たな あ。 

隆盛 蓮の よい 奴です ハ ッ ハツ ハ ッ ：.：• お前だった かさつ 

きか ら笛を 吹 いて ゐ たの は ？  ， 

菊  一^ はい、 わたくし で ございました C 

村 田 たいさう お 上手です な あ。 

隆盛 大 島に をつ た 、 」 ろから 天 吹ば かり 吹 い て をった ので 

す。 あの 天 吹 は わしの 祖父 が 初陣の 時 持つ て 行 つ たも の 

ださう です が、 大 島で 菊 一郎に やり ましたが、 今 曰まで 

壞 しもせ ず 吹いて をり ますの ぢゃ。 妙な 子で、 笛が ばか 

に 好きで してのう。 (菊 1^, ^兄て) お前 みんなと あつ 

ちで 驟ぃ で は ゐな かった のか。 

菊 一郎 わたくし は 今夜に なって、 いよく 今日き りで 死 

ぬの だと 思 ひましたら、 大 島の ことが 思 ひ 出されまして、 

さ つき か ら あす この 山の 上で 沖 を 見 て ゐ まし た ) 

隆盛 あすこの 山から …… 。 

菊 1 ^ あすこの 山の 上から 何だか 大島が 見える やうな 氣 

がした のです。 島 は 見えます C 大島か 何 か 知りません が。 

だか ら、 わたくし はさつ きか ら あすこ に し やが ん で ゐた 

の です。 

村 田 大島は 菊 一郎さん に はお 懷 しいで せうな あ。 


菊 1^ わたくし は 兒 島よりか、 大 島の 方が 懐し うご ざ 

い ます。 大島 はわた くし の 故 郷 ですから。 

隆盛 (し * はらく 俯 3 いてね たが 伸び 上って 沖の 方.^ 眺め 

うとす ろ。 しかし 村 E に 揮ろ やうな 態度て 再. ひ 俯. W い 

てし まふ) 

菊 1 郎 おつ 母さん は …… お父さんが、 二度目に 島に ぉ歸 

りに なった 時、 もう 二度と 大 島から お離れに なって はい 

けません と 仰っしゃつ たさう です ねえ  。 

隆盛 女と いふ もの はいつ でも そんな こと をい ふ もの だよ 

ハツ ハツ ハツ …… 。 (村 田， 屮 見て きま リ. F"..5 げに笑 ふ) お 

前、 大 島に 歸 りたい か？ 

1 0   。 (答へ ない. V 俯向く) 

盛 わしと 一緒に 死ぬ か。 

一郎 はい。 

盛 死ぬ の はい やと 思 はぬ か。 

一一郎  。 (答 へ な いて 父 の M^n^ つめる) 

盛 死んでくれ るか。 お父さんと 一緒に。 

- 0 はい。 

盛 大島 でも 今夜 は あの 和尙ゃ …… 三 五郎 や …… みんな 

が 月 を 眺めて ゐる だら うのう …… 。 

菊 一郎 おつ 母さん や 妹 も …… 。 

村 田 (背，^ 向けて しま ふ) 
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(桐 野 利 秋、 別府せ 介、 他 上 s:^ 等、 新し さ 痛-解 飛白 

に 若特 へて、 0$.  十鞋， ^穿いて 登揚。 池 上 新ら し 

く 什 立 卸し 飛. 0 の s: 小 衣、 i. 脚 Is,^ 抱へ て來 ろ。〕 

§ 先生、 わたくし 等 はお 先に 着替 へました。 これです 

つかり 仕度 は出來 ました。 

降 盛 (丘 fi リ 下りて 來ろ) みんな 凉 しさう ですな あ ハツ 

ハ ッ ハ ッ …… 。 

^0 さつば りいた しました。 先生 どうぞお 着替を …… 。 

(池 上、 隆盛の 前に 着物.^ 出す) 

降 盛 ありがたう。 (受け取って 臺の 上に 匿く) 

(丘の 上 ^見ろ。 菊 一郎な ほ 沖の 方ん、 見つ，， 《ヾ ねろ。 

隆盛し ばらく 無言。) 

(逮 くて 砲， 雄が え る 。 近くて 小錢の 音が はげしく 閗 

之ろ。) 

^0 うむ、 いよく 攻擊を 始めた な あ。 (喊 It 近く 閗ゅ) 

うむ、 腹ぐ 眞 近く やって 來 たな。 (桐 野、 池 上等 丘の 上へ 

iij- ろ) S ぐ 下まで 寄せて をり ます。 (と 隆盛. ^兌る。 隆^ 

うな づく。 桐 野 丘 i リ. i;^ リ 下りて、 ^架の 銃， ^掘み、 i 爪 

の 中の^ 丸. yj- 握つ 、丘の 上から つ  >  け さまに 射擊 する) 

おう 命中 ッ I  。  (二度 if つ〕 あつ、 殘念 …… はづれ 

た。 (三度 g 一-つ) うむ、 倒れた …… 。 (つ》 けて 鍵-つ) 

S 桐 野さん、 殺生 はたいて いにして、 それ ぢゃ 下の 方 


へ 行って 指揮 をね が ひます- 

桐 はい。 (殘念 さう に ^SII^BM く。 そこに 國分壽 介が 傷き 

隆盛の 前 LL 來て. 何 か 言 はう とし.；，： が 言葉が 出ない 3 し 

ばらく もだえ、 突然 刀.. 胸 に 刺して 倒れる。 桐 gjtf それ 

, ^見る) ちえ ッ、 死ぬ の はま だ 早い。 …… (長刀，^ 拔 き、 

三 四 度 地ん 打ち) 諸君、 先生の ために 最後まで 戰 はう。 

1 人で も 多く 敵 を 叩つ 切って 死ぬ のぢ や。 諸君 行かう！ 

(刀.^ 揮つ ズ 上手 へ 入る。 人々 走リ從 ふ。 少年 等 出て 來リ 

^§.,パ-取って走る) 

隆盛 (小屋の 中から 大刀ん、 取リ、 舞 裏 中央に 來リ、 銃 萆.^ 

聽く、 敵 §1 のた め 樟の校 折れる) 

村 田 (丘の 上. んリ) 先生、 大分 戰は 面白うな つて まゐり 

ました。 甲 突 川を眞 つ 黒に なつ て 敵の 大 部隊が 渡つ て ま 

ゐ りました。 照國 神社 の 前に 火が つきました。 (丘.^ 走リ 

下リ) さあ、 先生 あちらへ まゐ りまして 最後の ー戰 を… 


隆盛 (かるく うな づき、 刀ん. がった ま、、 inls^^ 聽舌 つ、) 

村 田さん  。 

村 田 はい …… C 

隆盛 今、 何時です かのう？ 

村 EE  (懷 i リ 時計ん 出し、 力 y テラに て 見る) A 「恰 K 三 

時 五十 五分で ございます …… 。 
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助 之!^ 鄉西 


降 盛 夜が 明ける の も 間が あるまい のう。 

村 ra はい …… 。 (隆盛，， 小 兄 送リっ 拭く」 

隆盛 (上手へ 二三 歩行 さ、 立ち止ま リ、 振リか へ つて 丘の 

上,^ 兒る) 

菊 一郎 …… 。 (丘の ヒ に 立った ま、 沖の 方ん-見つめ てね 

る) 

隆盛 …… 。 (衬 E ん 見て、 再び 上手へ 歩む。 村 E 隨ふ。 空 

や- -.01 みわたる〕 

. I 幕 -1 
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狂人， なる まで (1 S 


時 

現代。 初冬の ころ 

资場 人物 

初瀨庸 一郎 (二十 六 歳〕 

妹 かな子 (二十歳〕 

姉豐子 Q! 十七 歳) 

0  (五十六 七 歳) 

i 和 田 幸 治 (四十 二 三 歳) 

山上 健 助 (三十， お) 

場 所 

或る 湖に 近き 田舍の 町。 地方の 舊家 らしき 構へ 

かな リ廣 ぃ洋做 造りの 赛齋、 面に は 窓が わろ。 上手 

LL は 扉 口が もって、 扉 口から 廊下に なって、 B 本 風の 

に述 なって ねる 意。 下手に は 窓 及び 扉が ある。 扉 

. ^叫 くれば .SLi なって ねて、. おから 湖の 畔へ 出られる 0 

窓からは"ぉの^葉した水^^.^へだて--湖ゃ、 湖， めぐ 

つてね ろ山、 昨 湖の 監獄の や、 古び. K 煉瓦の 塔の ゎづ， 


か に 一 部分 だ けが 見える。 遠い 山に はすて に S がつ も 

つて ねる。 空 は夕燒 けの せに 燃えて ねる。 下手に はヒ 

ァノ 、書棚、 上手 寄りに スト I ヴ。 正面 窓に 沿うて ソ 

ウファ、 中央に は 椅子 数 脚、 テ|*フ^^。 テ I. フシの 上 

に は マッチと 水 注 子 や コップが 載せて わろ。 ソ ウファ 

に は黑ぃ 毛糸の；； - ョ I 夕が 懸けても る。 ヒア ノの 上の 

壁に 額が 懸けて ある。 その他に は 何の 装飾 もない。 全 

體 が き はめて 沈ん だ 薄暗い 空氣 につ V まれて ねる。 

や 、 遠く 監獄の 鐘が 靜 かに 鳴って ねる ま V 幕が 開く。 

かな子 (正面の 窓に r4 リか、 リ背 1.?- 向けて 湖の 方，. 見て、 

鐘の 1^.^- 聽 いて. Q る。 可憐な 女、 どこかに. M 病赏 的な 弱 

弱し さが もる。 飛白の 羽織. 着て ゐる。 鐘 止む。 しばら 

く、 間〕 

庸 一 郞 (下手の 扉， ^排. して 登場。 蒼. H な 額の 神經赏 らしき 

男。 非常に 落ちつい ズ ねる やう だが、 時 々暗い 影に 脅か 

されて ゐ る やうな 眼.. して は 周 国， か 見廻す。 帶が や、 解 

け か.." つた やうな 風に なって ねる、 眼 立つ ほどて はない 

が。 膝 前が 明，. r 、やすいの，, ^時々： iuL して は、 搔き 合せ.， * 

うと、 P ろ) 

(戶 外ん』 歩いて ひどく 疲れた 風て、 しづかに 部屋の 中 

偷み 見る やうな 4. 持て 扉 排 して 登揚。 かな子 だけ 
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力 1 廚か庸 
な 一な 一 

子 BI5 子 IP 


の C 

庸  一 ^ あの 赤い 塔が 見えた つ てもう 何でもな いよ。 今 ま 

では あの 塔 を 見る と、 腹が立つ やうで あったり、 くやし 

かったり、 また 氣の 毒 で た まら ぬ やうな 氣が し て なら な 

かった が、 もう 何でもない よ。 僕 はもう 大丈夫 だよ。 す 

つかり 精祌が 落ちつい たから、 あの 塔 を 見て ゐて も、 何 

も 彼 も 過去の こと は、 僕で もない、 また 蔦 子で もない、 

第三者の 出來 事と し て、 i 各觀 的な 立場から 冷 靜に考 へ る 

ことができる やうに なった から。 

かな子 ほんた- 「に？ 兄さんに できて、 そんな ことが？ 

庸 一 m 大丈夫 だよ。 僕 も 男 だ。 もう 三年 もこん なく だら 

ぬ ことで 迷つ たんだ もの、 どんな ことがあ つたって、 蔦 

子の ことで 二度と 自分の 心 を 苦しめる やうな こと はし は 

しないよ。 

かな子 それ だと みんな どんなに 喜ぶ か 知れません わ。 

庸 一節 (正面の 窓の 傍の ソ ウファに 腰， .J- 下す。 かな子 も 兄 

に竝ん て) かな ちゃんに もず ゐ ぶん 長い こと 心 _1 を かけ 

たな あ。 (妹の 背,^ 撫て、 やる。 かな子 俯 おく〕 でも、 

もう 大丈夫、 兄さん も 今度 こそ は 思 ひ 切つ て强 くな つて 

働く よ。 何も彼も 忘れて。 

かな子 ほんた うに さう だったら、 どんなに. うれしい か 知 

れな いわ、 兄さんに できて。 


が 一 人て ねる の 見て ほっと 安心した 態。) 

(しばらく 舞 豪の 中央に 近くす V み 寄つ て、 無言て、 

かな子の 後る から 窓ん」 通して 湖 や、 監獄の 塔 1^ ち い つ 

と 見つめて. Q る。〕 

かな子 (兄が 部展に はいて 來 たこと に氣 がつ いて〕 おや、 

兄さん！ 

庸ー^  (妹.^ 見つめる) 

か な 子 あたし、 ちっとも 知らなかった わ。 今 か へって い 

らしった の？ 

どこに いってら したの？ (兄の 方へ 近づく) 

(なほ y や 塔の 方 見つめる) 

(窓の 方.^ 振リか へ る。 兄と 同じ やうに 塔 や 湖.^ 見 

る。 不圆氣 が 付いて、 氣の毒 さう に 兄，^ 見ろ) ぁッ。 あ 

たしが 惡ぅ ございました。 カァ テン をし め ませう。 (窓の 

方へ 寄る) 

庸ー^ かな ちゃんい &ょ、 もう カァ テンなん かしめ なく 

つたって い. -ょ。 

かな子 二三 曰 前まで はこの 窓 を 明けても まだお 庭の 木の 

葉が 繫っ てゐ ましたので、 湖 も あの 塔 もよ く 見えな か つ 

たのです が、 一昨日の あらしで、 一度に 木の葉が 落ちて 

しまったので、 すっかり どこも 見える やうに なりました 
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0  一  ^ 大丈夫 だと も、 安心して ゐ るが ぃ&。 

(J 乂ち 上リ、 ヒア ノの 傍へ 立つ。 不圖 ァノの 上の 書 

物 LL 氣 付く。 手に 取ろ。 ふた k び ヒア ノの上 LiSM  く。) 

この 本 は 三年 前、 かな ちゃんと 蔦 子と 三人で あの 晚こ \ 

で. おんだ ま、 だな あ。 (窓.^ Si して 監獄の 塔.^ 見ろ) 

かな子 あの 晚は 姉さんが ピアノ を 彈 いてく だすった のね 

え。 (兄の 傍に 歩み寄る) 

^  r ば あの g. のま \ た。 ビア ノも、 本 も、 あの 夜の ま > - 

だな あ。 

かな子 あれつ きり 兄さん はこの 本に も ピアノに も、 指 一 

つ 觸れる こと を 誰に も ゆるして くださらな いんです も 

の。 

0 - ^ さう だった な あ。 三年 目に かう やって ピアノの 前 

にかな ちゃんと 二人で 立った わけ だな あ。 ハツ ハツ ハツ 

::: あの g- のま-に 鍵が か \ つて ゐる。 (寂び しく 笑 ふ。 

塔の 方， 见ろ) 

かな； 于 それで 兄さん はどうな さるお つもり、 姑さん を？ 

0  -  ^ 無論 別れて しま ふの さ。 

かな子 兄さんに できて？ 

0  -  0 できる も、 できない もな いぢ やない か。 蔦 子 は 法 

律 上から いっても すでに 』.s 家の 者で はない の だから。 

かな子 でも 兄さん は 姉さん を それほど やつば り 憎め て。 


憎んで ゐら しって 今でも？ 

庸 一 ^ 憎まないで をれ るか。 わたし を あの 恐ろしい 監獄 

の 中に 入れる やうな こと をした の も、 初瀨 家の 名譽も 社 

會 上の地位 も臺 なしにして しま つ た の も 蔦 子で はない 

か。 わたしと いふ もの を 一生 日蔭 者に してし まって， そ 

の 上 にあの やうな 大 それた - J と を 仕出か し た 女 を 憎め な 

いで をれ るか？ 

かな子 でも 兄さん は、 口で はさう 仰し やろ けれど、  

また 御 自分で は 憎んで ゐら つし やる おつもり でせ うけれ 

ど、 ほんた うに 憎めて 姉さんが？ 

庸  一 ！, S   0 

かな子 兄さんに それほど は つきり した 決心が おありな 

ら、 何も 今日まで こんなに 御 自分お ひとり で 苦し んでゐ 

らっしゃる 必要 はな いぢゃありません か。 

庸 一  Sox   

かな子 あたし は 兄さんが ぉ氣の 毒です。 あたしに は 兄 さ 

ん のお 心持ちが わかります。 だって 兄さん は こ 3 ごろ ま 

た 毎 曰 出かけて ゐ らっしゃ るんで せう？ 

庸 一郎 どこに？ 

かな子 あの 監獄の 見張り 豪の 下 をい つも 兄さん は 歩い て 

ゐ らっしゃ るで せう。 

庸  一 ^ そり や 歩いて る さ、 家に ゐて も氣 がく さくして 
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ん だって、 蔦 姉さん を やつば り 敬の やうに 思つ て ゐらっ 

しゃ るんで すから。 

庸  一 0 まったく だよ。 わたしたち はどうな るんだ か、 明 

日の こと を考 へる と 墓穴の 中に でも 引き 招ら れて 行く や 

うな 氣 がする。 た^かう やつ て 毎日 同じ 窓から 同じ 塔 を 

見て、 同じ あの 鐘の音 を聽 いて ゐる 間に 一歩々々、 a つ 

曙な ところ に 連れられ て ゆく やうな 氣が し て なら ぬ 。 

かな子 ほんた うに どうな るんで せう ね。 

庸 一 郎 强ぃ 人た ち は 自分で 自分の 思 ふ 通りの 道 を 切り 拓 

いて ゆく。 入が 苦しまう と、 人が 死な-つと、 の 人が 

何と 言 はう と、 そんな こと はお かま ひなし に、 ぐん/ 

自分勝手な こと をして ゆく。 兄さん も そんな 人 問に なり 

たい。 勝手な こと をして 見たい。 思 ふ 存分の こと を 誰に 

も ® らな いで やって 見たい。 

かな子 だって そんな 非道い ことがあ たした ちに できる も 

！ W ちが ひ 

のです か。 狂人に でもなら なくつ ちゃね え。 …… お 父 さ 

んが あんな ことにな つたの も、 やつば り 人が 善くて、 氣 

が 弱かった からです よ。 お父さん も氣 でも 狂 ひなす つた 

ら、 あんな こと をな さる 必要 もなかつ たでせ うに。 (ち i 

つと ビア ノの 上の 額に 見 人る) 

庸ー^ 狂人 ッ！ (しばらく 逮 くの 空に 見入る" .！^烧の空 

ます /.\ 赤く 燃えろ) さう だ、 狂人に でもなら なけり や、 


仕方がな い んだも ？ 。 湖の 岸 を 歩 いて ゐる と氣 がすう つ 

とする やう だから。 

かな子 い、 え、 湖ぢ やありません。 兄さん はこの ごろ タ 

方に さへ なれば あの 塔の 下 を 歩いて ゐ らっしゃる わ。 今 

日 だって …… 。 

庸 一 m かなち やん、 笑って おくれで ない よ。 兄さん はや 

つばり 默目 だ、 ほんた うは まだ 迷って るんだ よ。 憎んで 

もゐ るが、 やつば り意氣 地な しなの か 知らぬ が …… 

かな子 まったく 姉さん もお 可哀 さうな 方よ。 

庸 一 一郎 ぢ やかな ちゃん は 兄さんの 心 を 笑 ひ はしない ね。 

かな子 え X、 わたし 兄さんに 同情し ます。 

庸  一 m ありがたうよ。 家で も 兄さんの 心 を 操んで くれる 

もの はかな ちゃんば かりだから。 兄さん はかなち やん ひ 

とり を賴り にして る んだ よ 。 

かな子 姊 さん はいつ まで あすこに はい つ てゐ なければ な 

らな いのでせ う？ (塔の 方， か 見ろ) 

一^ もう ニケ年 位ぐ らゐ は。 

な 子 まあ そんなに 長く。 

一郎 弱い からだにから、 それまでに からだの 方が まゐ 

つてし まひ はしない かと 思 ふ。 

かな子 可 一 1^ さう ねえ。 でも、 あすこ を 出て 來 なすって か 

- つち 

ら、 どうな さるで せ、 ゥ。 家のお つ 母さん だって、 豐姉さ 
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わたしたちの やうな 弱蟲 に は 何も できな いねえ。 

かな子 ぁたし}^1人になってもぃ..-から、 ^E分の嫌ひな入 

なんかに は 思 ふ 存分 言 ひたい こと を 言つ て やりたい と 思 

ふわ。 

0  -  0 愉快 だれ ゥ；、 .E 分の 思って ゐる こと、 .1& がした 

いと 思って ゐる ことが 一 度で も出來 たら。 どんなに 愉快 

だら う。 思 ふ 存分 人 を いぢめ た 奴 1:1. を いぢめ かへ してや 

れ たら。 あいつ 等 を 思 ふ 存分 …… 一 生に た r 一度で い 

から 思 ふ 存分 …… (ひどくぉ^^"して  一 ig.^ 凝視す る。 かな 

子、 兄の 吸.^ 见て 驚く) 

かな子 兄さん ッ！ 

0^0  (妹. ^兄ろ。 さらに 深い^ 的な fgE にかへ る) 

かな子 兄さん、 もうあ まり いろんな こと をお 考へ になら 

ない 方が よ R- ござんす よ。 先 先 もさう いつ ておい で^し 

たよ。 兄さん はすつ かりお からだが 惡く なつ ておいで だ 

から 、 何も 考 へない で 氣をゅ つ たりし て ゐ なければ い け 

ない つて。 どこか溫^^にでも行くとぃ 、んですゎ。 

0  一  0 默ロ だよ。 兄さん はこ & の 窓から あの 塔 を 見たり、 

あの 鐘を聽 いたりす るの が 苦しくて ならな か つたので、 

ほら 城 崎に も 行った ことがあつ たらう、 伊豆 にも 行 つ た 

よ、 だけど 駄 1= だった。 夕方に なると 却って あの 塔 も 見 

、ズ ず、 あの 鐘の f;!::; も えない ところに は、 とても SS られ 


な いんだ。 あの 塔 を 見 て ゐれ ば、 鐘の 音 を聽 い て ゐれ ば、 

ずた くに 自分の 魂 を 削られて ゐる やうな 氣 がす るんだ 

が、 やつば り 一 日で も あいつで もって 自分の 魂 をち くち 

く 痛め つ けられな いと 却って 物足りな い やうな 寂し ぃ氣 

がして ならな いんだよ。 (再び， たんく 昂 資して 来る」 

かな子 (驚い ズ) 兄さんす こしお やすみに なったら どう 

です。 お疲れな すった でせ う。 あ X、 ぉ据に 枯れ草の 葉 

がつ いて ゐま すわ。 とって 上げ ませう。 (兄の 褪，^ は；^ 

く) 

庸 ir 恥 ずっと 水際のと ころ を 歩いた ので、 葦の 葉が くつ 

つ いたの かも 知れない。 

かな子 さあ "少しお やすみなさい。 ソ ウファの 上で い. - 

でせ う。 橫 におなん なさい よ。 

0 1 0 橫 にな つ て 眠れる と い 、 んだ がな あ。 眠れる 人が 

うらやましい。 この 幾年と いふ もの 一度 だって ぐっすり 

眠った こと はな いん. たからな あ" (ソ ウファの 上に 橫-レ 

なろ) 

かな子 ほんた うに わえ、 姊 さん をお 貰 ひになる までに も 

あんな ことで 兄さん は ひど い 神經衰 ：.1| にな つ てず ゐ ぶん 

眠れませんでした ねえ。 思 ひが かなつ て 姉さんと  一 ^に 

なった と 思 ふ と 直き に また あんな ことで、 あれ か ら は ま 

た すこしも おち/, (\ お眠り にもなら ない のね え。 
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庸 一 m ひと 思 ひに w 喉で も擊 つか。 (ピスト かて 咽喉 

打つ 眞似 する) • 

かな子 まあ そんな こと を。 

庸  一 ^ まるで 頭が 割れさう だよ。 

かな子 ぉ可哀 さう に。 この 二三 P- また 夜つ びて ちっとも 

およれ ないやう ね。 

庸  一 ^ また 今夜 も 眠れ ま い 。 夜が 來る のが 恐ろしい。 

かな子  。 

(兄 1^ いたに リ、 ソ ウファの 上の 黑ぃ 糸の ショ I ^ 

^肩から 掛けて やる") 

庸ー^  (塔の 方 1^ 見ろ。 B がすつ かり 慕れ てし まふ) あ 

ぁ耐ら ない。 頭の 心が どうかな つたの かな あ。 深い 墓穴 

の 底に でも 引き 招ら れて ゆく やう だ- 耐ら ない。 (頭，^ 

もみく ちゃ にして； N ウファ に 體.^ 投げ かける) 

かな子 ねえ、 眠れな くっても い > &ら、 すこし 橫 になつ 

て 何も 考 へないで ゐ らっしゃ いよ。 でない ととても 兄 さ 

ん のおから だが つ きません よ。 この 二三 日 殊に 兄さん 

は 昂奮し つ i>l けて ゐ らっしゃ るんで すから、 いろ/ \. な 

問題ば かしで。 (黑 ぃシ ョ I ル-, ^さらに 掛け 直して やろ) 

庸ー^ かなち やん、 ありがたう。 兄さん も實際 自分で 自 

分の 心が わからな くな つ ちゃ つ たんだから。 (手 の 甲て 

淚 .5. 拭く) 


(ソ ウファ に 俯向 い てし まつ て- 0 ろが： いて. Q る： と 

が肩の筋肉の^^勳て知れろ。) 

かな子 (すべての 窓の カァテ yA^ 締め \、 しま ふ。 ス ト-ヴ 

の 前に しゃがみ 火.^ 焚く) 

(舞鏖 はしば らく 暗い。) 

(霓燈 がっく。) 

(上手の 扉か排 し、 母、 msi 子、 和 田 幸 治 登場。 し 

(母 は. K 島ん. 着 C わ る。 mj: 子と 和 田 は 紋附， ^着て ^ 

る。) 

母 庸ー郞 はお ゐ でかい？ 

S  一  ^は 人の 觉音に 起き 上らう とし.；^ が、 ふ^、 び 

眼，^ つむって ソ ウファに 凭リか V つて， Q ろ。) 

かな子 な あにお 母さん？ 

0 ちっと 兄さんに お 話が あるんだ が …… C 

かな子 だって 可哀 さうよ 兄さん は、 今 眠った ばかりで、 

疲れ て ゐ らっしゃ る ん ですから 。 

母 それ もさう だが せ つ かく 心配 をし て 和 田の 兄さん も來 

て 下す つたの だから、 ちょっと 起きて もら ひたいん だよ。 

かな子 それに 二三 日 兄さん はよ つぼ ど どうかして ゐ らし 

つてよ。 あたし 心配で ならない の。 今日 も 朝から 頭が 痛 

んで 仕方がな いっていつ てらし つ てよ。 

IK 子 そんなら 思 ひ 切つ て 蓮 動で も すれば い んた わ。 
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かな子 だって 妹さん。 

S それ ぢゃ、 また 明日に でも。 

^ い k え、 せっかくい らしって くだす つたんで すし、 ま 

た あんまり 延ばしても 歷 けない 話です から。 鞲 一 郞 ッ！ 

(ソ ウファ の 傍に 寄ろ) 

0  -  0 おつ 母さんで すか。 これ は、 兄さん、 姉さん も。 

失敬し ました。 さあ どうぞ。 

(姊 と 和 W は 中央の 子 に！；！^ る。 ^はソ ウファに 近く 

子.^^ ぜズ 腰掛けろ。 庸  一 ^は ソ ウファに。〕 

^ かな子、 お前さん は スト ー ヴの 火が 焚きつ いたらち よ 

つ と あちら の お- 座敷の 方が 散らか つ てゐ たから、 片付け 

といて おくれ。 

かな： 十 はい。 (^ゃ姉の级ん<見、不^^さぅに上手の扉.-*リ 

退場) 

0  は 今 H 兄さんが かな子の 緣談の ことに つ い て、 わざ 

わざ 姉さんと 二人で 來て. ト すつ た ん だが ねえ。 

子 鞭さん の 考 へ もちよ つ と 聞 い て gll きた い と 思 つ て や 

つて 來 ましたの さ。 

席  一^ かな ちゃんの 緣談 です つて？ で、 先方 は？ 

母 ほら、 こな ひだ も 話の あった 大阪の 方 さ。 

0  一  0 ほら 大阪の 方つ て、 あの 船 間： a の 若 主 入と いふの 

です か？ (ち r4 つと 耐ら なく 不愉快な 額ん する) 


母 兄さん はわ ざ/ \ぉ 忙し いのに この ほどから 三度 も大 

阪 まで 出かけて 下す つたんだ よ" 

庸 1^ そり や、 ありがたい ことです が、 あの 話で したら 

お謙りい たし た 害ぢ やありません か。 

母 そり やさう だった けれどね、 先方から 再三： 街 四 兄さん 

の 方へ 人が 來て ぜひ かな子 を くれと 仰し や るんだ から。 

豐子 それにね え、 かなち やんだ つてもう あんまり 早い と 

いふ 年で もな いんだから。 それに …… 。 

庸  一 ^ それに 家の やうに だんく 費乏 になつ て、 おまけ 

にわたしの やうな： 一:,;^ 鹿が ゐた、 めに 社會 上の fia も 失 つ 

てし まつ た し 、 どうせ 碌な 家 か らは S ひに 來て くれない 

からと いふんで せう。 

輿ん 子 腐さん、 變な こと をお いひだね。 そんなつ もりで… 


和 田 (t.; 子，^ たしなめて) お前まで がそん な こと を 言つ 

たん ぢゃ， 話 はでき ぬ。 ねえ、 庸 一郎さん、 何分 先方 は 

俄 富 限 者、 まあ 言って 見れば 成金です。 それに 當人も 成 

る ほど 女な. ど 隠して 持って ゐ たこと も ある さう です が、 

今ではもう. raj 分 でも 後悔し て るん です し . ：• . 。 

母 それに やつ ばり 立派な 大學も 出 ておいで だし。 

庸  一 0 それに 大變な 物持ち なんでせ う、 ハツ ハツ ハツ： 
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0  -  0 まあ、 さう いった ものです。 

母 まあ、 庸ー 郞ッ、 お前さん は 何とい ふ …… 。 

帶； 子 おつ 母さんよう ござんす よ。 これほど 馬-鹿に され V 

ば 和 田 だって、 あたし だってもう 一 一度と こ、 に はま ゐり 

ません よ。 (くやしさ うに 涙 ^^IST く) 

母 この 人 は 二三 日 頭の 具合が 惡 いんです から、 どうぞ 惡 

く 思 はないで ください。 

和 田 さう です とも、 豐 子が 少し 何です から。 

mf- 子 ぃ&え 誰が 一 一度と 來る ものです か。 腐さん、 あなた 

は 立派な 兄さん だから かな子 を 立派な ところに 片付かし 

てお やん なさい。 

0 -  0 あ、、 立派な 兄さんで すよ、 監獄の 門 もく^つ て 

來 ましたし …… 。 

子 あたし はそんな つもりで …… 。 

0 1 0 え .、 、 よく わか つ てゐ ます。 それから わたくし の 

妻 は 、 わたくしが 監獄で 苦しんで ゐる 問に わたくし を W 

つて、 他人の 赤ん坊 を 産んで …… 。 

は まあお 前 そんな こと を ：… 。 

庸ー^ 誰 だつ て 知 つ て まさ あ。 そ の 赤ん坊 を壓し し て 、 

湖に 捨て、、 死に そこねて、 監賦に 行きました。 (ひどく 

昂楚 すろ) 

母 もう そんな こと はお 止めよ、 鬆 一郎 ッ！ 
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から、 蔦 ちゃんが あんな こと をし でかした とい ふの？ 

0  一  0 冷淡ではなかった でせ う。 僕が 監獄に ゐた 問、 あ 

なた がた は 疋 しい 眼で、 正しい 言葉で 蔦 子 を 取り扱つ て 

ゐ てくだす つたんで せう。 しかし 蔦 子なら ずと も、 僕 だ 

つ て あなた 方の 賢 さうな 言 紫 や 善人 振つ た 眼 を 見る と 息 

が つ まり さう になります。 

0 子 お 半； 憎さ まね， 蔦 ちゃんの やうな 美しい 眼でなくて。 

庸 H 恥 ほ ら 、そんな 眼 をされ たどけ でも 反抗し たくなる。 

僕 は 今日、 今から すっかり 蔦 子に 同情し ます。 どんなに 

蔦 子が 惡 い 女であった にしろ、 僕に 隱し て 惡 いこ と をし 

て くれたに せよ、 あなた 方に わからない？ i かいと ころが 

僕に はわ かって ゐ たんです： 

t へ 子 この 人 はほんた うに 而 白い 人 だよ。 あれほど あんた 

を 嫌って ゐ たん ぢ やない か 結婚す るまで は。 

0^  0 嫌って ゐ たん ぢ やありません。 僕 を 嫌 はせ る やう 

に、 嫌 はせ る やうに と 仕向けた 人た ちがあった から、 一 

時 は 僕のと ころから 離れて しまった のでした。 ほんた う 

に 嫌って ゐ たんなら どうして 十 年 も 十 一年 もの 間 僕の 手 

紙 ゃ寫眞 を 一 枚殘ら ずあんな に 大事に し てと つと いたの 

です。 

璺子 何でもい、 さ。 あんた はもう 氣が 狂れ てるんだ から。 

庸 一 郎 さう、 僕 は氣が 狂れ てる かも 知れません。 今日 ま 


- 0 言 ひたいだ け 言 はして ください。 (涙.^ 拭く) 

子 11:^ 氣地 なしの くせにお しゃべり だけ はでき るの ね。 

田 §5? 子 ッ！ 

- 0 さう です、 意氣 地な しです。 あの 女の ために 監獄 

にまで はいって、 その上、 あの 女に は 裏切られて、 それ 

でも あの 女 を 捨て きれない ん ですから。 

^ まあ！ 

!>• 子 まあ、 まだ 爲 ちゃんの こと を 思って ゐ るの あんた 

は？ 今まで 三年が ^.v  ^ ら ./\し てゐ るの は 自分が 監獄 

に はいつ たり、 蔦 子が あんな ふしだら をし でかした の で 

世 間 に 中し わけが な いから だ とば かり 思って ゐ たに！ 

0 一  耶 僕 も はじめは さう だ つたの です。 ：.： • (や、 皮肉 

に) だけど 三年の 問に は 僕の 心 持 は 大分 か はつ て來 まし 

た。 三年の 問と いふが、 つい 今し がた、 姉さん なんか r 

この 部 室に はいって 来な いまでは 僕 は 半分 は あいつ を 憎 

み、 s! は 氣の棄 たと 思って ゐ ました。 自分で 自分の 心 

を どうす る こと もで きない で 苦しんで ゐ ました。 それが 

かう やって 姉さん なんかと 話して ゐ ると、 姉さん なんか 

の その 誇 人ら し い 冷た い 眼 を晃 たり、 そ の 賢人ら しい 言 

紫を聽 いたりし てゐ ると、 葛 子の あの ころの 心持ちが い 

ぢ らしくな つ て來 たの です。 

，子 では、 あの ころ あたした ちが 蔦 ちゃんに 冷淡だった 
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で氣が 狂れ なかった のが 不思議です。 

璺子 今にな つ て も 蔦 子の こと を 思 ひ 出す なんてお 笑 ひ 草 

だ わ。 

庸 一 郎 今にな つても ぢ やありません。 今日 肺さん たちと 

話し てゐ てはじめて 決心し たん です。 

醫; 子 何です と？ 

庸 一 駆 何でも 彼で も 蔦 子に は惡 いところ はない。 もう 一 

度 蔦 子 を こ の 家へ 連れ て 来ます。 

豐子 狂人の やうな こと を考 へる の は 止した が ぃ& でせ 

母 まあ そんな ことが  

庸ー^ いや、 僕 は 姉さん 方の 御 親切に 對 して V も 蔦 子 を 

監獄から 連れ もどし て 來 ます。 僕に は 今す つか り 決心が 

つきました。 姉さん、 おつ 母さん ありがたう。 

和 田 藉 一郎さん、 ほんた うに あなた は 少し 昂奮し 過ぎて 

ゐ らっしゃる。 今日は 靜 かにお 休みな さいね。 わたしの 

飛んだ おせっかい のために、 あなた の 感情 を惡 くし まし 

た。 少し 靜 かにお 休みなさい。 

母 それが い- 1 よ。 こんな 話 はまた いつでも できる こと だ 

くる 

し、 ほんた うに 顔の 色が たいへん 惡ぃ。 苦し さう だが、 

大丈夫 かい？ 先生に 來て貰 ひませ うか？  (y ウファに 

腰. ^下させろ。 額に 手，^ 當て、 見た リ、 肩， か撫て V やつ 


たりす る) まあ、 すっかり 瘦 せて しまった ねえ。 

(庸  一 f ゅフ つむいて しま ふ。 ©、  ； glu て-てつと 淚，^ 3?； 

ふ。) 

(扉，^ 叩く 音。) 

和 田 おはいりなさい。 

かな子 (上手 リ 登場" 蒼 ざめ た瓿 1 お 客 さまです。 

和 W どなたです？ 

かな子 兄さんの！ 

0 兄さんのお 友達 ッ！ 

かな子 山上さん です ッ！ 

母 山上さん ッ！ 

(和 ra、 萼： 子み な/、 驚く。) 

襻 一子 あの ならず者が！ あたした ちの 家 を こんなに 不幸 

に 陷れた の もみん な あの 男の せゐ です。 それ だ のによ く 

とんな 顏 をして おめく と あたした ちの 家へ 。 

和 田 あの 男 かい？ (璺子 Li 眼く ばせ すろ) 

！！リ； 子 え k。 (低： て さ、 やく) 

和 £  0 一  郎 さんどう レ ます。 追 ひか へ した 方が よく は あ 

りません か。 それとも こ、 に 引っ張って 來て、 わたしが 

面罵して やり ませう か。 (ひどく 品衛 すろ) 

母 まあ、 Ms よくお 議 りした がい i だら う。 

(この間 庸 一 郎 はし^らく  V いっとして 床の 上,^ 見つ 
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めて ねろ。 まるて 放心した もの 、やう に。) 

かな子 では、 おかへ しし ませう か。 (不安な 面持ち LL て 扉 

の 方へ ゆ さか V る) 

(しばらく 沈 K がつ く 。みなく 廠 一 「化 見つめろ。 

庸 1 ^決心した ろ 態に て。) 

0^0 いや、 ^ひませ う。 

^ お前？？ 3 ふの かい？ 大丈夫 かい？ 大！^顏色が惡ぃし。 

かな子 それに 二 ！一 1 3eM れな いんで せ う。 頭が 痛 いってば 

かり 言つ てゐ るんで すよ 兄さん は  。 

母 お g りしと きな。 

S それが い 、でせ う。 もしもの ことがある といけ ない 

から …… 。 

0  -  ^ 大丈夫で せう。 Jf^i つて 兑 ます。 (ソ ウファから 立 

ち 上がろ。 膝. M がか スく 顔へ ろ) 

ゆ 大丈夫 かい？ 

0^0 ぇ气 大丈夫です。 

^  ？ はない 方が い. -んだ がな あ。 

和 E ぢゃ、 わたしが こ \ に 一緒に ゐ ませう" 

5- さう して 下さる と 安心です。 あんな 惡漢は 何 を 仕出か 

すか 知れない から。 

0 1 0 兄さん ありがたう。 しかし やつば り 僕 ひとりで 逢 

ひませ う。 それの 方が い- 1 でせ う。 どうぞ あちらへ。 


和 田 さう です か。 ぢ やみん な あちらへ まゐり ませう。 

( 一 同上 手へ 退場。) 

庸ー ^  (部层 の 中ん 歩き ま はろ。 ひどく 昂裔 して， Q ろ の 

^> 强 ひて 隱 さう とすろ。 中央の テ ー, フ^の 上の コ 、ソプ 

. ^握って、 水ん 欽ま うとす ろが、 手が わなく 額へ てコ 

タブと 水 注 子が 打ち 突かろ SB が閗 える。 っとめて氣.^^^ 

ちつ かぜ うとす ろ) 

(書棚.^ 明け、 鍵 か 出し、 ヒア ノ.^ 明けて、 ヒア ノの 

前に 腰 1^ 下し、 た  >  一 つ キイ,^ 叩く。 部屋 中に 重苦し 

い 音が； し 一度 響く。 音 はなろ ベく 鈍重な 感じ，^ 起さ 

せろ ものが い，^。) 

(つまらな さう に 起き 上って、 下手の 力 アデン,^ 明け 

ろ。 次に また 中央に 來て カァテ y,^ 叫け る。 戶 外に は 

月の 光りが 水の やうに 流れ-て， 0 る。 部屋の 中の 明りが 

暗くな つて、 月の 光りが 部 S の 中に も靑く  5g れて來 ろ" 

監獄の 塔が 月の 光り の 中に かすかに 兌え ろ。 中央に 立 

ち 止ま つて 上手の 扉：：；.,^ 見つめて. Q る。〕 

(上手の 扉，^ 排 して、 山上 登場。 背の 高い、 逞しい 筋 

肉，^ 持った 男。 to 焦け した 額 に は 漆黑の 鬚が もろ。 茶. 

がかった 背廣. ^着て、 上から は駱 K のォ I ヴァ， か 引つ 

かけて. Q る。) 

山上 (扉 口のと、、 るて 立す.' 止まる) や あ、 しばらく  。 
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(對 t ^が. ち いっと 自分 見つめ.；， 1 まヒ てなる のて、 ち 

I つ と 手 持 無沙汰，^ 感じたら し い 形。) 

庸ー那 (き はめて 祌經 質ら しく 辱，^ 額 はぜて〕 しばらく 

でした。 おかけなさい。 (中央の テ |,フ かに 近く  子,. 

す V め， c) 

山ヒ z、 ありがたう。 

f ォ I ヴァ， ^脱いて 一 つの 椅子に 掛けて 匿く。) 

ろ/ \ と 部屋の 中^ 見 ま はす。 窓の 外, 見 ま は 

す。) 

夜分で よく 見えない が、 い- - 景色ら しいな。 あ 、あれが 

湖 だな あ。， 僕 は中學 時代に  一 二度 君のと ころ を 訪ねた こ 

と はあった が、 この 部屋 は はじめて だ な あ。 

庸 一一 S さう だよ。 

山上 い \ 部屋 だな あ。 これ は 君のお 父さんの 書 齋. たった 

の だな あ。 

庸 一 「郎 さう だよ。 

山上 ぢ や， 何 かい、 やつば りこの 部屋で お父さん は …… 

いや こ んな - J と を 言 つて 君の 心の 古い 苦痛 を 新ら しく さ 

せて はすまぬ が …… 。 

庸ー r# これほどの 苦痛な 思 ひ を さ せ と い て 、 今更、 そ れ 

くら ゐ のこと で、 僕 を 苦し める の が氣 にか &る のかい？ 

(皮肉 さう に 笑 ふ。 隨頭ゃ 手が 顔へ ろ) 


山上 いや、 さう 言 はれる とまった く 面 E ない が、 潔 だつ 

てた まに は 殊^な 心持ちに なること も あるよ。 君のお 父 

さんが 山 を 崩して、 あの 湖の 岸に ずゐ ぶん 廣ぃ新 S を 作 

られ たと いふ こと や、 こ、 の 書 齋 で ビス トル で 自殺 を さ 

れ たとい ふこと は 父 や 母た ちから もよ く 聞か された よ， 

(ヒア ノの 上の 壁の 額. ^見て。) 

あれ だな、 この 部屋で 自殺され た！ S のお 父さん は？ 

, (ヒア ノへ近 く 歩み寄り、 額， 少^く。.) 

あ、 やつば り！^ に似て ゐる。 い、 だな。 しかし、 ； 5^ と 

同じ やうに 祌 11 質ら しいな。 ハ ム レット 見たい なと ころ 

が あるな あ" 

庸  一 さう だよ" 父 も 苦しんだ 人らしいから な あ。 僕の 

家 は 昔 はず ゐ ぶん 大きな 家 だ つ たさう だから。 その 大き 

な 家 を 支へ て ゆく に は 父 は あまり 氣の い 人た つたの だ 

よ 。 氣が 弱く つ て 、 先祖 か， ：0 の 重い 社會 的な 地位た の 、 

名： M だ のば か し <K は せられる の は 子孫と し て はまった く 

迷 (恋な こと だよ。 たいていの 人間 は ハ ム レットに なって 

しま ふよ。 

そこで 君が また 第二^の ハ ム レットと いふ わけ だね 

え ハツ ハツ ハツ …… 

庸ー ^ も. - 「僕 を いぢめ るの は大槪 にしと いて くれ 給へ、 

僕は氣 でも 狂 ひさう だから。 僕 は 君に、 よく 僕の 家を訪 
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ねて 來る s,l#、 か あろと 思 ふよ。 

山 上 55 に 決闘で も. &し 込まれる とで も 僕が 思つ ちゃ ゐな 

い 力と、、. 3 ダカ....？ 

^  -  0 まさか ッ C  (戍肉 さう に 笑 ふ) 

山上 よくの めくと こんな 面 をして やって来られ たもの 

だとい ふの だら、 つ。 つ まり rA 、心が あるか つてい ふの だら 

0  -  0   ， 

川上 そり や、 心 も ある さ。 しかし 僕の やうに 體 中が ひ 

び だらけに なった もの は、 G5f 心の ことなん か考へ てゐた 

n に は； 曰で も 生きて をら れ はしない からな あ。 

0  一  0 ぢゃ^！；は四度も僕の手から、 銀行の 金 を あれほど 

摑み 出して しまつ て、 僕 を あの 恐ろしい 監獄の 中に 叩き 

込んで、 ^子の 肉ぬ まで 弄んで、 しま ひに は 蔦 子にまで 

あの やうた 大 それた こと を さし と い て も、 それでも なほ、 

僕 等の >  J と を J. 颯 の ^.:5とも何 とも 思 つて ゐ ない のか ッ？ 

山上 ^；^も 一 度 あの 晤 いところ に はいって 來 たので 大分 修 

業が ん だぞ。 大分 男らしくな つたな あ。 僕の 前で はま 

るで 處 女の やう だ つ たが、 えら ぃッ。 僕の 前で 昂奮す る 

だけにな つたの は ：… 。(テ I. フルの ヒ から マ ツチ，^ 取つ 

て ふ 〕 そり や、 僕 だつ て 人間 だ か ら 幾分 良心 も 

ある さ。 しかし、 今 ullll つた やうに 良心 を賫り 物にしと つ 


たん ぢ やまった く 生きて ゆけ ないから な。 實は 今日. たつ 

てこ-^ に來 るの は、 何も 君 を 苦しめて やらう と 思って 來 

たわけ ぢ やない さ。 や つばり 生きて ゆく ために はどうし 

て も 今 m 君に 逢つ て、 最後に 倚 一 度 僕の 無心 を聽 いて い 

た ^かなく つ ちゃなら な い ので 來 たんだよ。 

庸 1 郎 最後の 無心って！ 

山 h さう だよ、 最後の 無心 だよ。 僕 も あれから 生まれた 

この 土地に も をら れず、 大阪 にも 行き、 それから 東京へ 

も 行った が、 どうも 面白い こと はなく、 今 Jt{ は 一 つ ti 洲 

に でも 行 つ 一 し うんと 稼ぐ つもり だ。 それで 實は 君に 旅費 

を百兩 ばかり どうかして いた^きた いんだよ。 

0 - 0 今の 僕に はそんな 金 はない よ。 

山上 さう かも 知れぬ が、 今度 だけどう かして くれ。 

庸 一 ^ もう 君に 上げ. る 金なん か 一 文 だってな いよ" 僕の 

一生 は 臺ー なしにされ るし、 蔦 子まで が あんなに  。 

山 上 僕が 君 等の 一 生を臺 なし にして しまったと いふの だ 

らう。 そり やわ かってる よ。 どこまでも 責任 は 負 ふよ。 

しかし 僕に も 少し は 言 はして くれ 給へ。 君 等 は 代々 大地 

主、 大金 持ちの 若樣で 育って 來て、 子供の 時から 誰に で 

も 頭 は 下げられる しさ。 それに 比べる と 僕の やうな 水 飲 

百姓の 子 は 生まれて 來 るから まるで 人間 あっか ひ はされ 

な いんだ からな あ。 僕が 四 年^だった、 君が 一 年生 だつ 
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たか。 君 は 美少年だった からな あ。 あの ころから 僕 は 金 

持ちの 坊っちゃんの 君が うらや まし かった よ。. e. 舉 では 

僕 は 落ちた ので 君と はた r 一  つし か クラス はちが はな か 

つた。 僕 はもう あの 頃 は 色氣づ いて ゐた のさ。 大金 持ち 

の 坊っちゃんの 君が お 蔦 さんな ん か と 自由に 交際 出來る 

のに、 撲の やうな 身分の やつ は 振り かへ つても くれる 者 

はな いんだ。 あの ころから だよ、 僕 は 美少年で、 素直で、 

男に も 女に も 可愛がられる 君 を H" の 敵の や-つ に 思 ひ 出し 

て來 たの は。 

庸  一 ^ 君 はよ く あの ころから 僕 を 脅かした よ、 短刀なん 

か 待って 來て。 僕 はまる でメ スメ リズムに か、 つて ゐた 

ん だよ、 こな ひだまで、 

山上 今でも まだ さう だよ。 

庸  一 ^ そいつ は 君 も 自分の 力 を 信じ 過ぎて ゐる。 

山 上 さあ、 そ い つ はどう だかな。 それ はどうで も い 、 が、 

僕 は うれしかった ねえ、 短刀 さへ 持って ゆけば 君が 僕の 

にどう でもな るんだ から。 僕 はお 金持ち だの、 舊家だ 

のとい ふこ とが 可笑しくな つ て 来た。 短刀 さ へ あれば 世 

の 中の こと 何 一 つ 出来ない こと はない と 信ずる やうに な 

つた。 

庸 1 ^ 君 は 銀行の 支配人の 部屋に 僕 一 人ゐる 時に いり 込 

んで來 たんだつ たね。 


山上 朝の 八 時 ころから、 君、 前の 材木 M の 蔭に 隱れ てゐ 

て、 午後の 三時だった よ、 君 一人が 支配人の 部 M にゐる 

の をた しかめて はいって 行った の は。 資際、 あの 社長が 

ゐ たん ぢゃ、 いくらお 蔦さん が 僕を證 明し て くれても、 

君 だ つ て あれ だけ の 金 を無擔 保で 貸し出す 、 」 と は できな 

いこと だった からな あ。 

庸 一 一郎 君 は 僕に 金庫の 戶を 開けさせ て、 抱へ 切れない ほ 

どの 金 を 持って行った) 

山上 だって 君、 蔦 子さん が 僕 を保證 して くれたから ぢゃ 

ないか。 

庸 1 ^ 蔦 子が 君に 貸して 上げて ください とい ふこと は 幾 

度 も 僕に 話して ゐた。 あの 時 はもう 蔦 子 はすつ かり 君の 

命ずる ま、 になって ゐた。 君の メ スメ リズ ム にか、 つて 

ゐ たのだった。 

山上 メス メ リズム ぢ やない。 僕 を 1? する やうに なって ゐ 

たんだよ。 

庸 一郎 r% ではない。 

山上 戀 だよ。 僕を戀 して ゐ たれば こそ © を 裏切った のた 

よ 0 

庸  一 ^ 裏切った のぢ やない。 君に 脅迫され たんだよ。 

山上 ハツ ハツ ハツ •：：• まあ 何でもい  、君の い、 やうに 

解釋 した まへ C ともかく 僕 は g 乏 人の子と して、 金錢上 
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で 思 ふ に復 is する  一 J とが できた と 思 つ た " また 戀 

にも 打ち勝 つ こと が できた と 思 つ た 。さうな つて 來 ると、 

ま. i5  く 深く 君の 心の底に 喰 ひ 入つ て ゆきた くな つ た。 

の 骨まで もしゃぶ つてし まひたい と 思った。 像の 短刀 

の 前に 小さく W へ て る 怠氣 地な し の お 金持ち の坊 つち 

やん を 見る のが 愉快で ならなかった。 外 11 では 赤ん坊に 

ナイフ を 突き刺し て、 ひいくい ふ 赤ん坊の 泣き 聲 を 聽 

かねば 胸が すかない と い ふ 囚人が あった さう だが、 僕な 

ん かも それなん だな あ- 子供の 時から 誰 一 人 ちゃほやし 

て くれる もの もなかった めで、 自然、 かう ひねくれて 來 

たんだな あ。 ともかくも 大金 持ちのお 坊ちゃん、 美少年 

では やし 立てられて ゐる君 を、 いぢめ つけて、 君が ひい 

ひいい ふの を 見る と 胸が すくの だ。 二度目に 銀行に 行つ 

たな あ。 あの S も 金 の 金 をす つかり 持ち出した。 四 度 

E に は、 君 もさす がに ちょっと 抵抗しょう としたた あ" 

しかし 僕の 短刀の 前に は ひとた まりもな か つ た。 君が 監 

ほに 打ち込まれ たとい ふ - 」 と を聽ぃ た S- は ちょ つ と可哀 

さう にもな つたが、 1^;; のお 母さん や 親戚で、 銀行の 金 を 

憐^し て 君が 監： i から 出される と聽 い た 時 は 履に さは つ 

たよ。 金持ちと いふ 奴は監 31；2： の 時間 さへ 自由に EM ふこ 

とがで きる かと 思 ふと 超に さは つ たよ。 だけど あの 時 は 

もうお |di さん は 僕の 子供 を 持つ てゐ たからな あ、 僕 はえ 


ら ぃ復譬 がで きた やうで うれし か つたよ。 

庸ー： もう 止して くれ。 君 は惡魔 だ。 

山上 惡 魔ッ！ そんな 名 は 君 等の やうに 神なん ていふ も 

の を擔ぎ 出す 人間に は 不快な 言 紫 だ らうが、 僕 等の やう 

な 人間に は 一 番 ありがたい 言葉なん だよ。 

庸ー^ 脅迫で 女 を 薄って 置いて、 それが 何で 僕に 對 する 

復 ts!;? もの か ッ！ 

山上 脅迫 ッ？ 馬鹿な こと を！ 君 こそ 自 れ てるん た 

よ。 君が 尙 少し 監獄から 出て 來 なかったら、 僕 はお 葛 さ 

んを つれて 東京 か 何處か に逃げる約^^ま でし て ゐた んだ 

よ。 脅迫で そんな ことができる もの か。 第一 僕の 子供 を 

il^ むまでに なった とい ふこと だけで もお 蔦さん が どれ ほ 

ど 僕 を賴っ てゐ たかと いふ ことが わかる ぢ やない か。 i 

し 脅迫 であった とし たらお 蔦さん だ つ て 早く 子供の 處置 

を どうかす るく らゐの こと は 知つ てる 害 だよ。 ほんた う 

に 脅迫 で 僕と あ 、なり たと したら も つ と 早く 君に 訴 へ る 

害 おやない か。 君 は 女と いふ もの を エンゼル か 何ん ぞの 

やうに 空想して るんだ。 君 はよ つぼ どお 目出度い 詩人 だ 

な あ ハツ ハツ ハツ  ； 1 を ゆるして い i 女が 世界中に 一 

人 だつ て ある もの か" 

庸 1  一 ^   

山上 君はチ ェ ホフ の 『熊』 とい ふ 芝居 を 知つ てる だら う。 
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女 は あれ だ よ 。 今 喪服 を 藩 て、 右の 手に 亡くなった 男の 

を か  >  へ て 尼寺に ゆく 氣でゐ るが、 左の 手 を 握って 

柔か なお 手で ございま すねえ、 何とい ふ 立派な お 眼で せ 

うとで もい ふ 男が 出て 来れば、 もう 尼寺 行き は お止めに 

す るんだ よ。 君 は やっぱりお 坊ちゃん だな ぁハ ッ ハツ ハ 

ッ  0 

庸 一 「恥 それ ぢゃ君 は 蔦 子 を 自分の ものにしてから でも、 

やつば り そんな 女と 思つ て 一 緒になる つもり だつ た の 

力 ？ 

山 上 そり や あ 無論 さ。 だからお 蔦さん が 僕の ものに なつ i 

て も、 今度 はお 墓さん に 裏切られぬ うちに、 こっちから 

お 蔦 5 んを 捨て，. 1 しま ふの さ. - 

庸 K 恥 ぢゃ、 今では 君 は 蔦 子が あの 湖の そばの 塔の 中に 

苦しんで ゐ るの を 何とも 思つ てはゐ ない のかい？ 

山上 まだお 蔦さん は あの 監獄に ゐる のかい？ 道理で さ 

つ きから 君が、 センチメンタル な 眼 をし て あの 塔の 方ば 

かり 見て ゐ ると 思った、 あ. -、 君 は あれから 今日まで 三 

年間と いふ もの こ，^ の 一 室に 立て籠って、 こ \ の 窓から 

あの 塔ば かり 眺めて ゐ たんだな あ。 對 手の 女 は どんな こ 一 

と を考へ てゐ るか わかる もの か。 君が その 蒼い 顔 をして 

あの 塔 を 眺めて ゐる 時、 お 蔦さん は 僕の ことで も考 へて 

ゐ たにち が ひない。 お 氣の毒 さま だ。 


一 

庸  一 君 はま だ そんな こと を 言つ てゐ るの か。 あれほど 

葛 子 を 苦しめて 置いて。 

山上 そり や、 女が 馬鹿 だから さ。 君と 同じ やうに 自惚れ 

が强 いから さ。 大金 持ちの お 嬉 さんだ か ら さ。 

庸ー r 恥 見た まへ、 あの 廊下の 向う を。 (上手、 扉の 方 ，.5- 指 

さす) あの 部屋だった。 恰度 今夜の やうな 靜 かな 月の 夜 

であった。 僕 は、 あれつ きり 一度 も 葛 子と 同じ 部屋で は 

寢 なかった。 あの 時、 僕が もす こし 寬大 であったら あん 

な 悲し い こと を 仕出か さな い で すんだ の だ つ たが 今 思 ひ 

一 出しても ぞっとす る。 あの 部屋の 疊を 上げて、 その 下で た 

一 うとう 君の 子供 を 殺したん だ。 …… (眼，^ 拖ふ。 ひどく 昂 

楚 すろ) 僕 は その 夜 も すこしも 眠れなかった ので、 この 部 

屋に寢 てゐて も、 蔦 子が 何 をして ゐ るかと いふ こと はよ 

くわ かって ゐた。 蔦 子が あの 部屋で 指 一 つ 動かしても、 

僕の 神經は それ を 感じ て ゐた。 僕 は 自分 の 心に 聽 いても、 

あの 時の 自分 を 15^ しくない と 信じて ゐ たい。 しかし それ 

は 嘘た。 僕 もま だ あの 時 は、 蔦 子 を 今日 ほど 强く 愛して 

ゐ なかった。 實 はさつ き 姉に 逢った。 その 時から 一 歷 蔦 

子 を 愛する やうに なった。 それから また 君に 逢った。 そ 

したら 尙 一 層 蔦 子 を 愛する やうに なった。 もし あの si 

僕に、 今 感じて ゐる ほどの 愛が あったら、 蔦 子に あんな 

悲し い 思 ひ をさせる ことはなかった のに。 僕 はお を m ん 
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でゐ た。 ！ 子 を！ W んでゐ た。 だから 僕 は 恐ろしい 豫感を 

持ちながら も 起きて は ゆかなかった" 僕 は 最後に 赤ん坊 

が の 下で i- いたの を 知って ゐる。 それでも 僕 は 蔦 子 を 

引きと めに ゆかなかった。 僕はッ …； 僕はッ …… 。(髮 1^ 

もみく ち や L1 摑む。 泣く) 葛： 十ッ！ 勘忍して くれ！ 

蔦 ッ！ ：.. ん 窓の 方へ 走り 寄ろ) あの 塔の 下に、 今、 蔦 

子が ッ..  ほんた うのこと をい ふと 僕 自身、 君と 同じ 

やうに. を あの 塔の 下に 押し込ん でし まった の だ。 も 

う 子 は歸っ て 來られ な い かも 知れぬ。 あの 塔の 下で 死 

ぬか も 知れぬ！ 

？ ッ！ 

(ふ 匸、. ひ <H 分の 髮 撊む" もだえろ" その はずみに 

, おから ヒス 卜 少が^55ちる。) 

山上 おや ビ ス ト ルが …： 大變 おは 昂奮して るな あ。 どう 

も の 心持ち は 僕に はわから ぬ。 (ヒ スト 拾 ひ、 立ち 

上 つ て 上手 の 扉 に 近寄 リ ) あの 部：！^^で お 蔦さん がそ の 赤 

ん坊 を？ …… あの 趣の 下で …… 。 

(しばらく 睹 い^,^ して 見つめて ねろ，" 扉 U から 流れ 

る 月の 光りが 男の 額， ら す。) 

(中央 へ 來リ、 テ-. フルの 上に 廢 一， 船の ピストル.， a? 匿 

く-) 

君 は 何た な あ、 やはりお 父さんと 同じ やうに こ、 で、 こ 


I 

の 書齋で ビス トル を に 打ち込んで 死ぬ つ もり だな。 意 

氣地 のない お坊っちゃんに はそんな ことが 恰度 ふさ はし 

い 、 」 とか も 知れ ぬ。 いつまで も 詩人 相手 の 對話は でき ぬ 。 

さあ どうぞ 僕の 最後のお 願 ひだから ici 兩 たけ …… 。 

庸一郞 ぢゃ君 はいよ く 滿洲に 行 くんた な あ" そして 日 

本に は歸 つて 来な いんだな あ • 

山上 さう だよ。 僕の やうな 奴で も、 こ. -は 故鄕の 地た。 

懐し いや。 でも 歸 りたく つても 歸っ て 来られない 身. ちゃ 

な. J 力 

庸  一 0 さう か。 ぢゃ 今の 僕の 身 ぢゃ百 圓も 大金 だが、 ど 

うかしよう。 (ベ ルな 押す) 

山上 もう 僕 もこれ 切りで 一生お 目に か \れ ないか も 知れ 

ぬ。 君と 一緒に この 土地へ 生まれ 合 はせ たのが お 互の 不 

仕 合せ だ つ た。 ゆるし て くれ 給 へ " 

庸 一 郎君、 赤ん坊のお 墓 だけお 詣 りして ゆかない か。 

山上 どこに あるんだ 墓 は？ 

庸ー^ 町の 共同墓地 だよ。 

山上 あ X、 あの 塔の 少し 南の 方の tir たったな あ ；… (し 

ばらく 窓から 眺めて わ ろ) …… しかし 今更お 詣 りした と 

ころで ハツ ハツ ハツ •：•： 。 (寂しく 笑 ふ) 

かな子 (上手 扉 口より 登場) 兄さんお 呼びです か。 

庸 一 ^ あ、 ちょ つ と- 
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かな子 (兄の 榜へ來 ろ。 庸 一 節さ、 やく 。山上-ちいつ とか 

な 子,. 見つめろ。 かな子 退 湯。〕 

山上 ほんた うに 氣の毒 だな あ。 でも これつ きりだ からど 

うそ 0 

庸  一 i 郎 そし て K は 今夜 直ぐ 立 つの かい？ 

山上 さう だと も。 眞晝間 こ  の 町 を 歩け る 身で もない か 

らな あ。 傳車 場に は 待ち 合して ゐろ 者が あるから 急 ぐん 

庸ー i 郞 友達 かい？ 

山上 うむ、 女 だ！  , 

庸 一郎 奥さん かい？ 

山上 まあ そんな もの だ。 

庸ー IS では 大事に してやり 铪へ。 

山上 當分 はねえ ハ ッ ハツ ハ ッ …… 。 

庸ー 営 分ッ？ 

山上 さう だよ、 今度 連れて ゆく 女 だってお 蔦さん から 三 

人 nr なんだ よ ハツ ハツ ハ ッ ：•：• 驚かな くった つてい i 

よ。 僕 は 不思議で な あ、 これで、 この 女 はと、 一度 目 を 

つけたら 屹度 物にして 見せる よ" まあ 蛇 見た いなもの だ 

なぁハ ッ ハツ ハ ッ ：•：. 。 

かな子 (上手 i リ 登場〕 • 兄さん、 では こ  >1 に …… 。(紙 包 

ん- 兄の 手に 渡 マ。 退場。 山上 かな子. 5- 見つめて ねろ) 


庸 一郎 では、 これ を どうぞ。 これつ きりだら うな。 僕 は 

もう 君 の 脅迫 に は 恐れない よ。 今日は 脅迫され て 上げ た 

んぢ やない からな あ" 君が これつ きりと 言 ふし、 それに 

日本に もゐ ない とい ふの だから • … 

山上 (ゅ；，：取リて紙幣1^?調べて見る」 たしかに。 ありがた 

う- >  (ボケ クトに 入れる) あれ は 何 かい？  の 妹さん か 

い？ うむ、 素敵 だな あ。 君 はず ゐ ぶん あの 妹さん を 可 

愛が つて ゐる やう だが、 まったくい --女 だね え。 (蛇の や 

うな 眼て 部屋 や、 症 や、 廊下 あた リ.^ 見廻す) 滿洲 行き 

は 止めに したくな つた」 やつば り 日本の 女が い k な あ。 

庸 一 ；ぉ そんな 氣 味の 惡ぃ 眼で 方々 を 見て くれるな。 早く 

立つ て くれ へ。 僕 はさつ きから 頭が 割れさう に 痛 むん 

だから" 

山上 歸 るよ ：：： (二三 歩 上手へ 行 4、 かけて) ：… だが 尙 

一 度歸 つて 來る かも 知れない よ。 $^は今ではぁの昧さん 

をず ゐ ぶん 可愛が つ て るね え。 

庸 一郎 妹 一 人が 僕の 味方なん， た。 妹 は 僕の 命 だよ。 

山上 すまない が 君の 妹さん を 僕に くれない かねえ ヒッ ヒ 

ッ ヒッ  一- 

庸  一^ 何 だつ て ク ！ (き つと なる。 > 中 顔 はす) 

山上 君の 妹を疾 にくれ ろと いふの だ。 

庸 i  iSS   
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山上 身分が ちが ふから いけない とい ふの だら う" いけな 

ければ いけない でい &。 

^5 歸 つて くれ 給へ。 

山上 歸 るよ、 その か はり 或 ひ は 明 曰に でも また 妹さん を 

K ひ に來る かも 知れ ない よ ヒッヒ ッヒッ ：： ： 。(陰 險な笑 

ひ 方.^ すろ〕 

^ 一  0 おなん かに やれろ もの か。 君 は 滿洲に 行く と 言つ 

たぢ やない か。 

山上 誰が 滿洲 になん かに 行く もの か。 おめでたい お前 を 

おだてに 來 たんだ。 お 蔦さん も、 實 はもう 監獄から 出て 

來て お前と 1 緒に お 睦まじく 暮 して ゐ るかと 思つ てこの- 

にやって 來 たんだ。 もし さう だったら 尙 一 度お 蔦さん 

を おれの ものにして やらう と 思って さ。 おれ は 何でも 人 

が 大切 さう に 持つ てゐる もの を 引った くる の が 好きな の 

さ。 どうせ 當分は 大阪か 東京 か、 そこいらに ゐ るから、 

またち よくく やって 來る わ。 そしてお 前が 大切に しと 

る もの は 何でも 奪って やる からさう 思つ てゐた 方が い 、 

ハツ ハツ ハツ ：… お；：：！ 出度 い 奴 さ、 ハツ ハツ ハツ ：：： 0 

0  一  0 おやお はこれ ほどまで 僕の 一 家 を 苦しませて 置い 

て、 それでも まだ 飽きないで。 

山上 飽きない よ。 おれに はお 前た ちがお 跳へ 向きに でき 

てるんだ。 金 は あるし、 美人で は あるし、 意.！？ 地 はなし 


さ。 おいまた お 蔦さん なり、 妹な り を おれに 楚られ ない 

やうに しろよ。 尙ー 度-^ せて 置いて 上げよう かこれ ：：： 

(と 背廣の 下から 短刀 出して 见 ばろ) 

0  一  0 …… (短刀， か た 刹那に 過去の 恐怖 湖 念.^ 聯想し 

て顫 へる) 

山 1 ほら やつば り 恐いだら う。 もう 君 は 何 といっても 一 

坐 駄目 だよ。 中學 時代に 一度 おれに 短刀 を 突きつ けられ 

てから は、 今 B までず つと メ スメ リズ ム に陋っ てゐ るん 

だから …： 愉快 だ、 0 快た、 君が さう やつ て齒を 嚼んで 

額へ てゐ るの を 見る と ハツ ハツ ハ ッ …… 。(揶揄して やり 

たい 氣！， i なって、 テ I  . フ^の 上の ヒス トル.. ゲ庸 一郎の 手 

に 握ら ぜ る) これ、 よく 考 へて 給へ、 君 はま だ これ か 

ら先、 幾年 生きて ゐ るか 知らぬ が、 君が この ビス トルの 

引き金 を 健 の 胸に 向け て 引 くだ け の 勇氣が 出な い 間 は、 

一生、 僕の 短刀 さへ 見れば から 意氣 地が なくなって、 社 

€3 的 名眷 でも、 妻で も、 妹で も、 僕の 思 ふま- - にしな け 

れ ばなら ない の だよ。 

庸  一 m 短刀 を 引っ込まして くれ 給へ。 あんまり 殘酷 た！ 

山 上 殘酷 だよ。 苦しい かい ハツ ハツ ハツ …… 。 

庸  一 ^ 僕 は もう 今日 ま で の 苦痛 に け で た く さんだ。 こ， 

からまた この 苦しみ を 繰り かへ すんだ つたら、 とても 生 

きて は をれ ない。 - 
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山 上 君 は この ビス トル で 死ぬ つ もり だ つたの だら、 つ。 

庸 あ k、 さう だよ。 僕 はとても 耐へ 切れないから。 

山上 まだ、 君に 死なれて たまる もの か。 もう 十 年く らゐ 

生きて ゐて くれ。 この 短刀 だ、 これ だ …… 。 

庸 1®  (短刀.^ 見まい ため LL 、部屋の 中.^ 逃-け i はろ) も 

、つたく さんだ、 ゆるして くれ 給へ。 でない と 僕 はもう 頭 

が變 になり さう だ。 

山上 お 璲地 のない こと をい ふな、 男で はない か。 これ， 

この 短刀 さへ あれば、 お 蔦さん だって、 君の 妹 だって、 

これ、 この 短刀。 

庸 一 郎 (眼.，^ ふさい， て 逃げ ま はろ。 山上 無理に 席 一 郞.^ つ 

かまへ て 短刀.^ 見 ぜっけろ) 君は惡 魔た ッ！ もう ゆる 

して くれ！ 君の や、 つな 殘 忍な 入 間 を 見た ことがない… 

： … 。 (顔へてビス卜か.-^^^5す〕 - 

山上 僕 はお 前の やうな 弱い 男 を 見た ことがない。 何とい 

ふ顗 へ 方 だ ハツ ハツ ハツ …… 愉快 だ ッ ！ 偷 快た ッ ！ 

, 」れ 、そんな に 額 へ な い でも 君 もビ ス トル を 握つ て 立 て 、 

そし て 僕を擊 て！ それだけの 勇 氣さ へ あれば お； 烏さん 

だって、 君の あの 美しい 妹 だって、 救 ふこと がで きる の 

おやない か。 (ふた， 顫 へて ねろ 庸 一 ^の 手に ヒ スト 

^,^.持たぜろ) ほら、 この 短刀 だ、 い、 か、 それ、 お前 は 

この ピストル を おれの 方に 向けさへ すれば い V の だ。 や 


つばり 顔へ てるな。 おい、 しっかり しろ、 意 M 地な し、 

今、 こ、 にお 前の あの 美しい 妹 を 引き つて 來て、 おれ 

が 自由にして 見せよ、 つか、 これ この 短刀で。 (ぐっと-. 刀 

^ の 鼻先へ 突きつ けろ) 額へ てゐる 。額へ てゐ る。 

倫 快 だな あ" もう 一  1 を 出す こと もで きない。 ハツ ハツ ハ 

ッ …… こんな 臆病な 奴を兒 たこと がない。 おやく 眼の 

色まで！！ つて 來 たぞ。 ハツ ハツ ハツ …… 

(庸 1 ^ほげし ぃ瘦|*^."^-起しヒ ス ト 〜.^落し、 倒れ i 

うとす ろ。 山上 無理に 抱き か V へ て ピスト ，〉ん 、握ら. rj、 

飽 くまても 短刀，^ 鼻先へ 突きつ けろ。 そして いか Lit 

5Ta な與 味に 醉ふ もの、 やうに、 庸ー 郎が颜 へれば^ 

へ ろ ほど 執拗に. 短刀.^ 見 ぜっけろ。) 

おや，.^ 何だか 變 だぞ， - 限 をぐ るく ま はして， っぞ。 愉 

快た。 (庸1 ^ の兩 方の 手.^ 摑んて 自分の 颜と庸  一^の 

額 とん、 くっ付けろ やう Li 近くして 見ろ) まるで 蛙が S- 

の やに を 食 は された やうな 顏 になつ て來 たぞ。 (席  一 ^ 

が ひどく 瘦攣 ，^3^ すの *J -、 無理に 抱へ てね て、 短刀て 脅 

かす 眞似. ^すろ) あ、 これで 氣 がせいく した。 さあ 今 

日 はもう これで ゆるして やる。 明 曰に もまた 來て やる" * 

そしてい k か あの 美しい 妹 を 奪って やる ぞハ ッ ハク ハツ 

…… 。 おや 變. たぞ、 どうし たんだい、 びっくりして 蟲で 

も 起した のか、 妙な 奴 だな あ ハツ ハツ ハツ。 
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で まるな と 人！ E 


母 和 母 和 母 


i リ 下手へ 二三 入 5^ 灯，^ か、 げて iii- ろ。) 

(人々 の 聲問 ゆ。〕 

( 璺 子 fi^ 面 の 窓 リ 月 光 の 下 の 塔 n<i- 见 つ め て ね ろ 。 ) 

母 どうしょうつ ていふの だら う あの 子 は？ 

かな子 監獄の あの 高い 辦を壞 しちやって、 今夜 中に 姉 さ 

んを 監獄から 家に 連れて 房して 來る つてい ふんです。 あ 

たし あ もな 氣の强 くな つ た、 そし て路 しさ， つな か r やい 

た 兄さんのお 顔 を はじめて 見て よ。 

母 まあ、、 可哀 さう に。 ぢゃ、 あの 子 はた、 つとう 氣が 狂つ 

てし まった のね え、 まあ …… 

かな子 今朝から 兄さん は氣 でも 狂 ひさうた、 氣が 狂った 

方が 仕 合せ かも 知れない つ ていつ てゐ ました。 

0 まあ 可哀 さう に氣が 狂って …… 内 氣な あの 子 は 氣が狂 

つたので はじめて  あ、、 可哀 さう に  C 

人 母、 急に うしろへ 倒れ か、 ろ。 かな子、 母.^ 抱く。」 

かな子 姊 さん、 はやく、 はやく。 

豐子 (驚いて 母の 傍に K けつけ 抱く。 二人て w..^ ソ ウファ 

の 上に 休 まぜる。 そして 左右から 母に すがりつく) 

かな子 お母さん …… 。 

I 乂子 お a: さん……。 

(部屋の 裡 ますく 暗くな つて、 月の 光りの み 11^ ふ。) 

—— かに 幕 11 


お 翳 者さん はすぐ 釆 て くだ さ い ます ね 0 

電話が 直ぐ 通じまして 先生 も 御 在宅で したから。 

警 I お 方へ も？ 

： 今、 かな ちゃんが 電話 を かけて ゐ ます。 

あんな 惡 い 男で も、 あんな - J と になる と： Hia^ さ-つ です 

ねえ！ まあ どうなる ことで せう  。 

和 田 正當 防禦と いふ ことになる でせ うから … … 。 

璺子 嚴 ちゃんに 誰が ビ ス ト ルを 持たせ たんで せう C あの 

ビ ス トル は あのお 父さんが！ 

0 ぁッ、 あの ピ ス ト ル だった ねえ、 あの 時 私 か 湖に でも 捨 

て 、 置けば よかった に  もう 何も彼も おしま ひだよ。 

(m: へ 子 も 母 も 手て 額 1^ 掩ふ。 上手 リ かな子 あわた 

しく 登場。) 

かな子 大變 です、 おつ 母さん！ はやく、 はやく" 

母 どうしたの？ 

かな子 兄さんが、 臺所 にあった 薪割 を 摑んで 監獄の 方べ 

飛んで 行きました。 

は まあ. 兄さん、 それ ぢ やすみません がすぐ 追つ かけて 

行って ください。 

和 田 ようご ざいます。 ぢゃ こ、 からすぐ あの 橋 を わたつ 

て ゆき ませう。 

(新田 下手の 扉.^ 排 して、 戶 外に 飛 ぴ 出す。 庭ん-上手 
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町 は づれの 店 (一 き 


時  ， 

現代 秋から 冬へ うつり か はる 頃 

場 所 

或る 商 の 町 は づれの 店 

登場人物 

茂 吉 店の 主人 〔四十 五、 六 歳) 

お ち ， か 0  (三十 五、 六^) 

お ャぉ f^^. 兼 松の 妻 (三十 歳 くらね) 

馬 左^ 門 おち かの 卷ハ乂 (六十 歲 くら. Q) 

道太郞 ぉ5^!水の子、 ffi 古との 間に 生まれ.^ 子 

(十 5) 

水力 爾 氣の 工事に 雇 はれて 來て 居る 日本 入、 朝 

鮮人 工夫、 その 妻子 等 

鐵之助 $_^-の今の愤夫、 田舍廻リの芝3^者 

その他 芝居^、 車夫 数名 及び 村の 人々 

町 は づれの 居 酒层 の 十； 間。 荒い す 、けた 格子戸な へだ 

て、 往來 になつ ズ ねろ。 格子戸の 前に は 葉し かけ-;^ 


ポプラの 樹が 二三 本 並ん てね ろ。 下手に 高い 山脈の 地 

虜が わら は LL 见ぇ てね ろ」 コスモス や 1：； 菊な どが 道の 

. 兩側，.^っ、ん\、ゎろ。 高應電 氣の鐵 塔が 一本、 捲の や 

、つ に 高く 山の 裾に そびえて ねろ。 土間 L1 は 三 四 脚の 腰 

掛 があって、 下手に は 酒^が^ ゑて あり、 德利 ゃコッ 

プ，^ 載せた 棚が わる。 棚のう しろ LLK リ 溜の 箱が もろ。 

上手 Li は 煤けた 障子.^ 閉 てた 一室が あろ。 正面に は暖 

旅が か、 つてね て、 そこから 奥へ 出入が \  、きる やう Ll 

なつて ねろ" ヒ 手の 一室から 時々 病人の 呻き 聲が M え 

ろ 0  ■  > 

日本人 や 朝鮮人の 工夫.^ ちが 土間て 酒ん、 飲ん ぐ &ろ" 

おち かが 酒，^ 注いて やったり、 勘お，^ したりして ひと 

リ 忙しく 土間 LL 働いて. Q ろ。 

俾に攀 つ；： 若い 男た ちが 小旌. ^立て、 太鼓，. 叩き ビラ 

. 撒告 店の 前 1-5- 通る C どや/ \ と 村の 人た ちが 俾.^ と 

りか， み 店の 前.^ 走る。 

a つ. 5! な 朝鮮 服.^ 着た 若い 女が 赤い 1^. 衣 か 着けた 女の 

子の 手,^ 引いて 戸口から 土 i^l^^ く。 何 か 言つ 乂 ぐて 

ん/^ -に 醉 つた 若い 朝鮮人.^ 連れて 出， -* うとす ろ" そ 

の 朝鮮人 は H 本の 印 半 經.， 小 着て ねる" 

おち か おい、 おい、 勘定 はどうし たんだ.：，。 勘定 は？ 

朝鲜の af- (半纏の 丼の 中へ 手.^ 突っ込み 銀 货." J- 二 枚 出す」 
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おち か 何 だ、 これ だけ かい。 馬鹿にお しでない よ。 上等 

の S 廳を 五合 も 飲ん でし まって たった 二 貰 置いて ゆかう 

とい ふの かい。 おふざけ でない よ。 (銀貨 卓の 上に 叩 

きつけろ) 

朝鮮の 男 今日は それだけ しかない。 明日 莨 ふてから 持つ 

て來 る。 勒辨 してお くれ。 

おち か づぅ/ \ しいに も 程が ある。 明日 貰 ふてから 持つ 

て來 る？ 明日 はまた どこの 山へ 行って 働く の やら、 渡 

り 島の やうな お前た ちに j 文 だ つ て 貸せる か い。 金が な 

けり やお 前の その子 供の 着物な り、 かみさんの 簪 なり、 

そこに いとけ。 

朝鮮の 男 今 曰 はすまない。 明 曰 は 屹度 持って 來る。 勘辨 

してお くれ。 

おち か 何が 勘辨 だ。 はじめから 飲みた ふす つもりで 来た 

んだ。 さあ 何でもい  から 置いて 行け。 

(子供の 上衣 脫 がさう とすろ。 朝鮮の 男と 女が おち 

かの』 おにす がって 引- V.- 止める" おち かさら に 女の 眷.^ 

拔 かう とする。) 

馬 左锜門 (土間の 奥から 走り出て 來 ておち かの 手，^ 握ろ) 

おち かや、 手荒い こと は 止せ や。 これが 日本人なら まだ 

とい ふこ とも あるが 、 ろ くす つ ぼう 言葉 も 話せ ないやう 

な 朝鮮人 ぢ やねえ か。 


おち か 何 をい つて ゐ るの？ まう ろくの 癖に。 

馬 左衞門 まう ろく か 知らぬ が、 あの 女に したと ころで 遙 

遙 B 本まで やつ て來 て、 西 を 向いても； 束 を 向いても K る 

A 一  人ない ところに、 あの やうな 飲んだくれの 亭主 一 人 

を賴 りに せねば ならぬ の だ。 どの やうに 心細い か 知れぬ。 

ね え、 お前 もす こし は 人情と いふ こ と を 知 つ たが え V ぞ。 

おち か ふうん。 あんた から 人情の 講 n 開かう と は 思 はな 

かった よ。 自分の 女房 は 費る。 人の 娘 を 貰って は 血の 出 

る やうな 稼ぎ をさせる。 あんた にも 入 情が あるの か。 

馬 左衞門 親 をつ かまへ て 何 をい ふ。 

おち か わたしの 一 坐. を臺 なしにし といて 今 さら 親御で ご 

ざい もない もの だ。 ぢっ としてす つ こんで ゐた 方が い、。 

おい 朝鮮の E ー那。 何 か ある だら う。 

朝鮮の 男 今日は 何もない。 おかみさん 勘辩 して くれ。 

おち か ぢ やい X、 この 娥 鬼の 着物 を …… 。 

(朝鮮の 男腹 掛の 丼の 中から 肥 後の 守 1^ 出す。 朝鮮の 

女泣告て5^-の手1^担る。 土 問の 人 々二え r- 'さわぐ。) 

おち か 妙な 眞似 をす るんだ ね。 

朝鮮の 女 醉 ふて ゐ ます。 おかみさん どうぞ。 

おち か 酒 を 飲んで、 金を拂 はず、 人 を 脅かしと いて 何が 

どうぞ だ。 

馬 左衞門 ぢゃ、 ちゃう どい &。 その 短刀 を 酒の かたに 預け 
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ときな。 (朝鮮の Sf? おとなしく 馬左衞 門に 短刀 わたす) 

おち か (馬 左衞 門の 手から 短刀.^ 取ろ) こんな もの を 丼 

に 忍ばせて ゐる やうで は 今まで も 何 をして 來た かわかり 

やしない、 物 is な 奴 だ。 こんた 奴に 人情なん かかけ よう 

とい ふ 入の 氣が 知れぬ。 (朝鮮の 女、 男の 手.^ 引っ張って 

店 1^ 出乂 ゆく)  . 

馬 左 街 門 (ふた、 びお ちかの 手から 短刀ん， - 引った くろ〕 

い、 短刀 ぢ やない か。 

おち か 欲しけ り や 上げる よ。 馬鹿々々 しい 話さ。 そんな 

もの と 酒 五合と 替 へ るなん て。 

Kg 左衞門 ほんた うに くれる か。 肥 後の 守 だが、 なかく 

ぃ&燒 た。 切れさう だ。 

お r, か 切れさう だなん て、 お前さんに はそんな 物 を 持た 

せる よりも、 竹 切れで も 持た しといた 方が い、 よ。 

馬左銜 ..5:1 何でよ？ 

おちが えら さうな ことば かりい つて ゐる 癖に、 まだ 若い 

時から 人 一人 g つたこと も、 突いた こと もな いぢ やない 

か。 お M だの、 博 突 打ち だのと いって 人を脊 かしてば か 

りゐ るが、 猫の a 一  つ 殺せね え！^ 蟲. ちゃない か。 

馬 左 sis:  ^な こと をい ふな あ。 

(洒， ^欽ん \ 、ねた sf- ^ ち- fe! 左衞 門と お T- かの 方へ 額.^ 

向けろ。) 


お ち か 變な こと をい ふぢ やない よ。 これまで 散々 何の 手 

出し も 出來な い 自分 の 女房 だ の 娘 だのば かり 食 ひ 物にし 

といて さ、 その 年まで 人 一 入 斬った こと もない 惡漢 なん 

て ある もんお やない。 博奕 打なら 博奕 打ら しくす るが い 

馬左衛 EI 親 を 馬鹿にす るない。 

T: 夫 甲 親爺さん だつ て 時と 場合 ぢ やどん な ことで もす る 

わな あ。 

工夫 乙 は、 は \ は …… 惡 い 知慧を つ け るぢ やねえ か。 

工夫 丙 爺さん だって 若い 時に や 人の 一 入 や 一 一人 は 叩き 勒 

つたこと も あるに ちが ひない のう 親爺さん。 

馬 左衞門 いや、 わし はどう も 若 い 時から 喧嘩早 か つ たが、 

仕 合せと いふの か不仕 合せと いふの か 一 度 も その や-つな 

場所に 打つ 突か つたこと がなかった の さ。 

工夫 甲 いや、 親爺さん は隱 して ゐ るんだら う。 も. つい 、 

加滅 に白狀 しても 時効と いふ 奴 さ。 

馬 左衞 n わし だって さう 隐病 ではない つもり さ。 喧嘩 を 

して 昔から まだ 敗け たこと はなかった からな あ。 今でも 

時と 場合で はこの 肥 後 守 ぐら ゐ 振り 廻し かねないよ。 

工夫 乙 さ うだらう とも、 さ うだらう とも。 親爺さん の 面 

を 見た ばかりで も わから あ。 

おち か 何が その ま-つろ くに 出來る もの か。 


sec 


1^ 力れ づは町 


馬 左衞門 何 だと、 まだ そんな こと をい つてけ つかる。 見 

ろ、 おれ をい つも かも 馬鹿にしと るで 一生のう ち 一度 は 

お前の 度 膽を拔 かす やうな こと をして 見せる から。 

工夫 丙 爺さんえ らい ぞ えらい ぞ。 その 元氣 だて。 さあ 一 

杯 …… 。 (， コ ッブ. ^馬 左衞 ezL! さす) 

馬左衞 s: ありがたう。 若い者 は 親切 だ。 (うれし さう に 

コップ.，^ いた ヾ いて 飮む) 

おち か 自分の 娘が 親切で ないから だら う。 

馬左衞 £ あたり 前よ。 われ はこの 二十 年と いふ もの、 一 

日 だって おれに やさしい 言葉 i つかけ て くれた ことがあ 

るか。 

おち か こっち こそい はねば ならぬ。 わたしの たった 一 人 

の 母親 を賫 りこく つ て さ、 その 娘の 生血まで 吸つ てゐる 

のぢ やない か。 三度々々 饑 ゑない ほどのお まん ま をいた 

だ い て ゐり や あだま つ て お となし く 土間の 隅に は ひ つ く 

ばって ゐる がい X。 ■ 

馬左衞 門 何とで もい へ。 今に 思 ひ 知らせて くれる で、 こ 

の 親不孝 者。 

おち か 何が 親不孝 だ 。 勝手な 熱 を 吹き やが つ て 。 

H 夫 申 爺さん まあ 仕方がない。 別 鐘に は 敗け とくさ。 さ 

あ 一杯 飮 みねえ。 (コ クプ 1^ さす) 

馬 左衞門 ありがた うご ざいます。 (飮 む) 


工夫 甲 な あ 爺 さ ん、 あんた t つて ar た》 年 はとって ゐ て 

もやる 時 はやる さな あ。 (酒.,^ す. ^めろ) 

馬 左衞門 (酒 1^ 飲む) さう だと も 突 打に 年が あってた 

まる もの かな あ。 博奕 打と 役者に は 年 はねえ やな あ (肥 

後の 守 1^ お、 ら /\ 光らせて 見る。 醉 がま はって 來る。 

傷 的に なろ) 

H 夫 丙 さう だと もな あ 爺さん。 人 問-はい つまで 生きて ゐ 

たって 限り はない や 。いざと いふ 時にはな あ 爺さん。 ハ ^ 

ク ブ., .J- さす) 

馬 左衞門 さう だと も、 わし はこれ でも 昔から 馬鹿正直で 

な あ、 そのために は 女に も だまされ たさ。 

工夫 等 は、 は、 は、 …… 。 

馬左衞 s: それだけに また 命 を g けて 人の.. ためにし よ- 「と 一 

思った こと もあった よ。 

工夫 甲 さ うだらう とも" そこが 男 だ。 

馬左衙 E! 今にな あ、 あの 女 だって、 わし を 馬鹿 にしと る 

が、 思 ひ 知ります だな あ。 (ち i つと 唇.^ かむ) 

工夫 乙 爺さんし つかり やん なさい よ。 おち かさんに 馬鹿 

にされ てば かり ゐちゃ 仕方が ねえから な あ、 は i は、 

i  0 

(甲乙丙 期 (K-,^ 卓の 上に EE いて 店.^ 出る。) 

おつか 餘 計な ことば かり しゃべって 行った が、 ちえ ッ、 
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み、 つちい こと だ。 (卓の ヒの 銀貨と 銅錢 VJ- やけ Li 寶り 

溜の 中に 放り s;3 む) 

1!=!! 左衞 1： おち かや。 

おち か 何 だね。 

1!^ 左衛 S: すまぬ がす こし 小 遣 ひ を くれね え か。 

おち か ふん。 散々 入の 前で こきおろ しといて 小 遣 ひ をく 

れ わえ かもあった もん ぢ やない。 また 博奕たら う。 (上 

手の ほ 子の 中て. 1. 告聲が 聞え ろ) そんなに 度々 お金 は 上 

げられ ない よ。 

Kg 左衞 £1 そんなに 度々 とい ふが、 五日 前に ニ兩 くれたば 

かり ぢ やねえ か。 

おち. A 一  月に ニ兩 でもた くさんだ。 人の た 一  人のお つ 

ほさん を あんな ことにし といて、 ほんた う をい へば、 お 

さん は、 わたしの SS- たいな もの ぢ やない か。 

t| 左树 g: あの こと はわし の 一生の あやまりだった。 だか 

ら 今でもお 前に あやまってる ぢ やない か。 その か はり 

こ  0 

おち か わたし を 育て.. - 十三の 年から 稼がした とい ふの だ 

らう。 

馬 左銜門 おれの 惡 いこと はかりい つて くれるな。 お前 だ 

つて さう いへば (そうつ と 上手-.^ 指さして) あんな 病人 

を 抱へ ながら …… わし はこの 黑ぃ 目で ちゃんと 睨んで る 


ぞ。 

おち か それが どうって いふの。 薄情で 浮 氣の果 が あの人 

の 業病 さ。 からだの 達者な 間 は 自分 ひとりで 散々 面白い 

H を 見 て さ、 そのため にか らだ が 動 かなく なれば 十 年で 

も 十五 年で も わたし 一 人に 厄介 を かける のぢ やない か。 

早く 首で も縊 つて 死んでくれ \ はい. -ぢ やない か。 いつ 

ま で も 亭主 面 を して ゐ る氣が 知れ ぬ。 わたしに 煮 湯 を吞 

ませる やうな こと をして、 お 桑との 間に 出來た あの 白痴 

の 道太郞 まで わたしに 飼 はせ てる ぢ やない か。 わたし こ 

そ 踏まれたり、 蹴られた りさ。 ちっと やそつ とわたし が 

たのし い 思 ひ をした つ て それが 何 だね え。 (1. き 聲が聞 

えろ) ふん、 話が 聞え たと 見える。 散々 人 を 苦しませた 

仕返し だ。 氣味 がい k。 

馬 左衞門 おち か、 おれ は惡黨 でもお 前の やうな 氣に はな 

れぬ。 

おち. A 當り 前よ。 意氣 地な しの 癖に 女 や 子供 だけ を 一生 

生き埋めに する やうな こと をして。 亡くなった お母さん 

だって …… (vw,^ 拭く) 

馬 左衞 s: 小 遣 ひの 一件 はどうな つたんだ い-. 

おち か うるさい な あ。 (寶リ 溜の 中から 銀貨，^ 五六 枚投 

げて やろ) 

馬 左 is: たった これった け か。 
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おち か 何が これった けだ。 

道太郞 (登場。 低能な 子で、 ろくに 口が ま はらない) お 

つ 母 …… 。 

おち か 何 だ。 

道太郎 昨日 來 たお 役者な あ。 

おち か 馬鹿 ッ！ 何 をい ふか。 

道 太^ 今 直ぐ 小 柳亭の 一 一階まで 来て くれと い ふた。 

おち か さう か、 仕立物 をぁづ かった からだら う。 ぢ やい 

いか、 わたし ちょっと 出て 來 るから その 間 店の 留守番し 

とる の だぞ。 またい つ も の やう に ぼんやり しとる とこれ 

だぞ。 引と 薪.^ 見ゼ る) 

道 太^ うむ。 r うな づ いて 見せろ〕 

おち か (奥に はいって 羽： i.^ 引っかけ、 1^ 呂敷 み.^ か、 

へ て 店，^ 出て ゆく。 病人 呻く) 

馬 左衞門 ひど い 女 も ある もんだ な あ …… おい 道太郎 親父 

さんの 肩で も 叩い て やれ …… 店の 方 はおれが 番をしと い 

て やる。 (道 太^ 障子の 中へ 人ろ〕 さすがの あいつ もお 

役者から と 聞 い て は、 何も彼も 忘れ て 出て 行き やが つ た。 

上に は 上が ある もの だ。 あんな 女の 生血 を 吸 ふ 男が ゐる 

ん だからな あ。 うむ、 うまい ことがあろ ぞ。 (S リ 溜の 中 

に 手.^^ 咅 込み 金. ^すっかり 手拭に つ V み 肥 後の 守と 1 

緒に 懐に 入れろ〕 あ、 い k 氣味 だ。 あいつが 歸 つて 来て 


一 びっくり する だら う。 それからと (撑 から コップに Is.-^ 

受けて 飮む) こんなに 思 ふ 存分 酒 を 飲んだ こと は 幾年 振 

り だら うは 、は &は ：：： お い 道 太郎、 店の 番を 頼む ぞ。 

しっかり 店の 番をして をれ よ。 (醉 つた 足 どり て 退場) 

お 桑 f 黒の 蝙蝠傘に 人目. ^忍び 格子の 中.^^ く。 汲 手な 着 

物，^ 着ズ ねろ。 色の 白い 華奢な 女。 戸外の 木の下に しば 

らく 佇ん てね ろ。 一-お 手に ま はって 家の 中の 樣 子ん-うか マ 

ふ。 再.ひ衷に來ズ奧の.1.き萆に>=^亇傾けろ) もし …… も 

し …… どなた かおいで &せ うか。 

道 太^ 誰 だな あ。 (障子の 中から 出て 來ろ) 

お 桑 おうお 前 は 道 太郎ぢ やない か。 

道 太^ おれ、 小母さんの や、 つな 入 知らん がな あ。 

お 桑 おつ 母さん は？ 

道 太^ お 役者のと ころへ いった。 

お 桑 お 役者のと ころへ？ 

道太郎 ぁ气 

お 桑 ぉぢ いさん は？ 

道太邵 酒 を 飲んで どこかへ いった。 

お 桑 ぉぢ いさん も 丈夫が？ 

道太郎 あ、、 酒飮ん では 博 突 を 打つ とる。 そしてお つ 母 

さんに どやし つけられ とる。 

お 桑 お父さん は？ 


；;^ のれ づは町 


50!) 


道 太^ いつもお てる。 

M  . いつごろから？ 

道 太 一 g もうず つと 前から。 

茂 小：" (g^ 子の 中から) お 桑で はない か？ お 桑 ッ！ 

ぉ燊 あなた は？ 

^古 わし はこん な 日が、 も いちど は來 るに ちが ひない と 

思つ て 今日 を 待つ てゐ た。 お前 はやつ ばり わしの ことが 

忘れられない で歸っ て來 たの だ。 (道 太郎 障子，^ 明けろ) 

お い、 え、 ちが ひます。 わたし は あなたに 逢 ひたいと 

思って 歸 つて 来たので はあり ませぬ。 あの人が まだ 病氣 

で 苦しんで ゐ たころ から あなた はわた し を あんな ことに 

しといて。 

^^u お前 はま. た；^, 吉の こと をい つてる のか。 

M だって 一度 だつ てわたしから さ へ やさしい 言葉 一 つ 

かけられな いで、 死んで しまつ た あの 人の こ とを考 へ る 

と、 わたし 氣の棄 でなら ない のです。 わたし ほんた うに 

Ei^ いこと をした と 後悔 して ゐ るので す。 あなた さへ あん 

な こと をな さらなければ …… 。 

S ゎしがぉ前を誘！s^l>たとぃふのか。 お前 は あの 拘 m 

の 弟に ti 足して ゐた のか。 わし だけが 惡 人だった のか。 

が M わたし あの人に すまない と 思 ひました から、 お 墓 ま 

ゐり にやって 來 たのです。 


茂吉 うまい 罪滅 しの 仕方 だな あ、 おれなん か あれから 十 

二 年 * これ このと ほりに して 寢 床の 上に. 1 たつ 切り だ。 

夜も晝 も脊骨 や、 手足の 節々 が 割れさう に 疼く。 それで 

も あのお ちかと いふ 女 は 冷たい 水 一杯 飮 ませて くれる で 

はなし、 十二 年の 間に 一 度. たって わしの 肩 を 一 つ 擦って 

くれた こと もない。 わし は 弟の 佝ま 奴の 祟りで あらう と 

あきらめて ゐる。 死ぬ 時 はおれ を 恨んで 死んだ とい ふか 

ら。 おち か はまた おち かで 今にな つても まだ あの 時の こ 

と を 忘れないで おれ を 苦しめて ゐ るの だ。 あいつ は蛇以 

上に 執念深い 奴 だ。 

お 桑 でも 道太郎 をよ く 育て \ くれて ゐ ます ぢゃ ありませ 

んか。 

茂吉 育て \ ゐて くれる と 思 ふの か。 道 太郞は 生まれ もつ 

かぬ 馬鹿にされ たの だ。 

お 桑 ぇッ、 何です つて。 

茂吉 お前が 家 を 追 ひ 出されて 間もなくであった。 おち か 

の 奴、 道 太 郎を設 すつ もりで こ 、の 上の 崖から 落したん 

お 桑 おち かさんが そんな こと を。 

茂吉 うむ、 みんな わしと お前に 對す る復譬 からなん だ。 

ところで 道 太郎は 救って くれた 人が あって 具合よ く 助 か 

つた。 しかし その 時 頭 を ひどく 打った ので それつ きりろ 


570  店 のれ づは町 


お 街お K 

桑 か 吉桑吉 す 


茂吉 でも おれ は そのために 十一 一年 も かう やって 苦しんで 

ゐ るの ぢ やない か， - 

お 桑 わたし だ つ て あれから 幾度い ろ/ \な 男から 男 へ と 

賣り わたされる やうな あさましい 目 を 見て ゐ るか 知れ ま 

せん。 これから だって また 明日に でも raj^ にも 捨てられて、 

また どうなる か 知れ ませぬ。 みんな 亡くなった あの人の 

呪 ひだと おもって あきらめて ゐ ます。 

茂吉 お 桑シ！ ちょっと でい、 から わしのと こへ 來 てく 

お いけません。 もう 二度と そんな こと をい つて 下さい 

ますな。 わたし は あの 時の こと を 思 ひ 出しても ぞっとし 

ます。 あなた は 恐ろしい 方です。 魔法で も 使った やうに 

Ifv 力 し^、 も を  

茂吉 わたし 一人で はない の だ。 お前に どの 男に も 抵抗す 

る こと はでき ないやうな 女に 出 來てゐ るの だ。 お 桑、 お 

れは 十二 年の 間 こ X に 夜 も 晝も寢 たつ 切りで お前 を 待つ 

てゐ たの だ。 ぉれを可^„^さぅだと思ってくれ。 おれ は 十 

一 一年の 間 自分の 一 人の 妻に さへ 冷たい 水 一 杯飮 ませても 

ら つたこ ともないの だ。 お 桑、 もう わし も 直き 死ぬ にち 

が ひない。 末期の水 だと 思って たった 一杯の 水で い、 か 

らお 前の 手で 飲ませて くれ。 それが 何の 罪に ならう。 お 

前 は 義理の 妹で はない か、 わし は 十二 年の 間 こ、 に， た 


くに もの もい へない やうな 馬鹿にな つたの だ。 

お 桑 可哀 さう に、 何も 知らぬ 子供 を。 

茂吉 それに あ、 やって 育て 置く の はな あ、 あの 子 を 可 

愛い と 思 ふから ぢ やない の だ。 三日に あげず 何か氣 に^ 

はぬ ことがあ ると 可哀 さう にあの 子 を 細引で く  り 上げ 

て は 打ちのめ すの だ。 からだ 一 つ 動かす こと もで きぬ わ 

しに あの 子の 呻き 歸 を か せたいば つかりに する の だ" 

お 桑 まあ、 人間と してよ くも そんな ことができ たもの だ。 

. 道 太郞ゃ …… まあ こんなに 可愛らしい 子に 生まれついた 

にな あ。 どれ 手 を 見せて ごらん …… とれお 頭 を …… わし 

が惡 かった、 勘忍して おくれ。 わし はな t う 二度と こ 

の 村へ 歸 つて 來る こと もないで、 このお 金な あ、 これ を 

上げる から 大事に しまつと くんだ よ。 それから これ はお 

ぢ いさんに、 塞くなる から 上げて おくれ。 わしが 旅の 行 

く 先き くで 編ん で笸 い たもの だ か らなぁ …… わし はも 

う 行きます よ。 (金 包みと \iP 絲の シャク 道太郎 にわた 

) 

お 桑、 もうお 前 は 行く のか。 

はい。 

お前 はわし にやさし い 言葉 一 つかけ て は くれないの 


亡くなった あの人の こと を 思 へ ば， 
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え。 (-=^i_5* 拭く〕 もう 水 はたく さんです か。 

S ありがた 5。 

お 桑 夜具 もこれ では 寒いで せう。 もう 霜が 下り ませう か 

ら。 (夜具， かかろ くた、 く) ではもう これでお 別れに い 

たします よ。 

吉 お 桑 ッ！ 

^ ぁッ、 いけません。 いけません。 

吉 お 桑 ッ！ 

桑 いけません！ いけません！ 

(障子が た ふれる。 ぉー^;^ は 茂吉の 手. ^振り はなして 十 

間へ 下りろ。 |« 吉は幽 f『^ の やうな 手，. のばして お 桑.^ 

とら へ fs うとす. ろ。) 

おち か (登 揚) おや ッ！ お 桑ち やん。 

お 姉さんで したの。 

おち か 相 か はらず 綺麗ね。 それに 若い わ。 自 分が 浮氣を 

し て 生んだ 子 は 人に 育て さし て、 自分 は 好 い たこと をし 

て 遊んで 歩 くんだ から。 わたしの やうに 贫乏 世帶を 切り 

ま はして、 厄介な 病人た の、 年寄 や 子供 だのと 背負 はさ 

れる だけ 背负は され てゐる 女と はちが ふ わね え。 

お 桑  。 

おち か 何し に 人の 留守 を ねらって やって 來 たの〕 また 亭 

主 を. 盗みに 來 たの" お生憎さま ねえ。 足 15 も 立たない ん 


つきり で 一杯の 水 も …… 。 

お？ si- たうとう わたしが 敗け ましたね。 ぢゃ水 一 杯 だけお 

上げし ます。 そしてお 別れいた します。 

(おめぶ 水.^ コク ブに拘 み、 茂 古の 傍へ 持って ゆく。) 

^+" あ、 うまい ……、 つまい …… わし は 十二 年 振りに 水の 

う まさを 思 ひ 出した。 わし は 水のう まさを 忘れて ゐた。 

お 桑もう 一杯 注いで くれ。 

お g ります ねえ， 妯 さんに でも 歸 つて 来られる とそれ 

こそ 大變ぢ やありません か。 

^小：；！ あいつ はさつ き 役者の ところへ 出かけて 行つ たから 

なかく か へらない よ。 

まんた うこ m, 又 者です か？ 

あ、 8? だよ。 

こんな 病人 を- 33 いて。 

みんな ISlio の つもり さ。 

まあお あがん なさい。 (コ、 ソブ， ^われす) 幾 杯で も 

お あがん なさい。 三 杯で も 四 杯で も …… もう わたしが 行 

つ てし まったら 冷たい 水 一 杯飮 まして くれる 人 も ありま 

すまいから …… 。 

茂吉 ありがたう。 わし はもう その 一言 葉で たくさんだ。 こ 

のま」. 死んでも 悲しい と はお も はぬ" 

あんま 

M あなた は 湖 情な 人です が、 餘 り可哀 さうな 方です ね 
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れ なら それと …… 。(： .1 引.^ 持ち出し てぐ ろくと 道 太-船 

. ^十； 間の 柱-,: 縛りつ けて つ  >  はざまに 擬ろ) 

m 吉 これ、 何も 知らぬ 子 を。 止せと いふに。 

道太郎 (t. き： く) 

馬 左^ 門 r 醉 つれ 足 どリて 登場。 おち かの 腕.^ とらへ ろ) 

おち か、 たいてい 分に しといた 方が い 、ぞ。 可哀 さう に。 

おち か 男 を， 謎 一 収られ て も、 たった 一人のお つ 母さん を あ 

んな H に 逢 は されても、 ひ とり わたし を可哀 さう だ と 

い つ て くれる 者 はない。 いったい 誰が 一 番可哀 さう なん 

だ …… 。 (f.} 

馬 左衞門 お前 は あんまり 執念； 法い。 一 E; は 可 一 3^ さう だと 

思っても、 お前の やうに あんまり 執念深い とか へ つ て 憎 

らしくなる。 お前 も-うす こし^ を 出せ." 

おち か 佛 性つ？ は、 は k は  わたしの やうに 子供の 

時から ひどい 目ば かりに 遇 はされ て 来た 者 の 心が お前 さ 

ん なんかに わかる もの か。 

馬 左衞門 ぢゃ、 お前の い、 やうに する がい \。 こっち も 

その つもりで ゐ るから。 

おち か お 互 ひさ まだ。 (ふ.^、 び 道 太^,^ 鄉リ つけよう 

とする。 茂 古. ！■  く) 

錢 之 助 (戸口から 土間， ^^き 込み、 お 桑，^ 見て. ひつく リオ 

る) 


だから 一緒に 逃げる わけに も ゆかない わ。 は、 は、 は：. 

…おや、 そっちの 浮氣者 (茂吉 の 方，^ 見、 コップ.^ 見出 

す) わたしの 留守に 冷たい 水で も飮 まして もらった ので 

すか、 さあもう それで 安心して あなた も 往生な すった が 

い V でせ う。  - 

吉 お前 はわし を、 わし を 放っといて どこへ 行った〕 

ちか 用事が あった. から 出かけ ましたよ。 

吉 闲 事と は 何 だ。 

ちか あなたの 用事 ぢ やない。 わたしの 用事 さ。 

吉 お前 は 旅！ 仅者に 逢 ひに 行った の だら 5" 

ちか それが どうしたと いふので す。 わたしの 勝手で せ 

，つ。 あなた はわた しの 留守に こんな こと をして ゐ< -んだ 

もの、 そんな こと をい はれた 義理 ではないで せう、 おう、 

さう だ つ だ。 道太郞 あれから 商 ひ は あつ たか い 。 

道太郎 何もない。 

おち か おや、 どうしたの 一文 も はいつ 

てゐな いぢ やない か。 どうし たんだい。 

道太邵 おれ 知らぬ。 

おち か 知らぬ ことがある もの か。 お前が 盜ん だに ちが ひ 

ない。 

道太郎 いや、 盗まぬ。 

おち か 盗まぬなら ちゃんと ある はずで はな、， か。 よし そ 


^；^！乃ひづは町 


& 73 


お 桑 おや ッ？ あんた は 何し に？ 

敏之助 お前 こそ こんなと ころへ 何し に來 たんた。 おかみ 

さん、 (.f 間に はいって 來ろ) あなたが 先つ き a 呂敷 をお 

忘れ だ つ たから 持つ て來て 上げました。 (おち か つ 

と^. ^赧ら めろ) 

お！ あなた は？ 

おち か この 女 は あんた の？ 

级之助 わたしの 女房です よ。 

おち か あんた のお 上さんで すって。 お 桑さん、 あんた は 

化合な 女 だな あ。 (K- い 嫉奶の 念に 燃えろ) 

^之 助 わたしの やうな やくざ 者の 女房で は あんまり 仕 合 

せで もあります まいよ。 

おち か あんた の やうない k 男 を 袖に すり や 罰が あたり ま 

すよ。 お 桑さん とい ふ 女 は 昔から どうして 油斷 のでき ぬ 

女でした から。 

级之助 おかみさん、 ぢ やあんた からこの 女 を？ 

おち か だって わたしの 義理の 妹です よ。 

级之助 へ え …… 。 

おち か あすこに てゐ るの がわた しの 大事な 連れ 合 ひ で 

すよ。 わたし 大事の 男 をお 桑さん に. 1 取られ たんです よ。 

十二 年 前の 話です がね えり 

之 助 ぢゃ、 わざ/ \ わしの 眼 を 倫んで また こんなと こ 


ろに やって 來 たんだな あ。 

おち か 何のた めに 來た のか 知らぬ が、 わたしが あれから 

歸 つて 見る と 一 一人 切りで コ ップの 水 を 飲ませる やら 何 や 

ら。 わたし も 飛んだ 時に 歸 つて 來 たもの さ。 

鐵之助 お 桑ッ！ きさま はおれの 顔に 泥 を. M つたな。 

お 桑 わしが 何で。 

錢之助 あの 白々 しい …… 。(急に 飛び か V つてお 桑の 髮.^ 

篮摑 に«ん て 引き倒して K む。 攤ろ〕 どいつ だ。 おれの 

女房 を；. m 取りしょう とした 奴 は？ この 通りに 泣いて ゐ 

るが 助けに は來 ない のか。 薄 情な 男 だ。 

おち か 助けよ-つ にも 脚 も 腰 も 立たない の だから。 

錢之助 可哀 さうな 奴 だな あ、 は k は. -は …… 。 

茂吉 (t. く) 

錢之助 おれが どうす るか 見て ゐろ。 

お 桑 殺して ください どうぞ。 

錄之助 殺す まで も、 苦しませる だけ 苦しませてから 殺し 

て やる わ。 f おち か が 道 太^. „ ^攤 つ た 薪て お 桑. ^機ろ) 

£1 左衞門 おい、 い、 加滅 にして 勘辨 してお やん なさい。 

(よ マ c け か，^ ろ) 

徵之助 人の 女房 を いらぬお 世話 だ。 

馬左衞 人の女房でもぁんまり可^5^さぅで見てをれぬゎ 

い 。役者 とい ふ 奴 ま. 顏は やさし さう にの つべ りしと るが、 
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心 は どうも 恐ろ し い 奴ぢ やな あ。 

鐵之助 醉 ひどれ のまう ろく、 何 をい ふか。 すつ こんで を 

れ。 (お 桑の t 力.^ 摑んて 戸外に 引き摺って 行く) さあ 來 

や がれ。 

お 桑 ぉぢ いさん さよなら、 道 太郎を どうぞ。 

馬左衞 g: 安心し ろ。 おれが ついと るから。 

お 桑 ありがた、 「ございます。 

鐵之助 さあ 早く 来い。 往生際の 惡ぃ奴 だ。 (ふた V び 蹴 

ろ。 ぉ桑氣 結す ろ) こいつが 死んだ 眞似 をした。 (引き 

摺 つて ゆく) 

馬 左衞門 それ は あんまり だ。 

鐵之助 何が あんまり だ。 (馬 左衞 門の 向う 脛.^ 蹴る。 馬 左 

お siTEls? れろ〕 は. --は  >- は  ぢゃ、 おかみ さんまた 逢 ひ 

ますよ。 

おち か も いちど ぜひね え。 

鐵之助 承知し ました。 さあ。 (氣 結して. Q ろお 桑.^ 引き 

指って 退揚) 

(工夫 甲乙丙 等 登 揚。) 

H 夫 乙 どうしたんだ 親爺さん！ 

工夫 甲 おや、 泣い とる ぢ やない か。 

馬 左衞門 あの 役者の 奴 ひどい 目に 遇 はせ やが つた。 

工夫 丙 どうしたんだ ねえ。 


馬 左銜門 おれ は 生まれて まだ あんな 奴に こんな ひどい 目 

に 遇 はされ たこと はない。 おれ は 悔やしうて ならぬ。 そ 

れ にあのお となし いお 桑坊 を、 あいつ は 殺して しま ふに 

ちが ひない。 (お 桑の 悲鳴が^ えろ) お 桑 だ。 お 桑 だ！ 

工夫 甲 おや 變 だぞ。 爺さんの 眼が すわって しまった。 

工夫 乙 爺さん。 まだ 醉 がさめ き r ぬから、 さあ あっちへ 

行つ てす こし 寢てゐ た 方が い 、。 

工夫 丙 まあ 可哀 さう に 向う 脛から 血が 流れて る。 さっき 

こ  > -へ來 た あの S 者 か？ ひどい こと を しゃがるな。 (お 

ちかの .m*^ のぞく。 おち か、 つんと すました 額.^ すろ。 

女の 悲鳴。 馬左衞 s: よろ けながら 飛ん て ゆく) 

工夫 甲 親爺さん 飛んで 行った ぜ。 

工夫 丙 醉 つて ゐ るから な あ。 

S. (呻く) 

H 夫 乙 おや/ \、 道坊 はまた 縛られて ゐる のか。 可哀さ 

うに。 (ほどいて やらう とする) 

おち か ！ Si 計な こと をして もら ひますまい。 

工夫 乙 だって 何も 知らない 子 を 可哀さ うぢ やない か。 

工夫 甲 おち かさん、 今日 だけ は ゆるして やつ てくだ さい。 

(道 太郞. ^解いて やろ) 

工夫 丙 親方 どう だね ぇ鹽梅 は？ 

茂吉 ありがたう ございます。 ながいことお 世話になり ま 
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したが、 わし ももう いよ/ \- 今. おあたり 駄目ら しう ござ 

I ま！？ 

工夫 甲 そんた 心細い こと をい はんで I 颯を しっかり 持ちな 

さい。 

S いや、 わし は 今 g まで は 死にた うなかった が、 さつ 

きから急に^5 ぃ物でも^したゃぅな.氣になっ た。 もうい 

つ 死んでも 何とも 思 ひませ ぬ。 

H 夫 乙 親方 は 今日は 變な ことば かりい ふな あ。 

(^然 けた V ましい 叫^^が 聞え る。) 

工夫 丙 何 だら う。 あの 驗は？ 

(W の 人々 多^ 走って 來 る。)  , 

衬の男  一 左衞 門さん が 大變な こと を やっつけた V" 

工夫 甲 どうしたと いふの だ。 

村の 男 二 色の， ：！ い 男 を 刺し S した 1*。 

おち か ぇッ I 

村の 女 恐ろしい こと だ。 

村の 男 三 色の 白い 5?r が、 お 桑さん を 引き 招り ま はして、 

水力. m 氣の崖 から 突き落さ うとし てゐ たと ころ に 馬左衞 

門さん がかけ つけて、 止めた が 止まらぬ ので、 たうとう 

馬左衞 門さん は 腹 を 立て & 短刀で その 男の 横っ腹 を 突い 

たミ 

おち か あの まう ろく 爺が …… あの人 を？ (泣く) 


茂 古 は \ は&は …… 。 (f.. きながら 笑 ふ) 

工夫 甲 爺さん 醉 つ て ゐ たからな あ" 

H 夫 乙 それに あの 肥 後の 守が 惡 かった よ。 

村の 男 四 あすこから 馬 左 0 門さん が來 た" 

(村の 人々 さ V やさながら 退場。) 

馬 左衞門 (登 揚。 片手に 血に 染ん， た 肥 後の 守.^ 摑ん てね 

る。 呆然と してね ろ) 

H 夫 丙 爺さんた うとう やった な あ。 

馬 左衞門 …… " (き とんと し；^ 眼 \ 、おち かや、 工夫た ち 

1^ 見ろ) 

おち か このま. つろ く 爺、 それで わしへの 面當 をした つも 

り 力 

茂吉 (t" きながら 床の 上に 苦しく 笑 ふ) 

道 太， g ぉぢ いさん、 さっきの 小母さんが 寒くなる からこ 

れを やってくれ といった よ。 (毛絲 の シャツ.^ わたす) 

馬 左衞門 (毛絲 の シャツ 片方の 手に 受け取った ま、！？ - 

つば リ：； 木 然として わる) 

工夫 甲 爺さん、 しっかり しなせえ e あんな 惡ぃ奴 を 殺し 

たつ て ちっとも かま ふこと はない。 

工夫 乙 丙 さう だ とも/ \。 

工夫 甲 爺さん、 お前さん はも... 立派な 博奕 打の 親分 だ" 

しっかり しなせえ。 
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おち か 何が 立派な 親分 だ。 罪 もない 人 を 殺しと いて。 ほ 

ん たうに どれ もこれ も わたし 一 人 を 眼の かたきに して 憎 

む。 いったい この 家の 中で だれが 一 番不仕 合せな 入 間 だ 

と 思って ゐる のか！  (a!-.^ もがく。 髮 掘ん て 泣く) 

茂 古 (坤 く。 無氣 味な 笑 ひ 方て 笑 ふ。 苦し さう-し， Ig:!^ の 上 

反轉 すろ) 

工夫 乙 おや 病人が 變 たぞ。 

工夫 甲 ほんた うに。 おい 水 だ、 水 だ！ 

馬 左衞門 …… (肥 後の 守.^ 取リ荡 し、 VP 絲の シャツ. ^掘ん 

；: ま、 土 問の 腰掛へ 凭り か、 つてし まふ" おち かの： く 

ST たけが 問えろ) 

II 幕 1 


一 


門 
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松 m か 


m 一  幕 

場 面 

层根兀 たどんび いたみた ろ 豪家ら し告 建物】 t- 木な ど 

も 折れ か、 つた ま、 になつ、. Q ろの も ある〕 面 十 M„i 

の 間、 卜；： びた ろ 床 魅 一 軸と、 瀨 戸 物の. K 火鉢 一 かおる 
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の 間の 一部が 見える- 板の 問に なって. Q  <  ？&, の 棚な ど 

が そ の i  、に 並べられ X ある" すべ ズ が E 4: の JiS 翻 の 

期ち 過ごして 將に 冬の 沈默の 時機^ 待；： うと マろ 晩秋 
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根に 小さき 〈化 ％ 御 燈明毫 などが わり、 秋 si+ が 咲いて わ 

ろ W 

下, 4- 玄^の 軒. ^かすめて 左手に この 家に や 、不相 t 一に 

E わ はれろ ほどの.^ ふ、 な、 - てし，、 令- 體の^ 物ぶ リゃ V 新 
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IS? 作 あ、！！ さん、 い、 氣 持ちでした。 五 右衞門 風呂と い 

ふ 奴に は、 さう だ、 この 前 こ &に來 た 時 はいった ま、 で 

したが：. いもの です ねえ。 十 年に もなります かねえ。 

(二人の 間-」^ ろ) 

か：： 子 さう。 たしかもう それく らゐに はなり ませうよ。 

お 作 それにして は 何も彼も あの ころと おんど 變 化が あり 

ません ねえ。 C ぉ慨 深さう に 家の 周圜， 眺めろ) 

か： V あんまり， 化が なさ 過ぎます よ。 (せ 肉ら しく 笑 つ 

ノ」， さら LL?;^ い 寂しい^,^ すろ) 

5? 作 いや 變 化がないでも ありま せんよ。 第一 まだ あの こ 

ろに 松 ちゃんなん かほん の 赤ん坊でした からね え。 (と、 

松 子，^ K ろ) 

！ S? 作 おや 松ち やん、 ど. つした の。 泣いて るぢ やない か。 

松 子  。 

e;- 作 どうしたの？ 

か U 子 サ；. J 居を兑 に 行きた いとい ふので す？ 

か U 子 え."、 こんな 山の 中で も、 一年に 一度 ぐら ゐは今 

ごろに なると 田 〈せま は り の 芝居が 來 るんで すよ。 

e,:: 作 へえ ：… 成る ST さっき 麓から 歩いて 來る 時、 桑畑 

の^に 筵で^った 小屋 見た いなもの が 出 來てゐ ました。 

舞 5^ 兑 たいな 板の^に は 大きな が 一 入 仰，： 1： けにな つて 


寢てゐ ましたよ。 あれが 芝居小屋でした か ハツ ハツ ハツ 

 それで どんな 物 を や るんで す？ 

かれ 子 毎 m 出し物 はちが うんです。 昨 H は 何だった かの 

う？ (松 子ん 顯 みる) 

松 子 阿波の 德 島十郎 兵衞ぢ や つ た " 

かれ 子 あ、、 阿 波の 鳴戶ぢ や。 算術 は ち つ と も出來 んが 、 

碌 でもない ことなら 直き 覺ぇ るんで すぜホ ッホッ ホッ… 


ra? 作 ハツ ハツ ハツ ：：： それち や 兒 せて やったら い k でせ 

か：^ 子 い、 え、 駄目〕 毎日つ い-けて 一之 居 を 見せた などい 

ふたら、 お 父 はんが 東京から il つ て來 たさったら どんな 

に 叱られる か 知れぬ。 今日は 九 5- まで ぺ4) 解の 勉强 ちゃ。 

ュ」 したら 明 曰 は 芝居 見せ て やる oa. 、つ 奥に いんで さ …… 。 

f 松 子し ぶ/ \ 返揚) 

か U 子 (返 換 する 松 子の 後 姿ん、 眺めた ま- 0 可哀相 は 可 

哀 相です ぞ。 あれで 毎晩： a く まで 勉强. r るんで すが どう 

も 良う できん のです。 村 田家の， <- に は 一 人 も 頭の 良い 人 

がない のです。 だ から あの 子ば かり を 責め る わけに は 

かんので すが …… 。 

異作 女です から、 出來 ない もの を さ-つ 無理に 勉强 させん 

でもい  >-ぢ やありません か。 ， 
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か u や あたし もさう 思 ふんです が、 村 田の 考 では、 今で 

はどうしても あの 子 を 女： ：n. 校から 女 B- 校まで 人れ て、 

村 田家 を顏 がせる より 他に 方法が な いとい ふ の ですから 

異作 さう すると、 あの 子が 兄さんの 3. お 後の 理想の 一 つと 

して 選ばれた のです かねえ。 

か：：；： 子 後の 理想って？ 

異作 兄さん も隨 分、 理想 だの、 {<1： 想 だの を 描いた 人で し 

たねえ。 だが、 一 つも 成功した もの はま だない やうです 

ねえ。 

力 ir  一. 

fBT 作 最初 は 布咔ん 付き、 北海道の 馬 鈴 W 畑 開拓。 この 村に 

歸っ て來 なすって から は梁樹 Si の 開お。 養蜂 事 …… だ 

が 一 つも 巧く 行きませんで したねえ。 

かれ 子 さう です。 まあ ？？』 が惡 いとい ふので せ-つ" 入に も 

親切 だし、 自分で もず ゐ ぶん 良く 働 くんです が、 する こ 

となす こと  0 

K? 作 どこかに 計 鬣 上の 缺陷が あるの ぢゃな いでせ うか。 

か U 子 あたし もこの ごろに なって 始めて、 どうかす ると 

村 田 の 頭が 惡 いの ぢゃ な いかと 思 ふこ とが ある ん です 

が、 しかし どこと 一一 一一 n つて  。 

瑪 作 頭が 少し 違った ところが あると い へば あるので せ 


う。 無い といへ ば 無 いので せ .T。 まあ 何と 言 つてい、 か 

わからない ことです が、 たと へば あの 門です， (不圖 下手 

の 門ん < 指さす。 空の 色 や V 夕 焼の 色，^:: f す。 か：；；： >f も-て 

の か晃 ろ〕 あれ は 兄さんが 北海道から 來られ てから 第 

一 に 計畫？ れた. ii 事でした。 僕 等から 言 は せれば、 もう 

あの 頃 は 村 田家の 时產と 言つ て は、 わ づかニ 町歩ば かり 

の 田畑と ： 町步 にも 足りない ほどの 山林ば かりだつ たの 

です し、 惜 財の 方 も 可な りあった のです から、 あんな 

鹿氣た 大きな 門なん か 挤へ るよりか、 他に もっと 緊<1.4 な 

化 事が あった iiln です。 

か U 子 それ はあった です とも、 あたしに しても. 个 M 成で 

した。 

B? 作 わづ かに 殘 つて ゐた山 林を« り拂 つて、 あんな a? 鹿 

： 由 1 鹿し い 門なん か 桁 へ るなん て 、 もう 第 一 歩から 誤つ て 

ゐ ましたよ 3 

さう かも 知れぬ が、 また 兄さんの その 時の 心持ち 

も考 へ て やらねば なら ぬ と 思 ひ ます" 

tsf 作 どうい ふ譯 で。 (と.^ 鉢の iSSLi お つた 煃 草，^ とリ出 

す〕 

かれ 子 あんた ばかり ぢゃ ない。 村 田..^ の 親戚の 入た ちた 

つ て、 衬田が！^-くの村にもなぃ ゃぅな火きな門など挤 へ 

た の を： て 色々 な こ と を 言 ひました。 笑 、つた 人 も あり ま 
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c., お そり や、 さ， つで せう。 何でも あの 門 一 っ排 へる ため 

に 兄さんの 山林 をす つかり 賢って しまつ たん ぢ や あり ま 

せんか。 

そこです。 村 田が それほどの 决心 をせ ねばならな 

かった の は、 第：、 なくなられた こ、 のおつ 母さんに 責 

はがあります のぢ や。 (ち i つと ヒ 手の に 氣 1^ つけて、 

や、 诋ぃ ，堪 て〕 お つ 母さん は あの やうに 十六 年 も み つ 

いたま  >  でした が …… 

K? 作 姉さん もず ゐ. ふん 苦勞 をなさい ましたね え、 あの方 

のために は。 (同じく ヒ 手に 氣 くばりながら) 

かれ 子 (ほ ほ^さう に 俯，： i いてし まふ 。膝の ヒ に ぼと：：' と 

ー俠1^^^-す) 

ref 作 姉さん は 小さい ころから 赛 子に やられな さるし、 養 

家で は f^r^ 家で 苦しみ、 こ.^ に 來ては  。 

か；；；； 子 (抑へ る でつ- II しズ〕 まあ そんな こと はどうで も 

、， 》 が …： こも かくです。 なくなられ たおつ 母さんが、 

：^田 とわたし を 枕 もとに 呼んで か. つ 仰っしゃ るんで す… 

…； あたし は 立派な 門の ある 家から 嫁に 來 たん ぢゃ、 だ 

から 死ぬ る も 立派な 5： か ら輿を 出し て 貰 は んぢ やなら 

ぬと …… 。 

er 作 そんな こと も あつたん です かねえ。 


かれ チ 村 田 は あんな 親孝行な 人です からね え。 それにお 

つ 母さんに しても、 無理に 門 だけ 持へ させる つもりで も 

なかった でせ う。 それ は 村 田に しても 同じで せつが。 ま 

た 麓の 叔父さん などに 對 する 意地 もあった でせ-つよ。 

tB? 作 なるほど ねえ …… 。 

人の 田 も 山林 も 胡麻 化して しま ふし、 町に 出す 米 

と 言へば、 質の良い 自家の 米 は 自分の 名で 賫 るし、 自家 

■ の 俵に は 自分の 方の 惡ぃ 米 を 入れ て 出 すんで すし …… 。 

作 そんな 惡 い こと をし て あんな 大きな 城の やうな 邸 を 

作った のです かねえ。 、ち つと 仲び ヒっ て 麓 £ 方， か 兌 

^nT だから さ、 村 田 は あんな 人です から。 の 意地と 

しても 村 田 は 門 だけで もせめ て 叔父さんの 門より 大きな 

門が 作りたかった でせ うよ。 何せ、 こちらが 村 田 ー黧の 

宗家なん で すから、 それ を 思 ふ とわたし にし て もお つ 母 

さん を 貧乏の ま k で 死なせ た の は 悲しい と 思 ひ ますよ。 

(袂 で！^,^ 拭く) それに あの ころ はま だ 健； 一さん もやす 

子に 突かれた 眼の 痛みが ほんた うに 癒らん で、 京都の 大 

學 II 院だ の、 有 馬の 溫泉 たのい ふて 隨分 お金 はか & つて 

をり ました。 その 苦し い 中から あの 門 を 持 へ るんで すか 

ら、 .nrt がの 人の 身に なれば、 また あたし 等に 話しに くい 

苦し い ところ も あ つ たでせ う。 


勇 作 まったくで すねえ。 健 一 一さん の 事件 さへ なかったら、 

また 兄さん の 事業に し てもう まく 行 つ た でせ うにね。 

か U 子 さ、 つです とも" いったい やす子と いふ 女の やり方 

は 常識で は考 へ られ ませ んょ。 何 ぼ 自分 の 5^を戰爭に出 

したくない から と 1ー3 つ て 、 自分 の 男の 1^ を 突いて. H 人に 

する なんて ：•：• 。 

勇 作 一 度 は 出征な す つ たん でした ねえ。 

か：：： 子 さう です。 旅 順で ひどい 負傷 をして 內 地の 病院に 

经られ て、 傷が なほって、 .fs 一度い よ/ \ 出征す ると い 

ふ 日の だ つ たさう です。 やす子が あんな - J と をした の 

作 よくく 思 ひつめ たもので せう ねえ。 それで やす子 

さん とい ふの は 監獄に； な」 られ たんです ねえ。 

か：：^ 子 北海道の 何とかい ふ 監獄です。 

&: 作 しかし 考 へて 見れば 健 二さん も氣の だが、 やす子 

さん も氣の 毒な 人です ねえ。 (考 へ 込む〕 

か；^ 子 (ち 二つと K- 愉快 さ-つな 額サ やして に.^.^ つけ 

る〕 

K? 作 で、 から は旣 うやす 子さん は 出たん です かい？ 

か：^ 子 、f、  二 年と ゐ ないで 出た さう です。 精神 異狀と 

か 何とかい ふて。 (吐き出 マ やうに 言った が、 急 Li 人の is- 

は ひがす るの \ 、勇 作に 目く ば ぜんす ろ) 


(上手 5„| 棚の 傍から 小作人と、 健 二 出て 來 ろつ ^二 は 

&蒼 C く、 神經 質ら しき 盲 入。) 

小作人 健 二 さま、 ありがた-つ ございました。 おかげで え 

らう 安心いた しました o( と 式 n のと ころて 腰， ^低く こ 1^ 

めて 懐より 紙&ん 出し〕 これ はお ^か しう.、 一 ざ い ますが 。 

(健 二が 押し やろ.^ 無理に おく〕 

健 二 今い ふた 通り、 案じる こと もあります まい。 たいご」 

の 月の 中ば まで は 旅立ちな ど はなさら ぬがよ い。 人 は， H 

分に 思 ひも 寄らぬ 時、 思 ひも. 寄らぬ 迷 ひに 引か k る もの 

ぢ やけに  。 

小作 入 はい、 はい、. i めり がた うご， さいました 。〔下 へ 去 

ろ) 

-健ニ 小作人 .i-c- ぉリ て、 十 Sii の 間へ 艰ろ" 0 

作 お疲れでした らう。 (座.^ す、 めろ。 ^二、 手！ 7: リ.^ 

しながら tsT 作の 傍 LL ゆ： ろ) 

健 二 ハツ ハツ  好きで こ んな - J と を 始め まし たが 。 

瑪 作 いったい 何時 こんな こ と を 御 S 究に なつ た の です？ 

1^  二 研究した わけで はない のです ハツ ハツ。 

か U 子 子供の ころ 健 二さん は.； W 身で、 山のお 寺に あ づけ 

られ て ゐ なす つ た の だ さう です。 そ の 時和尙 さんに 敎は 

りな さつたん で …… 。 

健 二 ハツ ハツ ハツ …… 。(恥. つかしげ に ふ) 


門 


5^作 それで 巧く あたります か。 

健 二 さあ、 どんな ものです か ハツ ハツ ハツ  。 

かれ 子 いえ、 健 二さん は 正直 だから、 よくい！： ひが あたる 

さう です よ。 こないだ もさう でした。 この 麓からで した 

がま だ びん びんし とろ 男でした が、 健 一 一さん が 占 ふて 少 

し をつ けなさい と 言 ひな さった が、 それから 一週間 立 

たぬ うちに 酒 を 飲んで、 川に 落ちて 死に ましたよ。 多い 

時には  一 I：： に 十 入は來 ませうよ。 すゐ ぶん f.1 ^いところ か 

らも  0 

(この 昨 ひ 芝 2iS の 小 太鼓の 5^:3? 仏く に^ゅ。 太鼓 の 

3 止む と：^ んど raf  LL 松 子が iSK の 方て ー：1 い . 球て 欲 つ て 

なろ； お^ゆ。) 

おや、 松 子の でせ う、 歌うて ろの は？ 

？  。 

か U 子 どこで せう？ 

K? 作 の 松 山の 中ぢ やありません か。 

^aT また それ ぢ やい つもの 松 山に 行つ て 歌うて るんで 

すのう。 

_&っ 作 たいへんい、 ぢ やありません か。 

(松.^2^の調；，^、 一層 高く、 IS? 美しく^く。 コ： 人 

しばらく n きとれ ろ。」 

か：；： 子 .H 分で は 女！！ なんかに はならぬ、 音樂 家になる ん 


だなん て 生い きな こと をい ふんです ぜ。 あ 5 歌が お 得意 

な ん で せう 算術 は 丙 丁 で すが 唱歌な ら 何時も 甲です の う 

(健 二， ^顧ろ。 健 二うな. つ告、 ？ iv, に 沈む〕 可笑しい ので 

すよ、 村 田 は 一 r 浦 環と いふ 人が 城下に 來 たころ は、 肖 家 

の 松 P も 音 樂 家に なさう か 歌が-つま いからって ホホ ホ 


(E? 作 il^ ふ。 健 二 寂しげ に 笑 ふ。) 

re? 作 (不 歸 氣 付いた やうに.〕 時に もう 日が 暮れ か、 つて 

來た が、 大分 塞くな つて 来た。 僕 も 今夜 は 立た たければ 

なりません から 洋服と 藩. 香 へ ませう。 (おち 上ろ) 

か；：：： 子 さう した 方が い、、 あまり 0! が 暮れる と 田 〈せ は. お 

くのに 難儀 だから。 

勇 作 僕が 立った 後で、 兄さんで も歸 つて 來な さると 殘り 

多い が …… 。 (門の 方， ^し. はらく 见 つ，^ て！^ 路す るが、 思 

ひ 切って 上手の 方へ はいつ て 一 仃くノ 

健 一 一 兄さん も、 もう 歸っ て來 なさら. う 思 ひ ますが な あ J 

(屈 托さう lll-^ci,^ 喫 かす) 

かれ 子 わたし もさう 思 ふので すが  \, ち いっと 門の 方 

, ^见 つ： S る) おや、 うっかりして ゐ ました。 勇 作が 立つ 

とすれば 早う 御飯の 仕度 もし て やらねば。 

(玄^ 裘の臺 所へ は ひろ。 黄昏の 靜寂 室内ん 占む 健 

二 夕 森の 寂寞の？ く かの やうに、 耳ん 倾 けて 柱 Li 
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健 松 健 松 維 松 健 松 健 松 健 


松 體 松 健 松 健 松 健 松 健  松 健 松 健 


£5 りか、 ろ" 松 子 振リか ヘリ 板り か ヘリ 門の 上の空 

見ながら 下手 ニリ 登揚。 門の 上、 山の わ^ リ夕燒 けの 

色^しく 燃 ゆ。) 

松； 十 (うれ ひながら 來リ、 立ち ど.." っ乂、 門の 上の 夕烧け 

の ろ ) 結構な 空 やな あ。 

(間 J 

松 子 (家の 中 ^きながら) あら 叔父さん かいな、 そこ 

に をるな あ？  • 

二 あ k わたし. ちゃ、 松 子 か い？ 

子 わしび つくりした。 そない 薄暗い とこに ゐ るん， ちゃ 

もの、 叔父さん は 一 人で。 

二 ハツ ハツ ハツ、 そない にび つくらした のかい。 叔父 

さんが こ i にゐ たんで。 

子 でも 叔父さん は、 さう やって ゐ ると 幽靈の やうに 寂 

し. いもの。 

二 面白い こと をい ふの、 どうして。 ハツ ハツ ハツ ：：： * 

子 どうして やら 知らん けど  叔； 乂 さん？ 

二 何. ぢ や？ 

^ 叔父さん は いつも 何だか I 叔 しさ うぢ やな あ" 

二 わたしが かい？ 

子 ぁト： 。 

二 さう でも あるまい。  一 


松 子 い、 や、 さ うぢ や。 あた しいつ でも さう 思 ふ の ぢ や。 

叔父さん は なぜ この ごろ 寂しい 顔ば かりして るかて？ 

. 叔父 さ ん は 盲入ぢ やから かのう？ 

健 二 さ. つか も 知れぬ。 盲人の 顏は 寂しい からのう。 

松 子 誰でも 言 ふとる わ、 村の 人た ち は 叔父さん は 氣の毒 

だて。 

二 わたしの こと を かい？ . 

MJ ま- - 

二   J 

SI (不 B 思 ひ 出して) あ、、 それから あたしが 昨 B 芝 

US 见 にいんで もどりよ つたら、 見知ら^ 小母さんが 來て 

叔父さん は 丈夫 かねつ て たづね たが。 

二 何處 でよ？ 

^ あの 十、 沼の 傍で よ。 

二 大 沼の. 傍で？ 

子 あい。 

二 どの やうな 小母さん だい？ 

+ どの やう な いふても 言 へ ん が 。 

二 家のお 母 はんぐ らゐの 入け え。 

C, うむ、 若え。 そしても つと 色の 白え。 

二 そし て 叔父さん は 丈夫 か い 言 ふ て それた け で …… ， - 

r お 父 はんやお 母 はんも 今 家に ゐてか へ とな あ。 
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もな く、 不名譽 でもない と いふ こと を 知る やうに なつ 

た。 名譽だ の 不名譽 だ のとい ふつ まら ぬ考 へ か ら 人を捨 

てたり、 憎んだり する ことが ほんに くだらぬ こと ぢ やと 

いふ こと も 知る やうに なった。 わたし は あの 女の ために 

この やうに 兩 方の 眼 もつ ぶされ たし、 社會 とい ふ もの か 

ら 葬られ て し まうた 。 わたし はこの 十 何年 どな いに か あ 

の 女 を 呪 ふた か 知れぬ。 しかし この頃で はわた し は 幾ら 

か あの 女の 心 も 掬む ことができて 來 たやう に 思 ふ。 もし 

わたしの 前に あの 女が 戻って 來に としたなら わたし は… 

 しかし、 そな いなこ とが  わたし の 心 はこの ごろ 

はい つも 何 か 知ら ぬが い 影に でも 追 はれて ゐる やうな 

氣 がし でなら ぬ。 入 間に は い つ でも思ひ！^议け ぬ 大きな 禍 

がふり か 、 つ て來 ると いふ ことがあ まり 强く 感じられて 

來た。 わたし は 生て ゐる ことが 怖し くな つて 來た。 わた 

し は、 兄た ちの やうに 死ぬ まで 自分 の 思 つ た 道 を ま つ 

し ぐらに す 、むことの できる 人が うら やましい。 

(かれ チ 下手、 玄關の 甚.， ^リ 登場、 手に 御水の 瓶 子，^ 

持つ。) 

かれ 子 健 二さん、 そこにお いで 1- すかい。 松 子 も そこに 

かい！ お前 勉强 せんとい かんが、 歌ば かりうた うて。 

( に 下りて 翁の 扉. <^ 叫け て 瓶 子 か 中に 入れる) 

健 二 她 さん はよう 信心な さるな あ。 一晩で も 御水と お 明 


他 二 たづね たの かい？ …… 

松 子 あい。 

他 二 そして どっちの 方へ もどって いんだ。 

松 子 そしてな あ、 あたし を- ぢ いっと 見て ゐ たが、 可愛い 

い 子ぢ や 言 ふ て 抱かう し たけに、 びっくりし て 逃. け て 來 

たん ぢゃ。 後で 見たら や つ ばり 大 沼の 傍に 立 つと つ た。 

健 二  (Islln の やうに) あの 太 沼の 傍に 立って ゐた I …… 

ひよ つ としたら あの 女が や つ て來た の ぢ やな いか？ い 

や、 そんな ことが あり 5^るも のか。 ( の屮^ 手 拔リ 歩き 

ながら 緣惻 へ 立つ) でも さっき 訪ねて 來た 嘉衞 門さん も 

わたし に 低い 驗 でさう 言った。 何だか あの 女に 似た 女 を 

昨夜 こ、 の _ 叫ぐ 門の 前で 見た と C  (戰 1^ と-不安.^ 感じた や 

うな 表 ぐ  一 K ん见 つめ る) 大 沼と 言へば、 あの 女と あ 

の やうな ことにな つたの も あすこであった。 あすこで あ 

の 晚逯ふ やうな こと さ へな かつ たら あの 女 も 他の と 一 

緒に なつ た であらう し 、 また あの 女 も わたし も， J んなこ 

とになる こと もなかった らう。 人間の i 生と いふ もの 

はほんに 妙な もの ぢゃ。 道 を ゆいて ゐろ 人が、 もう 一 歩 

早い か、 「：^ぃ かで 或る人 は： if 八：： せに 打つ 突かる、 或 人 は 

不仕 介せ に 打つ 突か る …… わたし はこの ごろに な つ て 、 

入 問 は どの や-. < 'にもが いても、 なるやう にし かならぬ し 

また どの やうに な つたと ころで、 それが そ の 人の 名譽で 
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り を絕 やしな さった こと はないで せう。 

え、， だけど、 自家の 神 さま はこれ ほど 祈っても 

いまに 何の 驗も あら は し て くだ さら ん ので。 

館 一 一 姉さん は 何 を さう 祌 さまに 願 ひな さるんで す？ 

か， U 子 あたし です か い ？ そり や あなた い くら 祌 さま ぢ 

ヤ から い ふ て も、 これほど 毎晚 御水 を 上げて 御明り をつ 

けたり して ゐ るので す もの 、 それに 對 してで も 何か宜 い 

- J と を さ づけ て くださらね ばなら ぬ 義理で せう。 

健 二 ハツ ハツ ハ ッ …… 。 (淋しげ に 笑 ふ〕 

かれ 子 だから あたし いつでも 祈る のです、 祌 さま、 あな 

たは この 村 田家に 何 代と いふ 間祌 さまと して 祭られて ゐ 

な さる。 さう すれば 小ノ し は 村 田家 の - 」 とも 考 へ て くださ 

る 害 だ、 村 田家が 今日の やうに^ ちぶれ てゐ ろの を あな 

たは 知らぬ顔で 见てゐ なさる つもり か。 一 tn でも 早う 今 

&に でも {且 い 仕 合せ を 持って 來 てくだ さい つ て。 

健 二 さう" 祈られて は 神 さま も 少しお W りで せう ハ ッ ハ 

ッ ハツ …… 0 

か： i 子 ホ ッホッ ホッ… . 。 

松 子 お 馬， ちゃ、 高 天 さまの 御 神馬 ぢゃ。 (鈴の な g ゆ。 男 

二 入 下手よ リ來 る。 一人の 男 は 挾み 闲，^ 擔 いてね ろ) 

男 一 御供 物で ございます。 (紙& み.^ か U 子に 波す) 

かれ 子 御苦勞 さまで 御 います。 (. ^鉢の 傍の 小箱 リ小 


錢，^ 出して 男に 渡し 奥の間へ 人る) 

男 1 と 二 ありがたう，、 /さいます。 (下手 へ 退場) 

松： 十 御 神馬 を 見て 來ぅ。 (馬ん、 追 ふて 門の 外に 出ろ。^.^? 

る) 

(松 子 再 * ひ e: の 方- 6 リ 登ぬ。 門の 上の空.^ 眺む。 々烧 

けの 空 次第に 黄昏れ ゆく。」 

松 子 叔乂 さん …… 。 

健 二 …： 。(俯. M いたま vtt に 凭り か、 つて タプへ 込ん てね 

か n 子 (手に 御燈 叫ん lis つて 登場) 松 子、 まだ そこに ゐ 

たんかい 早う あっちに いんで ランプ を 持って おいで" 

松 子 あい …… 。 (なほ 不思議 さ-つに 健 二の 方 i ^見て， Q た 

が、 やがて W ひ れて ゆく 夕 空ん.. 眺め 人ろ。 舞 蜜 1 "くな 

る〕 

か U 子 (燈 叫. ^か、 げズ、 <f "の 前に しゃがみ、 八； ：0 ^して 狄； 

心に 祈願. こめろ) 

健 一 一 (tt に 凭れた ま 、 f 说 い 空 の ^1=に^さ 人 る でつな 爽 iiE) 

(色白き、 ^の 如く 寂し 告女、 上手の し. げ みに れ、 

, thli そふて ニル つ。 女 しげ/、 と 他 二と 松 子の^.^ すか 

し 眺めて、 悲し さに 堪 へぬ やうに 弒.^ 掩 ふ。) 

(：^ おの 音 かすかに 響 さ、 やがて 消え ゆく"〕 - 
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竹. -ニ幕 

舞 JTSt:?  ：  ic^iw じ。 ぽ じ：：：， ti. 一  幕. ムリ約  一 ^間 後。 

玄^の^ S  ...7  I . フ 巾の 上に ラ ン ブ ，^iM さ、 松： f 1 人椅 

丫に I ^ルリ か、 つ て 眠つ て .0 る。 麥 拍 く^、 來\ ぬ ふ、 欲 

力す 力！. 

小作人 彻； ：； (.lii.^g! 十 }f| 六 な) おしま ひでした かい？ 

(返； £j なし〕 今晩は ：… は， あ 嫂さん よう 寢てゐ なさるな。 

( 少 し大さ な . 蛇て ) おしま ひでした かい？ 

奧 i りかれ： 十の， 嫌 はい ：… どなた？ 

小作人 勘 •：： わたしです、 今晩は … ： 

(かれ； 十 登場。) 

かれ； 十 あ、、 勘 H さんでした かい。 今晩は …… まあお か 

け。 (松 子の 方ん 见て) まあ、 松. ナ はまた 眠って ゐる、 こ 

れ、 松 r! 

(松 子 起さろ。)  ， 

かれ 子 どうし てこない に勉强 がきら ひなの だら う 。また、 

それ ぢゃ、 來年も 一 Jas だよ〕 さあ、 あっちに 行って お湯 

にで も はいって おいで。 

(松 子 退 势。) 

か U 子 勘 三さん 何 か W でも？ 

勘：；： 口； 那 さま は： 來 おにおいで だった と いふ ことで した 


が 、 まだ お 歸り に はなり ません かい？ 

かれ 子 あい、 もう 歸り なさる ぢ やらう と S ふとり ますが 


勘 三 實は 日： 那 さまのお いで を 待つ てからと 思 ふとり まし 

たが、 い つ まで も 待つ て をれ ません の で、 ちょ つ と 御 相 

談に參 りました。 (式 臺に腰 か 卸し、 マ ツチん 借 リて卷 I- 

て、 御 相談と 仰っしゃるな あ …… 

彻：； ： n 那が 東京 へ お 立 ち の 前 にも ちょっと 申して は 置き 

ましたが、 御存じ の 通り 今年 も 植付け の 時から あの 曰 千 魅 

でした ので まあ 八 佳のと か あ，： ハ 、ひどい な あ： 4 伎し か 

獲れ ますまい。 まあ 明 闩に でも 奥さん ちょっと 田に 往ん 

で德を 手に 持 つ て ごらんな され、 ばら く の 责が算 へ る 

ほどし か な つ て をり ません。 

かれ 子 あたし はよう わからん けど、 まあ 例年と くらべて 

さう 惡 いと. P ません が、 勘 三さん の 一一 一 S ひな さろ 通り 

なら" 

00 え \、 何で わたしが 嘘 を 言 ひませ う。 それで 小作米 

の 方です がな あ、 今年 はま あ  一 ii^ だけ まけて いたにき；、 

いのです が。 

一  佳と 言 ひな さると？ 

勘 三 段に 一俵 づ つです。 
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かれ 子 さあ， あたしに は その やうな 相談 は …… 

勘 三 奥さんに は 無理で せう。 で * 旦那さん がお 歸 りで し 

た. り どうぞ ；… あつ 、 そんなら 健； 一 さんがお い で 、 T や 

ろ。 

か U 子 をり ます。 

勘 三 ぢゃ、 ちょっと 健： 一さん を、 恐れ入り ますが …… 

健 二  (奥の 方 i リ」 勘 三さん です かい？ (手 拨リ しつ、 

出. 乂來ろ } 

勘 三 おしま ひでした かい。 

健 二 おしま ひでした かい，" 

か U 子 勘 三さん が 小作米の ことで 相談に 來な さつたん で 

十 >  がの. り a 

健 二 あっちで S§ いとり ました" が、 姉さんが 言 ふて ゐな 

さった 通り、 やっぱり 兄さんが 東京から 歸っ て 見えん こ 

とに や。 

勘 三 そり やよ、 つ わかつ とります。 がわた しの 方 も 急. きま 

す の で 早う 御 相談 だけ し と い て Jin ひ ます。 

健 二 相談 はしと きます が … .- 

勘 三 それから 何です。 こな いなこと に 言 ひにくい のです 

が、 こちらの 田 も 今年き りで、 來 年から は 他の 衆に やら 

して いた けますまい か。 

(か U 子、 健 二 や V 驚きの 表情，^ 示す。) 


勘 一一 一 たんと でも あれば です が、 ェ へ  J ちらの は 半 丁 

步 にも 足りません、 却って その 方へ ….： 。 

かれ 子 (や、 羞づ かし さう L1 額产 P 被らめ て) え、、 そり 

や、 もうあん たも 知っての 通り、 村 田の 事業が うまく ゆ 

かんので、 勘 三 さん にあ づけと い た 田畑 も 年 々人に ゅづ 

ると いふ 風で、 あんた に は 氣の毒 だが、 前からの 行きが 

かり 上、 迷^!_^を願ふとりますが …そのこと も あたしと 

健； 一さん だけで はとう も 決め かねます の で、 いづれ 村 田 

が 東京から 歸 りました 上で …： 

勘 三 え X、 その 方 は 急ぐ やうで も 急ぐ ことで も ありませ 

んの で先づ 小作米の 方から どうぞ …… (丈ち 上ろ) 

かれ 子 話しと きます。 

勘 三 どうぞ 願 ひます。 無理 言 ふて すみませんが  

か；；： 子 い、 え、 なに …… 

勘；！！ いやもう 何です ぞ、 地面 持っても 何でせ、 つが 小作し 

とりましても、 どうも 百姓 ぢゃ 死ぬ までう. たつ は 上り ま 

せんせ。 

かれ 子 さう です のう、 今つ や 農家が 一 番 割が 惡う ござん 

すのう。 

勘 三 朝 暗い うちから 起きて、 B が 暮れる まで 牛馬の やう 

に 働 い て も 東お 見物 一 つ でキ、 ません が。 (ち i つ と 皮肉 
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か 子 それや、 さう です のう、 しかし …… 

勘：；： まあ 見て ご.，： -ん なされ、 わたし i.」 も にしても、 あん 

た 麓の ： 上場に 站投を 運びに い ん でも ： 日に：： 一 兩は貰 へ ま 

すぜ、 1； は 八 時から 午後 1： 時まで k さあ。 この ころ ぢゃ 

女な どで 田な どに 出て 働く もの は 一 人 もありません ぜ。 

織 場の ii^ を 引き t 又 くれば ； 月に は 女で あんた 八十 兩か 

ら 儲かり ますで- ぃまにぁんた困<^は荒野になっ てし ま 

ひます ぜ。 働く 入 間 は ： 人 も を、 りんで 地面 持ちば かりが 

墓場の や-つな 荒れ地の 番をし ませう せ ハツ ハツ ハ ク …… 

ホ ッホッ ホッ。 (不^快げに^_„-ふ) 

^二  (始^ 沈 K し-、 ねろ. 

抑；：： それで は *.、 さん、 ： ： 健： ； さん …… 

か：^ 子 おやすみ …… 

(拗 H. 返 揚。) 

(間。) (麥 つ， ，5: 、欲、 杵の昔 聞 ゆ。) 

&1 家の人 は 何 g. 歸り なさる つもり だら う。 勘： 二 ま 

でが あの やうな - ^ と を： 一一 一 "ふや， つに なつ たが …… 。ハ獨 語ち 

ながら、 テ I , フルの ヒ の 新^轼,^?^^ む ) あ、、 ^、依 券 

の 常り の 番號が 出て ゐ ます ぜパ 急 に んゎ, - にたし く 眼な 

！ ^ す，、 

-促ニ  (1= んど 何の 與咏も 持；： ないやう に) さう です かい。 

でも、 吾々 の やうに i 洛ち； 2! になって ゐる もの は、 籤に ま 


で 馬鹿にされます わ。 

かれ 子  (無言の ま 、 讚み つ  >  けろ〕 

健 一 一 姉さん は 債券と 一 抆 ； 枚 引き合に せんと、 よう 覺ぇ 

てゐ なさる のう。 

かれ 子 そり や あなた たった 一 一十 枚ば かり の 債券. ちゃ も 

の Q 

健 二 でも、 それだけの 數 をよ-つ 覺 えてるな さろ。 

かれ 子 でも あなた、 今では 二 千 圓の债 券に でも 當 つてく 

れ るより 他に、 あたした ちが この 境遇 を 打ち破る 方法 は 

な い ぢ や あり ません か。 かう なれば 何も彼も 命が け で す 

わい ホッ ホッホ ッ- 

健 二 姉さん？ 廣券も 久しい もんです のう" 

^af …… ， 次第に. 5^9^ の 色ん あら はす。 腹 立れ しけに 

新聞， や 放り出す) 

健 二 駄； H でした かい、： M さん …… 

か U 子  

(再， び 新^ん 拾 ひ 上げ-. \讀 む。) 

絹の 相場が また 下り ましたよ。 

-您ニ さう です かい。 

か；^ 子 九十 ニ錢 になつ とります よ。 

健 二 九十 二 大分 安いです のう。 

か：：： 子. これ ぢゃ、 とても 賫 つたと ころで 元々 にもな り ま 
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せんせ。 この の あの 商い 桑と、 商い 手間賃 を拂- つて 九 

十一 ー錢ぢ や。 まるでお 話に もな りません ぜ …… 

體ニ さう です のう …… (輕く 溜息，^ つく) 

(間。) 

(かれ： 十： 冉び 熱心に. くリか へ して 新聞の 抽せん 廣 iil:,^ 

読む J 

他 二  ("不 圖 H んに乂 て、) 俾の 音ぢ やありません か？ 姊 

か；： i 子 ほんに 俾の 音です のう。 

^二  さんが 歸 つて 來 たん ぢ やないで せう か？ 

(義ー f 印 登場。 双 すてに 白し、 苦闋に 疲れ？； 'てた ろ 

慌悴の 色 見 ゆ。 よれ 二れ になり たろ インパネ ス、 ^^茶 

けたろ 屮折 K ん： 站リ、 1个に1141へ^^と新^紙；？：みの卷物 

と.^ 持つ。 後より e3 褪ゼ、 铺綠だらけの半纏.^^^た^s- 

夫バ ス ケット と 毛布 包み 一 つ， y けん 關に ぶ。) 

義  一 ^  (半ば 悲鳴ん、 もげろ やうに) あ、 あ X、 草臥れた。 

えら いこと ぢ やつ たぞ。 (懷中 から.， ゆ 入ん 取り出して 車 

夫に 金.^ わたす。 車夫 K 醴しヾ 去る- 

か U  ： 十 (式 蜜 か ら 下 リ ズ 、 急 い て 主 入 い に ォ1- ろ 物 ん 受 け 

とる〕 ほんに お疲れでした、 りう。 

^二  (手 I ^りしながら 式 甕 の 方へ 近 づ く ) 草^れ て で し 

たらう のう ハツ：； ッハ ッ …… (寂しく 笑 ふ〕 


義ー^ うむ、 いや、 ゎしもすっかり田<^:者になってしま 

5 たよ ハツ ハツ ハツ。 三十 年娠 りに おおに 出たん ぢ やが 

えらい 變り 方お や。 田〈^:者には恐ろしぃゃぅ.卜"ゃ。 どこ 

を兑て もえら いこと ぢゃ、 あ、 あ、 -。 (溜息,^ つく) 

か U 子 (インパネ ス ..J- 脱がせな いら) あなたお 揚が：^ い 

とります。 お湯から はいりな さ つ たら どう？ 

義  一 g  ？ J も ありが たいが、 もす , J し i£ つて ゐ て / 、れ、 ど 

うしたん か 家に 歸っ て來 たら、 かう^に 臥れ が 出て… 

... (瀨 さ， - リに挎 やお 袋， 屮脫 お、 捨てろ。 水紘の 紋附羽 

, ^壁- J. 掛け、 面 十 as の 間に はいろ" ；せ作 背 鹿 服. 若、 

奥.^ リ 出て 來ろ。 かれ子^？^の中央の！：のラ ンプ に 火，^ とも 

す) 

Jm?^  n ん さん、 しばらくでした。 

義  一 ^ うむ、 あんた も 來てゐ たんか。 (なつかし さ- 「 as 

作ん- 见 ろ) 

異作 今夜 傑 は. M 京 へ 立ちます の で、 お R にか ^ れな い か 

と 思つ とりまし たが。 

義 一郎 あんた はいつ も 丈夫で よいのう。 あんた はこれ 

から • ちゃ。 うんと やりん さいよ。 

奥 作 兄さん だって、 まだく これから ぢ やありません か" 

義ー那 いや、 もう 駄目 ぢゃ …… あ \ 、日暮れて 道 遠し ぢ 

や。 
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S? 作 で、 兄さん は 何で 今度 は 京に お出かけ になった の 

です？ 

0  -  0 何とい ふ： H 的 もなかつ たが、 わし も 三十 年 來爲る 

こと 成す こと、 よう g 白う ゆかん ぢ やった。 村 田 ー黨の 

お 家と して - J の 家の SI、 こ の 家の 社會的 地位と い ふ も 

の を 北" 通りに したいと 思つ たれば こそ. 隨分 わし も、 お 

前の 姉さん も惡戰 He 鬪 したよ。 姊 さんに しても、 わしに 

しても 恐らく 一入で 三 入 前 は 働いた ぞ。 しかし、 .大 蓮と 

いふか、 それとも わし 等の 計蠻に 誤りが ある のかのう、 

働いても 働いても 尙 i 歩と いふと ころで いつも 背負 ひ投 

げを^ はされ た C で 今度 は 一 つ 更に 心機 一！： とい ふつ. も 

り で- r; なしにん ぢ やが。 

(健 二、 か U 子 俯 2 さ、 深い 感慨に 沈む。) 

ほんた うにお 氣の詣 なほ ど 兄さん は その 點に 於い て 

は 不運. にした ね。 

範  一 0 運ず なん て いふ やつ に ほ 分 の 不成功の 責任 をな す 

りつけ るの は M- 病な こと ぢ やが、 力 ナダ から 曰 本に ネ ー 

ブル W の W 木 を. 収り 一:^ せた の は、 この 縣 では わしが 眞っ 

先た つた。 わし は 八 年の 間、 わしの 財力と、 努力の すべ 

て を 5^ して ネ ー ブル W を 宵て 上げて 行った。 わし は 始め 

て 手毬の やうな ネ ー ブル W がな つたの を 見た 時 は、 あの 

畑の 隅で ほろ りと した。 ところが その 秋の あの ひどい 霜 


で、 わしの 八 年 問の 努力が 鶴 一 文の 價 S も なくなった。 

わし は あの 時 ば 5： り は が 狂 ひ さう だ つ た。 それでもお 

前の 姉 さ ん に はげまされ て 、 わし はまた 蜜蜂 を 飼った。 

都內 でも わし ほど 箱數を 多く 持った 者はなかった。 そし 

て わし は また そ の 方面に 於い て も縣内 で の 先！ I 卑者 であ つ 

た。 ところが どう だ、 わしに す \ めら れて わしの 仕事 を 

眞 似して 行った 人た ちはネ ー ブ ル拼 でも、 蜜蜂で もみん 

な相當 に 成績 を擧げ てるのに わし だけ は、 何一つ 成功せ 

なんだ  

かれ 子 あたし も、 どうかす ると 齒 痒くな つて 來 るんで、 

時として は 兄さんの やり方が 惡 いの ぢ やない か と 思 ふ 

と、 兄さんに 無理な こと をい ふこと もあります が、 まつ 

たく 兄さん は 蓮が 惡 いんで せう。 事 菜の 上で 成功せ なん 

だば かり か、 名譽 とい ふ 點 にまで 思 ひも 寄らぬ ことから 

(健 二、 急 LL 抑へ がたい 愤リ 1^ 示す。 勇 作も義  一^も 

か れ 子の 言葉 と！ め r* うとす ろ。〕 

奚作 ：Ji さん …… 

義 一耶 かね 子ッ， …… 

(し-はらく、  K 偷 快な 沈 默、) 

健 二 姉さん、 わたし や、 姉さんの 心持ち も宜 うわ かつと 

りさす。 へ や、 顔へ 聲 にて〕 
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か m 義 


か健義 


義 一 ^ 健 二、 何 言 ふの ぢゃ。 そない たこと 今にな つ て 言 

ふ 必要 はない が。 

健 二 いや、 わたし は姊 さん を 怨んで 言 ふの. ぢ やない。 妯 

さん ほど、 嫁に 來て村 田家の ためによう 盡 して くれた 人 

が どこに あらう。 だけに、 妯 さんが、 あの やす子の 仕 打 

を 憎み なさる の は 無理 もな い。 しか し やす子 の 仕打ち を 

惜む とするならば 誰よりも わたしが 眞先 きに 憎まねば な 

らぬ。 兄さん や、 姑さん はやす 子が あの やうな こと をし 

た んで. 村 出家の 名譽も 土 臺 からく づ され て し まうた と 

思 ふて おいでな さる ぢ やらう。 わたし も 長い こと さう 思 

ふて. やす子 を 憎んで ゐ ました。 今 も 僧んで ゐ ます。 し 

かし 兄さん、 わたし や、 このごろ になって 村 田家の 名譽 

やら 、 ま た 社會的 地位な ん ていふ ことに みんな 夢中に な 

つ てゐ なさる のが 少し 可笑し い やうに なって 來 ました。 

かれ 子 (興奮した 感情 1^ 無理に 抑へ 二う として) 健 二 さ 

ん、 まあ そんな こと を  

一 IS 健 二、 お前 はほんた うに さう 思 ふとる のかい？ 

二  (：|:めてー^5ち着ぃた態て〕 .f、 さう です。 

n 子 健 二さん、 もし あなたが さう 思うて ゐ なさる とす 

り や、 兄さん はほんた うにお 氣の 毒です せ。 兄さんが 折 

角 成功し か 、 つ てゐた 北海道の 農園 を 捨て 、故鄉 に S1 つ 

て來 なさった の は、 亡くなられ たおつ 母さんと、 それ か 


ら、 あなたの ためでした ぜ。 あたし や、 あんた の 嫁さん 

を惡ぅ 言 ふの ぢ やない が、 も しゃす 子 さんが あん た を そ 

の やうな dfi 者に する やうな- J と をせ なんだら、 あたし 

等 は 北； i 道に ゐて、 屹度 成功した にち が ひありません。 

北海道で はま あ 成功者の 一 人でした ぜ。 あの 有望な 農園 

も 何も 捨て、、 兄さんが こ、 に歸 つて 來 なすった の は？^ 

の. ためです。 

異作 姊 さん、 もう そんな こと を 今更 言った ところで どう 

しませう。 

か U 子 健 一 一さん の やうに 言 ひな さると 兄さんの ； 生の 努 

力と いふ ものが、 まるで 何の 11 思 味 もない ことになる. ちゃ 

ありま せんか。 あたし 等が こ \ に歸っ て 來た時 は 恰度 @ 

爭の 最中でした。 あたした ち はまる で 村の 人た ちに 非國 

民 扱か ひに されました。 村に 着いても こ、 まで 荷 を 運ん 

で く れ る もの も あり ませ ん で し た 。 

1 「卯 かね 子、 もうえ、 がな あ、 言 はんと。 

二 いや、 姉さん も 言 ひたいだ け …… 0 

れ子 え、、 言 はせ て もら ひます。 自 分の 女房に 跟を突 

かれて それで 盲に なって、 戰爭 にも 行かれぬ 馬鹿ち やと 

いふ 人 も あれば、 あり や、 夫婦 一 IS しあ ひでした こと. ぢ や 

とい ふ 入 も あるし、 ほんた うに あたし 等、 村に 铺 I つて 來 

て も  。 
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健 二 その 時の 姉さん 等の 心 持 はよ-つ わかつ とります。 

かれ 子 そり やさう でせ う。 で、 兄さん は あんた のた め、 

一 生涯 を さ、 げて、 あんた の 名譽も 取り もどして やる。 

村 田家 の 地位 とい ふ もの も #1 通りに して 見せる とい ふの 

で 今 曰まで 働いて おいで ぢ やった のです。 それ ぢ やの 

に、 御 本人の あなたが 今にな つ て その や-つな こと を 言 ひ 

なさる んぢ やまった く 兄さんの 立ち 場が ありま せんぞ。 

^二 さう 言 はるれば さう かも 知れません。 けれど、 わた 

しのこの ごろの 偽らぬ 心 を 言へば、 わたし や、 名譽. たの 

地位 だの 言 ふて あせ つ てゐ なさる 兄さん や 姉さんの 心が 

氣 の？ 2 になって 來 ました。 もっとも、. わたし や、 やす子 

に^ を 突かれた 曰から B の 光りと い ふ もの を 見た >  J と は 

なし、 わたしが 見と るの は い つも 暗の 世界ば かり ぢ やか 

ら、 こんな 氣 になった のか も 知れぬ が。 

義 一耶 健 二 や、 お前 はほんた うに さう 思 ふの かい？ お 

前の ほんた、「な心を^!£ つ て くれ 、 

健 二 わたし はどうして もさ- つ 思 ふので す。 

雜  一 ^ お前が さう 言 へ ば、 わし の 心まで が、 わしの 今 ま 

で の 布 菜 を も ふやう になる。 わし はお 前の 言 紫が 恐ろ 

しい。 お前の 言 ふこと は、 何やら 翁 味の 惡ぃ影 を 持って 

る やう；：' や。 

あなた は その やうな s§ ぃ氣で どうします。 あなた 


は、 それで は 第一 あたしに 對 してす みます まいが。 あた 

しが あな た に 貰 はれた の は ま. だ あなた が 東京 にゐ なさる 

時でした。 あたしに はこの やうな 山の 中に 來て 住む 氣は 

徴¥ なかった。 北 道から こ k へ來る 時で も あたし は 

反對 でした。 でも あなた は 母の ため ぢゃ、 健 二の ため ぢ 

や、 わし 等 は 母と 健 二の ために 一生 を さ、 げ るの だと 仰 

つし やった- ほんた うに a! い 仕事 ぢ やとお 話でした.. あ 

たし は あなた の 立派な 決心 と 言葉 に惹き つ け られ てこ、 

の 山の 中に 一生 を 葬りに 來 たんでした」 もし あなたまで 

が 健 一 一さん の 心に なって しま ふので したら、 いったい., め 

たしの これまでの 苦心と いふ もの は 何になる ん です。 あ 

たし は 誰の ために 苦しんで ゐ たんです。 

(袂 眼 li 當 てろ。〕 

義  一 ^ いや、 わしの 言 M を さう： W 釋 して もら つ て は W る。 

健 二 は 健 二、 わし はわし ぢゃ。 健；； の 言葉に も 眞理は あ 

らう。 ぢ やが、 わしが 踏んで 來た にも 眞理は あらう。 

の、 つ 勇 作さん。 

勇 作 そり や、 さう です とも、 兄さんの これまでの 努力 を 

どうし て 無意味 だ なん て 言 へ る もの です か。 

かれ 子 兄さん は あたし を、 御 自 分の St. 想 通りに 敎育 する 

んだ と 言 つて、 あたし を この やうな 人 問に 作り 上げ て 下 

さった。 そして 今にな つて ：••： あたし は 何の 爲 めに 生き 
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m 力 1 義 か 義カ， 義 
作 U 一  ぞ U 子  一 U — 


てゐ たんで せう。 (淚. ^拭 ふ〕 

作 姑さん、 兄さんの 心持ち は、 さ うぢ やない のです よ。 

姉さん はすこし 興奮して ゐ なさる，' 

かれ 子 あたし や 興奮 はして ゐ ません。 

義 1 0 わしが 旅から 歸っ て來 たばかり ぢ やない か。 お 互 

にもす こし 笑 ふた 方が ぇ&。 

かれ 子 い、 え、 別に 怒った わけ ぢ やありません が ホッホ 

ッホッ  (氣 まリ惡 さう： J-i 人 ふ) そり や、 さう と あな 

た 疲れ てゐ なさらう、 風呂に はいって。 

義 一郎 い や も、 つ 疲れ もとれた。 勇 作さん も 今.； 仅立 つ とす 

れ ばいつ ま，； ： 逢 はれる か も 知れ ぬ。 わしゃ 少し で も ゆ つ 

くり 話して ゐ たいで、 健 二、 お前から 風呂に はいって く 

健 二 それ ぢゃ、 さ-つし ませ、 「。 (^„- ち 上り、 玄， liw 上 

手の 方へ 手探りし つ V ゆく) 

«s 松 子 はもう 寢 たかい？ 

か：： 子 さっき こ k で 居眠りし とりまし たが。 また 奥で 寢 

とる かも 知れません ぜ。 

義 1 0  C 不快 氣に〕 よう。 怠ける のう ハツ ハツ ハ ッ …… 。 

か 子 何 ぼ 叱つ ても聽 きません もの 。 あなたが いったい 

靑て 方が あまり 寛大 ぢゃ もの 。 

義 一 0 さう でもない んぢ やが。 闲っ たもの ぢゃ。 どうし 


て も わしゃ、 あの 一つ は 將來^ 者に なすつ もり ぢゃ。 松 子 

が醫 者に さ へ なれば 村 W 家も^ 通り にたる かも 知れぬ。 

どうしても わし は あの 子 を 立派に 育て 上. けねば ならぬ。 

か！ i 子 それに しちや あなた n 少し 厳 m に 育て 上げん ぢ 

や、 來年 もまた 女學 校は駄 H でせ 5 ぜ。 

m - 0 今の 學 ill はな かくは いりにく いでのう。 

作 どこの 學校 もさう らしいです わえ。 この 節の 午 供 は 

まったく 可 一 さう です。 

かれ 子 でも、 可哀 さう だ、 IS 哀さ うだと 言って ゐた n に 

や あ、 子供 自身が 一生 人間ら しい 人 ii になる こと もで き 

ぬぢ やありません か。 あなた、 松 子 は、 今度 はどうで も 

女學 校に 人れ な いぢ や、 女 爾 なんて 夢にも 出き ま せ ん 

ぜ。 

0 ま. J や さ、 r 責めるな。 

,.r ぢゃ、 あなたの 宜 いやう になさい。 

g わし だって 考 へ てはゐ るん ぢ やから …… 時に あの 

は 少しも 顔 を 見せん が、 どうし たん ぢ やらつ。 

子 さっき こ、 で 居， i り をして ゐ ましたが、 また どこ 

にいんで 眠つ てで もゐ ませう。 

郎 それ ぢゃ駄 E だ。 探し出し てい 氷て おくれ。 

子 はい、 ほんと に 世話の 燒 ける 子 ぢ やな あ。 (返 5!) 

• 東京で 面. H いこと も ありまし たらう。 
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a - 0 いや ii 白い こと は 一つ もなかった。 たまに 田 〈お _ん 

ら 出かける と氣 がつ まり さつ * ちゃで。 みんなう まく 成功 

しとろ ぞ。 龜原とぃふ5;^^ゎしと北；^道で 一緒に 事 第 を 

や つ て ゐ たん ぢ やが、 今では 祌 田に 堂 々 た る 邸宅 を 構 へ 

てゐ ろ。 應接 11 に はずう つと かう 虎の 皮 を 敷き つめて ゐ 

る。 わしに のう、 もう 三 四 年 北海道に ゐれ ばよ かった と 

言 ひ よった が、 あいつ はほんに えらい 成功 をした わ い 。 

S? 作 その 人 は 今 は 何 をして るんで す？ ー来 京で  。 

m  -  代議士， ぢ やが、 雍 菜の 方 は 事業の 方で 大 けな こと 

を や つ とる。 曰 本 銀行の！！ i 總裁を や つ とる. M 川 も わし の 

法 禅.？； f 校 時代の 友 だち だつ た の で會 ひに 行かう 思 ふた 

が、 n 木 銀行の 前まで いんで 止めに した。 それから 深 川 

にル 3 船 所 を 持つ てゐる松山も^！ロの友だちぢゃっ たの で訪 

ねて 兑 たが、 今 11 洲淺遊 中で 守ぢ やつ た - 

JB? 作 大分い ろくな 入 をお 訪ねで したね。 

0 1 ^ 折角 上お したん ぢ やから 片 つばし から 訪ねて 見よ 

思 ふたが、 草 瞅れて さう も出來 なんだ が、 みんなよう 成 

功し とる わい。 

_B? 作 で、 ：！： か 心機 一 轉 とい ふやうな うまい 計畫 でも 出來 

ました か？ 

tfn 一郎 いや、 心 一お 一 轉 する やうな 新り し い 世界で も 見出 

せろ かと 思った が、 もう やつば り 年の せゐぢ やらう。 東 


京に 行って 見たところで た^ 草臥れる だけ ぢゃ ハツ ハツ 

ハツ。 ({叔 しく 笑 ふ) 

ts? 作 ハツ、 ハツ ハ ッ  でも さう ばかりと も 限り やすま 

、 0 

義ー 實 はな，， 不闘思 ひ 出し.^. 1 やうに) わし 山 本八郞 

に 逢 ふて 見たん ぢゃ。 

勇 作， 政 友會の 幹事 か 何 かやって る 男で せう。 

義  一 ^ さ うぢ や この 前の 選擧の 時 わ しあの 男の 投票 を 纏 

め るんで 少し 骨 を 折 つて やった こ とも あるで 。 

ef-JE さう です か。 で どんな 御 で。 

0  一  0 どんな つ て、 これと い ふ >  J ともな か つ たの ぢ やが、 

わしが 思 ふに は 、 將來 B 本の 蓮輸界 の 中心 は どうし て も 

飛行機に 鸾 はれる に 決まつ てる。 でさう なれば 今日の 汽 

一 si. のス ティ ショ ンの 代り を 丁る もの は f1 行 機の 所ぢ 

やのう。 そこに わし は 着 跟 したん ぢゃ。 .！5^ぉをせ^^とし 

て、 飛行機の 飛行 距離 や、 物資 や， 地勢の 關係 たど を 調 

ベ て 見る と、 どうも この 村の 麓 あたりが 廣 くも あるし、 

, 候補地と し て 有望 ぢ やない かと 思 ふたの ぢ や。 

IB^b  (や、 驚い. f,: やうな、 笑 ひん 隱 したやうな 衷情て) 

兄さん はそんな ことまで 考へ ておいで です か？ 

0 - 0 それで ぢゃ。 政友畲 あたりの 幹部 連 はもう それ 位 

の 計； W は 持って ゐるぢ やらう し、 どこいらに 飛行機の 發 

- 
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着 所 を 選定す る つもり か、 そこいら のこと を聽 いて 見た 

かった の. ちゃ。 いよく 麓 あたりになる とすれば、 今の 

中に 少し 土地 を 寅 ひ 占めと くん. ちゃのう。 

勇 作 (や V,; きれ；^ 風 に、 義  一 0^Ar  i ト ^$リ 込ん て 

ねろ) 

(松 子 眠 さ-., な 顔に て 登場。) 

松 千 お 父 はん …； 

義  一 0 勉強し て ゐ たかい ？ お 父 はんの 留守に。 

松 子 (も； T/ 、し. 乂) あい。 

義ー^ また 怠けてば かり ゐ たにう。 

松. f うむ、 さ. つ. ちゃない。 

義 一 m  -ぢ や、 お 父 はんが： 鬼お に 出かける. 時 言 ひつけと い 

た 宿題 を 持って 來て 見ん さい" . 

松 干 お 父 はん、 東お のお 土產 は？ 

m - 0 あ &土產 か、 明日 郵便で 來る やうに しといた。 

松 子 噓ぢ やない か：，" 

義 一 ！ が ほんた う， おや。 さあ 宿^ を 持って 來て、 お 父 はん 

に 見せん さい。 

EP 作 (懷中 時計ん. - 出して 見て) ぢゃ、 僕 時間 か 切迫し ま 

すの で、 もよ つ と 荷物 を 何し ますかん …… 

0  一  0 あ、. おやが、 もう ； 晚 ゆっくり 話せん かのう、 出 

立 は 明 B にして、 (懷 しさ、 つ：.：) 一度 別 るれば またい つ 


逢 ふ 

Sf! 作 ありがたう ございま すが、 先方の 期日が 决 まって ゐ 

ま，^ 3, ^で。 

義 一 ^  (低、、 gr\、) さう かいのう …… 

. (奥 作 退 揚ノ) 

(松 子 壁の 傍の 蜜 W 箱の 中から ノ I 卜ん 取り出し、 表 

一郎に 波す。 義 一郎し ばらく ノ I 卜.^ 讀む" 讚ん て ゆ 

く 間 に 次第 にかれ の 颜 暗く なろ。) 

(間。〕 

義 一 ^ どうし たんや、 松 f  。 

松 子 (俯向：.；： ま つてね ろ」 

義 一郎 お 父 はん は 東京に 出かける 時 何と 言って 出た" た 

つた 五十 題， ちゃ。 お 父 はん は 十日 家に ゐ なんだ。 十日の 

問に 五 十 i^B ぢ やと； H にたった 五 顯. つ 、 .ぢ やない か 0 ュ 」 

れぢ やにお 前 は 十日に た つ た 九 し かしと らん" i  a に 

一！^ にも あたらん ぢゃ ないか" それから 見い、 一 題 だて 

答が ほんた うに 合 ふた の はない ぞ" 九 題が 九 題と もみ ん 

な 無茶苦茶 ぢ やない か。 鶴と 龜の 1： 數の 問題な ど は も 5 

何十： 遍敎 へ て や つ たやら 知れぬ.」 (^IF- と 共 に 憤怒 W 表 

情て) お 母 はんなん か、 お 父 はんがお 前に 廿 いけに いふて 

怒って ゐ なさつ たぞ。 お 父 は んもは いわけ；：' やない が、 

お前 ももうた い て いお 父 は んの心 も わか つ て くれてえ i 


597 


雜松 5^ 松  鞔松转 松 


(返 場〕 

(松 子 ； 人緣 側に 泣い/ね^が、 IS に 下り.，、 門の 方へ 

出て ゆく。) 

(異 作、 か U 子 登場- か： 子 は 勇 作の カバ ンん 提げて 

ねろ J 

奥 作 ぢゃ、 姉さん、 こ \ で失禮 します。 

かれ 子 い トブ」 、麓まで 行きます わ" 

巽 作 暗いです から、 どうぞ。 

か：： i 子 な あに、 もう 直に 月が 出 ませう。 

〔義 一郎、 健 二、 奧 f.- リ 出-つ。) 

ef- 作 いや、 兄さん は 長い 旅で お疲れで せう。 どうぞお や 

すみ 下さい。 

か U; 十 ほんた うに、 あなた は よご ざいます よ、 ぉ揚 にで 

，も は い つ て ド さ い" 

義  一 ^ お湯 は つ てからで い (玄鼸 の 壁から 提灯 YJ- 

外し、 火.^ 點す) わし も 麓まで 途 つて 行く。 道々 まだ 話 

したい こと も あるで" 

le? 作 恐れ入ります …； 健 二さん、 では 御機嫌 良-つ.。 

健 二 御機碟 良う。 氣を おつけなさい。 また 何時 逢 ひます 

かのう』 

與作 さよなら ：：•• また 直に 逢へ ますよ。 


害；： や。 お； M はた、 勉强 をして か. 學 校に はいって、 それ 

か.， ri^ 京に 行つ て 立派な 博 者に なって くれえ。 お 父 はん 

の 願 ひお や。 お前の 御 先祖 は み んな立 Ml な 殿樣の 御 8： 者 

で、 槍 を 立て. -ぉ 城に 行った んぢ や。 お前が な あ 立派な 

お E 者に さへ なって くれり や、 お 父 はん は 明日 死んでも 

うれしい の；：' や。 これほど 言 ふても わからん かい。 

松 でも、 わたし 算術 は 出来ん のぢゃ もの。 どうしても 

嫌ひぢ や。 

^  一  0 できん こと はない。 死ぬ つ もり で やれば 出来ろ。 

算術が 出 來んぢ や 十 年た つ 一、 も女學 校に はは いれぬ ぞ。 

(默っ乂ねろ)  • 

一郎 货術 を勉强 せえ、 さう すり や 好きになる。 

子 どうしても あたし 她ひぢ や。 

- 0 これ ほと 言 ふても 嫌ひぢ やい ふなら、 もう 算衛も 

止めえ 明 B から あの $ の や うな 麓の 工場に 追 ひやる 

わ。 勝手にせ え。 

子 あたし $ の や、 つな 工場に いぬの はい や- 

i  ^ ぢゃ 算術 を 好きに なれ。 

子 とうしても 好きに なれぬ。 ハマ、 リ； 一?：  く、 

一 ^ よし、 け。 算術の 嫌 ひな 奴 は 家に は 置け ぬ。 箧 

の 工場に 迫 ひやる からさう 思へ。 明日の 朝まで 待つ て や 

るから、 ^術 を 好き になる か、 やつば り 嫌 ひか 返事せ え。 
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かれ 子 松 子 は どこに 行った でせ う。 

0  0 今まで こ、 にゐ たが。 

勇 作 よご-さんす。 また そのうち やって 來 ますから。 

a  -  ^ 今 L やにす こしゅつ くりやって 來 なされ。 鴨打ちに 

でも 一 緒に 出かけよ うよ ハツ ハツ ハツ。 (庭に 下リ) 東 

がだん/, \ 明るうな つ て來 た。 i^?! を 歩い とる 中に 月が 出 

る ぜ 。 どう だ この 空の 美し さは。 

作 さう です ねえ。 

義  一 0 この！ K 地の 靜 けさに ど うぢ や、 太古 その ま、 の や 

う；： やのう。 山， を 友と する 田舎の 生活 もよ いだら 

S5? 作 よご。 さんす ねえ。 

5  ^ ハツ ハツ ハツ … … 

作 ハツ ハツ ハツ …… 

(三人 退 5r 健 ニー  入殘り 居ろ。 麥掐. V  、の 背、 麥捣. V、 

かすかに 間 ゆ。) 

(間。〕 

(上手 しげみの 中 i リ， =： い： g の、 影の やうな 女、 人目 

ん、 IW リ ながら 出て 來ろ J 

女 (しばらく、 モ、、 に^って 男の 姿ん、 見つめろ。 幾度 か聲 

ん 、かけ r6 うとして は 躊躇す ろ〕 あなた …… 

使 二 どなたです かいのう？ 


二 わしの 耳の 聽き ちが ひだった のか？ 

,i めな， ！」  

一 一 どなた？ 

あたしです。 

二 え ッ！ 

あたしです。 

二  (驚 告と疑 ひの 表情て) あたしと 言 ひな さるの は？ 

あたしの 聲 をもう お忘れに なりました かい！ 

二 やす子で はたい か！ 

あい ：：： f 袂， 少額 にん-/  、： 1^ 告 入ろ) 

二  (驚きと 不安に 襲 はれた やうに) おう、 ゃす子か！ 

(^^^かしさん抑 へ 切れ21 やうに 緣侧 から 下リ うとす ろ 

が、 急に何か思ひ出したゃぅに心持ちん變へ て^^ノり.i-土 

リ ) どうし てこ、 に來 たん ぢ や 今にな つ て ？ 

や つ ばり あなたの ことが 忘れられません の で。 

二 わし を この やうな 片輪 者に しといて？ 


二  ；生、 わしのお 譽も、 わしの 幸福 も楚 つと いて、 

さう 一一 一 曰 はれる と あたし はもう こ X にかう して， 立っても 

をら れ ません。 あなたの そのお 顏を 見た にけ でも あたし 

は 切り さ いなまれ ろより 苦しう-、 /さいます.。 
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二 それで は 何で やって 來た。 

あなた はま だ あたし を^んで お い でになる のです か？ 

二   。 

無理 もありません。 あたしの 淺 墓な 考 へから、 あなた 

を  一 if: その やうな： S にして しまうた のです から。 

他 二   。 

女 あたし は そのために は 一 半： どの やうな in;: しい：：： に！^ ふ 

て も、 何とも ひませ ぬ。 あたし は： S あの な、 か 

つ たでせ う。 死ぬ まで 何故 北； g 道の 監獄に 人れ て 置い て 

賀 はなかった のでせ う。 あすこから 出て 來 たこ と を 後悔 

して をり ます。 あすこに ゐる 間 は、 あたし は 起きても、 

錢ても あなたの ことば かり 考 へる ことができました y あ 

なた のこと を 思って、 思って、 思 ひ K いて： 化. ねばよ かつ 

たのです。 あたし は 監 M を 出た 曰 に 何故 身 $ff て 死な 

なかった のでせ う。 

健 二 今にな つて その やうな こと を 言 ふたと ころで、 それ 

が 何に ならう。 それで わたしの 眼が 開く とい ふので もな 

し ■ - 

女 もう、 それ を-言って 下さるな。 言って 下さるな とい ふ 

の は 無理です。 けれど それ を あなたに 言 はれる と あたし 

はちよ つ とも こ > "に は をら れま せ ぬ 。 あたしが K: か ま し 

い 颜 をし て あなた を たづね て 來た心 を どうぞ 掬ん で 下さ 


一 

一  、 0 

他 一 一 お前 はま だ 自分の や つ た こと を 正し い と 思 ふ とる の 

ぢ やらう。 

女 まあ、 どうして あたしが、 そんな。 

健 二 そんなら 今にな つて、 わたし を たづ わて 來て、 辯 解 

がまし-いこと を 言 ふ 必要 はな いぢ やない か。 

女 あなた、 あ； J し は どこまでも 惡. つ. こざいました。 た 

あたしが - J れ ほど 辛 い 思 ひ を し て たづ ね て 來 た 心 を 掬ん 

でド さい。 

^ 一 一  お前 はわた しに さらに 恥の 上塗り をさせる ために 來 

たん ぢゃ らう。 

まあ、 あなた ッ！ 

二 ぢゃ、 何のために來たッ！ 

ぁなたに5^2ひたか つ たからです。 (す 、リ 泣く〕 

二 わたし を 盲：：！： にしと いて、 社會 的に 葬つ といて、 そ 

れ から 逢 ひたいので 來 た！ 

逢 ひたいから 来ました。 

一一 わたし はお 前の その 顔が 見たい。 .E 々しい こと をし 

やべ る その 顏が 見たい。 

何で あたしが 白 々しい こ と を。 

二 お前 はいつ た い 監獄 を：： 山 て か ら、 どこへ 行った？ 

親はゐ ません し、 こ. - に來た ところで. おつ 母さん や、 
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兄さんた ちに したと ころで、 あたし を 置いて 下さ る 等. は 

なし、 恰-度 監獄に ゐ たころ、 あたし を 可愛がって 下され 

た 西洋人の 牧. 師 さん の ぉ佌 話で、 11 館に 一 一年ば かり 奉-公 

をし と C ました。 それから 流れ 流れて、 束 京に も 三年ば 

かり をり ましたが、 今では 田 伞；： ま はりの 芝 £5 の …… 。 

健 二  (驚い て〕 何ッ！ 芝 £5 ッ！ 

女 芝居です" な-' こ、 の 村に 來てゐ ます 芝居の 連中と 一 緒 

健 二 お： 力 力、？ 

女 さう です。 あたし は舞臺 -に 出る んぢ やありません。 た 

だ 樂屋で 手傳ひ をして る だけです から 村の 人た ちに 顔 を 

見られる - 」 ともありません。 

健 二 お前 は、 その や-つな ことが 村の 入に 知れたら、 それ 

こそ わたし 等の 耻の 上に 耻を 雷-ねる >  J と を 知らぬ の か ？ 

女 そり や 知って をり ますと も。 

健 二 ぢゃ、 何で わざく この 村まで ついて 來た。 

女 あなた は まだ ほ ん たう に 女の 心と いふ もの を 御存じな 

い の です。 あなた は や つ ばり 今でも 兄さん や 姉さんと 间 

じ やうに、 名纖 i たの、 地位 だのい ふことば かり 考へ てお 

いでになる のです。 あなたに まだ あたし を それほど 憎ん 

でお いでに な るんで すか。 無理はありません けれど、 そ 

れ では あんまりです。 あなたが 戰地 においで になる、 松 


子 は 生まれる。 あなたが 負傷な す つたと い ふ M りが あつ 

た 時 は 、 あたし は あなた の 命の ^^！^代り にと 祈りました。 

一 一度 目に また 戰 地に お立ちの 時、 あたし はどうしても あ 

なた を戟 地に 出し たく は ありま せんでした。 あたし は あ 

なた と 別れて は 一 日 も 生きて をれ ませんで した。 あたし 

は 平氣で 半年で も 一 年で も 離れて をら れる 人た ち を 羨ま 

し い と 思 ひ ました。 あた し は …… あた し は …… それ で あ 

なた を，  一： H. 一 不幸に してし まひました。 (袂 に て i^^J- 拭 ふ) 

もうあた しお 暇 をし ます。 松 子に も聲も かけな い で 別れ 

て ゆきます。 昨日 も大 沼の ところまで 松 子 を 追つ かけ て 

ゆきました。 あたしの 心 を 少し は 可 一： さう だ と 思つ て く 

ださい。 でも あたし はほんた うに あなたの  一：^ 一 を不- 辛の 

底に 葬って しまったので したねえ。 さよなら。 (ト： ui, へ 

ゆきかけ ろ) 

健 二 ちょ つ とお 待ち。 もう 歸る のかい？ また 芝居小屋 

の 方へ ゆく のか？ 

女 さう です。 ：； 之： S3 も 今 曰きり ですから、 あたした ち はみ 

んな 明日 この 村 を 立ちます。 

二 明日 ッ？ (感^ 次第に 靜まリ ゆく) 

え 

二   。 

でも、 ぁたしは村の人に5^2|ふのがぃゃですから、 あた 
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たが …… 。 

他 二 お前 は それでい つまで その 芝 に をる つもり ぢゃ？ 

女 こんな 日蔭 者です もの 、どうせ^ 問 に は 出られ ませぬ。 

い つ まで 芝 SS に をり ます か、 それ も 分りません。 

傲 一 一 お前 は それで は あまり 賴 りな い と は 思 はぬ か。 

女 でも あたしに は それより 他に 行く 道 はない のです か 

ク 0 

健 一 一 お前の ほんた うな 心 を 話し て くれ。 

女 (li: 然として) あたしの ほんた うな 心 を 話せって 仰つ 

しゃる の？ 

健 二 お前 は あたし や 松 子に 逢 ひたいた め、 一と In: 見たい 

ため 来たと いふのお やが、 それ は^ 問竝の 弱い お前の 心 

が 言 はせ る 言葉 ぢゃ。 わたしの 股 を 突いた あの 時のお 前 

の 強い心に 何故お 前 は な つて くれぬ- わへ 1 し に な/始め て 

お前の あの 時の 强ぃ 心が わかつ て來た ^ わたしに この ご 

ろ 何やらい つも 暗い 影に 追つ かけられて ゐ る や うな 氣が 

して ゐた。 そして 何 をしても わたしの 心 も 牛- 活も いつも 

穴ケ虚 だった。 何 かわた しの 心、 わたしの 生活に 収り 入れ 

たければ ならぬ ものが あるの だと い ふこと は、 ぼんやり 

考へ てゐ たが、 それが 果して 何 だとい ふこと はわから な 

んだ。 また こ の ごろお 前に 逢 ふ 前兆 だ つ たか 知ら ぬが、 

お前の あの 時ん 心 を 掬む 準備 は わたし にもで き て ゐた や 


し ； 入 はま だ 明 B の钢 暗い うちに 立つ つもりで をり ま 

す。 (懷 中ん ffi つて) それから これ は 聖書で ございます。 

あた し が まだ 北^ 追の 監獄に ゐ ました ころ、 そ の 牧師 さ 

んが あたしに ド さった ものです。 これに は 色々 な こと 

が、 あたしの 爪で 窗き 込んで あります。 (^？に-^-渡しマ 

ろ -- 

他 二 爪で？ 

女 さう です。 iis^ の 中で は 鉛 if 一  本 使 ふこと もで きませ 

ん ので、 本の隅々に^で|!11き込んで8^きました。 

健 二  (S?$i2 の！ B: か 指先て 撫てズ 見て 驚く) 成る ほど、 I 

枚 ； 枚よ- 「番 いて あるのう。 

女 それ は みんな あなた を 思つ て 書いた ものば かりです。 

他 二 それほど お前 は あたしの こと を 思 ふて くれたの か。 

む， ^保った 手が わな /--、i 顔へ ろ。) 


人に 见 つかる といけ ません から、 それで は ；… 。 

一 去ぬ か V- 

はい。 

二 今度 は 何處に …： 。  一 

M 處に 行きます か、 田< せま はりの 旅役者の 仲間です か 

、り  今年 の 冬 は 四 II を 打つ てま はると か 言つ てゐ まし 
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門 


女 f^E 女 健 女 


女 m 女 健 女 


うぢ や つ た。 お前が もし こ 、 にも どって 來 たらよ ろ こん 

でお 前 を 受け 容れる >  J とが できる つ もり ぢ や つ た。 し か 

し、 赏際 はお 前が こ、 に はいって 來た あの 時には、 わた 

し はお 前に 阪を 突かれた 時と 同じ 一 一 つの 心に 苦しんで ゐ 

た。 お前の 心 を ありがた いと 思 ふ 心と、 憎い と 思 ふ 心と 

が こ り 十 何年 來 わたしの 胸のう ちに 鬪 ふて ゐた。 わたし 

はこれ から もまた 時と し て はこの 二つの 心の 鬪ひ に 苦し 

むか も 知れぬ。 が、 わたし は 今 はじめて お前が ゐ ないで 

は、 わたし は 牛： きて をれ ぬと いふ こと を 知った。 

女 あなた， もし …… (男の 方へ 近、 つく、 

健 二 まったく だ。 わたし はこの 十年來 求めて ゐ たもの を 

今 見付け たん ぢゃ。 や つ ばりお 前 だ つたの だ。 

女 あなた は それほど あたし を …… 。 

健 二 さう. ちゃ。 それと 同じ やうに これから 先お 前 も わた 

しなし に は 生きて をれ ぬの ぢゃ。 

どうして あなたな しに 生きられ ませう。 

一 一 だからお 前 はわた しと 一 緒に ならねば ならぬ。 

でも、 どうして そんな ことが。 

二 いや、 出來 る。 あの 時のお 前の 强ぃ 心さへ 持てば。 

でも、 あ た し はもう あ の 時の や う な 無分別な こと はで 

きません。 

健 二 い \ や、 どうし て もやらん ぢ やなら ぬ " 


女 でも あたし は、 兄さん ゃ姊 さんに 顏を合 はせ る 勇氣は 

ありません。 

健 二 そない に 弱い 心で. とうす る。 

女 い、 え、 それ は ゆるして 下さい。 わたし は 一人で 別れ 

て. ます" * 

二 お前 はわた し を 一人で このま、、 こ、 に いて 兌 殺 

しにす るつ もり か。 

女 あたし はどう すれば よいので す。 

健 二  (し. はらく 踪蹐 して， Q たが 決然と して) わたし を迎 

れ ていんでくれ。 

え ッ？ あなた を？ 

二 この 盲目 を述れ ていんでくれ！ 

どこへ です？ 

二 どこへ でもお 前が いぬと ころへ？ 

これほどの 不幸に 陷れた あたし を、 あなた はま だ それ 

ほどまで  。 

健 一 一 うむ、 どこへ でも お前 さ へ 連れて いん で くれるな 

ら G 

女 あなたの その やさしい 言： 奥 を 聽 けば， あたし はな ほさ 

ら、 あなた を 連れて行け なくなります。 あなたに 不幸の 

上 の 不幸 を秉 ねさせ る ことにな り ます か ら 。 

使 一 1 わたし は 人間の 不幸 だ の 、 幸： 幅 だの 、 穴 ュ虚な こと を 


0 o 過ぎた んぢ や。 人間 は 幸福 を 求める ために 生き て ゐ 

るん；：' やない とい ふ ことが、 わたしに はこの ごろ 分って 

、二  0 

女 でも、 あたしに はそんな 恐ろしい こと はでき ません。 

他 二 何が 恐ろしい こと， ちゃ。 お前の 心に よく 聽 いて 見た 

がい、。 お前の 心 は 幸福を求めて はゐ ない 箬ぢ や。 お前 

の 心 は ：潘： 止-ま. た。 お前 はたし かに わし を 求めて ゐる。 

さあ、 お前の 心の をお Si き。 

女 でも、 兄さん や、 姉さんが あなたの ために 一 生 懸命に 

なって ゐ なさる の を 思 へ ば、 あなた を どうし て 伴れ 出せ 

ませう。 

他 二 兄さんに しても、 飾さん にしても、 成る sl、 わたし 

のために 幸福 を 投げ 棄て& 働いて ゐ なさる。 だが、 牲 

になる 人 も 苦しから うが、 横 牲をさ 、げられ てゐる 本人 

の わたし は 息詰まる やうな この 古い 家から 逃. け 度い のぢ 

や。 お前 はわた し を 救 ひに 來て くれたん ぢゃ。 

女 でも、 あ. なた を そんな 片檢 にまでした あたしが、 この 


他 二 うむ。 わたし はお 前と； 緒に 死んでも よい。 お前の 

いぬと ころへ。 

女 では、 あなた は それほど。 

他 二 わたしの 言 紫 を 信じ て くれ。 わ た し はもう 一人で は 


生きて をれ ぬ。 

女 もったい なラ •> 」 ざ います。 (男の 胸 に 手 か か けろ) 

健 二  (女の 肩， ^さすりながら) 寂しかった のう。 (俯 .2ぃ 

てし まふ)  - 

女 はい。 

(刀 出 づ。) 

健 二 みんな は 麓まで 行った で、 まだ 歸 つて は 來 まいが 成 

るた け 早 い 方が よ い 。 大 沼から 右に 下りれば 道で 會ふ氣 

づ かひ はない。 わたし は着替 へて 來 るで。 

女 . ちゃ、 手 is^ ひませ う。 

微ニ 育 人で も 馴れた 家で^ 手 はよう わかつ とる。 お前 は 

それより そこにる て 外から 來る 人の 番をして おいで" そ 

れ から 簡 里に の う、 わたし は考 へる とこ ろが あるで 暫く 

旅に 出る U 旅費 は 擦 司から：， fj 十 M 持って 出た。 追手な ど 

かけて 賀 ふと 却って 家の 恥ぢ や。 わたし は 死に、 いぬん 

ぢ やない。 やす子と 一緒に 旅に 出る んぢ やから 安心して 

くださ い と 書 いとい て くれ U 

女 でも、 あたしの 名 を 書いて。 

健 二 それが よい。 さう すり や、 わたし 等に 追手 を かける 

やうな こと はない から： 大丈夫、 書い とくれ。 

(女 一 人 玄關の 間. んリ说 箱ん 持ち 夾リ、 手紙え r 書く。 

月の 光リ ます/ \叫 るくなる。) 


門 


健 女 健 女 健 


健 二 あの 兄さんの 高い 門の 上に か。 わたし は iilH.;. ノ 

ら、 高い 門 を 見る こと もで きなん だが、 今まで は あ ひ ••；；：， 

い 門の 中に.！^ きて ゐて、 これから 兄さんと 一緒に 第二の 

門 を 作り、 第三の 門 を 作る 時節 も あら - つ と 思 ふ てゐ たが、 

今では わたしに は あの 高い 門の 中 にかくれ 一」 ゐ たこ とが 

不思 11 に 思 はれる やうに なった。 兄さん や 姉さんに は ま 

だ あの 高い 門が 必要 ぢゃ。 さあ、 わたし 等 は あの 門 を 出 

て 行く んぢ や。 

〔女、 なほ 殘リ ：^,E し， けに 隅々. 见、 松 子の 姿.^ 探して 

ねたが、 決心し.；，： らしく、 1^,^ 拭，， Vm ながら、 男の 手な 

引. V  、門の 方へ 出て 行く。 舞臺 し. はらく 空虚。 月の 光リ 

はえ、 高き 門の 屋根 >^ 夜の 空に 靑く IcX の 如く 浮告上 

リて ゆ。 .s! の^ 一  としき リ しげく^. たろ。〕 

m  一  ！， 恥の？ t よい 月ぢ やのう …… へ 疲れたろ 體て 下手 り 

登？！；。 かれ 子 後. んリ うなだれ がちに はい つて 來ろ〕 

義 一 邵 まったく 今夜の やうな 月の よい 晚に旅 をす る 人 は 

仕 合せ だ。 (ふ.： T かへ つて 門の h の H.^^c- ろ〕 

か U 子 明りが みんな 消えて る。 健 二さん も、 松 子 も寢た 

ん でせ、 「• か？ も、 「。 

義  一 ^ さう かも 知れぬ。 健 二 ゃッ？ 

か： i 子 松 子ッ！ (緣側 i リ 正面の iS 敷に ト .リ\> 採.： r に 

マ 、ソチ，屮|_^^て十疊の間のラ 、ノブ，^<£^す) 


女 あの 子 は どこに 行った の だら う。 尙 一 度 逢って ゆきた 

いが …： (手紙ん、：^ I めつ 、戶 外，^ 見 i にす。 幾度と なく 

袂 vs?^, 屮拭 く〕 

(男、 上手 奥の間よ リ杖 ん- 持ちて 出つ。) 

蛇 二 さあ、 わたしの 仕度 も 出来た。 

(女、 手紙.^ 書き t 、リ、 尙ほ そこに it みて ねる。〕 

一 一 手紙 は 出來 た の ぢ やらう， -ぢ や 直ぐ 出かけた がよ い。 

でも あなた。 

二 何ぢ や？ 

あたし、 ； 度 あの 子の 顔 を 見て ゆきたい のです。 

二 何 を 言 ふか、 今にな つて。 あの 子 も 連れて ゆかう と 

いふの なら 兎も角、 あの 子 は 兄た ちと 一 緒に 置いて やつ 

た 方が、 あの 子の ために も、 兄 たちのた めに もよ い。 . ^め 

の 子 を つ れる の は あまり 可哀 さう だ 。 そ こ はわ た し 等が 

耐 へねば ならぬ。 さあい のう。 

女 はい。 

(女、 手紙，^ 玄 脇め 間の テ I ァ かの ト •lisK さ、 面の 

if 救 及び テ I. フ かの ヒのラ ンブん flE し、 男の 手ん、 引い 

て a か ヘリが ちに ト： 手へ ゆく。) 

健 二 もうお 月さん が 出た や うぢ やのう。 

(と 首って 門 の 見當， ^眺めろ。) 

女 はい、 恰度 今 あの 高い 御門の 上へ あがって をり ます。 


門 


義か義 


0  -  0 のんき だの- 「。奥に でも ュ」 るん ぢ やらう。 (二 

人^へ 人.： び 出て 來ろ〕 

^a-^ どうしたので せう。 5^ も をり ません。 お 種 も手傳 

ひ の 男.；： ち も 今 日 は 日が 暮れる と^^ぐもど つてし まひ ま 

したので 家に は 誰も をらん のです が、 いったい 健 一 一さん 

も、 松 子 もどう したんで せう。 

0 1 ^  Igout. やない 力 

かれ 子 でも 健； ： さん は、 も、 「先つ きお は ひりでした もの。 

(かれ 子 再び 家の^ 圃，^ 採す) 

^  i おい、 健！： や、 …… 松 子 や。 

かれ 子 (wts 出て 夾リ〕 とこに もゐ ません が、 妙です の 

う。 

0 1 0 さっきゎしが少し松^^を叱ったが、 ： ： 人で どこか 

に 遊びに でも 行 つ た の ちゃな い か。 

か n 子 ぁなた^^程ひとくでも松，十を怒り でした か い ？ 

0 - 0 さう、 ひどく とい ふわけ でもない が。 

か：；：： 子 あなた 加減な しに^り なさ るんで …… 松子ッ  

松ち やん や …… (wis. おに 下 リズ 松 子ん li^ す。 ？g 】 郞默 

然として しばらく： 止 面の 間に * ち つくして ねたが、 不安 

• けに h 手^の 間 及 び？ 3fi 所な ど ，^^4、 、 玄^の 間に 來リ、 

不翮/ -パ， -の 上の 手紙，^ sgiB- する。 正面の 間へ 持って 

來て あけて、 歌む。 iS んて ねろ 間に 驚 さと I^IFl? の il ^情が 

" 一 


泛 かぶ) 

義ー^ …… (化石の 樣 になって 手紙， や 持った 究 っ山乂 

ズ ねろ) 

かれ 子 松ち やん や …… 健 二さん はゐ なさらん かい …… 

alu の 方から is- の^ 面に 出て 來て 不圆義 1 ^VJ- 見ろ) あ 

なた どう し な さ つた？ 

義ー^   。 

(義； 手紙ん-落 すつ か：；： 子お にぬ て、 緣に 凭リ か、 

つた ま V 證 む。〕 

かれ 子 健；； さんか …… また 懲り 性 もな く あの やす子に… 

…：. あなた. あたした ちの これまでの、 血の 出る やうな 

苦 勞も 誰の ためでした。 健 二さん、 あんまり ひどい …… 

…あたした ちに これほどの 辛い m を させと い て、 あんま 

りです。 (袖 口 て泯， -J- 拭 ふ〕 

一 0   。 

あなた、 健 二さん を。 

一 0 さう だ …： だが 待て、 追つ かければ まだ 追 ひつく 

にもが ひない が、 この 手紙で 見る と. 死ぬ やうな こと も 

あるまい。 一 一入の ために は その ま、 にしと いた 方が え、 

かも 知れぬ。 

かれ 子 でも、 あたした ちが あんまり 踏みつけ にされ たや 


i 


門 


n 力 >  fr  fr 
人 p 人人 


うで  。 

義 一 郎 健 二の 身に なれば、 健 二の 行きたい 道 も あるん ぢ 

やらう。 わしせ HI おの ため ぢゃ思 ふ て 働いて ゐ たが …… 

せめ て わし 等が 死んだ 後で も 他； 一 や 松 子 だけ は 不自由の 

ない 半； 活を さして やらう と 思 ふて 働い てゐ たが、 わしの 

考 へ が間l„^i つ と つ た のかのう。 

かれ 子 あなた、 あなた …… もし さ， つだった ら あたし は… 


(7M さ 入る。) 

m 一 0 わし は 母の ために あの 高い 門 だけ は 作って やつ 

た。 しかした それだけ ぢ やった。 健 二の ために も わし 

は 第二、 第三の 門 を 作つ て S いて やる つもり， ちゃった が 

…… わしと お前が これほど 苦しんで 作つ て やつ た 門 は、 

健 二に は 生きる ための 門でなくて、 地獄の 門であった か 

も 知れぬ。 わしの やりかたが 間違つ とった のかのう？… 

… … もし さ うぢ やったら … … わし は 何う し た ら よいの ぢ 

や。 

かれ 子 あなた、 あたし 等の 一 半； は …… 。 

義. 一^ い、 や、 やっぱり わし は 間違って は をらぬ。 わし 

に はま だ爲 ねばならぬ 仕事が ある 害ぢ や。 かね 子、 おぶ  1 

やわし の 歩いて 來た道 は 間遠 ふて は をらぬ ：… いや、 迷 

ひぢ や。 わし 等 は 勇氣を 落して はならん ぞ。 松 子 はどう 


した。 健 二 は 健 二ち や。 ゎし^^^は八，1:-からは松子のため 

に 死ぬ まで 苦しむ んぢ や。 

か U 子 もしかしたら、 松 子まで 速れ て ッ！ 

義 一郎 え ッ-. 松 子まで …… (蹴" された やうな. 秘 5- の 

颜) 

、卜 手 門の 方より： g がし さ 人？ 人-:: 人、 松 子 登場。 

提灯の ra. リ など。〕 

奥さん、 おいで.^ すかい。 

こちらのお.：^ さんが。 

(愕然として) あの 松 子が。 

はい、 あの 大 沼の. f: 堤の 上に あんた、 この 夜 巾に 

ぼんやり 考へ 込んだ 風で 立って おいで、 したので。 

W 人 二 わたし^、 麓 いんだ 屍り 道に 見つけ ましたんで、 

口； 那 さんや 奥さん どな い に 探し て ゐ なさる ぢ やらう 思 ふ 

て。 

村人 一 お連れし ましたの： ちゃ。 

m 1 m  (さすが Li 嬉し さ 力. 'つ 、み 切れな い E て) それや、 

みなさん えら い 御 心 ffi を かけました。 今し が た わし 等 も 

戻つ て來 て、 松 子が をらん の で 家の ま はり を 採し とりま 

したと- 一ろ でした。 ありがたう ございました。 

か U 子 松 子 どうし たんや、 そない に 泣いて ゐて、 Is. う あ 

つちへ お上り。 
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一  

S: 人 ： ぶに いのう 赏 ふても お 娘さんよう 歸り なさらん の 

です。 こ" や、 お 父 はんに でも 叱られな さった のぢ やろ、 

そんなら わし がお わびして 上げう いふて；^ れ てま ゐり 

ました。 どうぞ 叱らん と。 

か：；：； 十 さあ、 松 子もう 泣く のぢ やない。 (無理 に 松 子の 

^^My<, 玄關の 方へ 述れて 行く) ほんに ありがたう 

ござりました。 

人 一 ぢゃ、 どうぞ 叱らん と。 

人 二 お 纏さん、 早う おやすみ。 

人 r  二、 三 おやすみ なされ。 

れ子 みなさんお やすみな され。 

(三人 退揚。 ) 

a  -  0 松 子、 さあ、 こっちへ お上り、 明 は： おからえ 

えお 十： Kjfw^s くぜ。 こっちお いで。 も-つお 父 はん 叱らん 

かれ 子 あ、、 よかった わえ、 家に 房って 來て。 お 父 はんが 

0 い ね え。 is^ 、お の 土 窟も持 つて 來ん で 叱ろ だけ 叱つ て 、 

さあ-や M 敷に おにり。 

か：；；； 十 どうしたん やお 前。 何で 大沼 なんて 恐ろしい とこ 

ろに いんだの ぢゃ。 

松 子 わし 術 は、 どうしても 嫌 ひや。 麓の 工場に いぬの 

も^ひ や。 


か U 子 それでお 前大 沼に 行ん たの かい？ 

松： 十 わし. とこ か 遠い ところ-にいぬ つもり ぢ や つ た。 

^a..^ 遠い とこて 何處 や？ 

松 子 わし、 B 暮れ方、 夕燒け 見て ゐ たら、 遠い 山. 越えて 

いに やまだ どこかに わしの ほん まのお 父 はんが ゐ なさる 

やうな 氣 がしたん や。 (義 111、 かれ 子 驚. V 、の 表情，^ 示 

す) 

かれ 子 こ \ にほんまのお 父 はんも、 お 母 はんも ゐるぢ や 

な..' 力？ 

松 子 そり やさ うぢ や。 けど、 まだお 父 はんの やうに 叱ら 

ぬ お 父 は んがゐ ろ やうな 氣が し た んぢ や。 

か；；： 子 それ で f;^ い 山越え て ゐぬ つもり ぢ や つ た のかい。 

？ あい。 

.^n^ それでも、 遠くまで いんでも 他のお 父 はんの 顔 知 

、- りん ぢ や^しゃ うがな い がな あ。 

松 子 あい ：：： でも わし、 遠い ところに いんで 見たかった 

のぢ や。 

かれ 子 どうしてよ？ 

松 子 わし (す、 リ 泣く、 阿波の 德 島十郎 兵齒ぢ や 。 

か U 子 この 子、 何 言 ふの ぢゃ „^ 

松 子 わし 十郎兵 衞ぢゃ …… (ん W く) 

どうして？ 


r,08 
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松 ： 十 でも 遠 いとこ に 巡 .1 し て 行く んぢ や も の 。 

か a 子 ぢゃ、 その 娘のお つる ぢ やない か" 

松 子 あ、 おつる ぢゃ。 

かれ 子 ホッホ ッホッ …… 昨日 (義 一^の 方ん 見て〕 あな 

た 芝居 を 見に いんだので すせ。 で、 おつる を 見たん で こ 

ん な こと 一一 一一 II ふんです せ ホッホ ッホッ …… 。  . 

義ー郞 ハク ハノ ハツ …… レ 

松： 十 お 父 はん * わしお つるの やうに な あ。 

r.  ^きじ やくろ。 一 

か：；：； 子 ホッホ ッホク …… 0 

義ー^ ハツ ハツ ハツ …… もう 明日から は鐵 ひな ものに 勉 

强 せんでも え、。 お 父 はん はちつ とも 叱り やせぬ ぞ" ハ 

グ、 グ、 ノグリ 

(松 子ん 見 まもりつ、、 ぼと リと I^VHSV- 、- そして 無 

雜作 LL 手の甲て y^,^ 拭 ふ。 かれ 子 松 子，^ 抱きしめ、 快 

LL 顔， ^埋めて 泣く。) 
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妻の 作淸 


お古お 古 お 


お W それやお 骨が折れ ませう。 

* 茂 七 それが さ、 三度が 三度と も 例の 召集 合狀 とい ふや 

っぢ や。 赤紙 ぢゃ。 

お 虎 (± 間の 方から、 古 茂 七の 話.^ いて、 火の ついた 竹 

切れん、 5^ つた ま- - 出て 來ろ) 古茂セ さん、 また あの 赤紙 

を 持 つ て 行きな さ つたの か。 (ひどく 手が 顫 へて ねろ〕 

お 虎さん か。 この ころ は 毎日の やうに 赤紙ば かり 

ぢゃ。 

お 虎 …； C ひどく 驚いた 態) 

古 茂 七 今日はな。 峯の作 m どんの： ih よ。 それに 平 八さん 

の 三男 坊、 三本 松の 武吉 よ。 一 番氣の 毒な の は 橋 口の 勘 

左 ffl: の家ぢ や。 もうあの 家で は 五 人 IH おや。 一番 目と 

1 1 番目 はお 前 召集され て戰 地へ 行った かと 思 ふ 間 も あり 

やせぬ {n 骨に なって 歸 つて 來た。 一！； 0^ と s: 番 H はお 前 

三日 前 に R 口 集され たば か りぢ やな い か 。 幾ら 役目 ぢゃ と 

い ふ て も わし はけ ふ 五番 目の 召集 八 ヶ 持つ て 行 つ た 時 

はもう、 あの 赤紙 を 出さう としても、 この 腕が ようい ふ 

こと を 聞かぬ のぢ や。 

お 虎 無理 もない。 勘左衞 門さん も氣の 毒な 人ぢ やな あ。 

古 茂 七 いや、 勘 左 衞門は 昔から あの やうに 氣の强 い 男 だ 

し、 あれで も 物の 道理の わかった 男ぢ やからな あ、 悲し 

いやうな 顏も 見せぬ が、 それだけに  一 i の 毒で ならぬ。 


虎 で、 お 米さん はどうして ゐな さる？ 

茂 七 お 米さん は女ぢ やからな あ。 

虎 氣 でも 狂 はねば よいが な あ。 

茂 七 わし もさ 5 思 ふ" 

虎 わし なぞ はもう 今から 氣が .JiJ ひさ うぢ や。 もし^1£作 

が戰 さに でも 出る やうに な つ て、 もし 死ぬ やうな こ とが 

あったら …… わしゃ それ を 思 ふと かう やつ て 生きて ゐる 

のが 苦しい。 (お 町と 蔑， か 見合 は ぜ ろ 。遠くて しづかに 鐘 

古 茂 七 あり ゃ淸 作さん が 打って る鐘ぢ やな。 淸 作さん が 

あの 鐘 を 買 ふ て來て 朝と 晩に 打つ やうに な つ てから、 村 

の 若 い 者 どもが 0 と はまる でちが ふ ほ ど 朝 は 早う から 、 

日が 暮れろ まで 野良に 出て 働く やうに なった がな あ。 

お 虎 ぢ やが、 今ではもう 野良に 出て 働く 若い者と いふて 

も 幾ら も 居 はせ ぬ。 

古 茂 七 毎日々々 赤紙で 戰 地へ 呼ばれて 行く のでな あ。 お 

虎さん。 淸 作さん にしても、 何時 赤？ i が來 ない とも K ら 

ぬよ。 

お 虎 わしゃ、 毎日 胸 さわぎば かりして な あ > 

古 茂 七 でも 、若い者ち や。 一度 は戰 さに も 行かん ことに 

や。  - 

お 虎 日本中の 人の ため ぢ やからな あ.」 


f.ll 


w 茂 七 さう だと も、 B 本 中が 親 は 泣き 寄り ぢゃ。 さう 思 

、は 諦め もつ く。  作さん に K し、 つな。 

〔古^ 七 下 vf, へ 退揚。 ぉ町八夙ュの間の天：^^からラ ンブ 

, 小つ ろす。 お 虎 ぽん やりと 十； 間口 LL 立って ねる。) 

お 町 な あ、 おおさん、 兄 r,- んも 姉さん も 蓮い な あ。 

おお い っ戰 さに..， 仃， かわば なりぬ かわからぬ とい ふのに、 

いつも 0; つ 暗になる まで 野お/に ゐて、 ちっとも 歸 つて は 

來ぬ。 

お 町 戰 さに 行けば なかく 籙 つて^れ ぬから、 畑 も 荒れ 

ようし、 今のう ちに 出來る だけ 手 を 入れて 置 くんだ と 兄 

さん はいふて ゐ なさった。 

お 虎 さう かも 知れぬ が、 また あのお 兼が 何かと 家で は 相 

談 もしに くいこと を、 野良に 引きと めて 話し こんで をる 

のぢ やらうよ。 

お W さう いへば お母さん。 何も 毎 B 姉さんが 兄さんに つ 

い て 野 に ゆ かねば ならぬ こと も あるまい にな あ。 

お 虎 淸 作の 馬鹿が お 兼に 魂まで も …… 。 

お 町 さう い へば 兄さんと お母さんと あたしと 三人 だけで 

この 家に ゐ たころ が 一 番仕 合せで したな あ。 あの ころ は 

兄さん も 今よりか ずっと あたしに も 親切 だ つ たし、 お 母 

さんに 對 しても どれほどな あ  。 

お^ いつまでも、 男で も 女で も 一人で をる わけに は ゆか 


ぬが、 嫁 を 貰 ふたと ころで 男の 心 一 つに ある さ， あの 子 

が 第 一 に 馬鹿な のさ。 

お 町 あたし 兄さんが 惡 いと は 思 はぬ よ。 

お 虎 それ ぢゃ 誰が 惡ぃ のかな。 

お 町 兄さんの 心 を あんな 風に-してし まふ ものが 惡 いの 

さ 0 

(Is 作のお 父 左 衞門十 間の 裏の 戸ん 1 明け て 登^。) 

ぼ左衞 門 姉さん、 まだ 淸作は 野良から かへ つて 來ぬ やう 

ぢ やな あ。 

お 町 たった今、 兄さん はいつ もの 鐘 を. 1? らして ゐ なさつ 

たから、 も うぢき にも どって 見え ませうよ。 

庄左衞 門 淸 作が あの 鐘 を 買 ふ て來て 村の 人 たちのた めぢ 

やと い ふ て、 朝 も 暗い うちから 起きて 叩き はじめた ころ 

は、 村 中の もの が 朝 も 暗 いうちから 起きて 働く やうに な 

り、 一 年 と^たぬ うちに 若い者の 風鎮まで 改まった とい 

ふる ヌ め 

はれた もの ぢゃ。 ところで あのお 兼と いふ 古 i 奴が 來て 

から は、 淸 作が 鳴らす 鐘に 汚れが はいった とい ふとる わ 

お 虎 わし も その やうな i"? をき かぬ ではない。 が、 淸 作に 

はお 兼で なけり や 夜が 明けぬ のぢ やからな ぁハ 、ハ、 ハ 

ハ …… しかし、 まあ、 若い者 ぢ やから 無理 も あるまい。 

この やうな こと を 何かとい ふの は 姑 根性で あらうて な あ 


fil2  ^の 作ミ者 


ハ、 ハ、 ハ、 …わしに， 死 水 はどうせ あの人た ちに 収っ 

て もら はね" はならぬ 0. ちゃから な。 

.i^ 左； i 門 さ うぢ やと も】 她 さん も あまり の惡 n はい は 

ぬ もん ぢゃ ぞ。 ところでな、 わし は ちょ つ と 相談が あ つ 

て來 たの ぢ やが、 まだ 淸作 はも どって 來 まいな" (お 町 

, ^兌ろ。 お 町 下手 の 称の 木の 下から r お 手 の 方 1^ ながめ る ) 

お 町 まだ 兄さん も 姉さん も 見えぬ やうです。 

虫 左衞門 な あ 姉さん、 淸作 もどの みち 近いうちに 戰 地へ 

呼び出される にち が ひない。 

お 虎 わし はもう この ころで は 夜 もろく く 眠り は. せぬ。 

いつ あの 赤紙が やつ て來 るかと 思 ふと、 11 戶の 外で 人の 

跫昔が しても この 胸 を 刺される やうな 氣 がする 。 

"id 左 衞門 そり や 無理 もな い。 たった 一人の 枠ぢ や も の 。 

だ が そこ は 御 II のた め. ちゃ。 として 今度 の や うな 戰さ 

に 出て 働く とい ふ の は名譽 な こと. ちゃ。 わしで ももす こ 

し 若け り や 願 ふ て も 出征す る つ もり ぢゃ 。 

；; 虎 わし も、 そ 0 や 覺悟は しとる の さな あ 。 (ちょっと 

戌お 衞 門 それで ぢゃ、 あのお 兼の こと ぢゃ、 まだ K 式に 

役場の 方 へ 入籍し とる と い - がわけ でもな い の ぢ やな あ。 

お 虎 まだ 緒に ははい つて をらぬ。 

•iiH 左衞 門 そ こぢや。 そんな ことがあって はならぬ が、 淸 I 


作が 出征して 萬が 一 、 もしもの ことがあった としたら。 

お 虎 わし は そ の やうな 恐ろ し い 話は聽 くの もい ゃぢ やが 

な あ。 

"il 左 衞 門 い や 、 作 は = 出度う 歸 つて 來 るに ちが ひない 

がさ。 姊 さん、 あんた は いつまでも あの やうな 淫 M あが 

りの ゃぅな-,^^をー消作の女房にしとく っもりかなぁ。 あん 

めか. 

た あ の 女 は 長 崎 で は 妾 奉公 ま で しとった と いふ こ とぢ や 

な >7 力な あ 

お 虎 その やうな 詁も聽 いた。 

左衞 S: そ こぢや" その やうな 女 をい つ まで もこ の 家の 

女房に はさせ て 置かれまい。 それに はよ い！ fela ぢゃ。 淸 

作が 出征し た 後 で、 何とかし てこの 家 を 出 て 行 つ て もら 

ふの ぢゃ。 

お 虎 その やうた こ と が でき る ぢ やらう か" それ は 可哀 さ 

うぢ や、 幾らお 兼が 崎で どの やうな 商 費 をし て をった 

にした ところで。 

お 町 叔父さん， そり や 姉さんが 可哀さ うぢ や) 

庄左衞 門 まあ そんなら それ は それでよ い。 ともかくお 兼 

を この. } ^の 戸籍に 人れ る こと だ け は、 もちつ と 見合せ と 

I  ,S!.K 力よ レ 

M そり やどう いふ わけで な あ！ 

かみ 

左衞 門 もしもの ことがあった 場合に さ、 お 上から 金が 


おの 作;!^ 


お お 
虎 ふ 町 や 


ドる。 (低い. 棟て〕 その 金 を 誰が もら ふと 思 ふ。 

ぉ虎 あ、 …… 

左銜 I！ な， 1§ さん、 淸作を あれまで 大きう 育て上げた 

の は あんた ぢ やな あ" それ ぢ やに、 もしもの ことがあつ 

た 場合に、 あんた は ど、 つして：^; きて 行く つもり ぢゃ。 お 

町に したと ころです ぐに 路頭に 迷 ふこと になる の は 知れ 

切った こと， ちゃ。 

お 虎 あ k … 

左銜門 い i かな その 場合に、 お 上から 下る 金 をいた V 

くの は 親よりも 先づ 女房と いふ ことにな つと るの ぢゃ、 

法律上で はな。 ところで 女房と いふ もの はちゃん と戶籍 

而には い つ て をる 女房で なけり ゃ駄 ほな こと ぢゃ。 

お 虎 う k む …… 。 

m ぶ衞 門 わかった かな 姊 さま.^ 

お 虎 あ X …… (f. くやうな 獰。 -てして-?んっとぉ町，^'见 

ろ。 お 町 も. ちっと ゆの 1^,^ 見ろ。 下 から 作、 つ  >  い 

て お^が 鍬，^ か つ VV 踫ゃ i?^ 什 事の 荷， か つ いて 登場 リ 

お^.: 小网三 入が ！^Sし乂-Qろ火.^.^見て .： 乂ち どまら う と す 

る。 ^£左っ#門， お 虎、 5^.?作に氣付く〕 

m 左 糊 e: 淸作か …… お 兼さん も かへ つて 來た。 えら、 っ遲 

、つまで 働く んぢ やの 

マ； m 作 叔父さんで すか。 何 か ffl でも？ 


iid 左衞門 何な、 演の 方に ちょっと 用が あった もん ぢ やか 

ら。 序に 立ち寄って 見た のさ。 あんた もどう でも 今度 は 

出征 せに やなる まいて。 その やうな こと を考 へたんで ち 

よつ と 逢 ふて 見た うなって ハ 、 ハ 、 、ノ  、 …… 

作 え、、 わたし ももう 覺悟 はしと ります。 そり やもう 

今夜に も 分りませんで、 後 は 女ば かりの ことです し、 叔 

父さん どうぞ 賴み ますよ。 

^左衞 門 後々 のこと は 心配せ ぬがよ い。 ：！！ 出度い こと ぢ 

や。 うんと 働い て 金 鶴勳草 はぜ ひ 貰 ふて 來 にや 村の 衆に 

對 しても すまぬ ぞ。 

ュ？ 作 (母 やお 兼 に 氣，^  くば リ ながら す， i つ と^, ケ低 め て ) 

„ てり やもう 出征す る W 上 はわた し も 生き て歸 らうと は 思 

ひませ ぬ。 叔父さん や 村の 人た ちの 恥になる やうな 卑怯 

な a 似 はしません。 安心して ゐ てくだ さい。 

(お 兼、 セ 間の 壁に W :w{ の 荷，^ 立て かけな がら， IS 作 の 

話に 耳.^ か， ペ む けズ そっと 浪. 4- 拭く。) 

-; £ 左衞門 なに、 戰地 へ 行った から つ て 死ぬ と はか ぎらぬ。 

EM 出度う 金 鵄勳章 を 胸に 飾つ て か へ つ て來 て、 お母さん 

おれたち を よろこばせて くれな あ、 お 町！ 

あたし 兄さん はきつ と 達者で 生きて 來な さ る と 思 

そんな ことが わかる もの か、 のん，.？ な こと をい ふと 
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る。 わしゃもう ほんに どうし たらよ いやら  

-Hi 左 衞門 姉さん、 心配せ ぬがよ い 。 わ し は また 濱 へ 行 つ 

て歸 りに 寄ります わ。 淸作 ちょっとな あ …… (下手へ 返 

場しながら、 f;m 作ん、 つれて ひそ，、 萆て 話す。 お 兼 は 鎌 

1^ 洗 ひ Li 下手 の^の 木の 方へ 賴斜. y 下 リ \ 、ゆく。 舞 謹 は 

しばらくお 虎と お 町 二 入き リに なろ) 

お 町 お母さん、 あれ ぢゃ ものな あ。 姉さん は 野良から も 

どつ て 來ても わたしら に ちかぢか もの もい は ぬの ぢゃ 

な。 兄さんに しても さ うぢ やな あ。 あたし さう 思 ふよ。 

兄さんが 一 層戰 地に 行きな された 方が よい わな。 どうせ 

兄さん は 蹄さん 一人の ものに なつと るの ぢ やから、 あた 

し 兄さん が 八 ヱお に も 出征す る や うな ことにな つたら、 か 

へ つて 氣が晴 々し はせ ぬかと 思 ふ。 その 時の 姉さんの 泣 

き 顔が 見て やりたい よな あ。 

お 虎 お前 はさう 思 ふか。 わし は その やうな 氣に はなれぬ。 

(淸 作、 うな * たれなが らふ r  、 び 下 リ登 5r お 虎、 

太 -v 、なほ rv.:^ 先に-蓮 •  ひ、 ！ fl^^ んぐ夾 -るピ 

お 虎 淸作 や。 草臥れた ぢ やら、 つな。 

淸作 お 母さん。 湯 はわし が 掬み ますで、 放っといて 下さ 

お 虎 (.盥 の；" I ん、 かき. まぜて) ちゃう どよ い 加減 ぢゃ。 さ 

あ 足 を ゆすいだ。 


淸作 お母さん、 すみません。 (足，^ 洗 ひ？ ひ 捨て、. 緣側 

へ 上る。 お 町、 膀の 仕度ん、 して 爐の はた に 速ぶ) 

お 町 兄さん 草臥れな す つ たらうな。 

淸作 な あに 、今日は 甘藷釜 の 仕事 だけ ぢ やった からな 

あ。 しかし あれで もう 霜が 下りても 心配 はない。 (爐 LL 

手.^ かざしながら) あ、 すっかり 秋に なった な あ。 夜 は 

もう 冷々 する や うぢ やな。 (蟲 鳴く) 

お 町 あい …… 

？ M 作 靜 かなもの ぢ やな あ。 わし はこれ. たから 秋が 好きぢ 

や。 (；. S つと 蟲の音 に き V と ひる) 

お 町 兄さん は徘諧 がうまい けにな ぁホ、 ホ、  

淸作 このごろの やうに 忙しうて は 8S もやれ ぬさハ 、ハ 


お 町 でも 兄さんの は 上手 ぢ やと is さんが 褒めと つ 

たがな あ。 

淸作 わしの 俳諧 はあり や、 軍隊 仕込みの i ぢゃ。 聯隊 

にゐ たころ わしの 戰友 の 柏 原と いふ 男が よく 夜に なる と 

わしに i の 話 をし て くれた の さ。 何 だ つ たかな …… 何 

とかの 消燈 喇叭 や 霜の 聲ッ ていふの が 生まれて はじめて 

の 句 さ- >  それ を 柏 原と いふ K にば かに 褒められ たのが 俳 

諧に 病みつ いた 初 まり さ、 ハ、 ハ、 ハ …… あの 男 ももう 

, ., 大方 Ri された かも 知れぬな あ …… 、 I  ， ， 
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お 町 兄さん も 召 IS されたら 昔のお 友達と 一 緒になる の で 

せうな あ。 

？ 55 作 た いてい は ；：^ じ 聯隊 だ、 りうよ 。 さう する と 久し振り 

で S 原に も 逢 へる。 あいつ とわし と 組ん で 山，； g の ，sis?>J 

擔ぃ で 山 を け 登った ことがあ つたが、 あの 時 は 眼が く 

ら みさう に H." しかった が …… 

お 町 ぢゃ、 戰& といつ て も 知つ たお 友達と ： 緒ぢ やから 

さ- 「恐ろしい こと はない なぁリ 

f;?: 作 死ぬ にしても みんなと！ 緒 だからな あ。 柏 原の 奴 も 

きつ と 今ごろ はわし の こと を 思 ひ 出しと る だら うよ。 (遠 

い i; ^みろ！？. うな to) 出征す るなら n.  く 出征した 方が い X 

にな あ。 わしに はもう あの 秋の 滿洲の 鹿々 とした 戰 場が 

やつ 

g に 見える や うぢ や …… な あに 敵の 奴ら …… 

お 町 兄さん、 iiig が 冷たうな るで 早う 喷べ てくだ さい。 

？； i 作 うむ、 さ. つ 力。 

(村の issr  二 上手から 登 揚。〕 

W の 奴 1 お 町さん、 お母さん は？ 

お 町 上11 にゐ なさる がな あ。 

村の 二  ？ S に 風呂が 沸い たとい ふから 呼びに 來 ましたが 

な あ。 

お 町 ぢゃ、 ；緒 につれ てって もら はう かな あ。 

村の 娘 二 お母さん、 もな あ。 


お 町 お母さん、 濱に 湯が 5g いたさうな。 

お 虎 わしゃ、 行きた うないが。 

お 町 さう いはんで 一 緒に さ。 ちょ つ と 一 風呂 浴び て來た 

がよ い。 

淸作 お母さん、 さうな さい。 お 町と 一 緒に ナリ よつ と 行つ 

て ひて 來 たがよ い。 

お 虎 ノり や、 いつば いよ ばれる かな あ. - 

お 町 それが よい。 

(お 虎、 お 町、 村の 娘 1、 二 下手へ 退場。 月が 出ろ。) 

(清 作 奥の間から H 本 刀と 奉公 袋.^ か、 へて 來て、 率 

公 袋の なか.^ 調べて 見ろ。 tn 本 刀，^ 拔 い て v つと 刀 臭 

^見つめる。) 

(お 兼 鍬，^ 洗 ひ 下手，^ リ あらにれ る。) 

作 足 を 洗 ふ て 早く 上 つ たら どう？ 

お 兼 あい …… (お 町 やお 虎 n ちの 後 fj- 見送って ぬる) 

淸作 土間の 大签に 湯が わかして ある &ー C ぢゃ。 それ を 掬ん 

で來 ると い、。 わし、 、つつかり して の 湯 を 捨て、 しま 

うたで な あ …… C 

お 兼 ぢゃ、 せっかくお 母さんに わかして いた r いたの だ 

からさう しませう。 (土間の 竈の 前に 行 さ、 土間に 置かれ 

た签 なの ぞいて 見る。 ち 二つと 寂しい 額，^ する) 

清 作 どうした。 湯が わかして ある だら う： 
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Wi お ； H お '<H  お         m お -?r!? お 


お 兼 あなた、 今 も 二人で 歸 って來 てから、 叔父さん もこ 

、 J に ゐ なさ つ たが、 あたし に は  一 fpc も 何とも 仰し やら ぬ 

でせ、 つ。 お母さん にしても、 お 町さん にしても *  口  I つ 

き いて はく ださらぬ でせ う。 の 風呂に 出かけな さるの 

ならわ た し にも 翳 くら ゐか け て くだ され て もよ いと 3^ ふ 

のです が …… 

作  ….。 

お 兼 この やうな こと をい つて、 あなたに 心配させる の は 

辛い です が、 あなたが こ V の 家に ゐてさ へ くだ されば、 

わたし は どの やうな こと も 辛抱し ます。 けれど、 もし. ん 

なた が戰 地へ でも 行きな さり や、 わたし はたった ； 人で 

かう やって ゐ ねばならぬ。 わたし や 一 層 W でも S つ てし 

ま はう かと ひます つ 

清 作 ば か な - .1 と を いふ もの ぢ やない。 

お^ あなたに はわから ぬのです。 わたしん 心持ちが。 昨 

n もさう でした。 あの 罩入會 の 村 木さん と. 役場の 人が 

あなた の 守に 見えて 、 淸 作さん も い つ 出征せ に やなら 

ぬか も 知れぬ。 さう する と 留守 は あん たが 引き受け に や 

ならぬ、 SISS ひがない やうに な あとい つて、 みんなで わ 

たしの 顏を見 て 妙な 笑 ひ 方 をな さるの。 わたしの 胸に は 

ちゃんと そ の 人た ち の 心が 響 い て 来ました。 村の 人た ち 

までが わたし を、 今日まで 變 な^で 兑て をり ます- 


お 兼  い &ぇ、 すこしも 殘っ て は をり ませぬ。 

？,? 作 さう か …… 裏の 方で 何 か 洗うて ゐ なさつ た や うだ 

が、 その 方に 使うて しまうた のぢ やな。 

0 さう かも 知れ ませぬ。 

作 わしが あの ¥捨 てねば よかった がな あ。 

0 わたし は 水 でれ？ 構です。 

作 いや、 もう 水で は 冷たい よ。 is に 火が 续っ とろ だら 

ひこ 

う。 一く ベ 焚いたら ど-つ？ 

0 水で 結 i です。 

(下手の 械の 木の ほと. りに ffi.^ 持ち出して 水て 足ん ゆ 

すぐ。 遠くから 麥ぬ が 開え る。) 

作 足 を 洗うたら、 お前 も 4. う 飯に したんよ いだら う。 

,  兼 (爐の は n に 寄ろ) どうしたの かわた し 何も 喰べ た 

うはない。 

作 風で も 引いた のかい？ 

兼 さう でもありません が。 

作 闲 るな あ。 今夜に でも もし i? 地へ 出かけな けり やな 

らぬ こと になれば、 そんな 風で は 出て 行く 者 も 心： りぢ 

やが。 

お 維 い.^ え、 わたしの こと はすこし も 心 S なさる こと は 

ありません。 あなた , 」 そか らだを 大事に し て 下さ い 。 

淸作 わし は 大丈夫 だ。 (なほ！ H 本 刀，^ 見ろ) 
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ュ 5 作 何とで も 思 はせ るが よ いぢ やない か。 

お 兼 あなた は ffir たから さ、 -> いひな さるが、 女の. せに なつ 

て ごらんなさい。 わたしの 身に なって。 

J.;? 作 今夜に なって わしに そんな こと をい、 つて くれるな。 

お 兼 さうな あ。 わたしが 惡 かった な あ。 あなたの 身に な 

れば 生きる か 死ぬ るかと いふ 場合. たからな あ。 

作 お前の 心持ち はわし に はよう 分る。 わし は い つも U 

に - ；そ 出さぬ が、 ほんに氣の^^坪たと思ぅてをる。 

お^ わたし はもう 何もい ひませ ぬ。 でも、 わたし； 人に 

なったら、 あなたが 戰 地から か へ つ て來 てくだ さるまで 

生きて ゆかれる か 知ら、 わたし それが 心配です。 

マ W 作 また、 そんな lii 鹿な こと を" 

お 兼 い &ぇ、 ほんた うです。 わたしの やうな 親 も 兄弟 も 

ない 女 を、 あなた なれば こそ 今まで か"' やって 可愛がつ 

てくだされ たのです。 それ を 思 ふと、 わたし はも、 "今 B 

今 こ \ で 死んでも 悲しい と は 思 ひませ ぬ。 

？; S 作 そんな 1  颯の 弱い こと をい ふ もの ぢ やない。 たと へ 出 

征 したから と 云 ふて 死ぬ ものと はき まって をらぬ。 B 本 

中の 人が 今 は&も ¥间 じ 心に な つ て^^^しみ八：： ふ て をる 

の だ。 どうで も B 本 は 勝たねば ならぬ。 (遠くぐ 出征. 舉 

人， fj:^ ろ K お々々 の SI かが えろ) また 誰れ か 今夜 立つ の 

だな. - (お 3^. おびえた や- 「になつ ズ 耳，^ そげ だズ气 喇叭 


が 鳴る) 

お 兼 わたし や あなたが 戰爭に 出 て 働いて くだ さるの はう 

れ しいと 思 ふとります。 これまで 近在の どこの 村に 出か 

けて 行つ て も、 あんた の 村は淸 作さん が をる ので 仕 合せ 

ぢゃ、 あんた の 村に は 何 を やっても かな はぬ。 それ も淸 

作さん 一 人の カぢ やと みんなが いうて くださる。 わたし 

や、 今日まで どれほど うれし い と 思うた か 知れぬ。 

消 作 今夜に も 赤紙が 來 るに ちが ひない。 忘れ物の ないや 

うにして 置かに や。 (ふた、 •  ひ 奉公 袋.^ しらべろ) 

お 兼 -1 め、 さう でした。 お 守さん を 入れる の を 忘れ とりま 

した。 (奥へ はいって 守 礼と 白い 襦袢ん』 か、 へて 來る) 

この 襦粹は こな ひだから わたしが 縫うて、 お 加持 をし て 

もらうた の です、 彈丸 除け の 祈 fi が 封 じ こんで ありま 

す。 (抉て 浜.^ 拭く) 

マ W 作 (受け取 リズ) ありがたう。 (奉公 袋と 一緒 に 風 s 

敷に つ、 む- 小 使せ 茂 七 あわた しく 下 Bi-i リ 登場。 手 

に は 赤紙.， ^掘ん， てむ ろ。 ぉ號は 胸.， か銜 かれた ほど 驚く) 

ハ、 ハ、 ハ …… いよく 来たな。 

はい、 いよく あなた も £tf 地へ 行かに やなり ませ 

ん。 (召； #佘 状，^ 作 にわた す.' 淸作 受け取り y つと 讀 

む。 14^ が顫 へて. Q る。 お 兼と 古^ 七 は？； £ 作，^ 見つ A \ 、な 

る) 
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(間。〕 

淸作 明日 の 午前 十 時 ま でに 聯隊に 着かに やならぬ。 ぢゃ、 

今夜 直ぐ 立た にや 間に合 はぬ。 わし もた うと、 っ戰地 へ 行 

ける や、 つに なった、 ハ、 ハ、 ハ  

(ひどく  裔 して 部屋の なか.^ 歩 さま はろ。) 

ぉ统 今夜 直ぐです か？ 

淸作 あ、、 度ぐ ぢゃ。 古 茂 七さん、 濱の 渡船 は 何時まで 

あつたかな。 

十； I 茂 七 この 際です から 渡船 は 役場の 方から いつでも 出さ 

せ る やう にして あり ます。 

淸作 そいつ はありが たい。 

古 茂 七 九 時に 渡船 を 出します で、 村から 淸 作さん と 一緒 

に 今夜 七 人出 て 行く ことにな つと ります。 

？^？作 今夜 七 人です か。 

も 茂 七 七 人です。 

淸作 それ ぢゃ もう 第 一 國 民まで 手が 着いた な あ。 

古 $g 七 今夜 立つな、 淸 作さん と濱の 文. It さんの 他 は みん 

な 未敎育 者ば かりです よ。 

淸作 さ うだらう。 このごろの やうに 毎日 何千と 死ぬ ので 

はな あ" 

古丧七 敵も强 いのですな あ。 

淸作 熊 見たい な 奴 だからな。 


古挖七 あんた この 村に は 今 曰きり も， つ 男 というて は 一. < 

も 若い者 はゐま せんぞ。 

作 さ うぢ やな あ. …： お母さん やお 町 はま だ 歸ら ぬか 

な J 

1^ 々日までに 村から は 三十 九 人 出征して、 もう 十：， fl 

人 死んだ、 これから 先 幾人-死ぬ こと やら。 

？ 作 戰爭は これから だからな .：：• 0  (不圖 月の 光り U  0 

ら された 綠 側の ttli 氣 付いて なつ. A しさう に 近. つく) お 

兼、 これ を 見い。 この 大黑 柱に 斧の 痕が ある だら う。 こ 

れは まだ 親父 さんが 半； き て をら れ たころ わしが かう いふ 

わるさ をして な、 叱られた ことがあった。 おう、 それ か 

ら これ を ごらん、 ずっと この 柱に は 目盛りが して ある。 

これが 十二の 時の わしの 脊ぢ や、 これが 十五の 時の 脊ぢ 

やな， かう やって 年々 に 大きうな つと る わい。 この 大 ST; 

柱 も わし と はなが い お 馴染 だ つたが ： ： ： この 大里 Uti とも 

今夜 切りのお 別れ か …… (柱，^ 撫 てながら 手の甲て 涙，^ 

拭く。 お 維、 喪心した やうに なって. ちっと 淸 作ん 1 兄つ め 

てね る) 

古 茂 七 村 中の 若い者が 出て 行つ てし まうた 後の 田 や 畑 は 

どうなる もの か。 戰爭 のたん びに 一番 馬鹿を見 るの は 土 

にか ぢ りついて 働い とる 人間 ぢゃ。 やれ 體が丈 夬ぢゃ 

の、 素直 ぢ やの いうて 兵隊に と b れて ゆく の は 村の 若い 
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^5?ば つ かり： P や。 わしゃ 華族の 子なん か で戰 死した なん 

て 滅多に 聽ぃ たこと もない U 何たら 理窟 を つけて この 戰 

に ー贝 京 で は 華族 づ らが 踊り こくって をる ちう こと 

を聽 いたが な あ …… 淸 作さん、 お 兼さん、 いづれ わし も 

九 g- に は まで 見这 りに 行く でな あ。 一 度 役場まで もど 

つて 來 ますで。 お 兼さん くよ/ \ せんがよ い  

お^ ありが たう /さ い ます。 

戰 もさう ^いこと もあります まいで な あ。 (下 

手へ？ 3 染) 

お 兼 あなた、 いよく 今お きり ぢ やな あ。 .Qsg 作の 前に 

作 兑っ ともないで 泣くな。 

お^ 泣くまい と 思 ふけれ ど、 わたし 一 人に なつてから 後 

のこと を考 へる と、 どうして 一 日で も 生きて をら れ よう 

かと 思 ふので す。 わたしに はとても i 人で この 家に は を 

れ ませぬ。 その 刀で 一 層 わたし を 殺してから 出て 行って 

ください。 

|^?作 馬鹿な こと をい ふ" 

お 旅 でも わたし はとても あなたに 別れて は …… 

(おいお、 お 町： 卜 手 i リ リ登 場。) 

おお 作 …… 作 …… (ュ S 作に <^ びつ くやう にして 抱き、 


消 作 お母さん もから だ を 丈夫に してな あ。 な あに、 心配 

する こと はな， い。 わしら は 砲兵で も、 穴の なかに かくれ 

て ゐて敵 を擊っ ん だから 死ぬ 氣っ かひ はない。 安心な も 

のさ。 

お 虎 淸作ゃ 死んで くれるな。 生き 一」 かへ つて くれ。 お前 

一 人が 賴みぢ やからな あ" 

お 町 (お 兼の 方ん-見て) でも 兄さん 卑怯な こと をして は 

駄目 だな あ。 

お 虎 餘計な こと をい ふ ものが あるか。 

お 町 でも さ うぢ や もの。 どうせ 戰爭に 行く から はわし， 

兄さん は 死んで 來る もの と覺 悟し とる。 (横ん i5 いて 額 

. ^掩 ふ) 

お 虎 おう、 さ うぢ やった、 鉈豆 を その 袋に 人れ といて く 

れ。 昔から 鉈豆 はかならず 戰 さに 行く 時 持つ て 行った も 

の. ぢ やさうな。 二度と もとへ か へる とい ふこと でな。 (奧 

から 鉈豆. 持って 來\ 、淸 作に わたす。 退役.^ 尉 加 志 山、 

村長 枚 原、 兵事 係、 村の 世話？. a、 庄左衞 門、 村の 入々 上 

手下 手より 提灯，^ 持ち わ わた^しげ LL 集まって 來ろ。 な 

か に は酒 ！^；-飮んて ねろ もの も わろ) 

加 志 山 淸作 君お 目出度う。 

牧. 原 お目出度う。 お 虎さん いろ. /<\- 心配 だら、 つが、 案じ 

ぬ 方が よい。 
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加 ： ふ 山 大ぃ にわが 村の 軍人 團の 名譽 のために. 殊勳を あら 

はして くれた まへ。 いづれ われ/ \ の やうな 老骨 も 今度 

こそ は あん た 等 若 い 入の あと か ら すぐ 出征が できる i! だ 

と樂 しんで をる。 戰 地で 逢 はうよ。 

(みな/ \J1S 作 やお 虎に 挨^ん ろ。 お 兼 一 人が ひど 

く 除け者の やうに されて ねろ のが 目立って 見えろ。) 

左 衞 門 n 出^ い 門出 だ で 、 別れ の _盃 だけ は な あ 姉 さま。 

(庄左 ||門 は ひ どく 酒に 醉 つ てね る) 

お 虎 さう だった な あ。 (お 町と 二人ぐ. H 間に 下リ 酒の 器 

> 少述 んて來 ろ) 

庄左衞 門 (隅の 方 に 泣いて Q る お 兼ん.^ 兌；、、 上り 枢： i i る 

め， -V 、ながら〕 なん ぼ 普段に i:w 作 を ちょっと も 離さぬ お 兼 

さん も、 赤紙 一枚 来れば どうす る 力 もない な あ、 ハ 、 ハ 

、 ハ …… (人々 ぉ錄. ^^き 笑 ふ。 お 兼 K=? 白な 效.^ して 庄 

左衞 門.^ 見つめる； お 兼 もこ i へ來 てお 酌で もしたら ビ 

うだ。 幾ら われ 一 人の 男の やうに 淸作 を惹き て 置？ 

たうても、 今度ば かり はなん ぼお 前の 力で も どうもなら 

ぬわい。 ワッハ 、 ハ …… お前の 大事な 淸 作が 出征す るん 

ぢゃ。 もう 二度と 逢 はれぬ のぢ ゃぞ。 さあ こっちに 來て 

お 酌で もしろ。 おい 長 崎の 別 鑌ッ！ (入々 笑 ふ. - ；调作 は 

庄左銜 門，^ 見ろ〕 

お 虎 庄左 や、 お前 は みっともない。 わしの 心 も 知らんで- 


場合 を考 へろ よ。 

庄左 衞 S: はい / \ 姉 さ ん勘. 忍 し て 下 ふ 0 ：、 . 

加 志 山 ぢゃ、 別- 盃ぢ や、 早う 廻した がよ い。 

左衞門 さあ 淸作 お前から、 (J^,^ 淸作 に さす) 今度 は 

母 さま ぢゃ …… (お 虎 LL わ；^ す) それが すんだら …… お 

ぢゃ。 ( お S うけて 欽む。 次 l:^il左 ^Mn^:?;?^ ^ 

けて 一息 LL 飲み乾す) さあ これで HI 出度く 終った" みな 

さん どうぞ 御 勝手に i 杯づ、 あが つ て 下され" 

( お 兼 は 隅 の 方 \、庄 左衞 門 や 人々 の 様子 ^-v つと 見つ 

めズ ねろ。) 

牧！？ それで はもう 渡船 も 出ます ので、 これで 出かけて い 

た 5.<き ませう か。， 

加 志 山 野々 宮淸 作お 萬 歳 ッ！ 

入 タ 萬歲ッ ！ 

(人々 提灯な 持ち 下手 濱の 方へ 下って ゆく  • お 虎は淸 

作の 腕に 介 けられて 歩いて ゆく。 すぐう しんから * お 

兼が うつむきながら。) 

お 事 係 誰か. 留守番の 者が 一 人殘 つ て ゐ ない わけ に はむ く 

まい。 

左衞門 あ、 さ うぢ や。 うむ、 お 兼さん. あんた 残って 

をって おくれ。 あんた がよ い" 

加 志 山 でもけ ふだけ は。 (氣の う LL) 
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お 虎さん …… お 兼さん …： 誰れ ももう ゐぬ。 家 巾 を 留守 

にして。 (緣に 腰ん、 卸す。 そ 、、に. 匿いた ま、 に マ つ て わ る 

酒 二三 盃っ  >  はざまに む) 淸 作さん も氣の 毒ぢ や。 

が、 お 兼さん はな ほ氣の 毒ち や C どうして みんなが いつ 

まで も あの人 一 人 を 目の敵に する のかな あ。 なん ぼ 他 函 

から 來た というても あんまり ぢゃ。 あの in 左衞 門と い ふ 

奴 は 若い ころから 惡ぃ 奴で な あ。 村 會 議員な どとの さば 

つて をる が、 あんな 親 者 は 死んで しまへば よい。 あいつ 

屹度お 兼さん に 恥で も か \ された  >  」 とが ある にち が ひ な 

い。 いやな 奴 だな あ： この 大黑柱 だな、 

さ つ き ife 作 さ んが 泣いて ゐ たが … … こ、 に 古い 斧の 刃の 

痕が ある、 これ ぢゃな …… (VT つと 見つめて ねろ。 あわ 

た しい 叫び fr- 人々 の 群 C  51  『作 は兩 眼， かれ 血 だら 

け に な つ \ 、人々 に. 介 けられて 下手から 歸 つて 來ろ。 チ に 

は H 本 刀.^. 引、 き拔 いて 持って ねろ、 

作 お 兼 どこに ゐる。 畜生 ッ！ おれの 眼 を この やうに 

して …： 、つぬ、 殺して くれろ。 さあ こ、 に來ぃ C  (=: 木 

刀， a!w リ 上げ i うと マ る。 人々 な. ため 止めろ" 、=,'し^cか 

らお 兼が 人々 に 捕 へられ、 引> 摺ら れヾ來 る： 手に に 血 

に染ん だ智 1^ 提 つてみ る： ひどく 踏まれ、 叩，， V 、のめ？ れ 

た らしく 髮もみ ，たい、 着物 も. H に まみれて ねる) 

兼 (入々 の 芋ん-もお-は なし て 、清 作 の 足 もと に 飛ん て 行 


いえ、 わたし 殘 つてみ W 守 番をしと ります。 

^ そぃっは氣の^！？たなぁ。 

では あなた どうぞ からだ や t 洩を つ け て 下さ い。 (す 

リ h げ て^く) 

、つむ。 大丈夫 だ C  のこと を賴 むよ。 

ハ 人々. 返揚。 お， 兼 一人 袖の 木の： ト に 遠ざかり §  く 提灯 

の 火， 屮见 ながら 佇ん てね る。〕 

お， I あ X もう 栂 灯の 鋭 も！.；^ くな つてし まうた。 わたし は 

いつまで 一 人で こ \ にあの 入 を 待って をらねば ならぬ の 

やら …… いや わたし はこ、 に とても 一 人で は をれ ぬ。 a ほ 

くて f€ おの * 確〕 ど-.' したら よい かな あ ；… わたしに はた 

うと-つ 別れの 1^: つ， れも くれはせ なんだ。 お母さんに 

しろ、 お 町さん にしろ 女で ゐ なが、，：'、 わたしの 心 を 思う 

て くれる もの は 一 人 もない のか。 (^：？：^^顔はぜヾ；！^く：萬 

ル ！g の？ t) …… よい、 わたし やもう 誰れ も 頼み はせ ぬ。 わ 

たしゃ どうし て も 作さん と 別れ は せぬ。 わたし やどう 

も- r:j.i? ど 

でも 尙 一 度 あの 入に？？： 一! うて 來る e 淸 作さん が をらぬ 家な 

ど どうた つても かま ふ もの か。 わし も濱 まで， 逢つ て 行く。 

(； U 化に 物に かれた やうに のま 入 卜 へ 小 急ぶ、 に 

急ぐ。 舞？^ しばらく.？ く。 蟲の 音。 n ほ ゆ" 梦か搞 く 女 

の§^。 十；：^ 七 上手 i リ 登揚) 

古 あ V  く  。もうみ んた濱 の 方へ 出かけ たらし い な。 
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つて) どうぞ 殺して 卜さい。 洁 作さん わたし 飛んだ こと 一 

をし ました。 OS 作の i^,^ 见/ く) でも わたし どうし： 

て も あなたと 別れる のが   - 

； ^rfc: 殺さんで か。 今日まで あれほどに してやった おれの 1 

恩 も 忘れて、 この やうな：：：； に 逢 はせ て。 さあ、 1 \ に來 い。 一 

お前 を 殺さんで どうす るか。 (刀.^ リ 上げて お 兼ん-刺 一 

さう とする。 人々 淸 作の 乎から 刀,^.,. -ざ 放す j-  一 

"ij 左衞門 姉さん。 EI. う 醫者を 呼んで。 それから 淸作は あ 一 

つちに やって, おかせん ぢゃ。 それから この 國賊は みんな 一 

で 叩き殺 せば よいの ぢ や 。  J 

お^ ど、 ゥぞ 殺して 下さい。 あなた、 あなた、 わたし 飛ん 一 

だ こと をして しま ひました。  ： 

(人々 淸作. 4^ 爐の はた Li.M かせろ。 J  i 

庄左衞 K: おう 殺さんで か！  ： 

加 志 山 まあお 待ち。 われく の 手で この 女 を ど 「すると 一 

い ふ こ と は できぬ。 氣が 狂つ たと しか 思 はれぬ。 とも か j 

く 警察 の 手に 渡す より 他 はない。 その上の こ とだ 。 それ 1 

まで は 逃がさぬ やうに して 靜か に 奥の 部 尾に でも 寢 かし 一 

て 置いた 方が い \。  ； 

お 兼 あなた どうぞ 殺して 下さい。 わたし 飛んだ こと をし： 

てし まひました。 (お 兼、？ ：5 作の 前に 突つ 臥す。 人々 無理 

にお 兼， ャ M へ つれて 行く)  一 


！,: m 作 おう 殺さんで か。 きさま はよ くも …… (偽つ い.；， 1 吸 

か 抑 へ ながら 起き 上 つ て， 风〈 の 方へ 行かう とすろ。 ， ^々抑 

へ ろ。 濱の 渡船の 竹螺 法の 音が 問える) 

加 志. S あ、、 もう 渡船が 出る。 ぢ やわれ/ \ -は濱 まで 出 

かけて 來 るで、 淸作 君の 看護 は^みます ぞ。 醫 者と、 そ 

れ から 警察と …… あ、 古お 七 5?- おすぐ 1! つて くれ。 

古 茂 七 はい …… (土間の. H へ 出る) 

加 志 m ぢ や、 われく は濱 まで 行 つ て來 よう。 

(人 々S3 揚。 奥て はお 兼の す V リ：^ く聲。 舞蔡に は？、 S 

作の 左右に お 虎と お 町！ U けが- f ろ。) 

淸作 お母さん か。 さあ あの 刀 を 貸して 下さい。 あいつ を 

叩き切って やらねば。 (起告 上らう とする) 

お =K お 兼 を 叩き切 つたと ころで お前の この 腺が どうな る 

もの か。 (ふた V* ひ.： J« 床の 上 に 寢 かぜら： t ろ。 .1. く。 お 虎 

とお 町 はおる/ \ し乂 作 1 午いた はる) 

(間" 蟲の 聲。) 

淸作 (急に 起き 上リ、 奉公 袋の なかの 繩 リ-; a して) 

お母さん、 あいつ はやつ ばり惡 い 女でした。 あいつ を こ 

こ に 引き摺り出し て 下さ い。 あいつ を この 繩で 締め 設し 

て やらぬ うち は 腹の 蟲が 癒えぬ。 お S さん あい つの あの 

首 を この 繩で  (奥の 方へ ^け 込まう と マろ) 

古^1£七 (もわ^ しく 土間の 裏 戶， 明け. 乂走リ こみ) お 
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いばさん 大 II た。 お 兼さん が 今 あの S 含の 裏の 柿の 木で 首 

をく、 つて 死んだ。 

お 虎 ぇッ、 ぁの襄 の 柿の 木で …… (^だ 七、 お 虎、 お 町 

I 問へ 飛 • ひ 下リて へ 走ろ) 

(間。) 

J^s 作 の 上 ちす くんだ ま V. 斗ん、 そ-は. て 、ねる。 

の の 木の 下て お 町 やお 虎の 姊 さん！ お 5i や！ と 

呼ぷ 叫. ひ 1^ が ^ える。 二人の 女の す 、リ： ば さが 問えろ。 

谙 作に 手に 捆ん てね た繩， ^^してし まふ) お 翁 や！ 

お 兼 や... CIS 作 は 立ちす くんだ ま、。 濱ては 萬 歳の 8r 

竹 法螺の 昔) 

I 幕 1 
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遠くに て 矢 叫、 ひの？ t 折々。 

甲 S! の 武士 八 人。 I お 笠.^ 着ろ 。武士 四 は. K 將 らし A. -^。 

ひせろ ゎリ、 刀，^ -拔 けろ ぉリ。 炬火ん" I^LL せる も、 

火 は 消えて ねろ。 辛うじて 道ん、；： どリ 得ろ くら. Q の 

暗。 

武士 一  もうす ぐで ございます。 もう 少しの 御 辛抱で ご， さ 

い ます。 

武士 二 あ.^、 あれに IS が 一 つ 見えます" 眞 鶴の 岬に ちが 

ひご. さいません。 

武士 三 かねて かやうな こと もと 存じまして、 萬 i の 場 八 U 

のために 吉濱の 岸に 一艘 船を隱 して 置きました。 あれ ま 

でお 越しに なれば。 

武士 四 い や、 もう 駄目 だ 。俺 はこ、 で 討死と 決めた レ 我 

ながら ま づぃ戰 をした。 俺 はわ づか 三百の 手兵の こと だ 

け を K 中に 置 い て 戰の計 誓 をした。 何とい ふ 笑 ふべ き - J 

とだ。 これで 源 家 の 統領な どと 呼ばれる こと を 夢に でも 

考 へ る の は 身の程 知 ら ず だ。 俺 は 何と い ふ 小つ ぼけな 謄 

つ 玉の 人間 だら う。 俺は^!11分で自分に_:„》想が盡きた ) 

武士 三 一 二百の 寡兵で 三千の 敵を迎 へる に は、 この 狭い 石 

橋 山 - 」 そ  一 J の 上 もな い 有利な 地點で /さ い ます。 n 十 川口 

から 石橋 山へ かけての 陣 所の 御 配置、 見 寧な 御手 並で ご 

ざいました。 た まだ 御 運が 開 かないまでの ことで. こざ 


it:  ニ幕ニ揚) 

一-. rr.» 


時 

治 承 四月 八月 一 一十三 日 

場 所 

相 州 石橋 山 

人 物 

大 庭三郎 (二十 五六 歳) 

具 尾 五 f 恥 (二十  一 二 歳) 

 眞田與  一 (二十歳) 

武士、  一  、二、 三、 四、 五、 六、 七、 八 

老  卒 (六十 歳) 

その他 武士、 兵卒 等 

to が 暮れて. Q ろ。 雨が 降って ねろ。 

乙女、 十國ぁ K りの 嶺. たけが、 かすかに 夜の 空 に 明暗 

の 一線，. 描いて ねろ のが 見えろ。 

中央 に 德麥 畑、 大报 畑な どおり、 上手 及び 下手に や V 

大きな 石な ど： ろが リ、 木. 一 チ .3モん><： しく。  ^えず 

波の音 聞 ゆ。  ，■ 
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C:2r, 


I ます 

武士 四 いや、 さ、 「ではない。 俺が た t 小さな ：國 一城の 

主と い ふ の なら、 こんな 戰法 で戰. つた ところ で 恥に はな 

らぬ。 しかし 苟 くも 源 家の 統領た る：？；； を繼ぐ 俺が、 こん 

な 小つ ぼけな こせつい た 策 戰で戰 つ た と 言 はれたら 勝 つ 

て も名轡 ではない。 敗け て は 恥の 上 後-り ぢゃ。 たと へ 今 

度 は 落ちの び 終せ たと ころで、 この やうな 小膽 で、 どう 

して 天 卜 を g け ての 大事 業が 俺に 出来る もの か。 俺 はな 

せ相投 平野の K ん 中に 三百の 手兵 を 率ゐて 出 なか つ た 

か 0 死ぬ にしても こんな 狭苦しい 山の 中より、 あすこ だ 

つたら 晴々 したら 5 に。 俺 は 敗 けても 大將 らしい 戰 をし 

て 死に たかった。 あ、、 しかし- J んな 愚痴 を 言 つたと こ 

ろで。 (^=..3:に股-卷，§<外さぅとして) さあ、 介錯 を賴む ぞ。 

武士 一 左 「株な 御 短^で は …； あなた 樣は それでお 宜しい 

かも 知れ ませぬ が、 安房、 上總、 武藏、 相模と あなた 樣 

を賴み に を 起し ました 源 家の 入々 を 何うな さ い ます。 

ぁなたはみんなを31^殺し にな さるお つもりで..、 /さ い ます 

か。 あなた 樣の お か らだ は 源 家 萬 人 のおから だで ノ  /さ い 

ます。 死ぬ の はいつ でも 死ねます。 ともかく 下の 濱 まで。 

(武士 数人。 無理に 武士 四 引 さ 立て、 下 } ^の 木立の 

屮に， な. ぐ。 風 強く 吹く、 遠き 矢叫び。 引きち が ひ LL 若 

さ 武士 一  入 下 リ登 揚。 し 告リに 敵手，^. 1^ す。 老卒 


一 人馬 枘杓. ^握った ま V 小 急 ざに 下手 二り 登場。) 

老卒 (低 T 蝶 Li て) もし、 もし、 それにお いでな さる は？ 

せ咅 武士  (暗の 中.^ 見つめて) さう いふお 前 は、 六彌太 

ではない か e (凝 ひどく かすれて ねろ) 

老卒 (*^ リ 寄って) あ、 やつば り あなた 樣で ござり まし 

たか。 あなた 樣は、 今夜大將さまのぉ^2!^りにこ、で討 

死 をな さるつ もりで ございませ- つが な あ 。 

仆ぉき 武士 御主 君のお 伴 をして 吉濱 から 一 緒に 安房 へ 渡る 

つもりであった がみん なで 八騎。 主 從八騎 はいつ の戰に 

も 昔から 源 家に とって は 不吉な 例との こと。 誰か 一 人 遠 

• 慮 せよ とのこと で、 俺が 一人 引き かへ して 來た。 

老卒 あなた 樣の やうな あた、， つ 若武者 を 殺さぬ でも、 まだ 

お 年 を 召した 方々 も をら れ まする に。 拭 ふ) どう 

して あなた 樣を 一 人で 殺され ませ、 「、 さあ この 爺 も 一 緒 

に 死なして 下さい。 

若， き 武士 危ぃ、 早う 歸 つて くれ。 早う。 

老卒 あなた 樣を 一人で この 危 いところ に 置いて、 どうし 

てわたく しが、 歸っ て 婆に 合せる 顏が. こざり ませう。 

若告 武士  (沈 默。 あた リの 人の 氣は ひに のみ 注意， ^くば 

る) 

老卒 わたくしごと きが 愚痴 を 申し たと ころ で詮 もな い 。 

がし かし、 あなた 樣が まだ い たいけな 坊 さまで ゐられ た 


燕 


ころから、 お育て 申 上げた この 爺 を、 なぜ 討死に は 一緒 

にお 連れく ださらぬ。 わたくし はお 怨み 申します。 

若さ 武士 志 はありが たう。 忘れ はせ ぬ。 しかしお 前に は 

さ つ き 言うた やうに 賴 まねば なら ぬ ことがある。 濱に殘 

して 置いた 馬 を 引いて 早， 「國 に歸っ て くれ。 御主 君 も、 

父上 も * もう 船に ぉ乘 りに なった ころ だ。 これで 俺 も 安 

心した。 お前、 國に歸 つたら 奧 にさう 言うて くれ、 は 

立派な 戰ひ をした。 そして 御主 君のお 身が はりに、 石橋 

山で 天晴れな 討死 をした と。 坊が 大きくな つたら ようく 

今夜の 戰 さの 物語り をして やってくれ。 

老卒 それ は なり ませぬ。 そのお 話で したら 小作に 言う て 、 

先程 馬 を 引かせて やりました ので もう 御 案じ になる こと 

は ございません。 あなた 樣が 討死な さるのに、 どうして 

この 爺が … … どうぞ 、 J の 爺 を お 伴に。 

若き 武士 ならぬ、 ならぬ。 主人の 言葉 を 聞かぬ か。 早う 

行け。 

老卒 それで は、 わたくし はこんで 腹擾っ 切って 死にます 

る。 あなた 機の 討死 を餘 所に どうして この 爺が。 (小刀 

^拔 かう とする) 

若き 武士 待て ッ！ 爺 や ありがたう。 では 一緒に 討死 ぢ 

や。 

老卒 ぁッ。 おゆるし 下されます かッ！  K4 う.. こざいます。 


(炬火，^ 持ちた る 武士 甲、 ト. vi- より 登 湯。 ai 吹く。 舞 

鎏ぃ i く 暗くな ろ。 J 

武士 甲 誰. おや。 

若き 武士 相模の 國の 住人 眞田與 一 賴忠 • 

武士 s' 化 の！！ の 住人 大庭 一二郎 景尙。 

ー兩人 太刀.^ 拔告、 戰ふ、 炬^ 消 ゆ。 雨ます く 激し 

く 降ろ。 嵐 吹く。 太刀. ^捨て-^ 蒭麥 畑の 中に 組む a 若 

告 武士、 武士 甲ん ち 伏せ、 小刀，^-拔かぅとするが糊 

12 つかへ て拔 けない のて、 老卒 ん、 t- ぷ。 1^喉1^痛め^,1 

ろた め聲 .15;;: ず。 武士 乙 上手 i リ登 1  め、： 持て ど、 

消 ゆ。 炬.^ 捨て、 二人の 方へ 手 さぐりに て 進む。 武士 

甲； お. ち 伏せられ たま、 助け ^呼ぶ。) 

武士 乙 誰ぢ や。 

武士 5- 俺ぢ や。 平家の 者お や。 

若き 武士 六彌 太！ 刀 を 持て。 刀 を。 ，： ハ彌 太！  (^聞え 

ず。 W ャュ卒 暗の 中，^^ ろ) 

武. HS- 敵と 組んで ゐ るの ぢゃ。 手 を 貸して くれ。 

武士 乙 平家 方に て誰ぢ や。 

武 +i 甲 大庭-：：^^景尙ぢゃ。 

武士 乙 a& プ V 、たろ 體 にて？！ ^すろ〕 

f  早く 下の 奴 を^し て くれ。 (敵な 抑 へたよ、 そ 

リ、 ぃら|^-の中，^^!^採ろ) 
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武. t! 乙 上 力； I 力？ 

武士 甲 下の は 大庭ぢ や。 

武士 乙 下の は大 庭 か？ 下の が。 

武士 a- さ うぢ や 大庭ぢ や。 

武土乙 (や V 快げ に 微^す) お前 は 敵に 組み伏せられた 

のか。 

武士 W- さあ、 早う 上の 奴 を 刺して くれ" 

おさ 武土 早う せえ。 下の 奴 を 刺して くれ！ (ネ ：！ しさう LL 

* 雄，^ 絞ろ) 上の が 大庭ぢ や。 

武.^ 屮 頼む、 賴む。 下の が 大庭ぢ や。 

武十； 乙 (意ん 決して、^ き 武士 siw. 招リ ーチ 探る" ひどく 

サ れさ武 十； に 蹴倒され、 W び 起ちて 刺ォ) 

若き 武士  (1. きつ .-仰^1:-11倒る。.1.,-?碌,^^さっけて^_^|リ 

^リ ：! ろ老卒 は、 折 柄 忍び寄った 武十； W と 相擊し ズ 倒れ 

る) 

(3g や v，i ろ。 武十： 乙 燃えさし の 炬火，^ 拾 ひ 焚く。 

武 is-^-v 、上 リザ- V 、武 十； の；！ H. か 接さ、 小袖に 包む。) 

武ト乙 fs^ 火.^ 持ち、 武士 5- の 傍に {贲 る。 ||に 新しき 慯も 

リ、 . ^滴ろ：) い 奴だった のう。 危 いこと であった の 

武士 5- まったく 手強い 奴だった。 御 加..^ を S£ なんだら、 

ほんに 危 いところ ぢ やった。 (武士 乙，^ 見ズ 鷲く) お \、 


お、 は 五郎 爲宗， ちゃない か？ 

武士 乙 まあ さう 驚く に は 及ばぬ。 敵に 組み伏せら る X も 

時の 蓮 ぢゃは X は、 は \ 。 それにして もこの 男 は 咽喉 を 

痛めて ゐ たと 兒 えて、 よう |1 を 出し 得なん だ。 それが お 

主の ために はもつ けの 幸 だ つ た。 そし て これ はいった い 

誰ぢ や、 天晴な 若者 だが。 

武士 w- 相模の 國の 住人 眞田 與  一 忠と 名乘り をつ た。 

武士 乙 あの 與 一義 忠か。 (しばらく 沈默) 與ー 殿で あつ 

たか、 俺 は 子供の ころから 仲 {且 しであった。 敵ながら 天 

晴れ 武士 を、 むごい こと をして しまうた。 (手の甲： 

浜，^ 拭く) それにしても 3^0 ^尙、 氣 の毒ぢ やが 都から 来た 

あの 女 は 俺が 貰うた ぞ。 かねての 約束 通りに。 

武士 甲 何ッ！ あの 都からの 女 を ッ！ 

武士 乙 今にな つて 何 をと ぼける。 お 主と 俺と はどうい ふ 

もの か 昔から 氣が合 は ぬ。 しかも この 春 都 か ら下 つて 來 

はた 1 あ ひ 

た 女 や」； 一人で 張り合 ふこと になって しま ひに は決鬪 まで 

と 曰 印して 來 たの を、 仲間の 奴等の はから ひで、 同じ 捨っ 

る 身な ら 潔う 今度 の 戰ひ で 手柄 を爭 へ、 そして 勝った 方 

が あの 女 を ると いふ 約束まで、 みんなの 前でした こと 

をお、 は 忘れた のか。 

武士 甲 その 事 を 忘れて なろ もの か。 その 誓 ひが あつたれ 

ば こそ 俺 もこの 强 敵と 引つ 組ん. たの だ。 それで、 どうし 


お: 

k 
士 

老 
卒 
の 
死 
駭 
は' 
兒 
つ 
め 
た 
ろ 

佇 

ろ 

小 
袖 
1: 

つ 

み 

る 
首 

卞、 e 
抱 

へ 

上 

T- 

ろ 

武 
士 
こ 

人 

近 
づ 

火 

の 
光 

が 
木 

の 

見 
ゆ 
ろ 
ひ） 
ノ 

武 
士 
甲 

武 
士 
甲 

乙 

太 
刀 
ん 
拔 

か 

の 

時 

矢 

び 
の 

武 
士 
乙 

そ 

や 

犬 
に 

劣 
つ 

武 
士 
甲 

の 
れ 

X- 

武 
士 
乙 

フ 

む 

武 

士 
の 
風 
上 

け 
ぬ 

武 
士 
H' 

主 
ス- 

人 

の 
手 

を 

柄 
を 
奪 
は 
つ 
と 
す 
る 
の 
か 

武 
士 
乙 

气 

な 
つ 

お 
主 
は 
卑 
劣 
千 
萬 
な 

人 
や 
偽 
0 

人 

の 
手 

ft 
ち 
取 
つ 

見 
せ 
た 
わ 

武 
士 
甲 

ふ 

つ 

り 
や 

主 
が 
來 

れ 
ぬ 

俺 
は 
必 

の 

か 

で 

は 
な 
力 * 
つ 

力 > 

ュ 

れ 

で 
i 

主 
は 
討 

ビン 

つ 
た 
と 

の 

35： 
士 
乙 

組 
み 
伏 
せ 

れ 

W 
な 

±、 
れ 
る 
ば 
力' 
り 
の 
と 

は 
俺 

は 
な 

ュ > 

力、 

ュ 

れ 

で 

刺 
殺 
し 
た 
の 
は 

m 

知 
ら 
ぬ 
力： 
引 
組 
ん 
だ 
の 

武 

士 

赃 

め 

れ 

/二 
V  、 

)-" 

立 

な 
手 

他 

iS) 

つ 

耐 
る 

の 

手 

tn 
で 
あ 
ら 

ク ュ' 

の 
は 

俺 
で 
は 
な 

力' 

恐 

'つ 
ビ 

今 
ほ 

の 

戰 
ァ\ 

リ、) 

れ 

■n、 

番 
の 

武 
士 
乙 

ふ 

で 
な 

の 
天 

れ 

豪 
の 

者 
を 
打 

.2- 

つ 

ュ、 

主 

力 > 

の 

の 

女 

を 

ふ、 
ひ 

主 

の 

ち 

の 
に 
し 
よ 

つ 

と 
す 
る 
の 

だ 

室 
円 

II 
何 

の 
飾 
リ 

左 

面 

rr 

滞 

手 

リ 
濱 

へ 

通 
ず 
る 
坂 

お 

下 
-T- 
鏟 

m 

眞 

の 
沖 

半 
島 
な 
ど 
見 
ゆ 

籬 

の 

な 
ど 
す 

へ 

て 
初 
秋 

0) 

'じ' 

面 
1: 
M 
彌 

陀 
像 
わ 
リ 

•f- 
|"- 
は 

？ y 
It 
i、 
づ 
の 
籙 

芒 

PB 

h 
山 

腹 

や 

上 
f- 

リ 

r: 

ろ 

正 

前 
の 

幕 

の 

麥 
畑 

大 
根 
畑 

リ 
北 

tl 

T 
11： 

か 

遊 
び 
女 

A 

家 

の 
了- 

數 
人 

濱 

の 

老 
人 

女 

少 
ヸ 

美 

き 
女 

庭 

の 

お 

武 

士 
甲 

r 尺 

ハ 

ノ、 

九 

五 

の 
男 

り 

庵 

前 
の 

武 
し 

31 

w> 

人 

物 

同 
じ 
く 

石 
橋 
山 

場 
所 

第 

幕 
力' 

ら 
士 

の 
後 

秋 

'ノリ 

H 

ゾン 

午 
後 

夜 

時 

同 

じ 

く、 

か 
し 

嵐 
狂 

ひ 

ど 
く 

降 
ろ 

1： 

： や: 

-\ - 

に 
八 

乙 

G29 


なって かり、 左緣^に^伽1-,^リ〕 _ 迷の 花 ニョ输 > ^桶 

LL 入れて わり。 4^ 卩 に ：從 れ緣 に. 4S、.，  < 辟^> に托鉢の 笠が 

一 C だけ f^t: ヾ -5 る。 ^ぐ 下に な 切 リズ 小？ ふ、 戸棚 

.i の m,"s 上の 庇の 下に， 少 し 左に 寄つ たと こ ろ 

に 燕の m がんろ。 庵 4^、 黑告 法衣に て佛 前に 小 • リ、 珠 

s?.^ 爪 綠，： たま， -唭： E してぬ ろ。 えず 逮く靜 かに： 5- 

の iJHW ゆ- 

お の 力 二 入、  下 籬の 外から 庵室.^ 親く。 

一人の 老人 は 柴.， ^折！； -て は.^,^ 焚き、 徒 竹，^ 火 Li 溫め 

乂は 曲り， ^武して ねろ。 やがて 小刀に、 歌：： 明け 笛 

. ^作る。 孫ら しい 小 \  し，， 一:、リ に 小刀，， や 兄つ め ズ ね る。 

5^ かに 小， 14 の^に て薛 照く。 

- おの sf- 今 n は厂度 あの 恐ろし い 石橋 山の 介戰 から 十三 年 

n ぢ やな あ。 平い もの ぢ やのう。 

おの 老人 まつ たく ぢ や。 初めが 八月 十七 H の 八牧、 一 一十 

ーニ^:がこの•^?橋山、 ；： 卞； ハ H が 衣笠の 戰ひ、 今 B も 明 曰 

もと； S 氏と 平家の 戰ひ、 俺、 つく-^ \ 武士なん ていふ も 

の に：^: れんで え &  -  J と をした と 思， つた。 親子 兄！！^ が 切り 

つ 5 られつの 5。 引きつ^いて は 川の 戰ひ、 尾 島の 

戰ひ、 iw: の 浦と 悲しい ことば かり、 *^、 こた、.：' しい ことば 

かり、 この やうな の 中に 生れ 合せた の も 因果 ぢゃ。 夭 


子 さま 、 でが 筑 紫の 涯で 海に はまら つ しゃろ なん て 思う 

て も淚が 出る。 

濱の 劣-. ぢゃ、 爺さん は 平家び い きか な あ ？ 

港の 老人 (驚：. 一/) 滅相な、 平家び いきな. と、 いふ 言葉 

を 冗談 にも 言う て 見ろ、 ぢ きに 鎌 倉 さま に - れたぞ 。 ( と 

搏られ ろ 態 る ) 俺た ちに は 源氏 もなければ 平家 もな 

い。 が、 むごたら しい こと はい や. ちゃ。 殺す も、 殺され 

る も 同 じ 兄弟 ぢ や に な あ 。 

濱の 兄弟と いへば 義 11 さまが 一 番氣 の毒ぢ やのう】 

港の 老人 しいつ。 また その やうな こと を。 

濱の男 石橋 山の 合戰と い へ ば 今でも 覺 えて をろ がな あ U 

あの 秋 はいつ もの 年よりか 大根 も 養麥も 滅法よ い 出來 で 

喜んで ゐ たがよ。 あの 一晩で 畑 は 荒されて しま ふし、 か 

ら つ きし 一 本の 大根 も 联れな んだ 。 お まけ におつ か なび 

つ く りで 翌の 朝 籍麥畑 へ 行ったら、 首の たい 武士 ら し い 

男の 死骸が 素っ裸に されて - 一ろ がつ てゐ た。 何でも まだ 

ほんの 若い だった，" 

濱の老 入 素つ 錁にな つての- 「！ 

演の男 あ、 素つ 躲 でよ， - きっと 大將 分か 何ぞの 武士たら 

う。 だ もんで 鎧 も SG も 誰か ^剝き 奪つ たに ちげ えね えだ 

と 俺 も 想うた。 俺 も 畑 を 荒された 腹癒せに 何ぞ 太刀で も 

抬は， つと 思うた が 弓 一 つ 落ちて はゐ なんだ。 それから 隅 


630 


燕 


の 方に 六十ば か 0 になる 爺 さま の 武士が 一人 つんのめつ 

て 死んで ゐた。 これ も 誰か 劍 いだと 見えて 腹卷も 何もな 

かった。 やつ ばり 素つ 躲で 薷奔畑 の屮に 捨てられ とつ た。 

溶の 老人 おいた はしい こと ぢゃ。 

いくさ 

濱の男 恰度 そ こに 戰の 見張りに 來た 武士 に 捕ま へ ら れ 

て、 わしが 一 一人の 死骸 を あの 大 f ゆ 畑の 隅に 穴 掘つ て 投げ 

込んで やった。 つまらね え 話さ ハ ッ ハツ ハツ 。 それ 

でも 後 で 鎌 倉 方の 役人が 見えた 時 は 、 わし は そこの 穴 を 

案内して 錢賀 うたが。 

濱の 老人 その 若い 方の 武士と いふの が 岡 崎 さまの 若樣で 

Si 田與 一 さま ぢ やった のぢ やのう。 

濱の 5^ さうよ。 その 爺 さまの 方が。 

猪の 老人 一 緒に 討死な された 六彌 太ち ぅ入ぢ やのう。 

濱の男 わし も 後で それ を 聞 い た 時 は 妙な 氣 にな つ たよ。 

濱の 少年 爺、 早う 笛 を こしら へて くれろ。 

濱の 老人 勘辨 して くれ。 話にば かり 氣を とられて ゐた U 

どれ/ \ …… 。 (笛の 歌口/:. 切ろ) 

濱の男 それ はさう と。 (庵の 內.^ 視く〕 こ、 のお 住持 さ 

まも 元は 何でも 立派な a: 大將 であつ たと い ふ で はない 

か。 のう 爺 さま。 

濱の 老人 (笛の 中.^! ¥ 告 ながら) うむ、 その やうな 蜂 も 

聞いた。 何でも 深い 御 心願が あっての ことで あらう。 あ 


のお 若い のに 餘所 nw も；！ ら ず 念怫ー ニ昧に 耽つ て をら れ 

る。 いつ 來て 見ても 阿彌陀 さまと 向 ひ 介うて 膝 を 組まれ 

たま 、 身動き もな さ.，：' ぬ。 まるで 作り 附け の 佛 さまの や 

うぢ や。 

濱の男 元は 平家の 武士ち やとの 話 も 間いた が、 お 住持 さ 

ゎま 

まに 聞い て も 笑うて ばかり をら れる。 滅 タノに lAH: も 振ら 

ぬ ほ ど の 御 S: を な ぶ れ てゐ るのに お 邪魔す る わけに も 

ゆかず のう。 

-M の老ん まったく ぢゃ、 まあよう、 あれほどの 御 勤めが 

できる こと；： や。 わし は 年寄り ぢ やで、 朝 は 暗い 5 ちに 

起き、 ，； な はいかう 更けてから 寢 るが、 いつ 濱 から 視 いて 

見ても こ、 の 庵 寺に ぉ燈 明が 消えて ゐ たこと はない。 お 

燈 明の 前に は い つもき ちんと 作りつ けた やうに お 住持 さ 

まが * つ てゐ なさる。 

濱の男 まあ 牛； 佛 さまの やうな もの ぢ やな あ。 

濱の 老人 さ うぢ やと も。 かう やって うしろからお 姿を舰 

い てゐ ろと 後光 でも 射し てゐろ や うぢ や。 ありが たいこ 

とぢ や。 (合掌す る) あれで 何ぢ ゃぞ、 あの やうに？ &世 

の こと は 何もかも 亡. むれて ゐ なさる や うぢ やが、 あれ 兑ぃ 

あの 庇のと ころに 燕の 幾が ある ぢ やらう。 あれ だけ は ど 

う い ふ もの か 時 々おっと 見て ゐ なさる 。 そし て 奢い ころ 

など は、 夜な ど どうかす る と 御 自分で 扇で 蚊 を 追 5 て や 
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つて ゐ なさった。 果報な 燕ぢ やない かのう。 

港の 男 わし も その 話 だけ は 聞いた。 ほんに 尊い こと ぢゃ 

のう 0 

濱の 少年 爺、 早う 笛 を こしら へて。 

港の 老入 おう、 それく もう 出来た ぞ。 早う 濱 にいて 吹 

け。 (老人、 欲：； I に 辱，^ 當て. -.^ く、 笛 鳴ろ) 

泡の 少年 早う、 早う 笛 を。 (笛，^ 1 リズ 庫裡の 方へ 奔る) 

港の 老人 ハツ ハツ ハツ、 禮も言 はんで、 笛 を 持って いて 

しまうた。 

5a の sf- あ. -、 もう 日が 落ちて しまうた さうな。 

おの 老人 秋の 日 は 早い。 

溶の 男 風が うら 窓い やう. ちゃのう。 つい 無駄話で 暇 をつ 

ぶしました。 

(老人 は 小刀と 旅 竹.^ 抱へ て 上手の 庫 裡 の 方へ、 男 は 

柴.^ かついて 下手へ 返 場。 S の 音。 蜩の聲 ひとし さリ 

間え、 空 赤く 燒 ける。 下 リ濱の 遊， ひ 女 二人 登場。) 

遊び女 1 (離の 外にて) お 住持 さま は まだ お 年 も 若 い 

し、 たいさう お 綺麗な 男ぢ やさうな が、 いつ 来ても 佛さ 

まと 顏を合 はせ たぎり、 誰が こ... - いらで 何と 0 曰うて 騷が 

、つ とも！ 1^ り 向キ. ； な さら ぬ 御殊勝；^^り 、 でも 今日 だけ は 

どう あつ て もお 住持 さまに を かけて ぉ顏を 見よう では 

ないか。 


遊^女 二 その やうな こと をしても よい か 知ら？ わたし 

らの やうな 身で。 

遊び女 一 その やうな 弱い 心で ど 5. マる も のぞ。 世間の 男 

とい ふ 男た ち に は 弄び 物 に され て ゐるゎ た しらが、 ほん 

に、 心から 賴る人 は、 そして 悲しい 話で も聽 いていた t 

くの は， あの やうな 立派な 聖 でもな けれ や 他に は ある ま 

い。 わたし 世の中の 男と いふ 男に は 愛想が 盡 きたので。 

ひじ S 

遊び女 一 一 それで 今度 は あの やうな 立派な 聖と 遊ばう とで 

もい 、- 5 の 力い。 

遊び女 一 ばかな。 た^お 顔 見た e けで よ いぢ やない か。 

あつ、 それよりか 今 B は 何んでも お 住持 さまに 聲 を かけ 

て あの 池の 蓮の 花と、 蓮の 葉 を 莨つ て來る の ぢ やった の 

遊び女 二  (うな づく) 

(遊， ひ 女 一 と 二、 庵 寺の 正面 濡れ 緣に 近づく。) 

遊び女 1 お 住持 さま。 もし。 

遊 ぴ女ニ もうし、 お 住持 さま。 

趣. ひ 女 一 お 住持 さま、 お 住持 さま。 (遊び女 ニ产ど 顧みて) 

おつん ぼ さま ぢ やない のかい？ 

返び 女 二  (遊び女  一. 4. 制する) 

遊び女 1 お 住持 さま。 もうし」 (綠 側に 腰.^ 卸す) もし 

お 住持 さま。 まあ 何と い 、 \ ぉ氣の 强 い 坊さ まだ らう。 (何 
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かと、 そこいら 見 ま はす。 不圖 燕の 叛,^ 見つけて〕 あ 

つ、 お 住持 さま、 あなたの 大事な 燕が 見え ま せんぞ。 燕 

が ッ！ 

庵主 (しづ かに女の方，^-見る。 i6f 白く 面 やつれし たれ ど、 

いかに.， - 天晴れなる 武士ら しき 骨格" 額 に せい 刀 被が も 

る。 憂甞な 眼に なほ 力強い 意志の 閃、 さが 見える) 何と 仰 

しゃる か？ 

遊び女 一 (緣 側から つと 離れて 恥 かし さう に〕 あの 庇の 

燕が をり ませ ぬ の でち よ つと …； 

庵主 燕が ッ！ (不鬮 庇の 方 力で 見ろ。 二人の 女 も-ての 方.^ 

見 る) 

遊 5S 女 二 蛇に でも 呑まれた ので はあります ま いか？ 

庵主 …… (沖の 方 1 か 眺め、 やがて 夕燒の 空ん、 見つめろ) 

继び女 一 それとも、 もう 秋風が 立 つ て來 たので また 遠 い 

お II 迦 さまの II へ歸 つたので はあり ます ま いか？ 

遊.； S 女 二 い、 え、 まだ つい さつ きまで 濱 では 燕が 飛ん で 

ゐた。 

運び 女 一 い、 や、 も、 「その 遠い 天竺と やらへ 飛んで い つ 

たか も 知れぬ。 

庵主 まだ そこいらに 燕 は 飛んで ゐ ませぬ か？ (尙、 不安 

げに 空.， ゃ眺 む) 

tJiS 女 一 もう！： n か 暮れ か、 つて 来ました ので、 飛んで は 


ゐ ませぬ リ 

庵主 では 今 B、 遠い 旅へ 飛んで 行った ので も あらう か。 

(空 1-5- 見つめる) 

遊び女 二 そし て また 來 年の 春に なれば 燕 は こ、 の 庇に 戻 

つ てま ゐり ませう。 

庵主 さう  燕 はふた、 び歸っ て來 るで あら、 つかの- 「？ 

(空， 見つ A たま 、考へ ろ。 濱 にて 若 船.，^ 知らす る 法螺の 

音 聞 ゆ 。 不審げ Lm- ん、 傾け る ) 聞き馴れぬ 法螺 の t せ だ が、 

铅で ももし か  

遊び女 二 ほんに 船で も 着いた ので. こざい ませう …… 

遊び女 一 (離の 外： J. 走 リ濱- ^硬く) あ. - ほんに つ ひそ；：^ 

たこ ともない 大きな 船が 着さました。 鎌 倉からで も來た 

のか、 大將 方の 御船で ございませう。 舳の 方へ 太刀 を 佩 

さっし&ひ 

い た 立派な お 武士 たちが 見えます。 

遊び女 二  (籬の 外に 走リ 逸. ひ 女 一 と 嬢し さう LL 何 かさ、 

やきながら 濱の 方， 小 見ろ〕 

庵主 や つ ばり 大きな 船が 着きました か ？ 鎌 翁 あたり か 

ら來た 船の やうに 見えます か？ (何 か 思 ひ 出した やう に 

急 LL 深く 考へ 沈む) 

(遊. ひ 女 一と 二、 ふた、 び 滞れ 緣の 方へ 來ろ -〕 

遊び女 一 お 住持 さま、 どうぞ あの 裏のお 池の 蓮の 花と、 

それから い 紫 を 二 枚ば かり 下さいません か？ 


I 


庵主 それ はお OS いこと だ。 幾 枚で も 勝手にお 持ちなさい。 

何に なさる のぢ や？ 

遊び女 一 え、、 燈龍を 作つ て 流します。 

^卞： 盂蘭^で もない に！ 

遊 女 一 盂關 ts5st でも ございませ ぬが、 今夜 は あたしの 父 

が、 石橋 山の 戰ひ の 時御卞 人 さまの お 伴 をし て 討死な さ 

れ たので ございます。 

も 卞_ 父 徒が？ 

逸 * ひ 女 1 はい。 あたし はま だほん の 子供で よう 覺 えて は 

ゐ ませぬ。 が、 それから は 母と 二人で 武藏の 方へ，： JaE り 

の^を 頼つ てま ゐ りました が、 武藏に 藩いて 間もなく 母 

は 亡くなり、 あたし はつい この やうな 稼 fif- に 賢ら れ まし 

て。 

て さ 

^主 それ は氣の 箱な 話ぢ や。 それで ハ乂 御の ために 燈籠を 

お流しな さるの か？ . 

遊 •  ひ 女 一 さう でございます。 それに この 人の …… 

^卞 お前 さまの？ 

t!^ 女 二 はい、 あたしの 子供が 三 浦の 崎に 一人、 鬼に あ 

づけて あります ので …… 

遊び女 1 その子 を B はしう 思 ひます の で、 一 」 の K の濱か 

ら三 浦の 崎まで 母の 心 を こめ て 燈籠を 流さう i いふので 

ございます。 


庵主 い づ れ に し て も氣 の？ な ことで。 

遊^女 一 では いた e いて まゐ ります。 

庵 王 御 なく。 (女 二 入 上手 庫 裡 の 方へ 返 場) 

C 庵主 濯れ 緣に 佇立した ま、 燕の 雜、 夕燒の 空，^ 眺め 

入る。 サ： 簿 なろ 思 ひ 人れ にて 濱の方 1^ 驟く、 かすぐ 

そこいらから 近づいて 來る のん； 恐れろ や、 つ な 面 地て。 

裏山に て 少年の 吹く 笛の 昔閒 ゆ。) 

何とい ふ 心の 弱い ことで あらう。 庵 を 結んで 旣に十 年、 

俺 は や つ ばり 十 年 前の 俺で あつ た。 人 を 憤る 心 も 入 を 謗 

る 心 も、 人 を 忘れ 得ぬ 苦し さも 何で 十 年 前と 微塵の ちが 

ひも あらう。 さっきの あの 女た ちの 纖を 聞いた 時、 俺 は 

十：： 一年 前に 別れた 都の 女が 後が ら俺を 呼ん で をる の だと 

思った。 俺の 十 年の 苦行 精進が 俺の 心の 面に 何 一 つ 尊い 

影で も 投げて くれた か。 い つ たい 俺 は 何で： I？ 矢 を 捨て 、 

こんな 生活に はいって 来たの だ。 治-^^四年の 八月 恰度 今 

夜であった。 あの 時 は ひどい 雨であった。 與 一 義 51 殿 を 

刺した 時 だけ は 妙に 無常 も 感じた。 しかし 俺 は； ；十 六日、 

三浦黨 との 衣笠の 戰ひ でも 三人の 敵 を 斬り 倒した" 大庭 

景 何と 石橋 山の 功を爭 うた 時、 俺は與 一 の 首 一 つ 何で 惜 

まう。 犬に 吳 れ るの V やと 思って、 景尙 に與ー の^2:を叩 

き つけて やつ た。 あの 時の 彼奴の 顏 といつ たらな か つ た。 

犬 だ、 畜虫 だ、 俺 はさう 言って 與ー の 首 を 彼奴に やつた。 
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彼奴 は 罵られ て も 唾 を ひ つか けられて もまる で a を掉る 一 

犬の やうに 喜び 居った。 俺 はま だ 若かった。 俺の 腕 は 血 一 

に飢 ゑて ゐた。 俺 はま だ與ー の 首の 十 や 二十 は 何時でも 

簾る 自信 を 持って ゐた。 俺 は あの 時與ー の 宵に 戀の 勝利 

が 賭けられて ゐ たこと に氣 付かぬ ではなかった。 俺 は 後 

悔 もした。 しかし 俺 は あさまし い 手柄 爭ひ をして まで 戀 

に 勝た う と は 思 はな か つ た。 また 女が 腾實俺 を戀し い と 

思 ふなら、 景尙を 振り捨て X も 俺の 懐に 逃げて 来ろ であ 

らうと 思つ てゐ た。 自惚れた 俺の 顏を思 ひ 出した けで 

も 恥 かしい。 俺 は 一年 待った。 二 年 待った。 三年 待った。 

女 はたう とう 來 なかった。 あの 犬の やうな 嘘つきの、 小 

倒 巧な 景£ ^の 奴に た ぷら かされた の だ 。女と いふ もの は 

みんな そんな もの だ。 誠の 男と いふ 男の 心 は 女に はわ か 

らぬ もの だ。 景寢は 間 もな う 俺た ちの 仲間 を賫っ て 鎌 

倉へ 降った" 女も跟 い て 行 つ た。 俺 は 富 土 川の 役で む ざ 

む ざと 慮に なつ て 佐 殿の fm 前 へ 引据 ゑら れた。 俺 はよう 

一 w も嗨み 切らんで 佐 殿の 前 へ 出た。 俺 は まだ 女に 未練が 

あった からだ。 女が 一 度 は 俺のと ころに 歸 つて 來 るに ち 

が ひない と 思うて ゐ たから だ。 俺 は 何とい ふ 馬鹿^で あ 

つ たらう。 佐 殿が 源氏の 仲 問に 俺 を 引き 人れ ようとな さ 

らしろ 

れた 時、 もし あの 時 佐 殿の 後に 時 を 得 顔の 景£ ^がゐ なん 

だら 俺 は 武土 の 面目 を 捨て 、 も 佐 殿 の 下に 働いた かも. S 


れぬ。 あの 女が 歸 つて 來 るの を 待った めに。 俺 は與ー の 

靈を弔 ふため だと 言って、 佐 殿の 前で 髻 を 切った が、 あ 

れが 俺の 木 心 だ つ たらう か 。 俺 はま だ 女に 未練が， あ つ た 

の だ。 佐 殿に も 源氏の 奴等に も景尙 にも 俺と いふ もの を 

見せつ けて やりたかった の だ。 殊に あの 女に 俺の 心の 潔 

白 さ を 見せ て やりた か つたの だ 。 俺の 武士ら し い &を聞 

かせて やりたかった の だ。 俺 は 下 芋な、 自惚れの 芝居 を 

打った の だ。 十 年、 俺 はこ >- の 庵 寺で 一人の 見物 もない 

芝居 を 打ち つ^けて ゐた のか！ (一  層 深き 變 IT 室內 1^ 

歩き ま はろ) いや./ \.、 かう いふ 妄語 を 口走る の はま だ 

俺の 精進が 足らぬ からだ。 勿 鱧ない こと だ。 …… あ 

も 暮れて しまうた さうな。 (佛 壇に 法燈， ^か V ぐ。 蟲鳴 

く) 

武士 甲 (太刀， ^佩き 旅人の 姿 に て 上手； リ 登場。 し. はらく 

庵主 の 動作 ん、 意 し \、 見 て ね；： が、 皮肉 な 微笑，^! ベ ろ ) 

おう 爲宗 久澗ぢ や。 

庵主 (振 返りて) 何つ！ お 主は景 尙ッ！ (不快な 表情、 

暗-.:. W リ 强 ひて 隱 さう とする) では さっきの あの 船 

で？ 

武士 甲 ハツ ハツ ハツ、 驚 いたで あらう。 今 この 濱に船 を 

つけたば かりだ。 まあ 靜 かにせ え。 お前の 心 を 兒 すかさ 

れ たとい ふで はなし、 さう 慌てろ に は 及ばぬ。 殊勝 氣に 
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法，^ は 纏う て をれ ど、 どう 見ても お 主 はや はり 十三 年 前 

の 長 尾：.？！ 郎 爲宗， ちゃのう。 鎌 倉で も、 また、 こ X まで 來 

る 近々 でもたい さうな お 主 の 噂 を い たが、 案に たが は 

ず、 見る と il くと は大違 ひ。 かう やって 逢うて 見れば お 

卞 はやつ ばり H=! 郎 爲宗ぢ や。 ハツ ハツ ハ ッ …… 法衣の 下 

に隱 さう とし て もお .1^ の その 憤りが、 法衣の 下に 隱 され 

る もの か。 

^主 (し. つかに) i 尙、 Cjf いしいが、 俺 はまった くお 主 

が 言 ふ ； ぬり まだ 覺り どころ か 生覺り もで き ぬ 。 

武士 甲 それ は 初めから 分りき つたこと だ。 熱病に でも 联 

りっかれ たやう に髻を 切り、 太刀 を 捨てた ところで、 元 

元 熱病 ぢゃ。 熱 は 冷める にき まって をる。 熱が 冷 むれば 

3り捨てた！|^〕が欲しくなり、 太刀が 欲しくなる。 その 欲 

し い 心 を 無理に 抑 へ て、 殊勝ら し ぃ顏 をし て 十 年が 間 こ 

のむ さく るし い 寺に くすぶ つ て ゐ たお 主 の 辛抱 强さだ 

け は 馬鹿と 言 はう か、 感服と いはう か。 いったいお 主 は 

何でも くわつ と 熱に 収り つかれ 易い のが $：： から の 病ぢ 

.X あたら 兑 すく 肖 分 の 手に はいらう としたう つくし 

い 小鳥 を も、 その 联り のぼせる 熱病の ために、 自分で；^ 

逃がす やうな 愚な , J と をす る。 

^ 主 何ッ、 何 だと。 自分の 手に はい らう と し た 突し い 小 

鳥 を 自分で 収 逃がした ッ？ お 主 は 俺 を あれほど 馬鹿に 


して 置いて、 この 上にまで 恥を摄 かせよう とする のか。 

武士 甲 さう だ、 この 上にまで お 主 を 馬鹿にしようと 思 ふ 

の だ。 お. If , の やうな 入 間 は 腹 を 立てさせ ると 面白い よ。 

お 主 は それ 現在、 そ の 法衣の 下に 腹 惑 の 炎 を 燃や して ゐ 

る の ぢ やない か。 それが お 主の 十 年の 苦行の 賜物 か ？ 

俺 はお 主の やうな 善人 面 をす る 人間 を 編て 上げる のが 面 

白い の だ。 お、 If- は與ー の 首 を 拾て た 時 も、 俺 を 犬と 言つ 

た。 

庵主 さう だ、 犬で はない か。 畜生で はない か。 武士の …… 

武士 W- さう だ 風上に も 置け ぬ奴ぢ やと 言った。 その 通り 

だ。 俺 は 犬の やうな、 畜生の やうな 人間 だ。 だからお 主 

が 言 ふ 通りに 嘘 もつ いた。 恥 を 恥と も 思はなかった。 そ 

して 畜生ら しく、 犬ら しく 振舞って 来た。 俺 は 一度 だつ 

てお 主の やうに お： 入 振 つたこと を 言 つたこ ともな か つ 

た。 また 善人 振 つ た眞似 をし た 、 J ともな か つた。 俺 は 女 

を 欲し い と 思った 俺の 心に 對し て 正直 だ つ た。 俺 はお 主 

らには 嘘 をつ いても * 犬畜生の やうな 眞似 をしても、 俺 

の 心に は 決して 裏切らなかった。 だから 俺 は 源氏に もな 

つた。 これ (自分の 太刀 ゃ裝 ひ.^ 誇-; 小す ろ やうに) 今度 

備 中に 所領 を 戴 い た の で 、• 今夜 この 濱か ら 旅立 つの だ。 

庵主 何故 鎌 倉から は發 たぬ の だ？ 

武士  E- 一度、 犬畜生の 生活 をお 主に 見せて やりたい ため 
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施主 わざく 船 を il して 来たの か？ 

武士 甲 それにな あ、 お、 王が 十 年の 若い 盛り を 棒に ii^ つて 

しまったの も、 元はと いへば 俺の ためた。 俺 はお 主が 善 

人面 をし て 、 ちょ つ と 突 、 きさ へ すれば 十 年で も、 一 

生で も 棒に振つ てし まふ その 自惚れ を 巧く 煽て. - やった 

の だ。 俺の 芝居が 巧く あたって お 主 は 十 年間と いふ もの、 

義人 面の 芝居 を 打つ て くれたの た。 俺 は その 間に あの 女 

に 三人の 子供 を 生ませた。 

庵主  

武. fa- 三人の 子供 を 生ませ たんだ あの 女に。 お 主が ：：： 

王  

武士 a- 不愉快な 話 だら う、 お 主の やうな 善人に は" .H 惚 

れ 男に は 。 …… あの 女 は 俺に 三 入の 子供 を 生 ん で くれた 

の だ。 あの 女 はもう すっかり 俺の ものに なった。 魂から 

すっかり。 

庵主 それでもお 主 は あの 醜い 秘密 だけ は？ 

武士 甲 打ち明けて ゐ ないだら うとい ふの かい？  a? 鹿な、 

あんな ことが 令に なつ て 何の 力が ある？ 女の 心 を摑む 

に。 女と いふ 奴 はな、 一度 男の ものに なれば、 その 男が 

人殺し であらう と 憎 い と は 思 は ぬ ものぢ や、 まし て あれ 

し，？ のこと〕 


庵. 王 それでもお、 王 は 俺 か 恐い の だら う。 だから こ、 にや 

つて 來た の だ。 あの 時 は 俺が 素直に 首 を 投げて やった が、 

俺か尙 一 度 鎌 倉に でも 出て 行つ て 腰を据 ゑて か \ つた 

ら、 お 主の 武士の 名が すたる とい ふ 心 M が 湧い て來 たに 

ちが ひない。 お 主が 出世 を する につれ て ： • ：， 。 だから 俺 

を 殺す つもり で來た の であら 5。 

武士 甲 馬鹿 ッ！ お、 は. とこまでお 目出度い の だ。 お 主 

は 今では 片： H< せの 賣傲、 殊に は 平家に ゆかり ある 者、 俺 

は 今では 源 家の 立派な 一 國 一 城の 主で はない か。 誰が お 

主の やうな 賫 僧の 讒訴に 耳 を 傾けよう ぞ。 

庵主 何ッ！ 尙 ニー； 一 3 いって 見よ。 (押 人れ の屮に 首，^ 突き 

込ん て 太刀， ^握ろ〕 俺に 向って； ー買傲 とッ？ 

武士 中 さあ、 その 態 は 何 だ。 法衣 を繮 うた もの k それが 

態 か？ それが 賫 でな うて 何 だ。 俺 は 犬畜生に しろ、 

お前に 勝った ぞ" 俺 は 犬畜生ら し い 生き方で 女 を 35 、子供 

を 生ませた。 そして この 出世 だ。 ぉ主は人を見下す傲1^5 

な 心で、 善人 面 をして 十 年 を； 送った。 そして その 結果に 

ど うぢ や、 俺が 女に 子供 を 生ませた こと を 話した 刹那の 

お 主の 顏は。 お 主 は 人の 妻が 欲しい のか。 俺の 女が 欲し 

いの か。 その 淫らな 心 を 何故 索 つ： 嫂に し て 俺の 前に： せ 

きれ ぬの だ。 何故お 主の 畜生の 心 を 畜生ら しく 兇せ ぬの 

だ. - 賫 僭で なうて 何 だ、 ハツ ハツ ハツ、 ハツ ハツ ハツ。 
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俺 はお 前に^った ぞ。 

庵主 …… 。(太刀，^ 掘んだ ま、 病 1^ 顔 はぜろ) 

武 +5- 太刀 を拔 け、 拔 いて 切れ。 お前 は それでも 十 年の 

ぶ 行 を； 核んだ 聖な のか、 ハツ ハツ ハツ。 

( き Js^s 子 二 人：^ 4- ち て 下 や 

i 仃. v、{*- の 一  出船の 御 K 意が 出來 ました。 

武士 甲 ぁゝ よし、 直ぐ 行く、 子^た ち も つて ゐる であ 

らう。 そして 奧は？ 

^.v- 家の 子 二 奧 さま はさ つ き濱邊 で濱の 遊び女が 燈籠を 

作つ て をり ますの を 興がって 御 ir 一な されて ぉゐ でに なり 

ましたが、 船に はま だお 見えに なり ませぬ。 

武士  5- (や、 不{ 女 さう LL) さう か。 なに、 もう 船に 歸っ 

てゐ るか も 知れぬ。 (二三 歩 もる き) だが、 さう だ 俺 は 

船に 行く からお 前た ち は 二人で 濱の方 を li つ て 採して 來 

て くれ。 

(家の 子 二人 火ん 持ち 上手へ 入ろ。 武屮 甲、 一 s> の 

火，^ K 义け 取り 下手へ か、 る。) 

武. H 甲 爲宗、 もぅ^！るぞ。 

庵主 (太刀^^：报ったま、) さよなら。 

武 +甲 お <HV はま だ？ が资 めぬ であらう。 もす こし 熱に 联 

り 憑かれて ゐ たがよ い。 お 主の やうな 人間に 世の中の こ 

とや、 女の 心が わかる もの か。 善人 面 をして、 いつまで 


もお 目出度い 夢で も 見て ゐ たがよ いわ、 ハツ ハツ ハツ： 

…… (返 場〕 

(濱の 方から 出船，. 知らせろ 法螺の 音し * りに 開 ゆ。 

庵主 は ttu: もたれた ろ ま、 考へ 込む。 太刀.5^*^す。 上 

-4^ 庫 裡の橫 から 衣.^ 被いだ 女が 出て 來る。 武士い ぶか 

しげに 女の 方，， 见る。 女 かつ ざ，^ 取る。 美しき 女。) 

庵主 お >、 お前 は！ 

美しき 女 若紫で.. こざいます。 

港 主 た- 「と-つ 俺のと ころに。 

美し，. V.- 女 い、 え、 もうあた し は 人妻で ございます」 母で 

ございます。 

庵主 それで は、 今にな つ て 何で 俺のと ころに やつ て來 た。 

笑し 告.^ あなた こそ 何で あたし を それほど お待ちに なつ 

たのです？ 

庵主 俺 はお 前 を 待ち はせ ぬ。 

美し 告女 あなた は もう 御 自分の 心 を 偽つ て ゐ らっしゃ 

る。 なぜ あなた は、 俺 は 今日までお 前 を 待って ゐ たと 仰 

しゃつ て はく ださらない の です。 あたし はさ つ きから す 

つ かり あなたのお 言葉 を閗 いて ゐ ました。 でなければ 何 

であた しが あなたの 前に かう おめ/ \ と 出て まゐり ませ 

5C あなたの 御 心が うれしければ こそ、 かう やって 恥 か 

しさ を 忍んで あなたへ お別れに まゐ つたので ござ い ま 
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す。 

庵主 では 御前 は 今日まで 俺が お前の 來ろ日 を 待つ てゐた 

心 を うれしい とい ふの か。 

美しき 女 は い。 世間で は あなたの こと を 石橋 山の 戰 ひに 

與ー殿 を 殺した k めに 無常 を 感じて 世 を 捨てた の、 また 

は 景尙と の爭ひ に 敗け て、 武士の 面目な しに 世 を 捨てた 

のと 申して をり ます。 ^間のt^はみんな嘘でした。 やつ 

ばり あなた は あたし 一 人の ために 世 をお 棄て になった の 

です。 

庵主 そんな こと. か …… 

美しき 女 い  >  え、 あなた は 御， ME 分の 心 を 偽って はなり ま 

せぬ。 あたしが あの 時 あなたの ところへ 逃げて 行った な 

ら、 あなた は 景尙を iK しても、 世 をお 捨てに はなら な 

かった でせ う。 あたしが 弱かった のです。 あなたが 弱 か 

つたので す。 

庵主 何故お 前 は あの 時、 俺のと ころへ 逃ば ては來 なかつ 

たの 力？ 

美しき 女 まだ あの ころ は あたし は眞の 女に はなつ てゐま 

せんでした。 まだ 女と いふ もの 、魂 を兑 つけて はゐ ませ 

ん でした。 あなた こそな せ 刀に かけても あたし を つ て 

は 下さらな か つ たのです。 あなた も惡か つたの です。 

主 あの 畜生の やうな 景尙の 子供 を 三人まで も 生んだ 今 


お前に はよ くその やうな ことが fB へる！ 

せ 一 、しさ 女 あなた は、 まだ 女と いふ もの を 御存じな いので 

す。 女の 誠の 心 を！ 

庵主 けがら はしい。 あっちへ 行って くれ！ 

美し そ 女 あなたに は、 あたしが i 兄 尙の子 を 生んだ ことが 

それほど 憎い の です か。 i^*なぃ男の子をiHまなければ 

ならぬ 女 を 氣の毒 だと 思つ て はく ださらぬ S か。 それ だ 

けのお 寛い お 心 は あなたの 胸に は 傅き ませぬ か？ あな 

た は 世界 中の ど の 男よ り も あた し を 愛 し い と 思 つ て お ゐ 

でになります。 しかし どの 男の 戀 にも ある やうに、 あな 

たは 女の 尊い 魂 を g け 物に なすって お ゐ で に な り ます。 

あなた も 景尙も あたし の 女心 を 十三 年の 問^け 物にし て 

ぉゐ でに なった のでした。 あなた は 何故 あたし の 心 を 試 

す やうな こと をなさい ました" なぜ あたしの、 女心 を大 

切に 抱いて はく ださいませんでした。 あなた はなせ あた 

し を聽 つて はく だ さらな か つ た の で す。 

庵主 俺に はま だ 大きな の 仕事が 殘 つて ゐる， ^ うな 氣が 

して ゐた。 あさまし い ハサ.^ ひまでして 女 一 人の 心 を？ おる こ 

とより ま  

美しき 女 大きな 仕事が どこに 殘 つて ゐ ました？ あなた 

は この やうな 寂し い 十 年の 御 苦行から 何 をお 見出しに な 

りました？ どんな 光り を  ？ 
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庵主 いや、 まだ 凡 下 根の 身の、 何の 光り を も 見出し は 

せぬ。 しかしい つか は ® 如の 光り を る H も あらう、 肉 

tp,  ^を 刻んで ゐる うちに は。 

突し き 女 (や VI" 笑 的に) さあ 二十 年 一二 十 年と この やう 

な 御 苦行 を おつ V けなさい ますう ち に は その 眞如 の 光り 

とやら を：：^ 出しに なること も ございませう。 立派な 正覺 

の 境へ おはいりに なること も ありませ う。 たった 一人の 

若い 女の 心さへ おわかりに ならな い あな た です も の 。 

庵主 では、 なせお 前 は. H 分で あの 時 俺の 懐へ 逃げて は來 

なんだか？ 

：！^^しき女 あたしに はたった 一 人の 母が ありました。 あた 

し は あの g. 十六で ございました。 もう それだけ 申し 上ぐ 

れば あなた は 女の 弱 い 心に つい てお 察しが つ く 笞 です。 

庵主 では、 もし あの 時、 俺が お前 を 靡ったら お前 は 母に 

背いて e も、 俺のと ころへ 來 たとい ふの か f 

おしき 女 はい、 男の その 心 を 見た^け で、 乙女心 は 炎よ 

り も 强う 燃えます。 男の 心に たるみが ある 間 は 女の 弱い 

心 は 燃え ませぬ。 

庵主 では、 もし かりに 俺が 今 その 炎 を 燃やす としたら。 

笑し き 女 も、 つ 無駄で ございます。 時が 遲れ ました。 あた 

し は 人妻で ございます。 母で ござい ます。 それに もし 今、 

あなたが その やうな こと をな されたら、 あなたの 今の 名 


も、 今日までの 十 年 ？御 苦行 も 水の 泡になる では ありま 

せぬ か。 

庵主 俺 は 世間の 瞟を 恐れ はせ ぬ。 十 年の 苦行 も 二十 年の 

苦行 も 何と 思 はう。 

美しき 女 たど あたしの ために！ 

庵主 た r お前の ために。 

美しき 女 、つれし うご います." それなら ばな ほさら あた 

し は あなたと 御 1 緒に はなれ ませぬ。 あたし は あなた を 

殺さう と は 思 ひませ ぬ。 (男の 手.^ 握ろ〕 おいた はしい、 

このま あお やつれに なりました こと。 

(庵主と 美しき 女 濁れ 緣に任 ルリ 添 ふ。 女つ くん \ と 男 

の衰 へたる 面 見つめろ。) 

(濱の 遊び女が 流した ろ燈籠 1 っ籙 のか なれに、 暗き 

沖, 小 しづかに 沿リ 遠ざか リ ゆく のが 見えろ。) 

(美しき 女 庵主の 膝に くづ 折れて； 1^ く。 男輕く 女の 肩 

. ^撫て る。) 

(濱 u- て W び 法螺の 音 間 ゆ。 女 驚きて 男- * リ 離ろ。) 

美しき 女 今 はじめて、 あたしの 胸に、 夫 を も 子 を も 捨て 

て 行く 戀の道 を うれし い と 思 ふ 女心が 燃えて 來 ました。 

ほんとうに 男 をい としい と 思 ふ 心を覺 えました。 あたし 

は 喜んで あなたと お別れ をして 行く ことができる やうに 

なりました。 


庵主 俺 か ら 離れ て 何處 へ 行く のか？ 

;g しき 女 沖へ まゐ ります。 あの 船で 今夜のう ちに 備 中と 

やら い ふ 遠 い 旅へ 出なければ なり ませ ぬ。 

鹿 主 景尙 と共に？ 

おし. き 女 でも あたし は 景^の 妻で ございます もの。 三 入 

の 子の 母で ございます もの。 (泣きく づれ ろ) 

庵主  

(上手 i リ 1^ 火，^ 點 した 二人の 家の 子 登場 J 

家の 子 1 奥 さま こちらに おいでな されました か。 殿 さま 

に は 奥 さまのお 姿が お見えになり ませぬ の で、 ひどく 御 

心配 をな されて おいでになります。 船 は 先刻から！ S を 解 

くば かりにな つ て をり ます。 

家の 子 二 お 子 さま 方 もお 待ち かねで ございます。 お伴い 

たします。 

美し 告女 (離の 外へ 作れら れ ながらお 一 度振リ かへ つて) 

では 庵主 さまお 別れいた します。 い つ まで も 御機嫌よう。 

どうぞ …… 。 (す 、リ 上げて 泣告 ながら • 下手へ 人ろ) 

底 主 (立ち上 リ、 跣 足の ま 、 0 の 外え ..<f ゆき 女の 赛 ^ 

兌 送る。 法螺の 音閱 ゆ。 庭に はいって 來て、 滞れ 綠に上 

つてな ほ も 名 殘惜げ に1 ^に. 凭り か k つて 暗い 海の 方 1^ 眺 

める。 不阖 太刀が 緣の上 に 投げ出されて わろ のに 氣 付い 

て 急に 太刀. や 戸棚の 中 へ 藏す) 


あ、 何事 も考 へまい。 今 =： は 恐ろしい 迷 ひの 日であった。 

口 に 語る ベ からざる 妄語 を 語つ た。 玲 もな い  > 」 とに wm^ 

の 炎 を 燃やし、 あさましい 煩惱の 犬と も 畜生 ともなった。 

(なほ 沖の 方. ^見ながら、 關伽 1" の 乎 桶に 投げ入れられ；^ 

連の 花 1^ 持って 來乂怫 境に 供 へ ろ) 今夜 は與 一 殿の 恰度 

十三 囘 ".J つ..」 あった。 さっきからの どさくさで、 すっかり 

忘れて ゐた。 今頃 は 恰度 早 川口 で 合 戰の手 合せ をし てゐ 

た。 景@ と： 一人で 爭 うて ゐた あの 都の 女 を かれの もの 

にす るか、 俺の ものにす るか、 女 一人、 m?- 二人の 一生の 

賭け事が はじまって ゐ たの は、 今頃であった。 女の 一生 

を賠け 、 與 一 殿の 首 を S け て 俺 にち は戰ぅ て るた の であ 

つた。 淺猿 しい ことであった。 

( し づ か に 佛塽 に つて 珠败. ^爪 繰リ 祈 八 ふす。 螺の 

背が ゆろ たんびに siJ く珠 揉み、 15 ゆ。 然^ 方て 

m が し さ 人 聲聞 ゆ。 ， 泡 ゆ。 蟲 2 ，、 波の 昔 や、 高く た 

ろ。) 

f -m の少 fe- W 搜 つた i 、下手 i リ^リ 登換。 t ^いて 

濱の 男、 女、 老人せ. - 登？！ r 男 一 人1§^火ん持って<3る。) 

濱の 少年 お 住持 さま。 大變 た。 お 住 さま。 

庵主 (振リ か ヘリ) どうしたと いふの だ。 何が ッ！  (？ 

ろしい 出來 事， ^底覺 した！？ うな 不安な 表愤) 

濱の 少年 女！？？ が 海に はまって 死んだ t ッ C 
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旅 主 ぇ&、 誰が ッ！ (灞 れ緣に 飛. ひ 出て) 

153 の 老人 今 H 鎌おから 來 さし つ た 豪い 侍 大將の 奥 さま だ 

ッ！ 

廡主 あの ，：：• 。  (is 足て 庭に 下 リズ i ろめ き、 鑼の 方へ ゆ 

く〕 

^の 女 さっき 二人の 武士が 炬火と もし てこ、 をド つ た 

だ。 あの 時の 菩薩 さまの やうな 奥 さま だ あ。 

旅 主 では やつば り あの 女で あつたか。 (籬の 外-し 出て、 落 

ちんば かリ u、  から 下.^ 舰く) 

然の 老人 あ \ あ X、 むごい こと ぢゃ のう。 どうい ふわけ 

が あろ か 知らぬ が、 若い 女が。 なまいだ ぶく。 

の 女 ほんに 可哀さ うぢ やのう。 

庵主 (離の 方へ 來る) それで その 恃大將 はどうして ゐた。 

濱 の 老人 どの やうな if^ 分の 方で も 夫婦の 情に は變り はな 

いと 兑 えて、 泣いて ゐた とも 言 ひます。 

庵主 何ッ。 泣いて ゐ たか！ 

浴の 少年 何やら 狂人の やうに なつ て 船の 上で 怒り 散らし 

てゐた V あ。 

庵主 何ッ。 船の 上で 狂人の やうに 怒り 散らして ゐ たか。 

うむ。 (£" たく 笑 ふやうな 理智 的な 閃きが かれの 辱に 動 

くリ 刹那的に) 

(港の 老人、 男、 女， 少年 等 庵主の 額.^ 見つめ、 暗い 


沖の 方 1^ 眺めろ。) 

庵主 そして、 その 女 は 助からなかった のか？ 

濱の女 船の 上に 引き上げ たが 息吹き かへ さなんだ で、 そ 

のま、。 

なきがら 

庵主 亡骸 を 船に 乘せ たま- -攬を 解いた か？ そして その 

船 は？ 

濱の 老人 はい 、もうだ いぶ 沖に 出ました で ござ い ませう。 

眞 鶴の 鼻 を 廻 つ て 行く に や 追 ひ 風 だ で 。 

庵主 今ごろ は その 亡骸 も 暗い 波に 搖られ て ゐる であら 

I  (爪立ちながら 暗い 沖. ^眺めろ。 深い 竊 M: と 哀愁の 

色) 暗くて 船の 姿 も 見えぬ。 (緣の 上に 走 リ上リ 柱に 鎚 

リ 爪立ちして 沖,^ 眺めろ〕 

濱の 老人 生憎 雨で も 降る のか、 墨の やうな 暗い 雲が あの 

やうに 三 崎の 鼻から 流れて 來 ましたので。 

庵主 沛には 何も 見えぬ。 (；^れったさぅ11緣の上.,<^-||^-ろ) 

暗い のう！ 

(爪」 乂， ちて 柱に 凭り か V りながら 沖， や 眺める。 兩 手て 

額 1^ 掩 ふ。) 

(濱の 老人、 女 等 不審 さう に 泣いて ねる 庵主.^ 見 まも 

る。 女た ちのうち に は袂て yw.,^ 拭く もの も ある。) 

(蟲の lt。 波の？ 53。 遠い 嵐の 近づく 昔。. 炬火 消 ゆ。〕 

11 靜 かに 幕 11 
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も S 貴 楊と 宗玄 


羅宋蕭 ^王 高 安 楊 李 張陳玄 
布         舒 忠 カ祿國 林九玄 
爽溜晃 翰 嗣士山 忠甫齡 禮宗物 


史 思 明 安祿 山の 一 咏 

壽 王 玄宗の 第 十八 来3 目の 子 

李龜年 玄宗の {ま 愛せる 宮廷 附 俳-腔、 欲 

の 名人 

楊 環 (揚 贵&) 豪の 籠 

其 他 ^^從、 廷臣、 武將、 ；ぉ 侍、 兵卒、 使者、 

待 女、 及び^ 師等 大勢。 

序 詞 

作者と 名乘ろ 序詞 役 出ろ。 

或る人 は 境遇が 性格 を 作る と 云 ひ 

或る人 は 性格 - J そお^ 遇 を 作る と 云 ひ ます。 

1 體 どちらが 本當 なので せう？ 

私 は 兩方共 本當， た 

少なくとも 嘘で はな い と 思 ひ ます。 

成る 程 人間の 性格と い ふ もの は 

確に その 人の 境遇に よって 支配され るで せう。 

然し 又 同時に 人間の 境遇と いふ もの は 

その 人の 性格に よ つ て 影響され ます。 

但し その 支配な り、 影響な り は 


玄{ 示と 陽 3! 貝妃 (五幕 十 場) 

唐の 玄宗の 時代 

場 所 

長 安 及び 驪 山に 於て 

唐の 皇帝 

玄宗の 老いた ろ武將 

揚貴妃 の 兄 

I  ^ ： 玄宗の 重なろ S 

玄宗 の忠： なろ 武將 

李 林^の 一味 
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「作る」 と 云 ひ 得ろ な强 いもので はなく 

共に 或ろ 點 までに 限られた 事で 

それ； IX  h の 所に ゆけば 此の 二つの もの は 

各々 獨 立した、 何物に も 動かされない 

確固た ろ 領分 を も つて 居る 事 は 云 ふま でも ありま 

せん。 

が、 とにかく 此の 二つの もの、 S 格と 境遇と が 

K ひに 働き かけ、 働き かけられ 介って 

其 處に勁 かす 事の 出来ない 

人間の： i}^ 涯と いふ もの を 形造る と 云 ひ 得る と 思 ひ 

ます 

つまり 一 言で 云 ふなら ば 

或る人 間の il^ 活、 生涯と いふ もの は 

その 人間の 性格と、 その 人間の 境遇と によって 織 

• つ L  ,. こ 

-レ IX/ 

繊物だ と 云って い、 と 思 ふ の です。 

さて、 そこで 今、 我々 作者が 歴史 を よんで 

或は 又 他の ある 機會 によつ て 

或る人の 生活な り、 生涯な り を 知る と 直ぐ 

我々 は 其の 織物 を 作つ て 居ろ 一 一 つ の 要素の 本質と 

その. ゆり 込まれ 方の 度合と 

又 そ の S な關 係を考 へないで は 居られません。 


そして 其處に 我々 の 興味 を牽く 何もの かの あると 

き 

我々 の 胸の 血 は 滞き 

創作 您は 刺戟され ます。 

そしてべ ンを とつ て 

今 我々 がその 人の 生活な り、 生涯な りに よって 

我々 の 中に 形造った 所の 其の 人 を 

紙の 上に 描き出します。 

ですから 今更 云 ふまで もない 事で すが 

我々 によ つ て 描かれた 人々 は 

必ずしも 實 際あった それらの 人々 と 同じ 人間で は 

ありません。 

いや、 同じで ない 所 か 

時には 全で 違つ た 入 間になる 事 さ へ 無い と は 云 へ 

ません。 

然し、 若し 我々 が 眞實の 判 作家で ある 以上 

その 我々 の 描いた ものに 嘘. はありません。 

それ は 本當 の 事、 事實以 上 の 事實な の です。 

よし 責際 有った 其 人が 

資-際 そ ん な 事 を しなかった としても 

我々 によつ て 創ら れた その 人 は 

同じく 我々 が 霧つ て その 人に 與 へ た その 境遇で は 


鉈貴揚 と宗玄 
 —？ 


I 

それより 他に 仕樣 はな か つ た 

少なく ともさう する のが 一 番 自然で あり 

必要で ある 事 をした のです。 . I 又す るので す。 

それでい 、 の です。 それで い.^ の です。 

歷 史家で はない 我々 作者の 役目 は 

た に 、 それだけ で濟ん で 居る の です。 

いや、 さう いふ 仕事 をす るの が 

卽ち 我々 作者と 名づ けられた 者な の です。 

前置きの 又 前置きが 

あんまり 長くな りました から 

後 は 極く 簡 望に 濟 ませ ませう。 ■ 

今から 此處で 

皆さんの 前に 演ぜられる 脚本 は 

材を 今から 凡そ 千 一 一 百年 程 以前 

支那 大陸 は 北部 の 名 川渭川 の 岸に 

花と 榮 えた 長 安の 都 

その 花の 都に き 競った 

百花の 中の 花の 王 

曾て 此の世に 来つ た 美人 の 中の 美人で し て 

百世に 其の 名 を 歌 はれる 絕 世の 美女に 

東洋の 歴史に 於て 

物質文明の 盛を盡 した 大唐 帝國 の 


仝： 盛時 代の 皇帝が 

總てを 賭して 求めた 戀 

その 戀 より 生じた 壯麗、 悲慘な 半生の 歷史 にと り 

それ を 今 も 申した 通り 

私と い ふ 作者が 胸の 血と 肉と を も つ て 

描き出した 悲劇です e 

お >i  、  f. て も 

戀 によりて 目覺め 

© 智 にして 總てを 知り 

然も、 弱 きがため に 苦しみぬ ける 一 個の 人が 

その 半生に わたる 長い間の 

悲慘き はまる 惡戰 苦闘 は 

終に 彼の 頭上に 

最後の 月桂冠 を もち 來っ たか、 どうか。 

ぉ气 そ も 

偽りに 生れ、 偽りに 生き 

偽り を 云 ひ、 偽り を爲 せし 女 は 

終に その 偽の 中に 此の ^を 去らなければ たらな か 

つた か、 どうか。 

皆さん は 

今から 五 時間の 後 

め い く 御 自分で そ の 結果 を 御覧になる で せう。 
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そして 其の g-ij: さんが 

斯 くの 如く 半： き 

斯の .§  く 死んだ 人々 に 就て 

何とお 考へ になる か 

何と おっしゃ るか 

私 は それ を：：^ ひ たく 思 ひ ます。 

あ、、 然し、 何 は ともあれ 時が 來 ました。 

今から：：. 一. 速お-を あけます。 

どうぞ、 ゆっくり 御？，？ 下さ い 0 

(^し ズ 入ろ) 

第 一 0 

驢. H なる 玄. K の 離せ！ I、  ？，！ 泉せ： (別名 華淸 宫) 中の 廣大な 

る 廊下。 

刊 秋の 午後。 

4;:-手ぶリ辛林^Gとs-.f^齡の ニ人話しながら出ろ。 

辛 林 さう、 5:;^ 郎の その 御 心 M は 御 もっともで すが …： 。 

(短き 問) まあ、 それ も、 もうさう 長い 事で はない と 3 むは 

れ ますから …… 。 

^九 何に？ 「それ も、 もう 長い 事で はない」 と 云 はれる 

と、 $:^郎には何か上手ぃもくろみでもぁるのかね。 

I 


李 林 いや、 私、 私，： n: 身に はありません。 けれども 私 は 或 

る 入から その 事に 就て 或る 相談 を 受けた の です。 そして 

若し この 事 さへ 思 ふ樣に ゆけば、 貴郞、 いや 貴鳃. たけに 

は 限らない が、 今 貴 郞の云 はれた 御 心配 は 今日に もな く 

なつ てし まふ だら うと 思 ふので す。 

張 九 それ は 又 どうい ふ 事な のかな。 そんな 上手い 事が あ 

る ものなら、 一 3 も 早く .：：. 。 然し それ は ー體 どんな 事 

なのか な。 それ を贵郎 に 相談し たいとい ふの は 誰かな。 

若しよ かったら、 私に 明かして 下さらな いか。 (短き 間〕 

お \、 もしも、 それで 本當に 陛下の あの 御 憂 鐘と 御氣ま 

ぐれと をな ほす 事が 出來る ものなら、 私 は 身 を 粉に くだ 

い て 働かう から …… 。 

李 林 貴 郞の御 心 持 はよ く 分ります" 然し、 その 事と いふ 

の は實は 傍で 幾ら どうしょうと 思つ て も、 どうす る 事 も 

出來 ない 事で …… 。 

張 九 え、。 

李 林 それ は、 たヾ 陛下御自^^?^ の 御 心 一つに よ つ て きまる 

事な のです から … ： 。 

張 九 え、。 陛下 御自身 の 御 心 一つに よって き まる？ 

李 林 (思 ひ 切った とい ふ樣 にて) え &貴郞 なら かま ふま 

い。 お打ち明け しませう。 

張 九 お、。 どうか。 さう して もら へれば …… 
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李 林 その 事と いふの は實は (と 少し 萆，^ おとして) 陛下に 

一 入の 礙れ て 美し い 女 を 差し 上げる と い ふ 事な 3 です。 

張 九 え \ つ。 

李 林 貴郞も 御存知の 通り、 陛下の 御 憂 嫌の 原 3 はと 云へ 

ば、 あの 御 美し か つ た武惠 妃の おかくれ になった 事に あ 

るので せう (短. -V 、閬。 思 ひ 起す 如く、 半分 IS 白の 如く) 

あの方が 亡くなられてから、 もう 三年になる。 その 間 幾 

千の 女達 は 後宮に 入った。 然し、 その 中の 唯一 入と して 

が、 陛 F の 御 心から、 あの 御 悲しみ を 消す 事が 出來 なか 

つた。 唯一 人 ど-つかと 思った 梅妃も 駄目だった。 朝に 入 

つた 女が 夕に は 御 暇になる。 そして 陛下の 御 心 は 一 日 一 

日と 荒んで 來た。 私達 はな ほ 倦まずに 女 を 探した。 あの 

武惠妃 に 劣らない 樣な 美し い 女 を 探が した。 然し そんな 

女 は 無い。 (もとの 調子に か ヘリ) 私達 は絕 望して しまつ 

たのです。 そして、 もうた ヾ事は 成り ゆく ま、 に まかせ 

るより ほかない と 思って 居た の です。 所が 四 五 日 前 突然 

高 力士が、 私の 所に やって 來て 「今度 は 大丈夫た」 と 云 

ひます。 私 は 何かと 思って き、 た r すと、 彼 は 非常な 美 

人 を 見附け たとい ふの です。 「あれなら 大丈夫 だ 、 き つ と 

大丈夫 だ」 と 一 人で きめて 居る のです。 が、 念のために 

とにかく 私に も 一度 見て くれと いふ 事でした から、 都合 

をつ けて、 その 女 を 見に 出かけた のです。 一 BE 見て 私 も 


驚きました。 「之が 人間 か」 と 3^ ひました。 私 は 自分の 目 

を 疑 はないで は 居られなかった 位です。 「大丈夫 だ、 是な 

ら 大丈夫 だ」 私 も 思 はず、 さう 叫ばない では 居られな か 

つたので す。 それで 私 も 早速 §1； 成して、 その 女 を 陛下の 

御 目に かける 事に したので す。 (短 告閬) 今度 は 大丈夫で 

す。 御 安心 下さい。 あの 女 さへ 陛下の 御 傍に 居れば 陛下 

の 御 心 もお 落ち 付きな さる でせ う。 そし て 我々 の 間に も 

亦 昔の 樣な 平和な 日が 還つ て來る 事で せう。 

張 九 (にがく しい 氣て) 貴 郎方は 自分 達の 平和と、 安樂 

との 爲め に 陛下の 御 心 の 安らかで ある 事 を 望み、 然も、 

その 爲 めに は 手段 を 選ば れ ない のか。 

李 林 手段 を 選ばない と は？ 

張 九 何とか 他に もやり 方 はあり さうな もの だ。 そんな 女 

などの 力、 いや カぢ やない 魔力、 いや 魔力、 さう でもな 

い …… 。 いや、 とにかく、 その …… 女な ど を W ひないで、 

もっと 何とか 他に 方法 は あさうな もの だ。 そんな 事 をす 

るの は、 それ は陛： 卜 を 一 層惡ぃ 方に はお 導きす るに 過ぎ 

14-  、  0 

な、 

李 林 まあ、 まあ 一 途に そんな 事 を 言 はれる もの ではない。 

貴郞は 未だ 皇帝の 御氣質 をよ く 御 § な い とみえる。 

張 九 いや、 よく 知って 居ろ。 私 は あの. M 帝が まだ これば 

かし (と 手て 高さ 1^ 示し) の 御子 供の 時から 御 傍に 居た 者 


蛇 楊と 
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だ。 あの方の 事なら、 誰よりも 私が 一番よ く 知つ て 居る。 

李 林 お、、 それ はさう かも 知れない。 貴郎は 陛下に 就い 

て は 我々 の 知らないい ろくの iE! を 知つ て 居られる だら 

う。 けれども $i 郎は又 我々 が跸 下に 就い て 知つ て 居る 唯 

一 つ の^を 御 *s ない。 そして それが 一 番と 云っても い 

ぃ位大^？-な^なのです。 

^九 それ は  一 |g どうい ふ 事？ 

李 林 それ は 陴下は 女な しで は、 いや、 とい ふより 愛する 

者な しで は、 それ も 自分の 心 を 傾け 盡 して 愛せる 者な し 

に は cs-b れ ない 方 だとい ふ 事です。 

九 …… 。 . 

木" 林 考 へて 御覽 なさい。 始めに 王 皇后、 次が 武惠妃 と 心 

から 愛し 得る 方が 居られた 間 陛下の 御 心 はお だ やかで し 

た。 御 政事に も 御 力 をお つくしに なった。 降下が 此の 顷 

の樣に なられた の は 先に も 云った 様に 三年 以前 あの 御寵 

愛の 武惠妃 をお 失 ひに なって からの 事です。 

^九 然し、 (短. V 、間，^ おき) 然し 君 も 御氣附 きで はあった 

らうが、 あの 武" ？屺を 御 1 の顷に は、 よく その 爲 めに 

朝の 政事 を 御休みに なった。 (短き 間〕 今 又お の 云 はれた 

樣な 女が 御 傍に 出たならば 、あの の 弊 を 繰り チ 事に 

なり はしない か。 私 は それが 案じられて ならない C 

お 林 然し、 もし さうな つたと しても、 それ は 今 nl の狀態 


より は い でせ う。 何に 政事 は 我々 にお まかせ 下されば、 

どうで もなります。 あの 恐ろしい 御氣 まぐれ さへ を さま 

れば 他の 事 はどうに でもなります。 今の 樣 では 我々 一同 

山 仪も箦 も 安らかな 時 は ありません。 思 はず 不用意に 出し 

た 一 言の 爲 めに 何時 生命 を 失 はなければ ならない かさへ 

分らない のです からね。 

張 九 (嘆息して ) 闲 つた 事 だ。 (間 X 思 ひ 返した 様 に ： うむ、 

そして 先刻 貴 郞が云 はれた その 女と いふの は 一 體 何ん な 

身分の 女な のかね。 さう 下等な 者で はあります まいね。 

李 林 え \、 大丈夫 下等な 事はありません。 陛下の 御 側女 

として は 決して 恥 かしくない 身分の 者です。 

張 九 何 をして 居た のです？ 何とい ふ 女です？ 

林 (一寸た めら ふ 様な 風.^ したが、 直ぐ) 若し かする 

と 資郞も 御 承知の 女 かも 知れません。 (口早 やに) それ 

は、 あの 壽王 殿下の 掛妃の 楊 環と いふ 女です。 

張 九 え. -っ。 壽王 殿下の 御妃の 楊 環！ 

李 林 さう です。 

張 九 それ を、 それ を 貴 郎方は 皇帝の 御 側女に しょうと い 

ふの か？ 

李 林 さう です。 

九 馬鹿な ッ。 畜坐道 だ。 そんな 事が 許される と 思 ふか。 

いくら 先王の 道が すたれ、 世が 亂れ たからと 云つ て も、 
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此 の 張 九 齢が 眼の 黑 い 中 は そんな 事 はさせ な い 。 

お. i 林 (かすかに 微笑す るが 、直ぐ それ，^ 隱 して) お、、 そ 

れ はさう だ。 貴郎 にさう 云 はれて みれば 成る 程 これ は少 

しょくない 事の 樣 でした。 

張 九 (のぼせつ V) よくない も、 い」 もない。 

李 林 お、、 然し、 もし 貴郞 が、 それ を どうかな さらう とい 

ふ 御 心なら 一 刻 も 早くな さらない と 間に あ ひません よ。 

張 九 間に合 はぬ！ 何が！ 

李 林 楊 環 は 今日 宴席で 陛下の 御前に 出る 害です。 

張 九 え- -っ、 今日、 今日、 今日 其の 女が 此處に 来て 居る 

のか。 

李 林 來て IHS ます。 もしかすると 今頃 は、 もう 御前に 出て 

居る かも 知れません。 一 目で も 皇帝が その 女 を御覽 にな 

れ ばもう 事 は 決つ てし まひます からね。 

張 九 お \ 、もうぐ づく はして 居られない" 何故 君 はも 

う 少し 早く 此の 事 を 私に 云って はくれ なかった。 あ \、 

先帝の 御靈 よ、 私 をお 守り 下さい。 私 は 行かう、 たと ひ 

身命 にかけ て も此 の 事 だけ はお 止め 申さなければ なら な 

い。 (急 ざ 正面に 述 なる 廊下.^ リ奧の 方に 去る) 

李 林 (II 白〕 は. -、 正直で、 一途な、 可愛い  >ぢ いさんだ" 

然し、 あれが 居る と、 どうも 何に かにつ け 俺の しょうと 

する 事の 邪魔になる。 (短告 間) 可哀相 だが 仕方がない。 


(間) 然し、 あんまり 云 ひすき て、 命 をな くす 樣な 事に な 

ら なければ い \ が。 もし そんな 事に でも なれば 少し 藥が 

き 、 すぎた とい ふ もの だ。 

(此の 時 廊下の 奥 i リ蹄玄 鱧 出て 來る。 兩人會 つて 禮 

v- ろ。) 

李 林 どうなさい ました。 私 はこれ から 御宴 席に 行かう と 

思って 參 つたので すが。 

蹄玄 行きたい 方 はおいで なさる がい、 だら う。 私 はもう 

御免 だ。 (行かう とする) 

李 林 (引きと める 樣 に) 何 を その 機に 御腹 立ちな ので 

す！ 何 か御氣 にさ はった 事で もあった のです か。 

陳玄 氣に喰 はぬ も、 喰 ふ もあった もので はない。 私 は、 

もうこんな 汚ら はしい 御殿に 來 るの はい やにな つた。 

李 林 しつ。 廊下に は 人が 居ない と は 限りません。 御言 葉 

はお 愼み になつ た 方が い 、 。 (苺 を ひ そ めて) 何 か 事が あ 

つたの です か。 

陳玄 あった もない も  。 (間) まあ、 おき  >- なさる がい 

い 。 陛下に は 熟柿の 樣に醉 ひしれ て あの S 王 殿下 の 御妃 

の 楊環樣 におた は むれに なった の だ。 

李 林 (驚け る 様して) ほ を。 さう して …… 。 

陳玄 わし はどう も 始めから よくない。 あの 女 を  一：； I 見ら 

れた 時から 陛下の 御 眼が 怪し い と 思 つ て 注意 は し て 居た 


な：!。^ と? ま 


の だが、 どうす る 率 も 出来なかった。 (短. V- 間) 始 は先づ 

遠くから 御盃 を. トさ る、 次に は 歌 を 御所 になる、 次 は 

琵琶で、 次が 舞、 そし て それが 終る と 御 側に 召し て …… 。 

え、 つ。 考へ るの も 汚ら はしい。 畜生道 だ。 (と： r 、ひ 流石 

に- ひす ギ たとい ふ 風に 默 ろ) 

(間。) 

g 玄 とにかく、 な、 ^. 卜が あのお 樣. た。 (間) あの 御 聰明 

だった 陛： トが あのお 樣だ。 (間) あんなに なつ てし ま はれ 

た 陛下 はい. - かも 知れない が、 側で あの 恐ろしい 變り方 

を 兌て る 倚 等 はた まらない。 

力" 林 御 翁し 巾し ます。 

^玄 (急に 感励 しつ、、 李 林 前 の 厨に 手 1 化かけ) 李林甫 

ST (間) しっかりして 吳れ 給へ。 此の 大唐帝 國の爲 めに。 

(短き 間) わし 等 は 陛下と ともに 力 を つ くし て それ を 築い 

た。 そして 今、 陛下 も わし 等 も 年老いた。 築かれた もの 

を 守り 育て、 ゆく の は 君 等の 役目 だ。 (短. V 、間) あ、、 わ 

し 等の 時代 は 去った。 sssf 若き 人々 の 時代が 來る。 しつ 

かりして5^<れ給へ。 わし は 君に 信頼して 居る。 高 力士、 

=^ 仙容、 あんな 手 八 2 ひ は 浮き雲 だ。 若い 人の 中で、 君 だ 

け、 一 人 IS だけが 降下 を 助け て 此の 大帝 國を守 つ て ゆく 

事の 出 來る人 だ。 (短き 問) しっかり やってくれ！ わし 

は 紐む。 


I 

李 林 (感動して、 思 はず 陳玄錢 の 手，^ 握ろ) 

(陳玄 _s 無 言 のま、 右 乎 に 去ろ。) 

「間。) 

李 林 (蹈. 0) 人の 誠心 ：：： 。 (間) あ. -、 思 はず 泣かされ 

ろ 所だった。 (具 告間) 張 九 齢に、 陳. M 禮" 建 II の 遺お… 

-:。 あ \、 唐 帝國の 起った の は 故ない 事ではなかった の 

だ。 (考へ a む。 少時く 0 やがて 奧の 方に ゆかんと すろ。 

そ の時羅 布爽- 奥よ リ來 ろ。 玄 林^, ^兄て 禮.^ する〕 

李 林 お. -、 羅 布.； I- か。 丁度い、 所 だ。 その後の 宴席の 具 

合 はどう だ。 

羅布 え. -っ、 その後の？ 

李 林 さう だ。 陛下が、 あの 女に ぉ戲 むれに なって からの 

羅布 え &っ、 贵郎は それ を …… 。 

李 林 それ は 今き いたの だ。 それから どうな つた。 後 を… 

羅布 壽王 殿下 はやき もき しながら、 幾度と なく 楊 妃に目 

くばせ したり、 そっと 手 まねき をしたり なさい ましたが、 

あの 女 は 見向き も 致し ませんで し た 。 

李 林 ふ \ む。 强た かもの だな。 

羅布 陛下 はもう 御 心が どこかに 飛びぬ けた 樣な 御有樣 

で、 澤 山の 寶物 をお さ づけに なり、 その上 陛下が 始終 御 
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頸に かけて ぉゐ でになる 例の 紅 水晶の 首飾り を 御手 づ か 

ら、 あの 女の 首に かけて おやりに なりました。 すると、 又 

あの 女 は、 それ を これ を 見よ がしに 壽王 殿下の 方に 兒せ 

つける ので ございます。 殿下の 御顏 は、 ほんと に 傍で 見て 

居 て も 御氣の 毒な 位で.、、 J ざいました。 あの 樣子 で は あの 

女 は 殿下 を 捨て k 陛下の 御 心に 從ふ氣 かも 知れません。 

林 知れた 事 だ." 少しで も强 い、 大きい ものに つくの が 女 

心の 常 だ。 柏の 下に やどる より、 檢の 下に やどる 方が 安 

心 だら う 0 

羅布 ぉ&、 すると どうい ふ 事になる ので ございませう。 

李 林 楊 環 は 宮中に 入る。 そして 明 曰から 我々 は あの 女の 

言葉 一 つで、 いや 眼附ー つで 生かされ もし、 殺され もす 

る樣 になる の だ。 

羅布 え、 つ。 

李 林 まあ、 そんなに 驚く 事 はない。 (閭) 時に あの 張九齡 

老人が 何 か 事 を 起し はしなかった か。 

羅布 ぁ、、 ぁの方は宴會の眞^^中にゃって來て、 いきな 

り 陛下の 御 傍に 行つ て 何 か 申し上げた 樣 でした。 

李 林 ふむ。 

羅布 すると、 いきなり 陛下の 御顔が 曇りました。 

李 林 ふむ、 それで？ 

羅布 一 時 御顔 は 曇り ましたが、 すぐに 陛下 は 御 立腹に な 


りました" そして あ の 人 は 宴席 を 追 ひ 出されて しま ひま 

した。 何でも 六 ヶ月と か aw を 御 命じに なった と 云 ふ 事 

で ございました。 

李 林 さう か。 では 命に 別條 はなかった の だな。 

羅布 (合點 ゆかず) 

( 此 の 時壽 王與脔 ろ樣 にて 奥 i リ出 る。) 

李 林 (それ， 化见 つけろ.^ リ 早く， 羅布爽 に) 行け！ (羅 

布爽 あわて 、左手に 去ろ。 壽王は それ に は氣 がっかぬ。 

李祙甫 急ぶ、 # 王の 方に ゆく) 殿下！ 

王 お、、 李 林甫。 

林 お 察し 致します。 

王 お、、 お前 は 知って ゐる のか。 

林 只今、 宴席よりの 者から き. - ました U 

王お. -。 (間〕 李 林甫。 來 なければ よかった。 來 なけれ 

ばよ かった" 來た としても、 あの Si を 連れて 來 なければ 

よかった。 (短告 間) あ、、 あの 高 力士の 奴が …… 。 あ 

あ、 然し何と：}^っても俺が馬鹿だったのだ。 ん g が 馬鹿 だ 

つたの だ。 (間) 然し、 誰が 誰が あの 女が あんな 事に なら 

と 思 はう。 (閭) あの 女の 心に 何もの か 憑いた の だ。 あ 

れは 一時の 氣 まぐれ だ。 夢 だ。 少し 時が たてば 眼が さめ 

よう。 それにしても、 それにしても、 父上 も、 父上 だ。 

あんな 事 をな さると は、 あ >-、 俺に は 何が何だか 譯が分 
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ク -It-  、  a 

； ん、 

率 林 御 心 を 御， 落 .i^ けなさい まし、 御 心 を。 ほんとうに 貴 

郞 のおつ しゃる 通り、 これ は 一時の 通り魔で せう" 今に 

もとの 通りになります。 もとの 通りに …… 。 

ャ？！ I； 土 お \、 お前 もさう 思 ふか、 お前 も。 さ うだらう。 さ 

うだらう。 (短 A 、間) もし、 さう でなかったら 私も默 つて 

は US ない。 

卞林 しつ。 御言 紫 をお 慎み 下さい r 此處を どこ だと 御 思 

ひになります。 

0   。 

(此の 昨 奥の 方 に、 多人数の 歩く 靑。 ^^ぐに玄.1と楊 

？は^  11 と 今から してし まふ 11  ,^  a 先 Li  、高 力士、 

牛 仙 客 その他 多くの 臣っき そうて 出る。 李 林 南 は、 * 

王 fj' かくま ふ！ 2に しながら 傍に 立ちて 鱧す ろ "0 

一 f  (李 林^,^ 见 つけて) お、、 李 林甫、 何 をして ゐた 

の だ。 お前 を， 待つ， て K たに。 

李 林 はつ。 少し 爲て おかなければ ならない 用務が ござい 

ましたので 蓮くな つて 申し 譯が ございません。 (短. V 、間) 

只今！J^bぅと思っ て 居り ましたが * 今 n はもう 御 やめで 

ございま すか。  . 

い， 小 、つむ、 やめと いふ 譯 ではない が、 家の 中 はま だ 少し 

^1?苦し い の で、 これから 池の 傍に でも 行つ て 風に 吹かれ 


ながら 飮ま うと 思 ふの だ。 どう だ 一緒に 來 ないか。 

李 林 御供した します。 

玄宗 ふむ、 來 るか。 (短告 間) さあ、 では 行かう。 (皆々 

行かん とす) 

(此の 時 まて 壽王は 李 林 常の 後から 揚貴 姐に 目く-はぜ 

して 居た が、 楊 貴 妃は 知らぬ ふりして 空 うそぶいて 居 

る。 で 壽王は 終に た， まら なくなって、 行かん とする 椽 

貴妃の 方に 飛ん て ゆく。) 

壽王 楊 環！ お前、 どうかした のか。 

揚貴 f 輕 蔑した 樣に 彼の 顏. ^見返り) どうもし は 致し ま 

せん， 

壽王 (熱狂 的に 突然 楊 貴 妃の手 つかむ。 何 か 云 はう と 

する が ft が 出ぬ) 

楊 貴 (むっとして、 その手.^;-ふリほど.^、ながら) 何 をな 

さるの です。 私 は 陛下の 御供 を して 居る の で..、 /さ い ます。 

御 放し 下さい。 (彼. ^ふり 切 リ玄宗 の 方 LL 逃げて 行く 。 壽 

王 モれ. 追 はんとす) 

玄宗 (苦痛の 表情、 然し、 きっぱりと) 誰かつ、 早く あ 

れを おさへ ろ！ 

(二三の 臣 ili! り 出て 壽王. ^おさへ る。〕 

玄宗 (霧 王に) 誰の 前 だと 思 ふ。 馬鹿者！ 

壽王何 か 云 はんとす る。 とそれ"， <リ 早く 李 林 甫の斷 乎 
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率 罢；? 寄 本 ま 

-aii-         命- -や ■Sif 


たる 聲^ ゆ。) 

-; せ 林 殿下、 御 ひかへ なさい！ (自ら 毒 王の 方に ゆ. V/  二 

三の 臣の手 i り 彼 l^s;: 刀の 方に ひきと リ、 少し 右手に さ 

が らぜ ろ。 そ し て 玄宗 ) 陛下、 直ぐ 御 後 か ら參 ります。 

どうか 一 足 御先き に。 

(玄眾 無言の ま、、 うな. つ. V 、左手に ゆく。 昔つ 5^ いて 

入ろ 。； 

太. "林 殿下" >  氣を お落ち 附 けになら なければ いけません。 

氣を お 落ち 附け にならなければ … . ： 。 

壽王 (李 林甫に すがりつきながら) お、、 でも、 あの 女 

が あんな 事 を 云 つ た。 あの 楊が 此の 私に あんな 事 を 云 つ 

た。 これで も 私 は 落ち 附 いて 居なければ ならない のか。 

これで も ：… 。 これで も …… 。 

李 林 さう です。 (短. V 、間) 相手 を 誰た とお 思 ひ になり ま 

す。 反抗な さるの は 自殺な さるの も 同じ 事です。 

毒 王 自殺？ お前 は 私が 死 を 恐れ て 居る と 思 ふの か 。(熱狂 

的 Li) お \、 何故に、 何故に 今 私が 死 を 恐れよう、 生 を 

願 はう。 私 は あの 女の ために 生き、 あの 女の ために 死ぬ。 

あの 女の 傍より 他に 私に は 生きて 居る 所 はない。 あの 女 

の 傍で より 私 は 生きて 居る 事 は 出来ない。 (短告 間) お \、 

私の 太陽。 私の 光り。 私の 生命。 お \、 お k、 お \  。(李 

林 15 に) お前 は、 私に あの 女な しで 生きよ とい ふの か？ 


前 林 お落ち 附き なさい。 では、 どうな さらう とおつ しゃ 

るので す。 

靡 H- 知れた 事 だ。 もう、 かう なれば 仕方がない。 男 二人 

の 中 一 人が 死ぬ の だ" 

(間。)  , 

李 林 r 急に？ 降に 力.^ いれて) 殿ド" それ は 本當に 貴郞の 

御 心 から 出 た 御言 葉 でございます か。 

壽王 お- -、 もし さう だったら 密告しょう とい ふの か。 (間) 

もし さうなら。 (と懷 中に 手,， 小人れ る) 

李 林 (すばやく その 手 1^ おさ (、て) お急ぎな さ い ますな 

ク 0 

王  。 

林 (i: 逸に 注意し.、、 さて) おやりなさい まし！ 

：  卜； え 、 つ 。 

林 私 も 及ばず ながら 力 をお 贷し 申し ませう" 

王 え、 つ。 お前が？ 

林 さう です 。(短き 間) 名 は 父上で せう" が、 父ら しか 

ら ぬ 事 を し た 入 を 父 としてお かな ければ なら ない とい ふ 

事はありません。 おやりなさい。 昔から 例の なかった 事 

でもありません。 そして、 これ さへ 上手く ゆけば 犬 下 は 

貴郎の ものです。 何に、 太子 を廢 する 位の 事は譯 はあり 

ません。 そして 私が お 側に ついて 居て 天下 を 治める。 此 


も Eftfti 宗 « 
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の大唐 帝國は 郎と 私の 自由になる …… 。 

蜜 お、。 

辛 林 おやりなさい。 私が ついて ゐ ます。 

0.^. 、な" 林. is の 手，^ とリ) む、、 やる とも、 どうせ この 

^  、では化き1のなぃ身體だ。 やれる 所まで やって み 

よう 0 

李 林 せいて はいけ ません よ。 事 をす るに は機會 とい ふ も 

のがあります。 ぢ つと 待つ のです。 い.、 時が 来たら 私が 

屮— - ます。 それまで は 待つ のです。 何事 も 忍んで 待つ の 

です。 くれ？. i.^- も 早まって はいけ ま せんぞ。 

i 分った。 ではお 前の 云 ふまで 私は默 つて 待つ て ゐる。 

辛 林 お  > -、 さう して 下さい。 さう して 下さい。 さう すれ 

ば 大丈夫です。 きっと 上手く ゆきます。 吳れ 吳 れも 急い 

. ではい けません よ。 せいて は  。 

# 王 あ \ 分った。 大丈夫、 お前の やれと いふ 時まで 我 

„J して 居る。 

(問。〕 

李 林 さあ、 では 私 は 庭の 方に 行かなければ なりません か 

ら、 今 H はこれ で 失 鱧し ます。 いづれ 又 相談したい 事が 

あったら、 そっと； 11： ひます。 貴郎も 私に 何 か 御用 かあつ 

たらお いで 下さい。 

0.^ あ \ それで は …… 。 


李 林 では。 

(壽王 右手に 去ろ。) 

李 林 一 つの 野心 は、 直ぐ 次の 野心 を 生む。 そして それが 

一 つより 一 つと 段々 大きく 强く なって ゆく。 そして、 と 

うく 此處 まで 來た) 今の 今まで 自分で さへ 思 ひも かけ 

なかった 所まで 来た。 (間) 琉 石に 少し 恐ろしい 樣な氣 も 

する。 然し どうせ 皆 馬鹿ば かりなの だ。 用心 さへ すれば、 

その 爲 めに 此方の 身に 危險 のせ まる 樣な事 は あるまい。 

(歩き 出す) 然し、 本 當に思 ひも かけない 事に なった もの 

だ。 (間) が又考 へて みれば、 それが 天の 命ずる 所 かも 知 

れ ない。 (短告 間) 誰が たくんで、 こんな 機會を 作り 得よ 

う。 (短 i- 、間) 俺と いふ 人間が やる のでなくて、 蓮 命と い 

ふ 奴が 俺の 手 を 借りて やる とで も 云 ひ た い 位 だ。 (短き 

間) 此處だ e 此處で 謹まなければ いけない。 (短き 間) あ 

あ、 然し、 希望 は、 希望 は 海の 樣だ。 お、、 海の 樣だ G 

(左手に 人る) 

第二 幕 

第 一 場 

長 安に 於け る玄宗 皇帝の 宮殿の 大廣 間。 唐 時代の 善と 

美と，^. 盡ぜ る、 ！；^ 度に. y いたくな 宴 食の 席。 
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秋の 夜。 

(幕 わきたろ 時、 多くの 給 侍 人 急がし さう に 食卓 上の 

準備，^ してね ろ。) 

紛侍甲 (萬 事 準備の 55^ れ ろ.，^ みて) さあ、 これでい、 と。 

もう 手落ち はないだ らうな。 (給 侍 乙に) おい、 君 そっち 

側 を 一 通り 調べ て くれない か。 僕 は 此方 側 を 見る から。 

給 侍 乙 よしきた。 

(二人とも 食卓，^ 調べつ、、 それ LL 沿 ひて 左手 LL 入る。 

他の 給 侍 人達 も 左手に 去ろ。 皆去リ たろ とき、 先の 甲、 

乙、 左手 ニリ 出ろ) 

給 侍 甲 さあ、 これでよ しと。 (短 告閬) 然し、 まあ、 何と 

い ふぜ い たくな もんだら うな。 

給 侍 乙 ほんと にな。 俺 はもう これで 四十 年 も 此の 仕事 を 

して 來 たが、 まだ、 こんな ぜいたくな 仕度 は 見た 事が な 

いな- 

4" 侍 甲 四十 年所ぢ やない ぜ。 支那 始まって 以來、 こんな 

料理 は 出来た 事た あ、 あるまい よ。 (1 つの 椅子に 腰 1^ 下 

す) 

耠侍乙 ふん。 さう かも 知れない な。 (甲の そばの 椅子に 腰 

1^ かける〕 

給 侍 中 何しろ、 トルコ 產の かもし かの ざう だと か、 ペル 

ミア 灣の貝 だと か、 B 本から 來た鶯 だと か、 何 だと か， 波 


だと か、 一 つ 何百、 何十 兩 とする もの を、 ごった ごたに 

ぶち 込んで それ を 山と 積 むんだ からな。 

給 侍 乙 ふむ。 

給 侍 甲 流石の 陶文 桂の 奴が、 料理しながら 「何だか 罰が 

あたり さうな 氣 がする つて」 云つ て 居 やが つ た つ け。 

給 侍 乙 あいつが かい。 

給 侍 中 うむ。 

給 侍 乙 ふむ」 然し、 本： 1も に そんな 氣 がして 來る かも 知れ 

ない な。 世間 はこの 不景氣 だとい ふのに、 自分の もので 

はない と 云 ひながら、 そんな もの を 捨てる 樣に 使って み 

れ ばな。 

^侍 甲 ほんと だよ。 實は俺 も 少しの 間だった が 傍で 見て 

居 て をし い 樣な氣 が し て 思 はず 知らず ため い きを ついて 

しまったんだ。 

給 侍 乙 は 

給 侍 甲 は \、  間) 然し、 考 へて みり あ、 今夜の 料理 

の 一 入 前 だけで 十 人の 家族が 一 年 は樂に 食べ て ゆかれる 

ん だからな。 

給 侍 乙 うむ。 成る 程。 (急に 考へ 込む) 

給 侍 中 (立ち上り) 然し、 まあ、 今夜 は 特別な 事 だから 

な。 あの 楊 貴 妃樣の 御 兄 樣の楊 國忠樣 の 御 職迎。 李林甫 

が 宰相に おなりに なった 御 祝 ひ。 その上 あの 安 祿 山樣が 


657 


長い il の 契 丹 征伐から のお SI り だ。 降ド として はこれ 位 

の 事 は 當り前 かも 知れな い て 。 

4? 侍 乙 ふむ。 さう 云へば さう だ。 (間〕 然し 、 な、 おい。 

李 林 i や、 楊顿忠^^の ffif は、 まあい k とし て も 何故 又 

あの 安祿 山なん て い ふ 人間 を こんなに もてなさ なけれ あ 

ならな いんだ か、 それが 俺に は 分らない がな。 

知らない のか、 お前- あの 安祿 山と いふ 方 は、 昔 

つから 陛下の 無二の 御 寵臣だった の だ、 

4" 侍 乙 いくら 御. 瓶； i だからってな。 何も 立派な 事で もし 

て來 たと か、 手柄が あつたと かいふな らい i が 何も 戰に 

敗け て、 おめく 逃げ 歸っ て 來た者 を、 そんなに てい わい 

にもて なさ なくたって よさ さうな もの ぢぁな いか。 (短告 

間。 ^おとして) それに、 何だか 聞く 所に よると、 あ 

の 安祿 山と いふ 奴 は 何 か大變 なた くらみ をして 居 るんだ 

とい ふ事ぢ やない か。 

^侍 甲 しつ。 そんな 事が 他 入に きこえる とよくない ぜ。 

乙 何 あに、 かま ふ もの か。 こんな 事た あ 誰 だって 云 

つてる. た。 あの 男が 何時かの 御宴 13 の 後で 酒に 醉 ひつ 

ぶれて 眠つ て 居る 所 を 見たら、 頭が 龍の 頸に 化けて 居た 

とい ふ 話 だ つ て 知らない 奴 はない 位 だ。 

え、、 そんな 事まで …… 。 

^侍 乙 何んだ、 お前 は 又、 今までお 前 だけが それ を 知つ 


てると でも 思って ゐた のか。 おいく 人間 だせ。 人間 だ 

ぜ、 誰 だって 同じ 樣に耳 はもって ろんだ。 頭と いふ 奴 も 

もって 居 るんだ。 

4。 侍 甲  。 

乙 ひ、； し、 な あ、 おい。 くどい 樣 だが 俺に は 分らない 

な。 どうし て 又 陛下 はそんな 奴 を そ のま、 にして お置き 

にな るんだら う。 勿論 こんな. ihi 陛下の 御 耳に だ つ て 入 

つて 居 るんだら う。 

給 侍 S- 入って ろ所ぢ やない。 實は 今度 あの 宰相の 張九齡 

樣 が御隱 退な さった の も、 その 爲 めだと いふ 事 だ。 

給 侍 乙 どうい ふ 事が あつたんだ？ 

給 侍 5- あの t 女祿 山が 戰に 敗け て歸っ て來 ると いきなり、 

張 九 齡樣は あの 男 を 斬った 方が い. -と 陛下に 申し上げら 

れ たの ださう だ。 勿論 あの方に は、 あの 男の 心 は 前から 

分って ぉゐ でに なつたん だら うからな。 丁度、 、機會 だ 

とお 思 ひに なつたん だら う。 

給 侍 乙 ，「む。 

給 侍 甲 所が 陛下 は 何と 云っても、 それ をお き- - いれに は 

ならない の だ。 然し、 張 九齢樣 も、 一度 かう と 申し出さ 

れた事 はな かく 後に お引きになる 方で はない C 雷ね て、 

その 事 を 申し出られ たさう だ。 何でも その 時には あの 男 

の 逆心の ある 事 を 露骨に 陛下の 前に 述べ られ たさう だ。 
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給 侍 乙 ふむ。 さう したら …… 。 

給 侍 中 さう したら 陛下 はお 驚きになる 代りにお 怒りに な 

つ た さう だ r そして その 場で い きなり 張 九 齢樣に 返 職、 

隱退 をお 命じに なった さう だ。 

給 侍 乙 ふむ。 では 陛下 は あの 安祿 山と いふ 男 を それ 程 信 

闭 してお ゐで なさる のかな。 

給 伶 甲 さう なんだ らうな 。 

給 侍 乙 分らない な、 俺に は 分らない な。 あんな 男 を 信用 

なさる なんて …… 。 あの 聰明な 陛下が …… 。 

4? 侍 甲 いくら 聰明な 人で も、 考へ違 ひとい ふ 事 は ある だ 

ら ，つ。 それに 側から 見て 居る と あんな 事が、 と 思 ふ樣な 

事が 、 その 局に あた つ て ゐる當 人 に は 分らない 事 はよ く 

ある もんだ。 (短告 間) その上、 こんな 事 を 云 ふの は 恐れ 

多い が、 あの 楊 貴 妃樣が おいでになつ てからの 陛下 は、 

もう 昔の 陛下で はない。 目が くらんで ぉゐ でになる。 總 

て の 事に 對し て の 判斷は 陛下 御自身の 御 心から 出る の で 

はなくて、 あの 女の 口 一  つで きまって るの だ。 あのぬ け 

めの ない 安祿 山が、 祕 にあの 女に 手 を 廻 して 何 かしな か 

つたと 誰が 云へ よう。 然も あの 男 は あの 楊 國忠樣 と は 浮 

浪 時代 の 友達 だ とい ふの だ も の 。 

お 侍 乙 あ ー あ、 恐ろしい 事 だ。 張 九齡樣 はお やめられに 

なる。 陳玄 禮樣は 自ら 御 引きになる。 そして 後に は 賭博 


-?』。 、 、 、 

者の ならず者 や、 反逆人が 此の 宮中に 入って 來て、 折角 

固り かけ た 事 を =n 茶 苦 茶に かき ま はす、 終に はこの 唐の 

國 そのものまで も、 づた/ \> に 引き さ いてし まふと いふ 

のか。 

給 侍 中 ふむ。 然し、 まあ ー槪 にさう 云った もので も ある 

まいせ。 

侍 乙 何故 だい。 

給 侍 中 張 九齢樣 はお ゐで になら なくっても、 まだ 李林甫 

樣 がお ゐで だ。 あの方が ひかへ てお ゐ でになる 間 はいく 

ら楊 國忠だ つ て、 安 祿山だ つ て 勝手な 事 は 出来まい て。 

給 侍 乙 うむ。 さう だ、 李 林甫； 稼がお ゐで だな。 あの方が 

ぉゐ でになる 中 は 大丈夫た パ短さ 間，) 然しな あ、 おい、 

これから は此處 は大變 だな。 

給 侍 甲 本當 だ。 思っても ぞっとす る 位た。 

1。 侍 乙 ほんと だ。 用心 しないと 此方まで あぶない ぞ。 

給 侍 甲 は，， まさか。 俺達が その 渦の 中に まき 込ま 

れる事 は あるまい。 

(4。 侍 s:、 左手. んリ 出ろ。) 

給 侍 丙 おいく 何 をして るんだ。 この 忙 がしい のに。 え、 

おい。 

^侍 E- でも、 もう 此方の すろ 準 備は濟 んだぢ やない か。 

給^ 丙 準備 は濟ん だって • お かお ゐ でになる ぢ やない 
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りに して  。 

給 侍 長 かしこまりました。 

(高 力士 及 びその 供 右 に 人ろ" J 

$1 侍 長 (左手！ J: 向 ひ) おい、 はじまる そ、 もって 來ぃ。 

(右手 i リ、 承知， ^ijs ぐろ 返事 わり。) 

(給 侍 長 はお f の 上，^ い V リ ろ- 少時く し -、 左 手 i リ 

数人の 給 侍 手に 手に 料理. 持ち 來リ、 そ れ $ 上 Li ュ 31 

ベろ"〕 

(やがて 右手に、 靜 かな 音樂の 音。 玄宗 皇帝と 楊赏妃 

拉^、 後に 李 林 45, 楊 u 忠、 安綠 山、 髙 力士、 その他 

の 宮ほ， か從 へて 人リ來 ろ。) 

(玄宗 と 楊 貴 紀 IS び て 主席に 坐 す 。 ) 

玄.〕 一 小 楊 國忠、 お前 は 此處に r と S (刀の 隣リの 席，^ 指し〕 

来る がい. 1。 安祿山 は其處 (と 极货 蛇の 隣り の 席，^ 指し) 

に 坐る がい、。 今日はお 前 達 一 一入が 主賓 だからな。 (云 は 

れて 二ん はめい ，-\ その 席の 所 LL ゆく) さあ、 それで は 

皆 席に ついて くれ。 堅苦しい 禮^ はぬ きにして • 何時も 

の樣に 遠慮なく、 愉快に やらう。 さあ、 坐れ。 

(此處 て 安祿山 の 隣. リ に 孕 林 前 . 楊 國忠の m リ に 高 力 

士 以下 一 同着 席す。 

(給 侍 共 酒，^ つぶ、 廻ろ。 皆 飲み 且つ 食 ふ。) 

玄お 高 力士) 李 白の 所へ は 使 ひ を 出したら うな" 


力 

^侍 乙 まだ そんな 時間 ぢゃ あるまい。 

給 侍 s でも、 もう 六 時 牛 だ。 

侍 乙 え、、 六 e- 半？ 

^liTS うむ、 七^に は 宴會が 始まる の だからな" 

4" 侍 乙 もう 六 時半 か。 話 をして ゐて、 つい 時の たつの を 

知らずに 居たん だ。 惡く思 はないで くれ 。(甲に) おい、 

行かう。 

(三人 左手に.^、 ろ。) 

C 入りち が ひに お から サ！ I 力士、  ニー：： 人の 佻， 小 連れて 

人ろ。) 

一 ：1 力 (供の 一入に〕 早く 給 侍 長 をよ ベ 」 

供の 一人 はい" (^!3： ぶ、 左手 LL 去る) 

,1:1 力 (食 ts-.^ 見て) ふむ。 大分 立派に 出來 た。 これなら 

， ， , 

街-？ げん を そ こな ふ やうな - J と は ある ま い 。 

(此の 時、 先の 佻の 一 人、 給 侍 長. 5- 作 ひ 急ぶ、 出ろ。) 

竹 力 (1? 恃 14! に) お、、 御苦勞 だった。 なか/ \ 立派に 

出來 たな。 

； (恭々 しく して) 恐れ 人り ます。 

陛下 はお 急ぎ だが、 仕度 は、 もう 萬 事い k かな) 

一 はい、 も、 ゥ 何時でも。 

さ、 「か、 それで は、 K ぐ 御 出御になる から、 その 積 
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李 玄 高  玄高 玄高玄 高 


も 楊 玄 lil 


力 はい。 早速 呼びに やりました。 

宗 さう か。 それから 李龜年 も來て 居る だら うな。 

力 はい。 次の間に ひかへ させて おきました。 

宗 さう か。 (短 さ 間〕 李 白が 来たら 直ぐ 此處 へ 通す 樣に 

云って おくがい 、. - 

力 はい、 さう K り はからって おきました。 

宗 (滿 足氣 LL) む X、 さう か" 

(酒宴つ s>- く、 皆小聲 て會； して 居ろ。 その 中段々 皆 

醉 がま はって 來て話 St が 高くな ろ。 笑 ひ？ t など もま ざ 

つて 來 ろ。) 

(少時く して、 李 白酒 氣.^ 帶ん \ 、右手よ リ登 揚。) 

力 (目早く 目附 けて) 陛下、 李 白が まゐ りました。 

宗 さう かノ顳 みて) 李 白 か。 おそかった な。 

白 (恭しく 禮 して) はい、 陛下、 これで も 陛下からの 

御 使 ひに 接します ると、 直ぐ その 場から 飛んで 參 つたの 

で..， J ざ い ます。 それに、 そ の 樣な御 小言 を 頂戴 いたし ま 

せう と は 思 ひも かけない 事で ございます。 

玄ふポ ふ、 …… 。 まあ、 い、。 其の 邊 にかけ ろ。 (彼のた め 

に 高 力士 の 隣 りに 席が 出來 ろ) 實は 今日はお 前 を 待つ て 

ゐ たの だ リ 

李 白 (楊 貴 妞.^ 始め 一同に 鱧ん-して 席に つきつ、) それ 

は 又 何 か 御用で …… 。 


玄宗 わしの 今夜の この 宴 會を 飾る ためにお 前の 詩が ほし 

いの だ。 歌 ひ 手 は 李龜年 だ。 あれなら お前 も 不足 は ある 

まい C 何でもい 、から 一 つ 作って くれ。 

李 白 何の 御用 かと 思 ひましたら、 さう いふ 事で …… 。 t 

れ なら 私に も出來 ませう。 それで はどう か 紙と 筆 を。 

(高 力士 目く. はぜす る。 給 侍の 一 人が すぐ 紙と 筆と 1^ 

もつ ズ來 ろ。 李 白 それ，.^ 受けと リ、 考へ もせず！ J/ さ 

ら さらと 詩.. 書く。 そして それ，^ 玄宗： J- 渡す。) 

玄宗 (默 讚して 滿足氣 に) ふむ。 「と 云って、 それ. ^楊 貴 

妃 に 渡し) 高 力士、 李龜年 をよ ベ。 

力 はい。 r 目く. はぜす ろ。 給 侍の 一人 右手に 去ろ〕 

宗 どう だ、 琉 石に 李 白 だな" 

貴 (玄宗 の 顔.^ - 見て につ： リ笑 ふ) 

宗 今、 李龜 年に それ を 歌 はせ ようと 思 ふが、 どう だ、 

お前 一つ 琵琶 を 引 い て やらな い か。 新来の 人達の もてな 

しで も ある 3 わし もき >1 たい。 

楊 貴 陛下の 御 好みなら. …… 。 

玄宗 (高 力士  LL) おい、 急いで 貴妃の 琵琶 をと りよせ ろ。 

それから 李龜年 をよ ベ。 

高 力 はい。 (他の 給 侍 に 小 聲て云 ひつける。 給 侍 承知し 右 

手に 去る) 

玄宗 祿山" 久しぶりで お前の 笛 もき & たいな) 


力 SiS 极 と宗玄  (561 


揚李 楊玄李 


安祿 いや、 もう 戰に 敗け て 追 ひま くられて 居る 間に、 笛 

の 吹き 樣 などす つかり 忘れて しま ひました。 

玄 •〔； 一 小 ま >  k  > -。 

( 此 の .^.李敬年类 裝し ズ ^ は れ る 。 ) 

^^な お \、 李鱖年 か。 久しく？？； II はなかった な。 M は ど 

、つ だ。 

£  (玄 もの 前に 膝 ま づき) 降下の 御 情けで、 危ぃ命 を 

収 りと めました レ 

玄宗 さう か。 あそこの 溫泉は 身 5^ に はい、 から、 大丈夫 

だと は 思って はゐ たが、 思った より 早く 快くな つてよ か 

つたな。 墜も、 幸 ひもとの 通りに なった さう だな。 

はい、 御 かげ 樣で、 どうにか …… 。 

〔卞泡 年の^ はれた 時から 极 貴 妃は感 敬の 情.^ もって 

彼 を 几て W たが、 玄 { 一； 小との 會； i ^ さいて ねろ 中 或ろ 嫉 

妬の 表情が 彼女の 額 LL うか ぷ。 然し、 彼女の 顔の 感歎 

の 色 は?？ しズ S  くじ 

玄ふ： 小 (极 $2!^ の 方ん ふりむき) あ、、 楊 環。 これが かね 

がね 話して 居た 李龜年 だ。 わしの もつ 樂 手中の 寶だ。 可 

愛が つて やってくれ。 

S お、、 此の 人が。 (李敏 年に) 名前 はきいて ゐ ました。 

是非お 前の 歌が き.^ たく 思つ て 居ました。 

£  (^?ぉ5-の前に膝まづき) 身に 餘る 光榮で ございま 


す。 どうぞ、 よろしく。 

玄宗 (李龜 年 lil^.^ さし) さあ、 一つ 飮め、 そして 歌へ。 

此の 酒 は 決して 喉に はさ はらない。 

玄龜 (盃, ^うけとり) 有難う ございます。 (飮 む) 

(此の 時 先の 給 侍、 琵琶.^ もち 入り 來リ、 それ.^ 高 力 

士 に 渡す。) 

玄宗 さあ、 琵琶 も 来た。 では 早速き かう か。 李龜 年、 今 

夜 は 特に 楊貴妃 がお 前の 伴奏者 だ 。 

龜 え-、 楊 贵妃樣 が …… 。 

宗 さう だ。 

W  -っ 

貴 下手 いから お 前 闲ろ所 も ある だ らうけ れど …… 。 

龜 もったいない 事 で.. >  J ざ い ます。 

貴 (席.^ 立ち 琵琶.， 化と らんと して 窓外 あ 見ろ。 月 今し も 

彼方の 森の 上 に 出ろ) お \、 陛下、 月が 出る 所で ござい 

ます。 

玄宗 月が。 (立ちて) もう 出た か。 お \、 美しい 満月 だ。 

高 力士、 燈火を 消せ。 月の 光の 中で 聽 くの は 又 格別 だら 

う。 

高 力 承知いた しました。 (給 侍 共に 云 ひつける) 

(給 侍 共、 食卓の 上から 燈 4- 持ち去ろ。 後 は 窓から 

入ろ 月の 光の みて 薄暗 い。) 

玄宗 ，つむ。 これ はい X。 さあ. 始めない か。 (氣 がつ いて) 
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ああ、 これ はいかん。 これで は 李 白の 詩が よめん。 は& 

は。 やつば り 澄 火 をつ ける か。 

楊 e では 陛下、 折角 暗く したので ございま すから、 この 

ま. 1 何 か 一 つやり ませう。 それから 後で あの 詩 を やって 

もよ ろしう ございませう。 

玄宗 さう だな あ。 では、 さう して、 先づ 始めは 李 龜年何 

でもお 前の い - もの を やる がい、。 

李 龜 私 は 何でもよ ろしう ございます。 貴妃樣 のおよ ろし 

いもの を。 

揚 私 も 何でもい k けれど。 

玄宗 めん どくさい。 では わしが きめて やらう。 霓裳 羽衣 

の 曲 を やれ。 

^龜 承知いた しました。 (楊 貴紀 に) では、 どうぞ。 

(揚貴 蛇、 琵琶の 調子. 合ぜ、 やがて ひき 出す。 李龜 

年 それに つれて 欲 ふ。) 

開 元 天子 萬 事足 惟 惜當時 光景 促 

三鄉驛上9^ニ仙山- S1 作霓裳 羽衣 =m 

仙 心 從レ此 在- 一 瑶池 1 三淸 八景 相追隨 

天上 忽乘 II 白雲 1 去 世間 空 有 n 秋 風 詞- 

(此の 第 七 句 『天上 忽 …… 一 K々』 の 句の 中頃，^  ひ 居 

4 右手より 突然 1 人の 男 飛び出し， 玄. おの 方に 走 

リ リ切リ つける。 玄宗は危くも^l?;,.?-かはす。)  一 


玄宗 狼藉者！ 

(安 祿 山、 素早く その 男に 飛びつ き、 取って おさ へ る。) 

安祿 燈火 を。 燈火 を。 

(滿 座總 一"； ちとな ろ。 - 

(給 侍 二三 人 急 ざお" -火 ん-持 つて 來 る。) 

(* 王 が 短劍， ^もった 腕，^ 逆に とられて 安 祿 山の 膝下 

に 組み ふせられて 05? ろ。) 

( 一 同 驚く。 中ても 李 林^ は 愕然とす ろ。) 

玄宗 お、、 お前 …… 。 ；少 昨し 呆然と 立って 居た が、 がつ 

くりと 椅子に 倒れろ 樣に 腰，. 下す) 

(安祿 山 は壽王 -, かみ ると ていれいに、 然し 用捨な く、 

劍， 小と リ、 さて 彼， か 抱きお こす。 壽王 は氣遠 ひの 襟 に 

なって や 〔宗 の 方に 飛. ひか、 らんと する が、 人 々 が 用心 

して て 駄目と みると、 今度 は いきな リ楊贵 の .J=;JLL 

飛ん て ゆく。 楊 貴 蛇 は 悲鳴.^ あげ て 手 U も て ろ 琵琶.^ 

なげ つけ 逃， け ろ " その 時 义安祿 山 は 素早く 走り 行告壽 

王. ^しっかりと 抱-き マく めろ。) 

玄宗 ( 立 ち 上り 息切れ 切れに) お 、、 その 者 を、 牢に 、 

牢に …… 。 (又が つくりと 椅子に 倒 ひる) 

第二 場 

長 安に 於け る 玄宗の 宮殿 內、 李 林 前の 室。 


と 宗^  fif3 


、前場の 翌朝 樋く 早 さ 顷。) 

(^林 人。 稍 背. さめた、 神經 的な 額し ズ 室内^ 彼 

方、 此方と 歩い ズ use ろ 0) 

(少^く して：^ 靜 かに 人 リ來グ え これ も神經 的な 額 色 

ん して 居ろ。) 

李 林 ；蕭： 光， ^兄ろ と、 らしく せき 込んだ 調子て) どう 

だった。 

蕭： 光 (「駄 い だ」 とい ふ 風に； ln,>J- ふって) 何ん な 事が あつ 

て も 許す 御つ もりら しい。 

^林 さう か。 (長き 間〕 (斷 乎と して) で はやるより 仕方 

がない。 (問) あいつ は 來てゐ るか。 

0^^y  迎れて^K*りました。 

や 林 呼んでくれ。 

はい。 (おろ) 

や 林 (11,:!) 氣の窗 だ。 俺 もこん な 殺生 はしたくない。 

然し、 俺.：：： せの 安全の ために は 仕方がない。 (間) 俺の 方 

から 何も： K はない 時に、 飛び出した 罰 だと 思つ て くれ。 

(問 ) お前さん がもう 少し 辛捧 して さ へ 居て くれたら、 お 

"：^ 一 0 ん にもよ かったら うし 此方 も 仕 が樂だ つたのに 

な。 か. つなって は 是非 もない こと だ。 俺の 方で も あきら 

める。 お前さん も あきらめて くれ。 

-1, 一 人の 武士. 連れて 出る。) 


李 林 ぉ&、 戎强足 か。 御苦勞 だが、 又お 前 を 煩 はさな け 

れ ばなら ない 事が 出來 た。 

(戎 足 は 「承知し ました」 とい ふ 様に 頭， ^さげろ。) 

李 林 然も、 今度 は 少し 大物 だぞ。 

(戎强 足 「どんな ものても」 とい ふ 表情，^ する。) 

李 林 - うむ。 お前に ならこ そ、 こんな 事 は 朝め し 前の 事 だ 

らうが、 一 つど ちらない 樣 にしつ かりやって くれ。 (間) 

(聲， ^ひそめ) 寶 はな、 あの 西の 森の 牢： e に 入って 居る 壽 

王な。 (戎 うな づく) あれ を 殺って しま ひたいの だ。 (戎 

「承知した」 とい ふ 風に うな-つく) 禮 はい、 だけす る。 直 

ぐに やってくれ。 (戎 うな. ■ つく) 然し、 あの 男の 血 を 流し 

ちゃ あ 具合が 惡 いの だ。 (懐から 毐 藥ん」 出し ) まどろ つ こ 

しいだら うが、 これで 一 つやって くれ。 その代り 牢屋の 

番人 はたんき 斬っても ぃ乂。 いや、 た \ き靳 つてし まつ 

て くれなければ 困る。 然しな、 おい、 早まって はいけ な 

ぃぞ。 かう する の だ。 先づ あそこに 行って 入口の 番人 は 

仕方がな いから 殺って しまへ。 それから 中に 入る と、 今 

から 行けば T 度 朝め しの 時になる。 そこで あの 男の 所に 

あの 朝め し を 蓮ぶ 奴 を 捕へ るの だ。 そして、 これで (と 

卓上から 金ぶ くろ とリ〕 釣って、 その 食 ひ 物の 中に 此毒 

を 入れる。 それから その 男に ついて 行って、 壽王 がそれ 

を 食べる かどう か を 確かめ るんだ。 そして 若し 食 ベ たら、 
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それでい い。 その 男と 一緒に 引き さがれ。 然し、 そこで 

忘れて はいけ な いのは、 その 男 を 殺って しま ふ 事 だぞ。 

それから、 この 金ぶ くろ を K り 返して くる 事 だぞ。 い X 

か。 

戎强 (れつち リ とした 口，^ 開いて) もし、 それ を 食べな 

かったら。 それより 第一 その 男が 毒 を 入れさせなかった 

ら  0 

李 林 ふむ。 (考 へて、 思 ひ 切った 樣 LL) やって しまへ。 そ 

の 時 はやって しまへ。 片っ 端し から 打き 斬れ。 とにかく 

どんな 事が あっても 今朝 中に、 あの 男 は 殺って しま はな 

ければ ならない の だ。 

(戎强 足の 鼓に 殺伐な 滿 足の 色 浮ぷ。 そして 例の 「承 

知した」 とい ふ 表 愤.， ^すろ。 J 

李 林 では 行って くれ。 しっかり やる の だぞ。 

(戎强 足うな づきて 去る。) 

李 林 お.^。 ぶる ひすろ) 血に 餓 ゑた 惡鬼" あいつの 顏 

を 見て 居る と 此方で さへ 恐ろしくなる。 

蕭晃 然し、 實 にい k 道具が 手に入った ものです ね。 

李 林 ふ、。 (考 へ；；^」 む) 

(間。)  、 

蕭晃 (突然) どうです。 あの 新參の ばくちうち も 一 その 


事、 今の 中に やって しまったら。 

李 林 楊 國忠の 事 か。 

蕭晃 え- -。 あれで も、 あの 女の 後楣が ある だけ、 捨て. - 

おくと めん どく さ いもの になり かねません よ。 

李 林 何 あに、 あんな 男 は 何でもな いさ。 どっちに した 所 

でた か^ 知れて 居る。 (間) 然し、 それより 少し 手 ごはい 

奴が 外に 居る。 

S とおつ しゃる の は、 あの 安？ 1 山の 事です か。 

李 林 さう だ。 (短き 閬) あいつの 人に とり 入る 手腕に は 驚 

く。 まるで 魔法 使 か 何 かの 樣だ。 昨日まで 殺し かねない 

難んで 居た 奴 を 一 晚の 中に 味方に してし まふ 位の 事 は 

あいつに とって は譯 ない 事の 樣 にさへ 見える。 何處 の！ 5^ 

の 骨 だか 分らない 身で 始めて 此の 宮廷に 入つ て 來てか 

ら、 ほんの 一年と はた & ない 間にす つかり 下にと り 入 

つて、 いや 陛下 だけ ぢゃ あない。 一時 は あの 六ケ 敷し や 

の 張九齡 や、 頑固 やの 陳玄禮 まで まるめこんで 直ぐに 平 

盧 1 の 節度 使になる。 今度 は 又 今度で 散々 戰に 敗け て 

歸 りながら、 此處に 著く と何處 にどう 手 を 廻した か、 三 

日の 間に、 あの 楊 貴 妃に联 り 入って、 すっかり 陛ドを ま 

るめ てし まふ。 ft にあの 手際 だけに は 驚く。 

蕭晃 然し、 何と 云った 所で、 あんな 奴に …… 。 

李 林 (氣， ^とリ なほし ズ) うむ、 そり あ 驚く と； W つたつ 
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て 程度問題 だリ 何も 今の 今、 俺達が あいつの 爲め にどう 

される 心配が ある なぞと いふ 譯ぢゃ あない。 又 そんな 事 

が あつ たら 大變だ が。 (短き 間) 然しと にかく ぼんやりし 

て 居る と、 どんな 事 をされ るか 分らない と 思 ふんだ。 

蔚晃 「どんな 事」 と は？ 

李 林 お前、 ^下が 昨日 例の まぐれで、 あいつに 何 かや 

らうと 云 はれた 、あいつが 何 を 望んだ か 知って ゐ るか。 

いや、 私 は 昨日 は 御前に 出ませんで したから …… 。 

李 林 あいつ は蟲 よくも 河お の 怖 度 使 を ん だの だ。 河 東 

は 平？ 陽と は 土地つ どき だ。 あいつが 何 をた くらんで 

居る か は 此の 翦 だけで も 明らかす ぎる。 (間) それ は 奴の 

胸に はもと からあった ことなの だ。 然し、 あいつ は 自分 

の 力 を 知って 居る。 そして 俺の 力 を 知って 居る。 今 長 安 

で 事 を 謀れば 他に た k きつぶ される の を 知つ て 居る。 そ 

こで 少時く 地方に 下つ て 私 かに 實カを m 、つ て、 兵馬に う 

つたへ て雍 をな さう とい ふの だ" なかく 考 へて 居る。 

(問) 然も、 なほ 手に おへな いのは、 俺が 奴の そのた くら 

みに 氣が附 いて 居る と い ふ 事 を 奴が 知つ てろ 事 だ。 それ 

で 奴 出來る だけ 例の 手腕 を ふるつ て 誰が 陛下に 奴の その 

たくらみ を 小； I げ て も 下が それ を 信じ る 事の 出來な ぃ樣 

に 川 心して 屛ゃ がる。 (間) ほんの 一分 間考 へた 計 寧で、 

生かす も 殺す も、 勝手になる 人間ば かりの 此の 宮廷で、 


少し 氣 がかり になる の は 奴 だけ だ。 

蕭晃 では、 一 その 事 奴 を 殺って しまったら …… 。 

李 林 それ は 俺も考 へて はみ た。 然し あいつめ なか/ \ の 

腕き \ だからな。 それに 又よ ほど 上手く やらない と、 あ 

いつの 手下が 默 つて 居ない だら う。 とにかく あいつに は 

兵 陵と いふ 武器が あるの だから。 (間) まあ、 まあ 此方の 

根柢が 絕對に 鞏固に なって、 軍險が 自由にな るまで は、 

仕方がない そっとし ておいて やる の だな。 (短き 間) 何 あ 

に それまでに 彼奴に どれ だけの 事が 出来る もの か。 

(間。) 

(戎 足 出る。) 

李 林 (戎， ^見て 急 ざ) お、、 どうした。 

戎强 (多少の 快活 さ.^ もって ：>  え \ 、やって 參 りました。 

李 林 上手く 行った か。  、 

戎强 番人 を やっつけて 中に 入る と 丁度 給 侍が めし を もつ 

て來 ました。 金 を 見せ ましたが 云 ふ 事 をき、 ません。 お 

どかしても 駄目です。 それで 一 思 ひに そい つ を 殺って、 

いきなり あの人の 室の 中に 行って 殺って 來 ました。 

李 林 え、。 あの人 をも劍 でか？ 

戎强 え. 

李 林 (怒らん としたが、 自ら 制して) うむ、 まあ、 まあ 

どっち でも 同じ 樣なも の だ。 (間) 誰に も 見附 か り はしな 
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かったら うな。 

戎强 見附 かつ たお を 三人ば か り 打き 斬 つて 來 ました。 

李 林 さう か。 (間) 御苦勞 だった. - さあ。 (卓の 上から もう 

一 つの 錢の 入った 袋ん 一と リ戎强 足に 渡す) 

戎强 (袋.^ うけと リ禮 して 去ろ) 

(間。) 

蕭晃 大丈夫で せう か。 

李 林 ふむ。 少し 用心 しないと いけない。 (間) 然し、 俺 は 

大抵 は 大丈夫 だと 思 ふ。 

蕭晃 でも 少し 露骨す ぎます からね。 いくら 陛下 だって、 

これで は默 つて 捨て、 はお かれないで せう。 

李 林 然しな、 陛下 は 此の けんぎ を先づ 第一に 楊貴妃 にか 

ける だら う。 何故と 云 つ て總 ての 事情が さうな つ てゐる 

も の な。 

蕭晃 え k、 そり や あさう でせ うね。 

李 林 し て みれば 陛下に は此 犯人 を 探す 事 は出來 ないだら 

う。 

萧晃 さう でせ うか。 

李 林 俺の 眼が くらんで さへ 居なければ さう だ。 (間) 今、 

陛下 の 前に は あの 女よ り 無 い。 高 力士の 云 ひ 草で はない 

が 陛下 は 「あの 女の 入 形」 だ。 (短き 間) 人形 は その 持主 

に 手 を あげようと はしまい。 


第 三 場 

(同じく 玄宗の 宮殿 内、 奥庭、 池の ほとりの 高 樓。) 

(李 鐘 年 の 歌に て 慕わく。 玄宗 と楊贵 蛇 一 一 人 さり 彼 の 

歌ん、 き、，. リ。 歌す む。) 

宗 お \、 御苦勞 だった。 さあ。 (と 盃， 小さす) 

龜 有難う ございます。 

宗 (揚贵 J^LL) おい、 酌 をして やらない か" 

貴 (稍め いていの 氣 持に 輕く) え \、 李 龜 年への 御盃 

なら 仰せまで もな く  。 

(玄 宗、 急に 暗い 類す ろ。 楊 はたち まち それ，， ^認 

めて 一 寸 はっとす る。) 

揚貴 (わざと ふざけた 様な 風に) さあ， 李龜年 こちらへ 

おいで。 お前 は 本當に 果報者 だよ。 大唐 陛下の 御 寵愛 淺 

からぬ 此の 私に 假 そめと は 云 ひながら、 一 度で もお 酒の 

酌 をしても らふなん て …… 。 ねえ。 お前。 有難くて 口が 

まがり はしない かえ。 

(玄宗 の 顔 益々 暗くな ろ。 i. 不快な 間。) 

玄宗 李龜 年、 俺が ついで やらう。 

S  (突然 眞面 m に なリ たる 如く 、そのく ぜ笑 らしき 所 

も わろ 11 な、 もい まいな？ f 子て) いえ、 いえ、 いけ ませ 


も iims と^ま 


m  %  Ph  %  55s 


誰 を 御 呼び ド さる 必要 も ございません。 私 も 人間で. ござ 

います。 手 かせ、 足 かせされ て 蓮 ばれなくても、 自分の 

足で 出て 參り ます。 私が 生きて 居られる 所 は 何も 此處ば 

かりで は ご Vu いません。 

玄宗 (急に 錢な^ 付い；： 態度 に なり) お、、 さう かも 知 

れ ない。 (間) (靜 に) 然し、 お前 は、 俺が * 生きた お前 

を牝處 か ら 出す と 思 ふか  。 

51 貴 ,t  (と 思に ず 驚く が、 直ぐ 嘟 笑の 態に か ヘリて〕 

ほ、 ほ。 これ は 又 思 ひがけない 事 をお き、 する もので ご 

ざいます ね。 では 貴 郞は 私 を 殺さ M,- とおつ しゃる ので ノ J 

ざいます か。 

玄宗 さう だ。 (例の 刀ん、 とリ) 今 ぐ、 此處 で、 俺が 自ら 

斬って やらう と 思 ふの だ。 (刀， ^とる) 

(李龜 年 はう ろ/, \. して tS3 ろ。、 - 

楊 貴 (流石に 1 瞬 111 な應 迫，^ うけて K- 安になる が少 時 く 

して 氣ん、 とリ なほした 標に今 まての 様子に か ヘリ) 

ほ .1、、 面白う ござい ますこと。 貴郎に 私が 斬られるな 

ら軻 つて 御覽 なさい まし" ほ、、。 そんな 事 は出來 ない 

にき まつ て 居ます。 

玄宗 (刀. ^とり 楊 貴 蛇の 方に ゆく。 刀ん-ぬく。 その a? 楊 貸 

妃の 額ん、 見ろ。 思 はずぬ いた 刀ん 下にお ろし 考 へ 込む) 

S  (いら/、 しながら、 然し 勝ち は、、 つて) ほ、、。 


ん。 李龜 年、 お前 は 私の 側に US なくて はね。 お前 は 私の 

側に lii て くれる だら う。 "てして 私に お 酌 を させ て くれる 

だら う。 ね、 李龜 年、 な-の 1^ 愛い 龜年 だもの、 ね、 

そしてお 前の 可愛い ゝ 31 環た ものね。 

( 云 ふ 言葉な く  I V  (-し て ろ) 

(突然) おい、 よせ、 よせ。 

(とぼけて) え k、 何 を、 何 を ：… 。 

St ス デリ カル に K おくなる。 暗き、 悲痛な 表情。) 

(突然 度.， 小 かへ、 少し わざけ る 様 に) おや、 おや、 

郎は 怒って ゐ らっしゃ るの？ いえ、 本當 にやき もち. 

を やいて ゐ らっしゃ るの？ 大唐 帝國の 皇帝が、 此の 宫 

廷 づきの 若い 歌^ ひに。 ほんの 子供の ひに …… 。(問) 

陛下、 あん まり 御 見 上げ 申せ た 事で は ございま せんね。 

$ ？郞 がそん な 風で ゐて 下されば、 私 は樂で 安心して は 居 

られ ると いふ もの です けれど。 

玄宗 (稍 狂せ ろ 如き 調子 にズ〕 出て ゆけ。 おい、 誰か、 

n^s 力！ 

投？" いくらお よびに なった つて、 誰も 參る譯 は ございま 

せん。 先 3« 陛ド 御自身で 遠くお さげに なつ たで は.. - J ざい 

ません か。 

玄 { 示  e 

S それに もし 私 を此. 殿から 出さ-つ 爲 めの 御用なら、 」 
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そら 御覽& ばせ。 貴郎 に は 斬れな い。 貴郎 に は 斬れな い 。 

腰ぬ けの 陛下、 貴 郎には 私 を 斬る 事 は 出来ない。 (間 X 未 

だ 玄宗が 斬らう ともしな いの. <J '見て、 S わ ひ 切って) あ、、 

私 はもう *； 郎 の 御 側に 居る のがい やにな りました。 贵郞 

の 樣な老 いぼれ の、 意氣 地な しの 側に 居る の はい やにな 

りました。 失禮 します。 左樣 なら …… 。 (行き かけろ) 

玄宗 (決意した らしく) 待て！ (短き 間〕 やはりお 前 

の 命 は 俺が もら はう。 (彼女 んふ！ T ら ん とす る 。 一て の 瞬 問 彼 

女 は赏に 巧に 彼の 膝に 抱. V  、つく) 

楊 貴 陛下！ わ、 わたくし はやつ ばり 死にた く ありませ 

ん。 陛下 を殘 して 一人 死にた くありません。 私は噓 を、 

嘘 をつ いて 居た のです。 心に もない 嘘 を 云って ゐ たので 

す。 許して 下さい。 許して 下さい 0( 玄宗の 足元に 泣告伏 

す) 

玄宗 お、。 (ふリ 上げた 刀.^ 又 力なく おろす) 

楊 貴 (額.^ 上げて〕 白狀 致します。 陛下。 私 は 肖 分が あ 

れ ばかりの 事で 陛下 にあん な 疑 ひ をお 受けし なけ れ ばな 

ら ない 程 信用の ない 者 かと 思った 時、 此の世に 生きて ゐ 

る 甲斐 はない 氣 がした ので ございます。 それで、 それで 

私 は 心に もない 暴言 を はいて、 陛下の 御手に か k つ て 死 

なう と 思った ので ございます。 (泣く) お. -、 所が、 所が 

いざと いふ 時 私の 決、. ：3 はに ぶりました。 それ も、 それ も 


此の世が しくな つ たと か 、 自分 の 命が をし くな つたと 

かいふの では ございません。 たど、 た V 陛下が、 陛下が 

…… 。 陛下の ある 此の世 を 思へば、 陛下の 御 側に 居られ 

る 此の 身 を 思へば …… 。 私 は、 私 は 思 ひ 切って 死ぬ 事 は 

出來 なくな つたので ござい ます。 、 」 んな命 でも 今す て る 

のが をし くな つたので. > .- ざ い ます。 (玄宗 の 足に す がり ) 

許し て 下さい。 許し て 下さい。 (突然 玄宗の もてろ 刀.^ と 

リ) あんな 事 をした おわびに は、 ぉ&、 私 はこの 通り 〔と 

髮 lip の 先 か 切り) おわび 申します。 もう、 今迄の 樣な榮 

耀榮 華な 身分 になり、 夜毎に 陛下の 御 情に ぁづ か ら うな 

どと は 夢々 望み は 致しません。 お.^、 たに 陛下が 此の 哀 

れな女 を 少しで も 可哀相 だ と お 思し召し にな つ たなら、 

どうぞ- 今日までの 厚い 御 情の 萬 分の 一 をお 割きに なつ 

て、 たと ひ 陛下 の 御室の 掃除 をす る 役に なり と 御 命じ 下 

され、 せめて 日に 一度 づ >- でも 陛下の 御顔 を をが まして 

下さい まし。 お 願 ひで ございます。 陛下の 御 側 を はなれ 

て 私 は 一 日たり とも 生きて は 居られない 女で ご ざい ま 

す。 (泣， -V 、く づれ る) 

(長き、 長告 間。 J 

(悲 壯、 悲痛な ろ？ t て) 變妃！ 

(玄， 5; 小 1^ 見上げて) 陛下！ 

生きよ-つ。 (浜ぐ みつ、) 俺達 は 生きよう。 
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椅货 (玄宗 に すがりつく) お、、 陛下！ 贵郞は * 貴郞 

は 私 を 許して. ト さる。 許して …… 。 

i 小 (狂せ る標に ^s^l-^ 抱 ふ、 しめながら。 ？ g.c! の 様に) 

何とい ふ戀だ ！ 然し、 俺 は 生きて ゆかう。 お前 を 抱い 

て。 お前 や 抱いて。 (かすか- b 然し、 一 人で。 (思 ひ 返し 

たはに〕 お \ 然し 他 は 牛； きて ゆく。 俺 は 生きて ゆく。 

(又 更に 彼女，^  E  く 抱. V ヽ 彼女に〕 揚 贵妃！ (間： 楊 贵 妃！ 

(間) お、、 お前の、 お前の 居る 世 は 美しい。 俺 は 死ねな 

い。 お、、 俺 は 死ねない。 

(投 ぉ妞玄 -T 小の 微. 见 -0  3 玄宗楊 貴 如の！^ に 強く、 强 

く 接吻す ろ。) 

(此の^^ 1 入の 侍從 出る。) 

侍從 (恐ろ 恐ろ) Si 下。 

玄. ：. 小 (^$3; 如.^ はなし 侍從の 方. ^兄ろ) 

侍從 御 云 ひつけに そむきまして 恐縮で ございま すが、 一 

大事が 出來 致しました ので …… 。 

玄 み-小 何に ー 一 大事が 出来た？ 何た、 どんな …… 。 

從 何と 申して い、 か 申 上げ かねる 程の 事で、 一同 恐懼 

して 居る 次第で ございま すが …… 。 

0 どうしたの だ。 

侍從 はい、 あの^ 王 殿下が …… 。 

玄宗 何に、 一； S 王が どうかし たとい ふの か。 


侍從  。 

玄宗 何 をぐ づ くして 居る の だ。 出来て しまった 事 は 仕 

方がない。 (短き 間) あれが 逃げで もした のか？ 

侍從 いえ、 さう いふ 事 なれば、 一同 もこれ 程 闲却も 致さ 

ず、 又 どうと か 執る 方法 も，.、 /さい ませう が … … 。(突然 玄 

宗の 前に 膝 ま. つき) 陛下、 我々 一 同の 不注意の 罪 をお 許 

し 下さい。 王 1^ 下 は 今朝 何者かの 爲に 悲慘な 最期 をお 

とげに なりました。 

玄宗 え、 つ、 え \ つ、 誇 王が、 壽 王が 殺された。 あの 壽 

王が …… " 

楊 貴 (流石に 驚愕の 色，^ - おす) 

玄宗 そして， そして 犯人 は 分らない のか。 どんな 風に し 

て、 どんな 風に してやった。 

侍從 殿下に おつき そ ひして 居りました 從者は 皆 斬られて 

居ります。 犯人 を 知る 手がかりと なります もの は 一 つと 

し て ござ い ません。 (短. V 、間) 萬 事 私共の 手落ちで..、 /さ い 

ます。 どうぞ 御 許し 下さい まし。 

玄宗 立て！ お前 達 は 許す も 許さない もない。 立て！ 

案内し ろ。 行って みょう。 (楊 貴妃 に〕 直ぐ 歸 つてく る。 

お前 は 此處に 待って 居る がい \。 

S  (素直に) はい。 

(玄 宗、 侍 從に從 つて 去る。〕 


670 


妃貴 楊と宗 玄 


(間。〉 

楊 貴 (李龜 年の 方に 進みつ.. 0 李龜 年、 お前 何 を そんな 

にこ はがって 居る の！ 意氣 地な しだね C  (間) でも、 

私、 さう 下手で もない だら う！ あれなら お前 達の 仲間 

に 入って 一役 もて やしない？ え- -、 李龜 年。 

李龜 (驚愕しながら〕 貴妃 鼠、 貴女、 あれ はま あ …… 。 

楊 貴 おや。 ではお 前 は 私の あの 芝居が 分らなかった のか 

い。 お ほ、、、、。 笑談ぢ やない よ 本職の くせして さ。 

股の ない 入 だね。 

李 象 でも、 何故 又 あんな あぶない …… 。 

楊 貴 だって、 もうあの 場合 あ V する より 仕方がなかった 

の だよ。 うっかり 口 を すべらして しまったん だものね。 

さう でなくて さ へ お前との 事 はもう 前から 感付かれ か \ 

つ て 居た ん だもの …… 。(短 さ 間) けれども 反 つてよ かつ 

たよ。 一寸 骨だった けれど、 もうこれ で 當分は 安心 だか 

らね。 

£ 貴 妃樣、 貴 妃樣。 私 はこ はくな りました。 私 は …… 。 

S 何 を意氣 地の ない 事 をお 云 ひで ない よ。 それ こそ 大 

唐 皇帝 の圍ひ 者と 逢引きす る男ぢ やない か。 今更 これ 位 

の 事に 驚いて どうなる もの かね。 

李龜 でも、 でも 費 妃樣〕 私 は …… 。 

楊 貴 生命が をし いとい ふの か、 ズ。 安心お し。 私の 生きて 


る 間 は、 お前 を 殺させ はしない から。 その代り 覺 えて ゐ 

ておくれ。 私 は 私 を 捨てた お前 を 一 日 だって 生かして お 

かない からね。 

李龜 お、。 

楊 貴 (惊 LL もえつ.. 0 李龜 年！ 私が、 此の 私が どんな 

にお 前 を 思つ て 居る か、 それ はお 前 だって 分る だら う。 

ね、 分る だら う。 

李龜 分って 居ります。 貴 妃樣、 そして、 私 はもった いな 

く S 心つ て 居ります" 

楊 貴 もったいなく なんか 思って くれな くっても ぃ&。 李 

龜年。 お前が 百遍 もった いないと 思 ふ 代りに 一度で い. -、 

一度で い k から、 本當に 此の 私 を 可愛い、 と 思って おく 

れ。 私 は お前が 可愛い X の だよ。 死ぬ 程お 前が 戀し い の 

だよ。 私 を 抱いて おくれ、 私 を 抱いて おくれ。 お前の 身 

體の屮 に. 私の 身體 がと け 込んで しま ふ 程 私 を、 私 をし 

つかり 抱いて ゐ ておくれ。 (李龜 年の 腕に Asf!.^ 投げ かけ 

る) 

李龜 (貴^^-^-抱きっ、) 貴 妃樣、 貴 &樣。 

楊 貴 李龜 年。 李龜 年。 

(二 入 抱告合 ひ、 烈しく 校吻 する。) 

(これ.^ リ 前、 安祿山 來リ、 少時く そ. の 場の 樣ん见 

V わりし が、 此の 時 二人の 方に 近づく。) 
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安祿 い V 所 を拜兑 させて 15 いた ものです ね。 

is, ，泡^ K さ 離れろ d 

S  (安祿 山.^ みて、 流石に！；！ 1 然として) お前 は、 まあ、 

：體、 お前 は …… 。 れて) 無 鱧 者！ 

fm 無禮 者？ は 、&。 何でもよ ろしい。 けれども 今迄 

と は 立場が 違 ひます よ。 成る 程 一 分 前まで 貴女 は 私の 主 

入だった らう。 私の 牛 一命 は贵 女の手の 中に あったらう。 け 

れ ども 今 は さ うぢ や あり ません ぜ 。しっかりし て 下さ い 0 

少し 考 へて 見て 下さい。 れ 女と、 それ そこに 居る 貴女の 

可愛い i 男と を、 生かす も、 殺す も、 私の 自由な の だ。 

大きな 口 をお き& でない。 陛下が 私の 云 ふ 事より、 

お前の 云 ふ 事の 方 をお 信じになる なんて 事が ある もの 

か。 

安祿 ふむ。 ws: 女が さう 信じるなら、 さう 信じて 居る がい 

い。 私 は 1R 對に 思って 居る 。(短き 間) ことにい ざと なれ 

ば 證人は 居 るんだ。 

え、 つ。 證 人が …… 。 それ は、 それ は 誰 だ、 誰 だ。 

〈ケ綠 .ns が あろなら、 そん な^を 出さな くた つてい k で 

せ. つ。 (短 さ 問) その 證 人と いふの は 今 そこまで 私と 一所 

に來た K 力 土です。 

お、" 

(女綠 あの 氣の 小さ い ER は 女方の 醜態 を 見 かねて 逃け 出 


してし まった のです。 

揚貴 ぉ&、 あの 入 は、 あの人 は その 事 を 陛下に 云 ふ樣な 

事 は あるまい か。 

(李 龜年は 途方に くれ、 おろ， <\ して 居ろ。〕 

安祿 あの 男に はそんな 事 を 云 ふ 事 は出來 ないで せう。 い 

や、 あの 男 は 自分の 爲め にも そんな 事 を 云 ひ はしないで 

せう。 けれども、 此の 事を默 つて は 居られない 男が 外に 

居ます よ。 (行きかけろ) 

貴 (安祿 山の 著 物. おさへ) お k、 一寸 待って。 

#  (立ち 止リ て) 何んで すか。 

M で t、 ではお 前 はどうしても、 どうしても 此の 事 を 

陛下に 云 はう とい ふの か！ 

祿 勿論です。 

f 今 直ぐに？ 

祿 直ぐに。 (短 咅閬) 私が 何 を 云 つ た つ て 貴女 は 平氣な 

箬ぢ やありません か。 (行き かけろ) 

(楊 赏紀 決然と して、 そこにお ちて！ た 玄宗 の 刀.^ も 

つて 安 祿 山 に 斬リ つけろ。 安 祿山 すばやく. a- かか はし、 

彼女，^ おさ へ 刀，. とろ〕 

is ふ、。 そんな 事 だら うと 思って 居た" 

S ぇ&。 恩知らずの 畜生。 惡魔。 誰の 爲め にお 前の 首 

が 今まで 胴 を 離れな い で 居た と 思 ふんだ 。 そ の 恩 も 忘れ 
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て、 その 恩 も 忘れて …… 。 

安祿 (どうしても 楊 貴 姐が 折れて 出さう もない のて、 急に 

態度.^ i! へて) 楊 貴妃。 私 は 忘れ はしません。 責 女から 

受けた 數々 の 恩 を 決して 忘れて やしません。 いや、 それ 

所 か出來 るなら、 どうかして その 御 恩 を か へ したく 思つ 

て 居る のです。 けれども、 それに は先づ 第一 に 私が さう 

いふ 事の 出来る 身分に ならなければ ならない。 分ります 

か。 さう いふ 事の 出来ろ 身分に ね。 貴女の 御 恩に 報いる 

事の 出 來る樣 な 身分に ね。 

栂貴 お -. - □ 

安祿 贵 女に は 分る でせ う。 (間) 所で、 それ をす るに は 貴 

女が 必要 だ。 貴女の 力が 必要 だ。 そこで 私 は あ \ して 貴 

女 を 窮地 に 追 ひ 込ん で 貴女 をた め してみ たの だ 。 貴女 は 

今 私 を？ お： さう となす つた。 その 決心です。 一 つ 間 へば 

自分の 命に か \ はる 事 を 平氣で やれる その 心 組です。 私 

は 貴女 を 見込んだ。 貴女 は 事 を爲し 得る 方 だ。 やらう と 

思 ひさへ すれば 何でも 出来る 方 だ。 どうです 一 つ 相談に 

乘る氣 はありません か。 さう すり あ、 貴女が 今陷 つて 居 

る 窮地の 中に 素晴らし い 道 を 見附ける 事が 出來 るので 

す。 

楊 貴 お、、 では、 お前 は、 お前 は 本當に …… 。 

安祿 しつ。 言 紫 は 謹んで 下さい X 間) 分った でせ う。 え、 


貴女に は 分った でせ う。 

楊 貴 (恐る 恐ろ) どう すれば ぃ&と いふの だい。 

安！ t 味方になる のです。 私の 味方になる のです。 ュ して 

私の 云 ふ 通り の 仕事 をす る の です。 

楊 貴 お >。 

安祿 それより 他に 貴女が 安全に 此の^に 生きて ゆかれる 

道はありません 。(間) 然し、 一度 さう なれば 貴女 は 幸福 

になれ ます。 安樂に、 榮耀榮 華な 喜ばしい 日が 经れ ます。 

(間) 考 へて 御 覽 なさい。 贵女は 私の 恩人 だ" 私は贵 女へ 

の 御 恩が へしと して、 貴女の 望む 事なら 何でもして あげ 

る。 賣女は 今の 樣に、 あの 老いぼれの 目 をぬ すむ 必要 も 

なぐ、 それ、 そこに 居る 美しい 男と 天下晴れて 一所に な 

れる。 その 男 も 今の 樣な歌 ひの、 慰み もので 居なくて 

もい \。 私 は 貴女 方 二人に 私の 力に かな ふ ものなら どん 

な もので も 進 じょう。 貴女 方 は 此の世の 中で 又とない 樂 

しい 生活 を 逸れる 幸福な 人になる だら う" 私 は それ を 貴 

女に 約束す る。 この 男の 胸に かけて、 それ を 貴女に 誓 ふ。 

どうです、 私の 味方に なって、 一 働きして は 下さい ませ 

んカ I 

楊 貴  。 

安祿 どうです、 楊 貴妃。 此の 安祿 3 の 敵になる か、 味方 

になる か。 た r 1 言 だ。 早く 返事 をして 下さい。 
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安祿 (おどる 告) え.^、 害 王 を 殺した？ 壽王は 殺され 

たのです か。 

！ SE! お- -、 お前 はま だ 知らなかった のか。 あの方 は 今朝 

何者かに 殺された とい ふので、 陛下 は 今 急いで 其處 にお 

いでに なった の だ。 

(間。) 

S  (考へ 込ん \ 、ねたが) ふむ。 いよく 彼奴に 違 ひな 

い。 (間) それにしても 何とい ふ 周到 さ だ。 (間) 恐ろしい 

奴 だ。 

极貴 あの 男 のし わざ だら うか .,: 

安祿 きまって ゐ ます。 あいつ： 奴" ^下 を 殺し、 贵女を 倒 

し、 そのご たくに つ け込ん で$;^|^ の 兄 上の 楊 國忠を も 

亡い ものにし、 ついで 太子 を 殺し、 ぬれ 手で 粟の 樣 

に 此の 唐 帝！！ を 乘 っ胶 らう とくは だて た のでせ う。 

0fi お、。 

安祿 所で、 私が 貴女に お たのみし て おきた いとい ふの は、 

今 も 申した 通り 彼奴の 事です。 私 はこれ から 少時く 地方 

に 下って、 ひそかに 十分 C{H 力 を 養 ひます。 勿 詾出來 る 

だけ 早く はやり ますが、 どんなに したって 一年 はか. --る 

でせ う。 

楊 貴 え X 一年？ 

安祿 世界 一 の 幸福に なれる の です。 一 年 位 は 長く はない 


安 祿山。 はお 前に は 敵 はない。 お、 お、 お前 は 男 

…： そし て 、 そ し て 私 は 女 だ  。 

li< 祿 お 難う。 これで 私 も 安心し ました。 贵女 もお 心して 

さい。 私の 仕^ は 成就した も M じです。 

S それでお 前、 今；； 4 にして もら ひたい 事と いふの は？ 

s^. & まさか、 あの 陛下 を …… 。 

祿 (制し ズ； しつ。 そんな 滅 茶な 事 を …… 。 

.^ お、、 それで 私 も 安心した …… 。 

祿 何も あの 入の い ki! 下 を 今 い で どうかう する 必要 

はありません。 (問) 今 私が $3! 女に お 願 ひした いのは、 あ 

の 5^ 相の 1^^ 林 です。 

n お、、 李 林 m.f 

祿 さ、 つです。 此の 廣の {sC 廷で 私に とって 恐ろし いのは 

あの 刃： 人です。 :s の 奴 は 何 m 人， つて、 蟲 けら 同然 

の ものば かりです。 然し、 あの 李 林裙が 居る 問 は 手が 出 

せません。 (間〕 然も、 いけな いのは あいつが、 あいつで 

又 恐ろし い^をた くらんで 居る 事です。 そら、 あの 壽王 

に 下 や 女 を 殺させ よう としたの も、 資は あの mf: のし 

わ， さ， ち や あな い か と 思 はれ るん です。 

-ハ ：； ぇ气 あの 孕 林甫が …… 。 

え ^  。 

お、、 では、 あの i«s 王 を 殺した の も ：： 。 
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でせ う。 その 一年の 間 貴女 は あの 男 を、 あの 恐ろしい 男 

を 見張 つて 居て 下さ い。 見張って 居る だけ でな く 用心 し 

て あの 男が 何事 も 起す 事の 出来な ぃ樣 にして お い て 下さ 

い。 それの 出來 るの は 女 だけなん ですから …… 。 (間) 

そ - 」 で 私 の 方の 準備 さ へと & のへば、 直ぐ 貴女の 所に 知 

ら せます。 さう したら その 時 は 一 つ 貴女の 腕で あの sf: を 

やっつけて 下さい。 手段 はどうで もい.^。 あの 男 さへ や 

つつければ、 それでもう 萬 事 此方の ものです。 貴女 も 御 

存じで は あらう が、 長い間の 泰平と、 陛下の 豪遊で 長 安 

は 云 ふに 及ばず、 唐 國全體 の 武備 は 有る も 無い も 同じ 樣 

な もの になって 居ます。 一 度 私が 十 苗 S の 胡 軍 を ひ きゐて 

立 て ば、 天下 ゆく とし て從 はざる なし は 目 に 見え て 居り 

ます。 

橡 貴 分りました。 今と なって は 私 も、 自分.： m 身の 安全の 

爲 にもお 前さん の 味方に なら なけ れ ばなら なく なり まし 

た。 安心し て 下さ い 。 私に 岀來る だけの 事 はします から。 

安祿 有難う。 貴女に さう 云 はれ、 ば、 もう 安心です。 (短 

-v. 閩〕 小さくない 仕事です。 お 互 ひに しっかり やり ませ 

S え、。 

(間」) 

安祿 (李龜 is;, ん 見て) あの人 は 大丈夫で せう ね。 


ほ 、 、それ は 私の 身體の 半分 を 疑 ふ樣な もの です わ。 

は&。 さ .i です か。 それなら 今日は これで。 

え k  。 

いづれ 又 何 か 御 話したい 時には …… 。 

え、。 何時でも。 

では 失 I おしま 丁。 (行き か.、 る) 

1 » —— 

m 三 幕 

第 一 場 

同じく 玄宗 の 宫^ 內。 玄宗の 室。 

幕 わ，.  一-、 n る ir 玄宗 は 月の さし 込む 窓 S 前 に^;^ ち \ ^物 S わ 

ひに 沈ん てな ろ- - 長き 沈 默。 

(空.^ ゆく 雁の It 聞 ゆ。) 

玄宗 お k お。 (窓の わくの 上に 打つ 伏す。 かすか に) どう 

すれば い、 の だ" どう すれ. は い --の だ。 

(長. V  、間 _■〕 ) 

(投 ほ； 5^ 人リ來 ろ。〕 

楊 * 陛下 ！ (玄 み： 小 ャ，， たぬ) もし、 陛下！ 

(玄宗 ぴくリ と し て ふり むく。 ) 

揚袁 陛下 はま あ 御 一 人で 何 をな さつ て …… 。 
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玄宗 …… 。何に、 何もす る 事が なか つたの で 雁の 聲 をき 

いて ゐ たの だ。 (短き 間) おは、 今お 前 をよ びに やらう と 

思って ゐ たの だ。 よく 來 て くれたな。 

松 え、。 私 今お せひ 少し 陛ドに 申さなければ ならない 

^が ありまし たので。 

玄宗 俺に 云 ひたい 事？ 

はい。 ぜひ 陛下に きいて 頂 かなければ ならない 事な 

ので ございます。 

X 何 を そんなに 氣色 はんで 居る の だ。 俺が 何 か 今迄お 

前が 俺に もの を 云 ふの を 禁じ た^が あるかな (笑 ふ〕 何 

も そんなに いらだつ 事 はない。 俺 は 何でもき く。 さあ 遠 

慮な くお 云 ひ。 

投 え.、、 え、、 でも. でも 餘 りなので す もの。 (泣く) 

S  (彼女に 近づ. -vO おい， おい、 ー體 どうしたと いふ 

んだ。 え、 これ 0( 彼女の 肩： i 手， 小 かけろ) 又、 誰かお 前 

の惡 口で も 云った のか。 

投 $3； いえ、 いえ 惡ロ 位なら 何でもありません。 そんな 事 

なら 私 はいくら でも 忍びます。 けれども、 けれども、 あ 

んな事 云 はれて は、 あんな 事 云 はれて は …… 。 (泣く) 私 

はい やです。 もう、 もう 私 はい やです …… 。 いやです… 

： 。 (烈しく す、 リ^く) 

玄宗 おい、 どうしたと いふの だ。 泣いて 居 て は 分らない 


ぢ やない か 何でもい & から 云って ごらん。 俺に 出來る 

事なら、 どうで もして やる から。 さ、 おい 云って 御らん。 

(間、 云へ ない のか？ 

貴 でも、 あんまりな 事なん です もの。 

宗 どつ したと いふんだ" え、 何 だとい ふんた レ 

(玄宗 に すが リ つ、) 陛下。 私が 陛下 を 毒殺し よ. つと 

し て 居 るんで すつ て" 


赏 私が、 私が あの 安祿 3 と 密通して、 ぐるに なって、 

(玄宗 びく リ とする。 が强 ひて-てれ 1^ かくす) 陛下 を 亡き 

ものにして、 此の 唐の 國を 奪に うとして ゐ るんで すって。 

(短き 間) 陛下、 ね、 陛 1^。 私 は、 私 はそんな 事 を 言 はれ 

なければ ならない 女で せう か。 そんな 事 を ：… 。 あの 豚 

男と 一緒にな つて 陛下 を、 お X、 此の 陛下 を。 (玄宗 然 

として ねろ) ( .1: ス テ リ 力 に) あ X、 私 はた まりません。 

そんな 事 を 云 はれて 生きて 居る の はい やです。 あんまり 

です。 あんまりです。 私 を 殺して 下さい。 

宗 おい、 氣 を；.？^ ち附 けない か。 (努力しながら〕 お前 は 

俺が そ んな馬 鹿 々々しい 事 を 信じる と 思って ゐる のか。 

貴 そんな 事 思って やしません。 そんな 事……。 

宗 それなら い ぢ や あな い か 。 

K でも、 でも 皆ん なが、 皆ん なが 一緒にな つて そんな 
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事 を 云って 私 を. Si ひ 出さう として 居る のです。 私の 兄 を 

も …… 。 お k、 私 は、 私 はい やです。 いやです。 もう、 

そんな 所に 居る の はい やです。 お k、 でも 陛下が ゐらっ 

しゃいます" 陛下が。 私 は 陛下のお 側 を はなれて 生きて 

は 居られません〕 あ.^、 私 はどうしょう。 どうした らい 

いの だら う。 お \、 だから、 だから 私 は 死にたい。 私 は 

死にたい。 こんな 事 云 はれて 生きて るの は、 あんまり 恥 

知らず です。 恥知らずです。 

玄宗 安心し ろ。 お前の 心 持 はよ く 分って 居る。 俺 はお 前 

を もお 前の 兄 を も、 安 祿山を も 信じて 居る。 (間) 實 はお 

前の 口 か ら きく 前 に 此の 事に ついて 俺は旣 にいろ /\ の 

事 を 聞いた。 幾人 もの 者が 來 て^に 注意した。 中には 直 

ぐに 安 山 を 殺して しまへ などと 云った もの さへ あつ 

た。 然し 俺 は 平氣で 居た，" お前 達の 見て 知って 居る 通り 

平氣で 居た。 そして、 そんな 事 を 云 ふ 奴 を 笑 ひ、 の 中 

で は、 むしろ さう いふ 奴の 方 を こ そ 疑 つて 居る。 

揚ま お、、 陛下、 どんな； 2$ が、 どんな 奴が， てんな 事 を 云 

つたので す。 

玄宗 (苦 丄氣に 1 寸閬. ^お、 き〕 そんな 事 をお 前 知らな く 

た つ て い \ ぢ やない か" 持を惡 くす る だけ だ らう。 

3g 貴 え、、 でも、 でも  。 

(間。) 


玄宗 安心す るが い、。 俺に は 分って ゐ るの だ。 安心す る 

がい V。 

お \、 陛下、 本當に？ 

X 何で 俺が お前 を^ はう。 

陛下、 私 は、 私 は 何と 申し上げ てい、 か 分りません。 

私 は 此の世の 中に 陛下より 御す がり 申す 方 は な いので 

す。 どうか、 どうか 私 を 可哀相 たと 思って 何時までも 見 

捨てないで 下さい まし。 

玄宗 分って ゐる。 分って ゐる。 お前の 心 持 は 俺に は 皆 分 

つて ゐる。 (間〕 さあ、 そんな 事 は 心配し ないで い. - から 

今夜 はもう 下って、 ゆっくり 休む がい、。 な、 祌 11 を 落 

ち 付けなければ いけない。 え、 い. - かい。 

え \、 有難う …… 。 

玄宗 さ， 行って、 ゆっくり おやすみ。 

雲 え、、 では …… 。 

玄宗 うむ。 

楊 貴 失 ® 致します。 (^して 去る) 

(長き 間。) 

玄宗 (^a) ぉ气 ihJi 本當 なのか ：.… 、(間〕 これば か 

り は… と 思って ゐた 3 お 後の ii^HJS も 亦 破ら れた のか。 

(間) お X、 何とい ふ 女。 何とい ふ 女 …… 。 お前に は、 此 

の 俺の 心 は 分って 吳れ ない のか。 千分の 一 でも 萬 分の 一 
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でも、 .p\ よし 大 おの 水に 對 する 一滴 だけで も …… 、 

それが お前に 通じて 吳れ たら、 いくらお 前で もま さか こ 

れ程俺 を 苦しめて はくれ ないだら うに。 (問) お、、 のろ 

はれた る戀 よ。 のろ はれた る 心よ。 お \、 お X、 俺 は、 

他 はどう すれば い \ の だ。 どう すれば い \ の だ。 (•  ち つ と 

室の 中央に 立つ〕 

^二 場 

同じ 宮殿 内の 一 室。 

ど； けて。 

-が綠 山と 史思 叫の 兩 人 話，^ してね る。 

史 ふむ、 ぢゃ、 どうしても 行きます か。 

$ うむ、 ど-つも その 方が 安全 だと 思 ふんだ。 (間) 李 林 

南の やる 事に 氣の附 く 降下が 此方 達の する 事 を 感づかな 

いとい ふ 車 は 無い といって もい . ^からな。 

史思 へ V 。變に MIS にと つつかれ ましたね。 

安碌 何に、 何にも 隐病 風と いふの ぢ やない が、 事 實俺は 

あの にだけ は S が 上らない の だ。 何故 だか 自分で も 分 

ら ない けれど、 あの 男に か うぢ つ と 兌 つ めら れ ただけ で 

も 俺 はよ く ぞっとす る ことがある。 一 寸 でも 話 をす り あ、 

その 度ん びに 冷や 汗をか 、ない こと はない。 

S あんまり 意氣 地が なさす ぎます ね。 


S 太當 だ。 自分で も あまりの 意氣 地が なさに 腹 を 立て 

て 「何に くそ」 と 思 ふ ん だが、 いくら そんな 事 を 思 つ た つ 

て 駄目なん だ。 (短 ふ、 間) あいつ だけに は 手が 出せない。 

(間。 レ 

史思 然し、 陛下が その 事に 氣が 付いて ゐ ると いふ 事 は 未 

だ 確か な事實 と い ふ譯 ではない ん ですからね。 は つ きリ 

した 事.；^ とい ふ譯ぢ やな いんです から …… 。 

安祿 うむ、 そり や 確かな 事赏 とい ふ譯ぢ やない。 然し 先 

刻 も 云 つ た 通り あの 陛下の 言葉付きから 察する と、 どう 

も 怪しい。 少なくとも そこに 疑 ひ をスれ るに 十分の 餘地 

が ある。 (短. V 、間； 疑 ひの ある 所に 對し て け 用心 し なけ れ 

ばなら ない。 

史思 でも、 あんまり 用心し すぎる と 臆 病と いふ 事に なつ 

て …… 。 

安綠 1? お前 は 其の 用心 を 噫 病と いふの か。 (閬) 隐 

病と 用心と は 違 ふ。 俺達の 樣な 仕事 をす る 者に とって は 

用心し すぎる とい ふ 事 はな いんだ。 考 へて みると、 今の 

樣 にか 5 し て 長 安 に ゐれば 俺達 は 陛下 にと つて は 袋の 中 

の 鼠 以下 ぢ やない か。 大將 の考ー つで、 俺達 は 五分の 間 

に 捕 へられて、 竿に 入れられ、 首 をち よんぎ られ てし ま 

ふ？ ^譯 はな いんだ。 然も、 その 人間が 此方の 恐ろしい 

たくらみに 氣が ついて ゐる かも 知れない とい ふんだ。 こ 
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安史 安史 安 
祿 }^、 祿 思 祿 


史 3ゎ あれ を 使ったら どうです。 あの 日附を かへ て 事 を 

大げさな 樣に云 ひ ふらして 、 そ いつを 治めな けり あなら 

ない とい ふの をロ實 にしたら … … 。 

安祿 うむ。 こり や 妙案 だ。 琉 石に お前 だ。 さう しょう。 

さ. つ しょう。 それが い- 1 そお 力 ぃ乂。 

史思 然し、 (間) こんな 事 をい ふと 又 貴 郞をこ はがら せる 

だけ かも 知れない が、 例の 李林甫 はどうす るんで す。 此 

のま k 私達が 居な くな つ て し まや あ、 後に 殘っ た 奴 は ど 

んな 勝手な まね をす るか 分， リ あしな い でせ- 「。さう し て、 

あいつの 居る 間 は 貴郞に あ 手が 出せ な い とな " あ 、 何時 

まで 待た なけり あなら な いんです。 一 生 待った つて 手の 

出せる 時は來 ない とい ふ 方が い \ くら ゐで すぜ。 何故と 

云って あいつ は 私達よ わ 十 を も 若 いんです から わ」 

安祿 ふむ。 そこ は 俺の やる 事た。 ぬけめ はない、 安心し 

) 0 

ろ 

史思 どうしょ .「• とい ふんです。 

安 祿 棄？.^-な武器がぁるんだ。 

史思 何です？ え。 

安祿 お前に は 未だ 云はなかった が、 K は あの 揚贵妃 か 

方の 味方なん だ。 

.f、 投贵妃 か …… 。 

安 え \ 大きな ii をす るな。 


の 上 こんた 所に ぐづ くし てゐ るな あ- 「は t み の 顥の上 

に 居る よりあぶな い 。 俺 はそんな iL,.i な 、 J た あし たくな 

史思 ふむ。 成る 程、 さう 云へば な …… 。 

f 間。) 

安祿 そこでな。 早速 長 安 を 去る とい ふの は 問題ない とし 

て、 た r 闲 るの は、 それに 使 ふロ實 だ。 何 ぼ 何でも 何の 

理由 もな しに、 今日の 明日と 云って 急に 出かける こと は 

出來 ないから な。 いや 出来ない 所ぢ やない。 もし そんな 

こと をす り あ、 あの 古. たぬきの 大將、 此方が 大將の 感付 

いた こと ゃ覺 つて 逃げ るんだ とい ふこと に氣 がつ いて、 

どんな > ^ と をす るか も 分らない からな。 さうな り あ 恐ろ 

し い 一 救 蛇た からな。 そ い つ で 俺 は 頭 をな やまして るんだ。 

思史 (考 へて c^.^ にが) うむ ゥ之れ に はい、 事が ある" 

安祿 .f、 い、 事が  。 

史思 そら、 せんだって あの 河 東の 軍に 一寸した もめが あ 

りました ね。 

，つむ。 

あの 時の 報ホ SI は まだ そ のま、 持って でせ う？ 

うん、 もつ て 居る。 

誰に も 見せ やしなかった でせ う？ 

うん、 誰に も •：••• 。 


mm  i  -玄 
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£ お、、 では、 で は^は 本當た んで すか。 

安^ 木 常 だ。 

史 Ei- いもん. です ね。 

S 本 常に い。 恐ろしい 程 …… 。 これ も あの 李 林甫の 

仕事に 違 ひない と 思 ふんだ。 

史 34 然し、 まあ、 どうして あの 楊 蚩&が 仲間に ひっぱり 

込めたん です。 

ふ、。 そこ は^の 手腕 だ。 (短き 間) 强迫 したんだ よ。 

史 え X、 强 した？ 

安祿 まあ、 そんな 事 はどうで もい、 ぢ やない か。 とに か 

く、 あの 女 は 此方の i ぶ 方なん だ。 そして 李 林 甫の事 は 萬 

*^ぁの女にたのんでぉぃた。(間) あの 女なら だ。 あの 女 

なら 李 林 ffl を. とう にか 片附け る 事が 出來 る だら う。 (短き 

間) 若し、 あの 女に 出來 なかったら、 その 時 はもんな 怪 

物 と！ r じ 時代に 生れた の を 此方の 不運と あきらめ て、 お 

となし く すより： y 方がない 。(間) いや、 然し、 そんな 

来 は あるまい。 斷然 そんな 琪は あるまい。 いくら あの 怪 

物に どんな 力が あらう とも 今此 の {Hn 殿で あの 女に 睨まれ 

たら どうす る 事 も 出來は しない。 勝利 は 俺達の もんだ よ。 

r.ii;^ の 勝 利 は  。 

史 3 わ 、？ Ji- へつ、) 然しね。 大&。 ー體、 楊 贵妃は 心の底 

から 味方の 味方なん です か、 强^aにょって 一 時 味方に な， 一 


つ てる だけで 私達が なくなって しま へ ば、 直ぐ ぐらぐ 

ら になつ てし まふ 樣 なん ぢ やな いんです か。 

安祿 餘 計な 心 if たよ。 そこに は 大丈夫な 譯が あるんだ。 

いづれ ゆっくり 話さう。 心配 はな いんだ。 そり あ、 お前 

にも 今度ぐ 合 が ゆ. くよ。 

史思 え i 今 直ぐ， どうして？ 

安 t もう 直き あの 女 は 自分で こ 、 に 來る箬 だから …… 。 

史思 え、、 楊 貴紀が …… C 

安祿 うむ。 

史思 此處 へ？ 此處 へ？ 

安祿 何 を あわて 、居 るんだ。 あの 女に 會 ふの が 恐い のか。 

史思 いや、 何に、 何に …… 。(間) 然し、 何んで すか、 恐 

がると 云へば、 あの 女 は 李 林甫を 恐が つて は 居な いん で 

すか。 

安祿 うむ、 別に さう 大して 恐がっても 居まい。 (短咅 間) 

女 だからな。 

史 女 だか. り？ 

安 祿 さう さ、 女に あ、 男の fflg とい ふ もの は 分らな いん 

だ。 本當に 恐ろしい 男 は 女に は 恐ろし い と は 見えな い ん 

だ。 本當 にえら い 人間が 馬鹿な 奴の 目 に はえら く 見えな 

い 機に な。 

史忍 でも、 私達が あの 男 を こ はがって …： 、(思 ひ 付いて) 
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投 安 揚 安 椽  安 揚 安 投 安 ネ§ 


ぉ1 、 それより 第 一 ，1^- 達の 計畫が 陛下に 感付かれ さうな 

の を 恐れ て迹げ 出した とい ふ 事に なり あ、 後に 殘 される 

あの 女 は 心細くて たまらないで せう。 

S 誰が そんな 事 を あの 女に 知らせる もの か。 俺達 は あ 

くまでた V 一  寸反亂 を 取り しづめ に ゆく とい ふだけ にし 

てお くんだ。 それ に あの 女に は 前から 俺 はもう 1^ き 地方 

に歸 ると いふ 事 は 云って あるんだ から 大丈夫 だ。 今と な 

つて 来て 心細が つたり する もの か 。(短き 間) その 上 後 に 

は あの 女 一 人と い ふ譯ぢ やない。 楊 國忠だ つ て 居 ろんだ。 

1^ 越苦勞 する 事 はない。 

(間。) 

(右手の 幕の 間 i リ揚货 蛇 授 面して 出る。) 

(安 祿 山^ち 上ろ。 史思明 もつ V いて & つ。) 

揚貴 (ふく 面ん-とりつ V) 兄 は 未だ 來ま せんか。 

安祿 え k、 まだ。 (投赏 紀が史 3 わ 明，^ 1 姊 LL すろ の 見て) 

あ k まだ 始めて でした が、 これ は 私の 武將の 史思 明と い 

ふ ものです。 どうかよ ろしく。 

揚赏 お、、 さう です か。 名前 だけ はきいて ゐ ました。 よ 

ろしく  0 

史思 (詞 なく、 た v-lMI-i- さげろ) 

安祿 早速です が、 今夜 貴女に 御會 ひする 事ので きたの は 

誠に 好都合でした。 


赏 え.^? 何故。 

祿 突然です が、 私 は 急に 出發を 早めなければ ならな く 

なつたん です。 

货 お- -、 さう。 さう して 何日た つんです。 

祿 なるべくなら 明日の 朝に でもた ちたいと 思って ゐる 

ん です。 

貴 え. 1、 明日の 朝？ それ は 又 どうして …… 。 

祿 何に 大した 事で はな いんです がね。 河 の 方に 殘し 

て 來た眾 除に 少しもめ が出來 たんです。 私が 行って やり 

さへ すれば 何でもない 事なん です がね。 然し、 とにかく 

一 曰 も 早く 行つ た 方が い 、ので、 出來る だけ 早く 出發っ 

事に したので す。 

貴 さう です か  。 

(間。) 

践： それで 早速です が、 その後 陛下に 御 41:1 ひに なり まし 

たか。 

货 え、、 昨晚 …… 。 そして あの 話 をし ました …… 。 

緣 お.. 1、 さう したら。 

貴 陛下 はまる でもん な^なん か 相手に もして ぢ ああり 

ません の。 その 方の 心配 は 全で 要りません わ。 

安 祿 (考へ 込ん てね ろ) 

投货 私條 下と 話し てゐる 間に 何だか そんな 事 を 云 ひ 出し 


も d^HS と 二; ミ玄 
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た のが 恥 かしい な氣が して 來た 位でした わ。 

安跺 さう です か。 (考へ 込む。 問。 心，^ 定めて) そり や 有 

離い 都です。 それなら 女の 立場 も樂 だし、 仕事 もしい 

いとい ふ譯 です。 それに 私が 行つ てし まへば そんな も 

ほ 然 人の 口から f;|$ ざ かるで せう。 (間) そこで、 どうか 一 

つ ふんばって あの 李 林甫を どうにかして 下さい 。 繰り返 

す 様です が、 これが 私 の^女に お 願 ひする 總 てです。 

投货 ぇ气 大丈夫、 その 率 も 安心して 下さい。 兄 も あの 

男 を 心から 份んで 居ります から、 もし 私の 力 だけで 足り 

なければ 一 一人で どうに でもし ますから。 

S どうか、 よろしくお 願 ひします。 

m^tt え V 、大丈夫 此方 の^は 安心して、 一生懸命 やって 

-ト さい。 01」 然し、 ぃざとぃふ時に約^^を忘れてはぃけ 

ません よ。 

S 大丈夫。 安 祿山は a: です。 

さう。 では 私 は 急ぎます から、 これで •：•： 。 

安 え --。 では 多分 明日 又 一寸 御 目に か- * れ ると 思 ひま 

すが、 とにかく 御. せ 鱒. を 大切に。 

投せ え、、 f も …… 。 

安跺 有難う。 お；.， L ひに 小さくない 仕事 を や るんで す。 し 

つかりし ませう。 

(？ Jssi- うな づき 入ろ。 史 5- 叫 呆然と して 彼女の 後，^ 


OP 送って Dlj ろ。) 

安祿 (史 s^i^ の w,^ た k いて) おい、 どうしたんだ。 (史 

思 明う ろた へる) 目が くらんだ のか。 は \、 …… 。(短. V、 

間) さあ、 片付ける だけの 事 を 片付けて しま はう。 

第 三 場 

宮 K 內の廣 間。 

オタ： 考 へに 沈みつ V 出る。 反 對の方 か ら蕭晃 出 

る 0 

蕭晃 (李 林 Is,^ 見つけ) お \ 、此處 でした か。 安祿 山の 

奴が 今朝 出经 する さう です ね。 

林 うむ。 

晃 い、 んで すか。 

林 い V と は 云へ ない。 

晃 それで は、 それで はどうし ます C ど 5 したら  0 

林 ど、 つも 今と な つ て 直ぐ どう するとい ふ 事 も 出來な 

蔚晃 では 見す見す 奴 を、 あの 猪 を 放して やる のです か。 

そり や 少し 危險ぢ やな いんです か。 

李 林 うむ。 それ も危險 ではない 事 はない、 とい ふ 程度 だ。 

S それで は $i 郎の 平常の 主義に たがやしません か。 「總 

ての 仕事 をく づれ 得る すきの ない 樣 にやる」 と いふ  
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李 林 たがって るる。 (間〕 正 商： に 云って な、 蕭晃。 今度 は 

俺が 彼奴 に 一 ば い 喰 はされ たの だ。 

蕭晃 えつ。 贵郞が ；… 。 

李 林 さ- r だ。 俺が だ。 いや 俺が とい ふより 皆が なの だが、 

とにかく 彼奴 も 一 とかどの もの だな。 a; 分の 身に せまる 

危險を これ 程 早く かぎ つけて、 然も、 それに 處 する 處置、 

それ も 可な り 決然たる 處置を これ 程 早く 決めた 所 はな か 

なか 見上げた もの だ" 

蕭晃 然し、 今 はとに かく 敵 を ほめて 居る 時で はあります 

まい。 どうかし なくて は  0 

李 林 (にたりと 笑って 何 か 云 はう とする が、 それ はやめて 

次の 檨に云 ふ) うむ、 本當 だ。 どうにか しなくて は …… 。 

然し 、 そ のどう にかに ついてい、 考が 、 手段が ない の だ。 

(間。) 

蕭晃 今^ 此處 へ 來た時 や つつけ てし ま つ て は どうです。 

李 林 彼奴に そんな 油斷が ある もの か。 彼奴 さっと 何とか、 

か とか 云 つ て 自分 の 手下 を 出来るだけ 大勢 連れて 來る に 

遠 ひない。 下手に 手 を 出せば 此方が やられる だけ だ。 何 

と 云っても 向う は 恵 入、 此方 は 此方 だからな。 

蕭晃 (考 へながら) では、 どうす るんで す。 

李 林 だから、 どうも 出来ない と 云って るぢ やない か。 

(間。) 


蕭晃 今日 位贵郎 が たよりなく 感じられた 事 は なかった 

一 

一  力  

i 辛 林 そり あ、 さ- 「だら、 つ。 俺が 今日 位 打ちのめされた 事 

はな いんだから な。 

蕭晃 そ の くせ贵 郞は 何 だ か 平氣さ うぢ や あり ません か。 

(短. V. 間) 贵郞は  一 此の 事件 を 茶化して なのです か。 そ 

れ とも 私 を 馬鹿 に し て な の です か。 

李 林 何 を 云って ゐ るんだ。 俺が 何時お 前 を 馬鹿にした。 

いつ 此の 事件 を 茶 花し た ？ 

蕭晃 でも贵 郞は 先刻から ち つ とも 力を入れて もの を 云 つ 

一 て は 1£ な いぢゃありません か。 

李 林 お前が 云 はせ ない の だ。 俺が 力を入れて 云 はう とす 

る 事 をお 前 はき かう としない。 そして いくら 云っても 始 

一 まらない 事 か 俺に 云 はさう とする。 だから 俺 は 力 を いれ 

て もの を 云 ふ 事が 出來 なくなつ たんだ。 (間) 一 謄誰 だつ 

て 入 間 は どうす み 事 も出來 な いとい ふ 事に ぶつ か る 事 は 

ある もの だ。 そして その 時 入 問 はた ビ默 つて 居る より 仕 

方がない の だ。 

S おや 貴郞の その 平氣 さは ど、 つした ものです。 ど-つに 

も 出來 ない と い ふ 所に ぶっかりながら …… 。 

お 林 馬鹿つ。 お前 は 此の 「どうに も 出來 ない」 とい ふの が 

蓮 命 的な 意味 の もの だと 思 ふの か。 あの 安 祿山を 放し て 
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m    m 李蕭^ 就 1^  m 


李 蕭李蕭 


やれば、 それで 俺の する 都が 破. りれ て し まふ と でも 思 つ 

てゐ るの か。 、問) おい、 俺 は 孕 林い ：5 によ。 あんな 猪 

が 幾つ 飛び出さう とそれ でび くつ く樣 な俺ぢ やな い ： 安 

心しろ！ あいつが 逃け るの は 他で もな い 此の 俺が こ は 

いからた。 俺の 侧に に& まれな くな つ たか らだ 。た V 、 

その 逃げ出し 方が 俺の 思って ゐ たより 機敏だった とい ふ 

だけ だ。 

それより な、 .WJ は、 は 今もう 少し 大事な 事に 就て 考へ 

てお たの だパ今 まて 頭， かたれて 居た 蕭晃 、額ん 、もげて 李 

林^,^ 見ろ) それ こそ 俺達に とって、 いや 此の 唐の 國 に 

とって すら 運命的な 亊. た。 

それ は、 それ はどうい ふ 事で …… 。 

林 識 4-" いよく その が 近づいて 來た らしい。 

： 光 え. -っ、 その 時が …… 。 

林 さう だ。 例の yvj 起す 時が 近づ い て來 たらしい の だ。 

： 光 ぉ&。 それ は、 それ は 又 どうして？ 

林 お前 あの 王 拱と 古 が 捕 つ た 事 を 未た 知らな か つ た 

力 

： 光 え \！  H,; 拱と W 溫が 捕った のです つて！ 

林 うむ。 

： 光 ど、 どうし たんです。 


カタ 林 昨晚ぁ い つ ら 二人に 安 蹄 W の た くら み を陛： 卜 に 密舌 

させ た 事 は 知つ てゐる だら う？ 

蕭：. 光 え. --。 

李 林 すると 驚いた 事に は 二人 は 直ぐつ かま へられて 竿に 

ぶちこまれて しまったの だ. - 

蕭： 光 え 、つ。 ではつ まり 陛ドは 安祿山 一味 を 信じ 切って 

たんです ね。 

李 林 ふむ。 そこなんだ。 俺が 頭 をな やませて 居る の は。 

(考 へ 込む) 

李 林 俺 はな、 どつ も 陛下に：！^ ぬいて やしない かと-いふ 氣 

がす るんだ。 

晃 え. 1 つ、 何 を、 何 を 見ぬ い て るんで す。 

林 安祿 W のた くらみ も、 此方 達の たくらみ もで 

先 え 、つ、 此方： 達の たくらみです つて？ 

林 もとより、 確かに さう だと は 云へ ない o( 短 さ 間) 然 

しな、 陛下 は 今迄 俺達 か、 いや 俺が 思って 居た より は、 

もう 少し 偉い人 間の 樣な がして 來 たんだ" 近頃 陛下と 

會 つ て ゐ ると 何た か 時々 かう 變な壓 迫 を 受ける 事が ある 

よ" とにかく 今迄 俺 は 少し あの人 を 3!^ くびり すぎ て 居 た 

樣に思 ふ。 

蕭せノ …… 。 
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is 所で だ。 相手が さう いふ 人で あれば ある だけ、 少し 

此方の 仕事 を 急がなければ ならな い と 思 ふんた。 

準備 はすつ かり 出来て 居 6 と 云つ て も い 、位です。 

いざと なれば 1： 日に でも 事 を 起せます 。(間) 何 S- にな さ 

る 御つ もりです。 

李 林 そこまで はま だはつ きりと は 決めて ゐ ない。 然し、 

十 日 を 出で ない 中に 事 をき め たいと 思って ゐる。 

MM お、。 (間) 然し、 その 間に 捕った 一一 入の 口から 此方 

の 謀が 洩れる 様な 事 は ないで せう か 0 

李 林 そんな 事に ぬけめが あってた まる もの かべ 短き 間) 

今頃 はもう 一 一人と も 此の. せの. S 氣 はすつ て は 居まい。 

蕭晃 え、？ 

李 林 戎強足 を やつたん だ。 

蕭晃 お >  。 殺って しまったん です か 。 

李 林 うむ。 その. If a|f は 未だ 分らな いんだ か …… 。 

蕭晃 然し、 そんな 事 をす り や、 なほ 陛下に 疑 はれ やしま 

せんか。 

李 林 だから、 それ もあって 事 を 急 ぐんだ。 あ、、 あれ 達 

が 来た。 結果が 分る〕 

(羅 布爽 と宋； fi 出ろ。) 

李 林 どうだった。 上手く 行った か。 

羅布 どうにか、 やっつけ はし ましたが、 少し どうも …… 。 


S どうした 1 

羅布 isg 暴して しまった のです。 

李 林 大勢 やっつけた のか。 

羅布 え、。 それに …… 。 

李 林 云 ひしぶ る 事 はない。 どうしたん. た。 

羅布 戎の 奴が やられ たんです。 

李 林 ぇ&、 戎が やられた。 

羅布 、t 

辛 林 で は あいつが やつ た とい ふ 亊を知 つ て る 奴が 生き て 

ゐる のか。 

羅布 いや、 そこに 手ぬ かりはありません。 私達が 飛び出 

して そい つ |> は やっつけ て來 ました。 然し、 どうも 少し 

大袈裟に なりす ぎて …… 。 

李 林 戎の屍 はかくしたら うな。 

羅布 ぇ&、 石 をつ けて 池に 投げ込んで おきました" 

李 林 よし。 考へ 込む。 (間) (決然と) 勢 はせ まって 來た。 

かうな つた 以上 一 時 もぐ づ くして 居る わけに は ゆかな 

い。 今夜 十二時、 例の 室に 集って くれ。 ー刻も早く^^ 

後の 手段に とり か \ ら なけ れ ばなら な い 。 

(間。) 

こんな 听 にぐ づ/ \- して 居る と 人； 21 にたつ。 さあ、 別れ 

別れに 行かう。 もぅ^^き出御だから 


SCfifS  i ォ: 玄 
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(二人 づっ左 右に 入ろ。) 

(舞^ 空。 昔樂。 ゃがて玄^6と«£京妃、 後に 李 林^,^ 

始 A^^sr  "力士-ての 他の： 從ひ 出る。 玄宗と 楊 

5«i^^LL つく。  ^51:左右に立っ。〕 

玄宗 iVii 山 は 朱 だか。 

李 林 はい、 只今、 K ぐに 參 るで ございませう。 

a さま 山、 史 叫、 その他 安祿 山の ffi なる 武將 SI 五 人 

W る。)  -. 

玄宗 お 、 、 安 祿 W か 。 急に 出 つと い ふ 事 だな。 

安祿 はい。 誠に 餘り 急な 寧で、 心苦しい 次第で ございま 

すが 、 一 時 も 擅 の出來 ない 事で ございま すので … … 。 

玄ぉ ふむ」 まあ。 どうしてもお 前が 自分で ゆかなければ 

ならない 事なら 仕方がない。 (間) 然し、 お前が 行って し 

まふと， 長. i?^; は 淋しくな ろな。 

安祿 どう致しまして。 御 侧には 李 林 居ります し、 楊 

11 忠も …… 。 

玄ふ 1^ いや、 然し、 俺の 歌の 合の手 は、 やっぱり お前で な 

くて は 出來ぬ …… 。 

安綠 いえ、 それ は 私 あの 李龜 年に 十分 をし へて おき まし 

たから …… 。 

玄宗 ふむ。 さう か …… 。 

i な祿 (ふざけ ズ) 又 それでも、 どうしても 御 役に たち ま 


せんやう でい /ざ い ましたら、 ゴ タ くが すみ 次第 御 相手 

に參り ませう C 

玄宗 ふ  > -。 さう し て くれる か 。 

(問。) 

安祿 (せきながら) 陛下、 では 一刻 を も © ^ひます から、 

これで 失 $1 を …… 。 

玄宗 お、、 もう 行く か。 

安 祿 はい パ問) では 陛下 を 始め、 楊貴妃 にも、 皆樣 にも 

御身 體御 大切に ：••： 。 では 失禮 致します。 (行 さかけ ろ) 

玄宗 (si 然として nis たがいき なリ) 安祿 山！ まて！ 

安祿 (、ひくリとすろがゾてれ^^-巧にぉしかくして立ち止リ 

玄宗の 方 fj- むく) 

玄宗 どうしようかと 思って 居た の だが、 やはりお 前に や 

らう。 (短キ 間) い. -土 產吻， だ。 (高 力士に) あれら を 連れ 

て 來い。 

高 力 はつ。 (去ろ) 

あつ，；' 

玄：. 小 これから は 彼方 は さぞ 寒いだら うな。 

安 祿 (手 持ぷ さた さう に) はい。 然し、 左樣 でも ござい 

ません。 

玄宗 さう かな (間) お前が あっちに 居る 中に 俺 も 是非 一 

度 行って みたい と 思 つ て ゐ る が 。 

安綠 お X、 是非、 是非お いで 下さい まし。 
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安玄安 

祿 宗 祿 


玄ゥ小 うむ。 卷に でもな つ て氣 がむ いたら 行つ てみ ようか 

な。 

(此の 麼 „1 力士 も わて 、出る。) 

高 力 陛ド。 C 玄まの 側に ゆき 耳う ちす ろ〕 

玄 5 ポ (愕然た ろ 面 もち、 然し、 直ぐ 平靜 になろ。 考へ 込む。 

間もなく) い、。 それ を、 それ を 持って 來ぃ。 

(高カ十^^^ぶ、.^ろ。) 

(長 V  RJ;,.V 、沈 K の 間。) 

(高 力士、 王 洪と吉 ほと の 屍，^ 謹に のぜ數 人の 武士  LL 

述- はぜて 出て、 それん 玄ゥ 小の 前にお く、 辛 林 is の 一味 

, ^除，. せ 他の 考. 皆 驚く。) 

玄宗 (屍.^ 指しつ、) 俺が お前への 贈り物 を K るが い \。 

安祿 えつ。 これ を …… 。 陛 -ト、 それ は 何う いふ わけで ご 

ざいます か。 

玄宗 その 二人が お前の 事 を 俺に 讒訴した の だ。 (間) お前 

が 俺に 對し て た ヾ ならな い 事 を 企 て 、居る とい ふ樣な 

はみ な 此の 二人の 口から 出たら しいの だ。 俺 は 俺のお ュ刖 

に對し て の 信用 を 表 はす 爲 めに 牛 一き た 一 一 人 をお 前に 贈ら 

うと 思つ て 居た。 所が 何者か^ 昨夜の 中に 彼等 を さう い 

ふ 姿に してし まった。 殘 念な 事 をした。 然し、 よし 贈物 

は 死んだ とし て も 俺の 心 持 はお 前に 分 つ て 吳れる だら う 

と 思 ふ。 


陛下。 (間) よく 分ります。 

分って 吳 れ にか。 


0  ) 

玄宗 皆 も 心？ おて 吳れ。 俺 は 平和 を 好む もの だ。 總 ての 事 

を出來 得る 限り 穩 やかに を さめたい。 であるから 俺 は 云 

ふの だ。 (間) 皆の 者よ。 此の唐帝阔は ，/,,:.^ハ長ぃ間の 

協力に よって 漸く 今日の 隆盛 を來す ことか 出來 たの だ。 

然し、 まだく 今 は 決し て 安んじ て 居られる 時で はな い 。 

いや、 今に 限らない。 いやしくも 一 つの 11 家 を 安全に 隆 

盛に 保つ て ゆく に は 何時に なつ て も 安んじて s られる 時 

とい ふ もの はない。 然し、 中で も 今 は 恐ろしい 時 だ。 危 

い 時 だ。 見よ。 西の 突 厥、 南の 吐蕃は 私に 爪 をみ がいて 

隙 さ へ ぁれば我が^！に^^入しょぅとして居ろ ではない 

か。 東に 海 をへ だてた 日本、 先日 漸く 征^した ばかりの 

契 丹、 それら も 何時 又 *r を あげよう かも 知れぬ。 その 上、 

又、 北に は 北で、 あの. f 維が 近く 朝鮮 半 を 一  した。 

その 势カも あなどれない。 數 へて くれば 敵 は 多い。 敵 は 

外に 多 い 。今 もし 我 々 が內に 一 致を缺 い て 互 ひに そね み、 

讒し、 ひ 合ったならば、 それ こそ 此の 唐 帝 11 は 一 朝に 

して 亡び、 幾千 百年 の 光輝 あろ 1； 史を 有する 我等が 凯先 

傳來の 此の 中 國の地 は 彼等 外：？^ の鞣 躍に まかせ ら れ なけ 
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れ ばなら ないで あらう。 $：1 よ、 皆 は その 事に 甘んじられ 

ろか。 俺 はい や だ、 俺に は堪 へられない。 俺 は 此の 中國 

の 地 は 永久に 我等 漢族の 手の 中に 保ちた い。 我等の 祖先 

と 我等と が、 その 天然に 惠 まれた 如く、 我等の 子孫 を も 

此の g: 薩な 自然の 恩 .M に 浴せ しめた い - お前 達 はさう は 

思 はない か。 

(^^ 然；. ：リ。 ) 

玄宗 皆の^！？ょ。 仲ょくして5^<れ。 一 致して くれ。 そして、 

とも すれば 破：：！！ を はづ して の さばり 勝ちな 愁 望と いふ も 

の を 制して くれ。 そして 各々 が 分に 安んじ、 所に 安んじ 

て、 各々 の爲 すべき 所に カを盡 して くれ。 その 中に こそ 

ほの 平等 も あり、 JjJ: 人の 幸福 も ある。 そして その 時 我等 

の^ 土 は 平安で あり、 我等の 國は榮 える であらう。 (間) お 

お、 皆の 若よ。 若き お前 達 は 今お 前 達の 眼の 前に ある 平 

和の 萬び を 十分に 知つ て は 居ない。 それ はお 前 達が 戰亂 

の芊リ  1 を 知らない からだ。 俺の 若き 日 は その 戰亂の にが 

き！ 一 驗 の 中に す，、、 J された 。 そし て 今 俺 は 平和の 中に 住ん 

で 居る、 俺に はよ く 分る。 戰亂 とい ふ ものが 如何に 人 を 

不幸に する もの か 、 そし て 平和と いふ もの が 人の 幸福に 

如何に 必要な もの か。 お 、、それ をお 前 達 も 知って くれ。 

考 へて くれ。 そして 總てを 平和の 中に 解決して くれ。 邪 

惡と、 到の 惡^ の 造に 引 入れられる ことなく、 人間が 


天から 與 へられた 喜び を 味 ふ こと を樂 しんでくれ。 俺 は 

お前 達 を 信じて 居る。 どうか 皆な よ。 力 を あはせ て やつ 

て くれ。 互 ひに 他の 足りない 所 を 許し 合 ひ、 助け合って 

我々 總 てに まかされた 此の 唐 の 國を守 つて くれ" 俺の 若 

き 日の 血と 肉と を もって 築き上げた 此の 國を。 俺 はお 前 

達に たのむ の だ。 

(ゆ！： 肅然 たり。) 

安祿 (玄宗 S 前に 膝 ま づき) 陛下！ 私 は 陛下の ために 

なら 私の 身命 を も をし みません。 

玄宗 安 祿山！ 今の そのお 前の 言菌を u 心れ ずに 吳れ よ！ 

俺 はお 前 を 信じ、 頼りに して 居る。 此の 唐 n か 今日の 樣 

に 安らかな の は 決し て 此 の 長 安の 中 乎 〈政府 だ けの 力で は 

ない。 お前 各地の 節 度 使の 目に 見えぬ、 限りない 闲難 

と、 努力と に 負 ふ 所が 多い。 俺 はお 前 達に 感謝し て 居る" 

た ゆます、 うまず やってくれ！ 

安 祿 確かに、 陛下！ (間) (立ち上 リ〕 陛下、 では 私 は 

これで …； 。 

玄宗 ゆく か。 (短. -V 、間) 身體を 大事に する がい \ そ。 

安祿 有難う ございます。 (心から 1 種の 感激に うたれ、 二 

, 入の 屍の 事な ど 忘れて 急ャ、 足に モの揚 去ろ。 史思 S. 等 

つ さ) 

玄宗 李 林甫。 では 俺 は 今日は これでい k の だな。 
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李 林 はい。 陛下。 

玄宗 では …… 。(立ち上 リ) 高 力士。 その 屍 を 片付け さ せ 

るが い、。 

高 力 はつ。 

r 高 力士 及び 数人の 武士の 他 皆 去ろ。 高 力士 武士 1^ 指 

腹して 屍， $ -述. ひ 去ろ。 短告 間。 林 前と 蕭晃 出ろ。) 

晃 何 を考へ 込んで 居 るんで す。 

李 林 うむ。 (閭〕 お、、 俺 は 先刻 陛下 は 俺の 思って ゐ たよ 

り 偉い人だった と 云ったら う。 

蕭晃 え、。 

李 林 所が、 所が 又 あの 時 思った よりな ほ 一 層 偉い らしい。 

蕭晃 え.？ 

S  (間. ^おき" 陛ド はな、 何から 何まで 皆ん な 知って 

居 るんだ。 

蕭晃 え、 つ。 何から 何まで？ 

李 林 うむ。 さう かと 思って 居たん だが、 今の 話で はっき 

りした。 

蕭晃 (間ん. - おき) 然し、 知って 居ながら、 今まで どうも 

したいで おくの は を かし いぢゃありません か。 

李 林 そこが 偉い の だ。 

蕭晃 、f。 何故？ 

率 林 陛下が 此の 事に 氣 がつ いたの は 極く 近頃な の だら う 


少なくも 俺達の 事に 氣 がつ いたの は 近なん だ。 所で 氣 

がつ いた 時には、 もう 此方の 手が ま はりす ぎて 居て どう 

する 事 も出來 なか つ たんだ。 下手に 手 を 下せば 事の 爆發 

を 早める だけと い ふ狀 態に なって 居たん だ。 (短き 間) そ 

れらの 事が はっきり 分って、 荒々 しい 事 をせ ずに、 人の 

心に うつたへ て 解決し ようとい ふ 所 はな か く 見 上げた 

もの だ。 

蕭晃 ぢゃ、 ー體 これから 此所 はどう すれば い、 ん です。 

李 林 どうす ろ も 何も ある もの か。 今迄 迎り、 どんく 此方 

の やりたい 事 を やって ゆく のさ。 (短， 4- 閩) そり あ、 あの 陛 

下に は 氣の萄 た。 いろくの 事が 分つ て S9 る だけ 氣の裔 

な氣 がする。 然し、 いくら 氣の棄 だからって、 その 爲め 

に 此方の やりたい 事 を やめる わけに は ゆかない。 陛下の 

云った 通り 人間 は 各々 分に 從ふ のがい.^ の だ。 俺 は あの 

男の 下につ いて 居る 人 Si ではない。 俺の やらう として as 

る 事 を やる の は 俺の 爲 めに も大 下の 爲め にもい V の だ。 

蕭晃 それにしても、 かう 向う に ifC つかれた 上 は、 やるな 

ら 一 日 も 早い 方が い k です ね。 

林 勿論 だズ 間) おい。 此の 十五 B は 例の 夜 書 だな" 

晃 え、。 

林 その 時に やる 事に しょう。 

M をつ。 
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や 林 まだ 十日 ある。 C が 俊の 难 備に は 十分 だ。 (短 告間〕 で 

は、 いづれ 今夜せ と 一 所に》  13 はう。 

( 一 人 歩 ふ、 出す。、) 

0.^  (歩 さつ V) それにつ けても、 あの 二人 は をし い 事 

をし ましたね。 かうな つてみ り あ 一 人で も 多い 方が い X 

ん たが …… 。 

ま 林 ふむ、 然し、 まあ 大した 事 はない さ。 可 i:^ 相 は 可 1 拔 

相だった が。 云 はに 捨て石 だな。 條 達の たてる 趙 物の 緣 

の 下に ころが つ て 居る 石に なつたん だな。 (間) 又 その 邊 

が 奴等に は 丁度い k 所 だつ たんだ。 

蕭 "光 え、？ 

李 林 山の 魏 まで 一緒に 行く に は 都合が い \ 、が、 いざ 登 

ると なると、 もう 一緒に 行く 事の 出来ない 奴。 さう いふ 

人 ii が^の 中には 多い の だ。 云 は V、 まあち よこ/ \ と 

マメに 働い て だ て の S 意 をす る に は 役に たつ、 然し、 

いざと なった とき  一 に それ を 食 ふ 資格 はない とい ふ 奴 

なの だな。 さう いふ 奴に かぎって 「誰か 來て 俺達 を 使つ 

て くれない かな」 とい ふ Sig な 顔 をして る。 「どうか 私達 

をお 使 ひ 下さい。 私達 は贵郎 の爲に 犬の 樣に 働きます。 

さう です 犬の、 に 働きます。 そして 後 はどうな つたって 

かま はない のです」 とで も 云 ひ かねないんだ" つまり、 

さう い ふ 入 に は 何 をしょう かと か、 何が した いと か い 


ふ： H 的 はな いんだな、 いや、 E 的な どと いふ もの は； 如 力 

ら 分らない の だな。 然し、 さう いふ 奴で も、 とにかく 何 

にもして ゐな いとい ふの は 何となく 港し い、 そこで 何と 

かして.：： n 分 達 を 使つ て くれる 人 を 求めて 居 るんだ。 だか 

ら、 さう いふ 奴に 對し て は 此方で 遠慮なく 思 ふ 存分 利用 

し、 使って やって い \ の だ。 それが、 つまり 彼等に とつ 

て も 一 番 有難い 事に な るんだ からな。 (短キ 間) あの 二人 

も、 まあ 云 は ど さう いふ 種類の 人間なん だ。 だから 奴等 

として は、 かう して 俺達と いふ 者に 見出されて、 此の 古 

今 未曾有と 云っても い k 一  大 陰謀の 一 役に 使 はれた とい 

ふ 事 はこ の 上 もない 幸. た つ たとい ふ ものなん だ。 

蕭晃 は \。 まあ、 さう 云へば さう です ね。 奴等 もこれ で 

..界 歴史に 名を殘 すと い ふ もの ですから。 …… 勿論 あま 

り 香ばしい 名ではありません が。 

(二人 去る。) 

第 四 幕 

具 安に 於け ろ 李 林 前 邸內の 一 室。 

右手！ J-火 いなる 寢魔 あり。 その上に辛林^^^はリ眠リ 

居る。 数名の 侍女、 及. ひ tl* 三人つ きそ ひも リ。 

(幕 わくと 羅布爽 と i 太 5^ 左手よ リ 出る。) 
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(II 者、 侍女 等 立ち上 リ挨按 す。) 

$  (ts 者 等に 小一 t\ 、—以下 同じ—〕 御樣子 はどうで 

す？ 

醫ー (小 It て —A 下 同じ—) 今、 ぉ寢 みに なって ぉゐで 

になります …： 。 (短 さ 間) が、 どうも  。 

宋渾 いけない のです か….。 

暨ー はい。 ど-つも その …… 。 何とも 申し上げ かねます の 

で …… 。 

宋渾 ほう を …… 。 

(間。， - 

羅布 では 全然 込み はない のです か。 

醫 一 いや、 勿論 それ は 誰し も斷定 する 事 は出來 ません が、 

正直な 所 を 申して 十 中 九まで は s« み はない と 思 はれま 

す。 

(栄 5^、 羅布 爽の兩 人目 i<J- 見合す。) 

羅布 お 目 ざめ になれば 一 寸 位お 話す る 事 は 出 來 るで せう 

力 

碧 一 はい、 それ は 出来ない 事 もなから、 つかと 思 はれます 

^  

羅布 さう です か。 (宋 5^ に〕 では、 とにかく 少し 待って 居 

てみ よ うぢ やない か。 

{太 渾 うむ。 さう しょ、. つ。  .： 


羅布 (錢者 達に) では、 少時く の 問 此處で 待って ゐ ます 

から ： … " 

0  ^ は あ、 左樣 です か" どうぞ。 

(羅布 宋 5^ の兩人 室の 左手 人口に 近キ 所に もる 車 

の 前に 腰ん 下す。 IS  .1?、 侍女 等 は 各々 もとの 所に 歸 ろ。〕 

羅布 やつば り 望み は 無い らしい な。 

栄 渾 ふむ …… 。(間) 折角 此處 まで やって おいて …… 。 を 

しい もの だ。 

羅布 ほんと に …… 。(間) どうかなら ない もの かな。 手 害 

は 十分 整つ て 居 るんだ。 何も 大將 一 入居 なくたって。 

0  f おさへ る樣 に) 駄目 だ。 (短， -V. 間) そり あ、 やっつ 

ける. た i: は や つ つけられる だら うが な。 その後の 事を考 

へ て 見， T 大將 でなくて 訑に 此の 大 仕事 を まとめる 事が 

出来る。 (間) まとめる 事が w 來 ないで 滅茶滅茶になる 位 

なら 何も 好んで.. てんな 危ぃ事 をし て 、 骨 を 折る 必耍 はな 

から うぢ やない か 一  ノ 

羅布 ふむ。 さう 云 や あ、 さうた が。 然し * その 中に あの 

楊 II 忠ゃ、 安綠 山が 何 か 事 を 仕出かさな い とも 限らない 

からな。 そ し て もし そんな 事に でもな り や あ 此方 は 早速 

お 拂ひ箱 だ。 それより 出來る 出來な い は 時の 運と して、 

とにかく 此方で 先手 を-つつ 方が よかない かと 思 ふんだ。 

栄渾 俺 は 不賛成 だ。 (短 キ問〕 いくら 老い込んで、 ぼけた 
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からって、 まだく あの 陛ドを 相手に 廻して、 勝つ とや 

ふ：^ 込の たつの は大將 より 他に はない。 何んだ、 あんな 

ぐう だら ベえ の Si 國忠 や、 靑ー ー^^の安祿山に何が出來る 

もの か。 駄： r だ。 駄： = だ。 大- § が なくなり あ、 俺 はやつ 

ばり 今迄： 迎り Si 下の 忠實 な家來 になる。 それが 一番？ 4^ 策 

だ " 何故 と 云つ て 俺達 は 今迄 のま.. - でも 何も 別 に闲 ると 

い ふ^あなかった し • 又 これから だってな いだら うから 

な、 

羅布 ふむ。 まあ、 さう 云へば、 さう だな。： 間) あ、、 然 

し、 かへ すがへ すも大 g は …… 。 あ、、 どっかよ くな つ 

て くれない もの かな。 

李 林 (うなされろ 如く) 陛下 は、 陛ドは 未だお みえに な 

ら ないか… - 。 

.ほ ォ、 ；！：^女^^！！ぅス/^する。〕 

ォ < 林 ぁ气 まだ か、 まだ か …… 。(又う と/、 つてし ま 

ふ〕 

宋 ；.^ おい、 ^ いたか。 「陛下 はま だお みえに ならない か」 

つて 云 はれた せ。 

羅布 確かだった な、 どうしたんだ らう。 

0 さあ、 どうした のかな。 


羅 布 夢で も 見られ たもの かも 知 れな い ね 。 

$ ふむ、 さう かも 知れない。 

(此の 時 左手の 入 uil 肅晃 人リ來 ろ。) 

$ お、、 蕭晃ぢ やない. か：  . 

蕭晃 (兩 人ん、 て) お、、 何た、 こ、 に 居た のか。 (1 K 

萆ん ひそめ ) 實は今 達 を 探し て 居たん だ。 

0 さう か。 何 か …… 。 

S 何かぢ やな い。 (义 1 段 s..^ ひそめ) 今 陛下が 此處に 

來られ るの だ.」 

. 「え >! つ、： .  :.o 

布  r" 

しつ。 御 微行 だ。 . 

布 うむ、 では、 こ \ で 殺って しま ふとい ふの か。 

晃 まるで 違 ふ。 (短告 間) 大 將病氣 になって から、 すつ 

かり 考 へ が變っ て し ま つ たらし いの だ。 熱に うなされな 

がらで もよ く 變な事 を 云 ふ。 「私 は 是非 貴郞に 申して おか 

なければ ならない 事が ある」 とか、 「お \、 どうかし つか 

り やって 下さい」 とか、 云 ふんだ が、 それが どうも 皆陛 

下に 云つ て 居る らしい の だ。 所が 今夜に なつ て いよく 

急に 是非 一 目 陛下に 會 ひたいから、 陛下に その 事 を 申し 

上げて みてくれと いふの だ。 

兩人 ふむ。 
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蕭晃 それで 俺が 使 ひ に 行った とい ふ譯 だ。 

羅布 陛下 は 何と 云 はれた？ 

蕭晃 直ぐ？？^知されたんだ。 もう ぐに も 此處へ 見える だ 

らう 0 

羅布 ほ を。 

蕭 I 光 それで K は 君達に 少した のみたい こ とが ある ん だが 

な。 

羅布 何んだ。 

蕭晃 うむ。 外で もない が、 何れ 陛ド と大將 との 對談は 人 

拂 ひだらう と 思 ふ んだ 。 所が 俺 は 是非 そ い つ を いてお 

かなければ ならない。 何故って、 それによ つて 俺達の 今 

後の方 針 をき めな けり あなら な いからな。 

羅布 ふむ。 

蕭晃 そこで. たな あ。 俺 はどうに かご まかして、 陛下が こ 

られな い 前に どっか その 邊の 幕の 陰に かくれる から、 陛 

下が 來られ たら 君達， 上手く やって、 俺の 居ない 事に 陛下 

が氣の 附 かない やうに やつ て くれない か ； 

羅布 うむ、 よし、 承知した。 

蕭晃 今 揚慎矜 にもに のんで は來 たんだが。 なるべく 大勢 

の 方が い.^。 ではた のむ よ。 い K かい。 

羅布 承知した。 大丈夫た。 

蕭： 光 §,b たのむ よ。 


宋渾 うむ。 

蕭晃 では 俺 は 行 つてく る  。 

(蕭 晃、 灰 i 林 前の 方に 行く。) 

蕭晃 (Is 种 達に S して) 目 は覺 めて ではありません か。 

0 一  おさめに なつ てと も、 おやすみ になつ てと もっかな 

ぃ樣 な御狀 態で.. - /さ い ます。 

蕭晃 どうで せう、 話しかけて もい、 でせ うか。 

0 一  左樣、 何 か 霜大な 御用なら 今の 中が よろしい か と^^ 

じます。 

f 光 さう です か。 では …… 。(.5^臺に近寄リ) 李林甫樣。 

a や 林窗 吸^ あく) 行って まゐ りました。 

率 林 むう、 2- か。 そして、 そして、 陛 …： 。 あの方 は 

何と 云 はれた？ 

M 直ぐ 御 承諾に なりました。 

林 お  > -、 さう か。 

晃 もう ぐに お いでになる で.. こざい ませう。 

林 醫者達 を 卜げ て くれ。 入を拂 つて くれ。 そしてお 前 

達 も 遠慮し て くれ。 俺達 は 二 人き り で 話さなければ なら 

ない 事が あるの だから …… 。 

蕭晃 承知 致しました。 (Is* 達、 侍女 達に むかひ) 御 き 

の 通り だ。 皆さん 下って 下さい。 

m 一  承知 致しました。 
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起さ 上らん と 努力して 居る。) 

玄.： ： 小 0^ 林^の その 樣子 1^ 見て、 いきな リ そっちに 近 リ 

ゆく) い、、 李 林 南. その ま、 でい \。 

や 林 はい。 然し …… 。 

玄ふ. 小 人の 爲め に 作られた 禮は 自然の 力の 前に は廢 されな 

ければ ならない …… 。 その ま」 で 居て 吳れ。 でない と 俺 

は 落ち 附 い て お前と 話 をす る 事が 出來な い 。 

李 林 はい。 では …… 。 (横 はろ) 

(二人共に 口.^ 切らん として 切リ 得ず。 重苦し ふ、 具 さ 

問。」 

李 林 (終に 決心して) 陛下！ (間) 陛下 を 今頃 わざく 

こんな 所 ま で 御 呼 び たて 申し た 事 を 御 許し 下さ い。 (間) 

私 はもう 長く は 牛； きて ほりますまい 。(間) そして 私 は 死 

ぬ 前に 是非 陛下 …； 陛下 だけに 聞 い て 頂きたい、 聞いて 

頂かなければ なら ない 事が あ つたの で •)  J ざ い ます。 

玄宗 李 林甫、 俺 は それ を 知って 居た。 お前が 俺に 云 はず 

に は 死んで ゆけ ない もの を もつ て 居る 事 を 知つ て 居た。 

だから^^は直ぐに來た。 

李 林 …… 。 

玄宗 「さあ、 何でも 云 ふが ぃ&。 俺 は どんな 事で も 許す か 

ら」 俺 はお 前に そんな 事 は 云 ふまい。 お前 は 俺からの 許 

し を必耍 とする 樣な 人間で はない の だ。 (間) 倚 は 死に ゆ 


(お *、 侍女 等货ぉ 手に 去る。) 

(其の 畔左 ^I'i リ 惯、 矜 出る。) 

陛下が 御着に なった。 

Bu^ さう か。 先刻 の^は 此の 人達に もた のんで おいた。 

(ぉ愼 始めて 兩人 LUC つ き 互 に 技 よろしく^む。 (昔 

ホ知 する) ぢゃ、 とにかく；  2g に 向う に來て くれ、 そこ 

で ごまかす から …… 。 

(ゆ" 一^にお の 方に ゆく。) 

mu^ 陛下が 御 になり ました。 

(ffiK 、上らん とし、 起 告られ ず) お i、 さう か、 直 

に 此方へ ぉ迎し 申して くれ。 

(制する) 御靜 かにな さらなければ いけません。 

お前 達 も 遠 慰して くれ。 惡ぃ樣 に はしない から …… 。 

御 安心 下さい。 仰せに は そむきません から。 

^^.M 一 一 一一； 歩お ん、 はなれ る 、 蕭晃皆 LLH く ば V して 皆 

^^ぺ^！の下手の方に歩く。 そこて 彼 は 1 人-てつと ぬけて 

お 乎に たれれ ろ WW の 後に かくれる。 他の 三人 は 急^ 左 

手に おろ。) 

(やがて 玄宗 一一-; 人に 案内され マ 出る。) 

玄ふ： 小 よろしい。 

三人 はい。 (* ろ) 

(水 •：. 林^に 玄 なの 來 たの に HIT が附 いて、 無駄に 床上 LL 
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く 友の 言 紫 をき く 氣で此 處に來 た ：： 。 

六 A 林 昨 曰まで は 敵の、 そして 今日は 友の  陛下。 

(二人 互に 顔，^ 見合 はす。 緊^^ぜる間。) 

S 陛下。 私 も 今 とな つ て陛 F の 前 に 哀れ つぼい 言 薬 を 

竝べ て 陛下の 御 同情 や、 お許し を 求めようと は 致します 

まい。 何故と 云って、 私 は 今でも el 分の しょうとして 居 

た 事 を惡ぃ 事と は 思 ひません から。 それに、 それに 死ん 

で ゆく 人間に とって 生きて ゐる 人の 思 「ややが 何に なり ませ 

う。 私 は 今懷悔 がまし く 私が 半； 前 陛下に 對し て 企 ん だり、 

行つ たりした い ろ/ \ の 事 をのべ る 事 は 致します ま い 。 

た ^-、 私が 今 陛下に 申して おきたい、 是非 陛下に きいて 

お い て 頂きた い と い ふ 事 はこれ からの 事です。 私の 亡き 

後 陛下が 天下 を 治められ るに 必要な 事です。 と 云 ひます 

の は 私 は 今まで 私の 計 甕の 資 現の 必要 上^の 中の 出來事 

で 陛下に 御 知ら せし なかったり.、 偽って 御 知ら せして 來 

たもの が 少なくありません から、 陛下 は 是非 その 事の 眞 

相 を 御 承知な す つ て おき 、 にならなければ いけません。 

( 間〕 勿論 御 承知 の 事で せ うけ れ ども 、 私 の 他に も 私 と 同 

じ 樣な事 を 企 て 、 居る も の も ある 真 ですから  。 

玄宗 うむ。 

(間。) 

李 林 陛下。 (短. -V 、間) 私自身の 場合 は 例外に して 頂きた う 


ゾ J ざいます が、 陛ドは 何故 彼 i.; マん 陶謀を 御存知に なりな 

がら、 それ を どうかし ようと はなさらない のです か。 何 

故 貴 郞は手 を つ かねて 彼等 愚 入 共の 向う 見ず の 企の 進む 

の を： Ts! てゐ らっしゃ るので すか。 

玄ま 許せ、 李 林甫。 俺 はお 前に さう 云 はれる と 面 H ない 

の だ。 (短き 間) 俺 はまう ろくした。 いや、 俺の 心 はくら 

んで しまった。 俺の 生活 は 亂れ、 俺の 政治 は 落しき つ 

てゐ る。 然も 俺 は それ を 知りながら、 それ を どうかし よ 

うとい ふ镇 にも なれない。 いや、 さう いふ 氣 になる 寧 は 

あっても、 それ を實 行す る根氣 がない、 努力 もしない。 

俺は駄 になった。 俺 は. H 分に 對 しての 信賴を 失つ てし 

まった。  、 

李 林 陛下！ 自分 {H 身 をみ くびる 事 は 時として 他人 をみ 

くびる よりもよ くな い 事です。 陛下 はそんな 方で はあり 

ません。 (間) を こが ましい 事 かも 知れません が、 今の^ 

の 中 で SIT に 代って 此の 大中國 を 今日 あるより もより 安 

泰に、 今 曰 あるより もより 隆盛に、 今日 あるより もより 

美しく する ことの 或 ひ は出來 ると 思 はれた の は 只 私 一 人 

で ノ /さいました。 又 その 自信が あれば こそ 私は陛 卜に 對 

し て あ .1 い ふ 事 を 企 てた の でノ /さ い ますが。 その 私が 亡 

き 後、 誰かよ く 陛下に 代る、 いや 代って よき 者が ありま 

せう。 そんな 人間 は 少なくとも 今の 世に はありません レ 


妃 fjfs とま 玄 


695 


1 人 もありません。 それ は 私が 斷言 します" 

豪 ： … 。 

辛 林 成ろ 程 それ は 陛下の 今の 御 心 は a れて 居る かも 知れ 

ませ ん。 陛下 の 今の 御 生活 は 亂れて 居る かも 知れません 。 

の 今 の 御 政治 も い、 ものと は 申せないで ございませ 

う。 然し 陛下 は 一 度 その 氣 におな りに なり さへ すれば 此 

さ. M 

の 大^^^國を1«びー 一十 年 以前の 狀に おもどし になる 事が 

出來 るので す。 そして、 たに ト だけに それが 出來 るの 

でございます。 

玄宗 李 林 IS 。お前 は、 お前 は本當 にさう 云って くれる の 

力 

辛 林 陛下！ 第一に 陛下の そのお 弱い お 心 を 御と りな ほ 

し 下さい。 四十 年 以前、 あの 暴 逆な 韋 氏.！ S:ll,q2 一族 を 打 

ち 倒し て 此の 大 帝國を 中興な さ つた の 陛ド の 元氣は 

どこに おやりに なりました？ (間)^ 下！ 私 は 陛下と 

して 1^ 敬した 事 は 只の 一度 もありませんでした。 然し 一 

個の 人と して は 私 は 常に、 常に 陛下 を 尊敬して 居り まし 

た。 そして 今でも 尊敬して 居ます。 私の 亡き後に 殘る最 

大の 政 者 は降ド です。 他の 如何なる 者が 陛下に 代って 

も、 ^下が ei され F おる より 以上に よく 夭ド を 治める 事 は 

出來 ません。 お i、 そして、 それ故に こそもう 再び 自分 

が 起つ 事の 出来ぬ 事 を 知った 今 • 昨日までの 陛下の 敵， 


恐ろし い 敬が 陛ド の 無二の 忠臣と 云 へない ま で も 無 一 一 の 

. 忠吿者 となり 55 た のです。 

玄宗 ：.… 0 

率 林 陛下！ 自信 をと り 返して 下さい。 さう してもう 一 

度 奮起な さって 下さ い 。 今にし て 陛下が お起ちに ならな 

ければ、 此の 中國の 天地 は 身の ., つず の ャクザ 者が 爭 

鬪の ちまたと なり、 その上 先日 降}^ のおつ しゃった 通り 

外 夷 の^ 躪の 下に まか され て 民 は 塗炭に 苦しみ、 我等が 

祖先の 國は失 はれなければ なりますまい。 陛下。 力 を 出 

して 下さい。 どうか、 もう 一 度 陛下の 力 を 出して 下さい。 

陛下 さ へその 氣に おなり になれば それ - J そ あんな 者 共 は 

何でもありません。 秋の 木枯しの 前に 飛び散る 木の 紫の 

35^ に 影 を かくして しま ふで..、 J ざ いませう。 そし て 此の 大 

中國， に 再び 安泰な 地と なり、 K は： 干 和の 喜び を享 ける 事 

が出來 るで ございませう。 (間) 然し、 それ は 今で なけれ 

ばいけ ません。 今です。 今です、 今と いふ 事が 必要です。 

今なら まだ 決して 遲 くはありません。 然し 今より 一 日お 

そく なれば 一 日 だけ 事は惡 くなる でせ う。 早くなさい ま 

し" 早く。 一時 も 早く あの 身の程 知らず どもの 根 を 打ち 

切つ ておし まひなさい まし。 (段々 一 W しさう II なって く 

ろ ) そし て 、 そし て 陛下 そ の 仕事に は 是非 あの 陳. M 禮老 

人 をお 使 ひなさい。 あの 老人 を。 あの人の 心は鐵 です。 
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もし 世の中に 信じ きれる 人の 心と いふ ものが あると すれ 

ば、 それ は あの人の 心です。 ぁ&、 然し、 もしも あの人 

がどうしても 動かなかったら ：… 。 そんな 事 は 萬々 ある 

まいと は 思 ひます が。 もしも 何と 云っても 動かない 様な 

事が ありましたら、 その 時 は 仕方が ありません。 張 九- 1 

か、 裴 耀 か、 王忠 11 か、 さもなければ あの 郭子儀 をお 使 

ひなさい、 これらの 者なら 恐らく 陛 1^ の 御 心の ま、 に 身 

命を賠 して 働 くだらう と 思 ひます。 然し、 出来る 事なら 

是非 陳. ヌ 【礎 を .：.. 。 あの人 さへ 出れば 他の 者 は 自ら 陛下 

の 下に 走せ 第 まるでせ う。 その上 地方の 者で も、 今、 都 

に 來てゐ る 河 西の 哥舒翰 や、 平原の； g 眞 卿、 常 山の 額果 

鄕、 繞陽 の盧全 誠、 南 陽の 魯灵 など は 間違 ひなく 陛下の 

御 味方 をす る でせ う。 そし て さう なれば 總 て はもう 陛下 

の 御 心の ま、 です。 あの 河 束の 靑ー 一才な ど は 物の 數 では 

ありま すま い 。 然し 陛下 吳れ 55<れ も 申し てお きます けれ 

ど 、 今 申し た 以外 の 人 を 力に なすって はいけ ま せんぞ。 

決して 人 を 過.：， ほな すつ てはいけ ま せんぞ。 世の 人心 は 今 

ではもう 陛下が 思って 居. りっし やる 以上に 陛下 を 離れて 

しまつ て 居る とい ふ 事 を 常に 念頭に お い て 事 をな さらな 

いと 間違 ひます ぞ。 それから 先程 も 申した 樣に、 何より 

大切な の は 早くと いふ 事です。 何よりも 早く、 一刻 も、 

一 瞬 も。 ま.た/\>と思ってゐらっしゃると联り；；^5|しの つ 


かない 樣な 事に なり かね ま せんぞ。 お、、 そして、 そし 

て それ は 陛下、 贵郎を だけで はない、 此の 中國幾 億の 民 

を 地獄に 蹴お とす 事になる のです ぞ。 陛 •>、 陛下に はも 

とより、 こんな 事 は 分りき つ てな の で ございませう ね" 

玄宗 分って 居る。 (短き 間) わかって 居ながら、 先き も 云 

つ た樣に 俺に は それ を どうす る 事 も 出來な い の た。 

え、 つ 0 

俺の 中なる 總て の 极氣は 俺 を 去 つ た。 

然し …： 。 

許せ。 俺 はもう 何事 を もす る氣 になれ ない の だ。 

で は 陛下 は 安 祿山を あの ま . ^にして お & きに なる 御 

；核 りなので すか。 

玄宗 お \、 俺 は 此の 年に なって K: び 武器 をと りたく はな 

い。 いや、 とる 力がない、 とる 氣 になれ ない。 俺 はどう 

かして 事 を 平穩の 中に すませた く 思って ゐる。 

李 林 事 は 決して 平穏 2 中には 濟 みません。 

玄宗 濟 まないだら うか。 

李 林 みません。 

玄宗 …… 0 

李 林 あの af- は 猪です。 一 度 走り出したら、 もう 何物 も 目 

に は 入らなくなる ものです。 その 猪が 今 あ 、して 走り出 

すの を ひかへ て 居る の は、 たに 此の 私が 此處 にあった か 
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ら です。 その 私が なくなったら …… 。 失 縛-ながら 陛- >、 

あの は 今、 もつ 卜 を 恐れ は 致しますまい。 

玄な …… a 

や 林 Si 下！ 御 決心が 必要です。 もしも 陛下が 此の 死に 

のぞんで K ろ 5- の 官ー架 を 御 £!；5 じ になるなら ば、 そして、 

下の 半半： を も つ て 築かれた 此の 國を 大事 だとお 思 ひ に 

なるならば、 そして、 そして 陛下の 御 心 一 つに その 幸福 

を かけ てゐ ろ^ 千 の 民草 をお 思 ひ になるならば、 陛下、 

今です。 一 e. も： ：！.  く 彼の 安祿山 征討の 兵 をお 出しなさい。 

そし て 寧 を 未然 に お ふ せぎ な さ い 。 私が 陛下に 申し 上げ 

なければ ならない はこれ だけです。 

OS? 問。) 

玄ぉ 李 林 (問) 俺に は、. it  、俺に は それが 出來な 

いの だ。 

問。) 

玄. お 俺に は 力がない。 极： 弒 がない。 俺は駄 H になった の 

だ。 

(長さ 間。) 

李 林 ^下！ (短- -V- 問) 私 は 此の 事に だけ はさ はりた くな 

かった のです。 けれども、 今と なって は 云 はない わけに 

は ゆか なくなりました。 總 ての、 總 ての 源が そこに ある 

のです から …… 。 


(玄- お 不安の 而 持。) 

李 林 許して 下さい。 私 は そこに ふれます。 陛下の 先刻 か 

ら云 はれた 事 は 皆 S です。 陛下 は 少しも まう ろくして で 

はない のです。 陛下の 根 n 戚も、 力 も、 聰明 さも、 皆 昔の 

ま \ です。 いや、 昔 以上です。 然も、 陛下 をして、 あの 

靑 一 一才の 前に 腕 をのば す 事 を 許さな いのはた y、 たど あ 

の 女、 楊贵妃 が あるた めな のです。 あの 女が 安祿 山の 味 

方に あるた めな のです。 

玄宗 お、。 

辛 林 陛下、 情 を 知らない 奴 だと 云 はないで 下さい。 私 は 

陛下の 御 心 を 察しない ものではありません。 然し、 然し、 

世の中に は戀 より 大事な 事の ある 事 を 知って 下さい。 

玄宗 お- -。 では、 ではお 前 は、 お前 はどうして もこの 俺 

にあ の 安 祿山を 伐て とい ふの か。 

陛下が 唁 愚の 名 を 百世に 殘 されたくない なら。 

あの 女 を 失っても、 あの 女 を …… 。 

男子が 一生の 仕事 は、 一女 子に 對 する 愛より 重大な 

ものと お 思 ひに はなり ません か。 

1 …： 0 

^^チ林 それが お分りに ならな ぃ樣な 陛下で はない JSC です。 

(县、 -V  、長き 間。〕 

玄宗 (K ざめ し 如く) お、。 (間) お前の 云 ふ 通りに しょ 
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陛下の 逆臣と なり、 今 又 陛下の もとに か へった、 そして、 

そして 三十 三で 死んで ゆかなければ ならない。 此の 男の 

手 を 握って ド さい。 

( 玄. ：- 小 兩 乎て 阁く 彼の 手， 捉 ろ") 

李 林 (ほ々 意 一お 膝 職と なり 、夢幻 的に なろ) お、、 陛ド。 

私 は 陛下に 對し て 無數の 恐ろし い 事 をた くらみました。 

けれども、 けれども 私 は 今まで 只の 一度 だって 陛下 を！！ 

ん だり、 きらった りした 事はありませんでした。 私の 敵 

とした の は 私の 道 を ふ さ い で 居る 陛下です。 陛下と し て 

の 陛下です。 人と して、 個人と しての 陛. 卜に は、 私 は 常 

に變ろ 事の ない 愛と 尊敬と を 持って おました。 お」、 愛 

と、 尊敬。 父親に 對 する .樣 な 愛と、 淳 敬と を もって ゐま 

し た" (間) お k 、陛下、 許し て 下さい。 .31. 劣に も 近い 私の 

種々 の 陰 st、 策略 を。 私の 樣な 位置に おかれ、 私の な 

望 を もった もの に は、 さう する より 外に ゆくべき 道 はな 

か つ た の で す"" あ 、 私 は 努力し た。 一 百姓の 家 に 生れ 

た 私 は此處 まで 來 るのに、 どれ 程. 努力した か… 。 (間) 

光 は 見えて 居る。 もうた に 一 歩と いふ 所 だ。 そこで、 そ 

こで 私 は 倒れた。 ぉ气 そして、 そして、 それ は 何もせ 

ずに 倒れた のと 同じ 事 だ。 あ、、 私 は 倒れた。 倒れた、 

そして 死んで ゆく の だ。 何もせ ずに …… 。 あ >1  。(がつ が 

リと. の 上に 倒： ：！-る) 


う。 (短 お前の 云 ふ： §: りに しょう，" 

李 林 それが 陛下のお とりに なるべき 道です。 陛下の 御爲 

めと いふより 天下の 爲 めに。 そして それ故に > J そ 私 は ず J 

れ程ま で に 官： M を つくして 云 ふので す、 

玄宗 お前の、 • お前の 云 ふ 事 はよ く 分った。 (間) 李 林甫。 

淹は 何故 早く 位 を 返かなかった かと 思 ふよ ：•：. 。(頓 白の 

如く) さう 思った 事 だけ は 幾度と なくあった ん だが、 お 

お、 俺に は それすら も 許されなかった のど …… 。 

(李林^5、 急に 苦し 氣 に うめく。) 

お X  、 どうした。 

陛下 …… 。 

お X、 苦しい か。 (間) ぁ气 お前が 生きて 居た な 

陛下！ 御 察し 下さい。 私 は 此の 歲 で-死ぬ のです。 

これから 何 か出来ようと いふ 曙光 を、 はるか 彼方に 見た 

だけで。 何もせ ずに。 (間) お、、 私 は 怒りたい、 のろ ひ 

たい、 泣きたい、 わめきたい。 然し、 それが 何に なり ま 

せう。 死 は旣に 罔 く 私の 心隨 をつ かんで 居ます。 あ \、 

私 は それ を 感じ ろ" 私 は 恐らく 明 の 太. 陽 は 見ないだら 

う- そして、 そして. も、 つ 二度と は 此の^に かへ つて 來 

ない の だ。 (突然、 無理に 起き ト： リ つ-) 陛ド。 私の、 私 

の 手 を 握って 下さい。 始めは 陛下の 忠臣で あり、 後に： H— 


率 m 率 


玄な 李 林甫！  (^林 拊，^ 抱き &す) 

S  卜！ 

(^林 * は^おの 手に 抱かれた ま、.； k  2。) 

(長さ 間 じ 

(玄， ；； 小、 ゃ林^^の屍，^-そっと来のヒに横へ る。) 

玄宗 お \、 惡 しき 地に 播 かれ、 生えた ち、 然も 時なら ぬ 

e- に 枯れて しまつ た 若き 木よ！ もしもお 前が 養き 地に 

生え、 のびく と 育ち、 そして. 大誇を めぐまれて BS たな 

らば … … 。 それ こそ 此の 中國は 古今に 比類 の な い 大爲政 

者 を 見出した であらう もの を。 (長告 間〕 李林甫 よ。 俺 は 

お >1 の 最後の 言 藥と、 忠告 を 無駄に はしない。 安らかに 

眠って くれ！ 

(李 林 W の 服ん ムと V て ゃリ、 ，^^3然と彼の前に禮して、 

左手、 人リ來れろ方に.1^ろ。) 

0S,  (^の 後 i リ出 る) 何とい ふ 事た！ (間〕 俺 は 此の 

,:z 分の 耳 を 疑 はないで は 居られない。 いや、 耳 所 か、 此 

處に 立って、 かう して あんな 話 をき いた/、 r. .. たいに 俺 

で あるか、 どうか とい ふ 事 さ へ 0 は し い た ：M 力 す る 。 

(問〕 然し、 それ は布责 だ。 何と 云った 所で 動かす 事の 出 

來なぃ^||^た。(間) これ はかう して は 居られない。 ぐづ 

ぐづ し て ほれば 何時 どんな nn に 會は される か 知れ たも の 

ぢゃな い。 (間〕 どうした らい、 もの か。 (長 告閩) お >1 さ 


うだ。 もうか， r なったら ：：： 。(間) さう だ。 さう だ。 それ 

がい、。 こ んな事 を 知ら せて やつ たら 安 祿山は 喜ん で 、 

俺 を 雷く S ひ てs^^、れるに相.連な い。 そし て 彼奴の 仕事が 

上手く ゆけば、 俺の みはと^ くわけ だ。 一所に やる 奴 

が 誰 だって、 そんな 事 はかま ふ 事つ ち あない" (問〕 さう 

だ。 さ-つしょう。 それが 一 番 利口な 道 だ。 

第五 幕 

第 一 場 

宫殴 内、 ^宗の 室。 

夜。  ， 

(玄 宗、 数 入の 侍女。 sssffi は 立って 舞って ねろ。〕 

玄宗 f お 1^:51 お に) よせ！ い K  、もうよ せ。 

(お 货& 驚 さ 舞， ^やめろ。) 

玄宗 (稍サ^^ち附ぃて) 今夜 はもうよ さう。 御苦勞 だった。 

皆 下 つて ゆっくり 休む がい，^。 

揚赏 (玄 {:: 小の 方に 近よ リ) 陛下。 どうかな さった ので ご 

ざいます か。 

いや、 どうもし はしない。 

でも …： 。 

心配す るな。 俺 は 一人き りに なりたい の だ。 (間) い 
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の 言葉 を 忘れた のか、 お、、 .M 宗ょ 立て そしてお"：^ 

の爲 すべき-お 後の 事 をな せ。 (間〕 爲 すべき〕 お 後の 事 を。 

お、、 さう 云っても、 俺に は 架して その 力が 殘 つて 居る 

の か 。 何事 か を爲 すだ けの 力が 殘 つて SS るの か、 總 ての、 

總 ての 力 は あいつ が 俺から 鸾っ て 行って しまったの では 

ないか。 俺 は 只. M 帝と いふ 面 を かぶって 一人き り 荒野の 

中に 立って Ills る樣な もの だ。 お、、 それ を 思へば、 それ 

を 思へば 俺の 勇氣 はく だける、 力 はぬける。 ぁ气ぁ \、 

俺 は。 俺 は、 どう すれば い、 の だ。 

(つ 化の 時.：： S 力士 人リ來 ろ。) 

髙カ 陛下。 (玄^ 氣 がっかぬ) 陛下！ 

玄宗 (ふリ むく) お、、 一： 问 力士 か。 

高 力 陛下。 今時分 突然 參 つて 陛下の 御靜思 をお 亂し 巾す 

事 をお 許し 下さい。 私 は ある 人々 にたの まれて 是非. 2:^ 

で 陛下に 御 願 ひ 申さなければ ならない 事が あります の 

で、 こんな 失 禮をも 顧みずに 私に 許された 特 樑を濫 川し 

たので ご ，ざ います。 

玄宗 願 ひとい ふの は 何 だ。 

せ S 力 他で も ございま せんが、 陛下 。(間〕 降下の 御 不與を 

蒙って 居ります 或る 奢が 最後に、 只の 一 度で い」 から 陛 

下に K 接 御 目に か & つ て 申し上げたい 事が あるから お S 

み 申し て くれとの 事で、 私もその ^£《情に感じ させられて 、 


いから 皆 下って くれ。 皆。 

赏 お、、 では、 あの 私 も …… 。 

宗 うむ。 お前 も ：••： 。 

貴 お、、 陛下。 

宗 氣づ かふ 事 はない。 俺 は 怒って ゐ るので はない。 S 

日 又き はう。 

(長き 間。) 

楊 貴 (In 然と) では 陛下、 失禮 いたします。 

玄宗 うむ。 

(皆 去ろ。〕 

玄宗 (立ち上り IS 白) 朝起きて は 今日と 思 ひ、 今 曰 を 過 

して は 明 HI こそと 思 ふ。 然し、 た e さう 思 ふ. たけで 曰 を 

すごし、 月 をす ごした。 女と、 酒と に ひたり、 .K となく 

晝 とない 歡樂に 溺れながら  。 あ、、 俺自 身に も 分 

ら ない。 何時まで かう して 居たら、 あの 女の 愛が 得られ 

ると いふの だ。 あの 女の 心 は 一 日 ； 曰と 俺 を はなれて ゆ 

くだけで はない か。 お、、 そして 俺 は、 それ を 知りな が 

らも、 た^あの 女の 側に 居たい だけの 爲 めに 俺の 爲 すべ 

き ii ての 事 を 放棄して、 馬鹿の 樣 にかう やって 居る。 お 

お、 .M 宗ょ、 俺の 心よ、 お前 は ー體 どうしたの だ、 あの 

李 林甫は 死に 臨んで 何と 云った ？ お 前 は あれ の あの 言 

葉 を 忘れた のか、 そして、 お前が 彼の 屍の 前に 誓った あ 


Kmsi  i 宗玄 
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(三 入室の 中に 入り、 一 3g 力士 は 少し 後に 他の 二人 は 前 

に 出て 立つ。) 

玄宗 俺 は お前 達の 來 て SK れた の を 嬉しく 思 つ て ゐる。 

g 玄 (からう じて) 陛下！ 陛下 は 私達の 申し上げる 事 

をお き、 下さいます でせ うか。 

(間。) 

玄宗 喜んで。 さあ、 お前 達の 云 ひたいだ けの 事 を 云 ふが 

い- D 

^玄 f 非 $5 な 努力. もって) 陛下！ 今の ま  > -、 今の ま 

まお けば 此の は 亡び てし まひます 0 

玄宗 …… 。 

蹄玄 私. に 幾度 も 陛下に 申し上げました。 そして 陛下の 御 

不與 を： i 恋り ました。 然し、 私 は 今お 後に もう 一 度、 私の 

生命 を^して 陛下に 中 上げます。 (間) 降下！ 安祿山 を、 

あ の 逆賊 安祿山 をう つ て 下 さ い 。 

玄宗 …… 。 

g 玄 陛下 は 今日で もま だ あの m;- の忠 を^ じ て ぉゐ でに な 

るので ございま すか。 あの 男 は^ 下に 弓 を et く な 者で 

はない と 信じて ぉゐ でな さるので ございま すか。 もし、 

さうなら 陛下 私の 首 を かけて 斷言 致します。 それ は 陛下 

のお 思 ひ 違 ひで あると。 

玄ふ； 小 (何 か 云 はんとす ろ〕 


かう して^ ドの 所に お 願 ひに 出た 次第で ごさい ますが， 

S! ド、 ^1下はその^!„?共の死をもっ ての 願 ひ を 御 許し 下さ 

いますで せう か。 

so) 

その 二人と いふの は 誰 だ。 

陳玄禮 と 張九齡 で，.、 J ざ い ます。 

玄 S と 張 九-齢！  f 間) ぉ气 ^はう。 

御 <s ^ひ 下 さ い ます 力 し 

おはう。 迎 れて來 るが ぃ&。 

有難う ございます。 一 一人 も さぞ！.： せぶ で ござ いませ 

う。 では 今 Id ぐ此處 へ 述れ て參り ますから …… 。 

(去る。) 

S お、、 俺の 持が ともかくも、 かう いふ a になって 

る g-, 偶然にも彼等が來たの 1^天がまだ俺に何^^かを 

せよ と 命じて ゐる のか も 知れない。 (歩告 廻ろ) 

(せ 2 力士の 後に 從 つて 蹄 玄 ST  IS 九 齡入リ 來リ、 三人 

入口の 所に た、 ずむ。) 

玄宗 お、、 ヌ禮に 九齡 か。 さあ、 此方へ 入れ。 

(三人 共^ 外の 感 にう たれる。〕 

S  ！^^^！^すろな。 お前 達 は ii: 界に思 ふだら う。 然し 倚 は 

お前 達の 思って 居る 程： H^is にな つ て は 居な い 。(問〕 さあ、 

此方へ 入る がい 
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お  > きになつ たのです か。 事が こんなになる 今日まで… 

…。では 陛下 は 此の 唐の 函家を 大切と はお 思 ひに なら な 

いのです 「5。 - 

玄宗 …… 。 

g 玄 どうし て 陛下が そんな 事 をな さ つたの か- それ を、 

それ を、 私に 敎 へて 下さい。 云って きかせて 下さい。 

玄宗 許して くれ？ 俺に は それより 言葉 はない の だ。 (間) 

始めの 間 俺 は 確かに あの 男 を 信じて ゐた。 然し、 それ は 

極く 始め の 間 だけで、 その 後 間もなく 俺 は 彼 の異 志を感 

じ た 。 然し そ の 時 俺 は あ の 男 を 相手 にす る氣に は なれな 

かった。 それ は餘 りに 自分の 力 を 輕 蔑し すぎる 様な 氣が 

した。 ，H 分 を 汚す 事の 樣な氣 さへ した。 俺は默 つ. て 捨て 

ておいた。 あ V、 然し、 今と なって みれば、 いや、 今と 

なる まで もな く、 寶は それが 俺の そ もく の 問 違 ひだつ 

たの だ。 手落ちだった の だ。 俺が さう して 彼 を 見の がし 

て 居た 間に、 彼の 勢力 は强 くな り、 大きくな つた …… 。 

脾玄 お \、 では、 では 陛下 は 彼の 勢力 を 恐れて、 ^を そ 

のま、 にして お きになつ たのです か  。 

玄宗 勢力 を 恐れて …… 。 お.^、 さう 云 はれても 仕.： 力が な 

いか も 知れない。 

陳玄 二 t つ。 

玄宗 (おさへ ろ 樣に) 然し、 さう 云 ふ 意味 は 俺が 彼の 武 


陳玄 (與 資して、 直ぐつ V ける〕 陛下、 陛下 は 先月 以來 

ひんぴんと 起る 武庫の 火災 は 何 を 語つ て 居る とお 考 へ に 

なり ます か 。 あれ は とりもな ほ さず 彼の 舉 兵の 準備が 旣 

兀 成に 近づいた 事 を 示す もの では ございま せんか。 彼の 

逆心 は 十年來 の 事で ノ J ざ い ます。 そし て 近く は 終に あの 

揚國忠 の 一 味まで を 己が： if 方に 引きずり 込み、 内外 力 を 

あはせ て 日夜 反逆の 鲜を とぎ 陰謀の 爪 をみ が い て 居 まし 

た。 お \、 今や 天下の 人 は、 皆、 悉く その 事實を 知って 

居る。 そして 陛下 は、 それ を 御存知ない。 國を あげて 一匹 

夫に 到る まで、 國 家の 運命に 心 を 痛めて 居る とき、 陛下 

は 安閑と して 曰 夜 酒色に ふけって ぉゐ でになる。 私に は 

陛下 の 御 心 を 理解す る 事が 出來ま せん。 

許し て くれ！ 俺の 心 は 俺 自身に も 分らな いの だ。 

え V-  ？ 

(少し 間，^ おき) 俺 は 知らな か つ たので はない。 (短 

さ 間) 知って ゐ ながら、 俺に はどうす る 事 も出來 なかつ 

たの だ。  . 

^玄 お、、 では、 では 陛下 は 彼等の 逆心 を 御存知だった 

ので ございま すか。 

玄宗 知って 居た。 (短-, V 間) ™„ ぶ-らく はお： IS 達の 誰よりも よ 

く 知つ て 居た でち らう。 

S ぇ气 それで、 それで 居ながら 陛下 は默 つてす て- - 
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力 的 勢力 を 恐れた の ではない。 彼の 智的 勢力 を 恐れた の 

でもない。 俺 は、 俺 は 彼の もつ 只； つの 武器 を 恐れた の 

陳玄 え、 つ、 彼の もつ ； つの 武器。 それ は、 それ は、 何 

です か。 

宗玄 (間. ^おさ) それ は、 …… 。それ はお 前 達 も 知って 

居る. だら う、 あの 女 だ。 楊贵妃 だ。 

、問。) 

^な お前 連 は 何とい ふ 事 だと 思 ふだら う C お、、 然し、 

あの s^、 いや、 今 もと 云った 方が 本當 だら うが、 とに か 

く あの 頃 t はに は あの 女 を 離れ て の 俺 ほ.； 5^ の 生活 と いふ も 

のを考 へ る 事 は出來 なか つ た。 あの 女な しで は 俺 は 只の 

一 日 も： きて は ゆかれない 氣 がして ゐた。 俺 は あの 女の 

奴， ほで あり、 人形で あり、 犬であった。 その 俺に とって 

は、 H^, 人なる あの 女が 俺に 手 向 ふ 敵に 組した の だ。 沲はど 

5 したら よかった の だら う。 

眯玄 お、、 では、 では やはり あの SS> は 木お だった のです 

か 。 あの 楊 $r 妃ま でが  一！^: になった とい ふ … … 。 * 

方 H 小 さう だ。 (短キ 問) どうして そんな 事に なった もの 

か、 俺に も 分らない。 然し、 とにかく， あの 女 は 何 の 

間に か、 全く 彼の 一味の 者に なって しまって 居た。 ぉ&、 

そして 俺 は 俺の 手 を 總られ た。 足 を 縛られた。 胸 を、 心 


を …… 。(間) お \、 さう して、 俺 は 自 分の 限の 前で 進ん 

で ゆく 彼等の 企ら み を、 馬鹿の 樣 になつ てち つと 見て 居 

たの だ。 見て ゐ るより なかった の だ 

^玄 (食 然として 〕 お \、 では 陛下に は此 唐帝國 よりも、 

あの 女の 方が 大事だった のです か。 此の 國は 亡びても、 あ 

の 女 さへ あれば それでい、 とお 思 ひ-にな つたの です か。 

玄宗 …… " 

陳玄 陛下！ 陛下！ 貴郞は …… 。 貴郞は 何故、 何故、 

もつ と 早く あの 女 を 連れて 贵郞の 位 をお 返き になら なか 

つたので すか。 さう すれば  。 さう すれば  。(口； 一 

もる) 

玄宗 本當 だ。 お前の 云 ふ 通り 俺 は 一 日 も 早く 俺の 位 を 去 

るべき であった。 俺 は その 事 も， 幾 K となく 考 へ た 又 幾度 

となく 決心し かけた。 (： 問) ^51し、 そこに は 俺に さう する 

事 さへ 許 さ ない もの に- い め つたの だ C 

蹄玄 それ は、 それ は 何です か。 

玄宗 お前 達 は 又 驚く であらう。 俺 は あの 女に 俺 以外の… 

• 。 いや、 俺 以外で はない、 只 一 人の 戀人、 本 當の戀 人 

の ある 事 を 知った の だ。 

^玄 え、 つ、 楊い バ妃 に、 あの 楊 貴妃に 陛下 以外の 男が： 

•:。 そして、 陛下が それ を… 。 

玄宗 さうた 。 俺 は 極く 早 い 頃 か り , 薄 々 それ を 感じ て は 
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居た。 そして 心 をな やませて は 居た。 然し、 恐ろしい 事 

•M は 、 俺が 安祿 山の 異 志に 感づき 始め た 頃から 段 々 と 俺 

に、 はっきりして 來た。 俺 は あの 女の 心に うつる 俺自 せ 

とい ふ もの を、 はっきり 見た。 俺 は あの 女の 前に、 少な 

くと も その 男と 並び 立つ とき、 た^ 此の 大唐帝 11 の 皇帝 

としての み 立って 居る。 そして、 その他の ものと して は 

立ち 得ない 事 を 知った の だ。 俺 は 絶望した。 絕 望に 狂氣 

する かと 思った。 (短告 間) あ \ 狂氣 して くれたならば、 

俺の 心が あの 時 狂氣し て くれたならば …… 。 俺 は どんな 

に それ を 望んだ であらう。 然し 俺の 理性 は 俺 を 見す て \ 

は2|^、れなかった。そして、そして俺は此の正氣の限で總て 

の 事 を 見て 居なければ ならなかった …… 。 りの 苦し さ 

に堪へ かねて、 俺は幾度その5;^,ど殺し、 女 を 殺し、 俺. H 

身 を も 殺さう と 思った か， 却れ ない。 お \ 然し、 俺に は、 

俺に は それが 出来なかった。 (間) 俺 は、 俺 は その E 力 を も 

愛して 居た の だ。 

^玄 え \ つ 。その raN,J も …… 、その 男 を も ：… 。 

玄宗 さう だ。 (問) ^^はぁの女を知らなぃ前からその男を 

愛して 居た。 一人の 女と して 愛して 居た C 所が、 その 俺 

の 女が、 俺の 女を雜 つたの だ。 今お 一の 俺の 愛人 は Ef- とな 

つ て 俺の 愛人 を j^j" つた 俺の 心 は憎惡 と、 怒りに $ やん た。 

(うめく 様に) おお &、 然も、 然も、 その 憎惡と 怒りの 問 


から も、 俺 は、 その 二人 を 愛さない では as られ なかった 

の だ。 (間) 俺 は 一 方 その 一 一人 を 死ぬ 程 憎みながら、 一 方 

その 二人の 寛大 此の上 もない 保護 1? でありた いとい ふ强 

い 要求 を 感じ た。 い や 保護者 でありた いので はない。 保 

護 者 で滿 足す る と い ふ氣持 だら う。 いや もつ と 露骨 に 一； ム 

ふなら ば、 その 場合 俺に はもう 自分が その  一 一. <• の 保護者 

であり、 とにかく、 その 二人に 有難 がられ、 或る 意味で 

愛されて 居る とい ふより 他に 生き 得る 道 はな かった の 

だ。 少なくとも、 それが-: g に殘 された 一 番樂 しい …… 道 

だった の だ。 お \、 そして、 俺が その 二 入に 對 して、 さ 

うい ふ 位 S を 保ち るの は、 少なくとも 完全に 保ち？ おる 

のは^の 今の 位置、 .isE おとい ふ 位置より ない の だ  。 

張 九 (费 然として) 陛ド！ では 陛下の そんた つまらな 

ぃ滿 足の 前に 此の 廣ー！ 1 の 運命 を 顧ら れ ない、 いや、 顧 

る必耍 がない とお つし やる の です か。 

高 力 (制して〕 張 九 齢！ まあ …… 。 

玄宗 (髙 力士に) すて、 おいて くれ！ 俺 はせ めて もら 

ひ た いの だ。 俺 は 出來？ おる だけ の 强ぃ 非難が 受けた い の 

だ。 今の 場合 俺に は 慰めよりも、 譴寊の 方が よりい &慰 

めな の だ。 

高 力 でも、 陛下、 陛下の 心 もお 察しし ないで …… 0 

玄宗 お  、高 力士！ お前に は 分って くれる か。 お前に 
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力 あれが 分らないで どう 致し ませう" 私 は 心から 陛ド 

の 御 心 をお ぉ+し 致します。 

ヤ： ふ 小 然しな、 高 力士、 何と 云っても 函 家に 對 して は 俺 は 

罪人 だ。 何と 云 はれても 返す 官 葉の ない Si 人、 少なく と 

も 不忠 ® き はまる もの だ。 俺に は、 俺の 醉 ひしれ た 心に 

は 此の 1K 安中の 人の 心より、 あの 女、 あの 曾て 俺 を 愛し 

て くれた こと さへ ない、 あの 女の 只 一 度の 微笑の 方が 贵 

とかった、 此の大^！：帝國そのものょりぁの女 一 入の心の 

方が 爽 とかった。 俺 は その 事に ついて N 分 をせ めよう 

と は 思 はない。 自分 E 身が 問 違って ゐた とも 思 はない。 

いや、 それ は 「せめる」 とか、 「問 違って る」 とかい ふ事以 

h の もの だ。 然し、 俺が、 此の 泉 帝と いふ 位置に あろ 俺 

が、 この 位置 をも賈 任 を も 忘れて、 その 戀 の爲 めに 俺の 

なすべき 車 をす て、 俺に 借され て 居る 權カを 濫用し、 そ 

れ から；？ る あらゆる 恐ろしい 事 を 顧みなかった 事 は 許 

せない 罪、 天下の 人々 に對 して 謝する に  一一 M 紫の な い 罪 を 

犯した もの だ。 その 點俺は に 何と 云 はれても 一 言 もな 

い。 許して くれ！ 俺 は 物の 公私の 別の 出来ない 人間 だ 

つた。 いや、 K 別で きても その 別に 從 つて 行動す る 事 

の 出來な い 人 ii. たった。 俺は^^分ー 個の 爲 めに 國 家の 運 

命 を危 くして 顧みない 人 ii たった。 俺 は、 俺 は m 帝と い 


ふ 位？ K に ほる 資格の ない 入 問 だ つ たの だ。 

陳玄 (默 然として！ 11^ たが、 ゆ 入 如と して 進み出て) 下！ 

降. 卜の 御 心 も 御 察しせ ずに、 た^ 一  途に 陛下 をせ め、 惡 

口した 事 を 許して 下さい。 

玄宗 あ、。 

陳玄 陛下！ 私 は 働きます。 私 は 働きます。 犬の 樣に、 

馬の 樣に。 陛下、 陛下の ために 働きます。 私の 命の つに 

く 限り、 力の っ^く 限り 働きます、 使って 下さい。 私 を 

使って 下さい。 私に 命じて 下さい。 陛下の 帝國を 守れ！ 

と 只 ニー M 私に 命じて 下さい、 私 はやります。 何に おそい 

事が ある ものです か。 年 はとっても 陳玄禮 です。 それに、 

いくら 亂れて 居る と は 云つ て も、 まだく 天下に は 陛下 

のために 身命 を をし まない 武將は 少なく はありません。 

何が、 何が あんな |!円 ニ才 などに まける ものです か、 どう 

か、 陛下 心 をき めて 下さい" そして 私に 命じて 下さい。 

只 一 言 「行け」 と。 

玄宗 陳玄 鱧！ (間) お前 は、 お. -、 お前 はこん なにまで 

なった 俺の 爲 めに、 未だ 働いて くれる とい ふの か。 

陬玄 (玄宗 の 前に 膝 ま.？ き) 陛下！ 私 は、 陛 の Si で 

はない ので ご  >.」 います か。 

玄宗 お、。 (睐 玄^の W に 手 1=^ おき、 ぐむ〕 陳. ヌ禮。 俺 

は、 俺 はお 前に 感謝す る) 
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貴 楊と 宗玄 


侍 玄侍玄 侍玄侍 


使 m 使 張 


^玄 陛下！ 

玄宗 陳玄 禮！ (間) やらう。 (間 - もう 一 度。 今もう 一 度、 

四十 年 前の あの 樣に . •：。 俺達に 殘 された 最後の 力 を 振 

まう。 

陳玄 お \ 降下 …； 。 

(此の 時 1 人の 侍從急 、入 リ來 る。) 

陛下！ 申し上げます。 

何んだ。 何 か 起った のか。 お前の 顔 は。 

は い。 只今、 あの 大 原から 至急の 使者が 參 りまして、 

卽刻 Si 下に 拜謁 いたした いと 申します …； 。 

宗 何に？ 大 原から 使者 だ。 

從 はい。 

宗 通せ、 直ぐ。 

從 はい。 (去ろ) 

玄 彼奴が、 安祿山 奴が、 いよく を あげたの ではな 

いでせ うか。 

ま宗 恐らく、 恐らく さ うだらう。 

陝玄 もし、 もし、 さうならば、 陛下  

(.Klilr* りの 使 * も わた J, しく 入リ來 ろ。 後 i リ侍從 

從 ふ。) 

使者 陛、 陛下 …… 。 

玄宗 € 者い て 話せ 。 安祿 山の 事 だら うが 。 


使せ は、 はい C 陛下" そして、 そして 大 原の 守 は. M れま 

した。 

張 九 えつ、 何に、 大 原の 守が やぶれた." 

§ はい。 敵 は 何 を 云 ふに も 二十 萬からの 兵 を もって： E 

ります。 然も、 大部分が 胡 人の 軍で ございます。 贐か五 

千の 守備兵で はどうす る〕 m も 出來 ません。 その上 多くの 

者は戰 はない 先に 逸 亡して しま ひました。 

九 何に？ 戰 はずに 逃け た？ 

者 はい。 

九 馬鹿な つ。 何とい ふ 事 だ。 

者 殘 りの 者 は iJC 死力 を盡 しました が、 どうす る 事 も 出 

來 ずに、 皆 殺される か、 捕盧 になって しま ひました。 そ 

して 安祿 山の 軍 は 虎の 樣な勢 を もつ て の 方に 進みつ 

つあります。 

悚玄 陛下！ もう、 かうな りまして は 一刻 を爭 ひます。 

直ぐに 今 直ぐに 追討の 命 をお 下し 下さい。 私 は 明朝、 

あけと 共に 此處 を出發 致したい と 思 ひます。 

張 九 陛下、 私に も Milr 明朝 出發の 命 をお 下 し 下 さ 

(間。) 

玄宗 行け。 行って くれ。 然し、 お前 達 だけで はない。 俺 

も 行く。 

一 
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陳玄 陛下！ 私 は …… 。 

玄宗 (おさへ て) 玄禮。 お前が さう 云 ふ の は 分ろ。 ( 間 ) 

然し、 然し、 どうか、 それだけ は 許して くれ？ 『今にな 

つても』 と 笑って くれ！ 然し、 俺に は出來 ない。 (短き 

間) あの 男 を、 あの 男 を 殺さなければ ならない とい ふな 

ら、 あの 女 を もとい ふの だら う。 お X、 俺に は ：•■: 。 

S 陛下！  Ef: と 女と は 違 ひます。 私 は 楊 貴 妃の事 を ゆ 

して 居る ので は ございません。 私 はた 丈 SIM 忠 の 事 を 5- 

し て る の でノ  /さ い ます。 

玄宗 お、、 然し、 彼 は あの 女の 兄 だ。 あの 女 は あれ を 1!- 

して 居る、 そして、 そして 俺 は あの 女に あの 男の 安全 を 

約して 居る。 俺に は あの 男 を 殺す 事 は 出来ない の だ。 ま 

かせて くれ、 俺に まかせて くれ！ 惡ぃ樣 に は、 惡ぃ樣 

に はしない から …… 。 

S 陛ド！ 勿論 私 は 陛下 を御强 ひゆす 事 は出來 ません。 

然し、 陛下！ あの 男の 涯を 知らない 横暴、 豪奢 は 長い 

間 全長 安の 民が 憎惡の 的で ございました， しかも その上 

あの mf: が安祿 山と 私に 通じて 居りました 寧 は 多少 心 ある 

者の 間に は 周知の 事資で > /さ い ます。 今 そ の lu^ 逆 者 を 打 

ちに 出 g する 時に あたって、 如何に 端くれと は 云 ひなが 

ら その 一味の 者 • 然も 表面 宰相の 顯. 職に ある 彼の 楊國忠 

を 後に 殘 して ゆく とい ふ 事に なれば、 出て ゆく 將卒、 後 


陳玄 I 

玄ふ： 小 、つむ。 他 も； 仃く。 (問) お、、 久しぶりで 俺の 中に 湧 

いた 此の 血よ、 ^業愁 よ、 戰場 こそ 今 俺の ゆく に ふさ は 

しい 所 だ。 

^玄 (歡？ せし つ， 0 お」、 陛下！ 

S 時がない。 出 殺の 準備 をしょう。 -使 * に) 御 苦勞だ 

つた。 ゆっくり 休む がい &。 

使 * はつ。 (.； ^る) 

,s  (云 ひにく さう に) 陛下 。(問) 一つ 降下に 伺って お 

かなけ れば ならな いおが J ざ い ますが …… 。 

玄ぉ 何に •：。 

陳玄 (力 ^J- いれて) 陛下 は 楊？ 1 忠 (玄 -〕： 小、 はっとす ろ) 

を どうな さる 御 心算です か。 

いざと いふ g- の 御 決心 は、 おありになります か。 

いざと いふ 時 …… 。 

はい パ間) これ は 堪 に 私 一 個の 祀 S にすぎない かと 

は ひます が …… 。(短. V 、間) 私 は、 あの ra? を あの ま、 ほ 

つてお いて は …… (u,^ つぐむ) 

玄ふ！^ ぉ&、 お前 は 先づ、 あの を 殺さなければ ならない 

とい ュの 力。 


も II 貴ト 3 と宗: 


に 殘る諸 入の 不服、 不安 は どんなで ございませ うか。 私 

は 恐り く 彼等が それ を默っ て は 1© ないだら うと 思 ふので 

ノ  J ざいます。 

秦 …… 。 

^玄 所が これに 反して、 今 出陣の 時、 勅 八 P をド して、 彼 

を 捕へ、 先. つ 出陣の 血 まつりに 彼 を 新つ てす てる 事が 出 

来たなら …… 。 お」、 それ こそ 軍に 從ふ將 卒の血 は 如何 

に も ぇ+^ つ 事で ノ  /さい ませう。 長 安 幾 百 萬 の 民 は 如何に 

快哉 を 叫ぶ 事で. ございませう。 そして、 又 それ を傳 へ き 

い た 犬 y の 民の 心 は 如何に 奮 ひ た つ 事で. - /さい ませう。 

その 時^ ド in ら 陣頭に 立 つ て 全軍 を 指揮な さるならば、 

それ > ,! そ 彼 の 安祿山 何者 で，. - /さ いませう。 犬. トは W び も 

との IKf になり、 中 s は た ^ 陛. ト の 御 心の ま、 に 動く で 

ございませう。 

玄宗 (何事かん 心に 決し c〕 お前の 云 ふ 事 は本當 だ。 (：i? 

ふ-間〕 その 通りに しょう。 

S お、、 irT  、私の 申した 事 を …… 。 

玄ま 明日の 朝、 彼 を 捕へ て 斬らう。 

S 陛ド！ 勝利 はも- 「此方の もので， ございます。 

f 此の 時 一 ん の侍從 おわて v^jij リ込 む。) 

陛、 陛. ト。 城 南の 大 武庫 か 火事で ございます。 

えつ、 何に つ、 城 南の 大 武庫が 火事 だ？ 


侍？ 化 (窓外、 稍 や 赤く なれろ 空，^ 指し) あれ、 あの 通り 

此 ig から も 見えます。 

^ま 失火 か。  き。 

X 武器 は 助かった か。 " IB. 

is つけ 火です。 つけ 火です。 四方、 八方から 一時につ 

けたので す。 そして、 そして 武器 は 一 つもお り 出す 暇 は 

なかった と： ぶ ひます。 

九 (どなろ) 番人 はどうし たの だ！ 

侍從 殺された のです。 皆 殺された のです。 そして 犯人 共 

は 火 を つ け て 逃げた の です。 それ を 誰も 知らな か つ たの 

etc 

^玄 陛 ド！ 

玄宗 If. (間) 仕方がない。 西の 庫の 古い 武器 を 使 

ヽ 0 

蹄玄 承知 致しました。 何に、 何に を 失望す る 事が ある も 

のです か。 大 は 逆臣に はくみし ますまい。 では  C 

(-;; 入； 仃 かんとす。〕 

玄ゥ 小 ひとめろ) 高 力士！ 

髙カ はつ。 

.s.y 小 お前に 一 寸 たのみたい 事が ある。 殘 つて くれ。 

せ g 力 はい。 

(膝 玄^ *  Si 九^ fc. ハ ろ。) 


玄 Xt2t 本 IMI 


玄ま 高 力士！ お前に は、 お前 だけに は 分って もらへ る 

だら う ：： 。 

せ 1 力 …… 。 

まま 俺 は， おい 間、 の 中 を さまよい ル. いた。 …… さう、 

餘 りに 長い間。 .E 分で も 分らない。 俺 は あの 女に 縛られ 

て £5 たの だ。 いや、 あのお だけで はない、 あの 女 を もと 

として 大勢の もの に . . . ： 。 俺 は どうす る 事 も出來 なか つ 

たの だ。 (問) お、^ し、 今、 人， 時が 來た。 俺が その^^ 

から 解放され る 時が 來 た。 餘 りに！ I く、 然し、 然し 確 

こ  a 

お 力 下！ 

玄な 俺 は 總てを 失 ふ。 然し、 總てを 0 る。 俺 は 淋しい。 

然し 俺 は 幸 ii, た。 

^3?カ お」、 S: 下。 

S 俺 は 明日の 朝 H ナく rlis^ 安 を 去る。 再び 此處に 還って 來 

るか、 それ は 分らない。 そこで、 俺 はたの みたい の だ。 

お前に、 俺の 知って ゐる 者の 中で、 只 ； 人 俺の 心 を 知つ 

て くれる であらう お前に 親みたい の だ。 

古 M 力 下！ 私に、 出來 ま. 1- る 率なら， どんな 事で も ：•：• 。 

(問。) 

$ 高 力 十：！ 俺 は、 俺 は あの 女 を 殺す 布 は出來 ない。 

f 問： 彼等 は あの 女 を 殺せと いふ だら- 「。 俺に は あの 女 を 


殺す 事 は 出来たい。 

•131 力 ST 卜！ 

$ 高 方 十！ あのお を 逃がして やってくれ。 あの 女の 

幸福 を 守つ て やつ て くれ！ これが 俺のお 前にす る 最後 

の 願 ひだ。  - 

せ？ 力 お、、 卜、 どうして …… 。 

+宗 身に つけ 得る だけの 金 をつ けて、 今夜の 中に あの 女 

を 連れて 逃げて くれ—， あの 女 を つれて …… 。 そして、 

そして あの 男 を も 速れ て。 

揚 I ま忠 をで. - 」 ざ い ます か ？ 

(うめく) お、。 I 間〕 李 龜年だ 


：: 入の ハ お；！ を 守って くれ。 どんな 所でで もい、。 あ 

の 二人に 幸福な、 光 ある 生活 を S り、 安らかな 涯を終 

ら せて くれ。 俺 は、 利己的な 俺 は、 それ を 俺 肉 身の 幸福 

のために、 平和の ために、 喜びの ために 望む の だ。 

せ 1 力 …… 。 

ま-;. 小 高 力士！ お前 は 此の 俺の 最後の 願 ひ を 承知して は 

くれない のか。 

髙カ …… 。 

まみ ポ 高 力士！ 俺 はお 前に 賴 むの だ。 (間) お前 も 知って 

おる だら， 「が、 俺の 力 は いろ，^ の 者に そぎ とられた。 
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I 

正直に 云って、 今 俺に は、 あの 安祿 山に 勝てる とい ふ 確 

かな 自信 はも V 、ない の だ。 若し 一 度 俺の 軍が 破れたなら、 

そして-犬 下が 安祿 山の もの になったなら、 よし 彼の 味方 

をして 居た と は 云へ あの 女の 蓮 命 は 安らかな、 幸福な も 

ので は あるまい。 俺 はお 前に 頼む の だ。 お前 は 此の 俺の 

最後 の賴み をき いて はくれ ない のか。 

一 n;^ 力 陛、 陛下。 私が 御 引受け 致しました。 此の 事 は 御 心 

に はお かけなさい ますな。 

玄ぉ 高 力士！ .一;? 難く 思 ふよ。 

古 1 力 陛. ト …… 。 

(間。) 

玄宗 それから、 それから、 あの 楊 を も 使 ひ を やって 

くれ。 今夜 直ぐに 長 安 を 落ちる 樣 にと …… 。 

高 力 えつ、 楊！！ 忠をも …… 。 

玄宗 お. 1。 あの 男 は 馬 だ。 安祿 山に 一 味しながら 今 は 

もう 捨てられ て 居る. た ら う。 そ れ で な け れば 今頃 まで 長 

安に ぐ づ./ \ して 居る はない。 可哀相な 男、 そして あ 

の 女の 兄 だ。 とにかく、 あいつ を も 助けて やってくれ。 

髙カ (きつば りと) 承知 致しました。 

玄宗 頼む …… 。 

高 力 陛下！ では 時が ございま せんから、 いづれ 又 後 

程 ；… 。 


玄宗 いや、 もう 會ふ暇 は あるまい。 いや、 暇 はあって も 

會 へば 又 別れが 苦しい。 

高 力 お k、 では 陛下 は、 もう、 あの 楊 资-妃 にも …… 。 

玄宗 お、、 會 ふまい。 今と なって、 もし、 未だ あの 女が 

僞 はり を 云ったら …； 。 お、、 それ は 俺に は堪 へられな 

い。 俺 はもう あの 女に 會 ひたくない。 

高 力 お \、 でも、 でも、 もし 楊 贵妃に 陛下の 此の 御 心が 

分って、 是非お 會 ひしたい と 申されたら ；… 。 

(間。) 

玄宗 (激しき 苦悶の 後) 默 つて やってくれ！ 默 つて や 

つて くれ！ 何も 云 はずに 彼女 を 1^. れ 出して くれ" まて 

の 事 は 俺が 戰 場に 去って から …… 。 お. -、 俺が 此の^ を 

去って から 明かして くれ …… 。 

高 力 何 を、 何 を 御 心 弱い 事 を おっしゃい ます。 

玄宗 心！^ い？ お、、 然し 、鬼が 得 十-江 を 飛び こさつと 

云 つ たら 誰が 笑 はない 者が あらう か。 力の ない 者 は 弱 い 

事 を 云 ふより あるまい …… 。 俺 とても ：… 。 

せ 2 力 (おさへ て) 陛下！ 陛下 は餘り 御.！ H 分 を 見くびり 

すぎ て お ゐ で になり ます。 い くら 誰が どうした か ら と：； ム 

つて 陛下 は^ 下です。 そんな、 そんた 事 を おっしゃ ると 

ま  0 

玄宗 お前 は 知らないの だ。 誰も 知らないの だ。 李林^^か 


玄 hS 玄 ufl 


て 如何に 數々 の 罪 を 犯した か。 そしてお 前から 如何に 數 

數の よさ もの を もらった か。 俺 はお 前の 罪人で あり、 お 

前 は 俺の 恩 入 だ。 お、、 俺 はお 前に 謝 I 非し、 感謝す る 俺 

を 許して くれ！ (間. 俺 は 幸福 だ" 今、 今 俺 は 自分 を 幸 

福な 者 だ と 思 へる。 お、 -、 た^、 た^ C お 後に 一 度 だけ で 

もお 前の 誠心 を 見る 事が 出來 たなら …… 。それが 淋しい。 

た^それ だけが、 お前の 誠心に ふれずに 死んで ゆく， た 

だ それだけが. 淋しい。 (間〕 然し、 然し 今更 何 を 云 はう。 

誰に 入の 心を强 ひる 事が 出来よう。 俺 は、 もう 何もお 前 

に 求め はすまい。 たや、 俺に、 此の 俺に お前 を 愛する 事 

だけ を 許して くれ。 たに、 それだけ を、 それ 以上に、 お 

お、 俺 はお 前に 何 を 望まう …… 。 

(武庫の 楝 燒け范 ちたら しく、 此の 時す さま じき 勢て 

火の 柱が 天に 逆立ち、 すごい 昔 かすか LLM ゆ。) 

宗間 ぁ&。 俺が 半生の 努力 を 語る、 あの 城 南の 大 武庫 は 

燒 けた。 あ， たか も. その 燒け おちた 灰に も 似た 俺の 餘生 

を絕 てと 敎へ るかの 如に …； 。(問) 萬 事 はすぎ た。 萬 事 

は ：… 。 六十 年に 餘る 俺の 牛； 涯、 夢の 樣に、 たに 長い 夢 

の樣 に。 

第二 場 

同じく 宮 i1 內" 庭園に 接せる 大廣 間。 


::: 。 a み ひかけ て やめろ) . 

玄 小 ニム ふまい。 きいて くれるな。 (間) お前の 云 ふ 通り 俺 

は 心を强 くもた う。 然し、 俺 はもう 會 ふまい、 あの 女に 

も、 お前に も、 者で 居て くれ！ (强 ひて) 又會ふ 時が 

あるか も 知れない C 

陛下。 (間) では、 その 時 をお 待ち 申して 居ります。 

お、。 ^ん だぞ。 

はい …… 。 (！^^にた へ かれ<^3:ぶ、足に^ろ) 

(始め、 ^^然とーぉの屮央に立っ て^ろが、ゃがてぉ5の 

所にゅ.^、火^^のカ.^眺めろ) お、、 倚 は、 俺 自身に も 分 

ら ない 盲 n の 力に 引きずられ 此處 まで 來た。 (間〕： S なる 

もの も、 外なる もの も、 總 ての 力 は 俺 を 見捨て k しまつ 

た。 (問) 陳.： ャ M の あの 熱誠に 動かされて、 あの 時 あ k は 

云った もの --今 此の 俺に 何が 出來 る。 今出来る 位なら、 

今 を • またずに して 居たら う。 俺に は その 力 はない。 その 

カのなぃ^！^を知っ て：： W るから こそ 俺 は 今まで、 かう して 

おた の だ。 あ」、 かうな つた 人 S3 に殘 されて 居る 事 

は、 たド與 へられた 後の "盃 を いさぎよく 飲み ほす 事 だ 

けだ。 さう だ、 それだけ だ。 た r、 それだけ だ。 

(f  ir〕 

ぶお (炎 然〕 許して くれ！ 楊 贵妃！ 俺 はお 前に 對し 


投 玄 楊 玄 る !i 


,s え、 ッ、 だから. だから 私に <§3 ひたくない。 何故で 

す、 何故です。 きかせて v„ 'さい。 

玄ぉ ：… * 

揚貴 お 、 、 陛下！ ( 突然 玄宗 の 胸 IL 鎚リ つきつ、 ) 私 は 

そんな 者に なつ てし まった ので ございま すか。 陛下 御自 

身 御 出陣な さると いふ 一 大事 を さへ 知らせて 頂く 事の 出 

來 ない； な 者に なつ て しまったの で. ご V」 います か。 犬の 

樣に、 犬の 樣に捨 て ら れ てし まつ た の で.. - J ざいます か， - 

玄宗 …-。 

极貴 おっしゃって 下さい。 おっしゃって 下さい。 私 は 

V に 何か惡 い 事で も 致しました か。 何 か i!- 卜の 御氣 にさ 

はる：； 採な 事で も 致しました か。 お、、 もしも 私が 知らぬ 

間に 犯し て 居る 手落ちが あ つ たら、 惡 事が あったら 私 は 

陛-ト の 前に 膝 をつ いて あやまります。 身 を ©げ て 謝 I 非し 

ます。 打つな り、 蹴るな り、 陛 卜の 御 自由にな さって 下 

さい。 お、、 た^ 私 を 見捨てる だけ は、 見捨てる だけ は、 

許して ド さい。 

玄ま …… 。 

0M お、 陛ド. 陛下 は 私の 胸です、 頭です、 心です。 陛 

下の 御 側 を 離れて 私 は 一 刻たり とも 生きて 2e る 事 は出來 

ない のです。 どうか 私 を 見捨てないで 下さい。 見捨てな 

い で ド さい" 


！く。 

(.M 上に は 多数の 兵 リ 居ろ 樣子。 人の ざわめ さ、 太 

鼓の JiH、 その他の 音 i- 々聞 ゆ。 玄. お、 武装し、 じく 

武裝ぜ る 数人の 武士，^ 從 へて 左手 リ 出ろ。 ！ S 時 LL 右 

手 i.:r 揚袁妞 髮.^ ふリ紘 し、 背い、 い 額して 出ろ。 

数人の 侍女 從ふ。 玄 宗は投 貴妃. ^見て 愕然とし \ 上乂 ち 

止る。) 

玄 ふ. 小 (取 リ亂し つ 、 ) 高 力士に、 高 力士 に會 はな か つ た 

力 

貴 そんな 者に、 そんな^1<?には會ひません。 

お お、、 お前 は、 早く 逃げなければ いけない。 

M 何 を、 何 を. 私が 逃げる のです。 

宗 お、、 逃げて くれ、 逃げて くれ、 お前 は …； 。 

货 陛下、 隙 下。 貴郎は 贵郎は あんまりです。 私に 默っ 

て、 私に 默 つて 戰 ひに お行きになる なんて、 あんまりで 

す。 あんまりです。 

玄 ふ； 小 楊 贵妃！ そんな 事 を 云って る g- ぢゃな い。 CI.  く、 

早く 身 を K せ、 危 いの だ。 

S そんな 事 を、 そんな 事 を …… 、 あ、、 私 は、 どうし 

たの だら う。 貴 郞は私 を 捨て、 お行きになる の だ。 あ、、 

私 は …… 。 

玄ふ： 小 お、、 だから 俺 はお 前に ひたくなかった。 
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玄ふ： 小 二せ し 1^ に、 然し、 それ. 制しつ、〕 心配す るな J 

萬 亊は高 力 十； に 一ぶ ひつ け て お い た。 お前 達 は 俺の 去 つ た 

後 も 決して！. f 自由 はしない だら う。 

mm  (^然と- 1; ろ 如 i- 、態に て〕 お、、 ト、 贵郞 は、 貴 

郞は 私の if- 活 の 事 をお つし やる ので ノ  /さ い ます か。 い や 

し い 物質的の 活の窜 をお つ しゃる の で.. こざり ます か。 

、is^ 然じス チリ 力 か に) あんまりです。 あんまりです。 陛 

•  ト。 私 はそんな、 そんな 人 問ではありません そんな、 そ 

んな . •:。 お >|、  Jfs.H、 私 は  。 .A-f つし よ、 つ。 ど うし 

よう …… 。 私 はそんな 意味で 云った のではありません。 

^ の 大事な の は srT の 御 心 です。 陛 "十の 愛 です 私 の ほし 

いのは それ， たけです。 それが なくなった 時、 私の 前に 總 

ての 光はなくなる の です。 私の 半 -活 は 斷ち 切ら れて しま 

ふので す。 その 陛下が あんな 事 を おっしゃる。 あ 

n£ は、 私 は、 どうした らい、 の だら う。 どうしたら、 ど 

したら ；… 。 

f 間。) 

お.：. 小 (苦痛.^ おさへ て 、ま々 しく〕 揚 環！ 

rsaJK 妃思 はず！^.^ 上げ 玄宗. ^见 る。) 

$ 今にな つても、 今にな つても、 未だお 前 は 俺の 前に 

ハギ 常の 事 を 云 は、 「と はしなかった のか。 

m^M  (始め 少昨 くま. K の 言 菜の 意味が 分らな いて 居ろ が、 


やがて 其 意味， ^さとり 驚き つ、 巧に それ.^ おしかくしな 

がら) 陛下、 私 は 何も 陛下に …… 。 

玄ふ： 小 (おさへ て) 偽の 上に 僞を 重ねる の は 止せ。 (短い 

間) 俺 は 今までの 長い間の お前の 偽 をせ めようと は 思 は 

ない。 いや、 それ 所 か、 お前に その 長い間の 偽を强 ひさ 

せた 男と して 俺 はお 前の 前に 許し を. I 乙 ひたく さへ 思って 

居る。 (短. V 、間) 然し、 然し 楊贵 妃、 俺 は 今のへ，. の 場合お 

；! 1 に 偽 を 云 はせ たくなかった。 又き、 たくなかった。 だ 

から、 だから俺はぉ前に^？；！！はずに行かぅと思っ た。 

S … . 。 

玄-: ポ 楊 貴妃！ お前 は 俺が お前 を 捨て、 戰に 行く と 思つ 

て 居る のか … … 。(間) 俺 はお 前に 捨てられて 戰 場に 行く 

の だ。 そして 恐らく 其處で 死ぬ だら う" 

S え、 つ、 死ぬ？ 死ぬ？ 

玄宗 さう だ。 死ぬ だら う。 (間) 楊 貴妃！ 俺 は 何も： K は 

ずに 行きた く 思つ て 居た。 そし て總て の 事 は 俺の 去 つ た 

後で 高 力士から き い て もら ひたく 思 つ て た。 その 方が 

お前の 爲め にも、 又 俺の 爲め にもい. -と 思って 居た。 然 

し 今此處 で、 かう してお 前に^って みると 俺 は 此の ま k 

默 つて 行つ てし まふ 事 は 出来ない 氣 がする、 一 刻 を爭ふ 

時 だが、 出来るだけ 手 短 かに 總 ての 事 を 打ち明けよう。 

聞 いて くれ。 
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S  (^つて 頭.，^ たれて 居ろ〕 

玄宗 (武士 達に〕 一寸の 間遠 盧 して くれ。 

武士 達 はつ。 (皆 左手に 人ろ〕 

(間。) 

玄宗 楊 環！ (椅 赏妃 にず、 額， やわげ て 玄宗. ^見る) 

お前 は 何も 知らな い の だな (短 > 間)。 俺が 何も 知らない 

と 思って ゐ るの だな。 

揚中 K  (不安と、 恐怖との 色ん-もって 玄宗 ん-晃 る) 

(間 じ 

玄宗 俺 は 知って 居た の だ。 何も彼も 俺 は 殘らず 知って 居 

たの だ。 

楊贵 (不安と 恐怖と.^ もって) 陛下！ 

玄宗 お前が 俺と 一緒に 募して くれた 幾年 月の 間、 お前が 

只の 一 度 も 俺 を 本當に 愛して くれた 事の なかった 事 も、 

毎日 毎日お 前が 俺に 偽 を 云 ひ、 偽 を 見せ、 苦しい 狂言 を 

演じて 居た 事.^、 比の 三年： 來、 あの 安祿 山に まど はさ 

れて、 終に お前が； S にで は あるが 弓 を ひく 入 間にな つた 

事 も …：. 0 

揚貴 (驚愕と、 恐怖との 烈し ふ- 發作 *w もって) お、、 陛 

下、 陛下、 陛 (玄宗 の 足元に 膝まづ く) 

玄宗 何も 恐がる 事 はない。 先刻 も 云った 通り、 俺 は その 

事で お前 をせ めようと は 思 はない" いや、 俺に はお 前 を 


せめる 事 は 出来ない。 (間) た^、 たに、 俺 は 今 死にに 行 

く 今、 一 言、 た，. * 一  言お 前の 偽で ない 言葉が き& たいの 

だ 。最後の 前 只 一度で い、 お 前 の 誠心が たいの だ。 お 

前 は 此の i ほの 願 ひ を かなへ て くれない か。 今にな つても 

未だ 俺の 前に 偽り の 人 として 立ち、 俺に 偽 を 信じ させよ 

うとす るの か。 

楊 貴 お k、 でも 私 は、 私 は …… Q 

玄宗 お前 は 本 當の事 を 云 ふの が 恐ろしい のか。 本 當の事 

を 云 ふと 俺が お前 を 罰 するとで も 思つ て 居る のか。 お前 

は 女 だな。 (間) お前に は 今と なって 未だ 此の 俺のお 前に 

對 する 本 當の心 持が 分つ て くれない のか。 此の 俺が お前 

を どんな 心 持で 愛して 居る か、 分って はくれ ない のか。 

(間〕 成る 程 それ は 俺が お前 を 知った 最初の 間 俺 はた に 盲 

人 の 樣に お前の 愛 を 強要し お前 を 苦し め たらう。 然し そ 

れは 最初の 中 だけ だ つ た 害 だ。 其の後 俺の 心の 限が お前 

を， 却 つた 事に よつ て 開か れ出 すと 共 に 俺 は それまでの 自 

分の て ゐた事 思 つ て ゐた 事の SSPJ^ 一 ひだ つ た 事 を 知 つ て 

來た。 自分 さへ 望めば 何事 も 意の ま& になる と 思って liS 

た 俺の 誤信 は 根柢から くつが へされた。 俺 は 空しき 帝王 

の殼 から 脱げて 始めて 一 個の 人 問と して 立った。 そして、 

俺 は それまでの 俺が お前に 對 して 求めた 樣々 の 無？ ^な 要 

求に 對 してお 前に 恥ぢ、 謝罪した く 思った。 然し、 俺の 


も [IK はとん: i< 


7)5 


變な {TD^- 心が 何故か その s. 俺に さう する _ ^を 許さな か つ 

た。 (問) 他の iltl^ 心？ いや、 いや、 俺に は SI:^ がな か 

つ たの だ。 お前の 前に その 事 を 打ち明ける だけの 勇氣が 

なかった の だ。 (Is さ 間) …… 。 俺 はた y むの 中で はお 前 

にあ やまり、 心の中で 俺の お前に 對し て の 態度 を 改め た 

…… 。 然し それ はお 前に は 分って はくれ なかった …… 。 

(il) 泣く 事 はない。 お前 は 何も 泣く 事 はない。 お前に そ 

れが 分らな か つ た の はむしろ？； E り 前 だ。 そ の "S^WI は お前 

になくて 俺に あつたの だ。 (間) 俺に は s 信が なか つたの 

だ。 その e. 俺 は旣に 年と つた 老人だった。 お.： に 

はお 前のお い 心 を 引きつけ る 男は澤 山お た。 俺に は 一個 

の 人と して、 お前 を 俺の ものに なしうる. S おは もてな か 

つた。 も、 然も、 俺に はお 前な しの 生活と いふ もの は 

考 へ る 事 さ へ 出來 なか つたの だ。 そこ で 倚 は意氣 地な く 

も、 それが 如何な 鹿 々 々 しい 事で あるか は 知りながら、 

iE 分の 心 をお しかくして、 带 王と いふ もの」 特權を もつ 

てお 前 を、 いやお 前 の 身 K を 無 理に 俺の 側に ひきつけ て 

おいた の だ" 蟲 よくも、 さう やって K る 巾に は 何時か 自 

然に 俺の 心が お前に 分って くれる 事 も あるかと 思 ひなが 

ら …… 。へ 1?) 然し、 終に 俺の 望んで た 様な 時は來 なか 

つた。 お前の 心 は 一 曰 ； 口と 俺から 離れた。 そしてた う 

とぅ,^..;く他の男のものになってしまった。 


楊货 え、、 陛下、 え、、 私が、 私が …… 。 

玄. お 楊 環！ お前 はお 前が 俺 を ふみにじって、 あの 李龜 

年の 下に 去つ た 事 を 知 つた 時の 俺の 心 を 察し て くれる 、 > 

とが 出來 るか。 いや、 いや それよりも、 それよりも、 そ 

の 後お 前 達 一 一 人が 巧に 俺 を 偽 い て 居る 積り で、 種々 の 見 

るに 見 かね る 樣な事 を 俺の 前で する の を 兑た時 の 俺の 心 

持 を 察する 事が 出來 るか" 俺 は 幾度お 前 達 一 一人 を 殺して 

ま 分 も 死なう と つたら う。 然し、 然し、 俺に は それ を 

する 力 さ へ なか つ た。 さう し て はた^ 默っ てお 前 達の 

する 事 を 見て 居た  。 

S ね (陛下の 足元 11 病.^ なげる) 陛ド、 陛下、 ff5 の 罪 を 

お許し. ト さい。 

陛下 許して 吳れ とい ふの は 俺の 方 だ。 俺 は 求む ベから ざ 

る もの を 求めよう としたの だ。 お前の 心に ない もの をお 

前の 心から 引き出さう としたの だ。 そし てお 前に 偽 を 云 

はせ、 偽を爲 せた の だ。 はお 前の 前に 罪人た」 然し 許 

して SK れ！ この 爲 めに は 俺 も 苦しんだ の だ。 苦しみぬ 

いたの だ。 さあ、 立って くれ、 そして 此の 互 ひ を あざむ 

き 合 ひ、 苦しめ 合った. 然し、 恐らく は 互 ひの 心 を 育て 

あった 一 一入が、 此の世に 於て 只 一 度の 誠心からの 抱擁 を 

しょうで はない か。 

S でも 陛下、 でも 陛下、 私 は、 私 は …… 。 


TIC. 
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陛下 楊 環！ お前 はま だ 俺の 心が 分って 吳れ ない のか。 

此 の 俺が 、 今 はお 前に .と ん な 愛 と 、 感謝 と を も つ て 居る 

か 分って くれない のか。 俺 は お前 の爲 めに 俺の 名 譽を失 

つたら う。 俺の 國を 亡ぼした らう。 然し. 然し、 俺 はお 

前のお かげで 俺の 魂 をと りかへ した。 そして、 お、、 よ 

し、 その 生活 は 如何に 苦しかった にせよ、 俺 は 人間ら し 

く、 人間ら しく 生きる 事が 出來 た。 俺 はお 前に 感謝し な 

いで 誰に 感謝す る 事が 出來 よう。 お前 は 俺の 母 だ 一" 俺 を 

入 間と して 生んで くれた 本 富の 母， た。 さあ、 たって、 俺 

の 手 を 握って くれ！ 

楊 贵 (陛下の 足に すがり) 私 を 速れ て； 仃 つて 下さい。 私 

を 連れて行って 下さい。 どこへ でも. どこへ でも、 陛-ト 

のおいで になる 所に 連れて行って 下さい。 私 は 何でもし 

• ます。 何でもし ます。 陛下の 爲め になら 何でもし ます。 

どうぞ、 どうぞ 私 を 助ける と 3 やって、 陛ド のお そばに お 

いて 下さい まし。 

(間。) 

玄ふ. 小 お 、 、(保ぐ む ) 楊 貴妃- (彼女 の 手^と ろ〕 分って 

くれたの か。 

楊 貴 陛下、 陛下！ 

(二人 固く 抱き合 ふ. -) 

玄 i: 小 (少時く して) 俺の 願って、 然も 求められずに 居た 


もの は滿 たされた。 俺 は 心 を殘 す 事 は なくなった。 さあ 、 

離し て くれ！ 俺 は 行く 所に 行か なければ ならな い P 

S お！ 陛ド、 貴 郎は私 を、 私 を 連れて行って は 下さ 

ら な：， のです か。 

玄〕 不 うむ。 お前 は 俺と 一所に 來 てはいけ ない。 お前の 行 

くべき 所 は 他に ある。 

楊 貴 いえ、 いえ、 決して、 決して、 私 はもう^-卜より 他 

こ 十<  0 

玄宗 感激に よって、 お前の 本. むに 從ふ事 を 忘れて はいけ 

な ：， 。 お前の ゆく ベ き 5： は 俺で はな ぃ箬だ 。 

S え- 

玄 ふ-小 俺 はお 前が その 男の 所に 行く の を む" 望む だけで 

はたい。 それ を 俺達 三人の ために 喜ぶ。 

玄宗 楊賣 妃" 世の中で 一 番 恐ろしい 事 は 「偽る」 とい ふ 事 

だ。 他人 を 偽り 、己れ を 偽る、 それが 何よりも 恐ろしい" 

俺 は 俺の 長い 生涯 を た^その 偽の 中に のみ 過した。 俺 は 

お 前 に そ の 後 を 追 は せ た くない。 お 前 は 李龜年 の 所に ゆ 

け。 そしてお 前 達 二人の 心の ま k に 生きよ。 お前 達が 此 

の に 於て の 生活に 必要な だけの もの は、 俺が 最後の 贈 

物と してお 前に 途 る 。萬 事 は 高 力 士が 取り計ら ふで あ. り 

5. 幸福に 暮せ！ 楊 貴妃！ お前の 幸福， それ は、 と 
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り もな ほ さず 俺の 幸， 幅な の だ 。 

陛下、 ^ド …： 陛下。 (床の 上に 泣き伏す) 

玄な (浪 ぐみ つ、) 泣いて 居る 時で. はない。 早く 行って 

身 を隱 して くれ。 

え」？ 身 を隨す  

玄.： ： 小 お、。 (あろ 恐怖 に うたれ 欧る) 

(此の 昨お チ i リ練 玄^ 張 九 讎武裝 しズ 出ろ J 此の 

^の は，^ 见て雜 く  J 

(玄. 〕ポ はわ わて.'、 r > 無駄に 楊货妃 ^^？ ん とす 

化) 

S  (し.； かにぶ おの 方に 進み) 降ド！ ハ 小^て) 申し 

上げ 傲 ぃ砌 でい /さ い ますが， 將. ¥ の 求 は 私の 思つ て 居 

りました より 烈しう.. こざいます ：… 。 

玄な (亂， ひ つ、、 左手に むかひ) 誰か. 誰か 居ない か、 

力士 は £5 ないか、 高 力士 を、 高 力士 を 呼べ！ 

(ig 上 骚然。 「31 赏妣. 、揚赏 &.^ 」 とい ふ 叫び 聲 M ゆ。 

^=^1,:ポ招51-の狀。) 

S  rev! 御 決心が 必要 かと 存じます。 もとより 私共 

の 力の 限り はっくし ましたが .：：. 。 

玄. ：. 小 やめて くれ、 お. -、 お、 高 力， H は 居ない か。 

(突然^»;ち上リ) 降. ト、 陛ドは 私の 事で ぉ闲 りに な 

つ て ゐら つし やる ので は /さ いません か。 


玄 {: 小 いや、 お前 S 事ぢ やない。 お前の 事お やない。 (g, 玄 

禮 に〕 まかせて くれ、 俺に まかせて くれ。 い、 だら う。 

陳玄 陛下、 私 はもと より …… 。 然し、 問題 は 兵卒 共で ご 

. さ い ます。 

玄宗 兵卒 共に は 俺が 云 ふ。 

^玄 云って きかせるならば、 陛下、 私 もこん な 苦 勞は致 

しません。 陛ド、 私 は どれ だけ 言 紫 をつ くした か 分り ま 

せん。 私の 最後の 智. M をし ぼり、 お 後の as をつ くして 設 

きました。 然し 始めから、 そんな 事に 耳 を かたむける 者 

さへ ありません。 それ 所 か、 中には そんな 事 を 云 ふだけ 

でも 私 を 逆徒 の 仲 問た と 申す 者 さ へ ..、 /ざ い ます。 ( 間) 私 

は K ド か 彼等の 前に、 さう いふ 事 をお つし やつ た 時の 結 

果を 恐れる も の でノ  J ざ い ます。 

揚黄 (it 玄^に) 私の 事で せう、 私の 事で せう、 私 を 殺 

せとい ふので せう" 

玄ふ： 小 楊 貴妃！ 揚 賣妃！ 

极贵 さうな のでせ う。 さうな のでせ う。 

玄宗 あ 、-、 

(-ぉ 上 益 々騒然たり。 ：i 忠 „1、 WIS. 钎翰 同じく 武 べし、 

数名の1^^ハ.^連れて入ろ。 せ玄， K- に _g すろ。) 

モ忠 f 陳玄龅 に) どうす る 布 も出來 ませんで した。 然し、 

私. -，， P  、富 を 云 へ ば 彼奴に は 同情 は出來 たか つたの です。 
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さう して 贵 女が 決心 さへ して 下されば …… 。 な、 楊 贵妃、 

陛下の 爲 めだ。 此の 大唐帝 國の爲 めだ。 どうか 思 ひ 切つ 

て. E 決して 下さい- 

玄宗 (£4 は ず どなる) 默れ！ 陳玄 鱧。 貴 襟 達 は、 お、、 

貴 樣達 は  。 

(此の 時 高 力士 急 ざ 出る。) 

高 力 倒 許し 下さ 、。 陛下。 

玄宗 お \、 高士 力！ どうしたの だ。 

高 力 は、 私 はさが したので す。 宮殿 中 を さがした ので 

す」 けれども、 けれども …… 。 それが 此處 に、 どうした 

事 か 私に は 分りません。 私の 手落ちです。 私の 手- t 洛 ちで 

す。 お許し 下さい。 

揚 い え、 ホ： a:; 郞が惡 い の ではな い の です。 貴 郞が惡 い の 

ではない の です。 昨 1 &、 昨夜 私 は .H 殿に は 居な か つ たの 

で す、 安 祿山か らの使 ひの 者に^つ て 居 た の で す。 

(玄宗 の 外 皆 驚く。) 

玄宗 高 力士！ あれ を 連れて 逃げて くれ。 いや、 今 出て 

は 駄目 だ。 隱 して くれ。 そして、 そして、 靜 かにな つて 

から …… 。 

S いえ 陛下。 私 は 死にます。 私 は 死にます。 喜 こんで 

死にます。 私が、 私が 此の 罪の 身 K を 捨てさへ すれば、 

陛下の 全軍 は 奮 ひたつ のではありません か。 その 奮 ひ 立 


それでな く て もです が 彼奴め、 - J つ そりと 長 安 を 逃げ出 

ようとして 居に のです から ：… 。 

宗 (進み出て) どうしたの だ。 

忠  。 

舒 陛下！ 御 決心が 必要で ございます。 

宗 …… C 

0 只今、 與餐 しきった 兵の 一 隊は 西の 城門で、 長 安 を 

落ち の びょうと した 楊 國忠の 首 を 打ちと り まし た 。 

玄宗 お \。  J 

揚貴 え. -っ。 え. t つ。 I 

哥舒 彼の 邸宅 は今燒 かれつ、 あります。 そして 次に、 次 

に 彼等 は  。 (口ごもる) 

楊 貴 (決然と) お 云 ひ、 云って おしま ひ、 私の 首が ほし 

いとい ふの だら う。 

玄宗 揚貴 妃！ 楊 貴 妃！ 

哥舒 (决 然として 揚貴紀 に) え \、 さう です。 兵卒 共 は 

貴女の 首 を 見ない 間 は 長 安 を 後に しないと 云 つて ゐま 

す。 

玄宗 luls 舒 翰！ 

楊 貴 陛下！ 御 心配 下さい ますな。 これ こそ、 これ こそ 

私に ふさに しい 只 一 つの 報いで ございます。 

^玄 お k、 よく 云って 下す つた。 よく 云って 下す つた。 


玄 稷 玄 n ま m 玄 
め 宗赏； ；ミ i'c にミ n 宗 


玄 お》  玄 
宗： i"t  ^ でシ; ミ 


て 逃げて くれ。 

楊 貴 どんな 事が あっても、 どんな 事が あっても。 さあ、 

早く、 早く。 陛- 下の その 劍で …… 。 陛下の 御手に か、 て 

私 は 此處で 死にたい のです。 

玄宗 いけない。 いけない。 いけない。 

(此の 時』，^ 上 近く 「橾 貴奶. < ^殺せ、 揚 貴妞， ^粒せ」 と 

いふ 大！； 力の 叫？^ 聞 ゆ。 入 々のせ まリ 來ろ氣 配。〕 

お X。 早く、 早く  。 

早く、 早く… . 。 

逃げて くれ！ 

殺し て 下さい！ 

いけない。 ど -T- しても、 ど-つしても  。 

殺して は 下さいません か。 

逃げて くれ！ 逃 IT て くれ！ 俺の 爲 めに、 俺の 爲 

に …… 0 高 力士！ 

！: „ ^の^ 旣に 数名の 兵 口々 に椅赏 te,^ の 、しりつ V 庭 

ヒ i リ 此の 廣間 に 入リ來 ろ。) 

椽赏 (突然 玄， おの K に ぜろ劍 ，^52 さて) 陛下、 陛下の 劍 

を 使 ふ 事 をお 許し 下さい。 (自ら 喉.. つきて 倒る) 

(室 內 に わろ もの はしん とする。) 

玄宗 揚 貴妃！ 揚貨 妃！ (彼女，^ 抱. V  、起す) 

楊货 陛下！ 陛下！ (息 ゆ) 


つた， ポを もつ て陛ド はどう か あの ならず者 を 打つ て 下さ 

い。 お V  、今更 こ ん な 雍を云 つ て も 始まらな い 事です が、 

私が あの 男の G:.E にな つたの は、 私から 望んだ 事で はな 

いのです。 私 は、 私 は あの 男に 强 迫され たのです、 あの 

李飽 年との 事 を 種に 强 迫され たのです。 そして 馬鹿な 私 

は あの 巧の 味方に なった のです。 あの 男 は 妾 を 通じて 直 

ぐに 私の 兄 を も 一味の 中に 引き 人れ ました。 そして、 そ 

れは 全く あの 李 林甫を 暗殺 させよう 爲 めだ つ たらし い の 

です。 ですから、 あの人が 一 度 is で 死んだ 後、 もうあ 

の 男 は 何事 を も 私達に は 云 はずに 事 を やりました。 今度 

の 布で も、 いざと なる まで 兄 も 私 も 何も 知らないで 居た 

のです。 私達 は、 馬鹿な 私達 はだ まされた のです。 だま 

された のです。 お、、 陛下、 陛下 は あの 陛下の 逆臣 をお 

破りになる とともに 私達 兄妹の 怨み も はらして 下さる の 

です。 その の 士 を楚ひ た、 せる ために 私の 生命が 役 

に 立つ のです。 私 は 何で それ を をし みませう。 さあ、 陛 

ド- どうぞ、 どうぞ nl. く 私の 首 を 打って 下さい。 

fi^o お前の お 持 はよ く 分ろ。 然し、 お前 は 死ん 

はいけ ない。 (庭 上の さわぶ-烈しくなる) さあ、 早 く、 

く 逃げて くれ。 直ぐ、 直ぐ。 

い、 え、 い  >- え、 私 は ：：： 。 

逃げて くれ、 逃げて くれ！ 俺の、 俺の 爲 めと 思つ 
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f 間〕 

玄宗 お、。 

(彼， fj^ の 屍.^ 下にお キ - K 然として 立つ。〕 

(長き、 liK.V  、間" 、-れ ムリ 先、  >  ほれ 込め る 卒共は 

出て ゆき、 ^§-の方に^^贵妃の死.^報^^2す" それ 故、 二 

の 長. V 、問の 前半 は 疲ヒ相 變らず やかまし いが、 後半 は 

しんとす る。) 

宗玄 陳玄禮 。(短. V 、間) 彼女 は 死んだ。 

！ …… 。 

、間。〕 

(突然 庭 上に 歡 呼の 聲 おころ。) 

蹄玄 陛下！ 揚贵妃 は 逝かれました。 然し、 降. ト？ 將士 

の 心 をお とりも どし になる 事が 出來 ました。 

(「皇帝 萬歲」 の 叫. ひ 庭 上に 繰り返さる。〕 

陳宗 將士は 奮 ひ 立って 居ります。 勝利 は 眼の 前で. こざい 

ます。 陛 f は B ならず して、 卜の 帝 國を御 恢復な さる 

で ございませう。 

玄宗 お 、 、 さう か …… C そし て 俺 は 又 皇帝になる の か 。 

然し 彼女 は、 彼女 は 死んだ。 (？？ なリ 長. -V 間〕 (突然、 

, ^投げて 椅賁紀 の 屍に すがり) お V、  ^1! 揚貴 s!! 

俺の、 俺の 揚貴 妃！ 

(室内の * 皆嫩 然として 立つ。 庭 上に は 「皇帝 萬^」 


の 叫， ひ 盛んに 緩リ： .s へされろ。) 


I 幕 
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解 說 


有 島 武郞篇 

小 傳 

有 d^MIS 氏 は、 明治 十一 年 一一； 月 四日、 常時 火^^ 書記官 

たりし 武氏を 父と して、 東京 小石 川 展水透 町に 生れた。 父 

はもと 薩. g 川 内北鄉 家の 家 母 幸 子 は 南部 藩々 士の 

女であった。 南と 北との 涯 から 來っ て 新 都 東お で 合流した 

$ の 血統が 有.： ^ 武郎と い ふ B 本文 學史 .1- の 存在 を 創り 出 

したわけ である。 

明治 十五 年、 父君が t: 濱稅 關长に SJ;! すると M 時に 一. 家 

は ijs の せ 邸に 移つ た。 そ の 後 十 年の 問 - 」 の せ 邸 生活が 續 

いたので あるが、 此 間に 壬 生 馬、 隆三、 英夫 (sf 見 iSll 氏) の 

三 及 二 入. - 妹が れた。 

氏の 小ノ年 代 は、 その 長官の 長子と いふ 境遇と 生れつき 

の ぬ^との 故に、 王子の や、 つな 幸福のう ちに 過ごされた。 

r;- く か ら 米 11 人の 家 寧 校 铮に出 人 せしめられ て 、 專ら英 

t ら の，, i- ん 

語 を ばし めら れた "十 歳に し て 虎門 溪習院 へ 寄宿した が、 


そ の * 舉 時代に あ つて は ？ JcY 聰明な 模範的 學生 で あつたと 

いふ ことで ある。 そのために 氏 は 泉 太子 殿下 (大正 大皇) の 

お 相手 を 仰せつ けられた こ とさ へ あるの である。 後 isj- の 氏 

が 社 f If 一義的な 思想 を 懐く やうに なつ た - とを考 へる と 氏 

の 生涯が 如何 に 變轉を 極め たも ので あるかと いふ ことが、 

此寧赏 に徵 しても 窺 はれる ではない か 0 

明治 一 一十 九年學 習院 中等 科 を 卒業、 礼 -^i 校へ 入學、 

新 渡 戶稻造 博士の 家に. 寓 したが、 氏 は 此處で 始めて 一 つ 

の 思想 的 傾向 を 持つ やうに なった" 卽ち、 當 時の 新 思想た 

る 督敎 に 心醉 する に 至った。 氏 は 後に 内 村 鑑三氏 を 介 し 

て 信仰生活に 入った のであった。 森 本 厚吉 氏と 共著に か X 

る 「リゲ イング スト ン傳」 は、 その 信仰から 生れた もので 

あった。 

越えて 明治 三十 四 年 「鎌 倉： 帚时 時代の 農政」 とい ふ 論文 

を 提出して 農學 校を卒 荣、 歸京 すると 直ちに 一 年 志願兵と 

して 人營 した。 兵營 生活 を 終 はると、 明治 三十 六 年 米 ti に 

渡って、 ハ ァゲァ フォ， - ドに學 び、 マスタ ー. ォブ *ァー ッ 

の 稱號を 授けられた。 此 在米中に、 氏の 督 敎に對 する^ 

仰 は 動搖し 始め、 その 專攻 すると ころの 歷 3„ ^經濟 に對 する 

一 態 5!f は 懐疑 的と なり、 文學 及び 社會 主義、 唯物史観 等に 興 

味 を 抱く やうに なった〕 後ハ ー ゲ アドに 遊ぶ 頃に は 氏の 此 

傾向 は 益々 强く なって 居た。 
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明治 三十 九年ョ ー D ク パを 廻り、 B ン ドンで ク ロボ トキ 

ンに會 つたり して、 その 翌年 四月、 足 かけ 五 年の 外遊 を 終 

へ て歸 朝し、 同じ年の 十一 一月 東北 帝國大 學の敎 Si として 赴 

住する 時の 氏の 氣持 は、 「一人の 文學 愛好者と して、 敎 負で 

もし て 一 生 を 過-、 J さう と 云 ふ 決心」 だ つ た のであった。 と 

、 J ろが 札暢の 人 々は 依然と し て 信仰の 堅い 基督 敎徒 として 

の 氏を迎 へる つもりで 居た。 氏の 第一 一期の 北、  1 道の 活は、 

さう いふ わけで、 最初 か ら その 環境との 間に^し い 隔が あ 

つたの だ。 

氏 は 明治 四十 一 一年 神 尾 光臣 氏の 一 一女 安子と 結婚した。 氏 

が 三十 ニ歲の 時であった。 行 光、 敏行、 行 三等の 三男が 次 

次に 誕生した。 かくて、 札^での 生活 は、 た^ 外面から 見 

た けで は、 夫と して、 父と しての 平和の 極み を盡 して 居 

た。 然し、 琳 しい 雪國に 埋もれた 氏の 魂 は、 その 惱 むべき 

偶み を 深く 惱 まざる を 得なかった。 後年の 作家 は 此靜な 生 

活 のうちに おもむろに その 謁 生の 準備 をして 居た ので あ 

る。 

明治 四十 三年 四月、 雜誌 「白 棒」 が 氏の 友人た ちの 手に 

依って 『れ刊 される と 一緒に 氏の 文學的 活動 は 始まった。 長 

篇小說 「或る 女の グリンプス」 の述 載が それで ある。 これ 

は 前後 三年に 渡つ て 一 迎 載され た長篇 であつ て、 一部の 人々 

の 間に は 漸く 氏の 名が 重せ.. りれ るに 至った。 


ところが、 氏 は その 家庭生活に 於て. M まれて 居なかった。 

第三 子 出生の 後 間もなく、 夫 入が 健康 を 害した の である。 

氏 はために 職 を 退いて 歸 京し、 大いに その 看 M に盡 したけ 

れ ども. 同 八 年の 夫人 を、 大正 五 年 八月、 痛ましく も 失 

はなければ ならなかった』 

夫人の 死 は 氏 を 強く 刺戟した。 爾來氏 は 再生の 意 氣をも 

つて 實に 華々 しく 文壇に 活動した。 「クラ 、の 出家」 「カイ 

ンの 末裔」 i^-の名作が此時期に次 々 に 表された。 本篇に 

採錄 された 「死と 其の 前後」 も亦此 時期に 執筆され たもの 

である。 

此 e. 代 の 有 島 武郞氏 の 思想 の 核心 をな す も の は、 大まか 

にいへ ば、 「人間愛」 と い ふ 言 紫に 要約す る ことが 出來 やう。 

ところが その 「人間愛」 の H を以 つ て 廣 く社會 を觀 お^し て 

行く うちに、 氏の 社會 主義 的敎： 弯は、 氏 を その ま、 にお、 如 

たらしめ て 置か なくなった。 氏に. 収 つて は 不幸に も、 氏 は 

一 個の ブル ジョァ であった。 純情 そのものであった 氏 は、 

&I 分が ブ ル ジ ョ ァ であると い ふ 意識に 堪 へ なか つ た。 財產 

と い ふ ものから 解放され た いとい ふ 希望 はどうし て も 押 へ 

る ことが 出夾- なか つ た。 北；， i 道の 農場 を その 小作人た ちに 

讓與 し、 古くからの 番 町の 本邸 を 去つ て惜 家に 化 まった、 

そし て續 い て 財産の 處 分に 移らう とし て 居た。 此 間の 消息 

は 藤 森成吉 氏の 戲曲 「核 牲」 に. 充分 窺 ふこと が出來 る。 と 
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ころが、 K に 世 ii にと つても 思 ひがけな く、 波 多 野 秋 子と 

の戀愛 事件が 勃^して、 大疋 十二 ハキ 春、 その 借家 を あとに 

して、 輕 井？^ の 高原に 旅立った ま \ 氏 は 永遠に その 愛兒 

たちの 許へ 歸っ て來 なか つたの である 。 

花 は その 盛りに 潔く 散った。 有 島武郞 氏の 死は强 いく 

衝動 を 常 S- の 社 會に與 へたので あった。 

死と 其の 前後 

大正 六 年 五月、 f. 新 公論」 誌上に 表された ものである。 

夫人の 死後 問 も 無くの 作で あつ て、 その 窜. H!v ら 暗示 を受 

けた ものである こと はいふまで もない。 冷い、 陰慘な 運^ 

の e§ に 怯えながら も、 此ー 宽 たる 人生に 相 倚る 二つの 魂の 

深い 愛と、 死の 祌祕 とが 美しく 描き出されて 居る。 手法と 

して は 幻の 世界と S 食の 世界と を 交錯 させて、 其處に 一 種 

無 〔讽昧 な. ぱ を！ S し 出し て 居る 新味が 眼に つく。 松 井：^ 磨 

子 時代の 赌 i 座の 試： 俩に上 された やうな 記憶が あるが 確 

かで ない。 

御 柱 

大正 十一 年 n 一月、 「{« 樺」 誌上に i 衣され た。 藝 術から 入 


つて、 ある 深さまで 達した 魂が 描かれて 居る。 主人公の 平 

四郎 は、 藝 術から 入って 「人間愛」 の 深さまで 徴 して 居る 

の だ。 氣 持の よい 一幕物で ある。 

ドモ 又の 死 

大正 十 一 年 十月、 氏の 個 入雜誌 「泉」 誌上に^ 表された 

ものであるつ 「ドモ 又」 の 名 は德川 初期の 名工、 浮世！！ の 駔 

とい はれる 吃 又、 郎ち岩 佐 又兵衞 から 来た 渾名で ある こと 

いふまで もない。 愉快な 喜劇で あるが、 全體に 氏の 作品と 

し て は 珍ら しい 線の 太 い 中. 活 意欲が 漲つ て 居る >  J と は兒週 

せない。 むしろ 小說 家と し て そ の 生涯 を 終 つ た 有 島 氏の © 

ぃ戲曲 中で も 之 は 特に 有名な もの で、 水 谷 八重 子の 藝術座 

を はじめと して 各處 で數囘 上演され て 居る。 

長 與 善 郎 篇 

小 傳 

長 與善郞 氏 は、 明治 一 一十 一 年 八月 六日、 東 束市脉 布區宮 

村 町に 生れた。 學習 踪に學 び、 高等科に 進む 時には 法科 を 

選んだ が、 のち 文科に 轉 じた。 此 文科に 轉 科した ことに は 

武者 小路 (ま 篤、 志赏 K 哉 Jifi 氏の 「-:: 樺」 同人の 影響が 與っ 

て 力あった。 早くから トルストイ、 イプセン、 マ， -テ ルリ 


ンク 等に 親しみ、 「白 t:」 の愛讀 者であった が、 後に その 同 

人と なった。 そし て 同誌に 在學中 か ら 匿名で 短篇 小說を 

表し た のが 氏の 文學的 活動 の 最初 であった。 

m 習院 高等科 を 卒業し て か ら 東お 帝國大 文科 に 入^ 

したが、 「白樺」 同人の 多くと 同樣に 半途で 退學、 來 創作 

に 精進 を續 けた。 

長與 氏の 出世，^ とも いふべ きも の は 「.01 樺」 に 發 表し た 

長篇^-說 「育 の 川」 でも あらう か。 その後 引續 いて 「項 

羽.... 劉 邦」 【 頼 朝」 「夜の 戲曲」 「春 田の 小說」 「靑 銅の 基督」 

「t ^奥 11: 次郎」 「竹 先生と 云 ふ 人」 等の 戯曲、 小說を 文壇 

に投 ずるに 從っ て、 その 累 厚莊大 なる 作風 は いっか 氏を大 

家の 列に 入らし めた。 

數年； g よ. C お を 得て、 ために 氏の 文 11:;- 的 活^ は 一時 休止 

する の 止むな き 状態 にあった が、 本年 三月 號の 中央 公論に 

氏 は 長い 沈默を 被って 小說 「辰 子」 を 執筆した。 おそらく 

わが 文 檀は今 浚の 氏の 活動に 多く を 期待す る - J とが 出來る 

だら.、 つと 思 ふ。 

解  說 

項 羽. V 劉 邦 

此 作品 は番て - 白！：」 誌上に1^^されたもの であるが、 


そ の 後數： ^の 訂正 を經 て、 大正 十四 年 五月 現在の 形に i 兀成 

した ものである こと、 作品 の 末尾 に， るされ た 通り て ある 。 

長與 氏に は 多くの 戲 曲が あるが、 特に 此 作品 は 氏の 作；^ 

を 代表した もの と い ふこと が出來 る。 その 結構の 雄大 莊麗 

さ、 篇 中に 一 狡 現された 人生の 複雜 さ、 深刻 さ、 説い 對象を 

なす 特異の 格、 然 かも 大きな 性格 を對 立せ しめて、 その 

兩 個の. 運命が 相剋す る 相 を活寫 丁る 戲 g 的 手腕、 これ は寶 

に 遣： li;^  く 氏の 特長 を 具現した も の である。 

加 藤 一夫 氏 は 「中央 文學ー 第 四 年 第 1  パ號に 於て 長與 氏の 

作風 に 就いて 次の やう に 一一 百 つ て 居る。 

「武 小路 君の 文章な り 性格な り は 急流の ゃぅな：11^ひ と敏 

速と を もつ て 居る が、 長 與^の は 堂々 と 押しよ せる 懲 群た 

る 怒濤と 云 つ た 樣な概 が ある。 そし て それ は 必ずしも 入道 

的と い ふ 形容詞 を つけら る ベ きも のでなくて、 た V 生命の 

本然 に從っ て 行 はれ る ものと 云って よい 。 I— 中略 11 (長 

與君 は) 感想 を 書いても、 詩 を 作っても 小說を 窗 いても 戯 

曲 をつ くつ て も 、生命の ！ S 部 か ら幾列 もの 橫際を つくって 

.ぢ り /\ と 押しよ せ て 來る樣 な ところが ある。」 

加 藤氏に 設 かれた 氏の 以上の 如き 持 味 は、 「項 羽と 劉 

ー篇に 間 おする ところな く 表 はれて 居る ので、 氏の 代 

^作と して 本 篇に此 作品 を收 めた こと は 大いに 當を ？ぉ たも 

の だと 思 ふ。 


此作 は材を 「^??:楚¥ 談： に 求めた ものであるが、 作者の 

戯.^ 的 手腕に 依って、 多く のモ ディ フィケ —シャ ン が 行 は 

れて W る こと は いふまで もな い t 

今 は、 アメリカに 行つ て 映 w.iw 險 として 成功して 居ろ 上 

の ^^ゐ た新劇協！：は 曾 て 有樂 iij に 此戲曲 を 上演 し て 

非常な 舞 はへ 效 s!^ を 改め た - 」 とが ある。 

お ffl 百 三 篇 

小 $. 

<5! 田 n 二 氏 は 明治 一 一十 四 年； 一月 一 一十一 二日、 廣島縣 比 婆 郡 

th: 原 町 {干圧 原に、 倉 ra 吾作 氏の 長男と して 生れた。 生家 は 

&乂 服^であった。 二十 九 年 同町々 立小學 校に 入學 し、 三十 

六 年 问 校 科 マ 一 年を修 菜す る と： S 時に、 廣島縣 立 n  ： 次 中 

g;, 校に 人 した。 

氏の 文 弔 的 傾向 は 早くから 表 はれ、 中 二年生に して 旣 

に 强ぃ文 S 熱に とら はれて、 文學に 耽る の あまり 一 ケ年を 

休： した 程であった。 

明治 w 十二 年、 一一： 次 中 If 校 を 卒業、 同年 上京して、 第一 

高ま 學 校に 人 g4 し、 直ちに 辯 論； fn、 文教 一. 部 等の 部 負と して 

K に 活躍した。 傍ら 傑く 人 半： Siiil に 思 V. 港め、 具 さに t 右 入 

の 偶み ゃ愤ん だ。 


かくの 如く 順風に 舟 を やる やうな 勢で 睾.  業に 進んで 行つ 

たが、 不幸、 才子 多病の 古語 は 欺かず、 氏 はお を 得て、 その 

學繁を 半途に 擲 たなければ ならな か つ た。 氏 は 明治 w 十四 

年 高练學 校 を 學 した の であ つ た。 

氏の 思想 牛活は 暫ら くも そ の sij を懈る と - J ろな く 進め 

られて たが 、 西 田 天-杏 氏の 感謝と 華 仕の ^活 の 主張に 共 

鳴すべき 點を a 出す に 至った の であらう、 倉 田 氏 は 大正； 一一 

年に 至つ て、 京都市 外 鹿ケハ 介の 一 澄 園 に 人った の であった。 

創作の 花咲く ベ き 思想の 沃土 は 漸く 準備され た。 氏 は大 

正 五 年 九月， 友人 千家 元濟、 犬義 健、 高 橋 元^の 諸氏と 相 

謀つ て 文 ま雜誌 「生命の HE. 」 を發 行し、 同時に 處女 戯曲 「歌 

はぬ 人」 を 同誌に^ 表した。 今日まで 徹頭微 お 作家と して 

は 戯曲に 依つ ての み 自己 を？ 表して 居る 氏 は、 文 3? の 初見 

€ッ を もや はり 戲曲を もって 試みた のであった。 然し、 此作 

品 は その 宗敎： S 色彩と ； 種メ  口 ディ ャ スな 作風と に 特色 を 

もつ て 居た にも か & はらず、 あまり 文壇の 問题 となろ に は 

至らなかった。 

特異なる 戲曲 家と し ての 今日 の 盛；？ 3 が 氏の ため に 文壇に 

確立され たの は、 資に 第一 一に 錢 表された 長 篇戲曲 「出家と 

その 弟子」 に 依って V あった。 これ は 氏の 位置 を 文壇に 確 

立した ばかりでなく、 今日に あつ て も 氏の 名 をお も Ssf から 

しめて 居る 傑作であった。 これ は 最初に 「生命の 川」 誌上 


に 第 四 葛 第一 場まで を、 その 殘餘の 部分 を 白. t 誌上に 揭載 

した もの であった。 次いで 大正 六 年 六月 此 作品が 凰 行 本の 

形 を 取って 岩波 書店から 發 行され た Is- に は 、文.！？： と い はず、 

一 般 讀書界 に は、 ために 騒然たる 一大 セン セ ー シャ ンが捲 

き 起 > J され て 居た。 「出家と そ の 弟子」 を讀ん で 泣かざる も 

の は 人に 非ず との 言絮さ へ 行 はれ、 作 中に 主人公た る 親 11 

は 忽ちに して 文壇の 人氣 者と なり、 一時 は 親鸞 S 究 時代 を 

現出した かの 觀が あり、 石 丸 梧平 氏の 「人 il 親彎」 その他 

の 類書が 盛に 刊行され ると いふ 勢であった。 卽ちわ が 倉 田 

百 三 氏 は 二十 六 歳の 弱年に して 旣に 文壇の 英雄た る の 名譽 

を與 へ られ たる 運命の 寵兒 であ つ た。 

爾來、 戯曲 「俊 宽」、 論文 集 「愛と 認識との 出 s」 戲曲 

「布施 太子の 入 山」 「父の 心 等 を 次々 に |?ぉ 表して、 今や 一 

方 を 代表す る 一 流の 大家と して 立って 居る ので ある。 常に 

健康に 惠 まれざる 氏が 今日までの 精進 努力 は 眞に壯 とする 

に 足る ものが ある であらう。 

在 は 藤澤の 地に 居 を 卜して、 多くの 門下の 人々 に ii せ 

られ て、 雜誌 「生活 者」 を、 .モ. 宰 して 居る。 

出家と その 弟子  一 


ま宗ヵ 敎紐親 覽 を 拉し來 つ て 卞人 公と し、 嘆 異抄の 宗敎 

的 £へ を戯仙 のうちに 具. g 化せ る 作品で ある ことい ふまで も 

たい。 但し 「纏り」 を！^ 入れる 等、 其 處此處 に^ 督敎 的の 

旬が たによ つて 居る こと は、 時代の 然 らしむ ると ころで も 

あらう か 。 勿論 闺宗 の 敎 義を宣 傳 する ため に 物せられ た烦 

向 的 作品 で は 全くな く、 偶々 衛家 た る <n?ffl 氏が そ の 敎義 

に 興味と 同感 を 感じ て 、 その 藝術的 御 動 を 刺戟せられ たる 

結 朱の  一 はれに 過ぎない。 

作 中に 於 て 作者が 描かう とする も の は 結 11 此複雜 多岐 な 

ろ 人生で ある、 人 問の 命で ある、 その 運命に 操られて 生 

ずる 一 3? 藤の 諸相で ある、 生存の 孤樹 を忍從 する もの ト；^ し 

い ri: である。 それらの ものが 佛敎 的な 寂び た 愛 を 通して 視 

0 れ て 居る ところに 此 作品の 持つ 特異性 が ある。 

P マンロ ラン は、 此作品を讀んで深く動^!され、「獨り詩 

的 蛙 力、 微妙な 優し さが、 この 花の香り に、 我々 を 浴 させ 

た にと に まらず」 此戲： M を 「現代 讹 界 の 宗敎的 作品 の 中の 

最も 純 It なろ もの、 一 つと y する」 と、 作者へ あてた 手紙 

の うち で？ ¥!K し て 居る とい ふこと である. - 

讀者 は、 此 戯曲に 就いて その 形式に 關 して 或は 疑 を もつ 

かも 知れない。 卽ち、 かくの 如き 形式の 戯曲が 上演に よく 

堪へ るか どうかと いふ 點で ある。 それに 就いては、 筆者 

は、 此 作品の^ 11^. を 機と して 卓上 戯曲、 卽ち讀 むた めの 戲 
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曲と い ふ もの 、可能に 關 する 論； 1 が 文壇に 於て 行 はれた と 

い ふ を讀者 に 報道して 置かう と 思 ふ。 そして 倉 田 氏 は 

その 可能 を 信ずる とい ふ 意見であった やうに 記憶して 居 

る。 

然し、 s« 際に 於て は、 此 作品 は、 大正 八 年 七月、 有樂 座 

で 創作 劇場の 手 に 依り 初 せ られて 以來、 舞驀 協會 等の 手 

に 依って 何 1^ となく 上演され たもので ある。 

なほ 「出. } ^とその 弟子」 に は英、 獨、 佛. エスべ ラント、 

支 § の 飜譯が ある こと をつ け 足し て 置く。 

$ 太子の 入 山 

これ は佛 i 說の本 牛 M から 材 を？ おた 戲曲 である。 布施 

太子、 卽ち紫 波 ® の 太子 須太挈 と いふの は 前生の 佛陀な の 

だ。 その 俾說 では、 太子 は 布施 i 密を 行ず るた めに 大ぃ 

に 布施 を； t うて 居た の だが、 遂に は 敵國の 求む る ま k に 

11.3!5？ の 白 象まで 與 へた。 此のた めに 父 王の 怒りに 觸れて 擅 

持 山に 消 放される ことにな り、 太子 は 妻子 を 伴つ て 布； 通 を 

行 ひつ、 山に 人る と、 今度 は波羅 鬥 に 二人の 愛子、 愛妻 を 

も 乞 はれる の で 、 © 後に それ を も 布施し てし まふと いふ こ 

とに なつ て IHS る。 

お 田 はは 大 此話を 骨子と して 曲戯 化した ので あるが、 

その 入 山の 動 ：1 は、 迫害され、 追 はれる のではなくて、 出 


家 得道の ためとい ふこと になって 居る。 

此作 も佛敎 思想 を 基調と した もの だが、 その 愛子 や、 愛 

妻 を 布施す る 場面 は 慘忍 の 感に堪 へない やうな 氣が せぬ こ 

ともない。 此慘 忍の 感が それらの 場面に 幾分で も殘っ て 居 

る ものと すれば、 まだ 此 作品 は 成功した ものと 言 へぬ ので 

は あるまい かと 思 ふ。 

大正 九 年 十二月の 作で ある。 

俊 宽 

大正 八 年 十二月に 完成した 作品で ある。 一 収材は 「平家 物 

語」 中の 有名な 一節、 說 明を俟 たない。 

「俊 寬」 の甚調 は、 「出家と その 弟子」 の それと 著しい 對比 

をな して 居る。 後者が 天！！ 的で あれば、 これ は 地獄 的で あ 

る。 これ は絕 望の 黑ぃ 翳に 悽. B に 彩られて 居る のに、 前者 

は 希望の 光に 和やかに つ K まれて 居る。 

「俊 寬」 の 誕生 はな かく 多難であった。 作者が その 第一 

幕 を 執筆し てからす ぐに 病臥し て 執筆の 自由 を 靡 はれた 

めに、 三年 間と いふ もの あとが 書げ ないで 居た ので あつたし 

病 や、 怠つ て、 潮く 困 雑な 執筆 を 終って 全體が 完成した 時 

に は、 さきに 「白樺」 誌上に 發 表された 第 一 幕と 共に 「新 

小說」 に揭戟 されて、 大いに 文 堵 一の 問題に なった もので あ 

る 0 


幸に、 編者の-1^もとに、 作者の 「俊 寬」 に關 する 談を筆 

記した 文章が あるから、 その 一 部分 を 次に 引用して 晃 よう。 

「 11 前略〕 あの 作 全體を 貫いて 居る 寂しい 蓮 命と 深い 悲 

しみとの 极本氣 分 は 、 ビッ タリと、 あれ を 書 い て 居た 時分 

の 私の 生活の 氣 分と 一 つ にな つ て ました" ソフォ クレス 

など を讀ん で、 ギリ シ ャ 劇的な 命の 悲しみ を 韻文 的な リ 

ズムを 保つ て 表現し ようと 云 ふの が、 あの 作の 創作の 動機 

でした。 あの 作 は、 さう いふ リズムの こと を 頭に おいて 讀 

ん でいた r かないと、 その 本質 をな し て 居る 魏 1 術 的 生命が 

摑 まれない と 思 ひます。 —— 後 赂。」 

「俊 宽」 は左團 次、 i,  S 美 藏， 猿 之 助に よって 初演 さ 

れ、 その？ f 猿 N1 助の 手に 依って 数 ^ 上演され て 居る。 猿 之 

助の 「俊 寬」 は 非常に 作者の 氣に 入って 居る とい ふこと で 

ある。  ... 


生 舉 星篇 


づ 0  - 

室 生 犀 星 氏 は 本名 を 照 道と いひ、 ほか に 魚 眠 洞の 號がぁ ： 

る。 明治 一 一十一 一年 八月 一 曰、 金 ffi: 市 裏 千 曰 町 三十 一 番地に、 一 

曾 て 家 祿百石 を 食 んだ 小. ：3a: 豕 の 息と して 生れた。 幼に して 

赤 井家に 入り その 姓 を 冒した が、 後、 十四 歳に して 更らに 


室 生家に 入った。 父^?、 室 生 ra_ 判-氏 は US 院の 住職で あつ 

たの だから、 氏 は その 家職 ケー猶 いで、 侶 をす る t: であつ 

たらしい こと は * 氏の 本名 を！^ て も 額 かれる。 

學 齢に 達する や 金 市 お 町小學 校に 入り、 室 生家 に 入る 

に 際して、 その 高等科 第二 學 年に 在って 问校 を退學 し、 爾 

後： 乂 に 就いて、 經 典 等 を 修めた ほか、 特に 學歴 と稱 すべ 

きものな く、  ：：^點 に 於て は 一 極の セルフ *メ ード* マンと い 

ふ べきで あらう。 氏の 著しい 特色 をな して 53 る 15, へ洋 的な 風 

格、 ； 謹の 「寂」 にも 通ず る やうな 持 味 は、 おそらく 此寺 

院 生活 時代に 敎： f せられた もので は あるまい かと 思 は れ 

る。 

や、 長 じて 職 を 裁判所に 泰じ、 後に 金澤 市の 石 川 新 S 社 

に 入社した。 

明治 iH- 二 年、 二十歳に して 初めて 上京し、 此時北 原 白 

秋、 兒玉花 外の 兩 氏と 相識った。 のち、 四十 五 年、 金澤市 

より、 萩原 朔太郞 氏、 山村 暮鳥 氏と I んで 詩の 雜誌 「^ ^け 

上 噴水」 を&" 行した。 かくて 氏の 文學的 活動 はま づ 詩人と 

して その 第 一 歩 を 踏み出し たの である。 

更らに 大正 五 年、 前記 二 氏の ほかに、 多 田 不二、 竹 村 俊 

郎、 恩 地 孝 四郎の 諸氏 を 加へ た 詩の 雄 誌 「感情」 を發 行し 

た。 此雜 誌は敏 年の ii 績刊 され、 新 詩 入と しての 室 生 犀 ya 

氏の 名 は 漸く 文壇 的と なつ て來 た。 次いで 大正 七 年 一 月、 
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氏 は 腐 女 詩集 「愛の 詩 築」 を 自致 出版した。 

けれども、 氏 の お をお も 世 問 的 に 有名なら しめた もの は 

大； 止 八 年 八月、 「$ 公論」 ：^|上に，^?:11§^した處女小.：说 「性に 

n 覺 めろ 頃」 であった。 その 纖細 巧緻な ろ 描. 51;- は、 氏 をし 

て 一躍 新進 創作家の 列に 入ら しめたので ある」 IS 來、 「； 婚 

者の 手記」 「^白き m、H」 等 次々 に すろ 作品 は、 常に 

1  只た る 好評のう ちに 迎 へ られて 、 い つか 氏 は 文壇に 確 s: た 

ろ 高位 や-占める やうに なつ て S た。 

だが、 戯曲 家と しての 氏の 活動 はづ つと 遞ぃ。 氏が その 

處女戯 仙 「山 ざと」 を 「i」 に.；？.5^^!^^したのは、 資に 大正 

十五，. になつ てからの ことであった。 その後 敏篇の 戲曲を 

したが、 特に 昭和元年六月、「新潮」誌上 に發ー^^した 「大 

槻 傅竊」 は 文 .J? に迎 へられて、 此 一 作に 依って、 氏の 戯曲 

家と しての 位 1^ は 確め られ たかの 觀 があった。 

氏に は、 多くの 詩作、 小說、 戯曲 等の ほかに 數 百の 俳句 

力 A める。 

解  0 

山 ざと 

{*: 生 氏の 處女戲 =M、 大正 十五 年 一 月、 「新. 潮」 誌上に 表 

された もの である。 此 世の 岡 ひ を 5^1 めた 人の 寂し さと 靜け 


さとが しんみり 出て 居る。 m 洋風の M 寂の 味、 それが 洗鍊 

された， MI の 間 から た^ょ ひ 出 て 來る "- り 扱 はれた 登， 記 所 

の 沾は 、 裁判所に 働 い た 頃の 作者 の 思 出で も あらう。 

茶の 問 

大正 十五 年 1： 月、 「改造」 に發 表された もの。 何 處か久 保 

田 万太郎 氏の 作風 を傯ば せる やうな ところが ある。 情調 の 

世界 を 描 い て あるから だら う。 「山 ざと」 の 主人公が 此 世の 

岡 ひ を 諦めた 人の 寂し さ を 持って 居る とすれば、 「茶の間」 

の 女、. 比 人 公 は 戀 を 離れた 女の 寂し さ を も つ て 居る のか も 知 

れ ない。 靜な、 然し 少しも 生命の 烈しい i を 感じない、 

平和な 夫； i 生活の 心境、 戸外に は 音 も 立てな いで 露が 降り 

頻っ て る。 何處 まで も 日本人ら しい 味の 作品で ある" 

父母 所 生 

昭和 元年 十月、 「中央 公論」 に 表された。 

此度 は、 諦めき つた 老年の 女と * 諦めよ-つ として 諦めき 

れ ない 老年の 男と 6- 心境で ある。 . 氏の 作品に は何處 まで も 

侘しい 鈍色の {会莉 がつ いて ま はろ。 初めて 開通した 汽車の 

走る 一 W を 聞い て さ へ 痛が すると い ふ 老夫婦、 然 かも その 

一 一人 は 息子の 前に さへ？ 1;® をし なければ なら ぬ やうな 成立 

を 持つ て 居る その 一 一人の 殿み きつ た 平和な 半： 活を摄 き亂す 
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ために、 新しい 時代の 空氣を 呼吸し た 息子の 若夫婦が 0 つ 

て來 る。 老夫婦の 間に 出来て、 今 は 他へ 養子に やられて 居 

る 正が 影の やうに 出沒し て 住し い 空氣を 更に 侘しく し て 居 

る。 

此 作に は 前 揭のニ 作に 比して はや k 銳ぃ 葛藤が 描かれ、 

何 か 積極的な も の を 感じられな いで はない。 然し 作品の 基 

調 をな す もの は、 依然として、 謙に よって？ おられた 靜な心 

境 だ と い はなければ なる ま い 。 これ は 多く の 戲曲 家が 好ん 

で^ ふところと は大ぃ に 相違し て 居る 戲曲家 室 生 氏の 著し 

い 特色で ある。 

大 槻傳藏 

昭和 一 H 年 六月、 「新潮」 誌上に 经 表され、 昭和 一 一年 三月 頃、 

道化 座 市 川 米左衞 門の 一 派に よって- 1; 光 を 浴びた 作品で あ 

る。 

變態 性慾 的な 一種の 無氣味 さ、 物凄 さ、 それが 此 作の 總 

である。 それには此作の簡^^ばな白まはし、 極めて 技 功 的な 

舞峯： 上の 進行が 大ぃ に 役立 つ て 居る。 此作は 謹 我當 時に も 

大いに 文 擅の 問題と なった。 編者 も、 室 生 氏の 戲曲的 手腕 

は此 作品に かに？ 揮され て 居る やうに 思 ふ" 


吉田絃 ニ郞篇 

小 傳 

.fl 口田 紘ー 一郎 氏、 本名 は 源 次郎、 明治 十九； ヰ 十 一 月 一 一 十四 

日、 佐 賀縣神 培 郡 西 郷村に 生れた" 父君 は榮作 氏、 母堂 は 

富 山 氏 龍 子であった。 その 父祖の 役宅が、 佐 賀城を 去る is- 

北方 四 里の 背 振 口の 鍋 島 藩の 砲 峯： に 代々 あつたので、 四 五 

歲 ころまで は此 地方で 暮らした。 

明治 一 一十三 年頃、 父君が 酒造 菜に 失敗して 郷里 を 出て、 

長 崎 it に 移住した k め、 氏の 小 學敎育 は 同地に 於て なされ 

た。 父君が K 々芝居 方面に 關 係した ので、 早く 六 七 歳の！ 

から 觀 劇の 習慣に なれて 居た との ことで ある。 

長 じ て 長 t.^ 山學 院に攀 び、 の ち更ら に鄉里 佐賀の ェ菜 

學 校に 學んだ 。 日露 戰爭の 頃に は 海軍 工廠 造船 工場に 職 を 

泰 じて 居た。 

明治 三十 八 年 四月 早稻 田大學 英文科に 入學、 翌年 士 一月 

一 日 一 年 志願兵と して 對馬 要塞 砲兵 大隊に 入隊し、 四十 一 

年 秋 ま で 見習 土せ. 時代 を對馬 の 要塞に 過した 」 此 間の 島で 

の 生活が、 後年 氏 をして その 出世作 「島の 秋」 を 作らし む 

る 素材 を 提供し たのであった。 

明治 四十 四 年 早 稻田大 Si 英文科 卒菜、 卒業論文 は 「舞臺 


^ 上の. H 然、 }^ 義」 と い ふ 論題であった とい ふ - J とで ある。 此. 

7 一  點 から a て も 氏が 1^ に 戯曲の 方面に 志 を 抱いて 居た こと！ 

は^はれ る やうに 思 ふ。 此 ころ 邱內 博士の 文藝協 まに 入り、 一 

その 宿お を 成就すべく、 松 井須 瞎子、 加 藤 精一、 佐々 木 積 一 

ゅの^^^氏と劇の硏究に努めた。 然し、 考 ふるところ あり、 一 

協會 から は^か 月餘 で；^ くこと、 なった。 次いで 芝 三田ュ 

-1 テリアン 敎^ に 入り、 六合 雜 誌の 編輯に 從 事し、 同時に 

,遞伹 ^祕 託と なった。  一 

大正 一 一年 一 月、 「21. 稻田文 a -」 に 處女作 「磯 こよみ」 を 1 

^し、 緩いて 「蜥 妙」 を r ホトト ギス」 に、 「二つの 裂」 「島； 

の 秋」 を 「¥稻山 文 ゆ」 に g55 "衣す るに 及んで 氏の 新進作家； 

としての 位 S は 漸くに 定っ たかの 觀 があった。 

大正 六 年 九月よ 0 ほ-稻 田大學 講師と し て 英吉利 文學 を議 

じ、 のち 敎投に 進んだ が、 今 B は 敎喊を 退いて 居る かに 閣 

い て SS る。 

解 說 

re: 鄉 W 之 助 

「1: 鄉 隆盛」 とい ふ M 名 を 選ばないで 、つ？ s 鄉 杏之助」 といい 

ふ^:^;-を，選んだ と ころに 作者 の Si: 总が ある。 卽ち 作者 は Hi 

M  ！！^としての隆盛を描かぅとはしなぃで、 純 W の 人 苦 之 助 を 


I 

描かう と 試みた もので あらう。 配流の 島の 西郷、 城 山の 西 

鄕、 それ は何處 まで も柔 しい 和んだ 西鄉 である" 怒？ Is- の 如 

き 西鄕を 描かないで、 春の 陽 ざしの やうな、 或は また 秋の 

夜の 澄んだ 月光の やうな- S 郷を描 いたと ころに 作者の 特色 

がよく 表れて 居る と 思 ふ。 

此 作品 は 震災 後 復興の 本鄉 13 で 市 川 左國次 一 派の 手に 依 

つて 上演され た。 

狂人と なる まで 

强ぃ戀 情 を 持ちながら、 それ を此現 界に 活かし て 行 

く 力 を 持た な い 弱い 性格、 現世の 壓迫 の もとに 〔朋れ て 行く 

より 仕方のない 純情、 さう いふ 弱，， 人間で ある 席 一 郎は、 

最後の 力が 盡ざ ようとす る 瞬間に 氣が 狂った の である。 そ 

して 彼 は 氣が狂 ふと 一 絡に 間と 拮抗して 行く 力 を？ おた。 

あまりに 美しい 純情の 人は氣 でも 狂 はなければ 現世の 醜い 

生活 を 生きぬ く  -  J と は出來 なか つ た の だ。 

町 は づれの 店 

運命に 呪 はれた 人達の 一群、 互 ひに 憎み 合って 行かな け 

れ ばなら ない 苦しい 生活の 相が 一 のうちに 緊縮され て 居 

る。 芝居 者鐵之 助を醉 つた 勢で 殺した 馬左衞 門に 對 する 作 

者の 氣 もち は、 「狂人になる まで」 の 庸 一郎に 對 する それと 
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； 脈 通す る も のが あると 思 ふ。 現世 の 力に 艇 倒され て 崩壊 

しょうと する 純情の 爆 @ ひ ある。 


高く 建てられた 「門」 は *  M なき 現^の 欲^の 象權で 

ある。 純情 的な ド ンキホ ー テ である、 }f, 人 公の 義  一 ^は、 夢 

のみ を うて、 罪のない その 欲望の ために 苦闘す る。 後の 

曰の r 淸作」 である 健 二 は、 その 肉 吸の 明 を 失した、 めに 

却って その 心 g が 透徹に なって 現^の M なさ を 見る やう 

になる。 結局 一 一入 は何處 まで も それぐ 異る： ： 入の 徙界に 

生きて 行く のであった。 

淸 作の, 

吉田 氏の！ g 曲 中 最も 有名な もの、 ： つ。 誕々 上演 もされ、 

映畫 化された こと も ある や， r に 思 ふ。 戰爭の 罪の 一 つ を 描 

いた ものであって、 「國 家の ため」 とい ふ 社命； 道 德に背 い た 

女 主人公お 兼 の 行爲 をも觀 客に 同情せ しめずに は 置かない 

ところに 此 作の 生命が ある。 

燕 

潔く 生きよう とする 者と、 汚れの 世の中に 汚れた 人と し 

て 生きる 者との 對 立で わる。 中に 立った 女 は、 結局. 潔い 男 


の 深 い 純愛 に ，おじ て 水の 底へ 沈んだ。 死よりも 强 い 戀 情の 

讚歌で ある。 

近 藤 經ー篇 

小 傳 

一 氏 は 明治 三十 年 四月 十一 一日 東京に 生れた。 曉虽 

小學 校， 京華 中學 校、 第二 高せ》 學校 を經て 東京 帝！ I 大學文 

SJ„S11 文科 を 卒業した。 

校在學 時代の 後期から 創作に 興味 を 持ち、 高等 學校 

在校 中よ り 大學 卒業後 二三 年間 所謂 文 士半： 活 をした ことが 

あるが、 その後 は 一 個の 事柔 家と して 映畫 製作の 菜に 從っ 

た。 そ の 後文藝 US 社から 雜ぉ 「映 霄： 時代 /が ぉ仃 される や 

うになる と、 入つ てこれ が 編輯 を擔當 する ことにな つて、 

<7 日に 及んで Sis る。 

E 近 長 篇小說 「愛 愁變相 圖」 の 作が ある。 

本篇 に採錄 した 「.M 宗と楊 贵妃- は 氏が 大學 時代の 作に 

係る もの である。 

"や  2 

玄宗と 楊貴妃 


め'/ 


733 


^^^m^^ 「£ ；-恨 歌 I にも 歌 はれて 居ろ 唐の. M 宗 

お 帝 と 5iifH 妃 の に 材を SJ たもので ある こと はいふまで 

もない。 たド； ぶお と 楊. 妃 との 戀愛. e 關 係に つて は、 白 

の 解 as と此 作者と は く 違つ て 居る。 作者 は此； 一人が 

相！ して KS ると は 見なかった の である。 その他 多くの 戲曲 

化が 任意に 行 はれて 居る こと は、 作者. - 序；. S に 見ても 明ら 

かで ある。 

此 作品 は 作者が 在舉時 の 作で あると いふが、 そ の .結 構 

の 雄大、 お 藤の 複雜 さに 至って は、 白面の 一 靑年戲 曲 家の 

よくな しおる ところ かと 訝 かり た い 程の 出 來榮ぇ であ る。 

大正 十 年 十月、 帝國 劇場に 於て、 森 田 勘 ® の文藝 座の 手 

に つて ヒ された。 

和 円； 牛：：： お  piiw 
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